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職業 年齢 性別 ご意見の概要 御意見及びその理由

40001 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発事故を踏まえ、クリーンなエネルギーへシフトして
ほしい。

百害に等しい原発。原発稼働なくとも問題なかった昨年。どこに稼働する必要性があるのでしょう。原発作業にて亡くなっている作業員の情報も報道なく、酷すぎる。今の政府は次の世代にまで
素晴らしい環境を残せるように努力しているのでしょうか。その場しのぎの対応にしか見えません。我が子を守るような血の通った英断をしてほしいものです。

40002 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発ゼロシナリオ リスクのありすぎる原発は停止、廃
炉を、廃炉してもまだまだリスクがあるのだから

東北大震災のような想定外の出来事はいつでも起こり得る。廃炉になっている原子力発電所だって、危険な存在なのに、稼働するなんて、日本がなくなってしまってもいいのでしょうか？
私は日本が好きだし、日本人が生き延びてほしいと思う。リスクの高い原子力はいりません。このまま稼働していると、日本がなくなる可能性だってあります。原発は絶対に反対です

40003 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原子力発電に反対。日本は自然エネルギー先進国を
目指すべき。

そもそも原子力発電は継続可能なシステムではない。
廃棄物の処理方法が決まらないまま、ここまで原子力に依存したエネルギー政策を続けてきたことが間違っていたと思う。
一度事故が起きると取り返しがつかない危険極まりない代物だ。
福島の事故を契機に、今すぐ原子力から一切手を引くべき。

政治は明るい未来のビジョンを見せるべきだと思っている。
しかし、原子力には未来がない。あるのは未来へのツケだけだ。
「日本のエネルギーはすべて自然エネルギーにシフトさせる。」
というぐらいの目標を掲げてほしい。
日本の技術力があれば、自然エネルギーの活用で世界をリードできるはずだ。
日本の未来に希望を。未来へのツケはもうやめて。

40004 個人 その他 ３０代 男性 ゼロシナリオを支持します。 今日本ではなく海外に住んでいます。
日本で原発事故が起きた時に本当に驚きました。
それと同時に不安を覚えました。
事故があったにもかかわらず原発を再起動することを決める政府には
失望しましたし、何を考えているのか全く分かりません。

確かに原発には電気を供給するための力があると思います。
ただ、何かあった場合の危険性を考えたらこれ以上使用することは
得策ではないと思います。
原発事故後さまざまな節電対策が行われていたようですが、電気は十分に賄えていたと思います。
すべての人が色々と考えて行動すれば原発はなくても問題ないと自分は考えています。
これから生まれてくる子供たちのためにも安全を第一に考えてもらいたいと思います。

政府の人たちが本当に国民のことを考えてくれることを心より願います。

40005 個人 法人等 ２０代 男性 日本国内における地下資源由来エネルギー、特に原
子力発電の早期０％化について。

１．日本は以下の課題をクリアできない限り、原子力発電を０％にする必要がある。
・人為的に掘り出された、または作りだされた放射性物質が、決して外部環境にもれださず、少なくとも自然放射線レベルまで放射能が下がるまで、確実に隔離され、保管されること。

　
・ウラン鉱石を輸入する際、採掘現場で、原住民族と採掘に携わる人々、採掘を指揮する企業間で、社会的不平等・格差等の問題が発生しないこと。また、原住民族の生活基盤が脅かされない
こと。

・すでに過去に起こっている、原子力関連の事故・事件で、不利益を被った人々に対し、的確な謝罪・保障・原因を突き止めたうえでの再発防止のための対応がなされること。

・原子力発電や放射線の影響について、科学・科学技術の限界を認め、「わかっていること」「わかっていないこと」を包み隠さず開示し、それを全国民に周知されること。

２．地下資源由来エネルギー依存からの脱却を目指すべき理由。
・地下資源（石油・天然ガス・鉱物等）は採掘量の上限があり、将来的に枯渇することが明白である。

・地下資源採掘量・流通量の減少は、国家同士、地域同士、民族同士の戦争・紛争の原因となり、より資本力の強い国にしか利益をもたらさない、国家的不平等の温床となりえる。

・地下資源の多用は、それによって作りだされた温室効果ガス、有毒物質によって、地域環境・地球環境レベルでの汚染・影響を及ぼしている。

日本は戦後、経済大国として躍進したが、その経済自体が地下資源、特に石油資本経済によって成り立っている以上、将来的に破綻するのは明白である。
よって、破綻を回避しようとするのではなく、破綻するであろう未来を把握したうえで、別の未来を創造するための動きをこれから考えていかなければならないと思う。
それは、限りのある資源（自然エネルギー・再生可能エネルギー）のなかで、互いに融通しあって、生きていく価値観を育んでいくことではないだろうか。

40006 個人 家事専
業

５０代 女性 直ちに原子炉再稼働をやめさせる 福島の事故は収束しましたか？　原子炉の中がどうなっているのか把握できていますか？　核廃棄物はどう処理できるのですか？　人命よりも経済優先ですか？　福島に住んでいない私にす
ら、どれだけの精神的経済的負担があるかわかりますか？　危険を冒してまで稼働させ続ける意味がわからない。天災は明日にでもやってくるかもしれないのに。

40007 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 (3)シナリオを支持する。資源のない日本が化石燃料
の輸入で大幅な赤字になり，高い電力コストで日本の
工業力と国際競争力が低下する。失業率が増大し，
収入格差が拡大し，社会の不公平感が増す。

　資源のない日本が化石燃料の輸入で大幅な赤字になり，世界から「周回遅れ」と言われる再生可能エネルギーの固定価格買取制度も始まり発電コストが上昇し，中小企業がますます疲弊し
国際競争力が低下する。■高い失業率が不安定な社会を生んで心がすさんでくることは，他国の例を見れば分かる。「たかが電気のために命をかけるのか」と批判する人もいるが，電気は人
が生きるためにも産業のためにも必要不可欠なエネルギーだ。経済が衰退すれば，国が滅びる。他国を見ても明白なこと。理想と仙人で生活はできない。■電気が安定していつでも安価に使
えることと，大量消費社会の無駄とを同列で批判し「電気に不自由しても良い」という感じで意見する人がいたが，電気の安定供給と大量消費社会とは別次元の問題だ。■発電コストの上昇で
製造業の海外移転が加速し，日本の工業力が低下する。国際競争力が低下し，失業率が増大し若者が働く場がますます縮小する。かすみを食べて生活はできない。社会が維持できなくなる。
■再生可能エネルギー増大による雇用の拡大だけでは，とても国際競争力低下による雇用減少を補えない。まして，国内向けだけの雇用では，外貨は稼げない。■収入格差の拡大が進むと
言われる日本では，高い金額の住宅や電気自動車というを再生可能エネルギーを利用できない人も増えて社会の不公平感が増す。

40008 個人 自営業 ５０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します。
原発がある限り、放射性物質による汚染で生命及び
生活を脅かされるという事態が続くからです。

早期に原発をゼロにし、再生可能エネルギーの推進を望みます。

シナリオの省エネの割合が１割、となっていますが、
再生可能エネルギーを推進すればもっと省エネできるはず。

そのために、電力自由化・発送電分離が不可欠であると考えます。
電力自由化・発送電分離を早急に推し進めていただきたいです。

40009 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 地震大国の日本で、事故がおきたら手に負えず、廃
棄物もたまりつづけ、地下にうめても何百年もしっかり
した管理は無理、事故ったら誰も本当の責任をとれな
いので、ゼロシナリオです。

原発はなくても大丈夫です。
ピーク時を節電を徹底するとか、
自然エネルギーを増やす、
そこに多く補助して、開発して、雇用を増やす、
原発は人間が扱うにはあまりにも危険すぎるものです。
それを容易に扱えると思うのは人間のオゴリだと思う。

いや大丈夫、安全ですよというのであれば、
原発のすぐそばに住んで生活してくださいよ、家族そろって。
と言いたい。

40010 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原子力発電所はゼロでお願いします。熱効率にすぐ
れたガスコンバインドサイクルを活用し、自然エネル
ギーも上手に取り入れていってください。

原子力発電所は速やかにゼロにしていただきたいです。福島原発事故をみて、これはとてつもなく危険なものだと気づきました。安全性を高めるといっても、日本には地震が多く、リスクの集中
する巨大な発電施設に頼るのはもう違うと思います。
また、被曝労働の問題もあります。ウラン採掘の段階からすでに被曝は始まっているのだという現実を知りました。そういった犠牲の上に成り立っているシステムはおかしいと思います。原発の
作業員にしてもそうです。社会の最底辺にある人が集められお金と引き替えに被曝させられる。そこまでして電気を使いたいとは思いません。
幸い、進んだ技術のおかげもあって、電気が足りなくなるということはないようです。今も火力・水力によって充分足りている現状です。大飯原発も再稼働せずとも、電力にはピーク時でも数％の
余力があり再稼働は必要なかったという発表がありました。
燃料を海外から輸入しているので、燃料費が高騰すると経済的ダメージを受けるとよく言われますが、日本の電力会社は他国よりもかなり高い値段でLNGガスを買っているとも聞きます。これは
電力会社の独占市場で競争がないから、このような怠慢が許されているのだと思います。
原発事故は一度起きれば、その収束作業や賠償金の支払いによって、国が傾くほどの経済的損失があるはずです。このようなことは二度と繰り返してはなりません。
今すぐに自然エネルギーを大幅に取り入れるのではなく、LNG火力を上手に使いながら、ゆとりを持ってエネルギーシフトに取り組んでいけばいい。LNGであればCO2排出も少なめです。
日本人が誇りと未来への希望を持って生きていけるよう、ぜひ原発ゼロで。心よりお願いいたします。

40011 個人 法人等 ３０代 女性 比率０％を目指す選択を支持します。３・１１以降、震
度５の地震にすら驚かなくなるほど地震が頻発してお
り、この地震列島に原子力発電所を設置していること
自体が甚だ危険であると思います。

私は広島県で育ち、中高の6年間は爆心地から2キロほどの距離のところで暮らしていました。今、なぜ、核兵器と発電は別だと考えていたのだろう、と心から悔やんでいます。人間が制御できな
い驚異の力、いのちを激しく脅かす力を使うこと自体を問い直す必要がある、３・１１以降そのように強く思うようになりました。一度事故が起これば、今回の福島のように、原発立地地域とその周
辺地域の人たちのいのちと暮らしは根底から脅かされます。そして事故が起きないという保証はありませんし、福島の事故についても本当に詳細や事実究明はできていないわけで、その意味で
は、もしもの具体的な対策すら実は取れないのが現状なのではないでしょうか。放射能の被害は、ゆるやかにかもしれませんが、長い年月世代を越えてついて回っていきます。そういった被害
を他者に負わせて平気でいる、そんな国ではなく、お互いのいのちを想い合う、そんな国に生きていきたいとの願いもこめて、意見をお送りします。

40012 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原子力発電はゼロに。 この度の福島の原発事故によって、今現在もたくさんの方が大変な被害にあっています。

私は母として、子供たちにこのような事を引き継がせる事はしたくありません。

これ以上の再稼動は反対ですし、原発はゼロにしていかなければならないと思います。

日本の野菜、海の幸、米、肉…すべて最高品質でした。

なにより、子供たちにはのびのびと自然をかけまわってほしい。
健康被害を被るかもしれないと云う、異様な不安や、心配もする事なく。

しかし今の日本のあちらこちらでそれは難しくなってしまいました。

それをあと数十年、数百年かかってでも取り戻すためにも、一刻もはやく。

本当に本当に、お願いします！！

40013 個人 家事専
業

３０代 女性 原発ゼロシナリオを強く支持します。日本は原発がな
いと困るという思い込みを取り払って、自然エネル
ギーの活用を推進してほしいです。

人間に制御出来ない危険な物質(発電中はもちろん、使用後も危険なまま)にライフラインを頼るのはもうやめた方がいいと思います。私は以前から原発に疑問を感じていましたが、福島原発の
事故の時からは、もう潮時だ、本気で原発を手放す時だという思いを強くしました。
総理は私の責任で・・・などとおっしゃっていますが、原発関連で何かが起こった時、本当に責任を取れる人などいないと思います。辞任や謝罪が責任を取ることではありません。
日本の国民、土地、海、食べ物、そして未来・・・それらの大切なものを守る為に、いまこそ勇気を出して脱原発にシフトしてほしいと思います。原発にかかるお金を新しい自然エネルギー活用の
研究資金などにして、日本の素晴らしい技術力をもっと有意義な形で国内に、世界に、還元していってほしいと思います。

日本なら、それが出来ると思います！

40014 個人 自営業 ４０代 女性 2030年には原発をゼロにすることを選択します。 原子力は、人間との相性が悪すぎます。

たとえ事故が起こらなくても、原発で働く人の将来にわたる健康が確保できません。さらに、廃棄物の処理が確立しておらず、危険なものを発電によって作り出している状況になっています。

地震の多い日本という国を考えても、原子力発電所の安全を100％確保することは不可能だと思います。

さらに、発電設備の容量としては、原発がなくても足りています。現状は、発送電が分離できていない、原油の輸入にコストがかかる。原料の調達が難しい等、設備的理由ではなく、運用・コスト
の関係で足りないと言っているに過ぎません。「原発を動かさないと電力が足りなくなり経済活動に支障をきたす、、」といった脅しではなく、足りない理由をきちんと述べ、当面はもっとも安全と想
定される原発を運転し、早急に仕組みを改善すべきです。

将来は、あんなにたくさんの人を不幸にする原子力を使わない国であることを望みます。

わたくし事ですが、自宅マンションを断熱改修しました。また、冷蔵庫を新しいものに変えました。年間の電力消費量は20％ほど削減できました。また、夏も冬も心地よく快適になりました。建物
の断熱改修を進めれば、電力消費量を削減しつつ、ここちよい住環境を作りだすことができます。

2030年まであと18年もあります。発送電を分離し、日本中で電力を融通することができる仕組みの確立、建物の断熱改修による省エネ化、そして最後に新エネルギーによる発電の推進、この3
つを推し進めれば18年後に原発をゼロにできないはずはありません。

そういったことを実現できる政党・政治を望みます。

そのためには、もちろん国民である私も省エネな生活、多少の電気代の負担増などの義務は果たす所存です。また、投票行動で意志を示したいとおもいます。

どうぞよろしくお願いいたします。

40015 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発ゼロシナリオ、しかも即刻すべての原子力発電所
を廃炉でお願いします！

実家は築40年です。もうあちこちボロボロです。日本の原発もそんな年数で動いていると思うと、信じられません。しかも、活発化する地震の最も多い日本に大量の原発を持っているのは爆弾を
抱えているようなものです。福島のように、一度破裂したら永遠に故郷を失う程の爆弾です。もんじゅか事故を起こしたら、日本だけでなく世界規模での被害になります。そのような責任の取れな
い原発をこのまま保持することは国際的にも問題です。原発が安全でない事は、多くの国民が知っています。安心して生活がおくれるように、直ぐにでも代替エネルギーに方向変換しましょう！
よろしくお願いします！



40016 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 国民生活を守るため安全で安価で実現可能な電力が
必要。提示の３つのシナリオだけでなく、少なくとも原
子力の安全性を高める開発を行うケースも含めるべ
き。選択肢を増やし実現性を高めることを政府行政は
示すべき。

エネルギー、中でも電力は、今や国民の生活の最重要な基盤であり、国民の生活前提を決めるものです。しかも、直接的な生活だけでなく、国民生活しいては国の財源を支える収入源である企
業活動・製造活動に大きく関わるものであることは揺るがしようのない事実です。
その重要な電力政策において、京都議定書（CO2削減）のため一旦は将来４５％の電力供給割合で考えていた原子力発電、これに変わる他の電力源について、電力量や経済性（コストが同等
以下になるか）も含め、実現できる可能性が極めて不透明と認識します。電力量が供給可能となるためには、どのような代替電力手段になるとしても、今後の開発計画が示され、かつ実現可能
であるという目算がないといけません。
コストが上がり電力コストとして国民、企業への負担が増えると、企業が国内での生産活動を国外へ移転してしまう、もしくは、生産活動を止めてしまうことになり、結果、国民生活に支障をきたし
てしまう、また、国の税収を確保すること自体も難しくなり、国が進めようとしている補助制度は成り立たなくなる。企業活動低下→国民生活低下→税収低下→補助制度減→・・・といういわゆる
負のスパイラルに入っていくと国民生活を守ることができなくなる。
この点について前提としての記載がない。
当然、今回の福島原発事故が示すとおり、原子力発電は現状のままではリスクある発電方法であるとは思いますが、
・原子力発電におけるリスク低減に関わる技術開発に一切触れず、原子力発電を止めることを前提に進めるのか。
・代替する発電方法を開発していくのはよいが、実現可能か、間に合うのか。
・原子力発電における安全性を高めリスクを低減するための技術開発計画を行わないのか。
という点で、今回提示された３つのシナリオが全てのケースを議論するものとなっておらず、選択肢を狭めたある種の誘導の下での議論と感じざるを得ない。
本来将来に関する政策を議論する際は、選択肢を多岐にして実現性を高めていき、電力不足というリスクを限りなく少なくすることが必要で、代替エネルギーの開発に加え、原子力発電の安全
性を高める開発についても進めるべきと考えます。
最後に、政策とは夢ではなく、実現可能な計画を示すものでなければならないし、今回の場合、国民の多くに意見を求めるものであるので、実現不可能な数値前提や、想定される平均値から大
きく外れる数値前提は断じて提示すべきでない。正しい前提が提示されなければ正しい意見聴取にならないことから、公正な前提・情報を提示すべきであります。

40017 個人 その他 ６０代 女性 原子力発電はもう止めよう。 また同じような地震が、いつかは必ず起きる事は確実である以上、原子力発電は絶対にすべきではない事は、もう常識以前になってしまいました。
原子力を使わない発電でも、充分まかなえると思いますし、そのために日本だけでなく世界中の誰もが協力し合えることを信じています。

40018 個人 無職 ４０代 女性 将来に向けて原発をゼロにする。全原発廃炉希望。 日本の子供たちの未来のために、原発は廃炉にすべき。
放射能におびえて暮らす毎日は子供にとっても、その親にとっても悲劇としか言いようがない。こんな毎日を送る事が健全で幸せな生活とはとても思えない。国民は憲法によって最低限の文化
的な生活を保証されているはず。

40019 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発にとってかわるものが無い以上脱原発には反
対。

今の節電や電気料金値上げ気運をみるとより安全な原発での電力供給を目指すのが妥当。飛行機事故が悲惨だからといって有用なので航空機がなくならないのと同じ。火力発電はCO2の地
球的環境問題や燃料費の高騰があり、風力・太陽光も原発より電力の安定供給、そして地震にものすごく強みがあると思えない。
先の原発事故といっても地震津波で原子炉自体が破壊されたのではなく、周辺機器のレイアウトや人的な対応に問題があったと思う。

40020 個人 その他 ６０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。より踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書き
の提案を求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
 直ちに原子炉再稼働をやめさせる
 積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
 再生可能エネルギーの生産を加速させる
 発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
 石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

40021 個人 その他 ５０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します。 先ほどもコメントを送りましたが、ひとつ書き加えたいことがありますので再度送ります。
「原発ゼロ」は2030年達成目標ではなく、今すぐ即時国内の全原発停止、
随時廃炉を希望します。
2030年前に2度目の原発事故を起こすようなことがあつてはならないからです。
即時、原発ではない安全性の高いエネルギー供給へ転換するよう要請します。

40022 個人 その他 ４０代 女性 ゼロシナリオ 福島第一原子力発電所の事故で、原子力発電の安全への信頼は完全に崩壊しました。今なお収束の見通しすらつかず、日本の食品が海外から輸入禁止とされ、海は汚染され続け、子供たち
の健康被害は増えてきています。
うちの娘も甲状腺に異常が見つかりました。そして私も。
電気は必要ですが、健康を害することと引換えにはできないと考えます。
海外から様々な補償を求められて日本が破綻するのではないだろうか、とか、健康被害が出続けて日本人の子孫は奇形だらけになってしまうんではないだろうか、など悲観的な未来しか想像
できません。
今すぐに決断してゼロシナリオをすすめていただきたいと思います。
「損切り」が今すぐ必要ではないでしょうか。

40023 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発は必要ありません。人間と相容れないものです。
短期的・一時的に非効率性があっても、長期的に考え
廃炉が適切です。もちろんもともと原子力がなければ
一番効率的だったが。

これほどの猛暑でも電気は足りていますし、日本全体で考えれば大飯も止めてまだ余るはず。経済のためだけにどれだけ犠牲にするつもりでしょうか。原発と生き物は相容れません。原発と地
球は相容れません。経済のみです。自然エネルギー産業で経済を伸ばしましょう。

何百万年と管理し続けることは不可能でしょう。どこかで「必ず」崩れるでしょう。絶対安全と言っていても「たったの40年」でこれだけの大事故が起こっているのですから。

未来の子供たちにこれほど大きなツケを残すことは、大罪です。

40024 個人 家事専
業

４０代 女性 2030年に原発ゼロではなく、すぐに原発ゼロとしてい
ただきたいです。

生きていくために地球から与えられていた環境が原発によって破壊されてしまいました。こんな危険な原発を今後も使おうとする気持ちがわかりません。
今も目には見えませんが、放射性物質が浮遊し、呼吸により体内に取り込んでいるわけです。
まったく収束もしていないのに馬鹿げています。

今後は原発以外の太陽光や風力などに変えてほしいです。

40025 個人 自営業 ４０代 女性 ３つ選択肢のうち、ゼロシナリオを選択します。ただ
し、原発廃止の時期については即時全廃すべきだと
思います。

昨年の未曾有の原発事故はまだ収束しておらず、その見通しさえ立っていません。あの事故が起こった以上、国策としての原発推進事業は支持できません。全国民の健康に長期的に影響を及
ぼす恐れがあり、対策費用も重くのしかかってきます。また、食糧の安全調達も阻害されます。間違いなく、国力がそがれていきます。原子力発電は恒常的に被ばく労働を強制するものであり、
核廃棄物の処分方法も目処が立っていません。核燃サイクルは事実上無理であろうと考えていますが、地震国日本では、地層処分するにしてもフィンランドのように硬い岩盤で構成される地域
を選ぶことさえ難しいでしょう。核の暴走を制御できないことが判明した以上、国防という観点からも核の利用は断念すべきです。原子爆弾による唯一の被爆国として、積極的に外交を繰り広げ
世界各国の支持を取り付けていく方向で検討してください。幸い、日本には地熱、潮力など、他国よりも有利な発電エネルギー源があります。今までの原子力予算の半分でも振り分けていただ
ければ、世界をリードしていく技術が確立していくでしょう。当面は天然ガス火力、ガスコンバイン、コジェネ、ヒートポンプ等の省エネ技術を磨き上げ、代替していけば、自然エネルギーでやりくり
できるようになると思います。ご検討ください。よろしくお願いします。

40026 個人 その他 ５０代 男性 (1)ゼロシナリオを選択
原発の存続を考えるとき問題となるのは、電力のこと
でも経済のことでもなく、倫理である。

　ゼロシナリオを選択
　福島第一原発の事故のあと一年以上が過ぎたが、放射能による健康被害の有無、そして健康被害がある場合の深刻さとその広がりについて、だれにもくわしいことはわからない。しかし実に
多くの人が、事故以前であれば何の心配もしなかったことについて、たとえば「今の場所に住んでいて病気にかかるることはないか」といったことを思いわずらっている。
　また、未だに居住地域に帰れない人たちがいる。いつ帰ることができるのか、だれにもわからない。家、土地といった生活の基盤も奪われ、いつ取りもどすことができるのかわからない。人がと
もに生きる共同体は破壊され、それがいつまで続くかわからないという「生殺し」の状態が続いている。共同体の破壊は避難勧告がなされていない地域でも起こっている。その場にとどまるか移
住するか、ギリギリのところで残ることを決断して、そこにひとつの共同体が形成される。しかしいったんは残ることを決断した者がそこを離脱し移住する場合には、あいさつもできず夜逃げ同然
でその場を去る、という話を郡山在住の方から聞いた。
　これほどまで深い健康に関する不安をもたらし共同体の破壊を招いた原発の存在は、倫理的に許されるものではない。問題は電力に関することではなく、人が人として生きる権利にかかわる
ものである。人の命と電力の問題を並置することはできない。原発の存続が日本経済にかかわる問題として提起されることもあるが、人の命と経済の問題も並置することはできない。

40027 個人 自営業 ４０代 男性 「原発ゼロシナリオ」の推進を求めます 今後のエネルギー政策において、原子力の研究は大切です。しかし、福島での原発の事故、ならびにその後の原因追究、そして政府と東電の対応を見れば、少なくとも今の日本においては、原
子力を利用する技術、管理能力、そして責任が皆無だと思わざるを得ません。

一切の再稼働をやめてください。一国の総理大臣が責任を取ると言ったところで、その責任なんて、国民にとっては何の利益にもならないばかりか、その責任によって再稼働され、再び事故が
起こってしまえば、不利益以外の何物にもなりません。原発問題は、経済活動とトレードオフされるべき問題とは次元が違います。

もう『想定外』は許されません。想定外の出来事に対しても絶対に安全だと言えない原発は、稼働されるべきではありません。

今後は、自然エネルギー政策を推進いただき、原子力の研究については、現状の原発を廃炉にするために、その研究を促進していただきたいと思います。

40028 個人 家事専
業

４０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を支持します。
もちろん再稼働反対です。

「原発ゼロシナリオ」は今後の日本のために当然のことだと思います。
子どもたちに責任を押し付けたまま死ねません。
自然エネルギーの取り組みを政府主導で取り組んで下さい。

40029 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 ゼロシナリオを支持します。
原発再稼働に反対します。

原子力は人間が制御できるものではないと思います。
原発は事故が起きた際に取り返しがつかず、リスクが大きすぎます。
使用済み核燃料も安全に処理することもできません。
原発再稼働も新設も増設も反対です。
もっと自然エネルギーを活用していくべきだと思います。

40030 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
 直ちに原子炉再稼働をやめさせる
 積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
 再生可能エネルギーの生産を加速させる
 発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
 石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

40031 個人 家事専
業

５０代 女性 原発ゼロシナリオを選択。地震の活動期に入った国
に、安全な原発はありえない。福島の悲劇を繰り返し
てはいけない。核廃棄物の放射性物質の半減期は10
万年。人類が管理できるものではない。

福島第一原発の事故により、十数万の人々が家や仕事を失い、住み慣れた故郷を追われ。いまだに辛い避難生活を余儀なくされている。家族離散や離婚、はては自殺に追い込まれた人も少
なくない。また、やむなく置き去りにされた家畜やペットなどの動物たちの多くが餓死し、残ったものも野生化して不慮の死を遂げている。広大な田畑、野山も川も海も放射能により汚染され、除
染の方法すら確立されていない。しかも、福島の事故は、未だに収束の見通しすら立っていない。
日本の原発密度は世界平均の１８６倍、巨大地震の発生頻度は世界平均の２９３倍であるという。さらに311以降、地震の活動期に入った日本列島では、次の大地震がいつどこで起きても不思
議はない。どの原発でも、次の過酷事故が起きない保証はない。次の過酷事故が起きれば、地震や津波の規模や立地条件、天候などによっては、放射線の急性症状を伴う人的被害など、福
島よりはるかに甚大な被害が生じる危険性もある。福島事故の放射能汚染に追われて西へ西へと避難を余儀なくされた人々も、安住の地を失うことになりかねない。そうなれば、安全な水も食
物も、日本国内では入手が困難になる。
さらに、我々人類は子孫のためにも、何万年にわたり厳重な管理を必要とする放射性廃棄物をこれ以上増やしてはならない。
結論。3つの選択肢から選ぶならゼロシナリオとならざるを得ない。が、原発全廃が2030年では遅すぎる。地震は人間の作ったシナリオを待ってくれない。原発の増設を容認して福島の事故を防
げなかった大人の責任として、子々孫々のため、いますぐ全原発の廃炉を決め、もんじゅも廃炉、六ケ所村の核燃料サイクル計画は断念するべきである。

40032 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロシナリオを支持します。 日本は技術先進国と豪語しておきながら、国内の原発、福島第一の事故すら、まだ収束が付かない状況。
それがまだ国内に53基もあると言うことすら、信じられません！
即刻廃炉、即刻停止を熱望致します。
火力発電で電気代が上がるのは、LNGガスをアメリカから輸入する際、石油の価格と連動している等、まだまだ改善の余地が十分にあります。

40033 個人 家事専
業

４０代 女性 原発はいりません。
もっと安全なエネルギーをお願い。

うちは福島原発から４０ｋ圏内です。
毎日おびえた日々を送っています。
今日も地震で4号機は大丈夫かとドキドキです。
こんな思いをする人を増やしてはならない。

40034 個人 家事専
業

３０代 女性 ゼロシナリオを選択します。 原発を０にしたい理由として、
使用済み核燃料をこれ以上増やしたくないこと（最終の処理方法が未定で困難なため）、そして原子力発電所で事故が起こった際に被害が甚大なことがあげられます。

また、新たなエネルギーを開発する際に、運転コストが安すかったり、開発が容易だったとしても、安全面で負の要素が大きいと考えられる場合は開発をやめる決断をくだしてほしい。

40035 個人 家事専
業

６０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。より踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書き
の提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：

 直ちに原子炉再稼働をやめさせる
 積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
 再生可能エネルギーの生産を加速させる
 発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
 石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

40036 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「原発ゼロシナリオ」唯一の被爆国である日本に原子
力が導入された時点からひずみが始まっている。今こ
そ反省し見直す時では？

国を発展させるために原子力発電は大きな貢献をしたとは思う、しかしこのエネルギーは「人間が扱うことのできない化け物に変化してしまう事」その事には蓋をして、一部の人間が判断して決
定した利益優先の仕組みに国民全体がとり込まれてしまった。こんな印象です。
原発は全国に５４基！こんな小さな国に必要な数なのか？なにがどうしてこんなにたくさんの原発が必用なのか？今回の福島の事故で「安全」なのか「安全ではない」のかハッキリしたはず。使
用済み核燃料の廃棄場所もないのでは？今回の大飯原発の「再稼動」国民が納得する説明もないまま行なわれてしまった。是非この件に関しては国民投票を実施してください。



40037 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 ゼロシナリオを支持します。原発はことごとく現時点で
廃炉にすることを要求します。

原発は、そもそもウランを掘り出すところから、人々に被曝を強います。核廃棄物の最終処分場すら決まっていません。ひとたび事故が起きれば被害は甚大です。福島とその周辺の地域は、取
り返しのつかないことになってしまったではありませんか。
電力は原発を動かすまでもなく、足りています。マスメディアの宣伝に騙されてはなりません。
経済を人の命や生活より優先させる考えには、断固反対します。私たちは一部の資本家たちの利益のために存在しているのではありません。

40038 個人 自営業 ４０代 男性 福島出身者、3児の父として、危険な原発はなくさない
といけない。

原発はやめなければいけない。10年～30年後、などどというものではなく、いますぐに。安全の確認されていない原発再稼働などというものは、福島出身者としては馬鹿にされている気持ちで
す。人の命、子どもたちの将来をどう思っているのでしょうか？ もう一度言います。原発はいま、すぐにでもやめなければいけない。

40039 個人 家事専
業

４０代 女性 原発への依存は即ゼロにしてください 日本は地震も多く、何万年も危険な核のゴミを、だれが責任持って安全にどこに保管できるというのでしょうか。即やめるべきです。
広島、長崎、福島と原子力の害をこれ以上繰り返してはならない

新しいエネルギーの開発や省エネルギーの開発は、日本経済にとっても
地方の活性化にも、将来性のある成長の見込める産業となるでしょう。
若者たちが夢の持てるエネルギー政策として、即原発をゼロにしてください。

40040 個人 家事専
業

６０代 女性 「原発ゼロシナリオを選びます」
福島第一原発事故も終息していない現状を見ている
と、絶対に、原発は稼動するのは反対です。自然エネ
ルギーを取り入れた電気にかえるべきです。

今は、色々な事に、無駄な電気を使っていることが多すぎます。それを見直せばかなりの電気が節約できると思います。リスクの多い原発はやめて、自然にやさしい生活にもどす時がきていると
感じます。未来ある子ども達のためにも原発は反対。自然エネルギーに力を入れてください。

40041 個人 その他 ５０代 女性 原子力発電は直ちにゼロ、直ちに全廃すること。再生
可能エネルギーを最大限に促進する。電力系統を拡
張し、風力発電の系統連系を促進すること。発電と送
電を別法人とする。

１）福島第1原発の事故ですら、後始末もできず、今後、永続的かつ安定的に冷却できる保証もないのに、原子力発電を動かすとは、狂気の沙汰であり、無責任のきわみである。たとえ火力発電
のコストがかかろうとも、安全は絶対的な生活の基礎である。安全でない国土に経済発展は無い。国民の安全を第一として、原子力発電は、ただちに全廃すること。
２）ドイツは、２０１２年上半期には、再生可能エネルギーで電力需要の２５％を賄うまでになっている（ＢＭＵホームページを見よ）。再生可能エネルギーの関連産業が成長している。洋上風力発
電の分野では、ドイツのシーメンス社は風力発電機のシェアのほとんどを握っている（ＥＷＥＡ,２０１２、洋上風力発電統計）。ドイツにできることが、なぜ日本にできないか。やっていないだけであ
る。
３）原子力発電につぎ込んできた資金を再生可能エネルギーに投入し、経済を活性化することができる。２０１１年、２０１２年ですら、電源開発促進税勘定の６３％～６５％が原子力発電開発に
つぎ込まれている（エネルギー対策特別会計最終歳出予定額各目明細書、第１７７回国会提出、同、第１８０回国会提出）。
４）危険な原子力発電に、このような莫大な資金をつぎ込み、国土の半分を未来永劫に汚染し、福島の人々から故郷を奪った挙句に、反省もなく、原子力発電を２０２０年、２０３０年まで継続す
るなどの計画は、許しがたい人権侵害である。

40042 個人 無職 ６０代 男性 全原発は即刻停止して廃炉にすべきである。 原子力発電により生み出される核分裂生成物を無害化する技術はない。全原発は即刻停止して廃炉にすべきである。政府は経済のために原発は必要と言うが、たかが発電のために国民の生
命を犠牲にすることは許されない。全原発を停止しても、電力需要は国内の発電設備で十分足りている。今後、コンバインドサイクル発電等の高効率発電設備を拡充すれば電力コストを下げる
ことさえできる。全原発は即刻停止してください。

40043 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 20～25％シナリオを支持します。 エネルギー資源を海外に頼らざるを得ない我が国においては、ベースとなる安定的な電源として原子力発電所は必須だと考えております。
また、地球温暖化防止のための炭酸ガス削減という視点からも原子力発電所は必要だと思います。
原子力発電所の危険性から原発ゼロを目指すべきとの意見を聞きますが、果たして原発の危険性と地球温暖化の進展が人類に与える影響とに優劣があるでしょうか？
私は、同様なリスクとして考えるべきものと思います。
既に、地球温暖化が原因ではないかと報じられる異常気象により、我が国でも毎年多くの尊い命が奪われております。
よって、原子力発電所による電力供給20～25％を支持します。

国には早期の原子力発電所の安全をより確実なものとする検討をお願いしたい。

40044 個人 無職 ４０代 男性 原発ゼロシナリオを選択します 原発に変わる代替エネルギーとして十分な性能・実績のある燃料電池システム・ガスコンバインドサイクル発電・潮汐・海流・地熱で十分です。ピーク時対応としては揚水発電を増強すれば問題
ありません。即刻、全原発の停止。廃炉の決定を要求します

40045 個人 家事専
業

６０代 女性 原発はすぐ停止して欲しいと願います。 自分の子供、孫、その次の将来を担う未来の子供たちのためを思う時、原発は我々の時代で決着をつけなければなりません。それでも何十万年も後始末を頼まねばならないのに…。即、停止
してください。其れに払う代償なfど、未来を思えば、痛くも痒くもありません。どうか一緒に勇気を持ちましょう！！！

40046 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 全原発即刻廃炉 福島原発事故を受けて原子力発電が存在してはならないのは明らかである。
あらゆるコスト面、エネルギーの問題は原子力をなくす条件下で考えすすめるべきである。
あらゆる安全を無視したやり方はあってはならない。

40047 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 原発ゼロシナリオを選択します。 原発事故はもう起きました。どれだけの被害かでるのかもわかりました。
そして再び起こる可能性がゼロになることはありません。なので早急な脱原発を私は求めます。

40048 個人 家事専
業

３０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された３つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存をただちに終了させ
る、より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。
具体的に私たちは以下を要求します。
・ただちに原子炉再稼動をやめさせる
・具体的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本をの気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
・再生可能エネルギーの生産を加速させる
・発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
・石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなた方が人々に真摯に耳を傾け私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

40049 個人 その他 ５０代 男性 ゼロシナリオを支持します。
原発は要らない。2030年と言わず、即時0％を望みま
す。もんじゅも即時廃炉にしてください。

ゼロシナリオを支持します。
原発は要らない。2030年と言わず、即時0％を望みます。もんじゅも即時廃炉にしてください。

理由。
原発は存在自体が危険である。
福島第一原子力発電所の事故で明らかになった様に、事故が起きた場合の、甚大で長期的かつ広範なリスクが大き過ぎる。
事故は必ず起きる。自然災害に遭わなくとも人間は必ずミスをする。そのような事例は過去に何度もあった。
また、使用済み核燃料の処理もできないのに原発を稼働するのは不合理である。

原発関連に充てている膨大な予算を、既存の火力発電や再生可能エネルギーの開発・普及に使うべきである。
日本国内はもとより、再生可能エネルギーで世界のリーダーシップをとれる国づくり（政策）へと転換するべきだ。

40050 個人 自営業 ５０代 男性 すみやかに原発から代替エネルギーへのシフトが必
要

いつ次の地震が来るかわからない今、原発に変わるエネルギーに出来るだけ早く
変えるのは、日本の世界に対する責任と信頼回復に役立つ。すでに世界的に脱原発の流れになっている。　これに逆らって利権にしがみつくのはいかがなものか。劣化ウラン製造等の指示が
あるのかも知れないが、再度原発事故を起こせば
世界に賠償金をはらうハメになり、巨額の賠償金と食料、汚染地域の拡大で歴史上のワースト政府の名を後世に残す。

40051 個人 学生 １０代以
下

男性 原発はいらない あぶないものはいらない。
せきにんとってくれ。
いえでつくったやさいがたべられない。
きけんなこと・・・そのくらいわからないのか。

40052 個人

40053 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 ゼロシナリオ支持。各原発の安全性を再評価し、避難
計画や事故対応策を強化、安全基準を満たした物は
再稼動し、計画的に廃炉を進める。再生可能エネル
ギーへの移行を加速し、2030年には原発依存率0%と
する。

ゼロシナリオを選択します。全国にある原発の安全性を最新の津波データや活断層データを用いて評価しなおし、また、住民の安全を確保するための避難計画や事故への対応を強化する。そ
のうえで安全性が確保できない原子炉から廃炉とし、安全基準を満たしているものは再稼動し、再生可能エネルギーへの移行期間の暫定的エネルギー源として使用する。新たな原発の建設は
行わず、新たな安全基準を満たさない原発、40年を超えた原発、また、リスク分散のため、一か所にある炉の数を制限するなどして、一定の安全性を確保しつつ原発依存率を下げていき、再生
可能エネルギーへの移行を加速させながら2030年には原発依存0%を目指す。
再生可能エネルギーについては、日本における利用率は低いが、世界的には開発利用が進んでいる。現在は太陽光発電に注目が集まっているが、日本においてはほかにも、小水力、バイオ
マス、地熱といった強みがあり、それらのエネルギーを地産地消的に利用、スマートグリッド技術を導入することで、送電による電気のロスを減らし、電力の利用率を高めることで原発に頼らずに
化石燃料への依存率を下げ、再生可能エネルギーの利用率を増加させることが可能である。
また、今回の事故により、国内の原子力技術者、研究者の海外流出も問題になっており、若い世代の成り手も減少することが考えられるので、そのうえでも運用できる原発の規模は縮小せざる
を得ない。
今後は除染技術や使用済み核燃料の処理方法などの技術開発を進め、世界の原発や核実験、劣化ウラン弾による汚染地域に技術輸出を目指す。

40054 個人 無職 ４０代 男性 原発ゼロシナリオを選択します 原発に変わる代替エネルギーとして十分な性能・実績のある燃料電池システム・ガスコンバインドサイクル発電・潮汐・海流・地熱で十分です。ピーク時対応としては揚水発電を増強すれば問題
ありません。即刻、全原発の停止。廃炉の決定を要求します。

40055 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 (1)の０％希望。

経済成長は要りません。経済的には貧しくてもいい。
クリーンで持続可能な社会を望みます。

７割の人が０％を望んでいるのに、それでも(2)や(3)の選択をするのでしょうか？
それは民主党ではありません。大企業党です。

電気料金が増えてもいい。国際競争力が劣ってもいい。経済成長しなくてもいい。
安心と安全で、地球環境にも優しいエネルギー政策を速やかに推進して欲しい。

幸福度の指標を経済成長率やＧＮＰで計るから、理想と現実に矛盾が生じるのではないでしょうか？　ブータンのような、幸福感による指標によって計るなど、新たな価値観に基づいた政策に舵
を切っていってほしい。

２１世紀からは、西洋文明が廃れ、東洋文明の時代が来ると思います。その先駆けとなるべく、日本は重要な役割を担っていると思います。物欲に満たされた環境に価値を置くのではなく、精神
の充実に価値を置く文明にシフトしていく時期です。

今回のエネルギー政策の転換は、その一つのきっかけにして欲しいと思います。

40056 個人 自営業 ５０代 女性 「2030年に原発0」ではなく、「即刻原発0」

事故が起きたら人が住める場所を奪う原発は即刻ゼ
ロベースにしなくてはなりません。

大飯原発、志賀原発、敦賀原発、ほぼすべての原発直下に活断層があるとの指摘があるにも関わらず迅速な調査などの対応もせず、大飯原発は再稼働させてしまうしこの国は福島第一の事
故の教訓を生かす気持ちがないものと判断せざるを得ない。
使用済み核燃料の処理、保管についても安全な方法が確立していないのなら核燃料を使うなといいたい。
速やかに再生可能エネルギーを作り出す体制を整えて原発依存から脱却してほしい。

40057 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発は不要。これまでの原発行政の嘘、電力会社の
傲慢な態度。許せない。
使用済み燃料棒等、未来に向けてとんでもないものを
残そうとしている。何万年も放射線を出す危険なも
の。

国鉄・電電公社のように電力会社は解体すべき。本当に傲慢だ。電力会社を選べるなら、東電からは絶対買わない。
原発に使う予算を自然エネルギーに使うべき。

2030年時点の原子力発電の割合について、私はゼロを要求します。尚且つ2030年との区切りに疑問を持っております。私が望むのは今すぐゼロです。

福島第一原発事故の放射能汚染の影響は、現在高汚染地とされている場所に居住されていた人々の生活を犠牲にし、その補償も満足にされておらず、また国内流通食品へも影響を及ぼし海
外への輸出も規制されている状態です。海洋への放射能汚染が深刻な事態であることは海外メディアでも報じられています。

我が家でも幼い子どもへの被ばくの影響を最小限に抑えるために、出来る限り汚染の低いであろう産地の食品を時間と費用をかけ選び、高額なガイガーカウンターを個人で購入し、線量の高
そうな場所では子どもを遊ばせないようにするなど毎日の生活が一変しました。

現在も福島第一原発の事故の収束作業が行われていますが、高い放射線の中での作業のため最終状況は見えていません。
何世代に渡ってこの作業の収束を迎えるのでしょうか。
放射能の不安は何世代にもわたって影響を及ぼし続けます。

そして日本はいくつもの活断層の上に国土があり、昨年の3月11日以降も余震が頻発している状況が続きました。
現在再稼働している大飯原発の敷地内にも活断層の疑いが有り調査を実施するそうですが、疑いがある時点で稼動をすることに異議を唱えます。また関西電力が依頼する調査会社も疑わし
く、即時停止して第三者機関に調査を政府が依頼するべきです。
なお一部のメディアで関西電力が「電力不足予測過大だった」http://www.kyoto-minpo.net/archives/2012/08/11/post_8955.php　とする報道もあり、日本国民の多くは大飯原発の再稼働に疑
問を持っています。
東京電力管内においても昨年の計画停電が嘘かのように、この夏の電力は充分足りています。原発が無くとも電力が足りることは実証されました。

日本は原子力発電も含めた電力によって経済発展を遂げてきたことは充分理解しており、私も恩恵を受けて育った世代です。
しかし原子力によって広島・長崎は被爆し、福島、そして日本全土を汚してしまったのです。もう二度と同じ過ちを犯してはならないと考えるのは当然のことではないでしょうか。

プルサーマル計画も中止し、全ての原発の廃炉作業を考えれば当然経済的なダメージを日本が受けることは目に見えています。
しかし日本はここで原子力を止めて、被ばく国としてこの反省を生かした新しいエネルギー政策を国民や世界に提示するべきです。
代替電力として規制緩和された地熱発電、また太陽光発電、洋上風力発電など再生可能エネルギへの転換と推進を望みます。
また全国民に継続的な節電の要請とそのメリットの提案を政府が行うべきであると考え望んでいます。

政府が具体的に原子力の撤退を提示するまで私は異議を唱え続けます。
原子力発電所を全て即時停止し廃炉を望みます。

以上

会社員・
公務員

３０代 男性 「エネルギー・環境に関する選択肢」2030年の時点の
原子力発電の割合についての意見、私は原子力発電
今すぐゼロを要求します。



40059 個人 学生 １０代以
下

女性 原発はいらない あぶないものはいらない。
いちごがたべられなくなった。たべたいよ。
うちはげんぱつから４０ｋいないであぶないよ。
こわくていやだよ。

40060 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロシナリオを支持します。 都内で保育士をしています。
原発ゼロシナリオを選択・支持します。

福島の事故以来、東京でも放射能の影響を心配する声があり、子ども達の活動にも制約があります。私の勤務先の保育園でも何度も放射線量の測定をし、さらには栽培活動で子ども達が育て
た野菜が「放射能の影響を否定できない」という理由から子ども達自身の口には入れられない状況が続いています。

福島ではまだ子ども達が戸外で自由に遊ぶことのできない日々が続いていると聞き及んでいます。

ひとたび事故が起これば、人間のコントロールする手を離れて広大な範囲に長く影響を及ぼすのが原子力発電です。それは一番に子ども達に影響します。
子ども達の生活を守ることを第一に考えると、選択肢はひとつです。
原発はゼロに。電力は代替エネルギーから。

40061 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発はいりません！
0%にしてください！

原発のような危険なものはもう必要ないです。
未来ある子供達の為にも残してはいけない。

40062 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 0%シナリオを支持します。 福島原発の処理もできず、原発はリスクが大きすぎます

40063 個人 無職 ４０代 男性 原発ゼロシナリオを選択します 原発に変わる代替エネルギーとして十分な性能・実績のある燃料電池システム・ガスコンバインドサイクル発電・潮汐・海流・地熱で十分です。ピーク時対応としては揚水発電を増強すれば問題
ありません。即刻、全原発の停止。廃炉の決定を要求します。忘れてました、風洞タワーによる風力発電もベース発電足りえます。

40064 個人 その他 ５０代 男性 一度事故が発生したときの被害の大きさ，使用済み
核燃料の保管および処理を考えても原発によるエネ
ルギー政策は変更すべきです。2030年ゼロパーセン
トを選びますが，むしろすぐに廃炉をすべきであると考
えます。

原発はランニングコスト，廃炉コスト，使用済み核燃料の処理・保管のコストを含めて考えると，決して一番安価な発電方法ではありません。また，事故雅起きた場合の除染その他のコストを含
めるとさらに高価な発電方式です。自然再生エネルギーやガスコンコンバインド発電方式などを使用すれば，二酸化炭素を排出せずにかつコストの安い安全な発電が可能です。
さらに，昨年の大震災以降いつどこで大きな地震が起きてもおかしくない状態で，かつ福島原発事故も津波のみの被害なのかどうかまだ不明ですし，さらに仮に津波が原因であったとしても，次
は地震の影響により事故が起こらないとは限りません。発生確率が低いとしても起こったときの被害が甚大なものについては，中止するという政策をとることこそが国民の利益になることです。
この夏の酷暑でも，原発なしで停電なく生活が行えています。関西電力も，大飯原発を再稼働した後に火力発電所の操業を中止していることからも，夏の電力需要から原発再稼働が必要で
あったという主張には疑問符がつきます。
さらに，原発を廃止しても廃炉作業や使用済み核燃料処理によって一定の労働需要が生じるので，原発立地県の失業問題が直ちに深刻な問題となることもありません。
以上から，原発ゼロの政策を今すぐとるべきであると考えます。

40065 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 国内全ての原発即時廃炉 一度事故が起これば国土の一部が何年も人が住めなくなるようなリスクの高い方法で発電しなくてもよい。ほかにリスクもコストも安い方法はいくらでもある。

40066 個人 無職 ６０代 女性 原子力発電所は全て、直ちに稼働をやめ、全原子力
発電所の廃炉に向けた取り組みを開始すべきと考え
ます。

福島第一原子力発電所の事故により、「核」エネルギーは制御不可能なエネルギーと言うことが露わになりました。ましてや、処分方法も定まっていない核廃棄物をこれ以上増やすことは、次世
代以降に非常に大きな負担をしいるものであります。いつか処分の技術が確立するというような楽観論は今の状況では許されません。原子力発電所の廃炉には多くの専門技術者、天文学的と
も言われる費用が必要と言われています。それらの人材養成を今すぐ開始してください。廃炉にかかる費用は各電力会社が負担することはもちろんそのための「増税」ならば甘んじて受け入れ
る覚悟はできています。是非とも早急に原子力発電所は廃止するよう強く要求します。

40067 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 (3)シナリオを支持する。再生可能エネルギーには
ベース電源として火力発電が必要で，燃料は埋蔵量
に限界あり。国の借金が一千兆円になるのに，消費
税の２％相当の赤字が国外に流出。このままでは社
会の劣化が進む。

　再生可能エネルギーにはベース電源として火力発電が必要だ。燃料は埋蔵量に限りがあり，輸出国が自国用に比重を置けば，輸出量が減り，価格が現状より更に上昇。日本の赤字が拡大
し，国力がますます低下する。■化石燃料は奪い合い状態で，投機資金の対象にもされている。輸入コストも足元を見られて今後も更に上昇する。赤字の増大で国外にお金が流出する。国内
にお金が回らず，道路等社会インフラの劣化，社会保障費の増加，税収の落ち込みで財政赤字の体質は悪化し，国力は低下する。■少子高齢化で社会保障費が増える一方で，社会インフラ
の劣化もどんどん進む。それでも，国内で回らない無駄なお金が国外へ出る。■経済が悪化すると，国の財政も赤字が増えるだけ。国の借金が一千兆円になろうかというのに，負のスパイラル
でいいのか。国の借金時計が，すさまじい勢いで回転して一瞬も止まらない。見ると気を失いそうだ。経済を軽視してはいけない。社会の劣化がますます進む。■極論すると，今まで国内で回っ
ていたであろう３兆円数千億円という消費税の２％にも相当しようかという金額が，燃料購入費として毎年海外に無駄に流出する。購入した燃料は燃やしてＣＯ２に変わり，電気として瞬間に消
費されて終わりだ。

40068 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 総発電量に占める原発の比率は、2010年並みの「20
～25%」が適当

・提示されている3案とも、再生可能エネルギー、省エネルギーの大量導入をあげています。再生可能エネルギーについては、地球温暖化の観点から、将来にわたり継続的に取り組んでいくべ
き重要な課題であると思いますが、自然に頼るものであり、安定的な電力供給という点に疑問があり、大幅の増加は実現性に乏しいと考えます。また、省エネルギーについても、技術面、コスト
面などの課題が多く確実なものではないと考えます。
・特に原発比率0%については、現在、大飯の2基を除く原発が全て停止している状況で、電力供給は化石燃料を用いる火力が主体となっております。エネルギー自給率が4%と極めて低い日本に
おいて、海外から調達する特定的なエネルギー源に頼ることは、原油価格の高騰や化石燃料調達の特定地域への依存等リスクが大きく、電力を低廉かつ安定的に供給するには、多様なエネ
ルギー源の確保が不可欠であると思います。
　また、住宅を新増築する際には高効率の省エネ住宅しか認めない、自動車も高効率の省エネ車以外は厳しい使用制限を掛ける、既存の石油ストーブやガスストーブは販売禁止、厳しい省エ
ネ基準に適合しない古いアパートやマンションの賃貸は禁止する、などを考えているようであり、国民に多大な負担を強いる極端な省エネを前提としており受け入れ難いと考えます。
・原発比率15%については、原発を新増設せず、現存の原発を運用しつつその依存度を徐々にさげていくというものであり、政策とは言い難い案と考えます。原発技術の維持継承には、新たな
原発の建設も必要ではないでしょうか。昨年の福島第一原発事故の経験を活かし、原発の安全性に関する技術の向上に取り組み、世界に発信していくことが日本の使命ではないかと考えま
す。
・資源を持たない日本にとって、エネルギー源の多様性確保は今後とも必要であり、また、原発の技術力も絶やしてはならず、今回の選択肢の中では、安全性確保を前提に「20～25%」が適当だ
と考えます。

40069 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発をやめるべき 原発はリスクが大きすぎます。電気も足りているようですし、原発やめるべきです。
原発を必要としてるのは、一部の利権者なのかもしれません。利権ならば目がソーラーでもなんでもリスクが少なめのなにかで代わりになるでしょう。利権を必要とする人々もそちらに移行すれ
ばいいのではないでしょうか。

40070 個人 自営業 ４０代 男性 原発比率は当然ながら、「０」です。それも、「可能な限
り早く」。

原発に依存しなくても、しかももっと安価に電力を供給できることは最早ほとんどの人間がうすうす気づいている。
もういい加減「ウソ」ばかり言うのはやめたまえ。原発が安価というのも計算のウソだし、保管コスト、そのための各組織の人件費や研究費、運営のためのコストを入れたなら、膨大なコストにな
ろう。
１年ちょっと前だっただろうか。あるメーカーの社長が、「今後原発ビジネスで×兆円の売り上げを見込む」と言っていた。
ということはそれだけのコストがかかる、ということに他ならない。バレバレだった。
さらに、リスクだ。問題なのは事故だけではない。隣国の核兵器は日本の原発に照準を合わせている、とも聞く。もしそうでなかったとしても、その恐れを考えたことはないのか？？
その上、一番問題なのは核廃棄物であり、それを隠しているね。
一体、何年、何代あとの孫子にまでその汚れた負債を負わせるのか？
財政赤字を残さないために消費税を上げるなどと言っておきながら、核廃棄物は何百年も、しかも増やし続け、残し続けると？？笑止。
「除染」などという言葉もウソだ。無くなるかのような印象を与える。放射性物質が消えるわけではない。
一般大衆はバカだと思っているのだろうが、これ以上続けば、政治家が命を落とすこともおそらく起きるだろう。
原発をなくすための研究開発が産業を後押しするだろう。
原発を進めるなら、今後の選挙全てで、それらの議員は全員落とす。ネットの力で落としていく。
国民の怒りを知れ。

40071 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「2030年までのなるべく早期に原発比率ゼロに、核燃
料サイクル政策に関して、使用済核燃料を直接処分
する政策（ゼロシナリオ）」を採用することを強く主張す
る。

私は、「2030年までのなるべく早期に原発比率ゼロに、核燃料サイクル政策に関して、使用済核燃料を直接処分する政策（ゼロシナリオ）」を採用することを強く主張する。
2011年3月に発生した福島の原子力発電所事故により、日本には、原子力を制御する能力がないことが明らかとなったにもかかわらず、なおも原子力発電を行おうとする日本人がいることを、
私は理解できない。これだけでも十分な理由であるが、以下、補足する。
補足理由１）事故が発生すれば広範囲な影響が発生するにも関わらず、原子力発電の実行・管理状況が不透明、不公正、不誠実であり続けている。
補足理由２）原子力発電のコスト・必要性について必要な議論が尽くされたとはいえない。
補足理由３）原子力発電に伴って発生する、「核のゴミ・放射性廃棄物」の最終処分をどのようにするのかの結論が得られていない。
以上の補足理由の１～３の根本には、「電力会社・原子力安全保安院、および原子力規制庁、原発メーカ、原発立地自治体といった”原子力発電の当事者と言われている人々が、同一の利益
共同体でしかない現状では、公正かつ透明な原子力の管理は不可能ではないか」という懸念である。このような懸念を払しょくする前に、原発を再稼働させ、「原発がなければ日本は破滅する」
などと言う政府・産業界については強く失望した。その反省・検証のない姿勢をみるにつけ、「日本には、現状、原子力を制御する能力がないし、将来もその能力を保持することはできない」と思
わざる得ない。よって、私は、「2030年までのなるべく早期に原発比率ゼロに、核燃料サイクル政策に関して、使用済核燃料を直接処分する政策（ゼロシナリオ）」を採用することを強く主張する。

個人40058 ・論点および議論（対立を含め複数）を収集、公開し、妥当な選択肢の作成、
選択にあたっての根拠を国民/世界で共有できる必要がある。

・「使用済み燃料」を含めた「放射性廃棄物」の今後の
扱いの見通しがたつ必要がある。現在は、数年で
保管場所がなくなると言われている。「トイレのない
マンション」問題が解消しないうちは、原発での
商用発電を中止し、研究レベルでの運用にとどめるべき。

・断層などの問題
「玄海以外の原発には活断層の疑いが全てある」といった
意見を耳にする中、現状の断層の審査や審査結果の
取り扱い等に信頼感が薄い。信頼しうる体制で断層の
審査、結果の利用を行えるよう、工夫する必要がある。

・大規模地震、火山噴火等への対応
3.11 を境に、日本周辺で地震活動が活発化しており、
歴史的にも、今後、２、３０年～の期間は、
東南海地震などの発生の可能性も。こういった状況が
収束するであろう４、５０年間は該当地域の原発を
停止しておく必要がある。

・原発稼働について
2012年8月現在、「多少危険でも動かした方がよい原発」
は存在しない？断層等に限って言えば「玄海原発」が
あるが、老朽化の問題。現状、原発を動かすこと自体、
筋の悪い「ギャンブル」に見える。

「もんじゅ」を含めて危険性の高い原子力設備
は、できる限りはやく停止してほしいところ。

原発は、持続的な運用が可能なのであれば、「氷河期」
などでも利用が期待できる可能性もありそうだが、
現在の商用原発の状況では難しい。フィンランドのように
考えられるだけの研究、対応を進めながら実施する必要
（日本では、地理的に不可能？）。

福島第１の状況は、多くの方への被害が継続している状況ながら、
これでも「不幸中の幸い」なのかもしれない。
原爆被害、水俣病などと同様、救済が十分にはされない
理不尽さも多く発生中？今後、原発が「マーフィーの法則」
（発生し得る最悪の事態は必ず起こる）の例にならない
ことを祈るのみ。

・エネルギー全般
「原発の点検時に備えて火力発電所も準備をしていたので、
これだけ原発が止まってもしのげている」と
いった話も伺う。なかなか心強いながら、企業等も
自家発電を用意しているといった話も。
当面は、省エネルギーを進めながら、自然エネルギー
だけでなく、より効率の良い自家発電設備など、
多様なエネルギーを有効に使えるよう、工夫が必要。

以下のような話も聞くので、現在、動かすこと自体が問題の原発ではなく、
エネルギー全般の効率的利用を進められるような研究、インフラ整備
に予算をまわすべき。

>日本の一次エネルギー使用量の45％が電力を作るために投入されている。
>ところが、できあがりでみると電力が消費エネルギー全体に
>占める割合は25％にすぎない。

会社員・
公務員

４０代 男性 「1ゼロシナリオ」以外、選択困難。論点、議論を収集、
公開し、選択の根拠を
世界で共有できる必要がある。



40072 個人 自営業 ４０代 男性 原発ゼロシナリオを望みます 福島原発の事故が、これから人的・
環境・国際的な日本の立場に、どれほどの損失が生じるのかわかりません。
原発事故が起こると、火力、水力、新エネルギー発電などの設備と異なり、事故を起こした設備をなにもしないでほおっておくことは出来ない危険性を有しています。
また、廃棄物を安全に処理する方法は確立しておりません。エネルギーを取り出すことの出来ない廃棄物の処理をこれから続く次の世代に任せることになることになるのが現実の姿だと思いま
す。
事故処理や廃棄物処理の費用を加えたら、原発の発電単価は、とてつもなく高いものになります。
地震や津波による被害が出る可能性が、世界でも高い日本。日本だけでなく、海や空気を汚染させた日本は、世界的な立場としては、環境破壊加害者です。
日本を始め世界の永続的な環境のためには、原発があっては成り立たないと考えます。

40073 個人 自営業 ４０代 男性 一刻も早く原発ゼロに！ 小沢健二氏が『うさぎ！』という本の中で語った事が全てだと思います。

うさぎ！第24話（原発について）
http://hihumiyo.net/usagi24free.html

原発問題は彼によればエネルギー問題ですらない。反核問題だと言うのです。だとすれば原発は無くすしかないと思います。

40074 個人 自営業 ３０代 男性 [1]「原発ゼロシナリオ」を選ぶこと
[2]省エネと再生可能エネルギーを中心とした、エネル
ギー消費量に依存しない経済政策へ転換すること
[3]原発を強力に推進してきた日本経団連の責任を追
及すること

[1]
東日本大震災の前まで国民に事実上「安全」を保証してきた東京電力福島原子力発電所の大事故を起こした以上、原子力発電を放棄し、全ての原子力発電所を即時廃止に向かわせること
が、国民に、国際社会に、また将来世代に対する最低限の責任である。
政府が示した3つのシナリオのうち、この当然の責務に応えうるものは「原発ゼロシナリオ」のみである。
被災者・犠牲者をはじめとする国民に対して、国際社会に対して、また将来世代に対して、責任を持った対応をするのであれば、今月末の刻限までにはっきりと「原発ゼロシナリオ」を選択した上
で、即時原発ゼロを実現するためのあらゆる方策を総動員するよう求める。
[2]
「原発ゼロ」をしっかり実現しつつ、国民生活・経済発展を両立させるためには、これまでの浪費型の「経済成長」を見直し、省エネと再生可能エネルギーの利用拡大による経済発展を目指す政
策へと転換するよりない。
ついては、原発ゼロ、およびCO2 25%削減を所与の条件としてバックキャスティング手法にてエネルギー計画を策定するとともに、その目標を達成するため、エネルギー使用量削減がより高く評
価される経済モデルへと転換するよう求める。
[3]
これまでエネルギー浪費型の経済発展モデルの上で自己利益の最大化を謳歌してきた電力業界および日本経団連の中核企業は、「オール電化」などの施策により電力エネルギー消費の拡大
を誘引するとともに、再三にわたり政府および主要政党に対し原子力推進を求めるロビー活動を繰り返してきた。例えば奥田碩（トヨタ自動車出身）会長時代には、原発推進政策を持つ政党へ
の企業献金を斡旋するなど、露骨な政治介入を繰り返し、原発依存政策を主導してきた重い責任がある。
ところが、彼らが強力に推進してきた原発が事故を起こせば、その責任は政府にあると言う（米倉弘昌現会長談）二枚舌を臆面もなく使う連中である。
こうした勢力の責任を追及することが無ければ、我々は同じ過ちを繰り返すこととなる。日本経団連をはじめ、これまで強力に原発利用を推進してきた勢力に対しても、原子力発電所の事故、お
よび日本のエネルギー政策を破綻させた責任を厳しく追求することが、国民、国際社会、および将来世代への責任履行に不可欠である。

40075 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 原発「ゼロシナリオ」を希望します。時期は２０３０年で
はなく、即時です。

原発「ゼロシナリオ」を希望します。時期は２０３０年ではなく、即時です。原発だけでなく、もんじゅも即廃炉にしてください。再稼働もすべて反対です。
必要な電力供給量は原発なしでも作ることができると国民にばれています。これ以上国民を失望させないでください。

僕は福島県出身で、家族は全員福島県に住んでいます。姉は原発事故により、職場を異動せざるえませんでした。事故が起こるまでの原発推進政策、事故後の対応含め、あなたたち日本政
府に対する怒りが今も収まりません。絶対に許しません。

原発「ゼロシナリオ」を希望します。時期は２０３０年ではなく、即時です。

40076 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 原発ゼロシナリオを選択します。 原発なしでもガスコンバインドサイクルなどを中心とした火力や水力により十分に電力をまかなえる事は明白なのにも関わらず、電力会社や財界の利権により原発ありきで今後のエネルギー政
策が進められる事は絶対に許されない。

核廃棄物の処理の問題、地震大国日本における次なる原発事故の危険性の問題、被曝労働の問題、どこをとっても原発は「詰んだ」エネルギー。
現実的な選択として、早急な原発全廃以外あり得ない。

40077 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原子力発電所のゼロシナリオを支持します。 原子力発電所のゼロシナリオを支持します。福島の原発事故で東電の現場の方々が決死の覚悟で対応されたことについては頭がさがります。しかし今の電力会社、政府の監督官庁の知見、
能力が原子力を安全に運用できるものとは思えません。今回の事故で思い知ったのは、このような事故は絶対におこってはならないということです。既に土地が汚染され住民の健康が危惧され
ています。そして絶対という言葉は人間の手にあまるものです。私たちはもっと自分らの能力に見合った手段を用いるべきと考えます。ただし今後原発の使用を止めたとしても使用済み核燃料
の安全な保管、今だに具体的なプランが見いだせない(恐らくこのプレートのぶつかりあう日本では不可能では)高レベル放射能廃棄物の最終処分等避けられない問題は残ります。願うのはこ
の次世代への負の遺産と言うべきものをこれ以上増やさないことです。以上

40078 個人 家事専
業

４０代 女性 原発「ゼロシナリオ」を選択します。ゼロシナリオで省
エネ・自然エネの比率を、もっと上げられるはず。原発
ゼロで省エネ技術と自然エネのテクノロジーを追及
し、世界の先駆けとなる日本国を目指してゆくべきで
す。

原発はゼロ以外にありえません。16万人もの避難者を出し、なおかつ現在も収束されない。その被害は今も広がり続けている。原発作業者の方々を始め、多くの人々の命を危険に曝し続けて
いる。なんと情けないことでしょうか。原発の安全管理を、この先、国や技術者ができるようになるとは信じがたいです。

40079 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 スマートグリッドの採用と応用。水力発電が可能な地
域では、その開発を国が中心となり、促進されることを
希望します。

大規模な発電に頼る時代は終わりました。

各家庭で担える小規模発電と売電システムの導入を、国をあげてのプロジェクトとして、促進されることを希望します。

日本が本来持っている技術力を集結したら、原子力発電に頼らずに、国民の生活を賄う発電は十分可能なはずです。

水力発電でも、風力発電でも、国家レベルの規約をつくり、人体や環境への負荷を最大限に抑えた開発を希望します。

40080 個人 パート・
アルバイ

４０代 男性 原発ゼロシナリオを選択します 原発はいらない。危険だ。再稼働の必要は無い。一部の人間の利益の為だけに大勢の人間が、危険に、不安に晒される事は許されない。

40081 個人 自営業 ８０代以
上

女性 原発ゼロとすることを切に望みます なるべく早い時期に原発ゼロとすることを切に望みます。それまでの期間は10年を超えない。今、クーラーの温度は29度。朝10時半まではスイッチを入れないで節電しています。九州電力の「電
気が足りなくなる」との呼び掛けに応じたのではありません。原発の再稼働の錦の御旗にさせたくない。そして、原発をやめてほしいなら、まず自分自身の生活を見直していかねばと思うからで
す。ドイツの首相は「脱原発は倫理の問題だ」といいました。私もそう思います。日本は、原発ゼロを目指すと決意べきです。
　戦後瓦礫の中から　奇跡といわれる復興を成し遂げました。石油危機　も乗り越え　世界的にも優れた省エネ技術を持つ国となりました
　決意してしっかりとその道筋を　示して　歩を進めれば、できないはずはありません。国民を信じるべきです。

40082 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオしかありえません。  昨年の原発事故以来、電力不足が明確となり、全国で節電対策がされています。当初は、節電対策をしたところで、電力不足は深刻であり、無駄な努力に過ぎないと思っていた私でした。
 しかし、見事なまでの節電対策により、電力がストップすることなく今に至っています。この国家的危機を私たちは努力で乗り切っています。
 原発がなくても、クリーンエネルギーの開発を進めればいいことなのです。

 放射能はいったん外に出ると、もとに戻るにはかなりの時間がかかります。自然災害の多い日本で、本当に原発は安全だと言い切れるのでしょうか。言い切れません。

 核に頼ることなく、電力をまかなうことは可能です。ぜひ、ゼロシナリオでお願いしたいと思います。

40083 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 男性 原子力発電所は２０３０年までに０にした方がいいと思
います。

事故が起きれば対処法もわからない。
目に見えないからどの情報が正しいのかもわからない。
今回の福島でたくさんの方が苦しみました。
わからないことはやめた方がいいと思います。

40084 個人 無職 ６０代 男性 原子力発電に頼る電気エネルギー供給率は０％が良
い。核はヒトが管理できる代物ではない。あるから使う
という発想は棄てるべきである。

その理由、
　
　(1)次世代に、使用済み核燃料棒のツケを廻してはならない。核燃料棒の処理　　には莫大な費用と時間がかかる。結局、原発が一番コストが高い。

　(2)地震列島日本では、福島第一原発のような事故が、再び、起こる可能性が　　大きい。もう一度、同じ原発事故が起きれば、日本はヒトの住めない国に　　なる。

　(3)原発に代わるエネルギー源として、海洋国の日本、海洋上のソーラー発　　　電、風力発電、また、休耕田になっている地域も同様に利用するべき。地　　方地域の活性化にも繋がる。
　
　(4)現在の電力会社は、それぞれの地域毎（或いは県毎）の自治体の管理下に　　移行し、民営化。新しい電力会社も参入も許可性して、競争原理を採用。　　現在の発送電は自由化。（原電
力会社は無償で解放すべき）。

　(5)大都市圏では、地方の自治体から電力を買う形になるが、これが、地方の　　活性化にも繋がる。（大阪市ではすでに海上に太陽光発電を建設する計画　　ある）。

40085 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 男性 2030年のエネルギー・環境に関する３つ選択肢から
(1)ゼロシナリオを選択します。

結論としては、3つの選択肢の中からはゼロシナリオ選択ですが、大至急原発依存からの脱却をすべきだと思います。
理由としては、
１．福島原発事故を受けて、それ以前と同様な原発施設や構造そのものに根本的な改善がなされない限り、福島原発事故と同等であるレベル６や７の事故発生確率がゼロとならない事。
２．その場限りの付け焼刃（津波対策や地震対策だけに事故要員を絞り、他の要因を無視したケースで）次に事故が発生した場合、更なる莫大な事故処理費用、廃炉費用がかかり結果的に国
民負担となる事。
３．使用済み核廃棄物の処理について未来後世に処理を回さなければならない現状がある事。
４．一時的にでも原発を再稼働を選択する事による弊害として、使用済み核燃料の冷却が完全に完了するまで更なる年月が発生してしまう事、そして行き場のない使用済み核燃料が生成され
る事。
５．火力発電による弊害としてCO2の発生等がありますが、一時的にCO2排出量が増えたとしても、再生自然エネルギーによる発電へのシフトにより長期的にはCO2排出量が低く抑えられる
事。
などです。

福島事故を受けて我々市民が行うべきは、現代を生きる人類として、地球環境を考え節電に努める事が未来の人類への当然の責務であると思います。
40086 個人 パート・

アルバイ
ト

６０代 男性 「2030年に原発０」ではなく、「いますぐにげんぱつ０」
を。
<<即原発ゼロへ。＞＞

　このパブコメ募集の前提が「2030年までは原発が維持される」というものであり、この前提自体が国民をだますトリックではないのか。今度日本で事故が起きたら　日本は全滅である。原発をな
くし、再生可能エネルギー開発に尽力すべきである。

40087 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 選択の中では「2030年原発ゼロシナリオ」を選択しま
すが、即刻廃炉してほしいです。

日本列島が巨大地震サイクルに入っている中、大飯、志賀他ほぼすべての
原発直下に活断層があり再び事故がおこれば日本は再起不能な危機に陥る。
即時全原発廃止にすべき。

・使用済み核燃料が処理できない状態なので、やめてください。
・もっと省エネルギーの取り組みを進めてください。
・もっと自然エネルギーを推進してください。

40088 個人 自営業 ４０代 女性 使用済み燃料の処理が出来ないような原子力エネル
ギーではなく、他のエネルギーによるエネルギー計画
を望みます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

原子炉の稼働をすぐに止めて下さい！

そして安全なエネルギーのみを推進して下さい。国民の声を真摯に聞く内閣であることを期待します。

40089 個人 無職 ４０代 男性 原発ゼロシナリオを選択します 原発に変わる代替エネルギーとして十分な性能・実績のある燃料電池システム・ガスコンバインドサイクル発電・潮汐・海流・地熱で十分です。ピーク時対応としては揚水発電を増強すれば問題
ありません。即刻、全原発の停止。廃炉の決定を要求します。太陽光及び風力（風車型）は、日本の気候風土的には補助的に用いるほうが無難かと思います。

40090 個人 無職 ６０代 男性 2030年までのエネルギーのあり方について、私は「原
発ゼロシナリオ」を選択する。政府はこの意見が多数
を占めた場合は、直ちに政策転換を実行し、全原発
廃止に向け具体的に行動してください。

原発ゼロシナリオをえらびます。福島第一の事故が収束せず、誰も責任を取らず、情報も隠ぺいされている現状では当然の選択です。仮に事故が無くても放射性廃棄物の処理法の目途すらつ
かず、かつ被ばく労働者の存在なくしては一基と言えど稼働できない原発はテクノロジーとして時代遅れです。いや、官僚と学会と電力事業者と政治家・財界等少数の利権を持つ者だけが、反
対意見を無視して原発を国策として進めていくこと自体、アジア的に旧弊なシステムです。国民の参加のもとに政策をすすめる新たなあり方を作らなければ、この国の経済的・科学技術的な発
展などありえません。
　政府はパブコメを実施した以上覚悟をしてください。政府にとって意に沿わぬ意見が多数意見になるでしょうが、「参考にとどめる」「一部の意見として承る」とかの詭弁や言い逃れを私は許さな
い。ほとんどなくなっているあなた達への信頼を皆無にしないでください。

40091 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より踏
み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を求
めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：

 直ちに原子炉再稼働をやめさせる
 積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
 再生可能エネルギーの生産を加速させる
 発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
 石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。



40092 個人 家事専
業

２０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

40093 個人 無職 ６０代 男性 ゼロシナリオを選択します。 ゼロシナリオを強力に支持します。

幾世代にもわたり、負担を押し付けることになる。
事故の処理、万年単位にわたる廃棄物の管理、そもそも廃棄物処理の方法があるのか。

当面、化石燃料による発電により、電力はまかなえる。

40094 個人 その他 ３０代 女性 2030年までに原発ゼロにしてください。 ただでさえ地震の多い日本に、原子力発電所を置くのはおかしいです。人の命がかかっています。これ以上犠牲者を増やさないでください。

40095 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発は0%に。 理由
1.核廃棄物の処理が決まっていない。
2.福島の事故が解決していない。日本は原発を持つ技術も資格もない。
3.原子力ムラに納得がいかない。一度再稼動すれば、ムラの人や政治家によってうやむやにされると思う。ムラの利益のために国民を不幸にしてはならない。
4.これから技術者が育たない。再稼動し廃炉になる頃には技術者がいなくなり、廃炉が安全になされなくなる。今すぐ廃炉にすべき。
5.国として、再生可能エネルギー開発に全力を尽くし、世界のトップを目指すべき。福島の現状を思えば国民は節電はやむをえない。
私は東海原発から10k圏内に住んでいますが、再稼動などありえません。事故が起きれば、地形や人口、県民性から、福島より酷い事になると思います。

40096 個人 その他 ３０代 男性 「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主張 大飯原発、志賀原発、敦賀原発。ほぼすべての原発直下に活断層。日本の多くの地震学者の共通見解は「巨大地震のサイクルに入った」。2年程度の計画停電も受け入れよう。ただし、病人、
被介護者、子供、老人は守らなければならない。
今日、明日、地震が来たらどうするのか。

40097 個人 家事専
業

６０代 女性 原子力発電０% 再稼動反対　エネルギー政策の見直
し

高濃度放射能廃棄物の処理の確立ができないうちは　再稼動には反対します。

40098 個人 自営業 ５０代 男性 「2030年に原発0」ではなく、ただちに原発をすべて閉
鎖して下さい。次の事故で放射能汚染がさらに広がれ
ば、日本が滅びる恐れもあります。全原発閉鎖によっ
て、国民は未来への大きな希望を持つことができま
す。

福島第一原発事故は、チェルノブイリ事故と同じレベル7の核惨事です。これから数十年かかっても収束できるかわからず、国土の放射能汚染と健康被害にも、延々と対応しなければなりませ
ん。それだけでもとてつもない負担を背負っています。

次の事故でさらに国土が汚染されれば、最悪の場合は核難民として、諸外国のお情けにすがって流浪の民となるか、凄惨な健康被害によって子々孫々まで苦しみながら衰退していくか、いず
れにしても日本だけでなく、北半球全体が滅びる恐れすらあります。日本人の力なら経済も必ず復興できますが、これ以上の放射能汚染があれば、もはや乗り越えるのは不可能でしょう。

高速増殖炉は各国が断念したように、技術的にも安全性の点でも不可能で、トリウム原子炉もまったく技術的な裏づけはできていません。ウラン235の埋蔵量からも先が見えており、すでに原発
は時代遅れです。それなのにすでに300年から100万年管理が必要な、放射性廃棄物は貯蔵場所も満杯です。廃棄物問題だけでも原発に未来はありません。

大地震がまたいつ起きてもおかしくない状況です。既得権の確保や、核兵器への転用など、目先の利益でなく、日本人、人類、生物全体の未来に、希望が見えてくるよう、どうか即刻全原発の
閉鎖をお願いします。原子力は人間の手には負えません。

40099 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発は日本には不要。今すぐ全原発を停止し、更地
に戻すまで費用をかけても取り組むべき。

政府主導で過剰投資された結果、原発を稼働させないと電力会社の利益が出せなくなったこと自体は、事故リスクを予知出来なかった政府と、政府の方針をうのみにした事業主体（株式会社）
としての電力会社の判断ミスだ。

原発は、撤退を決めてからも、核の処理費用まで含めると、さらにすごい費用がかかるわけであり、建設費用、地元保障費なども含めると、発電コストは、火力や自然エネルギーによる発電に
比べてもかなりの高コストになると計算すべき。原発のコストメリットはないと考える。

40100 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 (3)シナリオを支持する。ＬＮＧも化石燃料だ。昨年度
の電力会社のＣＯ２排出量は大幅な増加だ。ＣＯ２に
よる地球温暖化が懸念される。ベース電源のために
化石燃料を大量に使い続けることは正しい選択とは
言えない。

　ＬＮＧも化石燃料だ。「比較的クリーン」という表現に騙されて，「ＣＯ２の排出が全くない」かのように錯覚する人がいる。昨年度の電力会社のＣＯ２排出量は大幅な増加だ。■ＣＯ２による地球
温暖化が起因と疑われているが，近年，日本も世界も異常気象が多発し甚大な被害が頻発して，穀物ができないなど，食料の安定供給も身の安全も脅かされて安心して暮らせないことが多
い。■ＣＯ２の25％削減の国際公約を守ろうとしない日本の姿勢は，化石燃料の使用量増加を放置し地球環境の破壊に加担している。目をつぶれる問題ではない。■再生可能エネルギー増大
によるコスト負担はある程度やむを得ないが，不安定な再生可能エネルギーを補うベース電源のために化石燃料を大量に使い続けることは正しい選択とは言えない。地球環境が狂うと，結局
再生可能エネルギーの安定供給どころか，生きることも怪しくなる。いい事ばかりはない。

40102 個人 自営業 ４０代 女性 3つのシナリオの中では「ゼロシナリオ」に賛同します。
再生可能エネルギーの開発・普及と省エネルギー政
策に力を入れるとともに、原発の処理の問題にも取り
組んでいかねばならないと思います。

原発はなるべく早くゼロにしてほしい。
原発の安全性はいくら研究が進んでも、保障できないと考えます。昨年の大地震のような自然の脅威は、いくら人間が?科学的?予測を立てようが、はるかにそれを凌駕するものだと思います。
なるべく早く原発をゼロにしてほしい。ゼロになったとしても、その後の管理、処分の目途は立たないとのではと非常に不安です。実際、福島の原発は停止しているとはいえ、安全な状態である
とは到底思われません。今後、原発ゼロとともに、その処理も課題だろうと思います。
再生可能エネルギーの可能性に目を向け、力を注いでほしい。同時に、なるべくエネルギーを消費しない生活の推進をみなが行うこと、省エネ電気機器の開発と推奨、非省エネ電気機器の販
売禁止などもすすめてほしい。
こうした方針が、多くの費用をともなうということも提示されていますが、その点については、ある程度は仕方のないことだと思います。一時期に痛みをともなっても、なるべくすみやかに原発をゼ
ロにすることを優先してほしいと思います。しかし、その費用を抑える努力も怠ってはならないと思います。

40103 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロシナリオを選択します 原発0％シナリオは最も現実的な道である。現に今夏鹿島火力をコンバインドサイクル型にリプレースするなどの対策を採った東電管区は安定的に電力を供給できているではないか。
また燃料の安定供給という視点でも原発は分が悪い。ウランの価格は「原子力ルネッサンス」以降19倍になったが、天然ガスの価格はシェールガス採掘技術が確立してから4分の1になってい
る。
資源埋蔵量でも天然ウランは残り60年、天然ガスはあと1000年である。さらに原発廃炉事業には一機につき20～30年の歳月と200～300人程度の人員が必要であるから、即時脱原発を決定し
ても原発立地地域の雇用がすぐに失われることはない。むしろ原発廃炉、火力発電所のリプレース、新エネの開発という3本柱を積極的に推し進めれば、産業、雇用を創出しながら同時に国民
が安心できる日本を作っていくことが出来るだろう。
国には「原子力村」の墨守ではなく未来志向のエネルギー政策への変化を期待する。

40104 個人 その他 ４０代 女性 未来の日本を思い、原発０％シナリオを支持します。 福島原発が収束していない現状での再稼働などありえません。まずは被災地の方々の日常を取り戻すべく政府は尽力すべきです。地震国日本での原発は、地雷を抱えているのと同様です。使
用済燃料の問題もあります。子孫に負の遺産を負わせるわけにはいきません。再生可能エネルギーへの動きがすでに始まっています。そちらに目を向けるべきです。原子力エネルギーからの
代替え案はすでに提示されています。原発０％に向けて取り組んでください。

40105 個人 無職 ７０代 女性 直ちに、原子力エネルギーをやめさせる。 自然エネルギーにして、未来の為にクリーンエネルギーにするべき

40106 個人 無職 １０代以
下

男性 あぶない事はやめてください。げんぱついりません。 ぼくはまだ３歳です。世の中で何が起こってるかわかりません。でも、おとうさんやおかあさんたちが、まいにち話し合ったり、困った顔で考えごとをしていたりしているので、なにかがあるというこ
とはわかっています。

あんしんして　くらせる国をつくってくれるのが　ぎいんのみなさんや　かんりょうのひとたちではないのですか？

ぼくはおとうさんもおかあさんも、郡山にすんでいるおじいちゃんやおばあちゃん、いとこのおねえちゃんもおともだちも　みんなしあわせにくらしてほしいです。

みちをわたるとき、くるまがきたらおかあさんは「あぶないっ」てとめてくれます。げんぱつもみんなあぶないって言ってます。だから止めてください。

ぼくたちみんなが　あんぜんにくらせるように　考えてください。

個人40101 　「原発ゼロシナリオ」を選択します。

（１）たった一度の事故で甚大な被害をもたらす技術は社会的に受容できない
　福島原発震災で私たちは、国土の一部を失いました。更に、そこに住む人びとの生活、歴史、文化までも原発事故は奪い去ったと言えます。まき散らされた放射能は、長期にわたり物質循環
や生態系、人為的移染の中で、世代を超えて影響を及ぼすことになるでしょう。たった一度の大事故でこれほどの被害をもたらすような発電技術は、そもそも社会的に受容できないものと考えま
す。
　地震列島であり、地震活動期に入った日本は、世界の他の国はどうあれ、最も原発を利用するのに適さない国です。二度と原発震災を日本で起こさないようにするとしたら、原発の再稼働はと
ても容易ではありません。
　今後、耐震設計審査指針など新しい安全基準を策定し、パブコメにかけ、それを既存の原発に適用し、安全性を確認するまでには、相当な期間がかかることが予想されます。そうでなければ、
最新の知見で安全性の検証などできるわけがありません。大飯原発のように安易に再稼働をすれば、再び日本は同じ過ちを繰り返すでしょう。安全性の確認ができない以上、原発は動かせな
い（動かしてはいけない）のです。現実的にもここしばらくは、ほとんど原発依存度ゼロに下げざるをえません。

（２）電気は足りている
　電力は、現在稼働中の大飯原発の供給力を差し引いても、全国的には足りています。ですから、真夏のピーク時であっても今すぐ原発ゼロにすることは可能です。
　一方、代替の発電方法としては、当面は化石燃料に依存しなければなりませんが、それは原発という不安定電源に安易に依存してきた政策の失敗ですから、多少はやむを得ないことでしょ
う。
　そもそも、日本は92年のブラジル・サミットで温室効果ガスの排出削減が叫ばれて以降も、火力発電での発電量を増やし続け、原子力発電による削減効果を帳消しにしています。結局原発
は、深夜電力の消費を促す形で、エネルギー多消費社会を助長してきたので、このまま原発依存を続けたからと言って、二酸化炭素の排出量が大幅に減らせるとは言えません。
　今後は、出来るだけ早くエネルギーの脱化石燃料化を進めて行くために、発電効率の悪い石油、石炭火力発電所をガスコンバインドサイクル発電所にリプレースしたり、電力だけでなくエネル
ギー消費構造全体の中で、再生可能エネルギーの導入促進、分散型エネルギー、省エネルギーを強力に推進するための施策を講じることが必要です。何年で約束した温室効果ガス排出量を
達成できるかは、今後の政策の本気度次第です。今回提示された排出量のシナリオは、想定がとても恣意的だと思います。

（３）原発を続ければ、処分できない核のごみが増え続ける
　原発から排出される使用済み核燃料（高レベル放射性廃棄物）は、未だに処分場も確保されておらず、安全な処分方法も確立したものとは言えません．日本学術会議も高レベル放射性廃棄
物の地層処分は困難であり、これまでの方針を転換するよう提言しています。脱原発の時期が遅れれば遅れるほど、長期間管理すべき高レベル放射性廃棄物の量が増え、将来世代への負担
を増やしてしまいます。安全に処分できると約束できないものは、作らないことが原則です。それには原発をやめるしかありません。
　今回のシナリオには、核燃料サイクルについて意見を述べるようにはなっていませんが、将来の技術の進展をアテにしたような核燃料サイクル政策は、将来世代に対して無責任なのでやめる
べきです。
　今ある使用済み核燃料は、乾式貯蔵し不測の事態にも対処できるように地上で管理しなければなりません。それに必要な費用は、可能なかぎり現世代が手当てできるような制度を作るべきで
す。

（４）原発を続ければ、さらに多くの被曝労働者がふえる
　福島第一原発の収束作業にあたり、被曝する現場の作業員は今後もどんどん増えて行くでしょう。これは、更なる危険を防ぐためには必要な作業で、ある意味でやむを得ないことと思います。
　しかしながら、原子力発電を今後も続けるということは、通常の原発の保守・点検作業で、今後も大勢の労働者が被曝をするということす。軽微な事故でも被曝量は増えます。きちんと被曝線
量を管理していたとしても、被曝は微量でも避けるべきものです。人の健康や命を削って発電しなければならないようなものは、倫理的にも利用すべきではありません。
　

会社員・
公務員

４０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を選びます。今すぐ全ての原発を
止めることは可能です。
再生可能エネルギーの導入、消費地に近い分散型エ
ネルギー、省エネ技術の導入を政策的に推進してくだ
さい。



40108 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 安全性が確認されない状態での再稼動には反対で
す。
政府や電力電力会社は、猛暑の夏、原発が稼動され
なければ電力不足になると言っていましたが、それも
不安を煽るデマ情報でしかなかったように思えます。

誰かが犠牲になることで得られる幸せなど望みません。
一度過酷事故が起これば、原発立地地域は、居住不能になります。
また、原発労働者は、被曝を免れることはできません。
また核のゴミの処理法が確立されていない事を思うと、これ以上廃棄物を増やすべきではありません。
以上の理由から、すべての原発を廃炉にされる事を願います。

40109 個人 その他 ６０代 男性 原発はゼロシナリオを支持します。 原発（原子力）は根源的に自然や生物の存続と安全に受け入れがたいものなのです。そのためそれ自体人間の技術では、本来、安全開発、安全改良なんて土台無理なんだということを私たち
は認識しなければなりません。

40110 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 (1)ゼロシナリオ賛成。原発はエネルギー選択から外
し、省エネ・再生可能エネの技術革新の為にも原発依
存社会から脱却すべき。これら技術革新によりエネル
ギー価格が抑制されるまで社会全体の負担増はやむ
をえず。

「(1)ゼロシナリオ」に賛成です。原発は事故やトラブルが起きた時に人体や環境に致命的な影響を及ぼすことと使用済み核燃料が発生することが問題ですが、これらに対する１００％の安全対
策技術は確立不可能であろうことから、永続的なエネルギーとして選択すべきではないと考えます。原発依存社会から脱却することで、既存企業のビジネスモデルの変革や関連技術の革新に
よる省エネ及び再生可能エネルギー技術・インフラの飛躍的な進歩が可能になり、我が国の国際競争力の向上や国内雇用の拡大にも繋がると考えられます。これらの技術革新によりエネル
ギー価格が抑制されるまでは社会全体でのコスト負担増はやむをえないと考えます。なぜなら、我が国は地球市民の中で富の恩恵を受けている先進国として、ある程度の社会的コストを負い
ながらも安全・安心な社会システムをいち早く構築し、そのノウハウや技術を還元することで国際社会に貢献する役割を負っていると考えるからです。

40111 個人 学生 ２０代 男性 原子力発電所は迅速に撤廃すべきだ。 2011年、福島で起きた原子力発電所の事故によって、多くの地元住民は故郷から去ることを強いられました。放射性物質によって全て生き物の糧となる海洋と土壌は汚染され、生活を支える根
本である食について、わたしたちは常に不安を抱きながら生きていかざるを得なくなりました。
原子力発電所のリスクは、そのパフォーマンスである電力の安定供給と比べても、極めて高いものであります。そのうえ、その効力が減退するまでに途方もなく時間のかかる核廃棄物の処理、
こちらも後手後手にまわっている今、わたしたちの手でそのリスクを安全に運用し、未来にこの土地を残すことなど、不可能です。
人間の生理的欲求を満たすための食を侵してまで、原子力発電所とそれに依存した今日の穴だらけの経済システムを延命し続けるのは、不合理な選択です。

40112 個人 その他 ４０代 女性 今すぐゼロシナリオ（脱原発）を希望いたします。 10万年先まで危険が続くエネルギーを使用しつづける事は、倫理に反する行為だと思います。広島、長崎、福島を経験した日本こそ脱原発、核廃絶のリーダーとなるべきではないでしょうか。自
然エネルギーへシフトを移すことにより新たな人材の育成や雇用の創出などしていけることを望みます。子や孫に恥ずかしくない国、世界から尊敬される国を目指していきたいと思います。よろ
しくお願いいたします。

40113 個人 自営業 ６０代 男性 原発再稼働反対、原発は即刻全停止。 福島原発事故の収束も出来ずに原発再稼働するのはおかしい。
これから起こる放射能問題に何を対策しているのか？
日本を滅ぼす気か。
意見を募集しなくても解ることが解らない。

40114 個人 学生 ２０代 男性 原発ゼロ！ 同じこと繰り返してはいけない。

40115 個人 無職 ４０代 男性 原発ゼロシナリオを選択します 原発に変わる代替エネルギーとして十分な性能・実績のある燃料電池システム・ガスコンバインドサイクル発電・潮汐・海流・地熱で十分です。ピーク時対応としては揚水発電を増強すれば問題
ありません。即刻、全原発の停止。廃炉の決定を要求します。風洞タワーによる風力発電もベース発電足りえます。太陽光及び風力（風車型）は、日本の気候風土的には補助的に用いるほうが
無難かと思います。大規模干拓事業等は潮汐と揚水の複合発電施設としての転換に向いているのでさっさと諫早湾干拓事業を転換してください。これで環境問題も解決します。

40116 個人 その他 ４０代 女性 原発は即時停止、できるだけ早く完全廃炉へ。2030年
までなど段階的脱原発は反対です。

日本は地震大国です。
また原子炉には欠陥が多く見つかっており、さらに老朽化が進んでいる原子炉も多く含まれます。
安全対策も不十分です。
いつ再び原発事故が起こるかわからない状態です。
原子炉は全機即停止をし、迅速に完全廃炉にする以外、日本が生き残る道はありません。
2030年までなどとゆっくりしたことを言っている場合ではありません。

原発が稼動しなくとも、ほぼ電力は足りています。
再生エネルギーが不安定だから、とかそういうまやかしに惑わされてはいけません。
ごくたまに足りない時期だけ、火力を少々増やし、電力会社同士で電力を融通すれば済みます。

さらに、日本は地熱発電や小規模水力発電などの発電方法に恵まれた土地ですので、それを育てていけばさらに電力的余裕は生まれるでしょう。

「原発はできる限り早く完全廃炉」
日本にはもうこれしかありません。

40117 個人 その他 ４０代 女性 原発ゼロへの道を希求いたします。
経済成長の日本より祖国から国民への思いから自国
を回復させてゆくという、国の姿勢を見せていただくこ
とによって、国同士も尊敬と敬愛をもつことができてゆ
くと考えます。

目に見えぬ恐ろしさで福島のかたがた、及び放射能汚染に追われるその他の土地のかたがたを思い、日々生活をしご自身のいのちの源である、ふるさとを追われるということがあってよい筈が
ありません。
また、原発事故によってそれを修復される現場のかたがた、その中に一般のかたがたがいらっしゃるということ。
本能的に人間の細胞が秒単位で蝕まれてゆくこと、これは絶対にあってはならないことな筈です。
やさしい自然の風が吹くところで、ひとが安心で穏やかにいられるいうことをまずお感じになってくださいませ。
そのことは、今、生かされているだれもが必要で、分かち合ってゆかねばならない大切なことであることを思います。
古来より、国土をまもって来てくれた、“木”“樹木”という存在。植物たちの本来の働きは、国土を浄化し再生させる力をもっています。本来的な有機・オーガニックということを、特に土地再生の
専門家のお知恵によって教えて頂き、土を回復させることをお願いしたいと思います。
幼い子どもさんをのお母さまがたは、食の面で、とても心を心身共に痛めておられます、食べ物によって、人の心身ができあがってきますことを、再度ご確認ください。
蓄積されてゆく放射能、遺伝子組み換え食品の影響、それらも思いどうぞ、本来の健やかな日本のうつくしさを、やすらかさを戻す方向にと願います。
*深夜まで、多数に設置されている自動販売機は必要がないと思います。
*２４時間のコンビニエンスストアも、そこの従業員のかたの危険もあります。必要がないと思います。
◎どうぞ、いま原発修復現場で働いてくださっているかたがたの御身をおざなりになさらないでください。つたない意見にお目通し頂きましてありがとうございました。

40118 個人 無職 ７０代 男性 原発0％を望みます。 安心して食事も暮らしもしたい。
福井県在住は万が一のことがあった時に圏内なので
少しでも早く原発の稼働を止め、０％にしたい。

40119 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 経済的負担を甘受しても０％を目指す。 ２０３０年までに、国内のあらゆる地域で東日本大震災並みの災害が起きる確率は５０％以上です。国内の原子力発電所は、東北西部、関東南部、近畿南部、四国以外のあらゆる地域に分布
しています。その上で、原子力発電所の運用だけでなく、１０万年以上放射性廃棄物を安全に保管することを保障するのは、電力会社も政府も現実的には確約できないと考えます。
何らかの形で、福島第一原子力発電所と同様の事故が発生する確率は高く、事故が発生した場合の被害の深刻さからすると、事故の不安を抱えながら生きられません。

それに対し、温室効果ガスの排出は技術的に解決しうる課題であり、過去の人類の成長をみれば２０３０年までに飛躍的な変化の可能性は十分にあります。
経済的負担についても、失業や給料減、家計の負担という形で私達の生活に影響がありますが、原子力発電所を継続するリスクを踏まえれば甘受できるものですし、歴史を振り返れば、大半
の時代で貧しさの中でも支え合って生きてきたのが日本人です。

よって、確実に事故を防ぐ新技術の開発がない限りは０％を目指して政策を進めるべきです。

40120 個人 自営業 ６０代 男性 原発ゼロを選択 理由：1）放射性廃棄物の処理技術が確立されていない。2）地震大国の日本に原発はふさわしくない。地震対策だけでは過酷事故を防ぐ十分な対策にならない。ヒューマンエラーによる事故の
可能性はゼロにはできない。いったん過酷事故を起こしたら政府でも手に負えない大規模事故となる。3）原発行政が閉鎖的で情報公開がされない日本では安全性を確保できない。4）利益相反
に鈍感な日本で原子力村は今後もなくならない。

40121 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロに? 活断層があるといわれているのに安全も確保されず、電気が足りないと、原発がなくなったら電気はどうするの！と、ある意味洗脳され強引に次々と再稼働させようとしていることに納得がいか
ない。
現実、原発事故から日本中が世界の人たちから放射能に汚染されていると嫌われ者になってきています。人気だったのに、今では 日本製のものが、色々な国で輸入拒否されだしています。こ
のままでは、日本が完全にダメになってしまいます！そのためにも原発ゼロ を示すことが大事だと思います！
使用済み核燃料の処理もできず、どんどんプールにためていくしかない原発は、危険です！火力、風力、水力、使用済みの危険な廃棄物が出ますか?
この機会に、スパっと、エネルギー切り替えを、強く強く望みます！

40107 個人 ３つの選択肢の中では、原発依存度「ゼロシナリオ」のみ賛成です。
その理由を以下に説明をいたします。

まず、エネルギーの選択を行うに当たって重要となる４つの視点について、
それぞれについての意見と理由を述べたいと思います。

（１）原子力の安全確保と将来リスクの低減
原子力リスクの低減という意味では、原発を全く使わないという方法が
最もリスクを少なくします。

現在海外の専門家の間では、福島第一原発事故について、地震・津波の際に、
即時臨界が起きたのではないかという見方もあります。
地震大国である日本では、これ以上の原発の建設・運転は安全が確保できる
とは思えません。
また、使用済み核燃料の問題もあり、その問題を子孫の代まで先延ばしに
したくないと考えます。

（２）エネルギー安全保障の強化
こちらに関しては、そもそも資料の中に、十分な根拠が示されておらず、
代替エネルギー・天然ガスへのシフトが実際にはどのくらい可能なのか、
そのことが不明確な気がします。
よって少し判断がしづらい部分になりますが、ゼロシナリオでも
エネルギー安全保障を確保しながら進んでいく道筋を、皆で一生懸命
考えながら進んでいくという選択肢もあるように思います。

（３）地球温暖化問題解決への貢献
地球温暖化問題との両立についてですが、こちらは表にあるように、
０％シナリオの追加対策案については、１５％の場合と同じになっています
ので、（１）のリスクの問題を考慮すれば、ゼロシナリオが優れていると
考えます。

（４）コストの抑制、空洞化防止

一般家庭コストとしては、ゼロシナリオが少し割高になりますが、個人的
には、原発のリスクを背負うくらいなら月５千円ほどの負担は喜んで引受
けたいと思います。

空洞化に関しては、一般に企業が海外に出るのは、円高、労働コスト、
原材料へのアクセス、市場の大きさ、などが主要因だということが
企業へのアンケート調査などで明らかになっています。
また、どの国もエネルギーコストは上昇しており、直接空洞化には結びつき
にくいと考えられます。
今後の日本を担う機械産業では、表にあるコスト増加の場合、全体のコスト
中の０．２５％のみの増加となり、誤差範囲といえます。

また雇用に関しては、
再生エネや省エネへの投資で需要が増える機械産業が約350万人なのに対し、
影響を受ける業種の雇用人口は数万人レベルと考えられています。

GDPに関しては、想定よりかなり低い結果となりますが、マイナスになる
わけではありません。
万が一でも、再度事故を起こした場合、食べ物や住む場所において、多大
な影響が出ることを考えると、その場合はGDPはマイナスになってしまう
ので、元も子もない気がいたします。

以上、４つの視点を、表から考察した結果、「ゼロシナリオ」を支持いたします。

原爆の被害から非核三原則ができたように、福島第一原発事故から、
原子力を使わない国になっていくほうが、より美しい、面白い未来になると思います。

消極的に原発を稼働し続けるのではなく、まずは稼働をゼロにすると宣言し、そのための施策、方法、道筋、未来を、自分も含め、日本に住む皆で一丸となって考えていけたらと思います。

以上です。
どうぞよろしくお願いいたします。

会社員・
公務員

２０代 女性 ３つの選択肢の中では、原発依存度「(1)ゼロシナリ
オ」のみ賛成です。
また、２０３０年のみならず、２０３０年に至るまでのそ
の軌跡についても今後、広く議論すべきだと考えま
す。



40122 個人 無職 ４０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

40123 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発を全て廃炉にして下さい。 一部の人間、企業のために、有事の際、何も解決策を持たない原発を使い、後世に負の遺産を残すことは反対です。原発を全て廃炉とし、化石燃料を使用しつつ、再生可能エネルギーの開
発、設置等を進めてください。

40124 個人 その他 ５０代 女性 将来の自然エネルギーや原子力発電の割合はもちろ
ん　ゼロ　にしてください。子どもたちの未来のために
も、地球のためにも！

原子力発電所を開発するお金や時間を自然エネルギーを開発するために使えば、もっと安全なエネルギーがたくさん出てくるはずです。ドイツではいち早く脱原発を宣言しました。その最初の
キッカケを作ったドキュメント映画「シェーナウの想い」を見ましたか？小さな町から国全体を変えていくチカラが出せるのです。原爆の被害者、原発の被害者が大勢出てしまった日本で、絶対に
脱原子力を行うべきです。

40125 個人 無職 ６０代 女性 「原発はいりません」
「原発は即刻廃止」

「原発はいりません」
「原発は即刻廃止」

40126 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発依存度は０%にして欲しいです。 よく、原子力発電は他に比べるとコストがかからないといいますが、それは本当でしょうか？真面目に安全対策に取り組んだ場合、どのくらいコストがかかるのでしょうか。それに、一度、事故が
起きてしまえば、賠償や除染は一体、どのくらいになるのでしょう。お金の問題だけでは、ありません。使用済み核燃料はどうすべきか、その解決策すらみつかっていません。「将来にツケを廻す
な」、の謳い文句は、この問題にこそ当てはめて欲しいものです。代替エネルギーとしては、地熱に期待しています。とにかく、地震の多い日本での原子力発電は、リスクが高過ぎます。早い時
期での原発依存度０%を望みます。

40127 個人 自営業 ６０代 女性 ゼロシナリオでなおかつ今すぐ廃炉へ この三つの選択肢の中であえて選ぶならゼロシナリオですが、2030年の時点ではなく今すぐ大飯原発も止めて全ての原発を廃炉にする準備を進めてください。その道を進んだとて私たちの世
代だけでは到底終えれる問題ではないのです。あれだけの事故があったのに原発をまた動かそうなんて全く理解ができません。原発だけでなく核燃料サイクルもいりません。本当にお願いしま
す。核に関わる全てのものをもうやめましょう。お願いします。

40128 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 (3)シナリオを支持する。原子力は天の恵みだ。付き合
い方を間違えなければいい。政府も原子力関係者も，
大前研一氏の著書を読んで福島の原発事故を謙虚
に反省し，信頼回復に努めることだ。世界にも貢献で
きる。

　1963年に初発電が始まって以来原子力は安全に運転できた。福島の失敗は慢心による人災と原子力関係者が認めて謙虚に反省し，確かな安全運転に技術力と資源を注ぎ活用すれば，今
後増加する世界の原発へ貢献できる。■原子力は天の恵みだ。付き合い方を間違えなければいい。包丁や火薬と同じで，危険性を認識して細心の注意を払い謙虚な心構え正しく使えば良い。
今までコントロールできていたのだから，原発事故の失敗を踏まえ，改善すれば良い。大前研一氏の著書“原発再稼働　最後の条件”の意見をもっと有効に活用すべきだ。■国会事故調は，
「原発事故は自然災害ではなく人災だ」と断定したが，東京電力が原発事故の非を認めず自己弁護するほど，国民感情と乖離し，心情はより反原発運動に向かう。東電の姿勢は自ら首を絞め
るだけ。姿勢を正し真摯に事故に向き合うことが信頼回復につながる。国は株主として，東電を指導すべきだ。■政治家は，大前研一氏の著書“原発再稼働　最後の条件”を読んで欲しい。そし
て，技術的・科学的な思考をして欲しい。著書の中で「原発事故の再発防止は十分可能だ。敗北思想ではなく，日本の技術を世界に役立てる勇気を持とう。」とある。政府も政治家も，こういう意
見を取り入れて，国民をきちんと導いて欲しい。■原発に反対する人の心情もよく分かる。だからこそ，原発関係者は失敗に真摯に向き合い，原子力の信頼回復に全力を傾けるべきだ。■経済
の衰退がいかに危険なことかは，ギリシャやスペインの例を見ても分かる。
　最後に，今回意見を述べようとしたが，インターネットの検索でもここまで容易にたどり着けなかった。ＨＰにたどり着くまでたいへん時間がかかった。実に不親切な案内である。

40129 個人 無職 ５０代 男性 核廃棄物の処理技術が完成しその処分場所が決定
するまで原発は再稼働すべきではない　電力やエネ
ルギーに頼りすぎない国や街にどのような可能性が
あるのかを世界に示すことが　3.11や原発事故の要
請ではないのか

核廃棄物の処理方法が完成し　その場所が決定するまで原発は再稼働すべきではないと思う
核燃料サイクル技術はいつ完成するのか不明だし　それが完成しても核廃棄物が全て無くなる訳ではない
ガラスで固めて地下に埋めるというが　もしガラス固形化が出来きても無害化まで10万年の時間が必要だという　10万年の間に仮に事故があった場合一体誰がどのように責任を取ることが出
来るのだろう
またその場所は瓦礫処理の騒動をみても　国内に見つけることは不可能だろう　深海に沈めれば良いという人もいるが　国際社会がそれを容認するとは到底思えない
処分できない核廃棄物を出し続ける原発　しかも既に多くの核廃棄物がこの国に存在してしまっている　見切り発車した政府や電力会社など原発推進派は本当に罪深い
処分出来ない核廃棄物を出す原発を　他の発電方式と同列に並べて論じる事自体おかしいのではないか　如何に立地が良く安価でも｢トイレの無いマンション｣は最初から選択肢のなかには入
らないだろう
その結果電力が不足しても甘んじて受け入れるべきだろう
省エネを徹底して　例えば土日や深夜稼働する工場に電気料金や税を優遇する　サマータイムを導入する　祝日や土曜休みを減らし10-14日程度の夏休みを7-9月の間に全国一律でなく分散
して設ける等　従来とは違う新しい社会像を検討すべきだと思う　原発再稼働派は原発事故は特殊な一事的なことで再稼働をして以前の日常に戻そうと考えているようだが　3.11や原発事故が
問うているのは　従来の社会とは違う新しい価値観や電力やエネルギーに頼りすぎない国や街がどのような可能性を持っているのか　日本としての答えを世界に示すことではないのだろうか

40130 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 1.原発0% 処理のできない核廃棄物を生み出すシステムは不要。
今、自然エネルギーへの転換をしないと技術的にイニシアチブがとれなくなる。

40131 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を選択。

理由としては、
・原子力災害が発生した場合、甚大な被害を背負うこ
ととなり、国全体への損失が大きい。
・電力会社に、事故を自社で収束できる能力を持ち得
ていない。

意見としては概要に集約しましたが、

パブリックコメントの形式も不適切で、例え原子力依存を下げるシナリオであっても、
新規の原子力発電所および施設を建設できる可能性を残している。
「とりあえず意見を聞こう」という姿勢が見え、ふさわしくない。

現状の外需依存で、内需が縮小している経済下では、
内需をさらに縮小させる政策は不適切と考える。
放射能不安で消費マインドをこれ以上冷え込ませないためにも、
原子力政策のゼロベースでの見直しを強く求める。

現状の54基の原子力発電所を廃炉すると仮定しても、
人員・予算等のリソースが限られている以上、稼働しながらの選択肢は考えられない。
現在の日本（政府・民間通した国全体）の原子力技術をすべて廃炉に費やすべきと考える。
40～50年のスパンがかかる以上、今すぐ取り組むべきと考える。

40132 個人 家事専
業

５０代 女性 原発ゼロを選択します。すでに多くの被害が出ていま
す。これ以上、原発に依存して、人命を危険にさらし、
環境を汚染することは、許されることではありません。

　東日本大震災にともなう原発事故によって、多くの方々が犠牲になっています。被害は人間だけにとどまりません。汚染された海や山、多くの生き物たち、それらすべてに対して、私たちは責
任があります。
　今こそ全力をあげて、原発を廃絶するべきときです。多くの原発は、すでに老朽化しています。すみやかに停止してください。国民に節電への協力をを呼び掛け、太陽光などの自然エネルギー
を推進していけば、この事態を乗り切れるはずです。
　一刻も早く、原発からの脱却を望みます。

40133 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原子力発電所を無くして下さい。 農業ができない。
食糧生産ができない地域が拡がっています。

子どもの健康的被害がある。

自然への悪影響が心配です。

日本は地震大国なので、次に同じことがおこらない、とは言い難い。

安全性、将来のことを鑑み、脱原発を政策として推進して戴きたいです。

以上、宜しくお願い申し上げます。

40134 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を選択します。 「原発ゼロシナリオ」即時原発ゼロ・すべて廃炉を望みます。

廃炉にしても何万年も管理していかねばならないし、原発ゼロにすることで技術開発がどんどん進みます。
原発があるだけで大量の税金をつぎ込まなければなりません。
弱者切捨ての消費税増税を強行しなければならないのであれば、原発をすべて廃炉にすることで、たくさんの税金が節約できます。
もちろん夢の高速増殖炉もんじゅも、即廃炉にすべきです。
また、原子力推進派で作られる絶対的な権力を持つ原子力規制委員会の設置にも強く反対します。

40135 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロシナリオに賛成します。 経済性などの問題はあるとしても、安全性というのは一番優先順位が高いと思います。
そして原発には安全性が確保できる理由がない。

40136 個人 自営業 ３０代 男性 原発ゼロシナリオ 自然エネルギーに留まらず、フリーエネルギーにも目を向けると
原発はいらなくて済むと思います。

http://blog.goo.ne.jp/utyuujigennsi/e/22aec51dddfe51e910da52bb2b9fa199

http://www.faee.or.jp/energy/index.html

http://tenkataihei.xxxblog.jp/

40137 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 男性 「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」が日本のと
るべき道です。廃炉には時間がかかりますが、決断す
るのは今です。

原理力発電をこのまま続けられる、というのは危うい考えだと私は思います。福島の事故を受けても、科学技術の進歩によって自然災害による事故を回避しうる、と考えるのはその他のリスクを
顧みない愚行です。

原子力発電所の建設によって生じる問題は、科学技術以外にもきわめて多岐にわたります。まずコストが膨大なので、それを負担できる企業や団体は“大資本”でなければなりません。また、電
力のような公共性の高いものをめぐっては企業間の競争関係を作りにくいので、経済的には「独占」か「寡占」状態になります。そこで今回の東京電力のような行政との癒着や、政党との馴れ合
いの問題が生じます。また、いったん建設した原発は、その建設コストを回収するまでに長期間の運用が必要だから、勢い抜本的改良に躊躇し、老朽後も使い続けるという危険性が生まれま
す。福島第一発電所の場合は、それがまさに事故原因の１つです。さらに、原発は１箇所で莫大な電力量を生み出すため、大都市の電力がそれに依存し、非常時のためのリスク回避が困難に
なります。

加えて原発は、核拡散問題やテロなどによるリスクを生み出します。簡単に言えば、原発内で生まれる核物質を元にして、兵器の開発が行われる可能性のことです。これは、治安上、国際政治
上のリスクですが、今回の事故を契機として、この分野で新たに浮上してきたのは、別の政治・軍事上のリスクです。今回は、観測史上まれな規模の大地震と大津波によって原発の機能が破壊
されました。直接的な原因は、「冷却機能の停止」です。これがＭ9.0の揺れとその後の大津波によって起こるのであれば、直接的にもっと大きな揺れと破壊をもたらす「ミサイル攻撃」によっても
十分起こりえると私は考えます。

原発の機能や構造に関しては、時間の経過とともに今後も安全対策は進んでいくと思います。しかし、経済上・社会上・政治上のリスクは、原発の増設にともなってより増大すると私は考えま
す。言い換えれば、どんなに安全で効率的な原発が開発されても、大資本の独占や政治との癒着の問題、大都市の原発依存、政治・軍事上の危険性は拡大していくということです。

40138 個人 その他 ６０代 女性 次世代の子どもたちに、安心して引き継ぐことのでき
る地球を渡せるように、願う。
放射能は非情です。
どんな人も、働くことに命を落とすようなことがあって
はいけません。

原子力発電のエネルギーはものすごいパワーである。
そのパワーは我々人間が支配できるものではない。
弱者の命と交換しながら稼働させるのは、まちがっています。

原発を稼働させた方へ、
あなたは、自分自身又は、自分の子どもを　派遣の原発労働者として働けますか？
人の命に　差別はありません。みんな同じ命です。

そんな恐ろしい原発を絶対に　稼働させないでください。

そして
今、処理出来ない廃棄物を、如何するのですか、
子どもに残せないではありませんか。
胸を張って、渡せる、ということが何より大事なことです。

当たり前の事を、当たり前に、
捨ててもいい命はありません。

福島の子どもの命を、守ってください

原発は、すぐに、全部廃炉にしてください。

40139 個人 家事専
業

３０代 女性 「原発ゼロシナリオを選びます」
未来の子どもたち、我が子のために、安全な暮らしが
できるように、自然エネルギーの推進、電力の制限に
力を入れてください。

福島の人たちのことが考えてください。夜でも止まることのないキラビヤカな電気をともし続ける東京の電力を作り出すための原発によって犠牲になっているのです。暮らしのすべてを失った人
がどれほどいるか考えてください。確かに、家庭での電力を節電することは必要ですが、商業の電気の規制を行ってほしいです。夜中まで、電気が必要でしょうか。コンビニエンスストアのすべ
てが２４時間営業でなければいけないのでしょうか。自動販売機も必要でしょうか。

政府の皆さん、日本の未来を真剣に考えてください。今、生きている私達が変えなければ、しあわせな日本はないと思います。

40140 個人 自営業 ３０代 男性 原発の縮小と地熱エネルギー利用の開発促進を強く
希望します。

地震列島である日本において原発を推進することは自滅行為です
それより地震列島である日本だからこそ向いている地熱発電を
政府が開発に力を注ぐべきです。
日本が地熱エネルギーの先駆者になれると信じています。
自国のエネルギーを賄い、さらにその技術を他国に売り込む。
いったい誰が反対するというのでしょうか？
仮に次の選挙で地熱発電を促進すると公約した政治家がいればその方に投票します。



40141 個人 その他 ２０代 男性 私は原発依存率０％を求めます。 私は原発依存率０％を求めます。
何故なら、原発で事故が起こらなくても、既に膨大にある核廃棄物の処分方法は未だに決まっておらず、これ以上原発を動かし続けることによって、未来の世代への負担を増やしてはいけない
と思うからです。（核廃棄物は１０万年以上も管理が必要と言われています）
そして一度事故が起これば、その被害は莫大です。福島第一原発事故の影響で、既に１０万人以上の人たちが家や故郷を追われて、避難生活を送っています。チェルノブイリ原発事故の時も、
３０キロ圏内は、２５年経った今も「立ち入り禁止区域」のままです。
福島原発での事故の影響で、汚染された農地や家畜の被害額も考慮すると天文学的です。福島県内だけではなく、関東・東北地域の広い面積が、本来「放射性管理区域」の基準である、１平
方メートルあたり４万ベクレルの汚染を超えていて、多くの生産者が廃業や減収に追い込まれています。

原発の発電コストも問題です。今まで、原発を推進する理由として、原発は発電コストが低く「経済的」と言われていましたが、実は、安い発電方法ではないこともわかってきました。
立命館大学の大島堅一教授によると、今までの発電量の「実績」（電力会社が一般に開示している「有価証券報告書総覧」のデータ）に基づいて試算をして、更に今まで含まれていなかった「立
地費用」や「開発費用」などの財政支出（税金からの資金投入）を加えたところ、燃料費を考慮しても火力・水力に比べて原子力が一番高い発電方法だということがわかりました。
安いどころか、原発は国民にとって大きな負担です。

昨年の東日本大震災以降、日本は地震活動期に入っています。
いつ、どこで福島と同じような事故が起きるかわかりません。

深刻な放射能被害を免れた関西・九州などで同じような事故が起きれば、今度こそ日本は終わりです（経済どころではありません）。

なので、一刻も早く原発依存率を０％にしてください。

40142 個人 家事専
業

３０代 女性 脱原発！チェルノブイリの被害から今後の日本人が
どうなっていくかわかる。今も福島の危険は続いてる
今するべきことは脱原発と福島を疎開させる事と食品
基準をさげ全量検査の取り組みをし国民の内部被曝
を防ぐ事

日本に住み続ける限り内部被曝は防げなくなりました。原発再稼働し大地震があればまた外部被曝をします　　国民を守る姿勢ではないですね　国民は虫けら扱いでしょうか？　安全な電力に
切り替えるのが普通の考えでしょ
今の子供達は健康な赤ちゃんを産めるのでしょうか？　海外の保障問題もどうするのでしょう？

40143 個人 その他 ４０代 男性 原発による発電は即刻０にすべきです。 第一に、一旦事故があれば人間に管理しきれない発電方法です。しかも、それが人体の生存に多大な影響を及ぼすことは、核種研究から明らかです。そもそもコントロールしきれないものを人
間が扱うべきではありません。これは、使用済み燃料棒の管理の問題も含みます。
第二に、現在、原発が動かなくても電力は足りています。だから、原子力発電が必要というのは、成り立ちません。たとえば中京地区では、昨年、トヨタ関連企業が休日出勤し、平日休みとして、
いかにも電力不足であるかのように騒ぎましたが、今年は、猛暑にも拘わらず、平日操業でなんら問題は生じておりません。
第三に、表に出ないコストが高すぎます。たとえば、現地の対策費もありますし、保安員や安全委員会などのスタッフも、原発がなければ不要なものです。廃炉のコストなどもきちんと織り込まれ
ていません。
第四に、コスト上の問題があるかのような報道がありますが、現在、液化ガスは非常に安価となっています。また、日本には地熱、小水力、波力などさまざまな自然エネの資源があります。これ
らを推進すれば、燃料を輸入することもなく、発電ができ、日本の産業の競争力が高まります。

40144 個人 学生 ２０代 女性 ｢原発ゼロシナリオ｣を要望いたします。 私は原発ゼロシナリオを要望いたします。
なぜなら、原子力発電の意義を見出すことが出来ず、また原子力発電からの脱却こそが日本再生の糸口だと思うからです。

現在の福島の状況を見ても、原子力のもつ破壊力を完全に制御できているとは言い難く、順調に稼働している時にはコストパフォーマンスが最も良い発電力であると言えたとしても、ひとたび事
故が起きてしまえば電力会社では賄いきれない賠償額が発生しているからです。
原子力発電はハイリスク・ハイリターンな発電技術です。
日本が現在おかれている経済状況からみても、電力会社救済のためという、投資ではなく本来かからなかったはずの余分なコストを必要とする電力を使い続けることは全く現実的ではないと考
えます。

太陽光発電は言うまでもなく、日本は古来から緑の豊かな土地であり薪･木炭や生活ゴミを燃料にした火力発電を使用することができます。
四方を海に囲われていますので波力発電も可能ですし、またその高低差から水力発電、風力発電が使用できます。温泉が沸くことから考えても地熱発電も可能です。
送電線の漏えいをなくす、蓄電機の開発を進めればもっと効率良く電力を使うことも出来るでしょう。

初期投資も研究費もかかりますが、その費用は原発を使い続けた場合にかかる(電力会社救済、汚染地域徐線、放射能測定、新たな電子力発電所の建設、あるいは取り壊し、廃炉、燃料棒の
管理など)コストに比べればはるかに低いものであり、また未来への投資であると言えるます。

このような技術開発を進めていくことで、諸外国との差別化をはかり、その技術力やシステムを輸出することで国の経済状態をも救う突破口になると考えられます。また環境大国、という立場は
日本のイメージを高めるものであり、これから先、発電や都市生活から必ず生じるであろう環境問題に対してたとえ国民に負担を強いるものであったとしても、一歩先に出た対応を願っていま
す。
国民の人権を守るという観点からも、現在に生きる国民だけではなく、未来を生きる国民やその生活のためにも、まずは原発をゼロにすることが重要であり、その責任が国家にはあると考えま
す。

40145 個人 その他 ５０代 女性 原子力は０％、即刻停止、再稼働ナシ、２０３０年まで
は遅すぎると思います。
自然エネルギーとガスで良いと思います。

地震大国で、いつ大地震が起きるかわからない日本で、いったん事故が起きたら原子力は取り返しがつきません。事故後の保証などリスクを考えると、一番コストが高いエネルギーだと思いま
す。また、内部被曝など人間の体に害を及ぼす危険な原子力を使う必要性がないと思います。年間通して最も電力を必要とする真夏の今、猛暑でも電力は足りています。したがって、原子力発
電所を稼働させる必然性は皆無です。今だけでなく長い将来を考えるべきです。

40146 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発０％シナリオを支持します。
２０３０年時点で、ではなくただちに取り組んでくださ
い。
また、パブリックコメント募集の周知が不十分です。

地震国において、原発は不向きです。地震予知もできないわけですから、人類の安全のためにも止めるべき。
原発以上に放射性物質を排出する再処理も同様です。
事故が起きても誰も責任を取らないのに、なぜ原発を稼働できるのですか？

広く国民の意見を求めると言うなら、パブリックコメントの募集を周知徹底してください。こういうことこそ、テレビや新聞を通じて知らしめるべきではないですか？募集期間も短すぎます。

40147 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発は即時全て廃炉にするべきだ。 　火力であれ原子力であれ、発電所のやることは、お湯を沸かしてタービンを回すことである。火力ならば事故が起きてもその地全体が住めなくなることはないが、原子力は、事故が起こればそ
の地全体が住めない場所になる。今の福島県だ。
　しかも、運転していれば多量の放射性廃棄物がたまるが、それの処理方法は確立していない。すでに各原発ではたくさんの使用済み核燃料や放射性廃棄物がたまって行き場を失っている。
この状態で、しかも福島が収束もしていないのに原発の再稼働を続けるなどとは狂気の沙汰としか言えない。原発は、止まっていても冷やし続けないと爆発する代物で、日本のような地震大国
には作るべきでないものだった。
　お金だけに目がくらんで国民の命や生活を犠牲にするのはもうやめてほしい。お金がたくさん手に入ってもそれで国を失っては何の意味があるのか? 頭を冷やせ!!原発は日本にはもういらな
い!!

40148 個人 家事専
業

６０代 女性 原発0%を 即時に 決定する事が 肝要！！ 様々な理由を あげて 抜け穴を 探している限り 脱原発依存 と云う 政治家の言葉は
全く 説得力がありません。日本は 明確に 原発0%を めざす事を 世界に向けて 宣言すべきです。新エネルギー  廃炉ビジネス  廃棄物処理 等で 世界を席巻する地位を 築く事が 日本の未来を
発展させる 唯一の道です。既得権益に しがみ付いているのは 誰なのか 私達は しつかり 観ています！

40149 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 (1)ゼロシナリオを選択。可及的速やかに原発を停止
し、廃炉する。直近の代替は火力に頼る。長期的には
再生可能エネルギーを主とする。

原発を使用し続ける合理的な理由が皆無。
リスクに対してなんら対策も取られないまま。
放射性廃棄物の処分方法も、それに要するコスト・期間が共に不明確。
未来に対する「責任」を果たすためにも今すぐ止めるべき。

40150 個人 無職 ６０代 男性 人命を絶対的な危機に曝す放射性廃棄物の最終処
理方法の確立は不可能です。そのような廃棄物を生
み出し続ける原発使用は、人類の自殺行為です。「原
発即時ゼロ」こそが唯一の被爆国日本のとるべき政
策です。

今年で67年を迎えた広島、長崎で、今なお原爆症に苦しむ被爆者、またその影響を受けて発病した、あるいは発病の不安に悩み続ける被爆ニ世、三世の方の存在をみれば、「原発利用」の愚
かさは自明のことです。福島原発の事故によって、地震多発国・日本での「原発利用」は、日本のみならず、人類全体の将来に取り返しのつかない禍根を残すことになることは明らかです。日本
政府とすべての政治家は、「原発利用」の愚かな選択をやめて、直ちに「原発ゼロ国家」を世界に宣言する勇気を持つべきです。

40151 個人 家事専
業

６０代 女性 原発０％を望みます。 自分の生活圏内に原発があるので早く止めて欲しい。
子供や孫のためにも自然派エネルギーに転換していくときだと思う。

40152 個人 自営業 ３０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

40153 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 即刻原発ゼロに向けて対策お願いします。 これまで多額の税金払って、年金もままならない、おまけに放射
能で殺されるかもしれないとは、バカバカしすぎます。民間はどんな状況でも工夫して乗りきります。血税を自分達の既得権
益を守るために使われるのはたまったもんじゃありません。公僕
としての勤めをしてください。恥を知ってください。ほんとにいい加減にしてください。お願いします。

40154 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発即時ゼロを求めます。
原発ゼロでこの猛暑を乗り切っている各電力管内を
始め、関西電力管内も電力需給は逼迫してません。
原発不要です。
既得権者による既得権者のための原発は今すぐやめ
てください。

原発一切不要の理由5つは以下の通りです。

１）上記のように、そもそも原発を必要とする電力需要がありません。

２）原発は一度事故を起こせば空気を水を土を汚染し、二度と元には戻らなくなるから。ただでさえ狭い日本の国土を、これ以上減らすのですか？

３）原発は動かしている間、たとえそれがいわゆる「正常運転」であっても現場従業員は必ず被爆し続けます。犠牲者の上にしか成り立たないエネルギーであること。殺人と変わりませんよね？

４）使用済み核燃料の最終処分ができないこと。ほんの一瞬の電力ピークのために原発を動かし、その後何十万年という長きに渡り放射能を出し続けるそのゴミは、物理的にも倫理的にも許さ
れません。後世の人々は今の人類の愚行を恨むでしょう。そして地球上に安心して住める場所がなくなってしまいます。原発推進の人々は常軌を逸しています。

５）原発の稼動には、ウランやプルトニウムを海外から購入に膨大なお金が海外に流れ出てしまいます。その購入費用を一切なくし、国産の自然エネルギー技術の開発と普及に振り向けるべき
です。その経済効果は間違いなくプラスに働くでしょう。ギリシャやイタリアの経済状況の悪化は、輸入品の普及による貨幣の海外流出が大きな原因のひとつです。日本も同じ轍を踏まぬよう、
エネルギーの地産地消を始めるべきです。

以上、原発を即時やめたい主な理由です。

最後にお願いです。
このパブリックコメントを通して同じような意見は大多数を占めているはずです。
その結果を操作したり、パブリックコメントをただの参考意見にとどめて、
結論は原発推進、というような卑劣な行為はやめていただきたいです。

そろそろ倫理的な政治が行われてもいいのではないでしょうか。

40155 個人 自営業 ３０代 男性 エネルギー・環境に関する選択肢「ゼロシナリオ」を支
持します。

原発事故を起こし、核燃料サイクルも破綻している我々日本に残された道は、
再生可能エネルギー分野で世界のリーダーになることではないでしょうか。

再生可能エネルギー・省エネ、原発の廃炉技術へ投資することは
新しい産業と雇用を生む唯一のチャンスではないでしょうか。

事故は起こってしまったのです。
しかも原発事故の影響は今後数十年は続くのです。

未来に対して責任ある選択を期待しています。

40156 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 ただちに「原発ゼロシナリオを選択」します。 ただちに「原発ゼロシナリオを選択」します。さまざまなリスクの多い原発。人も土地も文化も歴史も居場所も一瞬にして失ってしまう危険性をはらんでいます。廃炉に向けて方向転換しましょう。
現地や関係者の方々の苦悩もあると思いますが、助け合って力を合わせて、原発の無い世界を実現させていきましょう。

40157 個人 無職 ６０代 男性 地球上で唯一の被爆国としては、人類が制御できな
い放射能を生む核エネルギーを使うことがない国で
あって欲しい。故に、出来るだけ早い機会に、原子力
発電による電力をゼロにすべきであります。

　福島の事故で、安全であると云われてきた原発は限りなく冷却し続けねばならない実に危険な設備であることを理解しました。私は冷却以外に放射能をコントロール出来ない人類は、原発を
使用する資格がないと考えます。このようなエネルギーは人類が使ってはならないと思います。
　今後、原発による発電がなくなることで、電力が不足し、計画停電が行われるならば、それを是認したい。国を挙げて省電力を推し進めるなら、政府が全国民に向けて省電力の協力依頼を強く
求めるべきであると思います。（例えば、昼間の最大使用電力量となる時間帯を狙って、全てのテレビ放送を禁止するなど）
　また、電力会社は、国民が電気を使えば使うほど儲ける仕組みであり、今後も出来だけ多くの電力を売り続ける努力をするであろうと思われます。しかし、このことは結局は、限りある地球の
資源を使い尽くす行為に繋がるのです。我々人類をはじめ地球の生物が永く生存し続けるには、地球の資源を大切にすべきであります。そのために、再生可能エネルギーを最大限活用する国
策が必要だと思います。
　現在個人宅でのソーラー発電に補助金を出していますが、これも裕福な資金力を持つ家庭しか取り入れることが出来ないシステムであります。このような現行方式を改め、発電量を全量国が
買い上げることにして、各家庭の屋根に国の資金でソーラー発電装置を取り付けることを国民に協力してもらうことなど出来ないものでしょうか。国の財源としては原発を建設する資金や原発を
設置する地方自治体に流れる補助金などが考えられると思います。

40158 個人 無職 ６０代 男性 原発を日本のような地震大国に採用したことが、そも
そもヒューマンエラー
再度事故が起きれば日本だけの問題でなく世界を滅
ぼす結果になる。国内の原発を即廃炉にするべきで
す。

即廃炉は、経済が持たないとの意見があるが、廃炉まで３０年必要であり業界も潤うはず、今年の夏の計画停電も一回もない。自然エネルギーには３０年かけて変換すればよい。



40159 個人 自営業 ３０代 女性 提示された３つのシナリオではなく、原発は即廃炉とし
てください

2030年までのシナリオ提示ですが、どうして今すぐどうするかを決められないのでしょうか。
あれだけひどい原発事故が起き、その健康被害も出てきているにもかかわらず、何事もなかったかのように事故が封印され、こともあろうに2030年に15％とか２５％とかのシナリオが出てくること
自体、異常です。

原発はトイレのないマンション。原発を稼動しつづければ、核廃棄物がどんどんたまるだけです。その処理をどうするかも決まっていないことが非常に問題です。

これから日本を背負っていく若い世代のことを考えたら、原発再稼動やさらなる原発推進なんてもってのほかです。

今回の事故による晩発的な健康被害がどのくらいになるのか、今から暗澹たる思いでいっぱいです。

とにかく原発をなくす、ということを前提としてそこから議論を始めてください。お願いします。

40160 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 男性 原発は即時廃炉するべき 何年までにどうするか、ではなく、最速で原発をゼロにすることが望ましい。時間をかけられるほどの余裕は無い。
原発の安全性、信頼性が崩れ、改善も見られない。また、そういった状況で、大地震の懸念も消えていない。近い将来起こる可能性が高い事故を、被害を、最小限に食い止める為に原発を廃
炉にする必要があるわけで、福島の事故が起きたことによる倫理観や道徳観の話では無い。悠長な期限をわざわざ示して、やろうとしているところに国の危機感が感じられない。残念でならな
い。
原発を無くすことによって一時的に起こる可能性があると思われる弊害をどう抑えるかを考えた方が建設的かと思われる。
まずは、原発を可能な限り最速でゼロにする。それを大前提にして新しいエネルギー政策を築いていくべき。原発ありきの展望では国民が納得できる将来は示せない。

40161 個人 家事専
業

４０代 女性 原発ゼロシナリオ　を選択します。
ただし、2030年より前倒しして、今すぐにでも全原発廃
炉を決定すべき。

　福島第一原発事故で、原発は一旦事故がおきると人間にはもうコントロールできない施設であることが明らかになりました。また施設維持のために、平素から海洋や地下水、河川の汚染をひ
きおこすことが避けられないことも判明しました。加えて、放射能汚染は見えないために、国や自治体、電力会社は福島の事故を軽微に見せかけようとしているが、チェルノブイリの例からみれ
ば、今後10年、20年後に汚染の甚大な影響がでることは容易に想像できます。影響がたとえチェルノブイリより軽微だったとしても、人が住めない土地ができてしまったことは事実であるし、被害
にあった地域だけだなく、流通の発達している日本では全国に汚染の被害がひろがり、膨大な経済的損失となるでしょう。その上、おせんが見えないことで社会的な分断までもおこり、国家とし
ての痛手は歴史的時間と規模になることは想像に難くありません。残念なことに、福島の事故で特に明らかになったのは、日本の政治や行政に確固たる理念も力もないこと、そして責任を回避
することが目的化している組織の偏った論理が被害を拡大した点であります。さらに、事故の想定そのものすら封印していた、備えに対する危機感の無さ、これは決して見逃すことはできませ
ん。起きてほしくないことは無いことにしてしまえばよい、という責任感の感じられない精神構造と、誰も責任を負おうとしないこうした組織の体質が変わらなければ、福島の事故は一向に収まら
ないであろうし、次の事故も当然起こりうると考えます。幸いなことに、今のところは日本は技術立国であり、国民は勤勉な気質を持つので、国がきちんと脱原発の指針を示せば、一丸となって
国の再生を目指すことができるでしょう。また、事故を経験したからこそ、廃炉に開発資金を投じることは世界からも受け入れられるでしょう。以上のように、原発からの撤退は国にとって未来を
築くことができると容易に想像できます。経済的に舵をきることができるのはくにが脱原発を明確に宣言すぅることしかありません。国がいつまでもこのままでは国民は絶望するしかありません。

40162 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 女性 原発はただちにゼロ 原発がなくても電気は足りることがわかりました。
橋下市長もびびって、認めてしまったけどゼロでいけると。
もう騙されません。
電力会社の利益のために原発動かしたいなど、もってのほか。
東電も国有化したなら、きちんと管理して下さい。
大飯もすぐに止めて下さい。

40163 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 ０％を目指すべきです。
事故がおきれば、多くの土地と財産、人々の健康が奪
われます。再度大きな事故がおこれば、日本は立ち
直ることが出来ない。未だに解決できない核廃棄物の
処理問題も。

未来の子供達の為に、私達は健全な国土を残すべきだと考えます。

また、１０００年に１度の災害と言う方がいますが、阪神大震災の時も同じような事を言ってました。あれから、まだ17年しかたっていません。つまり、「次の大災害まで１０００年」というのではない
のです。それこそ、南海、東海地震の危険性が専門家の間でも言われているのに、事故がおこったらコントロールできないと分かっている原発を、再稼動させるのはおかしいです。

また、今、もし戦争が起こったとき、一番最初に原子力発電所や、核廃棄物の保管場所が狙われると思います。そうした場合、原爆がなくても、日本には大量に原爆以上の被害をもたらす可能
性があります。特に北朝鮮とアメリカとの間で紛争がおきれば、日本の原発はねらわれます。

もう１つ。沢山の労働者が、原発で働いています。彼らは5次下請けや派遣で雇用されていて、安い賃金で全国から集められています。そうした中にテロリストが混ざる危険性を危惧しています。
実際、各電力会社は、彼らの身元確認をしておりません。今まで起こらなかったのが不思議です。ただぢに、原発内で従事する職員を全員、電力会社の社員にすべきと考えます。

40164 個人 学生 ２０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

御意見及びその理由
新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
 直ちに原子炉再稼働をやめさせる
 積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
 再生可能エネルギーの生産を加速させる
 発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
 石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

40165 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 もう多く語る必要ないでしょ？俺は東京大田区生まれ
で昨年の福島第一の原発の事故後熊本に移住しまし
た。もう原発はウンザリです俺の日常返せますか？返
せないならもう原発。核はやめてください！！責任取
れ！！

閉め切りがどうなのかわかりませんが・・・・俺の気持ちです子供を守るために熊本に移住しましたこの間やっと半年ぶりに仕事につけました。原発・放射能人生狂いました原爆2発落とされて原
発吹っ飛んでこの国の政治家さんやら官僚さん海を渡りアメリカ野郎さん血も涙もない金の亡者だってわかりましたもうウンザリです！！国の在り方この先の子供たちのための世界を本当の意
味で平和にしたいです僕は反核人間になりました一歳三か月の娘の父より。変えたいです本気でこの国世界を変えたいです！！

40166 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発はゼロにしつつ、温暖化対策目標を強化した第4
のシナリオを支持します。

温暖化対策の観点からは、３つの選択肢から選べません。
自然エネルギーの普及目標が不充分であり、省エネ対策が不充分であるためです。
具体的な疑問としては、原発に注がれるお金と人を、全て太陽光発電にあてることで、人類が自然環境に対して清算責任をとれるのではないでしょうか。自然環境破壊、原発事故のリスクへの
恐怖、得られる電力それらのバランスは、今は、明らかにおかしいと思います。今の世の中で消費している物欲よりも、もう少し精神的な幸せを尊重できる未来を望んでいます。

40167 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオを選択します。 今回の福島原発事故で原発の危険性が明らかになり、今後の除染、立ち入り禁止区域の解除予定も曖昧な状態から、早い段階での原発比率の引き下げが必要と思いゼロシナリオを選択しま
す。

40168 個人 学生 １０代以
下

女性 原発は即時停止すべきです。 どんなに隠したって知ってる人は知っています。原発を動かすことで大きなお金が動いていることを。そして、放射能がどれだけ人体に有害か。JCOの臨界事故や福島原発事故…。なぜえらい
人たちは学ばないんでしょう。経済？利益？そんなものより人命が第一でしょう？

40169 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 エネルギー政策改定の基幹となるべきは生産電力の
維持・増大ではなく消費電力の削減である。エネル
ギー・環境に関する選択肢については「原発ゼロシナ
リオ」を支持する。

 現在進行中のエネルギー政策改定の主な論点は原子力発電維持の賛否と代替エネルギーの検討である。しかし原子力発電を維持推進する場合・一定の原発を維持しつつミックスエネルギー
に移行する場合・原発を全廃して他のエネルギー源に完全に移行する場合のいずれの選択肢をとるにしても、環境に影響を及ぼさないようなエネルギーを完全自給する方法を我々は持たな
い。従って、まず消費エネルギー削減を試みるほうが賢明である。特に我が国のエネルギー消費においては削減すべき、あるいは削減可能な消費源が多く、無駄な電力消費源を排除してゆく
ことがエネルギー政策における第一の課題である。原子力発電所の事故によりエネルギー政策の転換を迫られている状況にあっては社会的需要度という基準でもって「無駄な電力消費源」を
定義し排除してゆきべきである。

　原子力発電については「安全性」の定義から見直しが必要である。
　大前提は全ての事象が不確定性の上に成り立っていることである。その上での安全性とは「事故防止」「リスクの認識と了解」「有事の際の事後処理」の三元性を備えていることが望ましい。こ
の三項目が満たされ、且つ可能な限りその事象に対する選択の可能性が残されていることが重要であることは議論を待つまでもなく我々の日常生活のあらゆる面に於いて明らかである。
　原子力発電の「安全性」にこの三元論を適用した場合、「リスクの認識と了解」については「原発事故によって放射性物質が放出されるリスク」は認識されているが、「その放射性物質によって
引き起こされる健康や環境へのリスク」は不明確あり、リスクを了解することができない。また、福島を含めた過去の原発事故後の状況を鑑みると、有事の際の事後処理体制の整備は大規模か
つ長期に及ぶため実現は困難である。
　従ってエネルギー・環境に関する選択肢については「原発ゼロシナリオ」を支持する。
（以上）

40170 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を支持します。 原発事故後の影響を目の前にし、コストでは計り知れない未来への危惧を抱いています。日本の秀逸な技術と情熱で代替えエネルギーや省エネ技術の開発、発展にシフトしていけると信じて
います。
永遠にリスクと代償不安を抱えた状態で明るい未来が築けるとは思えません。是非原発を無くす案を推進していただきたいです

40171 個人 自営業 ５０代 男性 (1)ゼロシナリオ　3つの選択肢しかないので、この中で
は(1)しか選びようがない

2030年までにゼロにするというのは、2030年まで稼働させるという事になり、ゼロシナリオは全く意味がない。
それまでにまた事故が起こったら日本の将来が無いのにまだそのような戯言を言っている。原発は即時停止。これ以外に日本が生き残る道はない。

原発は地雷と同じ。外敵に対する抑止力などにはなり得ない。
原発を攻撃されたら即日本は人間の住めない場所になってしまうことくらいもう気が付いてもらいたい。

40172 個人 家事専
業

４０代 女性 原子力ゼロへ 　新潟出身のため、子どもの頃でしたが、原子力発電所が柏崎にできたとき、不安でした。

　子どもの記憶ながら、柏崎の原発が駄目になったとき、新潟は終わると思ったことを今でも思い出します。

　現在、福島で、現実をつきつけられています。

　できないではなく、やるべきことをしていくことでやり遂げていかなければならないのが現状だと思います。

　原子力発電はゼロへ。

　排炉に向けての技術、他発電力を整備・送電能力の向上など言われていることをなぜしていかないのでしょう？

　おごりのない、世界に誇れる日本の精神と技術力を

　情報開示と会話によって築いていくことを今生きている日本人の義務として

　原子力発電は早急にゼロへ

40173 個人 家事専
業

３０代 女性 脱原発、ゼロシナリオを支持します。 　原発は人の命を犠牲にして成り立っています。原発で働く作業員の方々、福島原発事故の被害にあわれた方々、徐々に全国へ拡散されつつある放射性物質。このような恐ろしいものを支持
したくありません。

40174 個人 家事専
業

３０代 女性 原発の即時廃止を希望します。 これ以上の再稼働はしないでください。
今動いている大飯原発もすぐに止めてください。
今ある核のゴミをどうするかも決まっていないのに、もう増やしてはいけません。

地方で電力を作って都市部に送るのではなく、地熱発電や小水力発電が活用できるところでは地産地消を目指しませんか？地域の格差も解消します。
そして、原発に注いできた資金を自然エネルギーに活用しませんか？

『核燃料サイクル』の夢を見るのはもうやめませんか？夢です。実現不可能です。私は３０代ですが、私の子供世代にそんな宿題を押し付ける気にはなれません。もっと自然エネルギーを推進し
てください。

どうか、どうか、心からよろしくお願いします。
40175 個人 家事専

業
７０代 女性 ０％、且つ即時廃炉希望 災害は待ってくれません。今現在止まっている物を含め、

大飯も電力が足りているなら止めて廃炉すべき。
たかが電気の為にこの国の未来を潰したくありません。
国は正気ですか？国民を侮辱するにも程があります。

40176 個人 自営業 ５０代 女性 原発ゼロシナリオ 原発をただちに停止し、節電を請い、事業用を節電する程トクになる料金体系（現在は逆）に修正し、不足（があれば）を火力、水力などで補い、自然エネルギーの導入に技術、予算を一気に費
やし早期の自然エネルギー社会への転換を計ってください。日本が世界に率先して自然エネルギーの開発技術をもたらす格好のビジネス上の機会です。



40177 個人 家事専
業

３０代 女性 原発ゼロシナリオ 今後国内の原発をゼロにするようにもとめます。
チェルノブイリ以上と言われるあのような事故を起こして、福島の方、東北の方、原発の作業員の方がたった今も苦しんでいるのに
まだ原発を動かそうという選択肢があるなんて信じられません。

水を汚染し、山を汚染し、子供たちを傷つけ
これ以上続けて行くと、この国には住めなくなってしまいます。
自分で自分の首を絞めているのです。

ヨーロッパの自然エネルギー先進国では、
日本の企業が作った地熱発電などの発電所が数多く有ります。
優れた技術を持っているのだから、
それをぜひ国内で活かして下さい。

電気が足りない、といっても、どこも冷房が効きすぎていたり
電気を無駄遣いしているだけです。

国民が安心してくらせる国に、
自分の国が一番すばらしい、
一番水やごはんが美味しいと誇れるような国にしてください。

お金の為ではなく国民のためを思った政治をして下さい。
とりあえずの対策でなく、今後の事を見据えた
国民に、世界に誇れる政治をお願いします。

40178 個人 家事専
業

４０代 女性 ゼロシナリオ　２０３０年には原発をゼロにする　を選
びます。

ゼロシナリオ　２０３０年には原発をゼロにする　を選びます。
長崎、広島で被爆したにもかかわらず、何故人類が持つべきものではない核を
使った原子力発電を日本政府が選択したのかということがそもそもの間違いだったと思います。日本は自ら被爆することを選んでしまったという結果になったわけです。
今思うと、なんと言う馬鹿な国民だったのかと思います。ここでわからないとしたら、もう一度事故が起きて、日本人が滅ぶところまでいかないとわかならいとしたら、大変愚かな国民です。ここで
多くの国民は気づいたと思います。気づかないのは、原発と推進しようとする政府、利権が得られる人々、経済産業省、企業でしょうか。これから核を持とうとする国々も愚かな道をたどるでしょ
う。
日本は未だ崖っぷちに立っているということは忘れてはいけないと思います。
福島の人々を今も避難させずに、復興を唱えていることが自体を余計に悪くさせたと思います。福島の人が今もって政府が何もしてくれていないと思っています。私の家の中での線量は東京で
０．１５マイクロシーベルト・hour ですが、福島の線量の高い所　１．５マイクロシーベルト・hour　で子供たちがマスクもせずにラジオ体操をしているそうです。避難が先で復興、除洗は後にすべき
ではありませんか。すぐに復興を叫んだために避難できなくなってしまったのではないかと思います。民主党の方針が間違ったと思います。南相馬市が放射線研究施設郡にされてしまったこと
も、おかしいと思います。
放射能に汚染された瓦礫を汚染されていない西日本、全国に拡散させたり、間違った政策を実行している民主党は罪だと思います。この時点で国民は民主党はダメだと判断しました。経済産業
省、環境省の官僚も責任を問われてほしいと思います。せめて、間違った政策を認め、新しい人々にとって安全なエネルギー政策を打ち出してほしいです。
海外のメディアの記事にも、広島、長崎で被爆を経験した日本人に核は受け入れがたいものだと書かれていました。　当然です。核は絶対に人間が持っていいものではないです。　即刻　原発
から足を洗うべきです。他国がどうだからなどよく言う人がいますが、他国はどうあれ、日本は原発、核を持たないことを主張すべきではないですか。政府、官僚はすぐに政策転換できないようで
は他国に取り残されると思います。これからの時代は、核を持つ国は核で滅び、核を持たなかった国は発展すると思います。それほど、国土・国民が大事ということです。

40179 個人 無職 ３０代 男性 ２０３０年、原発の割合は０を目指してほしい。 原発のことは詳しくありませんが、
2度と同じような事故を起こさないためにも、
原発から再生可能エネルギーへシフトしていくべきとおもいます。

日本は、他国に比べ地震が多い国です。
原発立地には適していないと思います。

コスト的にも、原発は、
核廃棄物の管理、事故賠償費用など含めると
コストが高いという試算をたびたび耳にします。

核廃棄物の問題もあります。
放射能が無害化されるのに数万年かかると言われています。
その間管理をし続けなければいけないのですよね？
未来の世代にそんな重荷を背負わせてよいのでしょうか？
地震多発国の日本に安心して管理できる廃棄場所はあるのでしょうか？

かといって地球温暖化も懸念されているので
なるべく火力に頼らない
再生可能エネルギーに推移すべきだとおもいます

40180 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 現時点では代わりにベースロードを担えるのは火力
のみであり温暖化・エネルギーセキュリティを考えると
非現実的。したがって、原発比率として２０～２５％は
必要である。

原発の代替として再生可能エネルギーの比率を増やすことは電力コストの増加や安定供給の難しさなどによって経済への影響が甚大となると予想されている。少子高齢化社会となりつつある
ことを考えると国民生活への負担を増やすことは避けねばならない。火力発電は温暖化問題、化石燃料の供給安定性などの問題より依存を減らすことが従来より求められてきた。これは原発
事故によって変わるものではなく、積極的に選択すべきではない。一方、原発に関しては福島第一原発のような事故を起こすことは到底許容できるものではない。したがって、代替電源が見つ
かれば必ずしも必要とはいえない。しかし、現時点では代替となるものは見つかっていない。また、化石燃料の確保が厳しくなった際に代替手段として原発を使用する可能性が少しでもあるので
あれば、その技術を保有し続けることは国益にかなっている。以上より、現時点で将来の電源構成から原発を大きく減らすという選択は現実的では無く、安全性を強化しリスクを極力低減するこ
とが現実的と考える。

40181 個人 無職 ６０代 女性 ゼロシナリオを選択します。 ゼロシナリオを直ちに実行してください。

幾世代にもわたり負担を押し付けることになる。

万年単位の長さの廃棄物の管理、いまのところ処理方法がない。

当面、化石燃料を使って発電する。
CO2による地球温暖化は非科学的。今は地球寒冷化の恐れも出ている。

40182 個人 家事専
業

３０代 女性 原発は０にする 核を誰も被曝することなく安全に処理するという事が不可能な以上、また今既に核廃棄物を大量に抱え込み、福島原発事故で多大な人的・環境的被害を出しながら収束も出来ないという状況
においては、完全なる脱原発を一日も早く実現するしかありません。
また、日本は地震大国でもあり、原発を建て続けたのは自殺行為でしかありません。防衛上も、テロの対象となるものであり、危険極まりないものです。
自然エネルギーだけでは非現実的な部分が否めませんが、ガスタービンや小水力による発電などは、国が支援する体制を整えれば技術大国日本の本領発揮で啓勢の活性化にも繋がるはず
です。
廃炉技術、効率的かつ安全な発電技術こそ、日本経済に今求められるものです。

40183 個人 自営業 ５０代 女性 民主主義政治を、原発反対． あなた方がしている政治は、民主主義ではない.
なぜなら国民の意見をまったく聞いていないからだ．
国民の６割強の人間が原発に反対をしているのに　国民の代表のあなた方が　なぜ耳を傾けないのか
理解しがたい.
あなた方には　何の選択も意見をもってはなばらい.
あなた方は国民の意見を聞きまとめるのが仕事だ.

どうぞ私たちの意見を聞いてください.
私たちの未来をつぶさないでください.
私たちは、危険は原発はいりません.

40184 個人 無職 ８０代以
上

男性 2030年などと言わず、即脱原発 私たちが残した日本は、人と人が殺し合う日本ではない。
私たちが残した日本は、子々孫々が繁栄する日本。
私たちが残した日本は、世界と共存する日本。

上記において、原発は我々を屈辱するものであり、
即脱原発を要求するものである。

40185 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 近々には原子力は必要悪。上手に付き合っていかな
ければならないと思う。いずれ遠い将来には、再生可
能エネルギーに転換すべき。

急激なエネルギー政策の転換は、ただでさえ弱っている日本経済に決定的なダメージを与えると思う。製造業をはじめ各産業の空洞化（海外への移転）が進んでしまう。

40187 個人 自営業 ３０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全で綺麗な日本を約束するものではない。原子
力エネルギーへの依存を即終了させる、より踏み込ん
だ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を求めま
す。

２０３０年までとは！１～２５％！？真剣さが感じられない数字です。

努力不足、怠惰、私利私欲にかられているとしか思えない。今すぐ原発ゼロにして欲しい。本気です。福島の事故がもたらした被害は、政治家、電力会社にとっては他人事なのでしょうか？

送電線の独占をやめてほしい。

自然エネルギーへ完全シフトすることに、一刻の猶予も無く取り組んで欲しい。

40186 個人 なぜ３択で答えろなのか？
なぜ即時に原発撤廃が選択肢の中に含まれていないのか？理解できません。
が、なるべく早期に原発比率をゼロにするとハッキリ書いてありますので３つの
中からゼロシナリオを選びます。

なるべく早期　イコール　今すぐに　と理解し意見します。

今すぐに原発の廃炉作業に取りかかり、どれくらいの期間を必要としますか？
M9の地震が発生しても全く影響が無いという状態にするのに何年必要としますか？
2030年までにという事は、今すぐに比率をゼロにでも良い筈です。今すぐゼロに
取りかかっても来年には安全な状態になるワケではないですよね？廃炉に時間がかかるのは頭の悪い私にも理解できます。
原発比率を下げる為の代替（再生可能）エネルギーを準備してから原発比率を
下げていきます！って、まだまだ先になりますね！という事であれば、火力発電にて補って下さい。関西電力以外は今の状態のままで結構です。温暖化？（仮に本当に化石燃料によって進行し
ているなら）が気になるのであれば、日本のスバラシーイ技術によって、本気になって効率の良い、クリーン？な火力発電を考えてください。私は安全性が保証されなくなった危険な核燃料発電
所を信頼できません。
　
　　原子力発電の無い2030年に向け今すぐ動いてください。

核燃料推進でお金儲け儲けしたいなら、核燃料撤廃の方向でお金儲けしてくれませ
んか？そっちでガマンします。あなた方がする私欲の為の行いのすべてを排除できないのは理解しています。ただこの原子力政策については内容を知れば知るほど弱いものイジメの構図が見
え、それが許せません。
なぜそんな核にこだわるのか？は
この際もう教えていただかなくて結構です。即時、原子力政策を見直し撤廃を
行っていただく事を要望します。私は危険な核を手放したいと考えます。
それにより不便な社会が訪れても構いません。原子力発電が無い世の中を作る為に力を注ぎます。私が望んだ事にしっかり責任を取ります。
お金儲けの為に原子力捨てられないのじゃないデスよね？核兵器が欲しい訳でも
無いですよね？人の命より温暖化対策が重要じゃないですよね？
安心して下さい、別に３択でも何でもないですよ。

原子力がなくなれば電気代が高くなりますよ！構いません。
化石燃料を燃やしたら今以上に温暖化が進みます。！構いません。
電気の無い生活、耐えられますか！構いません。

原子力発電のしくみを今後も続けさせていただきます！　ハイお断りします。

今すぐ原発比率をゼロにして下さい。　　どうやって？って
頭のいいお国の皆さんで、宜しくお願いします。

私は自分の仕事ありますので。

会社員・
公務員

３０代 男性 エネルギー・環境に関する選択肢について
3つの中からと言われればゼロシナリオを選択しま
す。
ただし、なるべく早期にという部分を、直ちに廃炉作業
に取りかかりますと
解釈させていただきます。



40188 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します！ 原発ゼロシナリオを選択します！

福島原発の事故で明らかになった様に、一度事故が起きれば取り返しのつかない原発に頼る生活は一切したくない。労働者を含め、被曝する人を出さなければ電気が作れないなんて、馬鹿げ
たシステムを即刻止めるべきだ。

また、完全に無毒化できない核廃棄物を未来に託すなど、政府は無責任にもほどがあると思う。更に言うと、原子力規制庁の長として田中俊一氏を推薦するなどあり得ないと思う。政府の選択
として、絶対に許せないことの一つだ。

自分よりも先に死ぬであろう高齢の国のお役人の方々に、私や日本を愛して生きて行く若者の人生に原発という危険を残さないで欲しい。将来あなたを養うための税金を支払うのは私達だ。そ
の若者たちの命を危険にさらさないで欲しい！そう切に願ってコメントを送る。

40189 個人 その他 ５０代 男性 ゼロシナリオで取り組んでいただきたい。 ・廃炉期限を明確にすること
・処理できない放射性廃棄物を後世に引き継がせるのは犯罪だ。
・原発をやめられないということは、この国に自治能力が無いことを国際的にしらしめることになる。

40190 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 原発のない安全な日本にして下さい。
危険でリスクの高い原子力の全面廃止を強く要請さ
せていただきます。

放射能が無害であると言う。嘘の報道が蔓延し、国会前のデモ参加者の人数を少なく報道したり。国民をだますのは、もう辞めてください。
ドイツを始め、多くの国は原発ゼロに舵をきっています。
日本にできないはずはないです。
正しい日本にして下さい。お願いします。

40191 個人 パート・
アルバイ
ト

７０代 女性 原発０パーセントを支持します。 生活圏内が汚染される可能性はゼロではないので
すぐにでも原発の稼働を止めて欲しいです。
どうかどうかお願いいたします。

40192 個人 無職 ７０代 男性 ただちに、「原発ゼロシナリオ」を要求します。 １．過去、アメリカで開発され、導入されたマーク1型の原発の構造とその技　術は、４つのプレートがひしめく地震の国（日本）に適応できるものになっ　ていない。
２．さらに、マーク1型以外の原発でも、たとえ、原子力圧力容器や格納容器　が破壊されなかったと仮定しても、圧力容器や格納容器と接続している多く　の配管は、熱膨張や振動、地震による
影響でで、金属疲労、ずれやひび割　　れ、金属破断、・・・などが起ることは避けられない。そのことによる放射　能物質の漏れ・飛散は、国民に将来にわたって苦しめることになると考えら　れ
る。福島原発事故では、配管のずれや破壊が多くあったのではないか。
３．野田首相は、「国民の生活を守る」ためと称して、大飯原発3，4号機を　再稼動させたが、「国民の生活を守る」ことは、単に、安価な（？）な原発　エネルギーを確保することではなく、まず、国
民一人一人の「いのち」を守　ることを第一にしなければならない。リスクの大きい原発の再稼動が、どう　して「国民の生活を守る」ことにつながるのか、野田首相の発言は、詭弁に
　すぎない。また、ストレステストなどは、単なるシミュレーションテストに　過ぎず、外国ではそのテストに合格しても、再稼動の条件は満たされていな
　いのが常識である。さらに、大飯原発や志賀原発では、原発敷地内に活断層　の疑いがあるにもかかわらず、大飯原発再稼動は、許しがたい。また、もん　じゅや六ヶ村の再処理稼施設の稼
動には、反対である。
４．21世紀に向けて、原発に頼らないエネルギー確保の技術開発をめざさな　ければ、日本は目先の利益にばかりとらわれて、遅れをとることになるので　はないか。

40193 個人 自営業 ３０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します 原発0％シナリオは最も現実的な道である。現に今夏鹿島火力をコンバインドサイクル型にリプレースするなどの対策を採った東電管区は安定的に電力を供給できていると考えている。

また燃料の安定供給という視点でも原発は分が悪い。ウランの価格は「原子力ルネッサンス」以降19倍になったが、天然ガスの価格はシェールガス採掘技術が確立してから4分の1になってい
る。資源埋蔵量でも天然ウランは残り60年、天然ガスはあと1000年である。

さらに原発廃炉事業には一機につき20～30年の歳月と200～300人程度の人員が必要であるから、即時脱原発を決定しても原発立地地域の雇用がすぐに失われることはない。

むしろ原発廃炉、火力発電所のリプレース、新エネの開発という3本柱を積極的に推し進めれば、産業、雇用を創出しながら同時に国民が安心できる日本を作っていくことが出来るだろう。国に
は「原子力村」の墨守ではなく未来志向のエネルギー政策への変化を期待する。

40194 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 化石燃料のない島国日本において「ゼロシナリオ」「１
５シナリオ」は安全保障、安定性、国際比価の点であ
り得ない。原子力発電の耐震、耐津波等々の安全技
術の確立こそが、地震国日本の使命であり国際貢献
である。

化石燃料のない島国日本において「ゼロシナリオ」「１５シナリオ」は安全保障、安定性、国際比価の点であり得ない。国民生活水準の低下、産業活動の後退に繋がるのは明白である。また、再
生エネルギーや省エネルギーの技術革新と併行した、原子力発電の耐震、耐津波、耐テロ等々の安全技術の確立こそが、地震国日本の使命であり国際貢献である。よって、新設、更新を否定
すべきではない。

40195 個人 自営業 ４０代 男性 原発をゼロとするシナリオを希望 震災以前ならともかく今回の大事故を経験してからも原子力が安いエネルギーだと信じられるひとは多くないと思う。
通常の運転時でさえも廃棄物の処理や廃炉にするための費用等を数字上のごまかし無しに算出すると決して安い物ではない。ましてや大事故が起きたときの損害は目の前で今起きている事
を見れば明らか。
そもそも廃棄物の処理方法さえ無いではないか。

どうしても原発を使いたいのであれば地方でなく、東京や大阪や名古屋や・・とにかく大都市に建設してもらいたい。それでも実際は反対だが。

40196 個人 家事専
業

３０代 女性 「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主張
原発はエネルギーの選択肢外。政府は本腰を入れて
再生可能エネルギー開発に尽力すべき

今こそ決断のとき。本気で地球環境、生命、子孫の事を考えたら答えは明白だ。
後始末方法すら未解決、事故を起こせば未来永劫、地球環境生命に脅威をあたえる等不安要素だらけの原発は選択肢に入らない。停止までの数年間の事故リスクを考えると即刻停止すべき
と考える。
今国民が政府に求めることは再生エネルギー開発に本腰を入れて取り組み、更に送電分離を徹底して進め、既存の電力会社の体質を改革していくことで、今までの問題だらけの原発推進政策
の結果起こした、この悲惨な事故の責任をしっかりと取り、明るい未来を支える安全なエネルギーへと力強く舵を取ること
である。
放射能の脅威から脱し再々可能エネルギー比率が増えていくことが国民に明るさと活力を与え経済復興へとつながると思う。

40197 個人 法人等 ５０代 男性 原子力発電の即時全面停止を求めます、と共に現在
ある原子力発電所　また、放射性廃棄物の完全な管
理を求めます。

原子力発電は、その発電所が様々な形で想定される天災（地震　津波など）、に見舞われた場合は、その安全を保障する事、安全の確保は難しく、そしてその被害は私達人間のまた現代科学
のコントロールの範囲にありません、簡単に言えばその土地、地球の一部が人間だけではなく全ての生命体にとって、生活の出来ない場所人ります、そして、発電の後の放射性廃棄物は、全て
の原子力発電所から必ず産出され、私たち人間はその放射性俳句物を処理できません、ばかりか、それらの放射能はつても長い時間立っても消える事はありません、プルトニュウムのように、
半減期まで２億４千年もかかるものさえあります、では、私たちは、今の電気を得るために、自分たちの生活や目先の経済の成長の為に、２億年の子孫たちに、全生命に危険を残し、その生活
を脅かし、またこの地球を放射能の倉庫にしてまで自分たちの今の欲を満たすことが許される事なのでしょうか、命　そして私たちの大事な子供たちの未来に責任ある決定、現状では、全面停
止するべきです。

40198 個人

40199 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 エネルギー政策は日本経済の根幹をなす重要なもの
であり、地に足の着いた実現可能な方策を検討して判
断すべきである。どうしても、今、直ちに、判断する必
要があるのであれば、２０～２５シナリオとするべきで
ある。

日本は島国であり、ヨーロッパの各国たとえばドイツのように他国からの電力輸入が可能ではないし石炭が豊富なわけでもない。また、再生可能エネルギーの太陽光を１０００万戸以上、風力発
電を東京都の面積の１．６倍以上を具体的にどうやって実現できるのか。省エネルギーの推進や化石燃料のクリーン化の政策イメージも到底実現可能とは思えない。少なくとも、これらの具体
的な方策を国民全体で議論してから結論を出すべきと考えるが、それが全くなされていなく、情緒的な雰囲気で判断しようとしているだけである。
今、可能性がある原子力の代替のエネルギー資源は、メタンハイドレードだけではないかと思う。しかしながら、これが現実的に発電に使われるためには、まだ相当な時間が掛かる見込みであ
り、それまでの間は原子力発電で繋がないと、日本の国際競争力は落ち込み、産業の空洞化が大きく進んでいくと考えられる。従って、当面は安全性を確保した原子力発電に頼ることが現実的
な選択肢である。そのためには、古い原子力発電所は廃炉にして、新しい最新設計の安全な原子力発電所を新設していくことも必要ではないかと考える。

40200 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します。
命を脅かす危険のあるものを使うべきではないと思い
ます。

原発ゼロシナリオを支持します。

原子力、放射能の恐ろしさは広島と長崎の悲劇で十分すぎるほど日本は理解しているはずです。

また3.11の原発事故でわかったのは、原子力は人間の力では完璧に思い通りに使いこなせるものではないということでした。

それにも関わらず原子力に頼って電気を受給し続ける必要はないと思います。

原発を無くせば経済が悪化すると言われていますが、命より大事なものはないと思います。

これからの日本や若者、子ども達の健康で明るい未来のために脱原発を希望します。

１　原子力政策の誤り
　エネルギー・環境会議は、「震災前、原子力を基幹電源としたエネルギー選択」の中で、過去のエネルギー政策を「燃料となるウランは特定の国・地域に頼ることなく安く買うことができ、備蓄効
果が高く、発電時にCO2も出さない。使用済核燃料を再処理し、回収されるプルトニウム・ウラン等を有効利用する核燃料サイクル政策と組み合わせることにより、準国産電源としての原子力発
電の優位性がさらに高まる。」と要約しているが、事実は異なっている。
ウラン燃料の調達はアメリカに多く依存し、高価である。立命館大学の大島堅一教授は、これまで原発に払ってきた総コストを発電実績で割り、それに電源開発促進税（1Ｋｗ当たり37.5銭＝約
100円／月：国民負担）等の税金を入れて計算すると、発電単価は原子力が10.68円、火力9.9円、水力7.26円となることを示した。これらの数字は、電力会社の有価証券報告書を元に計算され
たものである。CO2対策については、原発は熱効率が低いために発生させた熱の66%を海に捨てており（大飯原発3号機では、定格熱出力342.3万KW、定格電気出力118万KW）、海水に溶け込
んだCO2の放出を促す。使用済核燃料の再処理については、高速増殖炉は未だに稼働できず、核燃料サイクルは実現不可能で、使用済み核燃料の最終処分は目処が立たない。
 ２　自然エネルギーの過小評価
　エネルギー・環境会議は自然エネルギーの現状と将来性を過小評価している。各国の最近の動向を見れば、イギリスは13兆円を投じて7000基の風車を沖合に設置し、原発30基分の3200万
KWを発電して、2020年までに電力総需要の3割を再生可能エネルギーでまかなう計画を発表した。（2012/7/5日本経済新聞）
ドイツは、福島事故を受けて停止中の原発8基はそのまま閉鎖、残りの9基も2022年までに閉鎖する決定をした。2010年に発電力の17%がすでに自然エネルギーであり、2020年には自然エネル
ギーを少なくとも全体の40%にする計画である。2050年には自然エネルギーの割合を80%に高めるという。
アメリカは、ネバダ州で90万KWクラスの集中太陽熱発電（CSP）施設の建設が予定されている。このCPSのコストも、1KW当たり10円台にまで下がっている。
2011年春に発表された環境省の「自然エネルギー導入ポテンシャル調査」によると、住宅の屋根を除いた太陽光発電の潜在量は1億5千万KWで、住宅の屋根を加えた試算では、およそ2億KW
の潜在量が見込まれている。風力発電に至っては、陸上で2億8千万KW、洋上で16億KWの膨大な導入可能性が明らかになっている。これは詳細な地理情報システムデータを用いて、導入でき
そうにない場所を除いた上での調査結果である。（以上、飯田哲也、新・エネルギー原論）　輸入が必要な核燃料や化石燃料に一切頼らなくても、日本国内の風力や太陽光だけで半永久的に十
分なエネルギーを供給できるのである。
３　原子力政策及び電力事業者の問題
　2012年7月5日に国会に提出された事故調査委員会報告書は、以下のように述べて、福島事故を人災と断定している。エネルギー・環境会議にはこのような根源的な視点が全く欠落している
ので、抗議の意味を込めて引用する。また、このような事態を招来した背景には総括原価方式と電力事業の独占体制の利権構造があることは明らかであり、日本で自然エネルギーへの転換が
進まないのは、技術上の問題ではなく、政策の貧困と言わざるを得ない。

　【事故の根源的原因】　今回の事故は、これまで何回も対策を打つ機会があったにもかかわらず、歴代の規制当局及び東電経営陣が、それぞれ意図的な先送り、不作為、あるいは自己の組
織に都合の良い判断を行うことによって、安全対策が取られないまま3.11を迎えたことで発生したものであった。

　当委員会の調査によれば、東電は、新たな知見に基づく規制が導入されると、既設炉の稼働率に深刻な影響が生ずるほか、安全性に関する過去の主張を維持できず、訴訟などで不利になる
といった恐れを抱いており、それを回避したいという動機から、安全対策の規制化に強く反対し、電気事業連合会を介して規制当局に働きかけていた。

　このような事業者側の姿勢に対し、本来国民の安全を守る立場から毅然とした対応をすべき規制当局も、専門性において事業者に劣後していたこと、過去に自ら安全と認めた原子力発電所
に対する訴訟リスクを回避することを重視したこと、また、保安院が原子力推進官庁である経産省の組織の一部であったこと等から、安全について積極的に制度化していくことに否定的であっ
た。

　事業者が、規制当局を骨抜きにすることに成功する中で、「原発はもともと安全が確保されている」という大前提が共有され、既設炉の安全性、過去の規制の正当性を否定するような意見や知
見、それを反映した規制、指針の施行が回避、緩和、先送りされるように落としどころを探り合っていた。

　これを構造的に見れば、以下のように整理できる。本。本来原子力安全規制の対象となるべきであった東電は、市場原理が働かない中で、情報の優位性を武器に電事連等を通じて歴代の規
制当局に規制の先送りあるいは基準の軟化等に向け強く圧力をかけてきた。この圧力の源泉は、電気事業の監督官庁でもある原子力政策推進の経産省との密接な関係であり、経産省の一部
である保安院との関係はその大きな枠組みの中で位置付けられていた。規制当局は、事業者への情報の偏在、自身の組織優先の姿勢等から、事業者の主張する「既設炉の稼働の維持」「訴
訟対応で求められる無謬性」を後押しすることになった。このように歴代の規制当局と東電との関係においては、規制する立場とされる立場の「逆転関 係」が起き、規制当局は電気事業者の
「虜（とりこ）」となっていた。その結果、原子力安全についての監視・監督機能が崩壊していたと見ることができる。

会社員・
公務員

５０代 男性 全てのシナリオに反対。原子力発電は即刻中止し原
発は全て廃炉にする。2020年に自然エネルギー割合
をドイツと同等の40%まで高め、総括原価方式と電力
事業の独占体制を廃止し発送電を分離するべき。
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40201 個人 自営業 ４０代 男性 原子力発電所は０パーセントにすべきだ。 原子力発電所はすべて廃炉（０パーセント）にすべきだ。緊急時に全くコントロールの出来ない代物であることが福島の件ではっきりしたではないか？なぜ無理に再稼動を押し通そうとするのか
全く理解できない。一部の人間の利益や生活、又既得権益などの小さい問題ではない。生きる基盤である大地が汚され、すべての人間が立ち入る事も出来なくなる可能性。そんなものを目の
当たりにしてどうしてまだ原発を動かそうとするのか？地震は嫌でも、又いつか必ず起こる。冷却が出来なくなるだけで制御も出来ず、立ち入れないから手の施しようもない。人類の現在持つ科
学力では実用化は早すぎた技術であることは明らか。核武装は別の話として、とにかく原発はなくすべき。世界に先駆けて自然再生エネルギーの発展に尽力すべきだ。今は実用化には難しい
面があっても、国をあげて取り組めば、著しい発展の望める分野ではないか。ゆくゆくは日本がその分野で世界のトップにたてば、日本経済発展にも有効だ。国を挙げてそういう方向にシフトす
れば、実現出来る技術力がまだ日本にあるということを信じたいし、また世界に認めさせる位に頑張るべきだ。唯一の原爆被爆国で地震大国、世界最悪の原発事故の当事国として脱原発０
パーセントへの結論は当然出すべき。原発がなくなる事で不利益を被る人も少なからずいるだろうが、問題はそんな小さな事ではないという事をもっと直視すべきだ。バブル崩壊以降から今まで
景気はずっと良くないし、路頭に迷う人も沢山いるのが事実だ。失業すればパートで働いて貧乏に暮らせばよいだけの事。一般企業で倒産すれば当たり前の事なのだ。公共性、独占性が高い
電気会社にはこの原則は通じないようだが、かといって好き勝手に国土を食いつぶすのは許されないことだ。

40202 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロシナリオを支持します。 福島の事故から学んだこと。人々の生活を脅かすリスクを持つ施設、コストが高く、使用済み燃料も未来へのゴミとして残すなど、人類が運用、利用するまでの技術、方法が確立されていない。
現在、原発関連に従事している方々の雇用は廃炉事業で確保して補う。メーカーも廃炉技術を競わせる。
福島がまだ何も解決していないのだから、原子力関連の科学者、政治家、官僚は権益、利権を求めている場合でない。人間として恥ずかしくないのか？

40203 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 女性 原発反対！
命を守れ！

福島から母子避難。自主避難。

子供の将来守らずして、この国の発展なし。

どうぞ皆さん福島の悲しみを苦しみを感じる為、ご家族で福島に住んで下さい。

40204 個人 その他 ４０代 男性 ゼロシナリオを支持します。 福島第一原発事故の被害は甚大なものでした。われわれは「想定外」という通りの良さそうな言葉で、事故の原因をごまかすことはもはやできません。仮に電気が足らなくなろうとも、一部の人
間の富にしかならない経済成長の為の電気利用など、われわれは許す事は出来ません。そもそも2011.3.11以降の二度の夏を日本の電力会社は、ほぼ節電なしに乗り切りました。原発を動か
す理由は、ただ、原子炉を資産として活用したいがための資本主義的理由でしかありません。命より金を優先するような政策をけっしてわれわれは支持しません。

あらためて、われわれはゼロシナリオを支持します。

40205 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 男性 ゼロシナリオ、を強く願います。 国の発展のためにはローコストな原子力エネルギーに頼らざるを得ない、
というのが推進派のご意見なのかもしれませんが、発展のために犠牲を強いるのなら、儲かるから戦争をする。というのと変わりません。

そもそもローコストだということよりも、原子力に投資したコストを回収できなくなる事を恐れているように思います。

たしかに経済はとても大事です、でも経済のためというより、メンツのためといった印象をうけます。そのために原発の近くで生活する人たちが不安を抱えたり、食べものが汚染されたり、実際に
被ばくしてしまったり、というのは受け入れられません。

今まで素晴らしい知恵と努力で豊かな生活を築いてきました、これからはそこから生じてしまったツケや歪みに取り組んで行く時代だと思うのです。

そのために、結果として残念ながらリスクが極めて高すぎると証明されてしまった原子力エネルギーを断念しないといけません。

40206 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 原発即廃止し、０％にし、今後とも０％を維持する。 現時点で国内で動かしている原発が二基で電力は既に足りており、原発を稼働せずとも、節電や動かしていない火力発電での対応で可能。原発の安全性を確保するのは不可能。事故があっ
た場合の費用や対応も原発が抱える問題、それを解決していないのに、他の原発を動かすのは間違っている。原発で増え続けるゴミを再処理をするというのも、現実的に不可能のであり、再処
理施設にかける税金も無駄であるので、即刻廃止。
再生可能エネルギーに切り替え、原発を廃炉にすることの作業により現時点で原発に関わる人達の雇用を創造する。
未来に危険性のある原発を残すわけにはいかない。

40207 個人 自営業 ６０代 男性 2030年までのなるべく早期に原発比率をゼロとする。
ゼロシナリオに賛成致します。

東電福島原発事故を経験しその被害の甚大さ環境汚染ははかり知れません。我が国は地震国故に原発の安全管理を徹底させてもリスクは残ります。結論としては原発をゼロにする為に今後
どのような政策を実行して行くかを検討し実施して頂くようお願い致します。

40208 個人 無職 ６０代 男性 東京電力福島第一原発事故から学び、今後のエネル
ギー政策において原発は０に。

事故から１年５か月が経っても未だに終息が出来ず、原発安全神話はウソと分かり政府、電力会社の言う事は信用が出来ない。現在大飯原発以外の原発は止まっているが、一番電気を使う盛
夏の今も原発無しでも電気は足りている。この先２０３０年までは更に自然エネルギーなどの技術革新も進み益々危険な原発は必要は無くなる。よって原発はゼロに。

40209 個人 その他 ７０代 男性 原子力発電(以下、原発)装置は放射能製造装置で
す。大量に発生する使用済み燃料、及び放射性廃棄
物の処理方法がない以上、原発は直ち廃炉にすべき
です。子孫に、解決不可能な放射能汚染を残してはな
りません。

日本は世界最大の地震国です。自身に多発する国土に、50機を超える原発があります。これらの原発の1つでも事故を起こせば狭い日本の国土は広範囲の放射能汚染に見舞われ、貴重な国
土が失われます。このことは既に、福島第一発電所の4機の原発事故によって、明らかになりました。この事故により、世界のいくつかの国が、原子力発電を廃止する道を選びました。
　更に、原発の危険性は事故だけではありません。原発は、核分裂を熱源とする発電装置ですが、この『核分裂』は、熱エネルギーを放出するとどじに、大量の放射性物質(放射能)を作り出しま
す。わが国の原発がすべて稼動するとすると、１年間に1000トンもの放射性物質を作り出すといわれています。わが国の政府は、こうして「製造」された放射性物質を再処理することによって、あ
たかもその放射能を消滅させることができるかのような宣伝をしています。これはとんでもない欺瞞です。『再処理』とは単に何らかの基準に従って、放射性物質を分類･分離するに過ぎず、その
放射性を消滅させることでははありません。更に、恐るべきことに、この再処理によって分離された『プルトニウム』は、原子爆弾の『爆薬』であり、これの処理方法がないため、大量のプルトニュ
ウムが蓄積されつつあります。このような事実は、マスコミによってごくまれに報道されるだけで、多くの国民には知らされていません。処理できないばかりか原爆の材料になるような物質を大量
に子孫に残しながら、「豊かな生活」のために原発を使い続けることはわが国を滅亡に導く以外の何者でおありません。
　原発は、使用済み燃料などの放射性物質の処理ができない以上、数10年を待たずして行き詰まるにちがいありません。そのときを待たず、一刻も早く原発を止め、自然エネルギーの開発に全
力を注ぐべきです。

40210 個人 その他 ４０代 女性 原発ゼロにしていく為の具体的な筋書きをしめしてほ
しい。

今回、福島で引き起こした甚大な被害の処理は簡単に終えられるものではなく、現在でも危険な状態は続き、太平洋に流された放射の汚染は世界的なものとなっています。
日本が地震大国であり、これからもこのようなリスクがあることを思えば、再稼動をしている場合ではなく、また現在２基しか原発が稼働していなくても電気が足りないという自体は起こっていない
現実を見れば、他国を先がけて原発のないエネルギー政策を考えて行く事が必要だと思います。

日本のすぐれた能力を持つ人々の知恵を結集して、長い将来を見据えたエネルギー政策を示して欲しい。そのような分野でこれからの世代、そして世界に誇れる国となって欲しいと心から願い
ます。

40211 個人 無職 ７０代 男性 原発はすべて直ちに廃炉にすべし  フクシマの原発事故はどんな理屈をこねようと明らかに人災であり、ドイツ、イタリアなど諸外国がフクシマの教訓からエネルギー政策を抜本的に転換しているなかで、肝心の日本が原発にしが
みついている姿はあまりにも情けなく、悲しい。
　原発は「トイレなきマンション」であり、最終処理の方途を人類は持ちえていない。何万年後という途方もない後世代に後始末を背負わせる権限が現代の世代にだけどうして許されようか。
　美しい国土と自然を子や孫の世代、さらに後のちの世代にバトンタッチできるよう、原発はすべて直ちに廃炉にし、自然エネルギーの開発に全力を注ぐべきである。
　日本の国力と科学技術のレベルをもってすれば自然エネルギーの面でも世界の先頭に立つことは必ずできると確信する。

40212 個人 家事専
業

３０代 女性 原発ゼロ！ 百害あって一利なし！としか思えない。
未来の子供達に重荷を押し付けてはいけない。

40213 個人 学生 ２０代 男性 原発ゼロシナリオでお願いします。 　自身が共住している近所でもホットスポットがあり、公園の除染が行われました。除染後、公園の立ち入り禁止が解除されると、そこには笑顔で遊ぶ子供たちの姿がありました。子供たちから
遊び場を奪い、危険にさらすようなものはいりません。また、実家は東海地震で浜岡が事故を起こせば、放射能濃度が高くなるところに位置しています。核廃棄物の問題も含め、将来に危険な
ものは残したくありません。また、有事の際に原発を狙われば、原爆と化してしまうリスクもあります。
　原発関連の雇用消失、エネルギー不足の問題に関しては、自然エネルギー推進や省エネ技術の進歩、それに伴う雇用の発生に振り替えられると考えます。自然エネルギー発電設備は、現
行では高額な投資が必要なため、低コスト化でかつ製造時の環境負荷から考えた最新技術の開発が必要です。「育エネ」のような政策で積極的に支援し、自然エネルギーの開発導入を積極的
に進め、日本企業が自然エネルギーで世界をリードして行けるくらいの勢いがあってもよいと思います。中国製の安価な太陽光パネルは魅力的ですが、それ以上のものを開発する必要があり
ます。技術が進めば、自然エネルギーの発電コスト・寿命・効率は改善されます。例えば、太陽光発電に欠かせない電力変換装置であるパワーコンディショナでも、日本の大企業三菱電機の製
品の例で
http://www.mitsubishielectric.co.jp/service/taiyo/jutaku/product/conditioner/
新しいものほど新技術で効率改善がされています。
　原発に依存してきた経済から、原発なしを前提とした経済に全面的に切り替える必要があると思います。ぜひ将来の世代のために、原発廃止の方向で考えていただきたくお願い申し上げま
す。ゼロシナリオに関わる負担は、地球に生きる市民としての義務だと考えます。

40214 個人 無職 ３０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：

 直ちに原子炉再稼働をやめさせる
 積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
 再生可能エネルギーの生産を加速させる
 発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
 石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

40215 個人 学生 ６０代 男性 脱原発、地域分散型再生可能エネルギーでこそ、経
済再生と雇用確保も出来る。

　ウランは有限資源であり、猛毒プルトニュウムなどの放射性廃棄物処理も未確立の原発に未来を託すことは出来ない。
　火力発電などで使用する化石燃料も有限資源であり、資源をもたない日本には、価格の高騰や資源の枯渇問題は考えなければならない問題である。
しかも、二酸化炭素など温室効果ガスをこれ以上排出することは、地球を破滅に追いやることになる。
　水力や太陽光、風力、地熱、海洋などの自然エネルギー、バイオマスなどの再生可能エネルギーにシフトすることは化石燃料が少ない日本には、最良のエネルギー対策であり、地球規模で
物事を考えても当然の帰結である。
　今の様なメガ発電で都市部に送電するシステムは電力のロスを生むことでもあり、中山間地域などで分散的に発電、送電することが地方の産業を育て、新たな雇用を生むことにもなる。
　長い将来、人類が存続するためには、今からエネルギーの転換を進めなければ、千年も人類は生存できないことになる。

40216 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロシナリオ 安全が確立されていない、一度の事故で１６万人が避難し、何十万・何百万、最悪シナリオでは何千万人もの生活を奪うような原発は必要ない。

40217 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発いらない！原発0で！ 原発、放射能の影響によりチェルノブイリの今。人も住めない、奇形児やがん発症率、現実に起きています。日本は原発によりチェルノブイリ以上の事故が起きています。安全性がきちんと説明
されていない中、原発を稼働し続ける意味は何でしょうか？

40218 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 全原発即時廃止、国主体で廃炉事業を実施すること 福島第１原発の事故により、原子炉が制御できなくなった場合、人間には何もできないことがはっきりした。もとより原子力発電は、発電に使用した核廃棄物の処理方法すら確立しておらず、ま
た作業者の被曝を前提とした事業となっており、国民の健康を守るべき政府がこの状態を放置していることは許しがたい。
発電事業は原子力に頼らなくても十分にやっていけることが、今年これまでの状態をみれば明らかであり、自然エネルギー（風力、太陽光、地熱）への設備投資と水力、火力の増強と効率運用
により、十分に国民生活、経済生活を支えることは明らかである。

40219 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発の稼働に断固反対します。 原発が爆発したら後処理ができないことは福島原発の件でよくわかりました。１年以上たってもまだ解決の目途さえ付いていないんです。そんな危険なものを国中に作るなんて狂っている。今す
ぐ止めるべきです。廃炉までに何百年かかるものだとしても、止めなければその最初の一歩は始まりません。後の世代に任せる、ではあまりにも無責任すぎます。私は人間ですから経済よりも
生命の方が大事です。一部の人間の犠牲の上に成り立つ卑劣なシステムは今すぐ変えたいです。



40221 個人 その他 ４０代 女性 原子力発電は人体への影響、農林水産業へのマイナ
ス要因が多く危険性を持った発電方法である。核燃料
リサイクル研究も危険な疑問点が多くあり、原子力発
電、核燃料リサイクルは、早急な廃炉と研究中止が必
要。

原子力発電、核燃料リサイクルへの依存度をゼロにする
　【理由】
A)原子力発電の作業については、放射線の線量を高く浴びる作業に
　電力会社の下請けの孫請けの下請けといった健康被害の補償の少ない
　人員が割り当てられている事実があり、作業員の多くが高い線量を浴
　びても健康被害について正確に公表されず、原発推進のために情報が
　隠され、泣き寝入りし放射線障害に苦しんできた。このような基本的
　人権を侵害しなければ成り立たない産業は基本的人権や様々な憲法、
　法律に違反する可能性が高く、このまま推進していく事自体が無理で
　ある。

B)石橋教授を始め、多くの地質学者、地震学者、物理学者が警告してい
　るように、多くの活断層が縦横にある日本列島に原発や核燃料リサイ
　クル関連施設を建設、稼働、維持する事は、危険である。

C)ドイツ、イタリアではすでに原発へのエネルギー依存を中止した。
　ドイツでは、太陽光発電他で十分に原子力発電の発電分をまかなえる
　と発表している。日本近海にはガスなど大量の資源が眠っていることが
　解明され、すでに日本の原子力発電推進者が語る原発が無ければエネ
　ルギーが足りないという理論は成り立たなくなり、より安全なエネルギー
　を選択するのが、人類のために正しい選択と言える。

D）福島第一原子力発電所の事故での損害額は莫大で、国家財政、企業財政の
　危機の要因となった。経済的観点からも原子力発電の推進、また存続は危険
　なため、早期に別の安全なエネルギーへの転換が必要である。

　（海藻、ガス、水力、火力、風力、太陽光などたくさんの代替エネルギー
　　があり、ＬＥＤやエコ家電で十分まかなえる試算もある。）

40222 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 男性  エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、原
子力エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

 新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させ
る、より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：

直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

40223 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 日本のエネルギー供給の多様化、及びＣＯ２の排出を
削減して地球環境の保全を図る必要から、十二分に
も安全を確保しつつ、積極的に原子力発電の推進に
取り組むべきである。

　大気中のＣＯ２の増加、それに起因するとされる地球の温暖化、及び異常気象の多発は、人類に存亡の危機をもたらす可能性がある。そのためには、ＣＯ２を排出しない多様なエネルギー源
を開発する必要がある。太陽熱や、風力、地熱など、自然エネルギーを利用したものは、もっとも適している。
　しかし、現在の日本人のライフスタイルを大きく変えることなく、エネルギー転換をすることを困難である。そのためには原子力エネルギーを積極的に利用すべきである。これに対して、日本人
のライフスタイル自体を変えるべきとの意見もあるが、エネルギー資源のみならず、食料をはじめとする多くの物資を輸入する日本においては、国民のライフスタイルをそのように変更すること
は産業構造にも大きな影響を与え、長期的には国民の物資の需要を満たす輸入を確保するための、外貨の獲得を困難にする恐れがある。
　地球緩急問題及びエネルギー問題は、一国で解決できる問題ではなく、多国間の協調が必要である。日本のみ、原子力エネルギーを廃して、化石燃料に依存し、他方、発展途上国のＣＯ２排
出制限を主張するのは、先進国のエゴでしかない。発展途上国に、原子力及び化石燃料に頼らないライフスタイルを押し付けるのは、自らが排出したＣＯ２の責任を他国民に押し付け、その発
展の権利を奪うものである。日本の原子力政策は、かように大きな影響を世界に及ぼすものであり、その思慮なく、声高に原発廃止を訴えるのは、エゴであり、無責任極まりない。
　しかし、政府及び東京電力のずさんは政策及びリスク判断は、個人レベルでも糾弾されるべきであり、徹底的な個人責任の追及により、初めて真に安全な原子力政策が推進できるものと思慮
する。政府は、一時的及び近視眼的で利己的な反原発運動に影響されることなく、長期的な国民生活、及び日本の国際的な立場も鑑みて、安全で持続可能な原子力政策を推進し、エネルギー
供給源の多様化を進めるべきである。

40224 個人 無職 ６０代 女性 エネルギー環境に関する選択肢　に対する意見
　2030年に０ではなく　　即刻　０を主張
パブコメの前提で　30年まで原発維持されると　その
間　事故がおきれば　日本は再起不能になる
　
　

地震の活動期に入ったと多くの地震学者が指摘しています。
原発直下に活断層　事故はいつ起きるかわかりません。　事故で　美しい日本の半分が放射能まみれになりました。　子供　孫のことを思うと申し訳なくとてもつらいです。　節電　計画停電もう
けいれます。　原発いますぐ　やめてください。
政府は　本腰をいれて　自然エネルギーの開発に尽力をつくして下さい。

40225 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 国策として原発を全廃すべし。且つ、原発事故による
避難地域は鉄条網を張り年間１ｍSvになるまで立ち
入りを禁止すべきである。原発からの総撤退作戦を敢
行してこそ新たな日本の未来が開ける。

私は元原子炉技術はであり原子炉に夢を抱いていた。しかし自分自身が避難民になったことに運命の皮肉を感じている。我々日本人にはこの原子炉を扱う能力が国は勿国民にも無いことが証
明されてしまった。潔く原発sから撤退してその代わりとなるエネルギー手段を確保することが日本の未来につながる。又、事故が起きた以上、優秀な人材を新たに養成するのは至難の業であり
廃炉に向けた人材養成が緊急課題だ。

40227 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原子力発電を早急に停止、完全廃炉に。代替エネル
ギーに持てる知見と資金を注力、世界のリーダーを目
指す。

地震国である日本で原子力発電が危険かつ一旦事故が起こったらコントロール不可能の事態になることは福島事故で証明された。同様の事故が再度起これば日本は滅ぶから、即刻廃炉すべ
きである。そして一丸となり代替エネルギーの開発、実用化の分野で世界を牽引していくことで、国内雇用、景気、国際的に地位の向上を目指せばよい。

40228 個人 自営業 ５０代 女性 原発政策について 原発をゼロという表現は間違っています。原発は必要ないという項目をアンケートにつけるべきです。原発を稼働させれば、必ず被曝労働者が必要となります。古川大臣、あなたでもこの被曝労
働の仕事はできます。だって技術なんていらないのです。雑巾がけですから。本来ならば、是非ともこの原発という商売に絡んだ人々、すなわち東電社員、メーカー社員、経産省などの公務員、
銀行マン、商社マンなどの人々こそ、雑巾がけにいくべきですよ。これからも原発を再稼働しつづけるのなら、なおさらこの方々の責任として義務化してほしいものです。なんで関係ないひとたち
が安い給与で不公平な待遇で働かないのいけないのでしょうか？せめて東電の人と同等、本来ならそれ以上の高待遇が必要です。原発は核兵器ではないのですか？劣化ウランはあちこちに
隠されているのはなぜですか？使用済み燃料棒だってどうするつもりですか？一刻もはやく廃炉にしていくロードマップを考えてください。これ以上、生命体の存続を危うくするような政治をおこ
なうことはやめてください。大飯原発の1号機や2号機はコンクリートで覆われていますが、それは塩を含んだ砂のはいったコンクリートなので30年もつかっていれば崩れてきます。こちらでもフク
イチのようなことになれば首都圏も関東も住めなくなります。はやく目を覚ましてください。

個人 会社員・
公務員

２０代 男性 全てのシナリオに反対。原子力発電は即刻中止し原
発は全て廃炉にする。2020年に自然エネルギー割合
をドイツと同等の40%まで高め、総括原価方式と電力
事業の独占体制を廃止し発送電を分離するべき。

１　原子力政策の誤り
　エネルギー・環境会議は、「震災前、原子力を基幹電源としたエネルギー選択」の中で、過去のエネルギー政策を「燃料となるウランは特定の国・地域に頼ることなく安く買うことができ、備蓄効
果が高く、発電時にCO2も出さない。使用済核燃料を再処理し、回収されるプルトニウム・ウラン等を有効利用する核燃料サイクル政策と組み合わせることにより、準国産電源としての原子力発
電の優位性がさらに高まる。」と要約しているが、事実は異なっている。
ウラン燃料の調達はアメリカに多く依存し、高価である。立命館大学の大島堅一教授は、これまで原発に払ってきた総コストを発電実績で割り、それに電源開発促進税（1Ｋｗ当たり37.5銭＝約
100円／月：国民負担）等の税金を入れて計算すると、発電単価は原子力が10.68円、火力9.9円、水力7.26円となることを示した。これらの数字は、電力会社の有価証券報告書を元に計算され
たものである。CO2対策については、原発は熱効率が低いために発生させた熱の66%を海に捨てており（大飯原発3号機では、定格熱出力342.3万KW、定格電気出力118万KW）、海水に溶け込
んだCO2の放出を促す。使用済核燃料の再処理については、高速増殖炉は未だに稼働できず、核燃料サイクルは実現不可能で、使用済み核燃料の最終処分は目処が立たない。
 ２　自然エネルギーの過小評価
　エネルギー・環境会議は自然エネルギーの現状と将来性を過小評価している。各国の最近の動向を見れば、イギリスは13兆円を投じて7000基の風車を沖合に設置し、原発30基分の3200万
KWを発電して、2020年までに電力総需要の3割を再生可能エネルギーでまかなう計画を発表した。（2012/7/5日本経済新聞）
ドイツは、福島事故を受けて停止中の原発8基はそのまま閉鎖、残りの9基も2022年までに閉鎖する決定をした。2010年に発電力の17%がすでに自然エネルギーであり、2020年には自然エネル
ギーを少なくとも全体の40%にする計画である。2050年には自然エネルギーの割合を80%に高めるという。
アメリカは、ネバダ州で90万KWクラスの集中太陽熱発電（CSP）施設の建設が予定されている。このCPSのコストも、1KW当たり10円台にまで下がっている。
2011年春に発表された環境省の「自然エネルギー導入ポテンシャル調査」によると、住宅の屋根を除いた太陽光発電の潜在量は1億5千万KWで、住宅の屋根を加えた試算では、およそ2億KW
の潜在量が見込まれている。風力発電に至っては、陸上で2億8千万KW、洋上で16億KWの膨大な導入可能性が明らかになっている。これは詳細な地理情報システムデータを用いて、導入でき
そうにない場所を除いた上での調査結果である。（以上、飯田哲也、新・エネルギー原論）　輸入が必要な核燃料や化石燃料に一切頼らなくても、日本国内の風力や太陽光だけで半永久的に十
分なエネルギーを供給できるのである。
３　原子力政策及び電力事業者の問題
　2012年7月5日に国会に提出された事故調査委員会報告書は、以下のように述べて、福島事故を人災と断定している。エネルギー・環境会議にはこのような根源的な視点が全く欠落している
ので、抗議の意味を込めて引用する。また、このような事態を招来した背景には総括原価方式と電力事業の独占体制の利権構造があることは明らかであり、日本で自然エネルギーへの転換が
進まないのは、技術上の問題ではなく、政策の貧困と言わざるを得ない。

　【事故の根源的原因】　今回の事故は、これまで何回も対策を打つ機会があったにもかかわらず、歴代の規制当局及び東電経営陣が、それぞれ意図的な先送り、不作為、あるいは自己の組
織に都合の良い判断を行うことによって、安全対策が取られないまま3.11を迎えたことで発生したものであった。

　当委員会の調査によれば、東電は、新たな知見に基づく規制が導入されると、既設炉の稼働率に深刻な影響が生ずるほか、安全性に関する過去の主張を維持できず、訴訟などで不利になる
といった恐れを抱いており、それを回避したいという動機から、安全対策の規制化に強く反対し、電気事業連合会を介して規制当局に働きかけていた。

　このような事業者側の姿勢に対し、本来国民の安全を守る立場から毅然とした対応をすべき規制当局も、専門性において事業者に劣後していたこと、過去に自ら安全と認めた原子力発電所
に対する訴訟リスクを回避することを重視したこと、また、保安院が原子力推進官庁である経産省の組織の一部であったこと等から、安全について積極的に制度化していくことに否定的であっ
た。

　事業者が、規制当局を骨抜きにすることに成功する中で、「原発はもともと安全が確保されている」という大前提が共有され、既設炉の安全性、過去の規制の正当性を否定するような意見や知
見、それを反映した規制、指針の施行が回避、緩和、先送りされるように落としどころを探り合っていた。

　これを構造的に見れば、以下のように整理できる。本。本来原子力安全規制の対象となるべきであった東電は、市場原理が働かない中で、情報の優位性を武器に電事連等を通じて歴代の規
制当局に規制の先送りあるいは基準の軟化等に向け強く圧力をかけてきた。この圧力の源泉は、電気事業の監督官庁でもある原子力政策推進の経産省との密接な関係であり、経産省の一部
である保安院との関係はその大きな枠組みの中で位置付けられていた。規制当局は、事業者への情報の偏在、自身の組織優先の姿勢等から、事業者の主張する「既設炉の稼働の維持」「訴
訟対応で求められる無謬性」を後押しすることになった。このように歴代の規制当局と東電との関係においては、規制する立場とされる立場の「逆転関 係」が起き、規制当局は電気事業者の
「虜（とりこ）」となっていた。その結果、原子力安全についての監視・監督機能が崩壊していたと見ることができる。

40220 個人 無職 ２０代 男性 全てのシナリオに反対。原子力発電は即刻中止し原
発は全て廃炉にする。2020年に自然エネルギー割合
をドイツと同等の40%まで高め、総括原価方式と電力
事業の独占体制を廃止し発送電を分離するべき。

１　原子力政策の誤り
　エネルギー・環境会議は、「震災前、原子力を基幹電源としたエネルギー選択」の中で、過去のエネルギー政策を「燃料となるウランは特定の国・地域に頼ることなく安く買うことができ、備蓄効
果が高く、発電時にCO2も出さない。使用済核燃料を再処理し、回収されるプルトニウム・ウラン等を有効利用する核燃料サイクル政策と組み合わせることにより、準国産電源としての原子力発
電の優位性がさらに高まる。」と要約しているが、事実は異なっている。
ウラン燃料の調達はアメリカに多く依存し、高価である。立命館大学の大島堅一教授は、これまで原発に払ってきた総コストを発電実績で割り、それに電源開発促進税（1Ｋｗ当たり37.5銭＝約
100円／月：国民負担）等の税金を入れて計算すると、発電単価は原子力が10.68円、火力9.9円、水力7.26円となることを示した。これらの数字は、電力会社の有価証券報告書を元に計算され
たものである。CO2対策については、原発は熱効率が低いために発生させた熱の66%を海に捨てており（大飯原発3号機では、定格熱出力342.3万KW、定格電気出力118万KW）、海水に溶け込
んだCO2の放出を促す。使用済核燃料の再処理については、高速増殖炉は未だに稼働できず、核燃料サイクルは実現不可能で、使用済み核燃料の最終処分は目処が立たない。
 ２　自然エネルギーの過小評価
　エネルギー・環境会議は自然エネルギーの現状と将来性を過小評価している。各国の最近の動向を見れば、イギリスは13兆円を投じて7000基の風車を沖合に設置し、原発30基分の3200万
KWを発電して、2020年までに電力総需要の3割を再生可能エネルギーでまかなう計画を発表した。（2012/7/5日本経済新聞）
ドイツは、福島事故を受けて停止中の原発8基はそのまま閉鎖、残りの9基も2022年までに閉鎖する決定をした。2010年に発電力の17%がすでに自然エネルギーであり、2020年には自然エネル
ギーを少なくとも全体の40%にする計画である。2050年には自然エネルギーの割合を80%に高めるという。
アメリカは、ネバダ州で90万KWクラスの集中太陽熱発電（CSP）施設の建設が予定されている。このCPSのコストも、1KW当たり10円台にまで下がっている。
2011年春に発表された環境省の「自然エネルギー導入ポテンシャル調査」によると、住宅の屋根を除いた太陽光発電の潜在量は1億5千万KWで、住宅の屋根を加えた試算では、およそ2億KW
の潜在量が見込まれている。風力発電に至っては、陸上で2億8千万KW、洋上で16億KWの膨大な導入可能性が明らかになっている。これは詳細な地理情報システムデータを用いて、導入でき
そうにない場所を除いた上での調査結果である。（以上、飯田哲也、新・エネルギー原論）　輸入が必要な核燃料や化石燃料に一切頼らなくても、日本国内の風力や太陽光だけで半永久的に十
分なエネルギーを供給できるのである。
３　原子力政策及び電力事業者の問題
　2012年7月5日に国会に提出された事故調査委員会報告書は、以下のように述べて、福島事故を人災と断定している。エネルギー・環境会議にはこのような根源的な視点が全く欠落している
ので、抗議の意味を込めて引用する。また、このような事態を招来した背景には総括原価方式と電力事業の独占体制の利権構造があることは明らかであり、日本で自然エネルギーへの転換が
進まないのは、技術上の問題ではなく、政策の貧困と言わざるを得ない。

　【事故の根源的原因】　今回の事故は、これまで何回も対策を打つ機会があったにもかかわらず、歴代の規制当局及び東電経営陣が、それぞれ意図的な先送り、不作為、あるいは自己の組
織に都合の良い判断を行うことによって、安全対策が取られないまま3.11を迎えたことで発生したものであった。

　当委員会の調査によれば、東電は、新たな知見に基づく規制が導入されると、既設炉の稼働率に深刻な影響が生ずるほか、安全性に関する過去の主張を維持できず、訴訟などで不利になる
といった恐れを抱いており、それを回避したいという動機から、安全対策の規制化に強く反対し、電気事業連合会を介して規制当局に働きかけていた。

　このような事業者側の姿勢に対し、本来国民の安全を守る立場から毅然とした対応をすべき規制当局も、専門性において事業者に劣後していたこと、過去に自ら安全と認めた原子力発電所
に対する訴訟リスクを回避することを重視したこと、また、保安院が原子力推進官庁である経産省の組織の一部であったこと等から、安全について積極的に制度化していくことに否定的であっ
た。

　事業者が、規制当局を骨抜きにすることに成功する中で、「原発はもともと安全が確保されている」という大前提が共有され、既設炉の安全性、過去の規制の正当性を否定するような意見や知
見、それを反映した規制、指針の施行が回避、緩和、先送りされるように落としどころを探り合っていた。

　これを構造的に見れば、以下のように整理できる。本。本来原子力安全規制の対象となるべきであった東電は、市場原理が働かない中で、情報の優位性を武器に電事連等を通じて歴代の規
制当局に規制の先送りあるいは基準の軟化等に向け強く圧力をかけてきた。この圧力の源泉は、電気事業の監督官庁でもある原子力政策推進の経産省との密接な関係であり、経産省の一部
である保安院との関係はその大きな枠組みの中で位置付けられていた。規制当局は、事業者への情報の偏在、自身の組織優先の姿勢等から、事業者の主張する「既設炉の稼働の維持」「訴
訟対応で求められる無謬性」を後押しすることになった。このように歴代の規制当局と東電との関係においては、規制する立場とされる立場の「逆転関 係」が起き、規制当局は電気事業者の
「虜（とりこ）」となっていた。その結果、原子力安全についての監視・監督機能が崩壊していたと見ることができる。

40226



40229 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 2030年までに原発の比率をゼロにするシナリオを支
持する。優先すべきは人間の安全である。原子力発
電は採用すべき技術ではない。

原発比率をゼロとすべき理由は、原発技術自体の持つ問題性にある。最大の問題は解決不能な廃棄物問題。そして次は、いったん事故が起こればその影響が計り知れないことである。また、
エネルギー問題については、そもそも世界はエネルギー消費過大の状況にある。自然エネルギーの供給可能な範囲でも社会を成り立たせなければ未来そのものがないといえる。また、はてし
のない成長競争は無意味で危険である。先進国はすぐに（今のような姿の）成長自体を停止すべきである。

40230 個人 その他 ４０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

40231 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を望みます。一部の利権や目先
の経済負担に振り回されている場合ではない。

廃炉にすることが容易でなく、たとえエネルギー技術が進歩しても、原発なんて唾棄すべき古い技術の尻拭いをし続けなければならないことが決まっている。後処理のために、未来永劫技術を
保持し管理しなければならない。こんなことに、日本は人財を裂いていかなければならないのです。こんなおかしなことがあるでしょうか。
2030年どころではなく、即座に切り替えるべきです。電力に限らず、さまざまなエネルギー資源の効率を上げるための技術推進を、この決断をもってすすめるべき。それは間違いなく次の世代の
経済を支えることになる。原発ありきでなければ、買い取りや補助金など本来不要。必要な商品・サービスなのですから競争させてより良いものが生まれるまでです。税金は、今後どうしても必
要となる原発技術者の確実な養成に当てるべきです。

40232 個人 自営業 ６０代 女性 ただちに原発中止、すべて廃炉に。もんじゅは開発計
画中止

原子力はこの地震が世界的に多い国土に不適切なエネルギーです。
このまま原子力を継続し、また事故が起これば、現在の経済活動すべて失うことになります。たかだか２０年前のエネルギー事情に戻るだけで、次の世代におおきなつけを押し付けずに安心し
て暮らせます。
現状でも、原子力の破棄物処理のめどがたたないなか、その研究に舵をきるべきでしょう。

40234 個人 無職 ６０代 男性 脱原発について、極近い将来（５年から１０年以内）に
０パーセントを達成するように、政府（政治）が知恵を
絞って進めるべきと思います。（企業や官僚の言いな
りにならないために）。

今の政府や企業は、原発事故が起きた福島の現状をどのように思っているのか全く分かりません。政府は率先して自然エネルギーを開発するような方策をとるべきと思います。もちろん、すぐ
にはできないとは思いますが、現状は自然エネルギーを本気で進めているようには思えません。原発が止まれば発電コストがとか企業の生産コストが上がり、国力が落ちるとか言われる方もい
るようですが、国民の意識は大部分が違うと思います。外国でも福島の事故以来、脱原発に舵を切っている国があります。ましてや事故当事国でもあり、世界で唯一被爆国である我が国が。依
然として原発推進を推し進めているのは、気が狂っているのではと思います。
使用済み燃料の処理もできず、開発コストも膨大です。ますます将来に大きなツケを回すのは、この辺で止めるべきです。
今まで数十年にわたって国策で原発を進めた自民党は何の責任をとるのでしょうか。その自民党や企業の論理に乗って、原発を推進しようとしている民主党にも、心ある国民はあきれていると
思います。
そもそも、国の原発に関する予算などで使った膨大な金は、電気料金に加味されていませんとすれば、発電コストは本来もっと高くなっていると思うのが普通です。
電気料のことや各種規制緩和のことを本気でやり、国民に説明し理解を求めるべきです。
発送電分離も掛け声倒れにならないように、政府が強力に進めるようにお願いします。以上。

40235 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します。 20代女性ですが、今のまま原発が稼働され続け、福島の様な事故がまたいつ起こるかわからない日本では安心して将来子供を産むことができません。若い世代、またこれから生まれてくる子
供たちの未来のために原発ゼロシナリオを支持します。

そして
・直ちに原発の再稼働をやめてください。
・自然エネルギーの普及をもっと推進してください。
・既に破綻している核燃料サイクル温存が「原発15%シナリオ」と「原発20-25%シナリオ」のシナリオです。再処理の廃止を決めてください。

国民の命、生活を守るのが政府の役目です。誇りを持って支持できるエネルギー計画を提案されることを切に望んでいます。

40236 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 原発はやめるべき 核の平和利用、これが破られた以上、続けるべきではないと思います。
広島、長崎の事があるのに、なんでわからないのかがわかりません。
経済が人命の上にたつのは、あってはならないと思います。
貧しくても心が豊かな国はたくさんあります。

40237 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原発稼働の停止
現在全く手付かずの原子力に対する危機管理がされ
ていない
保証体制も何もない状況で
原発稼働は許せない。原発再稼働に反対します。

福島第一原発事故で住民への誠意の無い対応や救済を何も実施していない。
日本政府・電力会社の隠ぺい自分勝手な解釈。
国民全員が誰ひとり納得していない。
原発村には常識をわきまえる方は一人としていないのが残念。
そんな組織を誰が信じるのでしょうか。
原発再稼働に反対します。

40238 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発の再稼働は認めます。しかし、永続的な稼働であ
れば認めるわけには行きません。

今ある原子炉は再稼働しても、しなくても安全性という意味では違いはありません。
福島では非常用電源を含めて原子燃料冷却の為の電源が地震により失われた為に起きた事故であると考えられます。
これは稼働してようが、していなくても同じように起こりうることです。
そこに原子燃料がある限り、冷やし続けないと臨界事故は再び起こります。
再稼働を認めないとは簡単に言えますが、それにより火力発電の割合が増えてＣＯ２が増大してしまえば、私達が住む地球全体の環境が更に悪化してしまいます。
そうならないためには、原子力に取って代わる次世代型エネルギーの開発、運用が不可欠でしょう。
その新エネルギーの条件としては環境に悪影響を及ぼさず、永続的に利用出来るエネルギーであるべきです。
ですが、そのようなエネルギーがそう簡単に手に入れるとは思ってはいません。
それまでは原子力を含めて様々なエネルギーを利用するしかないでしょう。
勿論私は原発推進派ではありません。
再稼働するからには安全性はこれまで以上に厳しくしていかないと福島の二の舞になるでしょう。
また電力会社の存続や利益のための再稼働であるのなら反対します。
また４０年で全ての原子炉は廃炉にするべきです。
本当は４０年でも難しいかもしれません。それを超えての稼働は許容範囲を大きく逸脱しているとしか言えません。
更には新たな原子炉の建設は認めるわけにはいきません。
それをするためには核廃棄物の処理方法の確率がまず必要ですが、現時点では何も決まっていないので、容認出来ません。

40239 個人 その他 ４０代 女性 原発ゼロにしていく為の具体的な筋書きを示してほし
い。

今回、福島で引き起こした甚大な被害の処理は簡単に終えられるものではなく、現在でも危険な状態は続き、太平洋に流された放射能の汚染は世界的なものとなっています。
日本が地震大国であり、これからもこのようなリスクがあることを思えば、再稼動をしている場合ではなく、また現在２基しか原発が稼働していなくても電気が足りないという自体は起こっていない
現実を見れば、他国を先がけて原発のないエネルギー政策を考えて行くことが必要だと思います。

日本のすぐれた能力を持つ人々の知恵を結集して、長い将来を見据えたエネルギー政策を示して欲しい。そのような分野でこれからの世代、そして世界に誇れる国となって欲しいと心から願い
ます。

40240 個人 家事専
業

３０代 女性 「2030年に原発0」ではなく、「即原発0」を強く希望。
国内全原発の速やかな廃炉を希望。核燃料サイクル
の破綻を認めて再処理を中止し、使用済み核燃料の
現実的な処分方法を公開して議論せよ。

大飯、志賀、敦賀原発の直下の活断層の存在を、稼働中の原発はちゃんと停止させてから綿密に調査すべき。
昨年の東日本大震災以降、巨大地震時代に突入した。
日本は来る地震に備え、５４基の全原発を停止させ、廃炉にすべき。
また、核燃料サイクルの破綻を認め、使用済み核燃料の全量処分の道筋を付け、原発以外のエネルギーの割合を高める計画を立てて、病人や子ども・高齢者に負担なく、遂行することを強く強
く求めます。

40241 個人 自営業 ３０代 女性 原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より踏
み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を求
めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
 直ちに原子炉再稼働をやめさせる
 積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
 再生可能エネルギーの生産を加速させる
 発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
 石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

40242 個人 その他 ５０代 女性 ゼロシナリオを選択します。現在の福島の状況を考え
れば、原子力が人間がコントロールできるものではな
いことは明白です。国が原子力ゼロを宣言し、その方
向に向かっていくべきだと考えます。

現在福島に住んでいる人間としては、3・11以降の現状を考えると原子力は人間がコントロールできる技術ではないことは明白です。いったん事故が起きれば、誰も立ち入れない状況が続き、そ
の被害はいまだに把握できないでいます。人が入れない、事故の状況が人の目で把握できない、対策がとれない、場当たり的な対応が進んでいるだけです。被害は広範囲にわたり、人々は土
地を追われ、仕事をなくし、家族は離れ離れになり精神的にも経済的にも辛い状況がつづいています。事故から1年五か月たっても何の解決策を見いだせない状況。いったん事故が起きるとこ
のような状況で、いつになったら終息するのかも見えない状況、このような技術を使っていいのか疑問を感じます。大丈夫だという方は家族ぐるみで福島に移住をしていただきたいと思います。
加えて、核のゴミ問題は原子力が稼働始めた時から問題となっています。トイレなきマンションと言われ続け、50年あまり経過しても確実な処理技術が発見されることにもなく今に至っています。
もんじゅも稼働せず、六ヶ所村の貯蔵庫もいっぱい、各原子力発電所にも貯まっています。この処理ができない限り、原子力は動かすべきではないと考えます。
また、現在まで原子力につぎ込まれた資金が節電技術、クリーンエネルギー技術に投資され、かつビジネスとして成立すれば、確実に技術は進歩するはずです。今でも節電がすすみ、クリーン
エネルギーは拡大しています。一刻も早く原子力に見切りをつけ、再生可能エネルギーの一番手として名乗りをあげるべきです。日本にはそれができる技術があります。そのためにも原子力ゼ
ロを世界中に宣言すべきです。大飯原発が稼働しましたが、この短期間で企業の節電はすすみ、家庭も節電の意識が高まり、現在電力は足りている状況です。この状況を考えても、日本の技
術は原子力がなくてもやっていけると考えます。

40243 個人 その他 ４０代 女性 原子力依存度はもっと高くすべき。震災前の2030年5
割近くを目指すべき。

再生可能エネルギーは火力や原発ほど効率的ではない。すぐに効率的になる可能性も低い。再生可能エネルギーの効率化には100単位の時間がかかるかもしれず、その間、日本の暮らしを
支えるために、原発は必要。火力発電も必要だが、石油に過度に依存するのは供給の安定面で不安。

１　原子力政策の誤り
　エネルギー・環境会議は、「震災前、原子力を基幹電源としたエネルギー選択」の中で、過去のエネルギー政策を「燃料となるウランは特定の国・地域に頼ることなく安く買うことができ、備蓄効
果が高く、発電時にCO2も出さない。使用済核燃料を再処理し、回収されるプルトニウム・ウラン等を有効利用する核燃料サイクル政策と組み合わせることにより、準国産電源としての原子力発
電の優位性がさらに高まる。」と要約しているが、事実は異なっている。
ウラン燃料の調達はアメリカに多く依存し、高価である。立命館大学の大島堅一教授は、これまで原発に払ってきた総コストを発電実績で割り、それに電源開発促進税（1Ｋｗ当たり37.5銭＝約
100円／月：国民負担）等の税金を入れて計算すると、発電単価は原子力が10.68円、火力9.9円、水力7.26円となることを示した。これらの数字は、電力会社の有価証券報告書を元に計算され
たものである。CO2対策については、原発は熱効率が低いために発生させた熱の66%を海に捨てており（大飯原発3号機では、定格熱出力342.3万KW、定格電気出力118万KW）、海水に溶け込
んだCO2の放出を促す。使用済核燃料の再処理については、高速増殖炉は未だに稼働できず、核燃料サイクルは実現不可能で、使用済み核燃料の最終処分は目処が立たない。
 ２　自然エネルギーの過小評価
　エネルギー・環境会議は自然エネルギーの現状と将来性を過小評価している。各国の最近の動向を見れば、イギリスは13兆円を投じて7000基の風車を沖合に設置し、原発30基分の3200万
KWを発電して、2020年までに電力総需要の3割を再生可能エネルギーでまかなう計画を発表した。（2012/7/5日本経済新聞）
ドイツは、福島事故を受けて停止中の原発8基はそのまま閉鎖、残りの9基も2022年までに閉鎖する決定をした。2010年に発電力の17%がすでに自然エネルギーであり、2020年には自然エネル
ギーを少なくとも全体の40%にする計画である。2050年には自然エネルギーの割合を80%に高めるという。
アメリカは、ネバダ州で90万KWクラスの集中太陽熱発電（CSP）施設の建設が予定されている。このCPSのコストも、1KW当たり10円台にまで下がっている。
2011年春に発表された環境省の「自然エネルギー導入ポテンシャル調査」によると、住宅の屋根を除いた太陽光発電の潜在量は1億5千万KWで、住宅の屋根を加えた試算では、およそ2億KW
の潜在量が見込まれている。風力発電に至っては、陸上で2億8千万KW、洋上で16億KWの膨大な導入可能性が明らかになっている。これは詳細な地理情報システムデータを用いて、導入でき
そうにない場所を除いた上での調査結果である。（以上、飯田哲也、新・エネルギー原論）　輸入が必要な核燃料や化石燃料に一切頼らなくても、日本国内の風力や太陽光だけで半永久的に十
分なエネルギーを供給できるのである。
３　原子力政策及び電力事業者の問題
　2012年7月5日に国会に提出された事故調査委員会報告書は、以下のように述べて、福島事故を人災と断定している。エネルギー・環境会議にはこのような根源的な視点が全く欠落している
ので、抗議の意味を込めて引用する。また、このような事態を招来した背景には総括原価方式と電力事業の独占体制の利権構造があることは明らかであり、日本で自然エネルギーへの転換が
進まないのは、技術上の問題ではなく、政策の貧困と言わざるを得ない。

　【事故の根源的原因】　今回の事故は、これまで何回も対策を打つ機会があったにもかかわらず、歴代の規制当局及び東電経営陣が、それぞれ意図的な先送り、不作為、あるいは自己の組
織に都合の良い判断を行うことによって、安全対策が取られないまま3.11を迎えたことで発生したものであった。

　当委員会の調査によれば、東電は、新たな知見に基づく規制が導入されると、既設炉の稼働率に深刻な影響が生ずるほか、安全性に関する過去の主張を維持できず、訴訟などで不利になる
といった恐れを抱いており、それを回避したいという動機から、安全対策の規制化に強く反対し、電気事業連合会を介して規制当局に働きかけていた。

　このような事業者側の姿勢に対し、本来国民の安全を守る立場から毅然とした対応をすべき規制当局も、専門性において事業者に劣後していたこと、過去に自ら安全と認めた原子力発電所
に対する訴訟リスクを回避することを重視したこと、また、保安院が原子力推進官庁である経産省の組織の一部であったこと等から、安全について積極的に制度化していくことに否定的であっ
た。

　事業者が、規制当局を骨抜きにすることに成功する中で、「原発はもともと安全が確保されている」という大前提が共有され、既設炉の安全性、過去の規制の正当性を否定するような意見や知
見、それを反映した規制、指針の施行が回避、緩和、先送りされるように落としどころを探り合っていた。

　これを構造的に見れば、以下のように整理できる。本。本来原子力安全規制の対象となるべきであった東電は、市場原理が働かない中で、情報の優位性を武器に電事連等を通じて歴代の規
制当局に規制の先送りあるいは基準の軟化等に向け強く圧力をかけてきた。この圧力の源泉は、電気事業の監督官庁でもある原子力政策推進の経産省との密接な関係であり、経産省の一部
である保安院との関係はその大きな枠組みの中で位置付けられていた。規制当局は、事業者への情報の偏在、自身の組織優先の姿勢等から、事業者の主張する「既設炉の稼働の維持」「訴
訟対応で求められる無謬性」を後押しすることになった。このように歴代の規制当局と東電との関係においては、規制する立場とされる立場の「逆転関 係」が起き、規制当局は電気事業者の
「虜（とりこ）」となっていた。その結果、原子力安全についての監視・監督機能が崩壊していたと見ることができる。

40233 個人 家事専
業

２０代 女性 全てのシナリオに反対。原子力発電は即刻中止し原
発は全て廃炉にする。2020年に自然エネルギー割合
をドイツと同等の40%まで高め、総括原価方式と電力
事業の独占体制を廃止し発送電を分離するべき。



40244 個人 その他 ６０代 男性 提示された３つのシナリオではなく、即廃炉を求めま
す

私には9ヶ月の孫がおります。
それは目の中にいれても痛くないほどかわいい孫です。
原発事故さえなければ、孫の成長を見守るのが大変楽しみな毎日を幸せにすごしていたことでしょう。
しかし、今は原発事故による内部被爆の影響を毎日気にし、孫の口に入るものが気になって仕方ありません。
また、孫が果たして成人するまで健康でいられるのか、いたたまれない不安に襲われる日々です。
外で元気に走り回って遊ぶこと、季節の食べ物を安心して食べられること、そんな当たり前のことを奪う原発は、あってはなりません。

2030年といえば、孫が１８歳。それまでの18年間、たとえゼロシナリオであったとしても、孫は原発と共存しなければならないのです。

どうか孫世代の若い子供達に、核廃棄物のツケを回さないでください。これ以上、子供達を苦しい目に合わせないでください。どうかお願いします。

40245 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発ゼロシナリオを選択します。 　福島原発事故は取り返しのつかない被害をもたらし、将来に渡っての健康不安の解消や生活復興も見通しがついていません。しかも、政府、国会、民間の事故調においても事故の原因が特
定されていません。
　このような中で、地震国日本での原発の再稼働や新規運転は、同じ過ちを繰り返すことになりかねません。原発の安全神話や低コスト論は、はっきり否定されています。
　我が国の技術力を持ってすれば、自然再生エネルギーの効率的活用やコスト削減は可能であり、新しい雇用も創出されることとなります。
　危険をもたらす原発は順次廃炉とし、当面は、シェールガスなどを活用しながら、再生可能エネルギーへのシフトを行うことで、原発ゼロ氏なりオを実現すべきと考えます。

40246 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発ゼロ 何故、即廃炉の選択肢がないのでしょうか。
これまで無関心で申し訳なかったと思います。
でももうわかりました。
こんな恐ろしいものはいりません。
日本に５０基以上の原爆があるのと同じです。
これ以上フクシマを増やさないで下さい。
今ゼロでも、私たちの世代が長くお守りをしていかなければなりません。
今の政府の皆さんがどう頑張っても、処理できないのですよ。
核廃棄物の処理もできないのに、これ以上そのゴミを出さないで下さい。
このパブコメ、本当に生かされるのか疑問ですが
よろしくお願いします。

40247 個人 その他 ３０代 女性 「エネルギー・環境に関する選択肢」に対する意見 原子力発電に反対します。すべての原発を廃炉にすべきと願います。安全な廃棄物の処理方法がなく、負の遺産を未来に残す発電方法は、もうここで終わりにすべきです。福島の事故もまだ
終息していません。電力が足りなくなるというのも、一部の利権者たちの言い訳に過ぎないことを、多くの国民は気づきはじめています。燃料となるウランを採取する段階で被爆する人がいること
も問題です。原子力発電があることで仕事がある方、無いと生活に困る方、そういう方々がいるのも承知です。しかし、未来を考えいま決断しなければ、本当に手遅れになる日はやってくると思
います。パブリックコメントという形では意見を寄せられない(パブリックコメントを知らない)多くの国民の真意を問うため、是非国民投票を実施願いたいです。

40248 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 あまりに非現実な政策でもって選択せよということに
驚きを禁じ得ない。
現実が直視できていない政策でもって判断することは
できないので、再考を促す。

政府・内閣府が提示した政策は絵に描いた餅どころか、あまりにもバカにした政策でしかなく、正しい情報すら提示できていない。そのようなものではただですら妄信的な発想しかできない日本
国民が正しい判断を下せるはずがない。
例えば、現状で太陽光発電は発電が成功してから４０年で未だに発電効率20%であり、今後飛躍的に向上することはないと思われる。ところが、リサイクル手法に関しては研究も手についておら
ず、廃棄の際は有害物質を含むために簡便な手法がとれない。
仮に提示されたどの政策であってもこれから2～30年のうちに大量の有害物質を含んだ太陽電池のゴミが発生し、処置に困ることになる。
風力発電にしてもレアメタルをほぼ輸入に頼る現状で、さらに空飛ぶものの首を刈り落とすようなシステムを少なくとも日本の山間部や海岸線に置くのはある意味自然破壊していることになり、
原子力と同じではないか。また、洋上風力発電も景観を気にする日本人にとって海であれば問題ないという考えには納得できない。また、ただですら漁獲高が減ってきている漁業にとってはど
の程度の影響があるのかの研究はなされておらず、ダメージが起きたときのことを考慮していないことも懸念材料となる。
火力発電にしても石油資源枯渇の問題がないという人もいるが、枯渇しないという理由付けにしているシェールガス・シェールオイルにおいては掘削において放射性物質や有害物質を含む薬剤
を用いて掘削するため、これも原子力と同等の自然破壊をしていることとなる。
別の側面で見ると、これから約20年先において人口は超高齢化社会となり、また、現段階で非正規労働者が多い若者が正規雇用に転換して安定収入が得られているかと言えば政策の無策さ
故経済状況が好転している可能性はとても低く、太陽光発電を設置可能な住宅戸数が多くなることはほぼ不可能な現状を考慮すると、あまりにも楽天的（悪く言うと世間知らずが考えた間抜け
な）予定を立てているとしか思えない。
仮に現在の節電施策を続けるのであれば製造業も日本でものを作ることを見限られる可能性もあり、経済の発展にマイナスとなることも考えられる。電気自動車の普及を見込んだとしても提示
されている電力量は考え込んで出された結論ではなく、逆に「これをやるために予算をつけて」という新たな財源の確保のネタであるのではないのか。
結論として、ただ単純に総電力量と発電手法だけで議論すべきでないことを、妄信的な発想しかできない日本国民のために真実を包み隠し、単純に脱原発すれば問題が解決というように誘導
するようなやり方では日本は衰退していくしかない結果となる。この政策は即刻取り下げて、もう一度ゼロから政策を練り直すべきだ。そのために国民は血税を払っている訳だし、政治家や官僚
はその血税でもって収入を得ていることを肝に銘じて、職務に従事することを願う。

40250 個人 その他 ４０代 女性 0%。今すぐにでも0にすべきだと思います。 安全神話などもうないことが昨年、証明されました。今ある立地も怪しいものです。確かにたくさんの電力に頼っている今の生活ですが、今見直す時ではないでしょうか。地震の活動も活発に
なっていると言われています。もう一度福島のような事故が起きたら日本は終わります。子供逹の未来のためにも今すぐ止めるべきです。

40251 個人 その他 ２０代 女性 原発０％ 私は原発０％を訴えます。
１％だって許しません。
これからの日本の未来に、そして未来に生きる世代に、原発を残すことは絶対に許しません。
私は20代の若者です。
『未来の日本』は私たち若者のものです。
ですから、あなた方政治家の大半を占める高齢者たちは、早々に引退して私たちに席を譲り渡してください。
仮に福島の事故がまだ起きていないとしても、あなた方が死ぬまであと2～30年程度です。
私のような20代はあと60年、赤ん坊はあと80年は生きる権利があるのです。
『未来の日本』は決してあなた方のものではありません。
『未来の日本』を決める権利は、これから未来を生きる私たち若者にあります。
私たちの未来図を、邪魔しないでください。

40252 個人 家事専
業

５０代 女性 原発は無くしてください。 事故なく運転されていても、原発は放射性廃棄物を生み続け、その処理方法は未だにないまま。せいぜい地中深くに気の遠くなるほどの年月保管するのみ。まさしく「トイレなきマンション」です。
「事故は起こる、何重に安全を図っても起き得る」という思考ができないで、「事故は起きてはならない、起きては困るから起きない」というおかしな思考をする人々には、原子力を使うことなんて
無理です。今まで原発にジャブジャブつぎ込んできた分のお金を、まっとうなエネルギー開発に回していれば、今頃こんな時代遅れのエネルギーを危険を承知で使うかどうかなどの議論などし
なくて済んだであろうと思うと、悔しくて仕方がありません。

40253 個人 自営業 ３０代 男性 世界で唯一の被曝国である日本は世界に先んじて原
子力から手を引くべき。

日本はヒロシマ、ナガサキ、ビキニと何かと原子力の被害を受けてきた。そしていま福島第一原発事故である。そこから得られる結論は原子力の平和利用とその安全対策のさらなる充実ではな
く、万が一にももう一度このような事故が起こらないように抜本的にその可能性の芽を摘み取ること、つまり脱原発しかあり得ない。そもそも原爆体験をもつ日本が、そして地震国である日本が
原子力発電所を持とうと思うこと自体が不条理である。
少なくとも今現在の日本という国の持つ科学技術力は原子力を制御するには未熟すぎる。制御しきれないのにそれでもなお原子力を利用しよとすることはその驕りのためにふるさとを追われた
被災者への、そして事故のリスクを引き受けざるを得ない未来の世代への最大の侮辱ではないだろうか。

40254 個人 家事専
業

５０代 女性 (1)ゼロシナリオを選択します。 ２０１１年３月の福島第一原発事故をみて、原発の持つ危険性や被害の膨大さを思い知らされました。その現実を直視すると、日本のような地震国で原発を稼動することは、あまりにリスクが大
きく、すべての原発を即刻停止し、廃炉にしていくべきだと思います。

当面、短期的には火力発電を増やし、現在原発で働いている方々が優先的に火力発電で仕事を得られるように配慮するのが良いと思います。また中期・長期的には風力・太陽光などの自然エ
ネルギーにシフトしていくのが良いでしょう。

40255 個人 パート・
アルバイ
ト

７０代 女性 ゼロシナリオを支持します。しかし、エネルギー計画の
筋書きはどれも、将来の世代に対して責任を果たせる
シナリオではありません。原子力エネルギーへの依存
を即終了させる新しい提案を求めます。

ゼロシナリオを支持します。が、新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して責任を果たせるものとは思えません。核エネルギーゼロの筋書きの提案を求め
ます。

直ちに原子炉再稼働をやめさせ、積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させ、再生可能エネルギーの生産を加速させる。そして、システムに
おいても発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する。石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

以上です

40256 個人 その他 ４０代 男性 原発は、５年から１０年で全廃する政治的決断を直ち
におこなうべきだ。そして、自然エネルギーへのシフ
ト、節電意識の向上、低エネルギー社会をめざし、全
廃してもやっていける社会にする。

原発は、５年から１０年で全廃する決断をまず行うべきだ。
　福島の事故はいまだ収束していない。壊れた原子炉の状況が正確にわからないなか、廃炉まで、何十年かかるかわからない。今回の事故は、今まで「多重防御で安全」などの安全神話に
どっぷりつかってきたことで、必要な対策を怠ってきた政府と東電による人災である。「コストが安い」などといわれてきたが、事故の収束、保障、使用済核燃料の処理などを考えたら、いったん
事故が起これば、こんな「コスト」論がいかにまやかしであったかは明白である。
　原発事故は、また、人の人生そのものを狂わせてしまう。自動車事故などと同列におく議論もあるが、こんなに大規模、かつ長期にわたって深刻な被害を与える事故はほかにない。この事故
で、いったい直接的にしろ、間接的にしろ、「原発事故」によって人生設計が狂った人は数え切れないと思う。これを金銭面保障することは当たり前であるが、お金にかえられない深刻な被害と苦
しみを福島県民だけでなく国民に与えているのが実態だ。生存権からみれば、「原発」は憲法違反の存在であるともいえる。
　今回の事故は、原発の技術が未完成で危険なものであることも示した。未来を考えれば、安全な原発などつくりようがなく、撤退の決断をすべきである。
　大飯原発の再稼働はやめ、停止している原発は廃炉の決断をすべきでる。そして、今まで原発関連につぎ込んできた予算を、原発のある自治体のハコモノ建設などに活用するのではなく、再
生可能エネルギーへの転換、そして、原発のある自治体の中小企業への援助を強めるなど雇用の対策も同時にすすめなくてはならない。再生可能エネルギーへシフトしていくことが、新たな産
業を生みだすことにもなり、世界で最高水準の技術へと発展させることができる。もう先が見えた原発に固執するより、再生可能エネルギーへの転換を政治や技術の面でも抜本的に強め、産業
構造も転換する。ビジネスモデルととして将来を考えてもこちらのほうがメリットが大きい。
　原発をなくす政治決断をまず行い、５年から１０年で原発のない社会を実現すえきだ。大飯しか稼働していない状況でも電力は不足していない。大飯の発電量を他の発電でまかなえば、十分、
原発がなくてもやっていける。もちろん、地球温暖化の影響があるため、火力にたよりつつも、この比率を低下させ、自然エネルギーへと転換していく。原発から、直ちに撤退の決断を行い、その
ための対策をすすめるべきだ。
　

40257 個人 家事専
業

７０代 女性 全ての原発は即時廃炉にしてして、太陽光、風力、地
熱、水力等の自然エネルギー、またメタンハイドレード
等の研究も進めて転換を図るべきです。そこに新しい
雇用も生まれるでしょう。

地震国日本に54基もの原発が存在していることを知って本当に驚きました。しかもいくつかの原発ではその下に断層が存在しているとか…。なぜこのようないい加減なことがまかり通っていたの
か、原発推進者の常識を疑います。
経済の発展は大切ですが、人命より大切なわけはなく、福島原発の轍は決して踏んではならないと思います。
まして核の抑止力になるなどという発想は断じて許されるべきではないと思います。

１　原子力政策の誤り
　エネルギー・環境会議は、「震災前、原子力を基幹電源としたエネルギー選択」の中で、過去のエネルギー政策を「燃料となるウランは特定の国・地域に頼ることなく安く買うことができ、備蓄効
果が高く、発電時にCO2も出さない。使用済核燃料を再処理し、回収されるプルトニウム・ウラン等を有効利用する核燃料サイクル政策と組み合わせることにより、準国産電源としての原子力発
電の優位性がさらに高まる。」と要約しているが、事実は異なっている。
ウラン燃料の調達はアメリカに多く依存し、高価である。立命館大学の大島堅一教授は、これまで原発に払ってきた総コストを発電実績で割り、それに電源開発促進税（1Ｋｗ当たり37.5銭＝約
100円／月：国民負担）等の税金を入れて計算すると、発電単価は原子力が10.68円、火力9.9円、水力7.26円となることを示した。これらの数字は、電力会社の有価証券報告書を元に計算され
たものである。CO2対策については、原発は熱効率が低いために発生させた熱の66%を海に捨てており（大飯原発3号機では、定格熱出力342.3万KW、定格電気出力118万KW）、海水に溶け込
んだCO2の放出を促す。使用済核燃料の再処理については、高速増殖炉は未だに稼働できず、核燃料サイクルは実現不可能で、使用済み核燃料の最終処分は目処が立たない。
 ２　自然エネルギーの過小評価
　エネルギー・環境会議は自然エネルギーの現状と将来性を過小評価している。各国の最近の動向を見れば、イギリスは13兆円を投じて7000基の風車を沖合に設置し、原発30基分の3200万
KWを発電して、2020年までに電力総需要の3割を再生可能エネルギーでまかなう計画を発表した。（2012/7/5日本経済新聞）
ドイツは、福島事故を受けて停止中の原発8基はそのまま閉鎖、残りの9基も2022年までに閉鎖する決定をした。2010年に発電力の17%がすでに自然エネルギーであり、2020年には自然エネル
ギーを少なくとも全体の40%にする計画である。2050年には自然エネルギーの割合を80%に高めるという。
アメリカは、ネバダ州で90万KWクラスの集中太陽熱発電（CSP）施設の建設が予定されている。このCPSのコストも、1KW当たり10円台にまで下がっている。
2011年春に発表された環境省の「自然エネルギー導入ポテンシャル調査」によると、住宅の屋根を除いた太陽光発電の潜在量は1億5千万KWで、住宅の屋根を加えた試算では、およそ2億KW
の潜在量が見込まれている。風力発電に至っては、陸上で2億8千万KW、洋上で16億KWの膨大な導入可能性が明らかになっている。これは詳細な地理情報システムデータを用いて、導入でき
そうにない場所を除いた上での調査結果である。（以上、飯田哲也、新・エネルギー原論）　輸入が必要な核燃料や化石燃料に一切頼らなくても、日本国内の風力や太陽光だけで半永久的に十
分なエネルギーを供給できるのである。
３　原子力政策及び電力事業者の問題
　2012年7月5日に国会に提出された事故調査委員会報告書は、以下のように述べて、福島事故を人災と断定している。エネルギー・環境会議にはこのような根源的な視点が全く欠落している
ので、抗議の意味を込めて引用する。また、このような事態を招来した背景には総括原価方式と電力事業の独占体制の利権構造があることは明らかであり、日本で自然エネルギーへの転換が
進まないのは、技術上の問題ではなく、政策の貧困と言わざるを得ない。

　【事故の根源的原因】　今回の事故は、これまで何回も対策を打つ機会があったにもかかわらず、歴代の規制当局及び東電経営陣が、それぞれ意図的な先送り、不作為、あるいは自己の組
織に都合の良い判断を行うことによって、安全対策が取られないまま3.11を迎えたことで発生したものであった。

　当委員会の調査によれば、東電は、新たな知見に基づく規制が導入されると、既設炉の稼働率に深刻な影響が生ずるほか、安全性に関する過去の主張を維持できず、訴訟などで不利になる
といった恐れを抱いており、それを回避したいという動機から、安全対策の規制化に強く反対し、電気事業連合会を介して規制当局に働きかけていた。

　このような事業者側の姿勢に対し、本来国民の安全を守る立場から毅然とした対応をすべき規制当局も、専門性において事業者に劣後していたこと、過去に自ら安全と認めた原子力発電所
に対する訴訟リスクを回避することを重視したこと、また、保安院が原子力推進官庁である経産省の組織の一部であったこと等から、安全について積極的に制度化していくことに否定的であっ
た。

　事業者が、規制当局を骨抜きにすることに成功する中で、「原発はもともと安全が確保されている」という大前提が共有され、既設炉の安全性、過去の規制の正当性を否定するような意見や知
見、それを反映した規制、指針の施行が回避、緩和、先送りされるように落としどころを探り合っていた。

　これを構造的に見れば、以下のように整理できる。本。本来原子力安全規制の対象となるべきであった東電は、市場原理が働かない中で、情報の優位性を武器に電事連等を通じて歴代の規
制当局に規制の先送りあるいは基準の軟化等に向け強く圧力をかけてきた。この圧力の源泉は、電気事業の監督官庁でもある原子力政策推進の経産省との密接な関係であり、経産省の一部
である保安院との関係はその大きな枠組みの中で位置付けられていた。規制当局は、事業者への情報の偏在、自身の組織優先の姿勢等から、事業者の主張する「既設炉の稼働の維持」「訴
訟対応で求められる無謬性」を後押しすることになった。このように歴代の規制当局と東電との関係においては、規制する立場とされる立場の「逆転関 係」が起き、規制当局は電気事業者の
「虜（とりこ）」となっていた。その結果、原子力安全についての監視・監督機能が崩壊していたと見ることができる。

個人 家事専
業

５０代 女性40249 全てのシナリオに反対。原子力発電は即刻中止し原
発は全て廃炉にする。2020年に自然エネルギー割合
をドイツと同等の40%まで高め、総括原価方式と電力
事業の独占体制を廃止し発送電を分離するべき。



40258 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 脱原発(ゼロシナリオ)を支持します！ どんな風な生き方を選ぼうとも、リスク０の生き方が無いという風には思っています。
が、しかし、「原子力」、これは人類が制御できる代物ではなく(少なくとも今現在)、そんなもので発電する仕組みを、あろうことか地方に作り、そこで電気を生産させ、それを都会で消費する、あま
りにも歪んだ仕組みだと思いませんか？
自分の両親、兄弟、子ども、友人、知人、いえ、知らない他人でもそうです、こんな理不尽なものの犠牲になった人、なっている、なろうとしている人が今この日本には沢山いると思います。そん
なこと、決してあってはならない、二度と出してはならない犠牲だと思います。
だから、絶対に原子力発電所を動かしてのうのうと生きていってはいけない、と思います。動かしてはいけません、絶対に。

40259 個人 家事専
業

３０代 女性 日本国中の原発は、全部廃炉にしてほしいです。
子どもたちに、日本国内にこれ以上立ち入れない場
所、地域を作って欲しくない。きれいな国土のまま、次
代へつないでいって欲しい。

いま止まっている原発の再稼働はやめて、大飯原発も停止させ、原発のない国を作っていって欲しいです。
福島の事故で、次代の子どもたちに大きな損失を与えてしまっています。
この先何十年、何百年も入れない土地、場所、地域をこれ以上増やさないでくださあ。

被爆のリスクを怖れて、子どもを産まない選択をしたという話も、私の周りにあります。
悲し過ぎる話です。
チェルノブイリのことを学校で習ってきた私たちには、とても他人事とは思えないのです。
次代へつないでいく日本の子どもたちに、どうか原発のない国を残してあげてください。
お願いします。

40260 個人 その他 ３０代 女性 日本国内の原子力発電所を全て廃炉にしていただき
たく思います。

なぜなら「安全な放射能および放射性物質など存在しない」からである。
原子力発電所の施設内煙突から放出し続ける放射性物質によって
内部被曝させられ続けている原発立地周辺住民の
ガンや白血病等の発症率の高さからでも明らかであろう。
どうか日本の未来を守っていただきたい。
よろしくお願い致します。

40261 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します。2030年までと言わ
ず、今すぐに廃炉にするべきだと考えます。核燃料サ
イクルも中止です。

福島第一原発の事故で原発が安全でも低コストでもないことがはっきりと明らかになった今、原発にこだわる理由がまったく見当たりません。結局大飯の再稼動も必要なかったことも明らかに
なっています。今すぐゼロは可能だと考えます。
自然エネルギーへの移行に向けた研究や、節電、省エネの取り組みも、今まで原発や核燃料サイクルにかけていた予算や人材を投じれば、もっと迅速に進められるのではないでしょうか。
何れにせよ、一つ間違えば多くの命や生活を奪ってしまうような危険な発電システムに依存しなければ成り立たない社会など、存続できる筈がありません。教訓から学べるのが人類の筈です。
実際に今回のことで生活スタイルを見直し、無理のない形で省エネを実践している人はたくさんいます。現在のシステムをどう変えるかではなく、まったくのゼロからどうするかを考え直すところ
から始めなければならない問題だと思います。

40262 個人 その他 ４０代 女性 この選択肢の中では「原発ゼロシナリオ」を選択しま
す。
原発に頼らないだけでなく、全原発廃炉を求めます。

福島第一原発事故に寄る下人が究明されていないのですから、次なる原発事故対策へどのように向かうかが説明不十分なのは自明です。
国民の不満や不安を払拭することは、この原発事故が完全に収束し、廃炉作業も終えてからで無いと無理かと思います。

また、たとえ事故が起こらずとも、被曝労働者への補償と情報公開がほとんどされていない現実を見れば、エネルギーの為に命を軽んじているとしか思えません。

放射性廃棄物を常に生んでしまうことは、私たちの生活ばかりでなく、未来へも多大な迷惑を欠けてしまう。そんな原子力発電によって生産される電気は使いたくありません。
何卒、原発は即にでもゼロ％にして下さい。

40263 個人 自営業 ５０代 女性 原発依存度はゼロです。
廃棄物の処理方法がないのに原発推進などありえま
せん。
　
日本を「核のゴミ屋敷」にしないでください。

　旧緊急時避難準備区域在住です。

　原発事故後のニュースで、その過酷さと共に驚いたのが、行き場のない核燃料が原発敷地内に大量に保管されていたという事実でした。

　どんな産業でも廃棄物の処理方法が決まっていないものはないのです。
核燃料だけが特別なはずはありません。仮に一時的に再稼働するにしても今ある燃料をこれ以上、一本たりとも増やしてはいけません。

　核燃料サイクルは技術者や科学者の夢でしかなくあきらめるべきです。
福島県民ばかりでなく多くの被災者のあきらめた夢に比べたら、いかほどのものでもありません。

　私達に、自分が今、快適に暮らす為、未来の人達につけをまわす権利などないのです。

40264 個人 自営業 ３０代 女性 原子力でのエネルギーは絶対に反対です。ベトナム
に輸出するのもやめていただきたいです。太陽光・水
力発電等、日本人が本気になればすごい事が出来る
はずです。

太陽光・水力発電等、日本人が本気になればすごい事が出来るはずです。
世界中の人に悪い影響のない、安全なエネルギー開発をしていって欲しいです。
これからの子供たちの未来の為に、私利私欲な考えは捨てるべきです。

最近ベトナムに行ったのですが、エアコンなしでも涼しく過ごす工夫を当たり前にしている現実を見ました。
出来る事を色々提案し、続けることで温暖化も止める事が出来ると思います。
地球の悲鳴に、もっと真剣に答えていく「時」だと思います。

40265 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発を扱う東電や政府の信用は全く無い。信用出来
ない人に大事な事を任せられないのは当然。エネル
ギー問題も調べてはいるが、エネルギーの前に人の
信頼が無い。原発はゼロにして欲しい。

今回の震災から原発問題で政治家や官僚が全く信用出来なくなった。
本当に自分達が良くあれば、国民は殺されるんだと思った。

40266 個人 自営業 ２０代 女性 一刻も早く原発ゼロ、ゼロシナリオを！ 天災は防げませんが、原発事故は事前に防げます。
しかし福島原発の事故が起こってしまった。
これを私達日本人は学んで生かさなければいけないと思います。
日本にはいろんな自然エネルギーがあると聞きました。
それを早く実用化させつつ、一刻もはやく原発稼働をやめてほしい。
天災は待ってくれません。
このままではまた同じような事故が起こってしまうと思う。
2030年までにと言っていますが、
すぐにでも原発稼働をやめるべきです。
その分の節電なら喜んでやります。
稼働するよりよっぽど楽です。
よろしくお願いします。

40267 個人 自営業 ３０代 女性 選択肢の中で指示できるのは「ゼロシナリオ」のみで
す。が、地球温暖化のことも除外視できませんし、原
発ゼロを基本に新たな選択肢（方法論）の検討を望み
ます。

「原発」に関してのみの意見であれば、提示された選択肢の中で指示できるのは「ゼロシナリオ」のみです。

３１１の事故以降、私の世代で感じている事は「見えない恐怖への闘い」と「子育て世代の母親たちの苦しみ」です。見えない放射性物質への恐れに加え、それぞれの解釈の違いで生まれた溝
で精神的に参っている母親の実に多いこと。特に小さい子どもを抱えた母親たちのジレンマや迷い悩みは、ぜひとも感じて欲しいのです。次世代を担う子どもやそれ以降の世代に「遺伝子に影
響を及ぼすようなもの」を出来る限り残したくありません。

福島の原発の事故から続いている「放射性物質」への恐怖、そもそもの安全性の不安からみても原子力に委ねる発電を今後一切止める、ゼロにするという未来を切望します。

重ねて、取沙汰される「温暖化」にも考慮すべく、自然エネルギーなど新しいエネルギーへの転換・提案をぜひともお願いしたく思っております。国民ひとりひとりも考えるときです。共有しながら、
例のないことに進んで取り組んで下さる意志を「ひとつの国の全体の取り組み」として勧めて下さる事を切に願います。

40268 個人 家事専
業

５０代 女性 原子力から全面撤退すべし！ これほどの地震国に、しかも大きな活断層の上にあるべきものではない。今回の事故だけでも全世界に迷惑をかけている。もしもう一度事故が起きればもう地球は破滅です。

迷う時間はないと思います。即刻停止・廃止希望！

40269 個人 自営業 ６０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

40270 個人 家事専
業

３０代 女性 「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主張 日本は地震大国です。
どこに地震が起こるのか、
正確には誰も予測できません。
そんな国で原発を稼働させるのは危なすぎます。
子どもをまもってください。
国民をまもってください。

40271 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 原発廃炉 福島のような悲劇を繰り返さないために、原発の全廃炉を望みます。

40272 個人 無職 ６０代 男性 特別専門家グループによる事故発生の正確で精微な
調査とこれに基づく対策、対応の実施が急務。信頼を
取り戻してから、冷静にエネルギー問題を議論すべ
き。このままだと拒否反応のみが増長。我国にとって
悲劇。

エネルギーの確保は死活問題。温暖化物質排出抑制の上でも原子力ははずせない。だからこそ、感情的に走らず、冷静に議論すべき。そういう環境を作るべき。それゆえ、原子力技術に対す
る信頼を取り戻すために、情報を隠さないで公開し、費用に頓着せず、汚染土壌の処分、科学的な使用済核燃料処理を早急に行うこと。我国の技術では何とかできると確信する。怖がってばか
りいては置いてきぼりになる。化石エネルギー、自然エネルギー、原子力エネルギーのベストな割合は冷静に議論すれば自然と決まってくる。

40273 個人 家事専
業

５０代 女性 原発依存度ゼロ 原発即刻停止、廃止。
（理由）
大地震激動期に入り原発の安全神話は完全に崩れ、悲しい現実を見せつけられた。
世界の脱原発の流れに日本は逆行している。原爆を体験している日本が脱原発を率先して提唱しない事は世界に恥ずかしい。
人命、自然破壊より経済優先はあり得ない。狂っているとしか思えない。いつのまにか国家、政治戦略に洗脳されてしまった。
原発が活断層上にあったり、エネルギーが足りないとか、都合のいいウソばかり。
暴走を止めることが出来ない様な原発を利用しようなど、人類の大きな過ち。
即刻廃止、廃炉して欲しい。それでも地震や人災による長い危険な道のりが必要なのだから。

40274 個人 その他 ５０代 女性 原子力発電即時廃止。 福島第一原発の顛末により、現在の政府および電力会社など、原子力発電に関して責任を持つべき人達には、原子力発電をコントロールできる能力がないことが明確になった。自分で制御で
きないものを使用してはならない。

地震国である日本で、地震予告が不可能である現在、福島第一原発のような事件は「明日にでも起こりうる」と考えなければならない。一旦爆発等が起きた場合の対処が不可能であることがわ
かった今、将来に渡って健康被害を及ぼすことが確実な不安要因は即刻除かれなければならないと考える。

よって原子力発電は即時停止し、海外からのエネルギー購入等で当面「しのいで」いる間に、代替エネルギーの開発を急ぐべきである。
政府は、企業の海外移転を心配する以前に、国民を守る義務がある。

40275 個人 自営業 ３０代 男性 原発はただちにやめるべき！ 原発いらない！ただちにやめるべき！

40276 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 これ以上、原子力発電所を増やすべきではなく、原子
力発電所は早急に稼働を止めるべきである

先の福島第１原子力発電所の事故をみてもわかるように、いったん原子力発電所で事故が起こると、周辺の住民は避難しなくてはならなくなり、その生活の場を捨てなければならなくなることも
ある。このような生活をおびやかす施設は存在するべきではない。



40278 個人 自営業 ６０代 女性 原発は今すぐ廃炉にしてください。
放射性廃棄物も十分な予算をとって、地球＆いきもの
すべてに
負荷がかからない　処理と保管をお願いいたします。

広島・長崎に原爆が投下されて何が起きたか、、。

チェルノブィリでの原発事故で何が起きて　今も
どんな事がこども達の体と心に現れているのか、、
日本政府が　又は　これを読んでいるあなた様が
知らない筈ありません。

それでも　原発を推進しようとするのはもはや　犯罪です。

子どもを始めとする日本人への「いじめ」「裏切り」です

今すぐ　原発は止めてください。

お願いします。

(削除)

40279 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロシナリオを望みます 原発ゼロシナリオを望みます。
報道では原発を動かさないと経済が立ち行かなくなるという内容がほとんどですが、東日本大震災と福1のメルトダウンの被害の手に負えなさ目の当たりにしてこのまま原発を動かし続けてまた
あの様な経験するのは嫌だと私は思いますので原発の即時停止・廃炉を望みます。
そして、少エネ・再生可能エネルギーの推進と地球温暖化対策の為にも化石燃料からの脱却と電力の自由化を望みます。

40280 個人 家事専
業

４０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：

 直ちに原子炉再稼働をやめさせる
 積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
 再生可能エネルギーの生産を加速させる
 発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
 石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

40281 個人 自営業 ４０代 男性 火力発電で電気を。原発の即時廃炉を。 あれだけの事故が起き、未だに苦しんでいる人たちが多くいる。日本は世界に示す意味でも原発、核からの完全撤退をしないと嘘である。

40282 個人 家事専
業

５０代 女性 原発ゼロシナリオを求めます。
未来の子どもたちの健康のために脱原発を希望しま
す。

原発ゼロシナリオを求めます。
日本は地震大国で、これからも東日本大震災規模の地震が起こる可能性は十分考えられます。
昨年の原発事故のような悲しみや苦しみを二度と誰も経験することのないよう、今この時に原発をやめるべきだと思います。
私たちが今脱原発へ動いていくことで未来の子どもたちの健康を守れると思います。

40283 個人 その他 ４０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます。 そもそも、放射能廃棄物の始末もつけられないのに、原発を推進してきたことが間違いです。
さらにそれを増やそうということは、考えられません。
そして、事故までおきてしまい、原発は間違っていたと考えるべきです。

自然エネルギー推進をお願いします。

電気が足りない・・というのも信用できませんが
もし事実なら、あるぶんを分け合えばいいじゃないですか。

40284 個人 無職 ６０代 男性 私は　これまでのように清貧の生活を　今後も送るこ
とを誓います
なので。原子力エネルギーによる電気を発電しないよ
うに、お願いします。
全国民に訴えたいと思います。

私は、これまでも生活最低限の電気をを使ってきました。今後もできるだけ使わず、太陽とともに起き、テレビを見ず、エアコンなしで生活していきます。

人間はエゴ利己的動物です。楽な生活便利な生活を求めつつ、原子エネルギーを求めてきました。電気消費量が多ければ原子力発電をしなければ追いつかず
結果として原子力発電所が多く稼動するようになりました。
どこが我慢できて、どこが我慢できないか国民がしっかり弁えて、必要不要を議論すべきですし。代替エネルギーになるものはすぐにでも事業として企業すべきです。原子力は人間のある豊か
さには効果的でしたが、万能でなく、人類を破壊する力でもあります。人類の破壊となれば、地球上の人間社会は存在しません。
生命体のいない地球を迎えることになりましょう。

そんな悲劇を迎えないためにも、原子力から少しでも早く手を引くべきです。
東日本大震災が不幸にもありましたが、逆に今こそが国民の意識も高く耐えるにふさわしいときです。

国民の輪が大きくなるとき、意識も高くなり我慢できル人が増えていくのではないかと思います。

40285 個人 学生 ２０代 男性 エネルギー環境に関する選択肢に対する意見 ２０３０年よりもっと早く原発をゼロにすべき。

40286 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロシナリオを支持します。 今すぐ、できるだけ早期に原発0％を実現すること。

再生可能エネルギーとして、風力や太陽光に主眼を置き、
これまでの技術改善を進めるべきです。

核燃料サイクルについて、再処理中止と直接処分を要求します。

発電会社の選択自由を推進して下さい。
東京電力・関西電力の市場独占では、何も現状が変わりません。

経済的負担が大きくなろうとも、原発ゼロを支持します。

福島第一原発事故により、個人レベルでも内部・外部被爆を意識せざるを得ない環境になってしまいました。
日本が地震国である以上、原発の稼働は危険極まりありません。
諸外国に対して、核廃棄物処理技術と自然エネルギー利用技術の規範となる契機であると考えます。

40287 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 選択の中では「2030年ゼロシナリオを」選択しますが、
即廃炉にすべきだと思います。

日本は世界の中で最も地震の多い地域であり、今後もどんな大きな地震がくるかわかりません。
備えるといっても、自然災害は常に人間の常識をはるかに超える大きさで起きているという事を、私たちは今までの経験の中で学んできているはずです。
そして、それに耐えうる構造物（原発）があるとは思えません。

又、原発は廃棄物の処理問題が全く解決されていません。
捨てる場所のない廃棄物、無害化するまでに何万年もかかるような廃棄物を生み出す原発による発電はもうやめるべきです。

未だ福島原発事故は収束していませんんが、この事故をきっかけに日本は原発や化石燃料に依存しない、自然エネルギー社会へと大きく変革していくべきです。

40288 個人 自営業 ５０代 女性 全ての原発は廃炉にすべきです。 地震や津波など自然災害の対応もありますが、使用済み核燃料の処理もきちんと対処できていない状況での再稼働はあり得ません。今の経済的りえきではなく、子供たちさらにその次の世代
を見た政策を望みます。

パート・
アルバイ
ト

３０代 男性 可及的速やかに国として原発に代わるエネルギーへ
のシフトを進めていくべきである

２０３０年のエネルギーに関して、ゼロ　シナリオを支持します。

主な理由として

２０１１年の大震災を起因とし、人的要因も大きく影響した
（１）福島原発事故が国内外に与える直接的・間接的被害範囲の大きさ
（２）（１）の収拾や解決に至る年数の長さ
（３）同じく（１）の収拾や解決、対策の為の被害額の大きさ
（４）原子力は管理・制御が容易でなく、またその廃棄物の処理も
　　　原発を抱える各国にとって困難な課題である。
（５）科学的問題とは別に政治的、運営する電力会社側の都合により
　　　制御の複雑性が増す
（６）原発は必ず人間が直接行う作業があり、作業者の被曝、健康問題
　　　が無視出来ない。

（１）に関して、直接的被害とは
農作物や水産物、家畜、大気・河川/海洋への放射性物質による汚染、
それらを摂取した人々への健康問題

間接的被害とは、
いわゆる風評被害（国内では東北出身または在住者、国外においては
日本人あるいはメイドインジャパンへの差別、本来問題ない事象への忌避）、
健康不安が募ることによる精神的または身体的健康被害（汚染は目に
見えない、味がしない、タバコの煙のように注意して回避出来ない、
体調の不良を何でも放射性物質起因と思い込み病気の発見、治療に影響が出る等）、食物以外の物品への汚染による輸出事業の滞り（相手国税関当局や
民間業者による輸入禁止を含む規制、安全性を保証する各種文書提出や
検査の要請など手間の増大）

（２）（３）の収拾や解決とは
原発の安全な廃炉、除染作業、汚染されたことによる金銭的あるいは
健康被害を被ったとされる国内外への個人や団体への補償問題
あらゆる産業、分野に及んぶ失墜した福島、東北、日本ブランドの信頼と
回復

（４）の制御の管理・複雑性とは
非常に危険な物質であるが故に、故障や事故の発生において作業に
特殊な技術を要し、慎重性を要する。
人間主導ではなく、原子の反応をもってして作業を行わなくては
ならず、管理・制御出来るとは言い難い。
　
（５）政治的、電力会社の都合とは
電力会社側が経済的損失を配慮しての事故解決へのアプローチを
積極的に取らない（原子炉冷却の為の海水使用の躊躇、自己保身の為の
補償の範囲を極力限定する等）
事故発生時の重大さを考慮すれば、一民間業者の行う事業としての範囲を
逸脱している

他の産業同様（それ以上？）にその利権に絡む構造が成立しており、
原発事故の複雑性、リスクを考えれば、その構造はあってはならないもので
あるが、そのような事は無理である。

（６）に関しては、通常の作業においても健康被害があると聞いたこともあり
（浜岡原発作業者嶋橋伸之氏の白血病による死）、今回の事故収束作業に
おいては、多層構造を成す下請け業者の存在、それらの作業者への健康管理の
杜撰さ、その特殊性に起因する非社会的勢力の関与が報道されている

これら種々の問題を考慮すれば、可及的速やかに原発に代わるエネルギーへ
シフトすべきだと考えます。

原発維持のご意見の中には、原発がないとその技術力が廃れる、
維持出来ないと唱えるものもあるようですが、原発がなくとも
原発は停止から廃炉までに数十年単位を要する一大事業であり、
無くすことが即技術力の衰退には結びつかず、むしろ今後安全に
廃炉を進めていくには技術（者）は今まで以上に重要であると
考えます。

40277 個人



40289 個人 その他 ５０代 女性 ゼロシナリオにするべきだと考えます。
再生可能エネルギーを強化し、予算も付けて頂きたい
です。
2030年と言わず、2020年にも実現してください。

ゼロシナリオにするべきだと考えます。
再生可能エネルギーを強化し、予算も付けて頂きたいです。
2030年と言わず、2020年にも実現してください。

40290 個人 法人等 ４０代 男性 原発ゼロシナリオを選択します。 私達の国土の中で、放射線の影響で国民が住めない土地を、広範囲に作ってしまったことは、かつて我が国が戦争に突入してしまったことと同じくらい取り返しのつかない過ちであったと思いま
す。
完璧に制御出来ない現在、事故による甚大なダメージを考えれば、すぐに全原子炉を廃炉にしなければならないと痛感する。

40291 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原発での発電をやめて、自然エネルギーでまかなうよ
うにする

災害は勿論、使用済み核燃料どう管理するのか解決されていない。何兆円と使う予算を自然エネルギーに費やせば、どんなに強力なエネルギー源になるやら、そこから新しい日本の産業が生
まれるはずです。日本は放射性物質を地球に撒き散らしたのです、その反省に立つならエネルギー政策の転換を日本国としてなすべきです。そこで、初めて世界から尊敬されるのではないかと
思う。

40292 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます

40293 個人 家事専
業

６０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます。 原子力を利用することは平和であれ、戦争であれ、人間の力を超えている。
それを操作できると思うことは、幻想であり、傲慢である。
広島、長崎、世界中の原爆実験地、チェルノブイリ、そして福島、何世代にも及ぶ苦しみをこれ以上は許せない。
電力を生む方法は小さいながらもたくさんある。人の知恵と鷹揚な気持ちで時間をかけて作って行けば原発ゼロへの道は遠くても見えるはず。
政府は腹を括って先頭に立って進んで欲しい。

40294 個人 その他 ３０代 男性 2030年時点での原発依存度の基準において、「ゼロ
シナリオ」を日本国民は選択するべきだと思う。
また日本国政府はその目標を前倒しで実行できるよう
に、あらゆる手段を用いて計画を進めるべきである。

東日本大震災以来、脱原子力発電は日本国民大多数の意見であり、日本国政府は国民の意見を厳粛にとらえ、日本国政府は「ゼロシナリオ」を前倒しで実行できるように、あらゆる手段を用い
て計画を進めるべきである。

40295 個人 その他 ３０代 男性 「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主張 福島第一原発を完全に収束させ、
放射能をすべて除染できずにいるこの現状で、
まだ原発を動かそうとするなんて
絶対におかしい。
即時撤廃、廃炉にしてください。

40296 個人 自営業 ４０代 男性 事故を起こした福島原発をどうするのか？その対策
の費用負担を税金で賄うのであれば、その前に責任
者を定め、彼らからの負担を求めるのが当然。責任者
が不在のまま、原発の損存続を認める事は出来な
い。

事故を起こした福島原発をどうするのでしょうか？その対策の費用は誰が負担するのでしょうか？最終的に税金からの負担となるのであれば、その前に責任者からの負担を求めるのが当然だ
と考えます。では、誰が、責任者なのでしょうか？法的に定められていないのであれば、それはなぜなのでしょうか？そんな初歩的なことも整備されていない状況で、原発の損存続を認める事は
出来ないと思います。

40297 個人 自営業 ４０代 男性 原子力発電には反対 安全に稼働させるのだと思いますが何かあった場合のリスクが余りにも膨大すぎると思います。それに原子力に限らずですがエネルギーは有りすぎると使いすぎてしまいます、足りないくらいな
感じが人々の意識が引き締まっていいと思います。電気や石油エネルギーにあまり頼らない「意識」や「生活スタイル」を構築していって下さい。

40298 個人 自営業 ４０代 男性 全原発の即時撤廃、廃炉を望みます。 私達人類は原発をコントロールする資格も能力も 有していないから 。動かし続ければ必ず福島のような大事故を繰り返すことになる。

40299 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 ゼロシナリオ以外にはありません １パーセントでも原発稼動するということは、今回のような、事故から逃れることができないからです。安全であるというふれこみであった原発、結果はどうでしたか。今のこどもや未来のこどもに
これ以上の危険はいりません。もうこれ以上の犠牲はいりません。プルトニウムのごみの処理だって、誰もできないではないですか。そんな危険な原発、今すぐやめて、もっと安全な発電方法に
頭を使う、私たち大人の責任だとおもいます。クリーンエネルギーの技術をもっともっと開発して、世界に胸を張って宣伝しようではありませんか。

40300 個人 その他 ６０代 女性 原発を許容するという大きな過失を犯してしまった
我々大人には、今何とかして
これを無くすという努力をする責任があると信じていま
す。
原発は即刻ゼロにすべきです。

左に同じ。

40301 個人 自営業 ５０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を選びますが、さらに全原発即時
廃炉を求めます。
原子力発電の放棄を前提に、民間で行われている創
意工夫の議論を汲み上げ、エネルギー政策を根本か
ら再検討することを求めます。

◇意見
1.原発ゼロシナリオよりさらに厳しい全原発即時廃炉を求めます。
2.大飯３、４号機の即時停止を求めます。
3.現在停止中の全原発の再稼働に反対します。
4.原子力発電の放棄を前提に、民間で行われている創意工夫の議論を汲み上げ
エネルギー政策を根本から再検討することを求めます
5.もちろん全原発廃炉ですので、核燃料サイクル計画は廃止、高速増殖炉もんじゅも廃炉するよう求めます。

◇その理由
この夏（２０１２年）の原発の稼働情況をみれば、停止中の原発を二度と再稼働することなく、電力を確保することは可能だと思います。京大原子炉研究所の小出裕章助教をはじめ、電気は足り
ているという識者の議論が多数公開されています。

　昨年の福島第一原子力発電所の事故は、決して特例的なことではなく、何年も前から、このような事故が起こりうる事は数々予見されていました（例えば「日本を滅ぼす原発大災害」小出裕章
監修／風媒社２００７年刊）。そして今後も同様の事故が起こる危険性を回避できるとはとうてい思えません。事故より一年半の政府の対応と、大飯原発再稼働の経緯をみれば、福島事故をき
ちんと検証した上で安全対策をすることとは程遠いものであるのは、誰の目にも明らかです。

　経済や二酸化炭素のことで、原発の必要性を説く議論はありますが、そんな議論は事故の危険性重大性の前には芥子粒のようなものです。事故後一年半を経過しても今なお１６万人が難民
として存在し、汚染された土地は何十年も帰還することができないことが明かになっています。一度事故が起これば、このように取り返しのつかない非常に危険な原子力発電所は一刻も早く廃
炉にすべきです。早急に廃炉決定し、発電所内のプールに保管されている使用済核燃料を少しでも安全な状態に移行させるべきです。

　将来のエネルギー問題は、今後一切原子力発電がつかえないということを大前提に、一から考え直すべきです。民間では様々なアイデアが提案されていますが、政府には耳を傾ける姿勢が
まったくありません。事故以前から長年原子力発電の問題点、電力供給体勢の問題点を指摘していた識者の意見に改めて耳を傾け、エネルギー政策を根本から見直すことを求めます。

　このパブリックコメントそのものが、従来の考えの枠組みの中で原子力発電の続行を探っているようなものにしか思えません。原発大爆発、地球規模の放射能汚染というという現実に政府が
正面から向き合っていないこと自体が、我が国の将来に恐るべき暗雲を投げかけているということに、政府関係者はやく気づいてください。

40303 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発ゼロシナリオ 即停止、即廃炉を！
福島第一原発のような事故を2度と繰り返してほしくない。
絶対におこってはいけない事故がおきてしまった以上・・・日本に原発はいらない。
子供たちの未来のために。

40304 個人 学生 １０代以
下

女性 原発について。 私は、原発の割合を15％程度にする、15シナリオに賛成です。なぜなら、今まで原発にたよっていたのに急に原発を0％にするなんて絶対できないと思います。
今、地震がおきそうなところを優先的に、一か月に一回、「◯◯県の◯原発◯号機を廃止します」というふうに、徐々に止めていかないと、社会が混乱すると思います。止めていくとともに、新しい
自然エネルギーの開発を進めていかなければならないと思います。
また、火力発電も減らしていかなくてはならないと思います。なぜなら、発電すると、二酸化炭素が発生して、地球温暖化に影響をあたえるからです。
私の考える政策は、全都道府県の学校に太陽光発電を設置することと、◯年までには家にも設置することを目指し、原発を減らす計画を、立ててほしいです。
豊かに安全に電気を使えることが、私たちの一番の願いです。

ゼロシナリオを支持します。ですが全面支持ではあり
ません。
ゼロ選択肢の中にも指摘すべき点が多々見られま
す。
まず、15%への恣意的な誘導が見られます。改善を求
めます。

ゼロシナリオを支持します。

15%シナリオは比較グラフから見ると一見、2010年の原発依存26%から減っているかのようです。
しかし実際は、既設の原発すべてを減価償却終了までフル稼働させ、原子力産業が経済負担を軽減し存続するためのシナリオで、既設原発には、浜岡も柏崎刈羽も、福島第二原発も、老朽化
で動かない原発も含まれており、福島の事故がまるでなかったかのような政策です。

20~25%シナリオは、新たな増設が考慮された「原発推進」政策。論外です。

原子力エネルギーはそもそも、その廃棄物を処理する技術も見通しもなく、確実に将来へ負の遺産を残すものです。コストは5.4円／kwh と計算され、安価でco2を出さないクリーンなエネルギー
とされてきましたが、福島の事故以来、損害賠償、除染、廃炉、使用済み核燃料の処理費用を含めれば、とても引き会うコストは算出できないとわかりました。

いまなお、16万人もの人が故郷に帰れずに避難生活を送っている中、政府は人が住めなくなった広大な土地に、年間20ミリシーベルトという国際常識に反する数値を許容値として設定し、賠償
金を節約しています。このことも原発が「保証」の限度をこえた危険なものだという証しです。
日本は、4つのプレート上に位置する世界有数の地震国でもあり、地殻が活動期に入ったという専門家の報告も無視できません。

そして、さらに、世界に『非核』のメッセージを発するためにも、日本の指標は『ゼロ』であるべきです。日本は歴史に照らしても、そのメッセージを発信する役割がある国です。

今後のエネルギー政策について（3点）

1.省エネありき

新たなエネルギーは何なのか？というところに目が行きがちですが、まずは省電力ありきだと思います。

選択肢の提言はどれも省エネ１割で固定されていますが、『2030年になっても電力の10%以上削減は困難』とは、まるで大量生産大量消費の時代が今後も続くかのようです。そのような認識は
人口が減少し、高齢化する日本の現状と乖離しています。

日本のエネルギー消費の割合を見ると『発電転換ロス』と『工場での製造』の両で全体の半分を超えています。これらの合理化の提案は経団連の強い反発に阻まれ、政府は業界の自主的取り
組みに任せざるを得なかったという経緯があります。が、電力産業を中心に構造的な合理化か実現できれば、40%の省エネも可能です。是非構造改革に切り込むべきです。また、老朽化した火
力発電所を更新することでも省エネは計れます。2020までに20%を打ち出した EU諸国のように、積極的で具体的な数値目標を掲げて実行していくことだと思います。

2.石炭火力からも脱依存を
　
原発推進の時代にその両輪の片方となった石炭火力発電。大規模集中型のこのシステムも小規模分散型として減らしていく方向が時代の要請です。

ゼロ選択肢では原発依存を減らした分、化石燃料に依存する割合が高くなっていますが、石炭火力はco2排出の割合が高く、海外からの輸入価格も確実に高騰していくことが予想されます。今
後は、co2排出量が石炭の半分程度である天然ガスの、利用を増やす『ガスシフト』を進めていくべきです。

3.再生可能エネルギーの導入を積極的に

ゼロシナリオ選択肢においても電源構成における再エネの割合は35%とありますが、十分とはいえません。再生可能エネルギーのポテンシャルは現発電設備容量の10倍ほど。発電量でも、陸
上風力や太陽光で旧来型の発電量を十分におきかえることが可能といわれています。実用化されるほど、技術の改善、学習効果曲線効果が出るので、速やかな普及とコストダウンが見込めま
す。

選択肢には再エネの普及に欠かせない電力システムの改革についても言及がありません。発送電分離は電力会社の寡占から脱却するために不可欠です。需給バランスで電気料金が変わる
リアルタイム生産の導入も検討すべきです。システムが改まれば再エネのでの安定供給体制も整うことでしょう。

再エネの一次エネルギーの使用について言及がないのも気になります、エネルギー消費は電力だけではなく、過半は熱や運輸など、一次エネルギーによるものです。ここを再エネで賄うことも
可能なのに、政府は電力以外の再生可能エネルギー使用を選択肢で示していません。例えば、家庭の使用エネルギーは電力ではなく、太陽熱やバイオマスで補うことが可能です。

再エネで生じる設置環境への影響、再エネ機器の原料産出国への環境に注意深く配慮しつつ、
2030年における再エネの導入の割合は電力60%、一次エネルギー50%を目標にすべきです。

40302 個人 無職 ８０代以
上

男性



40305 個人 その他 ４０代 女性 ゼロシナリオ 大変なことだとは思いますが、やはり理想はゼロシナリオです。

40306 個人 その他 ６０代 男性 ０％を支持します。 原子力を安全に取り扱える技術が未完成のように思えます。発電だけでなく、ウランの採掘、濃縮、燃料棒の製造、それに使用済み燃料の処分、または再生における危険と放射線被爆を避け
るための技術が未完成のように思えます。
福島第一の事故では、原子炉本体だけでなく関連付機の耐震性の重要性が問題になっているようです。地震多発地帯の日本において、原子力発電所全体に炉本体と同様の耐震性を持たせ
ることは、コスト的に見合わないものになるでしょう。
当面は、天然ガス、石炭による火力発電を中心にすえ、再生可能エネルギーの研究・開発・普及を進めていくことが技術国としての日本がとるべき道だと思います。

40307 個人 自営業 ４０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を進めていくことを望みます。 数百年先まで影響がある放射性廃棄物を、作り続けてはいけないと思います。
今生きている私たちが、経済的に豊かである為に原発を使い続けては、いけないと思います。
もっと自然エネルギーを使うことを、進めていってほしいです。
未来の地球上の生物に優しい選択を、国として、人として、してほしいです。

40308 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発反対。日本中の屋根を太陽光発電に。自然エネ
ルギーで賄えるよう対策を。
広野・大熊・富岡・浪江に遠隔操作ができるメガソー
ラーを。
福島の子供を守る法案を。
原発すべてを廃炉に。

原発の恐ろしさを目の当たりにし、それを無くさない、無くせない政府に憤りを感じる。
原子力を制御できないにも関わらず強行する事は、利害関係が存在するのかと疑いを生じてしまう。
なぜ別の方法での電力確保に踏み出せないのであろうか。
忘れないで欲しい。現在もまだ福島原発の屋根は空いている事を。

40309 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発をゼロにするシナリオに賛成します。これまでの
原子力行政に対して，全く信頼する事ができません
し，昨年の福島の事故も全く収束できていません。倫
理的に考えて原発を継続する事には絶対反対です。

以下の理由により，日本において原子力発電所を継続することに反対します。
・福島の事故は，まだ全く収束できていないのに，首相から収束宣言が出ている事。
・福島の事故に対して，政府でも，東電でも，誰一人責任を問われていない事。原子力委員会，原子力安全・保安院，東京電力の最高責任者や担当者は責任をって自ら身を引くべきである。
・福島の事故後，再稼働に向けての経産省，保安院，電力会社の行動を見ていると，今後の原発の安全を第一に考え対応を一切していない。甚大な被害をもたらす事故が起きたのに，それへ
の反省が全くなく，従来通りの考え方で，脇目も振らずに再稼働に向かって突っ走っている。このままでは，近い将来に第二，第三の事故が起きてしまうのは必然であろうと考えられる。
・核燃料サイクルは，事実上破綻している。使用済み核燃料の処分法も，全く決まっていない。しかし，全国の原発の貯蔵プールは年々満杯に近くなっている。もし今後も原発を継続するという
決定をするならば，その前に，これらの問題を解決する道筋くらいはつけるべきだ。
・再稼働に向けてのストレステストその他の手続きに大きな疑義がある。老朽化や活断層等に注目した危険性の指摘に対して，何らの責任ある解答を示さず，形式だけのストレステストで再稼
働を認める態度は，きわめて無責任であり，絶対に認められない。あろうことか，４０年という運転期間さえ撤廃する構えであり，安全で安心できる生活を望む国民との乖離が大きすぎる。
・新設の原子力規制委員会についても，本当に「規制」できる機関たり得るのか，大きな不安がある。委員長をはじめとした５人の委員候補も的確とは思えない。日弁連の声明に賛成する。ま
た，現保安員の職員がそのまま規制委員会の職員になるというのも，きわめて不適切だと思う。看板だけ「第３者機関」として掲げられても，中身は全く変わらないものになると思う。
・以上の様に，このまま原子力を続けると，日本の破綻は目に見えているので，原発継続には反対です。

40310 個人 その他 ２０代 女性 原発を世界からなくしたい!!! 原発が危険なものとは認識していたけれど、実際自分たちの国で事故が起こって、原発の恐ろしさを体感しています。

甘えてました。
でもあの事故をきっかけに、たくさんの人々が危険性に気付き、危機感離せず、どうにか変えようと必死に訴えてます。

もう二の前はあり得ないです。

今まで、そしてこれからの技術で原発ではないエネルギーを作れる国こそが、先進国だと思います。

私たちが痛い目合ったぶん、未来に生きる人たちのために変えて行くべき時に立ってると思います。

日本を立て直してくれていた時代に生きた祖父世代、今度は私たちの番です。

40311 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 世界で今後も開発が進む原子力を日本がその選択肢
をなくすことは国家の将来を考えていないのと同じ。
国民生活や産業活動を念頭に置き、安定供給がで
き、費用面、環境面で優れる原子力の開発・発電の継
続を実施すべき

国家運営の基本であるエネルギー問題について、拙速に時のながれ、国民のその時々の移ろいやすい意見に惑わされて決定してしまうのはナンセンスである。エネルギー問題は、国民生活の
基本、産業活動のベースになるものである。エネルギー供給システムについて、事実上、原子力、火力、水力の3本柱だと考えるが、自然の影響を受ける新エネルギーは、エネルギー供給を補
完する位置づけであり、ベースにはなりえない。これをベースにしてしまうと、国民の生活、産業活動に大きな影響を及ぼしてしまう。エネルギーの安定供給は必須のことであり、新エネルギーに
ついて期待しすぎるのは、まだ早い現状である。現状をよく認識した上で、国は、エネルギー供給の内容を検討すべし。まして、各所が試算しているデータであれば、原子力をすて、新エネル
ギーの割合を増やしていくことは、コスト面で見ても、国家・国民の負担が増となり、原子力の割合が減ることで火力の割合が増え、海外から輸入する燃料費が大幅に負担となり、国富の海外へ
の流出となり、日本にとって何もよいことはない。一方、原子力を一定の割合保つことは、原子力開発を40年継続してきた日本にとってもメリットがあり、今後、より安全性を高め、さらに発展した
原子力開発を行うことは、日本にとってもあるべき姿であるし、今後世界で続々と開発される原子力に分野においても日本が活躍する場面が大いに増える機会となる。福島での事故は、大きな
内容であるが、この事故だけを要因として、今後の日本の原子力開発を放棄してしまうのは、日本の将来を暗くする一因である。詳しく将来のことを想像できず、深く内容をりかいしていない原子
力をネガティブに捉える方の意見にとらわれることなく、今後の日本の国民の生活、産業活動を念頭において、また、世界の中で日本が活躍すべき役割を念頭において、原子力の位置づけを
判断するよう切に願う。

40312 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 20～25シナリオを採用すべきである 我が国の置かれている状況を鑑みるに、最も将来世代に対する負担を軽減できる20-25シナリオを選択すべきである。

まず、現にある原子力技術、原子力発電所のメンテナンスおよび改良はいずれにしても継続する必要がある。そのためには優秀な科学者および技術者を養成しつづける必要があり、ある程度
の規模の原子力産業は維持することが必須である。

また、現在我が国は経済的優位性を失いつつあり、この傾向は今後も継続すると推測されている。無意味な経済的負担、浪費は慎むべきであり、リソースは世界的な成長産業へ投資すべきで
ある。経済的優位性を失うということは国家が飢えるということであり、そのまま国民の命に直結する問題である。

火力発電への依存に関しては、二酸化炭素排出量削減の観点からも、また大気汚染物質削減の観点からも依存度を減らしていく方向性が望ましい。これは世界的な気候変動抑制のみなら
ず、国民の命に直結する問題である。

再生可能エネルギーの開発に関しては大いに進めるべきである。だが国家が依存する軸を選定するにあたって夢物語にすがるようなことはあってはならず、現実的な見積りをすべきである。ま
た新電源の開発および普及の促進には大量のリソースが必要となるため、不合理なカネの流れが発生しやすいので、合理的で透明性の高い議論が求められる。

報じられている内容からするに、現在の原子力発電施設の安全性には不足があるため、改良もしくは廃炉と新設が必要であると考える。

安定したエネルギー源の確保は国際情勢、安全保障の観点からも非常に重大な問題として検討されるべきである。先の大戦の教訓を活かす必要がある。

以上の観点から検討するに、現状で原子力発電の放棄は不合理であり、取るべき選択肢ではない。ゼロシナリオは採用すべきでない。10シナリオに関しては、既存の原子力発電施設への投資
と新電源への投資がどっちつかずとなり、結局どちらも中途半端な結果となるおそれがあるため、賛成しがたい。原子力発電を基幹電源と位置づけたうえで本腰をいれて改良を加え、経済的負
担も少なく資源の浪費も少なく、将来世代の負担を低減できる20－25シナリオを選択すべきである。

私は飢えることも死ぬことも望まない。

40313 個人 家事専
業

３０代 女性 「ゼロシナリオ」を選択します。 ・使用済核燃料の最終処分方法の見通しもない
・事故を起こした福島第一原発の廃炉技術もない
↓
「ゼロシナリオ」以外の選択肢はありえません。

時間は失った信用を解決してくれません。

事故により今も苦しんでいる人
事故収束に命を掛けて仕事をしている人
過去の人
未来の人
あなたの大切な人

全ての人に恥じない選択をしてください。

よろしくお願いします。

40314 個人 会社員・
公務員

４０代 男性  日本全国の原発は全て、速やかに再稼働するべきで
す。理由は国防と電力自給と電気料金です。国防に
おいて、高い原子力の技術を維持しているということ
は極めて重要です。

 日本全国の全ての原発は速やかに再稼働するべきです。
 理由は(1)国防 (2)電力供給量 (3)電気料金の3点です。
 (1)国防について　原子力の技術を維持しているということは、日本を属国化しようとしている国からすると不都合なことです。なぜなら、その技術を維持しているということは、核を開発できる技
術もあるということだからです。
　実際に日本を侵略しようとしている国が有る以上、原発を無くすことは絶対に避けるべきです。
　(2)電力供給量について　稼働しない原発がある状態で、計画停電があった場合、熱中症をはじめ、人の命に関わることが既に起こっていますが、今後も予想されます。
　(3)電気料金について　原発を無くす、あるいは現状のままでいくとすると、発電を化石燃料に頼る割合が大きくなり、そうなると原料費も大きくなり、必然的に電気料金が上がります。その結果
家計を直撃するだけでなく、景気にも打撃を与えます。
　以上です。

40315 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を望みます。なぜなら?電気エネ
ルギーを得る?という観点から原発の費用対効果を考
えたとき、明らかにバランスが悪いからです。

私がゼロシナリオを支持する理由は、以下の通りです。
政府が原発の是非を問うとき、基準にするfactorは何でしょうか？エネルギーを得るまで、そしてそのゴミを処理するまでの原価に対し、得られる利益(エネルギー量やその効率)のバランスが良
いか、それを第一に考えるべきだと思います。原価に入るのは、なにも物理的な費用だけではありません。特定の人々がある一定以上の危険にさらされること(原発労働者等)、自然環境に与え
る影響(海水温度の急激な上昇、)放射性廃棄物処理方法の迷走などのリスクも含まれます。
どのような会社でも、今ある問題は今解決方法を見出さなければ、そのリスクをすべて未来におしつけることは、その会社をつぶすことになる。会社でそうなら、国家はなおさらです。現在の原発
は、まさにその状態です。
政府の皆様。よく考えてほしいのです。将来の日本を支えるのは金銭的な意味でも、精神的な意味でも、現在の若者、そして子供です。その人たちが危険にさらされること、そしてリスクの解決
方法をすべて背負うこと、それは明らかに良い選択ではありません。
もう一度、?費用と効果?とするfactorを考えてください。税金を払い、みなさんを養っているのは、私たちだということを忘れないでください。私たちが崩れれば、皆さんは立っていられないのです。
国家とは、そういうものだということを、どうか忘れないでください。
心から、皆さんがわたし達の意見を聞いて下さる事を、願っています。

40316 個人 無職 ４０代 男性 ◆原発ゼロシナリオ
１．即座に全原発の停止
２．全原発の廃炉
３．ピーク電力への対応
４．原発立地地域への対応
５．海底新エネルギーの早期実現
６．自然エネルギーによる小電力発電の早期実現

◆原発ゼロシナリオ
１．即座に全原発の停止
　原発の燃料であるウランによる発電は、埋蔵量的に今後何年持続可能なのか？
　核燃料リサイクル・高速増殖炉のハイリスクを考えても、放射能被害による日本人の運命と電力の供給を天秤に掛ける意味は全くない。
　全原発の廃炉を求める一番の理由は放射性廃棄物の発生と人体への影響であり、その最終処分場に付いても、現代人の利益の為に今後数十万年も地球上の生物をリスクに晒して良い理
由はどこにも無い。
　原発は人間のエゴである。
２．全原発の廃炉
　電力会社の資産である原発を廃炉にすれば、原発は負債に変わり、経営を圧迫し、国民生活への負担も増す。
　その対応策として、電力会社から原発を切り離し、国費による廃炉計画を進める。
　国費を投じる会社には、経営体制の合理化と国民による運営の監視体制を求める。
　高濃度放射性物質の最終処分場の決定には、純粋に科学的な判断からの決定を求める。
３．ピーク電力への対応
　東日本大震災による福島第一原発の事故原因は明らかに成っていないが、それに係わらず、如何なる理由が有っても原発の再稼働は認めない。
　今現在の夏場のピーク電力を考えると、結論として原発を再稼働させる必要は無かった。
　仮に、もしも今後のピーク電力で電力不足が予想される場合でも、年に数十時間のピーク電力を乗り切る為に原発を再稼働させるのは非論理的である。
　もしもピーク電力に不安がある場合は、ガスタービンの発電設備を増設して、ピーク電力に備えるべきである。
　より大量に電力を販売したい電力会社のあり方への再考も必要である。
４．原発立地地域への対応
　原発の立地地域には、当面は廃炉に係わる作業を求める。
　将来に繋がる産業への転換は、国民的な議論として解決へ導くべきである。
５．海底新エネルギー発掘の早期実現
　海外からの輸入に依存する化石燃料・天然ガスを国産化する。
６．自然エネルギーによる小電力発電の早期実現
　地域毎に、自然エネルギーによる小電力発電による電力の自給自足体制を確立する。



40317 個人 家事専
業

３０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を切望しています。 　風評と言われようが、5才と0才の子供と暮らしていると、検査表記のない東日本のお米や乳製品やきのこなどは買えません。その現実がとても辛いです。3.11以前は出来るだけ近くで実った
国産のものを、有機栽培のものを摂るようにしていたのに逆になってしまいました。農家、畜産家、漁師の方々が心を込めて育てた、採ったものを拒絶する時、私は、もしかしたら、子供達が結
婚する年齢になった時、相手の親御さんに東日本で育ったからと、拒絶される日がくるかもしれないなぁと想像します。こんな悲しい事が起こってしまった以上、誰がなんと言おうと、原子力エレ
ルギーは受入れられません。
　エネルギー問題についても識者の意見などTVでみたり、読んだりしました。まず、私たちは需要を減らせます。私は創立80年を数える「婦人之友」の友の会で家庭に関わるあらゆることを学ん
でいますが、“家庭は簡素に社会は豊富に”の考えがあり、先輩方が培ってきた節電の知恵、研究、実行力にハッパをかけられ、食べ過ぎない、買いすぎない、使いすぎない生活を励んでいま
す。その知恵を皆と共有すれば家庭の電力はもっと減らせるでしょう。そうすれば例えば、買い物の仕方が変わり夜中のコンビニや店ももっと淘汰されてゆくでしょう。また、各家庭や地域で賄え
る再生可能エネルギーの商品、システムにも期待しています。
　外交の問題は一主婦の役割ではなく、識者や政治家に対応してもらわねばなりませんが、真の国力を考えるならば、原子力に頼ると誰が言えるのでしょうか。
　変わることは難しく、時間がかかるものですが、最初から間延びしたプランを立てるのには反対です。私たちは変われます！

40318 個人 自営業 ５０代 男性 世界中で地震や台風、竜巻きなどの自然災害がかっ
てない規模で多発しているときに、安全に原発を稼働
させることは不可能だと思います。自然をコントロール
することはできないでしょう。

日本は再生可能エネルギーの分野でイニシアティブをとれる能力があるはずです。ビジネスチャンスと捉えて、出来るだけ早く、積極的に推進していくことが大切だと思う。

40319 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 信頼できない原子力発電をやめ、自然エネルギーへ
の転換を望みます。

原発ゼロ以外に選択肢はないと思います。
原子力発電が人間の手に負えないものであることは、福島の事故でわかったはずです。どんなに安全の強化をしたところで、危険性が０にはなりません。また、事故が起きた際、国が守ってくれ
ないことも福島の事故でわかりました。
全原発の即廃炉と、安心できる自然エネルギーへの転換をお願いします。

40320 個人 自営業 ３０代 女性 即原発廃炉。脱原発。世界の未来に原子力はいりま
せん。

あの日から一日たりとも原発のこと、放射能のことを考えなかった日はありません。

普通の生活をすることがいかに幸せか、その生活を守るのが国家の役目なんじゃないのですか？
何のための、誰のための政治なのですか？

それに日本は唯一の被爆国です。なのに原発に頼り、事故を起こしてしまいました。それなのにまだ動かそうとすることが信じられません。あんな思いをしたのに！

私はまだ結婚して１年ですが、普通に子供を産み、主人とおじいちゃんおばあちゃんになって最後まで生きたいです。
そんな小さな夢まで奪うような原発はいりません。

40321 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 2030年のエネルギー・環境に関する選択肢として 1.ゼ
ロシナリオの選択を希望します。また2030年の原発依
存度をゼロにするのは勿論、現時点で即刻原発への
依存度をゼロとする政策を進めるべきです。

福島の原発事故が発生して１年以上が経っていますが、事故は未だに終息せず、事故を起こした原子炉を安全に廃炉にすることができていません。また原子力発電が生み出す核廃棄物を安
全に処理する方法が現時点で確立できてない以上、原発に僅かでも依存するエネルギー政策には賛成できません。

40322 個人 家事専
業

６０代 女性 （１）「原発ゼロシナリオ」を支持します。
また、『2030年までにゼロ』ではなくすべての原発の即
時撤廃を希望します。

・これ以上処理できない核のゴミを増やさないでください。

・作業員の健康・生命と引き換えに稼働させなければならないような人命軽視の発電方式、それを是とする考え方・構造のものはいりません。

・再生可能エネルギーの更なる活用や火力発電の効率化、省エネルギー・適度な節電等を組み合わせて、原発はなくすべきです。

・この狭い地震大国で再び原発事故が起きたら、もう日本に未来はありません。隠蔽体質、人命軽視、自身の保身ばかり考える経営陣の運営する電力会社が動かす原発に１％たりとも安全は
ありません。原子力発電は即時撤廃、廃炉にすべきです。

40323 個人 自営業 ３０代 男性 「ゼロシナリオ」を指示。国民の多くは脱原発社会を目
指しており、また、長期低迷している経済状況を考慮
すると「脱原発」による新たな自然エネルギー導入に
よる国民が共有できる経済目標設定が必要。

日本の国土の殆どをしめる農地と森林は経済発展のみを目指すなかで見落とされており、過疎化、高齢化という問題を孕んでいます。しかしながら、エネルギー資源という視点でも農山漁村は
宝庫であり、40 万 km という長さの農業用水路、毎年 2,000 万?規模発生している間伐残材、籾殻等の農業残渣等々、再生可能エネルギーとして利用可能な資源は、至るところにある。このよ
うな豊富な農村資源の有効活用を目指す事、また、四季のあるこの国の自然を取り戻り、日本にしか出来ない新たな「発展」の方法を模索する事こそが政治の役目であると考えます。原発はも
う１機も要りません。

40324 個人 家事専
業

３０代 女性 原発０％を目指して、力を合わせて行きましょう。 根本的に『命』ということについてひとりひとりが考え、見つめ直さなければならない時が訪れたのだと思います。

エネルギーをシフトしていくには時間、費用もかかると思います。
それでも不可能ではないと思います。
それが必要だから、と決定してくだされば、必要な人材も知識も方法もどんどん集まってくる筈です。

今迄の経済的なつながりや自分がどこに所属しているか等を抜きにして、一度自分をまっさらにして、これまで地球上でどれだけの命がつながってきたのかということを想像してみてください。そ
れぞれの時代、それぞれの人生があり、その大切な命を傷つけることは、誰にも許されていない筈です。

ですから、新しい生き方、取り組み方ををみんなで探していきましょう。
どうぞよろしくお願いいたします。

40325 個人 その他 ５０代 女性 原子力発電は、即刻やめるべきです。
今後は無駄なエネルギー消費をなくし、地域地域で自
主管理できる自然エネルギーの開発をするべきです。

事故の後始末や、いざというときに制御する方法のない原発をこれ以上使い続けることはできないとおもいます。電力も十分ではないような国のウラン採掘はその土地が汚染にさらされる危険
性があります。解決のめどの立たない核廃棄物の問題もあります。
原発を使い続けるということは、1国だけの問題ではなく、世界規模の現在と未来を背負わなければいけないということになります。
だれがそんな責任をとれるのでしょう。
いまだに故郷にもどれないフクシマの人々もいます。

経済開発がなにをおよぼしてきたのか、を振り返るときにきているでしょう。
経済発展は天井がないわけはありませんし、地球全体の人々が先進国並みの資源の使い方はできません。

ここで原発をやめないと未来はないと思います。

40326 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 女性 原発比率０％希望 今動いている大飯原発をすぐに停止し、原発の稼動を０にすること、稼動期間が長いものから順次廃炉することを希望します。

40327 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロシナリオを支持する。東電福島第一原発事
故を経験した今、地震国である日本で原発を稼働し続
けることがあまりに危険なのは自明の理である。

まず、なぜ原発を国内にこれだけ建設したのかが疑問である。東西冷戦下で多くの原発建設が推進された時代背景を考えると、「平和利用」の美名の裏で軍事技術への転用を目論んでいたの
ではないかと疑ってしまう。そして、原発は全く「平和」ではないことを確認しておきたい。地震や事故はいつでも「想定外」であり、原発が人間の作ったものである以上、万全の備えというものは
あり得ない。米のスリーマイル原発事故もいくつものヒューマンエラーが重なって起きた。このたび「公開」された事故直後の東電中枢の映像からも、いくつもの判断ミスが重なって事態がより深
刻になったことが伺われる。ひとたび事故が起きてしまえば、取り返しのつかない事態が招来し、しかも子々孫々まで負の遺産は継承される。その代償は余りにも大きい。我々は今こそ代替エ
ネルギーを真剣に探し求めるべきだ。現時点では化石資源に依存せざるを得ないにしても、国には、自然エネルギーや自家発電などあらゆる可能性を探り、原発を全て廃炉にするという大前
提のもとで代替手段を研究・開発してほしい。

40328 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 男性 「原発ゼロシナリオ」に賛成です。 福島原発事故を経験して、もう二度とあのような悲惨な事故は起きてほしくない。人間のすることに絶対はない。何か起きてからでは遅い。まずは、原発を卒業します。みんなで卒業しましょう。
原発に依存する必要はないのです。

40329 個人 無職 ７０代 女性 放射能の廃棄物の処理方法が確立していないのに、
放射線を出し続けるのは、未来の人たちへの罪であ
る。今稼働中の大飯原発を即停止し、他の原発すべ
て廃炉にすべきだと思います。

原発をすべてなくすと、経済が悪化するという意見が原発推進派の大声らしいが、私は日本国民の知恵、忍耐力、勤勉さ、新しいものを生み出す創造力を信じます。経済より大事なものがあり
ます。子供たちであり、自然であり、世界からの信頼です。今日本はいろんな意味で苦境に立っていますが、かえってそういうときこそがチャンスです。今原発ゼロの宣言をすることが、日本を救
う道だと思います。今ならみんな何が一番大切か、を考え、実行できるときです。未来の人たちから、あの時の日本人はいい選択をしてくれた、と感謝されるようになりたいです。

40330 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 政府は即、脱原発を宣言するべき。 あのような原発事故を起こしたのに、国民にきちんと説明しないまま再稼働。
国民の豊かな生活を守るためだと格好の良いことを言われていましたが、豊かな生活とはなんでしょうか。
環境という土台がグラグラになりつつあるのに、産業や経済が発展したところで何が得られるのか教えといただきたい。
原発反対に声を上げてる私達は、単純に未来の子ども達へ、本来の豊かな日本を取り戻してあげたい。
ただ、それだけです。

40331 個人 無職 ６０代 男性 ゼロシナリオを選択します。ただし、この選択は示され
た三つの選択肢の中でという留保条件付きであり、本
来の意見は即時原発廃止です。

そもそも、今回示された選択肢そのものが15％シナリオに誘導しようとする意図のもとに非常に恣意的に設定されているとしか思えません。
何故、即時原発廃止の選択肢がないのでしょうか。事実として関西電力管内においても大飯原発が停止されていたとしても電力は足りています。温暖化、エネルギー安全保障、発電コスト等々
いろんな理由を書いていますが、それらの根拠となる数字そのものの信頼性が著しく低下していることはすでに明白になっています。
例えば、温暖化に関して言えば、少し前までは、原子力発電はCO2を出しませんと宣伝し、批判を受ければ発電時には出しませんといい直したりしていますが、使用済み核燃料の無害化までの
数万年にもわたる保管にかかるエネルギー消費はどれ位の量ですか、また、発電時の温排水の廃エネルギーはガス火力の廃熱と比較してどうなんですか。エネルギー安全保障についても、い
まだに石油ベースでの話ばかりで、天然ガスベースでは輸入国は相当分散化しているのではありませんか。発電コストについては、総括原価方式の問題点や原料調達コストの不透明さ、原子
力関連の税金による補助等のコストへの反映などをきちんと行ったうえでの比較を示すべきであり、恣意的な数値操作は止めてください。これらのデータをきちんと明示し、それこそ様々な専門
家の公開の議論を経て国民に提示したうえで国民の意見を求めてください。

即時原発ゼロの理由は以下のとおりです。
1．東電福島原発事故の原因がいまだに解明されず、事故そのものが収束していない中で原発を稼動させることは航空機事故等の事例からみても考えられない暴挙です。
2．原子力発電そのものに損害保険会社が保険契約を引き受けないであろうと思われる大きなリスクがある。
3．最後に、情緒的といわれるかも分かりませんが、経済性が人間の尊厳よりも優先されるような社会は望みません。

40332 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロシナリオを支持。 即刻脱原発すべき

40333 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発依存度をゼロにして下さい どう考えても  未来がないからです
アメリカも 今凍結の方向へと いう事らしいじゃありませんか？
日本が  住めない国になるかも
まだ  冷却中、しかも汚染水垂れ流ししか策がなくなる？
最悪ですよね
地震大国でも有り、活断層の上に原発つくる

また、以前調査した会社への、調査依頼、
その会社の責任者は問われないのですか？余りにも無責任だと思います

未来の子ども達へまともに住める場所を  少しでも多く残す事が政治家
の使命ではありませんか？  尊敬できる政治家、胸を張って日本の政治家って
凄いよと言える政治家になって下さい

そういう政策を信念をもってやって下さい

40334 個人 学生 １０代以
下

女性 原発はいりません。 原発は怖いから。

40335 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 どこに視点をおいて決断するべきか。
人類のため、地球のために私達は総力を結集してゼ
ロシナリオを遂行するべき。

もともと電力は人類の生活を豊かにするためだったはず。便利な物を作り出す道具だったはず。昭和の私には、そこまで機械化しなくてもいいのにと思う物が多すぎる。人類に有益だった電力
が人類を脅かすものであっていいわけがない。広島・長崎でのたくさんの犠牲者さえ救えない我々が目先の便利に溺れていてはならない。
地震に太刀打ちできない事が現実となった今、原発以外の電力を考えるべき。日本のみならず世界中の頭脳を結集して、警告を鳴らしている地球を守るべき。我々はそのため存在していると思
う。
政府首脳の方々は、原発以外の原動力を決定し、世界中で電力を節約するシステムを指揮し、国民に安全な暮らしを約束することこそ使命であり、後世に残る仕事である。目先のことにとらわ
れて判断をあやまってはならない。
今決定することは、2030年にも2300年にも影響を及ぼすことであろう。

40336 個人 自営業 ３０代 女性 もう原発に頼るのはやめたい。 そもそも「トイレのないマンション」と言われてる原発を日本に54基も作るのは間違いだ。今、原発が無くなったら経済がどーのこーの、言う人がいるけどそれって今の自分のことしか考えてない
発言。今後の日本、世界の事を考えれば原発なんて必要ないと思う。
原発のゴミの行方がはっきりするまで、原発を稼働するのはナンセンスだと思う。
どうにもならないゴミならゴミの原因になる原発の稼働を止めるべき。そして、もう少し電気を使う事を止めるべき。この世の中は便利すぎる。

40337 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロシナリオ 現在原発にまつわる様々な人達の複雑な思い、苦しみは想像など軽く絶するほどだと感じています。本当に様々な角度や立場からの現実や状況、意見や主張がありすぎることで、答えを出す
のは容易では無いことは理解していますし、もちろん国内中の原発が今すぐに全廃出来るものではないとはお察ししております。しかし今後は日本の類い希なる技術を中心に世界中からの協
力のもと、更なる事故の危険を最小限に食い止めて頂きながら、未来にしわ寄せしないため核廃棄物の処理問題にもきちんと向き合い、原発に関わる全ての方々の安全かつ安定した生活を確
保、早急な代替雇用への取り組み、そしてこれ以上一人の犠牲や差別も出ぬよう、日々変わる状況へ対応しながら一刻一秒も早く被災地の復興と脱原発への道筋を具体的に歩んで頂きたく
思っております。我が子を守るのは親である私達の責任です。昨年の事故後の状況へ対応しながら、皆子供を無事に成長させてやりたいと願い日々四苦八苦しております。どうかその思いと生
活にご協力をお願い致します。最後にもう一度念を押させて下さい。どうか原発に関わる全ての人達、要するに日本に在住する全ての人達の安全かつ安定した生活の確保を宜しくお願い致し
ます。本当に、これ以上一人の犠牲も差別も出ぬように。そして、声を上げづらい一部の人達を切り捨て蔑ろにすることのないようにどうかお願い致します。以上、これら全てに最善を尽くして頂
くことを望みます。

40338 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 「原発ゼロ（即時）・自然エネルギーで経済成長・若者
達に輝ける未来を渡せる決断を」

どんなに安全であっても　原発を動かせば処理できない未来へ負の遺産「核廃棄物」を出し続けます。10万年後までだれが管理するのでしょう。しかも安全で無いことは今までのチェルノブイリ、
スリーマイル、福島を経験して明白です。単に目の前からゴミが無くなる事が廃棄物処理ではありません。原爆の原料のプルトニウムを作る再処理なんてもってのほかです。海や山に捨てるな
んてもってのほかです。20年前に原発を50基増設すると決めたときには真面目に日本海溝に捨てると言っていました。
地上に降り注ぐ太陽光、太陽熱、風、地球の恵の地熱などどこにでもある自然エネルギーを生かしましょう。日本の技術力なら出来るはずです。これで経済成長も可能でしょう。少子化の少ない
若者達に輝ける未来を渡せるように正しい決断をするのは今しかありません。後に歴史を振り返ってあの時の決断はよかったと思えるように致しましょう。



40339 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発ゼロに、食品放射能汚染流通を厳しくお願いしま
す

流通基準が、たかすぎます　これでは、未来が心配だし、安心して暮らせません　汚泥もリサイクルされ、がれきも拡散され、周りの放射能汚染はそのままで。どうしたらよいのか、困っています
友人は、更年期障害と思っているようですが、原爆ぶらぶら病のような症状です。そうやって、被曝がかくされていくのでは。気が付かないうちに、被曝してるかもです。国の基準は、人に対する
安全基準でないと思います。どうかこれ以上、放射能を広げないでほしいです。

40340 個人 無職 ６０代 女性 原子力発電所ゼロのシナリオを希望します。 原子爆弾の被害国として、放射能汚染の恐ろしさを知っています。３．１１のような原子力発電所の事故は、地震国日本では対策を立てたとしても想定外のことがおきることを教えてくれました。
電気を使いすぎている生活を見直すきっかけになります。

40341 個人 自営業 ４０代 女性 今すぐ、原発0%にしてください！ 今すぐ原発0%にしてください！我が家では電気の使用量は昨年度比で50%マイナスしました。アンペアを減らし、部屋数、エアコンのない家に引越し、車をやめて徒歩で保育園の送り迎えをして
います。家電を節電タイプにし、電球は全部LEDに交換しました。お風呂も家族みんなでまとめて入っています。冷蔵庫以外、全く電気を使わない日もあります。別にやってみるとどうってことあり
ません。まださらに節電できそうです。今までがあまりに使いすぎていたのです。これはすごいチャンスです。今こそ原発ゼロ国家になって、世界をぐんぐんリードしていきましょう！今しかありま
せん！
がんばれニッポン！！変わるのは今だ！！
時代はもう、自然との共存です。絶対大丈夫！Everything OK!!o(^▽^)o

40342 個人 家事専
業

６０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

40343 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 完全になくしてください。０％　先進国なんてどうでもい
いでも良いです。皆が笑える未来を希望します。

理由なんてコメント要らないでしょ？

40344 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 原発止まれ。無くせ。 危ないだけだと感じるから。

40345 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 原発ゼロシナリオ 現状として原発は今、大飯原発1機しか稼働していません。それどころか大飯原発再稼働の際、電力余剰という理由で、火力発電を8機停止したという、ニュースを耳にしました。このニュースを
聞いて電力は十分足りていると思いました。即時廃炉とはいいませんが、こどもたちの未来のために原発はいらないと思います。

40346 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発は即停止、廃炉です（３つのシナリオ以外を提案
します）

福島第一原子力発電所の事故が起こるまで、原発がいかにもろい地盤や立地にあるのかを知りませんでした。

東日本大震災のような大地震と津波によって、一網打尽にされてしまう原発。同じように海岸に立つ原発（浜岡、大飯など）も沢山あります。さらに、玄海原発のように老朽化が進んだ原子炉も
大変危険だと聞きます。

日本のどこかで、次にまた原発事故が起きたら、日本は立ち直れないでしょう。原発再稼動は、経済優先のためと聞きますが、それは短期的一時的なことであって、長い目でみたら、原発を維
持することの危険性の方が明らかだと思います。むしろ、原発より安価なＬＮＧによる発電を考えるべきです。

福島の原発事故を謙虚に反省し、日本のエネルギー政策を大転換する時期に来ているのだと思います。
これから20年の間にどうするか、ある意味大雑把なプラン策定ではなく、今年どうすべきかをしっかり考え、将来に禍根を残さないようにするべきだと思います。

40347 個人 自営業 ４０代 男性 原子力発電の事故で1人の尊い命が失われたとき、ど
うやって償うというのですか？大切なのは経済です
か？それとも命ですか？

世界唯一の被爆国である日本が原子力政策で方向性を誤るのは辞めてください。なぜなら、これからの国際社会を牽引するのは日本以外にないからです。その責任と自負を忘れないでくださ
い。

40348 個人 その他 ５０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を選択します。但し、即時、全原
発の廃炉を求めます。

地震活動期に入った日本では、段階的廃炉ではなく
「全原発、即刻、廃炉」を強く要請いたします。

福島の問題も、収束も解決もしていず、多くの方々が苦しんでいます。
日本中、世界中の安全を脅かしています。
原発ゼロ意外に選択肢はないと思います。

例え、地震や津波、その他に因る原発事故がなかったと仮定したとしても
原発を動かせば、生み出され続ける核廃棄物をどうするのですか？
核燃料サイクルも、とっくに、破綻していますよね？
処理技術も確立されておらず
何万年単位で管理しなければならない危険極まりない核廃棄物を
これ以上増やさないでください。
既に、後世へ、莫大な負の遺産を残してしまっていますよね？

今現在でも、原発がなくても電力不足にはならない事は、明らかですが、
省エネや再生可能エネルギー導入の割合は、もっと増やせるはずです。
再生可能エネルギーは、世界的に急成長していますし
日本の技術力をもってすれば
十分なコストダウンと速やかな普及が可能です。
エネルギー自給率を高め、雇用を増やすことも出来ます。

原発を続ける「正しい理由」は、ないのですから
原発を即時ゼロにする決断をして、
速やかに廃炉を進め、電力自由化、発送電分離、
再生化エネルギーを推進させて下さい。

40349 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発はすぐにすべて停止し、廃炉すべきです。停止し
ている原発は起動すべきではありません。原発は危
険すぎます。人命を尊重すべきです。電力は原発がな
くても足りています。

原発はすぐにすべて停止し、廃炉すべきです。
現在、停止している原発は起動すべきではありません。
原発は危険すぎます。人命を尊重すべきです。
電力は原発がなくても足りています。
電力を生産するために多様な方法をとれることはいいことなので、再生可能エネルギーの開発はいいことだと考えます。そのためには、電力の自由化が必要です。
しかし、それがなくても電力は足りています。
地球が温暖化していないということも、遠からずみなさんに伝わるでしょう。
原発を停止し、再稼働しないこと、電力を自由化することが、まず、必要なことです。

40350 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 「原発ゼロシナリオ」、即です。これしかありません。
現在再稼動している大飯原発、すぐにでも止めてほし
いです。

再稼動をしないで下さい。
子供たちに安全で健康な未来を残す為に、原発はゼロにして下さい。
福島の今の現状を見ていたら同じ過ちは繰り返してほしくありませんし、そうならないように皆でかえていく必要があると思います。

今までとは違った方法でエネルギーを作ることへシフトしていくべき時だと思います。今代えていくべきです。
もっと自然エネルギーを推進して下さい。
心から願っています。

40351 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ゼロシナリオを目指すべき。
理由：原発の維持にかかるコストが増大する。福島原
発のような事故が起こった場合、比較考量できないよ
うなリスクが拡散される。日本社会には環境変化に適
応する力がある。

私は、日本政府が原発ゼロシナリオにコミットメントし、達成までの道筋を明確にすることで、脱原発は達成されると考える。

福島原発のような事故を起こさず、原発も維持するとなると、安全性に関して何重にも厳しい基準を設け、古くなれば新しく建設しなければならない。
福島の事故を受けて、原発の安全性のハードルは跳ね上がり、コストも増大するだろう。これらの要因から、「原発は安上がり」という議論は、将来のコストを考えているとはいえないだろう。

確かに事故の原因となった大地震と大津波は何百年に一度のリスクかもしれない。しかし、それがいつ起こるかはだれにも予測できず、起こってしまえば計算不能なリスクが拡散される。起こっ
てから対処しては遅いのだ。
最も確実な対応策は、そもそものリスクをなくすことであろう。したがって、原発をなくすことが望ましい。

かつて日本社会が二度の石油ショックを乗り越えることができたのは、社会も企業も省エネの必要に迫られた結果、技術革新に全力で取り組んだからであろう。
過去の経験からもわれわれには環境の変化に対する適応能力は充分過ぎるほどにある。
そうした社会の力を脱原発に向けるためにも、明確な日本政府の姿勢が求められる。政府が継続的に、明確な姿勢を打ち出すことで、社会に脱原発への意識が芽生え、民間企業はそこに需要
を見出し技術革新へのインセンティブが生まれるであろう。
逆に言うと、政権が変わるたびに脱原発への姿勢がぶれてしまうと、社会の脱原発意識も企業の開発意欲も薄れてしまい、日本社会は原発というリスクを背負い続けることになるだろう。

40352 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 ゼロシナリオ 地震国日本に原発を選択する必要はない。
廃棄物の処理問題や、一度事故を起こしたら長期に渡る汚染や被爆。
未来の世代にのためにも原発はゼロに。

40353 個人 その他 ５０代 女性 原発は早急にゼロにしてください。 福島第一原発があのような事故を起こした時に、すぐに思った事は「地震国日本に原発は無理だったのだ」というあたりまえのことでした。
そして、今まで横目でみていた原発問題について勉強を始めた所
「地震問題」に関して、もう何十年も前から、日本での原発稼働の危険性は指摘されていたと知りました。
そしてそれだけではない、使用済み燃料のきちっとした処理方法も案ぜられていない。原発のなかのいくつもがトラブルばかり抱えていた。
電力会社の異常な保護のされ様。そこから生まれる利権に群がる政、官,、民の有様。あまりのでたらめさに言葉を失う程でした。
そして、それらのしがらみから、福島の事故で学ぶべき事を学ぼうとしない、
反省すべき所から目を背けての、原子力ムラの横暴な姿勢。
その中のどこを見渡しても、実際にこの事故で故郷を失った福島の人達、そして被曝をしてしまっている、今もな福島で暮らさざるを得ない人達への心あるまなざしはみつかりません。

このような悲劇を招いた原子力発電は即刻全廃、再稼働もむろんの事反対。エネルギー依存率ももちろん０％。何年も先ではなく、できうる限り即刻、お願いします。

政府の毅然とした方針が、民間の企業を動かしますから、代替エネルギーにはその研究開発を政府が支援していただきたいです。
多くの自然エネルギーの専門家達と協力すれば必ずやそれは実を結ぶ研究開発となる筈です！

40354 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 将来的にではなく、即時の原発依存ゼロを強く要望い
たします。
私たちの故郷、福島では先祖代々積み上げてきたも
のが一瞬にして奪われました。
もう二度と同じ過ちを繰り返しては成りません。

将来的にではなく、即時の原発依存ゼロを強く要望いたします。
私たちの故郷、福島では先祖代々積み上げてきたものが一瞬にして奪われました。それが今も続いているばかりか、将来に対しても希望が見出せない状況が続いています。個人の生活もそう
ですが、地域の文化や伝統はどうなるのでしょうか？
誰が責任をとるのでしょうか？
すべての大人たちが責任をとるのだとすれば、子供たちには心から安心できる、誇りに思える日本を再生し渡したいものです。
持続可能なエネルギーで生活を支えていくことは諸外国では、かなり積極的に投資が行われ（スマートグリッド）、またそれらの技術はどれをとっても日本の技術が一番優れていると言われてい
ます。
ではなぜ日本でそれが積極的に行われていないのか？
答えは既存の制度（システム）にあります。
既存の法律なども必ずしもよいものばかりではないと考えています。
今回の東日本大震災、そして東電の原発事故は普通ではないことです。
それなのに普通の対応をしようとしてもうまくいくはずがありません。
臨機応変、自由自在に、そして最も大切な判断基準は儲かるか儲からないかではなく、将来の子供たちのことまで考えて、やる価値があるか？ないか？
すべての生きものたちのためになるか？人間だけのエゴか？
そういったところだと思います。
今こそ、このピンチをチャンスに変えるべく、急速なエネルギー政策の転換を強く望みます。
私たちには出来ると強く信じています。
どうぞ宜しくお願いいたします。

40355 個人 自営業 ６０代 男性 福島第一原子力発電所の事故は、想定内、外にかか
わらず、起してはならない事故だった。可及的速やか
に原子力発電をやめるべきである。0％を選択しま
す。

地震多発地帯に存在する日本に、原子力発電所は危険すぎる。燃料のウランやプルトニュウムなど放射性物質はひとたび環境に放たれれば、長期間に渡り、生命体を内外からミクロ世界で細
胞、遺伝子を繰り返し攻撃し、損傷、破壊させる。自然界にも存在する、との意見を述べる専門家もいるようだが、無責任な発言だ。地球という星は、長い時間をかけ、奇跡的に生命を育んでき
た。生命とは相容れない物質は、地下深く閉じ込められ、生命の進化を促してきた。生命を脅かす物質を、生活に便利だからと無制限に掘り出し、環境にばら撒くようなことは厳に慎むべきだ。
国際社会はルールを作るべきだ。その際も、地震多発地帯に存在することを運命付けられた日本は、ＣＯ２の規制以前に原子力発電プラントを廃絶することを優先しなければならない。私企業
が原発プラントを研究するのは自由だが、日本国は税金を使って援助等をすべきではない。参考資料に「地熱は国産でCO2を出さず安価であるが開発の余地が限られる。」との記述があるが
間違った認識に基づいた意見だ。この国家の重要なエネルギー政策を考えるに当たって、最も重要な資源である地熱を開発の余地が限られるなどとよく言えたものだ。天然ガス、化石燃料やウ
ランこそ限られたもののはずだ。地熱の開発努力をいままでどれだけ官民はしてきたというのだ。規制ばかり加重に、ねじ曲げた判断をして、意識的にやろうとしてこなかったというのが本当のこ
とだ。日本国家がかつて、経済制裁の一環で、アメリカから原油の輸出禁止をくらって、血迷った政府が戦争を始め、国家存亡の瀬戸際まで追い詰められ、国民は塗炭の苦しみを強いられた。
安易な化石燃料や危険極まりないウラン燃料に頼る前に、本気で自前のエネルギー政策をやりなさい。再生可能エネルギーと地熱を本気で進めていただきたい。

40356 個人 自営業 ３０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します。私にはこれ以外に選
択肢はありません。

原発は事故になった時のコストが高すぎます。地震国日本には原発は無理です。
原発はゼロ、他のエネルギーを上手くつかってやって行きたいし、日本の技術者たちが協力すればいくらでもできると思います。他のグリーンなエネルギー政策で新しい大きなビジネス、利権を
作ればいいと考えます。

40357 個人 自営業 ５０代 男性 すべての原発の再稼働に反対します。 この夏のピーク時でさえ、電力は不足していません。なのになぜ、国土を破壊した危険な原子力発電所を再稼働する必要があるのでしょうか。



40358 個人 自営業 ４０代 男性 原子力発電の事故で1人の尊い命が失われたとき、ど
うやって償うというのですか？大切なのは経済です
か？それとも命ですか？

世界唯一の被爆国である日本が原子力政策で方向性を誤るのは辞めてください。なぜなら、これからの国際社会を牽引するのは日本以外にないからです。その責任と自負を忘れないでくださ
い。

40359 個人 学生 １０代以
下

女性 地球温暖化について森林のことは？ エネルギーの選択肢の話は大切なことですが、その一方で忘れていけないのが、地球の温暖化です。原発がこうなった以上は、二酸化炭素排出を減らすのは難しいと思います。吸収するほう
の森林のこと忘れていませんか。

40360 個人 家事専
業

８０代以
上

女性 ゼロシナリオを選択する

2030年までに原発ゼロを目指すのではなく、このまま
原発を再稼動せずに即原発を廃止する。日本は原発
によるエネルギーに頼ってはいけない！

原子力エネルギーは放射能と引き換えに得られるものです。
放射能は人類の力で消去できるものではなく、さらに生物にとって有害なものです。
ナガサキ、ヒロシマ、チェルノブイリの教訓を忘れてはいけません。
政府はひたすら隠していますが、健康被害だけでなく奇形児もたくさん生まれました。放射能は遺伝子を傷つけることで、先の世代までも傷つける恐ろしいものです。
例え原発事故を起こさなくとも、使用済み核燃料の処理という問題が残っています。これは10万年も消えることのない負の遺産です。
一刻も早く、原子力に頼るエネルギーからおさらばするしかありません。

40361 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 「エネルギー・環境に関する選択肢」に対する意見
「2030年に原発0」ではなく「即刻、原発0」を主張。
政府は本腰を入れて再生可能エネルギー開発に尽力
すべき。再び事故が起これば日本は再起不能。

・福島の生物の身体の異変の表面化。当然、人間の遺伝子も異常が起こっていると考えられる。
　次世代に引き継げない環境を作るために電気を作っているなど本末転倒。

・即刻、原発０％を望む。「原発ありき」の思考硬直化から脱することこそ日本が世界に生き残る道あり、への、変化を切に望みます。
　政府は自然エネルギー比率を増やす計画を国民に示すべき。

・処理方法が未開発の核のゴミを安穏と作り出しての経済発展など、いずれ破綻を産み続けることが、
　３・１１の原発事故で助けられなかった福島の人々が命をかけて実証した。

40362 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 (1)ゼロシナリオを選択します。
それしか考えられません。

原発を動かすなら100％以上の安全が確保されるべきだと思います。
ですが、地震大国の日本では、100％以上の安全など確保することは到底出来ないでしょう。それならば、原発は無くすべきだと思います。
使用済み核燃料の問題も解決していません。これからを生きる子ども達にこれ以上負の遺産を残したくありません。

2030年まで待たずに今すぐ原発をゼロにしてほしいと思います。

40363 個人 無職 ３０代 女性 原発廃炉、再稼働反対。目先の利益の為じゃなく、未
来の為に。

なに言っても無駄だと思われたくないからです。

40364 個人 無職 ６０代 男性 ２０３０年ゼロ案です。ただし、最悪でも、３年以内に全
原発廃止。

★脱原発が必要な技術的理由＝(1)地震国、(2)多量の被曝者なくして実施できない定期検査、(3)３０年経過したら配管肉厚など損耗し交換も容易でない、肉厚測定も精度が悪い、測れない場
所がある、(4)低温脆性遷移温度の上昇、(5)使用済み燃料処理の解決法がまだない。

★脱原発が必要な経済的理由＝(1)巨大な延命コスト、(2)バックアップ火力が必要な不安定電源、(3)夜間揚水式ダムがないとペイしない不経済さ、(4)巨大で永久になる使用済み燃料処理、(5)
原発輸出に巨額の政府補助金の無駄、輸出先で大事故時の巨額信用保証が国内電気料金に跳ね返る。

★脱原発が必要な道義的理由＝(1)全地球規模で汚染した史上最大の環境汚染の償いとして、(2)汚染範囲の拡大防止や緊急避難圏の拡大（１００ｋｍ圏内２日以内退避）が不可能、(3)耐震性
があり無線通信で外部電源不要のオンライン放射線センサーの高密度設置が不可能

★電源ミックス＝(1)即時または３年以内に全原発廃止、(2)高効率火力（天然ガス、石炭）の新設と、老朽火力の更新、(3)地熱発電と風力と太陽光、(4)揚水式発電を巨大蓄電池とする、(5)天然
ガス輸入価格の抜本的引き下げ（過剰な安全保証イデオロギーから脱却）

★温暖化対策＝(1)老朽火力を最新の高効率火力に更新すれば、燃費もCO２も半減する、(2)最新火力を増設しても、トータルでCO２削減は出来る、(3)原発排水の停止で沿岸の海水温度が低
下し、都市部の気温が下がる。

★脱原発が必要な社会構造問題＝(1)原発は日本人の、細部を磨き上げ、根幹となる問題から目を背けるでは無理、(2)原発関係者が巨大な利権集団となって蝕んでいいる、(3)関電や東電で
発覚した検査漏れやデータ偽造が蔓延しており、組織的更生は不可能、(4)原発検査も被曝健康被害も唯我独尊が甚だしい

★電力の地域独占の弊害打開＝(1)国が送配電網を残存簿価で買い上げ、(2)発電効率が６割を超える火力の新設と更新を助成、(3)地熱を国策として大規模開発、(4)風力・太陽光は毎年１千
万ｋWhを目標に、民間企業に資金援助、(5)地域の小水力などの設置を促す、(6)病院に自家発電を義務付け、補助する。

40365 個人 家事専
業

３０代 女性 福島の原発からは放射能漏れこんな日本で子育てし
ていくのは嫌です。毎日福島原発で作業をしてくださっ
ている方の親の気持ちを思うと申し訳ない気持ちで
いっぱいです。こんな作業をしなくてならないもの即、
廃炉に！

人体のＤＮＡを破壊し種の滅亡にもなりかねないから（チェルノの奇形児の症例）

40366 個人 無職 ３０代 女性 原発ゼロシナリオを望みます。 できるだけ早く日本中の原発を止めて欲しい
地震の度、原発の心配ばかりしているのが嫌だ
将来や子供達にこれ以上核廃棄物を残したくない
未来の人達が安心して暮せるようにしたい

40367 個人 自営業 ３０代 女性 選択肢の中では原発ゼロシナリオを支持します。
リスクが明るみになった今、即時廃炉を強く求めま
す。

原発ゼロシナリオを支持します。

日本は省エネ技術に長け、利用できる自然エネルギーにも恵まれています。

予算を省エネ、新エネ開発に徹底的にシフトし、原発に頼らない仕組みづくりに即時に取り組むことを期待します。そしてそれを可能にする力がこの日本にはあると信じています。

今回の震災を受け、原発のリスクが明るみになった以上、今後原発を推進する選択肢はありません。健康リスクをあいまいにし、未来の子どもに不安を与えている現状、そして突然ふるさとを奪
われた人々の現状を見る限り、原発のメリットは皆無です。誰かの犠牲の上に成り立つ幸せはいりません。国民全体が幸せになる選択肢を選んでほしいと切に願います。

40368 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

40369 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロを目指す国にしてください。もう放射能の心
配をしたくありません。子供を安心して育てられる国に
してください。

子供が安心して成長することができなければ、経済の成長も意味ないです。食べ物・空気・水は一度汚れてしまったらどんな大金をはたいても元に戻せません。日本のどこに原発を作っても、ど
こでまた巨大地震が起きるかは、誰にもわかりません。もともと人間が制御できるものではないのです。処理方法も確立していないものを、子供たちの未来に残さないでください。

40370 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 全ての原発の廃炉を求めます 持続不可能なこのシステムを続けるべきではありません。

福島の事故がおきて以来、放射能が東日本の大地や海を汚染し、私たちは生命の危機にさらされています。

こんなことはもう二度とあってはなりません。

日本の高い技術力をもって、再生可能なエネルギーの開発、運用を積極的に推進していただきたいと願います。

40371 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 全原発、即時廃炉を。 電気は足りています。
これ以上、核の脅威に怯える暮らしは要りません。
日本を核のゴミ捨て場にしないでください。これ以上の被曝国になりたくありません。
完全に安全な原発など、地震国日本では無理です。

40372 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 ゼロシナリオ。

　

原発はいりません。環境をまもるためにも原発を再稼働してはいけません。
母として、人間として、ゼロシナリオおねがいします。

40373 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 2030年における３つのシナリオのうち、ゼロシナリオを
支持します。全ての原子力発電所はただちに廃炉作
業に入ることを求めます。

2030年における３つのシナリオのうち、ゼロシナリオを支持します。
福島第一原子力発電所の事故により、原子力発電では一度事故が起きると人知ではコントロールできない被害を及ぼすことが明らかとなりました。補償費用を勘案すると、原子力発電は費用
対効果が最悪な発電方法であり、少しでも早くほかの発電方法に切り替える必要があります。
全ての原子力発電所はただちに廃炉作業に入ることを求めます。

40374 個人 無職 ２０代 男性 原発はいらない！原発ゼロでいい！ あんな危険なものは不要です。なくても生活できているのだから不要なんですよ。今すぐに原発ゼロに向けて動き出すべき！

40375 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 福島原発事故での教訓を踏まえ、2030年までのなる
べく早期に原発比率をゼロとする。再生可能エネル
ギーを最大限に引き上げ、全社会的な省エネルギー
活動に取り組み、電力需給ギャップを回避する。

　2011年3月11日に発生した東日本大震災と福島原発事故により、大規模地震対策の必要性と、原子力発電に対する危機管理体制の脆弱性が明らかになりました。一度事故が起きれば、放
射能汚染による甚大な被害は電力会社のみならず、国でも賠償責任を負うことは困難であり、さらには日本のみならず地球規模での環境汚染を引き起こしてしまいます。

　誰にも責任が取れない甚大な事故が起こる可能性がある以上、原発への依存度をゼロにする必要があると、私は考えます。

　原発を停止した際、今後も福島原発事故以前のエネルギー需要を想定するのであれば、不足分をどうするかという問題が発生します。代替エネルギーとして化石燃料に依存することは、ほぼ
全量を輸入に頼らなければならないという供給不安に加え、発電コストの増加、温室効果ガス排出量の増大にもつながります。

　また原発を止めることは、電力会社のみならず、これまで原発事業に関係し、生計を営んできた人々の生活にも大きな打撃となることは間違いありません。

　しかし、もし事故が起きれば、当然その被害は原発周辺を経済基盤とする人々の生活を最も取り返しのつかないものにしてしまいます。福島原発事故で被災した方々の大きな絶望を受け止め
ることは誰にもできません。失われた生活が再び帰ってくることはありません。

　2010年における日本の原発依存度が、発電電力量全体の26％と高かったことは事実です。しかし、本当にそれほど多くの電力が、これから少子高齢化へ向かう日本の将来に必要なのでしょ
うか？　ライフラインである電力の安定供給が重要であることはもちろんですが、企業も家庭も従来の電力消費量を再点検し、節電に努めることで需要削減に取り組み、有限なエネルギー資源
を日々使用していることへの認識を共有することが重要と考えます。

　さらに自然環境へ配慮しつつ太陽光や風力など再生可能エネルギーの利用率を高めることに加え、エネルギー供給システムの効率化を図ることで、より筋肉質な電力供給体制へと移行する
ことを期待します。再生可能エネルギーの開発コスト増が電力料金の引き上げにつながるのであれば、将来的な電力供給システムのヴィジョンを需要家に伝えた上で、合意形成を探る努力を
することが重要ではないでしょうか？

　以上のことから、私は2030年までのなるべく早期に原発比率をゼロにする「ゼロシナリオ」を支持します。

40376 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 　ゼロシナリオに賛成する。ただし、2030年でも遅すぎ
ると考える。核燃料廃棄物の処理は現在の人間に
とって処理不可能なものであり、できるだけ早く核廃
棄物自体を増やすことをやめるべきである。

  核燃料廃棄物の無毒化処理は、現在の人間の知恵を持ってしても、将来の人間の知恵を持ってしても、フィンランドのオンカロ最終処分場などの例に見るように、１０万年以上もかかる（ドキュ
メンタリー映画「10万年後の安全」）。核物質は人類が手を染めてはならなかったものであることを思い知る。原子力発電によって海水は温められ、その結果、二酸化炭素が多量に発生してい
る。したがって、二酸化炭素を排出しない原子力発電所の建設は、地球温暖化防止に寄与するという考え方はおかしい。さらに、温まった海域の漁業権も破棄されている。原子力発電所は、漁
のできない海を作っているのだ。逆に、二酸化炭素が地球温暖化の元凶という考え方も、科学的にはあやしいとする学者もいる。
　福島原子力発電所の事故によって、日本は国土を失っている。地震や津波等によって、国内に54基もある原子力発電所のどこかで、もう一度事故が起これば、さらに国土が失われる。一般社
団法人日本経済団体連合会（通称、経団連）は、経済が..経済が..と言っているが、経済が発展すれば、国土が無くなっても良いと考えているわけではあるまい。
　原子力発電所は、人間であるのに人間として扱われていないような労働者の働きによって支えられている。定期点検の際にどれだけの人がどれほどの被爆をしているか。労働者の被爆なし
に原子力発電所を稼働することはできない。原子力発電所というのは、存在そのものが悪である。国民の健康を第一と考える国家でなくてはならない。



40377 個人 家事専
業

４０代 女性 原発反対です。早急に原発は廃炉にするべき。 福島の現状を考えても原発のリスクはあまりにも高すぎる。たとえ日本の経済活動が停滞したとしても、国土を失う事のほうが将来にわたってより大きな損失であると思う。

また、福島で多くの方が自分の故郷を失った。
こんなことはあってはならないし、自分がその立場になる可能性もあることを考えれば、このまま原発とともに生きる選択肢はない。

さらに、今年の猛暑にあっても稼働している原発は大飯のみ。

それでも日本は動いている。

この結果を見れば、本当は原発が必要でないのは明白。

技術国日本はきっと自然エネルギーの分野においても世界を牽引していく事ができるはず！

自然エネルギーの分野で世界のモデルになって行くべきだと思う。

40378 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します もうすでに、生きづらすぎます
不安をかかえて生きたくない
子どももうめるのかわからない
生んでも育つのかわからない
日本はどうしてこんなに頭の悪い国になったのですか

いままでで十分悲惨だったのにますます悲惨になるばかりです

人がしにすぎました
これから増え続けるでしょう

これ以上危険要素を抱えるべきではない

40379 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を選びます もっと省エネルギーの取り組みを強化したり、石炭や石油以外の燃料を使ったり、自然エネルギーの研究や開発を進めてください。やるべきことをやれば、原発ゼロは実現できるはずだと考えま
す。

40380 個人 その他 ３０代 女性 原発依存度について(1)ゼロシナリオを選択する。主な
理由は、核廃棄物や汚染物質漏えいによる重大な環
境汚染の恐れと、原子力発電にかかる経費等は代替
エネルギーの開発等に費やすべきと考えるためであ
る。

　原発依存度について、(1)ゼロシナリオを、主に以下の理由により選択する。

　第一に、原子力発電所から排出される核廃棄物、および万が一の事故等による汚染物質の漏えいは、長期的かつ重大な環境汚染をもたらす可能性があること。化石燃料の枯渇問題、およ
び火力発電等によるCO2の排出から引き起こされると推定されてきた地球温暖化問題等を解決するため、代替エネルギーの必要が叫ばれて長い。しかし、それが原子力発電により解決し得る
ものだと規定するのは、核廃棄物等が半永久的に環境汚染物質を排出し続けることが科学的に解明されており、その処理方法が未解明である以上、難しく、後代にその問題を残すことは許さ
れないと考える。
　第二に、原子力発電のための設備にかかる経費および研究費等は莫大だが、これは自然エネルギー等の、よりクリーンなエネルギーによる発電技術の開発、および省エネ対策のために投資
することが望ましいと考える。地震大国でありかつ津波被害の可能性も高い日本において、耐震性を確保し、津波による施設破壊を防ぎ、かつ冷却水を確保する設備を作り、また機材・設備を
恒常的に安全性の高いものに維持していくためには、非常な困難が伴い、今後もさらに莫大な経費が必要とされると産出されている。これまで原発推進のために費やされてきた経費は、今後、
風力・水力・太陽エネルギー等のよりクリーンな代替エネルギーによる発電技術の開発・設置や、省エネの推進のために使用することが、長期的な地球環境の維持を考慮した持続可能な発展
のために必要であり、より効果的・効率的と考える。

　最期に、これまで原子力発電を推進してきた日本の政府・行政や電力会社、また財界・マスコミ等が、国民から、また世界市民から、信頼を失っていることを付記しておきたい。これまで、原子
力発電の危険性とそれを回避するための方策は、国家や財界の考えおよび思惑が、国民に明確に提示されていたとは思えないし、今回の東日本大震災により起きた福島原発の事故には、東
電関係者を含め誰もが正しい情報を把握せず、また把握ないし推察できたとしてもそれに正しく対応できず、また国民に対して公表できなかったことが、被害拡大につながったのではないだろう
か。この点については、幾度も議論され、検討されているが、今後も引き続き実態が解明されるべきであり、不具合があったのであれば今後、改良されるべきであろう。国民ひとりひとりがあり、
家族があり、その集合体として初めて地域社会ができ、国家ができ、かつ経済活動が行われるのであって、国家および財界ありきで、国民ひとりひとりの生命をおざなりにし、国民を取り巻く自
然環境を破壊することを意に介さないような、政府・行政・財界は、不要である。

40381 個人 その他 ３０代 男性 即時原発依存ゼロを要望いたします。
人間の手に負えない、何万年も管理しなければいけ
ない核廃棄物を生み出すような危険なエネルギーは
卒業しましょう。

将来的にではなく、即時の原発依存ゼロを強く要望いたします。
私たちの故郷、福島では先祖代々積み上げてきたものが一瞬にして奪われました。それが今も続いているばかりか、将来に対しても希望が見出せない状況が続いています。個人の生活もそう
ですが、地域の文化や伝統はどうなるのでしょうか？
誰が責任をとるのでしょうか？
すべての大人たちが責任をとるのだとすれば、子供たちには心から安心できる、誇りに思える日本を再生し渡したいものです。
持続可能なエネルギーで生活を支えていくことは諸外国では、かなり積極的に投資が行われ（スマートグリッド）、またそれらの技術はどれをとっても日本の技術が一番優れていると言われてい
ます。
ではなぜ日本でそれが積極的に行われていないのか？
答えは既存の制度（システム）にあります。
既存の法律なども必ずしもよいものばかりではないと考えています。
今回の東日本大震災、そして東電の原発事故は普通ではないことです。
それなのに普通の対応をしようとしてもうまくいくはずがありません。
臨機応変、自由自在に、そして最も大切な判断基準は儲かるか儲からないかではなく、将来の子供たちのことまで考えて、やる価値があるか？ないか？
すべての生きものたちのためになるか？人間だけのエゴか？
そういったところだと思います。
今こそ、このピンチをチャンスに変えるべく、急速なエネルギー政策の転換を強く望みます。
私たちには出来ると強く信じています。
どうぞ宜しくお願いいたします。

40382 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します 原発ゼロシナリオを選択します。
2030年までにということですが、もっと早くゼロにできるはずです。電気はじゅうぶん足りているからです。
福島の事故がまだ収束もできていない今、地震大国の日本で、原発はもうありえないと思います。
既得権益者のために原発を続けるより、国を上げて省エネ技術や再生可能エネルギーの開発に力を入れるほうが、経済の発展につながると思います。

40384 個人 その他 ４０代 女性 2030 年のエネルギー・環境に関する３つ選択肢のう
ち、原発依存度を(1)ゼロシナリオを選択します。

わたしたち一般人には経済のこと、環境問題のことなどわからないことが多いのですが、それぞれに問題点があるとしても・・ヒトが管理できるエネルギーに変えていく時期が来たのだと思いま
す。原子力発電・・コストが低い、CO2排出が小さいなど利点も大きいのでしょうが、リスクがあまりにも大きいことを今回、知りました。悲しい思いをしている人も多いですよね。未来に向けて、よ
り安全で効率のいいエネルギーに変えていくことを期待しています。

40385 個人 自営業 ３０代 女性 これ以上、原発を使い続けることに反対です。 原発による脅威を知った今、原発を使い続けることは、これから続く未来の日本、そして大切な地球のために絶対にいけないことだと思います。他に発電方法があるのですから、無理に使い続
けることはないと思います。

40386 個人 自営業 ３０代 女性 原発再稼働絶対反対です。脱原発を支持します。 福島第一原発の事故が起きたこと、放射能の影響で広大な土地が放射能危険管理区域並の汚染状態にあるのに、未だに人々が避難せずに住み続け農産物や海産物も流通していること、瓦
礫問題、様々な視点から言ってもこれ以上原発を支持する理由が見つかりません。

広島原爆、長崎原爆で被爆し、至るところに原発があり福島の事故が起きた以上、これからの日本は国の存続を掛けて、脱原発をしてゆくべきだと思います。エネルギー政策の方向転換は
徐々に起こっているはずです。利権より命を選んでください。お願いします。

40387 個人 自営業 ６０代 女性 すべての原発を即時ゼロにし、風力・太陽・地熱など
再生可能な各地域での地産地消型エネルギー計画を
政策として採用されることを要請します。

原子力に依存した電力は、福島の原発事故が実証しているとおり、その被害は甚大であり、未だ原因の究明を尽くすことすらできず、将来に渡り重大な影響を住民や農林水産物に与え、子ども
たちの未来にも不安を与えています。
原子力発電所はすぐに廃炉にしてください。また大型発電所ではなく、コミュニティー単位の地産地消型の風力・太陽光・地熱等、再生可能な小規模発電所を設置することにより、冗長性をもた
せ、災害時や事故時でも融通をきかせることが可能となります。原子力発電の場合、当初から政策として決定づけれたものですから、廃炉も政策として決定されることを切に願います。また上記
の地産地消型のコミュニティー単位の再生可能エネルギーを採用することにより、地域の雇用も創出できるものと考えています。
子どもたちの将来のためにも、原子力エネルギー依存の愚行を改め、上記のエネルギー計画を採用されることを要望します。

40388 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 ２０３０年には原発依存は０パーセントになっているべ
き。本来なら、原発再稼働せず、即日本に合ったエネ
ルギー政策を新しく考えるべきだ。

本来なら地震国である日本にあってはならないものだったことに原発事故が起こってからわかった。他の選択肢では今現在の原発を廃炉にすべき年数が経っても使いそうだし、新しく作ることも
考えなければならない。今すぐ廃炉決定しても本当に止まるまでは数十年かかる。もう一度事故が起こったら日本は終わってしまうと思うので経済がどうのこうのと言っている場合ではない。今
止めても巨額の費用がかかるのに更に使用済みの燃料を増やすべきではない。新しいエネルギー転換の方針を早く政治的にも考えるべきだと思う。そこから雇用も生まれるだろうし。産業界も
国民も未来の日本のために今は辛抱しなければならない時だと思う。

40389 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロとする。核燃料サイクル政策に関して、使用
済核燃料を直接処分する政策を 採用する。

これからの日本の未来を考えて、原発は全く必要ありません。

40390 個人 家事専
業

３０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します。原発事故が起こるリ
スクは原発を廃止するリスクを大きく上回る事は明白
です。我が国は今こそ現在の構造を見直し国際社会
において新たなエネルギー政策を提言する立場にな
るべきです。

「原発ゼロシナリオ」を支持します。ただし、2030年まで待たず即刻の原発による発電の停止と代替エネルギーの開発に着手することを望みます。同時に核廃棄物の安全な処理も確実に進める
必要があると考えます。そしてゆくゆくは核に関連する技術の利用は廃止すべきと考えます。
理由は以下をご参照ください。

１．原発はエネルギー問題ではなく軍事問題である。よって一刻も早くその構造を変えなければならない。
2011年3月の原発事故以来、原発はエネルギー問題ではなく軍事問題であるという構造が見えてきました。軍事に応用できるプルトニウムを生産するために、エネルギー問題にすり替えて原発
を推進してきた背景に既に多くの国民が気付いています。
経済が立ち行かなくなる、産業が衰退する、エネルギーが足りなくなる…だから原発は必要だという理由は完全に建前でしかありません。それぞれの問題が絡み合ってのっぴきならぬ状況に
なっており、それこそが原発を推進するための構造だと考えます。しかしながら、それが国民の命、ひいては国家の命を脅かすことになるのは本末転倒であると考えます。

２．原発事故が起こった場合の対策は不十分極まりなく、今後も福島と同様の事故が起こりうる可能性がある。
今後どれだけ対策を練ろうと一度事故が起これば人間の手には負えない状況になることは明確です。福島の事故も全く終息の兆しは見えません。自然災害や人的災害に対して100%の安全を
確保する事は無理であり、地震列島である我が国が原発を保有する事は危険極まりないことです。同様の事故が起こらない保証はなく、万が一にも再度の事故が起こった場合、そのリスクは原
発廃止するリスクを大きく上回る事は明白です。

３．日本は原発や核に依存した社会から脱却し、新しい社会をつくる必要がある。
原発事故が起こる前から日本の経済は疲弊し、社会全体に閉塞感が漂っていました。原発があろうとなかろうと、エネルギーが足りていようと、そもそも経済第一の社会は既に行き詰っていた
のです。この期に及んで、事故前と同じ状況に戻したとしても明るい未来は築き得ません。そもそも資源に乏しい我が国で、重工業や製造業に頼った経済活動には限界があります。経済などと
いう実態の不明瞭なものでなく、一次産業に本格的に取り組み国際社会において新たな社会の在り方を提言する立場になるべきです。そして我が国は本当の意味で自立した国家になる為に、
今こそ国民総動員で知恵を絞って原発・核に依存しない国家の在り方を考えるときであると考えます。

４．本当に人間らしい生活を送るために原発は廃止すべきである。
自分自身及び家族が今回の事故の被災者になっていたら、と本気で考えてほしいです。今回の事故が原因で亡くなった人はいないという発言がありましたが、土地を奪われ、生活の基盤を失
い健康の不安を抱えて一生を送る人は数多く存在し、環境も取り返しがつかないほど大きく汚染されました。それを思えば今後も原発に頼ったエネルギー政策を続けていこうという判断にはなら
ないはずです。経済云々、数字云々、国際社会の力関係云々の話でなく、もっと単純に人間としての良心に従った判断をしてほしいのです。そうすれば自ずと原発ゼロという答えが見えてくるは
ずです。今まで色々な反対や経済的負担や効率の悪さを無視して原発推進をゴリ押ししてきた実績があるのですから、新しいエネルギー政策を立て実行する事なんてはっきりいって簡単なは
ずです。

１．近隣の反日国家が核武装していることについて、我が国政府はあまりにも
　　無策で有る。これら核武装国家に対する抑止力として原発は必要不可欠で
　　ある。
２．原発ゼロになった場合、家庭の電気代は最大2.1倍に跳ね上がる。
３．地球環境産業技術研究機構(RITE)の試算によれば、GDPは自然対比(原発
　　維持した場合との比較)最大45兆円も減少する。
　　新エネルギーの研究開発はもちろん大切だが、太陽光発電や風力発電への
　　性急なシフトは国民への経済的負荷が過大になるばかりでなく、その不安
　　定性をカバーするために結果的に化石燃料への依存度を高め、我が国のエ
　　ネルギー安全保障を著しく損ねる恐れがある。
４．世界的には新興国の経済成長に伴う資源獲得競争の激化が見込まれる中、
　　資源小国の日本としては、高速増殖炉の実用化を視野に入れた原子力の活
　　用は依然、必要不可欠。
５．日本エネルギー経済研究所の試算によれば、原子力発電を全部止めて、全
　　てを火力で代替した場合、年間3.5兆円のコスト増になるとされている。
６．一般の標準家庭で月額1049円の値上げ、産業用電力に至っては36％の値
　　上げになる。工場の機械のほとんどは電気で動かしてる。その動力源のコ
　　ストが36％も高騰したら、日本企業の国際競争力は大幅に失われる。
７．原発事故を受けて放射能の恐ろしさが過度に強調されるのも、国防上のマ
　　イナスになる。
８．仮に中国や北朝鮮から核兵器で脅された場合、それだけで国民や政治指導
　　者の士気が萎えてしまって簡単に降参しかねない。
９．「脱原発」運動は、マスコミや一部の意図的な扇動者が作りだした「科学
　　　的根拠なき感情論」により、多くの人々が「大衆化」された運動であ
　　　る。
　　　既に原発敷地外では、誰も健康被害を受けないという「科学的見解」
　　　と、原発事故による死者はまだゼロであるという紛れもない「客観的事
　　　実」は揃ってる。
１０．多くの人々が扇動者に盲信追従する「大衆化」が進めば、日本において
　　　ナチスドイツのような「全体主義国家」すら発生しかねない。

　

40383 個人 無職 ６０代 男性 我が国にとって、原発は国防上も、エネルギー政策上
も必要不可欠である。



40391 個人 その他 ７０代 女性 原発0％に。 1 福島事故が収束していない。誰も責任とっていない。
2　日本は地震国である。
3　使用済み核燃料の処理ができていない。
4　いわゆる再生可能エネルギーの開発と促進で産業も衰えない。

40392 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発は全廃、0%にすべきである。今回の事故から明ら
かな様に、発電に使用する放射性物質の制御は、現
代の技術を持ってしても完全ではない。

原発は全廃、0%にすべきと考えます。また、全廃の時期は代替エネルギーが現在の発電総量をある程度余裕を持って賄えると見込めた時点で速やかに全ての原発停止及び廃炉へ向けての
作業に取りかかるのが良いと思います。原発全廃の理由は、今回の事故でも明らかなように、核物質制御の技術は完全なものではない、しかもこれからも完全とはならないからです。如何なる
ものにも完全というものはなく、必ず想定外や未知の要因は起こりうるもので、そういった場合、原発においてはどんなもの以上に多くの人、広い範囲にしかも何十年にも渡って悲惨な結果をも
たらすからです。これは明らかに国民の幸せを侵すもので、もし再度事故が起これば国力の減衰にも繋がると考えます。
1、原発は0%にする
2、時期は出来るだけ早く
3、理由は、核エネルギーを得るための核分裂の制御は、あらゆるものを想定すると完全ではない(どんなに電源車を用意しても全電源喪失の可能性は0にはならない)
4、事故が起こった場合、他の事故とは違い、甚大(複数の市町村に及ぶ範囲で数万人に被害が及び、何十年も被曝の不安に怯える)な被害がでる。
5、日本の技術を持ってすれば代替エネルギーは早い段階で開発、実行が可能

40393 個人 家事専
業

６０代 男性 原発ゼロシナリオで、直ちにお願いしたい。2030年ま
で現状を維持するような、危険極まりない行為は、国
民を故意に危険にさらしている。国民の為に最善の選
択をしなければならない政府において、許し難い行為
だ。

福島はまるで収束などしていない。コントロール不可能な状態なのはあきらかである。又、最近の原発関連の対応を見ていても、決して正しい措置をしていない。自然に抵抗などはできるわけも
無く、共存出来る国土に合ったエネルギー開発に税金を使って欲しい。健康な人がいて始めて成り立つ社会=国。原発再稼働、瓦礫の広域処理(焼却灰の埋めたて含む)や、汚染食品の流通、
狂気の沙汰である。冷静になって、自分の家族を見るように、考えて欲しい。

40394 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 2030年といわず出来るだけ早期に原発依存度ゼロを
達成することを希望します。３つのシナリオの中では
ゼロシナリオに賛成です。

昨年3月を境に地震も多く、いかに備えをしても今回のように(想定外)の災害は起こりうるもの。また核廃棄物の行方も定まらぬまま原発を動かし続けることは子孫に負担を残すことになるでしょ
う。第二の福島が起こらぬうちに原子力発電から撤退すべきです

40395 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 大飯原発停止と原発廃炉をお願いします。 今現在、日本で稼働している原発は二基。それでも日本の電力は
足りています。危険な原発を動かし続ける必要はありません。
再生可能エネルギーに転換し、安全に暮らせる日本にして下さい。
子どもたちへ、世界へ。それが私たち大人の責任と指名です。

40396 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ゼロシナリオを選ぶとCO2排出削減数値目標が0％と
されるが、ウランの核分裂自体はCO2を出さないがそ
れまでの過程で大量に出しているかを考えると脱原
発かつ100％再生可能エネルギーにむけた政策転換
を望む

出力100万KWの原発は、300万KWの電力を生み、電気として利用できるのは100万KWで、残りの200万KWは海に捨てています。毎秒70トンの海水を引き込んでその温度を７℃上げています。
魚が死んだり、赤潮などの原因は原発にもあると思います。原発はいりません。ゼロシナリオ以外は新たな原発を建設する計画になりますよね？どれだけ環境に悪い影響があるかを考え、再
生可能エネルギーの開発に力を入れてほしいです。当面は、CO2の排出を出来るだけ減らす火力発電の強化と燃料については石炭からCO2排出の少ない天然ガスへの燃料シフトを希望しま
す。

40397 個人 家事専
業

５０代 女性 絶対脱原発!！！！ ２０３０を待たずにシナリオ０を絶対に希望します。
政府と電力会社の関係性が不思議でたまりません。
どこかで一部の人が得しているのでしょうね！
日本は被曝国にもかかわらず、原発をすすめるなんてトンもない。
福島で事故を起こしてもまだ進める原発、とても信じられない・・・・
これ以上不幸になる人は必要ありません。

そして今健全な生活をしている私たちも、電気に頼っている生活を振り返る必要があると切実の感じます。例えば、毎日の掃除はたまにはホウキでしてはどうでしょう?　やってみると掃除機より
も隅のホコリが取れますよ。

自分でもできることからやってみましょう。

とにかくこれから生まれてくる子供たちの将来を考えるべきです。

40398 個人 その他 ６０代 男性 原発比率は０％とする。
これは、2030年を待たず、原発の再稼動をせずにそ
のまま廃炉にすべきです。

理由は
１、昨年3月の福島原発事故をみるとき、ひとたび事故が起きると、・人が近寄れない・住めない・事故原因を調べられない・今後どうなるかもわからない等、その酷さは想像を絶するものです。人
類と原発との共存は出来ません。

２、原発の使用済み燃料は、何万年も厳重な管理が必要なもの、無害化の技術もありません。まして運転すればその量が増えます。未来の子どもたちに膨大な危険を押し付けることは出来ま
せん。

３、地震国日本の進むべき方向は、原発を止めて自然エネルギーを大規模に取り入れること。一時的に不自由があっても、少し以前の生活に戻り事であり、日本人は出来ます。

４、野田総理の大飯原発再稼動表明のテレビ画像を見たとき、3月の福島原発爆発の映像と同じ恐怖を感じました。原発ゼロに今すぐ踏み出すべきです。

40399 個人 無職 ７０代 女性 ３つの選択肢の１、０％を選びます。 本当は２０３０年までに０％ではなく、即０％が希望です。なぜなら、今回の福島の原発事故でその恐ろしさを目の当たりにし、まだその収束までには膨大な時間と、被曝の犠牲が続くからです。
また、今まで稼働してきた原発の放射性廃棄物の処理方法も分からないまま、ごみはどんどん溜まっていきます。それは人類を破滅させる危険なゴミです。
この猛暑の中、停電は一度もありませんでした。これは節電だけで、電機は十分足りているということです。
危険極まりない原発を一日も早くやめて、自然エネルギーなどの代替エネルギーの開発、運用に真剣に取り組むべきです。

40400 個人 その他 ６０代 男性 原子力発電は即時停止、廃炉に向かうべきです。原
子力がなくても発電はできているし、電気がない時代
から人は生きてきました。放射能はすべての人を殺し
ます。未来の人に人の住める日本列島を残したい。

原子力発電を行うべき、と声高に言う人の論理は完全に破綻しています。エネルギーは必要でしょうが、無理なく得られるエネルギーで生活することを考えるべきで、人類がコントロールできな
い、生命を奪うことにまで手を出すべきでは有りません。福島の事故も全く収束とはほど遠い状態です。東京だって十分に被曝されている区域だと思います。
規制委員会の人選、規制できる人がいないのではないか、と思われます。原発は危ない、と事故の前から言っていた人たちが委員にならなければ規制はできません。
未来の人たちに安心して住める土地・豊かな自然の日本列島を残したいのです。



整理
番号

個人/
法人等

職業 年齢 性別 ご意見の概要 御意見及びその理由

40401 個人 その他 ６０代 女性 ゼロシナリオ ゼロシナリオ

40402 個人 その他 １０代以
下

男性 (1)ゼロシナリオを選択します。 僕たちに原発の無い未来をつくってください。

40403 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を選びます。 「原発ゼロシナリオ」を選びます。
即時ゼロをめざすべきです。
原発事故は、あらゆるいのちを危険にさらし、原子力が人類を死滅に至らせる恐ろしいエネルギーであることが明らかになりました。とくに未来を担うこどもたちの内部被曝の影響が計り知れま
せん。即時停止させ、即刻封鎖作業に入るべきです。
原発は、点検や稼働するだけでも、大量の被爆労働者を生み出します。30年かけてというのでは、命の犠牲を拡大させるだけです。
今すぐ、原発ゼロを実現するべく尽力すべきです。

40404 個人 法人等 ３０代 女性 原発は全廃にしてください。 地震の多い日本で、取り返しのつかない事故の恐れと隣り合わせで生活したり、手に負えない廃棄物の課題を先送りにしていくよりも、安心してその土地の空気を吸い、食べ物をたべ、水を飲
み、そんな単純で当たり前なことをし続けられる未来が欲しいです。

40405 個人 家事専
業

５０代 女性 原発依存０パーセント。脱原発を第一義にし、すべて
の原発を廃炉にする。

・原発の安全性については検証がされていない。その最たる結果がフクイチである。安全ではない原発は国民生活を脅かし、経済を疲弊させる。

・使用済み燃料処理の問題が解決されていない点に鑑み、既存の火力発電を中心にしつつ、
安定的に供給できる地熱エネルギーなどの研究を進めるべきである。

40406 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 ２０３０年の原発依存０％「ゼロシナリオ」に賛成しま
す。

３月１１日の東日本大震災の復興がなかなか進まない原因は、東京電力福島第一原発の崩壊に伴う放射能汚染です。地震だけであれば、今頃は家も仕事もなんとか軌道に乗り、また、どの人
も自宅での生活ができています。しかし、放射能汚染により、農業、酪農、漁業、商業などこれまでの自分の仕事を続けることができないばかりか、自分の家にもどることもできない人々がたくさ
んいます。日本のどこで地震が起きてもおかしくない状況の中、すぐにでも原発を停止させるべきです。そのことにより、電力量が減り、電気使用に制限がおきても、日本中が放射能に汚染せ
れ、健康を害し、みんなが生命存続の危機に陥り、いえ、日本消滅という状況になることと比べれば、どうってことありません。今こそ、真に何が大事なのか、大きな視点に立って、日本の国民、
日本の国土を守り、のちの子どもたちにきれいな日本を残していくことを第一に考えてもらいたいです。第二、第三の原発事故が起きる前に停止、廃止をお願いします。私たち国民（世論調査で
は国民の８割）は、原発廃止をしてくれるリーダーを求め、支持していきたいと思っています。

40407 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 脱原発(ゼロシナリオ)
即停止→廃炉へ

原発は、何かあってからでは全てが遅い。現に震災から1年以上経っても、ほとんど状況の改善が認められない。
多くの人の生活を奪い、何が経済？・・・自分が便利になれば他人が犠牲でいいのか！安全だ、必要だと言うなら東京に原発を作れ！と思う。
コストが安いとか温暖化対策を謳っているが、本当にそうなのか？
実際のコストのからくりや冷却の為に大量に海水を使用しているなど、隠されている部分もまだまだ多い。
全てを国民に公表して欲しい。

40408 個人 家事専
業

５０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を選択します。 子どもたちのため、みんなのため、絶対に原発はいりません。

即廃炉、再稼働大反対です。そのためには、3つの選択肢の中からは「原発ゼロシナリオ」しかありえません。

40409 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発は一旦事故を起こせば制御困難な場合があり、
その場合の被害は甚大なものとなる。原発に依存す
ることは一部の国民に回復不可能なリスクを負わせる
もので許容されるものでなく、(1)のゼロシナリオ以外
採り得ない。

原発は、いかに過酷事故対策を尽くしたとしても、「冷却できない」という状態に陥れば、今回の福島原発事故と同様の被害が生じうるのであって、この「冷却できない」という事態は、例えば直下
型地震の冷却系配管の破損等によっても容易に生じうる。
地震、津波等自然災害のメカニズム、予測等について、現在の科学技術では未だ全てが解明されているところではなく、結局事故の可能性を「０％」とすることはできない。
そして、原発事故の被害の甚大さは、長期間に亘り多くの人々に対する影響を生じるものであることをあらためて思い起こすべきである。福島県内においては、事故から１年以上が経過した今
でも、射性物質による強制避難という直接の損害だけでなく、福島に対する差別、福島に滞在する者の中での意見の相違による対立等、避難者、滞在者それぞれが様々な（心理的なものも含
む）苦しみを抱えて生活しているのである。放この点はいかに強調しても強調しすぎるということはない。
国としては、日本のあらゆる地域の住民に対して、このような十字架を二度と背負わせてはならないのであって、ゼロシナリオ以外は採り得ない。

40410 個人 自営業 ６０代 女性 原発は、停止し再稼働はしない。再生エネルギーへシ
フトを望みます。

原発のゴミの処理ができないのですから、稼働すればするほどに危険なゴミを増やし、次世代に残すだけ。省エネに、今の英知を結集すれば、経済への打撃を最小にして、かつ、再生エネル
ギーへのシフトが可能と考える。
再生エネルギーでの経済効果もある。
たとえ、一時期エネルギー不足が生じても、人間が処理できない原発は、福島県の沢山の人々の、この犠牲に対して、これまでの選択は間違っていたと謝り、脱原発へ舵をきるべきです。

40411 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 脱原発とこれからのエネルギーのありがたについて 危険な原発はやはり人類にとって大きな脅威であり、
ヒューマンエラーは絶対になくなるわけではない。
できるだけ早い段階的に原発をなくすと同時にエネルギーを平等に分ける制度を世界レベルで確立するのは重要だ

40412 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロシナリオに こんな大きな事故をおこしておいてもちろん解決もできていないのに原発を続ける事じたいおかしいと思います。どうせ値上げなら新エネルギー開発の為の値上げが良い。

原発ゼロシナリオに賛同です

40413 個人 無職 ２０代 男性 全原発の廃炉と安全の保証された発電を求めます。
生活レベルの維持より命の保護を前提に、電気だけ
でなく国民の生活を守って欲しい。そして、採用する方
法の安全が明白でも、押し付けず、信用に足る情報を
求めます。

上記の通り、原子力発電の中止と全原発の廃炉を求めます。理由としては当然ではありますが、あまりにも国民の命を脅かす危険性が高過ぎるという事が挙げられます。電気は確かに大事な
物ではありますが、生活に必要な一定量以上は最優先で扱うべき物ではなく、更に現状、いくら節電をする人が以前に比べて大幅に増えたといってもやはり、未だに無駄遣いは多く見られ、震
災以前の意識のまま、生活している人さえいる様に思えます。つまり、まだ節電の余地はかなり残されている訳です。いくら状況が多少安定したといえど、震災前の事を思い返せば容易に分か
る事ですが、安定や安全は十分に注意をしていかなければ、保持される物ではないのです。そして、原子力とはそれが生半可な意識や力で出来る物では到底ないはずです。何故なら長い間、
安全神話の唱えられていた原発は実際に事故を起こしてしまい、それによって我々の安全な生活をいとも簡単に奪ってしまったのですから。それ故に私は安全の保証された方法での発電を行
う事を求めます。本来、それが当たり前なのです。東電や政府の多くの人々は「原発は安全である」と未だに言います。一度、大きな失敗を犯してしまったあなた達が未だにその口でその様な事
を主張出来る事が信じられません。
一般国民にも、未だに安全を信じていたり、妥協策としての再稼働を支持する人間がいます。彼らは福島等の特に放射線被害の大きい地域に関するネット上などで流れる情報を根拠もなく、否
定したりする事まであります。
でも、現実を知っているのは実際にそこに住んでいる人のみであって、我々がデマだ何だと口出し出来る問題ではないのです。だからこそ、そこに住む人々の生の声を我々は勿論、国が、政府
が、受け止める事が出来なければなりません。何故ならそれがなければ外の人間には現状がどれだけ深刻か理解出来ないからです。理解さえ出来れば我々が目にした情報の違いで分断され
る事もなくなるでしょう。
そして、最後に改めていわせてもらいますが、生活レベルの維持よりも国民の命の保護が前提である事を改めて理解して頂きたいのです。この様な当然の事を改めてあなた達の様な立場の人
間に向けて発さなければならない時代が来てしまった事が本当に恥ずかしいです。本来ならそういった信条の下で震災以前からエネルギーだけでなく国民の生活を守って欲しかった。安心して
生活出来る環境を。
その為にも、上記の様に、例え、採用していく発電方法・エネルギー精製方法の安全が内部で分かりきっていても、一方的に決定を押し付けるのではなく、我々の信用に足るだけの関連するあ
らゆる情報の開示をして頂きたい。原発さえなければ、その様な事は造作もない事のはずでしょう。例えそうでなくともそれはあなた達の放棄出来ない「任務」であるはずです。

40414 個人 無職 ６０代 男性 即時原発ゼロ！再稼働反対！大飯原発即刻停止。そ
の上での再生可能エネルギーの活用と促進の政策希
望。エネルギーの地産地消を進めるためのコジェネ等
の推進。

理由は聞くまでもなく、福島原発事故の原因究明も終わってもいない中での大飯原発再稼働は許し難い暴挙です。しかも安全対策が十分でないだけでなく、破砕帯の懸念のあることにも充分な
配慮がされていない。これで安心して信頼して原発を稼働させられる訳などありません。もうしばらくは（いつくるかは分かりませんが）原発事故はないかもしれません。だからと言ってこのままの
原子力行政が良い訳などありません。今のエネルギー政策の間違い・破綻は明白なのだから新しい尺度、価値観で作り直さなければ、これだけの放射能事故の影響で苦しんでいる福島の皆さ
んに何と申し開きができるというのでしょうか。

40415 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 3つの選択肢の中でシナリオ3の2030年の原子力比率
20～25％を支持します。

理由は以下の通り。
・20年程度で再生可能エネルギーが原子力に置き換わるとは到底考えられない。
・万一出来たとしても、電気料金は2倍以上となり、産業の空洞化を招き、社会的弱者の生活は困窮し、社会が不安定となる。
・出来なかった場合は、化石エネルギー依存度が高まり、地球温暖化や中東情勢に日本の生命線が握られる。
以上のように、これまでの日本の原子力政策は、シビアアクシデントを考慮しなかったことを除き間違ってはいなかった。福島教訓をしっかり反省し、安全な原子力を確立することを大前提に、原
子力は日本のエネルギーの中心に位置づける必要がある。また、純国産エネルギーとして扱う事の出来るPu利用も核燃料サイクルは国家100年の計として継続しなくてはならない。核非保有
国で唯一再処理を認められている日本が頑張らなくては、資源を持たない国がうかばれることは無い。一度放棄したら、これまで築いてきた技術は一瞬にして消えてしまう。絶対放棄してはなら
ない。日本人はかつての石油ショックを忘れてしまったのか。自分たちの、子、孫の職がなくなっても良いのか。日本が、二流の国になり、周辺諸国から馬鹿にされても良いのか。その為にも、原
子力は最低でも震災前程度の比率を継続する必要がある。
以上

40416 個人 その他 ３０代 男性 原発はいりません
代替エネルギーの育成と一層の省エネを

原発について
すぐには原発を廃止できなくと将来は原発を使わないでください。
安全を確保できないような原発は稼働させないでください。
すでに稼働しているものは、今度発足すると言われる規制省庁の元で再点検、
併せて国際機関の監察を厳格にし、国際ルールを日本が主導して再作成、今の原発に対しても新たに適応を。

今後のエネルギーについて
代替エネルギーを早期に育成し、省エネも進めていく。
そのための負担もできる範囲で受け入れます。

そして原発はできる限り早く廃止してください。

40418 個人 法人等 ４０代 男性 2030年をまたずに1日も早く、すべての原発を廃炉に
すること。原発から脱却し、太陽光や水力、風力、地
熱発電など再生可能エネルギーへの切り替えを中心
に位置づけたエネルギー政策を策定すること。

(1)福島原発事故の最大の教訓は、一度事故が起これば、事故を収束させる術すら確立していないことが明らかになった。また日本は、世界に例を見ない地震国であり、大飯原発など活断層の
上にある原発も少なくないとの指摘もされており、大地震が起これば福島原発事故を繰り返す可能性は、少なくないと言わざるを得ない。
さらに、使用済核燃料、いわゆる「核のゴミ」の最終処理の技術も未確立で、原発の稼働は被ばくのリスクを高めることに他ならない。
つまり原子力の安全確保と将来リスクの低減という考え方は、両立不可能な命題であり、根本的な誤りである。そのような命題を立てること自体が、エネルギーを原子力にたより続けようと考え
と言わざるを得ない。
　老朽化した原発を順次廃止するだけでも2030年時点での原発依存率は10％以下になるにもかかわらず、20～25%、15％の選択肢を用意したことは、「中長期的には原発依存度を可能な限り
減らす」という方針にも矛盾する。

(2)原発依存のエネルギー政策からの撤退を決断し、「核とて人類は共存できない」との立場に立った施策を進めるべきだと考える。
原発廃止への段階的プロセスは、(1)新規原発については、建設を中止すること、(2)運転を中止している原発については廃炉にすることであり、2030年ではなく、計画的に1日も早くすべての原
発を廃炉にすることを決定すべきである。
この夏の関西電力管内の電気需要はピーク時であっても原発なしで十分賄えることがはっきりした。今の日本は原発なしでも十分に電気を供給できるのであり、もう危険な原発なしでもエネル
ギー供給は可能。即刻原発を停止し廃炉にしなさい。

ちなみに、
私は、デモに参加したことはありません。
右にも左にも偏りはありません。
自然愛護主義でも、動物愛護主義でもない、なんのこだわりもない人間です。
そんな人間が、当たり前のように、こんな風に考えています。

原発を稼働するようになって半世紀たらず。
東日本大震災があったことで
原発はこんなにももろく、リスクが大きいことが
少なくとも日本人全てが理解しました。

たった半世紀でそれが分かったのです。

こんな事態になったのなら、もう原発は稼働すべきではない。
人類が進化するということは、そういう選択だと思います。
フリーエネルギーが存在するという話も以前から知っております。
これからの時代には、フリーエネルギーを利用する世界になっていくはずです。

また、震災があって、
人類は自然と折り合いをつけて生きていかなければならないのだと
強く感じています。
原発は、あまりにも地球に対して借りを作りすぎです。
地球は本当に生きています。
生命力を携えています。
原発は、地球に対して負担が大きすぎます。

そして日本人とは、世界において
尊敬されるために存在する民族だと思います。
日本人は、他の民族には無いスピリットを携えていると思います。
日本人の決断は、世界を動かすと信じています。
だからこそ、同じことを繰り返すという、仕様のない決断ではなく
世界全体をより良い方向へ導く決断をして欲しいと思っています。

40417 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロになることを希望します。



40419 個人 パート・
アルバイ
ト

６０代 女性 原発依存度について、できるだけ早い時期にゼロを希
望する。再生可能エネルギーを見直す。例えば各家
庭に太陽光発電を設置すれば、少なくとも、生活に必
要な電力は自給できる。設置コストの補助を。

(1)原発の依存度について。
　依存度ゼロを希望する。原発の存続はどう考えても無理である。地理的な問題、使用済み核燃料の処分問題、安全神話の崩壊、原発施設からの排水による環境破壊、働く人たちの健康被
害、など不安材料は明らかである。

(2)再生可能エネルギーについて。
　この頃、どこへ行っても、各家庭の屋根を見上げている。太陽光発電パネルが設置されているかどうか気にかかっている。真夏の太陽が輝いている時など、光り輝く屋根瓦が巨大なエネル
ギーのかたまりのように見える。ああー、もったいないと思ってしまう。この太陽光を利用し、少なくとも各家庭において電力の自給自足が可能ではないか。
　我が家の場合を考えてみる。パネル設置に適した勾配の緩やかな屋根が、南に向かって広がっている。夏の昼下がり、その上に足を置いてみる。とてもはだしでは歩けない。
　ここに太陽光パネルを設置すれば、この発電だけで我が家はやっていけるだろうか。
　我が家は二人暮しである。年間の電気料をざっと見てみる。一番多い月は一月で、５２９９円である。夏場の七月は３２４０円であった。エアコンは使っていない。テレビは一台しかない。
　この消費電力であれば、太陽光発電だけでまかなえるのではないか。

(3)エネルギー転換の時間とコスト
　我が家は、築４０年の古家である。屋根の葺き替えが必要なときになっている。この機会に太陽光発電を考えている。電力の自給自足もできそうである。
　しかし、実行まで行かない。私たちはすでに６０歳を超えている。そのよさも十分に納得し、設置意欲もある。費用の高さや元が取れるまで２０年はかかるなど言われてしまうと、ついつい足踏
みをしてしまう。
　我が家のような例は多い。一番の問題は言うまでもなく設置コストである。導入の際、補助金を増やしてほしい。原発マネーとして地方に流れていた多額の交付金を見直してほしい。何軒分の
屋根に太陽光発電装置が設置可能になるだろうか。
　大規模な発電施設も必要だが、まずは手軽なそしてすぐに利用できる各家庭の屋根を見直してもらいたい。
　「日本の戸建住宅は約２７００万戸、太陽光発電を設置済みはまだ１００万戸余りと言われている」(毎日新聞朝刊８月６日社説)
　すでに自治体により特定の地域や場所を指定して集中設備が始まっている。それでも、まだまだ各家庭の屋根には余裕がある。こんな便利なところはない。もう一押し、電気の自給自足は各
家庭から、小さいところから始めてはいかがだろうか。
　とにかく、まず一年間、試してみる。やってみる。その結果をもとに再考する。喜んでモニターになります。いつでも協力いたします。

40420 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 採掘の段階から健康被害を出す原発はあとの世代に
大きな負債を背負わせることになります。
一人の母親として、絶対に原発は廃止することを要請
します。

  

具体的に私たちは以下を要求します：
?直ちに原子炉再稼働をやめさせる
?積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
?再生可能エネルギーの生産を加速させる
?発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
?石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

まともなものにはコストがかかります。
まともで自然にも人体にも害のないエネルギーの開発こそ今コストをかけるべきことだと考えます。

40421 個人 自営業 ５０代 男性 全　原発の廃炉　０％　を望む エネルギー選択で　原発は０％にすべき　全く必要ない　東北に被曝民を避難もさせず　十分な補償もしない無慈悲な対応に憤りを感じる。国民を犠牲にしてまで原発を存続させる理由など　ど
こにも無い。
現在も遮蔽の石棺すら建設されず大気圏に放射能を拡散し続けるという恐ろしい状態が継続している　国は全力を揚げて最優先に取り組むべきではないのか
国防上も非常に危険　原子炉を爆撃されたらそれだけで日本は壊滅する　核兵器保有などは全く意味を成さない　弱点をさらけ出すだけだ　国民を不幸にするだけの原発　および核関連事業
は全て廃止すべきだ　さもないと国民が死滅してしまう　政府はもっと真剣に考えろ

40422 個人 その他 ５０代 女性 脱原発。現在稼働中の原発の停止。人々の意見を反
映したエネルギー政策を。

・脱原発：原子力技術自体が、核廃棄物処理を含め根本的な解決がなく危険な上、未来に危険物を先送りするものである。自然環境全般や人々の生活を危険にさらすこの技術は、人間の能力
を超えている。その上、地震国である日本（活断層の可能性があるのに稼働させているだけでなく、諸処の災害への対応もなされていないのに稼働させていることは問題）、福島の事故への収
束も人々への補償も、検証も反省も対応も充分なされていない（本質的になされえないほどの人災であることがまず問題、その上に誠意のある対応がなされていない）、福島第一事故から学ば
ないまま原発再稼働や国外への原発輸出をしている（根本的に人類にとって身の丈を超えている技術である上、とりわけ日本においては政府も電力会社も専門家も原発事故の対応を見れば
明らかなように理解も対応もできていない）。
・民主主義が機能していない。国民の多くが脱原発を志向している現在、それを反映しないまま動いている政治に対して、システムおよび決断を再検討すべき。
・情報ネットワークの発達とともに人々が自ら複数の情報を得て検討し意見をいう時代になっている。既存の近代を中心とした一方的な政治体勢やマスメディアベースのシステムから、個々人が
責任をもって発言し討議が可能な状況に（個人のリテラシーも技術的にも）なっている。そのような状況をしっかり受けとめていただきたい。

40423 個人 学生 ２０代 女性 原発はいらない。 原発がなくても生活が成り立つ世界であってほしい。

40424 個人 その他 ６０代 男性 2030年まで待たずに、原発比率をゼロを現時点より実
施する。大飯原発3、4号機の再再稼働は直ちに止
め、現存全ての原発を直ちに廃炉にする。

（１）概要で「原発事故の甚大な被害や地震国の現実を直視し、 徹底した安全対策の強化によってリスクを最小化する」と述べているが、福島原発の最大の教訓は、「原発事故が一度発生する
と、それを制御することが不可能である」ということである。この教訓を踏まえ､現存する原発を廃炉にすること、即ち「原発ゼロ」を現在より実行すべきである。
（２）エネルギーの需要・供給に関する経産省の最新のエネルギー白書は、石油、石炭、水力、天然ガスほか地熱などの新エネルギーの総量が国内需要を、ここ10年を見ても、十分に上回って
いいることが分かる。需要と供給の関係を見ても、原発は必要ないことが分かる。これは『原発ゼロ」は、現在でも実行できることを示している。
（３）野田首相は、大飯原発の再稼働に当たって、「福島を襲ったような地震・津波が起こっても、事故を防止できる」さらに「全ての電源が失われるような事態においても、炉心損傷に至らないこ
とが確認されている」と断言している。しかし、この根拠として、30項目の案園基準を上げているが、今､福島を襲った規模の地震や地震にはこの基準は対応していないことは明らかだ。国土全
体が地震帯に重なる日本では、大地震がいつ、どこで起こっても不思議ではない。福島で起こったような原発事故を再び起こさないために、取るべき道は、唯一、「全発ゼロ」を直ちに実行するこ
とである。
（４）福島原発事故はいまだに収束せず、その被害は福島県民をはじめ日本社会に深刻な影響を与え続けている。福島原発事故の除染、賠償、子どもたちの健康を守り、地域を再生させるため
の見通しと責任すら果たそうとしない政府が、ふたたび原発を稼働し、原発固執の道につきすすもうとすることは犯罪行為といえよう。大飯原発を止め、「原発ゼロ」を直ちに実行することを選択
すべきである。
（５）現存する原発を廃炉にすることによって、原発で働く人の労働と雇用が確保できる。雇用の確保を、原発の継続に求めてはならない。
（６）「原発ゼロ」を現在よりすすめれば、使用済み核燃料の再処理を行う必要もなく、未完成な技術による再処理過程で生じる過酷な事故を未然に防止できる。しかし、数十万年にわたって使用
済み核燃料の管理・保管が必要であり、この分野の技術の開発は全力を挙げて進めねばならない。
（７）今後のエネルギー源として、太陽光、風力、潮力、地熱などの自然エネルギーを本格的に利用すべきである。環境庁は、それらのエネルギー資産量を20億キロワットと試算している。これ
は、日本にある発電設備の発電能力の10倍に相当する。この技術を開発し応用することは、「原発ゼロ」の元で化石燃料にたよる発電から脱却でき、炭酸ガスの排出を減少させることのもつな
がり、世界の範となる事業なのである。この湯女技術開発をとおして、世界のリーダーとなるべきである。

40425 個人 その他 ６０代 男性 ゼロシナリオで完全廃炉 ゼロシナリオを支持しますが、2030年ではなく、
今日、今からでも全ての原発をとめて廃炉にしてください。原発を動かそうとしている人たちは責任を持つと言うが、何かあったとき、1人の人間がどうこうできる問題ではないのは子供でもわかり
ますよね。どうしたら責任を持つというような本当に無責任な事が言えるのでしょうか。日本をどうするつもりなんですか。滅ぼしたいのですか？
今すぐ全ての原発をとめて廃炉へ。

40426 個人 その他 ６０代 女性 原発　０パーセントシナリオを選択します。今すぐ、そ
して2030年もです。

原子力の電気は要りません。電力会社の経営破綻を防ぐための再稼働はやめること。

　国民の被爆をこれ以上拡大しないで下さい。地震大国である事実に沿ったエネルギー政策を

考えるのが第一です。０パーセント以外のシナリオは国民は選びません。

40427 個人 自営業 ５０代 女性 原発ゼロシナリオを求めます。 原発での労働は、他の発電方法に比べて過酷で危険だと思います。
そのような人たちの労働の犠牲の上にしか成り立たないような電力は使いたくありません。
私たちは、消費する商品に対して、それらがどのように生産されたかについて、知る権利とそれを選ぶ権利があります。
原発現場での労働について今後改善すると電力会社等が約束したとしても、今までの電力会社や政府の対応から、それを信用する事は到底出来ません。
廃炉に向けても過酷で危険な現場での作業は必要なわけですから、そのような仕事は今後最低限にする、つまり原発ゼロシナリオを選択するという決定と実行を求めます。
また、このような「労働の安全」と同時に「食の安全」のためにも、さらなる省エネルギー対策と、原発以外の発電方法の積極的な推進を求めます。

40428 個人 その他 ３０代 女性 原子力エネルギーゼロへ、太陽光などの再生可能で
安全な自然エネルギーだけで、日本の電気量をすべ
て賄えるようにしていきたい。

経済にとってではなく、人間にとって良いと思われる当たり前の選択をしたいです。生きているのは経済ではなく、人間だからです。

40429 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロシナリオを指示します。
安心安全な社会を目指し、省エネ・自然エネルギー大
国を目指してください。

原発ゼロシナリオを指示します。
未来の子供たちへ負の遺産を残すわけにはいきません。
また事故が起これば、日本のみならず地球全体が
とりかえしのつかない事態になります。
原爆、原発事故を経験した日本が世界をリードし、
省エネ・自然エネルギーを普及させてほしいと思います。

40430 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ３選択肢における再生エネ導入の条件は非現実的な
点、化石燃料比率低減は不可欠である点を踏まえ、
安定的出力が可能で資源確保のしやすさ、ＣＯ２排出
の少ない原子力発電比率を２０～２５％とすべきであ
る。

　再生可能エネルギーの利用拡大は、バランスのとれたエネルギー源の多様化の観点から重要である。
　しかしながら、自然条件に大きく依存する特性をもつ再生可能エネルギーを過大評価したりすべきではない。３選択肢における再生エネルギー導入の条件やそれをベースとする目標は、現実
的な数字とは考えにくい。
　例えば、１０％や２０～２０％シナリオのもとでさえ、太陽光発電を１０００万戸に設置し、ましてや０％シナリオでは１２００万戸に設置という計画は、国民への負担が大きすぎる。風力発電につ
いても、東京都の１．６倍、２．２倍という面積を必要とするなど、物理的な用地確保の難しさに加え系統対策などで大きな不確実性や経済負担を課することは明白である。
　しかも、これらの再生可能エネルギーは、天候に大きく依存し安定した供給が保証されているわけではない。再生可能エネルギーでの発電が行われていない分のバックアップは化石燃料発
電に頼ることになる。そのため、海外からの化石燃料調達コストやＣＯ２排出の増加など、わが国が取るべきエネルギー安全保障の強化と地球温暖化対策の実行に逆行するものである。０％シ
ナリオでは、火力が２０１０年実績より大きい６５％シェアという数値が示されており、バランスのとれたエネルギー源の多様化の観点からは大きな問題である。ほとんどの原子力発電所が運転
停止している現状で化石燃料調達に要する費用は年間３兆円とも試算されている。このように巨額の国富が海外流出すること、さらに今後、経済成長を加速させる人口の大きい国々が化石エ
ネルギー資源確保に走ることで、従来わが国が調達できていたレベルでの調達が困難になることは十分に予想される。
　上記を踏まえ、安定的出力が可能で資源の確保しやすさ、運転時にＣＯ２排出を伴わない特性を考えると、２０３０年時点での原子力発電比率を２０～２５％とすべきである。

40431 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発０％にし、自然エネルギーを100％活用すべきで
ある。

全国の原発を直ぐに止め廃炉にすべきである。現在の技術では、原発事故を防ぐことはできない。また事故が起きた時でも福島の原発のようにいまだに事故解明ができていない。にもかかわら
ず、大飯原発を再稼働することは考えられない。今同じような事故がおきたら政府はどう対応するのだろうか？精神論だけでは無理でしょう！誰も事故をコントロールすることはできない。また原
発のゴミ処理も決まっていない。この処分に危険でコストがかかる。原発を廃炉にしても永遠にコストがかかり、結局国民の税金で賄うことになる。　同じ税金を使うならより安全でクリーンな自然
エネルギーを今後は100％すべきだ。そのため国民皆で生活を見直しすべきところは見直しをして自然エネルギーに変換すべきだ。自然エネルギーを活用することで、町の活性化や、職を創設
できるのではないか！ぜひ実施して欲しい。国民一人一人が頑張れば必ず実現できます。

40432 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原発０％を選択します。 福島第１原子力発電所4号機の燃料棒1535本が再度東日本、関東地方を襲えば、この燃料棒冷却プールが崩壊します。この崩壊により、これら燃料棒は、チェイノブイリ事故が発生した放射能
の85倍の死の灰を生み出すことを意味します。
日本政府は早急に蛮勇をふるい、事故の事後処理のために早急な国際的技術協力を得られる措置を講ずることを強く求めます。
日本国の立法府、行政府、司法府の三権力の一致協力のもと、日本のみならず世界の存続のため、放射能の大惨禍の危険性を未然に防ぎ、その発生可能性をゼロ化する一歩を勇気をもって
踏み出すことを求めます。

また、原発０％となれば、六ヶ所村再処理工場、高速増殖炉もんじゅは不要となります。

国民の良識、良心の選択は、国を安全へと導きます。

国の為政者が正しき選択をされることを祈ります。

40433 個人 家事専
業

４０代 女性 原発はいらない。原発はできる限り早くゼロにする。停
止した原発は完全廃炉に。

どんなものでも事故は起こります。原発は事故が起こったら何代にもわたって影響が出て取り返しがつきません。そんな危険なものはいりません。原発がなかったら今のような便利な生活がで
きないというのならそれでもいいです。電気代が上がるというのならそれでもいいです。私たちは次世代に命をつないでいかなければならない使命があります。命の元を傷つける原発はいりませ
ん。地震の多い日本で、次にいつどこの原発が壊れるのかおびえながら暮らすのはまっぴらです。20年、30年などとのんきなことを言っている場合ではなく、即刻全ての原発を停止し、廃炉作業
に入るべきです。

40434 個人 自営業 ５０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を支持します。
2030年と言わず、可能な限り早い時期に原発ゼロを。

昨年の3/11まで原発で事故が起きなかったのは安全対策がしっかりしていたのではなく、たまたまそれまで深刻な事故が起きなかったにすぎない。
東京電力福島第一原子力発電所ではかねてより大地震が起こり10Mをはるかに超える大津波が来る可能性や、全交流電源喪失の危険性が指摘されてきたし、福島県議会でも取り上げられ
た。しかし、莫大な費用がかかるという経済性を優先して安全対策を怠ってきた。対策がなされていればあそこまでのシビアアクシデントにはならかったかもしれない。
事故が起きてからの東京電力および他の電力会社経営者、原子力発電関係者の発言や対応を見ていると、事故を過小評価し、全く反省の様子が見えず、利権を守ろうとしているだけである。
こんな人達に事故が起きれば非常に危険な原発を任せることは到底できない。
ドイツなど原発ゼロへむけ、大きく舵を切った国があるにもかかわらず、事故を起こした当事者である日本がこのまま原発を推進することは言語道断であり、世界に対して恥を晒しているのであ
る。
電気のロスをなくし、無駄に捨てている熱を有効に利用していくことで省エネを大幅に進めること、石炭利用を減らすこと、電力システムの構造を分散型地域エネルギーへとシフトさせていくこと、
電力自由化や発送電分離を進めること、それらによって大幅にクリーンエネルギーを増やすことが可能である。
日本は世界に対して見本となるような省エネ国家、クリーンエネルギー国家を目指すべきである。

40435 個人 法人等 ６０代 男性 できる限り早く原発依存度０％になるようめざすべき。
使用済核燃料の保管のコスト、事故時の膨大なコスト
を考えても、原子力発電は、経済発展の足かせとな
る。

できる限り早く原発依存度０％になるようめざすべき。原発をやめると電気代が高くなるという言い方はおかしい。使用済核燃料の再利用が１００％になるにはほど遠い現在、使用済燃料がたま
り続け、のちの世代へやっかいなもののつけをまわすことになっている。その保管コストも高くなるばかり、そのコストを電気代で負担することになる。事故が一度起きるだけでもその処理や補償
に必要なコストは膨大である。

40436 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、未来の日本、世
界が安全なことを考えたものではありません。原子力
エネルギーへの依存を直ちに?終了させる、より踏み
込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの再提案を求
めます。

福島第一原発の事故の真の終息、原因解明がなされていないうちに、原子力エネルギーの恩恵を受けることは、民の安全を軽んじるばかりでなく、命ありきのひとの営みを無視したことになる
からです。
私は具体的に以下の要望を望んでいます。

１：直ちに原子炉再稼働をやめさせる
２：積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
３：再生可能エネルギーの生産を加速させる
４：発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
５：石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

踏み込んだエネルギー計画の提案をして下さい。理由もなく、納得なしの計画案は反発を招くだけです。無理を可能にする努力をして下さい。
真摯な姿勢を望みます。

40437 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 安全面及び国際競争力維持の面より、電力の安定し
た供給を必要とする化学産業としては、信頼できるエ
ネルギーミックスが必要であり、今回提示された３つ
の選択肢の中では、｢２０～２５シナリオ｣を選ぶ。

化学産業は、化学反応をベースに２４時間連続操業を行っており、化学反応の制御及び管理といったプラント（工場）の安全確保のためには、安定的な電力供給が必要不可欠である。今回の３
つのシナリオでは、原発依存度を可能な限り減らすことを背景に、再生可能エネルギー比率が２５～３５％と大きく設定されており、即ち、発電量が気候に左右されるリスクが高くなっている。こ
のような不安定な電力供給は、操業の安全に拘わる重大な問題であり、また、安定品質を維持できない懸念がある。



40438 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力発電所は即停止すべきです 廃棄物の処理が出来ない。万が一事故が起こった場合の対応策がない。

40439 個人 自営業 ５０代 男性 2030年時点の原発依存度を基準に用意されたシナリ
オからは、「ゼロシナリオ」を選択・支持します。

パブリックコメントで用意された３つのシナリオからは、「ゼロシナリオ」を選択・支持します。ただしそれだけでは充分でなく、さらに、2030年よりもなるべく早期の原発比率ゼロ実現、核燃料サイク
ル政策の中止と、全ての核燃料発電施設の廃炉および使用済核燃料の直接処分を求めます。

40440 個人 その他 ５０代 女性 原発は必要ありません。断固いりません。０％です。 日本は地震が多く大変危険です。そして人間の能力で地震も、原発も制御できません。福島の事故がその実例です。
これ以上、原発を推進、または維持する前に、福島の事故の収束と今も危険にさらされている国民すべてに保障を。
東京電力は許せません。そして今も何も出来ないでいる国に対しても、憤りを感じています。

40441 個人 パート・
アルバイ

３０代 女性 原発ゼロでお願いします 利権だけ優先していって結局地球がなくなったら意味ないでしょう？

40442 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ・エネルギー問題や国防など、国の根幹に係わる事
項を政争の具にしてよいのか。何が政治主導だ。政
治家はこうした国の根幹に係わる諸問題に国益を損
なわないように粛々と取り組んで欲しいものだ。

・今の政治に腹が立つ。エネルギー問題や国防について無責任にも程がある。
・今の政治家は選挙だけしか見えてない。こんなクソボロ政治家ばかりで我々日本国民は大変不幸だ。
・今の政治家は、この素晴らしい日本国をどうするつもりだ。数少ない骨のある政治家達よ頼むから日本国民の生命と国土と資産を守ってくれ。

40443 個人 自営業 ３０代 男性 原発は即時停止し、再稼働させないでください。ゼロ
シナリオを希望します

原発と一緒につくる未来は考えられないし、考える必要もない。すべての情報をオープンにし、原発がなくても豊かな社会をつくるために歩んでいきたい。

40444 個人 自営業 ３０代 男性 1 ゼロシナリオを選択します。 1 ゼロシナリオを選択したのは、やはり今回の福島第一原子力発電所の事故がとても恐怖に感じているからです。今でも怖くてたまりません。電気は必要ですが、少しづつみんなで使用量を減
らし、急激な自然エネルギーに変化できなくとも、そちらの方向へ進んでほしいと願います。

40445 個人 自営業 ３０代 男性 原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、より
踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求め
ます。

具体的に私たちは以下を要求します

・直ちに原子炉再稼働をやめさせる
・積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
・再生可能エネルギーの生産を加速させる
・発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
・石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

40446 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発問題、２０３０年の原発比率について 私は岐阜在住ですので首相官邸にデモに参加する事は難しく、このパブリックコメントを書かせて頂きます。

２０３０年の原発比率をどうか０になるようにしてください。

私はまだ結婚しておりません、子どももおりません。しかし、将来家族を作りたいと思っており、自分の家族ができた時、この原発問題を抱えたまま生活する不安があってほしくありません。
また、私の両親、兄弟、友人、全ての人達が安心してくらせる社会であって欲しいと願っております。
国民１人１人の生活を保護し、命を守るのが国であり、私どもも国の健全な体制づくりに参加する義務があると思います。

国民と政治家とのひずみがここ最近取り上げられておりますが、我々個々に責任があると思っております。これまで、国民がこういった声を上げなかった事、政治家の方々に概ねあらゆる決定
をゆだねあぐらをかいていた事、国を動かす方々が国の為にと思われて行ってこられた事を理解／反対しようとする姿勢に掛けていた事、大きなひずみができてしまいました。このひずみは少
しづつ話し合いによって修正していかなければいけない、今がその時だと思います。
政治家の方の個人的な私利私欲もあると思われますが、それは横においておいてください。人間ですから仕方ありませんが、今はそれをみせる時ではありません。

どうか、話し合いの機会をもうけてください。
私たちの声に耳を傾け、そちらの声をわれわれに説明してください。

細かな理由付け、理論はいりません、シンプルに考えてください。

”原発は日本にはいりません、あってほしくありません”
私自身がこの事実に気づかず、日本国民として自責の念にかられております。
どうか、この声を聞いてください。

御一読頂きまして、ありがとうございました。
日本国民の為の真の政治活動、応援しております。

40447 個人 自営業 ７０代 男性 ゼロ％シナリオを選択すべきです。 ゼロ％シナリオを選択します。
１．使用済み燃料の処分法も決まらないのだから、原発に依存するエネルギー政策は選択の余地がない。
２．原発のコストが安いと言うのも神話に過ぎない。
　　福島第一原発の終息・廃炉・除染だけを考慮するだけでも原発という選択肢はない。
３．原発の再稼働を容認した福井県でも、使用済み燃料の保管は県外を主張している。
　　使用済み燃料の貯蔵施設の目途がつかない。＝原発ゼロ以外選択肢はない。

40448 個人 学生 １０代以
下

男性 原子力発電、及び関連施設の全廃止を求めます。 あなた達も今この瞬間、被曝しているんです。どうして命より、原発関連のお金が大事なんですか？そんなに僕ら国民を殺したいんですか？未だに国ぐるみで情報を隠蔽するとか、信じられな
いです。日本を自分達で壊して汚してどうするんですか。死ぬんですよ。そして、今後子供の僕達はあなた達に殺されます。数年後、奇形や被曝者で溢れかえった日本を作るのもあなた達の責
任です。やめてください。人殺し。

40449 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ３０年後に０％でなく。すぐに０％にすべきである。 原発はすべて即刻停止する。数年化石燃料に依存してもしかたない。原発に使っていた予算をとにかく自然エネルギーなどの開発費にまわす。とにかくこれ以上稼働させず、決して新設しな
い。

40450 個人 自営業 ３０代 女性 原発０％を希望します。 福島の事故から、現実を学びました。
核のゴミの行き先すら決まっていないもの、人間の手でコントロール出来ないものを扱うのは間違ったことだと思います。
正しい現実が報道されないこともおかしいです。
お金の動き方も尋常ではありません。
未来のために、この世代でエネルギー転換をすることは、福島の事故後は義務になったと思います。
世界的になくすべきだと思いますが、少なくとも地震が起きる日本では早急に廃炉への道筋を考えるべきです。そのリーダーシップをとって、新たなエネルギー世界のモデルになることが今なら
できると思います。
失ったもののために、今動くことです。
国民の声をきちんと聞いて下さい。

40451 個人 自営業 ３０代 女性 2030年までに原発依存はゼロにすべきです。 2030年までに原発依存はゼロにすべきです。
原発をなくすことによって経済的な負担が増えるということが時々主張されています。しかし、たとえ原発を使用することの方が負担が少なかったとしても、原発を使用していれば身体的被害、精
神的な不安、１０万年も続く廃棄物処理、は絶対に避けることはできません。月々の負担が少し増えたとしても、安全・安心を買うことができるのなら、そうすべきです。
また、再生エネルギーと省エネルギーを推進した場合、短期的にはコストがかかると考えられますが、それに費やされたお金は国内への投資になります。新しい産業や雇用にもつながります。

40452 個人 自営業 ２０代 女性 ゼロシナリオ支持 原発は要りません。
他にもやりようがあるはずです。
不安に思うことの方が大きい原子力発電に反対します。

40453 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 女性 原発ゼロシナリオ ただちに原発をゼロに。
再生エネルギー、自然エネルギーの導入が現時点では
不十分であると感じる。
こんなにも危険と隣り合わせの発電方法を継続する意味はない。
何より福島で事故がおきてなお再び原発を再稼働する神経もわからない。
意見を求めると言いつつパブリックコメントを募集する期間の短さにも
疑問を感じる。
もんじゅや六ヶ所再処理工場などの核燃料サイクルも含めた原発の是非を問う国民投票をすべきだ。

40454 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 私は(1)のゼロシナリオを選択します。
東北の大地震まで原発での大事故が起きなかったの
が不思議です。
官庁は監督役割を果たさず、電力会社は無責任で適
当。
このままでは危ないと思います。

理由。
厳しく監督すべき官庁が、監督業務を怠っていて
今後も無責任な立場を継続しそうなこと。
インフラ企業は誠実であるべきと思いますが、
現在の電力会社は拝金主義で無責任で、安全対策にかけるべきお金を
社員の福利厚生や給与、役員報酬に回していること。
人の命がかかっている事に対して、真摯な姿勢が見られない事。

このような電力の安全供給に必要な両輪がガタガタの状態で
さらに原子力発電所の再稼働や新設を行おうとする日本政府は
信じられませんし、支持も出来ません。

私たちの先祖や先達が営々と作り、拓いてきた日本を
これからも守り、その日本に住む人達の幸せな人生を支えるのに
原子力発電所は必要ないです。
（学術的な研究は必要と思います）

40455 個人 その他 ５０代 女性 ●原発即時０　●順次廃炉に 原発を稼働しないとエネルギーが不足するというのはデマ。古い火力発電所の発電コストが高い、また廃炉にするとなると債務超過で破綻するというような電力会社の経営上の都合でそういっ
た情報操作が行われている。それに乗って電力会社を支えるような政策を打ち出すのは国民をなめている。

経済に関しても、原発を０にすると決め、新しい技術の開発・発展に力を注ぐべきである。廃炉にするとなれば、廃炉技術も必要になる。このままどっち付かずであれば、そういった技術者は海
外に逃げてしまう。そうならないうちにきちんと方針を打ち出すべきだ。

経済に関しては、国民生活の質の向上のためにも、雇用の８割を占める中小企業の活性化が重要である。原発産業は大企業を通し、広く浅く多くの人に関係はしているが、実際の国民生活の
質の向上には寄与していない。
これからの中小企業は大企業の下請けという立場ではなく、独自の新技術・新エネルギー開発にチャレンジするべき。日本の中小企業は今はまだ底力をもっている、その力をしっかり未来への
糧にするには、原発０という方向性を政策として明確に打ち出さなければいけない。

原発をやめることで電力会社破綻などの問題が出るなら、福島の事故に関する幹部への責任は厳しく追及しながらも、一般社員の雇用を守るために税金を投入するのはやむを得ないだろう。

40456 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 脱原発、ゼロシナリオを強く希望します。 脱原発することによって起こる雇用問題や再生エネルギー以降による経済的負担など様々な問題と比較しても、地震大国日本に予測不能な規模の大地震が起こる確率が高いとされているい
ま、脱原発の意志を即刻決定し、最大限早いタイミングでそれを実行すべきだと思います。



40458 個人 その他 ３０代 男性 原発は辞める
再生エネルギーの普及を

原発について
すぐには原発を廃止できなくと将来は原発を使わないでください。
安全を確保できないような原発は稼働させないでください。
すでに稼働しているものは、今度発足すると言われる規制省庁の元で再点検、
併せて国際機関の監察を厳格にし、国際ルールを日本が主導して再作成、今の原発に対しても新たに適応を。

今後のエネルギーについて
代替エネルギーを早期に育成し、省エネも進めていく。
そのための負担もできる範囲で受け入れます。

そして原発はできる限り早く廃止してください。

40459 個人 無職 ６０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます

そもそも放射性廃棄物処理のめどが立たない現状で
は、これ以上未来の世代に負担をかけるわけにはい
かない。まして、福島の惨事を見てしまったのだから、
これ以外の選択肢はない。

原発ゼロシナリオを選びます。

3,11は、原発とは何か、私たちに突き付けた事故だった。

原発はもはやいらない。この間、私たちは否応なく人間に起こる不幸を見てきた。故郷を追われ、職を失い、家族や地域が崩壊していくさま、放射能に晒される人々、特に子供たち。汚染された
野菜、肉、水、米などのすべて。

そもそも放射性廃棄物がどこでどのように処理されるのか、全く科学技術が確立されていない中で、これ以上原発を稼働させるのは、今さえよければよいという無責任さ以外の何物でもない。し
かも、被ばく労働無くして原発は成り立たない。

それを、地震国日本で５４基も持っていることの犯罪性を、私たちははっきりと自覚し、原発ゼロのシナリオを選ばなければなりません。

さしあたって今あるさまざまな小規模発電を組み合わせて電気を作る、一方今後新たな発電方法を開発すること、またより安全な廃炉方法を研究することを通して、世界をリードする新しい経済
活動を生み出してください。

40460 個人 その他 ４０代 男性 2030年に原発ゼロ。否、出来るだけ早く原発ゼロにす
る策を模索すべきである。(1)命(2)故郷（国）(3)原子力
発電によって齎される経済効果＝お金の三つのうち
どれが真に大切か？

福島原発事故後も、なおも原発を推進する姿は、まるで広島の原爆投下後にも尚も戦争を続けようとするような愚行と思われる。現代の多くの日本国民は、他国との経済戦争に勝ち抜いて行き
手に入れることとなる、経済による豊かさのみを追求しているわけではない。バランスの良い豊かさである。命やココロの安全性や豊かさプラスほどほどの衣食住の豊かさが、バランス良く保ち
続けられて欲しいだけである。ひと昔とは違い、多くの日本国民の希望は、ごく一握りの人間達が目指す経済第一主義と同一ではないことを早く気付いて欲しい。
故に安全神話が崩壊した原発は即刻不要である。何てことはない我々日本人であれば電力不足による多少の生活の困窮ぐらい、必ずや乗り越えられる人種である。
経済界そして国には、そちらの敗戦後嘗て起ち上がった日本国民・日本男児精神を今一度思い起こして頂き、いっそピンチをチャンスにして、経済第一ではなく他の豊かさを初めて目指し始め
た国、そして脱原発も他国より先に遂げた国として、誰もが違う豊かさに自信を持てる国づくりを進めて欲しい。

40461 個人 自営業 ３０代 女性 原発の再稼動を停止、全て廃炉。2050年までに今日
現在消費されている電力の半分に押さえ、地球と共
存していくｴﾈﾙｷﾞｰ・環境のｼｽﾃﾑ作りを行っていきま
しょう。

原発は危険すぎる。地球が病んで、人々が健康的に暮らすことができなくなったから。
その代わりに企業のｴﾈﾙｷﾞｰ消費を抑え、一般家庭も電気に頼らないで暮らす生活様式に変えていく。
安易に地球環境を破壊して、健康被害など報告のある風力など再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰに頼らず、
自然を守って、田舎暮らしの推進事業を進めましょう。

原発事故で被害に遭われた方々への補償問題もお願いします。
かなりの方々が放射能によって被爆しました。せめて被爆者手帳を作って保障をしてあげてください。

40462 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 １．ゼロシナリオを選択します。故郷の福島でこれまで
の生活ができなくなっている家族、友人がたくさんいま
す。この選択肢以外、考えられません。

最悪の事態を想定できない仕組みを持つべきではありません。人間がコントロールできない人工物に生活を託すことはできません。今まで何も知らずに原発のエネルギーに依存してきた私達
は、福島第一原発の事故から手に負えないものを扱ってはいけないということを学びました。全てはこれからの未来を担う子供達のために、原発を維持することよりも、エネルギー供給の在り方
と、エネルギーを使う場面の見直しに時間とお金をかけるべきだと思います。

40463 個人 家事専
業

６０代 女性 脱原発!! (ゼロ％　シナリオで) 脱原発!! 原子力核燃料のごみ処理は世界的に大きな問題あり。
これからの日本のエネルギー対策は、経済力優先ではなく、生命優先が第一であると思う。
もっと自然エネルギーを活用し、日本の将来未来に向けて、未だに解決できていない「福島原発事故の体験を無駄にせず」これからは自然エネルギーの開発に、国力の「全知全能」で対策をし
てほしい。

40464 個人 家事専
業

７０代 女性 原発ゼロセンタク以外なし。世界初の核爆弾の被害
国民としても

原子力の平和的利用という言葉につかれたよう流された反省の意味でも原発はあり得ない。
極度の冷暖房やネオンの明るさなどにもまだまだ減らすべき電力があり、各自各社による自然電力の利用の拡大もありうる
今夏のような異常な暑さの夏でも東京電力の使用率は90パーセントをこえない事実にもそれを証明している。

40465 個人 自営業 ３０代 女性 原発ゼロのシナリオを希望します！！！！！ 3/11の時点で妊娠中でした。その後放射能問題により食べ物や飲み物の安全性が保証されていないため、（信用できません！）自己防衛のため、産まれてきた子どものためにいろんな制限の
中生活しています。
政府の安易な発想でがれきが全国各地で燃やされ、さらに制限が増えている現状、いい加減にしてください！
広島、長崎のを再度みずから繰り返すんですか？
なんのために？お金のため？
ふざけないでください。これから成長する、そして新たに産まれてくるこどもたちのために、住みやすい環境を作っていくべきなんではないでしょうか？
日本が先頭きって、原発ゼロにすべきなのではないでしょうか？

いいかげん、国民の意見を真剣に聞いてください！

40466 個人 その他 ３０代 男性 ２０３０年の原発依存度を０％にする事を支持するの
に加えて、早急な原子力発電所の再稼働を停める事
を要求します。

２０３０年の原発依存度を０％にする事を支持するのに加えて、早急な原子力発電所の再稼働を停める事を要求します。

原子力によって生じる問題が、人間にとって処理不可能の状態であるのは、福島の経験から、明らかに解っていることですし、これからもそれは変わらないでしょう。現在の日本がやっている事
は、日本を住めない国にするばかりでなく、地球全体を汚染しています。

結局この問題に対して、誰も責任を取る能力はなく、どんどん日本が住みづらい土地になっていくばかりです。国民として、この状態を変える事を要求します。

早急に原子力ではない方法でエネルギーを供給する為のインフラを作るために私たちの税金を使って頂きたいです。

宜しくお願いします。

40467 個人 無職 ７０代 男性 原発比率について政府の２０３０時点の（１）０％　（２）
１５％　（３）２０～
２５％の三者選択を示しているが、私は（１）０％より早
くすべてを廃炉にして
新設は無くすべきと思います

福島原発の被害を考えると将来不安になります
報道をみても被害の全貌が明らかになっているとは思えません
専門家?の意見もまちまちで政府の都合の良い意見ばかりを取り入れているとしか思えません、それ程未知な事が多い原発は止めるべきです
再稼働問題についても設置された町村の賛成で始めるのは町村の補助金目当てであり自分ところが取り合えず良ければ隣の市町村の事を考えない自己中心的な考えであり、補助金が無くて
も日本の為と思って賛成するのかはなはだ疑問です
エコカー減税とか言う名目で莫大な金額がその当事者だけかが特をするという不公平な使い方をやめ国民平等な税の使い方にしてほしいです
風評被害に悩んでおられる農家の方ゃ水産業の方々の損害は計り知れません、これも国民が核を恐れているからです
一部地域て住民の反対で原発の設置を取り止めた所も有ると聞いています、良識ある判断だと思います
使用済み核燃料の破棄もまだ定まっていません、どう処理するのか宙にういた状態のままではだめで早く方向性を示すべきです
地震国である日本に原発は危険です
新エネルギー開発に力を注ぐべき時です、新エネルギー開発に真剣に取り組めば必ず良い智恵を出すのが日本国民であると信じています

40468 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 「原発ゼロシナリオ」が正しい。原子力発電所は安全
に運転することができないからである。

「原発ゼロシナリオ」を望みます。原子力発電所はできるだけ早急に全て停止するべきである。
この度の2011年3月11日の地震、津波による自然災害による原発被害を観るに、今迄、我々は正しく対応していたとはいえないことがわかった。また、これからも人間が運転するうえでミスは避
けられず、それによる事故の影響は我々に制御不能となることがわった。原子力発電所を建設・運転するとは、それにたずさわる者が、過去から未来へと、常に100点満点をとりつづけないと、
システムが制御不能に陥り、取り返しのつかない環境破壊をもたらすことになる。原発の安全な運転はありえないのである。
よって、我々は、すべての原子力発電所を停止し、廃炉にするという目的をかかげ、今すぐに、それに向って具体的な計画を作り、それを実施するよう進むべきである。具体的計画には廃炉作
業のみならず、新しいエネルギー政策、技術開発も含まれる。

原発比率を現状程度に維持すべきと考えている。
理由としては(1)経済への影響 (2)資源安全保障 (3)核
オプションの保持、である。

原発を最悪でも現在と同程度は維持すべきであると考えている。

理由は3つある。

１つは経済への影響。
原発を減らし他の方式による発電に切り替えると電気料金が
上がり経済に負担を与える。

電気料値上げは一般家庭にも打撃であるが、特に産業への影響が懸念される。
円高や労働力の減少など今後日本の国内産業は苦しい状況に置かれると
予想されるが、そこに更に電気料金の大幅な値上げという負担がのしかかると
大挙して国外に移転しかねない。現在すでに兆候は見え始めている。
これによって雇用の大幅な減少、国民所得の減少が招かれると予想する。
当然に税収も下がるので、こうした貧困層の救済にも困難がある。
こうした理由により経済の点で原子力発電を支持する。

２つ目は資源面での安全保障問題。
原発を減らすとエネルギーの海外依存度が増え、国際環境に
政策が左右されやすくなる。

原発の代替電源としては主に火力発電が考えられる。
（自然エネルギーとしては水力、地熱には価値があると考えるが
太陽光、風力はベース電源としては殆ど無価値と判断する。）
火力発電の場合、原料は中東などから絶えず大量に船舶で輸入する必要が
あるため、国際環境の影響を受ける。政情不安により価格が変動し、
最悪のケースでは資源国や輸入ルートに力をもつ国によって資源を人質とし
特定の政策を強要されることもありうる。
このことは常に近代日本のアキレス腱であった。石油を絶たれたことが
WW2参戦の直接的な要因であることは周知のとおりである。
今後資源が枯渇していき争奪が起きることを考えると非常に重要な
問題である。

よって対外情勢でエネルギーの安定供給が左右されない体制を作るべきである。
そのために資源輸入の多角化と並んで準国産エネルギーとなる原子力発電が
重要な存在である。これにより資源問題によって不利な政策を余儀なく
されることもなくなり国政の自主性が増すと考える。

３つ目は潜在的な核保有国の立場の維持。
原発の保有は潜在的に核兵器の保有能力を持つことを意味する。

将来的の国際環境の激変で核戦争の危機は依然として存在する。
それへの備えとして核兵器を持てる能力自体は喪失すべきではない。
歴代政権は核兵器の保有が違憲ではないとの解釈を示してきたのは
同様の理由からだと考えている。

目下のところ反原発運動が盛んである。しかし私が感じたままを言えば、
それらはもっぱら感情論の類である。国家の長期的な展望を客観的に
判断しようという動きとは程遠い。
これについて連想するのは安保闘争である。あのときは安保反対運動に
迎合せず岸首相はあくまで国として正しい道を選んだ。選択の正しさは
後の世から見ても明らかであると思う。

このたびも政府が浮動的な世論に迎合して国家百年の計を誤ることの
なきよう切に望む次第である。

40457 個人 会社員・
公務員

２０代 男性



40469 個人 学生 ２０代 女性 (1)ゼロシナリオを支持いたします。

国民一人一人の意見が誠実に受け止められ、エネル
ギー・環境戦略に公正に反映されることを切に願って
います。

　　東日本大震災後、計画停電や節電措置が急遽日本全国で行われていきました。私の住居は被災地から離れていますが、地震発生直後は停電のため暗闇の中ラジオだけを頼りに夜を明か
しました。そのとき電気の必要性を感じたことは確かですが、その後の原発事故と水や食品の汚染を経て、今私たちに必要なのは今の暮らしを保つだけの十分な電気量ではなく、原発に頼らな
い暮らしをいかに実現していくかを考えることだと確信しています。
　毎日余震に怯えながら放射能の危険にもさらされる被災地の方々の苦しみを思えば、これまでの生活水準を維持するために原発推進政策をとるという選択肢はおのずと消えます。計画停電
を実施していた当時、電力会社管轄内の電気使用量をテレビやインターネットで毎日チェックしながら、少ない電力でどうやって暮らしていけるかを一人一人が考えたのではないでしょうか。企業
への電力削減の負担は大きいかもしれませんが、このまま電気使用量を増やし続ければいつかは限界がやってきます。コンビニの照明が暗くても、エアコンの設定温度が少し高くてもいい。そ
ういう意識を少しずつ培っていけば、原発を全廃しても生活していけるんだということに気づかされた経験でした。
　私は今年６月にアメリカ留学から帰国しましたが、海外の東日本大震災と原発事故への関心は未だとても高く、多くの人が寄付やボランティアに何らかの形で携わってくださっています。原発
を見直そうという動きが世界に広がっていることは、数えきれない犠牲者をいまも出し続けているこの震災が生んだ、わずかな光であるはずです。そんな中事故を起こした当事国である日本が
原発を維持し続けることは、3.11を通して我々が学んだことは何も無いのだと世界に向けて公言しているのと同じではないでしょうか。
　このような歴史を繰り返さないためにも、原子力発電０％を目指して日本は再スタートを切るべきだと思っています。そして原発のない安全な未来が確実に達成されるためならば、私たちが引
き受ける負担について理解し向き合っていくことは国民としての義務だと考えています。

40470 個人 無職 ３０代 男性 地球環境からの観点からも経済的な観点からも、原
子力発電所による発電は将来的には無くしてもらいた
い。

人間という生き物は地球という大きな環境の中で生かされているものなので、
経済活動も地球環境を破壊しない、地球の自浄能力の範囲内で行なうべきという観点から、
原子力発電所による発電は、核廃棄物の処理の問題、事故時の放射性物質に対する対策コストのリスク、稼働による近隣海域の海水温の上昇による環境への影響などだけを考えても、今後
できるかぎり早期に無くしていただきたいと思っている。

地球温暖化の原因とされる二酸化炭素問題もパナソニックが開発した人工の光合成システムのような技術力で解決できる日がくると思うので、原子力発電所がクリーンなエネルギーで、地球環
境にもっとも良いとは到底思えない。
国力を傾けて自然エネルギーによる発電を開発すれば、世界のシェアを大きく獲得できると私は思っている。

原子力発電所の存在意義として、国防上の問題もわかるが、これ以上原子力発電所が事故を起こしてしまって、国土が失われれば、守るべき国民もいなくなってしまう。

日本という国を世界に誇れる国にするために、原子力発電所を無くすこと、自然エネルギーの開発する企業をできるかぎりの補助金で支援することを国策として進めていただきたい。

日本が、「お金」よりも「命（人間を含む地球環境全体）」を大事にする国を目指して欲しい。
心からお願いします。

40473 個人 その他 ４０代 男性 ゼロシナリオを支持いたします。

ただし、実際には出来る限りの前倒しで脱原発するべ
きです。地震や津波などの自然災害は脱原発を待っ
てくれませんし、また早く脱原発した方が経済的にも
合理的です。

昨年3月11日の東電福島第一原発の事故により、原発は一度事故が起きたときには社会に壊滅的な影響を与えることが示されました。また、現在の科学技術では、天災などの事故に対して万
全の備えをすることが不可能であることも証明されました。さらには、今後もしまったく事故が起きなかったとしても（確率論的に言ってもあり得ない仮定ですが）、放射性廃棄物の処理方法は未
開発のままであり、私たちの世代のエネルギー需要を満たすために、この先何万年、何十万年にも渡って放射性物質のリスクを残すことは、倫理的にも決して許されることではありません。

一方、原発に代わるエネルギー源は、短期的には火力発電等で十分に賄うことができますし、また中長期的には再生可能エネルギーが技術的にも、経済的にも、取って代わることができること
がわかっています。また様々な試算において、なるべく早く再生可能エネルギーへのシフトを行なった方が、日本経済にもむしろ良く作用することがわかっています。

以上を考えれば、脱原発を躊躇する理由はまったくなく、逆に原発の稼働を続けることは、現世代にも将来世代にも、回復不能な多大なリスクと負担を押しつけることになり、そのような選択肢を
選ぶことはまったく合理的ではありません。

よって、どんなに最悪の場合にでも2030年までに原発ゼロ、実際にはオールジャパンで叡知を結集して、速やかに原発ゼロにすることを強く求めます。

なお、今回のパブリックコメントの結果に基づき、政府は公平な対応を行うことを合わせて強く求めます。ゼロシナリオが多数を占めた場合には、それを民意として受け止め、それ以外の選択肢
を取らないようにしなければ、パブリックコメントをした意味はありません。そのような国民の意見を愚弄するようなことは万が一にもないと信じますが、ここで改めてそのことを確認するように求
めます。

40474 個人 家事専
業

３０代 女性 原発は日本にとって大損害しかもたらしません。 半永久的に残ってしまう使用済み核燃料など放射線汚染物質と福島事故で失われた国土と農業漁業利益、そして全原発が抱える活断層と地震被害、事故リスク、膨大な建設コストと維持コス
トは既に日本とって損害でしかない。

これ以上被害が拡大しないよう即刻全原発ともんじゅと再処理とも永劫廃炉とすべき。

国土あってこそ国益は始めて叶う。
今以上国土と国が穢れる事なきよう切実に願う。

40475 個人 学生 ２０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を選択 再稼働はしないでください。
3.11を機に、原発と共存して生きることが極めて困難であることを改めて思いました。
私たちは即座に、原子力エネルギーに変わるエネルギーに政治経済的価値を見出していくべきだと思います。

40476 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 「エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見
(1)ゼロシナリオを支持

今日本は世界中から注目されています。2度目の過ちを犯した時、この国はきっと軽蔑の眼で見られる事でしょう。そして今なお避難中の福島の方々。彼らの様な人達をこれ以上出してはいけな
い。国には国民の健康と財産を守る義務があるはずです。

日本は大量にエネルギーを使用することで成長してきました。
長くGDP世界第2位の経済大国の地位にいました。おかげで、お金さえあれば、何でも手に入る便利な生活を営んでいます。
ただ「幸せですか」と聞かれた場合、どのくらいの人が「はい」と即答できるでしょうか？  便利なモノの溢れた生活を維持するために、日々アクセクと走り続け、家族とさえも会話をする時間さえも
取れない。社会を構成する最小単位の「家族」ですら危うさの縁に置かれいるように感じます。
都会では毎日のように人身事故による列車の遅延。日本の自殺率の高さは異常です。かなり無理をしながらの、精神的に追い込まれながら、ギリギリの生活を営んでいる人もいます。
また収入格差が広がる中で、非正規社員のまま将来に不安を持つ若者も増えています。

1972年、ローマクラブがまとめたレポートに「成長の限界」があります。一つしかない地球の鉱物資源や化石燃料にたよる「成長」には限界があるというものです。当時は経済界でも話題になりま
した。ところが、その後40年「成長」に対する疑問を経済界のみならず、政治家も政府も思考を停止したまま、ただただ「成長」を唯一の目標として突き進んできました。
その間、ローマクラブのレポートは1992年には「限界を越えて」、2005年には「人類の選択」というサブ・タイトルをつけて警鐘を鳴らし続けています。
1972年の時点で危惧された都市公害の問題は、日本では高い技術開発でクリアしてきました。しかし当時40億前後だった地球の人口も、いまや70億人を超え倍にもなろうとしています。いまだ
に化石燃料と鉱物資源にたより、消費人口の増加をよりどころに経済成長を唯一の国の目的としています。
数年前には2050年には鉱物資源も不足しはじめるだろうというニュースもありました。

国の政治は「国民が幸せになる」ことを目的にすべきですが、いつのまにか、その手段であるはずの「経済成長」が目的となってしまいました。国がこのありさまですから、個々の家庭も「幸せ」と
は何かを考える余裕もないまま、通帳の残高を増やすことを目的として、勘違いした思考の中で労働し、子育てをしています。子どもにとっての「幸せ」とは何かを考えてやることもなく、いい学校
に入り、大きい会社に入ることを目的に思考してしまっています。
社会全体が沢山お金を稼ぎ、それを使うことを、いつのまにか善とした社会風潮となってしまいました。

いま我々が享受している、この物質文明は50年後、100年後の子どもたちにも同じように与えることは可能でしょうか？　一つしかない地球で90億人100億人を養いながら、今の日本人と同じ生
活は無理です。それどころか鉱物資源の不足、化石燃料の不足は目に見えています。食糧や水の問題は言うにおよびません。温室効果ガスによる気候変動の問題や森林伐採による自然破壊
など、我々が生活する、この1つの地球は瀕死の状態です。いずれは破綻するのは誰にでも想像は可能です。経済成長すればするほど破綻への秒読みは速くなります。

大量生産、大量廃棄が可能な「モノ」があることの便利さを良しとした目前の「経済成長」ではなく、この地球上で他国の人々や他の生物も含めて共生できる持続可能な「心の成長」を感じられる
50年後、100年後の日本の社会を、まずはグランドデザインとして提示してもらいたいと思います。
可能であれば、いまこの地球の国や地域に関係なく同じように生活でき、そして50年後、100年後に生まれる子どもたちも同様に生活ができる。地域による差別だけではなく、時を越えた、究極
の弱者であるまだ意思を表示できない子どもたちにさえも差別を感じさせてはならないと思います。

国立環境研究所の社会環境システム研究センターの持続可能社会システム研究室は温暖化問題に傾き過ぎですし、国立社会保障・人口問題研究所は社会保障に傾き過ぎ。経済産業省資源
エネルギー庁はエネルギーに傾き過ぎて将来的な鉱物資源の枯渇と社会の問題は思考不足な気がします。
これらの研究を統括した持続可能な社会とは何かを、我々が考えることができるだけのグランドデザインの提示を、現在のような近視眼的な、かつ、継ぎはぎだらけの思考から離脱して、100年
後、200年後の明確な着地点も踏まえた案の提示をお願いいたします。

ひとたび事故が起きた場合、人が制御できないような技術は、あまりに危険過ぎます。現にそのためにいまだに、生まれ住み慣れた自宅にさえ帰ることができない方々がいます。同じ日本人と
して原子力発電所の即時停止を望みます。

いまだに、その高濃度核廃棄物の最終処分場さえも決まっていません。今後のまだ見ぬ子どもたちに、我々の身勝手なエネルギー利用の危険なツケを何世代にも渡って押し付けることはでき
ません。
これ以上、核廃棄物を増やしたくはありません。

WWFジャパンの「脱炭素社会に向けたエネルギーシナリオ提案〈最終報告　100％ 自然エネルギー〉」や
気候ネットワークの「「3 つの25 は達成可能だ」追補版 Vol. 1.1」でも試算がありますように、まだまだ選択肢はあります。

未来に向けた聡明なご判断を期待いたします。

40472 個人 その他 ５０代 男性 現在の選択肢では、30年0％ですが、化石燃料ももっ
と踏み込んで削減すべきです。今回はエネルギーと環
境に関するものですが、根本となる、どんな日本にし
たいのかのグランドデザインがまずは必要です。

1について。

福島第１原発の事故、ﾁｪﾙﾉﾌﾞｲﾘの原発事故、ｽﾘｰﾏｲﾙでの事故以上の、過酷事故対策の大幅な強化

全国にﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞﾎﾟｽﾄなどを設置(設置地点の管轄の電力会社以外から供給をうける)、普段の水質や土壌に対する定期的な検査に放射線物質の量の検査も追加、

廃炉技術の確立や使用済み核燃料の毒性の排除技術の開発、

もんじゅの廃炉、

運転年数30年超えの原発の廃炉、

浜岡原発の炉心に海水がまじって腐食がすすんでいるので、出来れば廃炉を。

…いくつも希望しています。
2について。

私は現行の憲法を気に入っていて、変えたくありません。

韓国や中国が、領土問題を無理やり作ってます。

国際社会に、日本の国としての訴えを国連総会で、
どうせ中国や韓国は距離が近いので普通にテレビが見れるはずだから、国会の演説する機会や、記者会見の場面でフリー記者も入れて、ﾈｯﾄに同時中継する勢いで、
第三国からみて、「そりゃ、そうや」と言って味方しやすくなるように、

対話を続けてほしいです。

もう戦争の惨禍は起こしたら駄目です。

挑発行為にのっては駄目。
万一、また、外国の船と海上保安庁の船と衝突しては、今度は双方に死者が出かねないので、ささっと自衛隊の船が加勢に行けるようしておき、怪我人などを国籍関係なく速やかに収容、治療
後国連通じて帰国してもらうよう、
台湾には迷惑かけたくないけど、場所によっては緊急手術の必要な人を助けるにはそっちが近いこともあるので、事前に打ち合わせしておくなど、必要だと思います。台湾籍、中国籍の人でそっ
ちに運んだほうが早くて命が助かる可能性が高ければお願いして、日本国籍の人は、できるだけ艦内や那覇などで対応して、
いくしかないですよね。

シリアなどで、共通の言語を使う同じ国の人どうしで、殺し合って街を破壊して、あまりに酷いことになってて、悲しいです。

そんな事はやめるようにって、
早く現地の人に伝わりますように。

40471 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 1･2030年に、原子力発電に頼る割合を全国で10％以
下にする。
2･現行の日本国憲法は、現行のまま。



40477 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ２０～２５シナリオで、原発自体は利用しつつ原発のリ
スクをゼロにする方向に注力してほしいです。

エネルギー安全保障の観点から、一つのエネルギーに大きく依存するのは危険だと思います。
なので、原発の依存度を下げる方向には賛成ですが、極端に減らすのは現実的ではないと思います。

そこで、２０～２５シナリオを支持します。

ですが、現在の原発は想定外の災害が起きて制御不能になった際の被害の規模が広範囲かつ致命的すぎるので、このままで使い続けるのは不可能だと思います。

従来のような、堅牢な原子炉によって封じ込めるアプローチでの安全確保ではダメだと言うことが今回の震災で明らかになったので、別の方向での安全確保に注力してほしいです。

たとえば、事故によって放射性物質が拡散しても簡単に無毒化できる技術や、そもそも放射性物質を使わない技術の開発で原発のリスクをゼロにしてほしいです。

40478 個人 無職 ７０代 男性 そもそも原発は人間の扱ってははならぬもので、経済
とかエネルギー問題は、原発ｾﾞロを前提に
考えるべきものです。直ちに原発依存をやめるべきで
す。

理由　１．使用済み核燃料処分のめどもない。
　　　２．原発がなくてもエネルギーを足りている。
　　　　　一時的不足は人間の省エネ努力で解決する。
　　　３。私利私欲を抑え、人間の基本的尊厳を追求すべき

40479 個人 その他 ５０代 男性 原発ゼロシナリオを支持します。   今後のわが国のエネルギー政策は脱原発を基本に考えるべきだと思います。以前は、漠然と原発はなければいいとは思いつつ、正直あまり真剣に考えることもなく過ごしてきました。しかし、
昨年の福島での事故を目の当たりにして、やはり原発はなくすべきだとあらためて確信するに至りました。どれだけ安全策を施しようが、ひとたび事故が起きれば取り返しのつかない事態を招く
ということを私たちは学んだからです。
  沖縄の基地問題同様、少数の犠牲の上に、多数の安全で豊かな暮らしが成り立っているという構造は明らかに間違っています。こういうシステムをわれわれ大人が当たり前のように受け入れ
ることは、今の子どもたちにも誤ったメッセージを送り続けることにもなります。
  経団連など主要経済団体は原発維持を主張していますが、日本の産業はこれら大企業だけで構成されるものではありません。第一次産業もまたわが国の主要産業であり、この産業が原発事
故によって致命的な打撃を受けることは、すでに明らかになりました。誰かを踏み台にしなければ保てない経済的豊かさよりは、この国に住む誰もが安全で安心できる生活を送れる道を選びま
す。そのために今の生活水準が低下してもかまいません。
  以上の理由から、原発ゼロを支持します。
  あわせて、昨今、地球温暖化対策についての議論が低迷化していることに危惧を覚えます。アイドリングストップとの掛け声はつい最近のことでしたが、今ではすっかり忘れ去られたようです。
原発ゼロシナリオに温暖化対策を加味した具体的な方策を出していただけるよう希望します。

40480 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力発電は可及的速やかになくすべき。地熱、水
力、風力等恒久的自然エネルギーによる低コスト発送
電技術を開発し、世界にも輸出すべき。

原子力発電は可及的速やかになくすべきである。理由、事故リスクも然ることながら、核廃棄物の問題や現場作業員の労働環境問題など不合理なことが多すぎる。発電コストも決して安価とは
いえず、恒久的なエネルギーでもない。それでもなお原子力発電にこだわる理由はないのではないか。しくみを変えていくのは簡単ではないかもしれない。既得権者は抵抗するだろうが、不合理
なことを変えていかないとこの国は生き残れないのではないか。またそこにビジネスチャンスも生まれるはずなのだ。原発は残念ながら、先の事故で全世界に危険性をアピールしたことをあげる
までもなく、将来の地球においてもはやヒット商品にはなりえない。今から日本も世界に売れる商品を開発しておかねばならないのではないか。地熱、水力、風力等恒久的自然エネルギーによ
る、低コストな発送電技術があれば、石油依存度も減り、何より世界を豊かにできるのではないか。日本こそ、そして今こそ、先駆者になるべく、政府が先頭に立って国家としてのエネルギー戦
略、延いては生き残り戦略をわかりやすく提示すべきだ。

40481 個人 自営業 ３０代 女性 原発に依存し続ける日本が怖いです。 原子力に頼らない未来はないのでしょうか。
福島の原発事故後、国民の大半が原発の廃炉を望んでいると思います。

40483 個人 自営業 ３０代 男性 原発は即時廃止すべき。短期的には天然ガス火力で
供給を賄い、将来的には自然エネルギーを増やすべ
き。原発事故後の政府・東電の対応、大飯原発再稼
働の強行は全く異常。こんな国に原発など持つ資格
はない！

野田内閣、経産省と文科省、電力会社や経済界は、全国各地の原発を再稼働させ、福島第一原発事故以前の原発推進政策に復そうとしているが、これは断じて許されることではない。まず最
初にこのことを厳しく指弾するものである。

野田首相は、再稼働決定の際の記者会見の際、「私が責任を取る」などと言ったが、それならば再稼働させる前に福島原発事故の責任を取るべきである。そもそも、原子力事故など、一度起
こってしまえば誰にも責任の取りようなどないのであり、「責任を取る」などというのはその場限りの誤魔化しに過ぎない。

日本列島が地震多発列島であることは、もはや議論の余地はない。そして、日本国は国土狭小であり、かつ世界的に見ても相当な人口密集国でもある。このような条件を抱えた国に、原発導入
など最初から無理だったのである。

にも関わらず、この間の経産省・保安院や電力会社の対応を見ていると、原発敷地内の活断層調査すらまともに行ってこなかったことは明らかである。この地震列島には、原発を造れる場所な
どなかったことに加え、官僚機構特有の事なかれ主義、面倒なことを民間に丸投げする体質も大きく影響していると考える。

そして、政府は福島原発事故で、福島県民に避難の権利を認めず、汚染地域に住民を縛り付け、一次産業にさせ続けている。それどころか、原発至近の避難区域すら解除するなど、避難を抑
制する政策を福島県と共に行い、被曝の継続と健康被害の危険に晒し続けている。

日本はいま、国際社会からは非人道的な国家だと見做されていることは、政治家や官僚の人達も恐らく知っているだろう。茨城県東海村の村上村長が言ったように、こんな無能で冷たい国に原
発など持つ資格などないのである。

このような中で、政府・関電は大飯原発の再稼働を決定・強行したが、大飯原発には免震棟もベント装置もなく、事故を想定しての避難計画・訓練すら実施されていない、敷地内の活断層の存
在が疑われている等々、福島原発事故の検証を踏まえたものではない。全く以って許し難いことである。

原発など再稼働させなくとも、節電と電力融通、買い取りなどの策をミックスすれば、現状でも電気は足りているのである。それを電力会社にさせるのが、政府・経産省の仕事である。それでも電
力需要に余裕を持たせたかったら、石油や石炭など従来の火力発電所を天然ガス火力発電所に置き換え、積み増しすれば良い。

人々を危険に晒し、核のゴミを増やし続ける原発に未来はない。即時廃止が当然である。

40484 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原子力発電の安全性について対策が途上であり、国
民の原子力発電への不安が払拭されおらず、中長期
のエネルギー・環境政策議論はできない。
時間をかけて十二分に議論を尽くすべき。３つの選択
肢から選べない

現在提示されている選択肢は、３つとも再生可能エネの実現が現実的ではない。また、省エネもGDP比で考えても、とても現実的なレベルとはいえないレベル。
仮に達成できたとしても、これによる電力価格アップ、家計への影響、経済への影響を非常に懸念する。
３つの選択肢といっても、再生可能エネ、省エネには選択肢はない。
現在、原子力に関して、冷静な議論ができなくなっている中、早急な議論により将来の日本の姿を決めるべきではない。

40485 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原子力発電への依存度を三択させるかのような課題
提起をしてはいけない。国のエネルギー・環境政策で
あるからには、もっと時間をかけて広く深く検討し、現
実的で実行可能な解を求めるべきである。

政府が求めているのがエネルギー・環境政策であるとすれば、我が国の今後の経済成長やそれを達成するための政策との整合性があり、温暖化対策など環境政策を包含し、目標とする時点
までの実現可能性を技術的にもコスト的にも十分に検証してから、国民に提起すべきである。そのような検証のプロセスや内容すら不明確なままで、拙速に結論を急ぐべきではない。
我が国にとって必要なのは、安定的な電力エネルギーを環境負荷を減らしながら維持するために、今回の事故を冷徹に反省し更に安全な原子力発電の技術を確立して、世界のエネルギー需
要に貢献し、人々の生活の安定に寄与することである。少なくとも原子力発電は国家の基幹技術として引き続き重視し保持すべきである。

40486 個人 家事専
業

４０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を強く要望します 怖ろしい物との共存に安穏はありません。怖ろしいリスクを抱えたままでの訳の分からない発展は無意味です。ましてや日本は地震大国。誰にも責任の取れない事をしてはいけないです。罪の
ない人の平和を奪う権利は誰にもありません。兎に角一日も早く怖ろしい原発とは決別すべきです。怖い便利さよりも、安全で安心で工夫する暮らし。政府も代替エネルギー分野を早急に進め、
太陽、風、雨等の自然を利用して出来る身近な事から、皆で人と自然に優しい暮らしにシフトしていきましょう。

40487 個人 自営業 ４０代 男性 当然0％を強く望む！（人類史上最大の選択の一つ） 30年時点での0％ということにも不満であるが、
他に選択肢がないからしかたない。

各選択肢とそれをもたらすあらゆる因子の数字、データは一般国民にとっては
詳しく知り、理解することは困難である。だからといって無知な国民の声を
無視してはならない。なぜならこれは生命の問題だからだ。
これが純粋に経済の問題なら専門家のみで決めればいいことだ。
しかし、現代はあらゆる政策がその分野のみではなく
我々国民、ひいては人類全体の生命、生活環境に関わっている。

人間は必ずいつかミスを犯す、機械は必ずいつか壊れる以上
生命を完全否定する「原子力という火遊び」を続けるかぎり
我々は必ず第二の福島を作るだろう。
少なくともその可能性はなくならないのだ。

人類の歴史におけるそのような大罪を我々の世代が繰り返していいのか？

40488 個人 無職 ６０代 女性 原発は今すぐゼロにしてください。
核のゴミの処理も決められない中、再稼働など言語道
断。
福島終結も水輸出など考えられません。
このままでは人類は滅亡します。

産業より命ですから。
産業は、人間の命なくしては成り立たないことぐらい、小学生でもわかることです。

40489 個人 その他 ６０代 女性 原発ゼロを希望いたします ＊再稼働せず原発ゼロをただちに実行してください。全原発がすべて稼働しない期間があった。それでも生活できた。実行すればできることを証明した。

＊再生可能エネルギー、自然エネルギーにシフトし、原発で賄っていた部分を補う。国がこれらのエネルギーにシフトする政策を明確に打ち出し、研究に予算を回すことで成果が期待できる。

＊地震が起こるたびに原発の事故が心配される。今度何処かで福島のような事故が起こると日本は崩壊してしまうと思う。

＊福島の事故で放射能が拡散した。幼い子供たちへの影響が心配される。子孫に安全な空気、安心できる生活、美しい山河を残すことが先を行く者の責任だと思う。

今回の選択肢ではゼロシナリオを支持選択しますが、即時ゼロシナリオが自分の意見なのでその内容を書きます。

１）安全な原発はありえないからゼロ

これから先、絶対に福島のような事故を起こしてはならない。
このことに議論の余地はないはずです。
では何が起きても絶対に事故を起こさない原発は作れるのか？
作れませんよね？

事故発生の可能性を小さくすることはできても、ゼロにはなりません。
想定外の天災や運転員ミスがあれば、簡単に原発は爆発し周囲を汚染し、地域に致命的なダメージを与えることは現状の福島を見れば明かです。
安全な原発などありえないのですから、「安全な原発を作れば問題解決」なる議論は3.11以降全く意味がなくなりました。

絶対安全な原発が作れない以上、原発はゼロが当然です。
安全には作れないが稼働させようという意見は原発震災被災者への冒涜です。
原発は事故をおこせば地域社会を破壊、消滅させる原爆のような発電所であることが3.11以降の世界の共通認識です。

２）原発専門家の安全意識がダメすぎるので原発ゼロ

原発推進派の電力会社、経産省役人、自治体等の安全感覚がおかしく、全く信用できません。
TVに出て原発の再稼働等を説明する原発推進派等の、ことごとく全員が現状の放射能汚染を軽視し、放射能汚染の封じ込めに無関心です。
こんなことでは、次に事故が起きた際に、またしても「ただちに健康に影響は無い（が、晩発性疾病は否定しない）」の欺瞞的な説明で大量に被爆させられるのではないか？
あるいは今と同様に本来は放射性廃棄物としてドラム缶に入れて管理していた「食品」を安全だといって食べさせられるのではないか？
はたまた放射線管理区域としてガラスバッチ装着や安全管理に専門的技能者を置くことが義務づけられたレベルの空間放射線量のエリアでさえもが安全ということにされて避難もさせられない
のではないか？
挙句の果てに避難すれば「裏切り者」として自治体、地域社会から非難の目で見られるのではないか？

原発の安全はかくも不安だらけです。
それなのに原発を推進する側の方は正面からの議論を避け、ごまかそうとしたり嘘をついたりするのに必死です。
放射能汚染の影響を可能な限り軽く見せようとする、放射能汚染の情報をわかるように伝えようとしない、従来の法を無視したレベルまで勝手に管理基準を緩めて国民を被曝から守ろうとしな
い、そんな方々の醜悪な有様が3.11以降あからさまになりました。

原発という非常に危険なプラントを稼働させる会社、管轄する役人、知見ある学者のことごとくが、国民を放射能汚染＝被曝から守ろうとしない以上、原発の稼働に賛成できるわけがない。
賛成する人はどうかしています。
原発推進派の安全意識が全く信用できないのが致命的。
原発のスタッフの安全意識といった面からもゼロシナリオしか選べません。

３）放射性廃棄物の最終処分場もないのだからゼロが当然
この地震国日本で放射性廃棄物の最終処分はどうするつもりなのでしょうか？
原爆でいうところの「死の灰」。
原爆の材料のプルトニウム、どうするつもりなのでしょうか。
プルトニウム239、24000年の半減期。

安全と言えるレベルが10半減期だとすれば、その間安全管理しなければならない・・・。
できると思っているのでしょうか？
いかに原発が無理無茶なものであるかが分かります。
原発はゼロで当然です。

40482 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 選択肢から選ぶとすればゼロシナリオを指示します。
なぜなら絶対安全な原発はありえないこと。原発推進
派の安全意識が致命的にダメなこと。放射性廃棄物
の最終処分を決められるとは思えないことからです。



40490 個人 その他 ５０代 女性 日本国内の原子力発電所および高速増殖炉の廃炉、
不必要な核廃棄物を生み出すすべての施設の完全
撤退を望みます。

放射性物質は人の命を痛めつけるから

40491 個人 自営業 ３０代 男性 省エネ、減エネ、代替エネが第一 現在のエネルギー消費の延長線上で考えるのではなく、いかに自然に沿った形でエネルギーを得て使うのか、ライフスタイル変革を含めた全体的な方向付けが必要。
例えば、恵まれた森林資源がある日本。もっと有効利用できないものか。薪でお湯も沸かせるし暖も取れる。オーストリアのバイオマス利用を参照。無論、昔の日本では身近な資源をうまく利用
できていたが・・・。都市から田舎への人口分散策も必要。
また、大震災後に節電が夏と冬だけ取り上げられることや、本当に無駄に使われている電気がたくさんあることにも腹が立つ。
一度事故が起これば悠久の年月をかけて愛でてきた土地を人々から剥奪してしまう原発に頼るシステムは論外。不自然過ぎる。自然によって我々は生かされていることを自分事として考え直
すことが必要。
いかにして省エネ、減エネ、代替エネするかが第一。

時間なく乱文失礼

40492 個人 家事専
業

３０代 女性 ゼロシナリオを支持。2030年よりできるだけ早く、原発
ゼロを目指して欲しい。できれば即時停止を求めま
す。

●支持シナリオ
　ゼロシナリオを支持します。

●理由
原発の危険性と、事故があった場合の被害が甚大なものである事がわかった今、地震大国日本に原発はそぐわないと思うからです。
現在5歳である子どもを育てている母として、放射能の危険が明確でない状態で、原発を支持する事はできません。汚染がひどい地域で子育てをしている方々の不安が解消されていない状況を
見ても、原発を支持する事はできないと強く思います。

●シナリオへの要望
2030年といわず、即時停止をして欲しい。というのが正直な気持ちです。東日本大震災の影響で、大きな地震が来る可能性が高いとの研究結果が出ています。同じような原発事故を起こして欲
しくはありません。原発事故さえなかったら、もっと多くの方が助かっただろうし、不安をいだきながら被災地で暮らす方も減ったと思うからです。
即時停止し、解体への努力に労力をさいて欲しいと思います。併せて、自然エネルギーの開発に力を注いで欲しいです。

40493 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの提案を求めま
す。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：

 直ちに原子炉再稼働をやめさせる
 積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
 再生可能エネルギーの生産を加速させる
 発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
 石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

40494 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 私はゼロシナリオを選択すべきと考えます。 分散型のエネルギー施策を進め、さらに各産業においても電力自給/供給型の技術開発を進め、さらに人口減少を視野に入れた総合的な計画をつくるべきと考えます。

40495 個人 家事専
業

５０代 女性 原発は一度壊れてしまうと誰も責任をとることができ
ません。

原発は一度壊れてしまうと誰も責任をとることができません。
きちんと直すこともできません。
きれいに後かた付けることもできません。
とても、不確かで、無責任なエネルギーです。
ゼロをめざして、新しいエネルギーに切り替えてゆくべきです。
発送電分離。も進めてください。

原発はリスクが大きすぎます。

40496 個人 その他 ６０代 男性 原発は、毒のある核エネルギーである。毒消しのため
に、千年万年単位の時間が必要である。人類は、ま
だ、核エネルギーをコントロール出来ない。手に負え
ないものに手を出してはいけない。

経済性を含めて、一日も早く、別のエネルギー対策に踏み切るべきである。遅れれば、それだけ、コストもかかる。特に、1年も経たないうちに、事故の概況も、原因も、事故後取られた対応策の
良し悪しも、今後の予防策も、何もかんも判らないうちに、「収束した」とか、「再稼動をする」とか、判断が出来るという日本の政治家たちの「能天気」ぶりには、驚く。こういう人をリーダーとしてい
る政権には、日本の舵取りは任せられない。長年に亘って、こういう原子力体制を築いてきた前政権党にも、もちろん、日本の舵取りを戻す訳にもいかない。まず、脱原発を決断して、舵を切り
替えるべきである。すべては、そこから始まるし、そのための生活の不便は、時代を逆行しようと、皆で、耐えなければならないだろう。

40497 個人 その他 ５０代 男性 全原子力発電所の即刻稼働停止および廃炉処理の
開始

日本に限らず原子力発電の危険性についてはその利用開始端緒から再三再四指摘されてきた。そして、実際に大きなものだけでもスリーマイル島原発事故、チェルノブイリ原発事故そして今
回の福島第一原発事故という致命的事故を我々人類は連続して経験してきた。
原子力発電はその平和利用の一端であるという主張もあるが、事故が起こった際に被曝というメカニズムによって生命体に致命的な影響を与えかねない点については、非平和的利用つまり原
子爆弾等と同じ危険性をはらんでいる。とくに稀有の地震大国である日本においては、致命的事故発生の可能性はより厳密に考慮すべきである。また、全原子力発電が稼働停止した状態を補
完する「節電」などの技術的および人的努力に対する理解はすでに市井の中に存在している。
よって、即刻日本国内の全原子力発電所の稼働を停止し、廃炉処理を開始すべきである。

40498 個人 無職 ６０代 男性 原発ゼロシナリオ 　まだ福島第１原発は収束していません。直ちに再稼働はやめてください。
もっと再生可能な自然エネルギーの開発を、日本の技術者は世界一ですからしっかり予算を付け、国を挙げて自然エネルギー開発を取り組んでいけば、新たな基幹輸出産業になります。若い
世代の雇用を増やす意味からも。日本の未来が開けてきます。

40499 個人 家事専
業

３０代 女性 原発はゼロシナリオをめざし、停止・廃炉にしてほしい １、原発は事故をおこすと、身体的・精神的・経済的に大きな被害をおこすばかりか、安全と言われる範囲で稼動していても、被曝者を出してしまう。
２、日本では、廃炉の実績もなく、核廃棄物の処理の見通しもたっていない。
３、ウランの埋蔵量は、数十年しかなく、将来にむけて有効なエネルギーとはいえない。
４、誘致、廃炉、廃棄物の処理などの費用を考えても、効率のよい発電方法とはいえないと思う。

40500 個人 自営業 ４０代 男性 原子力発電は事故時の被害が大きく、また福島第一
原発を見ても、事故後長期間に渡り復旧さえできない
ことを考えると原子力発電をやめたほうが良い。

福島第一原発事故発生までは、発電の方法は多数あり、原子力発電もその一つとしてリスクが高くとも十分な安全対策を行うことで、有効な発電方法だと認識していた。
しかし、自己後1年半が経過しても、なお、復旧へのめどが立っているとは到底いえず、今後も広い範囲で立ち入りができない土地が生まれてしまっている。
他の発電方法と比較して、あまりにリスクが高く、復旧までの様々なコストもかかることが判明した。
以上のことから、これまでの原子力発電推進というエネルギー政策を転換し、原子力発電を廃止し、他の発電方法の開発と電力消費の低減方法の開発をすべきだと思う。

40501 個人 無職 ６０代 男性 1.すべての原子力発電所を停止し速やかに廃炉とす
る。
2.代替エネルギーの開発・利用促進を国策として積極
的に推進する。
3.CO2排出の抑制にもつながるので省エネルギーのＰ
Ｒを積極的に推進する。

1.原発の安全性は保障されていないことが明らか。口先で安全を担保してきたことが今回の災厄を招いた大きな要因である。また、原発の使用済み核燃料の安全な処理法が確立していないに
も関わらず、運転を続けてそれを作り続けることは理解できない。よってすみやかに全ての原子力発電所を廃止し、放射性物質によるエネルギー生産は禁止すべきである。

2.日本はエネルギー資源を輸入に頼っている。しかし原油にせよウラニウムにせよ、無限に埋蔵されているわけではない。やがては枯渇する。
今こそ「自然エネルギー立国」を宣言するくらいの信念を持ち政策を推進するべきである。再生可能エネルギーの研究開発や利用促進により、エネルギー輸入依存からの脱却を図りながら、雇
用の創出につながる政策を展開していくことを求める。

3.内閣府の提示した選択肢では、CO2排出２５％削減は原発を継続利用（増設？）する案のみで可能となっている。いかにもCO2削減には原発推進が必要と言いたいがための案に見えてしま
い、選択肢の作り方そのものにも疑問を感じている。原発は、定期点検の停止期間があり、その間は火力発電等で不足を補っているのが実情である。原発は火力発電とセットだと言える。した
がって、原発推進はCO2削減にはつながらない。

4.今回提示されている選択肢は、適切とは言い難い点が多々ありますが、このうちからの択一なのであれば「原発ゼロシナリオ」を支持します。

40502 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原子力発電所を即時ゼロにして、
自然エネルギーの開発に力を入れる。

原子力発電所を即時ゼロに。
そう考える根拠は、
１．安全に処理できない廃棄物の問題
２．原発関連労働者や地域住民の被ばくの問題
３．ひとたび暴走すれば人間の力で制御できないこと
４．事故が起きれば元通りにすることは不可能。誰も責任などとれないこと。
５．採掘・輸送・稼働に実は多大なエネルギーとコストがかかっていること
６．５を考慮に入れれば、発電効率は非常に悪いこと
７．排水によって周囲の海水の温度が上がり、生態系をこわしていること
８．都市のエゴが過疎地に押し付けられていること
９．火力・水力だけで電力はじゅうぶんまかなえること
１０．当面９で対応しながら、国力のあるうちに自然エネルギーへのシフトを行うべきであること

40503 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 この中から選択するならゼロシナリオだ。私も製造業
に従事しているので困ることは必然だが、だから原発
を、というのではあまりに無策だ。原発ゼロを前提に
新たな方策を模索すべき。

ゼロシナリオ、15シナリオ、20～25シナリオの3つのシナリオから選択するという方式自体がおかしいと思うが、この中から選択するということならゼロシナリオになる。まず原発ゼロを前提に、複
数の案を検討し、どういう条件で何を利用すればどういう計算になるかを提示して欲しい。たとえば、林業が廃れて間伐材の伐採がされずに荒れている山も多いし、うちの回りでも竹林は竹を使
う機会が減って繁りすぎて問題になっている。こういった余剰材を安価にエネルギー源として使う方策を考えるなど、単に原発何パーセント、火力何パーセント、再生可能エネルギー何パーセン
トと論じるのではなく、新しいエネルギー源、新しいエネルギー利用方法を原発ゼロを前提に各方面から検討すべき。再生可能エネルギーの話が多く出ているが、じゃあ再生可能エネルギー依
存度の高い国はどのようにそれを実現しているのか、またわが国独自の環境に適した再生可能エネルギーは何かについて、有識者含め検討をお願いしたい。

40504 個人 その他 ５０代 男性 30年といわず，できる限り早期に原子力発電所の比
率を０％にすべきだと思います。

　核物質の使用によって出てくる廃棄物の処理がいまだに確立していない状態で，日々大量の危険物を生み出し続けるのは，すでに後世への大きな禍根となっています。
　また，福島第一原子力発電所のような事故によって核物質が環境に流出した場合，癌などの放射線による病気が発生します。さらに，遺伝子にも影響を与えることにより，次の世代にも被害
を及ぼします。もうすでに手遅れなのではないかと思います。
　30年ごといわず，1日も早くすべての核発電所を廃止しなければならないと思います。高効率の火力発電所で当座をしのぎ，代替のエネルギー源を国家の全力をもって開発すべきだと思いま
す。

40505 個人 自営業 ４０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を選択します。生命は、核=原子
力とはけっして共存できません。福島第一原発の過酷
事故は、そのことを事実として教えました。全ての原
子力発電所を再稼働させず、早期の全廃炉を求めま
す。

「原発ゼロシナリオ」・・・唯一の脱原発シナリオを選択します。

生命は、核=原子力とはけっして共存できません。福島第一原発の過酷事故は、そのことを事実として教えました。日本にある全ての原子力発電所を再稼働させず、できるかぎり早く、廃炉（全
廃炉）にすることを、求めます。

原子力に「安全」というものはありえません。原発は、事故が起こりうるから危険である以上に、そもそも、その存在自体が危険だということ。ウランの採掘からはじまり、その稼働、定期点検、そ
して使用済み核燃料の処理に至るまで、あらゆる段階で被ばくのリスクを負います。

また、使用済み核燃料の保管場所がもはやないという問題。さらに、高レベル核廃棄物の最終処理の問題が決まっていないということ。これらの点からも、これ以上原子力を続けることは不可
能です。

40506 個人 自営業 ３０代 女性 脱原発！ 活断層の上にあり、火山、地震が多いということは周知の事実。子供達に放射能で汚染された給食を食べさせ、東電関電お咎め無し。こんなの子供達ですらおかしいとわかってますよ！いい加
減に目を覚まして、自然エネルギー先進国に変えなくては未来は無いです。瓦礫利権もバレバレですよ！お金がそんなに大事ですか？子供達に明るい未来を、正しい日本の美しい文化を残し
ましょう！

40507 個人 自営業 ２０代 男性 原発ゼロシナリオを望みます　子供達の未来、日本の
未来、地球の未来のために原子力発電は必要ないで
す

ゼロシナリオでもいつまでに原発をゼロにするのかがわからないのと、自然エネルギーの導入が乏しい　温暖化対策に原発を天秤にかけるのは違うとおもいます　電力の自由化や発送電分離
などのシステム改革が全くない　福島の事故に学ぶべきだと思います　日本がむかう先は原発ゼロしかないと思います　世界のためにも持続可能なエネルギー、社会を目指すべきだと思います
お願いします　1日でもはやくすべての原発を廃炉に

40508 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロシナリオを望みます。 今回、東京電力福島第一原子力発電所の事故を受け、
何の対応もできない、環境汚染が引き起こしその他の原子力発電所を
稼働する事に疑問を感じ、原発ゼロシナリオを要望致します。

処理を出来ない物に執着する理由が見当りません。

40509 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 反対！原発廃止。 中国は、尖閣諸島を手中におさめようとしています。尖閣諸島をおさえられると中東から日本へのシーレーンの機能がうまく働かなくなる事はたやすく予想されます。また、中東の動きも不安定
です。原発をとめホルムズ海峡を閉鎖されれば、日本は完全に機能できなくなります。
原発で、一体どれ程の人が死傷しているのでしょうか。
それよりも、原発により多くの人が恩恵を受けています。
政府の誤った判断と、マスコミの扇動により国民は正しい判断ができなくなっています。

また、中国や北朝鮮は日本に向けていつでも攻撃準備が整っているとの事。
平和ボケの日本人を作り出したのも、文科省の教育方針であり、マスコミの扇動によるものが大きいと考えます。
原発があれば、日本を攻めてくるそれらの国々に反撃準備ができます。

どうか、日本を、日本国民を守ってください。

40510 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原子力発電をやめるということは、とんでもないことで
す!!震災では、原発が原因で亡くなっている方は一人
もいないのに、過剰に反応しすぎだと思います。

原発がすべて停止した時にどのような生活になるか、国力がどのようになるかを、国の上に立つ方々は真剣に考えてくれているのでしょうか？疑問です。国防という観点から考えても非常に危
険です!!国民を不幸のどん底に突き落とすような政策はもうやめていただきたい。電気代があがることも許せません。再生可能エネルギーの研究開発などは大変大切だとは思いますが、原発に
代わるエネルギーとして位置付けるのは、現段階では 安定供給、コストの面から言っても困難な状況にあると思います。原子力の代替電源にはならないと思います。



40511 個人 家事専
業

７０代 女性 ０シナリオを支持します。今回の原発事故による被害
者はいまだに救済されていません。このような悲惨な
事故を再び起こさないように原発0にすべきです。

核の平和利用、安全が強調され危険性は封印され原発は増え続けました。今回の事故で原発は人知の及ばぬ危険があることが明らかになりました。絶対に原発は廃止すべきです。

40512 個人 パート・
アルバイ

４０代 女性 原発はいりません 人間に扱えない放射能を作り出す原発はいりません。０％希望。

40513 個人 家事専
業

５０代 女性 原発はなくすべき、核廃棄物を何万年も残すのは、許
されない。
ゼロシナリオ、ただちにゼロにするべき。
原発を動かしてる人たちが信用できません。
国民の不安にまともに答えない政府が信用できませ
ん。

放射能と人間は共存できない。
人間の作るものに絶対なんてない。
だから、絶対安全な原発なんてウソ！フクシマで日本人が学んだこと！
自然エネルギーのコストが高いとか、そんな問題じゃありません。
原発は人が手をだしてはいけなかったエネルギーなのです。

40514 個人 無職 ３０代 男性 「エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見

「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主張

福島原発は即刻コンクリートで固めるべき！

経済的不安よりも健康的、精神的不安の方が大きいから。

40515 個人 自営業 ４０代 女性 この選択枝から選ぶのであれば(1)ゼロシナリオを希
望する。
けれども、本当はエネルギー消費自体を減らす社会
を目指したい。

これまでのような経済発展を目指すのはやめたい。
もう資本主義は限界がきている。
経済的という意味ではない部分で、いかに豊かに暮らすかを第一に考える。
地方自治の自由度をあげ、小さな自治を実現すること。
ともかく原発は危なすぎる。
核兵器のための備蓄であれば、数発分あれば十分でしょう。

40516 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 ゼロシナリオを支持しますが、これらは全て不十分な
内容です。関電の原発再稼動は中止すること、放射
能汚染地域の生産者に十分な補償を行ない、地域住
民の安全な地域への移住を保障、推進する政策を求
めます。

　暮らしの中のエネルギーは食と同じく、安全、安心が第一に大切です。
　政府は国民の財産と健康を守るためにあるものです。ですが、全国５４基も原発のある其々の地域でいつ事故が起こるのか、いつ放射能に汚染されるのか、おちおち安心して暮らしていけな
い現状を、これ以上国民に強いることは間違いです。原発由来の不確かで、不安定で、働く人にとっても、周辺住民にとっても不健康をよぶエネルギーは必要ありません。
　まず、、福島第一原発事故の原因究明がされていない現状での、関電の原発再稼働はすみやかに中止することです。
　まだ収束していない東京電力福島第一原発の事故は、福島県はもとより、関東より以北の周辺地域を広範囲に汚染しており、その周辺の第一次産業に大きなダメージをもたらしました。また、
放射能汚染された地の生産者や地域住民へは補償が十分にされていません。無味、無臭、無見の放射能汚染は全ての動植物に影響を与え、今後も長期にわたって環境を破壊し続けていきま
す。第一次産業の生産を直ちに止め、生産者に十分な補償をおこなうこと、地域住民の安全な地域への移住を保障、推進する政策をとることを強く求めます。
　日本の環境を良くするためには、地域循環型の第一産業が不可欠です。
　北関東、東北地方は国にとって食の大生産地でした。今、これらの地の多くは汚染されています。私たち国民は、放射能汚染された食物を消費させられる状況にあります。日本は安全で環境
によい国であると言えるのでしょうか。
　政府は、未来の子どもたちにまで及ぶであろう食による内部被ばくの深刻さを認識し、エネルギーに於いても、国民の日々の生活のために原発のない環境政策をとるよう強く希望します。従来
のエネルギー大量生産・大量消費型の社会システムから、省エネルギー・再生エネルギーに視点を移した新しいエネルギー社会を構築する、今はまさに大きな転換期です。多くの困難に直面し
ている現在の日本社会は、このエネルギー改革によってのみ、地域に根ざした新たな産業や雇用を生み、未来をひらいていけるのではないでしょうか。

40517 個人 自営業 ４０代 女性 選択肢の３つのシナリオのうち、原発ゼロシナリオを
支持します。
ただし、２０３０年までに、というのは遅すぎます。
なるべく早くゼロにすることを望みます。

国内の原発の多くは老朽化が進んでいること、３１１の震災後日本は地震が多い地殻活動期に入ったといわれること、今も福島の原発事故は収束しておらず放射性物質は外に漏れ続けている
こと、、、これらをふまえ、すべての原発のできる限り早い廃炉を希望します。

震災を経験して、自然の力は想定できないものだということがわかりました。
放射性物質を燃料として使うことの恐ろしさ、難しさもよくわかりました。
２０３０年まで、と悠長なことを言っている場合ではありません。
一刻も早く原発は止めてほしい。

廃炉にした後も課題は多くあります。
安全に止めておくこと、使用済み核燃料の処理、これらのことにも莫大なお金と労力がかかります。
続けることよりも、安全に止めることのほうに、お金と労力を注いでください。

それから、提示されているシナリオの、ゼロシナリオについて。
化石燃料への依存が高く想定されていますが、これはもっと減らすことが現実的に可能だと思います。
再生可能エネルギーの研究を国が推進するなら、日本の技術力をもってすれば早期に実現するとおもいます。

どうか、クリーンなエネルギーへの舵取りを、お願いします。

40518 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 ゼロシナリオを支持します。日本はまっすぐに脱原発
に向かうべきです。

(1)のゼロシナリオ（０％）を支持します。

私は福島の事故が起きるずっと以前から、原発には反対でした。原発学習会に何度も参加し、原発の恐ろしさを学んできました。

原発はひとたび事故が起きると広範囲に渡り国土が破壊され、美しい自然も人々の日常も破壊されてしまうことは、今回の福島の事故で実証済みです。

また、核のゴミは増え続ける一方で、その最終処分法も未だ確立されないまま、
子孫に大きな負担を残し続けています。

原発労働者の被爆の問題もあります。このように危険極まりない発電は直ちにやめて、もっと安全な発電を中心にすべきと考えます。

私たち日本人は、必要以上に電力に依存した生活を営んでいます。多少不便はあっても節電に努め、不自由を我慢し、将来に渡り安心、安全な暮らしと環境が守られる社会を作るべきです。

即刻、脱原発を国の方針に据えてください。

40519 個人 学生 ２０代 男性 原子力発電所の再稼働についての意見です。また
ACTAについての意見です。

原子力発電所の再稼働についての意見です。一国民として私が感じる事は、現在の不透明な政治制度の上で原子力発電所を再稼働する事に反対です。東日本大震災の経験から考えて、扱
えない危険なものを平然と根拠も明確に説明できない安全対策を掲げて再稼働する事に日本の民主主義政治の疑問を感じます。
 またACTAについて国民になんの報告もなく批准しようとしている事へも上記した事と同じ疑問を感じます。国民からみるとやはり信用できません。私はACTA批准についても反対です。いい加
減国民のためにまともに働いてください。

40520 個人 法人等 ４０代 女性 原発０シナリオを望みます。 世界で唯一原子爆弾の被爆をしている日本です。核の平和利用なんて無いと思います。無くていい物はなくしていってほしいです。現に福島の子ども達は、苦しんでいます。これ以上苦しませて
はいけないのではないでしょうか？だから、絶対原発０シナリオでいきましょう。

40522 個人 無職 ６０代 男性 原発ゼロシナリオを支持。
2030年迄でなく、今すぐすべての原発を止めること。
加えて、省エネルギの取組みをシナリオよりも進め、
自然エネルギをより推進する事o
又、再処理の廃止を決める事。

原発ゼロシナリオを支持する。
２０３０年迄ではなく、今すぐすべての原発を止めること。
加えて、省エネルギーの取り組みをシナリオよりも進め、自然エネルギーをより推進すること。又、再処理の廃止を決めること。

　エネルギー政策は国民の福祉にも関わる問題。電力を含むエネルギーが経済を支え、国民の生活を支える。これを誤れば原発事故がなくとも国民は死に瀕する。風邪薬一つ買うことが出来
ずに死ぬ日本人など見たくはない。
　報道等によると原発を停止して火発に依存した結果、一年で国富が3兆円以上流出したとの事。現在の日本の経済状況は周知の通り既に最盛期を一旦は越え、下り坂にある。ここで電源政
策で下手を打てば命とり。

　昨年の地震・津波は大変な惨禍だった。多くの方が命を落とし、経済的損失も莫大、被害を受けた方の傷は癒えていない。復興もいまだ途上。しかし原発事故で放射線の直接被害で死亡され
た一般の方がいたとの報に私は接していない。一方で、間接的な被害は巨大。人命の損失も多い。

　色々不手際が指摘される今回の事故だが、直接被害はこのレベルの被害で済み、間接被害は大きい。これをどう評価するか。
　私はこれを経験として改善できるものと考える。そもそも「事故はありえい」とするいわゆる安全神話に問題があったと考えざるを得ない。『事故は起きるもの』。その時、どうするか。事前に十分
な想定・装備・訓練があれば今回の結果は異なっていたのではないか。

　日本では今、原発はあってはならない技術のように言われているが、世界に目をむけるとそうでもない。わが国には世界でも有数の原発企業が集積している。今回の事故を教訓として、よりよ
い原発技術を開発し世界のエネルギー事情に資するのも日本の一つにありようかと考える。(中期的な目でみれば原発は今回事故を起こした軽水炉型だけではない。)
　一方で今日本国民の原発への目は厳しいものがある。なぜか。事故を起こしたことが原因。当然である。しかし、それ以外にも原因がある。「事故はありえない」としてきた態度。統治機構(政
治・行政)のあまりな科学・技術についての無知。また、総無責任体制と揶揄される官僚機構のルーズさ。これらがあいまって日本の国家機構は原発に代表される巨大技術を管理運用する能力
に欠けているのではないかと危惧されている。これらを解消できないのであれば日本では原発を運用してはならない。これは「原発が危険」なのではなく、「日本国政府が危険」なのだ。

　即座に原発を廃止するのは報道される現在の火発の運用コストからみて危険
。２～３年で各電力会社が家庭用を含む電力料金を大幅値上げに踏み切らざるを得なくなる。これは電力自由化をしたところでどうなるものでもない。ただでさえ経済状況はわるく、各種税もあ
がっている(住民税・消費税…）、これ以上の悪化要因はさけたい。
　今現実に再生可能エネルギーの類で原子力を代替できるものはない。当面(今後十年～三十年)は原発と火発を主力に頼らざるを得ない。その際、古い既存原発に頼るのは安全性の観点か
ら感心しない。新規原発に置き換えること"も"考慮すべき。原発の建設には長期間かかる為早期の決断が必要。これは火発建設についてもいえる(火発の多くは老朽化しているし、寿命に応じ
た更新計画も数が足りないようだ)。

　この先原発を使用するしないは国民の多数意見に基づくべきだが(理屈はともかく、おびえながら・怒りながら暮しても仕方が無い）、経済的な観点からソフトランディング・ベストミックスを選択
すべきだと考える。なお、何年以内に何％という数字は意見表明としては意味がないと思うので述べません。
　もし原発の利用を続行する、もしくは時間をかけて廃止するのであれば事故のリスクとむきあわなければならない。事故が起きた際、被害を最小化するための施策が求められる。参考になる
例は世界各国にある。
　火発については現時点で主に天然ガスの価格が問題になっている。わが国が属する東アジア諸国はパイプラインが使えないが故に高いガスを購入せざるを得ないという。これを解消すべき
である。近隣ガス産地からパイプラインを敷設すべき。民間企業ができないなら国策で行おう。価格交渉を優位にするのが目的なので複数産地(国)にたいしてパイプラインを引くのが正解。(近
隣諸国に開放して外交の道具に使うのも良い。ただし扱いは慎重にすべき。)
　この１年の騒ぎで判るように一つのエネルギーに大きな比重をかけて頼ることは危険。これは明治以降の日本の歴史も示している。複数のエネルギーに分散化すべき。再生可能エネルギーと
いわれるものも今現在主力を担う力はないが、補助的に使えるものはある。普及・拡大を促進すべきだし、より性能を向上するための開発を行うべきです。これは火力などの資源調達も同様。
　東大とＪＡＸＡが開発中のＳＳＰＳなどに望みがあるならば資金を投入して国策化してでも推進すべきです。メタンハイドレート実用化や核融合発電なども同じく。

　なお、今回を契機に電力システム改革を急ぐ向きがあるが安定した電力供給という観点からよく研究してみるべきと考える。アメリカでも北部では電力自由化が進んでいるが南部ではそうでは
ない。それぞれに事情があり、利害得失がある。わが国に適する方法は何かは良く考えるべき。

40523 個人 その他 ４０代 男性 ・原発即時廃止に反対
・原発再稼動は事故発生時の対応を整えて
・将来の電源に必ずしも原発を含む必要はない
・国家プロジェクトで近隣産地よりガスパイプラインを
・複数のエネルギー源の開発を急げ

40521 個人 無職 ６０代 男性 今後の人口減少とエネルギー利用の高効率化を考え
ると，原子力発電は不要で２０３０年には０パーセント
とすべきである．環境安全工学の内で原子炉解体工
学教育研究を拡充，自然エネルギー貿易の概念創出
が望まれる

２０３０年における原子力発電の割合はゼロ％とすべきである．それは次の３つの事実を直視することで自動的に導かれる結果である．すなわち（イ）今後予測される人口減少，（ロ）エネルギー
変換効率向上と持続型エネルギー源利用法の展開，（ハ）放射能は遺伝子に強い影響を与えるという，他のエネルギー技術には存在しない人類存続に関わる絶対的危険性を有するという事
実，である．
（１）人口減少：原子力発電の始まった１９７０年を原点として，先ず日本の人口を見る．日本の人口は２００４年末にピークを過ぎ，１９７０年頃１億人を超えた人口は２０３０年頃に約１億１千万
人，２０５０年頃に約１億人に戻り，１００年後には４０００万人程度になる．我が国の一人あたりのエネルギー消費が１９７０年当時と変わらなければ，必要エネルギーは２０５０年に１９７０年のレ
ベルに戻る．そして２１００年頃には１９７０年時点の半分以下になる．
（２）エネルギー変換効率向上の実績：然るに，一人あたりの一次エネルギー消費は自動車の普及と家電製品の大型化高級化により２０００年頃までは増加の一途を辿り，１９７０年比で約２０％
増加したが，技術的努力によりエネルギー効率は２０００年に入ってから減少傾向に転じており，現在既に最大消費時から１０パーセント以上減少し，１９７０年当時の消費量にほぼ戻っている．
今後も機器の高効率化，ハイブリット・燃料電池自動車や燃料電池熱併給発電などによる効率向上により，２０３０年時点で２５パーセント程度，最終的には最大使用時の４０パーセント程度減
という効率向上が十分に可能である．
つまり，一人あたりの消費一次エネルギーは２０３０年頃には１９７０年レベルの９０パーセント程度になることが見込まれる．
　（３）一次エネルギー需要の変化についての経緯と予測：人口減とエネルギー変換効率向上を加味すると，我が国の全１次エネルギー消費量は２０３０年には１９７０年当時の値に戻り，その値
は人口が減る速さ以上の速さで減少していく．各国の年代別人口構成(人口ピラミッド)を考察すれば明らかなように，韓国・中国，インド，インドネシアなどが何れも２５－５０年以内に人口減に転
じることが確実に予想される．人口増に転ずる努力をしてもその結果が数値に表れるのは約２世代半世紀程度の誘導期間を必要とする．つまり世界的に人口は減少し，世界の一次エネルギー
消費も減少に転ずる．
　１９７０年当時，既に化石燃料一辺倒の一次エネルギー構造に問題を提起し，その代替として考えられたのが太陽エネルギー(サンシャイン計画)，燃料電池と原子力の推進であった．原子力
についてはリスクの大きさから賛否両論あり，太陽・自然エネルギー，燃料電池についてはコスト高/不安定ということで電力業界や重厚長大型産業界を中心に腰が重く，政治活動と結びつける
論調がそれに重なり，動きが重かった．自然エネルギー利用に関しては「高効率蓄電システムがあれば！」というのが当時からの命題であり，現在に至っている．然るに，この４０年間で，太陽
電池・燃料電池・蓄電池・電動機・電力制御システムの進歩と省エネルギーは著しい．
　（４）自然エネルギーの国際取引に向けて:自然エネルギーを国産エネルギーと位置づける考え方が多く見られるが，なぜか？海外の環境科学の視点から緑化が望まれている砂漠地帯や沿
海地帯を緑化し，そこで陸や海洋から生まれる緑の産物を輸入することは出来ないのか．自然エネルギー貿易で人口過疎地帯（新大陸）から過密地帯(旧大陸)へエネルギーを送るという発想
をとれば，事態は大きく変わる．
　２０３０年におけるエネルギー供給は原子力を除いた現状のエネルギー源を利用する事で充分間に合う．しかし，自然エネルギー貿易を念頭に化石燃料と原子力を使わない世界の最適エネ
ルギーフローを創造していくことも次の課題として必須である．
　(５)原子力発電の停止と環境安全科学の一環としての原子炉工学の振興拡充を：放射能が生殖器に異変を与える可能性が高いので，医療でのX線撮影の際，患者は放射線防御の鉛のス
カートを腰に巻き，技師は放射線遮蔽窓の外からマイクを通じて患者と話しながら撮影を進める．放射性物質の取扱はこのように慎重を要することを我々は教えられているはずである．しかる
に，放射性物質の巨大格納システムである原子力発電が破損したらどのようなことが起こるか，正当なシミュレーションとその影響の大きさが，多分未だに熟知されていない．
原子力は完全に管理されていなければならない．それが不可能であれば，動かしてはならない．しかるに，我々は原子力発電所を大量に作ってしまった．この炉を安全に解体し，環境への影響
を最小限にとどめながら封じ込めるための技術はまだ確立していない．早急に，英知を集めた原子力安全工学分野の活性化と新規人材供給が必要である．この分野は，世界から原子炉がなく
なるまで，例えば医療用や一部の工学に放射性物質が必要な場合，その分野がある限り，存続確保しなければならない．今後１００年間は絶対に必要である．
学生の人気がなくなった，原子力工学に学術的魅力のある分野？が無くなった，という様な理由で，核物質の取扱の実習や原子炉工学の教育，原子力安全工学を教育する大学の学科/専攻
が壊滅状態である．環境工学・安全工学・医療工学と連携した新しい視点の原子力工学の早急な確立が必須である．
安全教育を全く受けていない日々雇用の人，細かい作業が不得手な人などを放射性物質取扱に従事させてはならない．原子炉事故が起きた場合に備えてこのような事故対応できる人を大量
に確保しておく必要があるので，正しく原子力を取扱うためには，とてつもなく金がかかる．つまり，原子力工学が教えるとおりに安全に原子炉を動かすことは，コスト的に無理である．そして作っ
てしまった原子炉は大変高い負の遺産であり，人口が減らないうちにそれを解体して，人口減少時代の人類への負荷を軽減することを努力するべきである．



40524 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 三つのシナリオが全てでなく、フレシキブルなエネル
ギー選択の自由も必要。

今の論点が、エネルギーをどうするかでなく、原発をどうするかになっているように感じます。エネルギー政策の観点からは原発を外す事は困難であると考えますので、国民的議論が必要なの
でしょうか？国民が圧倒的に原発ゼロを支持したとして、実行出来るとは到底思えません。原発はより安全性に配慮し、国の管轄の元に運営していく、古い原発は原則廃炉とし、新しい原発は
大都市圏内に建設（送電ロスを考慮）するのが良いと思います。
原発よりも、電力会社の独占を無くす。エネルギー産業への新規参入を促し、顧客（需要家）の選択する自由を与える事が必要だと考えます。
それには電力の安定供給を担保出来ない場合があるので、燃料電池や太陽光などの分散型電源の更なる普及が必要であると考えます。
家庭用コージェネの電気も買い取りができるようにして欲しい！出来ないなら、もっと補助金を増やすか普及台数を増やして販売価格を下げて欲しい！環境への貢献は大きくても、疲弊した国
民の家計には限界もあります。

40525 個人 家事専
業

２０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を選択します。
「原発ゼロシナリオ」即時原発ゼロ・すべて廃炉を望み
ます。

安心安全と言われていた原発は２０１１年３月１２日に、福島原発事故を引き起こし、今なお、自分の家や故郷を追われ、苦しい生活を余儀なくされている方達が大勢いらっしゃいます。現在日
本で存在する原発が福島と同じような事故を起こさないと証明出来る人間、術はありません。
事故を起こさなくとも、原発を動かすことで発生する使用済み核燃料の管理は、今生きている人間は誰一人として最後まで責任を取ることができず、次世代まで永遠と引き継がれる負の財産で
す。原子力発電は、そもそも人間が管理出来るものではありません。
放射性物質による被害に不安を抱き、子供を育てている母親が日本に大勢います。これからの未来を担う子供を安心に育てられる環境を最優先することこそが国家の役割だと思います。国民
の安全を保障出来ずに、経済や電力の心配をするのは順序が間違っています。
まず、まだまだ省エネは可能です。２０３０年までに省エネの電力割合を１割とされていますが、２０１１年８月、東京電力管内では前年比で１６．８％の節電を達成しました。こうした大幅な削減実
績がすでにあるのですから、２０３０年の省エネではもっと大幅削減を提示し、そのための政策を導入すべきです。
また、再生可能エネルギーについては、電源構成における割合をゼロシナリオで３５％としていますが、全く十分ではありません。
環境ＮＧＯの試算では、団体によって若干異なりますが、長期的に再生可能エネルギーを中心とした社会への移行を目指し、その途中段階である２０２０年には電力の２９～４３％、２０３０年に
は５２～６３％を占めると想定しています。現在の日本の発電設備容量（火力、原子力含む）は、２億４０００万ｋｗ程度ありますが、再生可能エネルギー発電のポテンシャルは２１億ｋｗ程度とさ
れています。また発電量で見ても陸上風力や太陽光は旧来型の発電量を十分に置き換えることが可能です。これには特別な未知の技術革新を必要とせず、在来技術の改善と学習曲線効果に
より、十分なコストダウンと速やかな普及が可能です。

上記理由により、日本が、本格的に省エネ対策、再生可能エネルギーの導入に取り組むことにより、原発の即時廃止は可能であると考えます。

40526 個人 その他 ４０代 男性 原子力の商用利用はこれを完全に放棄すべし。よっ
てゼロシナリオをとる

核燃料サイクルが画餅に過ぎず、最終処分場も必要充分に確保されていない現状で、新たな核燃料を使用することは無責任、非科学的、非人道的な行ないであることに疑う余地がない。核の
商用利用放棄を直ちに決定して、原子物理学とプラントとしての原子炉研究はそのベクトルを「廃炉研究」に向けて国策として行なうことを明言すべし。

使用済み核燃料の半減期を越えて存続した国家は未だなく、核に対する責任は、国家のごとき脆弱な組織が担えるものではないことを自覚すべし

40527 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 「エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見
(1)ゼロシナリオを支持

今日本は世界中から注目されています。2度目の過ちを犯した時、この国はきっと軽蔑の眼で見られる事でしょう。そして今なお避難中の福島の方々。彼らの様な人達をこれ以上出してはいけな
い。国には国民の健康と財産を守る義務があるはずです。

40528 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 福島の事故から、原発は危険で、原発は、まだまだ人
間に制御出来るとは考えられません。
将来は、原発は全て廃炉にして欲しいです。原発はい
りません。将来は、ゼロにして欲しいです。するべきで
す。

日本は、地震大国です。原発は、どう強化しても、大地震がくれば、また制御出来ないです。原発事故により、日本ブランドは、壊滅します。経済が衰退し、国民が貧困になれば、国も、政治家も
衰退し、富裕層や若者は、日本を捨てるでしょう。原発の維持は、諦め、次のエネルギーを模索して欲しいです。お願い致します。

40529 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 男性 原発ゼロを希望します。即時停止。 人間は自然界の一部分です。
福島原子力発電所から放出された、される、
放射能は、
これから、
たくさんの人の命を奪います。
人だけではなく、自然界全部を、
メチャクチャにします。
これ以上、原発はやめてほしいです。

人間は、文明で滅びます。
その前に、
お金儲けの前に、
命のことを国は本気で考えてください。
健康でいたい、
それだけです。
よろしくお願いします。

40530 個人 その他 ４０代 女性 選択肢の中では「2030年原発ゼロシナリオ」ですが、
2030年といわず、今すぐ「ゼロ」に向かって舵を切るべ
きです。再稼働した原発を止め、ほかの原発を二度と
稼働させないことです。

上記の理由はいくつもありますが、主なものを列挙します。

・「絶対に安全」はあり得ないことが明らかになった。
・原発なしでもエネルギーは足りている。
・自然エネルギーで自給が可能。（例えば、ＷＷＦのエネルギーシナリオを参照。http://www.wwf.or.jp/activities/2011/11/1027418.html）
・原発継続は国益をも損なう。福島第一原発による健康被害（多くの命が奪われたことは言うまでもない）、さらに今後も原発を続けた場合に起こり得る事故による健康被害が、多くの人的資源
の損失につながり、国益を損なうことにもなる。
・これ以上、地球規模の環境破壊をまき散らすことは、グローバル社会の一員として看過されるものではない。エネルギー問題も大きな争点であった６月のサミット「リオ＋20」でも、玄葉大臣そ
の他政府関係者から、原発について発言が何らされないことで、国際社会に責任を果たせていない。NGO・市民がたいへん草の根的なアピールをすることで、ようやく福島の現状を多少は伝え
ることができた。
・核兵器への転用についての不信をぬぐえない。（これについては、知らされている情報が少ないので、別途「国民的議論」の機会を設けるよう要望します）

さらに、国内のエネルギー政策として「ゼロ」を選ぶだけでなく、他国への原発輸出を停止すべき。少なくとも、リスクについて十分な情報提供を行えば、いまのベトナムのような状況にはならな
い。責任を持って、輸出国においても「国民的議論」を提案すべき。それは内政干渉には当たらないのではないか。

日本の原発技術が世界でハイレベルにあるのであれば、全世界における「ゼロシナリオ」に向けて、その技術を生かすべき。そうすればGDPの急激な縮小を避けるシナリオもつくれるだろう。

40531 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原子力エネルギー即時ゼロ 新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

40532 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 国内の原子力発電所の全廃炉を望みます。 311の事故処理、対応の杜撰さは勿論のこと、安全性、安定性、経済などあらゆる理由により、脱・原発を望みます。GTCC発電など代替のエネルギー案も非常に現実的なものであります。

40533 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 2030 年のエネルギー・環境に関する3つの選択肢は
「(1)ゼロシナリオ」で進めていくべきと考える。

2030 年のエネルギー・環境に関する3つの選択肢は「(1)ゼロシナリオ」で進めていくべきと考える。

＜理由＞
　東京電力福島第一原子力発電所の事故について、現時点で総括がなされたとは言い難い状況である。この状況でほかの２案を検討する事自体、時期尚早と考える。
（更に言えば、「原子 力及び原子力行政に対する国民の強固な信認が前提となる」、「(3)?20~25 シナリオ」は論外である。）
　実際のところ、「(1)ゼロシナリオ」は実現に向けて厳しいと考えられるが、それを乗り越えようとするところからイノベーションが生じると期待する。
　

40534 個人 自営業 ７０代 男性 原発ゼロシナリオを選択します。 原発ゼロシナリオを選択します。
2030年までにということですが、もっと早期の脱原発を願います。
２度の原爆投下と福島の原発事故を経験した日本が、しれっと原発を続けるのは、世界の笑いものである。
未来の世代に核のゴミの始末の押しつけをするのはもうやめよう。
先日の経産相のことば「原発ゼロにして省エネ技術の開発や再生可能エネの開発で、経済にプラスになる」に賛同します。

40535 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 原子力依存度ゼロ％を希望いたします。安心して健
康的な暮らしが日本中でできる未来になるよう日本を
動かしていくべきだと思います。それがあたりまえのこ
とです。

原子力依存度ゼロ％を希望いたします。
国民の身体的犠牲の上に成り立つ電力はいらないです。
福島第一原発で作業にあたる人は線量計の上にカバーをつけられたりして、
安全じゃないと分かっているのに、それをさせたりして知らんぷりしているのはひどい話です。他人事と考えているように思えます。
震災後、東日本は節電に力を入れましたが、今までどれだけ電力を無駄に使っていたのかがよく分かりました。
電力会社の方が、電力が足りないから原発を動かしたいのではない、
会社の経営の為に動かしたいのだ、とテレビで言いきっているのを見て、
ますます原発に対して嫌悪感がしました。
お金の為ではなく国民が健康的で安心した暮らしができることを強く望みます。
また多くの方がデモを起こしているように、
国民の声が政府に届き、
ただ聞き流されるだけの、形だけの、いいわけの為の意見徴集ではなく、国民が希望した通りの決断がされることを希望いたします。

40536 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見
「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主張しま
す。

エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見
「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主張します。
そもそも、設問が「2030までに」とされていることが不可解です。これからの20年弱の間に、一度も原子力発電所に甚大な被害をおよぼす地震や津波などの自然災害が発生しないと誰が保障で
きるでしょうか。原子力発電所なくして日本の電気需要を賄うことは不可能だ、という主張もあるようですが、先の大震災のような自然災害が起きたとしても原子力発電所を無事故で運用するこ
とも同程度に不可能だ、と考えるのが合理的です。同じ不可能であるなら、万が一の事態が到来しても再起の可能な自然エネルギーの開発に取り組むべきと考えます。

40537 個人 自営業 ５０代 男性 核エネルギー　０％でのシナリオの推進を求めます！
ドイツも０％推進決定！　過去　３度も被ばく、している
国が率先して、地球を守ろう！

なぜ、目標をかかげて、まい進できないのか？・・・
世界の先頭に立って非核をおこなえないのか？・・・
日本人は、ピンチをチャンスに変える、勤勉性と技術力で小さい国ながら、発展してきたと思う。・・・・
電気代なんて、いくらでも上げてもいいと思う！電力のしくみを根本的に変え
利権体質を変える。・・
今が　その時だと思います。
日本が世界の先頭にたっておこなえる、最後の課題のように思います。

40538 個人 その他 ３０代 女性 (1)シナリオ１のゼロシナリオ以外には考えられませ
ん。
(2)パブリックコメントの募集期間が短すぎます。時間
をもっと長くとるべきだったと思います。

2つ意見を申し上げたいと思います。
まず、シナリオ１のゼロシナリオ以外には考えられません。
8か月の娘がいます。
世の中が、環境が少しでも良くなるにはどうしたらいいか考えながら生きています。
人類それぞれが成長することが大事なのだと考えます。
成長とはなんなのか。それは、私にもまだまだ見つからない答えです。
人類は勉強が必要です。
勉強するには持続可能な時間とエネルギーが必要です。
そのためには、原発があってはならないです。
多くの権力を持たない一生懸命美しく生きる人々がたくさんいます。その人たちも、権力を持つ方々も、まだまだ勉強する必要があると思います。世の中がよりよくなるにはどうしたらよいのか。
もう少し時間がほしいです。
原発によって時間がなくなってしまいます。

2つ目は、パブリックコメントの募集期間が短すぎると思います。時間をもっと長くとるべきでした。
そしてもっと国民の大半が知れるように広く大きく公示すべきだったと思います。これでは、ただの後の言い逃れのようにとられても仕方のないやり方だと思います。

40539 個人 学生 １０代以
下

女性 「エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見
(1)ゼロシナリオを支持

今日本は世界中から注目されています。2度目の過ちを犯した時、この国はきっと軽蔑の眼で見られる事でしょう。そして今なお避難中の福島の方々。彼らの様な人達をこれ以上出してはいけな
い。国には国民の健康と財産を守る義務があるはずです。



40540 個人 自営業 ５０代 男性 次世代への当然の義務として、可及的速やかに原発
ゼロを実現しなければならないものと思います。原発
ゼロ政策は、地球温暖化と経済への悪影響を招くとさ
れますが、それを回避する手だてもあるものと考えて
います。

国土が狭く災害の多い日本で原発を持つ事のリスクは、先の震災でも明らかになりました。原発の安全性を十分に確保するコストや非現実的な核廃棄物の最終処理のコストを鑑みれば、原発
が安価なエネルギーだという前提も私には納得できません。原発ゼロへの転換は、当面の経済的負担が増えることになってでも推進しなければならないものと考えます。

もちろん、原発を減らした分だけ化石燃料を増やすという現状の対処療法を続けるのは、地球温暖化の視点から見ても国民経済の視点から見ても、良いことはありません。いわゆる自然エネル
ギーの開発を急ピッチで進める必要があるでしょう。国家戦略室のシナリオでは、原発ゼロを選択した場合、2030年時点での化石燃料消費量が現状よりむしろ増えてしまうと試算しているようで
すが、この数字の根拠が示されていません。素人考えではありますが、今日から2030年までの間、日本の技術力を結集させて取り組めば、試算をはるかに越えるような再生可能エネルギーの
普及が進められるのではないでしょうか。そのためには、もちろん政治の全面的な協力が必要になるでしょう。政府は、省エネと再生可能エネルギーの研究や普及をを助成する政策、あるいは
罰則案や間接的な補助まで含めた政策によって、民間企業や個人の意識や活動が高める事を後押しすべきです。単に再生可能エネルギーの比率が数値的に高めるだけでなく、結果として、
省エネ事業や再生可能エネルギー事業による新たに大きな経済活動が生み出される事になれば、国民生活への影響も国家戦略室の懸念ほどは出ないはずです。

基本的には、エネルギーを沢山消費する生活が豊かな生活であるという現在の私たちの価値観自体を転換する事が出来れば良いのでしょうが、目に見えない意識改革を具体的に進める事は
不可能です。エネルギーを使わない事によって得をする、再生可能エネルギーが普及すると生活が豊かになるといった分かりやすい図式を作る事が、国民の行動に直結するでしょう。それが、
多くのエネルギーを使わなくても幸福が得られるという新しい価値観につながるかも知れません。

幸い、日本には多くの自然があります。発電以前に、私たち日本人は自然から多くの恩恵を受けて来ました。身の回りの自然に手を入れることによって、人間が暮らしやすい環境を作って来まし
た。私たちの先祖が、生きる生業として美しい山里や田園の風景を作って来たのと同じように、私たちもこの国の持っている自然を上手く活かしながら再生可能エネルギーを作って行けば良い
のだと思います。確かに、お金と時間を沢山かけて巨大な施設を作るのは大変な事でしょう。でも、今ある技術と資金で作れる出来る小さな施設を草の根的に増やして行ってネットワークを組む
ような方法であれば、比較的少ない時間とリスクで自然エネルギーの普及を連続的に進められるのではないでしょうか。

40541 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発は、即時にゼロにすべき。また、これから新しくつ
くる必要はない。
また今ある原発も年内にすべて完全廃炉にすべき。
原発はいらない。必要ではない。

原発は、即時にゼロにすべき。また、これから新しくつくる必要はない。まだ放射能が出続けている、故郷に帰れない避難者がまだ何万人といる最中にまた新しい原発をつくるというのは、避難
民にとって国民にとって失礼ではないか。また今ある原発も年内にすべて完全廃炉にすべき。原発はいらない。必要ではない。日本人の何割が原発によって故郷を追われているか、そういった
問題を解決する前に原発を新たに作る、もしくは再稼動させるというのはいくら経済が滞るといえども人間の良心を疑わざるをえない

40542 個人 無職 ６０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を選びます。 「原発ゼロシナリオ」を選ぶ理由、それは安全性の確保は難しく、原発の危険性が否定できないからです。
　福島第一原発では現在でも、４号機プールが崩壊する危険性があり、また高濃度汚染水処理システムも完璧には程遠く、近い将来に事故が収束するとは考えられません。
　そもそも地震列島である日本に、原発を建設して良い場所があるはずもなく、また老朽化した原子炉は脆くなっています。
　そして核のシステム全体についても、ウラン鉱石採掘から濃縮、原子炉の運転時の定期検査、放射性廃棄物の処理と、労働者や住民は被ばくから逃れられません。
　エネルギーがどうとかでななく、原発は地球環境そのものに反する存在なわけで、人類は核に手を出すべきではなかったのです。

40543 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 3択であれば原発については0シナリオしかありませ
ん。

原発事故がおこり、目に見えない放射線の恐怖は全くぬぐいきれていません。
身体的にどのような影響があるか、政府は真摯に検証しようという姿勢が見えない。そのような日本政府に原発を管理し運転を続ける資格は無いと思っています。そして何より、誰も核のゴミの
問題を解決するすべを持たない中で放射性廃棄物のゴミの山を誰が処理、管理するのか。これは放射能を根本的に制御できていないことを示している。私は10万年後の人たちに放射性廃棄
物を押し付けたくないし、核燃料でお湯を沸かす生活も選択したくありません。

40544 個人 自営業 ３０代 女性 ゼロシナリオでお願いします。
すぐに実現できないとしても、どうやったら実現できる
か段階を踏んで必ずゼロに持っていけるよう努力すべ
きだと思います。

今まで私たちが豊かな生活を送れたのはもちろん原子力あってこそだったとは思います。でも今回の震災の事で気づきました、むしろエネルギーがあふれすぎていたんではないかと。明るすぎ
る街灯、２４時間のコンビニエンスストア。
本当に必要なものなのか今一度考え直す段階に来ているんではないでしょうか。
今日本は世界から注目されている事を肝に命じた方がいいと思います。これからどう歩んでいくか、世界は見ています。同じ過ちを繰り返さず、やっぱり日本人てすごい！と思わせるような仕組
みを皆で作っていきましょう。
政治家ではなく国民で。会社ではなく、個人で。　日本人は強いです。

黙っているだけでは何も始まらない。
ほんの小さな声かもしれないけど、あげないでいられない。
今の日本は本当に危ない橋を渡っている状況だと思います。
奇しくも震災当日、１年後ともに海外で過ごす事になりましたが、日本では聞こえてこなかった声や考え方が世界中に満ちあふれています。
今海外から見た日本の政治は、ちょっとした小芝居です。
何を目標にしているのか、どうしたいのか、まったく見えてこない。
これでは世界から見放されるのも時間の問題です。　私は日本人として、大好きな日本の為に何が一番いいのか真剣に考えたい。
そういう人は今沢山いると思います。

40545 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 子どもたちの未来を守りたいから、ゼロシナリオを選
択する。福島原発事故で原発事故が起きれば制御で
きないこと、日本のみならず世界中に被害が拡散する
ことが明らかとなった。原発は即時ゼロに。

「エネルギー・環境に関する選択肢」　ゼロシナリオ
日本婦人団体連合会(婦団連)は、女性団体、労働組合・市民団体の女性部など２２団体・９０万人で構成される連合体である。婦団連はゼロシナリオを選択する。原発ゼロの時期について案で
は明確に書かれていないが、即時ゼロにする事を求める。
ゼロシナリオ選択理由
１、福島第一原発事故により、原発の「安全神話」が偽りであったこと、いったん原発事故が起きた場合、制御できないこと、日本のみならず世界中に被害が拡散することが、明らかとなった。
今なお福島原発事故は収束に至らず、事故の原因究明もされていない。被災地では、多くの子どもたちを含む住民は高い放射能の中での生活を強いられ、放射能への感受性が高い子どもの
健康を守ることが緊急の課題となっている。福島第一原発事故による被災者救済を敏速に進めることと、この悲惨な事故を2度と繰り返させないことが求められる。地震国日本で、これまで54基
もの原発が推進されてきたことに怒りを覚える。
いのちを犠牲にした「経済」の発展は成り立たない。この問題を考える場合、第一義におくべきことは、これ以上、原発による被害を出さないことである。そのためには2030年までのいつかではな
く、即時、原発をゼロにすることが大事である。
２、核燃料サイクル廃止が明確に書かれている。安全性と経済性の両面から問題のある核燃料サイクルは、即刻中止すべきである。
使用済み核燃料は、再処理をするにしても直接処分をするにしても、何万年もの間、管理しなければならないが、それは不可能である。
日本は、再処理の技術もなく、英仏の再処理施設に依存してきたが、これも運搬途中の海洋汚染等多くの問題がある。婦団連は昨年イギリスツアーを行い、セラフィールド再処理施設（福島事
故により閉鎖が決まった）を訪ねた。施設には立ち入ることが出来なかったが、アイリッシュ海の汚染状況等を視察してきた。核のゴミをどのように安全に処理するのか、それが不可能な状況で
原発を推進することはできない。
３、廃炉費用と放射性廃棄物処理費用、原発事故リスク等を考慮した場合、実際はゼロシナリオが最も経済的であると考える。
４、原発ゼロのシナリオに立って、再生可能な自然エネルギーの活用を本気ですすめるときである。二酸化炭素の排出が最も少ないのは自然エネルギーである。
５、我が国のエネルギー安全保障上、輸入に頼らなくてよい自然エネルギーを、輸入ウランに頼らなくてはならない原子力発電よりも優先させるべきである。しかも有限のものであり負の部分が
大きいウランに依存すべきではない。
　以上の理由により、ゼロシナリオを選択する。しかし、省エネの努力や再生可能エネルギー導入の見込みも甘く、石炭火力に大きく依存するため、地球温暖化対策を加速する選択肢となって
いる点など、首肯できない部分もある。原発ゼロと温暖化対策
の両立するために、今後十分な検討・論議が必要である。
また今回のパブリックコメントは、他のシナリオと比べて、ゼロシナリオは再エネや省エネの負担がことさら強調されている等、ゼロではなく何としても１５％以上の選択へと誘導するような仕掛け
がされている。また国民的論議といいつつ、大変期間が短い事、提示されている資料・数字の論拠が不十分であること、このコメント結果をどのように生かすのか不明確であること等、さまざま
な問題点がある。
それらを理由として、このパブリックコメントを拒絶することではなく、私たちは、原発ゼロへの声を届けることを優先してコメントを提出する。なぜならば、私たちは、このような負の遺産を残したく
ないし、なによりも子どもたちの未来を安全で安心して暮らせるものにしたいからである。

40546 個人 自営業 ３０代 女性 ゼロシナリオを選択します 原子力発電はもう要りません。福島の事故を教訓にはできないのでしょうか？事故の収束もできないくせに、核のゴミのゆくえも決められ無いくせに、いつまでも原子力発電並びに核燃料サイク
ルにしがみつくのは、いかげんやめにしていただけないでしょうか？大量生産、大量消費、使い捨て、無駄ばかりの心の無い社会。全てやめにしてローカルな小さな暮らしに変えていけば、電気
も少なくて済みます。そうすれば、原子力発電も要りませんね。原子力発電は核兵器とイコールだと、たくさんの国民が気づき始めています。

40547 個人 その他 ６０代 男性 日本は原発に頼らないエネルギー政策を確立していく
べきです。

世界に先駆けて原発に頼らないエネルギーの技術を開発することは、これからの日本を支えていくことでしょう。この10年、20年の利益ではなく、30円先、50円先にその結果が出ればいいので
す。脱原発はその最初の決意表明となるでしょう。

40548 個人 その他 ２０代 男性 2030年までに原発はゼロに。ただし、なるべく早いほう
が望ましい。

福島県の警戒区域がいつ元通りになるのか見通しがまったくついていない現在。国土の何%かが失われ、住人の住処が奪われてしまう可能性がある原発事故。2011年3月11日以降、明らかに
地球規模で地震の活発な時期に入っており、特に日本は顕著。それなのに原発を減らしていかないのはおかしい。減らしていくと電力不足になるという懸念もわかるが、いつ元通りになるかわ
からない区域を発生させてしまう原発事故の起こる元となる原発を現状のまま運転させ続けるのはよくない。かつて全原発を停止しても停電は起きなかったではないか。確かに発電時は安価で
低コストで発電できるのかもしれないが、そのつけが東日本大震災で来てしまったのだと思うと、原発に頼り続けるのはよくない。

40549 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロの社会の構築を日本が手本となって、世界
に先駆けて実践していくべきです。次はエネルギー革
命が起きることも、誰にも止めることの出来ない大きな
流れなのだと言うことを日本政府は認めるべきです。

原発は大きな犠牲のもとに成り立っていることを、福島の原発事故を通して国民の多くは気付いたのです。反原発デモがこれほどまでの規模で繰り広げられていることがそれを証明していま
す。国民の真意は明らかです。これから原発に依存しない社会を築くことは難しいことではないのですが、原発の利権に依存している極少数の人間のために、これまで多くの意見が抹殺されて
きました。もう、いい加減にフリーエネルギーの技術を認めて、世界に先駆けてエネルギー革命を起こしていけば、原発ゼロ、石油に依存しない社会を構築していけると思います。いままで弾圧
されていたフリーエネルギーの技術を歓迎します。日本人の発明、日本の技術で世界を変えていけるのです。まず、日本から変わろう。フリーエネルギーの技術で、未来に希望の持てる世界に
大きくシフトしていくと思います。

40550 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 原発０％ 命以上に必要なものなんてない。

40551 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ゼロシナリオ。再稼働もしない。 原発事故のリスクや不安、放射性廃棄物の処理を次世代に先送りにしたくない。

40552 個人 学生 １０代以
下

男性 「エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見
(1)ゼロシナリオを支持

今日本は世界中から注目されています。2度目の過ちを犯した時、この国はきっと軽蔑の眼で見られる事でしょう。そして今なお避難中の福島の方々。彼らの様な人達をこれ以上出してはいけな
い。国には国民の健康と財産を守る義務があるはずです。

40553 個人 自営業 ４０代 男性 2030年原発ゼロシナリオを強く要望します。可能な限
り早くなくしてください。日本に原発は要りません。

原発から生まれる電力はクリーンでも自給エネルギーでもありません。廃棄物ですら10万年後まで放射性物質を放出し続け、未来に負の遺産を残します。
原発が無ければ、経済界を筆頭に「安定供給できない」「経済が立ち行かない」とのたまわっていますが、関電管内でさえこの猛暑の中、大飯原発を再稼働させるまでもなく電力を供給できた可
能性が高いです。供給力に余裕を持たせるということであれば、これからは天然ガス等による火力の増設、再生可能エネルギー発電の普及に力を入れるべきだと思います。
福島第一原子力発電所の事故によって「原発は安全」という嘘はバレました。これから日本はより「安全な原発」を開発するのではなく、原発は危険だということを直視し、国内の原発は順次廃
炉にし、再生可能エネルギーの普及に力を入れ、世界をリードしていく方が長期的に見て国益のためになると考えます。未来のためにも安全安心なエネルギー供給ができる日本を目指してくだ
さい。

40554 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 セ?ロシナリオを求みます。 悪いのは東電だけではありません。
原発が危ない事なんて誰もが知っていたはずです。
私たちに出来る事は電気に頼り切った贅沢すぎる生活を手放し
もう一度エネルギーについて考え
富を分かち合う事だと思います
徐々に減らしていく方向を取れば必ずもう少し、後少し
と先延ばしになるだけです
震災後一つになった日本。その真価を見せる時が来たのだと思います
世界に知らしめましょう。日本の力を。

40555 個人 家事専
業

３０代 女性 ?ゼロシナリオを選択します

３つの中から選ばなくてはならないのなら(1)です

即刻ゼロを希望します。

一つもいいことないのに続ける意味が分かりません
お金がとってもかかるのに、保証も含めて、続ける意味が分かりません

安全でないことも、お金がとってもかかることも
全世界のひとに迷惑をかけることも

将来の子孫にも迷惑をかけ続けます

すでに使用済みになった燃料の問題も解決されていないのに
また使用済み燃料を増やすことも意味が分かりません

電気足りています。

企業の電気料金システムの見直しがひつようです

送電線国有化になぜならないのでしょうか

儲けたい人、核武装したい人、こんな人が国の偉い人だと思うと悲しくなります。

即刻ゼロ、可能だと思います。
そうしなくてはいけないと思います

そうしないと日本という国は世界中の放射能汚染ゴミ捨て場になると思います。

即刻ゼロです。それ以外にありえません。



40557 個人 自営業 ６０代 女性 ゼロシナリオしか考えられません。とてつもなく永く保
管しなければならない核廃棄物の問題。放射能によ
る直接の影響や、遺伝子の後世代にまで及ぼす影響
で病人が増え、労働力減の将来の子孫の経済こそ心
配です。

原発近くで又大地震が起きたらどうなるのでしょうか？
天気予報で日本列島を見る度、若狭湾と名古屋が近く感じられ、狭い日本の原発や、特にもんじゅが不安大です。
避難も有り得ると思うと物は持たない、買わない気持ちも起こります。
福島の事故が起きても、なお原発を推し進めることは理解できません。
エネルギー政策が少々追い着かなくても原発は無くすべきと思います。
危険の可能性を考えると少しずつの節電等は何でも有りません。

40558 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発は、各電力会社、最多で２基を上限とし、かつ活
断層などの心配のない場所に立地された新しいもの
のみを、安全性を確認後に稼動する。

(1)原発全廃は、安全保障上の点で、近隣諸国に誤ったメッセージを与える懸念がある。(2)しかし、古い、あるいは活断層上にあるなどの理由で危険な原発は廃炉にすべき。(3)まだ、解決策の
見えない放射性廃棄物処分問題から、放射性廃棄物量をなるべく増やさないことが重要。(4)以上の(1)～(3)の理由から、上記の意見を有する。

40559 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 2030年時点での選択肢として、(1)ゼロシナリオを希望
します。

2030年時点での選択肢として、(1)ゼロシナリオを希望します。今回の原発事故は人災とのことですが、つまりそれは、また何か起こったときに "完璧に" 事故を防ぐことができるかと言えば、
100％の確証はないということを物語っていると思います。そうした、人の手で "確実に" 管理できないテクノロジーを使用し続けるのは間違っているのではないでしょうか。再生エネルギーを中
心としたエネルギー政策を希望します。豊かさを維持、経済成長を優先、こういう考えよりも優先すべきことがある。それは、国民が安全に、安心して暮らせる環境だと思います。暮らしのダウン
サイズを受け入れる国民は、政治家の方々が思っているよりも多いと思います。本当に国民が求めるものは何か、国民投票を検討するなど、もっと耳を傾けていただきたいです。世界に恥じな
い選択を期待します。

40560 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 ３０年後ではなくできる限り最速で、原発のエネルギー
比率を0パーセントに。

・東日本大震災以来、地震活動が活発化しています。各地の原発の下の活断層も活発化しています。
大飯原発の活断層の再調査と、再稼動の中止を求めます。
・東日本大震災以後、日本国全体の地層・プレート等の状況が一変しました。地震国の日本に原発の設置は無理と考えます。
・浜岡、柏崎刈羽、東海第二等、危険度の高い原発から廃炉にし、できる限り速く原発ゼロの道を選択すべきです。
・国は一日も早く10年以内のエネルギー政策を公表し、自然エネルギー、再生可能エネルギー等の発展に努めるべきです。
・福島原発事故で、日本は世界中からの信用を失いました。再び信用され、尊敬される日本に生まれかわるためには、脱原発とエネルギー政策の根本からの転換が必要不可欠と考えます。

40561 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発ゼロのシナリオを選択します
廃炉には時間がかかりますので、２０３０年までの廃
炉を目標といたしますが、国内の全ての原発を今す
ぐ、停止すべきと考えます。

原発を今すぐ停止すべき、ということの理由
【安全保障】
・テロ対策の不十分なこと、また、どんなテロ対策を行っても、防ぎようのない技術的な部分が多く存在するのではないかと思われることです。
・原発に拘る人々が発電よりも核兵器の保有の可能性を捨てきれないことが、その本当の理由ではないかと考えます。しかしながら、核兵器を２１世紀において持つことが本当の安全保障につ
ながるのでしょうか。核兵器が抑止力になる、などというのは２０世紀の幻想ではないでしょうか。
【経済性】
・原発の本当の経済性ということが今回の事故により明らかになったと思います。原子力による発電コストは実際には電力会社だけで負担しているのではなく、国家全体で支えているからこそ、
今日まで継続できた、ということだけではないでしょうか。使用済み燃料の問題一つ取ってみても、私企業のみで運営できるものではありません。
・今回の福島の事故。どのようにその被害を保障すると考えるのでしょうか。その保障の範囲、被害の全貌が明らかになっていない現状で、原発の経済性を語ることは不可能です。
【代替発電方法】
ガスタービンと蒸気タービンを組み合わせたコンバインドサイクル発電が当面の代替発電方法の主役と考えます。遠方から大都市に長距離送電により大きな電力損失の避けられない原発は、
これだけでも時代遅れの発電方法と考えます。
以上です。

40562 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存をやめ、より踏み込ん
だ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を求めま
す。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
 ?直ちに原子炉再稼働をやめさせる
 ?積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と
         戦うための国際公約を尊守させる
 ?再生可能エネルギーの生産を加速させる
 ?発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
 ?石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

40563 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 すべての原発は、可及的速やかに廃炉にして下さい。 日本の原発は事故が起こるという前提で対策を考えていません。
事故が起こるという前提に立てば、狭い日本には原発を建てる場所は無いはずです。
大停電と、メルトダウンとどちらが良いかと言えば、大停電のほうがマシです。

40564 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ２０３０年時点での原子力発電の全廃を求めます。 原子力発電については、事故の懸念だけでなく、放射性廃棄物の廃棄方法が何も決まっていないという致命的な欠陥があります。
この一事だけでも、コスト面や将来世代への負担を考えてみると、原発への依存を続けることは、ありえない選択であると言わざるを得ません。

エネルギーの論議をより実あるものにしていくための情報の開示。発送電分離を含めた発電体制の抜本的改革、より環境負荷の低い代替エネルギー開発への政府としてのより真剣な取り組み
を求めます。

福島で起こった事故への真摯な反省と、未来への展望のある政策が提案されることを望んでいます。
40565 個人 パート・

アルバイ
ト

６０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します。 原発ゼロシナリオを選択します。原発は人間が制御可能な技術ではないと考えます。チェルノブイリ原発事故以来そう考えるようになりました。あの事故のときに原発からの撤退ができず、今回
の福島の事故にいたってしまったことに日本人として責任を感じています。技術を結集しても津波によって一瞬で壊れてしまうようなものしか人間には造ることができません。たとえ事故がなくて
も、運転によって生じる放射性廃棄物の処分法もありません。核燃料サイクルで再処理をすれば、放射性廃棄物がなくなるかのようなマスコミの記事も見受けられますが、それは間違いで、より
高濃度の廃棄物が生成されます。福島の事故で人の生存の基盤である土や海が汚染され、取り返しがつきません。永久に人が住むことのできない広大な山野が遺されました。人間にとってこ
れほど致命的な技術はほかにないと思います。原発の再稼働を考える人、ゼロシナリオ以外を選択する人は、福島の事故を真剣に考えていない人であるとしか思えません。

40566 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 男性 経済主導により原子力利用を前提としたエネルギー
計画は、持続可能な社会を終了させる。チェルノブイ
リの事例に学び、即刻事故を全力をあげて収束させ、
私たち国民の生活が少し苦しくなっても、原子力から
脱却すべき

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける
経済が少し苦しくなっても、持続可能な社会にもっていくために地球のことを考えたエネルギー政策を行う

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

40567 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 次世代へ核廃棄物の処理をこれ以上押し付けず、仮
に事故や災害の可能性がゼロであっても、原子力エ
ネルギーの使用を即刻中止すべき。まして災害大国
日本は英知を尽くし核エネルギーゼロのエネルギー
計画をもつべき。

３つの選択肢のうちの２０３０年におけるゼロパーセントであってもそれまでに原子力発電所が稼働すれば、核廃棄物を作り続けることになるし、天災大国日本における原発の危険性から逃れる
ことができない。
仮に原発ゼロが経済の劣化を招くとしても、日本の破滅、世界の破滅の可能性と引き替えにすることはできない。ましてや、電気料金算出法を見直すことによって電気料金据え置きはできるは
ずである。代替エネルギーへの転換、省エネルギーの徹底を！

40568 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 エネルギー・環境に関する選択肢は原発をゼロにする
社会を選択します。

まず、稼働する限り産出される廃棄物は次の世代に負の遺産となります。経団連などは原発が稼働しないと経済が成り立たないと言いますが、無責任なことをしておいて、経済というのはおか
しくありませんか。国民全体の経済ではなく、経団連や関連会社、経産省などの既得権益だけのことではありませんか。
　それから、地震国、日本に原発は無理です。自然をこれ以上侮ってはなりません。

40569 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 この選択肢では、発電コストの上昇を企業・国民に負
担させるだけであり、原発反対だけの議論が先行しす
ぎ。現実的には原発25％にせざるを得ず、徹底的に
安全・安心できる体制の構築を国民全体で議論したら
どうか？

どのケースでも電力料金は２倍以上であり、国民生活に与える影響が大きい。
製造業では、海外に比べて高い電力コストで競争することになり、海外への移転など国内製造業は著しく衰退し、雇用が喪失する。
国内経済は弱体化し、負の連鎖陥る。
国民の生活・経済での安定した安価なエネルギー供給は、エネルギー政策の基本的な政策であり、国も事業者もこれを果たす責任がある。
福島の原発事故は、あってはならない事故であり、その悲惨さは国民みんなが経験した。原発がなくなり、上記の安価で安定したエネルギー供給ができるのが一番。
しかし、現実的には徹底の上に徹底した安全管理体制を構築し、原発とうまく付き合って行くのが今の我々の使命ではないだろうか？

国民負担や経済への影響を無視した原発廃止先行議論には反対である。

40570 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発ゼロシナリオ 再稼働はしないでください。子供たちに健康な未来を残す為に、原発はゼロにしてください。
・もっと省エネルギーの取り組みを進めてください。
・もっと自然エネルギーを推進してください。
・既に破綻している核燃料サイクル温存が2と3のシナリオです。再処理の廃止を決めてください。

40571 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発ゼロを選択します。 火力や水力のように調整のできない原子力はエコではありません。
そして冷却のための大量の海水は７度も水温をあげます。
さらにどこにも引き取り手がない放射性廃棄物の問題があります
。
福島の事故が収束しないのに再稼働は考えられません。
私たちの未来の子どもたちのために、安心安全を担保することは私たち大人の責任です。
また私たちの命をつなぐ大切な食べ物が放射能に汚染されています。
影響は広範囲におよび神奈川県や静岡県でも放射能が検出されたいます。
学校の校庭に基準を超える放射能があり、何度も除染ししかも引き取り手のないその土を校庭に埋めるしかない状況です。
子どもたちが普通に遊んだりできない状況は安心安全ではありません。
福島のような事故は日本国民の幸せのために二度と起こしてはなりません。

40572 個人 家事専
業

２０代 女性 原発ゼロシナリオ を望みます。 福島の事故の収束もしていないなか、他の場所で再稼働なんてありえないと思います。
未来の子ども達も幸せに暮らせる日本を作ってください。

40556 個人 その他 ３０代 女性 (1)ゼロシナリオを切望します。原発がなくても電気は
足りています。未来と生命を被曝させてまで、利権に
たからないで下さい。

原発爆発後、国民は、この国の政治家達は国民の健康や幸福や未来は考えていないこと、利権の為に政治をしていることを、痛感させられました。

原発がなくても電気は足りています。
もしも足りなくても、命や環境を破壊して、
家族が亡くなったり、人生が棒になる人達を作ってまで、
生みだす電気など必要ありません。

必要なのは、お金(経済)ではありませんし。
持続可能なエネルギー産業と、原発の廃炉で、
雇用を生み出して下さい。

世界へ日本が加害者となってしまったこと、悲しく、
また大変申し訳なく思っています。

反対の意すら言葉に示せない、これから生まれてくるであろう奇形の子供。
汚染された地域で殺された家畜や、野生動物、全ての動植物に、申し訳ないです。

野田さんは、再起動したどこかの原発が爆発しても、
責任はとらないとハッキリ言っています。

この最悪な事故の情報をもっと国民にもオープンにして、
これからは日本が世界の原発廃炉にむけての、リーダーシップをとって下さい。

一日でも早く、原発を無くすための努力に全力を傾けて、
汚染された地域の人達を避難させて、命を救って下さい。

原発再起動や、がれきを拡散させるお金があるなら、そっちに回して下さい。

電気会社は国民に自由に選ばせて下さい。
この上で再稼働しようとしている犯罪者に、私達はお金を払いたくありません。



40573 個人 自営業 ３０代 女性 ゼロシナリオを選択します。 ゼロシナリオを選択します。
ゼロシナリオ以外あり得ません。

さらには２０３０年ではなく、一日も早く廃炉にすべきです。
もんじゅも同様です。

3.11で日本国民が知った原発の危険性。
こんなにも危険だとわかった原発を、これからも維持し続けたいとは全く思わない。
今も動いているのかと思うと怖くて仕方がない。
安心して生きていきたい。
それが全ての理由です。
原発は作るべきでは無かったと思います。
次の世代に危険なツケを回しては決してなりません。
ここで方向転換するしかありません。
いま廃炉にする決定をし、膨大なお金と時間をかけてでも全てをキレイにしなければなりません。
責任を持って片付けなくてはなりません。
１００％安心できる未来のために、原発はあってはいけません。
変わるのはいましかありません。
活発な経済も安心も手に入れられる選択の方法は必ずあると思います。

40574 個人 自営業 ４０代 男性 日本のエネルギー政策について 上記の意見に関して件に関して、まず結論ですが、日本は引き続き原子力発電を続けるべきであると考えます。国のエネルギー政策はその国の経済規模に応じたものであることが必要であり
ます。日本のＧＤＰは実質世界第2位であり、その経済規模を支えるエネルギーを確保することはこの国の大きな責任であります。国は国民の最大多数の最大幸福を目指すべきでありそのため
にはエネルギー政策に誤りがあってはなりません。
３．11の震災で原発の事故があったとしても、地震そのものというより津波での被害により放射能漏れがあったはずであり、今後それらを想定して原発の安全性を高める方向で動いているので
すから、評価できると思います。今回、放射能で亡くなった方が一人もいないのですが、原発停止の影響で節電に協力され、熱中症で病院に搬送された方や亡くなった方がかなりの人数と報じ
られています。 非常に残念なことです。また 単に国内の事情だけを考えるのではなく 世界の中の日本という立場も念頭におくべきです。

現在 世界トップクラスの経済力になったのは 世界の国々との関わりがあって今に至っています。一方ＥＵをはじめ 世界には経済的に混迷している国が多数存在しています。そうした国々をリー
ドしていくためにも 日本という国の国力を落としてはならないと思います。

また日本が脱原発の意見に押されていく姿は世界各国の原子力政策に大きな影響を及ぼします。その結果多くの国々が脱原発を進め、火力発電に舵を切ったらどうなるでしょうか。世界は石
油の争奪戦になります。日本も中国の南下政策の中でシーレーンの確保が困難になることが懸念されます。以上 いくつもの理由により 性急な脱原発は危険が選択であると考えます。

将来の日本のエネルギー政策については、核融合発電 を進めていくべきだと思います。この発電は非常に高い技術が必要であるのは言うまでもありませんが、日本の科学技術の推移を集め
国家プロジェクトとして是非めていただきたいと思います。

これは20年 30年のプロジェクトになるかとは思いますが、全世界の今後のエネルギー政策にとっては不可欠ではないでしょうか。

『未来エネルギー債』などで資金を募ることも必要になるかと思いますが、豊富でクリーンなエネルギーを確保できると思います。

本当の意味で未来社会の到来を国民に示すことができます。

是非 国をあげて推進していただきたいと思います。

40575 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を求めます。 放射性廃棄物処理技術が確立されておらず、確立する見通しも立っていない現状、原発の稼働はあまりに無責任ではないでしょうか。
電力不足と言うのならば、地震に弱い原発への依存度を下げるのが現政府および各電力会社が採るべき選択だと考えます。
国内のすべての原発の可及的速やかな廃炉への方策を探っていただきたいと思います。

40576 個人 自営業 ３０代 女性 2030年目標にゼロではなく、即時原発ゼロがよい。 今でさえ、事故を起こした福島原発の制御ができないし、放射能被害があるのに、
また、どこかで事故が起きるとも限らない。
電力会社や、政府の事故対応に納得も信頼もおけない。
これ以上放射能被害の危険性を増すより、
即時ゼロにして、早急に安全なエネルギー政策に転換すべきである。

40577 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 全原発の即時停止、核燃料の再処理も行わないよう
強く求めますが、即時ゼロという選択肢がない以上ゼ
ロシナリオを選択します。また温暖化対策、再生可能
エネルギーの割合増加、省エネの強化を行うことを要
望します。

日本が地震大国であり、「大きな地震や津波は来ない」と勝手な推測のもとに安全対策をおろそかにした結果、福島の原発事故を招きました。しかもその甚大な被害はまだまったくおさまってい
ないというのに原発を今後も維持、まして増加させるなど考えられないことです。原発が必要である、電力が足りない、雇用が必要だなどというのは一部の利権の絡んだ人々、企業の意識操作
であるということは、今やほとんどの国民が知っていることです。原発を稼働しなくても電力が十分足りるということ、再生可能エネルギー、自然エネルギーなどをもっと政府が本格的に取り組む
ことで、安全で平和なエネルギーを確保することは可能であるということも、国民は知っています。実際に原発の稼働がゼロであっても通常通りの生活が可能でした。日本国民のための政府で
ありながら、国民を欺き、原発が国民の生活のために不可欠であるかのように心理操作し、反対意見を無視して大飯原発の再稼働を強行しているのは許されないことです。原発＝電力ではあ
りません。そして原発に十分な安全対策など不可能です。自然災害を人間がコントロールできるというようなものです。福島のような事故を起こしておきながら原発推進を行うとは、海外の国々も
黙ってはいません。日本で再び取り返しのつかない大きな原発事故が起これば、海外の国々にも影響が出るのですから。その責任をどうとるのでしょうか。原発推進を唱える人々は、福島第一
原発の作業現場に行って作業してもらいたい。自分の子供を作業員として送れますか？現在作業している方々のこと、避難している方々のこと、自然環境や福島から離れた地域までも影響が
出ていることなど、あらゆることをあまりにも軽視しているのではないでしょうか。早急に、すべての原発停止、廃炉、原発エネルギーからの撤退を強く要求します。

40579 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発ゼロシナリオ希望いたします。 (1)放射性廃棄物の最終処理が不可能な以上、原子力発電を続けるのは無理があります。
原発に頼らないエネルギー政策に方針転換し、投資をすべきだと思います。これ以上、日本の国土を失うような状況にならないように政府には未来を見据えた戦略を構築してほしいです。

(2)これまで発展途上国だった国がどんどん発展して、同じように資源を使うようになれば、世界は破綻します。有限の資源を使ったエネルギー政策ではなく、早めに再生可能エネルギーに方針
転換を希望します。

(3)これだけ、地震活動が活発なのであれば地熱エネルギーの研究を進めてもいいのではないでしょうか。

(4)また当面の電力供給については、クリーンに石炭を使える技術が開発されているということなので、石炭火力発電も視野にいれるべきだと思います。

よろしくお願い致します。

40580 個人 自営業 ３０代 男性 2030年原発ゼロシナリオを支持します。 提示の選択肢の中では2030年原発ゼロシナリオを支持しますが、原発は全て即時停止、即時廃炉すべきだと強く求めます。この期に及んでまだ原発を動かし、作り続けるという考えが全く理解
出来ません。即時ゼロにして下さい。

40581 個人 無職 １０代以
下

男性 (1)ゼロシナリオ希望します 福島のおじいちゃんのお家に遊びに行けません
外で虫取りで来ません
おじいちゃんの作ったお米食べられません、やさいたべられません

即刻ゼロシナリオ希望です。

40582 個人 自営業 ３０代 男性 原発、本当に必要性ないです。 危険すぎるから。

40583 個人 家事専
業

４０代 女性 「ゼロシナリオ」を支持いたします。そして更に2030年
より、前だおしでお願いします。

「ゼロシナリオ」を支持いたします。そして更に2030年より、前だおしでお願いします。

40584 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 地球温暖化は、福島の原発事故よりも、さらに広範囲
（地球全体）かつ過酷な結果をもたらすことを認識す
べきである。福島の事故を厳密に調査し、今の原発を
より安全なものに技術開発を進めるべきである。

　地球温暖化は、福島の原発事故よりも、さらに広範囲（地球全体）かつ過酷な結果をもたらすことを認識すべきである。
　自然エネルギーだけでは当面（１０～２０年）の電気エネルギーの主役にはなれない。現状の緊急避難的な老朽火力発電に頼った電力状況は大規模停電の可能性を高めるだけでなく、間違
いなく地球温暖化を加速する真に犯罪的な行為である。
　今すぐ原発を停止などという、極端な反応に振り回されるべきではない。冷静かつ科学的・工学的により正しい道を目指すべきである。福島の事故を厳密に調査し、今の原発をより安全なもの
に技術開発を進めるべきである。
　その時に「１００％安全」などという情緒的な基準を持ち出すべきでは無い。福島でのベントの遅れも、常日頃から「１００％安全」という縛りや放射能漏れに対するマスコミ等の過度な反応を恐
れて、万一のベントという行為を封印し、訓練やシステム的な検討がおろそかになっていた事が原因なのではないか。
　現在の大規模なシステムや最先端の技術に対するマスコミや一般の人の理解は本当に不十分であり、本質の理解を得ることは絶望的に不可能ではないかと思う。福島の事故の後ではさらに
その困難さは増しているが、だからと言ってこれを乗り越えなくては、今後起こりえる地球規模の災害に対する科学的・技術的な対応も実行が不可能になるのではないか。
　今は科学的・工学的に正しいことをはっきりと主張しかつ国民の理解を得る努力を放棄してはならない。本当に困難な事であるが、真に人類が前進するためにはこの困難を乗り越えるしかな
い。

40585 個人 家事専
業

４０代 女性 ゼロシナリオを選びます。 アンケートは3択なのでゼロシナリオを選び提出します。

しかし、私の意見は即時ゼロということをお知らせします。即時ゼロでお願い申し上げます。あらゆる原子力発電所の運用と再処理工程をすぐに停めることにより、これ以上放射性物質を環境に
放出することを停めてください。また、福島第一原発の爆発から延々続けている放射性物質（空気中のもの、瓦礫、下水の汚泥、地上に降り積もっているものなどなど）の拡散も即時止めてくだ
さい。国家補償に関わるようなウランやプルトニウムなどの運用は電力会社の経営の中にとどめず、国の事業として分けてください。国家補償にかかわる運用をする際はしっかりと国民の声を
聞いてください。テロリストの標的とならぬようしっかりしてください。

40586 個人 無職 ７０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を選択すべきです。 原発の発電コストは高コストであり、火力・水力で電気は足りています。ウランもまた枯渇する燃料であり、化石燃料の代替えになり得ません。原発をやる理由が全く見つかりません。
菅直人前首相も８日の日本記者クラブで講演で、「首都圏３千万人が避難を強いられる可能性があり、国家存亡の危機だった」と震災を語られているように、一度事故が起こると国家が滅亡す
るほどの危機が起こり、そして核廃棄物は100万年もの間、人類に危険なものであり続ける。これほどのリスクとデメリットに対し、原発は国民にとってメリットが何もない。いったい何のために、
原発は推進されてきたのでしょうか？この考えられないほどの愚策を、直ちに反省し、できる限り早い時期に全原発を廃炉にすべきです。
「原発の発電コストは高コスト」について詳しく述べますと、政府のコスト等検証委員会の試算に、税金で負担する核燃料サイクルなど原発関係の補助金を加えた金額は、1kWh当たり10.68円で
あり、火力と同等かより高コストであることは、すでに明らか。また、原発は電力需要に合わせて出力調整を柔軟に出来る発電ではないことから、揚水発電とセットで建設されますが、揚水のコ
ストも入れると、＠12円とする学者もいます。さらに廃炉費用も従来低く見積もられており、使用済み核燃料の廃棄、処分費用に至っては、いくらかかるのか想像さえ出来ない状況です。

O％は事実を知れば、誰もが選ぶ選択肢。１５％以上を唱えるのは、現実を直視しない、経済だけを優先する財界か、原子力村関係者及び、その息のかかったマスコミだけを信じる一般国民が
考えることであろう。

理由：
(1)三つの選択肢は、現状の原発を同等に見ているが、様々な観点で即時廃炉にすべきものなどを考慮に入れれば、存続できる原発は半減する（２４基）（国会原発ゼロの会・危険度ランキン
グ）。さらに、耐用年数及び、福島の事故評価が明らかになれば、３０年には当然ゼロになっているはず。

(2)さらに、そう考える最も大きな要因は核廃棄物の問題である。今でも全国の使用済み核燃料は一杯で、あと数年で貯蔵プールは満杯になると言われている。つまり２０３０年を待つまでもな
く、使用済み核燃料の行き場がなく、原発は停止せざるを得ないではないか。これを無視して、１５％や２５％を論じることは茶番でしかない。
　さらに、これに関して言えば、原発は止まっていても４号機を見て分かるように、核燃料は危険な存在である。それを全国にこれ以上遍く満載してどうするのか？これ以上増やさないために、一
刻も早く全て原発は停止すべきである。

(3)原発は電気のためでなく、社会資本及び電力会社の資産としても意味があるので、即時廃炉で経済的な打撃が大きいというが、存続して破局事故を起こした場合はもっと日本自体が破滅す
る。（福島は最東端の原発で偏西風により、放射能の多くは海に行ったが、西日本の原発などで事故が起これば、それは間違いない）未来にあるかもしれない破局を無視して、目の前の越えら
れる難局である経済の打撃を恐れてどうするのか？原発は国有化して、廃炉にすれば、電力会社も潰れることなく、電力供給できる。

(3)代替エネルギーは再生可能エネルギーしかない。いかにエネルギー密度が低いとはいえ、分散型で展開すれば、その膨大な潜在力からすると、十分に原発の穴を埋めるのに十分である。
環境省「再生可能エネルギー導入ポテンシャル調査」（２０１１）によれば、住宅屋根以外の太陽光発電のポテンシャルは１億５０００万kw、住宅屋根を含めれば２億kw。風力では陸上で２億８００
０万kw,　洋上で１６億kwで送電網の問題などをクリアできれば、実はかなり有望な電源となる。小水力、バイオマス、太陽熱、地熱など様々な発電技術を適材適所で、分散して使えば、一箇所
で事故があっても、フェイルセーフが効いて、今のような中央集権的な、供給体制では不可能な、超安定的な電源となるでしょう。この分散性こそ、再エネが不安定であるという批判を乗り越えら
れるものである。
　ですから枯渇するエネルギー源である、石油・石炭などは一刻も早く抜け出て、再エネにシフトしないと、持続可能な社会は実現しない。すでにドイツ、デンマークなどでは再エネで１００％を賄
うというシナリオも出てきている。
　再エネはコストが高いというが、原発のコストはどんどん高くなり、上記の廃棄物などや、現にこれからかかる廃炉費用などを考えると、再エネがどんどん安くなるのと反比例して逆転すること
は目に見えている。長い目で見れば、火力燃料費よりも原発のコストがかかる。その意味でも再エネに転換しなければならないのも、当然の事実である。

(4)原子力も所詮石油より前に枯渇する海外産ウラン頼みであるので、持続可能ではない。また核燃料サイクルは、各国がコスト高で危険として、意味のない技術として撤退したのに、いつまで
固執するのか？我が国でもこれまで「もんじゅ」にしろ、六ケ所村にしろ、まともに稼働しないことで証明されている。これ以上死の灰を生産するのを止めることが賢明である。核燃料サイクルは
世界が放棄した技術なのに、日本だけでやっていっても、何かあったら、世界から何の手助けは受けられない。

余録：本会議の資料に温暖化対策を重視しているが、二酸化炭素による温暖化説は専門家でその真偽が分かれているし、又温暖化どころ寒冷化を危ぶむ声もある。政治や政策課題に上げる
前に、再度慎重に議論をやり直す必要がある。

また日本を資源小国というのは止めよう。メタンハイドレートや、近海ガス田開発、そして地熱は大きな資源であり、上記太陽光などの再エネで足らない部分をこうしたクリーンな火力で補えばい
い。また節電技術及びスマートグリッドにより、需要を安定化させることも供給を補うことになるのも重要である。

40578 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発の危険度を本当に知れば０％だけが、唯一の選
択肢である。老朽化や各種事故等により、かなりの原
発が危機的状態にある。また廃棄物処理も決まらな
いのでは、原発は止めるしかない。ゼロは必然的なも
のとなる。



40587 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 2030年に原発ゼロシナリオを支持します
稼働中の原発はできるだけ早く安全に停止し国内の
原発は廃炉にし
一刻も早く再生エネルギーの研究開発に注ぐべきと
考えます

日本は地震国であり国土も狭く原発には向いていないと思います

原発不信が続くこの状態で原発を維持していくことは国民の理解は得られないと思います

安全安全といわれても原発に対する不信や不安は決してぬぐうことはできない

被爆国である日本には最初から原発を持ち込むべきではなかった
でも今からでも原発ゼロにしてほしい

国民、そして私も少しでも安心できる生活がしたいです

40588 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 エネルギー・環境に関する選択肢に関し、「原発ゼロ
シナリオ」を支持します。

原発の存在に関しては、事故の危険性だけではなく、さまざまな問題を孕んでいるものと考えてきました。
特に、使用済み核燃料の有効な処理方法がない現在、これ以上使用済み核燃料を増やすべきではありません。
もう少し電気を使わないで済む生活、生産、経済活動を、国民ひとりひとり、法人それぞれが行うべきですし、そのために必要な技術の開発がなされるべきです。
また、再生可能なエネルギーを開発し、利用を促進するべきでもあると考えます。

原発をなくすにしても存続させるにしても、いずれは廃炉の問題につきあたることになります。ただ原発をゼロにするだけでなく、後世に誇れるような「きちんとした」廃炉をすすめていただきたい
と思います。

40589 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 NO Nuclear energy! It kills life, our children, the Earth!

40590 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオ希望 核のゴミの処理確立できていない。
３１１の原発の事故はなぜ起こったのかの真相がわからない
また、この事故では誰も責任をとっていない。

40591 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 男性 原発の即時停止そして廃炉。原発依存度０へ。 今回の原発事故では多くの人々が故郷を追われ、今もなお不安な毎日をおくっている。原発は一度事故が起きればとりかえしのつかない事態におちいる。
この様な危険なものは断じて認められない。

40592 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 日本は地熱を中心に自然エネルギーに転換すべき。
発電方式は、地熱発電を中心に、小水力と太陽光発
電で各都市・各地域の自給型エネルギー型の政策を
進めること。

原子力の平和利用としての原子力発電は従来認めていたのですが、いまだに人間や自然に放射能被害のリスクが高いことに加え、廃棄物処理の問題を残しているため、平和利用に相反する
形態になっています。日本はポテンシャルの高い地熱を中心に自然エネルギーに転換すべきだと思います。また、発電方式は、大規模水力（水源地の破壊や水循環の変容等）や海上・山地型
風力（飛翔性野生動物へのストライキング等）Ｉはともに大変大きな生態系破壊を伴うため、各地方では、小水力と太陽光発電で自給型エネルギー型の政策を進めていってほしいと思います。

40593 個人 その他 ２０代 男性 原発ゼロの社会実現に向けて政府は進むべし！ 原発は
未来の日本には必要ありません。
原発は
日本の国土を汚し
死の国にしてしまいます。

日本は
原発ゼロを目指し
原発に依存しない生き方を目指してほしい！

クリーンエネルギー開発で
未来の日本の経済を支えてほしい！

そのためにも
政府は
脱原発のシナリオを実行してほしい！

経済発展は
原発に依存しないかたちで
進めてほしい！

再生エネルギーの世界展開など
自然エネルギー大国を目指してほしい！

40594 個人 自営業 ３０代 女性 原発は全廃して、自然エネルギーへの転換を。 未だに自宅に故郷に帰れぬ人がいる現在、原発を続けるという選択肢はない。どんな人にでも幸福を追求する権利があります。原発で故郷を奪われた人にも幸福追求権があるのです。それ
を、政府が奪うことは許されることではありません。原発は、人々の生活を脅かし、働く人の健康をうばいます。原発を直ちに全廃し、自然エネルギーへの転換を図ることを求めます。
原発がなくなったら、電気の供給を安定的に行えないと言わず、原発を使わずに安定的供給を行える道を今から考えるべきです。
政府が国民多数の声に応えることを求めます。

40595 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原子力エネルギーはゼロに！ 大事な家族をまもるために、声をあげます！
原発はいりません！
再稼働をただちに停止させ、再生可能エネルギーの促進を。

40596 個人 家事専
業

４０代 女性 ２０３０年、原発は０％にしてください。もんじゅ、六ヶ所
村再処理工場は廃止してください。

原発は危険なので、一日も早く全部廃炉にしてください。石油、石炭、ガスによる火力発電を主体にしてください。自然エネルギーの開発も進めてください。発送電分離してください。東電は、破
産処理してください。

40597 個人 その他 ４０代 男性 原発を即刻停止し0に。
地熱発電を中心としたエネルギーに方向転換を。

たかが電気のために原発はリスクが高すぎます。
また原発事故が起こったら、この国はおしまいです。
今すぐ原発に頼らない新しいエネルギー政策を。
現に原発停止中ですが、電気は足りています。
火山帯が多いこの国は、地熱発電が理にかなっています。
海外の地熱発電のシステムには、優れた日本の技術が使用されていると聞きます。

40598 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 男性 ゼロシナリオ。自然エネルギーの普及。脱原発依存。 私は福島の原発事故が発生した時に大きなショックを受けました。恐怖、生命の危険を感じたのです。福島の事故が収束していないのに電力不足を理由に再稼働。とても正気とは思えません。
また最近の報道では再稼働が無くても電力は足りていたという事実がでてきています。そもそも地震の多い我が国で原発を稼働させるのは、たとえ安全対策を強化したとしてもとても危険でリス
クのある事だと思います。また、私の実感ですが街に出てみれば、飲食店などの過剰な照明、冷房などまだまだ節電の余地も充分にあると感じます。政府には目先の経済を優先するのではな
く、代替エネルギーシステムへの補助などの取り組みを行って欲しいと思います。今後同じような事故が起きれば日本は取り返しのつかない事になってしまいます。経済より生命を優先してくだ
さい。

40599 個人 自営業 ３０代 男性 国内すべての原発を停止。廃炉へ。自然エネルギー
へのシフトチェンジ。

東日本大震災での福島第１原発の事故をうけて、どう考えても人間の手に負えるものではないと認識したからです。地震大国日本で、これから日本で生活する未来ある子供達にあのような危険
なものを残していてはいけないと思います。ものすごくシンプルに「命＞経済」だと思います。

40600 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 早期に原発比率をゼロとすることを望む。 今回の事故により「原子力が安全」という理論は崩れた。
原子力でないと大量のエネルギーが供給することができないならば、消費するエネルギーを見直すこともありかと思う。
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40601 個人 無職 ６０代 男性 原発ゼロのシナリオを選択します。 原発ゼロのシナリオを選択します。

40602 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 「0％」を選択します。現状の説明、情報開示では原発
の継続についての説得力がまったく感じられません。

「0％」を選択します。現状の説明、情報開示では原発の継続についての説得力がまったく感じられません。
全国の電力会社について、少なくとも原子力発電所の管理については、一度すべての情報を公開するべきと考えます
また、｢有識者｣については、省庁での選択でなく、せめて国会での推薦の形をとるべきです
いずれにしても、今の情報開示はたとえば会議のビデオ公開や活断層データの確認、放射線量のデータ、どれをとっても電力会社の手による情報はすべて信頼の基盤がありません
せっかく「国有化」の状態になったのですから、政府はもっと積極的な関与をして、これまでの役員、管理体制からすべてを譲り受けるべきです
特に内部にある情報については、破棄される恐れがあることを前提に直ちに凍結、信頼できる機関（司法･警察など）への移動が必要であると考えます

いずれにしても、東京電力を筆頭に原子力発電所を持つ電力会社はおこも国民の信用をまったく失っていることを前提にすべてを見なおす必要があります
至急に対応していただくことを切に希望します

40603 個人 法人等 ３０代 男性 ゼロシナリオ。 中途半端に減らしても稼働しているのであれば、福島で起こったようなことが起こる可能性が残る。もし起こってしまえば、どんどん住めなくなって、人が生活できる環境じゃなくなってしまう。だか
ら、ゼロシナリオでないと意味がないと思う。それに代わるエネルギー源が開発されるのであれば、世界的にも日本は注目されるし、原発を減らしていけると思います。

40604 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 2030年と言わずすぐにでも原発はゼロに。 １使用済み核燃料の処分方法が決まっていない。核燃料サイクルは誰が見ても破綻している。もんじゅ、六ヶ所村何年多額の税金を無駄使いしているのか。世界では諦めている。
2事故は起こらないと言っていたがたった40年程度で事故を起こした。
3原発事故は起こり得る事が判明した。事故が起こった時の社会に与える損害、影響が余りにも大き過ぎ危険過ぎる。
4原発に関わる政官業学の利権癒着が大き過ぎ、まともな規制が出来るとは思えない。
5原発が無くとも日本はやっていける事が分かった。ならばそんな危険な物の必要性は無い。
6原発事故、廃炉を考えると原発による発電は高コストである。
7原発の燃料ウランは限りある資源であり、石油や石炭と変わらず海外に頼らざるを得ずリスクは変わらない。
8発送電を分離し、次世代エネルギーの発展に力を注ぐべき。

40605 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 「原発ゼロシナリオを選択します」 ３・１１以降原発関連に関する本や情報、原発反対派のものも原発推進派のものも読んできましたが、データの解釈次第でどっちにもころがってしまうのでいくら知識を増やしても是非は判断で
きないと感じました。ただ、原発に関するデータが隠蔽されたり改竄されたりという事例が多すぎて、信用に足りません。そのような信用に足らないうさんくさいものを使用するわけにはいかない、
というのがわたしの判断です。

40606 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原子力発電は２０年後には０％となるように、政策を
打ち出すべきと考えます。しかし、化石燃料を用いる
火力発電でCO2の排出を増やすべきでもありません。
小規模な再生可能エネルギー発電と蓄電の技術を推
進。

環境破壊は長期的にみて止めなければならない最優先事項です。しかし、原子力発電は制御不能となったときに大きく環境破壊を起こす危険が極めて高いと感じます。
電力ネットワークを活用し、地域単位の中小規模な再生可能エネルギーを用いた発電と蓄電は技術的には日本は先進的に持っているはずです。
政治が指導力を発揮してこちらに舵を切れば、世界に先駆けたエネルギー産業も手に入ると思います。
これらの構想とロードマップを示した後、原子力発電は段階的に廃炉していく方針とすべきと思います。（ただし、暫定的に新たな発電の枠組みが稼働するまでは現在の原子力発電も稼働させ
ざるをえないと思います。）

40607 個人 会社員・
公務員

６０代 女性 原発０を支持します 安全が第一。

40608 個人 自営業 ３０代 女性 原発０へエネルギーシフト。 今も尚地震が多発している日本列島に、メルトダウンした福島第一の原子炉，使用済み燃料大量に抱え、その上稼働している原発を存在させると言う事は即に止めるべきだと思います。

３．１１以降、国民は今までと同じ生活が出来なくなる事は、個人差はあるにしろ理解していると思うし、国民の生活において節約出来る電力は多いに節約してきているとおもう。
明らかにマイナス要因のある発電を止め、プラス要因の多い発電にシフトする事が、不安を抱えた日本国民を支える唯一の未来への希望だと思う。
国民は、その希望を得るためへの協力は惜しみません。
まずは、政府が原発０を早急に目指すと言う意志を示せば、国民は希望に向かって覚悟を決めると思います。

40609 個人 法人等 ４０代 男性 原子力に依存しなく、再生可能エネルギーの積極的
な導入・脱原発へ。

　福島原発が甚大な事故を起こしてまでも、いまだに原子力への依存を政府が考えていることに大きな疑問を感じます。福島に近く、また女川原発からも１００キロ圏内にある大崎市民にとって
は福島の事故は対岸の火事ではありません。
　私が原子力に依存したくない理由は以下の通りです
１、安全性の確保が難しい。他の発電と違い制御不能になる可能性がある。
２、一度、事故を起こすと被害は甚大
３、最終処分の方法が決定していなく、処分方法も確立していない。原子力発電のゴミを子孫に残そうとしていることです。

　電力不足は経済の停滞を招くとの懸念から、原発を稼動させてしまいましたが、我々には「すこし我慢する」という選択肢もあるはずです。今までのように国民が少しだけ我慢をすれば大きな
電力不足は回避できるでしょう。考えてみれば、私が幼少のころはエアコンなど、ごく限られた場所でしかありませんでした。例えば今さらエアコンをなくすのは非現実的ですが、少しだけなら我
慢をすることができるでしょう。その上で再生可能エネルギーの開発・導入に全力を注ぐべきです。今まで、原子力に投入してきた税を再生可能エネルギーに投入するだけのことだと思います。
原子力に携わる雇用については、再生可能エネルギーを導入することで発生します。必要なことは、「いかに原発を守るか、稼動させるか」という方法を探るのではなく「いかに原発への依存を
なくすか」ということでしょう。今こそ日本の英知を集約させて、世界に知らせしめる良い機会です。どちらに舵をとるか、もう、多くの日本人が知っています。あとは政府が間違った舵をとらないこ
とです。

40610 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発の廃炉、ウランの輸入停止 原発は不要です。国内の全ての原発の停止、廃炉を希望します。
日本全土で、いつどこで、どれだけ大きな地震がおきるか判らない中、どの原発がまた爆発して放射能物質をまきちらすかも判らないのに（福島でさえ、いまでもまだ放射能物質が漏れ続けて
いるのに）どんどん増える廃棄核燃料をどうやって処理するのでしょうか。
未来の日本を、癌患者と奇形ばかりにするつもりでしょうか。
地熱や太陽光、風力を用いたクリーンエネルギーへの完全シフトを希望します。

40611 個人 その他 ２０代 男性 2030年時点での日本国内のエネルギーは原発はゼ
ロが望ましい。

２０３０年の日本のエネルギーについて、原子力発電の占める比率はゼロにするべきです。
理由は、２０１１年３月１１日の東日本大震災でおきた東京電力福島第一原発の事故によって、日本の原子力発電は、事故が起きると国民の生活と生命の安全を大変危険にさらすからです。ま
た、２０１１年３１１以降、原発の問題が次第に一般に明らかになり、中でも、たとえ事故が起きなくても、燃料の生産や発電所の操業を続ける限り、被曝者が生み出され続けるからです。
福島の原発事故以降、現在稼動している原発は、関西電力大飯原発のみですが、日本の電力供給は原発に頼る必要がないということも、周知の事実になりつつあります。また、福島の事故以
降の政府がとってきた国民の安全を確保するための対応にも多くの疑問が残ります。
以上、福島の事故で明らかになった日本の原発の危険性、通常の操業における被曝労働の問題、稼動そのものが日本のエネルギーに不可欠ではないこと、現在の行政の対応が万全ではな
いことなどの理由で、２０３０年における日本の原発のエネルギー比率をゼロにすることが望ましいと考えます。

40612 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発は早急にすべて停止し、再生可能エネルギーへ
の転換を進めるべき。

原子力発電所の安全性というのは、もはやまったく信頼できない。また、使用済み燃料の処理すらままならない現状は論外である。原発は「安い」という根拠も希薄、というか、極めて恣意的な
話しに思える。廃炉費用や使用済み燃料の管理、事故の補償などを考えた上でも、その「安さ」を証明できるのであろうか、疑問である。原発こそ、将来への負債そのものであると考えます。

また、再生可能エネルギーは安定供給が困難と言われるが、それはその開発に力が注がれていないからではないのか？制度として、政策として、きちんと推し進めることを望みます。

40613 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発の再稼働はやめてください。 ひとたび事故をおこせば、ふるさとも、仕事も失い、家族も友達もバラバラになります。福島の原発事故で避難してきている友人は「人生を狂わされた」と
国と東電に恨み骨髄です。

貴重な税金は原発の再稼働でなく、自然再生エネルギーの開発に使ってほしいです。原子力より簡単で安全です。すでに国内の一部地域や外国でも取り組まれています。やらない理由は何一
つありません。

40614 個人 法人等 ３０代 男性
エネルギー計画の筋書きはどれも将来の世代に対し
て安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます

御意見及びその理由
新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
 直ちに原子炉再稼働をやめさせる
 積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
 再生可能エネルギーの生産を加速させる
 発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
 石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

40615 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 (1)ゼロシナリオを選択します。(1)以外の選択肢を選
ぶことは考えられません。また、(1)以外の選択肢を選
ぶこともしません。

原子力発電所の敷地内で活断層が発見されたり、活断層の存在が取りだたされている現在、原子力発電所という危険なものを稼働させたままの状態でいることは常軌を逸した状態であると言
わざるを得ません。

また、東日本大震災で福島原発の事故が起き、事故の原因をさぐり、日本国中にある全原発の１００パーセント確実な安全が確かめられないままに、大飯原発を再稼働させたことに、激しい憤
りを覚えます。

原子力発電所がないと日本の国がもたない、原子力発電所がないと日本の経済が下降するなどの声も聞かれますが、もともと技術水準の高い国が、私たちの日本国だと思います。技術的な
問題を現在の日本の技術水準でクリアすることは可能なことだと思います。原子力発電所を即刻全廃にし、自然エネルギーへ転換をはかることで、自然エネルギー分野への資本の投入もすす
み、むしろ経済的な上昇へとつなげられるのではないでしょうか。

福島と同じ原発事故が起きないと断言できる人は誰もいないはずです。再び同じような事故が起きれば、日本国は破滅します。自然と共存してきたこの国は、世界から死の島として疎まれること
でしょう。

40616 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 即刻全廃 制御できないエネルギーは必要ない。

原発ムラの利権分をほかに回せば、コストが多少かかっても一時的に火力など
で賄えるはず。

そして、早い段階でそれ以外の自然エネルギー開発に金を出せば、今ならまだ
間に合うと思う。

いずれにしても、現政権のすべてが嘘に思えてしょうがない。

40617 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発依存度は早急に０を希望します。 これだけの被害を受け、まだ原子力発電を続けようとするなんて、一部の人の利益を優先しているとしか思えません。即刻原発依存度は０を希望します。電力会社は、大切な故郷を捨てなけれ
ばならなくなった福島の人の気持ちをどこまで真剣に考えたことがあるのでしょうか？現時点で電力がまかなえているのにもかかわらず今後もさらに原発を推進するという先日の関西電力社長
の発言も信じられません。政府はもっとたくさんの人が意見を述べることができる場を提供すべきです。世論調査をすれば今日本のほとんどの人は原発ゼロを望んでいることは明らかです。
原爆投下を受け、福島の事故を起こし、それでも原発を続けようとする。日本は今、率先して原発を止める姿勢を示すべき国なのではないですか？どうしてその愚かさに気付かないのでしょう。
命よりもお金が大切ですか？？

40618 個人 学生 １０代以
下

女性 原発反対 原発がないとそこで働いていた人たちの雇用先がなくなることが、原発をなくすことのディスアドバンテージだと思います。しかし、原発があることにより、今回の事故により、健康を害した人、動
物が大勢います。心を病んだ人もいます。
健康のほうがずっと大切です。そのため、原発に反対します。

40619 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも将来の世代に対し
て安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。即時原子力エネルギーへの依存を即終了させ
る、より踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの
提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：

 直ちに原子炉再稼働をやめさせる
 積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
 再生可能エネルギーの生産を加速させる
 発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
 石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

40620 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を希望します。できるだけ早く今
稼動している原発を止め、日本のすべての原発を廃
炉にして欲しいです。また、いつまでに原発ゼロにす
るのか明確な期限を設定することを希望します。

福島の原発事故以来、不安に思うことが増えました。放射能は目で見ることも出来ず、いつ発症するかわからない健康の被害のことを考えると、食事や外出をすることも事故以前の楽しさを
失ったと思います。このまま原発が動きつづけてさらなる事故が起こることには耐えられません。少しでも安心して生活できるように、原発の再稼働を行なわず、廃炉が可能となるような政策を
行ってください。

省エネルギーへの取り組みを強化し、自然エネルギーの推進を行ってください。また、原発ゼロへ向けての具体的なスケジュールの公開もして下さい。
40621 個人 会社員・

公務員
４０代 女性 ゼロシナリオでも不十分です。原発０は当たり前です。

０シナリオだけでは、地球の温暖化も防げないからです。

もう原発神話を通すために労力を費やすのはやめてほしい。
その労力を新たな自然エネルギー推進に向けてほしい。

人間の手に負えないものを持ってはいけません。
いくら安全だと言われても、原発事故発生時の対策が陳腐なまま、もう安全だと言い張っていること自体が情けなく、不信感が増幅するばかりです。
もう本当のことを知ってしまいましたから、いくら原発が必要だと言われても、私は決してそうは思いません。

原発をすべてなくし、そして地球温暖化を食い止めていくような自然エネルギーを開発していかなければ、人の幸せ、自然の幸せ、地球のためにはなりません。
日本だけの問題ではなく、地球のすべての生命に対して日本は責任をもった政策をとってほしい。



40623 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 女性 原発０。即廃炉。 今回の事故により、人間は原子力をコントロールできないという事が証明されました。
即刻無くして欲しい。

40624 個人 その他 ３０代 男性 原発に変わるエネルギーを是非開発して下さい。 ３１１以降、故郷を追われた人たちのことをもっと見て下さい。地震、津波以外の人為的なことで生まれ育った土地を離れるのはナンセンスです。そして核以外の力での海外圧力を開発してくだ
さい。

40625 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 男性 原発ゼロに、即刻する！ 　原発は、放射能を撒き散らした。スリーマイル島、チェッルノブイリ、福島を大事故起こして、住めない町にしたから。通常作業でも、作業者は、被爆している。放射線量隠し、多重構造で、安くこ
き使われ、ピンはねされている。こんな事は、許せない！
　対案として、下記を提案します。

１、原発即刻廃止の対案として、ガスコンバイント発電、石油石炭のコージネ－ト発電などを、遊休化した臨海部で行う。

２、中学高校などで、体操着と試合用ユニフォームなどとの統合し、体操着のまま試合競技に出られるように規約改定する。中学生らの贅沢病からの転換。これを機に、物に、頼らない生活に
転換する。

３、センサー付ＬＥＤの普及徹底。

４、セラミックパウダー、アミエキス（エフユーエフ社）などの活用による活性化。

５、庭木、街路樹、学校、企業などの樹木の坊主化、大木化。下から、１５ｍは、枝なしにする。都会は、下から、２５ｍは、枝なしにする。風通しや日当たりよくする。

40626 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 現状と同程度の原子力比率を目指す。
安全の尤度を増し、安心感を醸造するために、
１）原発は国営にする。
２）シビアアクシデント対策を確実に行う。
３）経年原発の積極的なリプレースの実施。

廃棄物処理や安心感の問題がある原子力発電は、なければないにこしたことはない。しかしながら、エネルギー資源のない国で、経済の衰退を引き起こさないためには、当面原子力発電に頼
らざるを得ない。一方で、国策民営といえども実質的に民間に運営をゆだねてきた原発については、安心感を醸造するには国営にするのがより良い。実際の所、痴呆電力会社ではいざというと
きの対応は困難である。また電力自由化が進む中で、原発を民間が持ち続けることは困難である。
シビアアクシデント対策については、福島事故の知見をもとに、フィルターベントの設置を行い、また格納容器保護のための安全弁の設置を検討する。圧力容器に安全弁がないというのは普通
のプラントでは考えられない。また設計条件を逸脱してもがんばることで、安全弁等の設計条件を逸脱し、結果として不作動というよりシビアな事態を引き起こすことにナル。40年超の原発につ
いては、そもそもの設計思想が古く、新しい知見に基づいたより安全尤度の高い、最新鋭の原発へのリプレースを行うことが必要。圧力容器の強度の問題では不十分。

40627 個人 自営業 ３０代 男性 原発「ゼロシナリオ」。化石燃料への依存度を大幅に
下げるために、これまで以上の再生可能エネルギー/
自然エネルギー開発の促進を望みます。

原発に依存している限り、今の安心も、これからずっと先、私の知らない子孫たちの安全も再び容易に脅かされることになるでしょう。
こうしてパソコンの画面に向かっている間もおそらく、原発事故の収束作業は行われ、そこで、私の知らない誰かが少しずつ被曝しているのです。
いつまでそれを続けるのか？いつまでそれは続くのか？
この不条理に対して、（被曝の恐ろしさゆえ）何もできない自分がここにいます。
一刻も早くこのような状況を脱するためには、全原発の廃炉以外に選択の余地はありません！たとえそうなったとしても作業員は被曝するというのに！
経済優先という誤った「豊かさ」に背を向けねばなりません。

同時に、化石燃料の使用による地球温暖化はこれもまた、回避せねばならぬ問題です。政府、国には、再生可能エネルギーの技術開発、促進において、これまで以上の補助などを希望し、より
一層の、真の安全、安心、豊かさの追求、幸福の追求を望みます。

40628 個人 自営業 ４０代 男性 「２０３０年までに原発０」ではなく、「即刻、原発０」を主
張します。

理由1、安全性に不安があるからです。
理由2、安全性と経済性の両面から問題のある核燃料サイクルは、即刻中止すべきです。理由3、他のシナリオで先送りされている廃炉費用と放射性廃棄物処理費用、それにいつまでも背負い
続けることになる原発事故リスクまで考えれば、この案が最も経済的だと思われるからです。
理由4、二酸化炭素の排出が最も少ないのは自然エネルギーであり、一時的な火力発電の使用による二酸化炭素の排出増があるとしても、結局は二酸化炭素の排出が最も少なくなるのはこの
案だと思われるからです。
理由5、我が国のエネルギー安全保障上、輸入に頼らなくてよい自然エネルギーを、輸入ウランに頼らなくてはならない原子力発電よりも優先させるべきだと考えるからです。

40629 個人 自営業 ４０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します。 福島の事故の真実の不透明さ、検証の不十分さを見ても、このような状態で原発を日本で稼動することは非常に納得出来ない上に危険だと感じています。日本は原爆を経験し、福島の事故を
経験しました。核の恐ろしさを実際に経験した貴重な国です。代替エネルギーを日本の技術力をもって導入し発展させると同時に世界に率先して核の危険性を発信して行く義務があると思いま
す。

40630 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 女性 原発依存度は１番のゼロシナリオの選択を望みます。
火力発電でエネルギーを補いながら、地熱発電や太
陽光発電など非枯渇性エネルギーへの転換をして頂
きたいです。

２０１１年の地震によって起こった福島県の原子力発電所の事故は未だに燃料棒の取り出しも出来ず、海や土壌は汚染され、ベントで放射性物質が大気にも撒き散らされています。土地を追わ
れた人も、自ら避難を選択してそれまでの生活を失った人も、いますし、第一次産業へのダメージも計り知れません。
一度の事故でここまで収束の難しい事態の可能性がある原子力発電をこれ以上使うべきではありません。
日本は特に地震の多い土地です。どんなに万全を期したとしても絶対という事はありませんし、万が一福島原発と同規模の事故が繰り返されては日本が破綻しかねません。私も県内に柏崎刈
羽原発があり、そこで事故が起きれば、最悪、土地を捨てて逃げる必要が出てきます。
原子力発電に頼らず、まずは火力発電で補い、それと同時に地熱発電や太陽光発電でまかなえる様エネルギー開発の方向転換をして頂きたいです。枯渇性のエネルギーからの脱却は昔から
叫ばれてきた事ですし、日本は温泉の多さからしても地熱発電を考えた場合エネルギーの豊富な土地となります。

40631 個人 家事専
業

３０代 女性 絶対反対。原発0！ 必要ないから。市民の安全第一。100％自然エネルギーを使おう。

40632 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。
具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける
私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

40633 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 選択肢に２５％以上のシナリオを追加する。 エネルギーの自給率が４％の日本にとって、エネルギーの安定供給に占める原子力の比率は、少なくとも現状以上が望ましい。
再生可能エネルギーが低コストで安定的に確保できる担保もなく、原子力エネルギーを切り捨てることは、自ら日本の衰退にむけて舵をきるようなものである。
原発の再稼働が厳しい中、日本は化石燃料の輸入によって、年間３兆円以上の国富を海外に流出し、このままでは電力料金も上がり、国内企業は国際競争力を失い、海外へと活路を見出さな
ければならない。
ひいては国内の雇用が減少し、国力の衰退につながることになる。
原子力事故には真摯に対応する必要はあるが、ここまで技術立国として成長してきた日本は、さらに原子力の安全利用技術に磨きをかけ、原子力技術で世界をリードする立場へと進むべきで
ある。
ここは、感情論に惑わされることなく、冷静に将来のエネルギー確保に向けた選択をすべきであり、子孫に禍根を残してはならない。

40634 法人・
団体等

法人等 ４０代 男性 福島の事故が起きた今の日本で、原子力による発電
を選択する理由は考えられない。命よりも大事な理由
などない。

原子力に代わるエネルギー、日本人の知恵と勇気があればきっとクリア出来る。
国はその後押しをすべきだ。
その分野で仕事、雇用を生み出せるはず。

あとは踏み出す勇気だけ。

貴重な大地、海などの自然を破壊し、命をも奪ってしまう原発など必要はない。

電気が足りなければ代替エネルギーが普及するまで頑張れるよ日本人は。

40635 個人 家事専
業

４０代 女性 (1)ゼロシナリオを支持いたします。 原発は要りません。

今回の原発事故で国土も海も汚染されました。これは原発による国の経済の維持、発展などと引き換えになどできない、二度と取り返しのつかない事態です。

それに火力で昨年の夏も今年の夏も乗り切れたように、原発が単なるエネルギー問題ではない事位もう誰でも知っています。それでも原発を止める代わりに電気代を値上げするというのなら、
いくらでも上げて下さって結構です。

原発を動かせばたまっていく高レベル廃棄物の処理方法もままならない中で、再稼働など言語道断です。

以上。

40636 個人 家事専
業

３０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します。 ゼロシナリオを支持しますが、2030年までではなく即刻全原発の廃炉を望みます。もはや地震はいつ起こるかわかりません。暴走した原発を止めることが不可能なことは福島原発が未だに収束
していないことで証明されています。
日本国家なら危険な原発に依存しない国を作っていけると信じています。
これ以上多くの人が土地を奪われるようなことは起こしてはいけません。
どうか一部の人の財や権力より、国民の当たり前の生活、権利を優先される国作りをよろしくお願いします。

40637 個人 自営業 ３０代 女性 ゼロシナリオ支持。
他の発電方法よりもコストやリスクが高く、不経済。事
故も多く不安点な電力源。核廃棄物の問題も未解決。
全ての原発が一刻も早く停止することを望む。

ゼロシナリオを支持します。
原子力発電は、他の発電よりも経済性やCO2排出量が少ないと書かれていますが、万が一原発事故が発生した場合のコストやリスクを考えた場合、経済的であるとは言えないと考えます。
また、原発事故も頻繁に起こっていることから、不安定な電力源です。
何より、核廃棄物処理の問題が解決されていません。
このような将来不安な電力源に膨大な資金を投じることは、もったいない。他の自然エネルギーの開発に注力した方が現実的だと考えます。
昨年の福島第一原発事故のような悲惨な大事故が発生する可能性もあることから、一刻も早くすべての原発を停止させてほしいと思います。

40638 個人 家事専
業

４０代 女性 原発ゼロシナリオ０％ また原発で事故が起きたらどうするんですか？

今いるこども達・これから生まれる子ども達のためにも
原子力以外でのエネルギーの取り組みを進めて下さい。

40639 個人 家事専
業

５０代 女性 原発０％！ 危険な原発を子孫の為に、残したくない。

40640 個人 パート・
アルバイ
ト

６０代 女性 政府が提示した３つのシナリオの中では「ゼロシナリ
オ」を選択します。
しかし、このシナリオには、原発をいつまでにゼロにす
るか期限が示されていない。
私は、全原発の即時廃炉を求めます。

・手に負えない「使用済み核廃棄物」の問題だけでも、原発は許されない。
・原発の存在そのものが生命への冒涜です。
・再生可能エネルギーを最大限導入すること。
・全原発の即時廃炉です。

40641 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発稼働は絶対反対。
2030年ゼロ％希望です。

福島原発の影響でたくさんの人々が多くの苦しみをかかえて生活しています。
子供は公園から消え、地元で作った米、農作物は食べることができない。
そんなことになってしまう、原発をだれがいいと言うのだろうか？
これからは原発に頼るのではなく、国民r全員がシフトダウンできる生活をすればいい。
これからの将来を担う子供たちに安全な日本を残していってあげたい。
原発からでたゴミの捨て場所も決まらないまま、どんどん稼働し、作っていく事のどこに良さを感じたらいいのだろうか？

絶対に原発反対！！
原発稼働反対！！

２０～２５シナリオを選択します。

理由１． ２０３０年まで原発を運転できる技術があるのならそれ以降ゼロにする必要を感じない。
現状、再稼働反対の世論があるのは承知しているが、３案のシナリオとも直ちに原発を止めずに２０３０年まで運転することになっている。原発の安全は確保される前提がある限り、使える設備
は使うべき。

理由２．我国だけで決めるのは合理的でない。
今夏の韓国、インドの電力危機の報道を見ても今後インド、中国、韓国の原発は増えていくと思われる。黄砂で明らかなように中国周辺で原発事故があれば我国への放射線影響は必至であ
る。原発を保有して、絶えず安全に取り組んでいなければ周辺諸国の原発安全を監視することは出来ないはずである。広島、長崎で被害を受けた我国民が核に対しては反対、反対と叫ぶだけ
で「ゆで蛙」状態にある現状がそれを証明している。

理由３．電気代が３案の中で最も安い。
再生可能エネルギーの国民負担が２０１７年に２０１２年の４．６倍になると
報道されている。また、ＬＮＧや原油輸入急増で２０１２年１月～６月の貿易
赤字が２兆９０００億円余りで過去最大になった。（前年同期の３倍らしい。）
これらの情報から見ても現状に近い原発比率がよい。

理由４．再生可能エネルギーが見えない。
太陽光、風力の発電実績の棒グラフを見ると、全く発電できていない時間が多い。この状況で再生可能エネルギー３０％３５％と言われてもどのような発電設備かよく分からない。現状の電池を
見てみると小容量のＵＰＳの電池ですら持ち運べる重量ではない。

理由５．節電の具体的方策が見えない。
電気を大量に使う工業、農業、上水、下水等の節電技術の飛躍はあるのだろうか疑問。節電方策と効果を示してほしい。家庭用として本年、節電に取り組んでいるが冷房をがまんしている実態
がある。クールスポットへ稀に行くのはありとしても限度がある。ＬＥＤに取替えたが元々昼間は消灯していた。自治体の示す節電方策も大したものは示されていない。４月ごろ賢い節電と言われ
ていたが、そんなもの実態はなかった。

その他
意見聴取会でゼロシナリオの多くに再稼働反対が含まれていた。官邸前の再稼働反対デモも継続されている。２０３０年の比率以前に再稼働の決着を早くつけるべきである。大飯を暫定安全基
準と言うと、正規の安全基準は福島第一の詳細が判明する遠い時期まで出来ないことになる。絶対安全基準は存在しないことまでは共通認識なのだから、グズグズしないで早期決着を図らな
いと前へ進めない。

40622 個人 無職 ６０代 男性 ２０～２５シナリオを選択します。理由：２０３０年まで原
発を運転できる技術があるのならそれ以降ゼロにす
る必要を感じない。再生可能エネルギーの先行き、節
電の具体的方策が不明。電気代が安い。周辺国の影
響。



40642 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原子力発電はもうやめていただきたい。 消費者は、使う電気の発電手段を選べない。
もうこれ以上はガマンならない。

40643 個人 家事専
業

３０代 女性 国策により奪われた人命を考慮できる判断力が日本
政府にあるのならば、原子力ゼロ政策であるべきで
す。国民の将来をどこまで踏みにじればきがすむので
しょうか？

後片付けの出来ない原子力エネルギーの早急な廃止。
その後の管理体制を整える、（国営化はしない。第２次、３次の自己を防ぐためにも民営化とし、透明な管理体制を整えること）

再生エネルギーの促進

自己、法人の発電体制の促進

クリーンエネルギーの発展のための援助、融資（融資席、中間報告等の義務付け、および国民への開示義務も当然、必須項目とする）

子供のいる人間ならば、今の日本で子育てすることがどれほどのストレスになるか、実感しています。これ以上の、汚染は許されざるものです。子供達の将来へ、今の大人がなすべきことを反
映させた政策であるべき事を、政策作成者は認識すべきです。

40644 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 日本の技術力をもってすれば、代替エネルギーの開
発は十分に可能であり、国際的に競争力を持つ新し
い産業の開発につながります。そのためにも、原子力
エネルギーへの依存から一刻も早く方向転換すべき
だと考えます。

東日本大震災とその後の原発事故を経験した私たちは、今、原子力以外のエネルギーを真剣に望んでいます。日本の優れた技術力をもってすれば、再生可能な代替エネルギーの開発は十分
に可能なはずです。まして、これは、日本にだけ役立つ技術ではありません。自動車産業に匹敵するような、国際的に競争力を持つ新しい産業の開発につながることは間違いありません。今、
人々が抱いている熱意を無駄にせず、政府は、一刻も早く、原子力エネルギーへの依存から方向転換をし、新しいゴールに向かって、それぞれの省庁やビジネス界が走り出すことができるよう
にすべきだと考えます。

40645 個人 自営業 ６０代 男性 全原発廃炉！

https://twitter.com/tomohon70000をご覧ください・・・
（－－）/

核廃棄物の処理方法が確立せず福一のような事故が現実となったいま原発に頼る電力行政は不可能です・・・現在大飯以外の原発は稼働しておらずこの猛暑でも電力不足は生じていないよう
です・・・電力不足を理由に無理に原発の再稼働はもう出来ません・・・地殻の変動が活発化している今すぐに全原発の廃炉に取り組むべきです・・・火力発電についてはその燃料コストの問題を
言う人がいますが燃料コスト高の理由を精査すべきです・・・一説には中間にさや抜きをしている会社が存在すると言われています・・・またCO2についても最新の石炭火力のクリーン度やCO2温
暖化原因説が疑われるなど原発必要性はますます理由が希薄となりつつあります・・・その他もろもろ私のツイートをご覧ください・・・（－－）/

40646 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ３つのシナリオのうち、ゼロシナリオを支持します。
ただし、稼働中の原発は直ちに停止とし、停止中の原
発は直ちに廃炉作業を開始するべきと考えます。

３つのシナリオのうち、ゼロシナリオを支持します。
ただし、稼働中の原発は直ちに停止とし、停止中の原発は直ちに廃炉作業を開始するべきと考えます。

理由は次のとおりです。
・原発の事故原因の究明と責任の所在が十分に明らかにされていない。
・原子力をこれまで推進してきたステークホルダーは欺瞞に満ちた活動をしているため。世間でヤラセ、隠蔽、サクラ、動員、御用学者などと言われている問題がまったく解決されていないため。
・ひとたび深刻な事故が起きた場合、安定性、安全性、環境破壊、気候変動、コスト等々全ての面において他に類を見ない大規模な損害が生じることが明らかになり、その被害は今現在進行中
である。このため他のあらゆるエネルギー施策に対して原発は全ての面で劣っているといえる。

40647 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発は0％のシナリオで！ いつか、孫に恵まれて、楽しい暮らしをするのが、夢でした。
結婚前の娘と息子がいますが、孫の顔が見たいから
早く結婚してとは言えない世の中になってしまいました。
チェルノブイリの事故に、何一つ学んでいない日本という国。
ある意味、北朝鮮や中国よりもひどい国だと
思い知らされました。

子供のころ、生まれ変わっても日本に住みたかった。
でも、もうそんな日本ではなくなってしまった。

廃炉にも時間がかかるし、お金もかかる。
だから、一刻も早く脱原発に舵をとり、
後世に美しい日本を創る事が、
今の大人たちの責任だと、強く思っています。

それにしても、民主党は最悪だった。

40648 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロシナリオを要望します。原子力発電所は再
稼働させないで下さい。今ある原発はすべて廃炉にし
て下さい。新しい原発は作らないで下さい。

目に見えない放射線に怯えながら生きるのはいやです。たかだか電気のために、何年後かに子供たちに影響があってはあまりにも可哀想です。国際的にも原発事故があったにもかかわらず再
稼働させている日本は、放射線を出し続ける犯罪国家だと思われていると思います。自然エネルギー政策にして、新しい日本、世界に先駆ける日本にして下さい。たとえ日本に原発を推進させ
ようとしている国に何を言われようとも決して屈しないで下さい。僕の意見は１日本国民の意見です。耳を傾けて下さい。宜しくお願いいたします。

40649 個人 会社員・
公務員

６０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
 直ちに原子炉再稼働をやめさせる
 積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
 再生可能エネルギーの生産を加速させる
 発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
 石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

40650 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発は即刻廃止すべきです。 核廃棄物の処理、年数が過ぎた原子炉の廃炉の問題などは、稼働する前に解決すべき問題です。にもかかわらず、稼働させることは国民の命よりも金儲け優先で原発を考えているからと思わ
ざるを得ません。原発は即刻廃止すべきです。

40651 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ゼロシナリオを選択します。ゼロシナリオ実現のため
に、建物の断熱化を高めるなどいろんな省エネを実践
することや自然エネルギーを使うことが、経済がプラ
スになるよう政策で誘導してほしいです。

ゼロシナリオを選択します。国として脱原発に向かうなら、まずはゼロを目標に戦略、方法を立てるべきです。いろんな条件を設定して後から目標を決めるのは、おかしいです。火力に頼る部分
が大きくなることが経済的にマイナスかもしれませんが、逆に、建物の断熱化を高めるなどいろんな省エネを実践することや自然エネルギーを使うことが、経済がプラスになるよう政策で誘導し
てほしいです。
また、現状を考えても、原子力発電所の安全性が確実でない、核廃棄物の処理方法が決まらない、福島第一原発の作業員の健康を守る方法の不透明さ、50基を超える原発の廃炉工程など、
日本がこれ以上原子力発電所を使うことが技術的・論理的にできるのかすら怪しいと思えます。
国民的議論をしてエネルギーの将来を決めるなら、もっと核廃棄物の処理方法や廃炉工程などの個別の議論や情報を提示して意見聴取会などをして、そのまとめとして意見聴取会をしてシナ
リオを決めるというゆうふうにして欲しいです。実質1ヶ月半でこのような大事なことを決定する拙速さを感じます。

40652 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発依存　０％です。 世界に対する責任を取るため。
福島の原発事故で、世界環境に対する影響はかない大きいと思います。

政府は経済のことばっかり言っているが、日本は環境に対する犯罪国家であることを認識して
政治をして欲しい。

40653 個人 その他 ５０代 男性 原発ゼロを選択。
原発は事故が起きた時の影響が大きく電力供給源と
して不安定。
新型で効率の良い火力発電はクリーンで安定した発
電が見込める。
自然エネルギーへの移行を目指し今から運用する。

原発ゼロを選択します。

原発は事故が起きた時の影響があまりにも大きく、安全性を考えれば停止しなければならないものも多く、現在の状況では電力供給源として不安定なものです。
また発電コストも、隠されたコストを考えれば、原発は割高なこともわかってきました。

代替エネルギーとしては、産業界の保有する自家発電だけでも原発の代替になりますし、新型で効率の良い火力発電も比較的クリーンで安定した発電が見込めます。

これらを組み合わせれば、原発の発電能力を上回る電力を供給でき、節電や工場のラインを止めることなく、今後の電力需要の増加にも対応できます。

短期的には送電線を開放し自家発電を活用する。
中継ぎとして、老朽化した火力発電所を更新し、天然ガスなどを原料とする新型発電に切り替える。
将来的には自然エネルギーへの全面移行を目指し、今から研究開発、実際の運用を出来るだけ始める。

これらのことは現在のライフスタイルを変えることなく実現可能だと考えます。

私個人としては、より省エネ型で環境に優しい社会を目指し、ライフスタイルも含めて変えていきたいと思いますが、それを望まない、あるいは自然エネルギーに不安を感じている人でも、原発
ゼロの社会で安心して暮らしていけるのです。

原発事故の影響が収束するには、あとどれくらいかかるかわかりません。
福島の方々のことを思えば、原発は事故以前の現状維持やさらに推進する選択など考えられません。
電力会社からはその存亡をかけての要請などあろうかと思いますが、それに影響されることなく、日本政府は国民すべての幸福な未来、安心して暮らせる社会のために、原発のない日本を選
択してほしいと思います。

40654 個人 自営業 ２０代 男性 長期的な国民の利益を優先する場合、原子力エネル
ギーからいち早く撤退することが必要である。

使用済み核燃料の処理問題を先延ばしにすることは、次の世代に次々と不幸を押し付ける事で有り、そのような無責任な事をするべきではない。
すでにその不幸の連鎖は根深く存在する為、使用済み核燃料を増やさない事から始めるベキである。

40655 個人 無職 ６０代 男性 原発は人類と共存しない。 なんと愚かな事を日本人はしているのだろうか。広島、長崎で被害者ずらをしていいのだろうか。福島で何をしたというのか。これから何万年も人類を苦しめる放射能の数々、ストロンチュウム、
セイウムだけではない。放射能はCO2を出さない。と2011年の初めての原子力は書いている。電事連のパンフだ。もう一度、2012年のパンフでも書いてもらいたい。一体、どんな贈り物を私たち
は1万年後の人たちにしようとしているのか。もし私たちが少しでも良心が残っているのなら、して良い事と、してはならない事の区別はつくはずだと思う。福島は死んだ人は誰もいないと愚かな
人は言う。何人死ねば死ぬんだというのだろうか。あなたの娘が死んだとき、あなたの息子が死んだ時、同じ言葉を言えるならあなたは尊敬に値する。福島の放射能であなたの孫が死んだと
き、あなたは何というのかその言葉を聞きたい。あまりにも愚かすぎる。原子力と人類は共存できるはずのない事は分っていたはずだ。私は九州電力の株主として発言するたびに悲しくなる。あ
まりにも九州電力の社長にポリシーがないからだ。お上が言うままにの私たちはしているのです。なぜあなたたちはそれを非難するのかという姿勢だからだ。お上の言うままにの姿勢では議論
にならない。何が問題なのかと言うことの深まりを求められない。あまりにも悲しい議論を作る経済産業省の罪は大きい。福島の第一犯人は東京電力ではなく、経産省の役人たちに他ならない
と私は考えている。もし反論があるならば、ぜひ聞かせてもらいたい。いささか情緒的になり、反省している。

40656 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 原発保持は人類の知見を超えている。人類滅亡へと
われわれを導くものだ。
これ以上関わることは時間の無駄、地球上のあらゆる
ものを滅亡させる地球史上最悪のもの。

原発に対する科学的知識を持てば上記のような考えにならざるをえない！

40657 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ゼロシナリオを選択 原発をゼロにするという事は電力の供給が不安定になる、ＣＯ２の発生量が増える、経済的負担増加などの多くの点でマイナスになる事があるとは思います。しかし、もし原発事故が起きた時
のリスクが大きすぎるためゼロシナリオを選択します。

40658 個人 その他 ５０代 女性 原発は全面的に廃止していって自然エネルギーへの
転換を強く望みます。

昨年３月11日までは原発に対して強く否定する気持ちは正直ありませんでした。そんな気持ちを今は恥じています。
福島第一原発の事故以降、それなりに自分も色々と原子力、放射能の問題を調べ見聞きしてきて、はやり人類には原子力はあってはならないものだったのだと実感しています。
原子力と経済との関係性の云々は人間の極端なエゴに繋がっていくだけだと感じていますし、実際今もそんな動きが止まらないのは嘆かわしい事と思っています。
今もう一度本当の人のあり方や人類の未来を考えれば、必然的に原発は廃止していって、自然エネルギーへの転換を図っていかねばならない時期であるのを国自体も自覚して進めていっても
らいたいし、そうやっていかなければまた人類にとって恐ろしい事が起きてしまうだろう、と思っています。
もっと人類の未来を感性（人の心）で判断していってほしいです。感性で見つめれば、原子力で明るい未来は築けないのは判る気がするのですが…。
漠然とした意見になりましたが、私は原発廃止を望み、これからは自然エネルギーへの転換のための政策を希望します。

40659 個人 無職 ６０代 男性 核エネルギーゼロの新たな提案を求めます。 意見及びその理由
新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私は原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、より
踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私は以下を要求します：

 直ちに原子炉再稼働をやめさせる
 積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
 再生可能エネルギーの生産を加速させる
 発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
 石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

福島県民の苦労を形骸化させないでほしい。

40660 個人 自営業 ５０代 男性 原発ゼロのシナリオを選択します。 核廃棄物の最終処分場どころか、中間貯蔵施設の場所すら決まらない中、これ以上の原発稼働はシステム的に破状しています。

40661 個人 学生 ３０代 男性 2030年までに原発依存0パーセント社会を目指す選択
を強く支持します。

３月11日に発生した東京電力福島第一、第二原発の事故から原子力発電を維持し続けることによる甚大なリスクが明らかになりました。原子力発電を保持することは、私たち国民がこれからも
このような不安の中で暮らすことを強いることになります。

また、福島では未だに多くの発電所近隣の住民の方々が故郷に帰ることもかなわず、大変な不自由と不安を強いられています。放射能による汚染の被害の実態も未だ完全に解明されておら
ず、また被害者の方々への保証が十分になされていない中で原発をこれ以上推進、維持してゆく政策を許容することはできません。

さらに、原子力発電を維持することによって生じる環境への影響も深刻です。今回のような大規模の事故のリスクの他に、発電所周辺の地域の環境、住民の健康への長期的な影響、また廃棄
される放射性物質が自然に与える影響は決して無視することのできない問題であると考えます。

以上の理由から、私は2030年度までの原発撤退と、火力発電と省エネを併用しながら自然エネルギーの開発を進めて行く「原発ゼロシナリオ」を選択し、強く支持致します。



40662 個人 無職 ６０代 男性 即時原子力発電をゼロにして、自然エネルギーの開
発を推進し、同時に省エネルギー社会を創造する政
策を進めることを強く主張します。

　自民党政権が「原発事故は絶対に起きない」と言い続けて来たことが、昨年の福島原発事故でウソであることが証明された。「原発事故は絶対に起きない」と言ってきたために、事故対策がお
ろそかにされてきた。そのために、被害が余計に大きくなった。それにもかかわらず、「事故は起きない」と言ってきた人はだれも責任をとらず、今も原発を進めようとしている。これは、あのハー
バード大学「熱中教室」のサンデル教授がめざす民主主義社会とは言えない。逆に、日本が民主主義社会でなかったために、福島原発事故は起きたとも言える。したがって、「事故は起きない」
と言ってきた人が責任をとらないような現状では、原発の稼働を認めるわけにはいかない。
　次に、もっと根本的な問題である。それは、原子力を人類のエネルギーとして利用して良いのか、ということである。原発は事故が起きるプラントなのだから、チェルノブイリを見てもわかるよう
に、事故発生で飛散した放射能が生態系に及ぼす影響は想像を絶する。また、原発稼働で発生する放射性廃棄物をどのようにして永遠に安全に貯蔵するすることができるのか、とても想像で
きない。むしろ放射性廃棄物を保管するためのエネルギーを考えた場合、原子力はむしろエネルギー源としてはマイナスである。
　しかし、原発がゼロでも、エネルギー利用が増加して、モノの生産が増大していく社会（地球）は、いずれその廃棄物（ゴミ）によって行き詰まってしまう。
したがって、生産と同様にゴミのことも考慮して、この社会（地球）の有り様を模索していかなくてはならない。つまり、世界全体で英知を結集して、エネルギーの利用について考えていかなくては
ならない。

40663 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロシナリオを求めます。40年越えの古い原子
炉の即時廃炉も必要です。また、老朽化した火力発
電所をコンバインドガスタービンに刷新してください。

史上最悪の核災害となった福島第一原発の収束の見通しも立たず、16万人もの避難民を抱え、妊婦や子供たちを被曝させている現状を憂慮します。そして、これから日本は地震が頻発すると
予測される中、活断層の上に立つ原子炉が多く存在すること自体信じられません。汚染瓦礫メダルで選手団が退場させられたロンドンオリンピックのように、これから諸外国の対応も厳しさを増
すことでしょう。放射能汚染の封じ込めこそ急務だと思います。

40664 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発稼動賛成 資源の少ない日本、原発無くして、日本の将来は無い。今更、選択肢があるような論調は、本当に止めて欲しい。自然エネルギー技術は、20年後の話。科学に疎い人たちを、ちゃんと説得でき
る科学者が発言できる雰囲気つくりをして欲しい。内閣府は、個人の保身ではなく、日本の未来を守って欲しい。

40665 個人 無職 ５０代 女性 原発ゼロシナリオを望みます。 日本に人が住めない地域をこれ以上つくらないでください。
子供達に核廃棄物をこれ以上残さないでください。
地震が起きるたびに原発を心配する暮らしはもう嫌です。
二度と原発事故を起こさない為には原発はなくすべきだと思います。

40666 個人 その他 ４０代 男性 原子力エネルギーへの依存度ゼロをもとめます。原
子力技術は当初から未完成で破綻しており、今後も
技術としては安定せず時代遅れとなっています。安全
性の問題、倫理的な問題だけでなく経済性からも破棄
すべきです。

原子力エネルギーへの依存度ゼロをもとめます。原子力技術は当初から未完成で破綻しており、今後も技術としては安定せず時代遅れとなっています。

・人間が運営するかぎりヒューマンエラーは必ず発生します。それはどのようなシステムでも同じですが、一度重大な事故が発生した場合原子力発電による被害は甚大で、我々にはリカバリー
する術がない点が致命的です。

・加えて作業員が現場で働く時間に限界があり、ベテランの技術が継承されないため、重大な事故が起きる可能性は日々高まっています。

・原子力発電は、発電所近辺の住民や作業員の犠牲の上になりたち、差別的な構造の上に成り立っています。

・原子力発電は通常でもコストは高くつく上、昨年のような事故が発生した場合のコストは計算しようがありません。

・原子力発電に依存しつづけるのは、砂に頭をつっこんで危険をやりすごそうとするダチョウのごとき振る舞いで、まったくいけてません。

安全性の問題、倫理的な問題だけでなく経済性からも原子力は破棄すべきです。

40667 個人 自営業 ５０代 女性 3通りの選択肢では(1)0シナリオを選びますが、地震
国のこの国でこれ以上の原発の稼働も許せません。
即刻、全て廃炉にしてください。

　4機もの原発事故を起こしながら、それでも原発を選択することなどありえません。今この時も放射能は出続けていることを私達は忘れてはいけません。この狭い地球の空も土も海も汚染し続
けています。それは、地球上の全ての生物の存続に関わる深刻な事態です。その悲劇を引き起こしたのは、私達日本人です。その責任をどう取るのか、いや取ることができるのか。今、この
時、せめて出来ることは　「原発を即刻辞める　」ことです。それが、世界中を汚染させ続けている私達日本国の責任を取るということです。
　長い長い歴史の中で、私達は人として、国として真っ当に生きろうではありませんか。賢明なご判断をお願いいたします。

40668 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロシナリオを支持します。 事故が起こる可能性は低くとも、もし起こった際のリスクが大きすぎるため。

40669 個人 パート・
アルバイ

６０代 女性 原発はゼロにする。 廃棄物の処理問題を危惧している為。

40670 個人 自営業 ３０代 女性 できるだけ早期に原発を０％にするゼロシナリオを支
持します。狭く地震の多いこの国で暮らしていく為の、
現実的な選択肢と考えます。再生可能エネルギー及
び省エネルギーで世界をリードしていくべきです。

できるだけ早期に原発を０％にするゼロシナリオを支持します。狭く、地震の多いこの国で暮らしていく為の、現実的な選択肢と考えます。
原発を、新増設する30シナリオ、40年廃炉までフル稼働しなければならない15％シナリオはありえません。
再生可能エネルギー、省エネルギー、そして廃炉の技術で、世界をリードしていくことが、この国の未来を唯一明るくすることではないでしょうか。
原発の為に使ってきた補助金はそちらにふりかえるべきと考えます。

40671 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 ゼロシナリオ 無くしてください。
実は私は今まで原発の知識は全くありませんでした。
しかし先の東日本大震災での原発被害の現状を知り、惨状に驚いています。
日本の為にも世界の為にも無くしてください。

40673 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロを選択する。放射能は処理不能。現在の原発も
放射線管理の点から安全性、将来性だけでなく、コス
トの面でも有用とは到底思えない。原発推進には利権
以外の理由は考えられない。

そもそもこの３択が意味不明。まず原発の可否を問い、その上でその道筋を議論すべきはず。この半端な選択枝自体が、 脱原発という結論をなんとか先送りさせようという意図としか思えな
い。

40675 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 全ての原子力発電所を即廃炉にせよ 脱原発依存などありえない。原子力発電所から出る放射性廃棄物の処理方法さえも確率していない現状では、即廃炉にすることこそ安心を作り出すただひとつの方法である。
代替としてはGTCC、小規模水力を強力に推進していくべきである。
大人は子供たちに大きな責任を負っている。次代を担う子供たちに残せるものが何なのか、冷静に考えられたい。

40676 個人 その他 ６０代 女性 未来世代に責任を持てない核廃棄物を出し続ける原
発、被爆する労働者なしには成り立たない原発、電力
の浪費を拡大する原発、常に核の危険を内包する原
発を廃炉に。ソフトエネルギー開発に多くの予算を投
入すべき。

国民の一人としての、母親としての、祖母としての、地球市民の責務として、
原発のない、核のない世界を実現するよう求めたいから。

40677 個人 自営業 ５０代 男性 脱原発の道は継続して考えなければならないが、10
年、20年で原発を打ち切るわけにはいかない。原発
再稼働、原発推進容認。

日本はエネルギー資源が乏しく、また再生可能エネルギー（自然エネルギー）の期待はあるが、現実的に脱原発以降の主力エネルギーとして代替できるほど電力量を生みださないことは明白。
エネルギー政策は、外交問題、経済問題、地理的な環境のを含み、一つの形が出来上がるまで数年で出来上がるものではなく、早急な脱原発はさまざまなリスクを背負うことになる。
かかる問題は、原子力のさらなる技術革新により、より安全性を高めることで担保し、原発に頼りながら、緩やかな脱原発へ向かうことがベスト。廃炉、核燃料の最終処分に関する技術も技術革
新しかなく、早急な脱原発は、原子力の技術革新損なう可能性もある。

原子力発電という手段が、時代遅れだとしか思えないので、
2030年のエネルギー政策においての位置づけは、0を指示します。

失礼なことを承知で申し上げると、これから原発を推進しようとしている国々の名前を見れば、原発が先進的な手段ではない事は読み取れます。
原子力発電に固執することで、日本は数十年という年月をかけて、確実に先進国から遅れをとり、発言権もなくなっていくことが想像できます。
また、今、日本が目指して進んでいく道が、発展途上の国々に時代遅れの製品を売りつけることなのだとしたら、たいへん残念なことです。

別の側面から考えてみます。
子供の頃、発電は建前で、核が持てない日本が核を保有することが原子力発電の本音だと、
教わったことを覚えています。
仮にそれが本当だとして考えてみます。
周知の通り、使用済み核燃料は、この先何万年という単位でこの地に残ります。
今この瞬間も増え続けています。私たちはすでに有り余るほどの核を保有しています。
この狭い国土には５０を越える原発があります。これでも核が足りないというのであれば、
それはただの狂気です。

この先、日本の原子力とのつきあい方としては、
優れた技術力を駆使して、廃炉への研究、放射性物質の研究を推し進めていくべきだと考えおり、ある程度のまとまった経費をそこに割くべきだとも思います。
これまでも、今も、きっとこれからも、世界に先駆けた新しい技術力こそが、右肩上がりの需要の可能性のあるビジネスチャンスになり得ます。
１００歩譲って原子力発電の未来が明るいものだと考えたとしても、原子力発電所そのものは確実に老朽化し、どの発電所も例外なく廃炉になることは、避けられません。

また、別の側面から考えます。
日本が資源に乏しい国であることは間違いありませんが、
それはあくまで現状、２０１２年の今の話です。
これから先出てくるであろう、新しいエネルギーの資源が全くないとは言い切れないことを考えれば、さして悲観的になる必要もないかもしれません。
事実として今でさえ、「地熱発電」という、日本の国土に豊富にあるのに全く活用していないエネルギー源があります。

原子力における世界三大勢力のアメリカのGE社の最高責任者は「この先原発を正当化することは難しい」「ガスと風力か、太陽光発電の組み合わせに、多くの国が進んでいる」と発言していま
す。新しい方向に向かって、世界が変わりつつあることを認め、先を見据えて進むべきです。

５０年前に遡れば、原子力発電は画期的だったのでしょうが、結局はウランという化石燃料を材料とした発電方法です。

時代は変わります。

日本は原子力発電がエネルギー政策の最高峰でも、終着点でもなかったことを認め、地熱や太陽、風力などの自然エネルギー、その他のエネルギーを模索していくことを一刻も早く進め、世界
にその技術を売ることを考えるべきです。
その方が、先はずいぶん明るく感じます。

また、日本人の仕事は素晴らしく、世界が認めるほどの秀でた技術力があるのだから、
私は可能だと考えています。

以上。

会社員・
公務員

３０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を支持。仮に福島原発事故と同
等あるいはそれ以上の事故が起きた場合、社会、経
済、生活に対する影響や、日本の信用低下による被
害は計り知れない。原子力ゼロが国益だ。

40672 個人 自営業 ４０代 女性 2030年のエネルギー政策、原発依存度、ゼロ０を指示
します。

「エネルギー・環境に関する選択肢」にかんする私の意見を述べます。
（１）３つのシナリオのどれを支持するか：ゼロシナリオ
（２）以下、理由と意見を述べます。
　まず、既存の原発は徐々に老朽化する事は避けられない。日本が地震国であることを考慮すると、新規に既存の大型軽水炉を「原発銀座」のように過疎地に乱立させることは難しい。巨大地
震が発生した時に制御不能になる可能性を考慮し、あるいは使用済み核燃料の処分の問題を考慮すると、既存の大型軽水炉は福島第一原発事故以上の大事故が起きた時を考えると、日本
には不向きであると考える。したがって、２０３０年にはすでに稼働原発ゼロを目指す方向を政策の根本に据えるべきだ。（もちろん、目標達成はより早いほうが望ましい）
　当然のことながら、同様に、震災リスクをはらむ、「もんじゅ」のような核燃料サイクルや使用済み核燃料再処理は、我が国としては即座に廃止するべきである。
以下、提示されたシナリオや試算に基づいた上で意見を述べます。
　また、３つのシナリオの前提になっている３条件のうち、優先するべきは「原発依存度低下、化石燃料依存度低下、CO2削減」の順であるべきと考える。つまり、CO2排出削減や化石燃料依存
度低下の達成度合いにこだわりすぎ、脱原子力を遅らせる理由にしてはいけないということである。利用できる化石燃料は利用しながら、最先端の再生可能エネルギーを着実に育てて行くべき
である。CO2排出量削減はあくまで、火力発電の効率化による省エネルギーを実現することと並行して行うべきであって、これまでのように原子力発電をCO2削減の手段として使ってはならない
という点を明確にする必要がある。京都議定書は見直し。国際的にもその旗振りを日本が行うべきだ。
　世界の化石燃料（石油・ガス・石炭）を各国で有効に活用するために火力発電の効率化技術の成熟化に積極的に産業政策を誘導するべきだ。
　現実的に脱原子力を進めていく場合、既存の原発立地地域への雇用政策の拡充が極めて重要となる。これが充実されない場合、立地自治体は原発以外に雇用先を持たない地域もあり、新
しい国策となる「ゼロシナリオ」への地方自治体レベルでの協力を促すことが難しくなる。
　そのため、既存原発の安全性評価や活断層評価、事故率を参考に、廃止基準に該当する原子炉を決めていく場合、その対象となった立地自治体に対しては「原発廃止・廃炉移行交付金」の
ような財政措置が必須となる。古い原子炉を廃止する場合、その基準や手順を定めた「脱原子力基本法」を制定することが最も重要になる。
　この提示シナリオでは２０２０年に原発ゼロと２０２０年に７％の二種類のシナリオで試算がある。いずれの場合にも、仮にも原発を再稼働する場合には、以下の条件を達成することが必須であ
るとすべきである。
（１）活断層の評価を、原発に批判的な第三者を入れて厳格に評価し選別を行う
（２）想定しうる限りの震災・テロ・天変地異を考慮して原子炉が被害を受けた場合でも原子炉のメルトダウンを防ぐ必要かつ十分な措置を電力事業者に対策を行わせる
（３）原子炉事故が起こった場合のスムーズな避難経路の周知など、年に一度は住民参加の避難シミュレーションを立地自治体周辺で行う
（４）義務懈怠による事故の発生で放射性物質が外部に放出された場合、電力事業者の経営者や規制庁の責任者個人の刑事責任を問うことが出来る（原子炉等規制法の再改正など関連法規
の改正）ようにする。（国賠訴訟に於いては被告側の挙証責任を簡素化するようにする。）
（５）原子力関連に絞った「原子力情報公開法」を制定し、政府内部や政府から補助金を得ている電力事業者内で議論された原子力、事故関連の情報はすべてアーカイブし、情報公開を求める
国民の要求に答えることを責務とさせる。情報の隠蔽、改ざんについては刑事罰を適用する法改正を行う。

　今私が思いつくのはこの５条件の達成であるが、この５条件以外にも、「再稼働には何が必須か」を、原子力にこれまで批判的だった専門家を交えて議論させる事が必要となると考える。（例え
ば、小出裕章氏（京都大学原子炉実験所）、後藤政志氏（元原子炉設計者）など）
　また、規制官庁である、原子力規制委員会の委員人事については、人材の多様性や独立性を重視する必要があるが、いずれにせよ、委員が上記の各条件を無視した場合には、国会の判断
で解任できるようにするべきである。
　以上、複数の要件を再稼働の最低条件として課す理由は、脱原発シナリオを策定しても、その過程で想定しえていた事故シナリオを無視して原子力事故が起きてしまえば、シナリオの達成に
狂いが生じるからである。国会事故調で指摘された規制庁が電力会社や原子炉メーカーに対して「規制の虜」になる事態は再び起こしてはならない。
　脱原発を実現する過程において、日本が世界中の原子炉が今後経年化して廃炉する必要に迫られた場合に国際貢献するために、世界最先端の「デコミッション（廃炉）技術」を蓄積することを
国家戦略の核に据えることも重要である。そのための無人ロボット技術の開発や、地域の雇用政策などに重点的に予算を配分していく必要がある。
　また、化石燃料には今後もかなり依存することは必須なので、火力発電の効率化、石炭火力の無害化（クリーン・コール）を目指す技術開発も率先して支援していく必要がある。特に、LNGの
調達は外交通商政策と関連する問題である。カタールなど中東地域だけではなく、米国・カナダ・豪州・ロシアのようなガス資源を豊富に有する各国との友好関係を維持していくと同時に、火力
発電を使用するインドや中国への省エネ支援を通じて化石燃料を日本が入手しやすい状況を作り出すべきである。我が国の安全保障政策もいま述べたエネルギー政策の実現を可能とするよ
うに策定しなおすことが必要である。

40674 個人



40678 個人 家事専
業

６０代 女性 0％を選択します。原発の安全神話は福島の事故で
完全に崩壊しました。今後日本は脱原発に舵を切る
べきです。

すでにたまっている原子力廃棄物処理については論議が十分尽くされていません。処理に関しては物理的、経済的にも大きな課題であり現状でも解決が困難な状況の中、このまま原子力をエ
ネルギーとして使用することは、後世に大きな負担を背をわせることになります。

日本の人口は、今後減少傾向に向かいますし、経済状況もかつてのバブル時代のような景気の再来はありません。したがって必要なエネルギー量も減ってきますから、あえて原子力エネル
ギーを使用するのではなくそれ以外のエネルギーで賄うようにすべきです。

私は毎日の生活において、電気がどんなに大事なものかを思い知りました。と同時に原発事故が起きた時の恐ろしさ怖さも体験しました。二度とこのような事故を起こさないようにするために日
本は、世界に先駆けて原発と決別し、省エネルギー・再生エネルギー等の研究や開発に力を注ぐべきだと思います。

40679 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 2030年の原発比率、０%を選びます。 これから未来を生きていく若い世代の意見を聞くべきです。
誰も責任が取れないことをやるべきでない。

40680 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発ゼロシナリオを選択します 原子力発電は事故が起きた時の危険性は福島第一原発事故で明白になりました。さらに、経済的にもコスト面で劣位にあることが明らかです。何より核廃棄物も処理できません。
現時点で猛暑を乗り切れることがはっきりしてきました。
原子力産業の利害ではなく、国民の生命・安全・財産を最優先にしていただくようお願いいたします。
また原子力規制委員の人事案も原子力関係者は不適当です。田中俊一先生をはじめ現候補も撤回をお願いします。

40681 個人 自営業 ７０代 男性 原発は０％とすべきです。 30年迄に原発を０％にすることに賛成しますが、望むべくは即時全原発を廃炉
にして欲しい。地殻変動の活動期に入ったといわれる日本列島に原発は余りにも
危険です。日本を破滅させかねない原発を一時的な経済活動のために再稼動させるべきではありません。

大人が子供の未来を奪い取ってしまうことのないように、美しい日本を守るために、原発は一刻も早く廃炉にすべきです。

核燃料サイクルは失敗の連続で税金を浪費しています。そのお金は自然エネルギーの開発に使うべきです。自然エネルギー大国、これがこれからの日本のあるべき姿であり、子供たちへの贈
り物です。

この春には全ての原発をとめても暮らしていけることが明らかになりました。さらに多くの企業は自家発電能力を高めております。日本人の命と未来そして日本国土を賭けてまで、原発を維持し
てはなりません。全ての電力会社は原発から撤退し、その他の発電に全力をそそぐべきです。

40682 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 電気は十分間に合ってる。だから原発はいらない。 ３．１１後、節電のため、都心の夜がとても暗くなりました。
でも何の不便もありません。
むしろ夜の闇が心を落ち着かせて心地よいくらいです。
エアコンの２８度設定も、去年は全然涼しくなくて辛かったけど、
今年はすっかり慣れました。
慣れたどころか今年は２８度でも寒さを感じるほどで、
３０度に設定したり、送風モードで使ったりしているうちにエアコンを使わなくなりました。
テレビも電子レンジもまったくスイッチをいれなくなりました。
でもまったく不便じゃありません。

いままで過剰に無駄遣いをしていただけで、
無駄遣いしなければ、節電までしなくても電気は間に合っていると思います。
だから原発はいりません。

40683 個人 その他 ４０代 男性 ゼロシナリオを支持します 福島で核災害が現実に起こった今、今までやってきたことはリセットするべき。
安全性、経済性においても原子力発電は欺瞞の上でしか継続できないことが白日の下にさらされました。
国民を守ろろうとしない政治や行政に原子力をコントロールすることは不可能です。
次に財政が非常に苦しい日本において天下りや外郭団体がとても多い原子力村と言われてる業界に無駄なお金を使うのは自殺行為でしょう。
最後にバックエンドの問題ですが核燃料リサイクルが破綻してるのにこれ以上核廃棄物を増やすことは将来に大きな負担を残すことになります。

40684 個人 その他 ４０代 女性 原発反対、即廃炉、瓦礫拡散反対、未成年を疎開 今現在原発なくても、火力で間に合ってます。自然エネルギーに変え、即廃炉に。
子供たちが生きていないと日本に未来はないです。
移民の国になるのですか？

子供たちの未来の為にも、原発はいはないです。

40685 個人 家事専
業

３０代 女性 できるだけ早い時期に原発ゼロを目指すべきと考えま
す

２０３０年ではなく、できるだけ早い時期に原発ゼロを目指すべきと考えます。

原発は燃料の採掘、稼動、使用済み燃料の処理、保管に到るまで多くの人々の被ばくによって成り立っています。又事故が起きなくとも排水などによる環境の汚染も懸念されます。さらには使
用済み燃料棒の保管については世界的な問題となっており、この後何世代にもわたって考えてはいかなければならない問題です。

そのような犠牲の上に成り立つ生活が本当に豊かなのか甚だ疑問です。

そして今回の福島での事故は多くの人の地道な生活を一瞬にして破壊し、未だに生活の目処が立たぬままに避難生活を余儀なくされている方も多くいます。そのような現実を目の当りにし、今
後二度とこのような事故を起こしてははならないと強く思います。

しかしながら今回の地震等の天災の前にあっては、人間の技術に１００パーセントはないと思い知らされたのではないでしょうか。もちろん今後廃炉技術などの向上は必須ではありますが、更な
る原発技術の向上以上にクリーンエネルギーの開発を推し進めるべきと考えます。日本の技術力をもってすれば、更なるエネルギーの開発も可能ではないでしょうか。

これからの未来を担う子供たちにとって必要なのは、湯水のように使える電気や、あふれる物質ではありません。生物を生かしてくれる、豊かで穢れのない大地や海です。

これ以上放射能という負担を未来へ残してはならないと思います。

40686 個人 自営業 ４０代 女性 原発の再稼働には反対です 原発の再稼働には反対ですし、原発はゼロにしていただきたいです。
以前の東海村の事故、昨年の震災での福島の原発の事故を見て、日本人には原発をコントロールする力が無いのだとつくづく悲しくなりました。
これだけの事故を起こしたのですから、もう、原発に夢を持つのは止めませんか？

その代わりに省エネルギーへの取り組みと代替エネルギーの開発をお願いします。
原発はこりごりです。

40687 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 家庭用電力の独占販売をはやくやめて下さい。

発電送電の分離、電力販売の自由化を進めて下さい

誰かの家族がひばくしないとつくれない電気、原子力発電はもうこりごりです。

国策の原子力政策は、現在の国民が求めているものではない、官邸前デモ１つとってみても明らかです。時代遅れの政策をあきらめる決断を政府は、
はやくしてください。

核の平和利用は、今回の原発事故で不可能なことだったと明らかになりました。

私の生活環境も事故後汚染されました。震災以前よりも空間線量も高いままです。原発事故の影響と汚染結果を受け止めて下さい。

発電のために国民を苦しめないで下さい。

時代ごとに政策は変化していくべきです。原発にしがみつかずに、発電方法のための技術開発を広い分野で可能性を支える政策を作ってください。
小規模分散型の発電方法に選択肢を与え、実現まで支える仕組みを作ってください。

40688 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 全ての原発を即時廃炉求む 福島第一原発事故の様な過酷事故が起こった以上、原発の存在を許す訳にいかない。もう原発は人間には制御出来ないと思う。また、核廃棄物最終処分場も決まっていない、倫理的に原発
の存在そのものがありえない。核廃棄物を使用済燃料プールで何万年も管理するのか。できるわけがありません。全ての原発を即時廃炉を求めます。

40689 個人 パート・
アルバイ
ト

６０代 女性 ０％シナリオ 原発を稼動し続ける限り、使用済み核燃料が増えますが、最終処理方法が確立されていません。危険です。

40690 個人 家事専
業

３０代 女性 ０シナリオを支持。ひとりの母親として、ずっと先の世
代にまでごみを残してしまうようなエネルギーは必要
ないと考えます。2030年より前に、今すぐにすべての
原発を廃炉にすることを望みます。

広島、長崎、福島と放射能のあまりにも大きな被害を受けてきた日本において、これ以上原発を続けることはまったくありえないことだと考えます。
電力需給の問題についても、大阪でも原発が稼働しなくても大丈夫であったことが明確になっていますし、今後日本にある素晴らしい技術によって節電の対策や、自然エネルギーの開発などを
より進めることによってより十分に問題は解決すると考えられます。
また、雇用の問題に関しても廃炉にする原発での処理や、自然エネルギーの拡大により、これまでよりも増えることが考えられます。
また、温暖化の問題についても原発の建設、核燃料の製造、放射性廃棄物の処理、廃炉などに要するエネルギー、その結果として排出される二酸化炭素などの要素や温排水による環境悪化
など、原発で温暖化が解消されるということはありえないことが知られており、まったく続ける理由にはなりえないと考えます。
このように、どのような面から考えても、原発を続けることにメリットはありません。
そして、何よりもこれからの世代にこれ以上の原発から出る、どこに最終的に処理するとも決められていない、あまりにも危険な放射性物質を含んだごみをおしつけるようなことは絶対にしては
ならないことだと考えます。
経済ではなく、人の命を第一にした社会にしていくために、一刻も早い全原発の廃炉を求めます。

40691 個人 その他 ３０代 男性 原発を0に減らし、家庭や事業所で自家発電がしやす
い環境を。

原子力発電所が０になることは大歓迎だがその分を太陽光やガスなどの発電などを家庭や事業所でも手軽にできないだろうか。託送コストが減るメリットがあるので、補助金のほか、各種税制
面でも有利になるようにしていただきたい。
そもそも家庭や事業所でも発電が可能になってから何十年も経つが、電力会社に任せすぎな政策が、結果的に今回の事故を引き起こしたからだ。

40692 個人 自営業 ５０代 男性 原発ゼロシナリオを望みます。 原子力が、人類に制御可能なものではないことはすでに明白です。
即時撤廃を望みます。

40693 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 「エネルギー・環境に関する選択肢」に対する意見の
募集(パブリックコメント)について、原子力発電所への
依存割合を、すぐに０％とすべきであると考えます。

震災後の原発事故のすさまじさ、被害の大きさを見て、今後一切の原子力発電所の稼働はやめ、新規増設、核燃料サイクルなど原子力に頼ったエネルギー政策を放棄すべきであると考えま
す。将来世代に原発事故の後処理をさせるだけでも心苦しいのに、稼働するはずもない核燃料サイクルや原発から出る高･低レベル核廃棄物の処分場設置など現世代が何一つ解決していな
い問題を未来にまかせるという責任放棄は絶対すべきではありません。即時停止･廃炉、核のゴミの処分について全国民が議論する場を政府が主導して開くべきです。

40694 個人 パート・
アルバイ
ト

６０代 男性 ゼロシナリオを選択します(原発はやめるべきです) 理由
１、原発が安全ではないことが分かった（危険が証明された）
２、事故が起こった時の被害が甚大で、かつ修復が不可能である（国土を追われることになる）

私は福島事故以前に、原発は過渡的エネルギー源としてやむを得ないが、
もし過酷事故が起きたらその時点で原発はやめるべきと思っていました。
事故が起きても代替地があればいいが、日本は人がひしめき合って暮らす
小さな国で狭い国土がさらに狭くなり、住めなくなって原発難民が発生する
からです。そしてとうとう過酷事故が現実になってしまいました。
今回不幸中の幸いなことに放出放射能の大部分が海に行ったらしい
それでも国土の数％が失われたそうです。

日本は世界でも有数の地震国であり、世界で最も厳しい安全基準を作り直せば、
現在ある原発はすべて即時廃炉になるだろうと思います。

原発をどうするかは政府が決めるのではなく
国民が決めるべきです（国民投票を実施する）

40695 個人 その他 ２０代 女性 ゼロシナリオを希望します。今まで突き通してきたウソ
の受けをきちんと決着をつけなさい。大きなお金を動
かしていかにも良い事尽くめに表現し、国民をだまし
てきた罪は重いと思います。

東電の会長、社長の退職金およびボーナスを返金させるべき。あれだけのお金があれば、どれだけ被害に合れた方の助けになることか想像に難くありません。
そして、電気代アップを簡単に出す前に、社員のボーナスカットや給与減給を先に行うべき。対応がお粗末すぎます。今まで恩恵を受けてきた事を有り難く受け取り、事故を起こした事に対して、
東電社員全員で責任を取るべきです。
原発事故を収束させるための資金も、出来る限り国に頼るべきではない。
自分で起こした事の責任を国に取らせるなど、子供が考えてもおかしな理論だという事をわかる社員が一人でも居る事を願います。

ゼロシナリオにすべき理由がわからない事の意味がわかりません。
核融合は人の手で制御できるものではそもそもない。
そんな危険なもので発電する事が間違っているし、今回の事故で十分わかったのではないのですか？
発電後も放射性物質は放射能が無くなるまでどこかで保管しなければならない。そのための場所と処理するためのコストはどう考えているんでしょうか？
二酸化炭素排出量が少ないと言いますが、ウランはどこからどうやって運んでいるの？そこにニ酸化炭素排出はないのですか？そもそも、ニ酸化炭素が地球温暖化の原因ときちんと証明はさ
れていません。
マスメディアを操作し、国民を洗脳してきた事もご自分達でわかっていますか？日本は因果の国です。大きなつけは自分自身で払わねばならぬ事をお忘れなく。
ここでどう変えていくかが、ご自身の身を守るか破滅させるか、の選択肢に影響しますよ。

自分たちの利益ではなく、国益をきちんと考えてもらいたい。
発電しているのは大手電気会社ばかりではない。六本木ヒルズなど自主発電している所から電気を買ったらどうですか。全国に探せばいくらでもあるでしょう。

正しい判断と、正しい決断をされる事を期待しております。

40696 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 2030年ではなく、即刻、原発はゼロにすべき。原発以
外のエネルギー資源は存在している。一般市民は電
力会社の経営のために存在しているわけではない。

原発をゼロにすると日本ではブラックアウトが起きる可能性があるなどと言われているが、それを信じているのは、テレビや大新聞を未だに盲信している人々だけ。実際に、東京電力はいま原
子力発電所を使っていないが、停電は起きていない。仮に、火力の比率を高めると電力会社が倒産するというなら、倒産すればよい。それは、儲からない産業になったということ。よくある話であ
る。また、原子力村の1機関である原子力安全・保安院が未だに原子力規制にかかわっているなど言語道断である。本来であれば、東電幹部、原子力安全・保安院幹部、原子力政策を進めた
政治家などは逮捕されていなければおかしい。内閣府のパブコメが今後の原子力政策を左右するはずもないが、一応、意見を述べさせていただいた。



40697 個人 家事専
業

６０代 女性 世界の模範となる新エネルギー立国とすることが今後
の日本の生き残る道だとおもいます。以下にその理由
を書きます。

地震という自然災害と人命軽視の人災が重なって福島事故は必然として起きた。今後は原発依存０％を明確に決意し、持てる技術力を新エネルギーと省エネルギー技術開発に集中することが
日本の生き残る道である。

人命軽視を繰り返して恥じない体質を持っている日本であるが、同時に日本は地震大国でもある。世界の中で今後日本の生きる道を考えたとき、災い転じて福と為すがごとく、早期の原発依存
０％を目指して廃炉と廃棄物処理技術開発を推進し、世界の模範となる新エネルギー立国とすることが最重要で、雇用も生まれる。資源の無い日本にとっても世界に向かって輸出出来る技術と
もなる。人間を大切にする一流の国家を目指したい。

地震大国であり、人命重視の哲学のない日本が原発を使いこなすのは無理だ。今後は早期の原発依存０％化を明確に決意し、持てる技術力を新エネルギーと省エネルギー技術開発に集中す
ることが日本の生き残る道である。

地震大国日本には原発廃棄物を安全に長期間保管できる場所はない。０％を目指すことを明確に決定し、原子力技術は廃炉と、廃棄物処理に絞り、人と予算を新エネルギー開発に集中するこ
とこそが日本が生き残る道だ。

40698 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 男性 ゼロシナリオを選択 ゼロシナリオを選択

電気のために命の心配なんてしたくないし、これから生まれてくる人に迷惑かけたくないので原発はやめて下さい。

40699 個人 家事専
業

４０代 女性 原発に頼る必要はない。日本人の技術力は優れてい
る。

まず福島第一原子力発電所の事故収束もできておらず、解け落ちた燃料がどこにあるかもわからない状況であるにも関わらず大飯原発を再稼働させたことに疑問を持っています。活断層の上
に立っているかもしれないのならまず調査をするべきではないでしょうか。またその調査もなぜ原子炉メーカーの三菱にやらせるのでしょう。これでは「大丈夫」と言うがための検査ではありませ
んか。また関西電力は大飯再稼働で118万KWの発電が可能になりましたがその後なぜ火力発電所8基、約300万Kwの発電をこのピーク時である真夏に停止させなければならないのですか。関
西電力は「再稼働と電力供給は別」と会見で言いました。東京電力は昨年計画停電を行いましたがピーク時ではありませんでした。今年はこの夏東電管轄内の原発は1基も動いていないにも関
わらず電力は不足していませんし節電目標すらありません。昨年の計画停電とは一体なんだったのでしょうか。多くの国民はこの原発の不自然さに気づき始めています。日本の国土と国民の
安全を第一に考えるならば人の手に負えない原発は廃止すべきと考えます。現在ではコンバインドサイクル発電などわずかな燃料で効率のよい発電方法がたくさん開発されています。日本人
の技術力は素晴らしく自然エネルギーでの発電においても世界シェアは高いと聞きました。なぜ自国ではやらないのでしょうか。使用済み核燃料の処理方法もままならない今日の技術では少な
くとも現在において原発を稼動させるべきではないと考えます。どうかこの日本を守ってください。お願いいたします。

40700 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 男性 原発はいらない。 危険なことはない方がいい。
電気が足りないなら安全な方法で生み出すことを考えてください。

40701 個人 無職 ４０代 男性 原発はもう稼働しない。LNGや再生可能エネルギーへ
のシフト。発送電分離。

原発はもう稼働しない。何年もかかるだろうが廃炉に着手していく。
古いタイピの火力発電所をやめガスコンバインドによるものに変えていく。
総括原価方式をやめさせる。天然ガスをわざわざ高い値段で買うのをやめさせる。
再生可能エネルギーへの移行。特にベース電源となるにふさわしい地熱発電の開発を急ぐ。
当然発送電分離。電力自由化。一般市民で好きな電源を選べるように。

40702 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発ゼロシナリオを望みます 原発のない日本を望みます。原発事故が起こった時のリスクを、3.11福島原発事故で思い知りました。二度と原発事故を起こさないために原発はなくすべきだと思います。
また、同時に自然エネルギーを推進し、省エネルギーにも取り組む必要があると思います。原発依存ではなく、分散型エネルギーの方がリスク分散する事ができ安心できます。
さらに原発事故の恐ろしさもさることながら、たとえ事故がなかったとしても核廃棄物をこれ以上残したくありません。将来子供たちが安心して暮らせる生活を望みます。

40703 個人 その他 ６０代 男性 原発（原子力発電）ゼロとします。

理由は、原発の安全性に信頼が置けないのと、核廃
棄物（放射性廃棄物）の処置が決まっていないからで
す。

原発の安全性はいままで安全といってきたことが、科学的技術的に根拠があるものではなくほとんど神頼みであったということが今回の東電福島原発放射能汚染事故で明らかになりました。
ではこの先、このほとんど神頼みの安全性が完全に科学的技術的に根拠のあるものになりかわるかというとその期待は乏しいでしょう。
だからこそ、大飯原発も旧来の安全対策のまま再稼動したのでしょう。
おそらく、なにをどうしたら、原発を安全に運転できるのかは誰にもわからないのでしょう。
神様だけが知っているというのがいまの偽らざる知見だと思います。
それゆえに、また原発事故が起こっても「想定外」という無責任がまかり通ると思います。

そして、もうひとつは核廃棄物（放射性廃棄物）をどうするかということです。
もし、なんらかのことで原発が安全に稼動すればするほど核廃棄物（放射性廃棄物）は増え続けます。
この増えた核廃棄物（放射性廃棄物）は、日本を放射能汚染列島に変えていくかもしれないほどの量になるかもしれません。
これをどうするのかが見えません。

以上のことから、原発による発電はデメリットの方が大きいと思うので原発ゼロを選択します。

しかし、では原発に変わる発電を担うエネルギーをなにするかは現状では安定的ではありません。
そこで提案ですが、ここで早急にエネルギー政策を決めるのではなく５年後（２０１１年３月１１日から）に国民投票で決めたいと思います。
５年後なら、原発の安全対策も形が見えているでしょうし、核廃棄物（放射性廃棄物）の処分ももっと煮詰まっていると思うのです。
そして、再生可能エネルギーも原発の代替になるかどうかがいまよりもはっきりしていると思います。
いまよりは、ずっと客観的に判断できると思います。
そこで、５年後に、原発推進と脱原発で国民投票をします。
そして、どちらかに決まったならその１年後に具体的な案を再度国民投票します。
原発推進となったら、総発電に納める割合を何％にするか、あるいは何基までにするかということを。
脱原発となったら、いつまでに原発セロにするかということを。
おそらく、３～５案くらいで国民投票をして、最も得票率の高いものを採用するとします。
今回の国民投票は、未来を決めることなので、特例として１５歳以上の者に投票権を与えたいです。
当然ながらこの国民投票は、投票率が５０％以上で有効となります。
５０％に満たないなら、５０％以上になるまでなんどでも国民投票を行ないます。

40704 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見

「2030年に原発0」ではなく、今すぐに「原発0」を主張し
ます。
《経済復興には国民の「未来への希望」というエネル
ギーが必要だからです》

経済再生と経済復興といいますが、今後、再生可能エネルギー比率が増えていくことが国民の活力を生み出すのではないかと考えます。日本は世界のどの国よりも優れた技術力を持っていま
す。原子力という古いエネルギーへの固執から新エネルギーへのシフトこそ、日本が飛躍的に成長するチャンスなのではないでしょうか。

40705 個人 無職 ７０代 男性 高レベル廃棄物の埋蔵場所、核燃料のリサイクル、
原発の安全神話から事故は必ず起こるとの哲学の移
行、今回の過酷事故の原因を明らかにし、対策は立
てたか、-いずれも未了につき結論を出すのは時期尚
早

化石燃料費が高騰し経常収支が赤字化してゆく中でCO2削減目標はまもれない。原発が　ゼロ、15,20～25％で、放射性廃棄物処理費用はどのような値になるのか、その見積もりも示さないで
どれにするのか選択を迫られても判断のしようがない、廃棄物処分場も決めないで原発を続けることは、赤字国債の垂れ流しと同じ構図だ。
既存の原発設備は、国民の財産であり、どのように活用するのが国民のためになるのか、経済性の評価が不可欠です。
文科省参加のSPEEDI、通産省傘下のADMER　ver2.5,フランスIRSN、独SPIEGELなどの放射能拡散予測図など事故直後の情報隠蔽を解消する対策は特に留意が必要です。

40706 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原子力エネルギーの偏重からの脱却を。 コントロールできるのであれば「コスト」効率の高いものを選択するのは当然でしょうが、コントロールできないものも含めて同じ「コスト」の土俵で比較するのは筋違いかと。
3.11から学んで進むのか、見ない振りをして進むのか、住んでいる人の「自由」を奪ってのエネルギー供給はこれいかに。

40707 個人 自営業 ４０代 女性 原子力エネルギーへの依存をただちに終了させる、よ
り明確な原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を求
めます。

原子力エネルギーへの依存をただちに終了させる、より明確な原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的には以下を要求します：

 直ちに原子炉再稼働をやめさせる
 積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
 再生可能エネルギーの生産を加速させる
 発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
 石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

40708 個人 自営業 ４０代 男性 原子力発電に依存する政策は転換すべき。 一体、今回の震災による原子力発電所の事故で、どれほどのモノが放出・拡散され、どれほどの人や環境に対する影響があるのでしょうか？
悲しい事に、今の政府や東京電力の発表は全く信用できません。
また、真実を報道すべきマスメディアから発信される情報も信用できるものではありません。
少なくとも自分には、経済・産業という都合の良い口実の下、政府やマスコミが東京電力を擁護しているようにしか思えません。
原子力発電がないと産業が成り立たないという理屈が理解できません。
そもそもコストパフォーマンスの高い原子力発電という根拠が、根本的に破綻しているのではないのでしょうか。
確かに瞬間的には、低コストで発電できるのでしょう。
しかし廃棄物の処理もできず、一旦事故を起こすと人の力では制御する事すらできないシステムに依存している現状が、まともであると言えるのでしょうか。
好意的に考えて、産業発展の一助であったとしても、その恩恵を受ける事の無い次世代に、負の遺産しか遺さないシステムは絶対に間違いだと考えます。
実質、原発即時停止が難しいとしても、原子力発電に依存しない日本という国のビジョンを発信すべきです。

40709 個人 家事専
業

３０代 女性 ゼロシナリオを選択します ひとたび事故を起こすと取り返しがつかないのが原子力災害だからです。

原発稼働によって新たに出る使用済核燃料の処理もまだ決まっていない、稼働によって生まれる熱の三分の二を環境中に放出している（ＣＯ2よりもよほど温暖化に影響していると思います）、
地震で壊れる原発が地震国で稼働するリスク、これらを考えると、原発に頼る社会を一刻も早く終わりにしてほしいです。

日本の技術力は世界一なのだから、自然エネルギー発電やガスコンバインドサイクル発電といった別の発電技術を発展させていってほしいです。
事故を起こしたら取り返しのつかない原子力発電はもう時代遅れです。

40710 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原発依存度をゼロにするべき 海外ではスリーマイル島，チェルノブイリの事故後30年間に、原子炉の安全性改善の情報を各国で共有し、いろいろな対策を講じていたのに日本は何もせずに「日本の原子炉は世界一安全だ」
と安全神話を振りまくだけだった。
自分たちの技術の至らなさに気がつかない無知、世界一だという思い上がり、安全には金をかけないという無責任、どれをとっても科学者・技術者の資質に決定的に欠けている。
3.11後反省したかと思ったが、大飯原発再稼働では免震棟やフィルター付きベント等だけで数千億円かかるため、数年先へと先延ばしするという無神経さ。経済性第一主義から何ら脱却でき
ず、「安全第一」という言葉を原子力ムラの住人は知らないとしか思えない。
事故前と全く体質は変わっていない中で安全が確保されることなどありえない。　国民を守るためには全ての原発を廃炉にするしかないと考える。

40711 個人 その他 ５０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を支持します。 「核廃棄物」の課題が解決する見通しがないのに「原発推進」すれば行動責任が取れません。それは、大人のすることではないと思うから。

子供を教育するときに「見通しが立たなくても、とりあえず、やりたいようにやっていたら、そのうち、誰かが問題を解決してくれるよ」と教育する、という方針を文部省が打ち出しているなら、また
教育学が後押しをしてくれるなら「原発推進」という選択もありかもしれません。

でも、今も、そして将来も、子供の教育が上記のような論旨に変化することはまずありえないと思うので、難しいことは解りませんが子供を育てる一母親として私は「原発ゼロシナリオ」を支持しま
す。

40712 個人 無職 ６０代 男性 「ゼロシナリオ」（それも速やかな全廃炉）を支持しま
す。その主たる理由は、原子力発電は未完成の技術
であり、安全性を追求しても危険を除去できることは
できない。

結論　エネルギー・環境に関する３つの選択肢のうち、「ゼロシナリオ」を支持します。それも、２０３０年までに段階的に無くしていくというのではなく、停止中の全原子力発電所の再稼働を認めず
（大飯も速やかに停止し）、廃炉を決断すべきです。

理由　第一は、原発事故には、他の事故にはみられない「異質の危険」があるということです。

　すなわち、ひとたび重大事故が発生し、放射性物質が外部に放出されると、もはやそれを抑える手段は存在せず、被害は、空間的にどこまでも広がる危険があり、時間的にも将来にわたって
危害をおよぼす可能性があり、地域社会の存続さえも危うくします。被害がどうなるかを空間的、時間的、社会的に限定することは不可能です。このような事故は、他に類をみることができませ
ん。
　第二は、現在の原発技術は、本質的に未完成で危険なものだということです。

　いま開発されているどんな形の原子炉も、核エネルギーを取り出す過程で、莫大（ばくだい）な放射性物質＝「死の灰」を生み出します。この莫大な「死の灰」を、どんな事態が起こっても、原子
炉の内部に安全に閉じ込める手段を人類は手に入れていません。スリーマイル島原発事故（１９７９年）、チェルノブイリ原発事故（１９８６年）、福島原発事故（２０１１年）と、人類が３回もの重大
事故を体験したという事実そのもので証明されています。
　第三に、こうした危険性をもつ原発を、世界有数の地震国であり、世界一、二の津波国である日本に集中立地することは、危険きわまりないということです。　日本で原発に頼ることの危険性
は、世界のなかでも特別に深刻なものであることは間違いありません。

　第四に日本には原発に変わる新しい自然エネルギーの可能性が大きく存在しています。現在の技術水準や社会的な制約なども考慮し、実際のエネルギーとなり得る資源量は、太陽光、中小
水力、地熱、風力だけでも、２０億キロワット以上と推定されています（環境省など）。これは、日本にある発電設備の電力供給能力の約１０倍、原発５４基の発電能力の約４０倍です。
　原発に変わる自然エネルギーを促進する施策にすぐ切り替えるべきです。
以上が、私がゼロシナリオを支持する理由です。

40713 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発は未来に持ち込まない 大飯原発を止めて自然エネルギーの活用。日本で原発なんてあり得ない。

40714 個人 家事専
業

３０代 女性 原発は即時にすべて廃止する方向へ。０％！ 福島の事故はもちろん、他でもさまざまなトラブルがあり、放射能リスクをともなう原発は即時に廃止するべき。
放射能に脅かされる生活、本当につらい。放射能の影響について（特に低線量被爆について）わからないことが多すぎる。それなのに「ただちに影響はない」だとか、「ほぼ安全」とか無責任なこ
とを繰り返す、この国で、原発を稼働させることはばかげている。
福島原発の影響で、故郷に帰れなくなった人たちのことを考えていないとしか思えない。何かがあった時に、責任のとれないことを、繰り返すようなことをするのは一体だれのためなのか。
本当に、国民のこと、日本のこと、未来のことを考えれば、原発エネルギーは絶対に使ってはいけないはず。
理屈じゃなく、ダメなものはダメ。やっちゃいけないこと。手をだしてはいけないもの。
ぜったいに、すべて廃止してください。
廃止にできない日本だったら、本当に、日本は終わってる。
このコメントも誰が呼んでくれるのか、疑問だけど。それでも、声を届けたくて一生懸命書いてます。
国民の声を、ちゃんときいてください。即時に原発０の日本へ！



40715 個人 学生 １０代以
下

男性 原発ゼロシナリオを選択します。 ぼくは、この前のしんさいでとても地震が怖いものだと思いました。
そのあともしょっちゅう、地震があってそのたびに、原発がこわれたりしないか
心配になります。だから、もう早く原発はやめて再生エネルギーとか、天然ガスとかそういうのを中心に発電してもらいたいです。
それと、電気を使う事ばかり考えるんじゃなくて、もっと電気を使わないですむ
ような生活にしていったほうがいいと思います。そういうことはみんなで意見をだしてもっと、ちゃんと話をして決めて行ったほうがいいです。

40716 個人 自営業 ５０代 女性 エネルギーの原子力依存をゼロにする政策を採用さ
れることを強く要望いたします。

今回の大震災に端を発する原発事故によって、原子力は人類にはコントロールできないものだということが周知されました。未だに核燃料棒の取り出し方法さえ模索中とのこと。また、膨大な核
燃料廃棄物の保管方法も手探り状態です。そして、なにより、地震大国である日本の国民は、またすぐにでも地震による原発事故が繰り返されるのではないかという不安を抱えて生活している
状態です。不幸なことだと思います。

１０年で脱原発を決定したドイツのように原子力依存ゼロの社会に移行するためには、問題が山積しているとは思います。
しかし、辛い原発事故を経験してしまった日本だからこそ、また、古来より自然を愛でてきた文化を持つ日本人だからこそ、自然エネルギーなどを中心とした、原発のない安全な世界を作るため
に、全世界の先頭に立つべきではないでしょうか。

今は、未来のエネルギー政策に転換する歴史的な岐路に立っているのだと思います。旧来の政策にとらわれず原子力依存ゼロに向けて舵をくることを心より要望いたします。

40717 個人 自営業 ６０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を選択します。
原発再稼働に反対します。

原発を維持していくことは、人間が制御できない危険と隣り合わせに暮らすことを意味します。その理由は：

事故が起きた場合、環境へ取り返しのつかないダメージを与える。
原発維持のための被ばく労働者を常に必要とする。
使用済み燃料の廃棄方法がなく、核のゴミが増え続ける。
特に地震大国である日本では、原発事故が起きる可能性は非常に高い。

以上の理由から原発のない社会しか今後、人類が生き延びる道はないと思います。

再稼働はせず、廃炉に向けての準備に取りかかるべきです。

40718 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します。現状から一切稼働を
増やすことなく、できる限り早期に原発ゼロを実現して
ください。

原発に関しては、運用から事故対策、事故処理、廃棄物の処理まで、技術もルールも確立されていません。安全対策や事故への対処、補償はもちろんのこと、廃棄物処理の適切な方法もない
なんて、信じられない未熟さです。チェルノブイリで学ぶ機会があったはずなのに、今現在こんなもののために、何十万人もの人が苦しんでいます。大地も川も海も、国境を超えて想像も及ばな
いほどの汚染をもたらしましたが、誰がどう責任を取るのでしょうか。きっと責任が取れる人などいないのでしょう。事故が起きて1年以上たつのに、原因も実態も対策も、何もはっきりしていませ
ん。原発を進めてきた会社や団体は、まるで誠意のない人が多くいることが明らかになっています。これらのこと全てが、今の私たちには、原発というものを扱う資格がないという証拠です。
世界ではすでに原子力より再生可能エネルギーの方が増えてきています。日本の技術力を活かして、再生可能エネルギー関連の分野に力を入れる方が、世界に対する競争力も、地方の活性
化にも希望が持てると思います。お金があっても命がなくては意味がありません。制御可能な発電方法は他にもいろいろあるにもかかわらず、なぜ原発なんかのために危険で不安な思いをしな
ければならないのでしょうか。
今すぐにでも、原発の稼働をゼロにすべきです。これだけの事故を起こしながら、それでも原発にしがみつくことを止められないならば、国民として恥ずかしく、世界に対し未来のこどもや孫に対
し顔向けできません。できる限り早期に原発をゼロとする政策をとってください。

40719 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原発再稼動反対 私は原発施設の建設に関わった事は有りませんが、各種プラントの建設現場の責任者として長年携わってきました。

その経験から言える事は、普通の施設であれば、材料の劣化、施工不良等は補修で済みますが、原発施設ではいずれ決定的な破断が来ると危惧しています。

その根拠は原発建設に携わった作業員達と数多く仕事をしてきた経験として

欠陥の一つ一つ事象を述べるまでも無く、ただただ施設の維持管理は無理です。

40720 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロシナリオを進めていただきたい。 　福島原発の事故によってはっきりとわかったのは、ふたたびあのような事故が起きれば故郷を追われる人たちが生まれ、収束のために被曝する人が必要となるということです。
　大局的なエネルギー政策が大切なことはわかっています。しかし、前述したように、いざというときにだれかが犠牲になるようなシステムはやめるべきです。
　そのためにエネルギー不足になるとしても（なるかどうかは電力会社が正確なデータを出さないのでわかりませんが）、電気代が上がることになっても、それは節電や社会の仕組みの変換に
よって対処可能なデメリットです。しかし原発事故の影響は計り知れず、対処不可能です。
　原発ゼロはいますぐおこなうべき政策であり、2030年までなどと悠長なことを言っている場合ではありません。いつ、また、日本のどこかに地震や津波が起きるかわかりません。
　政府のお仕事をされている皆さんたちには、どうか、理性的かつ人道的な判断をしていただきたいと思います。
　

40721 個人 自営業 ４０代 男性 原発0シナリオにして下さい。 原発０シナリオにして下さい。
この大地はご先祖様から現代の私たちがお貸しいただき、そして未来の子孫たちに引き渡すものです。
これ以上、今を生きる者たちが汚してはいけません。
原発は０にして下さい。
これ以上大地を汚さないためには今すぐにでも０にして下さい。
宜しくお願します。
３歳と５歳の父ちゃんの願いです。

40722 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
 直ちに原子炉再稼働をやめさせる
 積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
 再生可能エネルギーの生産を加速させる
 発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
 石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

40723 個人 自営業 ６０代 男性 人類はまだ原子力発電をコントロールできないでいま
す。
国民がみんなで電力を節約し、放射能事故の心配を
なくしましょう。
地震国日本ではどの国より早く、進んで原子力発電
所は無くして下さい。

日本が資源もなく加工業には電気が大切であることは理解できます。
しかし、文化の発達や生活の向上のみが、人々の幸福とは考えられません。
もっと安心して人生を送れる国の政策こそ多くの国民の願いと思います。
政府や政治家はもっと人の弱さも念頭に勇気ある決断をしていただきたいと思います。

40724 個人 家事専
業

３０代 女性 原発ゼロにすべきです。誰かが取れるという責任レベ
ルではありません。未来を暗いものにしないでくださ
い。一部の人が得られる利益だけの     ための政策な
んていい加減にすべし。

上記概要通りです。

40726 個人 その他 ６０代 女性 原発ゼロシナリオを選択。福島原発事故の原因も不
明、収束もしていない。地震大国の日本で原発依存を
続けるべきではない。原子力村といわれる利権構造
を解体し、再々可能な自然エネルギーを中心とすべき
である。

ゼロシナリオを選択する。
時期が不明確であるが即時ゼロを断固として追及すべきである。エネルギー政策を考えるために、福島原発事故に関するすべての情報を開示するよう求める。そして原発事故の原因を明らか
にし、責任の所在もつまびらかにするべきである。
なぜ原発が５４基もつくられたのか、そこにある利権構造を解明し、エネルギー政策を転換する時である。
核廃棄物の処理等、人間の手に負えるものでないことが明らかとなった今、政府は真剣に代替えエネルギーを考え、促進すべきである。

ウランの輸入はアメリカに押しつけられ、安保条約の下でエネルギー政策もアメリカに握られている。アメリカとの関係も見直さない限り、原発ゼロは実現できない。
岐路にたった今、みせかけの国民的討論ではなく、真剣に情報を開示し、資料・数字も根拠を示して、脱原発へと歩みをすすめる決意をみせてほしい。
原発事故のリスクは高く、事故が起きた場合を考えると、経済的にもゼロシナリオしか選択の道はない。

まずは再稼働を中止し、原発ゼロへとすぐに進むときである。首相官邸前の行動に私もできる限り参加しているが、私たちはもはや引き返しはしない。
ローカルでのエネルギー政策転換の動きはすでに成功を収めつつある。これらの動きも評価し、すべての専門家の力も借りて、ゼロシナリオを実行してほしい。

40727 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 現在政府が提案されているエネルギー計画のは、将
来の世代に対して安全できれいな本を約束するもの
ではありません。原子力エネルギーへの依存を終了さ
せる、より踏み込んだ原子力エネルギーゼロの提案を
求めます。

もう一度、福島第一原発のような原発事故が起きてしまったら、日本の国土は誰も住めない場所が増え、どれだけ損なわれるのでしょう。地震大国の日本で、地震と津波災害がもう一度原発事
故を引き起こす可能性は否定できないことを２０１１年に私たちは痛感しました。

原発が現状で必要であるとしても、このままずっと原発が稼働する理由にはなりません。今後、人口が減少していく中、どれだけエネルギーが必要で、そのためにはどのようなエネルギー構成と
し、どのような発電方式であれば、補えるのか、代替エネルギーでは補えないのかどうなのか。まずはその点を明らかにし、提示してください。

その結果によっては、日本という国で安全に暮らしていくためであれば、生活様式を変え、必要電力を減らす生活に移行することを選択する人も少なからずいることでしょう。

原発によって生活を成り立たせている人々がいることは理解できますが、そのために原発を維持するという考え方は本末転倒です。原発事故が起きてしまえば、この国で生活すること自体が困
難になるのですから、原発が必要かどうかを議論し、そのあとに、原発を糧に生活している方への新しい職業の割り振りをどうするのか、を検討していくことが当たり前の考え方です。
目先の利益のために、原発稼働を訴える経済界の意見だけに振り回されずに、これからの５０年、１００年先の日本のことを考えたエネルギー政策を求めます。

40728 個人 家事専
業

６０代 女性 (1)ゼロシナリオを要望。 私はもう死ぬだけなので、どうでもいいですが、未来の子どもたちのことを考えたとき、持続可能性を脅かす原発はエネルギーとして危ういのではないでしょうか？
原発から再生可能エネルギーへのシフトのための政策を実行した方がいいと思います。

40729 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発再稼働に反対する人々の不安を取り除いて欲し
い。

右肩上がりの経済成長に期待はしていません。身の丈にあった生活をしようと国民の意識は変わってきていると感じます。

国民の生活を守ることは、不安を取り除くこと。脅しや危機感を煽ってで再稼働を進めても、不安はますます募るばかりです。
福島の事故を再び繰り返さない…そのためには原因を追求し、情報公開し、責任を取ることです。なぜそんな簡単なことが出来ないのでしょうか？

見えない放射能の不安に怯えること無く、子どもたちを安心して産み育てることが出来る日本にしたい…それを考えてもらいたい。

生きる安心を下さい。
そのためには原発はいらないんです。

ゴリ押ししないで下さい。
形だけの意見交換会などもいりません。

国民にきちんと問うて欲しいです。
狭い国土に住んでいる私達の不安を取り除いて下さい。お願いします。

40725 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 1.長期的に原子力発電の比率を0とする。2.エネル
ギー源の輸入依存を減らす為、再生可能エネルギー
の推進を行う。3.人口減少・高齢化社会を前提として
これまでのエネルギー政策、社会構造を見直し、転換
する。

どうゆう社会を目指すのか？
・安心で安全な社会

○エネルギーの面において安心・安全とは？
1．自然災害が多く、人口密度の高い国土において、災害により供給が不安定となることが少なく、（あるいは復旧が早く）事故発生時の損害をできるだけ抑えられることが求められる。
2．一次エネルギー資源の乏しい国土において、過度に外部からの輸入に依存しないこと。
3．単一のエネルギーに依存せず、分散していること、相互に補完的であること。

○日本のエネルギーのこれまでと現状
これまでの需要に対し、大きな不足をもたらしていいないこと、供給の安定性、単一のエネルギーに偏っていないこと等、2の輸入依存を除けばおおむねこれまでの方針と結果が誤ったことには
なっていないと考えられる。

○これからの日本社会とエネルギー
大前提として人口減少社会である。2030年に1割減、その後も加速度的に減少してゆく。故に総体的にはエネルギー消費量は減少してゆく。
また現在の「電気は蓄えられない」という前提から瞬間的なピーク消費量に対し、安全性をもった発電量を確保するという方針はエネルギーに対し過度の投資と依存を招き、これからの日本社
会に釣り合わないと考える。

これらを前提として、これからのエネルギーについて考える
1．原子力発電について、事故発生時の影響の大きさ、廃炉にかかる費用をかんがみ、長期的に日本のエネルギー消費量が減少してゆくことから無理に新設および古くなったものを維持する必
然性はないと考え、長期的に0とする方針で進めるべきである。

2．いわゆる再生可能エネルギーの比率を高めることは基本的に外国からのエネルギー源輸入の比率を減らすことにもつながる為、積極的に進めるべきであり、それにともなう技術的な試みや
研究に対し、国の補助を拡大継続すべきである。
　
3．上記に関連するが、再生可能エネルギーにおいても太陽光だけに偏るなどせず、さまざまなものに分散し、また分散したエネルギー源を効率よく融通できるシステムを構築する必要がある。

4.　大量のエネルギーを絶えず安定して供給するという前提を変えなければならない。　一時的に発電所からの電力が途絶しても大きな影響を起こさない社会システムを構築する。これは事故
による停電に対応するだけではなく、計画停電のようなことを安全にスマートに実施しうる社会をつくることである。

　これらの方針は短期的に実現可能なものではない。　人口減少・高齢化社会において安心で安全なエネルギーを目指し、検討をつづけ、考えたことを実施してゆく。



40730 個人 自営業 ４０代 男性 「エネルギー・環境に関する選択肢」に意見
２０３０年ではなく、即刻原発を０％にを希望！自然再
生エネルギー普及を本腰入れて政府は取り組んで。
それが国際社会で日本が生き延びる道だ。

・断層の予想以上の活発化、地震の多発。
　原発事故による大地の荒廃は、取り返しのつかない多大な損を産む。

・原発がなくても国が興きている他国を見習って。例えば小川の小水力発電が普及する制度の見直し、変更。
　国が本腰を入れて力を注げば、日本の技術力が答えられる。
　まだ空いている分野なので、大きな需要を産む。
　自然エネルギーで国際社会のリーダーシップをとることこそ、今の日本に課せられた使命ではないか。
　

・経済産業界が原発維持を希望しているらしいが、果たして今日の不況は、原発事故のせいではない！
　原発以前に、根本的に、日本の経済界を見直すべき。

40731 個人 自営業 ４０代 女性 原子力発電利用の０％の未来を希望します。
放射能の影響は世代を超えた恐ろしいものです。今
の日本の技術をもって、日本政府と企業が電力革命
を行えば、原子力に頼らない社会を構築することが可
能だと思います。

日本は原子爆弾で２回、昨年の災害で３回目のこの地球上唯一の被爆国です。

政府は何故、放射能汚染された物を日本全国にばらまくのでしょうか？
日本は、２，３０年後閉店する予定なのでしょうか？

日本国が健全に続いていくのであれば、世代を超えて奇形児やガンなど増えるようなことを、日本国が衰退するようなプログラムを進行中なのでしょうか？

多くの人々が死かけてにおぼれているのに、その目の前で、さて、どうしましょうか？と優雅にお茶会を催していいるようにしか、テレビから伝わってきていません。

政府の方々も、東電始め、大手企業の方々も家に帰れば、家族のいる一日本国民です。将来、息子が娘が結婚をし、所帯を持ち、赤ちゃんを授かったときに、待望の孫、その子の手や足が少
なかったり、多かったりしたら、どうしたらいいのか悩む可能性が大きいのです。（チェルノブイリでもうソ連中の奇形児の発症率が上がっています）
そんな、未来の奇形児を抱えた日本にとうてい正常なGNPは求められません。

私たち大人が今の日本、これからの日本を作っているのです。

原子力発電の輸出より、自然エネルギーの先駆者となる日本人でありたいです。

首都遷都も含めて、平和で安心して暮らせる日本社会を求めます。

40732 個人 自営業 ６０代 女性 原発からの脱却をエネルギー政策の基本に 電力の原発依存の政策は地震国の日本にあって危険極まりないことが先の震災時福島の事故で明らか。原料の取得経路から使用済みの核燃料の処理にいたるあらゆるステージで環境に著
しい負荷を与え続ける原発は出来る限り早い時期に脱却し自然エネルギーの開発・利用に政策の転換を図る必要がある。
　社会のエネルギー消費のありようを見直す。緑と水が身近にある環境を大切にし、これまでコンクリートやアスファルトで覆われている土地を自然と共生できる都市計画に変更する。電気に過
剰に頼らない生活習慣を市井の日常に取り戻す。命を大切にする社会の骨格に脱原発があると考える。

40733 個人 その他 ２０代 女性 原発反対。放射性瓦礫拡散反対。 原発が無くても現在電力不足になっていません。
必要ない。
太陽光発電が普及すれば更に電力が余ります。
放射性瓦礫を拡散して、健康被害を拡散させた場合、民主党の罪は永遠に許されません。

40734 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原子力発電は必要です。最低でも原発20～25％シナ
リオを選択すべきだし、安全技術を高めて原子力発電
の比率を30-40％に高めるべきと思う。

日本にはエネルギー資源が無いことは自明のことです。他国にエネルギー資源を頼らざるを得ない状況では、発電方法を多様化し分散しておくことが日本の安全保障上非常に重要です。過去
の戦争はエネルギーの奪い合いが原因なのですから。
原子力は少ない燃料で大きな電力を得られるため、日本にとって必須の発電です。太陽光や風力発電は不安定で将来はともかく現時点では原子力発電の代替にはなりません。火力依存度を
高めることはコストが大きく企業利益や家計を圧迫します。
原子力が危険といっても、福島第一原発の事故は地震で破損したわけではなく津波で冷却用電源を喪失したのが原因です。この世には絶対安全なものなど無いので、原子力発電も「絶対に安
全である」とするのではなく、その時点時点で最新の知見、最良の安全策を継続して施すことを義務付けて、今後も継続・利用すべきです。
感情的な脱原発は、誰のためにもならないし、国民を不幸にします。例えば、福島第一原発の事故後、放射線被爆で亡くなった方もいませんが、節電のためエアコンを我慢し熱中症で亡くなっ
た方は大勢います。また、電力不足や電気代の高騰で産業は国外に出て行き、国内の仕事が減ります。それでなくとも不況の日本経済をさらに破壊します。また、ホルムズ海峡が不安定にな
れば、日本に石油は入ってこなくなります。一時の感情に左右されることなく、冷静に二重、三重にエネルギー安全保障を考え対策をとることが非常に常用です。

40735 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「原発ゼロシナリオ」で今すぐすべての原発を廃炉にし
てください

核廃棄物の最終処分すらできないのにどうして平気で原発を運用できるのか理解できません。

地球温暖化も人間の活動＝化石燃料が原因ではありません。
そもそも温暖化していません。

安心して化石燃料を使えば良いのです。

その上で新しいエネルギー開発に取り組むべきです。

福島での事故が収束していない段階で
再稼動に賛成している方々は
一族郎党そろって福島に移住すべきです。

40736 個人 自営業 ５０代 女性 3・１１，そして福島を体験してきた日本が脱原発の新
しい世界を創ることこそ、世界や地球に対する日本の
最大の責務であると思います。原発ゼロにしてクリー
ンなエネルギーをどんどん開発していくと良いと思い
ます。

日本は３・１１のみならず、福島、そして広島、長崎を体験してきた世界で唯一の被爆国です。その日本が高度経済成長の時代に、５４基もの原発を創ってしまいました。小さな国土に世界でも有
数の地震大国でもある、そのような国に５４基の原発は自滅行為にも等しいというのは自明の理であるでしょう。
政府は、福島原発の責任も取り切れてないうちに大飯原発を再稼働させました。そして野田総理は「私が責任を取る」とおっしゃいましたが、こと原発と放射能に関しては、誰も責任は取れないと
思います。
何よりも原発はコストがかかる上に、その放射性廃棄物を処理するのに、１０万年以上もかかるという、地球環境破壊の最たるものだということが、今回の事故でどんどん明らかにされていま
す。私達人類は地球という同じ船に乗り合わせた乗組員です。その母胎である地球を自ら破壊し、生物が生き残ることのできない環境にしてしまっているとしか思えません。
これからの日本が最優先しなければならないのは、まず福島原発の責任を取ることだと思います。放射線被害によって苦しんでいる人々を一時避難させてあげ、福島の放射性廃棄物、及び放
射性物質をゼロにすること。そしてこれ以上、放射能汚染を出さないこと。そのためには全ての原発を廃炉にして、それに変わる新しいクリーンエネルギーをどんどん開発する。日本の最新の科
学技術を持ってすれば、それは可能だし、それこそが地球環境的にも経済的にも、日本が世界のお手本となって模範を示す、これ以上ないほどの好機になり得ると思います。
脱原発への道は厳しいかと思いますが、反対派も賛成派も一丸となって、日本がこれから取るべき新しい選択を考えて行動し、世界に誇り高き日本の姿を示していけたら素晴らしいと思いま
す。

40737 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発はいりません。 原発はいりません、
再稼働 今すぐ停止してください、
これから原子力に関わるエネルギーは要りません、
ソレに変わるエネルギーを考えましょう、
たかが電気です、
宜しくお願いします。

40738 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロシナリオを強く希望します。 地熱発電を早急に推進するべきです。
我が国に存在する自然エネルギーを活用でき、天候に左右されることもありません。
太陽光や風力エネルギーなどと比べ、電磁波や低周波の影響もありません。
発電時の二酸化炭素排出量もほぼゼロで、環境適合性に優れています。
活断層の張り巡らされた地震大国、日本においては、原子力発電は大変にリスクの高い発電方法と考えます。
災害時のリスクと、核廃棄物の処理が未だ困難な原子力発電に、早々に見切りをつけるべきです。

40739 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 福島第一原発の事故による多方面への甚大な影響、
事故後の対応の不健全な危うさ、それらを省みた時に
将来への選択は「原発ゼロシナリオ」しかない。次は
大丈夫というギャンブル的な考え方は原発には通じな
い。

福島第一原発の事故以降、１年以上の月日が経ったにもかかわらず、未だ確実な解決策はない、手の施しようがない、これ以上の事態の悪化を防ぐために、現場で作業員の方々が命がけで
日々作業にあたられている。放出された（現在も放出され続けている）放射能のあらゆる方面への影響は、机上で計算された数値や予想では予測できません。シンプルに今回の事故で得た答
えは「原子力発電は人間の手に余る」ということです。コントロールできるという考えは不遜である、それだけです。

進んできた道が間違っていた、失敗だったということが明らかになった時、次にとるべき行動は方向の転換です。問題や原因を正しく究明できても、努力する方向が間違っているのなら、その努
力は無駄でしかなく、結果は得られない、自己満足以外の何の意味も持ちません。
無駄になる努力に時間やお金を費やす必要はありません。もっと建設的な努力をする時です。今までどおり、これまでと同じという考え方や姿勢を変えなければ新しいアイデアは生まれません。
しがみついていたやり方を捨て、柔軟に新しい発想を受け入れなければ、次代に続いていくものは生まれません。

「原子力発電」を捨て、代わりをなにで補うか、これ以上環境に負担を増やすことなくどうやって電気を使っていくか。それを考え実践していくこと、その方向に努力を向けることは理想でも空想で
もありません。そうすると決めて実行すればいいだけのことです。そのためのアイデアや技術の開発、革新に投資すること、言い訳せずに努力すること。世界中の国々で、すでにそういう先を進
んでいるアイデアや技術はあります。日本も既存のものに縛られて、遅れをとってはならないでしょう。
そして「足りない、足りない」と言いながら湯水のように消費し続ける、かつての生活態度の転換は推奨しなければならないでしょう。普通の生活人はそれぞれの暮らしの中で知恵を出して、省エ
ネをしています。足りないから何とかするのではなく、足りるうちで何とかする、足りるように生活するのです。

これまでとは違う未来の発展の仕方のための方向の転換。困難に直面した時に発揮される、日本人の感嘆するような発想力、精密な技術の進歩、地味でも地道に誠実になされる仕事の確かさ
を信じています。

40740 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
 直ちに原子炉再稼働をやめさせる
 積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
 再生可能エネルギーの生産を加速させる
 発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
 石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

40741 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ０シナリオを支持選択します。ただし2030年までので
きるだけ早い時期ではなく、即、原発0です。

フクシマの事故を経てなお、原発が存続しうる選択肢をもうけること自体、非常におかしいと思います。選択肢があるとすれば、再稼働を認めず即全廃、もしくは2年以内に全廃、など、0シナリオ
をいつ達成するかのスケジュールの選択だけでしょう。
今回のパブリックコメントでは、提示されている0シナリオを支持しましたが、本当は「2030年までのなるべく早期に」ではなく、「即、原発比率を0」を求めます。

それは、もし明日に巨大地震が原発周辺で起きたら、日本という国家の存亡にかかわるからです。
国家の基本は国土と国民であり、原発事故はその両方を著しく損ないます。
検討すべきと提示された視点のうち、徹底的な「原子力の安全確保」なくして、国家の安寧はあり得ません。そして、究極の安全確保は、原発をなくす事以外に無いのです。

さて、「原子力の安全確保」以外の3つの視点は「即、原発比率を0」を前提にしても、十分検討可能です。
特に再生可能エネルギー比率は、高めれば高める程、「地球温暖化問題」は言うまでもなく、「エネルギー安全保障」と「コスト抑制、空洞化防止」に有利になるでしょう。
何故なら、再生可能エネルギーは純国産で輸入に依る事がなく、国内資金が海外に流失しないからです。
国内資金が内部留保されれば、それは国内投資に回せます。再生可能エネルギーの、直接的な発電コストだけを見るのではなく、その資金がどこに行くかまで見据えればよいと思います。

最後に繰り返しになりますが、私の本当の意見は、「再稼働させず、即、原発比率を0にする」です。

40742 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主張 原発は、事故の被害規模があまりにも大き過ぎる。
再生可能エネルギー開発の可能性があるにも拘わらず、
電力会社など一部の利益のために原発を動かし続け、
住民の健康と生活を危険にさらすことは止めるべき。

40743 個人 自営業 ４０代 男性 国内の原子力発電所は、速やかに全て停止し、原子
炉の廃炉作業を開始して、2030年には原子力エネル
ギーの依存率は、ゼロとするのが望ましい。

原子力エネルギーの平和利用とは、それが「絶対」安全な限り許されるところ、福島第一原子力発電所の事故は、それが絶対安全ではないことを明白に立証した。
同事故は、原子力発電所の事故による被害が、国土を荒廃させ、住民の生活基盤を破壊して、町や村を消滅させる性質のものであることをも、白日の下に晒した。
かような原子力事故は、二度とひきおこしてはならないのであり、それは、国の国民に対する最低限の責務である。
原子力事故による被害の深刻さに鑑み、原子力エネルギーの平和利用に求められる「安全」の基準とは、少なくとも、数百年の単位で一度も事故を起こさない程度のものでなければならないと
ころ、人類が原子力エネルギーの平和利用を開始してからわずか数十年にして、すでに幾度も深刻な事故が惹き起こされている。
かかる事態から、人類は、原子力エネルギーを制御し得ないものと考えずに行動することは、国の危機管理としては、無責任と言わざるをえず、到底許容されるものではない。
よって、国内の原子力発電所は、速やかに全て停止し、原子炉の廃炉作業を開始する以外に、わが国のとるべき道はないものと考える。

40744 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発「0パーセント」を希望します。 原発よりも大切なものがたくさんあります。
自分にももちろん！みんなにも未来のこどもたちにも　きれいな地球で暮らしてほしい！
安心して生活がしたい！ただそれだけです。



40745 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原子力発電に反対です。 原子力発電に反対です。
311福島の事故は、甚大な被害を産み、
収束しておらず、放射能汚染は未だ広がり続けています。

原子力発電は例え事故がなくとも、
作業員への被曝と多大な維持費を必要とします。

リスクがベネフィットを大幅に上回り、
人間が管理できる代物でない事がはっきりしました。
諸外国では日本の惨事を目の当たりにし、
脱原発に動いています。

何故日本だけが辞められないのでしょうか。
目先の利益、既得権益の圧力に屈し、
破滅の道をたどっているとしか思えません。

地震国日本。大地震は必ずまたおこります。

汚れた土地・空気・食べ物を子ども達に残す、
そんな発電はいりません。

どうか、市民の声を行政に活かす、
崇高な使命に目覚めて下さい。

何卒宜しくお願いします。

40746 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオを指示します。 原発は即時廃炉を望みます。
最悪でも、新規建設の中止、廃炉スケジュールの決定、再処理施設の停止・取り壊しを決定、実行希望。
そのためには廃炉まで停止中の原発・燃料が電力会社の負担にならないような仕組みをすぐに制定しなければならない。
家庭用電力の自由化も急ぐ必要がある。

40747 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

福島の原発事故が未だに収束していない事が日本がこれから原子力発電に頼ってはいけない何よりもの証拠です。未来に残してはいけない物です。それだけで十分な理由になります。原発は
すぐにでも廃炉にすべきです。

40748 個人 家事専
業

３０代 女性 ３つのシナリオのうち、ゼロシナリオを支持します。
ただし、稼働中の原発は直ちに停止とし、停止中の原
発は直ちに廃炉作業を開始するべきと考えます。

これまで、原子力施策の専門家等が専門的知識と科学的データに基づいて「安全である」と言っていたことが、事故により全て嘘だったことが分かり、今後どのような立場の人がどのような根拠
で「安全である」といっても信じることは不可能であり、原子力による発電が廃止にならない限り、決して安心した暮らしは、この国では営むことはできません。

40749 個人 家事専
業

６０代 女性 原発、絶対反対です。
これだけの危険がわかりながら、なぜ再開するのか
がわかりません。

事故による危険性、事故による大地・海・すべての自然を汚し、人体への影響もわかりながら、それでも再開しなければいけないのでしょうか？
代替エネルギーの開発への努力・蓄電の技術の研究等、まだまだやることはあると思います。

そのためにはみんな省エネ等協力はいくらでもすると思います。

原発を再開して、便利な生活をして、結局は未来の子供たちを危険な状態にしては、いけないのでは・・・

40750 個人 家事専
業

４０代 女性 原発は何年後にではなく、今すぐただちにゼロにすべ
きです。

原発事故が一度起きたら、もう取り返しがつかないことは、福島原発事故で誰の目にも明らかです。広範囲に降り注いだ放射能は土を汚し、川を汚し海を汚し、そこに育つ食物を汚染し、それを
食べる全ての生き物の体に入ることで濃縮し、その命を奪っていく。これからどれだけの数の人たちに健康被害がでるか、どれだけの命が奪われることになるか・・放射能と人類は共存できな
い。こんなものはエネルギ-とは呼べない。福島の事故の後始末が何一つできないどころか、放射能の拡散を広げることしかできない国に原発などあっていいはずがない。今すぐすべての原発
を廃炉にすべきです。

40751 個人 無職 ６０代 女性 原発はゼロにすべきです。原発を完全に安全にするこ
とは不可能です。事故の影響は国際的にもはかりし
れないものがあります。電気を節約する方法はいくら
でもあります。

子供たちが将来安心して暮らせるようにすべきです。すべの原発を即時中止して、自然エネルギーを推進すべきです。電気代が少々高くなってもかまいません。停電をやってもかまいません。

40752 個人 自営業 ４０代 女性 原発ゼロのシナリオを支持します。 原発の問題点として
1．事故が起きたときの被害が深刻であること。
2. 福島の原発事故もまだ現在進行形で被害が続いていること。
2．放射性廃棄物の処分問題が未解決のままであること。
3．原発労働者が被爆しつづけていること。

原発は危険な上に持続可能ではありません。
原発をゼロにし、代替エネルギーの開発を急ぐべきです。

同時に大量生産大量廃棄の生活スタイルを変え、
より少ない電力でまわしていけるように国民の意識改革も必要です。

日本は原発依存のエネルギー政策を大転換し、
自然再生エネルギー中心の政策にすべきだと考えます。

新しいエネルギー政策で新たな雇用を創出してください。

生命や健康を脅かすような原発はやめるべきです。

40753 個人 パート・
アルバイ
ト

６０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を目指すことが必要である。
原発は一旦事故が起これば、人間では制御出来な
い。特に地震国の日本では、想定しても完全に事故
の状況を想定出来ない。更に核廃棄物の処理の問題
がある。

現在の日本の省エネ技術は世界最高のレベルにあるが、更に進める必要がある。かって、自動車の排ガス規制で、日本の排ガス技術が一段と進み、世界の排ガス技術の最先端をいったよう
に、原発ゼロの大方針が決定されれば、再生可能エネルギーや省エネ技術は飛躍的に発展できるものと思う。これにより、新しい雇用も創出できるものと思われる。ただ、再生可能エネルギー
と省エネの双方から攻めていかなば原発ゼロは達成できない。「産業部門」ではかなり省エネが進んでいるが、今後の省エネ技術で更なる省エネは期待できる。しかし、特に商業施設等の「業
務部門」での省エネは進んでいるとは言い難く、その余地が大きい。例えば、デパートや地下鉄駅での標準照度の設定等、ある程度の規制は必要である。大規模・小規模にかかわらず、商業
部門ではあまりにも電気エネルギーの無駄がある。大規模事業者には「省エネ法」による改善が義務化されているが、現在の原油換算1500KLのハードルを下げる必要がある（例：段階的に
1000KL程度）、さらにこれ以下の事業者にもEMSの導入等で省エネを進める政策や設備補助金を更に拡大する必要がある。
「民生部門」は、国全体で、国民の意識の改革が必要であり、小学生から一層の「省エネ教育」を進めていく必要がある。又、省エネ家電製品への買い替えのための長期に亘る補助金制度も必
要である。現在のように期間限定や補助金額の限定等で、あまりにも短期集中し、終了後の反動も大きく、メーカーの生産変動が大きく各方面への弊害がある。1件当たりの補助金は現在より
も小額でも10年間等の長期設定が適切でないかと思う。

再生可能エネルギーについての具体的な意見は左程知識をもっていないが、国による開発費用の補助や、各メーカー等の共同開発プロジェクトのようなことが必要かと思う。

40754 個人 無職 ３０代 女性 支持するのは「原発ゼロシナリオ」のみ。原始的な発
電システムから脱却し次世代の安全な発電方法を開
発することに資本を投下すべき。

まずこの政府側が考えた３択は作為的過ぎる。

議論を始めるのであれば方向性をどうするか、その選択肢から民意を反映するのが民主主義ではありませんか？
これを決めたのが誰で、どんな組織に所属している人間かを明確にすべきです。

また、今年の夏は明らかに昨年に比べて気温が下がっており、電力需要は減るはずにも関わらず、大飯原発を一歩的に稼働させたことに対して何の説明がなされていない。

自然エネルギーとして太陽光という大変エネルギー効率の悪い発電方法を優先する理由はなぜですか？本気でエネルギー問題に取り組む気があるのなら、小水力発電か波力発電を増やして
ください。

また、なぜ日本近郊の地下に埋蔵されている天然ガス資源を有効利用できないのでしょうか？天然ガスを他国より高く買い入れる意味がわかりません。

これ以上、何の展望も無い政策で日本を無茶苦茶にするのは止めてください。

40755 個人 その他 ５０代 男性 三つのシナリオのうちでは、2030年の原発依存をゼロ
にするオプションを支持する。可能な限り早期のゼロ
の実現を求める。

(1)　いったん事故が起きた際の深刻な被害が、今や明らかになった。とりかえしのつかない環境汚染をもたらし、人々の生活が破壊されてしまう。とくに日本では今後、巨大地震の再来が予想さ
れる。また地震以外の原因によって「想定外」の事故が起きる可能性を否定ルすることは、難しい。

(2)　代替エネルギーは存在する。さまざまな再生可能エネルギー、豊富で安価なシェールガス等々によって、「原発抜きのベストミックス」を新しく考えていくことは可能だ。廃炉までのコストを考
えれば、経費的にもその方が安上がり。またそちらへ転換する方が、新しい産業と雇用を生み出して、日本経済を活性化させるし、国家予算の余裕も生まれるはずだ。しかも原発は、その発生
熱の７割は発電に使われず、海水を暖め続け、地球温暖化を助長する代物だから、処理の難しい放射性廃棄物を別に考えるとしても、原発抜きの方が、環境に対する負荷も低くなるだろう。

(3)　原発を稼働し続けるということは、核廃棄物を生み出し続けることである。すでに存在する原発を廃炉にするだけでも、膨大な廃棄物が出てくる。これを安全に処分する現実的な計画は、か
つて期待されていたようには確立されていないし、今後も無理だろう。既に中間貯蔵のための施設は満杯に近づいており、現実的に考えて、これ以上、処理の難しい廃棄物をつくりだすべきで
はない。
　日本は、再処理を基盤とする核燃料サイクルを確立しようとする計画から、早く撤退すべきだ。日本がそれに固執することで、後に続こうとする国も現れるし、また将来の核武装を考えているの
ではないかと疑われて、世界的に核兵器拡散の危険が増す。使用済み核燃料については、現在の再処理方針をやめ、全量直接処分とするのが賢明である。

(4)　使用済み核燃料その他の放射性廃棄物を、安全に保管し処理することは、原発をすべて停止したとしても、避けることのできない現実的課題である。これから何十年もかかる諸施設の解
体・廃炉のために、しっかりとした計画を立て、十分な予算措置を講じ、優秀な人材を確保しなくてはならない。そのためにこそ、原発ゼロという方針を早く確立して、再処理計画中止を決断する
ことが必要である。

40756 個人 その他 ２０代 男性 原発賛成。
暑さで国民を殺さないでください。今回の放射能漏れ
は危険なレベルではないはずです。　間違ったエネル
ギー政策は国を滅ぼします。

何も考えずに「放射能がもれた、だから危険だ」と騒ぐ前に、国際基準に基づいて東日本大震災の放射能漏れの危険性の判定をおこなって頂ければと思います。命に害をなさないことが分かる
はずです。

むしろ原発を減らしたら電力不足により、扇風機やクーラーが使えず、熱射病で苦しむ人の数のほうが深刻です。

電力料金も高騰します。不況の中、家計が更に苦しくなります。増税も確実になりつつある今、どれだけ国民を苦しめれば気がすむのでしょうか。

それよりも、あれだけの天変地異に絶え、被害を最小限にとどめた日本の原発の安全度を明らかにし、日本の技術の圧倒的な力を世界に示したのではないかと思います。現在いろんな国がそ
の技術を求めています。その後の被害は、マスコミの不正確な報道や救済のための判断の遅さによる被害です。原発のせいにしないで頂きたいものです。そして原発にも改善の余地はいくらで
もあるはずです。

「原発が放射能漏れをおこすからやめる」ということは、「飛行機は落ちるから飛ばすのをやめる」というようなものです。

感情に振り回された政治は国を滅ぼします。国、そして国民のための最善の判断を望みます。

40757 個人 その他 ５０代 女性 ０シナリオを支持します、ただし、一番の希望は、ただ
ちに全原発の廃炉

　核分裂を、人類が完全に制御することは不可能だということは、過去の事故、福島第一の現状を見れば明らかです。福島第一原発は、終息どころか、まだ本当の事故原因すら解明できていな
い状態です。次に大きな地震があれば世界中におおきな損害をあたえるかもしれません。今後４０年以上かけて福島の４基を押さえ込まなければならないのに、労働者は足りるのでしょうか。他
の原発を再稼働させていって、そこで大事故が起こっても有能な労働者はもう集められないのではないでしょうか。ましてや日本の原発は其のほとんどが活断層のそばに立地しています。大事
故の原因を敷地内に抱え込んだままなのです。それに使用済み核燃料の問題が解決していません。日本の様な地震国で、核燃料を地中深く埋めて１０万年の安全を期すなどというのは愚かな
考えです。むしろそのような核燃料を生み出さないよう自然エネルギーにシフトする発想の転換が必要です。この夏の電力不足が大飯原発再稼働の大きな理由でしたが、原発がなくても電力不
足にはならなかったことが証明されました。
　全原発を即刻廃炉にすべきです。それがまた自然エネルギーの普及による豊かさを実現する近道でもあるのです。

40758 個人 自営業 ７０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。
具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

40759 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発ゼロパーセント支持です これほどまでに「脱原発」と言われているのに原発維持・推進していくための理由が明確ではない。夏前に騒いでいたこの夏の電力不足云々、この原発の稼働率の低さの中でも電力不足に陥ら
なかったことを自ら証明したようなものではないか。原子力発電がなくても電力は十分足りるはず。それでも原子力が必要という人たちは、それによって何かしらの恩恵がもたらされる人たち、つ
まりは「金」のため。もっと国民の声を聞くべき。
とにかく、原発事故によるこれ以上の苦痛は耐えがたく、これからも原発が存在し続けることは今回の事故を甘く見ているとしか思えない。

原子力発電はもうたくさん！！必要ない！！



40760 個人 家事専
業

３０代 女性 原子力エネルギーを火力と自然エネルギーへ今から
シフトして道筋を立ててください

今回の原発事故により、日本が抱える原発のリスクやコストは高すぎることがはっきりと露呈しました。

利権やアメリカからの圧力にとらわれない、国民の為の脱原発政策を今すぐ立ち上げてください。
それから東電と国は原発労働者へ、そして被災者への補償、まともな暮らしを早く用意してください

原発はいらない
国民の多くは気付いています
地熱、太陽、水力、新しいエネルギーを！

40761 個人 無職 ６０代 男性 原子力発電の即時停止を！原子力発電からの撤退
を！！地震と火山大国の日本では絶対むりです。原
発の廃棄物は後世に多大な負の遺産を残します。原
発は電気以上の温排水エネルギーを出しクリーンで
はありません。

命より大事なものはありません。金より命のほうが大事です。消費税は後世に借金を残すだけですが、原発の廃棄物は後世に命の償いを残します。原発から出る廃棄物の処理のめどが立たな
いのに、原発を動かし続けることは未来に生きる子供たちに背負いきれない負債を残すことです。原発がクリーンなんって言うのは全くの間違いです。原発で出る電気エネルギーの2倍に相当
するエネルギーを持つ温排水を出します。このことの方がどれくらい環境に悪影響を及ぼしているかわかりません。気候変動への寄与は炭酸ガス以上です。また原発の原料のウランの採掘か
ら原発の運転と保守に関わる人々が放射能の汚染で命を削っている犠牲の上に成り立っています。原発の電力が安いと言うのも全く計算方法が間違っています。そんなに安いならば原発が民
間で行えばいいのです。国の保障で成り立っているのです。民間で原発の保険を引き受ける金融機関があるでしょうか。多額の国家の補助で電気代が安く見かけ上なっているに過ぎません。ヒ
ロシマ、ナガサキ、フクシマと三たびの核被害と核加害を出した日本は世界に先駆けて『脱原発』を国是とすべきです。それが国際的位置を高め国威の発揚、経済発展につながります。地震列
島で火山大国の日本には原発は動かしてはいけないものです。もう一度フクシマと同じことが起これば国が破滅します。今すぐ！原発からの撤退を強く主張します。未来の世帯に決して負の遺
産を残さないために！！

40762 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 男性 原発は要らない。すぐになくせとは言わない。でも
徐々に自然エネルギーへシフトするべき。

推進する意見も微小ながら理解できます。しかし昨年起きた地震による原発事故、そしてそれによる放射能汚染。チェルノブイリと同じ危険度に世界的に認定、認識されてるにも関わらず廃炉
の方向へは向かっていません。そして一時期全ての原発が停止しても電力の供給が足りないという自体は発生しませんでした。一部の人間にとって原発は必要かもしれません。しかしそれ以上
に原発は要らないと声を上げている人達が金曜に官邸前にいるのです。それに対して必要だと声を上げて反原発に対しての反対運動をしている人達というのがどれくらいいるのでしょうか？ど
うかお願いします、日本人から見ても海外から見ても日本が安心に暮らせる国家である事を証明して下さい。

40763 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 原子力エネルギーへの依存をやめてほしい。 １。子供たちに安心な日本を残すため、処理できないものが出る以上つづけてはならない。
２。便利な世の中で、電気が沢山いるのかもしれないが、私は、便利さよりも、安心して暮せる生活をもとめます。
３。一部の人たちの利権のために、続けるべきではない。
４。再生エネルギーの開発を支援してほしい。

40764 個人 学生 １０代以
下

女性 2030年原発ゼロシナリオを選択します。「なるべく早期
に原発比率をゼロとする」とありますが、大飯原発が
なくても電力は足りていたことが分かったのでもう原発
は必要ありません。すぐに原発をとめてください。

原発は今回のような事故が起こればたくさんの人が被害にあいます。また事故が起こらなくても危険な廃棄物がたくさんできます。こんな危険物を私たち子どもに押し付けないでください。
原発事故のせいで庭に植えていたラズベリーやブラックベリーも安心して食べられなくなりました。もう事故は起こしてほしくないので原発はとめてください。

40765 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロを希望します。 どこの原発も第2の福島になる可能性があり、事故が起こってからではもう手遅れである。放射能は肉体的にも精神的にも被害が大きい。同じことを繰返してはならない。早急に原発ゼロを目指
していく必要がある。

40766 個人 自営業 ５０代 男性 原発は、即刻、全基停止して廃炉にすべきである。原
発の輸出はしてはならない。再生可能エネルギーに
重点を置いたエネルギー政策に転換すべきである。

１　原発は人間が制御できる技術ではない。事故が起こった場合の影響は甚大であり、絶対に事故を起こしてはならないが、人間のすることに絶対はあり得ない。
２　放射性廃棄物の問題は解決していないし、今後も解決できる見込みはない。
３　日本国は、原子力の基本原則である民主･公開を実施できてこなかった上、原発の安全性を保つための十分な努力もしてこなかったことが明白である。さらに、現在においても原子力規制委
員会の人事において、原子力村の人間を任命しようとするなど、全く自らの行為を反省しようともしていない。日本国には原子力に関与する資格も能力もない。

40767 個人 自営業 ４０代 女性 「原発ゼロ」を支持します。 　昨年の東日本大震災による被害の大きさは、私たちの世代には経験したことのないものでした。もう取り返しのつかないことが起こってしまったのだと、ショックでした。そのことにより、私たちに
できることは何かを今まで以上に考えるようになりました。
　自然災害による被害からも、人災と思われる被害状況からも、私たちは学び、そしてより良い方向へ軌道修正していく必要があるでしょう。今回の福島原発の事故は、明らかに人災であると思
います。
　地震の多い日本で、原発による発電はリスクが大きすぎると思います。それを解っていながら、選択してしまったのですから明らかに人災なのだと思います。
　あの日以来、放射能という目に見えない、味もにおいもない物におびえながら毎日安心して暮らせなくなったのは、原発の存在の結果です。
　「電気なしの暮らしに戻るのか」、「色んな人々の努力と苦労の上に成り立ってきた便利で豊かな今の暮らしを否定するのか」・・・そんなことを自問してもみましたが、決してそうではありませ
ん。今があるのは先人のお陰と感謝しています。
　しかし人災は、これ以上起こる必要の無い被害を未然に防ぐことができるのです。先人から頂いた今のこの恩恵を無駄にしないためにも、また、東日本大震災で犠牲になった多くの被災者の
方たちのためにも、私たちは、いま、勇気を持って決断する時であると強く思います。

政府の公正な判断と勇気ある決断を切に望みます。

40768 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 「エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見
「2030年に原発0」ではなく「即刻、原発0」を主張しま
す。
今すぐ全ての原発の稼働を止め、自然エネルギーへ
転換するよう求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちは政府が人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

40769 個人 家事専
業

３０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます！！！！！ 原発ゼロを選びます！！！！！

福島原発を対処できていない今、

自然災害、巨大地震が起こりえる可能性の中

原発は本当に必要なのでしょうか？

対処できなないものを維持するための労力やお金を

使うより

自然との共存、調和をめざしましょう。

未来のために。

40770 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 日本を滅ぼし、人類を滅亡へと追いやる原子力プラン
トは、あってはならない。

専門家が指摘しているとおり日本を滅ぼし、人類を滅亡へと追いやる原子力プラントは、あってはならないもの。まして、安全よりお金や保身を優先する官庁や電力業界が扱える根拠がみあた
らない。

40771 個人 その他 ５０代 男性 原発稼働停止。電力供給方法の自然方式への転換。 原子力を平和的に使用することは将来的には可能でしょうが、事故を起こさない保証は技術の運用面で現在は世界的にもまだ誰もできないでしょう。日本のように活発な火山活動を観測する地
域での利用には問題が多すぎて妥当でないことは明白です。すでに放射能で汚染された経緯があるにも関わらず、これ以上の原発の稼働は即刻停止してもらいたいです。これ以上の放射能
汚染が再発すれば、この国の環境は破壊され、居住することは不可能になります。

40772 個人 無職 ６０代 男性 原発０を望みます。 安心して暮らせる地球環境を守るべきです。原発を推進することは放射能廃棄物の問題を先送りしており、近い将来大きな問題になります。自然エネルギーの技術開発に本気で取り組み、日
本が世界をリードして欲しいと願っています。
　地球温暖化解決やエネルギー依存を解決するためにも自然エネルギーの普及は絶対必要です。
　日本の持てる力を結集し、よりすぐれた自然エネルギーを開発するために最重点課題として国を挙げて取り組んで欲しいです。

40773 個人 家事専
業

３０代 女性 原発を無くして下さい！！それが日本人を救うことに
繋がります！

まず第一に大事なのは人の命ではないでしょうか？原発依存によって、地震大国である日本はまた福島の事故を繰り返すかもしれません。節電を呼びかければみんなで節電ができる国民で
す。放射能にビクビクして暮らすのはもうまっぴらです

40774 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発0即座に0！ 電力が少なくなってもいい、命が大切。子供達に安心で、安全な未来を残して下さい。多少お金がかかろうと、電気が少なくなって、不便になってもいいよ。
原発0！よろしくお願いします。

40775 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 日本国内にある原発は、すべてをただちに廃炉にし、
原発による発電は０％とすることを求めます。

　一度事故が起きれば想像もつかないほどの多大な被害をもたらす装置を、未来を担う子供たちに残すことは出来ません。一人の大人としてそれだけははっきりと貫きたい。
　原発を再稼働させる事は、経済的な理由から仕方がないと思っている大人が多いと思いますが、子どもたちが大人になった時に残して欲しい社会のあり方は、経済性よりも命を大切にする社
会だと思うし、それを子どもたちに伝えていきたい。
　大人は子どもたちのために覚悟を決めて原発を止める決断をするべきです。政治家も官僚も大企業もそうです。ほんの数十年前には原発のない社会があたりまえだったのです。
　福島の事故を踏まえ、もう一度やり直すこれが最後の機会なのだと思います。原発の再稼働は無責任な決断でしかありえません。

40776 個人 法人等 ６０代 女性  ゼロシナリオを選択します 福島の自事故解明がされていないのにいずれの再稼働もありえないと思います。

そもそも　日本に５０を超える原発があったことも知らず、電気は湯水のように使いたい放題だったこれまでの生活を悔いています。
経済構造は転換の時期に決まっている。
人類は目を覚まさなければなりません。
多少の不便は受けて立とう。
経済が衰退したとしても・安全で平和で穏やかな日々と　幸せ　は手に入れられます。

40777 個人 学生 ２０代 女性 私は、2案の15シナリオを支持します。 東日本大震災以来、今も余震は続いており、30年以内には巨大地震が再び日本を襲うといわれています。そのような状況下で、現段階以上の原発を建設する3案は非現実的だと言えます。か
といって、2030年までに原発をゼロにする1案もかなえられるとは思えません。日本の原発立地地域は、都市から離れた地方にあり、そこでは原発があることを「日常」として生活している人々が
います。戦後、日本の国家戦略によって貧しい地方に原発を増設し、「原子力ムラ」をつくることを先導しておきながら、あと10年も経たないうちにそれらを廃炉させるのはあまりに横暴ではない
でしょうか。私の実家は鹿児島県にあり、先日、川内原発の今後をかけた知事選が行われましたが、結果は原発推進派の伊藤氏の圧勝に終わりました。この結果をみても、原発問題に関する
温度差が都市と地方でかなり差があることがうかがえます。確かに、自然エネルギーは魅力的で、導入後も、電気料金の面でも今とさほど変化はないのでしょう。それでも、原発関係に従事して
いる人や、その家族、ムラの人たちの生活を無視してほしくありません。彼らのセーフティネットが整ってから、1案の0シナリオを目指すべきだと思います。以上が私の意見です。

40778 個人 無職 ３０代 女性 私は「ゼロシナリオ」を選択する。
ゼロシナリオはほかの２つよりも「経済性」と「国防性」
において劣る。しかし、環境・人への安全性について
ははるかに勝っている。私はこの点においてゼロシナ
リオを選択する。

私は「ゼロシナリオ」を選択する。

ゼロシナリオは、ほか２つの選択肢よりも、「経済性」と「国防性」の２点において劣っている。しかし、環境や人の身体への安全性についてははるかに勝っている。

というよりも、環境や人の身体に対する安全性について実質的に「安全」と言い切れるのは、３つの中でゼロシナリオのみであろう。この点に関する根拠については誰にとっても自明のことと思え
るので割愛する。

ゼロシナリオが３つの選択肢の中で、「経済性」でも「国防性」でも最も劣ることは、私もじゅうじゅう承知している。エネルギー移行のために莫大な経済的負担がかかること、外交戦略上、万一の
場合の「核の脅威」を失うことなどは、国にとって確かに無視しえない問題だ。

しかし、世界で唯一の原爆投下国として、われわれ日本が「過ちは繰り返しませぬから」を実行しないなら、いったいどこの国が実行するというのだろう。

私は、いくつかの国が「短期的な経済性」、また「短期的な外交上の優越性」を重視した結果、いくつもの国が、核兵器や、万一のさいにそれに転用できる原発を所持する現状に至っていると考
える。こういった短期的ウマミを優先した結果であるところの、環境や人を著しい危険にさらし、実質問題として人には到底統御しきれない原発を、まずどこより先に日本が捨てずして、どこの国
が捨てるというのだろう。どこかの国がまず、短期的ウマミを捨て、長いスパンを見据える理念でもって原発を捨てるのでなければ、将来、核戦争によって地球のほとんど全土が不毛の地と化す
危険は避けられないと、私は考える。

そもそも、日本が先の戦争に身を投じたのも、経済効率……　短期的な経済性を重視した結果ではなかったか。国際競争に取り残されることへの焦りから戦争に身を投じ、周辺の国の罪のない
人々をたくさん殺し、前線で日本兵をたくさん殺し、ひいては国内での上陸戦や原爆投下で罪のない日本国民を無数に殺し、国土を不毛の地とした。これが本末転倒でなくてなんだろう。

ここで日本は学ぶべきだった。しかし日本は学ぶことなく、今度は国際競争に負けないように、高度経済成長へと突き進んだ。たしかに、高度経済成長がわれわれに与えてくれたものは無数に
ある。しかしその中で、失われたものがたくさんあった。男性は前線の日本兵のごとく過労死するまで働かされた。女性は家庭の中に縛りつけられた。そういった非人間的なことが美徳とされ、テ
レビでもって神話としてばらまかれた。その結果が現在の、勤労年齢男性の自殺や、DV、児童虐待の増加だ。

国家というものは理念をもたねばならない。残念ながら日本はいつも後手後手の「対策」の国であり、理念の国ではなかった。１５シナリオ・２５シナリオは、経済性と国防性に関して短期的な「対
策」をとった結果の産物であると思う。対策は末端の現場の者がやればよい。国家が持つべきは、ときには国際的な競争力を低下させ国民を不満にさせ、国防上の危険を冒してでも貫き通す、
清廉な「理念」である。

私は、理念のために、ゼロシナリオを選択する。



40779 個人 その他 ３０代 女性 絶対に原発はやめるべき。
再稼動も、一刻もはやく停止してください。
一般の人間を無視して、再稼動したことを謝ってくださ
い。

原発は、生命と自然と共存できない。
それが、今回のことで、実感を持ってわかりました。
そうでしょう？

野田首相、大飯の再稼動を決定するとき、「私の責任で」とおっしゃいましたが、
どうやって「責任」取るんだか、フクシマのことが全く置き去りにされたままじゃ、説得力もなにもないですよ。

フクシマを、事故前と同じにできるもんならしてみてくださいよ。
フクシマの人たち全員がちゃんと納得できるように、せめて笑顔にさせてみてから、そういうことを言ってください。できるもんなら。

できないのに、そういう軽率な発言をすることは、怒りと失望しかうみませんよ。

日本には、自然エネルギーを利用した持続可能なクリーン・エネルギーの技術もあるし、可能性ももっともっと秘めています。
こっちに投資する方が、健全で確実で安全で安心で、未来があります。
せめて、消費者が発電の種類を選べるようにしてください。

40781 法人・
団体等

法人等 ７０代 法人等 日本国政府は次世代への日本人の命の継続を真剣
に考えているならばただちに全ての原発を廃棄しなさ
い。
私の(日本の)孫その孫が継続して欲しい。
それが最後の私の願いです。

上記のとおり。

40782 個人 自営業 ３０代 男性 即原子力発電所の停止及び廃炉へ！ 福島の原発事故の収束も出来ないのに今新たに原発を動かす、原発に関わるリサイクル施設の稼動は通常企業では法律にも違反すること無いのでは？　即刻原発停止をお願いします。

40783 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 原発依存度０％を要望します クリーンエネルギーの開発を進め、原発の依存度０％にすることを望みます。
震災により原発の危険性は露呈しています。
日本のみならず地球規模での安全を考え原発は廃止すべきです。
一部のものの利権のためだけに偏った情報が流されてるようにしか感じられません。

40784 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 全原発即時廃炉。現在と未来の命を守るためにはこ
れ以外ありえない。

経済成長という妄想に取り付かれた経済人、政治屋、官僚に原発を稼動する権利は無い。ウランの採掘から原発の保守まで被爆者を作り続け、使用済み核廃棄物を未来に押し付ける原発は
倫理的にありえない。野田首相は大飯原発の再稼動に責任を持つと言ったが、事故があったときに、どう責任をとるか何も言っていない。
こんな恥知らずな人間に人々の生活と未来をまかせることはできない。
金より命が大事という常識以前の想いがわからない原子力ムラのヤカラに牛耳られるな。原発無き後の経済、生活をどう作っていくかを考え、実践していくのが政治家の仕事だ。その仕事に協
力していくのがわれわれ国民だ。

40785 個人 その他 ６０代 女性 2030年と言わず、できるだけ早く原発ゼロに。 日本各地にある原子力発電所で、いつなんどき、また福島第一原発のような事故が起こらないとも限りません。あの惨状をまともに受け止めている人なら、エルルギー問題以前に、即刻原発を
ゼロにする以外の選択肢はないと思います。

日本を再生するためには、従来のエネルギー政策にこだわり続けず、エネルギー維新とでも言いましょうか、政府が思い切って新しいエネルギー政策を打ち出してくれることが必要です。日本の
経済界や技術者は、それに応えていく力を持っていると信じます。
そこに至るまでに、電力不足による不便があっても、痛みわけをする覚悟はできています。原子力発電の廃止を望む人はみな、今までどおりに電気を使おうとは思っていないはずです。

理想をかかげ、そに向かう道筋が提示されれば、私たちは喜んで協力する国民性を持っているので、心配はいりません。一刻も早く、原発をゼロにする決断を！

40786 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 日本は地震大国であることからは逃れられません。ま
た、原子力発電所を維持するためのコストは莫大で
す。希望を持てる未来に向けて、原発依存ゼロの政
策を強く望みます。

私は原発依存ゼロのエネルギー政策を強く強く求めます。経済発展と秤にかけること自体、この日本においては間違っていると思います。そのことを、日本の国民は誰もが３．１１後に感じとった
と思います。経済発展に電力は不可欠という議論がありますが、使用済み核燃料棒を冷却し続け管理し続けるコストはどうなのでしょうか？また、ひとたび事故がおこったときの環境への被害と
そのコストはさらに甚大です。日本だけの問題でもありません。政府は市民の健康と安全を守る義務があります。放射能の影響におびえながら、子どもや孫が健やかに生きていけるのかどうか
不安を抱えながら生活をさせていること自体、違法のようにも思います。東日本大震災で、大きな犠牲が払われましたが、あの辛い経験を分岐点にし、これからの日本は原発依存ゼロ、そして
代替エネルギーを模索する方向へ舵を切って欲しいと思います。それを、望みます。そうでなかったら、あのような未曾有の大災害から何も学べなかったということになってしまいます。世論に背
を向けては、政治家は成り立たないと思います。世論をちゃんと受け止めてください。

40787 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 ゼロシナリオ。
廃棄物の最終処分方法も決まっていない原子力発電
を続けることで、私たち若者がこれから生きていく未来
に負の遺産を残すのはやめて下さい。今回集まった
意見を無駄にしないで下さい。

・原子力発電について
　原子力発電はとても危ういと感じています。その理由として、廃棄物の処理の問題と、日本が地震多発国であるという2点あると思います。
最終処分の方法も決まっていないまま原子力発電を続けることはあまりにも未来世代に対して、無責任であると考えます。今いろいろな物事を決めている人たちは2050年は何歳でしょうか？こ
れからのことを決めるのであれば、今の利権に縛られた人たちの意見より、今後未来世代を担う私たちの意見を重視して欲しいと考えます。
私は核廃棄物のような人間の手に負えないものを、残してほしくありません。

・パブリックコメントについて
　よく“民意”という言葉を聞きますが、何をもって民意とされているのでしょうか。今回あつまった“市民”の声をちゃんと聞いてください。集めることだけがパブリックコメントではないはずです。
ちゃんと私たちの声を聞いてください。業界団体に属していない市民の声をちゃんと聞いてください。心からのお願いです。

宜しくお願いします。

40788 個人 家事専
業

４０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します。 そもそも原発に手を出すべきでは無かったと思います。
握り潰されてきた再生可能エネルギーも有った筈です。
握り潰さねばならない程有効だったと思います。
国民の公僕で在るあなた方は、もっと本気で代替エネルギーを広く探して欲しいです。

40789 個人 自営業 ５０代 女性 原発は0％に！ 子供たちの未来を守るため。利権にしがみついてるシステムを変えてください。

40790 個人 その他 ５０代 男性 日本の原発依存度を下げることに反対します。 私は、日本の原発依存度を下げることに反対します。
原発を減らすと、電力供給の不安定化により、国民の生活および産業活動に悪影響が出ます。医療器具を利用している患者にとって、停電は命取りになりかねません。
また、原発以外のエネルギー源はコストが高いので、原発を減らすと、電力価格の上昇により、産業の国際競争力が低下します。
したがって、日本の原発依存度を下げるべきではありません。

40791 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロシナリオを選択します。 まず、前提として、「原発がクリーンで低コストなエネルギー」であるという事は、安全性が確保されているからこそ成り立つ論理だと考えます。

但し、リスクがゼロである（100%の安全性の確保）、という事が可能なのか、専門的な知識もないためわかりませんし、おそらく専門家でもわからないでしょうから、それを追求するあまり低コスト
な発電方法をやめる、というのは現実的でないと考える向きもあるでしょう。
また、原発の地域産業・国際産業面でのメリットや、それを前提とした日本の安全保障上の要件（アメリカとの良好な関係の維持等）も無視できないでしょう。
原発をなくすことによって、上記のようなメリットが失われ、経済が低迷したり、自国の安全保障を自国で担っていかなければならなくなり、例えば自分の世代、自分の子供の世代がその重責を
負う事になるというような可能性もあるでしょう。

しかし、あえて私は、日本にどれだけ経済的な打撃や安全保障上の危機があろうとも、これから先継続的に原発を稼働させ、エネルギーを原発に依存し続けるという選択肢はないと考えます。

理由は単純明快です。
万が一重大事故を起こしてしまったら、例えば不況からの回復、例えば紛争からの復興等.. それらをはるかに凌ぐ、気が遠くなるような莫大な経済的/人的コスト・国民の目に見えない精神的苦
痛（原発政策関係者各位はこの面をあまりにも軽視し過ぎています）・人によっては放射性物質によってもたらされる病気等の肉体的苦痛等を、あまりにも長期に亘って受けなければならない可
能性がある（地域によっては既に実際に起きている）からです（しかも、それは経済や紛争より遥かに予想が難しい事です）。
それは、昨年の事故を見ても明らかです（各放射性物質の半減期を挙げるまでもないでしょう）。

原発をなくすことによって引き起こされる経済的な損失は、代替エネルギーへの段階的な移行等、賛同できる政策があり、それに向けて政府や国民が一丸となれば、困難はありますが克服でき
ないものではないでしょう。
安全保障についても同様の事が言えると思います。
しかし、偶発的な原発事故で引き起こされる様々な不幸に対しては、殆どなす術がないという事が今回の事故で明らかになりました。

今後、現在停止中、またこれから停止されるかもしれない原発が廃炉になった場合、その後も安全に管理していくためには、原子力関連の研究機関の存続/新規設立等は必須と考えますが、
それらは、この技術を封印するものとしてあるべきだと考えます。

私は日本という国が貧乏であれ、今より多少危険であれ、原発が何十基もあるよりは良いと考えています。

一国民の意見として述べさせて頂きました。

40792 個人 学生 ２０代 女性 他の発電方法に関して 今非常に原発が問題視されている上に、どうしても政府が原発を推し進めようとしているように思います。その裏にある、政治とカネ問題は、どのようなものだと思われていますか。また危険性に
関して、基準をかなり下げられているのではないかと私は思うのですが、どのような証拠を以て安全と言い切るのか、綿密に詳細をお教えいただきたいです。
そして、話は変わりますが、先日、私の住む広島県尾道市百島で日本最大の太陽光発電所の建設が始まりました。それに関して、また、原発によって供給される電力を火力発電以外の発電方
法で補うという考えは一切ないような印象を持っているのですか、どのような考えをお持ちでしょうか。

40780 個人 その他 ５０代 男性 ゼロシナリオを前提にゼロへの道筋を議論すべきで
ある。一度でもシビアアクシデントが起きれば、膨大な
社会コスト・自然コストがかかる。原発を存続させるこ
とは、現実的でないばかりか、地球に対する罪であ
る。

１．　原子力発電０％を支持します。

今回のパブリック・コメントの欺瞞性について、一言、はじめに、申し上げたいと思います。３つのシナリオを提示していますが、１５％シナリオと２０～２５％シナリオは、その実現のためには、原
発の新規増設が必要になり、政権の掲げる「脱原発依存」の基本方針と矛盾します。しかも、エネルギー環境会議の報告書を読むと、１５シナリオへの誘導が見られます。これは、欺瞞です。こ
れだけの世界的な大事故を起こし、被害の全容は、まだ、これからであり、しかも、国内の被害に留まらず、国外では加害者とも成りえる状況で、原発依存はもうありえないでしょう（パリでは、今
も、チェルノブイリ訴訟が争われています）。ゼロシナリオを前提にして、そこへの道筋を、国民的に議論するというのが、論理的に見ても、人の道としても、正しいと確信します。

２．　コストの考え方について

コストの一般的な定義は、２０～２５シナリオの「発電コスト」に見られるように、発電にかかった費用ですが、３．１１後、原発の発電コストは、その裾野が非常に広い事がわかってきました。算定
不可能な費用とも言えます。それは、一度でもシビアアクシデントがあれば、損害賠償費用、安全対策、除染費用がかかるだけでなく、将来、放射能汚染源として、世界的な訴訟費用も発生する
でしょう。また、コストと言えば、人間社会内部のことだけが想定されますが、汚染された山川湖海、動植物魚介のコスト（犠牲）は、貨幣では算定不可能です。これが何を意味するのか、にわか
には、わからないかもしれませんが、資本主義的な短期的かつ戦略的な視野では、捉えきれない深刻なコストです。文明は、自然の仕組みをベースにして、成立しています。自然が自己修復で
きないダメージを受ければ、その文明は滅びます。今、滅びないからいい、という資本主義的な無責任さ・幼稚さは、もう許されないでしょう。まさに、「文明の前には森林が、文明の後には砂漠
が広がる」のです。原発を稼働させ続ければ、文明は滅びる、ということがはっきりしたのが、３．１１です。

もう一つ、考えていただきたいのは、放射性廃棄物の処理技術がいまだに確立されていない点です。フィンランドが、放射性廃棄物の最終処分のトップランナーと言われていますが、地下４２０
メートルに永久廃棄するしか手がないのが現実です。永久廃棄とは、人類が存続しているかどうか、わからない未来に、廃棄物を先送りすることです。今から、一万年前、日本列島は、大陸と陸
続きでした。日本海はなかったのです。一万年レベルの時間単位で見るとき、日本列島の地殻変動に、だれが責任を負えるのでしょうか。放射性廃棄物の半減期は、たとえば、プルトニウム２３
９で２４,０００年です。今から、２４,０００年前の日本列島は、氷河期で、旧石器時代の後期にあたります。これで、半減期なのです。また、フィンランドの例で言えば、最終処分場の建設に、最低
でも、３０億ユーロ（３０００億円弱）かかると言われています。このように、膨大な社会コスト・自然コストのかかる発電システムを存続させることは、現実的でないばかりか、この惑星に対する罪
だと言えるのではないでしょうか。地球は、果たしてわれわれだけのものなのでしょうか。現在は、ゼロシナリオをどう実現させるかの、フィージブルな議論を行うときで、１５シナリオや２０～２５シ
ナリオの疑似現実性に囚われているときではないのです。

こうした問題は、これまで、シビアアクシデントの発生確率・リスク予防という考え方で、論じられてきました。こうしたシビアアクシデントの発生確率は極小であり、考慮する必要がない、という議
論を論拠に、原発増設が推進されてきたのです。これが、まったく機能しなかったのが、今回の３．１１でわかったことの一つです。これについては、３で議論します。

３．　リスクと確率の考え方について

シビアアクシデントの発生確率は、炉ごとの立地個性を勘案して算出されたものではなく、どの炉も同じ条件で計算されています。ここが一つの問題点です。第二の問題は、算出された確率の
数値の意味を、「感情的に」解釈している点があげられます。たとえば、平成１８年に出された原子力安全員会の、炉心損傷頻度（CDF)の設計指標は、年間、１０の－４乗であり、格納容器機能
喪失頻度（CFF)の設計指標は、年間、１０の－５乗となっています。これを、年換算すれば、CDFで一万年に一回となり、CFFに至っては、十万年に一回の頻度になります。この基準を既存の原
発が、クリアしたということは、シビアアクシデントの発生確率は、上記のような極小値で解釈され得るということです。ここに、数字のマジックがあります。一万年に一回は、一万年後に起きるの
ではないし、十万年に一回は、十万年後に起きるのでもありません。明日かもしれないのです。また、福島で起きたから、他の原発でのシビアアクシデント確率は、さらに小さくなったわけでもあ
りません。立地個性の問題があるからです。

確率論およびリスク論は、本来、事故の予防を目的にしていたはずですが、逆に、予防措置を怠る行動を取らせることになりました。これは、深刻なパラドックスです。発生確率の数値の小ささだ
けでは、リスクの深刻度（その質的な面も含めて）を正当に評価し切れないことが、３．１１で明らかになりました。

以上のように、ゼロシナリオこそが、今選ぶべき唯一の選択肢であり、これを前提に、どのように、迅速に、ゼロへ至るべきかの国民的議論を行うべきだと考えます。



40794 個人 自営業 ５０代 女性 2030年ではなく即刻0を主張します。 核廃棄物を産み続ける原発ではなく、未来に向け再生可能エネルギー開発に邁進すべき！そしてその為の発送電分離を。

40795 個人 自営業 ６０代 男性 福島の原発事故は決して天災ではありません。人間
の奢りから来た人災です。
帰ることのできない地元の人たちの現状を見ると、もう
直ちに収束に向かうしかないと思います。

原子力の怖さは世界中の誰よりも身にしみて知っているはずの日本です。
「平和利用で安全」と信じていましたが、今回の事故は決して安全ではないことを思い知らされました。
やめましょう原発。大切な国土の中に立ち入ることのできない場所を作ってしまった原発、やめないとダメです。お願いします。

40796 個人 パート・
アルバイ

２０代 女性 原発ゼロシナリオを支持。 自然災害、その他の要因で事故が起きた場合、万全の対処が不可能である為。

40797 個人 自営業 ５０代 男性 すべての原発は即時廃炉して欲しい。0％支持です。 福島第一原発の事故の原因もわからず、まだ収束もしていないのに、他の原発を再稼働させるなんてことはありえない。大勢の人が避難生活を続けており、見通しの立たない人も多い。私も事
故当時、千葉の東葛地域に住んでいましたが、ホットスポットと呼ばれるようになり、子供のことを考えて福岡の方に避難いたしました。もちろん自主避難なので、国や東電から賠償金をもらえる
わけではありません。また生活も一変してしまいました。福島以外の人でもこういう人も多いと思います。でも子供の命には替えられません。国や経済界は命より経済を優先していますが、国民
あっての国です。みんな放射能で死んだり、国外避難してしまえば、納める国自体がなくなってしまいます。これから原発を動かそうとすれば、そういうリスクが高まってしまいます。また、使用済
み核燃料の最終処分について何も決まっていない段階で、核のゴミを増やしていくなんてもってのほかです。よってすべての原発は即時廃炉希望とします。これからのエネルギーについては、
当面火力、とりわけガスコンバインドサイクルの発電が有力と考えます。これを柱にその他のエネルギーを開発、実施していけばよいのではと思います。日本は地震国です。そんな立地に原発
があること自体間違っています。いろいろと厳しくなった時こそ、日本は底力を発揮しますし新エネルギーの開発が進むと思いますので、そのためにも早く脱原発をして、頭を切り替えなければ
いけません。どちらにしろ、あと十数年も経てば、原発などという技術は時代遅れのものになっているでしょう。まだ世界がやらない段階で、日本が先陣を切って新エネルギーを開発するのです。
このことが、世界的にも日本を強い立場にし、我々国民も安心して暮らせるというものです。最後に、国は国民を甘く見ていると思います。ネット上ではいろいろな草の根からの事実が伝わり、マ
スコミの嘘や隠しももう通用しません。毎週の官邸前のデモも、実際参加している人の後ろに数十倍、いや、数千倍の人がいると思ってください。また、こういう状態が続けば、外国からのパッシ
ングを受けるようになると思います。すでに、ドイツの放射線防護協会からは、広域瓦礫処理が国際合意違反であると言ってきています。またアメリカの西海岸にも放射性物質が漂着し、漁業を
禁止しているところも出始めました。このままだと世界中から、大変な額の賠償を求められることにもなりかねません。こんなことにならないように、早く原発事故を収束させ、再稼働はしない。こ
れしか選択肢はありません。

40798 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発は全て撤廃すべし。 第２、第３の福島の悲劇を繰り返すな。

40799 個人 学生 １０代以
下

女性 ３つのシナリオのうち、ゼロシナリオを支持します。
ただし、稼働中の原発は直ちに停止とし、停止中の原
発は直ちに廃炉作業を開始するべきと考えます。

自分がこれから大人になっていく国で、被爆して病気になったり、死んだりしたくないから。
人が作ったものに、絶対はないと良く分かったから。

40800 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 日本国内の原発はなるべく速やかに（長くとも一年以
内に）停止させ、廃炉作業に移行するべきである。

原子力発電はたとえ事故が起こらなくても運転を続ける限り、放射性廃棄物を生成してしまい、それらは未だにどうやって処分するかがわからない状態である。また核燃料サイクルの技術も未
だに未完成であり、この先も可能性はかぎりなくゼロに近いと聞く。もし核燃料サイクルの技術が確立されたとしても再利用できる核物質はわずかで、結局高レベル放射性廃棄物を大量に生成
してしまう。現時点でさえ長い将来に恐るべき負の遺産を残してしまう原子力発電から今すぐに撤退しなければならないと考える。福島第一原発での事故は、原子力がいかに人間の手に負える
代物でない、ということを我々に見せつけたではないか。選択肢ゼロ以外にはない。そして世界規模での脱原発のイニシアティブをとってほしい。

　「原発ゼロシナリオ」を選択します。多くの人の犠牲
の上に成り立ち，いったん事故が起これば取り返しが
つかない原発，事故がなくても未来に負の遺産を残す
原発は，大飯原発を含めて全てを直ちに廃炉にすべ
きです。

　「原発ゼロシナリオ」を選択します。
　その理由は，以下の７点です。

１　事故を１００％防ぐことはできない。
　(1)　日本のような地震頻発地域においては，将来にわたって災害による原発事　　故を１００％防ぐことは不可能。
　(2)　機械に故障はつきものなので，原発事故を１００％防ぐことは不可能。
　(3)　人間は間違いを犯すので，原発事故を１００％防ぐことは不可能。

２　いったん事故が起きたら取り返しがつかない。
　(1)　放射能は，長期間にわたって自然や生き物に甚大な悪影響を及ぼす。
　(2)　事故が起きても，すぐには原因を調査することもできず，適切な対応がで　　きない。
　(3)　福島の事故では，少なくとも被曝をしたと判断された人たちや地域に対し　　てさえ，適切な対応や補償ができない。
　(4)　福島の事故では，被害地域や被害を受けた人の特定さえできていない。
　(5)　たとえ金銭的に補償できたとしても，失われた故郷や生活・労働の場を元　　に戻すことはできない。

３　事故がなくても，原発を動かすためには多くの下請けの方々が被曝をしてい　る。

４　事故がなくても，原発のゴミは，未来の子どもたちに負の遺産となる。
　　使用済み燃料や各種の汚染ゴミの処理方法さえ確立できていないのに原発を　動かし続けることは，無謀と言うほかありません。
　
５　原発がなくても電力は足りる。
　　これは，公式なデータが示していますね。それでも，万が一足りないという　のなら，それに見合う暮らしをすればよいだけのことです。

６　経済的に見ても，原発はペイしない。
　　国からの資金投入がなくなり，使用済み燃料の処理・原発本体の解体処理費　用や賠償費用などを計算すれば，原子力発電のコストが一番高いはずです。

７　日本の技術力を本気で注ぎ込めば，再生可能エネルギーによる新しい社会や　経済の構築は可能。
　　できもしない原子力発電によるサイクルを無理矢理続けるのではなく，再生　可能な循環型社会を創りあげてこそ，技術立国として世界各国から信頼・尊敬　されるのではないでしょうか。
　
　上記のような理由で，私は「原発ゼロシナリオ」を選択します。
　私は，誰かの犠牲を前提とした豊かで快適な生活ではなく，誰もがともに本来の意味で豊かに暮らせる可能性のある社会のあり方を望んでいます。今を生きる大人の一人として，未来の子ど
もたちに胸を張ってバトンタッチできる社会を築きたいと思っています。
　多くの人の犠牲の上に成り立ち，いったん事故が起これば取り返しがつかない原発，事故がなくても未来に負の遺産を残す原発は，大飯原発を含めて全てを直ちに廃炉にすべきだと考えてい
ます。

40793 個人 会社員・
公務員

５０代 女性



整理
番号
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40801 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します 原発は、コストがかかるし何より危険！

40802 個人 無職 ８０代以
上

男性 私は「原発ゼロシナリオ」を選びます。
それが困難な目標であるとしても、国を挙げて、真剣
に取り組むべきです。それは未来の人たちに対する
私たちの世代の責任だと思うからです。

私は、「原発ゼロシナリオ」を選びます。
第１に、原子力をエネルギー源として利用するのは、科学的にも無理なことだとする学説に、私も賛成だからです。目先の経済運営との関連で論じるのではなく、もっと長期的・科学的な観点か
ら論じるべきです。
第２に、省エネに向けての社会的努力の余地は、まだまだあります。たとえば、ドリンク缶の自動販売機などを野放しにしておくことは改めるべきです。
人工衛星から見た日本列島の夜景にもショックを受けました。
第３に、再生可能エネルギーの開発は、大企業による大規模技術だけに依存していては進まないと思います。技術開発も進めると同時に、中間技術を駆使したエネルギーの地産地消も、「塵も
積もれば山となる」可能性があると思います。地方の力量が問われています。
第４に、エネルギー政策と経済成長の関連が論じられていますが、大量生産・大量消費の市場競争社会が行き詰まっている現実を直視すべきです。省エネで真に豊かな社会を構築することは
可能であり、そのことに知恵を絞ることによって、明るい未来が拓けるものと確信いたします。
第５に、「原発ゼロで豊かな生活」を実現しようとする日本の挑戦は、世界各国からも共感され、賞賛と尊敬をもってみられることでしょう。

40803 個人 無職 ７０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
 直ちに原子炉再稼働をやめさせる
 積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
 再生可能エネルギーの生産を加速させる
 発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
 石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

40804 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発事故による地域住民の被害でもわかるように危
険がこれほど多いとわかっているエネルギーをなぜ今
も推進しようとするのか、理解にくるしみます
世界から見放される危険も危惧します。

犠牲者を出すエネルギーは必要無い。安心して生きていける社会を世界に先駆けて日本が率先していく役割、立場にいるのです。いまできる時、いましかありません。いまのがすと、また、犠牲
がでて、今度こそ世界から追放、いや、日本にすめなくなることが、何故わからないのか、不思議でなりません。楽観すぎるのも、限度を超えてます。何故なら、福島にすめなくなったひとたちが
いるから。自殺されたかたが、現実いるのですから

40805 個人 自営業 ３０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます。 原発ゼロシナリオを選びます。
もっと省エネと自然エネルギーの研究・開発・普及に力を注いでください。日本人が得意とする分野だと思います。第二次世界大戦で甚大な被害を受けた日本人が、高度成長期にがんばって世
界をリードするまでの経済大国になったように、震災と原発事故で甚大な被害を受けた今の日本人が、今度は未来に向けて自然エネルギーの開発と普及のため一生懸命がんばって、この分野
において世界を牽引していくようになってほしいです。

40806 個人 法人等 ３０代 男性 将来のエネルギー選択は、2030年ではなく、2012年に
全原発を0にしてほしい。再稼働させた大飯原発も止
めてほしい。

原発はあまりにも危険過ぎるため。2030年までに福島以上の事故が起こる可能性は十分にある。原発は安全性が確保されていない。核廃棄物の安全な処理方法もない。そのようなエネルギー
は使うべきではない。不必要な電力消費は控え、節電をすすめていくべき。もっと積極的に自然エネルギーへの転換をすすめるべき。

40807 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 基本的に原発はゼロにすべきだと考えます。理由はリ
スクやコストの大きさに比べ得られるメリットが少ない
からです。その根拠は福島第一原発が明確に示してく
れています。

原発は最終的にゼロにすべきです。
理由：
１．リスクが大きすぎること
・福島第一原発レベルの事故が起きた時、「原状回復」は不可能なことは現在の状況が示しています。また被災者への保障等、経済的なリスクも非常に大きい。
・同レベル、もしくはそれ以上の事故はもう起きない、という主張をする人もいるようですが、国民の多数が納得する根拠は全く見当たりません。そもそも原発の専門家と言われている人たちの
信用は地に落ちていることを彼らは知るべきでしょう。
・自然災害や不注意による事故が万が一回避できたとして、悪意ある人為的な事故を防ぐことはできるでしょうか？たとえば９．１１のようなテロを原発に対して仕掛けられたとして、１００％防ぐ
ことができると言えますか？
２．コストが莫大であること
・よく原発は低コストで発電できると言われていますが、本当でしょうか？
例えば今後、今回の震災レベルの災害への対応を各発電所でしていくとして、そのコストまで計算されているのか？あるいは廃炉後の処理にかかるコストまで計算されているのでしょうか？「安
い」という根拠には国民に明かされていない部分た多く存在すると思わざるを得ません。それはおそらく、すべてを明らかにしたらとんでもないことが分かってしまうからではないでしょうか？
・原発に直接かかる費用意外に、電力会社は地元に随分お金を落としているようですね。その分を新しいエネルギー源の開発に回すだけでも、かなり有効なお金の使い方になるのではないで
しょうか？

40808 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 (3)２０～２５を選択すべき
結論：短期的には自然エネルギーとして日本近海のメ
タンハイドレートの実用化に最優先に取り組み、長期
的にはより安全な核エネルギー開発を目指すべき。

現在の日本の経済規模および生活環境においては、自然エネルギーでは、現在の日本の国力および安心・安全な生活を維持することはできない。
長期的には、現在の核放射性物質をエネルギー源とする発電方式に比較し、全く異なる核エネルギーの開発が進んでおり、具体的には、トリチウム（重水素）と高出力レーザーをエネルギー源
とする真にクリーンで安全な核技術開発である。この技術開発競争において日本は、世界の最先端の開発グループにおり、この実用化を目指すことが自然エネルギー開発の究極の姿と考え
る。
この技術の実用化まで、２０年程度はかかると想定されており、並行して日本近海にあるエネルギーを万難を排して実施すべきである。
また、この開発においては、国費（税金）拠出が困難ということであれば、未来エネルギー開発債により、民間資金を活用するとともに、エネルギー開発に積極的な民間投資事業者を関連法規
を大幅に規制緩和し、国策として、推進すべきである。
政府がリスクをとれないのであれば、法規制緩和により民間企業の開発力、チャレンジ精神を呼び込むべきである。競合となる世界的な石油メジャーとも組むことで、外交的、経済的に日本経
済の安定的発展を維持できると考える。

40809 個人 法人等 ３０代 男性 ゼロシナリオを支持します 原発は極めて危険で、福島のような事故が再び起きれば、日本は文字通り壊滅するだろう。しかも経済的にも合理的な根拠に乏しい。また原料の採掘段階でも環境負荷をかけ、またそこに住
む人の人権までも踏みにじるようなことが起きていると聞く。そして使用済み核燃料の処分方法は、いまだに有効な技術が確立されていない。
もはや原発を推進・維持するメリットは何もないと思う。経済への影響を懸念する意見もあるが、原発のためにどれほどの税金が投入されてきたかを考えれば、経済的なメリットも疑わしい。一部
の原子力村の住民が利権を守ろうとしているとしか思えない。
ＣＯ２排出に関しても、発電時のみの排出量を比較してもまったく意味がない。原子力サイクル全ての排出量を考慮して比較するべきである。つまり、ＣＯ２排出に関しても原発はほとんどメリット
がないと考えられる。

原発がこれまで汚い手段でコミュニティを破壊してきたことを考えるべきである。被災した福島の方々の悲痛な叫びに耳を傾けけるべきである。倫理的、人道的にもこれ以上原発を許すわけに
は行かない。

40810 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 ゼロシナリオを支持します。 もう海外では自然エネルギーの開発がどんどん進んでいる、日本が原発から自然エネルギーへの変換ができないはずがない！

福島の原発事故の原因追及も、放射性物質の後処理の方向性も出せていないのに、原発を再稼働するシナリオは、今も福島で苦しんでいる人たちを無視し、事故をなかったものにするのと同
じことです。

40811 個人 無職 ４０代 男性 原発０。即廃炉。 先ず完全に制御する技術がない。放射性廃棄物を安全に処理出来ない。事故を起こすと広い範囲で被害が広まる。一年以上たつのに具体的な収束の目処も立たない。放射性物質の健康被
害が尋常ではない上、子孫にも影響が出る。それをすすめてきたことは間違いだったのです。今すぐ廃炉にしなさい。また、廃炉にしても管理が必要なのも承知していますので、嘘偽りのない情
報公開と公正な管理計画も早急に立て告知しなさい。

40812 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原子力に頼らないエネルギー政策を「現実的に」行う
ためのロードマップの作成、及び非政府系のオンブズ
マンの設置、情報の透明化

近い将来に原子力に頼らない電力供給を実現することを望む。

■現状の問題点

１）国民の生活レベル、中小零細企業の活動レベルまで落とし込まれたロードマップがない。
※なにをどこまで犠牲にすれば実現可能なのかが明確でない。

２）ロードマップが作成されたとして、それを運営していく能力と信用が現政府にあるとは到底思えない。
※あらゆるマニフェストを覆し続け、原発事故対応においても不透明な部分が目立った政府を信頼する国民は極めて少ない。またいわゆる「原子力村」をはじめとする経産省、経団連、その他
の原子力利権と政府の癒着が簡単に解決されるとは想像しがたい。

３）メディアを含め情報が錯綜しすぎており、国民に正しい情報が届かない。

■提案内容

１）原発、核廃棄施設など、関連の施設すべてを廃止し、代替エネルギーを取り入れることについて、実行ありきの超精細な試算を行い、その内訳を開示し、それを元にしたロードマップ及び、国
民生活、企業活動への影響をシミュレーションしたロードマップを作成する。

２）政権が交代しようとも計画が続行されるために、非政府系の独立したオンブズマンを設定し、ロードマップとその進捗を四半期ベースで国民に報告する。進捗の遅延について、政府はその責
任の所在を常に明らかにする責務を追う。

３）国民に対し、常に議論型の情報を発信するために、メディア、電力会社、国民が常に議論できる場を作り、それを広く発信する仕組みを作る。
その議論は、仮に30年後に全原子力関連施設を撤廃するとすれば、その実現のための具体策を主軸においた上で議論をする。
公正でかつ透明な情報の伝達を行うことを、政務執行に携わる全ての人々の責務とする。

40813 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「２０３０年での原発依存度ゼロ」を支持します。
核燃料サイクルが破綻してるのは誰の目にも明らか。
核のゴミの総量を確定し、
最終処分場の選定を実行しなければならないと思い
ます。

まず、地震国日本は立地地域として原発は不向きです。
オイルショック時の電力源として普及せざるを得なかったという経緯はあったとしても、過渡的エネルギー源という位置づけは、もはや役目を終えています。
省エネ事業の拡大、自然エネルギーへのシフトを加速し、火力（ガス・コジェネ主体）で安定供給をキープは可能です。
電流の不安定性などのテクニカルな課題も、まさに優秀な官僚さん達や専門家の知恵と技術の見せ所でしょう。
資料の経済影響はマクロモデルもシナリオでの差ではなく、モデルによる差であることは資源エネ庁総合資源エネルギー調査会基本問題委員会を視てた者には明らかであり、前提条件として
不適切です。
電力自由化（発送電―所有権も―分離）を進めると、必然的に原発はコスト的にも成り立たないことは明らかです。大規模集中型電源～小規模分散型電源へ―という昨年夏の政府の方針を速
やかに実施していく事を望みます。
また、２０５０年までは実現の目途が立ってない（２０５０年に出来る目途があるわけでもない）事を原子力委員会でも認めている核燃料サイクル（高速増殖炉計画）が出来ることを前提にした原
発事業の継続にリアリティはありません。
無駄遣いの典型のプルサーマル、核のゴミを増やす再処理も即刻撤退を公表すべき。資産が負債になるという問題は、それこそ政治的に処理する方策を検討・実施して貰いたいですし、それ
は可能なことだと思います。
何よりも政府が示すべきは「持続可能な社会の実現」へ向けてのエネルギー政策のビジョンであり、そこに原子力はそぐわないと思います。

40814 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロ 使用済み燃料の問題なども含め、将来にこれ以上負の遺産を残すのはやめましょう。

40815 個人 その他 ４０代 女性 原発を、
全て無くしてください。
日本からも、
できることなら世界中からも。

我が子が、そして全ての子ども達が、
人として、生物として、あたりまえに生きていく道を、
現代を生きる私を含めた全ての日本の大人達が、
優先すべきことを誤ったために閉ざしてしまうようなことがあったら、
その時、どんなに誤っても許してはもらえないんじゃないかと思います。

もし、他の面でどんなに真面目に日本を豊かにするために貢献したとしても、
この選択を誤ることがあれば、
それは何もかも台無しにしていまう程の過ちだと、
ほんとうに怖くなるのです。

せっかく人間に生まれて来たのだから、
人間が人間らしく、自然な姿で、
長く、長く、暮らしていける環境を作り続けていこうと、

今、決断して欲しい。

私も、

昭和の経済成長の中で育って来た一人として、
責任を感じています。



40816 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 即刻【原発ゼロシナリオ】です！！！ 即刻原発ゼロ・すべての原発即廃炉を強く望みます！

電気は足りていると試算も出ている中、進まなかった（進めていなかった）自然エネルギーの開発も進んで企業・個人で導入にも加速がついています。

私たち、日本国民もいままでの無駄な消費、明るすぎるる日本をあらためて反省しています。原点に戻って考えてみませんか？
使用済みの燃料の気の遠くなるような年数のおもりを誰がみるんですか？

人類の安全、生命より、経済成長がそんなに大事ですか？
命が続いていかなければ、経済成長もありえません。

推進者の方にお尋ねしますが、福島の「警戒区域」にあなたの大事な家族を生涯住めと言われて住まわせられますか？

２６年たったチェルノブイリの今を学んでください。

もう一度、「心」「魂」で考えてみませんか？

「３・１１」の悲惨な出来事は、私たちにそのことを投げかけています。

40817 個人 会社員・
公務員

６０代 女性 目指すのは今すぐ原発ゼロ 地震大国で、原爆の悲惨さを小学生でも知っている国で、しかも原爆の使用済み核燃料の処分方法もなく、まして使用済みでさえ危険なもの。人間の手に負えないものでこれからの生活を賄っ
て行こうとするのはどう考えても間違いだとおもう。孫の時代に安心して海の魚をたべ、安心して米を食べられる時代にしないと、孫に申し訳ない。

40818 個人 自営業 ４０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

40819 個人 家事専
業

３０代 女性 ゼロシナリオを支持します
再稼働反対です

福島であのような事故が起き、いまだ収束せず自宅にも戻れない方々がたくさんいらっしゃいます。そのような状況でなぜ再稼働などできるのでしょうか。
いまこそ原発に頼らないエネルギー開発をお願いします。
二度と、二度とこのような事故が起きないようにするために、原発はなくさなくてはいけません。
経験から学ぶべきだと思います。
子供たちの未来に原発は必要ありません。
私は子供たちを守りたいです。

40820 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも将来の世代に対し
て安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させるより踏
み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を求
めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：

 直ちに原子炉再稼働をやめさせる
 積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
 再生可能エネルギーの生産を加速させる
 発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
 石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

子供たちにとって本当に何が大切なことなのかをもう一度まっさらな気持ちで考えてみてください。

40821 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します。 原発の比率からみればゼロシナリオしか支持できません。一刻も早く原発をゼロにしてほしいです。電力不足などの問題から反対意見も出ていますが、原発の危険性は福島原発事故で十分に
わかったはずです。リスクが大きすぎます。また速やかにもんじゅを廃炉すべきだと考えます。事故が起こってからでは遅いです。

40822 個人 学生 １０代以
下

女性 私は15シナリオを支持します。 今原発に頼っている状況なので、今から１８年後にゼロにするというのは不可能に近いですけど、このシナリオなら近い未来原発がだんだんと減っていくので安心して暮らしていけるから、この
シナリオを支持します。

40823 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します。
原発をゼロは、即時としてください。

理由は

(1)事故リスクが大きすぎる、ということが第１です。
 　福島第一原発の事故により、今もなお16万人が2011年3月10日まで暮らしていた地域に戻れないでいますし、福島第一原発がまき散らした放射能は東日本全域に及び、太平洋までも汚染
し、世界をも汚染しています。原発の事故は、事故が起こったら取り返しがつかず、誰も責任を取らない事故であるからです。
 

(2)福島第一原発の事故の原因が究明されていない。
 　原発事故の再発を防ぐことはできない状況下で原発の運転を再開するのはおかしい。
 

(3)核のゴミを次の世代に押し付けてはならないからです。
 　使用済み核燃料は、再処理をするにしても直接処分をするにしても、何万年もの間、管理しなければなりません。原発の稼働期間は40年に過ぎず、そのわずか40年のために、何万年にも及
ぶツケを、次世代に残してはならない。

40824 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発依存は０％シナリオでお願いします！ これからはもっと、再生可能エネルギーに転化して行くべきです。
日本の国土は海外に比べられない程狭く海に近く
地震国でもあり、危険すぎるからです。

40825 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 原子力発電所はいらない。ゼロシナリオを希望しま
す。

今までの私達の生活は、確かに原発による電力の供給の恩恵が大きいだろう。しかし3.11で私たちは皆、原発の危険というものが分かったはずである。同じ過ちは繰り返してはならない。ならば
難しいかもしれないが原発のない未来を目指すべきではなかろうかと思う。３つのシナリオはどれも一長一短である。ならばいっそ一番困難な道を選ぶべきだ。国民全員一丸となって脱原発の
未来を目指すべきだ。

40826 個人 その他 ４０代 男性 日本政府は早期に原発比率をゼロとするいわゆるゼ
ロシナリオを採用するべきと考えます。

原子力発電により発生する放射性廃棄物の最終的な取り扱いについては世界の各国においても未だに有効な解決策を出すことができていません。最終的に少なくとも１万年、場合によっては
１０万年以上、厳重に隔離・管理させる必要がある高レベル放射性廃棄物の最終処分については、技術すら確立しているとは言いがたい状況です。特に日本はその地理的条件から、国内で万
年単位で高レベル放射性廃棄物の管理を行うことは不可能に近く、将来の世代に対し、多大な負担を残すことになります。

福島第一原発事故では、原発における使用済み核燃料の保管の安全性の問題が明らかとなりました。既に国内のすべての原発において大量の使用済み核燃料が貯蔵され、さらに六ヶ所村の
日本原燃の施設においても、使用済み核燃料が蓄積しています。現状においても既に扱いが困難な使用済み核燃料・高レベル放射性廃棄物をこれ以上増やすことは、現実的ではありません。
使用済み核燃料の再処理も、結果的にさらなる放射性廃棄物が発生することとなります。

原子力は、エネルギー問題の解決策ではなく、むしろ解決困難な難題を生み出すといって良いと思います。

各電力会社は既に原子力発電の維持や使用済み核燃料の再処理を前提とした財務処理を行なっており、原子力発電を止めることは財務に多大な影響を与えることは当然予想されますが、原
子力発電を維持することに伴う将来の世代への環境や財政面での負担は、それをはるかに上回る深刻なものであると考えます。

既存の電力会社の財務体制、また関連産業の維持のためではなく、将来の世代へ負担を転嫁することのない、真に持続可能で責任ある社会を作っていくことが、今を生きる私たち市民一人ひ
とりの責任であります。よって、原発ゼロシナリオを強く支持し、関係各位が賢明なご判断をされることを望みます。

以上

40827 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 持続可能な社会にシフトしていくべき　原発は現在持
続不可能なので０を目指してください

ずっと先の未来のことを考えるのは簡単ではありません。しかし、現在の地球の生態系は、46億年かけてできたものです。この生態系の中で、人類含む生物が、持続して生活していけるような
社会にしていくべきと考えます。
それもまた簡単なことではありませんが、人間は、工夫して、様々な問題を解決してきました。本気を出せば、できないことではないと思います。
この機会に、政府がリーダーシップをとって、本気を出して考えていくような、流れを作ってほしいです。

原子力発電は、廃棄物の処理方法が確立されていないようで、持続可能とは思えません。長い間消えない放射性物質の数が増えていくのは、生物に悪影響を与えます。また、排熱など、生態
系への影響もあると聞いています。

どんな発電方法でも影響はあると思います。その中でも、できるだけ負荷をかけないで、無駄をなくして、例えばバイオマスなどごみになるようなものから電気を作ったり、熱エネルギーを電気に
変えずに熱エネルギーのまま使ったりするような方法を模索してほしいと思います。

自分も全く勉強不足で、このような意見を言って申し訳ないのですが、もう少し、考えて議論したりする時間も必要かなと思います。専門家の人たちに話し合っていただいたりしてもほしいです。

40828 個人 家事専
業

３０代 女性 日本は原発依存度を0%にするべき。ゼロシナリオを支
持します。地震大国日本での原発利用のリスクは余り
にも大きいです。原発にかかる費用を、廃炉作業と自
然エネルギーなど新しいエネルギー開発に使用すべ
きです。

ゼロシナリオを支持します。福島第一原発事故による被害は東日本全体に及び、長期間に渡り国民の健康を脅かし、不安をかきたてるものです。地震が活動期に入ったとされる日本では、原
発を継続使用すべきではありません。原発維持に関わる費用や労力を、日本の自然エネルギー技術開発にシフトすべきです。世界が日本の原発事故に注目する中、新しい日本の姿を見せる
ことができると考えます。

40829 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発いらないです 原発事故を受けていままで知らない事実をたくさん知ったと共に不信感も覚えました。

40830 個人 無職 ３０代 女性 (1)ゼロシナリオにしてください。 原発に振り回されて生活するのは避けたいです。
それは、避けることが可能なことだと思います。
無駄な時間とコストをかけない選択をお願いします。

40831 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 女性 ゼロシナリオを支持します。 今回の福島の事故で原発の安全性は疑問視せざるを得なくなりました。
むしろ排出される放射性物質は安全とは正反対の危険な影響しか残していません。

原発は地震大国の日本にはあまりに危険すぎるのです。
これから原発無事故の可能性を探るより、
ゼロシナリオ通り、全機廃炉を実行する方が現実的です。
そして、この先どれだけの被曝被害者を抑えられるかの方が遥かに大切です。

原発がなくても電気は足りるし、
必要なら自然エネルギーの開発にお金を使って欲しいです。

いい加減利権に群がる虫でいるのはやめてください。

自然以外の人災による被曝はもうたくさんです。
これ以上国家・企業規模での殺人を犯さないでください。

よろしくお願いします。

40832 個人 その他 ４０代 女性 原発依存度はゼロ・シナリオを選択します 2030年の原発依存度とありますが以下の理由から、即廃炉をのぞんでいます。
が、選択肢の中であれば一番近いゼロシナリオを支持します。
１．地震・火山等の活動が活発である
２．ストレステストの結果を信頼できない。
　もしも・・というときの近隣住民への連絡・避難経路・防染等の準備が十分とは思えません。
　地震が起これば津波・山崩れ等による避難ルートの喪失など、複合的な災害状況が起こりま　　す。
　あらゆるリスクを考慮した準備は難しい。そして、原子力施設の安全は、絶対ではありませ　　ん。

さらに残り二つが一番大きな理由ですが、

３．事故や災害が起こらずとも、核施設から出る廃棄物の安全な処理方法は確立されていないこ　と。我々世代が便利に暮らすために出来てしまった放射性廃棄物＝危険なゴミを子々孫々に
残　すことをしたくありません。
４．核燃料となるウランの採掘・運搬・管理・運用・廃棄処理、あらゆるフェーズで被曝のおそ　れがあり、その作業に従事する人に多大な危険を負わせること。

便利さや表面的な豊かさを享受するために、一部の人や後世の人々に非常に危険な物質やその管理を押し付けることは、真に文明的なあり方ではないように感じてしまいます。危険を他者に
押し付ける、野蛮で粗野な暮らし方はしたくありません。
今、全原発の廃炉を決めても、その処理にはやはり多くの危険な作業が残されます。ならば一刻も早く原発を止めて、危険な作業の量を出来うる限り少なくすることを、切に望みます。

40833 個人 学生 １０代以
下

女性 原発をゼロにすることに賛成です。 東日本大震災による原発事故により、今もなお、避難生活を強いられている人や、健康被害におびえる人達がいる。
二度とこのようなことを繰り返さないようにするためにも原発をゼロにするべきだと思う。

その場合、問題点となる地球温暖化については、各自が生活の中で二酸化炭素の排出を減らす対策を今まで以上にすればいいと思う。



40834 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発は危険で、核のゴミの処理も廃炉の目途も立って
いないのに、これ以上動かす訳にはいきません。即
刻、脱原発を！ゼロしかない！

直ちに、日本中の原発をゼロに！

40835 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ゼロシナリオを支持します。 今後、我々の生活に多大な健康被害を及ぼす可能性があるエネルギー
に依存する事は非常にナンセンスだと思います。

実際、今回の原発事故が原因で私の妻と別居する要因になりました。
妻はすでに甲状腺に異常が見つかりました。間違いなく放射能による
影響です。

今、我々は非常に重大な岐路に立っていると思います。
このまま原発エネルギーに頼り、第2の福島が発生したら日本が
壊滅すると思います。経済が破綻しても健康で生きていれば
立て直しは日本人ならできると確信しています。

地震はいつ、どこで起きるかは人類にはわかりません。
２０３０年までと考えず、すぐに廃炉にするようにすべきだと思います。

40836 個人 家事専
業

３０代 女性 原発はすべて即止めること、即ゼロにすることを希望
します。

福島原発の事故による被害を受け、もう２度とこのような事は起こして欲しくないことと、原発で生じるごみの始末は解決されませんので、即ゼロにすることを当然と考えています。

40837 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 2030年までに原発依存度を0％にする、ゼロシナリオ
を支持します。

原発はいちど作ってしまうと、ずっと動かし続けていかないといけない。
原発を動かし続けると、なにがおきるか？
処理のしようのない廃棄物をずっと生み出し続け、収集のつけようのない事故のリスクを負い続けなくてはいけない。

原発があることによって、それは何世代にもわたって続く。あるものは体内にとどまり、ダメージをあたえつづける。あるものは水に風にはこばれてどこまでも広範囲に被害をもたらす。放射性物
質の種類によっては何百年も放射能を出し続ける。

もちろん現実問題としては、事故が起きてしまったら、線量が極力小さくなるようにして暮らすしかないだろう。でも、そんなギリギリの生活を、この国の誰にもしてほしくない。

事故がおきたのはコントロールの技術が未熟だったからなのか？
それに対して地震の規模が大きすぎたから？

そうではないと思う。
わたしたちは、そもそもコントロールのしようのないものを動かしているのだ。
深刻な事故が起こる確率がどれだけ低くても、いまの一瞬の便利のために、人間の一生を超えたスケールの大きな危険がひそんでいる。このリスクの大きさが黙殺されてはならない。

そして、コントロールのしようのない、原子力発電によるエネルギー源が、唯一の発電方法であるかのように、盲目的に政策がすすめられてきたことに強い不満をかんじる。
いまでもその方向性が継続されているように見えることに、いいかげんうんざりしているのです。

40838 個人 自営業 ５０代 男性 原発ゼロシナリオを選びます。 原発ゼロシナリオを選びます。
その理由。
原発ゼロを前提にした自然エネルギーへの本格的取り組みが必要でこのジャンルで世界をリードする事は将来、経済的にもメリットがある。
使用済み核燃料や廃棄物、の処分の問題が解決されておらずこのコストは大きな負担になる。これ以上将来の世代に負担を先送りしないためにもここで原発ゼロを目指すべき。これからかか
るであろうコストは経済的な不安要素となる。
リスクの大きい原発に依存しなくても，ガスコンバインドサイクル発電やコージェネレーション、ヒートポンプ、節電省エネ技術、自然エネルギーの組み合わせによる電力供給を目指すべき。
原発事故はその性質上大きなリスクを抱えている。
さまざまな規制を緩和し地域分散型エネルギー供給を可能にする事も必要。

40839 個人 その他 ６０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を選びます。原子力発電所は日
本の国に設置することは危険と考えます。地球のプ
レートが集まっている日本国内は、巨大地震が起こる
可能性が高いからです。

政府の「国家戦略室」としては選択肢がお粗末に感じます。日本国家として原子力発電所から自然クリーンエネルギーに切り替える立場(明確な目標)をたててから、当面の対策を検討すること
です。2030年に(1)ゼロ、(2)15%、(3)25%などと、中間を選択させるような姑息な選択肢を示すべきでない。経済の問題を提起しているが、福島第一原発事故以後、日本の製品が売れなくなった
り、福島の農業、漁業、工場が再開できない問題、経済損失をどう考えているのか。国民を犠牲にしてまで大手企業の利益を優先することは間違いと考える。国際的にみても、次の巨大地震で
再び原発事故を起こしたら、海外からの援助は期待できないと思う。なぜなら事故から教訓を学ばないような無能な政府に
誰が援助しますか。電力会社の無駄遣いも判明し、節約すれば電気料金も上げなくても可能です。原発関連予算を自然エネルギー開発に振り返れば、安定したエネルギーを開発できます。日
本の中小企業の能力を生かすこと、地方の研究から学んでいただきたい。
　そのうえで私は、2030年原発比率「0%」を選びます。
　さらに、2030年まで原発を再稼働するのならば、原発に働く労働者はすべて電力会社の正社員とすべきです。なぜならば、放射線被ばくは十数年後に発病するため原因を特定しにくいため、
正社員として働き、定年後も一貫して電力会社で健康管理とがん発生率をほかの労働者の比率と比較すべきと考えます。人間を蝕む放射能、人間が制御できない放射性廃棄物を出し続ける
原発は直ちになくすべきと考えるからである。

40840 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます。 原発の再稼働はしないでください。原発をゼロにしてください。
福島第一原発のように、一度事故が起きれば、未来何世代にもわたって、地球全体に、大きな被害を残すことになります。
地域分散型のエネルギー供給を進めるよう、発送電分離を含め、電力システムを改革してください。

40841 個人 自営業 ４０代 男性 原発依存度０のシナリオを選択します。 これから数々の巨大な地震が予測されています。また、断層なども明確には確定されていないものが無数に存在します。そのような中で一度事故が起きれば回復が困難かつ廃炉も数十年に渡
り、莫大な資金が必要な電源を選ぶ必要はありません。どんな災害からも回復が可能で、これからの日本は立て直しが可能となりやすい社会に向かって進むべきと考えます。

そして、天然ガス、風力、水力、波力、知力などの様々な自然エネルギーの先進国として、隣接する韓国、中国だけでなく、世界をリードすることで経済を動かしていく国造りによって、原発依存
度０の社会を支えることが可能になると考えます。

40842 個人 その他 ６０代 男性 即刻、原発ゼロにすべし。 昨年末の野田首相による「福島第一原発は冷温停止状態にある」という宣言には科学的な根拠がない。今後、福島第一原発の廃炉にどれほどの年月と人員が必要なのか見通しの立たないま
ま、他の原発を再稼働させせるのは、福島第一原発被災者を侮辱している行為である。

40843 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

40844 個人 無職 ６０代 男性 「エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見
「2030年に原発0」ではなく「即刻、原発0」を主張しま
す。
今すぐ全ての原発の稼働を止め、自然エネルギーへ
転換するよう求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちは政府が人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます

40845 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロシナリオを希望します 原子力発電という、もはや経済合理性の側面でも（福島原発事故後、その合理性神話が完全に崩れました）、また技術合理性の側面でも（廃棄物処理問題は依然、科学技術的にも解決されて
いません）、現在の社会に見合っていない古い事業は見直しを行い、期限を持って止めることを決め、その期限に向けて日本の知力と技術力を結集し、新しいエネルギーの開発と産業化を目指
していくべきだと思います。

40846 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 エネルギーミックスの選択肢において、原発依存率
０％を強く支持します。

「どんな日本にしたいのか」ということを考えるときに、私は

(1)健康である
(2)安全である

という二大要素に重点を置いた国造りがしたいと思う。
本当の「豊かさ」というのは、人々が健康で安全であってこそ、その上に成り立つものであって、経済が大きいだけで人々が健康でも安全でもなければ、とても豊かだとは言えない。

今回のエネルギーミックスの選択肢は、「原発を残す」というオプションを取るかぎり、この(1)・(2)どちらをも根底からだめにしてしまう。
それは、原発の安全性が絶対確実でないからだ。地震のみならず、原発へのテロ、そしてサイバー攻撃など、「想定外」に事故を起こす要素は、小学生でも予測できるほど転がっている。

そのような中で「原発」を残す、というシナリオは考えられない。
これ以上事故を起こせば、国民の健康も、安全も、全てをだめにしてしまうからだ。

そもそも、このような選択肢が３つのうち２つも上がってきていることに驚きを隠せない。

ゆえに、原発依存率０％を強く支持する。

40847 個人 自営業 ４０代 男性 原発は事故を起こした時に大量の国土を失う為、民
間企業ではなく国が管理し、事故作業員は自衛隊に
組み込み公務員とし、情報共有する。事故収束の技
術者の確保が困難なため同時稼働に制限する必要
がある。

国土と周辺住民の生命と財産を守るための行動が利益追求の前で優先順位を下げられてしまうため、原発の安全性は国が責任管理し自衛隊の組織内に編入するべき。子供を育てるため土
地が減るのは領土を侵略されることと同義かと。

事故が起きたときに放射線の影響で連鎖的に人の作業が困難になるため、一カ所の発電所で複数台の稼働を禁止。使用済み燃料棒を敷地内に残している状態の稼働も禁止。
原発稼働台数は事故時に収束のための技術者が確保できた分のみ。技術者を確保できたら比較的安全な新型の原発から国会の承認が得らて稼働する。

原発を稼働した分、火力発電のための燃料費が浮いたことになる。その浮いた燃料費換算で新エネルギーへ投資を義務付ける。つまり、原発を動かせば動かすほど新エネルギーの投資を行
わなくてはならなくなる状態を作る。

新エネルギーも含めて、発電の原価計算には廃炉と使用済み燃料の廃棄の費用も含むこととする。送電線も国の管理として、発電の原価計算から完全に分離する。

40848 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 提示された３つのシナリオには選択肢がありません。
ゼロシナリオは「いつまでにゼロにする」という、はっき
りとした期限が書かれていません。「今すぐ全て停止」
「廃炉」が希望です。

インターネットでさまざまな資料を調べても、また福島のような事故が起こりえるかもしれないのに、そんな大きなリスクを背負ってまで再稼動しないといけない理由が分かりません。
代替エネルギーを使うべきです。
このまま原発再稼動することは、日本が世界に対して毒をばらまくのと同じだと思います。
人の手に負えない危険なものを、希望的観測なだけの安全神話にのって再稼動と言われても国民は納得しません。
福島の事故のときの国の対応をみても信用できません。

40849 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 2030年までに、原発ゼロをめざすことを支持します。
それより早く実現すればもっと良いと思います。

原発をやめれば、経済が立ち行かなくなると主張される方がいますが、人間だけでなく、地球上のすべての生き物の命が守られなければ、何のための経済ですか。人間を含むあらゆる生物に
壊滅的な影響を与える、強い放射能を帯びた原発の廃棄物を排出し続けて、それを埋める場所さえ決められないのに、問題を子孫に先送りし続けてはいけません。このまま原発を続ければ、
将来地球は放射能汚染された廃棄物の行き所がなくなり、地球全体が汚染されます。
もう、問題を先送りしているときではありません。（問題の先送りは、民主党のお気に入りのようですが、それでは何も解決しません。）
地球を汚染しないエネルギーの利用を、是非進めてください。
科学者の方々にも、研究をお願いします。

40850 個人 家事専
業

５０代 女性 原子力発電所は事故の被害が大きすぎることと、廃
棄物処理のメドが全くたっていないことのふたつの主
な理由から、即時廃炉化、０％が妥当と考えます。海
外から巨額の事故賠償を求められた時、日本は支払
えるの？

福島の事故を見て、原発事故被害は想像以上に甚大だと分かりました。土地の汚染、農作物、酪農、畜産、漁業の被害はおそろしく大きく、青森から静岡までは汚染地帯だと認識しています。
未だに東北関東の野菜は買わない食べない、という人が私の周囲の友人知人では多数派です。さらに、この夏くらいから国産小麦粉から放射能が検出されるようになり、国産のパンや麺類な
どを敬遠する動きも出ています。このままでは、日本の農産物は全く信用を失います。
さらに、魚介類では、アメリカの西海岸で水揚げされたマグロから、福島由来の放射性物質が検出されたとして、操業が停止になったというニュース。今後、世界各地でそのような被害が出てき
た時、日本政府は賠償できる目算はあるのでしょうか？　チェルノブイリの時より今はずっと科学も進み、放射能の出所も特定しやすくなっています。チェルノブイリでそういう賠償問題がなかっ
たからといって、日本に賠償を請求されないとは言えません。
ここで原発再稼働をすることは、国策として改めて原発を認めることであり、万が一ふたたび事故が起こった時は世界に言い訳ができません。
　また、もしも再稼働しなくても、原発の燃料は停止して数年は高熱を発し続けます。その間に地震や津波その他の事故で冷却できなくなったら、福島の事故の再来になります。一刻も早く、停
止だけでなく廃炉へと進めて欲しい。また、稼働すれば廃棄物が貯まっていくのは、周知の事実。廃棄物処理の画期的方法が開発されないかぎり、稼働していくことは後世への罪だと思いま
す。、



40852 個人 学生 ２０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を強く希望します。また今回のパ
ブリックコメントの結果を公表してください。

・福島原発事故の国民の健康被害を十分調査し公表してください。
・今回のパブリックコメントの結果を「すべて」公表してください。

もしパブリックコメントの各シナリオごとの票数が公表されずに、0シナリオ以外のシナリオに政府の方針が決定した場合、最初から政府の方針は決まっていたのではないかと国民は疑います。

40853 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 「エネルギー環境に関する選択技」に対する意
見！！！
2030年原発ゼロではなく、即刻、原発ゼロにすべき。
即刻、原発ゼロを主張する
経済復興には国民の「未来への希望」というエネル
ギーが必要だ

政府は経済再生と経済復興というけれど、今後、再生可能エネルギー率が増えていくという事が国民の活力を生み出す！！！放射能の危険から開放されれば、日本は飛躍的に成長す
る！！！求められるのは国民のほうではなく官僚の頭の中のパラダイムの転換だと思う！！！

40854 個人 家事専
業

６０代 女性 ３つのシナリオのうち、ゼロシナリオを支持します。
ただし、稼働中の原発は直ちに停止とし、停止中の原
発は直ちに廃炉作業を開始するべきと考えます。

３つのシナリオのうち、ゼロシナリオを支持します。
ただし、稼働中の原発は直ちに停止とし、停止中の原発は直ちに廃炉作業を開始するべきと考えます。

使用済み燃料棒等の放射性廃棄物について最終処分場の問題を解決しない状況で原発を運転することは、コストも安全性も明らかでない巨大な負債を未来に残すことになるため、絶対に原発
を動かしてはならないと考えるから。

40855 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロシナリオを望みます。一旦私たちの住む場
所に放出されてしまった、核分裂による放射性廃棄物
や物質をゼロにするテクノロジーが確立されない限
り、即刻原子力発電所は廃止すべき。

捨て方や無くし方が分からないものをこれ以上使い続けるべきではない。
そして、もっと身近な自然エネルギーや地産地消のエネルギーが、個々人で選べるような法制度を確立すべき。

関東エリアに住む私たちが、このような大事故をおこし、且つ、責任をとってもいない、東京電力から電力を買い続けるしかないような制度しかないことはナンセンスだ。

発送電分離は当たり前、その先にある電力供給先も一般国民が選べるよう規制緩和をしてほしい。

さらに、もんじゅはどうなっているのか？このまま、何十年も多額の税金をつぎこみながら、計画通りことが運べていない責任はだれが取るのか。当時、もんじゅをすすめた政治家や役人をきち
んと処罰すべきだ。

また、放射性廃棄物の埋設場所はどうするのか？　これを決定してから、原子力を動かすことが前提であろう。原子力を進めている政治家や役人、経済界は自己の敷地を提供する心構えがあ
るのか？　捨てる場所がないものをこれ以上増やしてどうする。各原発の燃料プールはもういっぱいに近いと聞く。国は、これをどうするつもりなのだ？
しかも、ウランも化石燃料と同じく、枯渇する燃料だ。

上記の理由によりはやく、原子力発電所がゼロになることを求める。

40856 個人 無職 ６０代 男性 原発はゼロシナリオ 　原発はフロントエンドからバックエンドまで被爆労働を強いられる。
　
コストも高く、高レベル放射性廃棄物は非常に危険でその処理方法も未完成である。

　また、再び過酷事故が起これば日本が潰れる。その危険性は地震大国の日本では100％否定できない。

　そして、原発を止めることによって、新しい再生可能エネルギーの新技術開発と新産業育成により、経済発展が望める。

　よって、原発は即時全面廃止の決断をを求められる時期であると確信する。

40857 個人 無職 １０代以
下

女性 2030年の原発比率０%を選びます。 これから未来を生きていく私たちの声を聞いて。
誰も責任取れないことをしないで。

40858 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発O希望です。 制御できないシステムに頼ることはできません。
後後の核のゴミ処理も解決できていないのに稼働は否定します。

40859 個人 家事専
業

５０代 女性 原発ゼロ
命を脅かす原発をもたらした大人は、子供達に申し訳
ない。
原発が無ければ、より安全な発電方法を見つけ出せ
たはず。
全国津々浦に小水力発電がある理想郷なら、電力不
足はない。?

原発ゼロ
命を脅かす原発をもたらした私達大人は、子供達に申し訳ない。
日本に原発が無ければ、もっと安全な発電方法を早めに見つけ出せたでしょう。
今、小水力発電に興味を持っていますが、小水力発電を早急に進めて、全国あちこちに小水力発電がある理想郷になれば、電力不足は起こらない。
子供達に恥ずかしく無い大人になるために、脱原発を進めるべきです。

40860 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発については、一刻も早くゼロにするべきと考えま
す。
そして、一日も早いクリーンエネルギーの開発、活用
を願っています。

現在も福島の原発の問題は収束しておらず、綱渡りのような状態であり、核の最終処分場もない。電力が足りないと大騒ぎしたが、国民を不安に陥れただけ・・・。
　
なぜこんな情けない日本になってしまったのでしょうか。

別に少しぐらい不便になってもいいではありませんか。便利さと命を引き換えにするなんて、とんでもないことです。

　第一、子どもや孫の時代まで迷惑をかけるのに、なんと言い訳したらいいのでしょうか。
「過ちは繰り返しませぬから」と原爆死没者慰霊碑にきざまれているそうですが、
広島や長崎の原爆、福島の原発事故から、私たちは一体何を学んだのでしょうか。

このままでは、後の世代の人たちに対し、日本人として申し訳なさと恥ずかしさでいっぱいです。

40861 個人 無職 ６０代 女性 原子力発電所は可及的速やかにすべてを廃炉にす
べきである。核エネルギーは未だに人間の力で制御
できるエネルギーではない。そして、必ず生み出され
る放射性物質は、人間を初めとする生物にとって有害
な物質である。

　原子力発電によって必ず生み出される「使用済み核燃料」の処理の技術は、まったく確立していません。
　原発を進めるならば、すでに大量にたまり続けている「使用済み核燃料」の安全で確実な処理方法が確立してからにしなければなりません。
この膨大な「負の遺産」を今後とも、何十万年もの間、誰が管理し続けることができるというのでしょうか。
　そのことの解決のめども立たないままでの「核エネルギー」に依拠する（つまり原発に依存する）エネルギー政策を続けることは許されることとはとても思えません。
　しかも、どの原発も、廃炉にしても、それを安全に処分する技術も確立していません。しかも、解体だけで何十年もかかるというではありませんか。
　この廃炉の工程についても、明確に示されないまま、原発を運転し続けることは許されるはずがありません。
　これらの問題への明確な答えをしめすことができるまでは、まずは、すべての原発の運転を停止することが絶対に必要だと考えます。

40862 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 すべての原発を停止してください。そして、再生可能エ
ネルギーの研究開発を進めて、早期移行に努めてい
ただきたい。

地震国日本に原発は不向きです。福島第一原発の状況を見るにつけ、ひとたび事故が起きると、放射能は広範囲に拡散し、深刻な環境汚染をもたらし、生活を破壊することが明確になりまし
た。
また、事故を収束することはもとより、日常的な保安管理のためにも、現場の作業従事者は大量の被爆を余儀なくされています。原発は、作業員を被ばくさせ、その健康と命を脅かすことでしか
運転できない非人道的な発電方法です。
核のゴミ処理も安全性がまったく確立されていません。地中深く埋めるなどの処理では、子々孫々に危険を先送りするにすぎず、場当たり的で無責任な対応です。
原発は決して「安全」ではありません。私たちが生活を見直して、電力消費量を減らす工夫をすれば、原発依存から脱却できると考えます。
今回の事故で、東京電力や原子力安全委員会・保安院・文科省・政府など原子力産業に携わる人々は、大切な情報を隠ぺいし安全キャンペーンをはりました。そんな彼らの言う「安全」や「原発
の必要性」は信ぴょう性がありません。

市井の人々の健康や生活は蔑にされ、いまだ苦しみは続いています。この現実をきちんと受け止めることは、すなわち原発から脱却することだと考えます。

40863 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 1「原発ゼロシナリオ」にすべき。
リスクの高さと管理能力が、反比例している。

100％安全に管理するシステムがないならば、原発は廃止すべきです。

天災であっても、人災であっても、原発事故が与える被害は大きすぎます。
それは福島の事故で如実になりました。
活断層の上に原発があるにも関わらず、安全確認も不十分なまま再稼働に踏み切るような体制に、管理能力があると思えません。
福島の事故を無視すべきではないですし、電力供給のシステム自体を見直すべきです。

今回の選択肢が2030年以降に限定されていることにも疑問を覚えます。
即刻、原発を廃止することを希望します。

40864 個人 家事専
業

３０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します。 私は原発ゼロシナリオを選択、希望いたします。
まず第一に、核は人間の命を脅かすものだからです。
いかなる技術をもってしても、地震国であるこの日本で、
福島のような事故を二度と起こさないだけの技術で原子力を扱えるとは思えません。技術を進歩させて事故を防ぐなど、傲慢です。
だいたい福島の事故があったのですからもうその論理は成り立ちません。
また現在、東京電力管内は原発は稼働していませんが、
この夏、火力発電だけで必要な電力は足りています。
電力不足になるなどとして無理やり大飯原発再稼働に踏み切った
関電の管内でも、夏場のピークでも原発再稼働後に電力が余り火力発電所4基を止めたと聞きます。
電力が足りているなら経済への影響も心配ありません。
原発がなくなると失業者が出ると言いますが、
原発廃炉の為に数十年はそのひとたちの雇用も確保できるでしょう。
技術を誇るなら、原発でなく自然エネルギーの開発に、その日本の誇るべき
技術、熱意を費やせばよいと思います。
人間の命、健康を脅かす上に、なくても電力が足りる原発が必要な理由が
まったく理解できません。
ただちに減原発、脱原発の方向に舵を切っていただけるよう、強く要望いたします。
国民の命を大事にするなら、命を脅かす核、原子力との決別は当然のことでありなんの迷う余地もないことです。
国民の命を大事にしない政治など、政治ではありません。
民主党政権は、野田首相は、これ以上国民を失望させないでいただきたいと思います。

40851 個人 自営業 ５０代 女性 ２０３０年に原発はゼロであることを選択。現時点で即
刻廃止し新たなエネルギーへの転換。地球上のすべ
ての生命体に対し無害化不可能なものを排出し、制
御も不能な方法と装置は即刻放棄すべき。

【理由】
 ◎原子力発電は核反応を利用した湯沸しにすぎない。核反応は人間が完全に制御することは本質的に不可能であるから、人間が随意に止められない機械は、作っても動かしてもならない。
 ◎原子力発電で行う核反応は完全に制御することが不可能なうえに、その不可能な作業でさえ、実施する際には、人間による、被曝を伴う労働や作業が不可避的である。被曝を伴う労働は、

人間が健康で生存するという基本的人権の最たるところを脅かすもので、憲法第三章１３条違反。
 ◎被曝を伴う労働はすなわち原子力発電により利益を享受する者すべての犠牲である。こうした人間の犠牲を前提とした発電方法が存在することは差別であり、憲法１４条違反。
 ◎放射性物質が人体および生物全般に与える健康被害、生命への影響は解明されていない部分の方が多く、諸説あるからといって楽観的な見解を取るべきではない。楽観的な見方をすること

は、リスクを容認することであり、歴史上被曝経験者を多数生んできた被曝国としては、被曝経験の無い国や社会の人たちへの無責任な行為にほかならない。これほどにリスキーな発電方法
を、湯を沸かすためだけに採用すべきではない。

 ◎放射線被曝によるリスクは被曝第一世代だけでなく、何世代にもわたる。こうした危険を次世代、次々世代に渡すことはまったく適当ではない。
 ◎被爆者、被曝者、被曝労働、被曝労働者、原発立地地域への差別を回避することは困難であり、差別される存在を再生産することは、憲法14条により違反する。
 ◎健康被害と差別を前提とし容認する労働を不可欠に必用とする産業の存在は、公共の福祉に反する。
 ◎原子力発電により発生する放射性廃棄物は、無毒化ならびに無害化の処理が不可能で有効な処理方法も確立していない。これらが日々膨大に排出され、また、日本の中には処理に適する

ような土地も空間も、実質的には存在し得ない。
 ◎そのような廃棄物を次世代へ渡すことはできないし、託したり押し付けたりするようなことは、人間の倫理上も生物の倫理上も行ってはならない。処理する場所についても、提供するように何

人にも押し付けてはならないし、交渉とう美名の下に実質的な土地や空間の提供の強要や接収もしてはならない。
 ◎人間は、自然現象の発生とその規模とを完璧に想定し把握することはできない。したがって、自然災害を回避したり制御したりすることは不可能である。
 ◎日本は世界有数の災害大国であり、地震多発国である。日本列島が地震の活発な活動期に入ったことは、多数の地震学者が指摘している。非常に狭い国土に多数の原子炉を有し稼働させ

続けることは、地震による原子炉事故発生の可能性を相乗的に高くし、国民・住民すべてを常に被曝の危機にさらしていることに他ならない。地震のみならず、津波、地すべりや地殻変動、竜
巻、台風、豪雨、洪水なども同様である。

 ◎自然災害の際は人的事故も重なる可能性が極めて高く、複合的な災害が起きて回復不能な被害が対日本の国土・国民・住民のみならず、対地球的規模で発生する。
 ◎人間がそうした被害を完全に回復させることは不可能である。原子炉から発せられた人工的な放射性物質は、人間を含む例外ないあらゆる地球自然に対して影響を及ぼし、浄化や回復、制

御は不可能である。
 ◎もっとも深刻なのは、人間を含む全ての生き物の健康にとって、回復不能かつ不可逆的な侵害と侵襲を及ぼすことである。
 ◎限定的な地域であっても地球的にみても、過酷原発事故が及ぼす深刻な被害の規模と損害の大きさは、人間の想像をはるかに凌ぐものであることは、これまでの多数のレベル５以上の原発

事故ならびに、レベル７の「スリーマイル島原発事故」、「チェルノブイリ原発事故」、「福島第一原発事故」までを踏まえて、否定できるものではない。
 ◎人類は、あらゆる恐怖と欠乏とから逃れることを目的として文明を築いてきた。文明の進化が全て人類や自然や地球環境に対してプラスであったとは言いがたいが、原子力発電によって発せ

られる放射性物質の核被曝は、人間の、ヒトとしての生存を脅かし、現代社会に生きる人間にとっても恐怖を免れないどころか、恐怖を増殖し、かつ将来の世代に向けて恐怖と健康への被害の
脅威を増大し、そのリスクを継続的に押し付けることに他ならない。

 ◎原発の継続は、経済や文明以前に人類の生存そのものを危うくするものである。したがって、人間は、社会性を備えた理性的な存在としても、地球自然の一部でしかない生物である「ヒト」とし
ても、核と核を使った原子力発電を廃棄すべき。核反応を使って湯を沸かすという前時代的で野蛮な発電方法は、直ちにこれを放棄すべきである。
以上



40865 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 私は「原発ゼロシナリオ」を支持します。 私は2030年までに原発比率ゼロ％という選択を支持します。
休止中の原発の再稼働はしないでください。
子供たちに健康な未来を残す為に、早く原発はゼロにしてください。
既に破綻している核燃料サイクル温存が残りのシナリオです。
再処理の廃止を決めてください。
放射性廃棄物を資産とするような会計方法も廃止してください。

電力不足が心配であるならば、中期的には火力発電の効率化、
省エネ化、省CO2化に積極的に取り組んでください。
いま日本は人口減少、産業の国外流出に直面しています。
それにともない総電力使用量がひところより減っていることも影響し、
原発に頼らずとも電力は足りています。

40866 個人 自営業 ４０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

40867 個人 自営業 ４０代 男性 脱原発、ゼロシナリオを選択。
2030年と言わず、直ちに全機廃炉工程に入ることを要
望します。

私は神戸に住んでいます。
幸い、福島第一原発事故による放射能の直接的影響はほとんど受けていません。
しかし、1号機、3号機の爆発映像は見ました。
原発が動いていること自体、あのような爆発が再び起こりうる要因になり得ることを考えると、
稼働している原発そのものが少なからずストレスです。
政府と関電は福島のような事態にはならない。メルトダウンしないように対策を取った。追加の対策も順次取っていく予定であると言っていますが、メルトダウンに至らずとも放射性物質が大量に
漏えい、放出されることは無い、とは一言も言ってません。
大飯原発は神戸から約100km。風向き次第では容易に放射能が到達する距離です。
また、琵琶湖が汚染された時の水源確保もされていません。
琵琶湖が汚染されれば、大阪に放射能が飛んで来なかった場合でも淀川を通して大阪湾に放射性物質が流入するでしょう。

さらに、使用済み核燃料の処分、埋設方法、埋設地も未定です。標高931mの六甲山でさえ、100万年前は海の底だったそうです。『10万年後の安全』という映画がありましたが、単純計算する
と、10万年間の間に90mの地殻変動が起こって当たり前なのが日本列島です。それだけの期間でも絶対的安全を保障できる土地が日本にあるでしょうか。使用済み核燃料の危険性を受け入れ
てくれる土地があるでしょうか？　なにも解決策が明示されていない中で、将来のエネルギー像として原発の占める割合を提示すること自体が詭弁です。おそらく、私の目の黒い内は、各原子力
発電所の使用済み燃料プールでの保管続くことと推測します。

今日までの関電エリアの電力需給状況を見ても、原発は電気エネルギー問題ではなく、経済・カネの問題だということがはっきりしました。それなら、10万年分の管理、リスクコストも計算に入れ
る必要があるでしょう。

日本を、今後可能な限り長く、人が安心して生活できる土地、国であり続けることを希望し、直ちに原発ゼロを実現していくよう、要望します。

40868 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」が望ましい 3.11の震災以降、多くの地震学者が日本が巨大地震周期に入ったことを警告しています。
従来、事故は起こらないとされた原発が、実際には事故を起こしました。
地震や津波に耐える安全対策を強化するためには、多額の改修費用が必要となります。
原発は即廃止し、原発の開発、維持に使われていた予算を、再生可能エネルギーの開発へ向けることで、新しい日本の成長への道筋とすべきです。

40869 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発依存度に関して。 原発の即時停止、廃炉を希望しています。
福島ではまだ家に帰ることもできない方たちがたくさんいます。
避難中に死の灰を浴びてしまった人もいます。
私たち日本人がしなくてはならいことは、すでに起こってしまったことを深く反省し、これから日本を支えていく若者たちに希望のある未来を手渡すことだと思います。

日本は地震大国です。
自国の廃棄物すらどうしていいかわからない状態でこのまま原子力に頼っていては世界の恥です。

3.11のあの日から、まるでずっと時間が止まってしまったかのように、毎日考えています。
エネルギーシフトの可能性を視野に入れ、本来あるべき民主主義の国になることを強く望みます。

私たちに未来をください、

40871 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ゼロシナリオを支持し、今すぐ原発ゼロにする。 原子力発電は国土を放射能で汚染するもので、核兵器につながるから。

40872 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 2030年までに原発ゼロを求めます。 福島の原発事故によって、原発の危険性が明るみになりました。未だに事故の全貌は分かっていません。地震の多い日本において多くの原発が活断層の上に建設されています。福島の悲劇
を二度と繰り返さないためには、早い段階で原発への依存度をゼロにしていく必要があると考えます。また、いずれはどの原発も老朽化します。しかしながら、廃炉や放射性物質の最終処理に
ついて、確実な方法は定まっていません。この点からも、安全で持続可能な社会を築いていくために、自然エネルギー１００％を目指して、原発への依存度をゼロにしていくことを求めます。

40873 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 なぜシナリオが３つなのか いっそ尖閣諸島と竹島に原発つくったりして。
冗談ですが。

ゼロシナリオは２０年後ではきびしいようなきがします。

３回目の回答です。

40874 個人 自営業 ５０代 女性 福島県の中通りに住み 3.11の体験をしました。原発
事故の放射線という見えない恐怖を体験したものとし
て、ここから新しいエネルギー転換の方向へと断固と
して原発依存を反対します。

わからないというのが、一番怖いことです。そして、事故により、現に住めない土地があり、大変な思いをしている人がいるという現実があるわけです。
今でも移住をしている人が、たくさんいるのです。

3.11は、東電にかぎらず国や公共機関、電力会社が、在り方や立ち位置を大転換しなければいけない事柄だったと思います。

みんなで知恵を出し合い、変えて行く必要があると思います。

40875 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発再稼働反対します。廃棄物の無毒化が技術的に
出来ない段階で、原発を行うべきではありません。放
射能被害を後世に送ることは人間として間違った行為
と認識すべきです。

放射能の被害を後世に送ることは直ちにやめてください。国防、安全保障の問題にしてもマイナス面が多すぎます。人類のために過ちを認め直ちに原発を廃止してください。

40876 個人 無職 ６０代 男性 エネルギー政策の抜本的改革について 昨年の東日本大震災は千年に一度起こるか否かの未曾有の災害とは言え、自然の力の前に、東京電力福島原子力発電所無残に破壊され多くの人々の平和な暮らしを奪った。先の大戦で我
が国は広島、長崎において原爆を投下され世界で唯一の被爆国となった。皮肉にもまた今回福島が東京電力福島原子力発電所の事故で被爆を受け1年5ヶ月がたった今も復旧復興の見通し
が立たないままでいる。
今回の事故は人災であるとの公式見解が出ており、いかに高度な技術を持ってしても地震という計り知れない自然の力には事故を防ぐことはできない。ましてや、地震プレートの上での原発の
稼働など言語道断だ。被爆国である我が国は
今回の事故でしっかりと核の恐ろしさを学ばなければならない。この際エネルギー政策はドイツに見習い原発から環境にやさしい自然エネルギー政策（太陽光、
風力等々）に早く政策判断して決定すべきだ。今それをやらないと福島の無残な
事故を再度引き起こすことになるはずです。後世の日本国国民のためにも絶対に
エネルギー政策の抜本的な変革を望みます。

40877 個人 その他 ５０代 女性 ゼロシナリオ
脱原発は、廃炉を終えるまでです。答えはゼロシナリ
オしかありません。

原発は、止めても廃棄物を作り続けているので、廃炉を終えてやっと、未来の子孫にバトンが渡せる。
化石燃料がふえるのと、処分方法も処分場所も処分費用も明確にできない放射性廃棄物と、どっちがリスクが大きいだろう。原発を止めると、化石燃料を多く使うことになるというが、放射性廃
棄物処理も含めて考えるべきである。
ドイツは、電気料金に廃炉費用も含まれていたから、すでに、廃炉費用はどのくらいか明確である。
日本の場合、廃炉費用はどこからか。国なのか。国民の電気料金なのか。

エネルギー構造の見直しは、人的要因も含めた本質
的原因究明結果を基にした検討が必要。「20～25シ
ナリオ」だけが検討に値する。原子力発電の稼働と再
生可能エネルギー普及のための政策の工夫に期待し
たい。

「エネルギー・環境に関する選択肢」に関する意見

　昨年3月11日の福島第一原子力発電所の大きな被害により、政府は、一昨年策定のエネルギー計画を大幅に見直すと発表した。確かに、今回の事故、被害規模は尋常でなく、近隣地域の住
民の方々や関係者には、今なお多くの負担を強いられていることも事実であり、早急に適切で十分な対応が必要であることは疑う余地はない。

　原子力発電は、その原理から、ハンドリングを一歩間違えれば大惨事になる危険性を含んでいる。この事実は半世紀前の原子力発電導入検討の段階から、議論されてきたことである。ところ
が、原子力発電の設置に向けた強硬な施策のなかで、技術的正当性がゆがめられ、原子力発電に対する「安全神話」の形成につながったことを想定しなければならない。いつの間にか形成さ
れたこの「安全神話」なるものが、電力企業（の一部）はもとより、安全を統制しなければならない政府、公的機関にまで蔓延していたであろう影響がなかったわけではあるまい。
　原子力発電技術に関して、日本国内で、高水準で確立されていたことは、これまでの40年間にわたる建設・操業実績から評価でき、少なくとも定常操業においては、ほぼ十分であったと考えて
良いのではないか。しかし、今回の事故に見られるように、危険リスクとして、大規模地震や大津波、機器異常等への想定が甘く、危険リスクへの対応力不足が事故被害を拡大させたと想定で
きる。逆に考えれば、このような危険リスクへの対応力、安全への意識確保の「人的」「構造的」仕組みを構築できれば、国民の安心を獲得することができる可能性を指摘したい。

　今後のエネルギ構造の再検討に際しては、事故原因の本質的追及結果とともに「人的要素」をも含めた総合的な技術的要素を前提にしなければ、将来への進むべき方向を誤ることになりはし
ないか。その観点で、現実を直視し、危険への対応策を本質的に改善することにより、国民の信頼回復、生活基盤への負担軽減、エネルギー・環境課題への将来構想の方向付けに大きな指針
を与えることができないかと考える次第である。

再生可能エネルギー、化石エネルギーに関する課題
１）化石エネルギー
　　原料（燃料）を輸入に頼らざるを得ないことから、将来にわたる安定かつ低価格エネルギー供給源の約束にはならないことを考慮すべき。
２）再生可能エネルギー
　　現状の技術ではエネルギー変換効率は低く、低エネルギーコスト化という視点での課題は多い。また、発電設備の設置、操業に対する規制や支援体制の不足が、運用拡大を阻害している
面がある。環境上、拡大していきたいエネルギー源であることは言うまでもない。

エネルギー選択に関わる課題
１）安全への対応
　原子力発電の運用に当たり、安全上の課題は多い。特に、危機リスクに関する想定が甘く、その対処への準備が不足していたことは否めない。今回の事例をベースとして、危機リスクの抽出
とそのレビューを国民に開示して議論を深め、その危機意識レベルを維持、向上させる政府機関を設置し危機対応力を担保することで、国民の信頼を再度獲得することにより、継続的な再稼働
が可能となるのではないだろうか。

２）国内産業の空洞化を防止する必要
　日本国内の経済発展は、まさに「もの造り」を起源とするものであり、国民生活の安定は、国内産業の発展でしか得られない。少資源国であるがゆえに、何らかの形で物資の輸入に頼らざるを
得ないが、”もの”の「製造・加工」が、国内産業を発展させる重要な活動である。
　足元、資源国を中心とした経済活動のなかで、原料価格変動が大きく、原料輸入に頼らざるを得ない我が国においては、国内産業への負担が大きくなってきている。結果として、多くの国内企
業が資源産出国や低労働賃金化を可能とする国への生産シフトを展開している。このような状況下で、製造コストに占める比率の大きい電力コスト負担が更に増えることになると、明らかに国
内での「もの造り」は不可能となり、国内生産活動が衰退に向かうことは明らかである。電力コストの負担増大は回避しなければならない。
　
シナリオの評価

１）ゼロシナリオ
　　原子力発電比率を低下させ、化石燃料発電比率を増やしながらＣＯ２を削減することを設定している考え方は、技術的矛盾であり、このシナリオは意味をなさない。さらに、現時点での技術
的水準、再生可能エネルギーの普及への施策が不透明な状況の下で、このシナリオを受け入れることはできない。
２）15シナリオ
　　原子力発電の拡充は前提にせず、普及施策が不透明な再生可能エネルギーの拡充のみを前提とするシナリオである。”柔軟に対応できる考え方”としているが、実現性の乏しい方案であ
り、シナリオとして認めることはできない。
３）20～25シナリオ
　　老朽原発の停止、新設を前提としており、エネルギー構造変化への制約を最も広く設定しているという意味において、一定の評価のできる案ではないかと考える。

　現時点で拡充施策が不透明であり、コスト負担の大きくなる発電構造の比率を増やすことを前提にしたシナリオの策定には無理があると考える。

まとめ
　設備建設や運転に対する支援（補助金や減税等）前提として、低効率な再生可能エネルギーを拡充させることが、今回シナリオの基本的な考え方である。この考え方に基づけば、直接的なエ
ネルギーコスト負担だけでなく、その財源を捻出するための負担も増えることを意味しており、国民の経済的負担が今回の想定以上に増えると考えられる。
　目指すべき方向は、原子力比率の縮減方向という基本概念は共有化したうえで、その縮減速度は、他エネルギー比率の拡充速度を見据えて変化させることが重要である。さらに、再生可能
エネルギー効率を向上させる技術開発の促進と、発電設備を粛々と導入させるための負担を増加させない政策的工夫の早急な実施について期待したい。

40870 個人 会社員・
公務員

５０代 男性



40878 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原子力以外の選択肢でエネルギーを調達するべきで
す。即時脱原発、自然エネルギーの比率アップを求め
ます。

福島を経験した後で、原発の再稼働を考えられる神経が理解できません。地震の可能性、活断層の存在があるのに「安全」と言い切れる神経が理解できません。
他の選択肢があるのだから、他を選ぶべきです。原子力はすぐに０％にすべきです。

40879 個人 自営業 ３０代 女性 原子力ゼロにして欲しい。今後、あのような事故が起
こるのは絶対に避けなければならないし、人間がコン
トロール出来るものではないということが、今回の事
故で明らかになったと思う。

子を持つ母親として、これから先、放射能が子ども達に影響を及ぼすのは、やりきれない思い。せめて、この事故をふまえて、その根源となるものは停止、廃止させなければならない。原子力で
なく、安全な水力、風力、地熱、などの開発にシフトしていけないものでしょうか。

40880 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 原発廃止。既存の電力会社から発電・送電事業を分
離させることで電気価格の上昇もある程度抑えられる
と考えます。各企業が太陽光や風力発電事業に参入
しているので，電気発電業界にも競争原理が生まれ
ると思います。

3.11以降，原子力発電に関する情報が色々と提示されています。
発電所建設から，燃料棒の廃棄まで考えるとエコではないし，トータルコストもかかるというのが提示されています。
それほど原子力に利点はないと思います。

火力・水力などの発電で補いながら，原子力発電は徐々に廃止していき，新エネルギー発電を原子力にとって代わる発電とするのが良いと思います。

40881 個人 家事専
業

４０代 女性 原発ゼロ これからの子ども達にクリーンで安全な日本を。政治はもっと民衆の声を聞いてください！

40882 個人 学生 １０代以
下

女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。
具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

40883 個人 無職 ７０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます。 福島の惨事をみるまでもなく、そもそも原子力発電の大きな問題は、放射性廃棄物の処理方法が解決されていません。国土が狭く、地震国の日本では、いかなる方法をとっても放射性廃棄物
を処理する場がありません。再処理にしても、高速増殖炉にしても、核燃料サイクル計画は破綻しています。

ということは現存する原子炉だけでも、廃炉にしたところで、気の遠くなるような長い年月にわたり今後の世代（人も自然も含む）に負の遺産を残すことになります。
目先の「経済」優先でエネルギー源を原子力依存を継続することは、日本の将来を破滅に陥れることになります。

自然に恵まれた日本の現在・未来を考えた時に、原発ゼロシナリオ（それも今すぐ）を選ぶ以外ありません。

40884 個人 自営業 ６０代 女性 2030年を待たず原発はすべて廃炉。その理由は人類
には原発事故を収束させる能力がないからである。

エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではない。現在進行中の原子力発電所事故を収束させる能力が人類にないのは明らかである。
よって、原子力発電は選択肢の中にすら入らない。

具体的に以下を要求する：

 直ちに原子炉再稼働をやめさせる
 再生可能エネルギーの生産を加速させる
 発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
 石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

40885 個人 家事専
業

６０代 女性 原発再稼働は絶対反対。再稼働を進めることは国民
の命・生活・環境を危険にさらし生命体、命の尊厳は
ら守れません｡再稼働は犯罪です。

広島・長崎と唯一の被爆国である日本に原発はいりません。
被爆した方々の命と生活環境は生きる希望をも奪いました。今後原発に頼らず自然エネルギー。再生可能なエネルギーの開発に国民の税金を使うべきです。
水力発電・火力発電・風力発電と国と地域で国民参加で進めれば可能ではありませんか。
たとえば、学校の体育館、校舎の屋根に太陽光のパネルを設置。個人の住宅の屋根にも可能。企業の屋根・敷地の広いところでは敷地に設置も出来ます。

風力発電は海の近く。山の上など風の通り道
など場所は探せば可能です。
火力発電は現在も使用可能な状態にあり、大飯原発再稼働後火力発電を停止したとの情報がありますが、なぜ今再稼働したのか、全く理解しがたい事です。火力発電か作動しているときい
しっかり電気は足りていました。実におかしな事ばかり。人体生命体に異常変化をもたらす原発は０にしてください。それが国が国民を守る唯一の道です。広島・長崎・福島の状況を繰り返して
はなりません。

国民の環境・命・生活を守るそれが国の姿勢であり、人の道です。
命の代わりはありません。原発の事故により食べ物、飲み物何を口にしていいのか国の基準は甘すぎます。これ以上の危険は許せません｡再生可能エネルギー・自然エネルギの開発に
命がけで取り組んで頂きたいと心からお願いいたします。

40886 個人 家事専
業

８０代以
上

女性 ゼロシナリオを支持。原発は未完の技術。原子力発
電は研究途上の見切り発車であった。亡夫は広島で
被爆し、１３年後に生まれた娘は甲状腺障害の被爆
二世である。子供達を被曝させぬ為クリーンエネル
ギーを支持する。

福島原発事故は世界中の目が見守る中、中々収束しないで、のた打ちまわる恐竜の様に思えた。使用済みの核燃料棒の捨て場所もなく、除染された廃棄物も仮置きしたりと始末の悪いもので
ある。
人間は手に負えないものを作ってしまった。東電も学者達も、核兵器ではなく平和利用で安全安心と言い続け国民をだまして来た。
彼等は沢山の金で買収され、科学者さえも魂を売った。安全を示す数値も言葉も、何が本当なのか全く信じられない。国も東電も学者も国民を侮辱している。
世界でも有数の地震国の日本がまた地震になったら、放射能に汚染され子ども達はどうなるのだろう。福島の子ども達が家を追われふるさとも捨てて非難している。いつ帰れるか？放射能は目
に見えない。
６７年前の原爆で広島の中学生だった夫は両親を捜して焼け野原で歩き回った。父は死体で、母は大怪我で九死に一生を得た。私は原爆の後４年経って広島へ来て夫と結婚し、昭和３３年に
生まれた娘は甲状腺障害を持つ被爆二世である。
福島の子ども達が外で遊べず、将来の健康はどうなるのか？
政府は責任を持つと言う。持ちようがない。
何十年先かに発病するかも知れない。またその子孫にも障害が出るかも知れないのにどうやって責任をとるというのか？
水俣病さえ５０年経っても尚認定されない患者がいる。
原発稼動は直ちに止めるべきである。

40887 個人 家事専
業

３０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します 原発ゼロシナリオを選択します。
今回の福島第一原子力発電所の事故で、原発が安全でないことがはっきりしました。「今後このような事故が起きない」と仮定しても、使用済み核燃料の処理の問題など、おそらく簡単にはクリ
アできないような課題も多すぎます。原発は要りません。

40888 個人 家事専
業

４０代 女性 ゼロシナリオを望みます。すべての事業は事故ゼロを
達成できない。事故の被害が一定限度を超える事業
はしてはいけない。原発はそれに該当する。加えて、
東電・政府・マスコミの隠蔽や対応で信用失墜。完全
廃炉を希望

原発ゼロシナリオを望みます。出来るだけ早く完全廃炉をお願いします。

どんな事業でも、事故ゼロは達成できないものです。原発の場合、事故が起きたら、その被害は一定限度を超え、多くの人の健康や命、他の生命体、自然界にまで幅広く影響を与えてしまう恐
ろしいものです。そんな事業はしてはいけないと思います。
加えて、今回の福島原発事故後の東電・政府・マスコミの隠蔽やミスリードで、それらに信用がなくなりました。この経済優先主義で人命を軽んじる体制で原発を続けるのは、とても賛成できませ
ん。

出来る限り自然に負荷がかからない方法でのエネルギー政策に転換して下さい。
日本が存続できますように。

40889 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：

    直ちに原子炉再稼働をやめさせる
    積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
    再生可能エネルギーの生産を加速させる
    発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
    石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

40890 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロシナリオ 「原発ゼロシナリオ」を希望します。

震災以前までは、原発について関心はありませんでした。
今も、原発に関する知識はまだまだ足りないので
自分なりにこれからも「知ろう」と思います。

もっと自然エネルギーを推進して下さい。

原発の恐ろしさが分かった以上、
今後日本で原発を維持していくことには強く反対です。

いろいろと理由を付けて、
先延ばしにするのは止めてください。

利便性よりも国民の生命の方が大事です。

40891 個人 自営業 ５０代 女性 原発「ゼロシナリオ」を選択します。 フクシマ原発の事故により、原子力発電の問題点が、明らかになりました。
世界の厚意に報いるためにも、核汚染の加害者としての贖罪としても、
今こそ、日本が脱原発によって、新しい国造りをすべきです。

・核のゴミは、何万年にも渡って管理しなくてはならない。未来に処理しようのないゴミを送り続けることになってしまう。
・一旦事故が起こると、今回のことでも分かるように、自然汚染・海洋汚染・被爆など、取り返しのつかない状態になってしまうし、海外への加害者となってしまう。
・放射能汚染の激しい場所に住んでいた人達は、被爆してしまい、さらにふるさとを失ってしまった。悲しすぎる。
・安全性の高い設備ということになっているが、日本は国土全体が地震の巣、または火山も多い。地震の活動期に入ったとされる現在からますます危険度は上がってしまう。
・原子力発電に向けられていた資金を、再生可能エネルギーへ注入し多くの技術を発展させることで、日本の産業を作り上げることができるはず。
・エネルギー問題は、これからも引き続き、全世界の問題なので、「再生可能エネルギー」で、日本が世界をリードし、国の柱としていくべき。それが、核汚染の加害者としてのあるべき姿。
・原子力の輸出も止めるべき。

以上です。

40892 個人 無職 ３０代 男性 選択:2030年までに0%依存 本当に原発反対です
考えることが多すぎてたいへんです
そんなに考えなくても生きれないですかね。
2030年までじゃ遅い。
もっと早期に実現してほしい。

40893 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 3つの選択肢の中からならば、2030年までに原発依存
0を選択します。

人間の技術に100％安全はない。事故、震災、その他危険なことが起こる可能性が0.1％だとしても、一度起これば取り返しのつかないことになると、福島のことで学びました。原子力を使いなが
ら、事故が起こる心配する生活をするより、原発を無くし、安心して暮らせる日本になることを望みます。

40894 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 (1)ゼロシナリオを選択します。 現実的に可能かどうか、というのは議論が必要な事かとおもいますが、目標として掲げるべきはやはり(1)ゼロシナリオだと思います。
エネルギー政策と言うよりも、国家のあり様として原子力発電は必用かどうかを見直すべき時ではないでしょうか。
多くの有識者のご英断を期待します。

40895 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 脱原発への早急な転換を求めます。 あのような悲惨な原発事故があってもなお、原発を再稼働させようとしている。
ありえません。
皆、原発に対しての関心が高まり、勉強し、
原発の、在り方に対し、疑問、不安、怒りを持っています。
事故の責任は全て東京電力が負うべきであり、東電の固定資産である
送電設備などを売却させ、賠償金を払うべきです。
それにより、電力事業が独占にならなくなり、新しいエネルギー供給のカタチができると思います。

40896 個人 自営業 ６０代 女性 すべての原子力発電所を再稼働させることなく廃炉に
することを求めます。

最終処理の方法を持ち得ていない原子力発電によるエネルギーにたよらず一刻も早く国策としての自然エネルギーの開発に全力で取り組むことが、唯一の被爆国である日本のとるべき政策と
考えます。
経済よりも国民の健康を優先することはあまりにも当たり前のことと考えます。

40897 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 なるべく早い時期の(1)ゼロシナリオを強く支持しま
す。このまま原発に依存し続けることは、次世代に対
して非常に無責任な態度です。日本人の能力と技術
を再生可能エネルギーへと向けることで未来が開ける
と思います。

わが国における原発依存度について、なるべく早い時期の(1)ゼロシナリオを強く支持します。確実な技術を持たないまま、放射性廃棄物の最終処分方法を確立できないままで、原発に依存し
続けることは、次世代に対して非常に無責任な態度であると思います。また、なし崩し的に原発を再稼動させることは、日本人としての心意気と技術を衰退させていくことになると思います。日本
には素晴らしい能力と技術があります。これを再生可能エネルギーへと注ぎこめば、技術革新・雇用確立へとつながり、明るい未来が開けると思います。

40898 個人 無職 １０代以
下

男性 2030年の原発比率０%にしてください。 これから未来を生きていく若い世代の意見を聞くべき。
原発は危険。



40899 個人 無職 ６０代 男性 ゼロシナリオを選択します。原子力は人類の未来を支
えるエネルギー候補として有力ですが、一たび暴走す
ると手がつけられなくなり、放射性廃棄物の処理方法
すら未確立で、実用化するには程遠い技術レベルだ
からです。

ゼロシナリオを選択します。
原子力は、本当にその安全性が確立できるなら、将来は人類の未来を支えるエネルギー候補として有力と思います。しかし、現状のウラン235に頼る原子力は、広島・長崎に落とされた原子爆
弾がそのまま鋼鉄製の釜の中に密閉されたようなもので、原爆よりはゆっくり反応させているだけであり、一たび暴走するともはや人の手では制御できなくなる危険性が未解決のまま残ってい
ます。
また、放射性廃棄物となる使い終わった燃料は、その放射性を取り除き無害化する技術はまったくの手つかず状態で、“臭いものには蓋”で地下深く埋めるしか手がないというお寒い状況です。
原発が“トイレなきマンション”と言われる所以です。
結局、原子力発電の技術レベルは、とても実用化する段階どころではないということです。地震国日本にこんな危険な原子力発電所を立地させる場所はありません。
また、ウラン235の採掘可能な埋蔵量は、生み出せるエネルギー量で換算して、枯渇が心配されている原油埋蔵量の3～4割に過ぎず、その点でも未来はありません。
再生可能エネルギーにしてもそれほど簡単ではなく、いろいろ克服すべき課題はあるでしょうが、現状の原子力ほど絶望的な技術の壁にぶつかってはいません。原子力の活用は未来の人類へ
の宿題として残し、現状の未熟な原子力の利用はきっぱりあきらめて、それよりはるかに現実的な再生可能エネルギーに切り替える方向を明確に打ち出すところから、いろんな課題があるにし
ても一つひとつ着実に解決して行けると確信します。

40900 個人 自営業 ４０代 男性 原発はいりません 福島の津波による事故とその後の放射能汚染を見て、
同じような事が今後起こりえる「原発」は、日本にはあってほしくない。

40902 個人 その他 ４０代 男性 2030年とは言わず、明日にでも原発0にして下さい！
「原発ゼロシナリオ」を選びます。

大飯原発、志賀原発、敦賀原発。ほぼすべての原発直下に活断層。日本の多くの地震学者の共通見解は「巨大地震のサイクルに入った」。
2年程度の計画停電も受け入れます。ただし、病人、被介護者、子供、老人は守るという条件の上で。豊かさよりも安全生を選びます。
原発を稼働させるのに誰かが被曝し、命を脅かされるのは絶対に許せません。
大飯が事故を起こせば本当に日本は終わりです。そうなる前に決断を。

40903 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発について 原発は全て廃炉。再稼動はありえません。
人を地球を殺すエネルギー発電はいりません。
子どもたちに安全な未来を！

40904 個人 自営業 ４０代 女性 １．ゼロシナリオ
（すみやかに脱原発）

ゼロシナリオを強く支持します。
2030年まで、ではなく一刻も早くすべての原発の廃炉、脱原発を！

福島第一原発の事故を受けて人類と原子力は共存できないことがはっきり分かりました。
共存どころかコントロールできないエネルギーなのです。
放射能をまき散らす事故炉はいまだ収束しておらず、被害は広がり深刻さは増すばかりです。
また、使用済み燃料を処理する技術が確立されぬまま核のゴミを出し続けるという根本的な問題点も抱えています。
もはや破綻している核燃サイクルを即刻中止し原発は即廃炉でなくてはならないと考えます。

未来にはもう少しましな国を、きれいな土と水と空気を残すためにも、社会全体で省エネに励み、再生可能エネルギーの開発に力を注ぎ、廃炉技術を確立することこそ今日本がやるべきことと
考えます。

40905 個人 家事専
業

３０代 女性 原発直ちに0パーセント希望 未来のために、2どと福島のようなことはおこしてはいけないと思います。
このままでは、誰のための国なのかわからない。

40906 個人 学生 １０代以
下

女性 原子力発電で出た危ないゴミを処理出来ないのに、
原子力発電をこれ以上使わないでください。

原子力発電で出た危ないゴミを処理出来ないのに、原子力発電をこれ以上使わないでください。
今の科学者の人達がゴミの処理を出来ないなら、きっと処理の方法を考えつくのは難しいと思います。原子力発電をすぐにやめてあぶなくない発電にしてほしいです。

40907 個人 無職 ７０代 男性 ３つのシナリオのうち、ゼロシナリオを支持します。
ただし、稼働中の原発は直ちに停止とし、停止中の原
発は直ちに廃炉作業を開始するべきと考えます。

３つのシナリオのうち、ゼロシナリオを支持します。
ただし、稼働中の原発は直ちに停止とし、停止中の原発は直ちに廃炉作業を開始するべきと考えます。

今後、地震、台風などの自然災害の規模が想定を超えるものである可能性がゼロにできないため、原発は危険すぎて扱うことができないと考えます。

同様に、アメリカにおける９１１航空機テロと同様のテロが原発に行われる可能性もゼロにできないため、原発は危険すぎて扱うことができないと考えます。

40908 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ・スマートグリッドは市町村単位でなく、マイクログリッ
ド方式によるべき。
・原発は10年をメドに全廃。
・再稼働は関西電力など原発依存率の高かった管内
に限定。北海道・東北などは再稼働なしで即時廃炉

・マイクロ・グリッドについては、東京都世田谷区が世田谷二丁目での実証実験を準備中である。また、大阪の電気メーカーが開発した船舶のマイクロ・グリッドなどの実用例もある。一気に広域
的なスマート・シティを目指すのではなく、始めは狭い領域から開始し、問題点を考慮・検証しつつ、広域的な展開を考えるべきである。

→なお、配送電の分離も検討されているが、配電の複数化も必要であり、NTT東西や鉄道会社や高速道路など既にケーブルを有する事業体の参入が容易である。実際、電力会社は通信事業
に参入しており、その逆パターンは分かりやすいと思われる。
　なお、50Hz/60Hz問題については、JR東日本とJR東海はその技術を有していることを追記しておく。

・今回の事故を考えると、原子力は過渡的なエネルギーと考えざるを得ない。もともと原発推進派であったが、今回の事故を見て考えを変えざるを得なかった。

・原子力行政の中で「横並び」は禁物である。元々依存率の低い北海道、東北については必要ない。また、世論を考えると、東電も再起動はしないほうが良い。関西電力については、元々依存
率の高かった地域であり、ごく少数の再起動はやむをえない部分もある。しかし、野田政権のやり方は強引であり、かつ、どさくさ紛れであり、最もやってはいけないことである。

★原子力規制庁のトップに原子力村の田中氏を起用するのは駄目である。一委員としてならば認めても良い。また、イオン・グループと原子力村の癒着が指摘されている。

40909 個人 無職 ６０代 女性 「エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見
「2030年に原発0」ではなく「即刻、原発0」を主張しま
す。
今すぐ全ての原発の稼働を止め、自然エネルギーへ
転換するよう求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちは政府が人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

40910 個人 無職 ３０代 男性 (1)ゼロシナリオに1票　入れます もう既に日本の国土の一部が汚染されて使えない状態になっているのに、この様な危険な物で電力を作りだすのは、ありえないと思います。
まずは、今動いてる原発を早く停止させて、全原発永久停止を決定してほしいです。

40911 個人 学生 ３０代 女性 自然エネルギーを利用したり、節電し、原発はゼロ
に！

福島の原発事故により原発は危険だということが判明しました。大きな事故が
起れば、取り返しのつかないことになります。また、原発から出る核のごみの
処理には膨大なエネルギーと費用と危険が伴います。原発は将来的に見て経済的にも合わないと思います。
日本の経済を考えると原発が必要だという意見がありますが、経済がこれ以上発展する必要はあるのでしょうか。経済の発展の先に幸せは見えません。

経済の発展を考えなければ、電力はそれほど必要はなくなり、自然エネルギーだけでも電気はまかなえると思います。

40912 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発完全撤廃。 日本の素晴らしい場所や食べ物が、福島原発周辺のようになって、行く事も食べる事もできなくなるような事は、もう無くしたいです。

40913 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 原発をゼロにするべきだと考えます。自然災害の多い
日本での原発は採用すべきではないと考えます。政
府がエネルギー政策を原発ゼロに切り替えて、日本
の総力を挙げて取り組めば不可能ではないと信じま
す。

原発ゼロを選択します。福島での天災と人災が引き起こした結果をみれば、他の選択肢があるとは考えられません。今まで自分の住む日本で５４基もの原発がすでに存在していたことや、事故
がおこればどうなるかなど何も考えずにいたことに自分自身を深く恥じ反省しました。電力不足や経済に与える影響など原発をゼロにできない理由を報道でよく目にしますが、根本的に物事を
考える基準や順番が間違っていると憤りを感じます。電力を大量に安く使い贅沢な暮らしをすることは、そんなにも守らなくてはならないことでしょうか？我が家では原発事故以来節電を心がけ
多い月では前年度比で４３パーセントあまりを節電することができています。それでも暑いときはクーラーも使い普通に夜中まで電気の使える生活を送れています。今までが無駄に使いすぎて
いたと言う事です。それは、様々な思惑の電力会社のもっともっと電気を使って原発が無くなっては困るようにしようと言う策略でもあったかと疑っています。電気はなくてはならないものです。し
かし、電力会社と原発立地の地方との利害関係や普通の電力ユーザーである一般市民との関係を考えると、それはまるで麻薬漬けにされて、どんなにそれが危険で最終的には身を滅ぼしか
ねないと一方では恐怖を感じながらも麻薬をやめる事が出来ない愚かな選択しかできない麻薬中毒患者のようであると戦慄を覚えます。またそれをうまく誘導してきた人たちに対しても怒りを通
り越して哀れみを感じます。国の指導者の方々には、エネルギー政策に関してすべての利害関係を断ち切り、哲学をもって勇気ある決断をしていただきたいと思います。国民のためにもご自身
の子どもさんやお孫さんのためにも。

40914 個人 学生 ３０代 男性 原発比率ゼロを目指すべき。ただし、性急な原発廃止
は別のリスクを伴うもので、賛成できない。使用済核
燃料に関しては現在の再処理サイクルにも、直接処
分にも反対。原発技術は維持が必要。

さまざまな自然災害を事前に想定することが容易ではないことは東日本大震災で示されたとおりである。地震・津波災害が避けられない日本において、原子力発電は今回のような大規模事故
の危険性をはらむものであり、原発比率ゼロを目指すべきである。しかし、エネルギー需給の余裕低下は、大規模災害時のエネルギー不足による経済活動への悪影響という別のリスクをはら
んでいる。原発事故により人命が失われるのと同様、経済活動の低下によってもさまざまな形で人命は失われる。目標時期を定めた性急な原発廃止より、再生可能エネルギーの導入を最大限
促進し、その結果としての原発比率ゼロというのが適切な形であろう。その過程においては、いたずらに化石燃料への依存比率を高めるのではなく、充分な安全対策を実施したうえで現在の原
子力発電施設を稼働することもやむを得ない。

なお、再生可能エネルギーの導入によるエネルギーコストの上昇が懸念されているが、今後の発展途上国の経済発展（これ自体は人間の安全保障、ひいては世界の安定をもたらし、望ましい
ものである）による需要増大、および、望まれる（メキシコ湾での原油流出事故に見られるように、現状では不十分な）化石燃料採掘での安全・環境保護対策の向上を考えると、エネルギーコスト
の上昇はいずれにせよ避けられないものである。むしろ、エネルギー自給率の向上により価格の安定化が期待できる。

また、大規模災害時の危険性を考えると、使用済核燃料の日本国内での直接処分は安全性に疑問がある。そもそも、日本国内での処分場建設は周辺地域の反対が避けられず、非現実的で
あろう（再処理サイクルへの対案として「直接処分」という語が独り歩きしていて、具体的な内容には目が向けられていないように思われる）。ある程度コストを度外視しても、加えて数十年以上
の開発期間を要するにしても、核種変換による消滅処理技術を国際協力により確立するのが唯一の現実的な選択肢ではないか。

あわせて、火山噴火等の、あるいは未知の気候変動による再生可能エネルギーの供給能力低下に備えて、原子力発電の技術自体は今後も維持していく必要がある。

＜原発即時ゼロを求める理由＞
１．放射性物質に対する恐怖
　福島の事故が起こってしばらくの間、息を吸うことが恐ろしかった。水を飲むことが怖かった。あのような思いはもう二度としたくない。
　福島のような事故は世界で初めてである。過去に例がないのだから、今回の被ばくによってどんな健康被害が起こるか分からない。後世への影響もないとは言い切れない。悲劇を繰り返さな
いためにはまず原発を停止させることが必要である。

２．原発事故が再発するのではないかという不安
　福島の事故が収束していない。福島第一は未だ格納容器の中の状態さえ確認できない状態である。ひとたび事故が悪化すれば、原発は人の手に負えるものではない。
　原発の耐震性・安全強化が最低限のレベルさえ行われないまま、原子力規制庁も発足させないまま、大飯が再稼働したことによって政府や電力会社の体質が震災前と変わっていないことが
明らかになった。このような状態で原発を再稼働させれば、もう一度福島のような事故が起こらないとは言い切れない。

３．核燃料の最終処分の問題
　地下水が豊富で地震が多い日本では、使用済み核燃料を安全に処分する方法が確立されていない。処分候補地もない。今まで出た使用済み核燃料を処分するだけでも容易ではない。加え
て今回の事故で大量の放射性廃棄物が出た。これ以上放射性廃棄物を増やさないためにも、原発の即時ゼロが必要である。

４．倫理的問題
　原発事故による汚染は事故を起こした国や当事者の世代のみならず、海外にも後世にも被害をもたらす。自らの利益のためにこんな身勝手は許されない。

５．巨大地震が起こる可能性が上昇していること。
　マグニチュード９以上の地震の後には、数年以内に巨大な余震が起こっているという研究者の報告がある。今回の大地震によって、日本中にひずみがたまっており、いつまた大地震が起こっ
てもおかしくない。

６．原発の経済性
　原発維持を望む意見の中に経済への影響の懸念があるが、原発維持による利益より、原発事故によるリスクのほうが格段に大きい。汚染による被害は計り知れない。
　現発は今後、安全のための設備投資や原発がいつまた事故を起こすかわからない状態では、日本は海外から危険な国として敬遠され、信用を失うであろう。MADE IN JAPAN製品は円高と相
まって、さらに売れにくくなるのではないか。

７．日本人の気質
　今回の事故の要因は第二次大戦のときと重なる点が多い。日本人は嫌なことがあると目をそむけ、忘れようとする。ヒロシマ・ナガサキのことも忘れ、原子力利用を始めた国である。今回も
たった1年で再稼働したくらいだ。今は鮮明な原発事故も2030年には記憶が薄らぎ、また原発が必要などと言いかねない。いま原発から脱却しないでいつするというのか。原発即時ゼロを強く望
む。

＜原発を減らすために＞
１．原子力に対する法律の改正
　現在法律では、原発を平和利用のために推進するようになっている。まずは法律によって原子力撤廃を明言し、国の行く方向を示すことが必要である。

２．発送電分離
　東京電力に多額の税金が投入された。なぜ貸付ではなく投入なのか。まず東電管轄内の送電網を税金のカタとして国有化し、一般に開放するべきである。
　今回の事故は電力業界の閉塞性が一端を担ったと言える。東電管内のみならず、全国の電力業界の事実上の独占を解くため、発送電分離が必要である。

３．原子力規制庁の人事
　今回選出された田中委員長は過去の発言等から察するに、信用に足る人物ではない。規制庁の委員には事故前から原発に異を唱えていた人物を選ぶべきである。

４．節電の徹底化
　私を含め、日本人は電力依存症ともいうべき電力使用量である。賢い節電方法を国民から広く集め、無理のない方法で長期的に行いたい。そのための方策を国は推進してほしい。

女性 ゼロシナリオを支持します。既存の原発の再稼働を行
わず、大飯も稼働を中止し、すぐに原発ゼロを望みま
す。

40901 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代



40915 個人 自営業 ５０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも将来の世代に対し
て安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

日本を本当に愛するなら、原子力を使うことは到底できません。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私は原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、より
踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私は以下を要求します：

 直ちに原子炉再稼働をやめさせる
 積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
 再生可能エネルギーの生産を加速させる
 発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
 石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私はあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

40916 個人 自営業 ５０代 男性 原子力エネルギィ　は　モウやめよう 私　わ４人の　子供　の父　であり　未来に　責任が　まだある
故に　イツポ　踏み出そう

40917 個人 自営業 ３０代 女性 今後、すべての原発再稼働に反対します。 今後、すべての原発再稼働に反対します。原発がなくてもやっていけることに、もう国民は気付いています。すでに福島の蝶に異常が発見されたということからも、これ以上、国民を放射能の危
険にさらさないでください。使用済み核燃料の保管にも無理がある原発は危険すぎます。

40918 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 私はゼロシナリオを支持します。 もっと自然エネルギーを推進してください。
時間はかかってもこれからの日本、地球のことを考えて。
長い時間をかけても、シフトしていく勇気を見せてください。
そして日本に明るい未来を見いださせてください。
原発にありがとうと言って、さようならと言う。
今、みんなで力を合わせればできるはずです。
目の前の欲や恐れを押しやって、今進むべきだと思います。
地球は私たちの物ではありません。
ゼロシナリオを支持します。
お願いします。

40919 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 安心出来るエネルギー政策をお願いします *ご意見の概要*
"エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より踏み込んだ原子力エネルギー
ゼロの筋書きの提案を求めます。"

*御意見及びその理由*
"新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させ
る、より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。"

"具体的に私たちは以下を要求します"：?

  * 直ちに原子炉再稼働をやめさせる
  * 積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
  * 再生可能エネルギーの生産を加速させる
  * 発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
  * 石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける
"私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。"

40920 個人 無職 ４０代 女性 原子力発電は早急にやめるべき。 今回の震災のように人がコントロールできないのであれば、やめるべきだと考えます。安全性は確保されません。地震など何も起きないわけではありません。
産業の発展より人命を優先してほしいです。子を持つ母親として切に願います。

40921 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原子力依存度は０にすべき。 原子力の被害をこうむっている日本としては、費用が高くなろうとも、他のエネルギー資源を求めるべき。

40922 個人 その他 ７０代 男性 原発は即時廃止すべきです。核兵器も要りませんが、
同じ危険性のある原発も要りません。

放射脳の影響は、本当に長く続きます。甘くみてはいけません。チェルノブイリでは、いまだに多くの人々が苦しんでいます。日本のように、国土が狭い場合には、逃げようがありません。大企業
の経営者のことをそれほど考える必要はありません。多少は、景気が悪くなっても、絶滅するよりはましです。政治家の皆様、少しまじめに考えてください。

40923 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 原発事故による放射能汚染は地球規模で長期に及
ぶものです。未だに福島原発事故は収束できず、廃
炉に向けた計画すら立たない事を憂慮します。二度と
事故を起こさない最善策である、全原発の即時廃炉
を求めます。

(1) 3.11の福島原発事故は、日本のみならず地球規模で後世にまで及ぶ甚大な被害と未来社会へ禍根を残すことになりました。日本が原発事故の責任をとる意味を考えると、即刻すべての正
しい情報を公開し、これからの進むべき方向性を抜本的に議論のうえ、原子力依存から脱脚すべきと考えます。

(2)3.11を起点に日本政府の政策は大きく舵を切る契機とし、二度とこのような事故を起こす可能性をゼロにすべきです。そのためには「ゼロシナリオ」しか選択の余地はないと考えます。

(3)国民的議論において、原発にかかるコストと再生エネルギーにかかるコストは近接するとの政府見解は正確ではなく、正しい情報に基づいて議論すべきです。

(4)第4号機崩壊の危険は去っておらず、この先大きな地震が起こった時の事態に世界中が戦々恐々としています。廃炉に向けた具体的な計画を立てるこよが必要です。二度と事故を起こさな
いために、一刻も早い全原発を廃炉とする計画のもと、当面は化石燃料に依存しながらも、「脱原発・再生エネルギーへのシフト」によって持続可能な未来の社会を作るための政策を切望しま
す。

40924 個人 家事専
業

６０代 女性 原発ゼロシナリオを支持。 人間の手に負えないエネルギーは使うべきでない。

何百年の後にも先の世代にまで繰り越さなければならないのは
リスクが大きすぎる。

人間も地球も滅ぼしてしまう前に、別のエネルギーにシフトしてください。

40925 個人 その他 ６０代 男性 フクシマの原因もわからないのに、原子力発電を稼働
するのはどうしてなのか？

フクシマの事故の原因がわからないのに、再稼働しようという論理がわからない。
政府は国民が大切だと言っているが、国民の生命や財産を大切にしているとは言えない。なぜなら、もしまた地震があったら、原発事故が起きて、またいまの状況が生み出される。自分の家に
住めない、故郷を捨てなければならないという事態が起きる。
再稼働させるのなら、もっと正直に言って欲しい。「地震があり事故が起きたらまた被害が出ると思う。地震が起きない事を願って、危ない橋を渡ります。原子力村と言われている既存の利益集
団のために一日も早く再稼働させたいのです。どうぞみなさまの命と財産を原子力村にお預けください。」
と述べるべきだと思う。
正直に言って、その上で判断を求めるべき。

40926 個人 学生 １０代以
下

女性 ゼロシナリオを支持します。
原発を使っても何もいいことはないからです。
原発がつくる電気は危ない方法でつくっているから。

原発は科学者など必要とする人たちもいるけれど、
一基で一日にヒロシマ型原爆3発分の放射性物質を作り出すような危険な原発の使用は、人間としておかしいと思います。

電気料金が上がることは、今後放射能に苦しめられる危険性を考えれば、まだマシだと思います。
その分、自然エネルギーの技術がもっと発展すれば、日本は良い国になるでしょう。

40927 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 2030年時点での原子力発電の割合をゼロとすべき。 原子力発電は、今回の福島の事故や核廃棄物の処理問題を含め、人間の現在の技術でコントロールできるものではない。「たかが電力」のために人びとの暮らしや自然に永続的な影響を与え
る（ないし与える可能性のある）原発は必要ない。また、軍事基地と同様に原発の立地は、そこに落ちる補助金により地域を分断してきた。それは、過疎地や地方に原発や基地を押しつけること
で問題を見えなくさせるものだったが、福島の事故以来そういった構図を受忍するかが問われている。沖縄に生まれたものとして、基地と同様に一部の人びとにしか利益を与えない原発も不要
であり、それを段階的にであれ撤去させることは不可欠だと考える。

40928 個人 家事専
業

２０代 女性 原発反対 安全に核の処理ができないのに、目先の利益だけで原発を動かすなんてありえません。
また福島の事故でおきてしまったような、自分のお家に住めない方を作ってもいいんですか？
家族がバラバラになってしまう人を作っていいんですか？

過去、原発がなくても生活ができていました。
原発がなくても、日本に進歩できる力があるとおもいます。

40929 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 2030年時点の原発依存度ゼロ（０パーセント）を望み
ます。

2011年3月11日東日本大震災及び東京電力福島第一原子力発電所の事故発生したことを受け、地震に対する安全対策や想定に完全はあり得ないということが現実に証明された以上、なるべ
く早い段階で原発依存度を０パーセントにしなくてはならないと考えます。
地震大国である日本は、地震が予測不可能ということを肝に命じた上で、原発依存度０パーセントというエネルギー政策の今後のあり方を速やかに世界に示すことにより、世界のエネルギー政
策に対する考え方に一石を投じることができると思います。
日本は豊かな自然をもとにした、地域に根ざした多様なエネルギ源を活かすべきです。太陽光発電・風力発電・洋上発電・地熱発電など、それぞれの特性をいかした地域循環型の発電が、地
域経済を活性化する源となると考えます。

40930 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 福島原発が収束しないままに、安全性の確認も行わ
れていない原発を再稼動するなど、政府の原発に関
する方針には、疑問を感じます。よって、原発ゼロシ
ナリオを選択します。

福島原発が収束しないままに、安全性の確認も行われていない原発を再稼動するなど、政府の原発に関する方針には、疑問を感じます。また、電気の供給も実際には足りているのに、電力不
足を理由に原発の再稼動を推進するなど、明確な理由が明らかになっていない状態での原発推進には断固反対いたします。よって、原発ゼロシナリオを選択します。

40931 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ２０３０年の原発比率０%にしてください。 再生可能なクリーンエネルギーに変えて行くべき。

40932 個人 法人等 ５０代 男性 可急的速やかに原子力は全廃すべき.万年単位で核
廃棄物を安全に管理はできない.既に大量に溜まった
廃棄物を少しでも増やさぬよう全智を注がなくてはな
らない.

人類の手に負えない廃棄物の存在を念頭に考えるべき問題.
福島周辺ですら満足に対応できないのに 地球に未来に どう対応するつもりなのか? 事故などなくても 毎日大量の核廃棄物を生み出す現状を一刻も早く改めるべき.
再処理やらプルサ―マルやら 20年以上しても先の見えない技術にムダなコストをかけず 各種自然エネルギー開発や 低価格ガスやオイル調達に力を注ぎたい.
現状の不要な便利(=安易)よりも 不便でも安心でき 自信を持てる社会を望む.
まずは 少しでも公平で正確な情報を迅速に公開/広報するところから始めてください.

40933 個人 自営業 ４０代 男性 2030年までに0を選ぶが、即刻０を目指すべき。 次の地震がいつ起こるかも分からず、どこで起こっても原発事故の可能性があるとあっては、全原発を廃炉にすることしか考えられない。
また、使用済み核燃料の捨て場がどこにもないのに、稼働し続けるのは核のゴミを増やすだけだ。
原発をすべて廃炉にした後のエネルギー政策について、私は私なりに勉強はしたつもりだが、結局はどうすれば良いかなど分からない。
分かったのは、上記の二点の理由をくつがえすほどの原発賛成の意見など、どこにも見当たらなかった、ということだけ。
原子力推進派も、反対派も、どちらにも信憑性がある。ならば「原発なしでもいける」という専門家に、それ相応のエネルギー政策を出してもらい、私は、それを支持する。

40934 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します。 様々なことをやらねばならず決めることが難しい状況でも、福島の件で明らかにわかったはずだと思います。あの事実を考慮せず都合で再稼働することはあり得ないと思います。個人個人が努
力をします。再生エネルギーの取り組みをどうか迅速に進めていただきたいです。

40935 個人 自営業 ４０代 女性 ゼロシナリオを強く望みます。 今後、また世界のどこかでいつか地震などの自然災害が起こるでしょう。
最悪の状況に備えて原発は絶対にゼロにすべきです。
今回の大惨事を二度と繰り返してはなりません。
これは日本だけの問題ではありません。
世界規模で皆が協力すべきです。

40936 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 男性 すべての原発は時間をかけて廃炉にしていくべきだと
思います。
わたしが望むのは原発ゼロのシナリオです。

その理由としましては、
まずはすべてが怪しい健康的な問題です。
気候や環境は違うにしても、チェルノブイリのデータをみれば子どもや妊婦さんに出る影響は甚大だとおもいます。
自然エネルギーでやっていける国だと思っているので、わざわざ原発に頼らなくてもいいと感じます。
非核三原則があるにも関わらず、原発はいいの？っていう素朴な疑問もあるんですが、ヒロシマ、ナガサキ原爆を唯一落とされた国として核の根絶を日本という国は訴えなければいけないと思
うし、影響力はあると思いませんか。
はっきり言って、福島第一原子力発電所は壊れてしまいました。まず壊れたものをどうにかしましょうよ。新しいもの作るとか再稼働のまえに、じゃあ壊れたものをどうすんのか。っていう話だと思
います。
わたしは、原発は対立を生んでしまうものだと思っています。だから対立を生んでしまう原発そのものが不必要だと思います。
それが根本の考えです。
未来を繋がっていく未来を考えていきましょう。

40937 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 　エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に
対して安全できれいな日本を約束するものではない。
原子力エネルギーへの依存を即終了させる原子力エ
ネルギーゼロの筋書きの提案を求める。

御意見及びその理由
新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
 直ちに原子炉再稼働をやめさせる
 再生可能エネルギーの生産を加速させる
 石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

40938 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 (1)ゼロシナリオを選びます。脱原発をめざすべきで
す。

原発は安価で安全なエネルギーというのは、まやかしです。今回の原発事故の処理はいまだ目途が立たず、居住地を追われ、財産・仕事を奪われた方々への補償もまったく十分ではありませ
ん。事故前と同じく生活が営めるように補償をすべきで、その費用だけを考えても、天文学的に莫大なものとなります。今回の事故で、安全神話は崩壊しています。絶対安全などありえません。
少なくとも、今後もそのリスクに備える準備をする費用を考えただけでも、その費用があれば、自然エネルギーなどの新しいエネルギー開発が可能だと考えます。
また、電力不足と言いながら、事実、節電対策をしながらも、なんとか電力は足りています。
そして、もっとも重要なのは、人類は核を制御できないということです。原発による核廃棄物を処理する方法さえ、まだ見いだせていません。トイレのないマンションはあり得ません。未来の人類
に核廃棄物を押しつけていいはずがありません。
原発で働く方々の被曝も避けられず、誰かの犠牲の上に成り立つエネルギーはなくすべきです。
人類の英知を集めれば、安全なエネルギーの開発は必ずできます。



40939 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 原発ゼロシナリオの選択肢を採用するよう、お願いし
ます。
原子力政策に費やされてきた資力・労力とらわれず、
日本の安全性の観点から原子力政策の根本的な見
直しと原発ゼロへの速やかな転換を行なって下さい。

エネルギーの問題は常に国の政策の根幹に関わる重要事項です。
エネルギー資源の乏しい日本ということですが、輸入しなければならない資源に頼らざるをえない形でエネルギー政策を進めてきたことにより、国の根幹に関わることを他国からの輸入に依存
するような、脆弱な体制に陥っていると思います。原発のことももちろんですが、化石燃料についても同様に、エネルギー政策の根幹を他国への依存から自国での生産へのシナリオに転換しな
くてはならないのではないでしょうか。
さらに、福島原発での大事故以来、原子力の安全性への信用は低下しておりますが、これについて、その事故の原因究明が終了することもなく、また、原子力発電所稼働の危険性について十
分な情報発信がなされないまま大飯原発を再稼働させたことは、原子力政策への国民の信用を失わせ、エネルギー政策への政府の姿勢について疑念を持たせることになっていると思います。
私もそのような疑念を持つ国民の一人であり、福島における原発事故後の現状を見るにつけ、原子力発電所の危険性が、国のエネルギー政策、国土の安全、国民の経済活動への危険性と
なっていると考えずにはいられません。
さらにもう一点、これまで原子力政策に費やされてきた税金と労力について、その結果が福島での原発事故であり、核廃棄物の問題であり、高速増殖炉もんじゅの問題であるということを考える
と、もうこれ以上この政策に国費を費やすことは止めて下さい。国の将来の様々な活動に関わるエネルギーの問題だけに、より効果的な、持続力のあるエネルギー政策を採用してください。

40940 個人 家事専
業

４０代 女性 私は(1)のゼロシナリオを選択します。３つの選択肢の
中から選ぶと、私は(1)の選択肢以外には考えられま
せん。

　「次世代にツケを回さないために増税する」という政府は、最大のツケである原発をまず廃止すべきです。故郷をもう二度と帰れない土地にされた福島の人達の絶望など、政府の人達にはどう
でもよいことなのでしょうね。何よりも、安全管理にさえ被爆を伴う原発など、即刻廃止しなければなりません。

　そんなに原発を続けたければ、総理をはじめとする政府の人達、あなた方とその家族で福島原発の近くへ移住してください。そして今現在、事故を起こした原発の処理作業を被爆の恐怖と闘
いながら命がけで行っている作業員に替わって、その地獄のような作業をして下さい。それができないで、原発推進なんてよく言えるものです。恥ずかしくないのですか？誰かを犠牲にしなけれ
ば成り立たない原発なんて、そもそも最初から間違っていたのです。

　あの日から全てが変わってしまいました。幼い我が子を守るため、食料の調達に神経を遣い、高価な線量計を購入して近所を測定し、遊ぶ場所も選んでいます。普通の暮らしが壊されました。
大好きだった奥多摩山系はホットスポットのため、もう我が子を連れてハイキングに行くこともできません。　元の暮らしを返して下さい。当たり前の生活を返してください。目先のことだけを考える
のでなく、子々孫々の世代まで責任を持ってください。勿論その責任は私たち国民一人ひとりにもあります。だから、原発を止めるのが私の責任です。

　一人の力は小さくても、一人がたくさん集まれば巨大な力になるということを思い知るべきです。真剣に未来を考えているのは政府ではなく私たち国民です。そして、物事を実現できるのは、真
剣に取り組んでいる人たちの方です。結果を出すのは私達国民です。国民をナメないで下さい。　原発を止めるまで、絶対にあきらめめずに声を出し続けますよ。この国を守るのは私たちです。

40941 個人 家事専
業

３０代 女性 原発ゼロシナリオを指示 これ以外選択はありません。逆に原発をゼロにしない理由が分かりません、子供の命を日本の未来を地球を守るためにはこの選択しかありません。お金より大切なものを思い出して下さい。

40942 個人 無職 ４０代 女性 ０％です！
ただちに、今すぐに０％です。
大飯を止めて下さい。ただちに、すべての原発を廃炉
にしてください。

どう考えても、原子力で電気を作るのは、危険すぎます。
まだ、フクシマの事故の解決のめどすらたっていなく、
放射線の放出が続き、除染は無理だと、答えが出ている。

国内で、もう一つ、事故が起きると、日本はもう終わりである。
（もう、終わっている気がするのだが、希望を持とうと思う）

今、小さい子供の食事の用意をする事があるのですが、
何を買えば、安全なのか、さっぱりわかりません。

すべての食品のベクレル表示をするように、政府で指導して下さい。
検出限界値は１ベクレルからで、ごまかしは厳しく処分してください。

40943 個人 その他 ３０代 男性 ゼロシナリオを支持します
ゼロシナリオを選択します

原発事故が発生したら、国土、国民に致命的な被害が及ぶ。
被曝に対して完治させる処方が無い限り、原発を使用してはならない。

原発事故によって自らの手で、自らの国土を失うことほど馬鹿げていることは無い。
地震大国である日本には原発は、リスクが大きすぎでふさわしくない。

事故の際に、国土を失う可能性のある原発は必要ない。

原発再稼動が経済的に重要で必要というが、原発事故による経済ダメージは莫大なものになる。
電力は十分に足りている。原発の必要は無い。

未来の国民のために、日本永続のために、原発を即刻なくすべきである。
「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主張する。

40944 個人 自営業 ４０代 男性 人、地球、未来の為の安全なエネルギーを 原子力爆弾の被害を受け、それが人、地球に与える 悪影響を分かっていながら、軍需産業の為に未だ使い続けるのは、いかがなものかと思います。
これだけ、技術開発が進んでいながら、それを認めず、推進せず、利益追求の為に、この綺麗な青い地球の事を考えないのは、なぜでしょう？

ぜひ、地球規模で未来のことを見て欲しいと思います。一時、一部の欲で地球を破壊しないで欲しい!! 恥ずかしくない歴史を作っていく為に、今変れるいい時期チャンスだと思います。ぜひ考え
て頂きたいと思います。

原子力、放射能を大量に所持しながら、地球環境だの、京都議定書等とは　とても恥ずべき事だと思います。もう一度 日本人、大和魂の美しい心を取り戻して欲しいと思います

40945 個人 家事専
業

６０代 女性 原発ゼロを目指し、再稼働反対！ 人類の手の負えない使用済み核燃料を、今これ以上に増やしてはならない。
これを、頭に置いて、ものごとを考え、知恵を絞る。その覚悟をするしかない。

40946 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主張 このパブコメ募集の前提が「2030年までは原発が維持される」というもの。前提自体が国民を騙すトリックだ。再び事故が起これば、日本は再起不能になる。政府は自然エネルギー比率を増や
すスケジュールを国民にしっかり示すべき。

40947 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を支持します。全原発および再処
理施設等の廃止を望みます。

放射能汚染による世界の国と人々に対する安心と安全を脅かす可能性がある限り原子力発電は実行してはいけないと考えます。
これは日本だけの問題ではない、地球規模の問題なのです。
地震以外にも事故の原因はあるため、もちろん原発事業を他国に輸出するようなこともあってはならない。

40948 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロシナリオを支持します。また、2030年をまた
ず、即時に停止すべきと考えます。

日本では有史以降でも数多くの地震が起き、中には従来想定してたよりも巨大な地震やそれに伴う津波が発生していた可能性が指摘されています。私たちは地震の発生を止めることは出来ま
せん。そして、いわば「想定外」の地域で発生した巨大地震による東日本大震災に象徴されるように、地震を予知する技術は確立されていません。
また、福島第一原発事故の発生で、原子力発電所においては大地震や巨大津波に対する対策が全て「想定外」におかれていたことが明らかになり、現在稼働している他の原発においても地震
の危険度を意図的に低く見積もる調査結果が報告されてきた事実が明るみになってきています。
原発事故によって起きる被害の大きさや、その影響を及ぼす範囲の広さを知った今、事故の原因となる事象の発生を想定できず、事故が発生しても有効な対策が取れないような危険性がある
ものは、他の発電手段と比較して経済性が卓越していたとしても稼働を認めるべきではなく、むしろ、このまま稼働を続けることは、その存在がわが国の「安全保障」を大きく脅かすものだと思い
ます。

40949 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発エネルギーと自然エネルギーどちらも必要 今の時点で原発エネルギーをゼロには出来ないと思うし、自然エネルギー100％も無理に近いと思う。
確かに子供達、未来、地球の事を考えると自然エネルギー100％を目指す事は大切。
でも現実問題として考えた時に、そんな大規模な事が今の日本に出来る気がしない。
今有る物を安全に使う事、ﾒﾘｯﾄﾃﾞﾒﾘｯﾄを私たち素人にも解り易く説明して欲しい。
その中で自然エネルギー100％を目指して貰いたい。
そして、原発エネルギーを増やす事無く、これ以上自然破壊をせず環境豊かな国を目指して貰いたい。
始める前にﾃﾞﾒﾘｯﾄを100％カバー出来る対策法も考えるべき。
そして、何よりも被害に合われた方々の意見が反映される事が大事だと心から思う。

40950 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 ２０３０年までに原発ゼロシナリオを支持します。
もんじゅは廃炉にしてください。

たとえどんなに便利であっても、いざ事故が起こった時に人間がコントロールできないもの（＝原発）を、人間は利用するべきではないと考えます。
また、原発が他のエネルギー源に比べて低コストである、と言われていますが、福島のような事故を起こした時にかかる膨大な費用や、使用できなくなった原子炉の廃炉費用などを計算に入れ
ず、順調に稼働している時のコストだけを比較して他のエネルギー源よりコストがかからないとするのは、納得がいきません。
さらに、使用済核燃料という、いまだに処分方法の見つからない負の遺産を延々とこの国に残し続けていくことを、国は一体どう考えているのか、理解に苦しみます。
たとえ一基でも原発を稼働させるということは、原発事故の可能性をゼロにできないということであり、日本が昨年３．１１の大事故から何も学ばなかったことに等しく、住む場所や仕事を奪われ
今もなお苦しみ続けている福島の人々に対する冒涜であり、すでに脱原発をすすめているドイツなどの他国に対する恥であると考えます。
これまで原発に費やしてきた費用を、他国に後れをとっている自然エネルギーの開発に使用してほしいと思います。３．１１前の日本になし崩し的に戻そうとするのではなく、脱原発に向かって
リーダーシップをとってくれる政治こそ、原発関連で利益を貪っている人を除く大多数の国民が望んでいる政治だと思います。

反原発デモに参加している人たちは、決して「特殊な人」ではありません。

40951 個人 法人等 ４０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、原
子力エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます
  

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
 直ちに原子炉再稼働をやめさせる
 積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
 再生可能エネルギーの生産を加速させる
 発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
 石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

40952 個人 無職 ５０代 女性 「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主張
《即原発ゼロへ。弱者の保護を優先》

大飯原発、志賀原発、敦賀原発。ほぼすべての原発直下に活断層。日本の多くの地震学者の共通見解は「巨大地震のサイクルに入った」。2年程度の計画停電も受け入れよう。ただし、病人、
被介護者、子供、老人は守らなければならない。

40953 個人 学生 １０代以
下

男性 原発の割合を１５％程度に（小６男子より） 僕は原発がいると思う。なぜなら日本の将来のこと、今の現状を考えると大変なことになってしまうからだ。もちろん、福島のことを思うと原発をゼロにという人がいるかもしれないけれども、ゼロ
にしてしまうと、現状よりもひどくなってしまう。だからある程度の代替エネルギーができたら原発をゼロにすればよいと思う。津波や地震で二度と福島のようにならないようにしてもらいたい。

40954 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 各原発の非常時の安全措置を早急に国家レヴェルで
進め、直ちに原発を再稼働させるべき。今迄メリットを
享受しながら「さよなら原発」とは笑止。目を覚まして
欲しい。

震災前までＣＯ２排出の悪者だった火力発電所を増やして、原発のデメリットばかりを、毎日の様にＴＶで報道されている。電気が無ければ現代生活は水一杯すら出ません。　健常者ですら搬送
される様な暑さの中で、体力が無い弱者はどうなってもいいの？と思います。
企業にしても然り。
個人・企業に関わらず、相当な打撃であることは明白。
原発事故後に関しては、各所に於いて様々な不手際もあったでしょうが、それをもって原発を悪の権化とする乱暴な論調。脱原発を叫ぶことがトレンド。の様な空気に、この国は言論の自由すら
ない村社会であると、恐怖心すら覚えます。先ずは何が危険で何が安全なのか？放射線に対する知識を持って頂ける様にする事が、本当に必要と強く思います。

40955 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
 直ちに原子炉再稼働をやめさせる
 積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
 再生可能エネルギーの生産を加速させる
 発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
 石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

40956 個人 自営業 ４０代 女性 2030年までに、否、可能な限り更に早い時期に、原発
稼働をゼロにしてください。何らかのトラブルや検査で
原子炉を止めた際、トラブルがあった原子炉は二度と
稼働させず廃炉に向けて処置して頂きたく思います。

「目先のこと」にとらわれていると、「変えた方が後々のために良いこと」を変えることもままなりません。
・「事故が起きないように何重にもセーフティーネットを張る」としても、「人間がすること」ですから間違いは起こり得ますし、そして、昨年の大震災のように予想を超える天災が起こることも実際に
分かった訳ですから、ひとたび事故が起きれば、放射性物質によって、広範囲の地域の人々を脅かすこと必至である原発は、順次、止めて廃炉にしていくべきだと思います。
・多数の企業・個人事業主、そしてそれにかかわる家庭が、原発稼働の下請けによって生活しているのも分かります。しかし、これも放射性物質を使うがために、事故が無く正常に稼働している
時でも、体が害されてやがて廃人になり死んでゆく下請け労働者が存在せざるを得ないことも、原発ならではの事情で、これは許せません。普通に「原発を稼働させなくなったら経済的に困って
しまう」事業所に、新たなエネルギー開発(太陽光発電、地熱発電、その他)に携わるなり、また別の種類の事業に携わるなりして、食べていけるように、それを開拓することにこそ、「政治の力」を
使って欲しいです。目先のことでなく、子孫の代の生活に向けて。
・石油などの化石燃料に比べると「枯渇する時期は遅い」と言われるものの、核燃料になる鉱物も「限りある資源」ではあります。太陽光、地熱、波力、(今のところ、日本では向かない、というの
が定説なようですが)風力などの、枯渇しないエネルギーで電力を供給するための研究を進めなくてはいけないと思います。

以上、なにとぞよろしくお願い申し上げます。

40957 個人 無職 ６０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します。即、原発を廃止して
ほしい。

即、原発を廃止して、原発の廃棄物を処理する技術に力を注ぐことを望みます。孫や子どもたちの未来が明るくなるような政策をしてほしい。

40958 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。



40959 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 (1)ゼロシナリオを選択します。 提案されている3つのエネルギー計画のシナリオはどれも不完全で、将来の世代に安全で美しい日本を約束するものではありませんが、敢えて選択するならゼロシナリオしかありえません。

そもそも日本の国土内には大陸および海洋プレートの三重点が2つ存在しており、世界的に見ても地質活動が非常に活発な地域で、福島第一原発と同じく巨大地震を原因としたシビアアクシデ
ントが繰り返される可能性は非常に高いのではないでしょうか。

国家のエネルギー戦略は国民の安全を大前提として策定されるべきであり、狭小な国土に54基も原発がひしめいている状況は異常です。一刻も早く、再生可能エネルギーを軸としたエネル
ギー・ポートフォリオにシフトするべきだとおもいます。

40960 個人 学生 ４０代 女性 ゼロシナリオで、原発の全廃を希望 福島第一原発の事故後、政府や電力会社の不作為と責任逃れがそのまま放置されている。誰も責任を取らない、改善しようと本気で取り組まない体制を据えたまま、地球規模で地震が頻発し
ているなか、地震大国で原発を稼働することは決して許されない。
また、原発における放射性廃棄物の行方も定まらぬまま廃棄物を増やし、下請け作業員の被ばくにのみ依存した原発を運営し続けることは、人道的にも納得がいかない。

電力消費量が大幅に増えたのは平成にはいってから。それ以前の時代を生きていたが、当時はそれを不便と感じたことはないし、あの頃に戻ったからといって命を失うとも考えられない。当時
に比べ電力消費量が圧倒的に少ない家電は増えている。
便利になりすぎた社会を一度リセットし、足ることを知る国民として生き方を改めずして、日本にこの先はないと考える。

40961 個人 無職 ６０代 男性 原発は、未完成で、重大な事故を起こす危険な技術
です。世界有数の地殻変動帯に属する日本で、エネ
ルギーを原発に頼るのは無謀です。一刻も早く原発を
なくし、再生可能エネルギーに切り替えるべきです。

「ゼロシナリオ」を支持します。原発は、数十年という短い期間に少なくとも３回、深刻な炉心溶融事故を起こしました。これを完全に防ぐ術を人類はまだ知りません。しかも、使用済核燃料の安
全な処理技術もまだありません。そして、いったん事故が起きれば、数十万、数百万の人々の生活を破壊し、長く続く放射線被曝の脅威をもたらします。このような「技術」は、基礎研究の対象で
はあり得ても、本来「実用化」すべきものではありませんでした。しかも、大地震、津波、台風などの自然災害の常襲地帯である日本では、断層運動による原子炉の破壊や、全電源喪失による炉
心溶融が起こり得ることは、容易に想定できるものでした。このような日本で、原発を基幹エネルギーとする政策が続けられてきたことは、大きな誤りであったと思います。原発を続ければ、今後
も大きな事故は避けられないでしょう。一刻も早く原発ゼロの決断をし、当面は火力発電の低炭素化も進めながら、エネルギー政策の基本を、水力、地熱、風力、太陽光などの再生可能な自然
エネルギーの開発に大きく切り替えるべきでしょう。

40962 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力の比率は３０％以上必要。 日本のエネルギーセキュリティーを考えると、上記の比率が必要。

40963 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を求めます。（即時脱原発！！） 「原発ゼロシナリオ」を求めます。
原発ではなく、省エネや自然エネルギーを進める技術や政策を選択し、即時脱原発へ向かってください！
『原発は必要なもの』という前提をなくし、『原発のない社会』をこれから選択し、創造していく日本をつくっていきたいです。
　福島の事故がいまもなお収束せず、自分の家に帰れない人、放射能というみえない恐怖、影響をうけながらの暮らしをわたしたちはいま経験しています。
　ただふつうに暮らす、空気を吸う、海や大地からの恵みを味わう。そんな何気なかったことさえも、原発事故による放射能によって奪われています。
　そんな生命を脅かすことが起こる発電方法は、今後はいりません。
こどもや何世代も先の未来のこどもたちに核のゴミを残し、その問題を残すような発電を即時にやめて、自然エネルギーなど、ほんとうにクリーンなエネルギーを選択する道へいますぐに転換す
るべきだと思います。
　省エネをより進める。自然エネルギーを進める。その為の技術はいまでも十分にあるのだと思うし、日本の技術力はより進歩することが可能だと思います。
　原発をなくしていく為の政策を進めてください。
　
　原発のない未来は選択できる。真に国民を、そのいのちを暮らしを大事にする国にしていきたいです。
　そこへむかう為のアイディア、努力を国民みんなのちからをあわせて進め、真に豊かで幸せな日本を築いていきたいです。

40964 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
 直ちに原子炉再稼働をやめさせる
 積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
 再生可能エネルギーの生産を加速させる
 発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
 石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

40965 個人 家事専
業

３０代 女性 原発は全て廃炉。０％シナリオを支持する。大飯原発
は即時停止を求める

福島原発の事故により原発の安全性に根拠がないことが明白となった。原発を稼働させずとも日本は自然エネルギーで電気をまかなえる。子ども達の未来を脅かす原発は速やかに廃炉にす
べきである

40966 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ２０３０年における原発依存度は0％とすべきである。
現存する原発は再稼働を許さず、原発依存度0％は２
０１２年中に実現し、すべての原発を早急に廃炉にす
べきである。

　国家戦略室による発電コスト比較 の資料には、「事故の損害額が1兆円増える毎に 0.1円増」と書いてある。単位は kWh あたりなので、10兆kwh 発電すると事故が起こる、と計算していること
になる。
　100万kW の原発は大体年間 100億kWh 発電するので、1000炉年程度で事故起こるという計算になる。50基原発あると20年に一度だから、これから20年で原発段階的に廃止だと、２０３０年の
原発依存度が0％だとしても、その間に50% くらいの確率で次の事故が起こるというのが国家戦略室の考えということになる。原発による事故の甚大な被害を考えれば、これは到底受け入れが
たい。ふたたび原子力発電所事故が発生すれば日本は壊滅的打撃を受ける。

　国会事故調査委員会も福島原発事故は「人災」であると結論付けており、きちんとした検証が行われるまでは、原発は再稼働すべきではない。現状での原発再稼働は、国会軽視であり、憲法
に抵触する可能性が高い。

　日本は地震の活動期に入ったと考えるべきであり、「天災」としての原発事故発生の危険性も高まりつつある。
　
　米国、欧州も脱原発へと舵を切り始めており、ここで日本が原子力発電に拘泥すれば、自然エネルギー利用や、スマートグリッドなどの次世代型エネルギー技術の開発において決定的な後れ
を取ることにもつながる。

　放射性廃棄物の最終処分場についても全く見通しが立たない現状で、原発を再稼働するのは無謀である。

　以上の理由から、現存する原発は再稼働させず、すべてを早急に廃炉するべきである。原発依存度は２０３０年を待たず、２０１２年中に0％とすべきである。
40967 個人 学生 ３０代 男性 原発ゼロシナリオ 理由：実質唯一の脱原発シナリオだから。

・もっと自然エネルギーを推進してください。　それは経済の活性化にもなります！
・既に破綻している核燃料サイクルの廃止を決めてください！
・放射性廃棄物をどこにどう処分するか、という問題について、今までずっと先送りにしてきましたが、今議論するときじゃないでしょうか！
　そのことを考えると、すこしでもへらしたい放射性廃棄物をこれからも増やし続けるなんてことは絶対にあってはいけないことだと思います！

40968 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 ゼロシナリオを支持。ただし原発の再稼働には反対。
全ての原発は即時停止。同時に省エネルギーを推進
し、自然エネルギーを今以上に導入、石炭火力ではな
く天然ガスをエネルギー転換への繋ぎとして選択。

福島第一原発事故によりもたらされた甚大な被害を目の当たりにした私たち国民が選ぶエネルギーは、もはや原子力以外のものしか考えられない。原子力発電には、未だ処理の方法も決まっ
ていない放射性廃棄物の発生が伴う。将来に負の遺産を残す原子力発電を、このまま継続させるべきではない。地球温暖化を防止していくためにも、今後は自然エネルギーにシフトしていかな
ければならない。自然エネルギーについての開発・研究を推進することにより、新たな雇用も生まれると考える。

40969 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオを支持します。 ゼロシナリオを支持します。

原発がゼロになった時の試算には、燃料費の高騰やCO2排出権料が最大限に上乗せされているのに対し、原発の依存度が20%となった場合の試算においては、原発の安全対策費用や除染費
用や廃炉費用などは過小評価されております。
更に言えば、もう一度原発事故が起きる事は全く想定されていない試算であるにも関わらず、今よりも電気料金が1.7倍も上ってしまうのです。万が一、もう一度、原発事故が起こってしまえば、
それこそ電気料金は更に跳ね上がってしまいます。（この場合、電気料金よりも命の方が問題です。）
資源エネルギー庁の試算は、発送電分離や電力自由化、電力会社の経営体質の改善も不十分なことが前提で試算されており、私は、原発を止めても電気料金を下げることができる手段は十
分にあると考えております。

私は福島県の高線量地域から避難している人の声こそ聞くべきだと考えております。本来はもう二度と原発事故を起こして欲しく無いのは原発推進機関も含めて全国民が思っている筈です。脱
原発を恐れている人の中には、既得権益を持っている方も少しはいらっしゃると思いますが、単に変わる事を恐れている人が多いのだと感じております。私の考える脱原発のゴールは「産業構
造の変革」です。日本は古来からから産業構造を変革することを達成してきた偉大な国だと考えております。

40970 個人 家事専
業

３０代 女性 原発再稼働ゼロシナリオ（即時） 子どもの未来のためにも不安のない、原発のない未来にしてほしい。

40971 個人 家事専
業

４０代 女性 わが国の未来のエネルギーは、原発依存度０パーセ
ントを希望します。

福島原発の問題が解決されていない。（事故の原因究明、住民の生活保障、内部被爆の影響の面で。）福島県を元に戻せない以上、原発に頼るべきではない。

地熱、太陽光等、日本の技術を駆使すれば、自然エネルギーでできることがたくさんあると思います。

40972 個人 その他 ３０代 女性 ゼロシナリオを選択します。安全神話が崩れた大事故
と甚大な被害をもたらした事実をもっと重く受け止め、
この国のエネルギー政策を抜本的に変えるときだと思
います。国民の暮らしと命を守る政治判断をしてくださ
い。

　未だに解決していない福島原発事故と、それにより土地と生活を奪われた多くの方が安心して暮らせるまでに果てしない年月がかかるという事実。原発の安全性への疑問と使用済核燃料や
放射性廃棄物処理の問題が解決していない現状。あれほどの大事故が起こり、甚大な被害と被害者を出した現状をもっと重く受け止め、国民の暮らしと命を守る政治判断をしてもらいたいで
す。次の世代へ、放射能の恐怖のない社会を残したいです。
　シナリオ内の数値はあくまで現在の技術や産業構造に基づいた試算であり、この通りに化石燃料の依存度が増えるとは限りません。目標を定め、再生可能エネルギーシフトへの制度を整え
てゆけば、産業界・国民一人一人があらゆる知恵や技術を駆使・開発し、原発ゼロに向かっていけるのではないかと思います。原発の危険性を国民が認識し、脱原発の声がこれほど高まって
いる中、原発ゼロ依存へのあらゆる取り組みが可能だと思います。
　世界のエネルギー選択に影響を与える問題でもあるからこそ、目先の経済面を優先した判断ではなく、将来を見据え、唯一の被爆国として舵を切り、世界を先導する選択をしてもらいたいで
す。そして2030年ではなく、可能な限り早い時期にゼロを目指すことが必要だと思います。

40973 個人 その他 ３０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します。 福嶋の経験を世界の教訓にし、原発ゼロの世界をめざしている時に、地震国の日本が国を挙げて原発ゼロを目指せないというのは、どう考えてもおかしいと思います。
日本の経済活動を考え、その他２つのシナリオもあるのでしょうが、自国でコントロールできなかった原発のテクノロジーを強化するよりも、代替エネルギーの技術を向上させるほうが、長い目で
みても、生産的、戦略的だと思います。

40974 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ”国民的議論を経て、8月には政府として結論を出しま
す。"とあるが、国民的議論は行われていません。よっ
て、8月に結論を出すことも不可能です。国民的議論と
はどういうものなのか真剣に考えているのでしょう
か？

現在の日本には「国民的議論」というものが行える環境はありません。３つのシナリオを用意するというのも短絡的。（核燃料サイクルや高レベル放射性廃棄物の最終処分などの）情報公開も十
分では無い。意見聴取会なども、かなりの問題があり、しかも内容も大したものでは無い。インターネットに「みんなで考え意見しよう」というサイトはありますが、インターネットを使える環境にお
り、この情報にアクセスしている人間が国民の中にどれほどいるでしょうか？「国民的議論」と呼べるのは、こんなものでは無いはずです。政府や政治家、霞ヶ関の人たちの感覚が麻痺してるの
では？国民との感覚がずれているのでは無いかと思わざるを得ません。既に真剣に考えるということができなくなってるのでは？今回、これで、「国民的議論を経た」などということになれば、今
後もそんな調子に行われてしまいます。「国民的議論」とはなんぞやというところからやりなおしてください。

40975 個人 自営業 ４０代 女性 私はエネルギー・環境に関する選択肢(1)ゼロシナリオ
を絶対的に希望します。

未来の子供のために、これからのために、消費税をあげるというならば、どうしてこらからの子供のために国のために、危険な原発を停止させないのですか？
ニュースにはなっていないけど、那須に住む方からききました。
周りでは今まで出したかとのない鼻血を出す子供が増えているそうです。
埼玉の北葛飾郡では女房検査でセシウムが見つかったら女の子もいるらしい。今日のニュースではちょうちょの奇形も報告されています。
原因はひとつ！！原発のせいです。
いくら家庭で安全な食材を使っていても、保育園や幼稚園、学校では、基準値内と言われれば、食べさるをえない状況。
汚染された土地にソーラーパネルを敷き詰めるとか少しずつでも国も何かを始めなければ手遅れになります。
消費税を上げるならばもっと再生可能エネルギーにお金をかけてほしい！
絶対絶対に原発稼動反対！！！

40976 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 「ゼロシナリオ」に賛成。
自然エネルギーの開発に費用や人材を投入してほし
い。
自分が使う電気を選びたい。
社会全体で節電に取り組む必要があると思う。
また政府の情報には、不信感を覚える。

原発が、甚大な被害を与えうるものだと分かった以上、今後自分たちの生活を原発に依存したくありません。そのためゼロシナリオに賛成します。

地熱発電や水力発電の活用、個人の太陽光発電の促進、電力自由化や発送電の分離など、まだできることはあると思います。
自然エネルギーの開発に費用がかかることはわかりますが、自分たちの子孫の時代のことまで長期的に考えれば、今ここで舵を切りかえる時だと思います。
日本の技術力を安価で安定した電力供給の開発に注ぎ、世界に発信することが、被爆国であり福島の事故を引き起こした日本の使命だと思います。自然エネルギーの開発に費用や人材を投
入してほしいです。

市民がすぐに直接できる意思表明は、消費だと思います。私は費用が高くても環境に負荷をかけない電気を使いたいです。自分が使う電気を選べるようなシステム改革を合わせて行ってほしい
です。

日本は不必要にエネルギーを使いすぎだと思います。公共施設の照明や冷暖房は過剰です。長い時間がかかると思いますが、電気の使い方について一人ひとりの意識を変える取り組みも合
わせて行っていく必要があると思います。

政府のエネルギーに関する情報には、利権が絡んでいるのでないかとどうしても不信感が付きまといます。この３つの選択肢にも、政府の都合のいいよう選択肢を選ばせようという意図がある
気がしてしまいます。原発ゼロを選んだ時のリスクが重すぎる印象があります。市民の間に疑いのまなざしがあることを意識していただきたいです。このパブリックコメントの募集も、本気でやる
つもりなら、もっときちんと広報していただきたいです。パブリックコメントの募集がただのポーズではなく、私たちの声がきちんと届くことを心から願っています。

40977 個人 自営業 ６０代 男性 「原発はいりません」 人が完全に管理できない物は造ってはいけない。
「原発は即刻廃止して下さい」

40978 個人 学生 ２０代 男性 原発ゼロシナリオ 未来の子ども達が安全に楽しく暮らせるために原発をゼロにしてください。

もっと自然エネルギーに対しての取り組みを強化して下さい。

40979 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発は即時停止させ、全廃炉を目指すべきです。そ
れ以外ない。

この度の事故で原子力が人間の手には扱えない、扱ってはいけないものだということがはっきりした。安全性を高めればいいというのは驕りだ。ならば今まで安全と言い続けてきたのは何だった
のか。また、原子力を取り巻く様々なことにも、いつまでも欺瞞が多すぎる。今になっても隠蔽を繰り返している。使用し続けて事故を起こす可能性がゼロと言えない、もしまた事故が起こったら
取り返しのつかないものを許すわけにはいかない。



40980 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 男性 原発ゼロシナリオ支持
２０３０年までになどと言わず原発を動かすのは即刻
やめるべきだ。原発０％以外の案は原発の増設、新
設前提のため受け入れられない

原発から出る放射性廃棄物の処分法は未だ確立されておらず、各原発の敷地内の仮置き場もほとんど余裕がなくなっている。それでもなお原発を動かして置き場所もない核廃棄物を増やす事
は暴挙以外の何物でもない。

日本は地震の活動期に入っている。またテロや他国からの軍事的な攻撃を受ける恐れも無視できない。もう一度どこかで原発が破壊されれば今度こそ日本は壊滅する

原発の地元や現場の作業員にこれ以上犠牲を強いる事は許されない

コージェネレーションや地中熱冷暖房などの省エネ技術や小水力、バイオマス発電、地熱発電といった有望な自然エネルギー（←ここ重要、メガソーラーは論外、風力も条件の合う場所が意外
と少ないので過信は禁物）の普及を国を挙げて推し進めれば、火力発電の比率も燃料消費量ももっと小さくできる。国の省エネ、自然エネルギーの想定は甘すぎる。

省エネ、自然エネルギー関連の国策の更なる推進を、原発ゼロと同時に強く求める

しかし、パブリックコメントというのは何でいつも募集期間が短いんだ？　国民の意見を聞く気があるのかどうか疑わしく思えてくる

40981 個人 無職 ４０代 女性 原子力の比率は２５％程度必要。 電気料金の上昇を考えると、安全な原子力発電所は再稼動させるべき。

40982 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 もう原発に依存するのはすぐに止めてください。原爆
で苦しんだ日本が逆行する行為を当然のように行って
いる現実には、背筋が凍る思いです。人間の欲、エゴ
が醜く表れている現実に落胆しています。

今まで原発に関して、真剣に考えたことはありませんでした。
昨年の震災、福島の原発事故を契機に考えさせられました。
一瞬で幸せな生活が、奪われた福島の人々、そして将来に対する絶望感、役人も、国会議員も上辺だけでなく心から被害者に手を差し伸べてほしい。
人間皆幸せな暮らしを営む権利があります。
この問題を風化させることなく、一日も早い復興を祈らずにはいられません。

40983 個人 自営業 ４０代 男性 　原発ゼロシナリオを選択致します。 　原発ゼロシナリオを選択致します。

　フクシマでの事故を目の当たりにして、今更15だ20だなんて議論してるのは愚の骨頂だと思います。

　２０３０年などと言わず、今すぐ、政府主導で日本国内の全ての原発を廃炉にすべきです。
　代替エネルギーとしては、先ずは、既存の火力、水力発電の強化。
それから（それこそ２０３０年とか）自然エネルギーに序所にシフトしていく、というのが一番現実的かと思います。

　これから未来を担う子供たちの為に、安全な日本を何卒宜しくお願い致します。

40984 個人 無職 ３０代 女性 原発ゼロでお願いします 安全神話崩壊し、政府に安全組織、電力会社にまったくく信じられません。
使用済核燃料処理方法も決まらずたまる核のゴミ、完全失敗な核処理再生可能エ
未来に原発は必要りません。持続可能なエネルギー社会を日本か世界に先駆け推進すべきてす、原子力のせいで日本は遅れをとってしまいました。今こそ決断を！！

40985 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 「2030年に原発0」ではなく、「今すぐ、原発0」を主張 このパブコメ募集の前提が「2030年までは原発が維持される」というニュアンスがあり、これは国民を騙すトリックなのでは？と疑ってしまいました。
いつまた大地震が起こるかもわからない日本で原発を動かす事は非常にリスクのある事だという事を福島で痛い程学びました。地震はあと18年も待ってくれるのでしょうか？原発は今すぐにで
も0 (ゼロ）にすべき。

40986 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロシナリオ 原発再稼働はしないで下さい。絶対安心安全はもう無いのです。
これから成長する子供、これから生まれる子供、これから子供を産む人
全員の成長と健康と未来を奪わないで下さい。

原子力発電を日本から無くし、その原発マネーを自然エネルギーの開発コストにあてて下さい。
自然エネルギーとの併用でCO2の排出量も必ず減らせるはずです。
出来ないと言っているのは国だけで、日本には自然エネルギーとうまく共存して
CO2排出量も減らせる技術が本当はあるはずです。

40987 個人 家事専
業

４０代 女性 原発は直ちに撤廃 福島のような事故が起き、原発が安全ではないことが証明された以上、原発以外のエネルギーを使用すべき。廃棄物の処理もできないようなものを動かし続けるなど言語道断！！

40988 個人 家事専
業

４０代 女性 確実な脱原発のエネルギー政策を早急に計画し、実
行して行くことを切に望みます。

福島第一原発の事故から、私たちは多くのことに気づきました。
生きていく上で大切なのは、きれいな空気、水、安心して食べられる食べ物、何にも汚されていない自然環境こそがすべてであることを、多くの犠牲を払って教えられたのです。
人間ももちろん自然の一部であり、自然なくして生き延びることはできません。
経済が、産業が停滞すると言われますが、健康でなければ働けないのです。

人間のすべての活動は、豊かな自然があってこそ可能であり、自然の摂理を狂わせてしまう放射能を作り出す施設をもうこれ以上稼動させることは、自然に対する冒涜、人間の傲慢さそのもの
です。

子どもたちに安心して暮らせる未来を渡す責任が大人にはあります。
間違いを犯したからこそ、より良い方向に進んでいけると思います。

政府、電力会社、国民みんなで変わっていきたいと強く思います。
40989 個人 学生 ２０代 女性 (1)の原発ゼロシナリオを支持　原発にたよらないエネ

ルギーの在り方をいますぐに探り、その道筋を話し合
い早急に政策に反映させるうべき。

(1)福島のケースにあるように、人間、環境へ放射能汚染がすすみ長期的な被害は免れない。安全で健康な生活を冒す原発の存在を認めることはできない。
(2)原子力発電は建設、維持に莫大なコストがかかるため、国民にしわ寄せがくる。
(3)原発がなくとも電力は足りる。事実停電などは起きていない。企業も個人も節電でやりくりできている。
市民の考えを政治に反映させてください。

40990 個人 自営業 ５０代 男性 今の政府に２０３０年のエネルギー・環境に関する選
択をする能力も資格もない

今の政府は２０３０年のエネルギー・環境に関する３つ選択肢の何れを選んでもそれぞれの持つ特性を殺し、国民の不信を買い国を滅ぼす選択しかできない。決めたことを実行する能力がない
のだ。そのことを自覚し認めて土下座して謝り、どうすればいいか国民に泣きながら聞いて回る。政府は能力はなくとも誠意はあるのだという姿をみせること　話はそれからだ

40991 個人 その他 ５０代 男性 原発は、ゼロにする。日本の将来のエネルギーは、再
生可能なエネルギーを中心にしたものに転換し、原発
依存をやめる。原発ゼロの決断を直ちにおこない、順
次廃炉にむけとりくむ以外に日本の選択肢はない。

原発との共存はあり得ないことが、福島原発事故で明らかとなった。住めない地域をつくり、家族はバラバラにされ、生きる糧さえ奪った責任は、きわめて重大である。国策として原発を推進して
きた政府の責任は、許されるものでない。重大事故ということだけでなく、核廃棄物を出し続ける原発の存在は、直ちにゼロにすべき価値しかない。原発ゼロの決断を直ちにおこない、既存原発
の廃炉、計画炉の中止、廃炉に向け取組む。これまで、原発推進に注ぎ込んできた予算は、再生可能エネルギ－の研究、開発、普及のために使う。廃炉ビジネスに力を入れ、雇用を増やし、地
域経済に貢献する努力を国のエネルギー政策として位置づける。

40992 個人 家事専
業

４０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を選択します。
人間は放射性物質を無害化する技術を持っていませ
ん。そのようなものを次世代の子ども達に残すわけは
いきません。

「原発ゼロシナリオ」を選択します。

福島第一原発事故は、原発でひとたび大事故が起これば、放射性物質が広範囲の土地を汚染し、人々に危害を及ぼすことを示しました。
この事故をきっかけに、電気をたくさん使う今の生活のあり方に疑問を持つようになったのは私だけではないと思います。

原発を動かすことで莫大な電力を確保し、大量生産し大量消費をする社会は、限界がきていると思います。
これまでの産業革命にょる破壊的な社会構造を反省し、平和で持続可能な新しい時代を築いていくために、原発ゼロに向けて自分たちのライフスタイルを見直し努力していくことは、今回の事故
を経験した私たちの責務だと思います。

私たち日本国民と、また世界の人々の安全を第一に優先し、そして自然との共生をはかるためにも「原発ゼロシナリオ」という政府の決断がなされることを期待します。どうぞよろしくお願いしま
す。

40993 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発の利用はできる限り早期に０％を希望します。
再生可能エネルギーの開発への国家戦略としての注
力に期待します。

エネルギー利用にあたっては、環境負荷の低減が最優先課題だと思います。
原子力発電や化石燃料による火力発電など、周辺地域の安全性確保に高いリスクを伴う種類のエネルギー利用は、国家戦略として、見直すべきではないでしょうか。

本当の意味で「先進国」を名乗るならば、
再生可能エネルギーへの切り替えを総力を挙げて進めるべきと思います。

エネルギーの利用方法そのものについても、そろそろ青天井なやり方はスマートとは言えないということを国民全体が認識すべきではないかと思います。

自分のハンカチを携帯せずトイレのエアタオルで水気を吹き散らかし、
健康な足腰を維持するのも怠ってエレベータを多用し、
本は読まずにテレビゲーム…。

個人だけでなく企業も、企業間の協力や勤務体系の見直しによる使用電力の削減はまだまだできるはずだと思います。

たとえば各企業の始業時刻をごくローカルな地区ごとに少しずつずらしてコントロールできれば、ピーク時の通勤電車の本数をぐっと減らせるし、
省エネルギーになるばかりでなく、個人のワークライフバランスやストレスも軽減できるのではないか…などと日々考えています。

40994 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発は絶対即時廃止すべきものです。危険で不経済
の固まりです。経済性なんぞいうのはちゃんちゃらお
かしい。核兵器開発のための偽装ではないですか。
経済のためなら即刻廃止、それが一番経済的です。

長い反原発脱原発の歴史が証明しています。（私は多くの科学者の警告を聞いてきました。）その理由などを問うのは今更何をか言わせんかです。　フランスで事故が起きても日本では脱原発
はだめだったかもと思うと、起きてよかったとも思いますが、この事故でさえまだ推進を言う人たちがいる現状に深く絶望を感じます。SF的放射能除去装置でもあればよいのですが、現実は核開
発はすべきではなく、後には大きな犠牲があるのみだと、人類の英知は教えています、聞く人は多くはないけれど。

40995 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発ゼロシナリオを選びます。
自然エレルギーの開発・利用を進めてください。
省エネ・自然エレルギーを開発する、大学・企業に税
金を投入して援助してください。

原発ゼロシナリオを選びます。
1.原発に近い福島県民は「ふるさと」がなくなりました。ﾁｪﾙﾉﾌﾞｲﾘは、今だ人は住めません。ﾁｪﾙﾘﾉﾌﾞｲﾘ住民や子どもたち、事故終息にかかわった多くの人は癌で亡くなったり、苦しんでいます。
こんな事が、絶対に起こらないなど誰にも言えません。自然災害に人間は勝てません。だから「ゼロシナリオ」です。
2.核廃棄物の放射能を無毒化できるのでしょうか。その技術もないのに、原発再稼働や原発利用はありえません。日本中を核のゴミにして住めなくするのでしょうか。だから「ゼロシナリオ」です。
3.原爆を広島・長崎に使用され、福島原発事故までおきて、どうして原発再稼働に原発利用なのでしょうか。戦争やテロなどおろかな人間がいて、いつ使用するかわからない。だから「ゼロシナリ
オ」です。

「子どもたちの未来に原発はいらない」命が一番大切です。
だから「ゼロシナリオ」です。

40996 個人 自営業 ３０代 男性 原発ゼロシナリオを強く支持します。そもそも地球に生
息する生き物である以上、持続可能な暮らしを目指
し、自らの手で自らの環境を悪くするようなことはしな
いというのはあたりまえのことです。

原発ゼロシナリオを強く支持します。
2030年までに、ということならばなおさら可能なはずでしょう。議論はすぐ極論に走りがちで冷静に話し合いが進められていると思えません。今すぐ止めたらどうなる！止めないとこうなる！という
のではなく、2030年までだったら優秀な技術者がたくさんいる日本で、再生可能エネルギーを普及させることは可能だと考えます。小さなコミュ二ティーではすでにはじまっています。お金をかせ
ぎ、お金で暮らしを買うのがあたりまえになっている世の中ですが、本来、暮らしに必要なものは自分で作り、生きるために食料をつくり、それが労働であったはず。全ては人間の欲が歯車をくる
わせているのでしょうが、少なくとも、福島第一原発周辺の人たちは、便利より質素でも安心して暮らせる社会を望むようになったのではないでしょうか。また、一次生産者は一番守らなくてはい
けない職業であるにもかかわらず、原発事故では一番被害を被る職業となることを強く認識していただき、根っこの深い深い問題ではありますが、一つ一つクリアしていく努力を日本に期待いた
します。
孫の子、またその子供まで、出会うことは無いかもしれませんが、安心して平和に暮らせることを望むのは、政治家の方々も同じでしょう。
私たちは百年すらも監視し続けることはできません。未来にまで責任がもてない原発は、手遅れだろうと止める努力をするのは自然なことです。
私は原発ゼロを目指して、歩いていきます。

40997 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 男性 原発ゼロシナリオを選択します 原発ゼロシナリオを選択します。

何よりシビア・アクシデントを起こした場合のリスクが、他の発電方法の比較にならないほど高い。事故で排出された放射性物質は人も土地も死に至らしめる。

事故を起こさなくとも、使用済み燃料を無毒化する方法がなく「トイレのないマンション」と例えられているのは周知の事実。環境面からも、経済効率からも数百万年も核のゴミを保管するのはナ
ンセンスな選択。

また原子炉自体も、本来プルトニウムを得るため軍事目的で開発されたものであり、発電システムとしては熱効率が著しく悪い。その結果、熱交換で大量の海水で冷却せざるをえず、結果として
海水温を上昇させ、地球温暖化を進めている。

2030年といわず、即刻にでも原子力発電の廃止・廃炉を望む。

40998 個人 法人等 ３０代 男性 ３つの選択肢では、原発ゼロのシナリオを支持しま
す。ただし、シナリオよりも再生産可能エネルギーの
比率などを大幅に高めるべきです。

　世界最大規模の原子力発電所事故によって、多くの方々が、それまでの生活を奪われてしまいました。今も奪われ続けています。また、大きな影響がなかった地域においても、言いようのない
不安が広がってしまいました。放射能による直接的健康被害のおそれは低くなったとしても、差別や偏見は残るでしょう。

　これからの我が国に、原子力発電を続けるという選択肢はありえません。なるべく早い時期に、ゼロにしなければなりません。
　３つの選択肢の中から選ぶとするならば、私は原発ゼロのシナリオを支持します。
　原発ゼロのシナリオをとれば、省エネや再生産可能エネルギーへの投資や技術開発も今以上に高まり、今後の我が国の国際競争力を確保することにもつながります。我が国の産業がこれか
ら生き残る道もまた、原発ゼロ以外にありえないと考えます。

　シナリオよりも再生産可能エネルギーの比率をさらに高め、地球温暖化対策とも両立させることも可能だと考えます。原発ゼロを達成しつつ、化石燃料への依存度も下げ、世界をリードし続け
る環境先進国として我が国が確固たる地位を占めるような未来を、つくりたいと思います。
　政府や産業界のみなさんに努力していただくだけでなく、この未来をつくるための努力を、私どももいたします。私は、森林・林業政策を研究する者として、その実現のために働く決意です。



40999 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発の即時ゼロを望みます。福島原発は今どうなって
いるのですか？　拡散した放射能をどう回収するので
すか？　これらの問題が解決されないまま、原発の再
稼動はあり得ません。

東京電力福島第一原発事故以降、日本における原子力を制御するシステムが如何にでたらめに機能してきたのか、ということが白日の下に晒されてしまいました。
国会討論や現地の方々を含め、事故の危険が常々指摘されていたにもかかわらず、政府や電力会社は対応をしてきませんでした。
また、いざ事故が起こった後も、効果的な対応をすることなく、国民には情報を隠し、とりわけ福島の方々をいらぬ放射線被曝に晒した後も、そのことで責任を取る人は誰もいませんでした。
政府は事故対応時の議事録も作らず、原因を自ら明らかにすることなく、人々の疑心暗鬼を生んでいます。
事故を起こした福島第一原発は、１～３号機の内部の核燃料の様子も分からず、４号機を含めて未だに水をかけ続けなければいつ暴走するか分かりません。
拡散した放射性物質は、「除染」をしても到底取り除くことはできず、海洋を含めて今後どれほどの影響が私たちに及ぶのか想像もできません。
更に拡散した後に浄水場や各地に溜まって廃棄された放射性廃棄物は、どこへ持っていくのか、その持って行き場すら、決まっていません。
そして、原発で働く方たちは、日々危険な放射線被害に曝されながら、組織的にその被害を隠しながら労働が行われているという、驚くべきニュースが「日常」レベルで流れています。
これらの問題が何一つ解決されないまま、どうして原発を利用する、という選択肢があり得るのでしょうか。
上記問題に対する明確な答えをして後に、初めて原発を利用するかどうか、という話のテーブルが出来上がると思います。
原発を利用したい人は電気は足りない、といいますが、電力使用のピークを如何に回避するか、ということに傾注し、今ある火力発電所等をフルに利用すれば、それこそ知恵と工夫でどうとでも
なる問題だと思います。
また、火力発電は原発より「高くつく」とも言われますが、原子力利用は災害がひとたび起きたときに破滅的な影響があるにも関わらず、なぜか火力発電所と同等のレベルで「コスト」が語られて
いるのです。
原発を作るのに使う税金や、誘致する税金はどれほどかかっているのか。今回に事故のコストを含め、それらのコストも含めて議論すべきでしょう。
結局、原発利用云々を語ること自体、上記理由からして無理がある話なのだと思います。そして、そのことが明らかになってしまったのが、福島第一原発の事故なのだと思います。

41000 個人 家事専
業

４０代 女性 原発はゼロにしてください。電力に頼らない生活の実
現にご尽力ください。どうしても使わなければならない
電力については、原発に頼らない発電方法を探してく
ださい。

現代社会は不必要なところにも電化が進み過ぎています。
産業まで電化が行き過ぎて原発まで使わなければならないのは、おかしいと思います。
危険と隣り合わせの生活はもうたくさんです。
癌や病気になる確率を高めてまで便利や経済を追求してはいけないと思います。



整理
番号

個人/
法人等

職業 年齢 性別 ご意見の概要 御意見及びその理由

41001 個人 その他 ３０代 男性 (1)ゼロシナリオ
原発は要りません。即廃炉。

命にかかわる原発をこれ以上稼働する必要がありますか?
金の為に国民の命を危険にさらさないでください。
人の命を盾に、金儲けをしないでください。

福島の人々、特に子供と妊婦を最優先に、国の責任で避難させてください。
チェルノブイリ事故で既に結果は解っています。
大ウソをついて、大量殺人を行うのはやめてください。

本当に電気が足りないのなら、計画停電でも構いませんよ?
既に実施されていますから、危険は最小ですよね?
それよりも危険な原子力=核　発電は絶対に反対です。

国民を欺き続けても、嘘って必ずばれるものです。
その嘘が明らかになった時、現政府は責任を逃れることは出来ません。
世界からも非難され、罰せられることでしょう。

素直に非を認め、謝罪し、まずは子供たちの命を最優先に守ってください。

よろしくお願いいたします。

41002 個人 学生 １０代以
下

男性 原発はいらないです 原発を稼働しないと経済がどうだとか言われていますが、経済と僕たちの命をどう天秤にかけたらいいのかわかりません。あのような大きな地震は日本ではいつきてもおかしくありません。それ
に原発がなくても電力が足りているということは事実です。原発は一つも稼働するべきではないと思います

41003 個人 その他 ６０代 男性 原発依存をゼロにし、今すぐ再生可能エネルギーへ
の転換をはかり、将来の世代に安心、安全な生活環
境を引き継ぐことを求めます。

〇今夏、電力不足になると大宣伝し大飯原発の再稼働を強行しましたが、関電　は火力発電所を７～８基停止し、国民の安全より儲け重視の態度をとりまし
　た。また、福島第一原発事故の処理に数十年かかるといわれ、大勢の県民に
　不自由な生活をしい、帰郷のメドもたっていません。
　地震の活動期に入っているといわれる日本で、原発を再起動するという事は
　国民の安全を第一に考えるべき政府がとるべき態度ではありません。
〇原発は「トイレなきマンション」といわれるように、最終処理は世界でも
　確立されておらず、原発の稼働によりどんどん高濃度の汚染水が増え、この
　ままでは地域汚染に留まらず、全土汚染にさらされます。
〇今すぐ原子力発電を停止してください。
〇原子力発電に要している全資金を再生可能エネルギーの開発・運用に使って
　ください。早急に再生可能エネルギーに転換する措置をとってください。
〇原発依存の現立地住民の生存を保障する方法を考えてください。
〇省エネ、節電機器の開発導入のため、中小企業への予算措置を考てくださ　　い。

41004 個人 家事専
業

７０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

41005 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 エネルギー・環境に関する３つの選択肢
原発依存度(1)ゼロ

原子力発電は「リスク」ではなく「デンジャー」である。

福島第一原子力発電所の事故原因の究明もされておらず、周辺住民の故郷を奪い、広範囲に放射性物質をまき散らし、私たちが生きていくのに欠かせない農地や山林・水源・海洋を汚染し、
子どもたちのこれからの健康の保障もない中で、他の原発を再稼働するとは、日本の政府・電力業界・経済界は、いかに国民の生命より経済を優先しているかを表しています。

私は生命を最優先する社会を望みます。

農地が汚染され食糧を自給できないということが、国際社会でどれだけ危機的なことなのか、もっと自覚するべきです。

それでも原子力発電所が必要だというならば、
遠くの地方から長い電線で多くの電気をロスしながらもってくるのではなく、もっとも使用する場所の近くに建設してください。
そして核廃棄物も自分の土地で処理してください。
原発を稼働し続ける限り、放射性廃棄物は排出され続けるのですから。

あれだけ節電・電療不足と戦略的に広報しているにもかかわらず、
窓の開かないつくりのビルでは、エアコンを使用しています。
そんなビルがどれだけあるのでしょうか？
電気を使用することが当たり前の社会システムを変えることが必要です。
不要な電気使用を削減することにもっと本気になってください。
それは家庭の努力だけでは到底できないことです。

もう二度と、「想定外」と言い逃れはしないでください。
原子力発電所は生命と生活を脅かします。
だから、ゼロにしていくべきと考えます。

41006 個人 無職 ３０代 女性 30年後の原発ゼロシナリオ求めます。

困難な道のりかもしれませんが、政府には30年後の
原発0をめざして一致団結して尽力していただきたい
です。

原発ゼロシナリオ求める理由。

■
福島の原発事故で私達はあまりにも大きな重い事実を受け取りました。
このことにより私達は今からでも（あまりにも遅すぎますが）エネルギー政策の方向を急速に原子力発電から脱却していく勇気を持たなければならないと気づかされました。
今の人間の技術力では原子力発電をコントロールすることができないのは事実です。政府の皆さんがどういう説明をされようと、すでに私達の中には原子力発電に対する揺るぎない大きな不安
を持ってしまいました。
理屈ではなく生命としての危機感だと思います。

■
今後地震その他の天災または外国からのテロが起きたときに
原発が再度爆発した場合に、日本が放射能汚染によって自滅するのは明らかです。

■
2011年の原発事故時に、政府やマスコミは事実を報道しませんでした。
しかし、そこから政府やマスコミは問題点を明らかにせず、反省もしていないように思えます。また、再度同じことが起こった際に、今回のケースが繰り返される恐れがあるとおもいます。

■
原発の事故が起こらなくても、核廃棄物は今後ずっと長い年月を危険物として私達の子孫が管理していかなくてはなりません。
今現在のエネルギー政策だけのために、莫大な負の遺産を私達の子孫に背負わせることはできません。

■
以上のことにより、日本政府の原子力発電依存を30年後には0にしていただくように、強く求めます。

41007 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発ゼロシナリオを強く求めます。 2030年まで18年もあります。
日本の技術力があれば再生可能エネルギーで十分にやっていけるはずだし、是非そうするべき。何も今から諦めることはない。日本の未来のために、今ゼロを目標にしてチャレンジしていくべ
き。
放射能廃棄物ひとつとっても原発に未来はない。もうこれ以上、子孫に負の遺産を押し付けるのは止めにしなければいけない。

41008 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 可能な限り、ゼロシナリオで行くべきだと思います。 火力発電にしろ地熱発電にしろ風力発電にしろ　なんらかの事故や周りの環境へのマイナス面はあります。ですから　どんな方法にしても　リスクを避けることはできないものの、原子力発電の
リスクはあまりに高いことが判明し、それがわかっていながら、具体的な対策を提示できないのであれば、原子力発電に頼るのはもうやめなくてはいけません。
いわゆるクリーンエネルギーと言われている代替エネルギー生成方法をもっと官民あげて開発する方向へ持っていくべきだと思います。2030年までには無理かもしれませんが可能な限りゼロシ
ナリオを進めていくのが　このような大災害を生んでしまった日本が　世界の中で示していく道だと考えます。

今回友人からこのようなパブリックコメントがあるのを知りました。のぞいてみたら　たくさんのことがあるではありませんか。このようなことを　いつものお役所の申請主義にせず　もっと広報する
べきではありませんか？また、今回のことにしてもHPから当該の文書に届くまでかなり多くのステップが必要でした。仕事柄厚生労働省の文書を見ることがありますが　この場合もいやになるほ
ど何度もクリックしなければなりません。ここでは年齢の選択肢が10代以下から80代までありますが　もっと読みやすくして　多くの国民の意見を聞こうとする態度を望みます。これでは「聞きたく
ない」のでは？と勘繰られるのではないかと思ってしまいます。

41009 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ゼロシナリオを支持する。核分裂反応の完全な制御
や、放射性廃棄物の処理方法が確立されない限り、
実用化するべきではない。

・震災以前も、原子力エネルギー施設での事故が報じられる例をよく目にしていた。これほど未熟な技術を実用化していることがそもそも誤りである。

・エネルギーなくして快適な生活は営めないというが、エネルギーの需要を100%供給することは果たして必要なのか疑問である。欲望を追求して需要が拡大する一方では、資源は枯渇し、日本
ばかりか地球が破滅してしまう。国民ひとりひとりの意識を変えることで、原子力に頼らない生活は十分実現可能だ。また、核燃料資源であれ無限のものではない。エネルギー発生効率は良い
かもしれないが、有限であることに変わりはない。原子力エネルギーであっても、需要が拡大し続けることに対応できるわけではないのである。

・唯一の被爆国である日本が、震災にともなう原発施設の放射能漏れによって、再び新たな被爆者を出してしまった。あの広島長崎の惨状を経験した日本が、それでもなお原子力に頼ったエネ
ルギー案を選択することは、原爆被害者をはじめ国民に対してあまりに非礼である。

41010 個人 その他 ４０代 男性 急変による国民生活への悪影響を防ぎつつ、ゆるや
かな脱原発依存をめざすとともに、代替エネルギー技
術の開発を進め日本のウリとする方向へ進むべき。
（(1)15シナリオ）

今回の問題がここまでこじれてしまった最大の要因は、電力会社及び政府担当部門が国民からの信頼を自ら徹底的に破壊してしまったことである。現在みられる、原発に対する反発や恐怖の
中には、科学的根拠を欠く感情的なものが少なからず含まれるが、こうなってしまっては、正しい知識を伝えること自体がきわめて困難である。反対論者を説得することは、当分の間、事実上不
可能であろう。また、地震リスクに対する備えは現状では明らかに十分とはいえず、また老朽化していく既存の原子炉のリプレースも困難と思われる。その意味で、少なくとも現時点では、急激
な変化による悪影響を避けつつも、脱原発依存の方向に進まざるを得ない。電力不足への懸念から今夏の大飯原発再稼働を世論が認めたとしても、他の原発の再稼働までも同じように認めら
れると考えるのは甘い。今後は代替エネルギーへのシフトをよりスムーズに進め、むしろ今後の我が国のウリとなる技術に育てるべく研究開発を迅速に進めるべきである。

ただし、たとえそうだとしても、今後かなりの期間原発が存在することは確かであり、移行期間それらを安全に運用するためにも、必要な原子力技術を維持、開発しなければならない。そのため
の大きなカギとなるのは情報公開を通じて、地に墜ちた信頼を一定レベルまで回復することである。電力会社も政府も、これまでの態度はその観点からはとうてい評価しがたいものといわざるを
得ない。これを抜本的に改め、不利な情報も含めて開示し説明していく姿勢をひたすら続けることでしか、それは実現できない。それでも反対し続ける者は多いだろうが、一方でより中立的な考
え方の者も少なくない。真摯な情報発信を続けることで、こうした「中間層」の理解を得ることをめざすべきであろう。

41011 個人 その他 ４０代 女性 原発は　いらない。 原発は　いりません。
今すぐ　廃炉にして下さい。

41012 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 2030年までに電力を原子力発電所に頼るのは0％に
して欲しいです。

福島第一原発の事故により、東日本の汚染や食品による内部被爆など子供たちの将来の健康について不安な日が続いています。安全だと信じていた原子力発電所がひとたび事故が起これ
ば、とても広い範囲で長期間にわたって重大な被害をあたえることを今回の事故で思い知りました。将来の子供達にはこのような危険と背中合わせのエネルギーではなくもっと安全なエネル
ギーを残したいとかんがえます。

41013 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ゼロシナリオを指示します   無数の活断層が存在する日本において、原発の安全性を確保することはできないと思います。また、使用済み核燃料の処理方法にも懸念があります。
放射線が人体に与える影響は未知数です。先日、原発事故のあった福島周辺で蝶の奇形が増えているというニュースを見ました。万が一事故があった場合、被害を受けるのは人間だけではあ
りません。
原発に事故は起こらないと言えず、もし事故が起こった場合の対処方法も確立されていない現状では、原発は技術的に未熟なものであり、稼動させるべきではないと考えます。
安心・安全に生活し、美しい自然を後世に伝えていくためにも、原発は早急に廃止し、クリーンエネルギーへ転換するべきだと思います。

41014 個人 自営業 ５０代 女性 2030年のエネルギー・環境に関する3つの選択肢の、
原発依存度「(1)ゼロシナリオ」を支持します。

暮らし（電力）のために、命を危険（放射能など）にさらすのは、あまりに不自然。命あっての暮らしだと思います。

41015 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ２５％を支持します。 理由は、今の日本には今あるエネルギーにかわるエネルギーが開発されていないからです。
今、原子力発電所をすべて廃止してしまうと今後の日本に必要なエネルギーが無くなり、現代に必要な電力が確保できません。そのためにも、既存の原子力発電所を再稼働し、安定供給を確
保していかなくてはならないと私は思うからです。



41016 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 「原発ゼロシナリオ」の支持 現在の技術レベルでは、原発の安全性を立証できておりません。
国民生活を維持するために、国民生活をリスクにさらすのは、国防、国策の上で妥当な判断だとは思われません。

確かに、これまで、原発設備たいして大きく投資してきており、埋没コストを恐れる気持ちは分からずはありませんが、今回の福島の一件で、あのような大惨事が起きてしまったら、埋没コストど
ころの話ではないことが立証されたと事思います。

国策の上で、子供健康を守る事は非常に大事な政策です。
その観点からも、原子力分野から早期に撤退し、自然エネルギへの転換を実施すべきです。

三菱自動車や日産自動車が、世界に先駆けて、量産車としてＥＶの重要性に気付き、判断し、再興を果たしています。

日本の技術は世界に誇れるものです。
確かに環境技術はまだまだ高いものですが、政府が日本としての方向付けを実施すれば
かならずや、普及エネルギとして採算性を確保できるように、
廉価技術の開発が進むはずです。

ぜひ、原子力発電をゼロにし、環境エネルギへの転換を国として判断ください。
よろしくお願いします。

41017 個人 家事専
業

３０代 女性 政府に対し、我が国の原子力エネルギーの依存を即
時終了させるよう求めます。

唯一の被爆国である日本が、原発に依存した体制である事やもんじゅの事故の件など以前から我が国のエネルギー政策には疑問を感じていました。

そこへ、昨年3．11に起こった津波被害による福島の原発事故が発生し やはり今後の日本において原子力エネルギーの依存を限りなく０に近くなるよう減らすべく方向転換しなくてはならない時
に来ていると確信しました。

私は、福島原発が水素爆発を起こした様子をテレビ画面で見た衝撃は一生忘れられません。当時、二歳だった娘と数ヶ月間なるべく外出を避け 水道水を避け 被災地が産地の食物を避け 洗
濯物は室内に干し過ごしました。
今でもつよい風が吹く日には、洗濯を外には干さず 長時間の外出は避けています。こんな目に見えない不安や恐怖を感じる経験を自分の娘を含めた全ての未来ある子供たちにさせたくないの
です。

私たちが、産業社会に生き 便利で快適な生活に慣れ 原発のエネルギーに依存して来た事は事実です。けれど、それは私たちが自らの意思で望んだものではなかったはずです。いま、私たち
は仮に快適な生活を犠牲にしても もっと大切にしなければならないものに気付きました。
私たちの未来に、原発は必要ありません。
どうかこれ以上、私たち国民を失望させないで下さい。怒らせないで下さい。

41018 個人 その他 ４０代 女性 ゼロシナリオを選びます。原発がなくても電気は足り
ます。企業の省エネ、再生可能エネルギーの推進、電
気を効率よく利用する、などによって、原子力はなくて
もやっていけるし、化石燃料の出費も大幅に抑えられ
ます。

私の姉と姉の一家（子ども４歳・６歳）は、昨年の震災以前は茨城県北部で有機農業をして暮らしていました。福島第一原発の事故があって、三重県に移住しました。何年もかかって堆肥で豊か
にしてきた田畑を、姉たちは手放さなくてはなりませんでした。また周囲の人との心のすれ違いも味わわなくてはなりませんでした。そんな苦痛を味わう人を何万人も何十万人も生み出す危険の
ある原子力発電は、もうこれ以上絶対に動かしてはいけないと思います。

大飯原発3・4号機が再稼働されましたが、原子力発電がなくても、夏のピーク時の需要を賄えるぐらい電力に余裕があるのではありませんか？そもそも関電が再稼動を強行したのは、需給問
題ではなく、経営破たんを避けるためだったと聞いています。地震の活動期に入った日本で、電力会社の経営のためだけに原発の稼働を許すなど、国家として取るべき選択ではありません。

原発ゼロにすると化石燃料で多額の費用が必要になる、というのなら、まだまだ工夫できることがあります。まず節電・省エネです。LED・FHF蛍光灯、デマンドコントローラー、ガスヒートポンプエ
アコンなど、特に中小企業に助成金を出すなどして導入を加速すれば、それだけで日本のエネルギーの需要は一気に縮小すると思います。炭素税導入も進めてほしいです。

再生可能エネルギーの促進も、加速度的に進めて下さい。これまで原子力研究開発に使われていた費用（特に「もんじゅ」に使われている膨大なお金など）を、（廃炉の研究を除いて）すべて再
生可能エネルギーの研究・普及に使って頂きたいです。

また再生可能エネルギーを進めるにあたっては、これまでのような大規模な発電所ではなく、地域分散型・自給型の小さな規模の発電所にしていくという発想が必要ですから、そのような事業を
展開するための行政のシステムを作り、また再生可能エネルギーの企業を育成し、そして相互の連携を深めていってほしいです。地域に根差した発電所を作ることは、これまで過疎に苦しんで
きた地域の雇用創出にもつながると思います。

他にも、DSMなどエネルギーを徹底的に効率よく利用するありとあらゆる努力をして下さい。このようなことを進めていけば、原子力はもちろん要りませんし、化石燃料にもそれほど頼らずに日本
の電力需要を賄えるようになると思います。

あと２つ書きたいことがあります。

まず原子力規制委員は原子力ムラ出身でない人を選んでください。

もう一つ、原発作業員の医療支援体制を確立して下さい。これまで原発で作業してきた人では、被爆による労災は１０人ぐらいしか認められていないと聞いています。これまで原発を推進してき
た国と電力会社は、より少ない被爆量の人でも、医療の支援をするべきです。また福島第一原発の作業にこれまで当たってきた人、これから作業に当たる人も、ちゃんと線量の管理をし、これか
ら何年後に健康被害が出ても、医療支援の手が届くようにして下さい。そして全国すべての原発の「完全廃炉」が必要ですが、その作業に当たる方にも同様にきちんと線量の管理と、医療の保
障がなされるようお願いします。これは原子力を電力の柱としてきた、国と電力会社が最低限やらなければいけないことです。

41019 個人 家事専
業

２０代 女性 原発は即、全部止めてほしい。
すぐには無理でも将来的には全部止めるべき。

福島の原発事故は未だに収束していませんね。
それどころか手がつけられない状況なのではないでしょうか。
私も避難者です。幸せな生活を奪われました。
多くの人が、被害を受けています。

こんな事故を二度と起こしてはいけません。
日本は地震国です。再び大地震は起こります。
そのときに原発が稼働していてはいけない。

子どもたちに幸せな未来を返して下さい。

電気を作るのには自然エネルギーをおおいに利用しませんか。

生活は原点回帰で構いません。
大袈裟に言えば、農業、畜産業以外の仕事はいらない。
利便性は捨ててしまっても構わない。
そうすれば必要な電気の量は減りますよ。
原発なんていらない社会になります。

41020 個人 無職 ７０代 男性 2030年原発ゼロシナリオを選択します。「2030 年まで
のなるべく早期に」というあいまいな表現ではなく即時
の原発停止を求めます。

これまで原子力発電についての詳しい知識を持っていませんでしたが福島の事故以来勉強し、廃棄物のとてつもない危険性を知りました。現在、廃棄物の最終処分場も決まっていないし、日本
学術会議でも地層処分は無理だとの見解を示しています。このような危険な廃棄物を孫やその先の世代に押し付けることは許されないと思います。一刻も早くこの廃棄物の生成してしまう原子
力発電を止める、これ以上危険な廃棄物を増やさないようにしていただきたい。

41021 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 福島第一原発の事故を検証し、原発を再稼働させな
い。（脱原発）

地震の多い日本に多くの原発が建っていることが、非常に危険なことであることが、今回の事故での教訓だと思います。そのことをあいまいにして、原発を再稼働することに強い不信感を抱きま
す。放射能汚染が人々の生活をおびやかし、若者や子供たちの健康に影響を及ぼすこと（未来）、唯一の被爆国であること（過去）の観点からしても、原発を稼働させることは間違っていると思
います。

41022 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 「エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見
原発反対。

私は３月１１日の地震後の原子力事故で、子供を連れて母子で故郷から逃げました。
もう帰れません。
原発なんて絶対反対です。

41023 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力・核技術の推進は必ずしも過ちではない。しか
し、コスト・リスク等を透明にした上で、国民に直接意
見を問うべきである。

私個人的には、いずれは原発を撤廃すべきと考えていますが、過去、発展・開発してきた原子力技術や核技術そのものは、必ずしも過ちであるとは考えていません。技術は純粋に技術なので
すから。

しかし、その技術を商業ベースに応用するにあたって、当時の政府はそのリスクについて明確に説明をしてこなかったのです。また、燃料の輸入コストも含め、全てのコスト構造も明らかにされ
てきませんでした。また、よく調べない限り、原発から出てくる廃棄物が「（現状は）ただ貯まっていくのみである」ということも、また、「

最近になって徐々に明らかにされてきている、原発の定期点検などで働いている方々の労働実態も「公式発表」しかされていません。

それから、今回の福島の事故による損失は、政府や東電が補償した額については発表がされていますが、「原発事故に影響を受けた人民全員を、完全に事故以前の状態にまで戻すためのコ
スト」については、全く発表がされていません。本当はそれこそが「原発事故のリスクのためのコスト」であり、保証金額が事故のコストではないことは明らかです。

こうしたものを、全て透明化し、計算して発表した上で、初めて国民として「原発は（かなり不便な思いをしても）撤廃すべきだ」とするか、はたまた、「原発はリスクがあることはわかっているが、存
続させるべきだ」とするかという議論が可能になります。

客観的にこの議論を国民にさせた上で、国民投票にて、国策の方向性を決めるべきでしょう。
41024 個人 会社員・

公務員
５０代 女性 原発はいりません。 多くの国民の声を無視して、原発を推進するというなら、

原発を都会に作ったらどうでしょう。東京都内とか・・
安心安全を謳うなら、もっともエネルギーを消費する場所へ作って下さい。
それなら、国民も納得でしょう。
原発は、一度事故を起こせば、取り返しのつかないことになります。
1年前の事故を私たちは生涯わすれないでしょう。
便利よりもお金よりも欲しいものは、ささやかでも慎ましくても、
幸せに安心して暮らせる社会です。

 直ちに原子炉再稼働をやめさせる
 積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
 再生可能エネルギーの生産を加速させる
 発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
 石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

以上のことを求めます。

本当の幸せを享受する権利が私たちにはあります。

41025 個人 家事専
業

５０代 女性 ゼロシナリオを希望します。原発全廃希望。 地震大国の日本では危険すぎます。

41026 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 どうか地球を救ってください。日本だけが原発をゼロ
にしても確かに周辺国で事故が起きれば意味があり
ませんが，しかし誰かが，まず日本が行わなければと
思います。

同僚のアメリカ人から日本は北朝鮮と同じだと言われました。原発のデモの正しい人数の報道に規制をかけている，とか民間放送局のスポンサーから原発について批判的な会社は外されてい
るなど。かと思えば九州に避難し，雇用促進住宅に住んでいる友達は無料で借りられる期間がどんどん延長しているなど。
どうか総理大臣を皆で助け本当の意味での民主主義がこの日本で実現できるようお願いします。根本から日本の体質を変えなければならないときが来ていると思います。

41027 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ゼロオプションを支持します。原発に強く反対します。
一刻も早く全ての原発を廃炉し、太陽光及び風力発
電に切り替えることを求めます。水力発電については
中規模以下に限り支持します。消費側の努力もいとい
ません。

ゼロオプションを支持します。原発に強く反対します。一刻も早く全ての原発を廃炉し、安全で環境不可の少ない太陽光及び風力発電に切り替えることを求めます。水力発電については中規模
以下に限り支持します。消費側の努力もいといません。

原発のリスクは受け入れられません。また、労働者の被爆を容認することはありえません。原発のリスクを考えると、長期的な人生設計ができません。これでは、経済にも支障がでます。

41028 個人 自営業 ６０代 男性 原発ゼロシナリオを選択
もっとも今回の３択シナリオはそれほどいいとは思え
ない。
ゼロにするのを(1)2022まで　(2)2030まで　(3)2040ま
でのほうが良い。

原子力のよる発電は
進めれば進めるほど、その欠点、問題点がはっきりと分かってきている。
放射性廃棄物、できてしまう原爆材料、原発労働者の被曝、そして今回のような過酷事故、可能性の極めて低い核燃サイクル、どれをとっても害が大きく取り返しのつかない状況に陥る可能性
が高い。じっさい福島県民が受けた被害の規模は
計り知れないし、これからも長期間続く。
原発推進者からの情報は公平、公正に欠け今回の事態を招いた。そしてその反省があまりない。
原発を再稼動しなければ電気代が上がるというが、発電業者が示しているその発電コストは極めて恣意的で、その数字は信頼できない。
これから原発廃炉をすすめる必要がある。困難でコストがかかるが少しでも原発からの脱却を早くすることがこれからの世代への責任だと考える。

41029 個人 その他 ３０代 女性 (1)シナリオゼロ。原子力は安全・安定供給・効率・環
境の要請に応えるエネルギーのいずれにも当てはま
らない。安全性が確立される見通しはなく、事故被害
の甚大さを鑑みると選択肢に原子力発電を入れるべ
きではない。

福島原発事故は私たち人間が何代にもわたっても取り戻すことのできない安全で健やかな大地、水、空気、食べ物を奪い、なお多くの命を脅かし続けている。放射能がもたらす何億年という単
位の汚染は、おおよそ人間の手に負える
範囲のものではない。
原発は、持続可能な社会とは対極にあるエネルギー政策である。

原子力を選択する利点としてあげられる経済性も、事故の賠償はもとより、安全性を高めるための設備投資や、廃炉や核廃棄物処理に至るまでの費用を併せて考慮すると、全く低いものであ
る。
化石燃料と比較した際、二酸化炭素の排出量が少ないこともいわれているが、
ＣＯ２排出量の少ない自然エネルギーの開発に努めればよい。
原発の放射性物質がもたらす自然・人々の生命への被害の甚大さに比すれば、
到底、利点とは言い難いものだ。
廃炉にも、次世代エネルギーの開発にも多大な費用がかかるが、子々孫々の命を払うことを考えれば、原子力発電という選択肢はない。血税を使って、廃炉・自然エネルギーの効率化を進め
て欲しい。
また、人口減社会において、これまでのようなエネルギー消費を前提とする必要があるのかどうかも疑問である。
私たちの生活の見直しとともに、消費のあり方も変えていく必要がある。



41030 個人 家事専
業

３０代 女性 「原発０％！」で安心、安全な日本に変えていきた
い！
これから生まれてくる子供たちのため、美しい地球の
ため、そしてもうこれ以上、不安な毎日を過ごしたくな
いです！便利なモノを捨てる覚悟はできています。

原発は０％にできる！

どんどん便利になっていく世の中。モノに溢れて、一見、豊かなのかも知れませんが、何か大切なものを忘れてしまっているのではないでしょうか？

東京での子育てに行き詰まり、山梨の田舎へ移住しました。
便利ではありませんが、ゆとりが生まれました。家庭菜園をしたり、山登りをしたり、湖を眺めたり・・・

福島の事故をきっかけに、今までたくさんの電気に頼って生きてこれたことを痛感しました。
原発が恐ろしいものだということも、身を以て体験できました。

今だから、日本が苦しい思いをしたからこそ、新しいエネルギーへシフトできるのではないでしょうか？
金儲けのため、企業を存続させるために原発をうごかすことはおかしいと、子供でも分かっています。

未来の子供たちへ、自国を誇れる、豊かな環境を残していきたい。
先進国でも、エコでクリーンなエネルギー大国として、脚光を浴びるような、そんな「日本」になって欲しいです。

電力は、地元で作って消費できるようなシステムを作っていけるといいと思います。
自由に電力会社を選べるようにして欲しい。

自然破壊になるような大規模な発電はやめてください。

すでに原発がなくても、問題ないくらいの電力は、作り出せるハズです。
それに伴い、国民一人一人の暮らし方も便利さを追求せず、昔ながらの何もない暮らしに戻っていくべきだと思います。

41031 個人 家事専
業

７０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を選択します 地震国日本に原発は不向きです。脱原発を実現して、二度と原発事故を起こさないよう根本からのエネルギー政策の見直しを。そのためにも、徹底的な情報開示と広域的な議論を要望します。

41032 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロシナリオを指示 廃炉にするだけでも赤字になる原発には未来はない、一度事故が起これば放射能をまき散らすだけで回収する事はできないし国は放射能を全国にばら撒いて全国民を被曝させる事が福島で
証明されている。日本に原発はいらない。

41033 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 絶対　原発ゼロ
あれだけの事故を起こして、今でも故郷に帰れない人
たちが何万人もいるのにこれ以上の原発稼働はやめ
てほしい。

原発ゼロ
日本は地震多発国です。それなのに日本列島には５０基もの原子力発電が建設されたのは何故なんでしょう。今回の悲惨な事故の後、原子力発電に反対し続けてきた学者の方たちが一時期
紹介されていました。原子力の専門家の中にも反対を貫いてきた人たちがいたのに、彼らの意見をないがしろにしてきた結果の大惨事です。もし、原子力発電をこれからも作り続けたいなら、東
京のど真ん中、大阪のど真ん中など大都会の電力消費量の多い場所に作ってください。
大好きな故郷を大都会の電気を供給するために作られた原子力発電の事故により奪われた福島の人たちには、これから大変なことが待ち受けていると思います。過疎の町に負担を押し付け
ず、原子力に頼らなくても地域が生きていける政策を実行してください。働き口がなくなるとか町の活性化が失われるとかよく地元の人たちの発言が紹介されていますが、原子力以外の産業が
あればそれが一番いいはずです。
原子力発電がゼロ稼働となった時も、ちゃんと世の中は動いていました。原子力は人間が操ることなどできない代物であることも証明されました。
絶対原発ゼロにしてください。
今からゼロを目指したとしても、残された大量の放射能汚染物質をどう処理するかも決まっていないのです。
後世に負担を強いるわけにいかないのは財政問題より放射能の問題です。
真に人間を大事にする政治を行ってください。

41034 個人 自営業 ３０代 女性 地震の多い日本に原発があり恐怖を感じます。福島
県での事故で危険が分かった今、一刻も早くに止める
べきである。

これからも、安全で豊かな日本に住むため。安全な国を次の世代へと残すため。地球全体が放射能汚染されないため。
人間だけでなく、あらゆる生物が安全に暮らしていける世の中を、守りたいし守るべきである。  危険だと分かっているのに続ける意味が分からない。いらないものは、いらない。

41035 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原子力発電は、今後０％でお願い致します。
足りない分は、火力で可能。この資源は向こう一千年
は枯渇しません。政府は、きちんとした金額で原油や
天然ガスを購入して下さい。

原発を稼動させるためには、万一の事故(福島のような)の場合に、どのように国民を被曝から守るのか、が明確に手段として決められ、国民に示されねばなりません。
福島の事故の後でも、その手段や方策が全く示されずに、原発の安全性が確認されたなどという欺瞞でもって稼動させてしまう政府を、国民は信用出来ません。
どうか、経済ではなく、まず最初に国民の安全と健康を考える政府となって下さい。
今だけ良ければいいではなく、将来の国民を守って下さい。
女性の体内にすでに存在する、将来の国民となる卵子を、放射能から守って下さい。あなた達の子孫を守って下さい。
そういう視点で考えると、原発はもうこれ以後、稼動させてはならないし、大飯原発も即刻停止すべきです。
歴史に残る悪政となるか、ここで軌道修正できるか、政府の皆さんの肩にかかっています。
どうか、どうか、お願いします。

41036 個人 学生 ２０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します。 日本の未来の為に、原発はなくした方が良いと考えている為。

41037 個人 無職 ２０代 女性 2030年までに原子力発電所の数を0にするシナリオに
賛成します。

まず昨年の福島第1原発の事故を目の当たりにし、原発の安全性に対して不信感を持っています。
また、事故後の国、県、電力会社の対応にも不満や疑問が多く残ります。

核廃棄物の処理方法や場所も不明なまま原子力発電を続けて行く事には賛成出来ません。
できる限り早急に原発を0にしていきたいです。

地元の雇用問題などもあるでしょうが、結局事故が起きた時に一番被害が大きいのはその原発がある地域です。
福島の事故では多くの放射性物質が海の方向へ流れましたが、他の原発で起こった場合についてもっと予測し周知すべきです。
そしてこの様に一部の意見になってしまうようなコメントの求め方ではなく、国民全体で議論する場を設けるべきだと思います。

原子力技術(特に廃炉技術)に携わる人材育成には力を入れて頂きたいと考えますが、発電や廃棄物の再処理に関しては撤退して頂きたいです。
その為に電気料金が高くなるとしても、それは正当な金額なのだと思えます。

電力自由化にももっと踏み込んでいただきたいです。

41038 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 できるだけ早期の原子力発電の廃止及び原子力発電
施設と核廃棄物の処理。
2030年時点では原子力発電0であるべき。

原子力発電を廃止し、核廃棄物を処理するには様々な困難な問題があると思われますが、叡智と予算を結集しやってのける目算が立って行く過程の中から現在より高度な技術、思想、文化等
が産まれ、発展する可能性があると思います。現在の閉塞的な現状からの脱却への良いきっかけではないか？
この件については知識人から一般人まで、意識を持って具体的に出来ることが多々あると思われます。まず民の意識を閉塞感の無い未来に向ける為にも、2030年時点での原子力発電0%の方
針を打ち立てて頂きたいと願います。

41039 個人 学生 ３０代 男性 ゼロシナリオを支持。(1)被ばく労働の犠牲でなりた
つ、(2)事故があれば地域を壊滅させる、(3)情報隠ぺ
いがつきまとう、(4)廃棄物の処理が非常に困難であ
る、原子力発電はゼロにする方向へ、いますぐ決断す
べき。

ゼロシナリオを支持する理由は、以下の４つであり、それらは日本が民主的な社会として発展することを阻害する要因になっている。逆にこれを転換すれば新しい価値観を世界に打ち出すこと
に日本は貢献できるはずである。
第1に、原子力発電には、必ず被ばく労働を伴う。こうした人々は低所得者層、とくに日雇いの労働者たちによって支えられ、健康を売って働かざるを得ない人々の犠牲でこの発電が成り立って
いる。放射線管理のための検査機に鉛版をつけて許容量以上の労働をさせた企業があったことが報道によって明らかになったが、利益のために働くものの健康が犠牲にされているケースがあ
ることを私たちは知った。このような犠牲の上で、安穏と生活するわけにはいかない。私たちは節電をし、新たな対策を施して、こうした一部の不幸の上になりたつ豊かさという社会の仕組を改
めていかなくてはならない。
第2に、事故がおこれば地域は壊滅的打撃を受ける。すでに戻れない土地となった場所がある、福島の浜通り地域の被災によって深刻な形で示され、いまでもその苦悩は地域の住民のなかで
続いている。いまなお生活している地域でも人々の絆と心が分断される。放射線の被害は眼に見えないために、限りなく過小評価をする立場と、過剰反応をする立場を両極として、様々な反応
が人々の間に現われ、地域内の対立・人間不信・行政不信なども問題となる。こうした現に起きている状況そのものが、原子力災害の困難性を物語っている。こうした複雑な複合災害を引き起
こす原子力は、存在そのものが、社会の秩序を脅かす非合理的なものといえる。
第3に、様々なレベルの情報隠ぺいが引き起こされ、責任を持つべき政府・大企業の不信が最大限に広がった。これは原子力を利益優先の大企業が管理し、政府が推進するという構造で必然
的におこったことである。また事故後の全国への放射線飛散情報、現在の放射線被害についても、いまだ多くの報道されていない事実があることは、ネットメディアやフリー・ジャーナリストによ
る取材でも明らかである。マスメディアの在り方もゆがめられている。ゼロにするまでの原発に関する情報伝達の制度にも新たな改革が必要である。
第4に、廃棄物の処理は完全なかたちではほぼ不可能に近い。それを遠隔地、そして日本国外へおしつけながら、これからもこのエネルギーの使用を続けるのか。まったく持続可能なエネル
ギーとは言えない。とりわけ、これから発展してくるアジアの国々とくにモンゴルなどにその処理場をつくろうという計画に反対する。現在あるものについては我々の世代の責任で、最大限の努力
で最小限のリスクにとどめて国内で管理していくしかない。これ以上の危険な廃棄物、持っていく場所のない放射線廃棄物を増やすことは許されない。
これらの深刻なリスクを回避し、原発ゼロのシナリオへ大きく舵をとる時である。

41040 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオを支持し、今すぐ原発ゼロにする。 ゼロシナリオを支持し、今すぐ原発ゼロにする。
福島第一原子力発電所の事故が収束していないこと、また事故による放射能汚染がおびただしい数の人々に今後、健康被害をおよぼすであろうことは、既に多くの国民が知る事実でありま
す。今後、この事実は、さらに多くの国民に知らされ、また、海外にも広まることは必至でありましょう。私は、政府は、その立場から、これらの情報が国内外に広まることは、国の経済的破綻をま
ねくのではないかと危惧している、ように感じています。もちろん、国の破綻を回避することは政府の重要な任務であります。しかし、その方策として、既に斜陽である原子力発電を一定程度維
持、復活させ、それによって、国民に対し、事故への不安、健康被害への不安を払拭させることに利用することは、原子力発電が人間の制御不可能な危険な技術であることが、世界の先進国で
共通の認識であることからして、許されるべきではないと思います。ですから、まずは原子力発電を放棄し、事故の収束に全力を上げて取り組み、健康被害を最小限に食い止めるための努力を
し、それらによって、国の破綻を回避させること。それが、いま本当に政府がなすべきことなのではないか、と考えます。

41041 個人 家事専
業

３０代 女性 脱原発を支持します。シナリオ1を目指す以外、
私たちの子孫や、諸外国に対して申し訳のつく道は無
いと考えます。

脱原発を支持します。もう過去に事故を起こして放射能汚染を起こしてしまった以上、シナリオ1を目指す以外に、
私たちの子孫や、諸外国に対して申し訳のつく道は無いと考えます。

41042 個人 家事専
業

５０代 女性 日本の未来のために福島第一原発のような事故を繰
り返すことはできません。
再生可能エネルギー促進を実践し、2030年までに原
発に頼らない社会とする「ゼロシナリオ」を支持しま
す。

上記意見概要と同じ

41043 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 「原発ゼロシナリオ」でお願いします。 これからの日本の未来のために、ぜひ原発を止めて廃炉にすると同時に、新しいエネルギーの研究に力を入れてほしいです。

本当にこの日本がダメになってしまう前に、ぜひお願いします！！

41044 個人 その他 ３０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を支持します。 原子力発電所で使用される燃料の採掘では他国の人たちの健康的に生きる権利を脅かし、発電所の現場では労働者の健康を犠牲にし、事故を起こせば汚染を世界にひろげ、原子力発電とい
う選択をしていない子どもたちが放射能の一番の犠牲になっていく：弱いものたちから犠牲になっていく、そんなシステムの上にしかなりたたないような電気は使いたくないです。

41045 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します。 日本の豊富な自然エネルギーとそれを作り出す
素晴らしい技術にこそ、沢山のお金をかけてほしいです。
恐ろしい原発事故が二度と起こらないために、
脱原発を強く望みます。
子どもたちの未来を守るために。。
なにとぞよろしくお願いします！

41046 個人 家事専
業

５０代 女性 早急に一日も早く今動いている原発の停止及び廃炉
を強く望みます。「原発はできる限り早くゼロにする。」
ということと、「完全廃炉」希望します。

米国は福一の惨事の実情を知っています。NRC原子力規制庁は使用済み核燃料の放射能漏れの問題は大災害につながると判断、19のライセンスを取り消しました。【経済的にも採算が合わ
ずと判断】したからです。http://www.examiner.com/article/nrc-suspends-nuclear-plant-licensing-for-lack-of-nuclear-waste-disposal

41047 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

41048 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 ０シナリオを選択します。
即刻全ての原発を停止すべきです。

地震の巣のような日本列島に、大災害が起これば人の手で制御できない原発が５４基もある(あった)なんて、狂気の沙汰に思えます。大飯原発の再稼働の安全性を審査したのは、福島第一が
メルトダウンした遠因を作った、いわゆる「原子力村」の人間ではないですか。そんな人間たちが言うことなんて全く信用できないばかりか、この後に及んでまだ多くの人々の命より目先の経済
(金)が大事なのかと、怒りを覚えます。今年は猛暑の日が続いたのに、東電管内では計画停電の気配も見られない。電気は足りているじゃないですか。原発分の電力は当面化石燃料等に頼ら
なければならないでしょうけど、国が再生可能エネルギーを強力に推し進めれば、二酸化炭素の削減も含めて、日本の技術力なら絶対達成できると思います。

41049 個人 家事専
業

４０代 女性 原発ゼロシナリオ。原発はゼロにしてほしい。 福島第一原発の事故はいまだ収束しておらず、先がまったく見えない不安に日々脅かされています。
一度事故をおこすと甚大な被害が出てしまうエネルギーに頼ることはできません。

原発にかけるお金は自然エネルギーの開発にかけてほしいです。



41050 個人 自営業 ５０代 男性 原発は０に。この地震列島に原発はあまりにも危う
い。昨年の事故では国土の一部を失ったに等しい。廃
炉核処理技術を世界一の産業に。発送電を分離し自
然エネルギーを国策で開発。世界をリードして日本を
再生せよ。

[原発を廃す理由]
どんなメリットがあろうと世界一の地震国日本では事故は起こりうる。廃棄物処理の見通しが見えない。周辺を含めた長期的なコストを考えると経済的合理性もない。

[すぐ０に]
大飯原発を再稼動しなくてもこの夏電力が足りていたのが明らかになった。直ちに発送電を分離し再生可能エネルギー発電を国策として推し進めれば化石燃料の輸入過剰による経済的ダメー
ジも、CO2問題も一時的なものにできる。

[立地自治体振興]
原発を廃炉するには時間も人手もかかる。廃炉産業、核廃棄物処理産業を育てる。再生可能エネルギーを重点立地し１次産業も含めて地域循環型の有機的コミュニティー、ネットワークを進め
る。

[エネルギーの可能性]
地震国、火山国として地熱発電を景観や温泉源に影響を与えぬ範囲で強力にすすめる。風力や水力もソーラーも小規模なものを分散するほど安定するし事故の個別対応も容易である。またバ
イオマスも荒廃する日本の森林をエネルギー源として再生の一助になるだろう。

[省エネの可能性]
今後の人口減などを考えれば今後エネルギー需要が拡大するとは考えづらい。自然循環型の空調や緑化、雨水、再生水利用など日本が得意とする工夫が全体としての省エネにつながるだろ
う。また太陽熱温水器、地下の安定した温度の活用など、直接自然を利用した省エネも可能性は大きい。ＬＥＤはじめ家電の多くが低圧の直流で動いている。低圧直流を直接利用できるように
すれば小規模発電、蓄電の効率は飛躍的に拡大するだろう。

[長期的展望]
世界的にも振興国を除いて脱原発の方向性は進むだろう。そこで日本が選択する道は明らかだ。原発を輸出などしている場合ではない、まず再生可能エネルギーを安定したシステムとして小
規模なものからある程度のプラントまで英知を集めて研究開発し実用化する。これは新興国には大歓迎されるだろう。そして、廃炉技術の確立、核廃棄物の処理、保管技術の研究開発。最終
処分場が確定しない現在、いかに安全にコンパクトに中間貯蔵するかは喫緊の課題だ。これを世界に先んじて進めれば
これも世界に大歓迎されるだろう。

近代の経済原理は破綻した。あたらしい価値によりそい
これらの事を利害調整し実行するのが政治の役割である。

41051 個人 自営業 ５０代 男性 原子力発電所全廃 現在のこの国の支配層の腐り具合の象徴たる原発は即時停止撤廃すべき。

41052 個人 自営業 ４０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

41053 個人 学生 １０代以
下

女性 私はゼロシナリオを主張します。 　私はテレビやラジオで沢山流れている原発賛成派の意見を聞いても、原発が必要だとは感じられませんでした。
　原発存続を主張する人たちは、未来の技術を信じすぎです。今人間がそんなに恐れている力をどうしてすぐ近い未来に実現することができるでしょうか。原発を推進する大人は、どうしても目
先の利益を考えていて、100年後、200年後の地球を考えているとは思えません。ハルマゲドンでも信じているのでしょうか。
　私は子供たちの未来を思いやれないおとなはバカだと思います。ゆえに、ゼロシナリオを主張します。

41054 個人 その他 ４０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます 他者や自然と共生する道を模索しなければ、人類全体が生き残れない時代にあると感じます。原発は確かに電気を生みだしますが、その前後で犠牲にするものが多すぎ、しかも後戻りもでき
ず、誰のため、何のためのシステムかが理解できません。

41055 個人 家事専
業

３０代 女性 (1)ゼロシナリオを選択します！
2030 年までのなるべく早期に原発比率をゼロとする。

ゼロシナリオを選択します！

「2030 年までのなるべく早期に原発比率をゼロとする。
最終的には再生可能エネルギーと化石燃料からなるエネルギー構成となる。
化石燃料の依存度を極力下げ、他のシナリオとそん色のないレベルまでCO2 の排出量を低減するために、
広範な規制と経済負担で、相当高水準の再生可能エネルギー、省エネルギー、ガスシフトを実施する。」

とありますが、2030年と言わず、国内の原発施設すべてを即廃炉にし、原発由来ではない電気を使いたい。

大飯原発しか稼動していない状況を見ても、原発に頼らずとも電気が足りているのは明らかです。
大飯原発も電気が足りないと言って国民を脅し、無理やり再稼動させたものの、電気が余っているので火力の施設を休ませる始末。

日本国内には多くの活断層が存在し、福島原発の事故から1年半近くたってもまだ収束のめどすら立たない現状を鑑みても、いつまた大きな地震が来るかわからないので、原発施設はすべて
今すぐ廃炉にするべきだと思います。

41056 個人 家事専
業

４０代 女性 原発なんかいらない！今すぐ廃止しろ！ 国民をこれ以上危険にさらすな！



 まず、結論
「2030年　ゼロシナリオ」。

■【目次】
　◆　理由
　◆　短期対策
　◆　長期対策
　　　★　埋立　と　防潮丘森
　◆　結論　その他

　◆　理由
(1)　過去10年間に2000ガルを超える地震が、国内で3回以上も観測、

　にもかかわらず、ストレステストの耐震基準がその値よりはるかに低いこと。

　対策実施も2013年度以降なのになし崩しに再稼動していること。
　

(2)　事故後の環境調査、医療体制（内部被ばく調査）不備があること。

　例）周辺住民が受診を希望しているのに、
　　　　放射能関連の指定医療機関が受診拒否している現状。

　
(3)　原発周辺の準備体制に不備があること。

　例）万が一の為のヨウ素剤の備蓄と配布場所が不明確。

　例）警報の発表時期が遅い。大飯原発で13～3時間。

　◆　短期対策（2年以内）

・　汚染地域の補償の早期実施

　東電任せではなく、手伝いと監視を兼ねて
　政府・環境省・経産省～も人を出す。
　（補償の処理速度ＵＰ）

　また、裁判に向けて、大量の国選弁護人を準備。
　似た案件・地域を取りまとめて不満の減少を図る。

・　放射能関係の指定医療機関の一般開放。（上記・理由(2)）

・　稼動してから30年以上の原発の即・廃炉。（上記・理由(3)）

・　万が一の事故への準備として、
　「全原発の半径200km以内に触れる全郡市町村」民全員への
　ヨウ素剤・4週間分の事前配布。（上記・理由(3)）

・　転作の研究・指導・工場建設

　食品～バイオディーゼル用の作物に転換。

　種や茎など放射性物質を吸収した部分については、
　新設工場で分別し、焼却しないで埋立（下記★）

・　公共の建物の屋根に太陽光発電の設置

・　全公務員のワーク・シェアリング化

　休日シフトを　平日／週2日　に限定。

　勤務時間も　7～10時と18～21時の　1日6時間を基本とする。
　（効果　：　強力な　電力のピークカット）

　時間分の給与をカット
　（効果：節税　25％=6/8）

・　道州制　と　市町村合併
　　重複人員を食品のベクレル検査や産地偽装Ｇメンに転属

　◆　長期対策（3～18～50年～）

・　浜岡原発やもんじゅ他、危険度の高い原子炉～順次廃炉。

・　廃炉　+　コージェネ

　　使用済み核燃料の崩壊熱を
　　イソペンタンやアンモニアなど冷媒で冷却しながら
　　バイナリー発電

・　自然エネルギーの創エネ比率を高める

　　　+　揚水発電との連携
　
　　　+　日本海側のメタンハイドレートも積極的に調査、開発。

　早期の実用化を目指す。

・　電力会社10社は発電能力のある企業～電力を買う。
　　（鉄鋼系などは大規模発電設備を持っているが、
　　　　現状余っても電力会社へは売れない）

　　（効果　：　ピークカット　・　非常電源の確保）

・　電力会社の広告の禁止
　　（効果　：　マスコミが真実を早急に伝えられる様に）

　　（罰則　：　独占の剥奪・企業解体・発送電分離）

　　　★　埋立　と　防潮丘森

　a)　福島第一原発～半径10km地点の海岸2点に
　　　　工事現場の産廃入れのコンテナ（8t以上）を設置。

　b)　コンテナに投入
　　除染で出た表土・アスファルト、
　　汚染バーツ（樹皮を剥いだもの、
　　　　　　畜産の敷き藁や飼料にも使えないで大量に滞留）
　　汚染ガレキ　など
　　（効果：コンンクリートの骨材代わり）

　c)　モルタルで固め（効果：放射性物質の閉じ込め）たら、

　周囲にコンテナを設置、　a)～c)を半円状に繰り返し、、、

　最終的には、

　半径10km以上の埋立地を作る。
　　（その中央部の元海底地下を
　　　使用済み核燃料の最終処分地とする）

　比較的汚染度の少ない土で高さ10m以上盛り土し、

　その丘に植樹、

　防潮森と化す。

◆　結論　その他

・　18年もあれば、全原発の廃炉は開始可能と考えます。

・　再稼動は、白紙撤回。国会で議決。

・　現体制で40+20年も稼動延長なんて危険過ぎます。

・　規制庁・人事に

　　京都大学　小出裕章氏　・　今中哲二氏　（原子力研究）
　　後藤政志氏（元東芝原発設計、構造設計）
　　肥田舜太郎氏（医師）

　　など、　物理学・医学・疫学・ジャーナリズムに
　　精通した人を推薦します。

・　瓦礫の広域処理は拡散・濃縮されるので論外。

41057 個人 自営業 ４０代 男性



41058 個人 その他 ４０代 女性 エネルギー・環境に関する選択肢において原発は全く
いらないです。
全ての原発の排除を要求します。

原発の存在は地球環境の破壊を招くというのがわかっているので今後世の中から完全に抹消されなければならないと考えます。なので電力は自然エネルギーだけで出来る範囲でやっていか
ねばならないと思います。

41059 個人 自営業 ６０代 男性 原発ゼロに賛同します。たった一ケ所で起きた事故の
収集が付かない現状と、活断層との関連で、将来い
つ起きるか知れない状況では安心して事業を拡張な
ど当分考えられません。安全な国にして頂きたいで
す。

原発を稼動しないと経済が後退するとか言われますが、当然のこととは思いますが、代替エネルギーに移行する事で別の経済効果が生まれるのでは？
万が一、国内の原発で事故が起きたら、日本のいたるところが多かれ少なかれ何十年、何百年と汚染され続け、経済がうんぬんどころでは無いと思います。

41060 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発ゼロ、代替エネルギー推進をお願いします。 安全が保障されないことが今回の福島の事故で明らかになったからです。
また今まで議論されなかった使用済み燃料の問題もクリアになっていません。
未来のために原発は廃止するべきだと思います。

電力不足も、極端な節電ではなく乗り切れることがわかりました。
無駄な電気は引き続き使わずにいるべきです。
夜の街はそこまだ明るくなくてもよいし、家庭内の節電もまだまだできます。
電力不足の情報も原発再稼働のため意図的にされているような気がします。
今こそ日本が代替エネルギー技術を推進することで、エネルギー分野で
世界をリードすることができるようになると考えます。

41062 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 2030年に原発をゼロに 2030年に原発をゼロに
使用済み燃料の処理にかかる膨大な時間と、コストと、リスクを考えると
原発を新設することは考えられませんし、リスクがある立地の原発を
再稼働することも、老朽化した原発の再稼働もありえません。
原発を使わずとも生活出来る日本へ、原発以外のエネルギー産業をリードする日本へ、産業界、経済界が頭を切り替えて行かなくてはなりません。

41063 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロシナリオを選択します 何故、私たちが選んだ代表である政治家の方々が、私たちの代表としての職務を全うしないのか、怒りを通り越して、あきらめさえ感じます。
選挙そのものにも疑問すら感じます。
それとも、あなた方は一企業である電力会社の代表なのでしょうか？
原子力による発電がなくとも、私達、日本国民は困る事はありません。
この一年間で、私たち国民はそれを証明しました。
今度はあなた方が、私たちの代表であることを証明してください。
私たちの日本と言う国の素晴らしさを世界に証明してください。
私は原子力による発電と言う選択を一切拒否します。

41064 個人 自営業 ４０代 女性 原発反対です。日本中に汚染物質を振りまかないで
ほしいです。
被災地の瓦礫は被災地で処理すべき。

次世代の子供たちのために、安全な環境を用意してあげたいのです。

41065 個人 家事専
業

３０代 女性 原発依存度ゼロ希望。事故リスクはもちろん，核燃料
廃棄物の処理問題がある。これ以上子孫に負の遺産
を残すべきではない。様々な環境問題があるが，放射
能汚染は地球の自浄作用による再生が極めて困難だ
から。

同左

41066 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 全原子力発電所の即時廃止を要望します 原子力発電導入時の「絶対に事故は起こりえない」「断層の上には絶対建てない」「あらゆる危険性を想定して危険をクリアーしている」との確約はすべて破られています。過去に実際に起こって
いる災害レベルにも想定外という無責任な言葉に終始し、断層の上に多くの原発が建てられ、様々な危険性も指摘され、実際にたまたま大事故に繋がらなかった事故も限りなく有る様です。設
計者の設計時の指摘も一蹴されたと聞きます。
福島原発の事故処理もおぼつかないでいる中、こうした中で建てられた原発を電力が足りなくなるから再稼動させるというのは狂気としか思えません。
仮に電力不足があったとしても他の手段を政官民協力すれば見出せるはずです。真剣に検討もせずに電力会社保護の結論が先に有りきで、そこに持って行こうとしているのが見え見えです。
利権と癒着を疑りたくなります。
今東海地震、東南海地震、東京直下型地震が取沙汰されています。狭い国土にひしめく原発のあと一つ二つが福島と同レベルの事故を起こせば小説の「日本沈没」を地で行く騒ぎとなります。
福島がチェブノフと同程度の事故であったならすでにその事態となったでしょう。
目先の利益でなく、私達の世代で子供たちに自信を持って引き渡せる安全な日本にしましょう。原発は要りません。
日本を千年が万年に１度の災害であっても沈没させてはいけません。

41067 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発ゼロシナリオを求む ひとたび事故がおきた時に、被害が何世代もあとまで続く。

41068 個人 その他 ４０代 女性 増税反対 弱者をいじめ、大企業を優遇し、財務省を喜ばすだけの消費税増税は
決して許されません。
撤回して下さい。

41069 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 女性 危険な原発は直ちに廃炉にし、将来的にゼロにしてく
ださい

百歩譲って原発を現状維持のままとしましょう。
まず、核燃料物質の処理場所はどこになるのですか？
フクイチでメルトダウンを起こしたあなた方に、
百万年も管理できるのでしょうか。

そして、「経済が衰退する」という問題です。
新しいものが生まれれば、古いものは淘汰されるのは自然の摂理です。
ただ、古いものの痛みを工夫次第で和らげることができるのではないでしょうか。

もっと知恵を絞ってください。私たち国民がアイディアをだしますので。
そのために、パブコメも募っているのでしょうが、
あなた方のやる気が微塵も感じられませんよ。
もっとTVCMなど大々的に告知するべきではなかったのですか？
締切もしらないうちに延長されたり、本当にいい加減な仕事してますね。

最後に、あなた方電力会社および政府を信頼をおいていません。
このパブコメですら意見を取り入れてくれるのか、望みは薄いと思っています。
どうせ、自分たちの都合の良い所だけ取り入れるのでしょう。

41070 個人 家事専
業

４０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を支持します。 　福島第一原発の事故以来、残念ながら私たちは放射能の恐怖から逃れられない暮らしを強いられることになってしまいました。
　外部被曝から内部被曝へ。どうしたら少しでも子供たちへの影響を少なくできるか、親としてそんな心配をしながら子育てをする世の中にこの日本がなろうとは思ってもみませんでした。
　未来を残したい。
ただそれだけです。

41071 個人 家事専
業

３０代 女性 ゼロシナリオ支持、ただし日本に存在する原発は即時
停止・廃炉にすべき

わざわざ健康を犠牲にしてまで原子力で発電する意味がどこにあるのでしょうか。

以前から多かれ少なかれ原発には放射能漏れ事故が起こっています。
幾ら注意をしていてもエラーは起こります。
電気事業者は管理・監督する立場と「なあなあ」で事を運び安全を蔑ろにする現実、天災だって何時起こるかわからないし、テロの攻撃対象にだってなりうる。

原子力を使った湯沸し発電機には大きなリスクを伴うという事が、震災ではっきりしました。
原発に関わる作業員・周辺の住民・日本に住む人々に健康不安を及ぼす発電システムなど、地震の巣窟であるこの日本にはもう無いほうが良いのです。

使用済み核燃料や汚染物質の処分すら持て余している現状なのに、これ以上増やしてどうするのですか。
地熱、風力、太陽光、メタンハイドレート等、やれることから直ぐに取り掛かれば良いのです。
少なくともこれらの発電で後々の健康や次の世代に重大な被害が及ぶとは思えません。

ゼロシナリオも結構ですが、2030年からなどどぬるいことはせずに、いま日本にある原発は即時停止・廃炉にすべきです。

41072 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 原子力20-25％に賛同します。
原子力災害は大変つらい出来事でした。しかし、事故
と日本のエネルギー政策は分けて考える必要があり
ます。

原子力政策には放射線理解は必須です。そして、今回の事故でも明らかになった通り、放射線に対しては小さな子どもたちとその保護者が最も不安を抱えました。これから生きる人生の中で、
ずっと頭の片隅に不安を抱え続けなければなりません。

日本の原子力の比率に拘わらず、世界では400基以上の原発があります。地球上からこれをなくせいないのなら、二度とチェルノブイリ、フクシマの苦しみを負わないために、原子力安全向上は
当然のこと、放射線を知らないがために家族が離散するようなことがないために、いたずらな風評被害に苦しむことを少しでも緩和させるために、初等教育からの放射線教育を行ってください。

また、太陽光、風力発電に過度の期待をもたせるような風潮がありますが、自然エネルギー＝安全　と美化してはいけません。今まで大地に、空間に注がれていた、そこにあるべきエネルギー
を人間のために流れを変えてしまうことにもっと危機感を持ってほしいと思います。
長い時間をかけて、思わぬ取り返しのつかない影響が及ぶことは、十分予測されます。

エネルギーに完全なものはありません。折り合いをつけて選択していく胆識が求められると思います。

41073 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 1海外が日本の技術を活用し、原発建設を進めてい
る。今回の事故を教訓にし、撤退ではなくより安全な
原発を作り、世界の原発の安全に寄与すべき。
2原子力技術を有していることは、安全保障上抑止力
になる。

1海外が日本の技術を活用し、原発建設を進めている。今回の事故を教訓にし、撤退ではなくより安全な原発を作り、世界の原発の安全に寄与すべき。
2原子力技術を有していることは、安全保障上抑止力になる。

41074 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 男性 原発必要ないです。必要なのは健康です。 概要と同じ

41075 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 段階的に0%にするのではなく、ただちに0%にすべきだ
と思います。

あれだけの重大な事故が起き、二度と住めない地域を作ってしまった時点で、原発に頼るのは諦めるのが普通の考えだと思います。

原発はいらないその他 ５０代 女性 電力足りぬというが自家発電の震災後増強分は原発6基分相当
 
http://www.news-postseven.com/archives/20120605_113480.html　ポストセブン
 

彼らが節電を叫ぶのは、原発を止めたくないからhttp://www.news-postseven.com/archives/20110628_24218.html 　週刊ポスト
 

２０１１年度の夏の電力需給試算結果に「6％余裕」というシナリオがあったことが発覚
 
http://hiroakikoide.wordpress.com/2012/01/24/tanemaki-2012jan23/ 　京都大学助教小出氏非公式ブログより
 

あえて需要を過大に見積もり、他からの受電を減らし、足らないように見せている。
 
http://www.taro.org/2011/10/post-1109.php 　自民党　河野太郎氏ブログより

原発を止めて地熱にすればいいと言うと、日本から寄付をしてフィリピンに作った地熱発電所の写真を持ってきて『山がこんなふうになる』と、山が炭酸ガスや硫黄酸化物によってすっかり枯れて
しまった写真を見せてこれでいいのかと言う。そうすると原発反対派が縮こまるがそんなんじゃない。
 

まず、日本が熱のない国だという洗脳を解かなければいけない。日本は熱の宝庫。原発が無くてもそれに取り組んだら十分やっていける。
 

そう言っても当時の日本人はそうは思えなかったがそろそろ日本人は目を開かないと。
 

僕が50CCのバイクを買って全国の反原発の旅に出た時に北海道の知床半島カムイワッカの滝（＊）で露天風呂に入れるし、下ってくれば指宿でも入れるし日本は温泉だらけ。
 

41061 個人



41077 個人 その他 １０代以
下

女性 ゼロシナリオ
原発は即停止・即廃炉

人間には制御出来ない原子力発電は危険なのですぐにやめてください。
将来お嫁さんになって、かわいい赤ちゃんを産みたいです。
日本に住めなくなったらいやなので、原発はすぐにやめてほしいです。
野田総理さんには正しいことをしてくれるようによくお話して下さい。
学校でも総理大臣がおかしいと話題になっています。
ハーフの子が外国の親戚からこっちに来るように言われていて、日本の偉い人はくるっているから、すぐに逃げてきなさいと言われたそうです。
ほんとうにそうだと思います。
私達が大人になったとき、ちゃんとした社会で暮らせるようにしてください。
よろしくおねがいします。

41078 個人 家事専
業

６０代 女性 原発依存度０％。
人類を滅ぼす核の汚染をこれ以上拡げるな！が３・１
１の教訓。
５４基すべてを廃炉すべし。

この時代、未来を生きる子らに負の遺産を遺すことになった私たちの罪は、原発に頼らない自然再生エネルギーへの即転換の道選択しかない。
命より原発を選択すれば、もう取り返しがつかない日本になり、この地球の命全てを滅ぼしてしまう。
被爆者・被曝者・フクシマの人々の苦しみ悶える声、核の廃絶を命の限り叫ぶ声が聞こえるなら、原発再稼働も１％もありえない！
今こそ廃炉への険しい道を選択し、放射能に汚染されてしまったこの大地や海を、英知を集めて元へ戻す努力をすべきです！それこそ国の責任です！

41079 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ゼロシナリオしかありません。再稼働もやめてほしい
です。狭い日本の国土が汚染された ら、どこにも住め
なくなります。

日本のそして世界の未来を開くには、ゼロシナリオしかありません。日本の事故を見て、 ドイツやスイス、イタリアが脱原発に舵をきりました。事故を起こした日本から脱原発を 発信して、世界の
脱原発を進めてください。もっと多くの国々が影響を受けると思いま す。発展途上国への原発輸出を進めようとしていますが、とても無責任で、危険だと思い ます。日本のような地震国ではない
にしても、事故が起きたときの対処力はもっと貧弱な ところもあろうかと思います。原発ではなく、再生可能エネルギー技術を伸ばし、それを 輸出した方が良いのではないでしょうか?再生可能エ
ネルギーの導入を進めてきたドイツ では、CO2の削減と雇用の創出に成功していると聞きます。地方に若者が残り地方が元気 とも聞きます。原発予算を切り、再生可能エネルギーを伸ばすこ
とに、思い切った税金の 投入へ政策の転換をすれば、ドイツがこれまでかかった年数より早く再生可能エネルギー への転換が実現すると思います。

41080 個人 自営業 ４０代 女性 １）原発ゼロシナリオを選択する。かつ、2030年よりも
早く、いますぐにでも全原発を廃炉にすべきである。

１）原発ゼロシナリオを選択する。かつ、2030年よりも早く、いますぐにでも全原発を廃炉にすべきである。なぜなら、福島第一原発から膨大な放射性物質が出続けている現在の状況で、国民の
命よりも国の経済を優先させる政策をとることは、他国からも国民からも見放され、日本国への信頼が失墜し、結果として国の崩壊が引き起こされるからである。国がいくら放射能による影響や
被害を過小評価しようとも、現実には国民への被害は広がり、限りなく国力は低下する。国民の命を軽視し、経済だけを保とうとしても、それは机上の空論でしかない。

41081 個人 無職 ３０代 女性 原発は全廃してほしい 原発発電は、一見、電気を安く安定的に供給できるように見えても、
核廃棄物による環境の汚染や、被爆する労働者、環境に漏れ出る放射能物質などのことを考えると、
廃棄物の処理や、環境の浄化にかかる経費、病人へのケア、その他、何万年も環境に残る毒性と、何代も世代を超えて受け継がれる遺伝子異常のリスク･･･デメリットが多すぎて、ペイするとは
到底思えません。
結局は、原発は、非常に高くつくと思います。

経済的にも高くつくだけでなく、
今回の福島原発のように、
一度事故が起こると、国土のかなりの部分が汚染され、危険地区になってしまいます。
住み慣れた故郷を追われている福島の方々は本当に気の毒です。
私は秋田に住んでいますが、事故以来、放射線物質で環境や食物が汚染されていないか、テスターで調べたりしながら暮らしています。

戦争が起きているわけでもない平和な日本で、なぜ放射能によって故郷を追われたり、町や食べ物が放射線物質に汚染されているのではないかと心配しながら暮らさなければならないのでしょ
う。

今、日本の工場は海外に移転し続けていますし、日本の人口も縮小しています。
昨年は、国民が一斉に節電に協力し、計画停電もありませんでした。
電気は、火力などだけでもまかなえるのではないでしょうか。
どうしても原発を動かさなければいけない必然性があるとは思えません。

人間のやることは、完璧なんてことはなく、必ず間違いがあります。
火災、地震、戦争は、悲劇ですが、終われば、悲劇はそれ以上拡大しません。とりあえずは、もうこれ以上悲劇は起きないと安心して、生活を立て直すことができます。
けれども、原発の事故は、一度起こったら、その影響は地理的にも時間的にも大きく、世代や国境を超えて悲劇が拡大し、私たちはずっとその呪いとともに生活しなければなりません。

そんな、巨大なリスクを引き受けてまで、原発の電気が必要とは思えません。

人間が動かすものは、事故が起きても、なんとか対処できる範囲のものに留めるべきです。ずっと、先の世代の未来まで、質に入れるようなものであってはいけません。

原発は全廃してください。

41082 個人 家事専
業

４０代 女性 原発は、全てを直ちに廃炉として欲しいです。原発０で
す。
被災地の人や私たちを見殺しにしないで下さい。税金
の値上げの時期の判断も間違っています。優先順位
はお金ではなく命なのです。

原発作業員を命の危険にさらしてまで、作業させるのは間違っていますし
多くの被爆犠牲者を出した原発事故など、もう二度と起こしてはいけません。
今は火力発電や水力発電で電気を補い、新しいエネルギー発電をこれから進めて行くべきだと思います。助け合いの心を持っていても、原発事故は国の助けがなければ復興は不可能です。国
の財政が赤字なのはわかりますが、まず復興が第一です。
原発事故も含めて、景気が上がる見込みはありません。
それなのに税金が上がれば、復興は難しくなるでしょう。
復興が遅れれば遅れる程、今度は内部被爆者が増加します。
人命だけではなく、このままでは環境まで破壊してしまいます。
日本そのものが国の財産なのですから冷静になり、国民の声を聞いて
そしてもう一度よく考えて欲しいと思っています。
よろしくお願い致します。

41083 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 即時0パーセントを望みます。 原発を維持することは、まったく採算にあいません。国民の目にも明らかになったのは最近ですが、そもそも原発を国内に導入した時点で国家も科学者もわかっていたはずのことです。国民も
想像力さえ使えば容易に理解できたことでしょう。ここは国民の反省すべきところですが、それはさておき、立場の弱い「下層」の労働者を被爆の危険にさらし続け、原発の利権にすがるしかない
地方を搾取し続けるという倫理的な歪みはなくすべきです。すぐにはなくせないという「現実的な」意見もありますが、エネルギー不足も原発維持のための単なる宣伝にしか思えない今、現在の
エネルギー量で足りているというこの現実を見据え、即刻の廃炉を望みます。代替エネルギーではおぼつかないというのであれば、代替エネルギー産業の発展を促すような国家的な戦略をい
ますぐ立てるべきです。ほかのエネルギーでは十分ではないのでなく、十分ではないような状況にとどめおいている国家の無策（というか国家の抵抗のように思いますが）に腹が立ちます。大企
業中心の経済団体にだけ目を向けるのはやめてください。

41084 個人 無職 ６０代 男性 原発は即刻廃止するべきであると考えます。 福島原発事故で、一旦事故が起こると原発から放出される放射能により被曝し、人体及び食物等が汚染され健康に多大な被害を及ぼし、人類の破滅に繋がることが明らかになった。また、放
射能を制御する技術も確立されておらず、
廃棄物の処理技術も同様である。人類の生存を脅かす原発は即時廃止し、廃棄物処理技術の研究開発を充実し、地上から放射能をなくす努力をするべきです。

41085 個人 法人等 ３０代 男性 原発ゼロシナリオを支持します。 原発をゼロにするという前提で政策を進めないかぎり、現在直面している諸々の課題を克服していく道筋を見出せないから。原発ありきではなく、もはや原発は稼動させないという前提でエネル
ギー政策を進めてほしいと願います。今回の事故の被害の全容を明らかにしたならば、そのコストとリスクの莫大さのために、原発を再稼動させるという選択はもはやできないはずです。

41086 個人 自営業 ４０代 男性 原発ゼロ(即時) 国民の生命。財産を守るのが国の責務であります。
3.11で　万が一原発に事故があった場合、故郷、生業、家族、地域のきずな、地域の信頼性、などなどが壊滅的な被害を受け、そこで育つ子供たちの健康が害される。補償を受けれる方はまだ
いいが、補償の対象とならない方々は、放射線の恐怖におびえ、
故郷を離れることもできず、またそこに居ても、農業などの生業はかつてのブランドは地に落ち、値段もつかない。子供は外で思いっきり遊ぶこともできず健全な成長ができる環境とはいえませ
ん。
国民の生命、財産、未来よりも重たいものがあるのでしょうか？
経済が回らなくなるから、原発が必要。電力会社の資産が減るから原発が必要。は正しい選択でしょうか？
自然エネルギー、フリーエネルギーの活用、国民総幸福指数の増大、環境と調和した新しい産業の育成、など、新たなビジネスチャンスは無限大なのに、原子力村に象徴される、既得権、国民
の税金にしがみつく少数の人々のために、国民の未来が、大きなリスクに侵されていいのでしょうか？

国民の生命、財産、未来を守るのが国の責務ではないですか？
それより重たいものは何ですか？

よって、原発ゼロ(即時)。

優秀で、心ある、国家公務員の皆様

どうぞよろしくお願いいたします。

41087 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 火力発電への依存度を変えることなく石炭火力発電
をLNGコンバインサイクル発電にシフトし、コジェネの
比率を大きくして省エネの比率を拡大すれば、再生可
能エネルギーへの依存度を下げても“０シナリオ”は可
能。

仮に既存の石炭火力発電所の半分を天然ガスのコンバインサイクル発電所に代替えすると、日本全体のCO2排出量は、同じ総発電量で四分の一程度減少することができ、これは日本全体の
現存原子力発電によるCO2排出量削減効果の大半に相当する。もし仮に石炭火力を全面的に天然ガスのコンバインサイクル発電所に代替えすると、日本全体のCO2排出量は、単純計算で、
現存の原子力発電所が全てなくなっても、CO2排出量は現状と殆ど同じである。この石炭火力発電から天然ガス火力発電へのシフトは重要な戦略としてクローズアップされるべきと思われる。
業務用・工場用の中規模需要先には発電効率が50％近い（既存の）高効率ガス・エンジンによるコジェネは極めて有効であり、また家庭用には有効エネルギー利用率が90％などという夢の燃
料電池式発電機が既に発売されている。熱供給を前提に、地域における分散型エネルギー供給体制へと我が国のエネルギー政策の転換を打ち出しことは大きな意味がある。これを中心として
コジェネの普及を図るべきである。TPP参加によって米国の輸出許可を受け、一刻も早くシェールガス輸入を計るべきである。電力会社による、いわゆる総括原価方式と燃料費調整制度を撤廃
し、競争原理が働くしくみを導入しなければ、国際的に異常とも思える程の高価格のLNG購入ななくならない。

41088 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 男性 「エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見

「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主張。

数多くの文献、映像等で原発がなくとも電力が不足しないことが指摘されている。

パニック障害、恐怖症性不安障害を持つ身として原発の存在は恐ろしすぎる。

一般市民が放射能の恐怖に怯えることが日本の発展に繋がるはずはない。

41089 個人 その他 ５０代 女性 地球規模で後世にまで及ぶ甚大な被害をもたらした
福島原発事故の責任は限りなく重く、未だに原発事故
は収束していません。日本政府が原発依存から脱却
することを宣言し、全原発を廃炉にするゼロシナリオ
を求めます。

(1) 3.11の福島原発事故は、日本のみならず地球規模で後世にまで及ぶ甚大な被害と未来社会へ禍根を残すことになりました。日本が原発事故の責任をとる意味を考えると、即刻すべての正
しい情報を公開し、これからの進むべき方向性を抜本的に議論のうえ、原子力依存から脱脚すべきと考えます。

(2)3.11を起点に日本政府の政策は大きく舵を切る契機とし、二度とこのような事故を起こす可能性をゼロにすべきです。そのためには「ゼロシナリオ」しか選択の余地はないと考えます。

(3)国民的議論において、原発にかかるコストと再生エネルギーにかかるコストは近接するとの政府見解は正確ではなく、正しい情報に基づいて議論すべきです。

(4)第4号機崩壊の危険は去っておらず、この先大きな地震が起こった時の事態に世界中が戦々恐々としています。廃炉に向けた具体的な計画を立てることが必要です。二度と事故を起こさな
いために、一刻も早い全原発を廃炉とする計画のもと、当面は化石燃料に依存しながらも、「脱原発・再生エネルギーへのシフト」によって持続可能な未来の社会を作るための政策を切望しま
す。

41076 個人 無職 ７０代 男性 原発は直ちにゼロにすべきです。原発がなくても電気
は足りています。大飯原発を停止して活断層を調査
し、再処理はやめるべきです。「エネルギー選択」を論
ずることが誤りで、政府が勝手に決めるべきではあり
ません。

１．原発はゼロにすべきです。２０３０年まで待たず、直ちにゼロにすべきです。
その理由は、第１に、原発を動かさなくても電気は足りているからです。
　資源エネルギー庁の電力調査統計によれば、例えば猛暑だった２０１０年度でも、各発電設備の最大出力は、火力13,507万kw、水力4,385万kw、自家発電5,384万kw、計23,276万kwで、８月の
最大電力３日平均18,023万kwをはるかに上回り、原発を動かさなくても電力は23％も余裕があります。他の年度も同様です。
　第２に、福島第１原発事故で明らかなように、原発は事故を起こした時の被害があまりにも大きすぎます。誰も責任を取れません。「絶対に安全だ」と言って原発を動かしながら、国民の税金と
電気代で補償・除染させるのは詐欺です。福島第一原発事故の被害は政府が現時点で見込んでいるものだけで６兆円に達しています。原発の被害を補償できる保険会社は存在しないでしょ
う。
　福島第一原発事故の影響はすでに子どもたちに表れています。10歳前後の子どもの甲状腺に「のう胞」が見つかるのはせいぜい１％ですが、福島県が行った「県民健康管理調査」では、実に
３５％に「のう胞」が見つかっています。福島の子どもたちの甲状腺に異常が現れていることは間違いありません。
　原発事故後に福島県で生まれたシジミチョウの卵は孵化する前に死ぬ率が高く、さまざまな異常が報告されています。シジミチョウに起こったことは、人間にも起こると考えねばなりません。
　第３に、原発を運転すればするだけ、使用済み核燃料が生じます。そもそも原発は核燃料の放射能を１億倍に増殖させる装置です。１本でも500シーベルトもの表面線量を出す使用済み核燃
料を一体どうするのですか？
　再処理は放射能だらけになった燃料棒を切断・溶解して、燃料棒に閉じ込められていた放射能をわざわざ取り出す危険な処理であり、原発が１年間に環境に出す放射能を１日で出します。再
処理で生じた高レベル廃棄物を処分する場所は決まっていなしし、どこも引き受けないでしょう。
　六ヶ所村の再処理工場地下には活断層があると専門家が指摘しています。再処理工場を直ちに停止し、活断層を調査すべきです。
　再処理で取り出したプルトニウムを使う高速増殖炉「もんじゅ」の地下にも活断層があると指摘され、調査することになりました。「もんじゅ」を動かせなければ、再処理する意味はないでしょう。
　使用済み核燃料を直接処分するとしても、一体どこに処分するのでしょうか。どこの自治体も引き受けません。
　結局、現実には使用済み核燃料を処分する道はないのです。
　トイレのない原発は、廃炉にするしかありません。
　地下に活断層の存在が指摘されている大飯原発を直ちに停止し、渡辺満久・東洋大教授をはじめ専門家を中心に公開で調査すべきです。

２．「エネルギー選択」自体に問題がある
　第１に、原発の問題は「エネルギー選択」の問題ではない。原発の危険性、放射性廃棄物処理をどう考えるかという問題である。他のエネルギーと同等に比べる問題ではない。
　第２に、再処理をどうするかという問題と切り離して「エネルギー選択」を論ずることはできない。
　第３に、原発を動かさないと電気が足りないという虚偽の上に成り立っている。電気が足りているという前提に立てば、選択肢は原発ゼロしかないだろう。
　第４に、原発比率をいくらにするか考えたところで、それは願望でしかない。現実には大飯原発をはじめ日本の原発の大部分が活断層の上に建設されている。活断層をきちんと調査し直し、最
低限IAEAが言う「五層の安全基準」に基づいて安全対策をきちんと取った場合、果たして何基が運転可能となるだろうか。「エネルギー選択」は砂上の楼閣である。
　第５に、「エネルギー選択」について「国民的議論」が行われているとはとても言えない。「意見聴取会」は発表者が一方的に意見を述べただけで、まったく討論が行われていない。「討論型世
論調査」は密室で討論されただけである。テレビ放映される公開討論会を何度も開き、そもそもどういう土俵で議論すべきなのか、から議論すべきである。各人の主張の根拠となるデータも十分
吟味できる時間が保証されなければならない。
　
３．節電、老朽火力発電所の建て替え、自然エネルギー推進でCO2を削減する。
　福島原発事故後、節電が進められている。節電はCO2削減に最も効果がある。
　老朽化してエネルギー効率の悪い火力発電所をLNGコンバインドサイクル型に建て替えれば、CO2削減に大きく寄与する。
　太陽光・太陽熱の利用、風力発電など自然エネルギーのCO2削減効果は言うまでもない。

　以上、原発を即時ゼロにし、CO2削減を図るべきである。



41090 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します。 原発ゼロシナリオを支持します。今回の原発事故を通して、原子力というものが人間のコントロールできるものではないということがよく分かったと思います。自然には常に、人間の想像を超えた
現象が起こる可能性があり、どんな技術をもってしても、事故のリスクをゼロにすることは不可能です。今回の事故で、空気、水、食料という、わたしたちの命の源になる大切なものが汚されてし
まいました。すでに取り返しのつかないことが起きてしまいましたが、もう二度と、同じような事が起きてはならないと思います。原発への依存度をゼロにするために、今までのような便利な暮らし
を維持できなくなったとしても、進めるべきであり、そのためにこそ、知恵は絞られるべきだと考えます。

41091 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します。 原発ゼロシナリオを選択します。

41092 個人 自営業 ４０代 男性 (1)ゼロシナリオを支持します。 2030年までではなく即時撤廃を望みます。原発事故、放射能被害が取り返しがつかないほど甚大であること、現実的に原発を停止している関電管内以外の地域で、電力不足がおきていないこ
と、原発を推進することが、事故の過小評価につながり、賠償などの場面で放射能被害者にとって不利益に働くこと、などが理由です。また、このパブリックコメントが、政策にどのような影響力
を持つのかも、具体的に示して欲しいと思います。

41093 個人 学生 ２０代 男性 ゼロシナリオ。原子力発電による電力を供給する必要
はないと考えます。火力発電の継続利用と、段階的な
自然エネルギーへの移行を提案します。

火力発電が地球温暖化に貢献するとの言説は非科学的であり、むしろその他の物質によるものであると、欧米では一般的な見解です。
防衛上、原子力施設を維持すべきとの考えを全く否定する訳ではありません。電力供給元としての原子力の割合はゼロですが、原子力を扱うための政府の研究目的施設としての原子力設備
は維持しても良いと私は考えます。
防衛の目的でありましたら、常日頃に電力供給を行う必要は全くありません。
エネルギー自給の多様性確保でしたら、火力発電のための燃料の輸入停止はありえませんから、これも心配する必要はありません。
原子力施設を電力供給の要とすることによって生まれる出費と構造的な社会的不利益は、自然エネルギー（特にバイオエネルギー・地熱プラントなど）の開発にとってかえるべきです。エネル
ギー供給の長期的な目線においても、社会的にも、明らかに後者に利があります。中・長期的な日本の将来の方向性を考えるのであれば、尚更です。
現在のエネルギー関連企業構造を変革することがむずかしければ、せめて３０年後に今の私たちの世代が同じ事をしなくともすむよう、自然エネルギーの開発に資財を投資すべきと考えます。

41094 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 　原発の比率をいくらにするかではなく、発電自体の
考え方を「最大需要が満たされる供給能力」から、需
要（負荷の変動）に応じて発電量を制御するフィード
バック制御方式に移行させて行く必要があると思う。

　原発の比率がどの程度が適切かとの議論がなされているが、現行の考え方である「夏場の最大需要で電力不足にならない」という考えを持っていたのでは解決策は見出せないと思う。
　火力発電や原子力発電は、大量の蒸気を作り出し、それでタービンを回して発電機を回すという原理のため負荷の変動（電気消費が少なくなる）があっても、発生させている蒸気量を制御する
ことはできず、使わない電気は余力という使われないムダを生じさせているだけにしかならない。
　近年、ハイブリッド車の燃費改善のように新しいエンジン技術を用いれば少ないエネルギーで必要なときに必要な分だけの電気を賄えるフィードバック方式にすることは容易に考えられる。発
電をより細かな地域分散にして、負荷の変動に対応できる方式にすれば、これまでより少ないエネルギーで電気需要に不安のない暮らしができると思う。したがって原発をどうするかの議論と平
行して新しい電力供給の方式を作り出すのが必要ではないかと思う。

41095 個人 その他 ５０代 男性 ゼロシナリオを支持する。原発のほとんどが停止して
いる「今」、ゼロ目標を決断し、そのために必要な技術
的・経済的諸条件を精力的に整備し始めないと、原発
依存症から抜け出すチャンスを失うから。

 ゼロシナリオを支持する。
 その理由は、原発のほとんどが停止している「今」この時に、国家としてゼロ目標を決断し、そのために必要な技術的・経済的諸条件を全力で整備し始めないと、原発依存型の経済社会システ
ムから抜け出すチャンスをほとんど失うと考えられるからである。その次のチャンスがあるとすれば、もうそれは次の地震・津波やテロ攻撃等によって、原発が破局的な事故を起こし、再び広大
な汚染地帯が生み出され、膨大な人的経済的犠牲が生じた時か、もしくはウラン資源が枯渇して原発そのものが不可能になったときではないか。そのような行き詰まり事態の中での選択ではな
く、ドイツやスイス等の諸国のように、政治的決断によって、いま舵を切ることが賢明な選択であろう。
 依存からの脱却を掲げている政府の基本方針を本気で実現する気があるのなら、このゼロへの決断が今こそ必要であろう。
 ただし、シナリオについては、より積極的で緻密なものに練り直すべきである。地震津波頻発国において、数十年原発稼働を稼働させ続けるシナリオは危険きわまりない。早急に停止すべきで
ある。その一方で、その数十年の中期・長期に分けた脱原発プロセスを早急に練り上げ、化石エネルギーへの一時的な依存と、自然再生エネルギーへの国家の総力（産官学）を上げた取り組
みをエンカレッジしながら、その比率の変化をコントロールしていく政治的リーダーシップが絶対的に必要と考える。その方針が明示されれば国民は納得し、協力を惜しまないであろう。

41096 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発ゼロシナリオが私の希望です！！！！！！！ 最終処分の場所もないまま、続けることはありえません！
私の普通の頭で考えても、それがおかしいことはわかります。
国は私たち国民の安全な将来を保証するために原発での発電をやめましょう。
経済至上主義、はもういいでしょう。
本当に私たちが望む人間らしい生き方と未来をください。
福島の、関東の被曝の問題は何も終わってないし解決の糸口さえも見つかっていないですよ。

私たちの世代だけではなく、この先の世代のことを考えたら、新しいエネルギー政策を考えるべきです。
自然エネルギーが基本ですが、それにこだわる必要もありません。

原発は廃炉へ。
もんじゅも引退へ。

41097 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 この選択肢の中で選ぶとしたら「１．ゼロシナリオ」で
す。
できれば2030年にゼロではなく、できるだけ早くゼロに
してほしいと思っています。

原子力エネルギーをゼロにしてほしい理由
・機械である以上100％安全はありえない。
・暴走した時に止める手立てのない未熟な技術など使うべきでない。
・事故が起きた時の影響があまりにも大きい。
・新設する場所がなく40年で廃炉なので、今後減るだけの斜陽産業。無駄に延命する必要はない。
・使用済み核燃料の廃棄方法も見つかっておらず、使用済み核燃料を増やすなどトイレのない家と同じ。
・原子力政策に使用している膨大な予算を自然エネルギーの開発・普及に使用すれば、技術力のある日本は自然エネルギー先進国になれる。
・人口が減少に転じ、経済成長も見込めない中で、省エネ技術もあり、節電意識を高めればこれ以上電力は必要ない。
・電力不足はピーク時だけの問題。ピーク時だけ電気料金を高くすれば、電力消費を安定させることが可能。
・電気を使えば使うほど電気料金が安くなる仕組み（大口需要家）を、使えば使うほど料金が高くなるようにすれば、みんな競って節電する。
・現在も何万人も非難生活をしている方がいる中で、精神的にも原子力エネルギーを使いたいとは思わない
・原子力関係者がまったく信頼できない。
・故郷の近くにも原子力発電所があり、一刻も早く廃炉にしてほしい。再稼働など認めたくない。

41098 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 ゼロシナリオに賛成．日本では，どこで大地震が起こ
るか分からない．活断層の検討が不十分であったと
明らかになり，どの立地調査も信頼できない．産業界
が節電努力すれば，エネルギーはまかなえる．原発
は必要ない．

原子力エネルギーゼロシナリオに賛成．
地震大国の日本では，どこで大地震が起こるか分からない状況．原発立地時に活断層の検討が不十分であったことが今になって明らかになってきている状況では，全国のどの原発の立地調
査も信頼できるものかどうか分からない．
現在殆どの原発は止まっている状況だが，産業界が節電努力すれば，エネルギーはまかなえる．関西電力の７月～８月の電力需給状況を見れば明らか．原発は必要ない．
原発が再稼動できないと決まれば，原発施設が巨大な負債になり，電力会社が債務超過に陥り，日本経済に与える影響が大きいために，再稼動を急いでいるとも言われているが，そんなこと
のために国民の安全を犠牲にすることはナンセンス．原発が再稼動できなくても負債にならないような，特別な配慮にこそ，国を挙げて英知を注ぐべきではないか．
次の大地震が発生すれば，国土中が放射能汚染になり，日本の農業，漁業，林業，観光，などの産業が大打撃を受け，それこそ日本経済に再起不能の悪影響をもたらすことは明らか．撒き散
らされた放射性物質の回収が不可能なことは，今，福島で実証されている．
手遅れにならないよう，再稼動の永久凍結と，福島原発事故の処理，全国各地の放射性廃棄物の安全確保にこそ，全力を注ぐべき．

41099 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 (1)ゼロシナリオを選択します！
2030 年までのなるべく早期に原発比率をゼロとする。

(1)ゼロシナリオを希望します！

「2030 年までのなるべく早期に原発比率をゼロとする。
最終的には再生可能エネルギーと化石燃料からなるエネルギー構成となる。
化石燃料の依存度を極力下げ、他のシナリオとそん色のないレベルまでCO2 の排出量を低減するために、広範な規制と経済負担で、相当高水準の再生可能エネルギー、省エネルギー、ガス
シフトを実施する。」

とありますが、2030年まで待たず、できるだけ早期に脱原発を実現するべき。今すぐ廃炉に！

福島原発の収束すらしていない今、他の原発施設もいつ大きな地震で事故が起こるかわからないので、今すぐすべて廃炉にして、原発由来ではない電力を使いたい。

子ども達にクリーンな未来を託したいのでよろしくお願いいたします！

41100 個人 自営業 ５０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

41101 個人 学生 ２０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します 少しでも危険視されるものは排除すべきだと考える

41102 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 女性 原発ゼロシナリオを求めます。
「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を。

これからを生きていく私たち世代と、その子ども孫たちが安全に、健康に生きていけるように即刻原発をゼロに、自然エネルギーに転換していくべきだと思います。
この20年の間でいくつもの大きな自然災害を見、また体験しました。
絶対に壊れない物などあるはずがないと、子どもでも分かりました。
病院など今までが豊かすぎただけのこと。命と計ることですらない。
どうしても電気が必要な場所はあります。私たちの普段の暮らしの中で節電できる所はして、そちらにまわす。
きっちり、「計画」を組んでやれば簡単なことだと思います。

2030年までにではなく一刻も早く原発ゼロを求めます。

41103 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 2030年原発の比率０％、2030年より早くすることを計
画願います。

原発の再処理サイクルがうまくいっていないのに、うまくいく前提で、原発比率０％は、全数地層処分となっていますが、おかしくありませんか？
原発比率２５%で、核燃料サイクルが回って、地層処分なしにできると政府は約束できるのでしょうか？
それは無理だと思います。
また、再生エネルギーでは、バックアップできないというニュアンスが見え隠れしますが、欧米では、石炭ガス火力でCO2回収の取り組みが、始まっています。CO2回収技術は日本メーカが、担っ
ています。
このように火力発電でも、CO2回収できるのに、なぜ、危険な原発がいるのですか？原発事故が起きると、福島のように、いまだに、放射能で人が近づけません。オウムのサリンより、長時間影
響するのです。
石油に頼ると、危ないというなら、石炭、天然ガスを確保する、日本近海には、メタンハイドレードが眠っています。
なぜ、欧米のように、火力発電で、CO2回収しないのですか？

CO2が増えるから原子力が必要というまた、原子力ムラに、政府が、だまされているだけではありませんか？

41104 個人 自営業 ３０代 女性 もう原発はいりません。国民みんなで原発ゼロの国を
作りましょう

私の住む綾部市は現在　再稼働している大飯原発の３０ｋｍ圏内の場所にあります。私たちの住むこの場所は自然の残る緑ゆたかな里山です。明日にでも起こるかも知れない（起こらないとは
絶対に言いきれない）地震や津波によってもし今　原発に事故が起きてしまったら　福島のようなことが起こったらとそう思うと　この先のことをどうやって考えたらいいか、この場所にずっと住ん
でいてもよいのか　将来子供を安心して育てていけるのか　いろいろ考えては　気持ちが落ち着きません。

もう　原発に電力を依存する時代は終わりました
政治家の皆さんが先頭に立って国民を原発のない時代に導いていってください。

41105 個人 無職 ５０代 男性 原発ゼロシナリオを選びます 使用済み核燃料の処理が問題であり、これ以上増やすべきでない
大きな地震が起こる危険性がある
いったん事故になれば、原発の制御は難しい
節電・新エネルギーの開発に力を入れて、世界標準となる技術を目指すべき

41106 個人 その他 ４０代 女性 基本的にゼロシナリオには賛成ですが、それにかわ
る燃料に関しても、十分に調査や研究がすすめられて
からではないと、原発同様に危険ではないでしょうか。

「安全」ですよ、と言われてきた原発も、「何もなければ安全」でしかなかったという事実があります。
最近、風力発電においても低周波音による被害が出ているはずです。
「聞こえる音が苦痛なはずがない」と、意見は握りつぶされ、苦しみ続けている住民の方々がいらっしゃると聞いています。
エコキュートに関してもそうです。
ろくに調査も行われず、基準すら存在せず、逃げ場のない被害者が年々増えているはずです。
実は私もその一人です。
2年半近くにわたり、低周波音による振動感と圧迫感で痛みさえ伴う苦痛を受け続けております。
相手は工場ですが、改善を要求しても、「基準がない」「聴こえない」の一点張りです。
知識がなく、いよいよめんどくさくなったのか「精神科へ行け」「死ね」とまで言われました。
同じように県や市町村においても全く知識はなく、マニュアルの参照値を超えていなければ、被害はなかったことになってしまっている現実があります。
今は自分で測定器をレンタルするなどして、現状を探り、10Hz周辺にピークが集中している事は突き止めました。
ここまで自分でやらなければならず、やっても全く理解は得られません。
今後、どんなに素晴らしい燃料が開発されても、いざ一斉に使い始めると新たな問題は出てくると思います。
「どんな燃料がいいか」ではなく、「未知の事態が起きた時にどう対応するか」が、問題なのではないでしょうか。



41107 個人 自営業 ４０代 女性 原子力エネルギーへの依存を即終了させていただき
たい。
誰か特定の人の利益ではなく、全ての人、自然、環境
にとって利益のあるものへのシフトをすべきです。まず
は考え方を改めていく必要があると思います。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：

 直ちに原子炉再稼働をやめさせる
 積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
 再生可能エネルギーの生産を加速させる
 発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
 石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

41108 個人 学生 １０代以
下

女性 原発ゼロシナリオをもとむ ひとたび事故が起これば、被害が何世代にも及ぶ。

41109 個人 その他 ６０代 女性 今年、来年ぐらいのタイムスパンの中で、建設中のも
のを含めた原発の全炉を廃炉にすべく作業に着手し、
できるかぎり速やかに原発ゼロの日本社会を実現す
べきである。

１．事故など一切ないと仮定したとしても、核燃料の採掘から運搬、稼働中のすべてのプロセスにおいて、携わるすべての人、環境への放射線の影響は避けられないのが原子力発電の実態で
ある。とりわけ事故が起きていない平常時であっても、定期点検の度に必要とされ、使い捨てられているおびただしい数の下請け労働者なしにはその稼働がありえないという事実は、もはや原
発が高度な文化を享受しようとする文明社会日本が選ぶべきエネルギーでないことは明らかである。

２．使用済み燃料の再処理技術確立の見通しは全く立っていない。すでに保管場所は満杯に近いことを考えると、これ以上使用済み燃料を増やすことも許されないことは明らかである。保管費
用もさることながら、このまま稼働を続けたとして、今後この使用済み燃料の保管や処理にかかわる莫大な費用を後世の人々に押し付けることはできない。経済的な問題もさることながら、その
ようなことに莫大な財政を費やそうとすることは、人々の社会に対する前向きな姿勢をますます失わせ、日本社会を精神的に荒廃させるであろう。

３．天然ガス、再生可能エネルギーの活用が十分ではない現状にあっても、電力会社や国が宣伝するほど電力不足は決定的ではない。すぐれた日本の技術力により、また財界もここで思い
切った発想転換して資本投下するならば、再生可能エネルギーの十分な開発は困難ではない。現在の生活水準をさほど落とさなくても、ベストミックスによる必要量の電力供給は可能と思われ
る。過疎地の人々や下請け労働者にならざるを得ない底辺の人々を犠牲にすることなく、この国の健全な未来に向けて舵をきることにより、今後社会の担い手になる若い世代の人々も、再生エ
ネルギー開発のための税など、経済的な負担にも前向きに応じる気持ちになるに違いない。社会を前に進めていくために人々には「希望」が必要なのだ。

４．地震活性期に入ったといわれる現在、原発敷地内の活断層や過去の地震履歴についての調査や、その発電所基本設計への反映が不完全である。安全対策が完了する前に、次の事故が
発生し、被害が生じる可能性が否めない。揺れによる配管の破断など、福島原発のハード面の事故原因も未だ明らかになっていない状態で再稼働へと突き進もうとする現状からして、民間の電
力会社による安全対策や責任負担はもはや不可能と判断せざるを得ない。

41110 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ゼロシナリオが正しい選択です。 被爆国として、原発の恐ろしさを知っている国として、日本が世界に向けて、原発に頼らないエネルギー戦略を世界に示すべきです。そして、原子力は人類がまだコントロールできない物質なの
です。廃棄物の処理技術もできていないこの状況で稼働は危険以外の何ものでもありません。

41111 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 ０％がいいです。 可能性のあるものは　止めたほうがいい。
不安です。
またこんな事が起こるかも知れないのに　どうして続けるんだろと思う。

41112 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 部分的には完全な脱原発は望ましいかもしれない
が、今日の日本経済の状況を踏まえ総合的に判断し
た場合、20-25シナリオが妥当なところと考える。

部分的には完全な脱原発は望ましいかもしれないが、今日の日本経済の状況を踏まえ総合的に判断した場合、ゼロシナリオは受け入れ難く、経済への影響を考えると20-25シナリオ程度が妥
当なところと考える。

41113 個人 学生 １０代以
下

女性 原発ゼロシナリオを選択します 安全が百パーセント確立されるまで再開するべきではない。

41114 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発はいりません。 原発は危ないのでいりません

41115 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 率直に、再稼働や原発に依存した電力のまわし方、
経済のまわし方は
不透明で違和感しか感じません。

私は大阪に居て、今回の震災に関しても直接的な被害はないかもしれません。
ただ、同じ国でこのような非常事態が起こって、それでも尚
平坦に日々が過ぎて、何事もなかったかのように原発が再稼働される。
そうゆう歪んだ現象がどうしておこるのか、すごく不思議で変な思いが
ずっと胸にありました。

いうだけでは簡単かもしれませんが、本当に安全で、安心して
暮らせるようなエネルギーの開発がないということはあり得ない。
これだけ進んでいる技術力をもっていて、人が動いて
ましてや今回はほんとうに普通の人たちの想いがあつまっていて
それを無視することはほんとうに国民に背中をむけているんだなあと
へんな現象だと思います。
専門家でも研究者でもないですが、私たちのようなふつうの人たちが納得のいくようなきちんとした説明や、理由がないまま原発再稼働に疑問を感じます。
安全で、未来につなぐ事が出来る
エネルギーの開発や技術があるのなら誰に対しても
説明や納得のできる方法がまだあるはずと思います。

41116 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 (1)原発ゼロ
今すぐに廃止するべき。

安全ではないことが十分に分かったため。
今後日本が災害に襲われないとは限らず
想定外、という言い訳はもう通用しない。
また
使用済み燃料の処理方法もいまだ見つかっていない。

原発がなくても、電力は賄えることも分かった。
マスコミの情報は原発再開のために計画停電などといって脅しているが
実際には雇用の問題だったことも分かった。
雇用は
新しい未来に向けてのエネルギー技術開発分野で解決してほしい。

そもそも３択から一つ選ぶという方法に疑問を感じる。
今すぐゼロ、５年後にゼロなど
ゼロに向けてのシナリオを考えるべきなのではないでしょうか。

41117 個人 家事専
業

４０代 女性 ゼロシナリオ選択 原子力発電の再稼動廃止・即時撤廃を求めます。

対応策として

発送電分離
小水力発電推進
産業用電力の安定供給の為の短期政策としては、老朽火力発電のGTCCへの更新とガスコジェネの推進。
中期的には石炭ガス化複合発電の実用化。

小水力発電の推進や太陽熱・地中熱の利用で省エネと電力の地産地消が進めば大規模発電所を減らすことも可能です。まずは老朽火力発電設備の更新を。

41118 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 男性 原発ゼロシナリオ 原発事故により、廃炉や賠償費用を含めると原子力発電には他の発電方法に比べて突出した経済合理性が存在しないこと。加えて、一度事故が発生すると周辺の土地や住民へ、経済的コス
トの他に経済的な数値へ換算出来ないコストが発生すること。以上の２点を根拠に自らの生活においては原子力発電によるコストやリスクが他の発電方法を上回ると判断し、原子力ゼロへのエ
ネルギー政策を希望します。

41119 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 ゼロシナリオを支持します。 ゼロが良いと思います。
安心して暮らしたいです。
経済的負担が重くなっても、そのためならば受け入れます。

41120 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発ゼロシナリオを選びます。原発はただちに廃炉の
プロセスに入るべき

原発ゼロシナリオを選びます。すべての原発日本の場合、責任を持って原発を運営し、また、危機的状況に対処する体制ができているとは到底いえないため。

41121 個人 家事専
業

２０代 女性 原発ゼロを求めます。 手に負えないことは、もうやらないでください。
放射能が漏れても、すぐに消すことができるなら、原子力使ってもいいと思いますが、
今は、ただ逃げることしか出来ません。
まだ、私たちが扱うのは、無理だと思います。
子供たちと、土地を、もう汚さないでください。
もう、想定外なんて言葉ききたくありません。
危機管理能力がなさすぎます。
未来を見据えてください。
目先のことだけで、判断しないでください。
原発はもういりません。
原発の安全策はもうみあたらないのです。
それを探す時間があるなら、新しい安全なエネルギーをさがしてください。
もうこれ以上、くるしめないでください。
もうなにも、隠さないでください。
よろしくお願いいたします。

41122 個人 無職 ４０代 男性 脱原発に賛成。
原子力発電は事故発生時の損失が膨大で生命に対
するリスクが大きすぎ。巨視的には効率的な発電方法
ではない。
石油燃料の問題点は小さい、自然エネルギーが発達
するまで十分な役目を果たせる。

原子力発電は一国も早くやめるべきです。
福島のような事故が起こらないという保証はなく、万一起こったならばまたも先祖代々の土地を放棄しなければならなくなります。こんなに小さな島でそんなリスクは取れない。
使用済みの燃料についても半永久的に管理しなければならず、その費用は莫大であり、発電所同様放射能漏れ事故のリスクを負わなければなりません。
これらのリスクと発電所建設地の住民に支払う助成金等を考えると、原子力発電は全く効率的な費用対効果の高い発電方法とは到底思えず、そのリスクの大きさは経済性などとは同じ天秤に
乗せることの出来ない命の問題に直結します。
石油燃料の問題点と言われている二酸化炭素排出に関しても、それが地球温暖化の原因であるという説は非常に怪しく、地球はもはや寒冷化しているという説もあります。
地熱、太陽光、風力などの自然エネルギーの開発への投資を増やし、当座は国歌レベルの省エネと石油燃料への依存で乗り切るべきです。
既に開発済みと言われているフリーエネルギーについても開発を進めるべきです。

41123 個人 会社員・
公務員

７０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します！ 原発は、人間が制御出来る物ではなく、危険なのでゼロシナリオを選択します！
福島も収束していないのに、再稼働はあり得ないし、福島の状況を見ても原発保持は無理です。

41124 個人 その他 ４０代 女性 全原発の今すぐの廃炉を希望します。
福島第一原発の廃炉作業への、もっと全力の取り組
みを希望します。
被災者の避難と保障をごまかさずすることを希望しま
す。

原子力規制委員会人事の見直しを希望します。

エネルギー制作の抜本的な見直し転換を希望します。
今までのようにゴリ押しするのは、もう無理です。

41125 個人 自営業 ４０代 女性 (1)のゼロシナリオ、原子力発電0％を選択します。
2030年ではなく、即時、原子力発電の禁止が最善で
す。

　原子力発電は健全な経済活動を妨げ、人々の健康を損ない、不安の対象となっています。また原発は時代遅れの技術であり、今後の発展も望めません。しかも通常から廃熱を海に捨てると
いう環境破壊も行っています。百害あって一利なしです。更に原発なしで十分に電力が足りている事が、この度証明されました。以上から理由から0％を選択致します。

41126 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 再生可能エネルギーを日本経済成長の主軸に据え、
安全、環境、コストの観点からも、原発依存度０％を
目指す。

　地球が動いている限り、プレートは沈み続け、地震は一定の周期で確実に執拗に起こる。福島第一原発事故により、リスクとコストの高さを露呈した原子力発電は、複数のプレートの上に成り
立つ日本列島にはそぐわないエネルギー源である。先の大地震と規模が近いとされる貞観の大地震があった9世紀前後には日本各地で地震が頻発しており、この20～21世紀の状況と似てい
ることが指摘されている。近い将来----それは明日かもしれないし30年後かもしれないが----東海、あるいは東南海が再び大地震に見舞われることは確実である。地震は絶対に起こるが、原
発に「絶対の安全」は無い。
　「エネルギー・環境に関する選択肢」の中では、2030年までの原発依存度０％を支持するが、シナリオを読む限り、電気料金の値上げや厳しい規制など負担増ばかりが強調されすぎているの
ではないかと感じた。確かにエネルギー・シフトはその転換期においては国民に負担を強いることになるだろう。だが、良く考えれば、原発の安全性を際限なく追求する負担よりも軽いであろうと
思われる。将来的に、インフラが整い、本格的に導入され、更に技術革新が進めば、寧ろ原発よりも発電コストは安くなっていくと考えるのが普通ではないか。太陽電池ひとつを例にとっても、私
が注目し始めたこの僅か1年で次々と新しい技術が開発され、高効率、低コストが進んでいる。皮算用はしない、ということかもしれないが、省エネルギーについての見通しも、この「技術力」が
全く無視されている印象を受けた。環境面でも、このシナリオでは火力発電の割合が高く試算されており、地球温暖化対策に不利であるかのようでもある。多様な自然エネルギー利用の可能性
を加味すれば、評価はもっと違ったものになるのではないだろうか。
　個人的には、従来の中央集権的なエネルギー・コントロールよりも、地方分権的な、創エネルギーコミュニティーを連結したスマートシティー構想が理想である。ただ、そのためには、かなりの抵
抗があるであろう発送電分離が必須である。
　脱原発の舵取りを切ったドイツでは全国の電気使用量が0.5％減少し、経済成長率が3.0％増加したという。そして2011年度、世界で再生可能エネルギーへの投資額は20兆円を超え、過去最
高となったそうだ。このことからも、不況に喘ぐ原発大国フランスや、政治統制の強い新興国以外では、もはや原発は将来を担う主力のエネルギー源として位置づけられていないと考える。太陽
電池やコジェネで高い技術力を持つ日本は、知財戦略に注力し、再生可能エネルギーの分野で世界市場のシェアを奪うため、もっと先駆的に動くべきだ。過渡期での負担増は覚悟している。後
は、国が如何に本気で取り組むか、ということに尽きるのではないだろうか。



41127 個人 その他 ６０代 女性 原発は即時廃止すべきです（０パーセントにすべき）。
再稼働も反対です。
原発廃止のための措置を整備すべきです。
自然エネルギー政策に早急に取り組むべきです。

人のいのちは経済よりも大事です。
原発事故は日本の人々だけでなく、世界に広がり、自然・環境・食べ物・生き物すべてを破壊し危機をもたらします。
そうした事故の可能性はなくなることはありません。人間の技術力は限界があるからです。
放射能汚染は未来世代に影響を及ぼします。現在の私たちにはその責任を取ることができません。

41128 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を支持します。国民の生命の安
全を脅かす発電技術を排除する観点から、原発依存
度を早期にゼロとすることをまず決定し、その実現に
必要な省エネ及び再生可能エネルギー推進の目標設
定を行うべき

東日本大震災による原発の事故を受け、エネルギー・環境政策を白紙から見直すことを政府が決めたことをまず高く評価します。
エネルギー政策は国民の生活の向上を最重要の目標として策定されるべきものです。そして「安心できること」はより良い暮らしの必須の条件です。その点では運転や事故の際に放射能を環境
中に放出する原子力発電は不適当なエネルギー源であると言わざるを得ません。もちろんどのような技術も安全リスクのないものはありませんが、放射線の生命への影響の大きさを考えれば、
原子力発電の安全リスクは取り出せるエネルギーと引き換えに受容できるものではありません。暮らしのためのエネルギー源が命を脅かすものであることは政策上の無視できない矛盾です。こ
の点を政府のエネルギー政策において現在解決すべき最重要の課題と設定し、先送りすることなくエネルギー政策から原発を排除すべきです。
省エネや再生可能エネルギーの利用を最大限推進することは重要なことです。しかし現在の段階で２０３０年の省エネ効果や再生可能エネルギーの供給量を試算することは不可能ではないに
しても、単なる仮の数字にしかなっていないように感じます。試算には試算なりの根拠はあるでしょうが、その数字に合わせた政策だけを策定することにつながりかねません。電力供給が低下す
ればその状況に合わせて省エネ技術がより発展する可能性もありますし、再生可能エネルギーをどの程度に高めるかも、まず政府ができる限りの政策を総動員することがより重要であると考え
ます。原発をエネルギー源の選択肢として外したうえで、予想される供給量の落ち込みに適合させるための省エネ政策と再生可能エネルギー推進の政策を考えるべきです。それでこそ初めて
最大限の推進となるように思います。
また、核燃料も有限の資源であり、核燃サイクルの実用化がままならない現在、原子力も持続可能性に不安のあるエネルギーであることには変わりありません。いずれ対策をしなければならな
い以上、原発にも化石燃料にも頼らないエネルギー政策に転換をするタイミングは早ければ早いほどいいというのが私の意見です。

41129 個人 自営業 ３０代 女性 原発ゼロの日本を支持します！ 原発は危険なものだと誰もが知った。そして、無くても何とかなる、する、ということを皆が悟った。なのに、利権にこだわる人々が必要だと言い張る。
海外で日本人だと知られると、同情を買う。その理由は、ヒロシマ、ナガサキ、3/11と三回も被曝しているから。三回目は、自分たちで。
手放さないと、日本の未来は無い。日本人として誇らしく思う未来を子どもにつなぎたい。

41130 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力発電ゼロに向けて代替えエネルギーの開発を
推進する。

再利用、最終処分の技術が確立出来るまで核廃棄物をこれ以上増やしてはいけない！

41131 個人 家事専
業

５０代 女性 原発は即刻Oで進めてください。
今すぐ、停止しても廃炉にするのに３０年もかかりま
す。放射性物質はすでに拡散し、日本以外の国にも
影響しているのです。

ソビエトのチェルノブイリの事故での教訓は、日本で生かされないのはなぜでしょうか。
知見が進んだ２１世紀においても、解明できない放射能汚染の全貌を科学者だけが議論して決めていると思います。しかも政府には科学者の両方の意見を集約する機能がありません。一方の
非科学的論拠をもとに原子力発電の研究を進めてきてはいないのか。もう一度、放射能とはどんな性質の物質か検証してください。
これまでにも放射能がもたらした健康被害の実態は相当数あるはずです。
恣意的に目をむけず、開発を進めてきていないのか。
発電そのものを金儲けとしておこなって来なかったか。
電力需要は国民生活に必須であればなおさら公共的インフラとして、金儲けの道具ではない発電方法を開発すること。人間だけではい生物すべてのための地球環境に、悪影響を及ぼさない発
電技術の研究開発が、よりいっそう人類に求められているはずです。

41132 個人 その他 ５０代 男性 原発はいりません。即時廃炉にしてください。
福島級の事故は今後も起こります。特に日本海側の
原発の事故は
多大な影響を与えます。

今回の大飯原発再開でも明らかなように、原発事故に対する想定には妥協がかなり含まれています。
ですから、想定外の事故は今後も起こります。
起こった後は取り返しがつかないのですから、起こる前に廃止に向かって作業を開始すべきです。
その途中でも事故が起こる可能性はありますが、稼働している限り、その後の廃炉過程においても事故の可能性が否定できないのですから、先延ばしにせずに廃炉作業にかかるのが、事故の
可能性を最小限にする方法です。
日本の優秀な原子力関係者様達を総動員して廃炉技術を確立し、廃炉ビジネスで世界に貢献すべきです

41133 個人 家事専
業

６０代 女性 原発０を望む
夫の里が福島で住んでる所がホットスポットの柏で多
大な迷惑が掛かってる。

福島では放射能で田植えが出来ず雑草だらけの田んぼを多く見る。
このまま除染もされず何十年も放置されてしまえば、もう稲作も出来ない。家へも帰れない。廃棄物の処理方法も確立してないエネルギーは使えば使うほど危険な廃棄物が増えるばかりで、危
険な原発とともに子孫に禍根を残すばかりなので原発０を望みます。

41134 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 選択肢として示されたシナリオの中では「ゼロシナリ
オ」を選択しますが、直ちに原発をゼロにすることを希
望します。

大飯原発の再稼動の進め方を見て、以下に揚げる多くの理由により、この国の政府・行政・電力会社に原発を安全に管理・運営できる機能・能力が、完全に欠如していると考えざるを得ませ
ん。よってもんじゅを含む全ての原子力発電所及び核燃料再処理工場は、即時撤廃すべきと考えます。
 ・福島第一原発事故の責任を誰も取っておらず、その追求も行われれいない。
 ・福島第一原発の事故原因が地震であった可能性が言われているのに、全く検討されていない。
 ・地震・津波対策が不完全なまま、根拠の無い安全性の判断で再稼動させてしまった。
 ・事故が起こった場合の非難体制など、福島の事故の教訓が生かされていない。
 ・国会事故調査委員会の提言は放置されており、真剣に再発防止を考えているか疑問である。
 ・新たに発足する原子力規制委員の人選が、原発推進派でしめられおり、安全を最優先に規制を行えるとは考えられない。
 ・大飯原発直下に活断層がある恐れが指摘されているにもかかわらず原発の運転を継続しており、今後、満足なバックフィットが行われるとは考えられない。

原発を停止することによる、電力価格のアップに付いては、現在核燃料サイクルの開発に投入している資金を、再生エネルギーや新エネルギーの開発に振り替えることで、かなり抑えられるの
ではないかと考えています。

41136 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発０％のシナリオを支持します。
原発使用後核燃料の安全・確実な廃棄・処理方法も
確立されていない中、現時点で原子力を使用している
こと自体が合理的でない。

化石燃料依存度やCo2排出量を下げることも重要であるが、原発０％でも可能。今後は火力発電、天然ガス利用、太陽光などの再生可能エネルギーを使用しながら、法人・個人のスマート化、
再生可能エネルギー拡大を進める。
GDP成長に対するエネルギー使用量増加は再生可能エネルギー拡大で補う。
GDP成長の戦略内に持続可能な日本社会形成のためのエネルギー使用の抑制も指標として頂きたい。成長するとともにエネルギーも使用増加するのはあたりまえなのでそこを抑制することが
賢い国と考える。
原発は2030年時点と先ではなく、即時原発０％を望む。

41137 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発ゼロを望みます。 直ちに原発ゼロを望みます。
再生可能エネルギーへのシフトを進め、より省電力な製品を開発し続けていくことが、日本の誇りになると思います。
それが出来る国だと信じていますし、そういう方向に進む内閣だと信じたいです。

41138 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 ゼロシナリオを支持
再稼動は行わずできるだけ早く原発をゼロに
省エネと再生可能エネルギーの一層の推進
放射性廃棄物の長期的な安全処理
以上のための技術開発や、エネルギー・環境に関す
る教育の充実

次の大地震がいつ来てもおかしくない日本にとって、原発はリスクが高すぎると思います。
社会全体がそのリスクを正しく認識できるような教育・情報公開をおこなった上で、安全性を第一として持続可能性・経済性もあわせ持つ自然エネルギー発電や、省エネを重視した社会を実現
する多様な技術の開発に注力することで、日本はエネルギーの安全保障を確立し、経済的にも一定の国際競争力を維持できるのではないでしょうか。
福島の悲劇を経験した日本だからこそ、世界をリードするような新しいエネルギー政策、社会のあり方を発信していけるようであってほしいと思います。

41139 個人 自営業 ４０代 女性 ゼロシナリオでお願いします。 経済の需要から、原発ゼロは困難との意見がありますが、これまで国力をかけて推進してきた原発にかけたのと同様に、またそれ以上に、まずは他のエネルギー開発に尽力してください。

41140 個人 その他 ５０代 女性 脱原発 フクシマの事故を過小評価しただけではなく　まるで原発事故などなかったかのように風化させる現実を座視するわけには行きません。わが国は民主国家ではないのですか？チェルノブイリで
の被害を認めようとしなかったロシアを見習うのは止めて下さい。放射能は目に見えないからと言って隠蔽し続けると日本は滅亡してしまいます。
脱原発。全ての原発を廃炉へ。

41141 個人 無職 ６０代 女性 原発ゼロシナリオを望みます。 人間の手で制御できない原発は不要です。自然エネルギーの利用を開発してください。

41142 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 エネルギー環境に関する選択技に対する意見。
2030年に原発０ではなく、即刻原発０を主張！！！
即原発０へ。弱者の保護を優先。

未だに福島の事故は収束していません。原発に賭けるお金があるなら復興に支援を要求すると共に原発や使用済み核燃料に費やす費用を考えれば再生可能エネルギー転換も余裕で可能。
国民、被災地の方々の意欲も湧く。

41143 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ゼロシナリオを選びます 人間はなにが一番大切か？
経済や電気ではありません。

命の危険を脅かす原発は要りません。
国土を汚染し続ける物質はもう要りません。

全原発即廃炉しか選択肢はありません。

41144 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 原発0%を求めます。原発依存から脱却し、自然エネル
ギー等を用いた「電気エネルギー供給システムの転
換」を求めます。

現在の日本の消費電力量は原発を稼働させなくても充分に賄える点、非常に危険なものであるのに発電量が低い、発電システムの効率が低い点、3.11という大惨事が起きたにもかかわらずこ
の事態を無視して再稼働を推進する原発に関わる人々の無能さ、幼稚さ、軽率さ、つまり無能、無価値な人間が原発稼働に携わっているという危険性より、原発稼働の不要性や危険性が明白
な為。

41145 個人 その他 ４０代 女性 政府や電力会社の方針には、人を含めた生命全体へ
の敬意が不在で、危険を承知で、現世代・次世代を犠
牲にする。基本的命のあり方を、無視している。原子
力政策は、具体的な方法を示し、取りやめていくべき
である。

環境を破壊し、命を破壊し、結局は自らの首を絞めることになる原子力政策は、日本のみならず世界全体に対する破壊行為です。実際のところ、この暑い夏においても、節電しながら、そして生
活の方法・ライフスタイルを転換しながら、暮らしていけば、原子力に頼らなくても電力量に問題がないことが証明されています。原子力政策を段階を経て撤廃し、自然エネルギーに転換、と同
時に、ライフスタイルをすっかり変えていく方法を、一般市民は取り始めています。教育の中で、具体的な方法を教え、人々が暮らしていける方法をしっかり具体化することを、すでに行われてい
る人々やNGOの活動から学ぶべきです。原子力に頼ったエネルギー政策には、断固反対します。

41146 個人 法人等 ３０代 男性 2030年における原子力発電比率を0％にすることを支
持します．

処理困難な廃棄物を出す技術は人類にとって不の遺産であると同時に，2030年という期限を区切ることによって日本の再生エネルギー技術が飛躍的に向上すると思います．その結果，日本の
再生エネルギー技術は世界に誇れる技術となり，エネルギー産業の活性化につながります．

41135 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 日本の電気エネルギーを、原子力で生み出すことに
反対します。

20110311の福島第一原子力発電所事故（※以下「フクシマ」）が起こるまで、私は原子力発電（※以下「原発」）について以下のように認識していました。

(1)日本の電気エネルギーの３割が原発に頼っている状態である。（ほとんどは火力発電である。）

(2)核のゴミが大量に埋め立てられ、半永久的に処理されないこと（※以下「核のゴミ」）は知っていたが、石油資源が限られる中、火力発電と比べて石油の消費が少ないこと、CO2排出量が少な
いこと、エネルギー効率が良いことなどから、代替エネルギー（※できれば再生可能自然エネルギー）ができるまでは仕方がない。

(3)1986年のチェルノブイリ原子力発電所事故（※以下「チェルノブイリ」）のようなことは、社会主義国で起こった特殊な事例であって、日本では費用は余分にかかっているかもしれないが、同じ
ような苛烈事故は起きないであろう。

(4)電気が足りなくなると困る。

「フクシマ」以後、私は以下のように考えが改まりました。

(1)日本でも「チェルノブイリ」級の事故が起こってしまったのにも関わらず、政府は正しい情報を隠し、国民を適切に避難させないなど「チェルノブイリ」以下の対策しかせず、国民が被爆し続ける
のを今の今まで放置している。

(2)福島第一原発には素人にも判断できる程度の「フクシマ」に至る構造的欠陥があった。「フクシマ」が人災であるのにも関わらず、‘天災’‘想定外’という言葉で誰も責任をとらない。

(3)原発が維持されるのには被爆労働が欠かせない。労働者は日雇労働者、多重債務者などの‘訳あり’の労働者、外国人労働者などの、最下層の労働者が担ってきた。

以上の点を踏まえ、私は日本のエネルギー政策について以下のとおり、意見を述べます。

原発被爆労働や「核のゴミ」に明らかなように、人類と原発は共存し得ません。現状、日本国内のすべての原発を停止しても電力は十分足りてると私は認識していますが、日本で今のような経
済活動を続ければいつかは電気は足りなくなってしまうかもしれません。
それでも「フクシマ」よりはよっぽどマシです。

核が怖いのは、一度汚されてしまった自然界や人間の体といった生命は、気の遠くなるほど後になるまで元には戻らないし、場合によっては永遠に損なわれてしまうということです。

日本が地震多発国である以上、原発事故に至る‘想定外’の事態は必ず起こり得ると思います。「フクシマ」に明らかなように、誰にも責任を取り得ないほどの重大事故です。

現在でも「フクシマ」は全くもって未収束であり、原発自体の安全性が激しく不安視されている今、脱原発に向かうどころか、正確なデータに基づく訳でもない「電力不足懸念」の名のもとに福井県
大飯原発再稼働を強行し、他原発も同じくしようとする政府に、激しい怒りを感じます。

また何よりも、毎週金曜日の首相官邸前脱原発アクションをはじめ、日本における脱原発運動が今これだけの盛り上がりをみせており、それは世界も注目する事態となっているのに、こういった
民意を無視している政府に、激しい怒りを感じます。

確かに今、日本国内すべての原発を停止し、万が一計画停電になるようなことがあれば日本は大混乱に陥り、政府としてはそうした事態は防がなくてはならないでしょう。

けれども、少なくとも日本のエネルギー政策を「脱原発」に転換するくらいのことは、絶対にしなくてはならないはずです。

少々の経済的痛みは覚悟の上です。
とにかくまず国内すべての原発を廃炉にし、代替エネルギーが実用化するまで火力発電などでエネルギー供給するしかないと思います。

原発だけはどうしても容認できません。



41147 個人 自営業 ５０代 男性 2030年では遅い、即0％を主張。 経済復興の為には原発ではなく、未来の為の再生可能エネルギーが必須！そちらに心血を注ぐべき。

41148 個人 自営業 ３０代 女性 未来の子ども達の為原発は100％無くすべきと考えま
す。

経済的に考えると原発推進されるのは納得できないが、理解はできます。
が、しかし、福島原発はまだ、終息しておらず、未だ放射能を拡散し続け、
福島県民、特に子ども達に甲状腺の異常が出てきていると聞きます。
健康と一度破壊した自然はお金ではなんとかなりません。
京都市の学校給食のセシウム基準も国が認める半分の50ベクレルなので、
安全と言っていますが、何をもって安全と言っているのか、まったく理解しかねます。
大体、身体の半減期から約２０～３０年経ってからでないと影響はわからない。
確率的因果の観点から無いと言ってしまえばそこまでですが、チェルノブイリの前例から学ぶべき点は山ほどあります。
まず、守るべきは子ども達であり、企業ではありません。
そして、正しい情報の公開を求めます。

41149 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発は現状維持もしくはむしろ増やす必要がある。原
発をゼロにすることは今は良いかもしれないが、近い
将来重大なエネルギー不足を招くことが必至であり、
きわめて無責任な意見である。

理由として、原発をゼロとしたシナリオでは、再生可能エネルギーを最大２４％としているが、これは太陽光発電が１２００万世帯というほとんど不可能な算定であり、これ以上は絶対望めない最
大値であると思われる。とすれば、残りの大半は火力発電となるが、その燃料たる石油、天然ガスがあと何年くらいもつのであるか、それが最も重大である。その推定はかなり困難とされている
が、ＢＰなどの定説では、石油約６０年、天然ガス約８０年というレベルであって、要するに５０年～１００年後には、もう枯渇の段階に入ってくる。メタンハイドレートなど新しい資源が見つかったと
しても、多少延命するくらいであって、エネルギーの安定確保という人類にとって最も重大なテーマに対して、化石燃料の枯渇は最大の脅威であるので、もっと厳しく安全サイドに考えるべきであ
る。もし原発ゼロ方針を公表すればすぐさま化石燃料は高騰し、我が国の経済に重大な脅威となるのは必至であろうし、少なくとも３０年後あたりには、化石燃料の奪い合いになり、世界大戦も
ありうる状況になる。たしかに原発にはそれなりのリスクや問題があるが、世界中の人口が８０億に向かって膨張している限り、それを支えうるものは、原発およびそのリサイクル技術でしかな
い。なお、現状のマスコミ等において、ほとんどが化石燃料の枯渇を議論に入れずにエネルギー論議をしているのは、それをすると結論が決まってしまうことを恐れるがためである。

41150 個人 その他 ３０代 女性 危険を大いに伴う原子力エネルギー、及び原子力発
電に反対します。
環境や人々の健康に害のないエネルギー政策を希望
します。

放射性物資の食品の暫定基準値を世界レベルに引き下げて下さい。
危険な食材が市場に出回っています。　政府は経済を優先にして国民を
見殺しにするつもりでしょうか？　放射能で汚染されている地域は、人々や生き物が安心して暮らせる様に速やかに除染を行って下さい。　日本の国土や国民の安全を第一に考えて政策を行っ
て下さい。お願いします。

41151 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原子力発電のエネルギー依存ゼロへのシナリオを求
めます。

原発は再稼働せずに、再生可能エネルギーへのシフトへ転換してください。
発送電分離によって電力を家庭でも選択できるようにしてください。

理由
原子力で得るものは、最終的に放射能の被害だけです。
放射能汚染によって、土地は奪われ、生活は奪われ、汚染によって
いろいろなところで差別うまれ、争いが生まれます。
そして人間の健康と命が奪われます。

原子力に依存せず、他のエネルギーで充分に経済も賄われることが
わかってきています。
ぜひ、その方向に日本を転換してください。

41152 個人 自営業 ３０代 女性 原発は0シナリオを支持します。 現在福島を初め関東、東北の農産物や中古車などが海外より輸入拒否されています。
そして私の住む愛知でも汚染は見つかっており、またこちらに避難されてらした方、今も関東に留まる友人でも複数が体調異常（甲状腺の異変含む）を訴えており、
金銭では良い方に向かい様がない現実が目に見えています。

核兵器と原発は全く違うとの意見もありますが、結局コントロールできるなんて言うのは妄想で、利益の為に立場の弱い誰かが必ず被曝しなければならない。
お金で補償できるものでもなく、未来を失わせるものとしか思えません。
だから私は原発による発電は一切希望しません。ゼロリスクしか選択する余地はありません。

41153 個人 無職 ６０代 男性 「2030年原発０」ではなく、「即刻原発０」を主張しま
す。

再び中部・関西で事故が起これば、日本全土が核汚
染され、日本人が消滅します。福島は東の端のため、
この程度の被害で済んだ。

１．原発の核廃棄物の処理の方法がないこと。
　　使用済み核燃料、廃棄の原子炉等放射性物質を処理し安全にする技術がありません。燃料リサイクルも一部が燃料にリサイクルされますが、大部分は危険な放射性物質のままです。地中
に埋めるにしても、この地震国の日本で地中に封じこめることは不可能です。
２．福島原発事故後、どの原発でも、事故発生時の対応の訓練が実施していません。また、どこでも避難訓練がなされておりません。今回の事故で、　50キロ以上の範囲に放射生物質の重大な
拡散が確認されていますが、どの県でも、県民全員が避難する大訓練が実施していません。このような状況で、国民は健康被害を受けないのでしょうか。稼働は認められません。
３．一時的には電力不足はいたし方ありません。停電を受け入れます。ただし再生エネルギーを活発化する政策を実施するべきです。特に低水位発電と
　　その電力の購入システムを早期に推進すべきです。民間の発電を推進し、電力会社に購入義務付けをすれば、直に電力不足は解消します。

41154 個人 自営業 ３０代 女性 原発ゼロにしてください。 今変わらなければいつ変わるのでしょう？
福島のような惨事にならないよう、全ての原発を止めて、
新たなエネルギーにシフトするべきです。
海外からみた日本は小さな小さな島国です。
他の原発で同じように想定外の事態になった場合、
日本は終わりです。

子孫のために、今、原発をなくしましょう。

41155 個人 学生 １０代以
下

男性 原発ゼロシナリオを望みます ・東日本大震災のような原発事故を二度と起こさないでほしい、100％事故を起こさないようにするためには原発廃止という手段しかない。
・原発が人体にとって有害である可能性がある以上、それを使用すべきではない。
・今すぐに脱原発は厳しいかもしれないが、段階的に自然エネルギーに移行していき、最終的には原発をすべて廃止してほしい。
・自然エネルギー事業を国主体で本格的に行っていけば、雇用も増え、今現在の不況の打開につながるのではないだろうか。
・自然エネルギーが増えれば地球温暖化にもいい対策になる。
・将来の自分たちの未来に、核廃棄物を残してほしくない。
・電力の自由化を行ってほしい。そうすれば新たな事業の創出につながるし、原発依存のメリットなども少なくなるのではないか。

41157 個人 会社員・
公務員

７０代 男性 今回のパブリックコメントで私の意見は、２０３０年時
点での原発依存度を２０～２５％にすべきである。さら
に長期の視点で見れば２５％をこえるべきと考える。

理由
１　化石燃料は有限である。殆どを輸入に頼る我が国にとって
　　経済だけでなく、国家の重要な安全保障上のリスクである。
２　国土の狭い我が国は自然エネルギーの増産にも限度がある。
３　将来原子力発電の比率をゼロにする場合には、発電は無く
　　とも廃炉までの維持管理には相当のコストと技術の承継が
　　必要だ。逆に、技術があれば世界でのビジネスチャンスに
　　できる。
４　技術革新に期待したい。将来的には、高速増殖炉の稼働や
　　低レベル放射能のエネルギー化、放射線の半減期の短縮技
　　術等々
人類はその昔、火傷や焼け死ぬ危険を乗り越えて火を扱う技術を手に入れた。我々はその恩恵に浴している。今、原子力をコントロールする技術を蓄積することは、将来の地球に生きる人類へ
の貴重な遺産である。

41158 個人 その他 ４０代 女性 選択肢がおかしい！
なんで18年後なの！！！！

なぜ、今すぐではだめなの？
18年かかると思っている人が考えているからではないですか？
そもそも事故原因をクリアにしないまま、原発が動かせるのが不思議です。
次に事故が起きたら、野田さんや電力会社がどんな責任をとれるのでしょう？
経済性を理由にしますが、政府の「原発」「増税」「戦闘機」すべて同じ構造がみえます。いままでの慣例にのっとって「とりあえず」と。
これらは断片的で国としての大きなビジョンが示されていません。
これでは国民はおそまつ過ぎて「選択」できません！！！
電力会社が危険を想定しないからこの事故がおこったのでしょう？？？
「想定外」だから許されることではありません。これは「罪」です。
危険を想定出来ないものに舵取りをまかせてきた政府の「罪」です。
危険を想定出来ない団体に危険なものを動かす権利ががあるでしょうか？
起こってしまった事故に対して、電力会社や政府がどんな対応を取ったでしょう。
その対応を見て、私たちは感じてしまいました。
子どもじみた３つの選択肢をみて、もうあなた達には無理なのだとわかってしまったのです。

41159 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます。 原発ゼロシナリオを選びます。
一刻も早く、すべての原発を廃炉にしてください。福島第一原発の事故から何も学んでいないのですか。あんな恐怖や悲しみは二度とごめんです。
地震活動が明らかに活発期に入った日本列島は、原発と共存できません。もし（万一などという低い確率ではないでしょう）また事故が起これば、本当に日本が滅亡してしまうかもしれません。
核燃料サイクル構想には速やかに見切りをつけ、金食い虫のもんじゅも廃炉にして、そのお金を再生可能エネルギーや省エネの推進に振り向けてください。

「原子力発電によるエネルギー政策および大飯原発
を始めとする
国内原発の再稼働に反対します。ゼロシナリオによる
原発即廃炉。」

「原子力発電によるエネルギー政策および大飯原発を始めとする
国内原発の再稼働に反対します。ゼロシナリオによる原発即廃炉。」

福島原発事故による核爆発と放射性物質汚染の継続は、
今や世界中が知る事実であり、
放射性物質汚染瓦礫受け入れ処分焼却処分の全国拡大や
放射性物質汚染食材食品の偽装や建材や中古車両の流通は、
今や深刻で危険極まりない社会問題となっています。

福島原発事故を世界中が認めるレベルで完全収束させて、
国民の強い反対を押し切って再稼働をさせた大飯原発を始めとする
日本国内の他の原子力発電所も即時廃炉すべきです。

賢い消費者で有権者である真っ当な日本国民を、
原発利権目当ての旧い政治家や企業やマスコミの嘘の塗り重ねでは
世界中の集合知と繋がっているインターネット時代に
もう騙し続ける事は不可能です。

日本の官僚システムが本当に優秀であれば、
小さな子供さんや若い世代や高齢者の人達が
自宅や携帯電話やネットカフェから誰でもキーワード検索を出来る
原発事故や放射能や放射性物質汚染に関する本当の情報を
理解する事は容易な筈です。

国と国民の為に官僚や役人として公務員の職に就いたのであれば、
これ以上、自分達が嘘をついて自分達の手で日本の国を内部から崩壊させて
日本国民を原発政策の失敗による放射性物質汚染拡大で
健康被害や生命を奪う死の恐怖にさらしてまで、
ご自分達の給料とボーナスと退職金と年金と天下りの為だけに
自己保身や組織保護に努めるのはすぐに止めて下さい。

※国民が日本政府の各省庁へ自分が送付した意見を記録化しやすいよう、パブリックコメント送信確認欄内に「印刷ボタン」を表示するWebシステム化を早期実現し、国民と政治家と各省庁職
員の双方向の対話で問題改善解決する時代へ。

41156 個人 自営業 ４０代 男性



41161 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 「エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見

「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主張
《即原発ゼロへ。原発が存続する理由はなくなった》

技術は失敗や事故を経験にし高めていくものだが、原発に関してはひとたび事故が起きればその影響は人類が受け入れられるものではない。
核廃棄物の最終処分は確立されていない。ゆえにコストさえ計算でない。
原発はCO2削減に有利という意見もあるが、地球温暖化モデルが間違っていると考えるに十分な観測データ、古気候の復元が多数報告されている。
安全性、経済性、環境面から見て原発の存続する理由は何一つない。

41162 個人 自営業 ３０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します。 いったん原発事故が起これば取り返しがつかない。
核廃棄物の処理のコスト（費用・危険）を考えると、原発はリスクが大きすぎる。
国は代替エネルギーの開発に費用をかけるべき。その方が将来の日本経済にとっても利益になるはず。
人々の少しの節電と代替エネルギーの開発によって、原発なしで日本は立派にやっていける。
原発産業関係者の利益のために大切な国税を使って欲しくない。

41163 個人 無職 ５０代 男性 ゼロにするべきです。世界有数の地震列島日本で、
原発は一刻も早く、今すぐなくすべきです。地震と津波
とテロの危険下に原発があります。原発の存在自体
が放射線被曝による人命の危機です。原発廃絶が国
益です。

今、福島の教訓を生かす道は、一刻も早い原発の廃炉に国策転換をするべきです。
一、浜岡原発を停止しても、堤防を作れば再稼働できるかのような現在の状態は不十分です。今後三十年以内のマグニチュード八程度の東海地震が発生する可能性が八十七パーセントとい
われる中で、すぐに廃炉の作業に入るべきです。
二、中越沖地震では、柏崎刈羽原発が想定されていた数値を上回る地震動を受け、火災の発生や使用済み燃料プールからの放射能汚染水があふれて海に流れ込む事故が発生しました。想
定外の活断層が動き、危険性の指摘は無視されて、原発推進政策という国策と東京電力考える経済性が優先されました。福島原発事故の前にすでにこの時点で安全神話は崩壊していまし
た。この時、原発推進政策が根本的に見直されていたならば福島原発事故は防げていたかもしれません。
三、高速増殖炉もんじゅは、危険性の中でも最高度の危険性のある施設です。アメリカでもヨーロッパでもあきらめた危険性の高い高速増殖炉はナトリウム漏れ事故以来稼働していませんが、
廃炉に向かっていません。直ちに廃炉するべきです。あれこれの策を弄して人々を生死の危機にさらすことをこれ以上進めるべきではありません。核燃料リサイクル計画と共に直ちにあきらめ
るべきです。
四、なぜ、度重なる危機状況の発生で、全ての原発を廃炉に出来なかったのか。被害を軽視し続け、根本的原因を明らかにすることなく運転をし続けたのか。国の原発推進政策の誤りは明らか
です。
五、スリーマイル島原発事故、チェルノブイリ原発事故で、原発をやめた国があり、福島原発事故でドイツやイタリアで原発をやめるというのに、事故当事国で六、廃炉にしない愚を続けるので
しょう。これは世紀の愚策であり誤りです。
発電は、原発以外の全ての既存の発電方法によってまかなう方法を智恵を集めて政策化するべきです。その中には国民的な議論による節電をすることも含みます。
七、四つのプレートが集中する世界有数の地震列島日本で、原発は一刻も早くなくすべきです。地震・津波・テロの危険下に原発があることを過小評価することは許されません。将来にわたっ
て、日本の安全こそ最優先することが福島原発事故を二度と引き起こさぬ教訓とするべきです。
八、トイレのないマンションの例えのように、放射性廃棄物の最終処分場がないまま原発稼働を推進するのは、限りなき未来世代への付けであり、許されぬ行動です。
九、原発はゼロにするべきです。それは二千三十年時点は勿論です。が、今すぐにそのように進む政策を選択すべきです。

41164 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します　再稼働反対 放射能製造機を安全だと言っていることが理解できない。世界の為、子供たちの未来の為、放射能という殺人物質を地球に残してはいけない。もっと自然エネルギーなど地球にやさしい発電に
するべきです。たとえ電気料金が高くなっても目先の利益にとらわれるべきではないと思います。

41165 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 男性 (1)ゼロシナリオを選択します。そして即時廃炉以外あ
りえません。

もうすでに原発がなくてもやっていけることが証明されました。ですから再稼働させる必要性もなくすべての原発をすぐに廃炉にすべきです。また使用済み核燃料の処理もできないのに原発を続
けるのは狂気の沙汰です。コストや安全性においても原発はやるべきではありません。そして原発をやるということは差別を認めるということでであり社会的にも決してやってはいけないもので
す。

これからのエネルギー戦略はやはり世界の主流でもあるガスを原発の代替エネルギーにしていくべきだと考えます。長期的には自然エネルギーに変えていく必要があるとは思いますが、短期
的には原発の代替にはなりえず自然エネルギーに一気に偏り過ぎることは、原発を温存させる可能性が高くなると思っています。

現在の火力をフルにつかえば電気はまかなえるでしょうが、石油石炭による火力発電の代わりにまずはガスコンバインサイクルを普及させるべきだと思います。ガスの埋蔵量は現時点で４００
年と非常に多く、世界各地に（日本にも？）ガス田はあり、まともな契約がなされれば本来かなり安価であるし、二酸化炭素と温暖化とはあまり関係ないと個人的には思っていますが、二酸化炭
素もかなり削減できるし、建設費は原発の１０分の１くらいだし、着工から１年程でできるし、原発のような危険はないし、発電効率も原発の２倍だし、人件費も抑えられるし、その他色々利点があ
りますが当面はガスによる火力発電を中心にやっていきながら自然エネルギーの開発に力をいれていくことが大切だと思います。

41166 個人 無職 ４０代 男性 ３つのシナリオのうち、原発比率を2030年までに０％
程度、ではなく、即時０％にしてください。

　福島第一原発事故で、原発が我が国にもたらした被害はおそろしく甚大で、取り返しようがつきません。世界からも日本がどうするか動向を注視されています。こんなに地球全体に影響を与え
てしまった原発がこれからも継続していい訳がありません。これでもさらに原発を続けるなら日本は世界からの信用を完全に失ってしまう事は必至です。
　二度目の原発事故が起これば、日本国土は放射能まみれとなって日本人は日本国土から脱出せざるを得ず、日本国家は崩壊し、日本人は世界をさまよう難民となり、原発事故を二度も起こ
した民族として、永久に世界から差別される民族となってしまうでしょう。
　私は日本国中の全原発の即時廃炉を強く国に要求します。

41167 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発は廃止しなければならないと考えます。 放射性廃棄物の最終的な処分方法が決まっていません。今すぐに全ての原子炉を廃炉にすることができたとしても、既に存在している膨大な量の放射性廃棄物を人類は長期間に渡って管理し
ていかなくてはなりません。従って引き続き原発を使い続けることは、放射性廃棄物をさらに増やすことになるので、してはいけないと思います。

41168 個人 自営業 ３０代 女性 原発はとても許容することはできません。チェルノブイ
リの後も推進してきたこと自体を否定します。それを選
ぶことで生じる経済、外交、政治の問題も承知の上
で、選べるシナリオは「ゼロシナリオ」以外にありませ
ん。

ゼロシナリオを求めます。

電気事業連合会が選択肢の見直しを求め、原発は20～２５以外ありえない、自然エネルギーの値が高すぎる、などとしていますが今まで同様の価値観や方向性をさらに発展させていこうとすれ
ば当然そうでしょうが、ここへきて未だ震災前の従来の、古い、行き過ぎたシステム、価値観、考え、方向性、環境を維持継続しようとしている姿勢が残念でなりません。それは政府も同様です。
震災で多くの尊い犠牲のうえに私たちにもたらされたのは意識の変革の必要性です。あの犠牲がなくては気付けなかった程に私たちは愚かでした。

これまで同様の経済成長を至上とした社会を作っていけば、私たちの日本に未来がないことは明白でしょう。いつでも２４時間設定した温度のお湯がでて、排泄物も快適に流れ去る。恐ろしいほ
どの快適を手にしていることに、日本人はもっと気付くべきです。こんな国が世界中にいくつあるでしょうか。これが当たり前ではなく、以上なほどの快適であることに気づき、暮らしを見直すべき
です。

太陽光発電による各戸建ての蓄電を認め、現在の形だけの東電の買取を廃止し各戸建てでの発電にもっと生かせるように。（現在は買取しているものの、せっかく発電したものは電線を通って
いる間にほぼ消えてしまうとか。そして結局は東電から来ている電気を使っているという。）現在の太陽光の活用制度の見直しを求めます。それには現実的には東電を使うという選択肢しかない
という状況を変えていかなくてはなりません。

原発は自分の作ったものに対して自分で後始末、尻拭いのできない未熟な発電装置です。火力も未来永劫使い続けるには難があるのは自明です。自然エネルギーを活用するにあたって多く
の研究者が新しい、優れた提案をしています。人間は自らを更新して、もっと賢く行きてゆける可能性をそれらは示唆しています。いまこそその時です。

原発はそのものも問題ですが、その周囲に取り巻いている人間、カネ、欲が異常です。そこも含めて廃絶を求めます。

41169 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 原子力発電所は、生命を破壊してしまいます。核のゴ
ミは危険なまま、たまっていくばかりです。原発は、す
ぐにゼロにするのみです。

　子供のころ、日本に原発ができた。美しい自然を壊して。人間関係も破壊して。放射能にしはいされて。どんなに困難でも命に背くものを作ってはいけません。希望が無くなります。原発イコー
ル豊かな社会なんて大嘘です。健康にみんなが生きて行けるエネルギーを考えなくては人類はほろびます。

41170 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原子力による発電は、０パーセントに。すぐにでも。 原子力による発電は、０パーセントに。すぐにでも。
核のゴミを安全に処理することはできません。いままで出てしまった核のゴミをどうするかだけでもたいへんな問題。これ以上核のゴミをふやすようなことをしていけません。
ひとたび原発で事故が起きると、長期におよぶたいへんな被害があることは福島の事故ではっきりしました。多くのひとが土地を失い、家を失い、健康を失いました。被曝の不安のない健やかな
暮らしを望みます。
核のゴミの処理ができない原発に未来の希望はありません。自然エネルギーには健やかに暮らす希望があります。自然エネルギーに大きく舵をきりましょう。
健やかな暮らしのために、これまでのエネルギー（電力）の消費のしかたを見直している市民はたくさんいます。「ぜんたいで必要な電力」の見直しもしてください。

会社員・
公務員

３０代 女性 原発依存をゼロにする「ゼロシナリオ」しかない。た
だ、省エネ10％は小さすぎ、エネルギー消費量を最小
化する新しい社会の構築をめざし、CO2排出を大幅に
削減するシナリオへの変更を求める。

【原発問題について】
・福島第一原発の事故が起きる以前から原発には大きな疑問がありました。それは、ウラン採掘現場での放射能汚染や被害の実態、原発立地地域で利権がらみの地域の分裂、核燃料サイク
ルに莫大な国家予算が投じられる中でのトラブルの連発、放射性廃棄物の処理方法がなく、将来世代にツケを回す負の遺産であることなど、資源採掘・原発建設・利用・廃棄に至る原発のライ
フサイクル全てで問題があるからです。

・しかし日本の原発で、水素爆発やメルトダウンが起きて、収束まで何十年もかかるような大事故が起きるとは思いもよりませんでした。巨大な地震と津波の被害に加えて、原発事故による放射
能汚染が被災地の悲惨な状況に追い打ちをかけ、復興の大きな足かせとなっている事態に、心底「原発さえなかったら」と考えるのは私だけではないと思います。原発は人間のコントロール下
にはないことははっきりしましたし、核廃棄物の処理方法すらない中で、原発をエネルギー源の一つとして残すのはあまりに無責任な選択です。

・３つの選択肢のうち、「15シナリオ」は原発を今後も温存するシナリオであり、原発の新増設もありうるので反対です。また「20～25シナリオ」は原発を数多く増設しなければ成り立たないシナリ
オであり論外です。したがって、３つの選択肢のうちでどれかを選ばなければならないとすれば、唯一脱原発の方向性が明示されている「ゼロシナリオ」しかありません。

【温暖化対策について】
・地球規模で人類が直面している危機の一つが気候変動問題です。科学者が警告を発している以上の規模で世界的に豪雨や干ばつなどが各地で勃発し、北極海の海氷や世界各地の氷河は
融解し、地球の平均気温は確実に上昇しています。地球温暖化は、たった１℃地球の平均気温が上がっただけでも生態系に大きな打撃を与えます。多様な生物の絶滅危機に拍車をかけ、生
態系を大きく破壊し、人類そのものの生存をも危うくする事態になりつつあるのです。こうした事態を引き起こしている当事国として、温暖化問題に大量に化石燃料を消費している先進国である
日本が、自ら積極的に温室効果ガスを削減する責任ある対応をとらなければならないと思います。

・これまで、温暖化対策は「原子力発電を柱」として、原発だのみの政策にする一方、安い石炭を野放図に増やし、90年以降石炭発電を原発推進政策とともに進めてきました。原発でトラブルが
起きれば、石炭発電が増えてCO2排出を増えるという構図がありました。

・日本の温室効果ガス排出量の７割は電力を含む産業部門からの排出です。ここにメスをいれないかぎり、2050年に向けて80％削減を実現することはできず、今からエネルギー政策の舵切りを
する中で実現に向ける必要があります。そして、それはエネルギー多消費型産業を中心とした産業構造を転換するかが鍵を握っています。

・日本の温暖化政策は、この20年間、産業部門におけるエネルギー効率化や省エネ政策などを積極的に導入する政策は不幸にもすべて先送りされてきました。今回示された「選択肢」では、
2020年の温室効果ガスの排出量が、ゼロシナリオでは「0～▲7％」15シナリオでは「▲9％」、20～25シナリオでは「▲10～▲11％」と、いずれも「温室効果ガスを2020年までに25％～40％削減す
る」という、地球の平均気温を2℃未満に抑えるために科学が要請する水準に遠く及ばず、これまで同様に、温暖化対策をいずれも先送りするものです。

・鳩山政権時代に、2020年25％という削減目標が示されたのですから、せめて選択肢の中でもその数字を残し、温暖化対策強化を打ち出すべきでした。原発ゼロにしながら、省エネを深掘りさ
せて温暖化対策を強化することは可能であると複数のNGOの試算などからも明らかになっています。

・原発ゼロを実現しながらも、温暖化対策をもっと強化することは可能です。石炭依存をもっと低くし、ガスシフトに力点を置くべきですし、発電部門における電気のロスをなくし、無駄に捨ててい
る熱を有効に利用していくこと、産業構造の転換も視野に入れ、効率の悪い工場や事業所などの省エネを大幅に進めることに重点を置くべきです。

【再生可能エネルギーと電力システム改革】
・再生可能エネルギーの電力消費量に対する導入目標を、2020 年までに30％程度、2030 年には電力の50%程度（約3850億kWh）、2050 年頃までには最終的に電力の100%の社会を実現するこ
とも可能だと思います。省エネルギーを進め、全体のエネルギー消費量を減らすことができれば、電源構成の割合も再エネでもっと高めることができるからです。

・再生可能エネルギー100％の実現には、電力システムの大胆な改革が必須です。送電線へ再生可能エネルギーを優先的に接続すること、電力自由化・発送電分離、スマートグリッド体制やデ
マンドレスポンス体制の構築など「電力システム改革」を推進することを日本として着実に進めるべきだと思います。

・原発や石炭火力発電などによる大規模集中型発電システムから、日本全国の地域特性にあわせた再生可能エネルギーを有効に活用する地域分散型エネルギーシステムに転換していく方向
性が不可欠です。再生可能エネルギーは電気だけではなく、バイオマス熱エネルギーや太陽熱を有効活用する再生可能エネルギー熱の利用も増やし、熱で利用するエネルギーは電気ではな
く熱を有効利用していくしくみが必要です。地域でエネルギーをつくる構造にすることで、地域の活性化にもつながると思います。

日本は、高度経済成長の時代は終わり、新たなステージへとかわりつつあります。今後、子どもたちが夢や希望を持てる社会へと切り替えていくために、「原子力からの脱却」「化石燃料からの
脱却」「気候変動対策の重点化」を真の意味で実現するシナリオに修正されることを求めます。

41160 個人



41172 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 選択肢として示されたシナリオの中では「ゼロシナリ
オ」を選択しますが、直ちに原発をゼロにすることを希
望します。

福島第一原発の事故では、福島県に甚大な被害が発生しましたが、それでも運が良かったのではないかと考えます。 最悪の場合は、首都圏も居住不能になった可能性もあるのではないでしょ
うか。
原子力発電所や核燃料再処理工場で事故が起こる可能性がゼロではない限り、二度と原子力は使用するべきではないと考えます。原子力発電所も再処理工場もすぐに停止し廃棄して下さ
い。

二酸化炭素排出削減に付いては、日本より多量に排出している米国や中国などが削減を行っていない状況では、日本が危険な原子力発電を使用してまで二酸化炭素の排出削減を行う必要は
無いと考えます。国際的に京都議定書の離脱を宣言しても良いのではないでしょうか。

41173 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

原子力発電は、下記のような短期的、長期的な問題があります。

　想定を超える地震や津波などの天災に対し、対策ができない。
　もし事故が起きた場合、長期にわたり甚大な被害が起こる。
　被曝労働者の健康被害および人権侵害が起こる。
　使用済み核燃料は、環境および生物への悪影響を回避できない。
　
　
新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：

    直ちに環境および、生活に悪影響を与える原子炉再稼働を止めてください。
    経済成長を追い求めた政策を見直し、エネルギー需要を抑制できるものに転換する
    再生可能エネルギー開発への支援をする
    発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
    石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

41174 個人 無職 ６０代 男性 原子力は０％ 子供および孫の将来を考えた時、原子力は０％でなければなりません。
原子力ムラといわれる官僚・政治家および大学教授・電力関係者の原子力を肯定する意見は賛成できません。

41175 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発は要りません。再稼動も絶対反対です。
２０３０年までに０ではなく、即刻０にして下さい。

今原発が動いていないのにも関わらず、やってこれているのだから問題は特に無いと思います。
火力発電に関しても将来０にしたいので、地域の特性に合わせて再生可能エネルギーを採用したらよいと思います。特に太陽光は被災地東北で相当進みましたので、温暖な関東以南ではもっ
と活用できるのは子供でもわかる話です。

原発を今後使おうとするのはもう誰が考えても無理だとわかっています。推進している方はただ悪あがきしているだけに過ぎなように見えます。
もう悪あがきは止めて、さっさと使用済燃料の処理方法や、福島原発やチェルノブイリ等の放射能汚染についてや、代替エネルギーの研究開発を急ピッチで進める方にお金を費やした方が、得
策でしょう。

41176 個人 自営業 ４０代 女性 「ゼロシナリオ」しかありえない。現時点でも垂れ流さ
れ、溜め続けられてる放射能汚染の現実に目を向
け、中和処理のできないものを使用してのエネルギー
政策からは潔く撤退を。

福島の現実があるにも関わらず、現最高水準科学技術でも中和処理のできないものを使ってのエネルギー開発は今後継続する事自体があまりに無策無謀。

光熱費の増大、CO2増加、雇用問題等、国民負担のネガティブキャンペーンをやっている暇があるのであれば、稼働している原発は少ないわけで再生エネ事業を拡大することに意識集中し
早々のエネルギー転化実現を。無駄な電気使用を改めて見直し（生産工場等、医療は除外）放射能中和技術を生み出すことの研究に助成金を。

41177 個人 自営業 ４０代 男性 地震大国であることを踏まえた、発電設備を考えた場
合、「原子力」という制御できないアキレス腱は国土の
中に（地球上にも）、持つべきではない。
あえて、選ぶとすればゼロシナリオだが、5年で実行す
るべき。

たまたま大地震の休眠期間に経済発展を遂げたのが、現代の日本。

人間の想定をはるかに越えた震災リスクを考えた場合、原子力災害を引き起こし、国土の喪失・住民が避難民となるような発電設備は、この国には不要です。

また、原子力発電を採用することで発生する、使用済み燃料の処分は安全な処分の見通しがなく、将来に先送りする無責任なやり方しか残されていません。

このような、欠陥発電システムは、出来るだけ早急に廃止し、コスト高になっても、ガスや自然エネルギーなどのエネルギーに、国策として移行すべきです。

福島での教訓を生かすには、まず走り出すこと＝行動を起こすことです。
国民の後押しの中、国として一丸になって行えば、必ず実行できると考えます。

また、新エネルギーの実用化・量産化の過程において、科学的・技術的にも世界に対して、大きなアドバンテージをもたらすことができると考えます。

原爆でも被爆し、原発でも被曝した世界唯一の国、ニホン。
日本は、いまこそ、脱原子力をメッセージとしたエネルギー政策に転換すべきです。

美しい国土を子々孫々に受け継ぐこと＝日本の未来はこれしかありません。
言葉通りの「美しい国」を、日本人に叡智を結集して作ってゆきましょう。

最後に…
この先、何十年も放射線や原子力災害の危険におびえながら、暮らしていくのはもうたくさんです。

41178 個人 無職 ４０代 女性 原発依存度はゼロ！福島県福島市からの自主避難
民より

原発依存度はゼロへ！自分は福島県福島市からの自主避難民です。福島県をはじめ沢山の土壌が事故により汚染されました。震災からの復興は１０数年もすれば可能でしょう。しかし、放射
能汚染は今後何百年、放射能廃棄物においては１０万年とも言われていますね。このような負の遺産を後世に残す事に反対です。我が家の生活も狂いました。沢山苦しみました。それは今も続
いています。この苦しみがわかりますか？原発の安全神話が崩れ、数々の不手際、事故隠しが発覚しました。日本の技術を再確認し、原発を無くすクリーンエネルギー技術を世界にアピールす
べきだと思います。

41179 個人 家事専
業

６０代 女性 0%シナリオでお願いします。 日本で原発は、無理です。
即刻、全廃炉を希望します。

41180 個人 その他 ３０代 女性 原発は出来る限り早くゼロにする。完全廃炉にするべ
きです。

化石燃料はあと1000年くらいなくならないという説があるうえ、CO2排出はそれほど問題ではありません。人体に影響も確認されていません。地球温暖化もそれほど悪い影響はないという説もあ
ります。放射能は一度もれたら、何万年も残り人体に影響を及ぼします。一番に未来を担う子供たちに影響が出てしまいます。使ってはいけないエネルギーです。原子力予算は4500億円もあり
ますので、それを他の燃料にまわせば十分でしょう。それにくわえて節電です。節電節電とテレビで言いながら、電力を使う地デジ化をし、矛盾しています。いまや商業施設のトイレは電気がなく
ては水も流れない、石けんも出ないと電力に依存しすぎています。電力の依存を少なくすれば、その分節電できます。そういう方向でも動くべきです。

41181 個人 自営業 ６０代 男性 原発は０％でよい。原発に頼らなくても、燃料電池と
か、水の電気分解による水素発電に国が積極的に関
わり、クリーンエネルギーを開発すべきだ。現在はエ
ネファームが効率的に優れているのでこれを推進する
べき。

原発は０％でよい。原発に頼らなくても、燃料電池とか、水の電気分解による水素発電に国が積極的に関わり、クリーンエネルギーを開発すべきだ。
　
　現在はエネファームが効率的に優れているのでこれを国策として推進していき、コストを落とす努力をしながら国際的に販売出来る努力をやって行きながら、電気分解による水素発電を推進
するべきである。

　原発に投資する金があるなら、十分開発出来る筈である。

電気分解による水素発電は、小型も大型も開発出来、この技術は車にも船にも搭載出来る事になるので、国際的に日本が最先端を走れば国際競争力が付き、世界をリードする事が出来、雇
用環境も良くなるし日本の経済にとってもプラスになるでしょう。

41182 個人 自営業 ５０代 男性 1ゼロシナリオの、「なるべく早期に」ではなく、即時「原
発比率ゼロ」にするべき。

1ゼロシナリオの、「なるべく早期に」ではなく、大飯原発３・４号機を即刻停止。他の原発は全て再稼動させず、大飯原発３・４号機を含め全て廃炉に。即時「原発比率ゼロ」にする作業を進める
べきです。

日本の原発に関する技術力は高いかもしれないが、それは各々の部品や装置の事であり、原発プラント全体、又は原子力発電システム（含む、使用済み核燃料処理）については、設計及び運
用の技術が確立されていない。
不確実性の高い原発、他の発電方法に比べてリスクが大きすぎる原発は、即時廃止するべきです。

41183 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発はいりません。 すでにたくさんの方が家を追われるような事故を起こし、今後もその可能性が０とは言えない以上原発は０％にしていくべきだと思います。そのためには、私は家庭用電気料金の上昇もいといま
せん。政府は原発０％と電力自由化（発送電分離など）を進めてほしい。

41184 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発0シナリオへ。  取り返しのつかない環境破壊を起こす可能性があって、実際に起こした原発は排除するべきです。
 今の人間の科学技術ではコントロールすることができません。
 そもそもコストパフォーマンスも悪く、企業や一部の人々の利益誘導のために原発が存在しているとしか感じられない。原発以外の発電方法でコストがかかるなら、喜んで払います。
ただし、実際に割高に購入しているエネルギー(原油、ガスなど)を是正すること、あらゆる無駄なコストの削減が絶対条件です。
 今、日本が世界に向けて先端技術を利用して、新しいエネルギー政策を打ち出して世界をリードするチャンスとしていただきたい。

41185 個人 家事専
業

６０代 女性 　地球規模の環境変化に悪影響が出始めている今、
人の力で過酷な事故を防げない原発を作り出すこと
が間違っていると思います。「原発ゼロシナリオ（即
時）」の道筋を具体化し、再生可能エネルギー社会を
築いて欲い。

　昨年の東日本代震災直後、放射能汚染の恐さを知り尽くした友人から、福島の原発が危険な状態だと知らされた。津波に合わず生かされた孫４名（当時１歳未満児2名、２歳、４歳）と我が児を
案ずる娘達とライフライン前面ストップの中壮絶な生活が続きました。仙台空港、東北新幹線が仙台東京間が開通と同時に、孫達と関西へ半年の避難生活をしました。目に見えず、臭いも無く、
痛みを感じない放射能、時間の許す限り娘達と放射能汚染に関する講演会に出席し、安心安全の道を模索しながらの生活が今も続いています。孫達に少しでも安心、安全な生活を送らせたい
親心です。

41171 個人 その他 ３０代 男性 原発ゼロシナリオを支持します。 【理由】
＜１＞　原発の運転は大飯も含め速やかに中止すべきである。日本国憲法はその前文において、「われらは、全世界の国民が、ひとしく恐怖と欠乏から免かれ、平和のうちに生存する権利を有
することを確認する」としている。したがって日本は原発を利用してはならない。原発事故は不可避的に公衆に恐怖を与え、放射能による健康被害・国土の喪失・安全な食料の供給不能をもたら
す。これをおいて他にいかなる「恐怖と欠乏」があろうか。
　原発によって「恐怖と欠乏」を作出したエネルギー政策は根本的に反省すべきである。
　エネルギー政策は、それ自体の経済合理性だけで決定されるべきではなく、国家の基本原則である憲法を踏まえて議論されるべき性質のものである。調査会では一部の委員から、「倫理の
問題」も議題とせよとの指摘が何度もなされたにも拘らず、これを無視する蒙昧な委員長の強引な議事運営のため、結果、提示された「選択肢」も不完全なものになっている。
＜２＞　従来も、原発を国民経済の発達のため利用すべきだとの意見は、福島のような事故が発生しないとの前提で辛うじて認められてきた。しかし電気事業者や規制当局が繰返してきた「事
故は絶対に発生しない、格納容器が壊れることはない」とのプロパガンダは、非科学的な妄想として葬り去られた。
　日本列島周辺の震源域が大震災で活性化し、立地審査当時より地震発生の蓋然性自体が上昇している。立地審査自体も変動地形学者によるレビューを経ておらず、活断層がないと嘘をつ
いて立地が選ばれてきた。過去に建造された原発ほぼ全機が設置許可の要件を具備していない（この事実は、新建造をしないで原発を使うという１５％シナリオそのものを成立たせなくしてい
る）。原子炉施設自体の耐性も想定以上に脆弱である（例えば玄海原発の脆性破壊温度の上昇、福島第一における２号機のＳＣ、配管類の破損）。
　福島事故の際、電気事業者も原安委・保安院も過酷事故について無知であったため狼狽し、事業者は営利のことばかり考えて海水注入による冷却を躊躇しこれがメルトダウンに寄与した（電
力システム改革の必要性）。設置される原子力規制委の人事提案にあるように、政府は「原子力ムラ」体質を反省する姿勢を全く見せていない（安全監視体制自体の問題）。これでは過酷事故
は予防できない。文科省が放射能の拡散予測情報を隠蔽して公衆を被曝させたが、情報隠蔽を禁止し公開を義務付ける法律も制定されていない。東海村や浜岡原発で過酷事故が生じれば１
００ｋｍ程度の距離にある東京でも被曝対策が必要であろうが、広域避難訓練も安定ヨウ素剤配布もされていない。
　事故後の食品汚染の状況は想像以上に深刻であるのに、国民に内部被曝を極力起こさないように食品安全を考えるという姿勢が政府にはなく、農水省が食安委に基準値を引き下げさせな
いような世論工作を繰返すなど、原子力規制当局だけでなく原子力事故に関係する省庁が、国民の健康を優先せず事業者の利益だけに専心して暴走する傾向が指摘され、この体制のままで
次の過酷事故が起きれば国民は明らかに健康に悪影響を及ぼす食品を摂取しなければならないことになる。エネルギー政策がいかに願望を語ろうと、原発を運転する条件が具備されていな
い。
　福島第一のメルトダウンした原子炉燃料の状態は未だに確認されておらず、大量の使用済燃料がプールにおかれ、建屋の健全性は疑わしく、未だ福島事故は始まったばかりである。この状
況で次の過酷事故があれば、作業員の確保や国家的なリソースの配分を考えると、事故そのものへの対応も不可能、広範な国土が居住も耕作も不可能となり食料供給も途絶する。若狭湾か
ら至近距離にある京都大阪等大都市が居住不能地域となり日本経済の健全な発展どころではない。経済合理性の見地からも、速やかに全原発の運転を中止し廃炉にすることが強く望まれる。
＜３＞　「選択肢」は省電力の規模が１割に固定された前提で書かれているが、調査会では２０３０年で３０％の省電力も可能だという意見が出ており、これを考慮に入れるべきである。
＜４＞　原発をゼロにした場合に、化石燃料依存型の電源構成になるという前提は誤りである。「選択肢」は再生可能エネルギーの開発見通しが甘い。
　また、化石燃料を利用するとしても、大規模集中型の石炭火力を増設するのではなく、ガスコンバインド発電等効率がよくＣＯ２の排出量を抑制できる方法を併用すべきである。調査会事務局
は「脱原発は温暖化に寄与する」かのような誤った印象を与える情報操作を慎むべきである。
　太陽光、風力、小水力、地熱と多様なエネルギー源を積み上げて自然エネ導入比率を高めることはそれ自体が定性的に価値のある施策である。分権型・小規模分散型のエネルギー供給手
段のネットワークが存在することは、エネルギー安全保障の見地からも推奨される。
＜５＞　核燃サイクル・再処理という破綻したプロジェクトに固執する「選択肢」はあり得ない。実現可能性がないことについて会議で何度も指摘があったではないか。
＜６＞　電力自由化・発送電分離というシステム改革についての提言も、調査会で議論されているところを反映せよ。東電は送電設備を売却して賠償に、関電は同様に売却して欠損填補に用い
るべきであろう。
＜７＞　日本は既に原発ゼロの状態を経験した。一部経済界が恫喝したような停電も起こらなければ、企業倒産も発生していない。原油価格がこれからどんどん上昇するという恫喝も根拠のな
いものであった。今後、再生可能エネルギー開発が全面展開されれば、いずれ化石燃料への依存比率も低下してゆく。
＜８＞　国は廃炉並びに直接処理等放射性物質貯蔵の技術開発を行い、そのための人材を養成し、安全に廃炉事業を推進する事業体を設置する必要がある。また、廃絶される原子力産業の
離職者がこの事業体に活用され、当該産業の転換に伴う失業の問題も解消できる。



41186 個人 その他 １０代以
下

女性 ゼロシナリオ

即廃炉

原子力は制御できない、事故が起きて1年以上経っても収束できない、危険なものだということはもうわかりきっています。
脱原子力・脱核エネルギー・脱核兵器を望みます。

現政府の方針は、何一つ信頼できません!!

国民の命を蔑ろにし、好き勝手なことばかり!

恥を知りなさい!!

命を踏みにじり、利益を得てもその罪は貴方個人ではなく、貴方の子・孫・子子孫孫に降りかかります。
未来永劫、その罪は語り継がれ、蔑まれ、忌み嫌われることでしょう・・・

まだ間に合うかもしれません・・・

すぐに悔い改めて、正しいことをしてください。

お金ではなく、命を救う努力をしてください。

福島の子供たち・この国の未来を最優先してほしいと、切に願います。

41187 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 ゼロシナリオを選択します。 福島を見てもわかるように原発保持は無理です。
ゼロシナリオを選択します！

41188 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオを支持 原子力を安全に利用することができない事が分かったため。
従来、原子力関連に従事されていた方々には、原子力廃棄物を
安全に収束させるための仕事を責任を持って取組んでいただきたい。

41189 個人 その他 ３０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
 直ちに原子炉再稼働をやめさせる
 積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
 再生可能エネルギーの生産を加速させる
 発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
 石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます

41190 個人 家事専
業

５０代 女性 原爆被爆国　福島原発事故として日本がなすべきこと 　日本は、広島と長崎に原子爆弾を投下され、一瞬にして多くの尊い命を失ないました。。
そして、東日本大震災により、原発事故にみまわれ、多くの人が故郷福島に戻れない悲惨な状況におかれ、早くも一年以上がたとうとしています。
政府は、福島の原発が冷温停止になったと大嘘をついて、まだ原発に依存し再稼働を強行しました。
目に見えない放射能の恐ろしさを、日本は十分に分かっているはずです。
今こそ、世界に向けて、日本が「核の廃絶」「原子力の廃止」を強く
発信するべきです。
核、原子力は、人間の制御できるものではありません。
放射能の汚染は、後世に気の遠くなるような長い時間影響します。
核の廃棄物はすでに満杯。後々の世代の命が安心して生活できるよう、
即刻　日本は行動を起こすべきです。
原子力に頼らなくても、エネルギーは見つかります。
これ以上、全ての生命を脅かすのはやめてください。

41191 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 1のゼロシナリオに同意します。2030年と言わず今す
ぐにでもゼロにすべきです。

大飯原発のなし崩しの再稼働許せないです。発送電分離し自然エネルギーの推進をし、世界を先導できる絶好の機会です。たくさんのコメントをきちんと反映し形だけのものにならない様にして
下さい。

41192 個人 学生 ３０代 女性 ゼロシナリオを推します。全世界の潜在意識にある原
発(原爆)被害の「恐ろしさ」を今の科学では払拭できな
いため、原発ありきの政策は人として不健全な行動と
なり、更なる大事故に繋がると思うからです。

　ゼロシナリオを推します。私は長年コンピュータのエンジニアの仕事をしていましたが、いまは心理学を学んでいおり、まだ学びの途中である若輩者ではありますが、人の心理という観点から
意見を述べさせてください。これは意見聴取会の実施結果を拝見して感じたことです。
　原発は、事故によって多くの人の命を一時的に落とすだけでなく、長年に渡りその地域の環境や生命に影響を及ぼし、それは海や大気へ拡散して地球全体へと被害を及ぼすことが広く認識さ
れていることだと思います。そして去年の震災により、その恐ろしさを世界中の多くの人が肌で感じたのだと思います。私もその一人でした。しかしこの「恐ろしさ」は去年にはじまったことなので
はなく、広島・長崎に落とされた原爆から始まり、その後のチェルノブイリの事故のニュースなどによってすでに多くの人たちの潜在意識に記憶されている「恐ろしさ」であると思います。
　その記憶があるから、原発の建設計画が浮上する地域では長年にわたって反対運動を繰り広げてきたわけであり(私の友人は祝島で反原発運動をしていました)、自らにもあるその「恐ろしい」
記憶に対して、統計的な有意を持って100%といえる安全を電力会社や国が保障できていない(説明できていない)というのが現状であると思われます。それは集団意識としての「後ろめたさ」に
なっているのではないでしょうか。福島原発においては色々な面で「ごまかし」があったというニュースをいくつか目にしました。この「後ろめたさ」が「ごまかし」につながり、今回の福島の事故＝
人災という結果を招いたのではないでしょうか。
　今は、呈示して頂いた資料にもありました通り、去年の震災によって世界的に原発ゼロへと意識が変わっている時です。ですから、原発が100%安全であると言い切れない限り、原発ゼロ以外
の政策を取ることは先の「後ろめたさ」を今後も更に大きく抱えることになり、昨年以上の大事故へとつなげてしまうように思われるのです。
　それほどに、原発の「恐ろしさ」は人々の心の奥深くに刻み込まれていると思います。それは国で働かれている方々や電力会社で働かれている方々も例外なく同じではないかと思います。そし
て、これを払拭できる科学技術は未だ確立されていないというのが現状です。少なくとも手元で確認できる情報の上では。
　よって、この「恐ろしい」原発をゼロにするという選択しか今はありえないと思います。その上で、ご提案にあるような様々な政策を実施された方が人として健全な心で生きることができ、また、
国民だけでなく世界中の人々が協力しようという気になれるのではないかと思います。

41193 個人 家事専
業

３０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します 福島第一原発事故をきっかけに多くの人が、日本のエネルギーについて考えるようになりました。
唯一の被爆国であり、今回の事故により、二度も放射能の被害にあい、誰よりも放射能の恐怖をわかっているはずの日本人が、再生エネルギーの技術開発や、省エネの技術先進国になり、世
界をリードしていくべきです。

また難しいことはわからないですが、送電線分離など東電独占だった体制を見直せば、電気料金など下げることは可能なのでは？

再三原発をなくすと、国民負担が増えると唱えていますが、私はそれは政府の脅しに過ぎないと思っています。
仮に原発ゼロで当面電気料金があがっても、子供たちの未来を天秤にかければ安いものです。

41194 個人 その他 ４０代 女性 原発は０パーセントを目指す以外にありません。 福島の事故をどうやって収束するか誰も責任がもてない今の状況を見ればほかに答えはありません。

41195 個人 家事専
業

２０代 女性 原発について、原発は無くしていきたいと思います。 過去ずっと被曝してきた日本
これからもっと子供達が危ない目に合うかと思うと
もう子供産めません！
安心できる土地にしていきましょう。
私たちは原発はいりません。
その為の節電なら いくらでもします！
原子力ムラの方には転職してもらいましょう。
それは、普通のことです！
頑張りましょう。いい日本にしていきましょう。

41196 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 ゼロシナリオ以外に考えられません すべての原発の即廃炉を望みます。
ひとたび事故が起きればどうなるか、福島事故を見れば容易にわかることです。
電力会社も政府も情報を隠蔽し続け、経済を盾に国民の生命を脅かしているのですから。
誰も責任を取らないことに対しても憤りを感じます。
2030年までと悠長なことを言わずすぐにでも廃炉にするべきです。

41197 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発０％希望 この国は私たちのものであるのと同時に、
これから大人になる小さい子供たちの国でもあり
これから生まれてくる子供たちのものです。
多くの人の命や子供の将来を奪う可能性の強いものを
なぜ稼働するのですか？

なぜふくいちが収束しないうちから稼働を計画するのですか？
大飯原発はどうして再稼働したのですか？

また大きな地震が来ると専門家の方々が仰っているのに
何を基準に安全をうたって、原発を稼働するんですか？

電力会社の方や政府がいろいろ説明されていますが、
納得のいくものはひとつも聞いていませんよ？

きちんと説明して下さい。
隠していることも、明るみに出して下さい。

3.11.以降の政府や電力会社の方々の言い分は
逃げの一手で、説明されても納得のいくものは
ありません。

41198 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ゼロシナリオを支持し、直ちに原子力による発電をゼ
ロにするべきと考えます。

（結論）
ゼロシナリオを支持し、直ちに原子力による発電をゼロにするべきです。
今後のエネルギーのあり方については、原子力発電という選択肢はないことを前提に、化石燃料利用の効率アップ、省エネ、地産地消型再生可能エネルギーの開発促進に日本国民の英知を
結集して取組むべきと考えます。
（理由）
・人間の技術に絶対ということはなく、原子力発電所について今後とも不測の事態が生じることは避けられません。
・特に地震が多発する日本において原子力発電を継続すれば将来的に過酷事故が発生する可能性をゼロにすることはできません。
・原子力発電所において一旦過酷事故が発生した場合の影響は他と比較できないほど甚大です。
・仮に、幸運に恵まれて過酷事故が発生しなかったとしても、放射性廃棄物の処分の目処は全く立っておらず、このまま廃棄物を増やして将来の世代に解決をゆだねることは極めて無責任で
す。
・また、定期点検時等における原発労働者の被曝も避けられません。
・以上から、原子力発電は人類が扱うべきものではなく、既存の原子炉は順次廃炉にして行くべきと考えます。
・今後のエネルギーのあり方については、原子力発電を選択肢から外し、日本国民の英知を結集して取組むべきであり、そうすれば必ずや明るい将来が開けるものと信じます。

41199 個人 その他 ３０代 女性 我が国のエネルギーの原発依存は、０％を強く希望
いたします。

　そもそも福島第一原発の現状を見て、収束もしていない、原因解明も出来ていない、捜査も入っていない。明らかに健康被害が民間レベルでたくさん報告されている。
　そもそも原発という技術自体が破綻している。何よりも、最終処分場のめどすら立たずして、それを続けることは破壊行為そのものです。
　原発の技術向上なんかへつぎ込む力をすべて他の安全なクリーンエネルギー開発に向けるという考えを持たない限り、日本の未来はありません。子供の未来はありません。

41200 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発依存度0パーセントにしていただきたい。 人類が制御不可能な今の原発を残していく理由がどこにも見つからないから。環境を破壊し、人類を破壊していくものにノーというのは、当然だと思う。



整理
番号

個人/
法人等

職業 年齢 性別 ご意見の概要 御意見及びその理由

41201 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 核廃棄物の最終処理が確立していない以上原発は0
パーセントへ

核廃棄物の最終処理が確立していない現在、原発を使用するべきでない。子孫への負の遺産の押し付け以外の何物でもない。

41202 個人 自営業 ７０代 男性 日本にこれ以上の放射能被害が有って欲しくない。 自然エネルギー活用を真剣に推し進めるべく国政転換を強く望みます。

41203 個人 自営業 ５０代 女性 人間がコントロールできない原子力エネルギーを使用
すべきではない。次世代の社会福祉のために消費税
を増税する決断をした今の社会は、同時に次世代に
禍根をのこす原子力発電という選択はすべきではな
いと思う。

自分はいわきの出身。中学生の時大熊町の発電所に社会見学に行った記憶がある。当時は夢のエネルギーともてはやされていたが、しかし構内には人影もない。だだっ広い施設に近未来を
思わせるような非日常があり、中学生としては自分の生活にはほぼ関係がないと感じた。
だが４０年後、その感想とは正反対の事故が起きた。だだっ広いと思われていたのは核を幾重にも覆うための、実は全く用をなさない田舎の土地。自然豊かな農村の落ちぶれた地面や水や空
気だった。
事故の１秒前、施設の周囲には子どもたちや動物や昆虫など、ものをいえない命が確かに生きて、生活していた。にもかかわらず、放射線は否応なく、その無言の生物たちの生きる場、生活の
場を一瞬のうちに消してしまった。
事故後の政府の的外れな対応、電力会社の我欲に満ちた愚かな対応を報道で見るにつけ、原子力の専門家がどれほど危機へのシミュレーションをしていたとしても、私たち人類には原子力の
コントロールは不可能なのだ。
すでに、福島で採集された蝶の一種に奇形が出てきているとの報告がある。広島･長崎を経験している日本人の私たちが、この兆しを見逃してはいけない。
決断するのは今しかないと思う。
今の生活の享楽のために、次世代の生物（人類の次世代も含む)に、悪意の遺産を残してはいけないと痛切に思う。

41204 個人 自営業 ５０代 女性 原発ゼロシナリオを希望します。
原発は一度事故が起こるとその影響範囲の大きさが
あまりにも大きく、地球規模の汚染につながることが
昨年の福島原発事故でわかった。

安心して暮らせる地球のためにも、地震の多い日本で原発はリスクが大きいため原発をゼロのして欲しい。

原発の抱える大きなリスクを私たちが気づいた時に、止めなくてはいけない。
再稼働せずにこのまま原発をなくす方向で進めて欲しい。
そのためには、省エネの努力は私たちがします。
不便さよりも、安全を優先させたい。

原発事故で故郷を追われた福島の人々のような悲しい出来事はもう起こしたくない。だから原発を止めたい。
安心して食べ物が食べられるようにするためには、まず原発を止めて、クリーンエネルギー開発に転換してほしい。
子孫に核廃棄物を残したくない。
地震が起きるたびに原発を心配するくらしはいやだ。

とにかく、まず原発を止めて、コストの垂れ流しを少しでも減らし、新しいエネルギー開発に着手してください。

41205 個人 その他 ６０代 男性 原発０％を目指すべきです。福島原発災害を起こし、
原発検証も出来ず、何万年かかるか理解されていな
い原発を人類のエネルギーとするのは大反対です。
人類共通の危険負担として背負わなければいけない
原罪です。

以下の理由により原発は０％にする理由です。
(1)福島原発事故の原因と今後の方針が明確でない。

(2)核廃棄物の処理方法が未だ中途半端である。放射線廃棄物が核種により百万年単位の経過処理も必要とか？こんな確証も持てず、あやふやな処理方法等言語道断。孫子の時代または世
代以上地球生命体の遺伝子に影響及ぼす原発はナンセンス。

(3)電力問題の先に経済問題があるが、確かに極少数な数百年継続した会社なり法人があるが、９９．９パーセントは経済の主体たる会社は何らかの理由によりこの地球上から消滅している。
明日の米の問題ある事認めるが最優先すべきでは無く、エコな小欲社会実現の新たな経済発展改革を皆で考えるべきだと思います。

(4)あらゆる組織で最優先すべきは安全安心を第一とすべきであり、経済先行もしくは維持より優先させるべき反原発です。

(5)歴史的に我が国は古来より大災害の罹災記録が残り、特に東北地方にはその記録も残り、多数の尊い人命を幾度となく喪失しました。現代こそその災害を根絶する決意と方策が必要です。

(6)原発災害でその責任を取れる人は居ません。余りに人為を超えた大きな課題です。あらゆる世界、専門家、組織そして国民を交えた統一した指針を作るべきです。正しい一つの答え等はあ
りません。それを既得権益に毒されない政治家、役人がリードすべきでしょう。タフな議論です。アリバイ作りの国民的合意では駄目です。運命共同体である我が国日本の誕生を望みます。

以上簡略、原発０％を目指して意見といたします。

41206 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 エネルギー・環境に関する選択肢について、原発ゼロ
シナリオを強く求める。

　福島での事故により、原発を維持し運営する社会的、経済的リスクが極めて高いことが全世界的に周知されたことは明白であり、また核廃棄物問題の解決も見通しが立っていない以上、
15％、30％といった維持シナリオには強く反対しゼロシナリオを求める。
　また、今までの原子力行政、原発の運用には人的、経済的、地方行政的に問題が多く、早急に改める必要がある。高コスト体質、放射能の健康への影響を軽視する体制、電力会社との癒着
体制、福島原発の劣悪な作業環境、被災市民ならびに全国民、他国への情報開示不足など目に余るものであり、激しい怒りを感じている。
　加えてそれらの問題がこれだけ明白なのにも関わらず反省し自ら改めようと言う姿勢が見えず、ムラの体制を維持しあわよくば拡大しようとする現在の原子力行政関係者が、今後も原発の適
切な管理運営していく資質に大変な疑問を抱く。
　国内の原発は、必要な安全管理体制の構築や装置設置がなされない限り再稼働させてはならないし、再稼働の必要がなくなるよう他の発電方式を推進すべきである。今後の原子力技術開
発で注力すべきは安全な廃炉技術の構築、安全な核廃棄物の処理／管理技術の構築である。
　また、科学技術振興において電力不足をカバーするための新エネルギー源、従来発電方式の発展、節電技術の発展などの分野に注力すべきである。

41207 個人 その他 １０代以
下

男性 原発はゼロにしてください。 放射能汚染されて外で遊べません。川も海も山も公園も汚れてしまった。

41208 個人 その他 ６０代 女性 原発事故がなければ、地震被害だけだったら、東北
は復興できたのではないか。今後、同じ事故が起きる
可能性がある以上、すべての原発を止め、他のエネ
ルギーへの転換を推し進めるべきである。

原発事故ですべて失い、自宅へ帰ることが不可能な人が大勢いることを考える。生命と財産を守るのが　国の役目であり、原発が生命と財産を破壊したことは自明で、これを放棄することは正
しい選択である。

41209 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 現在の安全対策も不十分だが、将来に渡っての廃棄
物対策が問題。

結局、安全対策は先送りのまま原発が再稼働されたのは大変残念。未だに、「万が一」には「想定外」で対応しようとしているとしか思えない。
核廃棄物も、核融合炉でまだ行こうという浅はかさ。これまで投入した費用を考えてのことであれば、なおさら今すぐ廃炉にすべき。プルトニウムはトリウム溶融塩炉で消滅させるべき。
きちんと議論して、現状を見直した将来の原子力政策を進めない限り、第二、第三の過酷事故を招くだけであろう。

41210 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発比率を0にするべき。 今すぐ全原発を廃炉すべき。

41211 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発即座に廃止切望。 即時に原子力発電所の廃止を要望します。放射性物質と人類は共存出来ません、未来の人類に、こんな危険な物を残してはいけません。

41212 個人 学生 ３０代 女性 ゼロシナリオ 福島原発の事故をいまだ解決できずにいることから、原発は制御できるエネルギーではないと考える。
もっと早く原発ゼロを目指すべきである。

41213 個人 その他 ５０代 男性 これ以上原発を建設することは望ましくないので、現
実的には0%シナリオしか可能性がない。とりあえず
は、新規の原発の建設を中止することを宣言して欲し
い。

核のゴミの問題、災害に対する安全性の問題を考慮すると原発は、経済的なコストが高いエネルギーではないか。今まで、このようなコストを原発のコストとして含めなかった計算は非常におか
しいと言わざるをえない。

できるだけ早い時期に、将来原発をゼロにするという政治的決断を行うべきだと思う。決断を遅らせると、今の電気の配電システムは、一箇所で大きな電力をつくるという原発に適したものに
なっているので、小規模の電力を地産地消するような小規模発電が育ってこないと思う。そういう意味でも、発送電分離を早く進めることが、政策の上では、非常に重要だと考える。

ともかく、また福島と同じような規模の事故が起きるなら、日本は安全で健康的な生活を送る上で、非常に住みにくい国となってしまう。原発は、安全で健康的な生活を送る上で、非常に大きなリ
スクである。確かに、短い期間原発を廃止したために、経済的な不利益を被ったり、生活の上で不便を感じたりすることもあるかもしれないが、長期的な視点で考えるなら、原発があることによっ
て生じるリスクに比べれば、非常に小さいリスクであるといえるだろう。日本の豊かな自然を壊さないで欲しい。

41214 個人 自営業 ６０代 女性 原発についてゼロシナリオを選択します。 3.11の地震のあと福島の原発が突然爆発しました。被爆国である日本の国で安全であると信じていた原発が爆発し、核のかけらをまき散らして多くの国民を不安に陥れました。東京に住む二人
の息子は静岡に戻ろうかと相談してきました。撒き散らした放射能は国を汚し国民の健康を害し、多くの人々を不安な目に合わせています。そんな犠牲のもとに電気を使い続けることはないと
思います。今すぐにでも、原発ゼロにして下さい。国民のための政治。国民がゼロと言っているのです。

41215 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロシナリオを選びます。
リスクマネジメントの視点から、原発ゼロは選択肢で
はなく前提だと考えます。

原発ゼロシナリオを選びます。
リスクマネジメントを考えると、今回福島で発生してしまった事故のように、万が一災害が発生した場合の影響が大きすぎると考えます。
原子力発電が実用化されてから60年ほどになりますが、その間にチェルノブイリ・福島と２回のレベル７の事故が発生しています。もちろん２回だけですので頻度を検討するには材料が足りませ
んが、３回目・４回目の事故が今後（日本だけではありませんが）発生しないと考えられる方が論理的ではないでしょう。
一方で、事故が発生した場合には甚大な影響が出る。それを予防することはできないと思います。
コスト云々、CO2排出がどうのこうの、という話は原発全廃を前提とした上で、二次的に考えるべき話だと考えます。レベルの違う話を一緒くたにごちゃまぜにして論じられている、という印象を受
けました。

41216 個人 自営業 ３０代 男性 (1)ゼロシナリオ 現状の管理体制で原発維持するのに疑問を感じます。
知り合いに原発関連企業に勤めている方がいらっしゃいますが、原発は100％安全という話を平然とする、未だにこうした方にインフラを任せている事に対して大変遺憾に思い、また危機感を感
じていました。
私も技術者ですが、原発の技術の過信は目に余ります。
今原発のせいで、沢山の方にとって故郷だった住める場所が無くなりました。他人事のように思う方もいれば、家族と引き裂かれた方々と、寄り添い生きて行こうとしている方もいらっしゃいま
す。
設計者は建前上、会社の意向、に従うしかない。
が、人間性をもつ人間であるなら、暖かみは必ずあるはず。
お酒を交わすと本音では設計者も原発は反対でした。私も彼も結局同じフラジャイルな体をもつ人間です。原発という巨大な利権に対し
反対の一票を投じるべく今回のパブリックコメントに参加させて頂きました。

41217 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原子力発電所は早急に全て廃炉にし、自然エネル
ギーに転換すべき。
ただちに０％にすべき。

３．１１以降、原子力行政のずさんな姿が明らかになり、東電および他の電力会社も、自己の利益のために危険な原発を推し進め、いざ、事故が起きてしまえば無責任な態度で、未だに福島の
人たちが自分の生まれ育った地に帰れない状況を生み出しても、全く平気な顔をして、反省すらせずに再稼働にまい進している。そんな電力業界に原子力を任せていたら、日本はつぶれてしま
うと思う。政府ですら制御できない問題なので、ただちに自然エネルギーに転換し、子どもたちに安心して住める日本、自然を残していきたい。地球温暖化のためと言いながら、原発は今でも温
水を海に垂れ流しているので、余計地球温暖化によくない。

41218 個人 その他 ５０代 女性 新しいエネルギー政策の方向は国民が決める。
処理できないものを子孫に残してはいけない。
再稼働よりも福島の完全な処理と原因究明が先であ
る。
不適切な公聴会運営は信頼できない。

国民による決定：原発に関する方向性を国に提示してもらう必要は無い。それでも15％に誘導しようとした公聴会で出た7割の脱原発の意見を無視することは民主主義に反することも理解して
欲しい。今回の福島を踏まえて国民が自分たちの方向性を決めるべきで有り、その結果に沿った政策を出すのが政府･官僚の仕事である。我々は政府･官僚が隠している細かい数字は知りよう
がないから、我々に対案をすぐに出せというのは間違いである。対案を要求するのであれば事細かに、真摯に質問に答えデータを出して頂ければ対案を作っても良い。いずれにしても決定は国
民がするから、それに従って頂きたい。案を3つ出して真ん中に誘導しようとするのは姑息で、原発に関しては（即時～数年内の）廃炉か否かが問題である。
核廃棄物：多分ご存じと思うが、核廃棄物は数分から数万年の半減期を待って自然に減る以外に処理する術は無い。除染しても、その汚染物は処理しようが無い。小出先生は「移染」と表現し
ているが、こちらが正しい。原発が有る限り核廃棄物が積み重なり、将来はそれらを保管するプールを冷やすために原発を作るというおぞましい光景も浮かんでくる。将来の日本にこのような物
質を山のように残して今の繁栄を楽しむのは人間の道に反している。今の日本で半永久的に安全に処理できるのなら速やかに案を示して欲しい。
福島の究明：福島がどの様にしてメルトダウンに至ったか実は誰も知らない。原子炉内には誰も入れないし、実地検証をしていないから。従って、様々な調査報告書も想像か何らかの思惑で書
かれている。これらを究明しない限り「再稼働」という話はあり得ない。にもかかわらず政権は大飯で再稼働を始めたが、そこでは活断層の存在が強く疑われている。いくつもの原発が周囲の問
題提起を押し切って作られており、その反省に立って今後の原発の扱いを決めるべきである。政府は少なくとも経済を心配する地元に対しては廃炉事業で向こう数十年は仕事があることを早急
に伝えたうえで、国民にあらゆる情報を提供し、判断を仰ぐべきである。
原子力安全委員会には飯田哲也氏や京大の小出先生を入れる事でその信頼性も高まる。政府の決断が必要である。
以上の問題点から、日本は脱原発を選択すべきで有り、「福島」の究明までに今ある全ての原発は40年の耐用年数を迎えるであろうから、このまま稼働せずに廃炉作業に向かうのが正しい道と
考える。
最後に、今回の公聴会をみても運営は丸投げで、広告代理店の言うがママである。自分たちの責任と運営で行う事を希望する。また、そのような公聴会でも7割の人間が反対した事が今後の日
本の行くべき道である。

41219 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 (1)ゼロシナリオ を支持したいと思います。 福島第一原発の事故で原子力発電の負の側面を強く感じたことがまず大きいです。そして、それに伴い今までの政府の広報してきた原子力発電に関する様々な数値、発電コスト、二酸化炭素
排出量、放射線被害、現場で働く人たちの健康被害などに信頼がおけなくなっています。
事故を受けて新たな体制でオープンに行っていくならまだしも、そのような姿勢が見られない日本の政府、電力会社がおこなっていく原子力発電事業には、もったく明るい未来が見いだせませ
ん。
故にゼロシナリオを支持したいと思います。

41220 個人 無職 ６０代 男性 原発を2030年までにゼロにするのは当然です。福島
第1原発と同じような事故が起こりうるという前提で選
択肢を選ぶべきである。これを明確にし影響や対応を
最大限情報公開し、再度国民に意見を求めるべきで
ある。

１．大前提として福島第1原発事故が起こった背景、原因を考えると絶対的に原発事故を起こしえない、という事態の可能性はゼロではない。停止中の原発再稼働に対する意見表明の過程もこ
の様な前提が全く示されなかった。浜岡や柏崎刈羽はもとより大飯も事故が起こった時の具体的な対策は何も示されていない。
２．原発１５％（２０－２５％は全く論外）の案も40年で廃炉にする方針に照らしても矛盾していることを明確にすべき。原発を段階的に2030年までにゼロにすることがどういう理由で困難なのか
を、経済的理由や電力不足になるという優先度の低い理由ではなく、福島第1原発と同じような事故が起こる可能性を残すほどの理由を示すべきである。「依らしむべし、知らしむべからず」とい
う古からの権力が取る方策を直ちに止め、悪い情報を全て明示して再度パブコメを実施するべきである。
３．同時に核廃棄物の解決策が何も示されていない。再処理や「もんじゅ」はもはや破綻していることを政府は認めるべきで、何万年、何十万年も核廃棄物の危険性を抱えながら将来世代がそ
の管理をしてゆくのは将来世代に対する冒涜、押しつけ以外の何物でもない。既に数十万トンにもなる放射性廃棄物の処理について、国民に情報公開と専門家による討議を行い、乾式貯蔵と
再処理でないワンスルーの処理方式の具体策を示すべきである。これ以上放射性廃棄物を積み上げつ原発再稼働はこの点からも許されない。
３．原子力基本法が原発を含めた原子力政策のすべての基本になっていることを政府はもっと広報し、「原子力の研究、開発及び利用を推進することによって、将来におけるエネルギー資源を
確保し、学術の進歩と産業の振興とを図り、もつて人類社会の福祉と国民生活の水準向上とに寄与することを目的とする。」と言う目的があることが、原発を全廃できない1つの大きな理由であ
ることをあらゆる手段を使って国民に広報すべき。「原子力の推進が人類社会の福祉と国民生活の水準向上とに寄与する」ことは原発事故が起こった場合の結果や事態と全く矛盾することを
「知らしむ」べきである。当然ながら原子力基本法は出来るだけ早期に（遅くともこの秋の臨時国会で）改正し、「核兵器と原子力発電の全廃を目的とする」ことを明示すべきである。
４．原子力規制委員会委員の人選も見直し、いわゆる「原子力ムラ」の委員候補は全員差し替え、福島第1原発事故に対しどのような見識と行動を取っているかをよく見極め、事故以前から原子
力発電の危険性、原子力廃棄物の再処理に反対してきた人物から選ぶべきである。過去に原子力委員会や原子力安全委員会に委員としてかかわった人物を委員候補にするなどはとんでもな
く論外である。
５．原発に変わる電源はまず省電力、省エネルギーの推進、さらに再生可能エネルギーの大幅な拡大、で賄うべきであり、十分に可能であるという意見が環境エネルギー政策研究所などから
出されており、そのような提言に基づいた政策を推進すべきである。再生可能エネルギーの大幅（50％程度の）拡大は化石燃料輸入に要する20兆円もの対外支出を減らし経済向上と雇用拡大
に寄与することは、ドイツなどの再生可能エネルギー先進国の実績を見ても明らかである。
６．最後に具体的な原発の「たたみ方」を探求すべきである。原発は今や完全な「不良資産」となっていることを政府も電力会社も正直に認識すべきである。原発を電力会社から切り離し、政府
の特殊会社がこの「不良資産」をまとめて処理する方式を取るべきである。（かっての国鉄清算事業団のような方式で）そうすれば、電力会社も安心して原発の無い発電会社として再生できる。
もちろん今まで原発を推進してきた経営者、上級管理者は全て罷免、解雇とすべき。原子力委員や原子力安全委員、資源エネルギー庁、保安院や文科省の原子力関係部門の上級幹部も同様
である。以上



41221 個人 無職 ７０代 男性 日本の原発は、地震大国であることも含め、事故が起
こった場合の影響（福島が前例）と廃棄物の問題で1
年でも早く廃炉にすべきです。

地震は世界中どこの地域でも発生するわけではなくプレート境界地域に集中して起こり、地球上の10枚のプレートの内、日本の周辺には4つのプレート境界があり、地殻変動が激しく地震活動
が活発であり、そのため世界で起こるマグニチュード６以上の地震の２割以上が日本で発生していると言われています。こんな地震国に原発を建てたことが、大きな間違いなのです。現に今回
の福島事故もプレート境界の地震津波が原因です。
さらに原発は、事故が起きた時の被害は現在は勿論、未来永劫にわたり取り返しがつかない禍を人間社会、さらに、ほかのあらゆる生物界に残します。生物多様性云々の問題どころではあり
ません。日本の原子力関連団体は、日本の科学技術では事故は起きないと社会を欺いてきましたが、これが過大宣伝であったことは福島の事故が証明しています。
最後に、原発からの核廃棄物の処分方法が全く決まっていまんし、将来的にも、全く目処が立っていないのです。この廃棄物の問題は、事故以上に、将来世代に禍を残す問題なのです。現在
の豊かさを求めるあまりに、将来の世代に犠牲を強いることは、人間として、生き物の基本としてやってはならないことです。原発を稼働させることは、この処分できない廃棄物をさらに増やすこ
とになるのを決して忘れてはなりません。
以上、日本は地震大国であること、地震津波で簡単に事故が起こり、その場合には取り返しがつかないこと、そして、将来に付けをまわす核廃棄物をこれ以上僅かでも増やさないために、一刻
お早く全ての原発を廃炉にすべきです。

41222 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：

    直ちに原子炉再稼働をやめさせる
    積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
    再生可能エネルギーの生産を加速させる
    発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
    石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

41223 個人 自営業 ５０代 女性 ゼロシナリオ以外ありえません。 福島原発事故により、この国に住む人々は生活を奪われ、命を脅かされるました。福島原発事故は終息しておらず、核廃棄物の問題も解決していません。命を犠牲にする危険な原発はまったく
必要ありません。

41224 個人 自営業 ３０代 女性 030年の時点での原発依存度、０％を希望します。 2030年の原発依存度を0%にしていただきたい。
諸外国は、再生可能エネルギーを積極的に検討している。
LPGなどの化石燃料が枯渇するのを視野に入れ、長期的に安定したエネルギー政策へとシフトして欲しい。

理由：理由は、これから日本を支え繁栄をもたらす新しい世代の子ども達を身ごもる予定の母親予備軍として、そして妊娠、子育てをする母親の友人たちにとっても、内部被曝ゼロを目指したい
から。

41225 個人 自営業 ５０代 女性 原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より踏
み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を求
めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
 直ちに原子炉再稼働をやめさせる
 積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
 再生可能エネルギーの生産を加速させる
 発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
 石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

41226 個人 無職 ６０代 男性 ゼロシナリオを支持します。理由：今回の原発事故に
直面した、福島県民の圧倒的多数の方が、多面的な
視点からゼロシナリオを強く訴えています。私も福島
県民の方の気持ち・意見を共感・支持します。

ゼロシナリオを支持します。理由：今回の原発事故に直面した、福島県民の圧倒的多数の方が、多面的な視点からゼロシナリオを強く訴えています。私も福島県民の方の気持ち・意見を共感・
支持します。

41227 個人 その他 ４０代 男性 原発０シナリオを支持します！

原発再稼働反対、再処理停止。　自然エネルギー
の％をUPさせてクリーンで自然に優しい発電方法を。

理由は単純に、「ひとたび事故が起これば、全く持って超広範囲で危険」だからです。
放射性廃棄物自体、処理の仕方が結果的には見えないところに隠して安全という考え方しか出来てない。
そんな危険で処理に困る物など、使用し続けるのは愚の骨頂。

廃炉ビジネス＆核廃棄物処理＆自然エネルギーでの発電など、新しい市場を開拓し、デフレ対策をしっかり行い、国内自給率１００％以上を目指して、先導してください。

官僚はもっとエリートといわれてる頭の良い人たちだと思ってましたが、以外と物が見えてないのでしょうか？　それなら残念です。

国民は政治家の後ろで官僚が操っていることに気がつき始めてます。

学校のママ友達も、官僚や法の制定の話がでてきてます。
皆勉強しておられました。　怒りの矛先は政治家と官僚に向けられているのは、普段の生活で実感できます。

締め付けすぎると、窮鼠猫を噛む。実際何が起こるかわかりませんよ。。。。

国内でぶつかり合うほど滑稽な話はないと思ってます。喜ぶのはアメリカや中国などの海外。　できる限り皆が価値観を一緒にして、子供達の未来と食の安全性を守っていきたいと思ってます。
そのためにまずは原発０％で即廃炉。　敗戦国として立ち直った日本のエリート達のすばらしさを見せてください！！！

よろしくお願いします。

41228 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロシナリオを選択します 福島の原発事故による放射性物質汚染は全国中に広がり、日本の中に核汚染により立ち入れない地域がある。また、発電により出てくる核廃棄物の再処理について、今だに実現化できない。
現状では埋めるしかないといった非常に危険な現状である。核分裂を人間が制御することは不可能であると思います。将来的に考えた場合、現実化できない、莫大な費用がかかるといった理
由により、原子力を使った発電に見切りを付け、違う方法(地熱、風力、太陽光など)に速やかにシフトすることを望みます。

41229 個人 無職 ３０代 男性 ・２０３０年ではなく今すぐに原発０％に
・電力供給を「流しそうめん式」から「盛りそば式」に

・現状について
今年５月にすべての原発が停止し一旦０％となったが、電力供給にはまったく問題が無かった。
夏の電力需要ピークに合わせて大飯原発が再稼動されたが、その分が無くても電気は足りていた。
仮に火力発電所の事故があり供給に不足が生じても、他の電力会社からの融通を行えば乗り切れる。
よって、電力供給については原発が無くてもまったく問題が無い。

・今後について
今後の電力供給の基本は「使用量に合わせて発電する」から「溜めておいて必要なときに使う」方式に改める。
つまり、蓄電池を家庭や事業所に大量に設置しそこに常に蓄電しておき、
必要なときにそこから使用することとし、
電線に流れる電気は主に蓄電池に充電するために使うものとする。
これによって、発電側はピークに合せて発電設備を所有する必要がなくなり、夜間に無駄な燃料を消費する必要も無くなり
大幅にコストの削減につながり電気代も安くなる。利用者も蓄電池があるので災害などで停電しても、ある程度は電気が使えるようになる。
利用者の蓄電池は、補助的に太陽光発電からも充電したり燃料電池に交換するなどの、オプションも付けられるようにする。
なお、不要となった原発は電力自由化・発送電分離と合わせて、（仮称）原発清算機構を設立して買い取り、国の責任で廃炉にする。

41230 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ?直ちに原子炉再稼働をやめさせる 弱きものにしわ寄せがくる社会はフェアーな社会ではありません。ただちに再稼働をしない道を何としても探ってください。

41231 個人 無職 ２０代 女性 エネルギー環境に関する選択技に対する意見！！！
2030年に原発０ではなく、即刻原発０にすべき！！！

福島の事故が収束しないなか大飯原発再稼働にあたり活断層のリスク事故が起きてからのリスク面コスト面を考えれば再生可能エネルギーのほうが原発よりも安全安心コストもかからずで未
来のエネルギーに成り得る！！！

41232 個人 その他 ６０代 女性 原発ゼロシナリオを求めます。 今年は節電の努力をしましたが、まだまだ、できるという感じです。昨年の同時期の電気使用量が記入された請求書を見ましたが、大幅に電力使用量が減っていました。これから太陽光発電機
を自宅に取り付ける予定です。このシステムは今はまだ電力会社に牛耳られていますが、今後、蓄電池の機能向上により、完全自家発電も十分できるシステムになりうると理解しております。
本当に人の命を重んじるのなら、原発なくしてもできることはたくさんあると信じております。

41233 個人 無職 ５０代 女性 ゼロシナリオを支持します。危険な廃棄物を出さない
ような技術がととのうまで、原子力発電は使うべきで
はないと思います。

私たちの利便をはかるために、未来の人々の命にかかわる「負の遺産」を遺してよいものでしょうか。多少の不便があっても、子どもたちを守るためには、ゼロシナリオしかありません。経済活動
の見直しが必要ですが、それはいつか必ずしなければならないことだと思います。

41234 個人 自営業 ４０代 男性 原子力発電を日本から無くして下さい。原子力発電が
無くとも、日本は生きていくことができます。現在、稼
働している原発は早急に停止し、すべての原発の安
全な廃炉作業に取り掛かって下さい。

3.11の福島第一原子力発電所の事故により、原子力発電の危険性は明白です。その後の政府はじめ関係者の、日本の、世界の総力を挙げた懸命な対応でも、いまだに放射能は拡散したまま
で処理の目途がたたず、海や空を汚染し続けています。多くの住民がふるさとを失い、日本全土、地球全体にまでおよび汚染は、もう二度と起こしてはならないものです。また、数十万年以上か
かるといわれる、放射性廃棄物の処理の目途がたたないまま、原子力発電の稼働をするのは、現在だけでなく、未来の子どもたちの世代への負担の先送りです。即座に、原子力発電所の稼働
を止めて、廃炉へ取り掛かることを要望します。また、恒久的に再稼働しない法案をお願いします。

41236 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発ゼロシナリオを希望します。 核と人類は共存できません。
100％安全な原発が実現したとしても、このまま動かし続ければ使用済み核燃料は増え続けます。
最終処理場も決まっていないのに核のゴミを増やすのは反対です。
これから生まれてくる子供たちに負の遺産を残したくありません。
早期に再生可能エネルギーに転換し、原発で働いている人たちの労働も確保すべきです。
インディアンは七世代先のことを考え物事を決めます。
日本もそうあるべきです。

41237 個人 家事専
業

４０代 女性 原発は今すぐ止めるべき。なぜ、使い続けようとする
のか、理解できません。以下の理由をお読みいただ
き、回答できるのならしてほしいです。

原発を使うエネルギー取得方法は止めなければいけない。何より原発のゴミ処理方法について、何の明確な答えも出されていないのに、なぜ推進しようとするのか。どんどん増えるゴミを、政府
はどう処理しようと考えているのか。何万年も先の事は考えようとしないのか？あまりにも無責任過ぎる。福島の事故を、自分の事として、自分の家族の事として、考える力の無い政府や、電力
会社、経団連の自己中心的なやり方には、心の底から日本人であることが嫌になります。同じ民族の考える事と思えないからです。

今、政府が出来ることは、世界に胸をはって、原発は使わない世の中にしよう、それだけだと思います。それだけが、今の日本に出来ることなのではないのでしょうか？

41238 個人 無職 ７０代 男性 「原発ゼロ」に賛同します。しかし三案ともに地球温暖
化対策は極めて不十分です。脱原発と地球温暖化対
策を両立させてください。

(1)福島原発事故の大きさ重さ責任を考えれば脱原発しかないと考えます。

(2)３つの選択肢ではｃｏ２削減につながらないと思います。

(3)子どもや孫たちに、原発の事故の付けを回すことになります。そのような事が許せますか。責任ある大人の態度ではありません。

(4)原子力ムラの人たちは恥を知りなさい。そして責任を取りなさい。関係者全員の刑事罰を求めます。

以上

41235 個人 自営業 ４０代 女性 (1)ゼロシナリオを選択。３択の中からではこれしかあ
りません。

(1)ゼロシナリオは２０３０年までにとありますが、即刻原子力発電は止めるべきです。

今回の福島第一原発の事故で、実際に事故が起きるとどうなってしまうのかはよく分かりました。何年かたてば、自然に元の状態に戻っていくものではないのです。除染をしたところで、元の状
態にはならないでしょう。

核のごみの処理の方法もまだ未定なのに、ゴミを出し続ける発電方法に頼るとは「環境」を配慮する日本国としてはおかしいのでは？
火力発電でCO2が出るといっても、それは毒ではありません。
ところが、原子力発電で出る核のごみは、非常に危険なものです。

古い原発をさらに長く使うのは、いまだに毎日地震があるところに生活する者から見れば、正気とは思えません。
また同じような事故が起きたら？

汚染は生活の隅々まで及んでいます。
土壌は汚染され、作物の汚染を今後一生続けなくてはならないでしょう。
家の中を掃除したほこりから驚くような数値で放射性物質を検出し、暖房で使用する薪ストーブは危険なものになりました。

そして子供たちが大人になり、次の世代、また次の世代になってもこの状況はたいして変わることはありません。
影響がないと簡単に言い切れるでしょうか？

経済を優先させて原発を動かすという意見には納得がいきません。
設備の維持および廃炉にするまでの費用等、原子力に関わるお金がかかり過ぎ。
本当に経済のためになっているのか疑問です。
福島の事故による損失を考えれば
原子力はまったく経済的ではないでしょう。

今こそ国策を基本から考えなおす良い機会だと思います。
原子力発電所をを即刻停止し、新しい方向を見つけるべきです。



41239 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオを選択します。放射性廃棄物を今以上増
やす事は、今後の経済政策に不利益な要因を残す事
にしかなりません。今の日本人は国民全体で負担す
る覚悟を持っていると思います。

ゼロシナリオ以外の選択肢を支持する事は、今以上の量の放射性廃棄物を将来に残すという危険性があるからです。今回の選択肢を示すうえでの解説もこの危険性についての説明が不足し
ています。また、世界から指摘されている大飯再稼働と同様に議論があまりにも未熟すぎるなかでの政策決定となりそうです。エネルギー政策の前にまずは、未だに明確に解明されていない福
島原発事故の実態を先行させるべきで、実質的な収束を示さない限り、日本は世界からは警戒解除がされない存在のままです。大飯再稼働にしてもストレステストなどでは図れない地震やテ
ロ、航空機墜落などあらゆるリスクに対しての対応策と保証が不十分なままの再稼働となっています。国民や世界から見れば不明確な部分が多いままで説明責任が不十分としか受け取れてい
ません。今回の国民的議論にしてもこれから数十年の政策を決することの重要性が国全体で認識されていません。国民議論である以上1年以上かけてでも妥当性はあり、むしろ自分たちの生
活を一部の人間が決める事の問題を大きく示してほしいところです。国民には、世界から日本の国民性、国としての成熟度などが問われている（警戒されている）ことを意識させることも重要で
す。
最後に、現在の政治を見ていると、もうすでに政府は震災で被害に遭われた方々のことを忘れているかのような状況と見受けられます。政府ももっと国民の事を信頼し、自信を持って、いまこそ
日本が覚悟を決める時であることを訴えかけてほしいと思います。輝かしい未来を示してもらえれば、少々の負担は大きな投資として受け止められます。例えば、原発を止めて、海外からの資
源買取にGDPの5％も流出させてることも止め、再生可能エネルギーへの大きな方向転換を示すならば、原発停止による電力会社や国、銀行の損害は国民でも負担できます。世界中のだれが
聞いても納得できることであれば国民はついてゆくものと信じております。

41240 個人 無職 ７０代 女性 ゼロシナリオを選択します。「2030 年までのなるべく早
期」と言わず、すぐに原発比率をゼロにしてください。

今回の原発事故では息子の住んでいる東京都江戸川区も放射線管理区域にしなければいけないほど汚染されているそうです。あまりにも放射線管理区域にしなければならない場所が多いた
めに何も対策されていません。
福島から遠く離れた東京でもそのようなことになってしまう原発事故は大変恐ろしいものです。
今年、電力が足りないと言われていた関西のほうも、皆さんの節電のおかげで大飯原発が再稼働していなくても電力不足にならないことがわかりました。もう危険を冒してまで原子力発電を進
める必要はありません。国は原子力政策を見直し、原子力発電から完全撤退してください。

41241 個人 自営業 ４０代 男性 福島のような事故を繰り返さないために原発の完全
廃炉を望みます。

過去のある時期には原子力発電は最先端の「夢の技術」だったこともあると思います。
ですが相応の年月が過ぎてその役割を終えつつあるのが現状なのではないでしょうか。
絶対の安全策はないこと、単純にどこかからミサイルでも撃ち込まれれば人類の生存環境に大きな影響があることを考えると、それこそ「たかが電気」にリスクの高すぎる発電技法を採っている
のではないでしょうか。

「電気をいくらでも使える」ようにすることは本当に必要なんでしょうか。

昨年はやり玉にも挙がりましたがコンビニの終日営業や自動販売機、それからパチンコ屋やら各家庭のテレビやら、原発を稼働してまで娯楽やちょっとした利便にすぎないものを維持することは
本当に必要なんでしょうか。緊急だというのであれば昼日中のテレビ放送をやめてしまえばいい。昼日中に暇をもてあましている人は、ラジオを点けて本でも読んでいればいいのではないです
か。それでどれぐらい電気が節約できるか、試してみればいいのではないですか。

原発やめましょう。それで食ってる人にはお気の毒ですが、なんか別の食う道見つけましょうよ。

41242 個人 家事専
業

５０代 女性 原発は今すぐ廃止して、再生可能エネルギーにシフト
転換をすみやかに行って下さい！

原発は今すく全機を停止、撤廃して欲しい。
福島原発の爆発で、取り返しのつかない事になった。
今も福島や関東、東北、北海道、海洋は、放射線に汚染され、
これからの健康被害は想像を絶するほどです。
廃棄処理もできていない。
原発の安全神話が崩れた今、大地震が起これば、
また原発のメルトダウンが起こりかねません。
今でも、膨大な放射線が福島原発から垂れ流しされています。
この責任はどうするつもりなのか？
日本が環境汚染するなんて耐えられません。
再生可能エネルギーにすみやかに転換すべき。

41243 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロシナリオ ・再稼働はしないでください。震災の多い日本の将来をよく考えてください。
・もっと自然エネルギーを推進してください。国民は協力します
・いざとなったらどう処理すればいいのかわからないものを取り扱っているのは、本当に危険です

41244 個人 自営業 ３０代 女性 原発依存0％を支持します。 人間の手に負えない原発、将来にゴミを先送りする原発には賛成できません。一刻も早くエネルギーシフトの指針を出して下さい。

41245 個人 学生 ２０代 女性 選択肢として提示された３つのシナリオではなく、原発
はゼロにしつつ、温暖化対策目標を強化した第４のシ
ナリオを支持します。

　原発の比率だけを見れば、支持できるのは「ゼロシナリオ」しかありません。しかし、３つの選択肢は、どれも温暖化対策の目標が不十分です。2020年の目標は、7～11％削減でしかなく、現状
の25％削減目標から格段に低くなってしまっています。
　このため、温暖化対策の拠点からは、どのシナリオも選ぶことができません。選択肢がこうなってしまう理由としては、省エネが不十分であること、石炭火力発電への依存が続くとされているこ
と、自然エネルギーの普及目標が不充分であることなどの理由があります。
　原発ゼロを目指しつつ、温暖化対策も進めることができる選択肢を、私は支持します。日本での自然エネルギー100％は可能なのですから。

　福島原発事故では、多くの人が大変な被害に遭いました。その被害は、もはや単純にお金に換算し得るものではありません。ある人が、何年何十年もかけて築き上げて来た生活の基盤が、
一夜にして奪い去られました。
　福島原発事故が明確にした事故のリスク、事故が起きた時の対策の不充分さ、未だに解決できない核廃棄物の処理問題など、様々な問題も抱えています。さらに状況が何も改善されていな
いのにもかかわらず、大飯原発を再起動するなど、国民の”声”を無視した政府による決定も、直ちに改めるべきです。

原発はなにがなんでも、絶対に、なくしていかなくていかなければならいのです。
　原爆を落とされた唯一の国である日本。まず原発をゼロにし、自然エネルギー100％を目指し、世界的に深刻化しつつある温暖化問題にも真剣に対処していくことが、日本が世界の中で果たし
ていくべき役割です。

詳細は以下URL、WWF JAPANのサイトをご覧ください。

http://www.wwf.or.jp/activities/2011/11/1028424.html

http://www.wwf.or.jp/activities/2011/02/966203.html

http://www.wwf.or.jp/activities/2011/11/1027418.html

http://e-shift.org/wp/wp-content/uploads/2012/07/選択肢ガイドブック_4.pdf

41246 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を求めます 家族が大切。危険な物はいらない。

41247 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 ゼロシナリオ以外に選ぶ道なし。 ここまで国土を汚染して、まだなお汚し続けますか。
国民あっての国です。
民の住めない土地など、国と名乗るに値しません。

41248 個人 家事専
業

４０代 女性 現在稼動している大飯原子力発電所を停止し、可能
な限り早期に原子力による発電を０パーセントにして
ほしい。

福島第一原子力発電所が史上最悪レベルの原子力事故を起こし、その原因について、人災によるところが大きいとう調査報告があり、事故原因や事故時の対応について、すべてが明らかに
なっていない。また、放射性廃棄物や事故後に問題になっている高放射線量の汚染水、瓦礫、土砂、汚泥、焼却灰の処理方法が確立されていないまま、原子力エネルギーを使用し続けること
は、未来に問題を先送りするだけだ。
避難を強いられている住民が多数いる中、事故被害に対する賠償問題も解決されないうちに、大飯原発の再稼動がなされたが、安全確認、事故時の対応についての問題点が残ったままだと
感じる。
原子力事故を起こした国として、一度立ち止まり、原子力政策について振り返り、すべての原子力発電所の稼動を止め、今後は再生可能エネルギーの開発、利用について最大限の努力をして
いくべきだ。
節電、火力発電、自然エネルギーの利用をしながら、再生可能エネルギーの最大限の導入に力を注ぐことで、雇用も生み出され、経済の活性化にもつながると考える。逆に、原子力発電所を稼
動、維持管理していく方が、大きなリスクを抱えながら、経済的な負担も大きいと感じる。

41249 個人 家事専
業

６０代 女性 原則的に原子力に頼ることはゼロにすべきと思いま
す。

現状は勿論、数十年先程度では、クリーンではあるかもしれないけど、いっこうに安全とは思えないからです。
扱う業者、そこにタカル魑魅魍魎の存在が根底から変わりアカルイ未来が来るとは、思えないと、思い知らされたこの事故と呼ばれる人災でした。
それに、割の悪い商売なんじゃないかという企業の意見もチラホラ聞こえてきます。
金儲けがお好きなら、なおさら、この手に負えないエネルギーから手を引いた方がよろしいんではないですか。

41250 個人 自営業 ４０代 男性 ゼロシナリオ（３つの選択肢の中から、ということなら） 2030 年時点でのエネルギー・環境に関する３つの選択肢（原発依存度を基準に、(1)ゼロシナリオ、(2)15 シナリオ、(3)20～25 シナリオ）から選ぶなら(1)ゼロシナリオ、がいいと思います。ただ
し、意見募集の資料ではなぜ２０３０年なのか、「ご意見募集」に集まった意見、コメントはどのように使われるのか、の説明は「ご意見募集」または「エネルギー・環境に関する選択肢」の資料を
拝読したところ見当たりません。選択肢に「明日から原子力発電をゼロにする」というモノがないのはなぜでしょうか。そういう意見の人も多数いるはずですが「そのような意見を意図的に避けよう
としている」と考えられてもおかしくはない今回の意見募集だと思います。このシナリオをまとめた『委員会』の委員長さんは、新日鉄の会長さんだとお聞きしましたが、なぜ原発建設と関係があ
る企業の会長さんなのでしょうか。
また「エネルギー・環境に関する選択肢」の資料１０ページ、１８行目によりますと、ゼロシナリオの場合『それでもなお、化石燃料依存度は約65％、非化石電源比率は約35％と現状と同じレベル
にとどまる。そこで、化石燃料依存度を下げCO2 を改善するために、15 シナリオや20～25 シナリオの場合よりも、省エネ性能の劣る製品の販売制限・禁止を含む厳しい規制を広範な分野に課
し、経済的負担が重くなってでも省エネルギーやCO2 削減対策を行い、また、更なる天然ガスシフトを行う。これにより、化石燃料の輸入額は約16 兆円となり、温室効果ガスの削減量は15 シナ
リオ並みの23％削減となる。』と記述されていますが、それなら２０１２年５月に泊原発が停止されてから、７月に大飯原発が再稼働されるまでの間、日本中の全原子力発電所が停止されていた
中で電力供給が賄われていた事実、またそれ以外でも２０１２年８月１１日現時点でも全国５４基ある原発のうちほとんどが稼働されていない中で、省エネ性能の劣る製品の販売制限・禁止を含
む厳しい規制を広範な分野に課することなく電気が賄えている事実も記述されていないと、原発稼働賛成、反対の論点から考えれば不公平だと思います。
また福島で実際に被害にあわれた方への莫大な賠償費用の説明も見当たりませんが、これも今後のエネルギー政策を原発を含めて考えたいのならば避けて通れない問題で、明確に説明され
るべきだと思います。
そのほかにもこのパブリックコメントの募集方法（大変わかりずらい）、告知の問題、募集期間など、不可解なところがたくさんあります。
最後にエネルギーに関する意見を申し上げます。原子力発電所のように１か所に巨大な施設を作り、明らかな有害物質を排出して人命にかかわるリスクを冒してまでの発電は、当方としては明
日からでもやめて欲しいです。私達夫婦には２人の幼児がおり、もともと東京に住んでおりましたが、政府の原発事故、放射能の危険性に関する発表やおっしゃる内容が信用できないものだと
判断し、山口県の離島に移住しました。わたしたちは夫婦共にそれまで積み上げてきた仕事も実績も捨てて放射能から子供を守るための行動に出ました。福島原発に対する日本政府の対応
は、自分たちにはそこまで信用できないものだったのだということを申し上げておきます。
私達にはなぜ日本が資源エネルギーにシフトしていかないのか、不思議です。ソーラー、風力、波力、地熱、さまざまな方法で原子力に頼ることなく発電は可能だと思います。自家発電の推奨、
電気売買、送電の自由化、日本政府がその気になれば原子力発電という古い発電方法に頼ることのない未来も夢ではないと思います。人件費がかさむと言うのであれば逆にそれで雇用を生
めばいいのではないでしょうか。それぞれの地域でそれぞれ自分たちが使う分の電気を自分で賄い、その土地に雇用が生まれれば、いま深刻な問題となっている過疎の問題に少しでも光が差
すのではないでしょうか。

41251 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発は0で構いません。即時停止を要望します。 電気は足りているので、危険なエネルギーを使う必要はありません。エネルギー問題でもありますが、ゴミ問題でもあります。戦争のために核を持ちたい、というのであれば、尚更、やめてほし
い。
ごく少数の人が日本を動かしているという現実があったとするならば、そのごく少数の人もこの問題だけは目先のことにとらわれず、先を見越した選択をしてください。
お願いです。核の力はいりません。

41252 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 選択肢として示されたシナリオの中では「ゼロシナリ
オ」を選択しますが、直ちに原発をゼロにすることを希
望します。

原子力発電で発生する使用済み核燃料を再処理しても、多量の放射性物質が残ります。その処理方法が決まっておらず、将来に先送りするしかない状況では、現在以上の核廃棄物を発生さ
せるべきではなく、原子力発電所はゼロにするしか無いと考えます。早急にもんじゅを含めた全原子力発電所と核燃料再処理工場の撤廃を希望します。

41253 個人 法人等 ３０代 男性 「エネルギー・環境に関する選択肢」 私は(1)ゼロシナリオです。本当は今すぐにゼロにして欲しいです。枠がないので(1)にしただけです。原発の安全安心の嘘は御見通しなこの世の中です。原発いりません。

41254 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 世界の電力市場全体における原子炉市場の比率は
約3.2％。15％シナリオでは国家の原子力予算配分は
変わらず、他技術へのR&Dも慎重になり日本経済が
活性化しない。選択と集中。私はゼロシナリオを支持
する。

3.2％という数値の根拠は以下より。

スマートシティの世界市場は3100兆円に
http://www.nikkei.com/article/DGXNASFK2401D_U0A920C1000000/

日本の原子力技術を通して世界に貢献するために
http://www8.cao.go.jp/cstp/sonota/kagigaiko/7kai/siryo1-1.pdf

100兆円÷3100兆円＝約3.2％

どちらも震災前の予測なので、バイアスは少ないと思われる。

なお、3100兆円は電力に限ったものであり、エネルギー全体だと4000兆円になる。
http://www.nikkei.com/article/DGXNASFK11014_R11C11A1000000/

仮に原子炉市場が福島事故を機に半減したとすれば、エネルギー全体における原子炉市場は以下となる。

50兆円÷4000兆円＝1.25％

国家政策として推し進めるにはあまりにも貧弱な市場である。日本経済の復活のためにも、意を決してエネルギー政策の大転換を行い、新エネルギー技術の内需拡大を行う。「折角なので原発
を使える間は使いましょう」という当たり障りのないやり方では、世界に遅れをとる。

41255 個人 その他 ５０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します 地震大国日本に原発は無理。
核と人類は共存できない。

41256 個人 パート・
アルバイ

５０代 女性 原発は、いらない。 原発、ゼロへ。 子供や孫がこれから先もずっとこの美しい日本の国で住み続ける事をのぞむ。

41257 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原子力エネルギーに断固反対です。原子力発電所は
全機即刻廃止を強く望みます。

すでに中央政府もご存知のとおり、自然エネルギーへの転換は可能。人々の命や生活より大切な利権って何ですか？ 情報操作や隠蔽によって一部の人間が暴利を得る時代はもう過ぎ去りま
した。日本国が根まで腐らないことを接に願います。米国に従属するのでなく、独立国としての健全な自負を持って下さい。



41258 個人 家事専
業

２０代 女性 2030年までに原発は0％を目指していきましょう。
実際は出来るだけ早急に。今すぐに0％にしたいで
す。

現在火力6割、水力1割、原子力はわずか3割でこの国の電気は賄われていますね。
個人個人が少しずつ努力すれば、原子力がなくなった所で電気が足りないと言うことはないはずです。

高速増殖炉もんじゅに使われる莫大な費用を、これからの新しいエネルギーを考え出す為の費用にすればいいじゃないですか。
新たな原発を増やすなんてもっての他ですよ。
日本には優秀な方が沢山いらっしゃるのですから、きっとできるはずです。

今ここで変われなかったらもう日本の先は見えて来ません。
地震大国の日本が福島での事故以上の事故を起こさない、なんて保証はどこにもありませんよね。

大事な大事な子供達の未来です。
どうか、原発を0に｡
皆で新しい方法を考えていきましょう｡

41259 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発をゼロにしてほしい。 電力は選べるようにしてほしい。電力発電はどれもリスクあるようだけど、原発は事故の際に及ぼす影響が広範囲だし、影響の威力も強すぎる。

後にひけない状況をなんとかしてほしい。

41260 個人 家事専
業

３０代 女性  選択の中では「2030年原発ゼロシナリオ」を選択
しますが、即刻廃炉すべき

原発がなくても電気は足りると思うし、足りる程度の生活で良いから原発はゼロが良い。
2030年まで引き延ばしをせずに、今決断をしてください。

41261 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 エネルギー計画の筋書きは将来の世代に対して安全
できれいな日本を約束するものではありません。原子
力エネルギーへの依存を即終了させる、より踏み込ん
だ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を求めま
す。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：

 直ちに原子炉再稼働をやめさせる
 積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
 再生可能エネルギーの生産を加速させる
 発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
 石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

41262 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を選択します。 福島原発の事故のように地震や津波による自然災害ではなく、放射能汚染という人的災害により住む土地を奪われ、生活を一変させるような事態が二度と起こらないように、これ以上、核廃棄
物を増やすべきではないと考えます。

浜岡原発、大飯原発が福島原発と同じ事故を起こしたら、私の住む愛知県はほぼ確実に放射能汚染されます。この狭い日本で、この先何百年も人が健康に住めない土地が更に増えてしまい
ます。原発は恩恵のわりにリスクが高すぎます。

多くの方の生活を一変させた福島原発の事故から国民も学びました。節電にだって協力します。安全に核廃棄物を処理できる施設もないまま、見切り発車で稼動していた古いエネルギー政策
は見直す時期にきており、多くの国民もそれに気づき、望んでいます。

41263 個人 自営業 ３０代 男性 原子力エネルギーからの即撤退 原子力発電所が事故を起こした結果どのようななってしまうかは重々承知ののこととは思うが、それでも政府はなぜ推進するのか理解できない。原子力と利権が複雑に絡み合い経済に及ぼす
影響がかなり大きいのかもしれないが、今の福島、日本のの現状を考えればそんなことは非常に些細なことだ。
僕は福島出身であるが、地元に残っていた友人は原発事故後ほとんど地元を離れた。帰省しても、天気情報のように放射線量が流れている状況はどう考えてもおかしいし、若者の流失は福島
の復興にも大きな損失だ。果たして復興するのかも疑問に感じる。近い未来、線量は下がったとしても福島の事故前に戻ることは非常に困難ではないだろうか？僕自身、将来故郷に帰ることは
躊躇してしている。狭い日本の国土に広い不毛の土地をつくってしまった原子力はどう考えても未来のエネルギーの選択肢にすら上がらないと思う。いや、決してあげてはいけないのだ。これ以
上不毛の地を増やすわけにはいかない。
世界の環境を原子力事故で汚してしまった日本は原子力エネルギーから即時撤退しなくてはいけない。
この問題を議論する際、外交、経済、国防などの話を持ち出すが、今の福島のリアルな現状をみればその話は同じ土俵に上げることすらできない。
一国民として、電力の供給量が下がっても、電気料金が上がったとしても、強く原子力エネルギーからの脱却を望んでいる。

41264 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオを支持します エネルギー・環境に関する三選択肢のうち，化石燃料比率を最大限に下げるという前提で「ゼロシナリオ」を支持します．
たとえ，原子力発電所による発電がどんなに安全に出来たとしても，また，原子力発電所による発電がどんなに低コストでできたとしても，ゼロシナリオを支持します．
理由は，原子力による発電システムは持続可能ではないからです．
原子力発電システムは，燃料はウランという有限の天然資源に依存しています．また，発電した後に出来る放射性廃棄物について，その処理方法は「地層処分」という地中に埋設することしか
できません．廃棄物を再利用してウランを精製するという「核燃料サイクル」は，1984年の構想発表以来，未だに確立しておりません．
このような原子力による発電は持続可能では全くなく，今の私たちに意見を言うことが出来ない，私たちの子孫に放射能の危険を押しつけることになります．
以上の理由により，化石燃料比率を最大限に下げるという前提でゼロシナリオを支持します．

41265 個人 自営業 ４０代 男性 原発はゼロにすべき（ごく真っ当な意見だと思います） 原発の安全神話が崩壊した以上、人類が保有してはいけないもの。
20％でも15％でも1％でもダメ。0にしなくては…と強く思います。
子孫に府の遺産を残してはいけません。

41266 個人 家事専
業

４０代 女性 原発を無くして、なるべく自然エネルギーの開発に力
を入れてほしい

原発の事故はいつ起こっても大変だと、２５年前くらいから思っていました。
もちろん、日本でこれほどのひどい事故が起こるとは思っていませんでしたが。
きっかけは、高木仁三郎先生の講演を聞いた時からでした。
事故の危険はもちろん、原発で出るごみの処理に困ること。
原発では差別的な（地方を軽視）考え方があること。

最近になって知ったことですが、原発はやめようと思っても、その後莫大な費用がかかること。
そして、原発がないと電気が足りない、ということはないようだ、ということ。
ちょっとの不便で済むこと。

以上から、原発を無くし、自然エネルギーへの開発に力を入れてほしい。
目先の利益ではなく、これからずっと続く問題に今から立ち向かうべきだと思います。

41267 個人 自営業 ４０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します。 原発ゼロを選択する理由はひとつ、運転を続ける限り猛毒の放射性廃棄物を排出し続けなければならないからです。核のごみは、最も未来に遺してはいけない遺産です。
これまで自然エネルギーが障害なく成長を続けて来ていたら、もっと発展していたことと思います。
国は障害となる法規制を一切廃し、すみやかに自然エネルギーの発展を後押しすべきです。

41268 個人 家事専
業

５０代 女性 全ての原発を早く再稼働させて下さい*日本の未来発
展の為に絶対に必要不可欠です*

政府は日本国民と外国に*原発は大丈夫ですと被害は何も起こりませんと*正直に言って下さい*

41269 個人 無職 ３０代 男性 ゼロシナリオを支持し、今すぐ原発ゼロにする。 あれだけの事故を起こしておきながら、大した反省も無く事故前と何ら変化の無い原発行政に怒りを覚えます。
政府は「脱原発依存」のような曖昧な表現ではなく「脱原発」を直ちに表明し、目標に向けた道筋を示すべきと考えます。
予め３つの選択肢を示し、当たり障りの無さそうな真ん中の政策に落ち着かせるような出来レースのようなやり方には反対します。

41270 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発に頼る社会から、再生可能なエネルギーに変え
て欲しい。

目先の経済を回すために、何万年も残る核のゴミを子孫に残したくない。私たちが残したいのは、きれいな水、きれいな空気、きれいな大地、きれいな地球。どんなにお金があっても、きれいな
地球がなかったら、生きてはいけない。

41271 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロシナリオを強く希望します 原子力発電は「無い」に越したことはない。

難しいことは分からないが、自然エネルギーなどで発電がまかなえるなら、
それで良いではないか！

そもそも、原子力発電の安全性が100％確保されていない今、
（今後も含めて）原発を増やそうという案（15シナリオ・20～25シナリオ）がなぜ出るのか、
私には理解が出来ない。
100％安全でないものを増加・稼働させて、
また昨年の福島原発のような事故が『絶対に起きない』とでも言うのか。

『絶対にあのような事故は起きない』と100％断定されるまで、
私は原発以外のエネルギー発電（なるべく自然エネルギーで）を強く希望する。

41272 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 ゼロシナリオ 原発はいらない
電気をなるべく使わない生活をすればいい

41273 個人 無職 ６０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します 福島原発事故で世界は変わってしまいました。被災地では多くの人が家や家族や仕事を失い、これまでの暮らしを取り戻す当てもありません。被災地以外でも将来が見えない放射能の恐怖の
中に生きることになりました。 原発は、地震国日本では危険すぎます。すべての原発が地震でも安全との保障があるのですか？科学者たちはNoと言っています。絶対にゼロにすべきです。安
全で無限な自然エネルギーの開発を進めてください。電力の自給自足ができることも分かっています。国民にきちんと説明すれば、必ず理解します。政府の姿勢こそ今問われています。

41274 個人 無職 ２０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します。 原発ゼロシナリオを支持します。すべての原発を即刻停止し、廃炉にするよう強く求めます。原発は危険です。
原発の替わりに、自然エネルギーを推進してください。

41275 個人 その他 ４０代 女性 脱原発・ゼロシナリオを支持します。 現在の事故も収束もせずに再稼働を決めてしまった事についても反対です。そして、核ゴミについてもあまり話し合われていません。どうしたってゴミは出ます。これ以上危険なゴミを出し続けて
欲しくありません。国がもっと火力以外にも力を入れて持続エネルギーを推進していく事が今回の事故から学べる事だと思います。

41276 個人 自営業 ５０代 女性 ゼロシナリオ 2030年という設定ですが、今すぐにでも原発ゼロを希望します。
また、もんじゅの稼働は絶対反対です。
また、各シナリオで原発の廃炉費用が反映されていないのではないでしょうか。廃炉費用、放射性廃棄物の管理費用を経費に入れて検討すべきで、原発を続ければ続けるほどその費用は増え
るます。
したがって全原発即廃炉を望みます。

41277 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 男性 ３つの選択肢から選ぶのであれば、(1)ゼロシナリオで
す。２０３０年までにゼロという選択肢しかありません
でしたが、今すぐにでも原発ゼロを望んでいます。再
稼働はもってのほか。

「核のゴミ」の処理の方法が無いこと、日本は地震が多いということ、この２点の理由から日本から原発が無くなることを望んでいます。

41278 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 エネルギー政策における、原子力発電の割合は0%を
支持します。

原子力発電は今後の事故の有無に関わらず環境、経済共にリスクが高く、けして効率のよいエネルギーではないためです。

また、東日本大震災における、日本の原子力政策に対する組織的欠陥があきらかになった。政府、電力会社に原子力発電を科学的かつ国民の求める客観的な安全を担保できる運用は望めな
い。
また、市民のチェック能力も感心も低く、今後も安全を担保できる社会体制の構築は望めない。
よって、原子力発電からの撤退を支持します。

41279 個人 その他 ６０代 女性 人と原子力は共存することは出来ない。
最終的な処理法もない中で、原発再開は納得できな
い。
世界の中での被爆国日本の、大きな役割があるは
ず。

自然と原子力が共存することは決して出来ません。
世界でゆいいつの被爆国であること。
日本がは地震列島であること。

41280 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも将来の世代に安全
できれいな日本を約束するものではありません。原子
力エネルギーへの依存を即終了させる、より踏み込ん
だ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を求めま
す。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、よ
り踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：

?直ちに原子炉再稼働をやめさせる
?積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
?再生可能エネルギーの生産を加速させる
?発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
?石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

41281 個人 学生 ２０代 男性 電気を作る方法には、原子力以外の方法もあり、事故
が起こる可能性がある原子力発電を行う必要はない
と考え、2030年の原発比率を(1)ゼロシナリオを支持し
ます。

2030年の原発比率を(1)ゼロシナリオを支持します。

電気を作る方法には、原子力以外の方法もあり、事故が起こる可能性がある原子力発電を行う必要はないから。
また、賠償や地域への補償費などが莫大であり、毎年多くの費用を拠出する必要があり、この金額は努力で下げることが難しいと思う。他の発電方法に関しては、技術革新等でかかる費用の
低下が行える。

事故のリスクを低下させるために、最初から原発依存度を0にする必要がある。
若者にとって、ゼロシナリオ以外は自分たちが生きている間に新規に原発を立てることとなり、受け入れられないため。

41282 個人 自営業 ５０代 男性 2030年の原発比率は、ゼロにする。このまま、再稼働
はせずに順次廃炉にしていくべきだ。

代替の電力は地熱発電をメインに、大規模な風力発電やメガソーラー発電を避け地域毎の小水力発電などを活用すべきだと思う。



41283 個人 その他 ６０代 男性 地震多発国に於いて、エネルギー源として原発に一
部でも依存すると言う事はあってはならぬ。但し、国家
戦略上、原発を完全に止める訳にはいかないので、
最も安全と思われる場所の原発１期の操業のみとす
る。

エネルギー源としては、再生可能なエネルギー資源の開発を政策的・戦略的に行う必要がある。　エネルギーの自給自足に向けた国家１００年の計を作るべきである。　その為に、農業政策、
林業政策を１８０度変える必要がある。
即ち、減反に補助金を払う等のばかげた政策を止め、農地をフルに生産する体制とし、食料自給率を高めるとともに、農産物を輸出産業に育て上げる。　戦後産業に輸出インセンチブを与え、
産業を育てた様に、農産物を輸出産業にする政策が必要。又、穀物の一部をバイオエタノールに変え、再生可能エネルギに活用。　又、林業政策も農業同様重点的に育成し、間伐材利用によ
木質火力発電を地域ごとに作らせ、森林の多い地域は、電力の自給自足体制を作らせる。　発電設備等への政府補助により、経済性を支援する体制作りが肝要。（オーストリーでは木質火力
が電力の１６％を占めている）
更に、ソーラー発電、水力発電、風力（海洋）、地熱（含地中熱）等々を利用した各地域での電力自給自足体制作りを政府が支援し、一方、企業（含電力会社）によるこれら再生可能エネルギー
を利用した大発電所計画をも、政府が支援・誘導する体制が必要。　原子爆弾と原発事故により核の被害を世界で誰よりも受けた国民が、又、地震頻発の国である特殊事情がある中で、エネ
ルギーの源泉として原発に一部であれ依存するなんて事を未だに議論していることそのものがあり得ない事と考える。　このようなアンケートをとって国民の意見をもらわねば、決められない中
央政府の対応に憤りすら感じる。
経済性の面でも、原発のコストが安いという印象を国民に未だに発信しているが、事故による賠償（今現在想定している国内での賠償に加え、将来、海外の国から請求される可能性を考える
と、天文学的数字になる）を考えれば、コストが安いなんてありえない。国民をミスリードすることなかれ。

41284 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 これまでのエネルギー政策の延長線上をこのまま
走って行っていいのか考えることが必要で、それは、
われわれの幸せとは何なのかを考えることだと思いま
す。まじめにこの基本的なことを考える時ではないで
しょうか。

今まで通りの便利さを追求した生活が求める幸せなのか？人間は所詮自分勝手で、人を出し抜いて、お金を儲けることが幸せにつながるのか？基本的な議論は青臭いものですが、今まで通り
の価値観では、今後の日本や世界は立ち行かなくなることは大部分の国民が感じており、真面目な議論が必要です。総理のリーダーシップで、この議論を始めてはいかがでしょうか。その基本
が定まれば、エネルギー政策に限らず、いろいろな懸案をその基本に沿って解決していけると思います。複雑な利害が絡み合う世の中、そんなに簡単ではないでしょが、物事は単純化して考え
ることで、本質も見えてくると思います。

41285 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 女性 今後の発電の選択肢に関しての意見 昨年の原子力発電所の事故による汚染によって、ふるさとや自宅を追われ、それまで生活していた場所に戻ることができない人たちが未だ大勢います。人間が、原子力を完全にコントロールす
ることはできないのだと、あの事故の日から感じています。今後も私たちの生活を支えるものとして、原子力に頼っていくことは、余りに危険です。原子力発電をやめる方向で日本が動いていくこ
とを心から願っています。バイオエタノールや、風力・水力等の、持続可能で環境と生命と共存できるエネルギーによる発電に移行して行くことを望みます。

41286 個人 自営業 ５０代 女性 原発ゼロシナリオを指示します。 福島原発で明らかになったように、現在日本の原発の中で１００％安全な物は存在しないし、現在の政府の対応からもこれらの安全性を１００％に持っていく事は不可能であるという事が明白。
そして日本は地震国、明日にでも大地震が襲う可能があり、起こった時には国際的な大惨事になるーこの事を十分考慮するべき。

またエネルギー供給の問題も盛んに言われるが、これも原発なしで十分足りているというデータがでている。海外でもどんどん再生可能エネルギーにシフト知っている中、日本もぜひともこの方
向に進むべきである。日本の技術をしてみれば十分可能な事だと思うし、この技術を開発して海外に輸出すれば経済的効果もある。

原発ゼロシナリオを指示します。

41287 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 原発ゼロシナリオを指示。

ソーラー、潮流発電、風力、火力などの多種類の発電
を開発＆推進して欲しい。

福島事故を収束できないから。
しかも世界中を汚染しまくっているから。
地震大国日本に最も不向きな発電は原発だから。

41288 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 (1)ゼロシナリオを選択します。
2030年までではなく、今すぐ。

唯一の原爆被爆国で、昨年最悪の事故を起こしてしまった日本。
それでもなお、脱原発に向かうことなく、何の解決もないまま、
原発再稼働してしまう日本。
どれほどバカで恐ろしい国なのでしょうか。

地震のせいで・・・とか、津波のせいで・・・とか、経済が・・・、電力会社
が・・・、国が・・・とか。
そんなことはどうでもいい。関係ありません。

原発事故は起きてしまいました。地球を汚してしまいました。
そもそも使用済燃料、核廃棄物を処理することすら、人間にはできない。
人間には原子力を操ることなんか、到底できないのです。

もう二度と事故を起こしてはなりません。また事故が起きてからでは遅いんです。
脱原発しかありません。すぐに原発を廃止してください。

41289 個人 自営業 ５０代 男性 原発は要りません！ 国が責任を持って･･と言う言葉ほど信用できないものはない！
安全基準でさえ変えてますやん！
福島で失われてしまったモノの大きさをもっと真剣に考えろ！！
守るべきモノを間違ってませんか？
いや、間違っています！！

41290 個人 その他 ４０代 男性 (1)ゼロシナリオを選択します。 原発に絶対安全はありえません

そもそも人間が１００％制御出来ない戦争の道具になる物を

あたかもクリーンに使っていますと言う風な知らない者を

騙すやり方がおかしいと思います。

現在世界的に不景気で日本も大量生産で生き残るのは難しいと思われ

工場が消費する電力をdownすれば火力、水力、太陽光、風力で賄えるはずです。

いや足りないなら　それで足りるようにしないといけないと思います。

温暖化も刻々とひどくなる一方ですので。

これ以上地球を汚染しないことが一番大切と思います!!

41291 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原子力発電の使用について こんにちは。
(削除) といいます。
この度、こちらのサイトよりご意見をしておりますのは、原子力発電の使用についてのコメントの為になります。

原子力発電の使用は、現在は政府や官僚の方や大企業、そして外交の都合上、なくす事は難しくなっているのかと思います。利害が絡んでいるのでそれは理解できます、
ですが、多くの国民が願うように、私も原子力発電の使用をゼロにすることを願っております。
もし、こちらをゼロにする政策を作成することができ、それ以外のエネルギーで国民全体が努力をし、関係者方々含めその方向に向かって行けば、結果的に諸外国からの援助や理解を得られ
（アメリカではなく特にヨーロッパ）、日本の技術をさらに世界に広めて行けるきっかけになるかと思います。

議論を小さい利害関係で止めておかず、できれば先の大きな視野に向けて行って頂きたいと思います。

政治については政治家にお任せするのが基本ではありますが、一般市民の純粋な声をきかない政治の舵取り程、情けないものはないのですので、一つ、誇りを持てる日本の先を、よき形で舵
取りして頂ければと思います。

原子力発電の使用をゼロにしていただくよう、ご意見させてください。
どうぞ宜しくお願い致します。

(削除)

41292 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発は全て廃止して下さい。日本の信用を取り戻し
ましょう

将来子供達に、綺麗で自然豊かな日本を残すため、原発は全て廃止して下さい。それでも廃棄物の管理に何十年もかかります。原発はサステナブルなエネルギーではありません。

41293 個人 家事専
業

６０代 女性 ０％！原子力は人間が制御不可能。撤退すべき。核
廃棄物の処理方法も未確立。次世代に迷惑をかけて
はいけない。再生可能エネルギーとコージェネを両輪
として脱原発は可能。内部被曝は一代限りではすま
ない。

この猛暑の中、原発が稼働していなくとも電力は足りているではないか。去年の計画停電などは脅しだったのか。

核廃棄物の処理方法も確立していないのに、原発一基が一年間稼働すると広島の原爆の約一千倍の核廃棄物が溜まってしまう。既に六ヶ所村には１２０万倍のそれが溜まっているという。こ
れ以上増やすわけにはいかない。

核反応は一秒の百万分の一というとてつもない速さで行われる。いったん核反応が起きたら、人間には制御できない。
人間の６０兆の細胞の一つひとつは、６、７エレクトロボルトというわずかなエネルギーを生みながら生命活動を維持しているが、核が崩壊していくときに発生するエネルギーはその百万倍だ。そ
んなものが体内に入って暴れたら、人間の免疫力や修復力をもってもひとたまりもない。遺伝子を傷つけたら、それは一代限りでなく、世代を超えて被害は及んでしまう。だから内部被曝が怖い
のだ。

再生可能エネルギーが占める割合は、数パーセントにもならないから原発は必要だと言われてきたが、キロワットとキロワットアワーを混同しているからで、再生可能エネルギーとコージェネ
レーションを車の両輪にすれば、脱原発は可能だ。
それに再生可能エネルギーに関しては、不当に抑えられてきたから伸びないのだ。日本の技術力、創造力は素晴らしい。ニュージーランドの世界最大規模の地熱発電所は日本の企業が作っ
た。

セシウムは、青酸カリの千倍の毒性があるという。
プルトニュウムの半減期は２万４千年だという。
オール電化生活などと、電気をふんだんに使わせることに躍起になってきて、原発がないと生活できないだろ、などという構造にしてしまった。
地震国ニッポンの海岸沿いにずらりと５４基の原発が囲む不気味さ。まるで、いつボタンを押されるかわからない電子レンジの中で生活しているみたいだ。

今は、アラスカやカナダにサッカーボールが流れ着いたのをきっかけに交流が生まれ美談扱いになっている。だが、政府の対応いかんによっては、日本は人災によって放射能で世界中を汚染
したとして、海外でビジネスをしている人、留学している人、国際結婚している人などが、突然、日本人であるということで「ジャップ、ゴー　ホーム！」などと排斥される日が来るかもしれない。戦
時中のあのときのように。
「原発再稼働するな、輸出するな、ひたすら後始末だろ、オイ！」と言いたい。
福島の方々の人生の希望も幸せも喜びも根こそぎ奪って、早々収束宣言をし、再稼動させようとするのは言語道断。
経済面からみて原発は推進させなければといわれてきたが、経済的にも原発は割に合わないことが露見されてきている。
原発は０％に！それ以外の選択はない。41294 個人 自営業 ３０代 女性 今すぐ原発を0にするのは経済に影響がありそうなの

で、絶対的な安全性を確保しつつしばらくは稼働させ
ても良いと思います。

同時進行で別エネルギーの研究にも急ぎ足で取り組み、原発に代わるものが開発されればそちらにシフトすればいいと思います。
（原発はこれ以上増やす必要はないと思います。）

将来的に原発を絶対的に安全な発電システムに出来るのならば、継続して稼働させればいいと思います。
原発稼働は大きなリスクを持ち合わせているので、決まりとして、一年ごとに稼働するためのすべてのシステムが本当に適切なものなのか検証する必要があると思います。

それと、原発が無くなることで、中国、韓国、北朝鮮へのメッセージが一つ減るわけですが、大丈夫なのでしょうか？平和ボケした日本人はこのあたりの諸事情に疎いような気がするので、気に
なります。

日本人の優れた技術力による発電システムを期待しています。

41295 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 放射性廃棄物の最終処分場を決めることが、まず最
初にありきなのではないでしょうか。

私は、日本のエネルギーは、原子力、自然エネルギーを含めて、ベストミックスで組み合わせることが良いと考えます。が、放射性廃棄物の最終処分場が決まらないのであれば、当然に原子力
はゼロです。そのため、放射性廃棄物の最終処分場を決めることが、まず最初なのではないでしょうか。

その上で、（１）火力　（２）原子力　（３）自然エネルギー　を考えるべきなのではないでしょうか。

（１）火力
日本海・太平洋のメタンハイドレートを積極的に、研究開発、実用化することが、以下２つ理由でよいと考えます。特に、日本海のメタンハイドレートは、海底に露出しているのだから、国が真剣に
取り組めば、すぐ実用化できるのではないでしょうか。日本海と同じような状況のメタンハイドレートを、現に、ロシアのバイカル湖で、清水建設(株)が取り出しているではないですか。

(1)従来通り、不当に高い値段で、原油や天然ガスを買わなくてもよくなる。
(2)CO2の削減や、地球温暖化の防止。

（２）原子力
廃炉や放射性廃棄物の処理、中国や北朝鮮に対する核抑止力のためにも、原子力技術は必要と考えます。また、今後、中国やインド等、世界で原子力発電が増えていくであろう中で、重大な
事故への対処等、日本の技術が世界に貢献できるのではないでしょうか。

（３）自然エネルギー
環境への影響が大きいので、あくまで、サブの電源とするのが良いと考えます。また、自然エネルギーを利権にしてはいけません。



41297 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 速やかに、原子力発電依存度を０％にし、シェールガ
ス、地熱発電などの活用に
切り替えていくべきである。

理由その１：そもそも、原子力発電に関わって発生する放射性廃棄物の処理について、きちんと解決されていなかった。
理由その2：安全と言われていた原子力発電について、東日本大震災で全く安全でないことが実証された。原子力発電については、何一つ安全なものはないと考える。
理由その3：今回の事故に関わった事故原因の究明や、福島県を中心とした被害の全容把握、賠償も不十分である中、いまだ避難を余儀なくされている人たちがたくさんいるにもかかわらず、
大飯原発が再稼動されたことは許しがたい暴挙であり、国民に対する欺き以外の何物でもない。
理由その４：電力が足りないと言うのは大間違い。足りなくなるほどの多電力消費社会を作り上げてきたこと自体が、大きな間違いであった。オール電化住宅、夜間発電、電気自動車等に代表
される生活様式は、原子力発電を前提にしたものである。この夏の電力が足りないから再稼動という図式も、この点から考えると、いくらでも節電にシフトチェンジでき、電気が足りない理由には
当たらない。
理由その5：今回の事故で、広く拡散された放射性物質によって汚染された食べ物からの内部被爆の問題は、この１～２年で決着できるものではない。チェルノブイリ事故後の現状から学ぶべき
ことはたくさん有り、日本の１０年後・２０年後、子の代・孫の代・ひ孫の代をも視野に入れた長期的な対応をすべきである。ましてや、海への汚染もどれだけ広がっているのか把握できていない
今、被害はより深刻により長期的になるだろう。

主に以上のことから、原子力発電から速やかに撤退すべきと考える。

41298 個人 自営業 ４０代 男性 今後のエネルギー政策について 原発の即時廃炉を希望します。

原子力が人間のコントロールができないモノであることは、3.11を契機として明確になりました。

いつ来るかもしれない大地震と、放射性廃棄物の処理技術の未完成という事実を考慮すると、出来るだけ早い時期に全原発即時廃炉をすべきだと思います。

悔いのない早さで実行することを望みます。

またあわせて代替エネルギー、省エネルギー技術の開発と普及に力を入れて入れて頂きたいと思います。

41299 個人 自営業 ６０代 女性 脱原発です。 原発は一度事故が起こると故郷にも住めなくなり、コツコツ積み上げてきた人生が足元から崩れてしまう恐ろしいものです。
しかも、使用済み核燃料が増えても捨てることができないのです。
この地震国で原発が推進され続けたことが不思議でなりません。
私も原発安全説にだまされていました。いえ、無関心でした。今、なし崩しに再稼働を進めるのは何故ですか。しかも、外国に売り込こもうとしているだなんて。
私の地域は3・11以降ホットスポットになりました。目に見えない放射能の恐ろしさを肌で感じました。幼児のいる家では、放射線量の多いベランダの土埃を洗い流します。梅干しを漬けていた果
実は廃棄です。その流した土埃や果実は何処にいったのでしょうか。何処かに溜まって放射線を発し続けているのです。
私は、次世代の為に原発ゼロの世界を望みます。

41300 個人 その他 ５０代 女性 原発は即廃止です！それ以外の選択肢はありませ
ん！
東日本をあんな酷い目に合わせたのに、まだこれ以
上犠牲者を増やそうとしているのですか？意味がわ
かりません。

原発は人間の力ではどうすることもできません。
それは推進派もわかっているのでしょう？
なのに、なんでゴリ押しするのでしょう？
これからは原発があっても、日本の経済はもう衰退の一途を辿ると思います。
原発無くていいじゃありませんか。命の方が大事です。
みんなで助け合って生きていく社会にしましょうよ。

41301 個人 家事専
業

４０代 女性 原発依存は出来るだけ早くゼロに。 最後まで安全に廃棄できない原発を残しておく必要はない。再生可能エネルギーに早くシフトすべき。
世界唯一の被爆国である日本だからこそ、再生可能エネルギーで経済発展させましょう。

41302 個人 その他 ５０代 男性 原発事故に伴うリスクの大きさ、原発が生み出す放射
性廃棄物の管理の困難さ、地震国日本での原発の危
険性などの観点から、一刻も早く原発をなくすべきと
考え、ゼロシナリオを選択します。

　できるだけ早く原発をなくすべきと考えることから、ゼロシナリオを選択するものです。以下にその理由を述べます。

１　原発事故に伴うリスクの大きさ
　　福島第一原発の事故から１年５か月を経過した現在においても、いまだに生　まれ育ったところに帰ることができず、避難生活を続ける人々が大勢います。　放射能による汚染のため、本当
なら間もなく出穂の時期を迎えるはずの田んぼ　に稲の姿はなく、耕作できない畑は荒れ地と化し、多くの農家の人々の生活が　奪われています。子どもたちは、自由に外で遊ぶことができず、
また、家族が　離れ離れになって生活している人もいます。ひとたび事故を起こすとこのよう　に悲惨な事態を引き起こす原発は、一刻も早く無くすべきです。
　　また、このような事態がいまだに続いているにもかかわらず、東京電力は、　事故を起こした責任を果たさないばかりか、十分に根拠を示さないまま一方的　に電気料金の値上げを行ってい
ます。政府も、国会の事故調査委員会や政府の　事故調査・検証委員会の報告書が出される前に、無責任にも原発事故の収束宣　言を行っており、福島第一原発の事故原因が十分に解明さ
れていないにもかか　わらず、大飯原発の再稼働も認めています。原発を推進する側のこのような無　責任な体質を改めることなく、原発を続けることは、今後、第２、第３の福島　第一原発事故
が　発生するリスクが極めて高いものと言えます。
２　原発が生み出す放射性廃棄物の管理の困難さ
　　多くの市民の声を無視して大飯原発の再稼働が強行されましたが、大飯原発　の出力はおよそ１００万キロワットで、これが１年間運転すると、広島原発１　０００発分の核分裂生成物を生み
出すと言われています。たとえ福島のような　事故が起きなくても、大量の核分裂生成物、すなわち「死の灰」が発生してし　まうのです。また、使用済みとなった核燃料は、およそ１００万年にわ
たって　人類の生活環境から隔離しなければならないほど膨大な核分裂生成物を含んだ　危険物です。
　　たかだか電気を作るだけのために、このような危険なゴミを生み出す原発を　動かし続ける必要はありません。
３　地震国日本での原発の危険性
　　東電の調査報告によると、福島第一原発の事故は、東電の津波で冷却装置が　破損したことにより起きたとされていますが、国会の事故調査報告書でも述べ　られているように、地震の揺
れによる原子炉の破壊の可能性は否定されていま　せん。
　　日本は地震国でいたるところに活断層が広がっており、日本の原発は、ほと　んどが活断層の上やその付近に建設されていると言われています。このような　危険な場所に設置された原発
を稼働し続けることは、自殺行為以外の何物でも　なく、直ちに運転をやめるべきです。

41303 個人 無職 ４０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します。
原発をゼロとする時期→いますぐに、です。

理由１＞福島原発の事故解明が進んでいない。東電、国の隠蔽体質により、全てが闇の中、このまま日本人を放射能拡散により全滅させ、賠償問題から逃れようとしているのかもしれません
が、日本人はそれほど馬鹿じゃありません。この上、地震にも津波にもテロにも脆い原発を更に動かすなんて、本当に愚かしいです。

理由２＞原発以外のエネルギーでまかなえるはずです。少なくとも、４０年以上前（原発が出来る前）も、日本人は普通に生活できていたのですから。福島原発が世界最悪の事故を起こした以
上、日本の経済発展は望めません。輸出も、国内産業も、衰退するでしょう。世界中にも、多大なる被害をもたらしました。もう一度、福島原発クラスの事故が起きれば、世界は破滅です。これ以
上事故を起こさないためには、「人間の手では制御できない」原発は、即刻ゼロとすべきです。

最近になって、原発事故による生物の異常（奇形）がやっと報道されるようになってきました。これからは、人間にも明らかな異常が現れるでしょう。それでも、原発を動かすというのは、ある意
味、気が狂っているとしか思えません。原発ゼロシナリオを選択します。人間なら、当然のことです。他にどんな選択肢があるというのですか？

41304 個人 学生 ２０代 女性 「エネルギー・環境に関する選択肢」の原発ゼロシナリ
オを選びます。福島原発事故のようなことが2度と起こ
らないように原発をなくしてほしいです。

近い将来地震がおきる予測がされている日本に５４か所も原子力発電所がある現実
を福島原発の事故ではじめて知りました。福島原発の事故で今も16万人もの人が
避難生活を送っていること、永久に住めない場所があること、被害の大きさは悲惨です。これを契機に、原発のない産業構造に、生活スタイルも変えていく必要を感じました。原発をなくすのは、
今の私たち若い人の責任だと思っています。
原発を研究しここまで作り発展させた方々は、残念でしょうが、どうか私たちと子孫のために原発をなくしてください。国は、再生可能エネルギーを推進する政策を行ってください。私も節電には
げみます。

41305 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 即原発を止めてほしい。 今の日本は、今の世界は、目先の利益のことだけを考えて、自分たちの住んでいる大切な環境をぶっ壊している。

お金が増えても自分たちが住んでいる環境がなければ、意味のないただの紙切れと同じだと思うんです。環境があれば、プラスに作っていくことができます。人間が生きていれば、プラスに作っ
ていくことができます。

ポジティブに繋がっているネガティブと、ただ人の欲で作り出すネガティブとは違うと思います。

41306 個人 自営業 ４０代 男性 直ちに大飯再稼働の強行が誤りであったことを認め、
原発を停止すること。

直ちに大飯再稼働の強行という政治的判断が誤りであったことを認め、原発を完全停止して頂きたい。同時に廃炉計画を速やかに実行に移し、核廃棄物の最終処分の問題と正面から向き合う
こと。そして、シェールガスや地熱等の自然エネルギーの開発分野で確固たる成果をあげて頂きたい。整合性を欠く矛盾したリーダーシップが日本国民の心を引き裂いているように感じていま
す。人はもう成長神話を信じていません。安全な場所で安全な食べ物を子供に与えてやりたい。それだけです。

41307 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 危なく恐ろしい原発は反対です。子供達のことを考え
ると不安でいっぱいです。

原発はとても恐ろしいです。放射能汚染は想像もできないほど先まで残るのに今の大人達が未来に繋がる命に対して責任がとれるのでしょうか。

41308 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発は今すぐ全廃炉にすべきだ！ こんなに暑くても電気は余っている。原発を動かす必要などないではないか。電気が足りないから原発が不可欠だというごまかしはやめろ。原発事故が一度起きたらどうなるか、放射能が生物
の細胞を破壊し、命を奪い、奇形を産み、それが何世代にもわたって際限なくつづく恐ろしい地獄にこの世を変えることだ。福島の事故でそれは3.11以降始まり、静かにそして確実に進行してい
る。自分でコントロ-ル出来ないものはエネルギ-とすることはできない。今すぐ全ての原発を止めて廃炉にするべきだ。人類と核は決して共存できない。

どのシナリオが良いかという以前に、意見聴取会の開
催方法や選択肢の設定に問題がある。もう一度やり
直し、少なくとも全ての都道府県と政令指定都市で意
見聴取会を開催するべき。

原発とエネルギー政策という日本の経済の根幹に関わる重要な問題の意見聴取会を、わずか１１ヶ所でおこなっただけで打ち切るのは問題がある。
少なくとも全ての都道府県と政令指定都市で開催すべきである。

選択肢についても、全ての原発の即時廃炉を加えて、やりなおしをすべきである。

政府は、福島原発事故の原因究明も不十分、活断層の調査もこれから、安全対策の工事も終わっていないタイミングで、大飯原発の再稼動を強行した。
再稼動を強行してから、将来の原発・エネルギー政策についてパブリックコメントや意見聴取会を開くという手順では、誰から見ても政府は国民の声を聞くつもりがない、先に結論があって変える
つもりも意見を聞くつもりもないのに、形式的な手続きとして、選挙対策のパフォーマンス、反対派の不満のガス抜きとして、今回のパブリックコメント、意見聴取会をおこなっているとしか思えな
い。こんな国民を馬鹿にした手順では信用できない。

政府や官僚が、真に国民の声を受け止め、一緒にエネルギー政策の将来像について考えたいのであれば、まず再稼動を強行した大飯原発を止めてから、対話・意見聴取の場を設けるのが民
主主義として、あたりまえの手順である。
また、政府・内閣総理大臣はパブリックコメント・意見聴取会の実施にあたって多数派の声を尊重することを表明してから実施すべきである。

福島原子力発電所がおこってしまった以上、再稼働を検討するにしても以下の最低限度の前提条件をおこなったうえで、情報公開してから、選択肢を示し国民的な議論をすべきである。

原発再稼動に必要な手順とは何か。

　第一に、まず福島で避難生活を強いられている人々への十分な補償である。今、東京電力による損害賠償の手続きが進められているが、これを終わらせた上で、全ての補償を受けた被害者
にアンケートをとり少なくとも９割以上の人が補償に満足していると応える状況をつくることである。原発推進派でも事故の際の十分な補償の必要性を否定する人はいない。原発が必要だと思っ
ても事故の際に十分に補償できないような現状があれば原発再稼動は断念するのが常識だろう。

　第二に、事故の原因の究明と責任の明確化である。すでにNHKの特集などで明らかになったように、福島原発事故は津波だけでなく、地震や事故発生後の対応のまずさに問題があったこと
が明らかになっている。それぞれの立場から出された報告書をつけあわせ、議論を深めて、電力会社も国民も国会も一致できる事故の報告書をつくることは原発再稼動にむけ事前におこなうべ
き最低限度の手順である。そして、安全神話を振りまいてきた歴代の政府・官僚・電力会社は責任をとらなければならない。東京電力は、資本主義のルールにそって株を１００％減資して株主に
責任を取らせ再上場すべきである。また、総括原価方式の廃止など必要な経営改革もすべきである。

　第三に、原子力発電所からでる使用済み核燃料の処理をどうするのか明確な展望を示すことである。あと数年で使用済み核燃料の保管場所が足りなくなること、処分・保管方法やそれにとも
なう将来世代のコストについて情報公開がされないまま、将来の原発の比率について議論できるわけがない。

　第四に、放射能の影響、内部被爆がどのような影響をおよぼすのか、徹底した福島県および周辺自治体の健康調査をおこない、その結果を見極めることである。政府は「ただちに健康に影響
はない」と繰り返したが、よほどの強い被曝でない限り、ただちに影響がでないのはあたりまえで、問題は数年後～数十年後にどんな影響があるのかという点にある。よくわからないことについ
て安全であるかのような報道、基準値以下であれば問題がないかのような報道は国民を欺く犯罪行為である。「被曝は少なければ少ないほどいい」という原則こそ必要であり、福島や首都圏で
どんな健康被害がでるのか大規模で継続的な調査が必要である。このことの解明なしに、どうして原発を許容できるかどうか判断できるのだろうか。時間をかけて調査し、その結果がでるまで
は原発は全て停止しておき、結果がでてから議論すべきである。

　第五に、議論の前提として、日本の防衛という視点から原発のリスクをどう考えるのか政府から説明がない。日本が、日本より軍事力で劣る他国との自衛戦争を余儀なくされた場合でも、原発
があり攻撃対象にされれば、わずかな攻撃で甚大な被害と巨額の損失が生まれ、放射能を制御できないことを福島原発事故は示している。テロ攻撃にも原発は弱い。日本の防衛にとって原発
が致命的弱点となる点について説明がないまま、どうして議論できるのか。

　将来の原発の比率の議論は、まず前提条件として必要な事故の原因究明、影響の調査、情報公開が終わらなければ、できないものである。

　そして、議論をつくした後も、政府や官僚が勝手に判断することは認められない。
　議院内閣制をとる日本において現在の国会も政府も、原発事故後に選挙による国民の審判をうけておらず、原発問題をめぐって国民を代表して決断する資格はない。それぞれの政党・候補
者が原発に対する態度を明確にして解散総選挙をおこなう必要がある。

　また選挙は原発だけでなく様々な社会的課題・政策を総合的に争うものであり、必ずしも原発をめぐる国民の世論が国会の議席数に反映されるわけではない。そこで、解散総選挙のあと、意
見聴取会やパブリックコメントを含め、国民的な討論を十分な時間をかけておこなったうえで、１人１票の「国民投票」で国民全体に直接、原発をどうするか選んでもらい、公正に結論をだすべき
である。

　そして、安全だから再稼働するというのであれば、国際原子力事象評価尺度でレベル６以上の事故が起きた場合、電力会社の役員は全員が無条件に、執行猶予なし禁固２０年の罰を受け責
任をとるように関係法令を改正すべきである。

41296 個人 会社員・
公務員

３０代 男性



41309 個人 無職 ６０代 男性 ２０３０年原発ゼロとする 理由
１．福島の事故は「津波」によるとされているが、これは推測である。原因が確定されていないの
　　に再稼働は非常識。ジャンボジェットが墜落し、事故原因不明でも即飛行を再開しますか？
２．使用済み燃料の廃棄方法が未定で、技術的解決も困難な中、非常に危険な「使用済み核燃料」
　　を増やすのはあり得ない。致死ウィルスを生産したが、解毒方法が見つからないと同じ。
３．早急に日本の全国力を挙げて（その間公務員住宅はつくらない）自然エネルギー開発を行い。
　　世界の範となるべき。
４．製造業がエネルギー不足と云うが、グローバル経済の中安い労働力は求めて企業が海外に出る
　　のは自明の理。これを前提に日本力再構築のシナリオを考える事が必須。
　　地域別エネルギー戦略を検討する必要がある。これを踏まえて少子高齢化の中での、雇用確保
　　戦略を考えるべき。
５．世界は資源・食糧争奪に入ったので、改めてその視点での検討も必須。
　

41310 個人 自営業 ５０代 男性 「エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見とし
て、2030年に原発0ではなく、即刻、原発0を選びま
す。

政府は、2030年に原発0ではなく、今すぐただちに原発0とし、本腰を入れて再生可能エネルギーの開発に尽力すべきです。

41311 個人 無職 ７０代 男性 原発は稼動するべきではない。
原発に代わるトリウム原子炉の実用化を検討すべき
であろう。

原子力は発電時に二酸化炭素を出さないクリーンなエネルギーだが、放射性廃棄物が発生する。毎年大量に発生するこの使用済み核燃料の処理が未解決の現時点では原発は稼動するべき
ではない。
安全性が高く発電出力を調整できるトリウム原子炉の実用化を検討すべきであろう。

41312 個人 その他 ３０代 女性 この先の日本の未来に原発はいらないと思っていま
す。原発ゼロを社会を目指した政策を希望します。

基準以上の放射線を浴びながらの仕事している人たちがいること、大量の放射性廃棄物の最終処分が決まっていないことなど、人が管理・制御できないものに依存するのはとても危険だと思
います。
日本にはもっと自然エネルギーを活かす技術力、可能性があるはずです。原発に依存した社会からの脱却を切に願います。

41313 個人 自営業 ３０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を選択します。 原発ゼロシナリオを選びます。
原発がなくても、それが今より不便な世の中になっても、安全な世界を望みます。
原子力は人間の手には負えないと感じました。

41314 個人 家事専
業

５０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します。 もうこれ以上放射能で日本も世界も汚染されたくない。

福島はもう元には戻らない。

人間が住めない食料生産も出来ない土地が増えるのは耐え難い思いです。

41315 個人 その他 ４０代 女性 基本的にゼロシナリオ。しかし２０３０年までではなく、
即停止

原子力発電にどんな利点があろうとも、使用済廃棄物の確実で安全な処理方法がみつかっていないのですから、使い続けていく技術としてはあまりに不完全です。２０３０年までに、という時間
の切り方は廃棄物の問題一つ取っただけで可能とは思えませんし、最後の始末をしないまま継続運転していくと必ず非常に近い将来我々の生活を深刻に脅かす事態に発展するはずです。そ
のような選択は無責任以外の何者でもないと思われます。３・１１後日本国内どこで大地震が起きてもおかしくないという状況を考えても、第二の福島事故が起きて世界中に取り返しのつかない
被害を及ぼす前に即刻全原子炉を停止するべきと思います。原子力発電の安全性を高める、と言われても、今までや今現在行われているような文章上でだけ操作される安全性の事か、と思わ
れてしまうような事が行われている限り、国民に信用しろという方が無理だと思います。経済成長は大事でしょうが、それ以前のレベルの問題なのではないでしょうか？

以上の理由でゼロシナリオ、でも２０３０年ではなく即刻、という選択をしたいです。

41316 個人 自営業 ５０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します
 
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

41317 個人 家事専
業

４０代 女性 0％を支持します。自然エネルギー、省エネルギーは
もっとできるはずです。再稼働はせずに、即時廃止し
て下さい。

福島の原発事故は今も放射能を出し続け、廃炉するにも困難極まりないのに、原発を再稼働するのか理解できません。現在２基だけの稼働でも、電気は余っています。政府が今やるべき事
は、再稼働ではなく、自然エネルギー等代替エネルギーへの転換を全力ですべきではないでしょうか。元々地震が多い日本である上に、これから大きな地震が来ると言われている中、活断層の
懸念もある大飯原発を再稼働し、更に他の原発も動かそうとしている事は、推進したい方たちだけではないか。爆発したら制御できない事が、電力会社もわかっていると思いますが、出てしまっ
た放射能をどうする事もできない、被爆労働者を多く出し続ける、核種によっては数万年もの半減期を持つ、廃棄物の処理も出来ない、国境を越え地球レベルの汚染など解決できない問題ばか
りです。事故が起こった時、制御できず、被爆し、人類の未来を奪う結果になる事を、チェルノブイリ等、過去の原発事故に謙虚に学ぶべきではないか。
福島でも、東京電力、保安院、原子力安全委員、政府、福島県も、全く対応できなかった事は明らかです。ヨウ素剤の用意がなかったり、配らなかったり、避難の対応もひどい。SPEEDIは、何の
ためにあったのかとも思いました。
汚染により、住む場所も追われ、帰る事もできない場所をどこにも作ってはならないと思います。大地、海、空を汚染することは、命を脅かし、子々孫々に取り返しのつかない事をしています。
私は、国策である原子力をやめてもらいたいと思います。電気は、安全で持続可能な方法にして下さい。よろしくお願い致します。

41318 個人 その他 ３０代 男性 ゼロシナリオを希望します。 燃料を採掘する時点から運用、廃止にいたるまで作業員や関係者に健康被害を与えてしまう原子力による発電方式には反対です。また放射能廃棄物の廃棄方法が決まっていない中、これ以
上廃棄物を増やさないようにして欲しいです。今まで原子力発電に使っていたお金で再生可能エネルギーや小規模発電の普及を進めてほしいです。

41319 個人 家事専
業

４０代 女性 原発ゼロシナリオ 核廃棄物処理方法もないまま、次世代へ負の遺産を残すことはやめてください。
自然エネルギーへの取り組みを、地震国の日本だからこそするべきです。

41320 個人 無職 ６０代 女性 原子力発電所による電力供給をすぐやめて原発依存
０％に。
命や未来を危険に晒して、原子力発電所を稼動する
必要はない。
自然エネルギーを国民とともにつくっていこう。

　今回の福島原発の事故がもたらしたものは、人の命を奪い、家族を奪い、家を奪い、土地を奪い、故郷を奪い、仕事を奪い、想い出を奪い、生きがいを奪い、未来を奪った。そして、お米が食
べられない、野菜が食べられない、魚が食べられないと、食生活が壊された。
　今回は、福島県だったが、次は福井県かもしれない。
　「安全神話」が根拠のないものであることが証明された。
　そして、原発がこんなに多いのは、決して国民のためではなかった歴史が白日の下にさらされた。
　日本は不必要な電気を使いすぎている。今、電気を上手に使う方法を国民全体で考え始めている。
　自然エネルギーはお金がかかるという政治家がいる。しかし、原発の維持や処理から考えたら安いものだ。それに、事故や不都合があってやめても10億年もの未来まで人の命や地球に迷惑
をかけない。
　半世紀黙り続けていた多くの国民が、国会を包囲したり、パレードをしたりと反対の声を出し始めていることを、政府は受け止めるべき。数十万人が国会を包囲したということ、アンケートで7割
の国民が反対しているということをしっかり認めて、すぐに原発再稼動をやめ、原発に頼らないエネルギー政策を実施すべき。国民とともに自然エネルギー政策を進めるべき。
　「原発０％」それは、命のため、平和のため、未来のため。
　原発、絶対反対です。

41321 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

41322 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 以後、原発の再稼働をやめて大飯原発が検査には
いったら、稼働をしている原発をゼロにしたい。税金等
で負担を強いられても、代替エネルギー・自然エネル
ギーを増やしてほしい。

福島の原発事故が起こる前から、漠然と世界に原発があるおそろしさを感じていました。目に見えないし、自分の判断ではどうにも避けられないからです。自然災害ももちろん避けられません
が、原発の事故はあきらかに利権が絡んでいると子どもながらに感じていましたし、大人になった今は声を出して反対していきたいと思っています。

放射能がこわいのは、子どもに大きな影響があるからです。
原発を推進した人たちは大きな企業や政治家が多いので、そういう人たちは経済的に逃げ場もあるように思えます。

もしも、原発をやめることで生活が不便になるとしてもわたしはかまいません。でも、経済がうまくまわらない、などと言って推進されるのなら、自然エネルギーを利用していけばいいと思う。それ
も早急に。
また、日本には省エネの技術があるのだし、原発を動かさない代わりに排出される二酸化炭素に関してもできるだけおさえるような技術がそう遠くない未来にさらにできると思われます。

大きな地震が起こると言われている日本列島で原発を動かすのはどうしても納得がいきません。

便利さと引き換えに命や健康を差し出すなんて、愚かな事だと思います。

つたない文章で申し訳ございませんが、どうか意見を反映してください。

よろしくお願いいたします。
41323 個人 会社員・

公務員
５０代 男性 「直ちに」原発ゼロ 　フクシマの事故で、現在の科学等の人間の力では核を制御できず、原子力は人間のみならず生命そのものへの脅威である、ということが十分身にしみたはずなのに、なぜ原発を即時廃止し

ないのか、理解できない。
　原発はエネルギー効率が余りにも悪すぎる。熱だけでも海水の温度が上昇する程捨てている。燃えかすであるはずの核廃棄物は対応に困る程の高い放射能=エネルギーを有しており、その
処理方法すら未だ確立されていない現段階で貴重な資源であるウランを浪費するのは、将来に対する傲慢である。
　計画停電などと大騒ぎしたが、この夏、お盆休みを迎えんとするこの時期まで、原発なしで電力は十分まかなえるということが証明されんとしている。無論多くの人々の努力故であるが、むしろ
今までがエネルギーを不必要に浪費していただけであって、現状程度の節電は最低限の取り組みと考えるべき。
　震災から１年以上経過する中で、ましてや時の首相が「脱原発」を宣言したにもかかわらず、原発に頼らないで電力を供給するための努力を怠った電力会社やその関連事業体は、「計画停
電」などと国民を脅し、国民を危機にさらした「犯罪者」であって、決して国が擁護すべき存在ではない。積極的に解体、再編に導くべきである。
　節電を国民に訴える一方で、多大な燃料等のエネルギーを使用して東北から北九州までガレキを運搬する意味がわからない。省エネするのは電気だけなのか？その姿勢が国家として間違っ
ている。
　電力供給は、この数年においては天然ガスなどのエネルギー効率の高い火力発電所の新増設を行いながら、様々な再生可能エネルギー利用を、その原料採取から廃棄に至まで環境負荷の
できるだけ少ない方法を模索しながら推し進め、それこそ2030年には再生可能エネルギーの不安定な部分を火力発電が補う様な状況を作り出そうではありませんか。それと同時に電気等のエ
ネルギー利用を可及的に減らすライフスタイル、労働環境の指針を国家の責任で示して行くことが必要でしょう。それらの実現のための研究・開発に積極的に取り組むべきである。
　お腹が痛くて首相をやめちゃったどこぞの国会議員のスローガンとは全く意味が違いますが、今回の震災・原発事故を「美しい国」を目指すチャンスと捉え、世界の範となる再生を目指しましょ
う。

41324 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力発電を今後も重要な電源として利用すべき。福
島の教訓は、安全性の一層の向上とすべきで、一時
的な理解不足に基づく意見や感情論に流されることな
く、冷静かつ定量的に考えれば、原子力の利用は不
可避なはず。

　現在のエネルギーに関する考えの多くは、震災以降、急に関心を持った人たちによる感情的なものが多く、そのため多くの誤解や理解不足に基づいた意見が多い状態である。エネルギーとい
う国の力を左右するものを決定するにあたっては、冷静に定量的に検討し判断するべきであり、その場合、日本の国情を考えると原子力の利用は不可避なはずである。
　原子力発電を感情的に否定する意見が多く、原子力の代替として「省エネ」、「再生可能エネルギー」が盛んにもてはやされているが、いかに無謀な目標設定がなされているか、その実現性を
定量的に考えないままの無責任な議論がなされている。
また、原子力については、ゼロリスク思想に基づく「危険性」、そもそも概念がわかっていないまま「放射性廃棄物の処分が出来ない」というイメージに基づいての批判が多いなど、そもそも誤っ
た認識に基づいた反対意見が主流となっている。確かに福島の事故は問題だが、事故があったからといって化石燃料がとれるようになるわけでもなく、太陽光が強くなるとか、安定した風が吹く
ようになるとかもない。日本のエネルギーを巡る状況は変わっていないことからも、原子力の利用は不可避であり、福島の教訓は一層の安全性向上へと向けるべきである。
そもそも原子力業界の人間は、資源に乏しい日本のエネルギーを支えるという強い使命感をもった人が多く、世間から犯罪者的に言われるような状況はそぐわない。また今のような状況が続く
と、安全を担う優秀な人材も集まらなくなり、近い将来には人材的にも原子力が成り立たなくなるという危機感を持つべきであり、「再エネ神話」のような一時のブームに惑わされることなく、国は
将来に責任をもった骨太の政策を取るべき。

41325 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発は速やかにゼロにすべきです 燃料費の国民負担を考えると、もうしばらくは原発に頼っても仕方ないと思います。ただし、福島のような事故が絶対に起こらないレベルの安全対策を施した上で。たとえば30メートルの津波や、
テポドンが直撃したりしてもびくともしないレベルの対策が必要だと思います。そのレベルの対策をせずに再稼動をするということは、福島のように、汚染されて立入禁止となる国土が将来的に
どんどん増えていくことを容認しなければなりません。
省エネ技術はどんどん上がっており、2030年には人口も減少しているので、必要な電力量はかなり減っていると考えます。よって10%を超える削減が十分可能だと思います。
また、核燃サイクルは実現できるなら良いですが、長い期間、莫大な税金を投入しているにも関わらずトラブル続きでいまだに実現しておらず、世界のどの国でも成功できていない技術を、安全
性にも疑問がある中で進めていくことには反対です。

41326 個人 学生 ２０代 男性 私は０シナリオを選択させていただきます。さらに、地
域での再生可能エネルギーの利用を進めるようお願
いしたいです。

私が０シナリオを選択する理由は、原発のある日本が持続可能な社会とは思えないからです。今を生きている人たちが今を裕福に生きる、そんな考えしかなくて、これからの将来世代の負担つ
いて考えられていないからです。私は、原発で作られた電力がこの日本で利用され、原発のある地域の人が大きな負担を抱え、都市部に住む人があたりまえのようにその電力を使う、そんな日
本で生きたくはありません。原発をゼロにし、地域での再生可能エネルギーの利用が出来れば、地域の活性化、つまり地域での雇用創出、地域の産業の発達に貢献できるのではないかと思い
ます。私は、地域では地域の振興がおこり、都市部では電力が無限にあるのではないという実感をわかせ、なるべく使わなくて良いものは使わないでおこうと実感する人の多い、そんな日本で
生きていたいと思います。ですので、私は０シナリオを選択させてもらいます。

41327 個人 家事専
業

６０代 女性 (1)原発ゼロシナリオを選択します。 その理由:
世界に冠たる地震国である日本において、原発はひとたび重大な事故が起きれば制御ができないことが昨年の福島原発事故で明らかになりました。事故の原因も未だ明らかにできないこと、
住むところ、故郷、自然を奪われて現在なおさまよっている福島原発近辺の人々の苦しみを目の当たりにしてもなお、政府も東電も原発の専門家もだれも救うことができないこと、大量の使用済
み燃料が処理できないこと、この現状を見れば、原発が日本のエネルギー源として不的確であることは明らかです。
政界、経済界などで脱原発は経済に悪い影響を与えるなどと喧伝していますが、福島の苦しみを日本人の一人として真剣に考えれば、太陽光、風力のみならず地域ごとの小力発電に至るま
で、きめ細かく自然エネルギーの研究開発に死力を尽くすのが政治、経済界の向かうべき方向ではないでしょうか。その開発過が新しい経済力となるべく舵取りをするべきです。国民は既に節
電に励んでいます。政府には原発がないとやっていけない、ではなく、どうすれば原発無しでやれるかのビジョンをはっきり見せてほしいです。



41328 個人 家事専
業

５０代 女性 　3案のなかでは、ゼロシナリオ＝原子力発電比率ゼ
ロを早期に実現すべきです。すべての原発をすぐに停
止し、自然エネルギーを積極的に導入、エネルギーシ
フト過渡期には天然ガスを選択すべきです。

　私たち国民にとって最優先課題は安全、そしていのちです。経済がどれほど発展しようと、それがなくては生存も真の幸福はありえません。
　安全対策を強化しても、地震が多く狭い国土で原発を稼働すれば、多くの国民の生活を脅かすことになります（今も私たち福島県民をはじめ、多くの方々が生活を根こそぎ奪われ、今後の健
康被害に怯える生活を強いられたままの状況が続いています）。
　
　

41329 個人 家事専
業

４０代 女性 原発ゼロシナリオを希望します。
現在稼働中の原発は即時停止し、現在原発の占めて
いる割合の部分を再生可能エネルギーに変えていけ
るように国を挙げて再生可能エネルギー促進に力を
入れていくよう希望します。

福島原発事故で学んだように地震大国日本で一旦事故あった際の国民全体の命や健康にかかわるリスクや経済的なリスクの大きさから考えて現在稼働中の原発は即時停止し、時間をかけて
冷却し、廃炉に持っていくような計画を建てるべきだと思います。
今までに莫大な税金を投入しただけで一度も成功しておらず、今後も成功の見込みのない、もんじゅなどの核燃料サイクルや危険きわまりない再処理の施設にはこれ以上無駄な税金が使われ
ないように早々に見切りをつけて、今後、廃炉にかかる費用にまわすのが現実的だと思います。
当然、原発を稼働するかぎり非常に危険で行き場のない使用済み燃料が排出されるわけですからそう言った意味でも現在稼働中の原発は即時停止するべきです。

いずれにしても日本における原発の占める割合は3割で全国に54基もあって、ほとんどが老朽化と点検の為に停止している状態。
それを危険を顧みず無理に稼働させるより当面は極力無駄な電気を削減しながら火力、水力発電に頼りながら徐々に再生可能エネルギーに力を入れていく方が現実的だと思います。
将来的には現在原発の占めている割合の部分を再生可能エネルギーに変えていくよう目標を掲げて国を挙げて再生可能エネルギー促進に力を入れていくべきです。
脱原発宣言をし、再生可能エネルギー促進に力を入れているドイツでは既に再生可能エネルギーの割合が25％を超えたこととのこと。
もともとは全世界的に不可能と言われていた事を既に成し遂げています。
携帯電話やパソコンの短期間での飛躍的な技術の向上の仕方を見てもわかるように普及促進する事によって技術は急速に向上します。
それにはまず送電線を解放し、再生可能エネルギーなどの新規事業の参戦を許すべきだとも思います。
新規事業の参入により市場も活性化し、雇用も増え、経済も活性化していくはずです。
現在のままの古く危険な原発にたよることによって経済が保てるという考え方は、目先だけの事を気にした一時的なごまかしでしかなく、根本的な部分での解決ではなく、問題を先送りしている
だけでのように思えます。
それよりも技術大国日本の特技を生かし、世界の国々に先駆けて再生可能エネルギー促進に力を入れていくべきだと思います。
今のままでは折角の技術も生かしきれず、力のある企業や人がどんどん海外に流出してしまうでしょう。
古い考えにとらわれ、このままでは古い原子炉とともに日本経済も衰退の一途をたどるばかりです。
早急に原発ゼロを宣言し、国を挙げての再生可能エネルギー促進を希望します。

41330 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 原発反対 原発反対

41331 個人 家事専
業

３０代 女性 もう原子力で電気を作らなくても、ほかの力で作れると
思う。節電は原子力がどうであれ、どっちにしろやるべ
きこと。

東日本大震災で原発でどんなことになるのかわからなかった人はいないとおもいます。それなのに雇用問題があるからとか、地域が廃れるとか、そんなことのために、やめないなんてバカみた
い。あんなにたくさんの人が被害にあったのに理解できないのかな。自分やまわりの人が被害にあわないとわからないのかな。未来のこどもたちに同じ思いをさせることになる可能性を残すの
はおかしいと思う。

41332 個人 その他 ３０代 男性 今後、日本の総人口は減少していきます。ということ
は日本国内の電力消費量は人口の減少とともに間違
いなく小さくなっていくはずです。人口が減り電力消費
量が減ることがわかりきっているので脱原発は可能で
す。

長期的には、日本国内の原発は0にするべきです。火力発電を中心に据えた電力政策こそが最も経済効率がいいはずです。自然エネルギーは高コストですので、研究のレベルにとどめておく
べきです。自然エネルギーの実用化はそう簡単にはできないと考えておくべきです。今後、日本の人口は間違いなく減少していきます、政府が少子化対策を講じてある程度の効果が出たとして
も、それでも日本国内の総人口の減少は避けられません。しかし、人口が減少するということは、電力消費量が、そのぶん確実に減るということです。火力発電をメインに日本国内の電力供給を
しようとすると、CO2の排出問題が生じますが、それも国内の人口が減少し電力需要が減っているならば、CO2の排出量も低く抑えられるはずです。要するに、人口が減れば電力需要も減るの
で、火力発電をメインにしても脱原発は可能だということです。

41333 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 “原発ゼロシナリオ“ をすぐにスタートさせる｡ ゼロシナリオをいますぐにスタートしてください｡原発事故はまだ収束しておらず､その心理的負担に国民は耐え切れない｡健全な国民性が失われます。また海外からの日本への信用失墜も放射
能の拡散とともに深刻化しています｡すぐにゼロシナリオをスタートさせ､まずその希望の元に新しいアイディアを募り取り組むべき｡すでにフリーエネルギー､スマートグリッドで経済復興を兼ね備
えた実現案があるはずです。原発を止めて､火力､水力で賄いながら国民心情の安定化を図り､フリーエネルギーとスマートグリッドの輸出を目指すことで､世界の日本としての評価を国内､国外
ともに得てゆくことです。

41334 個人 自営業 ４０代 男性 2030年ではなく、即、原発ゼロシナリオを選択します。 だれもがみな思っている事だと思います。原発の無い社会にしてほしい。

41335 個人 家事専
業

２０代 女性 ０シナリオです。 今日本は、世界に注目されています。
この日本の歴史は、核物質に汚染されています。
私の息子は小児がんです。この８月で無事に３歳を迎える事ができました。
私はこれ以上子供たちに苦しい思いをさせたくない。
生態系を崩し、人間を死に至らしめる物をなぜ辞められないのですか。
総理、タバコがやめられなくても
原発はやめましょう！！！！
日本の力は、原子力ではなく、
粋な職人技や和の心であったはずです。

私の選択は「０シナリオ」です。

41336 個人 家事専
業

４０代 女性 ゼロシナリオを選択します。昨年の福島第一原発の
事故で、安全神話が地震と津波で崩壊しました。原発
は安価であるとのことでしたが、核のごみの処理はそ
の金額に含まれず、事故後の費用が膨大です。

日本は地震の活動期に入っていると地震学者が警鐘を鳴らしています。休火山の活動も活発になっています。想定外の災害がいつ起きてもおかしくありません。

ひとたび事故がおきれば、原発は人間が対応不能に陥いり、地域住民だけではなく、100キロ200キロ離れた住民の不安、動食物への放射能被害を及ぼすことが周知の事実となりました。

原発は、原子力の平和利用として、核のごみの行き場も確定せずに見切り発車し、再処理工場や高速増殖炉も事故続きで、この維持にどれだけの費用がかかっているのでしょうか。

GEの最高経営責任者でさえ「原子力発電は、コストが高く経済的に見合わなくなる」と発言しています。目先の経済を考えるだけでは、今後の日本に未来はありません。勇気を持ってエネル
ギー転換へ大きく踏み出すべきです。国民は安寧に生きることを望んでいます。それを実行するのが本来の国のあり方です。
よって、このエネルギー政策は見直すべきです。

41337 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 電気の生産がストップすることにより、現在の生活基
準をいきなり変換するのは不可能かと思われますの
で、必要最低限の使用に止め、安全利用の努力を常
にしつつ、新開発エネルギーの出現、転換を希望しま
す。

福島の事故は危機管理意識があれば、最小限の被害に食い止められたのではないか、また事故発生後の発表も二転三転し、関係者、閣僚の自己防衛が露呈してしまった感は否めません。原
子力の安全な使用方法についてはまだまだ改善の余地があると考えます。

41338 個人 パート・
アルバイ

２０代 女性 0%シナリオで！ 第二の福島をつくらないため！

41339 個人 自営業 ５０代 男性 ３つのシナリオのなかでは(1)原発をゼロにする。とい
う選択しかありえません。２０３０年までにでではなく原
子力発電所はただちに全て停止廃炉にしていくべきで
す。

福島第一原発の事故を想定し得なかったこと自体が、原子力発電にかけてきた時間とお金が全く意味のないものであったことを証明しています。
今回の事故による一次的に被害を受けた人々さえ金銭的保証も生活の再建もままならない現状で、原子力発電所を再稼働する根拠は見出せません。
シナリオ(2)と(3)はこれまでの間違った発想と同じ間違いに向かっています。
(1)のシナリオを更にすすめて即刻稼働中止、１８０度方向転換の発想で問題に取り組んでほしい。それを実現する知恵を人間は持っていると思うし技術的にも経済的にも精神的にも日本人は
なしえる力があると思います。
原子力予算は被害者救済にこそあててほしいし、原子力の研究は廃炉のため原子力廃棄物処理のために活かしてほしい思います。
再生可能エネルギーの開発推進のために原子力予算を回してほしいと思います。

41340 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原子力発電所０の未来を希望します。

放射能での差別を受ける人間を　日本は　　また増や
してしまった。
今度は自分たちの手で。

自分の身の回りにあってほしくないものを　日本から
なくしたい。

核開発はいろんな分野で　たくさんの人の努力で今のようにエネルギーを生み出せるようになったのでしょう。
決して人間を傷つけたいがために研究してきたわけではないのだと思います。

けれど　”平和利用”で　日本でもその他の国でも　とても多くの人の人生を狂わせた。

その事実のみを見ても　私は自分の家族を原子力発電所の近くには住ませたくないです。

温暖化対策は必要です。
が、自分たちがコントロールできないものに頼るのがいかに危険か、ということを改めて感じています。

昔”東京に原発を”という本をみかけたことがあります。
当時は読むこともしませんでしたが、安全ならば、たくさん電力を使う東京の近くに作っていたはずです。
それはしなかった。

土地が高いから？
それだけではなかったのでしょう。
今なら誰でもわかります。

自分の身の回りにあってほしくないものを　日本からなくしたい　というのが私の意見です。

41341 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 女性  原発ゼロシナリオを支持します。２０３０年にゼロを目
指すのではなく、可及的速やかにゼロにすることを強
く期待します。

 原発ゼロシナリオを支持します。２０３０年にゼロを目指すのではなく、可及的速やかにゼロにすることを強く期待します。

　福島第一原発事故で現時点において人間が原発を制御できないものであることが明らかになりました。事故を見れば明らかなように、一度過酷事故が起こってしまうと、放射能は不可逆的な
影響を及ぼします。その意味で原発再稼働を経済性と天秤にかけるのはそもそも間違っています。再び日本のどこかで同じような事故が起これば日本は終わりでしょう。また世界的に見ても、
原子力発電はその掛かるコストに見合わない電力であると認識されつつあります。
　科学を過信し過ぎた２０世紀から現在までの反省も含め、持続可能なライフスタイルに転換する時期にきていると思います。エネルギーも然り、持続可能な自然エネルギーを日本のエネル
ギー政策の柱とすることを希望します。送発電分離し、電力市場自由化すれば、企業の参入も増えるはずです。また小力発電を押し進め、エネルギーも地産地消にすることで、万が一事故等が
起こった場合の影響を最小限に抑えることができます。これらが原爆を体験し、レベル７の福島第一事故を起こした日本の世界に示すべき姿勢でもあると信じます。危険で経済的にも見合わな
い原子力発電に執着する意義は、一般一国民から見ると見えてきません。
　最後に、火力でも水力でもバイオでも、私は自分で電力を選びたいです。原子力発電は即刻止め、自然エネルギーを柱とした持続可能なエネルギー政策の推進を強く希望します。

41342 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 「2030年に原発ゼロ」シナリオを選択します。 2030年までになるべく速やかに原発ゼロ、また、もんじゅは廃炉を希望します。
他のどんなリスクよりも原発事故が起きた時のリスクは高いと考えるから。
核燃料廃棄物の処理問題もある。
原発廃炉作業や再生可能エネルギーの普及促進で、雇用を確保したり、技術を高めたりしていくことを
望みます。
福島の事故は解決していないし、原発の安全性は確保されていないし、原発エネルギーに
少しであろうがこれからも依存していく未来など
冷静に見て考えられない。非現実的過ぎる。
原発依存ゼロのエネルギー政策を求めます。

41343 個人 家事専
業

５０代 女性 核燃料の研究は継続しても、エネルギーの供給手段
としての原発は、早く止めるべきです。
継続すればするほど、核のゴミが増え続けます。私た
ち市民は、エネルギーを無駄にたくさん使うことを望ん
ではいません。

公害からはじまった環境問題の、一番の反省点は、大量生産大量消費を続け「ゴミ；廃棄物」について、後回しにしてきたことだ思います。原発においても、まさに核のゴミを棚上げし推進してき
ました。全く歴史に学ばず、同じ過ちを犯しています。
ウランも限りある資源です。
私たちは、遠回りせず、素直に無限の再生可能なエネルギーを使う理想を目指しては、どうでしょうか。

また、経済がずっと右肩上がりになるように、品物をどんどん作って使う生活を私たちは押し付けられているように感じています。便利で豊かであることは、もちろん、素晴らしいです。でも、たくさ
んの品物に囲まれ、それを動かすためにエネルギーをどんどん使う生活のどこに、本当の幸福があるのか、非常に疑問です。

原発がなくても、十分、幸せに暮らせると思います。わざわざ多くの人が危険に曝されるものを選択するのは、愚かとしか思えません。
どうぞ、今、止めている原発を二度と再稼動せず、再生可能エネルギーに転換してくださるようお願いいたします。

41344 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発ゼロシナリオを選びます。 原発ゼロシナリオを選びます。原発は一定のの原発労働者の命を殺す被爆労働という犠牲を前提に成り立っている産業であり、千年に一度の地震の活動期に入ったといわれる日本列島に危
険な原発を作ったこと自体があやまりです。何よりも大切なのは人間の命です。またたとえ事故が起きなくても誰も責任のとれない10万年も先まで核のゴミを残します。核兵器同様、原発と人類
は共存できません。福島原発事故の収束はおろか、事故原因さえわかっていないのに再稼働を強行した政府に厳重に抗議します、大飯原原発は直ちに停止すべきです。

41345 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ２０３０年以降もちろん、原発はすぐに廃止すべき。放
射性廃棄物を次世代に託してもいいという姿勢をすぐ
に改めなければ、私たちの社会はモラルハザードに
陥り機能しなくなる。

原発の依存率は２０３０年以降はもちろん、即時０％するべきです。原発を稼動させている限り、どんどん放射性廃棄物が産出され続けます。最終処分場のメドもたたない中で、これはあまりに
無責任なやり方です。仮に処分地が決まったとしても、何万年という気の遠くなるような年月、それを確実に保管しておけると、どのようにして子々孫々に約束できるのか。今でも既に大量の放
射性廃棄物は存在し、私たちはこの途方もない難題に立ち向かっていかなければならないのです。もうこれ以上、このような毒物を増やしてはなりません。未来の世代に対する無頓着は人とし
ての腐敗であり、最大のモラルハザードです。最低限のモラルがなければ社会は成り立ちません。モラルを取り戻さなければ、私たちの社会はやがて機能停止に陥ることでしょう。原発からの脱
却はそうなるかならないかの重大な試金石です。

41346 個人 自営業 ５０代 男性 あえて選ぶなら「原発ゼロシナリオ」です。しかし選択
肢の設定や前提自体が、適切なものとは思えませ
ん。不信感を助長するものだと思いました。

技術の進歩は早く、激しい。太陽光発電やバッテリーの技術は、2015年には実用域まで価格と性能が達すると言われている。燃料電池車も走り出し、水素も現実のものとなってくる。
2030年に電気代が倍というが。その時、どれだけの家庭が電気を電力会社から買っているというのか？

41347 個人 無職 ８０代以
上

女性 即刻、原発０％ 『原発は安全です』と言う洗脳から覚めました。その後数々の隠ぺいややらせには絶望しか有りません。
地球や人類の子孫に人間がコントロール出来ない原発を残してはいけないし、核廃棄物をこれ以上作り出してはいけない。
核廃絶は今の人類の使命です。



41349 法人・
団体等

会社員・
公務員

４０代 男性 (1)ゼロシナリオを選択します。 日本国民は安全な環境で安心して生活することを望んでいると思います。
私としては原発を稼働することより電力不足になる方が良いです。我が国で核の平和利用は無理な事が実証されたので今後核は軍事のみに利用してください。

41350 個人 自営業 ５０代 男性 2030年までに原発依存セ?ロシナリオを選択。具体的
には国内の原子力発電所すべての運転を即時に無
期限停止し、ガス・火力中心の既存エネルギーの運
転効率向上をベースに、新エネルギー分野の開発を
模索する方向

東京電力福島第一原子力発電所の事故に見られるように、原子力発電の事故発災時における人的被害、経済的被害、物的被害、環境的被害、社会的被害、心理的被害、等等、あらゆる分野
方面における被害、影響の甚大さ、その比類のなさを慮るとき、自然法的に、また、一般常識的に判断して、原子力発電に潜む負のエネルギー効果、潜在的なエネルギー浪費効果は、どうのよ
うなシュミレーションによっても計算しきれない天文学的な規模であると断言しないわけにはいかない。他にも理由を列挙すれば筆舌に尽くしがたい所であるが、この一事をもってしても、我が国
のエネルギー政策を、即時原発依存ゼロシナリオへと全面転換することに、全力を尽くすべと考える次第である。

41351 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 これからのエネルギーについて 福島第一原発の事故後、政府を甘く、子供を抱える親としては、食や環境の不安でいっぱいです。
今後も原発を動かせばこの不安が一生ついてくると思うと、今、エネルギー政策などに不安があるでしょうが、勇気を持って原発0に向けて政策変換すべきだと思います。
経済も大切ですが安全、安心して暮らすことがもっと大切だとおもいます。

41352 個人 その他 ２０代 男性 原発ゼロシナリオを望みます。人間は放射能に勝てま
せん。放射能に怯えて暮らすのは嫌です。想定外のこ
とが起こるのが自然現象です。絶対安全というものは
存在しないと思います。

原発に頼らなくてもわたしたちは生きていけるはずです。事実、わたしたちのご先祖様たちは生きてきました。エネルギー問題だけに留まらず、生活の在り方そのものを、豊かさの価値観そのも
のを見直す時代に来ているのだと思います。電力に関しては自然エネルギーを利用して暮らしていきたいです。しかし、例えば風力発電にはクリーンなイメージがありますが、低周波や騒音など
による健康被害を受け悩まされている人々もいます。大地や山に深い深い穴も空きます。生態系が狂ってしまう恐れがあります。そういう事実を知らない人々も大勢います。自然エネルギーを
用いる際のデメリットも広く周知して欲しいと願います。そして省エネルギー生活の実践を一人一人が実践すべきだと思います。出来る事から。現代日本には不必要なものが多過ぎます。まだま
だ、減らせるものはたくさん在りすぎるほどに在ります。

41353 個人 自営業 ４０代 女性 ゼロシナリオを早急に進めるべき。 昨年の福島の事故から得たことは、原発は人の手におえるものではないということです。その後の対応等、いまだ不安をかかえて生活をしている人がいること、特に食に関する不信感は全国で
つのる一方です。私は子どもがいませんが、友人のほとんどは小さな子どもから年頃の娘を持つ母です。その人たちの事故由来の放射線に対する不安は、私の数倍、数十倍と思われます。
友人に、福島から避難してきた夫婦がいます。何の補償も受けられない地域からの疎開でしたが、奥さんのお腹にいた娘を守るため、住み慣れた土地を後にしました。彼らに見せてもらった福
島の風景の写真はどれも美しく、戻れるものなら戻りたいと言います。でももう戻る気持ちはないようです。

もちろんエネルギーは必要です。電気なしの生活はもはや難しいと思いますが、しかし、命を犠牲にする（縮める）方法をとるべきではないです。

国民に問うただけの形だけのパブコメになりませんよう、全てに目を通し、国民の切実な気持ちを受け止めてくれる国であることをのぞみます。

41354 個人 その他 ６０代 男性 原発０％理由
人口減で消費エネルギー減少
使用済核燃料処分未確定
発電コスト安くない
原発もCO2排出
原発は海あたため装置
安全神話
原発テロ危険
原発残案は原子力ムラの利権温存

原発比率０％とする理由
第1　国立社会保障・人口問題研究所の人口推計（中位出生率１．３５）によると日本の人口は2008年がピークであり、128,084千人からずっと減り続け2030年には116,618千人となり、11,466千人
減少する。率にして約8.96%減少する。2030年以降も毎年約100万人づつ減少する。2050年になると日本の人口は97,076千人となり、ピーク時と比べて31,008千人、率にして24.2%減少する。
人口が減少することは、消費する資源、エネルギーも減少することを意味する。
将来の人口減を見据えれば、エネルギー源としての原発の新増設や更新は必要ありません。
第２　原発は放射能廃棄物を生み出しますが、この最終処分方法は場所も技術的方法論も確定しておらず、将来世代への大きな負の遺産となることは確実です。10万年間人間から確実に隔
離し、害を及ぼさないように管理していく技術はありません。既に生成された核分裂廃棄物の安全な管理方法の研究は必要ですが、これ以上増やすことは許されません。毒を食らわば皿までと
いうようなことがあってはなりません。

 第３原発は「安い」発電コストであると、盛んに宣伝されているがこれには大きな疑問がある。事故があったときの損害賠償は福島原発の事故でも最終額がいくらになるのかわからない状態であ
り、事故をおこした原発の最終的な撤去コストや、汚染地域の除染コストもいくらになるのかわからないのに、国や東電の都合で線引きして,被害者を置き去りにしてコストを見かけ上少なくする
ようなことは許されないと考えます。
第４　原発はCO2を出さない（地球にやさしい）から,地球温暖化対策の切り札だと言われますが、これには大きなウソが含まれている。発電中のことだけ考えればそのように見えるが、ウラン鉱
石の採掘、精錬、輸送や使用済み核燃料の最終処分、管理（10万年間！）には各種の資源や石油なのど化石燃料が不可欠であり、これらの工程でCO2を排出する。事故があったときはその復
旧、除染のための工程で膨大な化石燃料を消費する。トータルでは「地球にやさしい」とはいえない。
第５　原発は「海あたため装置」です。原発は電力に変換できなかった２／３のエネルギーを熱としてまわりの環境に放出する。化石燃料は太古の生物に固定された自然エネルギーを現代世界
で利用しているとも言えるが、原発は全く異なる。地球に対しては単純に熱の加算を行っており、それは海の水温の直接上昇効果として影響を及ぼし、CO2による温室効果とはことなる有害な
影響を、原発付近の大陸棚海水環境に与えている。
第６　大飯原発再稼働についての安全の担保は技術的には何ら根拠のないものです。事故というものは、いつも「想定外」の原因で起こります。人間はあらゆることを想定することはできませ
ん。想定外のことは起きないと考える。これは福島原発事故で「安全神話」として強く糾弾された思考方法です。「安全神話」に寄りかからないと運転できないような施設は必要ありません。段階
的に廃止し、将来的にゼロにすべきです。
第７　安全保障上も原発はゼロにすべきです。アメリカの９．１１テロと同じことが原発に対して行われたらどうなるか。テロの目標が稼働している「もんじゅ」であったらどうなるか・・。国土の半分
が人の住めない土地になるかもしれないテロがありうるリスクはお金の問題とは比較にならない。安全と安心が第1です。
第８　原発を残すシナリオは、「原子力ムラ」の電力独占の利権」を温存するためのストーリーと考えます。原発ゼロを選択すれば、原子力ムラは衰退し、電力産業も発送電分離にスムーズに転
換でき、潜在的なリスク高とコスト高の原発は敬遠されて急速に衰退すると考えます。

41355 個人 家事専
業

６０代 女性 原発はいりません
シナリオゼロを支持します

発電は自然エネルギーからで十分です。

原子力発電は未来の安心につながりません。

子ども達や孫達の健康と生活を守るために、
放射能の危険をなくすために、
原子力発電をなくしたいです。

シナリオゼロにしてほしいです。

41356 個人 無職 ７０代 男性 「日本のエネルギー選択３つのシナリオ」の中から選
択するなら、現時点では「０％ゼロシナリオ」である。
尚2030年までの早い時期に原発をゼロにする。理由
は核燃料サイクルが不完全、使用済み核燃料未処
理。

　貴エネルギー環境会議が提示する「日本のエネルギ―選択３つのシナリオ」の中から選択するなら、2012年の現在では、選択肢(1)の「０％　ゼロシナリオ」であり、2030年までのなるべく早い時
期に原発をゼロにします。」を選択する。なぜなら、次の3つの理由からである。
　(1)原発で使用する核燃料サイクルは不完全なシステムであり、現に使用済み燃料の処理方法が解決されていないからである。
　(2)1990年代から、国は再生可能エネルギーの普及を呼びかけ、太陽光発電の全量買い取り制度を確立し、風力、バイオマス、地熱、波動、さらに温度差による発電の方向を追求し、成果を上
げている。その施策を肯定し、拡大する取り組みを推進すべきである。小生は2001年自宅に３ｋｗの太陽光発電を設置した。その効率的な維持管理をはじめ、その普及活動に奔走しており、地
域では成果を上げている。
　(3)1997年に議決され、2005年2月に発行された「京都議定書」は、地球上の人類が掲げた未来社会、地球を支える偉大な決断だと信じている。その発想から、この京都議定書を議決した地球
温暖化防止京都会議（ＣＯP3)を記念して建築され開催記念館として2002年に活動を開始した京都の「京（みやこ）エコロジーセンター」がある。そこで再生可能エネルギーのことは勿論、地球環
境保全、地球温暖化防止、省エネ普及活動、創エネ、節電のことなど来館者を始め、京都地域に広く呼び掛けている。併せて、2年前から、環境省が活動強化している「省エネライフスタイルを
家庭から」と呼びかけ「うちエコ診断」を普及している。行政と共に省エネの普及に取り組んでいるからである。

　さらに、省エネ普及は、地域に自主サークルを発足させ、行政や、ＮＰＯと協議会を発足させ市民活動へと高めている。こうした市民活動、地域活動に信頼を置いて、原発安全信仰から脱却
し、「省エネ生活は原発の威力に匹敵する」ことを考えて、日本の将来のエネルギー選択を検討してほしいものだ。この機会に、諸外国のエネルギ―事情を観察され、戦後のエネルギ―政策か
ら大きく一歩を踏み出し、日本の若者たちに未来の夢と希望、そして、きれいな空気と核物質に恐れ感じない環境を残したい。
「東日本大震災の被害は地震の多い日本では、昔から被害の大きさを懸念していた。東北のみならず日本全土にその危険はある。そして日本人の魂に刻まれている核被害は1945年の広島、
長崎の被爆体験だ。また福島の原発被害だ。
　子どもや生徒は体験から学ぶことも多い。それは、純粋な心が体験から真実を学びとる力が有るからだ。
しかし、核被害、被爆に関する体験から学び切れていない大人がいる。核爆弾の被害をはじめ、核燃料サイクルから起こる被害、第五福竜丸の被爆事故、スリーマイル島の原発の被害、チェル
ノブイリの原発の爆発被害、「日本人は、2回の被害を体験して初めて学ぶ」という。広島の核被爆と長崎の核被爆を受けて、敗戦を決意した。しかし、原発の被害は何回受けたら真に学ぶの
か。核被害の体験が学習出来ていない。そこには子どもの純粋な魂はなく、利害関係が先行して、原発は儲かると言う意識が、核燃料サイクルの危険性や人命を脅かす核の脅威を凌駕してい
るのだ。核を扱う関係者、核を扱う学者、研究者は、一企業のためだけではなく、日本の社会に生きる人々、日本の素晴らしさと学識の高さを尊敬している世界の人々の理想を裏切っているの
だ。そこにはプロフェッショナルの誇り、人間としての尊厳はないのだ。だからそれを取り戻してほしい。(企業から献金を受け取り続ける学者もあるという）
　これらは、核の不安を乗り越えて安全な原発の研究と安全な核燃料サイクルの開発を、日本のため、世界のため、そして人類のために研究されることを心から願っている。
核は危険なものだと決めつけてはいません。現時点では危険を含む核を発電に使っているが、2030年までには安全な原発を開発できる可能性はある。さもなければ、再生可能エネルギーの普
及と省エネ生活のライフスタイルを徹底していくことが、これからの人類の未来を拓く力になると信じている。　　　　　　　　　以上。(1669文字）

41357 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 (1)ゼロシナリオ 核廃棄物の処分の問題、もんじゅの先行き、そして何より収束していない福島の状況を鑑みても、これから原子力への依存率が増えることは現実的ではない。

41358 個人 学生 １０代以
下

男性 政府が決めた３つのシナリオではなく、２０３０年まで
に原子力発電の割合を順次減らしていき、火力や自
然エネルギーで足りない分を埋めていく。発送電分離
を政府が推進していく。

政府の決めたシナリオは３つしかなく国民の意見をあまり反映できないと思います。私は原子力に反対ではありませんが、２０３０年までには、できるだけ廃止にできるものから、古いものから廃
止にしていかなくてはいけないのではないでしょうか。しかし今すぐに廃止してしまうと、この電気の大量消費の時代に、もしかしたら電気が足りなくなってしまうかもしれない。だから、古いものか
ら順番に廃炉にしていき、その間に火力や新エネるギーの太陽光や日本にはたくさんある地熱などを、政府が先頭に立って活用・普及促進することで原子力発電の代替エネルギーとして、電気
を賄えることができるのではないでしょうか。ほかにも政府として発送電分離を行うことが緊急の課題だと思います。それを行うことによって会社間で競争が生まれていくと思うからです。

41359 個人 家事専
業

３０代 女性 原発０シナリオに賛成 原発の再稼働止めてください。
日本国民が安心、安全な生活を送るために。
子供達の未来の為に。

子供達も節電の意味を知っています。
資源の大切さを大人たちがしっかり教えていけば、無駄な電力使う生活はふせげるのではないでしょうか。
原発にお金をかけるのではなく、自然エネルギーの研究にもっと投資できれば、地球に優しい生活を日本から世界に発信できるのではないでしょうか

目先の利益だけでなく、真剣に日本の未来、世界の未来を考えてもらいたいです。

41360 個人 自営業 ３０代 男性 原発依存ゼロシナリオを選択します。既存の原子力
発電所も極力再稼働させることなく、廃炉にしていくべ
きだと考えます。

福島第一原発の事故の収束に、いつまでかかり、どれだけの費用がかかるかもわからない。また、廃棄物の最終処理もめどがたたないまま原子力発電をしつづけるのは、未来に対する責任あ
る態度とは思えません。

41361 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 ゼロシナリオを望みます！ 未だに我が家に帰れない人が福島にはたくさんいるんですよね？
もっとひどいことになってたら、関東も住めなくなってるんですよね？

核廃棄物…未来にのこすんですよね？

原発の利点が理解できません。

私たちは、福島のことを機に、原発をなくしていく使命があるのではないでしょうか？

41362 個人 家事専
業

３０代 女性 原発０！！！！！ 未来の子供たちに平和な国を。

パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 ゼロシナリオを支持します
南阿蘇は川内原発の近くです。
福島のような事故が起きた場合、自然豊かなこの土
地も住めなくなってしまいます。
国の示す「安全」は信用できません。

九州には玄海原発と川内原発があります。
どちらも老朽化が著しく、出された耐久データを見ると素人目でも明らかに何故動かせるのか不思議な状態です。
私たちは原子力の電気を必要としません。
うちは4人家族ですが、月300kw越えることはありません。
節電と声たかだかにしなくても全然、不自由ない生活が送れています
今の24時間電気付きっぱなしの世界が望ましいでしょうか？
国民に節電を強いる前に自動販売機やコンビニの営業形態、パチンコ屋の過度なイルミネーションなどを何故規制しないのでしょうか？
何故、テレビの放送を12時で終わりにしないのでしょうか？
国会議員の皆さん、官僚の皆さんはどのような節電をされてるのでしょうか？

電気が足りなければ、足りる分だけで賄えるの生活をすればいい。
それだけです。

もし、九州の2つの原発のどちらかに福島並の事故が起きたら？
お国の政策としては「事故は絶対ありえないから安心して欲しい」ですが、むしろ事故が起きた時の危機管理もできてないところから「安心」が得られるはずもありません。
「起きないから」ではありません。
起きた時はどうするのですか？

ご理解下さいで命にかかわる話、子どもの未来に関わる話、理解できるはずがありません。

繰り返します。
起きた時はどうするのですか？

絶対起こさないように安全に務める？どうやって安全と言い切れるのですか？
どんどん溜まっていく放射性物質をどうするのですか？

試算ではいかにも自然エネの試算が少ないですね。
そうやって数字をごまかさないで下さい。
原発の電気はいりません。
ここ、南阿蘇村は火山の麓の村です。
水の湧き出る村です。
自然エネは豊富にあります。
そのバックアップを支援を積極的に行って下さい。
南阿蘇から全国のモデルケースになります。

41348 個人



41363 個人 自営業 ４０代 男性 シナリオゼロ政策 私は、日本にある原子力発電所を全基停止、即刻廃炉にするために意見します。
私の子供は小学六年です。10年経てば、成人です。今子供は不安がっています。
将来どんな未来が待っているのかと…。
よく考えて未来のために今を動かしなさい。

41364 個人 その他 ３０代 女性 絶対にゼロシナリオです。
本当に脱原発を実現し、またより踏み込んだゼロへの
道筋、２０３０より早い段階で、または石炭火力に依存
しない再生可能エネルギーを最大限導入する第４の
選択肢が必要だと思います。

- ゼロシナリオを選びますが、2030年という遠い未来としてのゼロではなく、直ちに再稼働をやめ、本当のゼロシナリオの早い筋書きの提案を求めます。
- 石炭火力に依存しない再生可能エネルギーを最大限導入することもも求めます。
- 電力自由化や発送電分離は不可欠。
- 再処理は非現実的です。
- そして、今のパブリックコメントのやり方ではなく、本当の意味で多くの市民の声に進撃に耳を傾けてください。

41365 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 原子力発電のメリットとデメリットはやはりあるが、政
府の対応はやはり性急ではないか？もっと国民が納
得する対応、説明を求める。

原子力発電は化石燃料が乏しい我が国において非常に重要なエネルギー源であり、またものづくりが主な産業である我が国にとって、エネルギー問題は死活問題である。原子力発電をやめて
火力発電に移行するというのは、化石燃料の輸出国に我が国はエネルギーの問題での依存度をさらに高めるという事になり、ナンセンスだ。だが、福島第一原発の事故は多くの国民に影響を
与え、また、多くの人の生活を奪ったことは純然たる事実である。事故後の対応や補償についても多くの国民は不満を持っている。最終的には実質国有化で税金が投入。ツケを払わされるのは
政治家でも電力会社でもなく我々だ。多くの国民は原子力発電の安全性を信じていたが、それはもう崩れた。すでに事故は起こり、多くの人々の生活は破壊された。国民の生活を破壊する可能
性があるようなものを使用するべきではない。ましてや廃棄物の処理方法すら確立されていないようなものなど論外だ。現時点で100％使用しないのが不可能なわけではないし、化石燃料の輸
入に何らかの問題が発生してからでも再稼働は遅くはない。むしろ、どのようにして原子力発電をせずにエネルギー問題を解決していくかを論点にすべきなのに、それがまったく感じられない。
現時点で主力として運用できる再生可能エネルギーがないというのは、ヨーロッパ各国の再生可能エネルギー開発のスピード感についていけていないという証明に他ならないし、それは政府の
責任だ。無いのならば具体的なプランを建てて、開発すべきだ。いずれにせよ国民に対して説明が足りなすぎる。国を預かるものしての、責任ある対応を望む。

41366 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 『ゼロシナリオ』を支持します。それを実現する為に、
私達国民は当たり前となっている「便利さ・豊かさ」を
手放すという痛みを伴うかもしれません。福島原発事
故から学び、日本政府が勇気ある決断を示して欲し
い。

アメリカと日本政府・企業の思惑により進められた原発事業でしたが、福島原発が爆発するという痛ましい事故を経験し、私達国民はようやく真実をみる目を見開きました。日本は広島・長崎へ
の原爆の投下、敗戦後からの復興、経済発展を経て先進国となりましたが、３．１１の東日本大震災で福島原発事故を経験しました。いまだに福島原発の中で、いったい何が起きたのか真実を
把握できないのが現実です。世界で唯一の被爆国である日本が、原発事故を経験したことの大きな意味を、日本政府は良心に従って考えて欲しいのです。多くの福島県の方々が、生まれ育っ
た故郷を離れ、いつ故郷に戻れるかわからない現実・・・。福島に住まわれている多くの方の不安、それでも福島で生きていく現実・・・。日本政府、国会議員、役人や原発事業に携わっている皆
様、もしご自分が、ご家族が、大切な人が、今の福島の方々のような立場になられたら、それでも貴方は、将来原発事業をより推進していきたい！と胸を張って言えますか？もう、このような原
発事故は起きない、安全です、福島原発事故は、たまたま地震が引き金になった残念な事故にすぎない、とおっしゃるのでしょうか？もう福島の方々や国民の我慢強さに甘えるのは止めて欲し
いと思います。私は４０歳代の二人の子供を持つ母親です。将来子供たちが私の年齢になっても、福島原発事故の廃炉処理は終わりません。子供たちもそれを知っています。次の世代へ残し
ていく負の遺産は、広島と長崎の悲惨な原爆だけでもう充分です。大切な家族や人達を多く失い、今に至っても体だけでなく、心の深くまで傷ついた方々の静かなる悲しみ・・・。日本列島は、活
断層の上に存在しています。そして、地震大国です。日本は、次の大震災がいつきてもおかしくない状態です。数十年前には分からなかったことも、今では様々な研究、調査が進み、わかったこ
とも多くあります。ですから、原発の再稼動を早急に行うのも大変危険なことです。人間の英知をもってしても、まだ未知な部分が多くある核の世界。人間の利益追求の為の道具とされているの
も現実でしょう。しかし、日本人は経験してしまったのです。私達は、既に手に入れている便利で豊かなものを手放すという痛みを伴っても、ゼロシナリオ実現に向け、国民も知恵を出し合って、
代替エネルギーを確保していく努力をしてゆくべきだと切に願っています。国民がこのような意見を述べる機会を与え下さり、ありがとうございました。

41367 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 即時0％シナリオを支持します。 原発はコストが高く、安全性にも問題があり、廃炉や使用済み燃料の処分方法が確立されていない状況である。省エネルギーへの取り組みと自然エネルギーの開発・普及によって0％は可能だ
と思う。

41368 個人 その他 ３０代 女性 原子力発電に依存し続けるのを辞めてほしい。再稼
働反対。

安全な国で、子を産み育てたいから。

41369 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 今後原発を完全に無くすゼロプランを支持します。
大飯原発以外の原発が稼働していない今夏も電気は
足りなくなっていません。原発が無い事を前提にした
政策を進めてください。

福島県出身です。
原子力発電所は完全に無くしてゼロにしてください。
福島原発の事故当時、福島に居ました。あの時に感じた恐怖と国への不信は一生消える事はありません。
原子力発電によって発生する放射性廃棄物の処理方法が確立されていないまま原発を使い続ける事は、将来世代へ負の遺産を増やし、押し付ける事になります。
すでに処理すら出来ない大量の放射性廃棄物を日本は抱えてしまいましたが、これ以上増やさないようエネルギー政策を見直すべきです。
今夏、大飯原発以外の原発は稼働していませんが電力は不足していません。
それでも原発がないとはエネルギーが足りないと言うのであれば、原発を使用しないで確保できる電力でやり繰りをする、省エネルギーの社会を目指すべきだと思います。
絶対に事故の起きない原発というのは不可能だと思います。使い続ければ必ずいつかまた事故は起こります。
一度重大事故が起これば、故郷に帰れなくなり、地域を分断され、人生を大きく狂わされてしまう人達が大勢います。先の見えない放射能の影響を、大なり小なり抱えて生活を続けなければな
らなくなる人達がもっと大勢います。
原発事故の影響で苦しんでいる人達がまだまだ沢山いると福島に帰る度に感じるし、自分もその一人です。

重ねてお願いします。
原子力発電所は完全に無くしてゼロにしてください。

41370 個人 自営業 ５０代 女性 ゼロシナリオを支持します。原発の再稼働に反対しま
す。

すべての原発は、即時に完全廃炉にすべきと考えます。

理由は、下記の通りです。

1.原発は、廃棄物を少なくとも数万年に渡って管理しなければいけないという事実だけで、存在してはならないと考えます。数万年に渡って管理するというのは、非現実的で、無責任な考え方で
す。

2.絶対に安全な技術はなく、通常は試行錯誤していくものですが、原発は事故の際のリスクが大きすぎて、試行錯誤できません。

3.事故を起こした場合の補償や除染などの費用も入れると、原発を維持するコストは高すぎます。アメリカでも、原発はコストがかさみすぎると考えられるようになっています。

4.すべての原発を止めても、節電や代替エネルギーの促進などにより、電力に不足が生じない手だては十分講じられると考えます。

5.原発を再稼働する理由は、実際にエネルギーが不足するからというよりも、電力会社が不良債権を抱えないようにするためであるという経営上の理由が大きいいと思います。

6.福島原発の事故も収束していないのに再稼働を進めるということは、あってはならないことです。

原発事故は、自然や人間の健康、生活、仕事などに甚大な被害を与える、人類に対する犯罪といってもいいものです。すべての原発が速やかに廃炉となることを願います。恐怖と共に生きてい
くよりも、再生可能エネルギーによって、明るい未来を切り開くことができます。経済も活性化すると思います。

以上です。
41371 個人 会社員・

公務員
２０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を選択します。 原発ゼロシナリオを強く望みます。

民意を無視した政治にならないでください。
原発を０にするために共に知恵を出しましょう。
エネルギー産業に多くの企業に参加してもらい、よりよい電気を生み出しましょう。
発送電分離にすれば、よりよい技術が生み出されるでしょう。
精神的にも身体的にも沢山の、被害があるのに、継続は考えられません。
国民の声を聞いて下さい。国民を不安する政治なら意味がありません。
脱原発でお願いします。国民の願いです。

41372 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発をなくすゼロシナリオを支持します。 原発は廃棄物の処理ができないのですから、なくすしかないと思います。
現在、原発の管理をしている組織に、管理する能力があるとは思えないのが実感です。
省エネルギーをすすめてください。
再生エネルギーの推進をしてください。
電力を買う企業を選べるようにしてください。
原発事故が起きた時の「住めない土地」ができてしまうリスクを負う事がもっとも大きなリスクと感じます。

41373 個人 その他 ３０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも将来の世代に対し
て安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

41374 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 2030年に原発ゼロでのシナリオを支持します。
原発では経済的リスクが高すぎる。

直近で経済的負担が企業にも、個人にも大きいとしても、
将来の世代に核のごみを増やすべきではない。
また、原発は、ウランを輸入する必要があり、再処理にも外国の力を必要とし
原料調達のリスクあり、その原価は公表されておらず、価格が安い余地はないと思われる。
事故がいったん起きれば、賠償などのさまざまなコストがかかる。
まだコストの試算は途上だが、これ以上下がることはないと思われる。
一方、自然エネルギーはエネルギー源は国産といえ、
原発のように正確なコストを試算し、コスト削減することの妨げになるような秘密はなく
公明正大にコスト削減の余地があり、
普及し量産化すれば一層コストは下がる。
今後コストの下がる見込みのない原発への投資を続けることで
将来有望な自然エネルギー分野への投資が減じられるようなことがあっては
経済的にも、将来の日本にとっても、不幸なことだと思われる。

41375 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発はいりません 福島を見れば、子供でもわかるでしょう。
安全神話は完全に崩れました。
故郷に住めない、帰れないって凄く悲しいですよ？
中部電力の社員が意見聴衆会で、原発によって直接亡くなった方はいないとかいけしゃあしゃあとほざいてましたが…放射能汚染のせいで助かるかもしれなかった命がどれだけ犠牲になった
か。酪農家の方だって自殺にまで追い込まれずに済んだのに。

今年の夏、去年と比べて全く節電してる感じが街中からは感じられないです。
大飯しか原発動いてないのに。
全然原発無くても大丈夫じゃないですか。

これ以上、国民の命を政府の勝手で脅かさないで下さい。

41376 個人 自営業 ２０代 男性 原発、再処理施設、高速増殖炉を0に。 放射能のない環境で家族、子育てをしたいです。

41377 個人 自営業 ４０代 男性 原発全て廃炉にする。
新しい原発を造設せぬ事。

地震の多い日本に合わないエネルギー政策だから。
海外から爆弾なりに狙われては、国民の生命も危険に晒すから。

41378 個人 その他 ３０代 女性 原子力発電所は要らない 原発はもういらない。全て廃炉にしていくべきです。
経済効果？それと命とどちらが大事なんでしょうか？
たった一か所の原発が爆発しただけで、これほどの汚染が広がり、家に戻れない方々もたくさんいらっしゃるのに。
原発の事故がなければ、救えた命はどれだけあったでしょうか？
そしてこれからの子供たちの将来はそのまた子供たちの将来はどうなるのでしょうか？核廃棄物はどこへ持っていくのでしょうか？廃棄物の上で暮らすのでしょうか？
いくら考えても、原発に頼る暮らしはもう限界です。要りません。
自然エネルギーへのシフトを早急に進めるべきです。

41379 個人 家事専
業

３０代 女性 早急に脱原発を求めます。 福島の原発事故以降、人間として当たり前の生活の権利を奪われた方がたくさんいます。
　汚染された大地や海や空気は元には戻りません。
「自分の利益さえ確保できれば、他人の命や地球がどうなってもいい」そういう人間が原発や電力会社を支えてきたという事がよくわかりました。
日本が推し進めてきた原発が事故を起こし今、世界中に迷惑をかけているのです。少しは自覚を持って行動するべきです。
　原発を稼動させれば、必ず核廃棄物が出てしまいます。
必ず誰かが被爆する、という事ももちろん許されない事ですが、管理する費用を考えても、原発はコストが低いとはいえません。
以上の事から考えても、再稼動、輸出は論外でひたすら後始末をするべきなのではないのでしょうか。

41380 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 男性 「即時」の原発ゼロシナリオを求めます。
大飯原発を直ちに停止し、全ての原発は今すぐ廃炉
に向かうべきと考えます。

１. 特定できず、対応できない、事故による途方もないリスク。

２. 使用済み核燃料を処理できない。

３. 福島第一原発事故が現在進行形である。

41381 個人 自営業 ３０代 女性 シナリオゼロ（原発依存０％）を希望します。 地震大国の日本での原子力の利用は危険だ。
福島原発の事故による放射能処理等、まだ何も解決していない。
施設の建設維持、核燃料や使用済み核燃料の保持管理 等々に資金がかかりすぎている。
 核兵器になり得るものの無い世の中を望んでいる。



41382 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 1.ゼロシナリオを選択します。 (1)　２０３０年までとするには、地震国日本にとってあまりにもリスクが
高すぎると思われます。
原発は稼動している状態で自然災害等の事故に遭遇するのが
一番シビアアクシデントに陥りやすいのを考えると
なるべく早く原発はゼロにすべきと考えます。
(2)　使用済み核燃料の処理が完成していないのに稼動させれば、
その瞬間から増え続ける゛核のゴミ゛をどうされるつもりなのでしょうか？
あまりにも非現実的な運用と思わざるを得ません。
(3)　福島の事故後、安全対策は充分にとったとしていますが、
本当に充分に対策を講じているのでしょうか？
再び自然災害が起こったときに第二の福島にならない保障は
どこにも存在しません。
以上の理由によりゼロシナリオの選択を致しました。

41383 個人 家事専
業

２０代 女性 選択の中では「2030年原発ゼロシナリオ」を選択
しますが、即刻廃炉すべきです。

日本は地震が世界で最も多い地域です。当然それに伴い、津波も発生します。「想定外」では
ありません。近年では4000ガルというような常識を超えるレベルになって
います。耐え得る構造物はありません。日本の地理的状況を考慮すれば、地震の少ない欧州のような段階的廃炉の選択肢はあり得ません。

　また原発のコストの高さはすでに「原子力のコスト(岩波新書)」などで
立証されています。経済性や国際競争力からは原発を選択することはできません。

　そもそもGDP成長率がエネルギー消費量を考える元になっていますが、
ドイツではGDP成長率とGHG(温室効果ガス)排出量は反比例しています。
GDP成長率はエネルギー消費量を減らせます。

　省エネや自然エネルギーに対しても、「経済的負担が大きくなる」と
していますが、わずか数年の電気料金で取り戻せるのに、なぜ「負担が
大きい」のでしょうか。イニシャルコストだけで、ランニングコストを
考えていないように見えます。

　電源構成はピーク瞬時の電気需要に対して構成されます。したがって
ピーク瞬時の需要を下げれば足りるのに、年間電力消費量で考えられて
いるようです。電源構成は瞬時の対応ですからその点から考え直すべきです。

　そして、原子力発電においての基本的な燃料のウランを、ウラン鉱山から採掘することから
原発の流れが始まります。ウランを掘り出すことで鉱山労働者は被爆し、そして鉱山周辺の住民は環境汚染に苦しむことになります。

　これまでも多大な犠牲を払って、私達は原発によるエネルギーを得ていました。これ以上、いのちや環境を犠牲にしてまで原子力発電でエネルギーを供給するという選択はあり得ません。
　
　以上により、原発に依存する必然性はなく、逆に動かすことのリスクは
限りなく高いため、即時のゼロシナリオを求めます。

41384 個人 自営業 ５０代 男性 将来的(2030年)に日本のエネルギーに占める原発の
割合をゼロにするシナリオを支持します。

核は基本的に制御不可能であり、将来の子孫に責任を押しつけるものである。
現在を生きる私達の責任で、脱原発を実現するべきであると考える。

41386 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 処理不能の核廃棄物を出し続け、大金の掛かる原発
はなくして当然。
政治家と行政官は真っ当な感覚で日本を動かしてく
れ。
コスト意識の高い経済人ならわかるはずだが。

稼動させるほどに増え続ける核廃棄物は、無毒化に10万年かかるという。
これは、管理不可能を意味する数字だ。
再処理に使えるのも1000kg当たり50kgのプルトニウムのみ。
関係者等は数字合わせに使用済みウラン100kgも取り出し、再生率15％と言い張る。福島の事件後もこの数字に訂正なく、姿勢に改めなしだ。
安全神話、低コスト神話、そしてクリーン神話が広く一般に確認された今?ウソでかためた原子力発電?というのは、印象や、考え方の違いではなく、現実だ。
福島事件の現状は、責任を取るべき立場の者が責任をとらず、一線の労働者は通常以上の被爆をうけながら懸命に動きまわっている。
人間に制御できないエネルギーは百害あるのみ、湯を沸かす為に核利用とはバカげた話、核に平和利用は無く、あるのは矛盾のみ。まともな感覚、冷静な判断で原発はゼロ。
大飯原発再稼動で野田首相は『責任をとる』と言った。
まさに、言っただけ、具体的にどんな責任をとるのか、誰にも、本人にも解っていない。真摯であれば責任のとりようがないとだけ解るはずだ。
核廃棄物を増やす為に、危険を押し付ける為に、人心を惑わす為に、さらには、御用の向きを増やす為に金を使うな!! 廃炉の為にこそ金を使え。

41387 個人 その他 ２０代 女性 原発の再稼働について 今まで原発について、恥ずかしながらあまり関心がなかったのですが、
昨年の東日本大震災をきっかけに、原発を再稼働させなくても日本にはまだ
必要なエネルギーが十分あると知りました。
エネルギーが足りているとしたら、原発を再稼働させてまでどうして命の危険を感じながら生きていかなければならないのでしょうか。
もっと他に手段はあるのではないでしょうか？
震災で亡くなられた人たちのために、
震災によって辛い思いをされている人たちのために、
そして、次の世代が少しでも安心して生活していけるためにも、
もっともっと、国は国民の思いを聞いてください。
必死になって働いてください。

原発の再稼働には、もちろん反対です。

41388 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 原発ゼロシナリオを支持 愛すべき人を、愛すべきものを、愛すべき場所を、
愛すべき景色を、愛すべき文化を、
これからも自然に愛して生きたいです。
愛情を失ってまで生きたくありません。
失いたくないのです。

それが原発ゼロシナリオを支持する理由です。

41389 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発は危険な施設です。即刻、原発を停止し、廃炉に
すべきだと考えます。

原発は、一度事故が起こると（自然災害、人為的なミスも含め）取り返しのつかないことになります。安全であるという電力会社や政府の話は全く信用が出来ません。大居原発の活断層の事も
含め、安全とは言い難い状態のまま再稼働するのはいかがなモノか。

一度、事故が起こってしまうと高濃度の放射能の影響で人が手を出せなくなるような施設は作ってもいけないし、稼働させてもいけません。
福一の事故で故郷を離れなくなった方達の気持ちも考えず、補償も充分ではないことも原発稼働に反対する理由です。

人間がコントロール出来ない原発は稼働してもいけないし、即刻廃炉にすべきです。

41390 個人 学生 ２０代 女性 ゼロシナリオを支持します！ 経済の心配よりも国民の健康第一で考えてほしいです。
唯一、原子爆弾の被害にあった日本だからこそ原発に頼らない未来を選択をするべきです。

41391 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 2030年を待たずに今すぐ原発ゼロを決断するべきと
考えます。地球上に暮らすものとしての未来へ対する
当然の責任です。

原発はいったん事故を起こせば「時間的・空間的」に多大な影響を及ぼします。事故を起こさなくても廃棄物処理に関しては技術は完全な技術は確立されておらず、未来への「つけ」として存在
していますし、運転に伴い放出される温排水の地球環境へ影響も指摘されています。現在地球上に暮らす「生物」として未来の地球の環境を守ることは当然の責務だと考えますし、取り返しの
つかない破壊は限りなくゼロを目指すべきです。
この夏の電力需給の現状から、現在の日本の社会活動・経済活動を原発の電力に依存することなく進めていくことは十分可能なことが証明されています。少なくとも、今すぐ原発廃止を決断し
たとしても、社会活動・経済活動が極端に制限されることはないでしょう。逆に省エネ技術の開発や再生可能エネルギーの開発への投資により経済が活性化することは欧州の例をみてもはっき
りしています。
未来へつけを残さずに社会発展をしていくことを両立するために今すぐ原発ゼロを決断し、化石エネルギーを最大限再生可能エネルギーに転換していくことが、現在を生きる「地球人」としての
当然選択するべきエネルギー政策だと考えます。

41392 個人 自営業 ５０代 男性 原発の稼働には反対します。安全も確実で無い施設
を再稼働する政府の強引さには
民主国家ではなく独裁政治を感じます！
火山国 日本のいいところの地熱発電、太陽光発電へ
と切替えていくべきと思います！

福島の原発問題の解決もされてないままに再稼働してゆく政策は許されない暴挙としか言いようがない！
放射性物質との共存は人間には地球上の生物には出来ない事は
明らかです！
原発の問題は、その地域の活性に目を付けた政府、官僚、財閥のお金儲け主義が正道と主張している事が まず間違いで
原発の恐ろしさ  福島の事を本当に二度と繰り返さない

未来の子供たちの為放射能のない日本にして下さい！

41393 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 3つの選択肢の中では原発ゼロシナリオを選択しま
す。但し2030年までのなるべく早期にということではな
く、即時に全原発の稼動を停止し廃炉作業を進める
べきと考えます。

地震が多発する日本でこれ以上原発の稼動を継続するのは自殺行為であり、即時に全原発の稼動を停止し廃炉作業を進めるべきです。今回の福島第一原発の事故では一人の犠牲者も出て
いないという人もいますが、国土の一部が汚染され近づくことすらできない状況になり、故郷を追いやられた人々も多数いるという現状をどう考えているのか、理解に苦しみます。
原発を停止させると電力が不足するという意見もありますが、現に関西電力以外は原発を稼動させずにこの猛暑を乗り切りつつありますし、関西電力においても、大飯原発を再稼動させる一方
で火力発電所の稼動を停止するなど、本当に電力が不足しているのか、強い疑念を抱かざるを得ない状況になっています。但し、もしどうしても電力が不足するというのであれば、代替として
LNG火力発電所の建設に着手し、それが完成･稼動するまで、電力が不足する時期のみ、比較的安全性の高い（安全対策が整っている、設備が老朽化していない、活断層等が近隣にない等の
条件を満たす）原発を限定的に稼動させることは致し方ないと思います。
なお、核燃料サイクルの問題については、再処理は行わず直接処分のみとするべきと考えます。再処理は「もんじゅ」が暗礁に乗り上げていることから見ても明らかなように、現在の技術では極
めて困難であり、危険を増やすばかりだからです。
原発以外の電力としては、当面は実績のある火力発電を中心としつつ、同時に地熱、風力、太陽光、水力等の再生可能エネルギーの研究開発を進め、徐々に火力から再生可能エネルギーに
比重を移していくべきと考えます。これと同時に、省エネも継続して進めていけば、原発ゼロと温室効果ガスの排出抑制という矛盾すると考えられがちな2つの目標を共に達成することもできるの
ではないでしょうか。
原発ゼロのシナリオでは経済的負担が重いという指摘があります。しかし原発がひとたび事故を起こせばどれだけの経済的損失が発生し、しかも国土の一部が立ち入ることすらままならない状
況に追い込まれるというのは福島の現状を見れば明らかです。また、原発には核の廃棄物をどうするかという問題もあります。最終処分場すらない状況で使用済核燃料（再処理した場合に発
生するものも含めて）を生産し続けることも大きな負担となります。原発が安価なエネルギーだというのは安全神話を前提とした話であり、安全神話が崩れた今となっては幻想に過ぎません。こ
れに比べれば、原発ゼロシナリオの場合に発生する経済的負担は許容できるものだと思いますし、見方を変えれば未来への投資という側面も持つものだと言えます。

41394 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

41385 個人 法人等 ５０代 女性 民事軍事における核廃絶が必要だということを国際社
会に示すこと,また新エネルギー（太陽光　バイオマス
水力）などの日本技術の推進, 新エネルギー政策で国
際的なリーダーシップをとることが、日本の責務です。

2012年７月に福島に立ち寄りました。
２０１１年４月末にも　仙台　宮城　福島をまわり、ことばでは表現できない状況を見ました。今回、がれきなどはずいぶんかたずけてありましたが、放射能の深刻な状況を肌で感じました。
案内をしてくださった福島の方が
『放射能が復興の足をひぱっています。でも福島の被災は、世界が原子力エネルギーの危険性について、本当に気がついたという点で、よかったと思います。」言いました。
私は耳を疑いました。家族や親戚を失い、亡がらさえも見つけることのできなかった、もと遠洋漁業の船主が、福島の犠牲ゆえに、日本と世界は大事なことに気がついた。だから　よかった　とい
うのでした。
『これからは、新エネルギーが、本当に重要になりますよ。日本は、そのよい模範を示す役割があると思います。福島が日本が、　被災する前よりも　よい状況になっていくことが、本当の復興で
はないでしょうか？」と彼は続けました。
私は福島の厳しい状況を見ながら、思考不可能になっている心で、一生懸命聞きました。
「私はつい最近までブータンにいました。ブータンの人たちは、福島の人たちが、しばらくブータンに来て、福島の回復を待ったり、日本の技術などをブータンに教えてくれると、お互いのためにい
いなあ　と言ってくれています。総理大臣や官僚がみなそう考えてくれ、被災地のために、王様をはじめとする多くのブータン人が、祈ってくれています。」
『ブータン　行ってみたいですね。特に親や家族も家も失った小中学生が、ブータンに行けるとどんなにか彼らを元気づけるかしれませんね。ブータンの王様が福島にきてくれたのを、みな喜ん
でいました。ブータンの子供達は、いきいきとした眼をしていますね。」

彼の淡々とした語りで、福島の現状を見聞きしながら、「福島の声、福島の人々の存在のない新エネルギー政策は、もっとも大事な中心軸を失った政策なのではないか？」と、ずっしりと心に響
きました。

今私はブラジルにいます。
ブラジルの広大な農場や、森林を訪ねて、ブラジルは豊かな国だなあと、思います。ブラジルは今回で６回目になりますが、そのたびに、食料自給率の高さや、バイオエタノールが、どのガソリン
スタンドにもあるのに、びっくりします。
バイオエタノールの値段は１．６リオ　（８０円）／Lほど　ガソリンは２．７リオ　　デーゼルは１．７リオです。バイオ　エタノールがとても活躍しています。
バイオ　エタノールの原料となる、サトウキビの農場をはるかに見渡しながら、サトウキビからのエタノールの残りかすの再利用や、エタノール抽出技術　エタノール品質向上など、日本の技術
が、ブラジルと恊働できることがたくさんあるような気がしてなりません。日系ブラジル人が、農業　経済　企業などで活躍しているので、日本とブラジル企業との恊働は、世界の今後の動きの中
で、大きな経済効果を産むに違いないだろうなどと、思えて仕方ありません。
地球の肺と言われているアマゾンの密林をもっているブラジルは、今後グリーン　エコノミーと、農業でどんどん力をつけて行くでしょう。グリーンエコノミーで、指導的役割を果たして行くことにな
るでしょう。
日系ブラジル人でバイオエタノール分野で活躍している人を、探し始めました。いつかブラジルと日本の新エネルギー技術がつながればすてきですね。

このように、新エネルギーに移行する国際的協力の可能性は多くあります。その可能性に力を尽くして行こうではありませんか。

Nature & Humans
園芸療法士　(削除)



41395 個人 自営業 ５０代 男性 ゼロシナリオを支持いたします。期間は出来るだけ早
く。特に、現在稼動中の原子力発電所については即
時停止をして頂きたい。

巨大地震の可能性を否定できない日本列島で、原子力を完全に制御することは不可能。技術云々よりも、それを取り扱う人間の管理能力が全く無いという事が今回の福島の事故で明らかに
なったと言える。今この瞬間にも、地震は起こるかもしれない。これ以上、放射能による犠牲者（被爆をされた方、避難生活で苦労されている方、故郷を追われ、土地を奪われた方）を出してはい
けない。

41396 個人 パート・
アルバイ
ト

６０代 男性 2030年までにではなくただちに原子力発電のの割合
は０％にし、再生エネルギーの更なる開発を行う必要
がある。

現在でも稼働している原発は少なくて電力は賄われている。震災後０になった時点もあり、休止している火力発電所の再開を行えば当面の需要には十分対応できている。人類の科学や技術の
進歩で原子力の安全性が完全に確保されるためには莫大な投資が必要であり、コストが安いとは言えない。福島の事故は単なる一地方の問題ではなく日本全体ひいては地球全体にまで影響
を与え、１時的でなくほぼ永久に影響し続けることになる。国民の生命と生活への脅威は計り知れない。このことから発電所の輸出は不安定なものを世界にばらまくことになり人類に対する犯罪
とかわらない。
廃棄物の最終処理の技術もまだ見通しがたっていない。
従ってただちに原子力の割合を０パーセントにし、安全を高める対策などに投資するのではなく、再生エネルギーの開発ができるよう法律や体制を整えるべきである。

41397 個人 家事専
業

３０代 女性 こんなにも多くの悲しみを引き起こす原子力発電は、
いりません！

5歳の娘をもつ母親です。福島第一原発の事故以降、日常生活がだいぶ変わってしまいました。内部被曝を極力抑えるための日々の食材探し、外遊びの制限、そのための人間関係の変化…。
本来なら、海水浴したり、砂や泥遊びしたり、そんな当たり前のことが、もう安心して出来ないこの現状。ここより遥かに酷く汚染された福島で、いまだに子供たちが暮らしていて、たとえ移住した
としても家族バラバラになり辛い日々をみな過ごしています。家も畑も、家畜やペットたちまで失った多くの人々。そして何も分からず死んでいった可哀想な動物たち。命より大切なものって、あり
ますか？なんでこんなことになってしまったのか…、震災以来何度も涙しました。
たった一回の事故が、こんなにも多くの悲しみを引き起こす原子力発電はいりません。仮にこのまま、原発を続けるとして、一体誰が何万年もの間、核のゴミを守り続けるというのでしょうか？日
本政府が何万年も存在しているとは到底考えられません。目先のことだけでなく、もっと大きな視野で考えられる、そんな国であってほしいです。

41398 個人 自営業 ５０代 男性 今後の原子力発電をゼロにすべきである。 原子力発電により生物に有害な毒（放射線）が作られること。現在の科学では無害にすることができない。
人間の手に負えない毒を作り出すことが問題なのである。
安全にガラスに閉じ込め深く埋めるとか言ってるが問題を未来へ先送りしているに過ぎない。
科学の力により放射線を無害にできない限り原子力発電を行なうべきではないと考える。

41399 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発はある程度減らすべきだが、他のリスクも考慮し
ゼロにするべきではない。
将来の国際的なエネルギー情勢を見つつ、両面待ち
の対応が必要。
ただし、老朽原発や地震津波リスクが高い原発は間
引が必要。

リスク低減の為に、原発を減らすことは大事だが、石油や天然ガスの調達は、２０年後３０年後も、今と同じようにできる保障は無い。
また、再生可能エネルギーとは云っても、大量のエネルギーを賄うとなれば、環境への負荷や経済的影響も無視できず順調に普及する保障も無い。
このため、原発ゼロにはこだわらず、必要な安全対策を施しつつ、ある程度は残して行く、両面待ちの対応が必要と思われる。

とはいえ、何時起こるか解らない、東日本大震災の余震や、東南海地震の影響を考慮すると太平洋に面して津波への対策が弱い、福島第二原子力発電所、浜岡原子力発電所はできるだけ早
く廃炉にするべきとも思われる。
これに合せて、築４０年の老朽原発も廃炉にする事で、１０年後の２０１２年には原子炉ベースで半分の２７基となるので、当面はこれをスローガンにすると良い。

ただ、早期の廃炉とは行っても、原発は電力会社の資産の為、簡単には止められないのが実情と推測される。
これを解決するため、全国の原発を国で一旦買い上げを行い、国営化や公社化することで廃炉をしやすくする。
買い上げの費用については、原発からの売電により回収するのが基本だが、早期廃炉により、回収が困難な原発分は、税金の投入もしくは、他の原発の稼働年数を延長する事で肩代わりす
る。
また、一括管理する事により、各原発の安全対策を共有しさらに安全制を高める事が可能となる。

さらに、将来的には、国際的なエネルギーの争奪戦が予測され、これを緩和する為にも、全世界では原発の必要性はあると考えれる。
原発事故の可能性は日本だけに有るわけではない為、日本主導で国際的に原子力の安全制を担保できる組織（IAEA等でも可）を作り、世界で安全な運用ができるようにしていくべきである。

これにより、世界全体でエネルギーの安定供給が可能となれば、その分化石燃料の調達コストも下がり、結果的には日本のリスクを下げる事になるため、是非とも行っていくべきである。

なお、提示された、３シナリオに拘るべきではないと思っているが、あえて選ぶのであれば、15シナリオが妥当と考えられる。

41400 個人 無職 ６０代 女性 原子力発電の割合は0％にすべきです。原子力が経
済や国防に必要だとしても、原子力で出てくる放射能
の処理の道がなく、事故が起これば多くの犠牲が出ま
す。犠牲があるものは国家として選択すべきではあり
ません。

　放射性廃棄物の処理ができず、しかも事故があれば大量に放射能を放出してしまう原子力発電は直ちにやめて、原子力へのエネルギー依存率を０にすべきです。
　原子力発電は国家の方針としてやってきましたから、それをやめるとすれば、経済的にも、国防上もマイナスでしょう。けれども一部の人の犠牲、あるいは国民全体を危機に陥れてまで日本の
繁栄があって良いのでしょうか。
　私たちは、国民として、原子力発電をやめるために力を合わせて、違う道を探していくべきです。それは我慢を強いられることかもしれません。でも人間は必要な時には我慢をしなければいけ
ないと思います。
　我々がやるべきことは、自然エネルギーの開発を進め、一方で各自が、そして企業がエネルギー使用の削減に務めるべきです。それが未来に我々が残す遺産であると思います。



整理
番号

個人/
法人等

職業 年齢 性別 ご意見の概要 御意見及びその理由

41401 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します。 ほんとうは今すぐ原発ゼロにしてほしいと思っています。
福島の原発事故はいまだに安全に終息したと言えません。避難された方達も大変なご苦労をされています。避難せずに福島県内に暮らしている方も、常に放射線量を気にしなければならない
という異常な事態となっています。それなのに、原発は安全だと言っている人たちがいることに怒りを覚えます。そういう人達は福島に家族皆で引っ越して下さい。
こんなことがあった後で原発ありきでエネルギーのことを語るのは、前提としてそもそもおかしいと思います。あまりにもリスクが大きく、またたとえ安全運転していても被ばくの危険を犯しながら
働く方がいる事実、そして何よりもゴミの捨て場所もないという無責任さ、それなら原発ゼロを前提にしてエネルギー政策を考えると言うのがまともな発想だと思います。
原発はもうやめにしようよ、じゃあ、どうしようか？というのが、この国が考えて行かなければならない政策ではないでしょうか？
幸い、日本には様々な自然エネルギー資源があり，技術もかなり発達しています。エネルギー政策をシフトすることで、新たな産業も発展し雇用も生まれるでしょう。自国に適した自然エネル
ギーを使えば、これまで海外に払い続けてきた燃料費（ウランも含めて）が浮くことになり、その分だけでも随分助かります。一刻も早くそちらに舵をとって、スピーディーな発展を促す政策をとっ
て下さい。

41402 個人 その他 ４０代 男性 2030年に原発ゼロシナリオを求めます。 今回の原発事故を経て、原子力発電が地元の生活、世界のなかの日本のイメージに大きな影響を与えることがわかりました。そのことを踏まえ、2030年の原発ゼロシナリオを国として明確に打
ち出すことが重要だと考えます
安全が確認され、新しい安全基準を適用したうえでの再稼働はやむを得ないと思いますが、稼働40年を越えた原発は稼働しないこと、新しい原発は建設しないことで脱原発を進めることが可能
です。更に省エネルギーを徹底し、再生可能エネルギーの活用を推進することが必要です。これらを達成するために、大きな目標として2030年の原発ゼロ％を掲げて欲しいと考えます。

41403 個人 自営業 ６０代 男性 ゼロシナリオであると共に、最終エネルギー消費をさ
らに大胆に削減する政策を立案実行すべきです。社
会の平等性を保ちつつ、省エネからさらに一歩進んだ
脱エネルギー政策を大胆に政策立案すべきです。

　原子力エネルギー依存は、その危険性から判断して、可能な限り早期に収束、廃止するべきです。また、急激な気候変動防止のための化石燃料の使用削減も大胆にすすめるべきです。再生
可能エネルギーも決して問題がない訳ではなく、急激な導入も、特に生物多様性の保全の立場から、好ましくなく、ゆっくりと検証をしつつ、地域での小規模な導入から検証を重ねながら導入し
ていくべきです。
　のこる対策としては、エネルギー使用総量の大胆な削減しかありません。省エネより一歩踏み込んだ形での「脱人工エネルギー」政策を総合政策として立案・実行すべきです。日本経済は、産
業、民生用共にエネルギーおよび資源消費の無用な肥大があり、もっと絞り込める可能性を持つと考えます。現行の産業・生活構造を維持したままの「省エネ」ではなく、産業も暮らしも大胆に
変革すべきです。
　これまでは、そのような変革はなかなか受け入れられない状況でしたが、今の世論の高まりの中では、暮らしの安全のためには、生活の質のある程度の低下は受け入れるものと考えます。た
だ、急激なエネルギー利用の変革は、緻密な計画を立案しないと社会の不平等を生じさせます。都市計画、交通体系、地方自治のありかた、労働のあり方、防災、教育のありかた、外交政策ま
で含めて総合的な政策により、エネルギー総量を現行の30パーセント削減するような目標設定が可能と考えます。肥大するばかりの経済構造政策では、やがて破綻的危機と言う形で大きな苦
しみとともに、エネルギー削減がおきてしまいます。

41404 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます。 原発ゼロシナリオを選びます。
使用済み核燃料の問題がある以上（たまる一方）原発を即刻辞めて
使用済み核燃料の無毒化、クリーンエネルギーの開発に力を入れるべきだと
思います。
今まで原発推進にかけていたお金をもしクリーンエネルギー開発にかけていたら実用可能なクリーンエネルギーが開発されていたのでは？
科学技術の進歩は原発開発ではなくクリーンエネルギーの開発や放射能の
無毒化研究開発に特化し農薬の多い食物を輸入し車や家電を売って外貨を
得るのではなく毒を自然に戻すような技術を開発し自然の多い国土を
利用して観光で外貨を得るよにシフトしていくべきだと思います。

41405 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 女性 原子力発電所は速やかになくすべきだと思います。 いつ大きな地震が起こるか正確な予測ができない以上、地震大国日本に原子力発電所があることを大変恐ろしく思います。
このまま使い続けた結果また事故が起こり、国土が汚染されれば苦しむ人、傷つく人がもっと増えることになると思います。
物事には時機があるので、今を逃すとまた日本から原発を無くすことが難しくなると思います。
原発関連のお仕事に携わっている人たちの雇用の受け皿を用意した上で、できうる限り速やかに原発を日本から無くしてほしいと心から願います。

41406 個人 家事専
業

３０代 女性 早急に脱原発を求めます。 福島の原発事故以降、人間として当たり前の生活の権利を奪われた方がたくさんいます。
　汚染された大地や海や空気は元には戻りません。
「自分の利益さえ確保できれば、他人の命や地球がどうなってもいい」そういう人間が原発や電力会社を支えてきたという事がよくわかりました。
日本が推し進めてきた原発が事故を起こし今、世界中に迷惑をかけているのです。少しは自覚を持って行動するべきです。
　原発を稼動させれば、必ず核廃棄物が出てしまいます。
必ず誰かが被爆する、という事ももちろん許されない事ですが、管理する費用を考えても、原発はコストが低いとはいえません。
以上の事から考えても、再稼動、輸出は論外でひたすら後始末をするべきなのではないのでしょうか。

41407 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 即時、原発依存度ゼロを求めます。原発の危険性
は、エネルギーの安全保障、地球温暖化問題解決、
コスト抑制という問題とは比較にならないほど深刻で
す。これらの問題は、原発ゼロという選択をした後で
考えて下さい。

即時、原発依存度ゼロを求めます。福島第一原発事故により、原発は日本に、人の住めない土地を作ってしまいました。ふるさとに帰れない人々、積算線量計を首にかけた子供たち、子供の健
康を必死に守ろうとする親・・・脱原発を訴える悲痛な声が、福島から、そして、福島に心を寄せる場所からたくさん上がっています。今まさに起こっているこの出来事から、日本は何を学びます
か？どんな選択をしますか？原発を動かし続けることは、第二のフクシマを生む可能性を孕んでいます。同じ過ちを繰り返してはいけません。未来のために、私たちは今、原発に頼らないという
選択をしなければなりません。
また、原発より出る放射性廃棄物は、どのように最終処理されるのか分かりません。安全に、将来世代に不安を残すことなく処理することができるのですか？明確な処理方法が確立されていな
いと思えますし、また、放射能を持つ危険なものです。発生を抑制することを考えるのではなく、今からの発生をゼロにして下さい。現在抱えている放射性廃棄物だけで将来世代には十分な負
担です。
エネルギーの安全保障、地球温暖化問題解決、コスト抑制、これらのことは、原発ゼロという選択をしたあとで考えて下さい。原発の危険性は、これらの問題とは比較にならないほど深刻です。
電気は暮らしを支えてくれる、とても平和なものです。それを作り出すものもまた、平和なものであってほしい。原発が動いている限り、福島は苦しい思いをします。誰かが苦しい思いをします。そ
して、原発立地する土地には、事故の可能性とその不安を与えます。どうか、みんなにとって、平和な電気を私たちは選択したい。

41408 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 (1)原発の安全性評価がなされていない。
(2)将来の国民生活へのさらなる配慮。
(3)対策実施時困難時の代替策が必要。
(4)原子力利用技術を放棄すべきではない。
(5)２０３０年の方向性検証は遅すぎる。

(1)原子力発電への依存度を含むエネルギー構造の選択には、まず、福島原発の事故を踏まえ、原発の何が問題で、そのためにどのような対策が必要か、対策実施は可能か、という原発の安
全性に関する評価が必要ではないかと考える。
日本では、どの地域であればどのような安全対策が必要か、原発は安全たり得るか、という技術的な評価なしに、原発依存度はいくらが良いかを問うのは、単に好き嫌いを問うているのに等し
い。まず、安全性に関する検証、評価を実施したうえで議論すべきである。

(2)１．（２）で、原発の安全確保とリスク低減、エネルギー安全保障の強化、地球温暖化問題への貢献、コスト抑制・空洞化防止、の４つの視点を踏まえる、といっておきながら、３つの選択肢は
いずれもこれらの視点に反する内容と思える内容である。原発の安全確保が大前提であるが、４つの視点を最大限に重視し、安全対策を強化したうえで現行の原発比率を目指すシナリオも比
較検討されるべきであると考える。

(3)表３に記載されているように、再生可能エネルギー普及、省エネ促進は、経済的な負担が大きく、また、法規制による新築および既設住宅への対応など、大きな困難が予想される。意欲的な
目標を掲げること自体は否定するものではないが、実施できなかった場合の代替策も考慮しておくべきではないか、と考える。

(4)福島原発の事故は甚大な影響をもたらした不幸な事故であり、従来の絶対安全の前提が崩れたことは事実であるが、それでも、日本の原子力利用技術、安全の水準は世界一だと考える。
福島の事故を教訓として、より安全な原子力利用技術を追求し世界に普及することが、１．（３）に掲げる国際貢献の道といえるのではないかと考える。原発の新設・更新を放棄した場合には、原
子力平和利用国としての責任も放棄することにつながるのではないかと考える。

(5)上記のように、今回の選択肢の議論には、まだ検討すべき課題が多々あると思われる。拙速に将来にわたる方向性の結論を出すのではなく、さらに十分な議論が必要である。そのために
は、３．（２）に記載にように、２０３０年に大きな方向性の議論を行う、というのでは遅すぎると思われ、当面、短い期間毎に検証し、必要に応じ、大きな方向性についても再度議論されるべきであ
る。

41409 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「ゼロシナリオ」を支持する。 (1)
我が国における現在及び将来予定されている原子力管理体制では、原子力の安全を完全に担保することは不可能であると考える。
運営主体及びその構成員の絶対的大変革と欺瞞の完全排除が必要であるが、到底無理であろう。いわゆる原子力利権を完全解体できない状態での原子炉稼働は、善良な日本国民にとって
あまりにも危険であり、一基たりとも原子炉を運転してはならない。

(2)
電源の多角化を進めれば、原子力に頼らずともエネルギーの安全保障を確保することは可能である。海岸線に無防備な原子炉を配置する方が、安全保障上問題が大きいと考える。
もし、「使用済核燃料の軍事転用」を以ってエネルギーの安全保障を指すとすうのが本音なのであれば、電源目的を隠れ蓑に使わず、正直に国防目的であることを明示し、軍事目的で弾頭の
製造をすべきである。

(3)
地球温暖化問題については、実際のところ現在の地球は逆に寒冷化に向かっているのであり、CO2を削減する意味と必要性は全く認められない。使える化石燃料は可能な限り利用すれば良
い。したがって、いわゆるクリーンエネルギーとしての原子力の優位性は全く意味を持たないと考える。

(4)
原子炉の廃炉費用、事故時の賠償・原状回復関連費用、使用済核燃料の再処理・廃棄費用までを含めた、原子力のライフサイクルコストは実際のところ未知数であることを考えると、「原子力
が安価な電力である」とは到底認めることはできない。
また、ひとたび原子力事故が発生すれば、その周辺地域（或いは日本国の国土の大部分）の利用可能性を失うと同時に、日本国民の心身にも多大な危害を与えることとなり、産業の空洞化の
みならず、国土・国家の空洞化を招くことは明白である。

以上の理由から妥協の余地なく「ゼロシナリオ」を支持する。

41410 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発推進の現状に異議あり。科学技術に対して政治
判断などすべきではない。原発稼動・消費税アップ・
議員公務員優遇など利権に目がくらみ本来すべき仕
事をしていない。

これだけの事故を起こし、全く収束の見込みがつかないのに総理の出した収束宣言は笑止。その後のストレステストも何をやったのかさっぱり信用できない。そもそも福島で問題と浮かび上がっ
ているのは耐震に於いても太さわずか50mmのベント管の信頼性とSR弁の運用である。もし、断層の上の原発が地震の直撃を受けてこれら設備の脆弱な部分が破壊されたらどうなるのか？そ
ういった設備面での脆弱性を改良し、なおかつ熱が入るものを止めたことにより経年劣化が進行するパーツの交換を十分に行ったのか？それら情報公開が全くなされていないのに「政治判断
で稼動を決める」とはどういうことか？福島でさえも燃料プールからの使用済み燃料を取り出すのに1年以上かかると言われており、その作業にミスが起きたときの放射能汚染は計り知れない。
それらは設備の脆弱性と設計及び運用が「何も起こらない」ことを前提としているからではないのか？事実１年半が経ってようやっと作業計画が出た程度である。保安院含め全ての関連省庁は
原子力を扱うに値する能力と計画性、正しい判断と実行力に全く欠けている。老朽化した原発を延命するなど愚策中の愚策。「私が責任を取る」と総理は言うが、一体何をどうやって責任を取る
のだ？まさか辞任？いいや、そこまで言うなら原発へ行って復旧作業にあたって欲しい。この１年半、これだけの時間があれば高効率ガスタービン発電などの次期エネルギー開発をスタートで
きたのではないか？東電へ献金して消費税増税に狂走し、外国人参政権や中韓への献金、国会での韓国式水飲み、領土問題、議員数削減不実行、公務員優遇問題など、国民がして欲しくな
いことばかりしている。これほどまで信頼できない内閣総理大臣が歴史上居たであろうか？今の日本国政府は中韓の手先に成り果てたか？日本を元気にするつもりが全くないと判断する。正し
いことをできる人間を選出して欲しい。もういちど原点に帰って一からやり直しを求める。

41411 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発出来れば今すぐ0。火力発電でいいです。 福島が収束していない上に放射能が全国に拡散し続けている現状で、更に原発を稼働させるのはおかしい。
稼働させて目先の経済が潤うかもしれないが、福島をみれば経済への悪影響の方が甚大だと思う。
温暖化が嘘なのは国民もわかってきてるので、火力発電メインの政策で大丈夫です。
又、原発ゼロだと燃料費が上がるというのは本当なのか。
日本はアメリカよりも随分高い値段で石油やガスを買わされていると聞く。
正当な価格で燃料を調達する交渉など、燃料費を安くする努力をして欲しい。

41412 個人 家事専
業

４０代 女性 依存度0%の未来 原子力発電からの電気はほしくありません。稼働させて仮置き場に溜まっていくばかりの廃棄物はどうするのか示してもいません。廃棄物をどうするのかは世界中の問題なので日本が先頭に
たって技術を一番にするチャンスだとおもいます。すべての原発を廃炉へ。妄想と言われればそれまでですが、再稼働が続くと日本は世界中の核廃棄物処分場となってしまうのではないかと不
安がよぎります。国民が安心して暮らせる日本にしてください。

41413 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発ゼロシナリオ（即時） 国民に危険な可能性の大きな原発を廃止してください。
命あるものに優しい電気配給をお願いします。

41414 個人 自営業 ４０代 男性 原発は即刻廃止するべきです！！ なぜならば、

・原伊発は正しく運用されたとしても、３１１の震災を見てすでに明白なように常に想定外の脅威に晒されているからです。

・また根本的に安全にリサイクルできないものであるからです。

・後の世代に核の脅威を引き継がせてはなりません。
　100年後の子孫たちからうらまれるようなことをしてまで、この経済を保ちたいとは思いません。

　自分たちさえ良ければ、他の人、他の生物、地球がどうなってもいいなどとどうして思えるのでしょうか？

　人間としての尊厳を持って生きるためにも、人間の傲慢の象徴、原発は即時撤廃するべきです。

41415 個人 学生 １０代以
下

女性 ゼロシナリオを希望します。
一刻も早く、日本にあるすべての原子炉を廃炉にする
べきです。
一箇所で大規模発電を行うのではなく、電気の「地産
地消」をすべきなのではないでしょうか。

日本は自然災害の多い国です。そんな国に原子力発電ははたして有効な手段だったのでしょうか。
原子力発電はとてもデリケートな発電方法であると思います。使用済み燃料核棒の処理も大変困難です。

今、ゴーストタウンのようになっている福島の町は、もし福島第一原子力発電所が爆発し、放射性物質が漏れ出さなければ、それまで通り、人々が生活をしていたでしょう。
そのような人々が今なお故郷を離れて暮らさなければいけないのは、なぜでしょうか。もし原発がなかったら、と考えてしまいます。
私の家は、浜岡原発から約80kmの距離にあります。東海地震がおき、もし浜岡原発がメルトダウンしてしまったら、私の生まれ育った土地も住めなくなることでしょう。

最近では再生可能エネルギーが注目されています。例えば、太陽光発電を各家庭や企業で行えば、火力や原子力など大規模発電は必要ではなくなるのではないでしょうか。
原発以外にもさまざまな発電方法があります。これから私たちの世代、また次の世代、それ以降の世代もが安全に暮らせる社会を作るためならば、ローリスク・ローリターンをとるべきです。
経済発展も大切なことですが、それは国民の安全や命よりも優先すべきことなのでしょうか。

41416 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 選択肢の中では、3番目。エネルギー資源の調達自由
度の乏しい日本にとって、有力なソースである原子力
を捨てる判断は今すべきでない。また、全てのケース
で再生可能エネルギー依存が過大で、現実感に欠け
る。

日本のエネルギー資源はその太宗を海外に依存しており、石油・天然ガスにおいて顕著。イスラエルとイランとの武力衝突が起きれば、資源調達が一気に滞る。原子力燃料はその意味では調
達の自由度は高い。その原子力を外すという選択は、将来における日本のエネルギー資源の調達リスクを極めて高くしてしまう。
原子力発電に対する安全性の拡充は無論必要だし、個々の環境条件に応じた対応策は必要だが、そのような議論なしに、福島の事故が起こったゆえ、全ての原子力発電を否定するのは、少
なくともこれに代わる安定的なエネルギー資源の確保の目処がたつまでは、日本全体の総合的リスク管理の観点から、すべきでないと考える。
また再生可能エネルギー依存を高めるシナリオの現実性に疑問を感じる。その中核となっている太陽光発電は、多大な補助金によりある程度の進展は見せるだろうが、ドイツやスペインで起
こったことを踏まえると、このインセンティブ制度は早晩破綻する。また、長期間にわたる天候不順などに対して、当然バックアップが必要となることから、極めて稼働率の低い火力発電を構えて
おかなければならなくなる。果たして経済的に成り立つのであろうか。



41417 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 全原発の即時停止を希望します 意見としては大きくふたつあります。
1.私は原子力発電を即時に停止するべきと考えています。
2.ただし「３つの選択肢」を含め、今回の意見公募の方法に不備があると考えます。

以下、その詳細を説明します。

１.全原発の即時停止
私は原子力発電を早急に停止するべきと考えています。理由は主に３つ。
●使用済み核燃料、放射性廃棄物の処分について、未だに解決策が出ていない。もし最終処分場などが決まったとしても、何世代にも渡って管理をしていかなくてはならない。そんな中でこれ
以上、放射性廃棄物を増やすことはどう考えても理屈があわない。すでに出てしまった毒のゴミを捨てる場所や方法が見つかっておらず、それがわかっているのにゴミを出し続けるのは狂気の
沙汰だ。
●ウラン採掘の際に、採掘地が放射能汚染にさらされる。これは環境破壊の問題。そしてウランを輸入に頼っている日本においては国際問題でもある。
●原子力発電所作業員の被曝がさけられない。ずさんな管理体制や、下請けのシステムがそれをさらに深刻化させている。これは労働問題である。

これら以外にも、もちろん問題はあります。今回の福島第一原発の事故によって原発事故の恐ろしさを思い知らされました。人間が作るものに「絶対安全」はありえません。しかし、たとえ事故が
なくても原発はやめるべきです。その理由が以上の３点です。

２.意見公募の方法に不備があると考えます。
今回のパブリックコメント特別サイトには３つのシナリオが提示され、それを「検証するため」の視点や資料、有識者コメントなどが掲載されています。
しかし資料には説明不足と感じられる部分も多く、非常に読みづらいものでした。また３つのシナリオや「視点」も、議論をする前提として十分でないと思います。
たとえば「３つのシナリオ」の各説明のなかで「15シナリオ」「20～25シナリオ」には再処理がありうるとされています。しかし現状、六ヶ所村の再処理工場も高速増殖炉もんじゅも稼働しないまま、
核燃料サイクル政策自体が行き詰まっていることが書かれていません。これはこのサイトの重大な不備です。
また、このサイトでは「経済効率」や「地球温暖化問題」については語られていますが、私が上記１で述べたような「ウラン採掘地での汚染」「原発労働者の被曝」については触れていません。放
射性廃棄物の処理問題についても説明不十分と考えます。また「原発マネー頼みの自治体を作ってしまったことをどうするのか」という問題もあります。原発問題は「安全」「環境」「経済」だけの
問題ではありません。もっと複雑で、だからこそ早急に取り組むべきことなのだと思います。

以上が、このパブリックコメントサイトについての意見です。私はこのサイトの内容自体に不満があります。ただし、だからといって1.で述べた「全原発即時停止」という意見に変更はありません。

41418 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ゼロシナリオを支持します。原発依存度を0%にする時
期を定め高リスクのものから順次廃炉とすべきと考え
ます。代替策として再生可能エネルギーと発送配電分
離を推進し、生活者が電力を選べる世界の実現を望
みます。

原発を維持、あるいは拡大することは、国家戦略上のリスクであるとともに、コスト効果的にも見合わないものと考えます。エネルギー源が複数存在する中、これほどまでに国民の生活を破壊す
るリスクの高い原発を選択する必要はなく、依存度を早急に下げるべきと認識しています。その際、経年度や地震・津波リスク、地域の電力需給などを鑑み、既存の原発のリスク評価を行い、リ
スクの高いものから順次廃炉とすべきと考えます。一方で、気候変動問題は深刻な課題であり、再生可能エネルギーを始め、CO2排出量の少ないエネルギーの開発、普及も喫緊の課題です。
発送配電の分離を含む既存の電力体制を大幅に刷新するとともに、企業の再生可能エネルギーへの積極的な投資が可能となる支援制度のさらなる充実を求めます。
2030年には、欧州各国のように、自宅のエネルギー供給会社やエネルギー源を選べる社会になることを望みます。

41419 個人 家事専
業

４０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します。 日本は自然災害を避けることができない立地であり、原発施設が地震や竜巻などにより被害を受ける可能性が非常に高いのは周知の事実です。
ひとたび何かが起これば、周辺地域の多くの住民が移住をしなければならないだけでなく、日本全体が汚染の危機にさらされることが福島の事故でも証明されました。
国民の安全、美しい日本国土の保全を考えれば、安全なエネルギーへの移行は当然です。
ハワイ島などで行われている深層水を使った発電、あるいは地熱発電など、クリーンなエネルギーへと一刻も早く転換する必要があると考えます。

41420 個人 家事専
業

３０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します 福島の事故でみんな気づいています。
原発には安全など無い事を。
これからの未来の為にできることは原発をすべて廃炉にすることしか
無いと考えます。
これ以上の自然破壊は許されません。

すでに行き場のない膨大な原発ゴミをどうしますか？

お願いです。
このままだと人間らしい生活はできません。
原発は過去の物にしてもらいたいです。

41421 個人 学生 １０代以
下

女性 ゼロシナリオがいいです 原発のせいで、自分の学校にいけない子や友達と離ればなれになるのはイヤです。
これからは、太陽光をいっぱい増やしたいです。

41422 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオを選択します ゼロシナリオを選択します。

今回発生した福島第一原発事故の対応を見て、
一度事故が発生すると、人間の力で収束することが非常に困難であることがわかりました。

私は製造業に勤務していますが、どんなに優れた道具や機械でも、人体に危害を及ぼす恐れのあるものは、使用できません。
また、どんなに便利な薬品でも、人体に悪影響のあるものは労働安全衛生法により使用を制限されています。

原発も同じく、優れた発電システムであるのかもしれませんが、人体に大きな危害を与える可能性がある以上、使用すべきではありません。

一旦暴走した場合、停止することができないようなシステムは欠陥品です。
使用すべきではありません。

以上が、原発をゼロにすべきと考える理由です。

41423 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発依存即０％。大飯原発も即停止。すべての原発
の再稼働は認められない。電力は足りているはずで
ある。自然エネルギーの割合を増やすこと以上に、無
駄な電気を使わない省エネルギー社会をつくるべきで
ある。

原発をつくる際には、原発を止めたときのために火力発電所はあらかじめ作られているはずなので、いますぐ原発をとめたとしても、電力不足にはならないはず。地震国日本において絶対安全
は言えないのが、原発の現状である。事故により、福島では故郷を失った人全てに、これからの生活の保障と、土地の復旧ができないこいうことは、少なくとも現時点で原発を動かす資格はあり
ません。原発はすべて廃炉にしてください。処理の見通しがつかない、そのための費用もいくらかかるか分からない、増え続ける核廃棄物をこれ以上増やさないためにも原発は動かすべきでは
ない。そして自然エネルギーの促進も大事かもしれないが、あり余った電気を使わせようとする社会の動きを改めるべき。夜間電力の割引や大企業の電気代の割引はやめるべき。たくさん使え
ば使うほど、電気代は高くするべき。オール電化住宅が推奨されたり、学校など公共施設にＩＨ調理器具が入ったり、こういうのはおかしいと思う。

41424 個人 その他 ３０代 女性 原発０を支持します。
ただし、２０３０年ではなく、直ちに。

いつ来てもおかしくない大地震。少しくらい不便でも安心して暮らせる日本がいいです。

41425 個人 パート・
アルバイ
ト

６０代 男性 原発０％しかない。

　原子力の平和利用といわれてきたが、原発は、核兵
器に転用できるプルトニウムを保有するために必要と
されてきた。福島原発事故で、安全神話も崩壊した。

原発は０％以外に選択肢はない。

　半減期が7億年といわれているウラン235を核分裂させ、半減期が２万４千年のプルトニウムを生み出す原発。そのような途方もない負の遺産を、子孫に遺せない。誰がそんな先まで責任がと
れるのか？地球のためそこに生きるすべての生き物のため、新たなエネルギー政策へと転換するチャンスととらえたい。

41426 個人 その他 ４０代 男性 原子力発電からの即時撤退を支持します。不測の事
故の際のリスクが高すぎるからです。

原子力発電所を稼働させなくとも電力不足に陥ることがないのは、現在の需給状況からもはっきりしている。この機会に、事故や廃棄物処理の問題を抱え高リスクな原子力発電から一挙に撤退
し、再生可能エネルギーの開発・技術革新へシフトすることが将来にわたって賢い選択である。

41427 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を望みます。１日も早く原発を即
時停止してください。子どもたち、その先の未来の子
どもたちのためにもこれ以上地球を汚したくありませ
ん。

関西電力は原発を動かすのは電力不足のためでなく、会社の資産を守るためと明言したにも関わらず、国と電力会社はさも電力不足が起こるかのような空気を作り出し、ある意味国民をだま
し、脅し、大飯原発が再稼働しました。
確かに今すぐ全ての原発を永遠に停めることで、多少の電力不足は起こるのかもしれません。（火力を稼働させることで、電力不足は免れるという意見の方が説得力を感じますが。）
でも、日本国中見渡して、まだまだ節電は可能だと感じています。
原発であんな事故を起こしたにも関わらず、こんなにネオンが輝いていることが不思議でなりません。
誰かの利益を優先させて、人間が生きるためには不必要なところにまだまだ電気が使われているのではないでしょうか。

戦後の日本人が発揮した底力を、今もう一度私たちが見習うべきなのではないでしょうか。
経済優先ではなく自然に沿った新しい生き方へのシフトを。
日本人の技術力を活かした発電方法の開発を。

物事を変えるときに痛みが伴うことは自然の摂理だと思います。
私達がその痛みを感じるべきなのではないでしょうか。
後送りすることで、自分の子どもやその孫に押し付けるなんてナンセンスです。
今までの暮らしにありがとうと感謝して、その代償は支払うべきだと思います。
いのち以上に大切なものはありません。

41428 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロ！ 原発ゼロシナリオを望みます。
福島の事故で、原発は人間の手に追えないものだとはっきりと分かりました。
私は事故が起こった当時は妊娠初期で、土、空気、食べ物、水・・・汚染されたものがお腹の子どもに影響したらどうしようと非常に不安な日々を過ごしました。

また、核燃料のゴミの問題にも怒りを感じます。
地中に埋めて処理して目の前から見えなくしてもゴミが実際になくなった訳ではなく、しかも原発がある限りゴミは増えるばかり。１００年後、２００年後の人たちはかなり迷惑だと思います。

日本の技術力で原発に代わるエネルギーを作ることは可能なはず！
今すぐには無理でも、あきらめずに挑戦して欲しい。
そのためには私も協力、努力します。

これ以上地球を汚すのはやめましょう。
未来の全ての人たちのために、安心して暮らせる社会を望みます。

41429 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発０％ 福島原発の事故を二度と繰り返してはほしくない。
最終的な処理方法が確立されていないかぎり稼働させてほしくない。
未来の世代につけは回せない。

41430 個人 無職 ７０代 男性 事故の脅威から原発ゼロシナリオを支持する。自然
災害以外の要因による事故の可能性も否定できな
い。福島の事故は、一たび事故が起これば、安全確
保と施設の解体・無害化が如何に困難で長期に及ぶ
かの証明である。

１．原子力発電導入の経緯と技術革新の影の問題点
原子力発電は高度成長期を迎えつつあった日本に、原爆の惨禍をもたらした原子核分裂エネルギーの平和利用を錦の御旗に導入された。ウラン235を燃料とする原子力発電は、化石燃料資
源の乏しい日本にとって魅力ある選択肢とみなされた。更には、生ずる使用済み核燃料の再処理による核燃料サイクルが、資源と廃棄物問題を解決する一石二鳥の技術として国家の基幹プロ
ジェクトに採用された。しかし、かつて夢の物質とみなされたDDT、PCB、アスベストが様々な健康被害をもたらしたように、往々にして技術革新はメリットがもてはやされてからしばらく経って、
様々な問題が露見してくるものである。

２．原発から生じる廃棄物の問題
原子力発電の場合、最初から廃棄物処理はブラックボックスの中であったが、発電によるメリットのみ強調され、廃棄物の問題は後から何とかなるだろうと放置されたに等しかった。その結果と
して各原発で使用済み核燃料が溜まり続け、周知のように福島第一原発４号機で深刻な事態を生じている。一部については再処理が進められたが、得られたプルトニウムを燃料とする高速増
殖炉は、もんじゅに見られるように危険性が大きすぎ、信頼できるエネルギー獲得手段とはとてもみなせない。その結果、日本には長崎型原爆5000発分のプルトニウムが蓄積されているという。

３．原発事故の脅威
廃棄物の問題とともに憂慮されるのが事故による放射能汚染の拡散である。スリーマイル島原発（米）、チェルノブイリ原発（旧ソ連）の事故は、原子力発電依存に強い警鐘を鳴らしたが、歳月
の流れや地球温暖化問題を追い風にした原子力ルネッサンスによって、原発の潜在的危険性に対する認識が薄れつつあるところで、福島第一原発の事故が起こった。日本の原子力技術の優
秀さを過信し、安全神話に浸りきっていたことのつけであるが、事故後に様々な安全対策が軽視されてきたことが次々と露見してきている。想定外の地震、想定外の津波であったことを理由に
安全対策の強化が叫ばれている。しかしそれで安全が確保される保証はないうえ、地震や津波以外の要因による事故の可能性（機器の劣化、コンピューターの誤作動、人為的ミス、恣意的誤
操作、航空機の落下、テロリスト攻撃、サイバー攻撃等々）を完全には否定できない。福島第一原発の事故は、ひとたび事故が起こった際の安全確保と施設の解体・無害化が如何に困難で長
期に及ぶかを証明している。次に事故が起こるのは日本ではないかも知れない。それがどこの国であれ、周辺地域の汚染と健康被害は不可避である。それを対岸の火事と座視してよいであろ
うか。日本はエネルギーシナリオ１を選択し、2030年より可及的に早く原発ゼロ達成を目指し、国際的にも脱原発に向けてリーダーシップを発揮すべきである。

４．代替えエネルギーについて
エネルギーシナリオ１では、代替えエネルギーとしての石炭火力依存の増加と、代替えエネルギー開発のための経済負担増を問題視する向きがある。しかしこのような見方は既得権維持をね
らう原子力に密着した政・官・業・学界の意向の反映にほかならない。再生可能エネルギーは高くつくといわれるが、その開発は世界の潮流となり、大きなビジネスチャンスと雇用の創出が期待
されている。発送電の分離は再生可能エネルギー普及に不可欠である。人工光合成の研究にも大きな期待が寄せられる。その応用として水からエネルギー源として水素を取り出すとか、地球
温暖化の元凶とされている二酸化炭素を資源として利用することが可能になるであろう。

５．省エネと新しい価値観に基づく社会
省エネの推進も重要である。省エネというと、多くの消費することが豊かさと幸せの象徴であるかのようにみなされる現代社会において、少しだけエネルギー消費を減らす考え方であり、価値観
を大きく変えるものではなかった。福島の事故は我々に真の豊かさは何か考え直すきっかけにもなった。シナリオ１は新しい価値観に基づく社会への転換点にふさわしいものである。

41431 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 電力会社の発送電分離（自由化）及び、原子力発電
所の全廃～自然エネルギーへのすみやかな転換を
図ってほしい。

電力会社が独占され、競争がないことが硬直した体制を生み出し、一般の感覚からかけ離れた対応に終始した原因であることは間違いありません。自由主義経済の元では複数の企業間競争
の中でこそ、他人から見られているという意識が生まれ、品質から危機管理まで含めたクオリティ向上へとつながっています。また、電力会社を集約して安定化を図るというのも、現状では役割
を終えたと思います。国には発送電分離/自由化を促し、そのうえで危険性の高い原子力発電を止め、具体的に○年後に全廃すると国民に確約し、そのうえでの段階的廃炉していただきたい
（老朽化だったり危険な断層上に立っているものはもう動かさない）と思います。今こそエネルギーの民間参入まで視野に入れた政策をかたちづくる義務があります。その際は太陽光/風力/地
熱等自然エネルギーへの研究への予算を拡充し、英知を結集し、現在原子力で起こす発電量に等しいエネルギーを作れるまでにしてもらいたいです。



41432 個人 学生 ２０代 女性 選択肢から選ぶとすれば『2030年原発ゼロシナリオ』
ですが、示された選択肢は一方的ですね。私は今か
ら廃炉を進めるべきだと考えます。

放射性物質は安全ですか？
答えは「いいえ」ですよね？
福島第一原発の事故による放射能汚染は明らかです。
事故後、誰も始末できません。責任があっても、責任なんてとれません。政府も企業も私も、誰もどうすることもできないのです。放射能は見境なく生き物の遺伝子を壊します。
そこに楽しみも喜びも生まれません。危険なのです。

それを利用する原発を造った政府、再稼動した政府に票を投じたことがありません。現在20歳ですが、私自身の命に関わる事が勝手に決められています。決めている少数の人はすぐ老いてい
なくなるのに、私の未来を絶望だらけにしようとしています。「38歳になる頃に原発ゼロ」。なんて現実味のない言葉でしょうか。今日から始めたとしても終わりの見えない廃炉作業。だからこそ向
き合うべき時は“今”なのです。時間、金、苦しみの伴う廃炉を進める勇気を。「今から廃炉」という選択肢を提示すると共に支持します。

41433 個人 学生 ２０代 男性 原発はゼロが望ましいが必要悪である。経済への影
響を考慮し、段階的に様々な種類の再生可能エネル
ギーやメタンハイドレードの開発により原発依存度を
下げていくべき。また再生エネの普及には規制緩和も
必要である。

 福島第一原発の事故を受けて、原発はない方がいいと思う日本人は圧倒的多数だろう。しかし、このまま原発を止め続ければ電力不足に陥り、工場等の海外移転、産業の空洞化、日本人の
雇用崩壊を招く。そのため、将来的には原発ゼロまたは原発依存度を下げることを目標に、再生可能エネルギーやメタンハイドレードの開発に力を入れるべきである。
 再生可能エネルギーについては、日本では太陽光発電だけに目が行きがちであるが、火山国である日本では地熱発電の方が有望である。日本における地熱発電のポテンシャルは原発１００
基分以上とも言われている。しかし、地熱発電の候補地の多くが国立公園に指定されているため、法規制が開発の壁になっており、また温泉地の反対も強い。前者については規制緩和をすべ
きであり、後者については科学的根拠に基づく検討が必要だろう。
 また、洋上風力発電なども実験のためにも許可が必要という規制のために研究さえ進まず、イギリスに遅れをとっている。ほかにも中小規模の小川にも設置できるマイクロ水力発電などがあ
り、技術的には解決しているが、水力発電事業は電気保安規制、水資源利用規制、主任技術者の選任義務等、多種の規制があり、これが普及を妨げている。徹底的な規制緩和をして、個人で
も設置できるようにすべきだろう。また、周辺の海に囲まれた海洋国家である日本では、波力発電、海洋温度差発電、塩分温度差発電といった海を利用した発電も有望である。こうした再生可
能エネルギーの開発を補助し、また実証実験や実用化のための規制を緩和（環境影響評価の迅速化など）することで、再生可能エネルギーを日本の新たな産業として発展させるべきである。
 ほかに、日本近海に大量に埋蔵されているメタンハイドレードの開発（特に日本海側）を急げば、火力発電だけで原発の代替は可能である。もっとも、温室効果ガスが増えるというデメリットがあ
るので、再生可能エネルギー開発と同時並行で進めるべきである。
 さらに、同じ原子力でも現行のウランの核分裂型とは異なり、臨界という連鎖反応がなく、メルトダウンのリスクがなく、高レベル核廃棄物が生じない、水素の核融合型の原発の開発も進めるべ
きである（もっともこれが実用化されるのは今世紀後半とされている）。

41434 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 2030年原発比率ゼロを選択します。原子力発電は再
稼働したものを直ちに止め、今すぐ全基を廃炉にする
べきと思います。

事故を起こせば放射能という消せない毒を出す、ましてや、核ゴミ処理の方法も確立されていない、福島第１原発事故の収束もままならない、そう云うこと全部明らかに国民に説明もせずに大飯
原発再稼働・・・すべてが間違っています。私たち国民は安全な電気を選択し使用する権利を、安全な国内農産物水産物を消費する権利をもっているはずです。原発発電のコストについても、
安全面でだけ考えても割が合わないのでは。夏のお盆前の電力使用ピークもすぎ、電気は不足していないこともわかったのでは。今回「2030年原発比率ゼロ」を選択しましたが、2030年といわ
ず今すぐ即刻全基を廃炉にお願いします。原発の輸出も止めて下さい。そして安全な太陽光・バイオマス・小規模水力・スマートグリッドの開発に日本の技術を集めて完成させ、世界中の人を幸
せにすることが”被爆（被曝）国・日本”のこれからの役割だと思います。よろしくお願いします！

41435 個人 法人等 ６０代 男性 原発は要らない。事故が生起すると過去、現代と繋
がって来た時間を、未来へと繋げていけない。こんな
ことが許されるわけがない。それと、人類はいまだ原
子力を制御できないでいる。そんなものを使うべきで
ない。

今回の福島原発事故に鑑み、原発は要らないということを強く実感しました。なぜなら、原発事故が、広島や長崎に投下された原爆と同様に、多くの方を犠牲にし、これから生まれてくる者にも
影響を与えることや先祖伝来の土地やその土地の文化が突然亡くなってしまう、途切れてしまうという現実を見ると、原発による眼前の益より、目に見えない放射線に苦しみ、これから生まれて
くる人をも苦しめ、今までつないできたその土地に息づく文化や伝統を失うことのほうがはるかに損失が大きいからです。それに、人類は原発というか原子力を未だコントロールできてないし、で
きないでいる。それなのに原発は安全だと国民を欺いてきた政府や原子力ムラの関係者の方に憤りすら感じます。マーク１型は、当時の設計者が自分の設計の欠陥を認め、というか原子力の
制御ができないということに気づき、廃炉を求めているにもかかわらず、日本政府はいまだにその原発さえ廃炉にしようとしない。
このようなことを考えると経済的な理由や地球温暖化抑止の観点から原発を存続させるよりも、原発をなくし、再生可能エネルギーに転換していくことこそが、原爆を経験し、原爆の恐ろしさと原
発事故による痛みを知る日本の取るべき道であると考えます。

41436 個人 無職 ４０代 女性 原子力発電は即刻廃止。 ・福島の原発事故が解決していない。
・今後万が一原発事故があった場合、リスクとコストが大きすぎる。
・使用済み核燃料の問題が解決していない。今後解決する見込みがない。
・責任の所在がはっきりしない。

41437 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 なるべく早期に日本の全原発を停止し、ほかのエネル
ギーにシフトしていくべきです。

なるべく早期に日本の全原発を停止し、ほかのエネルギーにシフトしていくべきです。
福島第一の事故が全く収束しておらず、今も高線量の地域の子どもたちを避難させられていないままなのに、それを無視してほかの原発を再稼働させるなんて、国民は絶対に絶対に認めてい
ません。

41438 個人 自営業 ５０代 女性 原子力発電は今や未来のエネルギーとして、考えるこ
とは出来ない。日本は、原発技術を開発するのは止
めて、代替のエネルギー開発に力を注ぐべきである。
このことが、今日本のやるべき正しい方向性である。

　原子力というのは、人類の身近な生活の中に組み込まれるには、あまりにも危険な物質である。これまでの外国の深刻な事故例に学習することなく、原子力政策を迷うことなく進めてきた結果
の福島の事故、この責任をどのように歴代の首相は、取るのか、強く問いたい。誰が考えても責任を取れるものではないから、あまり、この責任問題を問う人はいないが、わたしは、歴代の原子
力政策を強く推し進めてきた首相、政治家要人は、全て個人資産を没収するぐらいの責任を問われてもいいのでは？と思っている。実際はそんなものでは、とても責任を果たせるものではない
が。　後々の人々の健康、食べ物への影響、土地を追われた人々、核廃棄物の問題、などなど、このような負の問題を切り捨ててまでも、
大飯原発を再稼動させた野田首相は、わたしの全責任で、と言ったが、万一の場合取る責任とは、どのようなものなのか、はっきりと明言してもらいたい。

　人間の幸福とは？という命題に常に立ち返って考えてもらいたい。確かにお金があれば、人々はにこにこ、笑顔である。でもそれは一時的な表面でのしあわせ感である事を、もうそろそろ理解
できる時代ではないだろうか。
　原子力発電はもういらない。事故なく稼動したとしても核廃棄物の問題など、課題山積のシロモノである。原発の近くに住む女性は結婚も破談になり、原子力施設で働く日雇い労働者は、がん
で亡くなる。このような裏の部分にもどうか目を向け、真剣に考えてて欲しい。
　広島、長崎で、日本人は平和を願って生きてきた。そして、東日本大震災に伴って起きた、深刻な原発事故。日本はまた大きな転換点にある。人間の幸福とは、経済が第一にきてはならないこ
とを多くの人がはっきりとわが身に受けたはずである。
　原子力技術の輸出を止めて欲しい。日本は、日本に必要な、地球を傷つけない、エネルギーの開発に力を注いで欲しい。これが日本に与えられた今の課題であると、強く思います。

41439 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 男性 全原発の即時廃炉に始まる脱原発路線への切り替え
と未来に誇れる自然エネルギーの推進

3.11で原子力発電は脆くて人を不幸にするエネルギーシステムだという事がはっきりとわかったから。福島県民の家故郷を奪ってしまった事。私の故郷ではないが私の故郷にも原発があるので
他人事とは思えない。たかだか電気のせいで故郷を奪われる事があってはならない。そもそも火力発電で去年は乗り越えたにもかかわらず原発を稼働し続けて次に地震が起きたときに無事で
いられる保証はない。
二度と起こしたくないし起こさないようにするべきです。現在も復興の妨げになっている原子力発電を一刻も早く破棄する事で新しく前に進む事を強く望みます。

41440 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 2015年までに原発をゼロにしてください！ 子供達のため、将来の日本、世界のためにエネルギーの転換をお願いします。

原子力発電は危険です。地球のためにやめましょう。

41441 個人 パート・
アルバイ

３０代 女性 私は　(1)原発ゼロシナリオ　を選択します。 自然に感謝し、大切にする選択がなされることを祈っております。

41442 個人 学生 １０代以
下

女性 原発はいりません。 ０シナリオじゃないといやです。
地球を人が住めなくしてもいい事はないです。
まだ宇宙に住めそうもないし。

41443 個人 学生 １０代以
下

男性 原子力を一定割合以上で維持すべきです。示されて
いるエネルギーの選択肢は特に再生可能エネルギー
や省エネルギーでどれも実現不可能に見え、それが
可能と強弁する大臣が信用できません。

　示されている選択肢の特に再生可能エネルギーや省エネルギーはとても可能とは思えません。風力、太陽光を劇的に増やすのが本当に可能でしょうか。省エネで、石油ストーブを禁止なん
て、青森ではありえません。とても本気で将来のエネルギーを考えているとは思えません。
　原発ゼロでもむしろ経済にはプラスなどと大臣が発言していますが、そのような試算結果はなく、逆の結果を示しているのに、そのように根拠もなく発言しているところからも、信用できません。
　原発を減らした場合、その分は結局化石燃料にシフトするだけではないでしょうか。その場合の温暖化への影響を考えると、とても原発ゼロとは言えません。
　普段の生活に不可欠な電気について、「エネルギー源を代えようとしたけど結局うまくいかなかった」ではすみません。私たちの将来の生活を、非現実的な夢想論で台無しにしないで下さい。
　あり得ないほど誇張された危険性に怯えた感情的な意見に流されることなく、もっと現実をみた判断をしてください。

41444 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 今後の日本のエネルギー戦略において原子力発電は
いらない。現在稼働している原子力発電所も即刻稼
働を停止すべき。

電力を安定供給できないとか大規模停電の恐れがあるとか、本当にそれが起こったとして社会がパニックになるとか、仮定の話をする以前に、現在、今この時も福島の人たちは耐え難い苦痛・
不安に苦しみ続け、語弊を恐れず言うと、それに慣れてきてしまっているというこの現状を考えると、そもそも再稼働していいはずがない。日本人のつながり・思いやりを今こそ信じる時だと思う。

41445 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロシナリオを選択します。原発は危険であり、
国民の多くは、放射能の線量が高い場所に好んで住
み、汚染された食べ物を喜んで食べたりしません。国
土は人が住むためにあります。

再び地震などが起こり、原発から放射能が拡散される状況になってしまったら、また立ち入り警戒区域が増え、人が住み、生産活動を行う国土が狭い日本からどんどんなくなります。
国土整備、治水といった国が行ってきた事が空間ごと持っていかれ、今年の春は、警戒区域での花見を放射能防護服を着て、撮影している光景がありました。

福島原発の事故が、たまたまあの程度の地震・津波であったから全てがメルトダウンする事なく現在に至っていると思います。気象においても、ゲリラ豪雨など国交省など国の予測を超えた災
害が起こっている近年において、地震・津波などあの3月11日より巨大な事が起こった場合、今後原子力に対してお金をかけて安全対策を行って絶対安全といえるでしょうか。
プラントに関わる仕事をしていますので、細かな配管、各部品の繋ぎ目などまで、巨額の費用を投じて、時間をかけて、どこまで安全な物ができるのでしょうか。
堅牢な設計の格納容器ですらあの有様です。いざという時の安全対策に給水などいろいろな外部要因も完全でなくてはなりません。

一方、将来の国を考え、廃炉を今後行っていくにしても、まだ方法すら決まっていない状態で時間もかかっていきます。

原発だけで、福島原発事故以降から、こんなに時間もお金もかかるものに
関わっていては国のエネルギー・環境に対しての未来はありません。
分散型エネルギーといっても、気付いたら自家用車が緊急電源になるような時代になっていました。地方自治体などによるバイオガスエネルギーなど、個々の事業者、家庭、建物で出来る分散
型エネルギーを国が押し上げていけば、原発に頼る事無いエネルギーを作り出していけると思います。また、そうした所に時間も人も注力してスピーディに進めていくべきと思います。

広島・長崎の原爆による放射能の被害を、戦後国内、国外へとメッセージを訴え続けてきた日本が、放射能をどう考えるかは世界が見ているはずです。

41446 個人 自営業 ６０代 女性 経済より国民の健康とQOLを第一に考えて、原子力
発電を廃止し、ほかの発電方法をいますぐ実施する
べし。

大飯原発を再開したのは、日本の経済の安定と発展、国民の生活水準の維持のためという理由があげられましたが、健康と命を犠牲にして、なんのための経済の発展でしょうか？　本末転倒
です。いますぐ原発を完全に廃止し、それに変わる地熱、風力、海の波の力、太陽熱など、自然の恵をエネルギーに代える政策を実施するべきです。為政者はドイツの太陽熱、スウェーデンの
バイオマス、デンマークの風力、アイスランドの地熱発電など、すでに原子力に変わるエネルギーで国民生活の安全と産業の継続に成功している国に謙虚に学んで下さい。また代替エネルギー
の研究を奨励し、研究者たちを象牙の塔から放ち、研究をどんどん実験させ、良い結果を政策として実施するべきです。ドイツではすべての新しい建築物は太陽熱をエネルギー源にするように
奨励され、そのための補助金も多額に政府が支給するとのこと。代替エネルギー開発と実施は、新しい雇用も生みます。産業の活性化にも繋がるはずです。いますぐ原子力による発電をやめ、
新しい政策のもと、代替エネルギー研究、開発、実施に切り替えてください。

41447 個人 無職 ３０代 女性 原発以外の新しい方法をなぜ研究、推進しようとしな
いのですか？

3.11東日本大震災で福島の原発は壊滅的な打撃を受けました。
多くの人が避難を余儀なくされました。
それでも、これからの日本の電力を原発に頼らなければいけない理由は何ですか？

2012年、いろんな会社が様々な取り組みの中で原発に依存しない、クリーンエネルギーの開発に多くの人が尽力しています。

放射能という大きな爆弾を抱えた状態で未来の子供たちにまたつらい思いをさせるつもりですか？

日本は地震国です。私の住む近くでもいつまた大地震が起きるかわかりません。
このままだと日本はいずれなくなるでしょう。放射能大拡散の罪を償うためにいろんなお金が出ていくことでしょう。日本の信頼もなくなることでしょう。

子供たちに負の遺産を背負わせ続けますか？

もっと新しいエネルギーの確保をしようと努力している団体、個人、会社などに国から援助できないのでしょうか。

未来の子供たちを守るため。よろしくお願いします。

41448 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発は最短で全廃すべき。そのため、便座の保温・多
すぎる道路の信号など世界で類を見ない異様な電力
使用先を検証し直し電力の使用量を正しく算定し公正
な第三者検証機関を通じ公表しなければならない。

以前、動燃・原研など原発の上流機関で仕事をすることが多々あった。当時現場では厳しい管理がなされていた。しかし、同時に核廃棄物の不法投棄や、放射線量測定のいい加減な行為が平
行して存在する実態を多々目撃した。
福島原発も立地選択の重要要素に「高台」と言う項目があったのに建設時に重機の運搬を行うために「高台」を削り現在の高さにした・・・と言う報告もある。
また、原発の無いシンガポールなどの電気料金が日本より安いとも言われている。
以上のように、現在の日本には利権とお役所仕事にまみれた管理組織しかなくとうてい原発のような危険な物を維持する能力はない。福島の現状を見ても、全くと言っていいほど状況は改善さ
れていない。この現状で原発再稼働などを強行している現政府・電力会社の行為は亡国の行為以外の何物でもない。
　また、中国や南北朝鮮の手先としか思えない小沢代議士のような連中も原発反対を唱えているが、このような連中は日本の国力を削減することや単に人気取りのためのものである。これらの
術中にはまらないよう本当に必要な電力量の算定・それに対応した代替え発電の対応と燃料の適正価格での輸入に早く対応してもらいたい。

41449 個人 無職 ６０代 女性 原発は不要なので早期に廃棄しなくてはならない 原発を廃炉にするには困難な作業を伴うので　そのために人的、経済的負担がかかるので　再稼働などしないで即刻廃炉への努力をしなくてはならない
たとえ何年掛かっても　今からその努力をしなくてはならない

41450 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 「(1)ゼロシナリオ」を支持します。福島原発事故は私
たちや私たちの土地、食べ物に死の灰をまき散らしま
した。その責任は脱原発でしか果たせません。

福島第一原発事故のその原因が人災であり、いまだ収束していないにも関わらず大飯原発の再稼働を推し進めたことは正気の沙汰とは思えません。誰のための再稼働でしょうか。私たち国民
は子どもの未来のために節電、電力への意識改革の覚悟はできています。また国民の意見を聞くための意見公聴会での電力社員の会社を代表した発言をなぜ止めなかったのか。誰のための
政治なのですか？電力会社、政府は今こそ国民の覚悟に耳を傾けるべきです。天文学的な量の放射能がばらまかれました。国際的な謝罪も含め、脱原発は日本の責任ではないでしょうか。野
田首相を筆頭に今の政治には民意など微塵も感じません。幼い体の小さい子どもが外で遊ぶ、地産の食物を食べる、どちらも心身の成長に欠かせません。それが１年以上も脅かされているの
です。他国の核兵器について唯一の被爆国として反対している日本がこれほど原発に依存していたとは残念でなりません。核兵器も原発も同じなのです。子どもたちに受け継がれる土地をこれ
以上汚してはいけません。

41451 個人 自営業 ４０代 女性 「原発ゼロシナリオ」しかありません。
そのために、持続可能な自然エネルギー利用の技術
開発をめざしましょう。

2030年までといわず「できるだけ早期に原発ゼロ」にすべきだと考えています。

いくつもの指摘があると思いますが、この夏の節電の風潮でエアコンの使用控えは広がっています。おかげで室外機からの排熱による暑さ・熱さがかなり減ったというのが体感できています。そ
のため、暑さをがまんしてエアコンを控えているのではなく、我慢できる程度の暑さだと感じています。
ということは、少しの積み重ねが大きな成果をもたらしていることを考えると、省エネの想定量ももっと大きくなるのではないか、と推察しています。

日本の技術力・開発力を持ってすれば、小規模の自然エネルギーによる発電を、もっとスピーディに効率良く広げていくことができるのではないかと思います。
原発に頼らない持続可能な自然エネルギーを推進していくことで、発電コストは下げられるのではないでしょうか。

何もしなくても、使用済み核燃料の保管その他に膨大なコストが掛かります。管理も大変です。これ以上、扱いの難しいものを生み出す必要はありません。

できるだけ早い時期に原発ゼロを目指しましょう。
ヨーロッパ等で既に原発ゼロを宣言している国の事例などを元に、より効率良くシフトしていく工夫や開発力が日本にはあります。
新しい技術で、技術大国ニッポンを確立していく、という目標で進んで欲しいです。

41452 個人 無職 ７０代 男性 福島原発事故の原因がはっきりせず、その対処法が
未だに試行錯誤を繰り返している中で大飯威原発の
再稼働は、絶対にしてはならないと思う。今は脱原発
に舵を切るべき時だ。

原発は０％にするべし。最終処理のめども立たないものを作り続ける愚を犯してはならない。自然エネルギーの開発、普及に全力を傾注するべきだ。社会全体も今生活を見直し、節電を呼びか
ければやっていけることがこの夏の経験から言えると思う。次の世代につけを回すようなことはできるだけするべきではない。



41453 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原子力発電は永久に放棄すべきである。 あらゆろ生命の脅威となっている放射能。
放射能を発生させる核燃料を使用し、使用済みのゴミの処理方法も確立できていない現状を考えると、二度と原子力発電を稼働させてはいけない。

41454 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ２０～２５％シナリオがもっとも妥当。今も使える原発
を止めてガスを燃やし電気を作っている。年間数兆円
の国富をドブに捨てている。将来、電気料金が２倍に
なり、ものづくりが日本から消滅してしまう事を懸念。

結論：３つの選択肢の中では、２０～２５％シナリオがもっとも妥当と思います。
　「たかが電気」といいますが、されど電気、ではないでしょうか。
　一部のメディアは大飯の再稼動に経済至上主義と批判的ですが、電気が経済のエンジンであり、経済が社会のエンジンであるのは明白であり、それなくして、われわれの生活や命も、また立
ち行かなくなるのも明白です。首相の再稼動の判断は英断であったと思います。
　今この瞬間も使えるはずの原発が止まっているため、ガスや石油を燃やして電気を作っています。それらは日本ではほとんど産しないので海外から買っているのですよね。ある意味、年間３～
４兆円の国富をドブに捨てているのです。
　さらに、非現実的なシナリオを選択してしまって、将来、電気料金が２倍になって、ものづくりがこの国から消滅（企業は海外移転）してしまえば、多くの人々が幸せな生活というのも難しいと思
います。私たちは、仙人ではないのです。
　国の将来を決める立場の方が、大衆迎合主義に堕ちることなく、冷静に、現実的な判断を下されることを願うばかりです。

41455 個人 家事専
業

３０代 女性 原発依存ゼロを希望します！！！ 放射能から避難して１年半になろうとしています
生活している県民、市民はいるけれど、国が本当のことを震災直後から伝えていれば、このようなことにはならなかったと思っています

いったい、どれくらいの人びとを苦しめたら、国は気がついてくれるのでしょうか
福井県大飯原発を稼働して、ひっそりと火力発電止めていた行為がさらに被災した福島県民を苦しめ、悲しめ、裏切っているんです
誰のための原発なんでしょうか
本当に必要なんでしょうか

稼働しなくとも危険は大きいのを誰もが知っていて
稼働する必要があるのでしょうか

未来の子どもたち、まだ生まれてきていない子どもたちが
苦しまないためにも原発は直ちに廃炉へと進めるべきです

この声が国に届いてくれることを願っています

41456 個人 自営業 ６０代 男性 (1)　2030年段階の全電源に占める原発の比率につい
て(1)0％を選びます。
(2)　原発の技術者を育成し増やす。
(3)　代替エネルギーとして地熱発電が適している
と思います。

(1)　福島の原発事故があまりにもひどかったので　　　(1)の0％を選びました。現在人間がコントロール　　できない技術は使うべきではないと考えます。

(2)　原発は停止しても、放射能の脅威は続くの　　　　で、原子力技術の研究が必要だから。
(3)　太陽光、風力発電は天候に影響されるので。

41457 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発０を指示。 3・11で日本は全滅し灰と化していたはずだ。たまたま４号機で行われていた工事が遅れていたことで救われた。しかし、偶然は二度とない。今私たちの与えられている生活環境は今日からすぐ
にでもゼロエネルギーに切り替えないと４０年後には維持出来ないと言われている。人間が科学を過信してきたことに対するツケは必ず回ってくる。廃棄物に問題もある。発展途上国に処理をお
しつけてもいいのか。地中深く埋めても地球環境に影響がないわけはない。処分できないものをなぜ作るのか。できることは他にある。利潤を貪ってきた原発マフィアの三大メーカーも２５％の原
発シェアにしがみつかせるより省エネ家電の売り上げを上げてやるほうがいい。不振と言われる建築業界に冷暖房負荷を大きく下げるための断熱工事を普及させる。また、電力の供給を抑え
環境の負荷を下げて行かなければ環境は破壊の一途を辿り二度と戻ってこない。私たちは健康の維持が出来ないだけでなく、もはやヒートアップにより快適な暮らしすら出来なくなっているのだ
から。福島原発の大気汚染の状況はまだ先にならないとわからないが多くの人命が失われていくかもしれない。国の賠償責任もある。政府は私たちの税金を使って東電株を買っているが、今後
もあるかもしれない事故に対して責任が取れるのか。国家予算など半分が借金のこの国にそんな能力があるわけない。もう一度あれば、国庫は破産するだろう。その時には日本が灰になって
いるからなんの意味もないかもしれないが。日本の子どもたちに未来を残しなさい。

41458 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します。理由は、原子力発電
のリスクが、高すぎるからです。東日本大震災で、明
るみにでた、様々な危険性を、避けて通ることは至極
当然と考えます。2030年でも、遅いと思います。

原発ゼロシナリオを選択します。その理由としては、核分裂の際に、莫大な熱エネルギーを放出し、冷やし続けられない場合に、手に負えない状態になることと、その際に放出される放射能に
よって、人間の健康、自然界への悪影響を与えることが、明らかになっているためです。日本は、原子力爆弾の投下、原子力発電の爆発によって、その人体への危険性をわかっています。まし
てや、その使用済み燃料を処分する手だてが見つかりません。チェルノブイリのセシウムの半減期も予測よりも長いことが、明らかになっています。この状況下で、どうして原子力発電を使い続
ける選択がありましょうか。無いはずです。私は、建築の仕事に携わっています。如何に暮らすべきか、生きるべきか考え続け、生きていきたいです。そのためにも、この大地を汚染する可能性
は、選択すべきでは無く、一日も早く、原子力発電をやめるべきです。

41459 個人 法人等 ６０代 男性 原発のない国をめざすのが、当然です 原発は、いったん事故が起きると、制御出来ないことは良く分かりました。また、その被害があまりに甚大であることもよく分かりました。福島は、日本そのものの破局を、奇跡的に免れたのだと
思います。事故を防止する「五重の壁」も、無かったことが良く分かった以上、原発のない国をめざすのが、当然です

41460 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発ゼロシナリオに賛成！ 安全に処理できない副産物が発生する原発を稼働させ、いつ起こるかわからない「予測できない事態」に怯えながら暮らすより、省エネを心掛けながら、平和に暮らし、子供たちが安心して過ご
せる将来を残すことが大切だと思う。
破壊するのは簡単だけど、再生させるのは、莫大な時間とエネルギーが必要です。
核の恐ろしさを一番知っている日本が、一部の目先の利益に囚われてしまうのは愚かしいことです。

41461 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます。 原発ゼロシナリオを選びます。

今すぐに全ての原発を止めるべきです。

原発に反対する人は「サルだ」と言う人がいますが、手に負えないものを正しく恐れることこそ人間の証しだと思います。

41462 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 「０シナリオ」に賛同します。 昨年の東日本大震災による福島第一原発事故で、原発の安全神話は完全に崩壊したと思います。
また、福島第一原発事故の収束もしない段階での大飯原発３、４号機の再稼働にも驚いています。
「国民の暮らしのための再稼働」とされましたが、本当に電力が不足し、経済的にも悪影響が出るのであれば、どんな立場の研究者、学者でも結論は同じものだと思います。
しかし、人によって違う見解を述べられたり、新聞をはじめ各マスメディアでの報じ方も偏ったものになっていることに不信感もつのりました。

莫大なお金を使って原発の開発、研究をするのであれば、地熱燃料をはじめ少しでも可能性のあるエネルギーの研究、開発に力を注ぐべきだと思います。
地震国である日本には原発は不向きであり、核廃棄物の処理問題などを考えると原発は要りません。

何をさておいても「命」があってこそです。危険と背中合わせのくらしはのぞみません。
これを機にくらしの在り方も考えていくべきだと思います。

41463 個人 自営業 ４０代 男性 原子力はいらない これだけ、危険な不安な、どうしたらいいのか分からない福島に住んでいて、原子力が必要な理由がどこにあるのでしょうか。原発は無くても充分やっていけるはずです。
例えば、「今後、住宅を建設する場合、その屋根には太陽光発電をつけなければならない」法律があってもいいと思う。

41464 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 脱原発シナリオを支持します 今後のエネルギー政策に関して、特に発電に関する事項に関しては、脱原発の方向で進めていただくことを強く希望します。
ひとつめの理由は、広島に住んでいたもの、そこで被爆者の方のお話を聞いた経験から、原子力による被害は、一瞬では終わらず、一生ついてくるということ、そしてそれによる身体的な被害に
加え、周囲からの差別など精神的な問題も引き起こす可能性が非常に高いことを実感したためです。今、原子力による発電をやめ、代替エネルギーに乗り換えることで、今後の世代にこの可能
性を残すことなく、生きていく機会を与えることになります。

ふたつめは、日本には代替エネルギーとして用いることができる資源があるからです。それは地熱発電です。
現在、地熱発電の開発を阻害しているのは、温泉業者及び地権者と、開発者の対話が持たれないこと、また地熱に適した土地が孤立公園内に多く、開発に規制がかかっていることです。
温泉業者の方々は、温泉に不純物が入ること、それにより訪れる地￥人数が減少することを懸念しているそうです。しかし、地熱発電は「温泉」を利用するのではなく、あくまで「地熱」を利用する
ので、水質に影響はほとんんどないはずです。その点を、ある種誤解したまま開発を阻害しているのであれば、これは未来の可能性をつぶしてしまっていることになります。それはとてももった
いないことだと考えます。
また、国立公園内の開発に帰省がかかっていることに関して、たしかに掘削を行うための機械が入ったり、騒音などの被害が出たりするかもしれません。しかし、開発に必要なのは地熱発電に
必要な限られた範囲であり、その部分だけ帰省を緩和する、という柔軟な対策を願います。また。機械などによって景観が損なわれる懸念に関しては、開発されている部分を、例えば迷彩柄の
フェンスで加工などの対策で対応できるものもあると考えます。

非常に簡単ではあり、理論に指摘されるべき点が多数存在することは重々承知ですが、以上の理由から、将来世代が安心して暮らせる社会のために、原子力を利用したエネルギー政策は行
われないことを強く希望します。

41465 個人 無職 ７０代 女性 可能な限り速やかに全ての原発を廃炉にして欲しい。
諸外国への原発輸出も止めて欲しい。

原発の危険性をはっきり示した今回の事故を国の将来を見据えた政策に生かして欲しい。何よりも大切なのは命だと思う。経済への影響を言い立て原発の存続を主張する考えには組しない。
少しでも早期に原発の運転は止めて欲しい。
国内で毒性が問題にされ使用禁止をしている農薬を外国に輸出するという恥ずべき行為を真似しないでほしい。原発も同じである。

41466 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

41468 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 原発ゼロシナリオに投票します。 二度と事故を起こさないために、国民の安全と健康のために、
できるだけ早く原発を無くしてください。
原発を動かさなくても電力が足りるのであれば、
自然エネルギーや他の方法で解決策を考えていけばいいのではないでしょうか。
日本が大好きなのに、このままでは安心して生活できません。
国民が平和に暮らせる日が来るよう、一日も早く願っています。

41469 個人 自営業 ４０代 女性 ゼロシナリオを選択いたします。 東京電力福島第一原発の事故で、多くの犠牲が払われました。原発を稼動する事によって出る、半永久的な管理が必要な廃棄物処理にかかるコストと危険性。これらを考えただけでも、これか
らの日本のエネルギー源は、再生可能エネルギーと自然エネルギーを主にしてゆくべきだと思います。電気が足りなく不自由になっても構いません。人命が大事。「国民の命と安全を守る」国の
国民でありたい。

41467 個人 法人等 ３０代 男性 原発はゼロに、これが私の意見です。原発は構造上
地震に弱い、電力不足の問題ではなく電力会社の経
営に必要なだけだから、核廃棄物の処分方法も未確
立、原発は差別の温床だからというのが主な理由で
す。

原発はゼロに、これが私の意見です。大飯原発は即刻停止させ、他の原発も順次廃炉にしていくべきです。本稿ではまずその理由を四つ述べます。

原発をゼロにする一つ目の理由は、それが構造上地震に強くないからです。近い将来、また大きな地震が来ることが予測されている中、「徐々に減らしていく」のでは間に合わない可能性があり
ます。大飯原発の直下に活断層の存在が確認されたのですからなおさらです。これは経済への影響以前の問題です。運転を止めたその日から安全になるわけでもありませんから、「順次廃炉
にしていく」でも間に合わないかもしれないのです。福島第一原発において、あの地震の中でも制御棒が挿入されたことは奇跡です。次の地震ではそれは難しいでしょう。津波によって電源を喪
失する前に地震で配管が断裂していた可能性も指摘されています。原発は地震に弱いのです。今後もこれに頼ることは危険です。今回の事故を教訓として捉えないということがあり得るので
しょうか。次に同様の事故が起こったら、日本全土が破綻します。

第二に、その必要性は電力供給のためではなかったからです。先日の大飯原発再稼働は電力供給のためではなく、電力会社の経営を守るためだったことを国民は知っています。関電自身が
それを認めています。原発がゼロだったあの期間に、再稼働の理由が電力不足ではなかったのですから、電力は足りているということです。多くの方が計算して指摘している通りです。実際、関
西電力は大飯原発再稼働後、電力が余るというので火力発電を止めていますが、こういったことが大きく報道されていないように思われます。

第三に、核廃棄物の処分方法が未確立であるということです。これからも核廃棄物を出し続けて、何万年もかけて保管していくということのようですが、核廃棄物を再利用する高速増殖炉の計画
は頓挫しています。廃炉になれば、核廃棄物には資産価値がなくなりますから、電力会社はそれを避けたいのでしょう。しかし、処分場はあと七年で満杯だという中で、我々がとるべき道は明ら
かだと思います。これ以上、核のゴミで国土を汚すべきではありません。およそ現実的ではない核廃棄物の処分方法よりも、メタンハイドレートなど今注目されている新資源を活用した新しい発
電方法を探るべきではないでしょうか。

最後に、原発は差別の温床だからです。被爆しながら働く人たちなしには成り立たないものです。仕事のない貧しい人を不当な労働条件でやとい、被爆させながら働かせるわけです。その労働
環境の劣悪さは多数報告されています。また原発の立地を考えてみてもその差別性は明らかです。それだけ必要なら、なぜ東京や大阪などの電力消費地に原発がないのでしょうか。原発が危
険だからです。だから遠隔地にそれを建て、都会は電力だけをもらって便利に生活することになるのです。先日、参議院での双葉町長の答弁を聞きました。ああいうことを他の自治体に押しつけ
ることでしか、原発は成り立たないのです。確かに、地元の自治体には見返りの費用が支払われ、雇用も創出され、それで地元が潤った側面もあります。しかし電源三法で潤うのは大手事業者
だけで、地元が経済的に自立するのはいつまでたっても無理だという負のスパイラルがあります。地元の人たち自身がNOを言い始めている今、もはや原子力発電は成り立たないと思います。

上記の理由から、大飯原発は即刻停止し、他の原発も順次廃炉にすべきです。枝野大臣は「然るべき時に」原発ゼロへという政府の方向性を明言しておられますが、私は「そこに人がいてこそ
の経済」だと思いますので、2030年まで待っている余裕はないと思います。次にいつ大きな地震が来るか分からない中で「徐々に」では遅すぎます。原発を廃炉にすれば電力会社の経営は成り
立たなくなるでしょうから、国による介入が必要です。こういう時にこそ税金を使ってほしいと思います。国民が一丸となって協力していきたいと思います。

福島第一原発の事故は、国会事故調が報告するように「人災」でした。2006年にすでに指摘されていた津波の危険性に対応がなされなかったということだけではありません。地震大国日本に原
子力発電所を建設、いや量産するという発想、そしてそれを導入し維持してきたこの国の体制に問題があります。「人災」の「人」には私たち自身が含まれるのだということを直視しないといけな
いと思っています。

経団連の方などが原発ゼロシナリオを批判しているようですが、いかなる経済的な展望も、そこに人がいてこそ成り立つものです。これ以上原発事故が起きたなら、経済どころか国そのものが
破綻します。福島第一原発の事故直後、生後六ヶ月の息子のために、泣く思いで水を求め、米を求めて走り回りました。あの時、東京から水が消えました。水が消えるどころか、関東圏から非難
しなければならなくなる可能性もあったわけです。実際、福島の多くの地域からは人々が離れることを余儀なくされ、残っている人たちも不安の中で生活しています。安心して子どもを育てられる
社会であってほしいと思います。子ども手当をもらっても、子育てに不安が付きまとうのなら何のための手当なのでしょう。これが国民の現実なのです。私たちは、自分たちの置かれている状況
を直視し、「人災」の不名誉を少しでも挽回する努力をすべきです。

原発はゼロに、これが私の意見です。



41470 個人 自営業 ５０代 男性 原発ゼロシナリオを支持します。再稼働を止めるべき
です。

　原発ゼロシナリオを支持します。日本の原発は国の政治・産業・経済の、いわば利権の道具として使われてきましたが、今回の福島第一原発の事故を機に、それらの癒着が明らかにされまし
た。このまま同じことを続けていけば日本はダメになります。国はいったい何で成り立っているのでしょうか。企業ばかりを重視して、人間の暮らしに目を向けない国は国としての意味をもちませ
ん。
　これだけの事故を起こしながら、責任の所在はまだあいまいにされたままです。このままで原発を再稼働させることは、けっして許されません。割を食うのはいつも庶民です。原発を推進してき
た歴史は日本が戦争に突き進んだ歴史と似ています。同じ過ちを繰り返すことはもう許されません。
　この時代になって、やっと日本でも遅ればせながら食や水、住環境などの大切さに目を向けるようになってきたというその時に、あらゆるものが汚染されてしまいました。もう一度同じことが起
こったら、もう日本は立ち直れません。原発の再稼働は断固やめるべきです。
　

41471 個人 家事専
業

６０代 女性 ゼロシナリオを支持します。
再生可能エネルギーの比率向上と同時に、蓄電技術
の研究に総力をあげるべきと考えます。

3.11まで原発がこんなに危険で、廃棄物ひとつとっても人間の手におえないものとは、恥ずかしいですが知りませんでした。
何も考えずに電気をふんだんに使った便利な生活をしていたことに忸怩たる思いです。
日本を、地球を守るためにも原発は廃止すべきです。
2030年まで18年！　これだけの時間があれば日本の技術を総動員して原発をゼロにすることは十分可能だと思います。
経済的な試算を盾に推進するというのは、本末転倒です。
ゼロシナリオにする場合のエネルギー政策の長期的展望、指針を示してください。納得できれば今より不便な生活になったとしても我慢できると思います。
経済成長神話に頼らず、地についた落ち着いた生活を考えていきたいです。

41472 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 なるべく早くすみやかに原発は０に 人類が原子力を利用してエネルギーを得るには、まだ様々な問題があります。そもそも捨て場所を決めずにゴミを生成する、１０万年も無毒化できないものを作りだす、というのはあまりにも後世
のものに対して無責任だし、人類の自殺、といえるものだと思います。
そういう事実は強調されず、目先の経済成長のために進めてきたのでしょうから、急にはやめられない事情があるのでしょう。しかし、一旦事故が起こってしまった今、経済的にも、マイナス、何
より安心して子育てできない国ではこどもは増えません。これは確実です。

電力会社のかた、政府のかた、経済会のかた、自分のこどもやお孫さんを原発のすぐ近くに住まわせたいでしょうか？

41473 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 全原発の即時停止を希望します 意見としては大きくふたつあります。
1.私は原子力発電を即時に停止するべきと考えています。
2.ただし「３つの選択肢」を含め、今回の意見公募の方法に不備があると考えます。

以下、その詳細を説明します。

１.全原発の即時停止
私は原子力発電を早急に停止するべきと考えています。理由は主に３つ。
●使用済み核燃料、放射性廃棄物の処分について、未だに解決策が出ていない。もし最終処分場などが決まったとしても、何世代にも渡って管理をしていかなくてはならない。そんな中でこれ
以上、放射性廃棄物を増やすことはどう考えても理屈があわない。すでに出てしまった毒のゴミを捨てる場所や方法が見つかっておらず、それがわかっているのにゴミを出し続けるのは狂気の
沙汰だ。
●ウラン採掘の際に、採掘地が放射能汚染にさらされる。これは環境破壊の問題。そしてウランを輸入に頼っている日本においては国際問題でもある。
●原子力発電所作業員の被曝がさけられない。ずさんな管理体制や、下請けのシステムがそれをさらに深刻化させている。これは労働問題である。

これら以外にも、もちろん問題はあります。今回の福島第一原発の事故によって原発事故の恐ろしさを思い知らされました。人間が作るものに「絶対安全」はありえません。しかし、たとえ事故が
なくても原発はやめるべきです。その理由が以上の３点です。

２.意見公募の方法に不備があると考えます。
今回のパブリックコメント特別サイトには３つのシナリオが提示され、それを「検証するため」の視点や資料、有識者コメントなどが掲載されています。
しかし資料には説明不足と感じられる部分も多く、非常に読みづらいものでした。また３つのシナリオや「視点」も、議論をする前提として十分でないと思います。
たとえば「３つのシナリオ」の各説明のなかで「15シナリオ」「20～25シナリオ」には再処理がありうるとされています。しかし現状、六ヶ所村の再処理工場も高速増殖炉もんじゅも稼働しないまま、
核燃料サイクル政策自体が行き詰まっていることが書かれていません。これはこのサイトの重大な不備です。
また、このサイトでは「経済効率」や「地球温暖化問題」については語られていますが、私が上記１で述べたような「ウラン採掘地での汚染」「原発労働者の被曝」については触れていません。放
射性廃棄物の処理問題についても説明不十分と考えます。また「原発マネー頼みの自治体を作ってしまったことをどうするのか」という問題もあります。原発問題は「安全」「環境」「経済」だけの
問題ではありません。もっと複雑で、だからこそ早急に取り組むべきことなのだと思います。

以上が、このパブリックコメントサイトについての意見です。私はこのサイトの内容自体に不満があります。ただし、だからといって1.で述べた「全原発即時停止」という意見に変更はありません。

41474 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発はすべてなくすことを前提に検討すべきと思いま
す
ただし、原子力関連の技術を保持するために数カ所、
安全性が最も高い原発を維持するのはやむをえない
のではないだろうか

福島第一原発のようなお粗末な安全対策しかとられなかったばかりに、国民から全ての原発を即撤廃しろという声が高まった。東日本大震災でも全く問題が起きなければ、もしかしたらここまで
反原発の声が高まることはなかったのではないか。それだけ原発というものは慎重に取り扱わなくてはならないということを軽視した東電と国にそもそもの問題がある。

また核燃料の廃棄物の処理方法が地層処理しか現実的にはない一方で、処分場所を決められないでいる以上、原発を維持増加させることはするべきではない。

こうなった以上、原発をなくす方向で考えるべきだと思う。
しかし、太陽光発電や風力発電といった、天候に左右される発電方法にかたよるのもよくない。
再生可能エネルギーが発電量を一定確保できるまでは、火力発電に頼らざるを得ない。
LNGを安価で調達する努力、コンバインド式発電所の増設、石炭を高効率で燃焼できる発電所の促進は推進すべきだ。
その他の発電としては地熱、ゴミ焼却場での発電を促進すべきと思う。

なお、太陽光発電の電気買取制度については、発電効率の高いものは買取価格をあげ、効率の悪いものは下げるようにし、技術革新を促すべき。

41475 個人 自営業 ４０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を選びます！! 「原発ゼロシナリオ」を選びます！！

福島原発の事故は、いまだ収束せず、放射能の放出は続いており、危険な状況が続いています。そして、この事故により、今も多くの人が苦しんでいます。
私もその１人です。他人事ではありません。
自分達が生きてる間に処理が出来ないエネルギーなんて、恐ろしい物を使うのはやめて、経済的なリスク等があろうとも、もっと自然エネルギーで発電していく方法を模索出来ませんか？

私達一人一人が何も知らずに知ろうともせずに今まで来てしまったのですから、これからが意を決して節電したり、出来る事はしていくつもりです。

地震国日本では原発は危険すぎる。
大きな地震が来たら、日本どころか北半球をダメにしてしまう位の事故になるのでしょう？
「活断層が見つかったら停止する」とかではなくて、可能性がある以上、やめるべきです。

やめる勇気を持ちましょう。
私達国民も「変わる勇気」を持ちます。
今、日本が試されているのです。
目の前の利権や便利さに捕われず、皆で未来を創りましょう。
政府が、その陣頭指揮を取って下さい。
そんな国であって欲しい。

１番大事なのは命です。
放射能は、命を脅かす。
それを失念してはいけません。

原発は要らない。なくしていきましょう。
廃炉がどんなに大変でも、その為に皆で努力しましょう。

41476 個人 家事専
業

４０代 女性 ACTAに反対です。原発はすべて廃炉にしてください。
増税は撤回してください。がれきの広域処理を停止し
てください。

日本人が、健康に幸福に生きていくためです。

41478 個人 家事専
業

３０代 女性 原発ゼロシナリオを指示します。 工場など中小の製造業多いから難しいかもしれませんが、
少しずつでいいから原発依存を減らすべきです。
そして、いずれゼロへ。
二度とフクシマを繰り返さないため、
廃処理方法も不確実な原発はこれを機にやめるべきです。
日本の技術力で必ず出来ると思います。
それを世界に示すことができれば、経済効果も期待できるのではないでしょうか。
日本が一丸となる時が来たのではないでしょうか？
小手先のその場しのぎはやめにして、
本質を見て根本的にやりましょう。

41479 個人 家事専
業

３０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を望みます。３０年までではなく今
直ぐにでも再稼働を止め、ゼロにして欲しいです。

福島の原発事故も収束していない中、大井原子力発電所が再稼働されてしまいました。
事故の原因も、責任も明らかにされていません。福島の被害にあった方々はもちろん国民も納得していません。
また、事故が起った場合の対策も十分に確立されないまま再稼働されてしまいました。もし、いま、何か大変な事故が起きた場合、どうなるのでしょうか？国や電力会社はどうやって責任をとっ
てくれるのですか？

原子力による発電には人間にはとうていコントロールできない大きなリスクが伴うことが福島の事故で証明されました。

いますぐにでも原発を停止し、国中の原子力発電所を廃炉にして頂くことを熱望します。

そして、いままでないがしろにされてきた自然エネルギーの開発にもっと力を入れていただきたいです。
再生可能で自然にやさしいエネルギーを使いたい。

41480 個人 家事専
業

５０代 女性 2030年の原発の割合は「0％」にすべきである。
「原子力発電は安全だ」という電力会社の言葉は、事
故後覆された。
国は一刻も早く原発に替わるエネルギー政策へとシフ
トすべきである。

2030年の原発の割合は「0％」にすべきである。
原発は一度事故を起こすと、取り返しがつかないことは、福島第一原発で明らかになった。
日本政府も事故後ただちに「脱原発」を表明したドイツを見習い、世論を味方に今こそエネルギー政策の転換をはかるべきである。原発依存から脱却し、今まで原発推進のためにかけた予算
を、「再生可能エネルギー」の研究開発に費やすべきである。

41481 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 女性 ０％に一票！ ０％に一票！

原子力は2030年以前に廃止出来るように努力する。
再生可能エネルギーの開発に全力をあげる。
再生可能エネルギーを推進する組織を作る。

原子力は2030年以前に廃止出来るように努力する。
だらだらと原子力を使い続け無い様に、目標を定めて、再生可能エネルギーに、移行する。

自動車の廃ガス規制、マスキー法をクリアーした様に目標を持ってやれば必ず出来る。日本なら出来る

この技術で、世界に貢献出来る。
福島の二の舞は、もうコリゴリだ。いくらお金が有っても住むところが無くなる。
又、使用済み燃料の処理も出来ないのに

再生可能エネルギーの開発に全力をあげる。
出来ない理由ばかり上げず、予算を1兆円以上投入して様々な再生可能エネルギーを同時に研究開発する。今までは原子力優先の政策だったので、再生可能エネルギーはしいたげられてい
た。
太陽光発電だけでは足りません。しかし、ピークカットが、出来るので大変有益です。
たとえば、風力、波力、水力、地熱、藻から油を作る等をベストミックスして使用すれば海外へエネルギー技術を輸出も可能になる。
何が何でもやるんだ、と、いう強い目的を掲げれば
必ず出来る。子孫に美田を残す事が出来る。
子孫にゴミを押し付けるなんて考えられない。
既に日本の技術は完成しかかっています。
予算を重点的に配分すれば直ぐ完成する。
要は、研究開発費の投入です。国家プロジェクトとして大いに推進する必要がある。
これぐらいの事は政治家の先生方はご存知だと思われます。やる気があるかどうかだと思われる。

再生可能エネルギーを推進する組織を作る。
原子力を推進する組織と規制する組織が同じ組織内に有るなんて非常識過ぎた。
この過ちを繰り返さない様に、原子力を推進する組織と、再生可能エネルギーを推進する組織を分ける
再生可能エネルギー省を、作るべきだ。
以上の様に、やる気をだせば、産業界も活性化して
明るい未来が拓けてくる。
再生可能エネルギーで、日本が再生する。
日本の為に頑張って下さい。
　以上

41477 個人 その他 ６０代 男性



41482 個人 家事専
業

３０代 女性 ゼロシナリオを支持します 国内全部の原発を廃炉にすべきです。自然エネルギーを今まで以上に利用すべきです。死の灰と呼ばれる放射性物質を撒き散らした事故が現実に日本で起きたというのに、原発を廃止しない
理由が見当たりません。幸せに暮らしていたはずなのに、微量であっても放射性物質に汚染された水、食物を食べなくてはいけない生活に我慢できません。放射性物質に汚染された土を子ども
に触らせたくありません。
原発は絶対に事故が起きないと言われていました。しかし事故は起きました。今後事故が起きないとは信じられません。
自然エネルギーはまだまだ可能性があると思います。自然エネルギーを活用する努力をすべきです。
現在停止している原発の再稼働についても反対します。

41483 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に安
全できれいな日本を約束するものではありません。原
子力及び化石エネルギーへの依存を即終了させる、
より踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提
案を求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私達は原子力及び化石エネルギーへの依存を直ちに終了
させる、より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私達は以下を要求します：

    直ちに原子炉再稼働をやめさせる
    積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
    再生可能エネルギーの生産を加速させる
    発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
    石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私達はあなた方が人々の意見に真摯に耳を傾け、私達が誇りを持って支持できるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

41484 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 いかに原子力の平和利用と言えども、それが被ばくの
危険をともなう労働を誰かに強いらざるを得ない以上
は持続不可能である。よってゼロ・シナリオを選択す
べきと考える。

　「エネルギー・環境に関する選択肢」を拝見し、ゼロ・シナリオを選択すべきとの意見をお送りいたします。
　迂闊にも私を含め多くの人びとは、今回の福島における原発事故の以前から原発の保守点検等には被ばくの危険がともない、この危険にもかかわらずそうした労働に生活の糧を得るため、
やむを得ず従事している人びとが少なからずいることをよく理解していなかったように思います。今回の事故は、そのような犠牲なしにはいかに原子力の平和利用と言えども原子力発電は持続
不可能であることを明らかにしたように思います。また、持続可能性ということであれば、長期にわたる保管以外に、放射性廃棄物の完全な処分技術は確立されていないということは、おそらく
事実であろうと思われます。その点においても、将来世代にたいする責任として、これ以上、原子力に依存することは日本社会において、また、国際社会において可能であるとは思われません。
　日本と世界の責任ある未来のためと言うのであればこそ、将来世代にツケをできるだけ残さないエネルギー政策に官民を挙げて全力をもって取り組むべく、ゼロ・シナリオを選択すべきと考え
ます。
　

41485 個人 自営業 ５０代 女性 日本だからこそ　０％　を目指すべき。
原子力で　３度もこんなに多くの犠牲を払ってなお　原
発を稼動させようとしている事に　本当に怒りを覚えま
す。

０％を目標にすべきでしょう。
原爆で２度も甚大な被害をこうむっている日本で
原発にこれほど頼って来た事自体　何十年も疑問に思って来ました。
鳥取県に原発を作る話があった時から　反対して来ました。
電力会社と国が　原発推進して来たために　他のエネルギーを開発出来なかったと思っています。
東電の資産を考えて見た時　資産は十分にあったのに　他のエネルギー開発をしようとは思っていない状態を見てきて長年疑問でした。
青森県六ヶ所村も　すでに９割満杯状態だといわれています。
今福島の使用済み廃棄物を　どこに処分するのだろうといつも思っています。
あの悲惨な状態の福島の原発近隣に埋め立てると考えるしかないのだろかと思ってしまいます。この事故でこれから先も福島は　もっと悲惨な状態を引き受けるしかないのでしょうか？
福島原発は　土地が汚染され　地下水が汚染され　この状態はこれから幾世代も続いて行きます。
他の原発の場所も　福島ほどではないにしろ　汚染は避けられません。
都会の電力をまかなう為に　原発を引き受けた全国の原発を有する過疎地を　日本人は見捨てようとしている気がします。
どんなに安全と言ったとしても　汚染ゼロの原発区域は存在しません。
過疎で人口が少ないから　大きな問題では無いと思って推進してきたのでしょうか？
今　原発０％を目指さなければ　この国はきっと汚染大国となるでしょう。
そして　原発０％を決めれば　日本人は　きっと創造以上に早く　新しいエネルギーを開発し　原発の無い日本を造れると思います。

41486 個人 その他 ２０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を指示する。 地震大国である日本に原子力発電施設が存在すること自体が、そもそもの間違いである。原子力発電施設建設の規定に「過去１０００年以内に大規模な災害の起きた場所には建設はできな
い」というものがあるはずである。この条件をみたす立地は、日本には存在しないはずである。またこうした規定にも疑問を感じる。１０００年間災害が起きなかったとて、地球環境が激動にある
現在にその条件が当てはまるとは誰にも言えないはずである。

もう一点、原子力発電施設の管理者やその責任者の自覚、意識があまりにも薄いことが大問題である。そもそも「絶対に事故が起こらない」という前提で管理していたというのだから驚きであ
る。専門的な知識を持てば、原子力発電施設ほど危険を内包した施設は存在しないことはすぐにわかる。あまりに全体的な意識が低い。もし現状のシステムのまま原子力発電を国内で進めて
いった場合、遅かれ早かれ日本はおろか世界が滅びるであろう。

最後に、日本という非常に小さな面積の限られた国では放射性廃棄物の処理が大変な問題である。現在使用されている最終処分場は処理能力の限界を超えている。廃棄物を完全に保管でき
る場所は、現在日本には無いのである。この状態を把握していながらなお稼働を続けることの矛盾は、誰がみても明らかである。

２０１１年３月１１日の地震、津波であっけなく崩れ去り、放射性物質による世界規模の汚染を引き起こしてしまった日本の責任は重い。
石油を他国に頼らなけらばならない火力発電や、干ばつ時に発電が見込めない水力発電しか選択肢がなかった日本にとって、原子力発電は夢の発電施設として映ったかもしれない。しかし、
それはもう過去の話である。
あれほどの大事件を起こし、また多くの国民が反対しているにもかかわらず、大した説明もないままに今後も原子力発電施設を稼働させる、または増やすなどの政策は全く以て理解しかねる。

以上のことから、私は原子力発電施設を今後も稼働させてゆくという政策に対して断固反対する。

(削除)

41487 個人 家事専
業

３０代 女性 原発について 再稼働やめてください。
なるべく早く、全てを廃炉にしてほしい。

自分や、まわりの大切な子供たちの未来のために。

そして今、拡散しようとしている、内部被爆をもっとちゃんと考えてください。

あなたの子供や
孫は、普通に、東日本のもの、加工品をたべているのですか？
福島に遊びにいかせられますか？

やってみてください、夏のあいだ
あなたの子供、孫を、
福島へ。

41488 個人 学生 ２０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

41489 個人 自営業 ３０代 男性 全ての原子力発電は廃止すべきです。 　原子力発電無しに経済発展はありえないというのは大きな誤謬だと思います。生産されたものの半分以上が廃棄される様な消費型経済はもう既に現状にそぐいません。
　50年～100年先を見通した社会を作る為の端緒を今、作るべきではないでしょうか。

41490 個人 その他 ３０代 男性 原発は要らない 効率が悪く、事故のリスクは計り知れない原子力発電所は要りません。あれは原子力ムラ特定団体の利権を生みだすために存在しているのでしょう。薪でドラム缶風呂の湯を沸かすようなロー
テクが何となく高齢世代に受け入れられやすいのかな…とは思いますが。原発全廃は、極端な意見ではないと思います。エネルギーは足りています。

41491 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 0%案を支持。新設前提の25%案、40年超稼働が必要
な15%案ともに、事故の空間・時間的影響の甚大さか
ら支持できず。立地地域への産業誘致と、廃炉にあた
り原子力工学の人材育成についてもサポートが必
要。

私はゼロシナリオを支持します。実質的に原発新設が前提となる25%案、40年超原発の稼働が必要となる15%案ともに、原発事故の空間的・時間的影響の甚大さを鑑みると支持できるものでは
ありません。
また、併せて従来交付金が支給されてきた原発立地地域への産業誘致なども重要課題です。国策として、寒村にお金と引き換えに原発を作り続けてきたわけですから、原発ゼロ後の立地地域
のこともフォローしていく義務が政府にはあると考えます。
もうひとつ、今後廃炉作業が本格化していくにあたり原子力工学の人材育成についても政府がサポートする義務があると考えます。これは国内の原発廃炉を着実に進めるためだけではありま
せん。廃炉技術分野について世界トップの地位を確立することで、海外での原発廃炉に多くの日本企業や技術者が関わることに繋がり、大きな経済効果を生み出す可能性もあります。
2030年まで十分な期間があります。地熱、風力、太陽光などの再生可能エネルギー比率を上げる余地はまだまだありますし、天然ガスの積極活用やメタンハイドレートなど新エネルギー源の実
用化により温室効果ガス排出量を抑え、経済面においても大きなマイナスを発生させずに原発を全廃する道筋を付けることこそが、これからの日本が目指すべき姿だと思っています。

41492 個人 自営業 ６０代 女性 原発はどれほど費用と歳月を要しても、いまあるすべ
て54基を確実に廃炉にしてください。日本の産業や医
療制度を破壊する恐れのあるTPP参加は反対です。

国民の健康で文化的な生活を第一に考える政策を！
原発はすべて廃炉に！
再稼働はもってのほか。
TPP参加反対！

41493 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 男性 原子力発電に反対します。 何かあった時の被害が大きすぎます。
既に何かあった以上、反対いたします。

41494 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 ゼロシナリオの決定を！ 未来ある子どもたちのために、安全性を保てない原発をなくして、自然エネルギーの拡大を求めます。

41495 個人 家事専
業

５０代 女性 原発は、すぐに廃止してください。太陽光や風力など
自然エネルギーを中心とした電力の開発に力を入れ
てください。
 

　３．１１東日本大震災で、福島原発は未曽有の事故を引き起こしまた。いまだに、放射能の危険性に怯えなければならず、事故の収束は図られていません。しかも、誰も責任をとっておらず、そ
れどころか、事故による被災者への賠償金は電気料金の値上げという形で、利用者につけ回しをしようとしています。「盗人猛々しい」とは、このことです。
　政府が「脱原発依存」を方針とするなら、まず、大飯原発の再稼働をストップさせ、順次廃炉の方向へ舵を切るべきです。
　それが、唯一の被爆国日本のとる道だと思います。
  

41496 個人 その他 ６０代 女性 「原発エネルギー　0%」 原子力エネルギーを扱う能力は、今の人間にはありません。

核廃棄物を処理する方法もいまだ解からずにいる中で、原子力を推進することなど本末転倒。

地震国『日本』は、原発を扱ってはならないと思います。

41497 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発に依存せず、無駄なエネルギーを使わない、ほ
んとうの意味での豊かな国づくりを目指してほしいで
す

原発が地震の多い我が国に存在することで、どのような大きなリスクがあるのか、昨年の福島の事故で、日本は痛いほど思い知りました。
地震による被害が大きかった地域で少しずつ復興が進められている中で、福島がやはり一番先が見えず、復興も難航しているように思えます。
福島の事故により、いろいろな犠牲を払ったたくさんの人たちの姿も報道されました。かわいがって育ててきた牛たちを放置して避難してきた、酪農家のおじいさんがテレビに映っているのを見ま
した。おじいさんは、残してきた牛たちの写真を持っていて、その写真をみて泣いていました。生活が崩壊した人、仕事がなくなった人、家族や友人と別れなくてはならなかった人、かわいがって
いたペットや家畜を置き去りにしてきた人、そのような人たちの姿が日々報道されていました。
地震による被害は天災により避けられなかったかもしれませんが、原発による被害は、もし、あの場所に原発がなければ、起らなかったことです。
福島の悲しみを、日本の経験として生かし、原発のない社会をつくってほしいと思います。
そのために、自然の力によるクリーンなエネルギーの普及を進めると同時に、私たち国民も電力の無駄を減らす努力を続けることが必要だと思います。自分の身の回りを見ても、特に都会で
は、まだまだ電力の無駄遣いが多いと感じます。省エネにより、経済効果が薄れるという意見を聞くこともありますが、無駄な電気を使うことが本当の意味の豊かな生活だとは思えません。省エ
ネ＝不便な生活、ではないと思います。電気の便利さを享受しつつ、これまで湯水のように使ってきた不要な電気に依存しない、真の意味での豊かな生活づくりを目指してほしいのです。
世界唯一の被爆国で、福島でのあの悲惨な事故を経験した我が国だからこそ、選択できる未来があると信じています。

41498 個人 家事専
業

４０代 女性 ゼロシナリオが妥当だと思います。 原子力発電は企業や政治が保持しておきたいと思っているだけであって、それがなくなったとしても電力不足の問題に対して他の水力、風力、太陽熱などの発電技術を支援して電力問題を解
決したり、便利すぎる生活を皆で少しづつ変えていけば原子力に頼る必要はないと思っています。

41499 個人 その他 ５０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を選択します。
「原発ゼロシナリオ」即時原発ゼロ・すべて廃炉にすべ
きです。

核と人類は共存できない。
原子力発電所で出た「核のゴミ」はその処理方法がないまま、稼働をすると言うこと自体、持続可能なものではない。
福島第一原発事故でも明らかになったように、ひとたび事故が起こってしまえば、子子孫孫にわたって放射能被害が出てしまうものである。
再生可能エネルギー自然エネルギーにシフトを変えるべき

41500 個人 自営業 ３０代 男性 原発の比率は、ゼロシナリオでいくべきだと思います。 原発の比率は、ゼロシナリオでいくべきだと思います。福島原発事故が原発の気弱性を明らかにしたはずなのに、その周辺の既得産業の勝手により推進されるのは、全くもっておかしいと私は
考えます。
原発をゼロにした後のエネルギー対策はどうしたらいいか。
代替エネルギーの産業化、電気消費を軽減する枠組みなど、行き詰まりを感じてる日本経済に新しい息吹を与えるチャンスであると私は考えます。
いまだもって、原発が推進されることは、安全を省みない身勝手で浅ましい行為ではないでしょうか？

41501 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原子力発電は今すぐにやめるべき。 震災による事故後、原子力発電は危険ということがイヤというほど分かったはずです。
たとえ事故が起きなくても、使用済み核燃料の処理方法すら確立できていない。
どう考えてもオーバーテクノロジー。
ブレーキがついてない車には誰も乗らないでしょう？

41502 個人 自営業 ３０代 男性 「原発ゼロシナリオ」支持。 原発という不安の中で生活したくない。子供への影響も食物への影響もとても不安。何より政府や東電による情報制限によって、どの情報も信用できない。

41503 個人 家事専
業

３０代 女性 脱原発を希望します。 未来の子どもたちのためにも、安心して、暮らしていくことを望むから。



41504 個人 自営業 ５０代 男性 原発依存度を基準に、　　ゼロシナリオ、　　を選択し
ます。

福島の事故は決して想定外とは思えない。
同じような事故が他の原発で、起こらないとは限らず、起きた場合のことを想定した方が賢明である。故に原発ゼロを選択する。
この原発の抱えるリスクと、原発を廃止することによる経済的なリスクは同じ次元で語るべきものではない。
５月から２ヶ月の間、日本の原発依存割合はゼロだったことを踏まえると　即刻原発ゼロは可能。百歩譲っても１８年後には原発依存度ゼロを目指すべきである。

それに変わる電力供給は、天然ガス火力　水力　風力で補えると考える。（すでに満たしているという意見も尊重すべきである。）

プライバシーを保護した上で、全ての意見を閲覧できるようにすることを希望します。

41505 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

41506 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発はなくして、持続可能な社会を実現しよう。そのた
めには、3つのシナリオでも不十分。温暖化を加速す
る選択肢でなく、より環境負荷のかからない再生可能
エネルギーを推進するシナリオがよい。

持続可能な社会を実現するために、原発は必要ない。
子供たちの将来の負担になるものは扱うべきではない。
3つの中では「ゼロシナリオ」を選択するが、3つのシナリオでは、地球温暖化はとめることはできないであろう。
原発ゼロを目指し、さらに地球温暖化対策も視野に入れた、再生可能エネルギーの％をより多くしたシナリオを支持したい。

41507 個人 その他 ６０代 男性 原爆も原発も同じ「核」nuclear、結局有害無益なもの、
人間の手におえないものです。当面どんなに苦しくて
も将来のために自然エネルギーの利用に切り替え、
無駄なエネルギー消費を極力減らしましょう。

同左

41508 個人 家事専
業

４０代 女性 原発　ゼロシナリオ　即刻停止、廃止 再び、原発の事故を起こしてもいいのか？地震大国日本。
これ以上の被害を広げてはいけません。

政府が、他の安全で公平なエネルギーにシフトしてくれればいいことです。

はっきりとした行動で動いてください。唯一の原爆体験国。

私たちは、原発はいりません。

41509 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 男性 脱原発すべきだ。 地震国日本での原子力発電は、あまりにもリスクが高すぎる。今回の地震が、千年に一度の大地震だとしても、言い方を変えれば、日本では、今回のような大地震が繰り返し起きているというこ
とになる。
福島第一は、まだこれから危険な状態にならないとも限らない。
もし、もう一度、原発の大事故を、起こしたら日本が終わる。
原発のコストも高い。これからは、天然ガスなどの火力発電を、増やすべきだと思う。

41510 個人 その他 ４０代 女性 原発はゼロシナリオを求めます 原発はゼロシナリオを求めます。
想定していなかった事故が福島原発で発生し、福島県民をはじめ多くの人々が日常を奪われました。各地の原発に対して、完璧な安全対策がとられない以上、同じ事故を繰り返すことは避けら
れません。また、想定以上のものが起こるのが事故であって、万が一起きた時のリスクと、電力の供給を天秤にかけた場合、原発は危険性が大きすぎると言わざるをえないと思います。
放射性廃棄物の問題にしても、「トイレのないマンション」に例えられるように、処理しようのないゴミを作り続ける原発は、未来に大きな禍根を残します。
再生可能エネルギーについては、原発にかかる費用を転用することでかなりの研究が進むはずだと思います。それを望まない、原子力関係者の既得権益を守るためだけに原発を稼働している
のではないでしょうか。
経済への影響という名目で、政府内部での議論だけで再稼働を決める手続き自体が国民を無視しています。せめて国会での審議、ほんらいであれば国民投票を行うべき問題だと考えます。

41512 個人 自営業 ３０代 男性 選択肢はゼロシナリオを目指すべきと考えます 国や電力会社は原子力発電の信頼性を下げるようなことばかりして省みようとする姿勢があまり見られません。このままではいずれ原子力の道へ進もうという若者が減少し、そして専門家が足
りなくなり原発を動かすことも廃炉にすることもできなくなるかもしれません。
そんなことになるくらいならまだ専門家の数がまだあるうちに原発などやめてしまった方がいいのではないでしょうか。

41513 個人 自営業 ４０代 女性 原発のゼロを目指してください。 １）東電福島第一原発の事故の責任を誰もらないまま、事故調査、原因究明、今後の災害対策への反映もないまま、再稼働などあり得ません。
福島第一原発の事故原因は、東電の対策不備、国の監督官庁の機能不全、過酷事故に対応出来るシステムがないこと、そして、何より東電と国の責任放棄に情報隠蔽という犯罪に近いもの
です。
このような環境の中で、国や電力会社に、原発事故の対策を任せる事はできません。故に、稼働する資格が国にはありません。
２）再稼働を決めたプロセスは、民主国家にはあり得ない、独裁国家であるような法律上も問題な対応である。このような国に原発を監督出来る資格はない。故に「安全を確認」できる等というの
は詭弁。
３）原発に依存しなくとも火力他の代替えエネルギーの効果的な利活用で十分電力は足りている。原発を稼働させる大きな理由は、電力会社の経営上の理由、そこを支える金融や政財界が必
要なだけである。
４）廃棄物の問題。これ以上ふやしてどうするのですか。
５）もとより、このパブコメのあり方が再稼働ありきである。ゼロを選んでも2030年でゼロという国民を愚弄した提案であって、一つも国民の声を聞くという姿勢がないので、このパブコメのあり方そ
のものが問題である。

41514 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 日本に原子力発電所はいりません。 地震大国である以上、フクシマの二の舞になる可能性が否定できないからです。

41515 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 エネルギー対策の「３つの選択肢」、選択肢がこの３つ
とは、おかしい。
原発を削減するというのが前提になっている。
原発の削減、廃止の政策には反対です。

震災後の原発の事故の影響で、日本中のすべての原発をなくそうとする考えは極端すぎる。原発があるおかげで今の日本の電気はまかなわれているはず。
原発に替わるエネルギーがほかにあるのか。代替エネルギーなどは、コストがすごくかかるのではないか。電気代がものすごく値上がりしても平気なのか。かといって電気のない生活には戻れ
ないはず。
原発をやめるのなら、コスト、安全性、など完全にそれに替わるエネルギーがあるのならわかるが、それがまだないのにただ闇雲に原発廃止などと言うのは、現実的でない。雰囲気に流されて
いるだけ。

41516 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発反対
再稼働はしないでください。子供たちに健康な未来を
残す為に、原発はゼロにしてください

・pもっと自然エネルギーを推進してください。

41517 個人 家事専
業

３０代 女性 原発ゼロシナリオを希望します。
日本の高い技術力があれば、自然エネルギーをもっ
と活用して電気をつくっていけると思います。
私たち1人1人も省エネ、節電を心がけ、原発のない日
本にしたいです。

原発ゼロシナリオを希望します。

福島の原発事故では、放射能によって大気も土壌も海も汚染され、住む場所や仕事を失った人たちが大勢います。
大地震はいつ起こってもおかしくないし、地震国日本には原発は危険すぎるということに初めて気が付きました。
同じ過ちを繰り返さないためには、原発をなくすことが一番だと思います。

これからは原発の代わりに自然エネルギーを活用していくべきです。
太陽光発電や風力･水力、また地熱発電など、日本の高い技術力があれば、どんどん活用して電気をつくっていけるはずです。
政府はそういった技術開発をしている企業に資金を出してサポートしていけばいいと思います。
また、自然エネルギーによる電力を有効に使うために、発送電分離や家庭の電力自由化も早く進めるべきです。

原発がないと電力が足りないと懸念されますが、それならある分の電力に見合った生活をすればいいのだと思います。
国民の多くに節電の意識が広がってきている今なら出来ると思います。
家庭や中小企業での節電は限界があるかもしれませんが、大企業や公共施設などではまだ削減できるところがあるかもしれません。
それで少しくらい生活が不便になったとしても、原発がなくせるなら、私はその方がいいです。

原発は核廃棄物という負の遺産を未来に残します。
私の子どもや孫、未来の人たちへ、負の遺産をこれ以上押し付けないために、今から脱原発をお願いします。

41518 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発0シナリオを選択します。今後の地震や老朽化の
リスクを考え2030年まで待たずに即刻停止すべきで
す。また、核燃料サイクル政策についても意見を聞く
べきであり、再処理からの撤退を意見として出します。

今さら言うまでもありませんが、福島第一原発の事故は収束していません。廃炉までの見通しもあやふやなものです。その間に放射能汚染はさらに拡大し、生態系や人体に被害を及ぼし続けま
す。広島や長崎がそうであったようにさまざまな影響が出ることが懸念されます。しかし、東京電力や政府は決してそれを認めないでしょう。現在でさえ被害の補償は全く不十分です。世界に撒
き散らかした放射性物質を全て回収し、福島第一原発の廃炉を完了してから再稼働の判断をすべきですが、そのようなことはできません。したがって、ゼロシナリオ以外の選択肢はあり得ませ
ん。要するに原発事故の責任など誰にも負えないのです。それを福島の人々や子どもたち、弱いものに負わせるなど言語同断です。福島第一原発の廃炉作業を下請けの業者に任せ、自ら手
を汚さず、決めた責任もとらない人たちには心底怒りを禁じ得ません。
また、核燃料サイクル政策については国民的議論の俎上にも上げないという姿勢が甚だ疑問です。原発を稼働させるならば使用済み核燃料は必然的に発生し、その処理方法についても考え
ざるを得ないのにです。かつて核燃料再処理は夢のエネルギーと謳われ、莫大な費用をつぎ込んでいるにもかかわらず、もんじゅ、六ヶ所とも未だに稼働できていません。しかし、もし稼働し、
万一事故が発生したならば、膨大なプルトニウムが貯蔵されていることから、原発事故をはるかに超える大惨事が起きる可能性もあります。極めて危険かつ展望のない核燃料サイクルからは
即刻撤退すべきです。

41519 個人 自営業 ６０代 男性 原発はゼロ！しかも即刻ゼロにすべき。地震国日本
に原発は核地雷的存在であると福島は証明した。子
供や孫の未来に不安と責任を負わせる親がどこにい
るか。国際的差別も起こり始めるだろう。脱出は今し
かない！

今回の大震災は未曾有の災害とはいえ、昔から言い伝えられていたことを見てもわかるように、何百年に一度と言うサイクルでめぐってくることは、全くの想定内だったわけだ。そのことへの備え
が不十分だったことももちろん論じられなければならないが、何よりも災害復興を阻んでしまったのは、原発の存在である。原発さえなければ、日本人の底力でどんな災害も克服する事は、そう
は難しくなかっただろう。増税すら説得力を持ってある意味受け入れられることは可能だったかもしれない。
ところが昨今の政府は国民をないがしろにし、愚弄する狂態を晒すばかりではないか！しかも東電と言う犯罪集団を匿うあまり、報道規制まがいの圧力で、国民をますます愚民化することに奔
走する有様。今や若者はツイッターやフェイスブックなどを通じ、情報操作も何のそので事実をあぶりだしている。ますます愚を労しているのは政府の老獪なやからであると、ご本人達は気付い
ていないようだが、丸見え状態と言ってもいいだろう。もうごまかし政治、嘘っぱち政治、ご都合主義政治は昔のようには通らないと肝に銘じ、即刻退陣し国民に信を問うべきである。そのときの
争点は最早原発を避けて通れない。東電と心中するのか、国民と汗をかくのか、二択以外ないと心せよ！

41520 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を求めます。 一度事故が起きてしまうと取り返しの付かないことになることが今回の福島の事故で明らかになったので、原発の稼働を早急に止めるように求めます。国家ですらその責任を負いきれないほど
の甚大な被害が起きたのであり、原発が稼働している以上、繰り返す可能性があるからこそゼロシナリオを選択します。

41521 個人 自営業 ７０代 男性 脱原発（ゼロシナリオ）を希望します。 福島原発の事故で、東電というよりは、人間は核を制御できないとわかった。しかも「想定外」の災害が頻発する日本に５０もの原発が存在すること自体、考えられないこと。日本人全体で猛省
すべきだ。

自然エネルギーにどこまで変わり得るか予想はできないが、まずは日本人のライフスタイルを変えねばならない。日本人初のノーベル賞受賞者の湯川秀樹氏が、「できるけどやらんいうことが
あってもいい」と述べた。開発した文明はすべて使わねばならないという段階は過ぎた。

自営業 ３０代 男性 1、『原発ゼロシナリオ』
以外の選択肢は、ありません。

日本が世界に先立って早急に、原子力の使用を中止
しなければ、
ニューアース：新時代を迎える事は出来ません。

残された日本人のすべき事は、原子力発電所の放棄、大幅な節
電、自然エネルギーの導入を通して、エコロジーの意識の重要性
を世界に発信する必要性があります。

転生したら殆どの人がまた地球に戻ってくる訳ですから、自分
が行った環境汚染のツケ

（自然破壊、天然資源の大幅な搾取、核廃棄物の排出等）

は、巡り巡って必ず自らに戻ってきます。

その事実が良く理解出来ているのであれば、原子力に頼る事
や、大量消費で成り立つ経済等ありえない事は明白です。

ただ、他人と連動して原子力発電反対！

と声を荒げるのではなく、まず自分の家に太陽光パネル等の、
自家発電設備は搭載されているのかどうか？

に意識を向ける必要があります。

マンガ、ゲーム、アルコール、タバコ、ギャンブル、その他あら
ゆる豪遊・・・・

日々、欲望を果たす為に使われるお金の数々を、エコロジーの
方面に積み立てる意思が持てるならば、一家に一台、太陽光
パネルを設置する事も、決して難しい話ではありません。

難しい話どころか、そういう努力を今まで殆どの人がしてこなか
った事の方が、異常であると認識しなければいけません。

日本帝国特有の、電力独占販売システムから独立し、自立する
事で、不正だらけのフォースの電力会社から、電気を買わない
方向に持っていけばいいのです。

大きな問題が起きた後に、他人の事をどうこう批判する前に今、
自分が先に変わりなさい！
という事です。

41511 個人



41522 個人 パート・
アルバイ

５０代 女性 原発0%シナリオ！ これ以上福島のようなことを繰り返してはいけない。

41524 個人 自営業 ４０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

原子力エネルギーに頼って生きることは、永久的に核放射能の影響下に生きることを意味しています。即時の終了を目指さなければ、一体いつ終了できるでしょうか。

即時の原子炉再稼動の停止は完全に可能であり、多額の利権のために再稼動を無理にでも押し通していることを国民は知っています。
デモに参加せず、このような取り組みにコメントをしなくても、原子力エネルギーに頼ることがいかに愚かなことであるかを知っています。
そして核放射能の影響に対し、人間は何もできないことを知っています。
どのような政府であろうと、どれほどの科学技術であろうと、核放射能を無力化できないことを、事故の責任を取ることができないことを、核のゴミの処理さえ完全にはできないことを知っていま
す。

原子力エネルギーからの即時の撤退をまず目標に掲げてください。
そうでなければ、何事もが先延ばしされていくでしょう。
将来に対して先延ばしをするゆとりも理由もありません。
決断があるか、あるいは愚かなままで自分たちを害し続けるかのどちらかです。

41525 個人 学生 ２０代 男性 2030年までに原発0%達成 早期に原発から脱却した国の形を作るべき。電力は足りている。火力発電は十分に発電していないのにも関わらず電力が足りないというのは「原発がなければなにも出来ない」と国民に嘯く
キャンペーンに過ぎない。
また、太陽光発電の電力会社による買い取り価格を下げたり、八丈島のように地熱発電を活用するなど新たな電力を生み出すシステムへの変換も推進すべきである。

41526 個人 自営業 ４０代 女性 原発を近い将来、つまり現在の案では2030年となりま
すが０％・全廃を主張します。原発への依存度をなく
し、代替エネルギーの開発にシフトして世界の新エネ
ルギー開発の旗手となるべき。

第一に日本の地理条件・自然災害を考慮すると安全な原発立地はあり得ないこと、第二に核燃料サイクルは破たんしており、廃棄物処理の方法も確立されていない現状では稼働し続けて危険
な核廃棄物を増やし続け次世代へ負の遺産を残す事なるからです。
またヒロシマ、ナガサキにフクシマを加えてしまった被爆国である日本はその核エネルギーへの取り組みを深く反省し、代替エネルギーの技術を世界にむけて貢献する責務があると感じていま
す。

41527 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 脱原発のゼロシナリオを支持します。
ただし時期は即時ゼロです。

ゼロシナリオの支持理由

(1)原発・再処理は人類の手に負えない（制御できない）物だから。
・福島の事故を見ても明らかであり、事故が起これば甚大な被害があること。
・事故が起きなくても有害な排出物が垂れ流しになり、廃棄物の処理もできないこと。
・発電に伴う過程で燃料の採掘から最後まで被爆を伴うこと。

(2)原発の必要性が無いこと。
・先ず電力は不足しない。節電・代替エネルギーや需給の見通しなど現実的でない。
　原発を稼動したいが為の情報操作・提供により電力不足をあおっている。
・経済的にも原発を稼動することはコストが割高である。
　見積もりでは自然エネルギーや、火力が割高になっているが正しくない情報であること。

以上の理由より即時脱原発を願います。

これからのために宜しくお願いいたします。

41528 個人 その他 ３０代 女性 「ゼロシナリオを支持します」
ただし、2030年までに0%ではなく、直ちに原発の停止・
廃炉に向け進むべきだと考えます。

・福島で起きた事故の被害は計り知れない。
原発は一度事故が起きてしまえば取り返しがつかない事が明らかだと思う。
そして日本は地震大国であり、原発へのリスクがあまりにも大きい。
・これから先、原発から出た核廃棄物をどのように管理していくのかが明確でない。

以上の点からも、直ちに原発の停止・廃炉に向け進むべきだと考えます。

エネルギー構造改革として、再生可能エネルギーの普及はもちろん、発送電分離にも取り組んでほしい。

福島の経験を経た上で、まだ原発に依存しようとする考えには大きな疑問をもちます。

41529 個人 自営業 ６０代 女性 原発の国民にとう、シナリオが３ついわれていますが
ゼロシナリオを支持します。

日本の原発テストのため順次すくなくなっていきすべて止まった5月まで、
わたしたちの生活に原発がなくてもやっていけることが証明されました。
ましてや広告のネオンやパチンコ屋に代表されるなくてもいい商業的なものを含めるとゼロでも全然困りません。
３，１１以前コマーシャルでながれていたオール電化、オール電化のかけごえは
電化製品をかわせるためのものでした。
１００％安全でない危険なものに頼る便利さより安全な不便さを選びます。

41530 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 女性 ゼロシナリオ どうせかかるコストなら、将来につながることに投資したほうがいい。コストの面は大切だけどリスクの面も大切。地震が多い日本で原発は向かないと思う。どんなにしっかりしていても、物事に
絶対ということはないのだから。何十年前の技術やアイディアをそのままの形でこれからも使い続けるのではなく、技術も進んだ2012年だからこそできる選択をしたい。今の試算は今の技術で出
したものだから、原子力にまわってた費用と時間をまわせば数年後には新しい技術ができたり効率が良くなってもっと良い試算が出るかもしれない。私は“原子力に頼わざるをえない国”よりも
“再生可能なエネルギーでやっていけるのを目指してる国”として暮らして生きたい。

41531 個人 自営業 ３０代 男性 原発再稼動を、今回の事故を引き起こした根本原因
である、保安院や規制委員会、経済産業省、文科省
などと電力会社の役割を再考せずそのまま進めるの
はいかがなものか。

今回の地震，津波を原因とする事故は、東電単体の責任ではなく、これを許してきた原子力行政の責任でもある。

以下組織的な問題を解決しなければ、おなじ事故は必ず起こる。その反省をせず、再稼動を決めてしまった野田政権は、国民のためにではなく、原発を動かすことによって恩恵を受ける人々の
ために動かしたと考える。

規制をする側が能力がないため規制ができていなかったことをどう解決するのか

規制する側に対して電力会社は、天下り、利益便宜などをさんざん図って骨抜きにし、規制をないものにしていたことをどう解決するのか

電力会社が防災対策を利益優先で怠ってきた事を、国会で追求されていたにもかかわらず、原子力規制行政はなにもできなかったという致命的な欠陥を同解決するのか？

事故が起きてから必要とされた数々の対策工事がまだ終わっていないにもかかわらず、動かすのはいかなることか？免震重要棟がない大飯原発

事故が起きて、原発の原子炉に対する地震対策よりも、敷地内の他の設備（例えばバックアップ電源）や、敷地外から敷地に通じる道路の地震対策やバックアップなどが急務である事がわかっ
たにもかかわらず、対策は原子炉の技術的問題ばかりで、すべて総合した危機監理をだれがやるのか、全く見えていない。

41532 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発比率０％のシナリオが良いと思います。 でも、事故が起きた時の取り返しのつかなさを考えれば、使い続けるのは、難しいです。

41533 個人 その他 １０代以
下

男性 ０シナリオ００００シナリオ 日本を変えよう。

41534 個人 その他 ３０代 女性 即刻、原発ゼロへ！2030年までなんて待てません！ 子供達が元気に暮らせる日本にして下さい。
電気より命の方が大事です。
国民の事をきちんと考えて下さい！！

41535 個人 無職 ４０代 女性 選択はゼロシナリオです。生物の生存できない土地を
作るような危険を侵してはいけないと思います。

原発を使わないエネルギー政策をぜひ目指してください。
広島・長崎での想像を超える悲劇を経験しながら福島での悲劇を防ぐ事が出来なかったのは、核は人間の手に負えるものではないからだと思います。
原発は、特に地震のある国では使えないエネルギーということでしょう。
どうか日本の技術力を信じて、原発以外のクリーンなエネルギーを推進していってください。
それが、今生きている私たちが出来る未来の子孫たちへの責任です。
家に、故郷に帰ることが出来なくなってしまった人々の悲しみや悔しさ、怒りとやりきれない苦しみから決して目を逸らさないでください。
人間や生き物が生活出来なくなるような、大きな危険のある原発はゼロにしていって欲しいです。
どうか、国民が今生活している場所で安心してずっと暮らせる、そしてずっと先の未来まで安心して子孫たちが暮らせる、そんなエネルギー政策をお願いします。

41536 個人 自営業 ５０代 男性 僕らが残して行くもの。 僕の趣味はサーフィンです。かれこれ３５年程やっています。
福島第一原発界隈の海は波乗りをするのにとてもいい環境で、世界大会も行われる程の環境でした。
東京在住の僕は、毎年夏になると福島の海にキャンプに行くのが楽しみでした。
　河口には小学生が水中メガネに海水パンツで、一日中水の中で遊んでいました。
照りつける太陽に、大人も子供も真っ黒に日焼けした長閑な田舎の夏休み。それが僕の大好きだった、福島県でした。

　核分裂で起こすエネルギーは、火力や水力なんかよりも未来的でクリーンなイメージと、それに群がる経済優先の考え方を持った人々には、金のなる木かもしれません？！
だけど、ひとたび事故が起こると”コントロールの利かないバケモノ”という事が判明してしまいました。しかも政府は福島の事故の後始末もしないまま、大飯原発を再稼働させてしまう暴挙に出
ました。
　僕はもう電力会社も日本の政府にも、なんの期待もしません。
だけど、お願いですからこの国が世界に侵した失態を次の世代の世界の子供達の妨げにならない事を祈ります。
美しい地球を次の世代に残しましょう！

41537 個人 無職 ７０代 男性 原発ゼロの意見です。 原発推進派は原発ゼロにすると経済が停滞するとか原発の地元では仕事がなくなるとか言いますが、事故が起きると地元の人は仕事がなくなるどころか住む場所がなくなる事を想像できない
のでしょうか。何を根拠に事故は絶対に起きないと確信しているのでしょう。福島で起きた事故は問題ないと思っているのでしょうか。ゼロか15％か25％かなどという選択肢は平均的な15％に落
ち着くであろう事を想定した推進派の考えです。原発を制御する技術が必要だと主張する人も居ますがそれならば地下深くに研究所を作って放射能が外部に漏れないような施設で研究すれば
良い。選択肢は３つではなく２つしか無いのです。ゼロか推進するかです。従って私は未来を考えてゼロを主張します。

41538 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 現状で原子力発電をなくすことはできないかもしれな
いが、なくす努力をしなければいけない。目標として原
子力発電ゼロを意識し、代替する発電方法の確立や
電気への依存度を下げる生活改善を目指すべきであ
る。

原子力発電は資源のない我が国にとって、コストふくめて魅力的な発電方式であることは否定できない。
しかしながら、「壊れない機械はない」「間違いをしない人間はいない」という側面からリスクを考慮した場合に、何かあった際の影響の大きさは無視できない。ひとたび事故が起こったら100年単
位でその土地が放射線物質に汚染されるような影響をおよぼす状況は看過できない。

すぐに原子力発電をゼロにすることはできないが、2015年をめどに原子力発電をゼロにする目標を定め、そのために何をしなければならないかを議論して実行に移すべきだと考える。
風力、太陽光、地熱発電の普及や技術革新でカバーできるのが理想であるが、それが伴わない場合には計画停電等による国民の電気使用量の制限を行なうなどして原子力発電への依存度
を下げる努力をするべきだと考える。

41523 個人 その他 ６０代 男性 3つの選択肢の設定に問題。不確実性の高い巨大科
学技術は予防原則を適用すべし。経済界は、巨大科
学技術の破滅性に無知。パブコメより先に電力改革
を。省エネ目標が低い。経済成長率2％を想定するべ
きではない。

　0 ％シナリオ支持の立場から述べる
 １）そもそも3つの選択肢の設定に問題がある

2030年に0％では話にならない。即時全原発の停止、廃炉をするべきである。そのことによって停電などが起きないことは、梅雨明けの猛暑が始まっても電気が十分に足りており、大飯原発再
稼働を強行しなくとも大丈夫だったことがデータから証明されている。よって、3つの選択肢でなく、即時全機廃炉の選択肢を加えて4つの選択肢にするべきである。さらに、15％および25％シナリ
オは、2030年時点で15％～25％を維持するために原発の新増設さえ画策されているようにも想定しうるがゆえに、ゆるやかな脱原発をめざすものとは考えられない。つまり、脱原発を前提とし
た選択肢に該当しない。

 ２）不確実性の高い巨大科学技術については予防原則を適用するべきである
今回の福島原発事故は最悪の事故ではなかったことを確認する必要がある。最悪のシナリオとして首都圏3000万人の避難が政府内で考えられていたという確たる情報がある（例えば、田坂広
志「官邸から見た原発事故の真実（光文社）」）。事故の展開としてはむしろ幸運だったとさえ考えられる。すなわち、原発が破滅的な事故を起こせば、被害の規模は想定できないほど大きく、か
つ、収拾方法が準備されていない。こうした巨大技術については、リスクマネジメントではなく、予防原則を適用して技術を封印するべきなのである。リスクマネジメント手法に依拠して原発を稼
働してきたことの誤りについては、破滅的な事故は10億炉年に1回しか起きないとしたラスムッセン報告の失敗から明らかである。よって、全ての原発を即時停止し、廃炉に向けて作業を開始す
るべきである。（※予防原則「巨大な被害が生じると予想される場合、科学的な証明が不十分であることを予防措置をとらないことの理由にしてはならない」は、すでにリオ宣言第15原則をはじめ
として、多くの国際条約の根幹に採用されている。例えば、浜岡原発訴訟1審判決で不採用になった原発震災説が十分な証明を伴わない仮説であったとしても、予防原則の立場からすれば原
発の運転はやめるべきだったのである。）

 ３）3つの選択肢の全てに反対する経済界は、巨大科学技術の破滅性に無知である
日本列島は世界的に見て最悪の地震多発地帯である。そこに54基もの原発を稼働してきたことは無謀の極みである。世界中を探しても、このような無謀な賭けをしてまで原発を動かしてきた地
域はない。東海地震をはじめとする次の巨大地震が起きたときに、福島事故を超える甚大な被害が起きれば、この列島はほとんど壊滅する可能性がある。このことを考えるなら、少々の経済の
停滞などは些細なことである。根本的な社会構造、経済構造の変革をためらってはならない。福島事故を天啓として、新しい国の形をめざして一眼となって進むべきである。まして、再生可能エ
ネルギーを基軸とした社会像が提案されており、その欠点を批判するのでなく実現に向けた知恵を結集するべき時なのである。

 ４）政府はこのパブコメの前にやるべきことを怠っている
3つの選択肢の前提として、「脱原発依存」と「クリーンエネルギーへの重点シフト」が掲げられている。これは菅前首相も現首相も口にした約束だったのだから当然の前提である。しかしながら、
このことを一刻も早く実現するために政府はこれまで何をやってきたのだろうか。福島事故から1年半が経過したというのに、具体的な前進はほとんどない。発送電分離やスマートグリッド開発、
周波数変換所の大幅増設などがほとんど進んでいないばかりか、いまだに巨額の原子力関連予算が使われている。1ワットも発電していない「もんじゅ」に毎日5000余万円が費やされている。こ
れらの税金を全額再生可能エネルギー開発に振り替えれば、あっという間に再生可能エネルギーへのシフトに弾みがつくはずである。また、再生可能エネルギーの固定枠全量買い取り制度は
始まったが、電力会社側が十分に対応できていない現実がある。それも、電力会社間の融通ネットワーク、送電線網の拡充と周波数変換所増設があれば状況が緩和されるはずである。
このパブコメで時間を無駄にしてはならない。パブコメの結果とは無関係に、一刻も早く上記の施策に全力を傾注するべきである。

 ５）省エネ目標が低すぎる
「ファクター10」（ヴッパータール研究所）という本が出版されて久しい。省エネルギーこそ最大のエネルギー資源であるとしてドラスティックな省エネ技術開発の可能性をうたいあげている。世界
の物質・資源の流れを50％に削減するために、先進国は現況の10分の1まで物質やエネルギーの消費を落とすべきだとの主張である。省エネ目標10％はあまりにも情けない。それでも技術立
国日本だというのだろうか。

 ６）経済成長率2％を想定するべきではない
全世界のエコロジカルフットプリントは、現段階ですでに1を超えている。全世界がアメリカ並みなら5.4、日本並みなら2.5という数字が示されている。もうこれ以上経済成長することは地球にとって
の自殺行為である。全ての先進国は、成長しないが安定した豊かな社会をめざすべきなのである。まして、福島事故を起こして全世界に放射能をばらまいたこの国は、率先して新しい社会へと
船出しなければならないはずである。その前提のない、プラスの成長率を前提にしたシナリオはいずれも間違っていると言わなければならない。



41539 個人 自営業 ３０代 男性 2030年、原発ゼロにしてください。
核のない社会を目指しましょう。

福島原発の事故後、現在どうなっていますか？
放射能汚染は確実に広まっています。
だれもが責任を放棄してます。
そもそもだれにも責任のとれるものではないからです。
このさき5年後、10年後、20年後、放射能の人体への影響がどうでるかわかりません。人口は減る一方です。
もしいま大飯原発が爆発したら、日本はひとの住めない土地になるのではないでしょうか。
そうなれば経済がどうなんて話ではないです。
すでに世界的に今の経済システムは破綻してきています。
原発は廃炉にしてください。
無駄に電力を使うのはやめれます。
原発がなくても問題ないのですから。

日本の一次産業を見直して、もう一度やりなおしていけば、不安定な経済よりも安定した国になります。
それを日本から世界に発信して、新しい世界を作っていくべき時なのではないでしょうか。
よろしくお願いします。

41541 個人 その他 ５０代 女性 即時、全原発を廃炉。 三択の内容に全く論理的裏付けがなく、誰が何に基づいて作ったものかがわからない。自然エネルギーの開発促進にどれだけの予算を掛けるのかも決まっていない中、また昨今の自然エネル
ギーへの世界のまた国内の個人企業等の開発努力に対して、今後の見込みが過小評価に過ぎる。
電力は原発がなくても足りている。電力会社が故意に火力発電所を止めているだけである。
原発に安全はない。天災がなくとも人的ミスで事故は起きる。ひとたび事故が起これば、手がつけられない。原発を動かすという選択は福島第1原発を無視してしかあり得ない。
原発は「安全に」稼働していても、放射能は垂れ流し続けられる。
原発は法外な建設費がかかりながら非効率な発電施設で排出熱の6割は海を温め、無駄に捨てられる。
地方を疲弊させ、作業員、周辺住民に被曝をさせ続ける。ひいては全国民、世界中に汚染を撒き散らし、全ての生物を被曝させる。
放射性廃棄物をどうするのか。海に垂れ流し、地中に埋める・・・それは「処理」しているのではなく、「撒き散らしている」だけである。無害化できなければ、処理したことにはならないが、無害化
は不可能。とならば、せめて、これ以上一切排出しないようにするしかない。
即、大飯原発を止め、全原発を廃炉と決定し、世界中の専門家の知恵を集めて、日本を滅ぼしかねない、福島原発の事故処理法を考えなければならない。そして、世界中の知恵を集めて核廃
棄物の処理方法を考えなければならない。

41542 個人 無職 ６０代 男性 原発0%シナリオ！ 福島県のような事態を二度と繰り返さないため。

41543 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
 直ちに原子炉再稼働をやめさせる
 積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
 再生可能エネルギーの生産を加速させる
 発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
 石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

41544 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ゼロシナリオを支持します。　（原子力発電所の即刻
運転停止を希望します。）

　原子力発電所が一度暴走すると、多くの人々が故郷を追われ、その何十倍、何百倍もの人々が見えない放射能に不安を感じて平穏な日常生活が送れないという悲惨な事態に陥るということ
が、今回の事故でわかりました。
　これから少なく見積もって40年、今年生まれた私の娘が、今の私の年を越えてもなお足りない時間と、天文学的費用を費やして福島第一原発の廃炉作業が続けられます。
　無残な姿をさらし続ける原発を横目に、それでもなお目先の経済の為に原発を動かし続けたとしたら、大きくなった私の娘は、何を思うでしょうか？
　自分が使ってもいない電気の、過去の核のゴミを大量に渡される私たちの子、孫たちは、無責任な私たちをどう思うでしょうか？
　子供たち、この国の未来を考えたら、原発は今すぐにでも停止し、未来志向のエネルギーに１日でも早くシフトチェンジしてゆくのが、この事故を経験した私たちの責務であると考えます。

41545 個人 その他 ４０代 女性 ゼロシナリオを選択すべき。 福島の事故処理も未だ終わらず、その影響も長いスパンで見ていかなければならない中、活断層の位置も正確に把握できていない不安定な土地で原発を稼動することは、日本はおろか全世
界の環境を破壊することになりかねない。環境の破壊は、生物の死に直結する。そのリスクよりも稼動を優先すべき理由が見つからない。

41546 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発は必要ありません。今すぐに全ての原発を廃炉
にし、燃料、施設、作業に使った道具、機材、放射能
で汚染されている全ての物を安全な場所で今後10万
年の間保管し、私達の社会との関わりを持たせないで
ください。

「足るを知る」この言葉を今私たちは一人ひとりが感じねばならないと思います。今ある生活で十分です。住むところがあり、食べるものがあり、一緒にいる人がいる、これで十分足りています。
日本人の多くは足りた生活をしています。そこから更に欲をかけば、大量生産、大量消費へと余計なものばかりを生み出す社会になります。それは空と海と土を汚す社会です。自分たちの食べ
物まで汚す社会が良いとは私は決して思いません。そのような社会はやがて滅びます。自分たちの血や肉を汚す食べ物しか生産できないなんて、そんな生き物は自然界には存在しないからで
す。
今すぐ、空、海、土を何万年もの間、汚し続ける原発は廃炉にしてください。

41547 個人 無職 ３０代 女性 原発事故があって、放射能が撒き散らされ、私たち母
子は沖縄に避難しています。
これ以上の惨事を起こさないためにも、原発は止めて
ください。
無くして下さい

原発事故があって、放射能が撒き散らされ、私たち母子は沖縄に避難しています。
これ以上の惨事を起こさないためにも、原発は止めてください。
無くして下さい。
早く故郷にかえりたい。でもかえれない。
東京からの自主避難は支援もなく、苦しい。
自宅と避難先での二重生活は、金銭的にくるしい、

41548 個人 自営業 ８０代以
上

男性 原発の再稼働をやめてください。 地震国である日本に原発は危険極まりない。

41549 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発はゼロにしてほしい。 原発はゼロにしてほしい。
福島原発のずさんな危機管理の状況、事故後の対応と中長期的な福島原発の処理を通して、国民の生命と安全のことは何も考えていない姿勢に憤りを感じる。
放射性物質が撒き散らされたにも関わらず安全と吹聴し、そこまでして原発を守る意味がわからない。放射性物質、有害物質が含まれている瓦礫を地方に拡散させるなんて、気がふれていると
しか思えない。こんな政治家、官僚、東電に原発は正しく扱えるはずがない。
なので、原発は全てなくして下さい。

現代において、今ほど政治家と官僚に不信感を抱いている時代はないのではないか。国民の一人として、不安でしょうがない。
お願いですから、国民と国の安全と発展を考えて下さい。懇願します。

41550 個人 その他 ４０代 女性 原子力エネルギーの使用を止め、人や環境に優しい
持続可能なエネルギーへの移行していくための具体
的な計画を強く求めます。

私は核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私は以下を要求します：

 ただちに原発の再稼働をやめさせる
 積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
 再生可能エネルギーの生産を加速させる
 発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
 石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける
 消費者が電力会社を選べるようにする

私はあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを心から望みます。

41551 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 「ゼロシナリオ」で速やかに原発をなくしたい。 原発が稼動すれば使用済核燃料や放射性廃棄物が処分ができずに増えるだけ。これ以上の危険を先送りして明日の声なき世代に負担させるのは問題。だから原発がより早く無くなる方が良
い。今回の福島第一原発事故で、土地財産職場を奪われたり被爆された被災者を思うと、なおさら原発はいらない。経済発展よりも人の命が大切。放射能汚染で日本が消滅してもいいのか。こ
の悲劇は二度と起こしてはならない。

41552 個人 自営業 ５０代 男性 原子力発電は0％にすべきです。 3.11以来、原子力発電は人間がコントロールできる範囲を超えていることが明確になりました。
全国の原子力発電所を全て停止し、廃炉に向けた技術開発が急務であり、また核廃棄物処理の確実な方法を開発することが、未来への責任だと考えます。
代替のエネルギーとしては、いわゆる自然エネルギー、再生可能エネルギー開発が急務であり、日本はその技術やバックボーンが十分に存在すると考えます。
また、電力需給問題も確実なデータ等が公開されているとは言いがたいと感じます。さらに電力会社の総括原価方式など、庶民感覚として信じられないことが多すぎるとも感じます。
まず、原子力発電を0とすることを前提に、国民的な議論を喚起すべく、様々な情報、データをわかりやすく公開して欲しいと思います。

41553 個人 その他 ４０代 男性 2030年に置ける原発依存度をゼロにする「ゼロシナリ
オ」に賛成します。

原発廃棄の技術的難しさやコスト、またその間の化石燃料依存度増など、さまざまな課題があることは重々承知。それでも放射能の危険性や核廃棄物の処理問題の深刻さを考えると、脱原発
依存を少しでも早く進めることを願っています。目標さえ定まれば、日本人の英知を結集して、さまざまな工夫が生まれてくることも信じています。

41554 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 エネルギー転換パブリックコメント・意見 簡単にですが資料を拝見させていただきました。
０シナリオを希望しています。

それは今すぐでなくていいです。消費を減らした上で、再生可能エネルギーに
転換していってください。

原発はもういりません。高速増殖炉のもんじゅはいつまでたっても稼働に至らないことで先が見えています。

完璧でない人間の所業なので、完璧でなければ常に危険にさらされるような方法でエネルギーを得てはいけないと思います。　デモとは違う、本当の気持ちです。
こちらで意見としてよろしくお願いします。

(削除)

41555 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主張 あれだけの過酷事故を起こしといて反省もなにもない。
2030年まで地震は待ってくれません。

41556 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発0シナリオを選択します ●果たして、2030年に福島は立ち直っているのだろうか。原子力事故はもっと長い年月、福島に影響を与え続けるでしょう。そして、毎年毎年、一度起きた事故の大きさを再認識する。2度と事故
が起きて欲しくないという思いからも、０シナリオを選択します。
●15%、25%では原発の増設やもんじゅの稼働の可能性を含んでいる。自然エネルギーへの切り替えはコストのかかる事業となるでしょうが、原発増設、もんじゅ稼働、また核のゴミ問題を考える
と、15%、25%を選択してもコストは増え続ける。
ならば核のゴミを出さない自然エネルギーへ切り替えていった方が、将来的には良いと考える。2030年は遠いように思えても、たった１８年後のことです。たった18年でエネルギー方針を変える
のにはコストがかかるのは当然です。でも、2060年、2100年にはどうなっているのだろうと考えると、これからの18年間で行った政策が日本にとってプラスになることでしょう。
原子力以外でも日本の技術力は発揮されることでしょう。そこに政府の方針として力を入れることで、さらに日本の得意分野を生み、世界が注目するエネルギー大国になって欲しいと思います。

41540 個人 自営業 ４０代 男性 (1) ０％ 原発を必要と訴える方々の論旨は
正常に裁判のような手続きを踏めば１００％負けるもので
あること（データとワラントが崩壊している）は、他の方々が
すでにさんざん説明してくれていることでしょうから
私から繰り返すことはしません。

経済理論においてもエネルギー政策としても
そして核抑止力を持つという意図さえももう実質
破綻していることが、そこらじゅうで論破され尽くしています。

もう全部ウソがバレ尽くした今になって
いったい原発を続ける利点があたなたち政治家・官僚の方々にとって
「金」と「対面」以外に何が残ってますか？

そもそも原発政策のすべてが嘘だということは最初から
あなたたちが一番よくご存知のはずで、まだ国民にその
ウソがばれてないとでも本気で思っているのですか？

そうした”事実認識の著しい齟齬によって
周辺または本人に危害を加えうる者”は、市井では
まず隔離して被洗脳を疑ったり精神鑑定を受けさせねばなりません。

あられもない言い方をしてしまうと原発推進派は
１）「自覚のある嘘つき」
２）「限定された嘘の情報に基づき洗脳されている者」
３）「認知能力・精神活動に障害を負っている者」

このいずれかということになってしまうということです。

あなたたちが２や３ならすぐに現職を退いて療養にあたらなければ
なりません。大半の方は１でしょうから、その方々に問います。

すでに折り返し点をとうに過ぎたあなた方の人生で
そろそろまともに「人間」に戻って生きるということを
考えるこれが最後のチャンスなのではないですか？



41557 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原子力発電比率を１５％とする。
太陽光発電、風力発電比率を高めるための政府の財
政出動を大きくしないこと、経済活動を現状以上に海
外生産に移行しないためにある程度の原子力発電が
必要である。

本来、私は原子力発電には反対である。しかし、現実には原子力発電頼らざるを得ない状況である。地球温暖化、経済活動などのため。
今後、家庭の電気使用量の削減が必要である。電化住宅などもってのほかである。
電化住宅は、原子力発電の夜間余剰電力を利用したものである。原子力発電を負荷に合わせて増減することを禁止したことに元を発する。
電気以外でまかなえるエネルギーは、電気以外として電気使用量を削減する。
その後、太陽光・風力・波力・地熱などの発電設備を開発し原子力発電比率を限りなくゼロに近づけるようにする。
原子力発電設備の４０年廃止も一つの方法である。今回の事故により、新しい知見が設備の改修に適用されていないことがあったように思う。
古いものを順次解体し、新しい知見を組み込んだ設計に変えることも必要である。
これは、何も原子力だけではない。他の施設でも既存設備は新しい耐震対策を猶予している部分がある。
こう言ったところから、設備の寿命を決める必要があると思います。
１５％の比率は、２０３０年でのことであり、その後はさらに下げることに努力すべきである。

41558 個人 自営業 ４０代 男性 原発ゼロシナリオを支持します。 いろいろな問題があるのは理解できますが、廃棄物の処理法が先送りになり続けている、とい理由だけでも充分にすべての原発をなくす必要があると考えます。
その上でどういったエネルギー政策が必要なのかは、専門家の方に考えて頂きたいです。

41559 個人 家事専
業

４０代 女性 シナリオ１の原子力による発電は0にしてください。首
都圏で使う電気を発電するために発電所を建設して
電気を使っていない福島の人が放射能の被害を受け
るのはおかしいです。別の地域に被害者を増やして
はいけない。

今すぐに原子力による発電を0にするのは難しいかもしれませんが、発電できるいろいろなものをミックスして、二酸化炭素も減らしていかなくてはなりません。事故が起きたときに大変な被害を
もたらす原子力発電は今後0にしてほしい。
個人だけでなく、企業も節電することによるメリットを受けることが出来れば、たくさんの電気を使わない方法を考えていくと思います。

41560 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 2030年までに原発ゼロを希望します。 環境、人体にリスクの高い原子力発電を続ける理由は全く無いと思います。
火力発電で被曝しますか？水力発電で海水温が上がりますか？風力発電、太陽光発電で核廃棄物が出ますか？
2030年なんて悠長な事言わず、まずは大飯原発を止めて、今後の再稼働はもちろん、新規の建設も無し。
早急に持続可能エネルギー政策を構築すべき。
政治家は何かあれば辞任すればいい。しかし、原発で何かあれば周辺住民は何の罪も無いのに家を追われ、健康を失う。
この矛盾を政治家のみなさんはどう説明するんでしょうか？
原発が無ければそのような矛盾も生まれないのではないでしょうか？

未来を背負う子供たちのために、その子供たちが日本という国に生まれた事を誇りに思えるように、美しい国日本を守っていくために、原子力発電とは決別すべきだと思います。
決断するのは今しかありません。
政府の方々の良識ある決断を強く望みます。

41561 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 ３つの中から選ぶとすればゼロ％ですが、今回提示さ
れた筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれ
いな日本を約束するものではありません。より踏み込
んだ原子力エネルギーゼロの筋書きを求めます。

フクシマはまだ収束していません。その影響は甚大であり、その全容はだれにも判りえません。大震災に限らず、原発事故はひとたび起きてしまったら、誰にもどんな責任もとりようがないほど
の影響を与えるものだということが、今回の事故ではっきりとわかりました。

また、たとえ事故が起きなかったとしても、立地にかかわる構造的な利権の問題、廃棄物の処理、そこで働く人々を被爆させることなど、原発による発電はどう考えてもおぞましい仕組みです。

あらゆる方面から全力を挙げて脱原発に向けた行動を今実行する必要があると思います。

41562 個人 家事専
業

３０代 女性 原発、エネルギーについて 原発再稼働やめてください。子どもの健康な未来のためにも原発をゼロにして自然エネルギーにしていってください。

41563 個人 その他 ６０代 女性 エネルギー源を原子力に頼らない世界に向かう努力
を。

自然をそして人々の生活を破壊しつくしかねない、現在の人間の力では制御することが不可能な原子力を頼るべきではないと思います。

41564 個人 家事専
業

３０代 女性 原子力発電をやめませんか？
出来るだけ早く、早く　とにかく早いうちに動きましょ
う。
原子力に頼らない日本で、さらに経済を成長できるは
ずです。

できることなら、電力会社を選びたいです。
でも、今のところそれはできないし、私自身、それに対して実際に動くすべを知りません。
ですから、まずは、エネルギー政策を、原子力ゼロで計画してほしい。

これからの未来を生きる、子ども達にも夢をもって
この日本をさらに次の世代につなげる希望を持ってほしい。

恐ろしい原子力発電所がある日本ではそれは難しくないですか？

お金より、人、大切ですよ。
人が動けば、お金より大きな富を生み出しますよ。
そんなこと、ご存じでしょうけれど。

どうか、なぜ今、そのお仕事に携わっているのか
あらためてお考えになって、日本のために力を尽くしてください。
しっかりと民の意見を聞いてください。

41565 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発はもう、日本にはいりません。 地震の多い日本に原発はふさわしくありません。安全な原発なんてありえません。
福島の事故は収束しておらず、今も多くの人が故郷に帰れず、食品からは放射線物質が検出され、多くのホットスポットが見つかっています。
10年、20年後にどれだけ多くの人に健康被害が見つかるのか、見当もつきません。
他のエネルギー供給手段を一刻も早く取り入れ、全ての原発を廃炉してください。

41566 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 あえて選ぶなら当面「２０～２５シナリオ」で進め、今後
も国民全体での議論を継続し見直すこととする。ま
た、電力会社の料金メニューとして電源種別を選択で
きるようにすることを提案したい。

実は私、電力会社の社員ですが、今回提案させて頂くのは、これまでの電気料金は電灯・電力といった種類や時間帯による料金格差および一般家庭ではオール電化か否かといった選択しか
なかったが、例えば下記のようなメニューを提供してもらうというものです。
（１）従来どおり、原子力を含む電源ベストミックスによる供給・・・料金も従来レベル
（２）原子力以外の電源（火力・水力・その他）・・・下記（３）および火力燃料費を参考に算定
（３）再生可能エネルギー（水力・風力・メガソーラー等）・・・固定価格買取制度での料金を元に算定
当然、料金的には（１）＜（２）＜（３）となるかと思います。
また、あまり多くの人が（３）を希望されても抽選または先着順等にする必要はあるかと思います。そして（１）を希望する一般の家庭や工場・大口の企業等が全くいなければその時は、原子力「０
シナリオ」で進めれば良いかと思います。
上記、メニューを用意しようと思えば料金算定（精査）のため、電力会社の収支状況の情報開示が必要となると予想されるため、国の指導が大事にはなるかと思います。

また、原子力を今後もある程度選択することを前提とした場合に問題となる高レベル放射性廃棄物の場所として、以前ある国会議員の方に「沖ノ鳥島」を提案させて頂いたことがあるが、国有化
した後「尖閣諸島」ということも検討出来ないかと思った。

41567 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 原発0%シナリオ！ 福島県のような事態を二度と繰り返さないため。

41568 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 原発ゼロシナリオを選びますが、温暖化目標も織り込
んだ2030年に向けたロードマップを描き、着実に実行
することが重要です。日本の置かれた惨状は、電力
供給の仕組みを抜本的に見直すチャンスと捉えるべ
きです。

原発ゼロシナリオを選ばざるをえない理由は5つあります。
１．日本は地震大国であり、今後も東海・東南海・南海地震が起こる可能性があり、老朽化した原発の稼働を継続することはリスクが高すぎます。
２．“トイレのないマンション”と言われる核廃棄物の問題です。欧州基準では少なくとも10万年隔離が必要となる高放射性物質の処分の問題は子々孫々に危険を伴う大いなる負債を残すことに
なります。
３．福島原発事故を発端に、原発の作業現場で働く人のずさんな労働環境の問題が明らかになりつつあります。請負業者が構造的に基準を上回る被曝を強いられたり、一旦事故を起こせば死
を伴う犠牲者を出さなければならない発電方法が国家の人権保護の観点から大変問題です。
４．今後益々、不安定化する世界経済やグローバル・ガバナンスにおいて原発を利用したテロのリスクも深刻です。
５．現在の福島原発事故から直接的・間接的に被害に遭った人々の心はズタズタに引き裂かれ、この苦しみは子供や孫の代まで続くものになります。また、食物の連鎖による内部被曝の恐怖
が国民に蔓延しつつあり、日本人の国民感情として原発を現状維持もしくは新設するという選択肢は受け入れ難くなっていると考えます。

上記のようなリスクや懸念がある中で、他のエネルギー源の活用に向けて経済構造そのものを変えていくという方向を目指すために、原発ゼロを目指して実行可能なことをロードマップに従い、
着実に実行していくことが重要だと考えます。

原案の原発ゼロシナリオを選択してもCO2の排出量の増加は世界レベルで許されません。温暖化目標の達成を目指すために、(1)省エネの比率、(2)再生可能エネルギーの比率をもっと高める
ことが必要となります。(1)省エネに関して民生部門でも取り組み余地や十分あります。現状において、省エネ意識が一般家庭に根付いているとはまったく言えず、やれることは多々あります。(2)
再生可能エネルギーに関しては、送電網をつなぎ合わせることなど前提条件を変えることで、WWFでは63％まで比率を高めることが可能だと試算しています。「エネルギーから経済を考える経
営者ネットワーク会議」のように自発的に発電を行う動きも民間レベルで起こっており、枠組みを変えることで多様なエネルギーを供給できる可能性は大いにあります。

原発にかけてきた莫大な予算を省エネ技術及び再生可能エネルギー開発に振り向けることで、イノベーションの機会は大いに広がるはずですし、日本に新たな技術力やマーケットを作ることに
なり、次の時代を見据えた産業復興のきっかけとなります。再生可能エネルギー分野で世界のNo1を目指すべきです。

41569 法人・
団体等

会社員・
公務員

５０代 男性 原発ゼロシナリオ 原発ゼロシナリオ
再稼働はしないでください。子供たちに健康な未来を残す為に、原発はゼロにしてください
もっと省エネルギーの取り組みを進めてください。
もっと自然エネルギーを推進してください。
自然エネルギーへの努力が足りない。

41570 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 日本のエネルギーは原子力発電をゼロにする。 ・環境悪化を招くこと：原子力発電所が稼動しているだけでも微量の放射性物質が放出されます。その近くの海水温の上昇を招き、環境が悪化します。
・地震国であること：これからも巨大地震が想定されています。それは明日かもしれません。このような危険な国に原発があるだけでも危険です。すぐに廃炉にすることを決めて、放射性物質の
処理を始めるべきです。
・経済性について：「原発のコストが一番安い」と言われますが、福島第１原発事故の処理はこれから何十年とかかり、ふるさとを追われた人達の生活保障まで入れれば膨大なお金がかかりま
す。これも原発であるが故で、コストの中に当然入れるべきです。他のエネルギーではこのようなことはありません。今、アメリカでは天然ガスが有り余っていて、世界では安く買っていますが、日
本では他国より高い値段で買っています。これを安く買えば、火力発電のコストはもっと安くなるのではないでしょうか？全く機能しないもんじゅや見通しの立たない六ヶ所村核燃料再処理工場
にかけている膨大な金額を自然エネルギーの開発に使えばもっと有効ではないでしょうか？
・原発のゴミについて：今現在、日本の各原発には満杯に近い使用済み核燃料があります。これから原発を稼動すれば、また使用済み核燃料は増え続けます。最終処理方法も場所も決まって
いないのに、増やしてどうするのでしょうか？これこそ、未来の子ども達に残してはいけないことです。核燃料再処理工場から出る放射性物質は、フランス・イギリスの例をみれば明らかなように
環境を破壊します。
・これからは小さな地域で太陽ソーラーパネルや小水力発電などを使ってエネルギーを共有するようなシステムを考えた方が効率がいい思います。

41571 個人 無職 ２０代 男性 原発依存度について 原発0%にしてください！
原発反対！

41572 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発は即廃止 人間の手に負えないような、命を脅かすような物から出来るエネルギーなら要りません。
平和利用とか表向きではなく、原発の真実をきちんと知らせてくれていれば、電気の使い方だって考えます。
もう嘘や誤魔化しは要らない。
大切なのは命と健康です。

41573 個人 自営業 ５０代 女性 原子力発電所をすべて廃止し、自然エネルギー発電
の技術開発を押し進める事を望みます。日本が新し
いエネルギーの先進国、提供国となるため、一刻も早
く原発関連施設の廃炉を進め、脱原発の宣言をしてく
ださい。

地震国である日本に原子力発電所があることの危険性は、もうすでに全世界が認知し、世界的に原発に依存しない新しいエネルギーの技術を採用する方向へ舵が大きく切られると思います。
そんな中で大飯原子力発電所の再稼働の決定は、私たちにとって大きな衝撃となり、信じがたい出来事でした。
原発は私たち日本人だけでなく、地球そのものの存在に悪影響を与えると言う事は、周知の事実です。実際、私たちは現実の生活の中で原発の事故による危険性にさらされています。それは
これから先も解決しようのない不安となって、ずっと先の子どもたちの世代まで残ってしまいます。

遅いと言う事は全くありません。どうか原子力エネルギーゼロの将来への想像力を働かせ、国として新しいエネルギー開発に挑戦してください。今こそが日本の転換期であり、日本だけでなく世
界にとって脱原発の大きなチャンスの時であると思います。私は国の予算を原発関連施設の廃炉と自然エネルギー発電の技術開発に有益に使われることを希望します。
日本人の持つ技術とアイデアで安全なエネルギーを開発し、その技術を世界に提供できる日本の在り方は、これからの世代へ残すべき私たちの国の未来だと思います。

41574 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 2030年までに原発をゼロ（廃炉）にするシナリオを支
持します。

2030年までに原発をゼロ（廃炉）にするシナリオを支持します。
ただし、原発の稼働は即刻やめることを求めます。

理由(1)
電力は、国民の生活を支えるインフラの一つです。
にも関わらず、原子力発電は、国民の生活を長期にわたって脅かすリスクあり、
そのリスクは、原発稼働によって得られるものに対して大きすぎる。

理由(2)
経済指標で国民生活の豊かさを測る時代は過ぎ去ろうとしています。
多くの人が不安をかかえたまま原発と共存することが、
幸せな未来を実現するために必要だとは思いません。

＜このパブコメについての意見＞
経済性と温室効果ガス低減だけが、将来シナリオを判断するための
要素ではないので、多角的な検討の結果を示して欲しいです。
（今回示されているスタディの結果をみて、意見を考える人はほとんどいないでしょうけれど）

経済性と温室効果ガスの低減にしても、2050年、2100年には
どうなっているのでしょうか？
エネルギー政策は、１００年先を考えながら決めるべきです。

41575 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発の稼働を今すぐ0にして欲しいです。 とても危険だと思うからです。
「チェルノブイリの今」というドキュメンタリーD V D を観ました。
未だに苦しんでいる人が沢山います。
日本だけの問題ではないと思います。世界中が心配してくれています。
かけがえのない命、自然をなにより大切に思うからです。
お願いですから原発やめてください。。



41576 個人 その他 ５０代 女性 原発に絶対反対です。
今後原発に代わるエネルギーに世界的規模で研究、
開発するべきです。

廃棄処分してから無害になるまで、何百年もかかる物に依存していては、
地球は滅びてしまいます。

目前の繁栄と利益よりも、未来の安全に全世界が取り組むべきです。

東京電力が率先して、次なる安全なエネルギーを担っていってほしいです。

41577 個人 無職 ３０代 男性 「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主張
《即原発ゼロへ。これ以上被爆（被曝）者を生むべきで
はない。》

このパブコメ募集の前提が「2030年までは原発が維持される」というもの。
日本列島が巨大地震の活動期に入ったにもかかわらず、2030年までに原発事故が再度起こらない保障がどこにあるのか。即原発ゼロへすべき。

41578 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 　原発の安全性を世界一に高めた上で原発25%を目
指すべきである。そして、原子力の安全技術を高め、
国際貢献していくことにより日本の責任を果たしてい
かなければならない。

　私は原発25%を推します。その理由は以下のとおり。

　日本は原子力安全分野で世界に貢献する責任がある。原発事故の当事者としての責任のみならず、国際社会で地球温暖化対策をリードしてきた責任がある。そのため、原子力を一定程度
維持し、研究開発を推進していくことが必要である。
　また、原発比率0%や15%シナリオでの再生可能エネルギー比率を達成するためには、国民や産業界に過大な負担と犠牲を強いることとなり、生活を圧迫し、国内産業の空洞化を招きかねない
ことから、他国で通用するモデルとはなりえないだろう。
　再生可能エネルギーは自然まかせのうえエネルギー密度が小さいため、基幹エネルギーにはなりがたい。日本国ではかつてサンシャイン計画を推進し全国で研究開発を進めたが、30年以上
たっても実用化させることができなかった。
　自然まかせでエネルギー密度が小さいものを大容量化して安定供給していくことには、ロスが多くなりすぎるためである。それを補うために火力発電所を増設したり、大容量の蓄電池を設置す
ることは、稼働率の低い設備を二重投資することにほかならない。これでは資源の無駄づかいであり、地球環境を悪化させることになる。

　エネルギーは社会の根幹を支えるものである。今、社会の安全が問われているが、同時に安定も必要である。日本だけ原発をなくせば安全・安心だという考えは間違っている。
　原発の安全性を世界一に高めた上で、国際社会に安全技術の面で貢献していくことにより、事故を起こした国としての責任を果たしていかなければならないのではないだろうか。
　社会の根幹を支えるものであるがゆえに、エネルギーシステムは、人々が安心して暮らしていけるものでなければならない。

41579 個人 無職 ８０代以
上

男性 ゼロ原発を選ぶ。
放射性物質の完全閉じ込めは地震国では技術的に
不可能と見るべき。
安全だと言ううから国民は国策原発事業を信じた。福
島事故検証結果
エネルギー政策の総見直しを渇望する。

原発に頼らなくても経済が成り立つ必要なエネルギー供給システムにすべき。
発展途上時代の原発主導の国家独占集中型政策はきっぱり卒業、新しい日本の経済戦略に相応しい地産地消分散型電力の完全自由化を導入すべきである。
原発分離（国有化）、発送電所有分離、節電指向のスマメ　コミュニティ形成に向かってこの際新エネルギー政策を強力に打ち出すことが焦眉の急だ。
新総理大臣に期待。

41580 個人 家事専
業

３０代 女性 一番のゼロシナリオを支持します。徐々にではなく、
即時原発を全廃して欲しいとおもいます。

脱原発は日本経済にとって大きな打撃をもたらすという話がよく出てくるが、国民の命、美しい日本の国土と天秤にかけるものではない。
子供達に安心できる世界を残すのは大人の当然の責任である。
放射能の影響についても影響はありませんと言い続けるのではなく、出来るだけ被害を食い止めるよう誠実に対応していただきたい。何もないだろう、と楽観視するのではなく最悪のケースを想
定して対策を考えて欲しい。
これまでの政府の対応は本当にひどく、政治というのはここまで国民の意思を無視できるものなのかと心底怒りを覚えた。
現在でも何の議論もなく六ヶ所村が再開したり、もんじゅの完全復旧宣言がでたりと耳を疑う。
原発は政府が責任をとれるものではない。
事故が起きれば、世界中のあらゆる命に果てしない時間影響し、決してなかったことにできない。

41581 個人 自営業 ４０代 女性 ゼロシナリオを希望します。日本の技術力は、再生可
能なエネルギーを改革できます。

ゼロシナリオにより新しいエネルギーを生みだすことで、経済が発展すればよいし、それをもって世界に自国を誇ればよい。福島の事故を受けて、ゼロにできない日本では、恥ずかしくて誇ること
ができません。原発ゼロになるためなら、どんな努力もおしみませんので、ぜひゼロシナリオでいきましょう。

41582 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ゼロシナリオ 福島第1原発の件でも自明の通り
1基でも事故が起これば被害は甚大です。
それを防ぐには原発ゼロしかありません。

41583 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 1.「原発ゼロシナリオ」を強く求めます。 原発はいりません。

一日も早く、脱原発を強く求めます。
私は、震災以来未来に希望がもてなくなりました。
明るい未来の事が考えられません。
子どもを作るのも悩んでいます。とっても欲しいのに、怖いです。
原発を動かさないと経済は破綻する、電気が足りなくなるというけど
今現在、電気はもっているじゃないですか。経済は震災が起こる前から破綻してたじゃないですか。
火力を駆使しすぎて辛いなら、他の電気を考えましょう。生活をシフトチェンジしましょう。病院の電気は必要だけど、深夜のテレビはいらないでしょう。
街頭テレビだってあんなにいらないでしょう。自動販売機はいりますか？近くにスーパーやコンビニは沢山あります。

原発を動かしたら経済は回復するのでしょうか。答えはNOです。
このまま、変わらぬ政権で再稼働を許してしまったら、間違いなく日本は破綻し
子どもも減り、人口が減り、みんなが被爆による健康被害により国民は満足に働く事ができなくなり、海外からの信用は失われ日本は破滅にむかうでしょう。
国民は、日本は「働きアリ」ではなくなります。

その頃には、自分たちは生きていないからいいやでは困るのです！！
無責任な事はしないでください。
民主党に票をいれた私達を裏切らないでください！！！

41584 個人 学生 １０代以
下

女性 原発を今すぐに全部なくしてください 福島原発の事故で、埼玉に住んでいた私も妹も、甲状腺に多数ののう胞ができています。今後これがどうなるのか、自分の体がどうなるのか、健康にいきて行けるのか、不安で仕方ありませ
ん。原発は原爆と同じです。エネルギ-などにはなりえない。地球上のすべての命を脅かし続ける恐ろしい悪魔です。日本の半分が汚染地帯となった今、原発をまた動かすようなことをすれば、
必ずまた事故を起こし、そのときには日本は確実に終わってしまう。日本がなくなったら、何のためのエネルギ-？何のための経済？　本当に愚かです。日本人が死に絶える前に全ての原発を
廃炉にしてください。今すぐに。

41585 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発はすべて廃炉に。 原発にしろ、火力にしろ、巨大な湯沸器に過ぎない。
要は発電機を回せばよいだけ。その為に国民の命を危険にさらす原発は不要。

電気は必要だが、そんなことまでするのなら昔ながらの生活に戻ろう。

また、発電は火力、原子力、自然エネルギー各種だけだというのも間違い。
究極のクリーンエネルギー、人力発電も検討すべし。

41586 個人 家事専
業

３０代 女性 原発ゼロシナリオ選択 １）まず、期限にかぎらず出来うる限り早急に原発は全停止。
　　大飯を止めれば済むことで、原発が全基停まっていたとき、
　　なんら生活に変化はなかった。
　　計画停電などという不必要な脅しを使わずとも、
　　過剰な照明や商業施設などの現状検討で節電可能。

２）原発の代替案が、化石燃料依存に偏っているのはおかしい。
　　価格が下がっている天然ガス、揚水力、波力などあらゆる手段があり、
　　いずれもコストは原発とは比較にならない程低い。

３）なにより地震のリスクは計り知れず、
　　想定外の許されない方法の選択はあり得ない。
　　実際に事故が起きれば収束が極めて困難なことが露呈している。

４）核燃料サイクルの再処理は、すでに破綻しているので中止すべき。
　　世界にも類を見ない非現実的な手段。
　　再処理の過程でも結局核廃棄物が発生し、貯蔵の問題が出てくる。
　　まったくもって本末転倒である。
　　廃炉に向かっても廃棄物は発生するが、
　　稼働する限り天文学的な時間が必要な廃棄物が無尽蔵に発生することになり
　　現状でも貯蔵問題が深刻化している中で、全く現実的ではない。

41587 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 原発0%シナリオ！ 福島県のような事態を二度と繰り返さないため。

41588 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原子力発電は廃止の方向で速やかなる対応を行わな
ければいけない。現在、存在する原発は全て廃炉とす
る為の行動を始めなければならない。国のエネル
ギー政策は再生可能エネルギー中心に転換すべきで
ある。

放射能の半減期があまりにも長く、人類はその処理を責任をもって行う事は不可能と思われる。また、日本は天災が多く、一端地震、津波、台風などで原始力発電所に被害が及べば、それは、
地球規模での汚染に繋がる。またテロやクーデター、戦争を想定するとこれ以上脆弱な部分もないと思われる。国家予算を全て使っても護り切れるものではないのではと思ってしまう。そんな危
険な施設はいらないし、現状の福島の汚染を収集することが優先される。食物連鎖の頂点にいる、人類に恐ろしい事が起こるのは時間の問題である。

41589 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 全ての原発のストレステスト二次評価をやりましょう。 「事故は起きない」神話は捨てましょう。もともとそれが大きな間違いでしたよね?

全ての原発でストレステスト二次評価をやり過酷事故発生時の計画を立てましょう。

福島事故の避難計画がずさんで沢山の人命が失われたことを事実として認め、同じ過ちで、また人を殺さないようにしましょう。

それが出来ないのであれば即刻全ての原発を廃炉にしましょう。

41590 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロを目指せ １．事故発生時の被害が大きすぎる危険な発電方法である。
２．被害時の賠償などのコストを含めると高い。
３．核廃棄物がたまる一方である。
４．原発が稼動しなくても、電力は足りている。
５．原発周辺に利権が多すぎる。
６．原発を管理する組織が情報を開示せず信用できない。
７．新規増設は世論の動向から、現実的に無理。

もはや原発に合理的な存在理由はありません。
どうしても推進したい人は、原発の周辺に住んでほしい。

震災を機に、新しい発電技術を推進し、新しい世の中を
作りたいと思います。

41591 個人 家事専
業

３０代 女性 2030年までに原発ゼロを選択。期限にこだわらず、早
急に対応していただきたいです。

子どもたちに不安のない将来を残したいと思っております。

41592 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ゼロシナリオを支持します。原発を国民の信頼を得ら
れるように改修するのにも多額の費用がかかるので
あれば、はじめから再生可能エネルギーの開発に注
力し、安全な未来へと進んでいきたいと思います。

自然災害はいつ起こるかわかりません。なるべく速やかに原発に頼らない生活にシフトするにこしたことはないと思います。大地震が起こるまでも、節電に気をつけて生活をしていたつもりでした
が、地震後の必要に迫られた後は、まだまだ節電する余地があることに気がつきました。もちろん、守らなければいけない活動は当然ありますので、ある程度のエネルギーが必要なことは承知
しています。ただ、悪意なく使っていた余分な電気があることも事実です。生活が今までよりも不便になろうとも、安心して生活していくことが一番だと思います。私たちが死んだ後の未来にも、き
ちんと責任を持てる行動をして行くべきだと思います。

41593 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 原発再稼働反対。
０%シナリオで。

リスクとコストを隠し続け、安全だ安全だと言っていましたが、残念ながらその嘘はもう通用しないのが現実です。
どうか、これ以上嘘を付くのはやめてほしい。
そして、使用済み核燃の処理方法も見つからないのに、再稼働する意図がわかりません。
私たちは、疑問だらけで、国・政府に対し不信感が増すばかりです。

「この先、生きてゆく子ども達に明るい未来を残したい！」
この当たり前の事をどうか思い出して下さい。

41594 個人 無職 ５０代 女性 原発は即座に、０％！
３０年までなどと、ぬるい事を言っている場合ではあり
ません。

地震活動期の今、何時何処でまた大地震が起きるか分かりません。
次に原発事故が起きれば、経済がどうのこうのと言っている余裕は無くなり
日本は壊滅します。
すぐさま原発を全て止め、廃炉に向けて動いてください。

41595 個人 家事専
業

６０代 女性 原発はゼロを主張します。 一度事故が起きると住む場所もなくなるほど取り返しがつかない状況になります。人類はまだ原子力の力を安全に利用できる技術が備わっていません。制御できないものは使ってはいけないと
思うのです。



41597 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発は政策として失敗したので、すみやかに撤退する
べきだと考える。

福島の原発事故により、原子力発電という国策、政策が失敗したことは明らかだと考える。コストも安全性も、計算ミスだった。これ以上、失敗を改めることに躊躇していると、国が消滅する。イン
パール作戦のようなことを推進してはいけない。電力が不足していないという現実を認めて、原発は廃止すべきだ。依存のパーセントを細かく設定するよりも、全廃に向けて行動を起こす時だと
思う。

41598 個人 その他 ３０代 女性 日本列島ならしょっちゅうやってくる地震とか津波ぐら
いで、何万人もの人の幸せを奪ってしまう原子力発電
所はもういらない。

海で安心して泳ぎたい。
湖で安心して泳ぎたい。
海の魚を心おきなく食べたい。
川魚も心おきなく食べたい。
キノコや山菜も、何の心配もせずに食べたい。
じいちゃんの故郷、福島のこと、もっと知りたいなと思って、これからは毎年のように遊びに行こうと、ちょうど思い始めたところやったのに。
友だちを気軽に誘って行けるところではなくなってしまった。とても悔しい。

日本列島ならしょっちゅうやってくる地震とか津波ぐらいで、何万人もの人の幸せを奪ってしまった原子力発電所はもういらない。

41599 個人 自営業 ３０代 男性 原子力停止。クリーン電力で雇用をつくれ。 未来のための投資が必要です。原子力の放射能は人類の未来を奪い去ります。
持続可能なエネルギーの研究開発と実行に私たちの税金を使いなさい。
原子力ではなく、太陽、風力、地熱などで持続可能なエネルギーを整備し、雇用を創出しなさい。

41600 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 ゼロシナリオを支持します。2030年に原発ゼロではな
く、即刻原発ゼロを希望します。

福島第一原発の事故の収束も未だしておらず、原因も究明されてない現状、
地球を汚染させ続けている日本に原発を続けていく選択肢はありません。

原発事故が起これば、人が住めなくなる土地ができるだけでなく、
放射能による食物汚染、内部被曝による健康被害など、
たがか電気のために背負うリスクが高過ぎます。
それだけでなく、無害化されるまでに10万年もかかる
放射能廃棄物を未来の子供達に押し付けることになる。
また、福島事故後の政府や専門機関の対応や
安全対策がなされないまま原発を再稼働させてしまう政府や専門機関の姿勢は、
国民の安全を優先させておらず、危険な原発を扱う能力・資格があるとは思えません。

将来の日本のことを考えると即刻原発を停止させて廃炉し、
再生エネルギー政策を進めるべきです。

2030年原発ゼロシナリオを選択しますが、直ちに全原
発廃炉にすべきだと思います。

選択肢の中では「ゼロシナリオ」を選びますが、全原発即廃炉を希望します。

【理由】
東海など各地で大地震が予想されている日本で、そして福島第一原発事故を経験した日本で、この選択肢以外あり得ないと思います。
再稼動した場合、福島と同様の、またはそれ以上の悲劇が起きる可能性が非常に高いと言えるからです。

今回の事故で移住を余儀なくされた福島の人たちはもちろんのこと、私たち栃木の農業者も事故当初はもちろん、今も風評被害などに苦しんでいます。こんな思いは二度としたくないし、そして
他の誰にも同じ思いをしてほしくないと思います。

農業者としてだけでなく小さな子どもを持つ親としても、「この地に留まる」と決めたものの、この選択が正しかったのか未だに自信が持てず、子供たちの将来が不安でなりません。

地方の人間は、地域とつながり、土地とつながり、自然とつながり、その恩恵を受け暮らしています。（もちろん都市生活者も自然の恩恵によって生かされているのですが、このことが完全に忘
れられているようです。）
私たちにとって住む場所を失うということは、人生そのものを失うことに等しい。事故が起きても代わりの住まいを用意すればよい、ということではありません。これ以上「汚染地域」をつくらないで
下さい。

私たちの命、それを支える水、土、空気。
それらを犠牲にしてまで必要なものがあるのでしょうか。

原発を止められない理由の一つに経済があるようですが、日本の人口が減少し始めた今、経済だけ成長し続けることはあり得ない。ほんの一時の、ほんの一部の人の利益のために日本の将
来を犠牲にするような馬鹿げたことはやめてください。

政治家としてではなく、経営者としてではなく一人の人間として、自分の大切な家族のためにどうするべきかを考えれば、自ずと答えが出てくるはずです。

そもそも原発を止めても電気は足りることは、ほとんどの国民が知っていることです。コスト高や温暖化の原因になるということで火力発電も問題があるでしょうが、これまで参入が難しかった代
替エネルギーの普及に国が本腰を入れれば、一時的に火力に頼るとしても、さほど問題にならないのではないでしょうか。

すでに家庭向けの蓄電可能な太陽光発電システムなど様々な商品が出回っており、ドイツなどの先進事例もあります。新たな需要とビジネスの機会が生まれ、大衆から必要とされなくなったも
のは淘汰されていく・・・それこそが経済が健全に動いている状態なのではないでしょうか。それを認めず利権にしがみついている一部の人のために、代替エネルギーの開発で他国に遅れをと
ることの方が、日本の経済にとって命取りになるように思います。

また、日本ではいわゆる「核のゴミ」をどうするかの議論がされていません。それ以前の再稼動もあり得ないと思います。問題の先送りはやめるべきです。

41596 個人 自営業 ３０代 女性



整理
番号

個人/
法人等

職業 年齢 性別 ご意見の概要 御意見及びその理由

41601 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発はすべて廃止して欲しい。被災地からの瓦礫の
受け入れは絶対に反対。

瓦礫は放射能だけでなく、アスベストなどの有毒物質も含み、移動も消却もせず埋めることしかない。原発が動いている限り、放射性廃棄物が生まれつづける。原発の動いている限り、市民の
安心はない。

41602 個人 無職 ４０代 男性 速やかに脱原発すべきです。 完全なる安全は存在しません。事故を限りなくゼロに近づけることはできてもゼロにはなりません。原発事故は取り返しのつかない深刻な事態を招いてしまうことが事実として示された以上、も
はや選択しなど存在しないと考えます。
原子力発電という技術そのものを否定しないとしても、日本に立地適格地が存在するのでしょうか。地震や津波の影響を回避できる場所など存在しません。日本列島の成り立ちを考えれば、当
然のことです。

さらに、事故以外でも被曝労働なくしては維持することができません。線量管理を厳格に行えば労働力を確保することさえ困難になるほど被曝です。
被曝があるために熟練工が存在できないという構造の中で、極めて高度に複雑なシステムを維持管理できるのでしょうか。

エネルギーを安定的に確保するために原子力が必要だとする意見もありますが、一つの発電方法に偏らない、頼りすぎないことこそが、安定確保に必要な要件です。
地域特性に応じた発電方法を促進し、送電網の独占を排除し、柔軟なエネルギー供給市場を創出することが、経済の推進力になるのではないでしょうか。

経済発展とエネルギー需要が比例するかのような、古くさい思いこみは捨て、世界最先端の省エネ技術を中小含めた産業界の現場に展開し、そのノウハウを輸出することが先進国としての役
割ではないでしょうか。

これからの原子力への投資はすべて、「安全な廃炉」に向かうべきであると考えます。そのために、研究や技術開発はベクトルこそ違え、今後もしっかりと進められなくてはなりません。

41603 個人 自営業 ４０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を望みます。
即再稼働はせず、廃炉およびゼロにしてください。

原発ゼロシナリオを望みます。
即再稼動せず廃炉およびゼロにしてください。

地震大国である日本において原発を動かす必要性はありません。
中には建物の下に活断層がある原発があります。
万が一地震が起きた場合、その影響で事故がおきると広範囲かつ長期間にわたって放射能汚染を続けます。
仮に廃炉にしても、長期間にわたって管理をし続けるためのコストも必要となってきます。

原発にかわるエネルギーについても、考える必要があります。
地熱発電をはじめ、再生可能なエネルギーの開発をしていかなければなりません。

かつて、三重県の芦浜に原発を設置する計画がありました。
2000年に当時の県知事だった北村博司氏の決断で白紙撤回されました。
その理由の一つに、安全性が確保されていないことがあったのは想像に難しくありません。

将来の日本のためにも英断の決断をお願いします。

41604 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発２０～３０％を支持します。 もし原発がゼロになると電気代が上がり、また停電等も予想されます。家計や、企業活動に対するマイナスは計り知れず日本の経済は更に沈んでしまいます。
また、中東情勢も不安定であり、海外から化石燃料が入らなくなる恐れもあり、そうした意味でも原発は絶対に必要であると思います。

41605 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発依存度を(1)ゼロシナリオで進めるべきである。日
本は軍事から原子力爆弾を放棄している。全く同じよ
うに民事から原子力を放棄するべきである。

軍事の原子力である原爆と民事の原子力である原子力発電は、原因は異なっても同じ結果をもたらすものである。それは放射能による地球の汚染である。実に、人間に他に選択肢はないこと
を知るべきである。原子力を捨てて発電を十分に行う技術と経済システムを人類全体で作ることが、現代の人間の使命である。それは、未来永劫人類が地球と共に生きてゆくために、現代に科
せられた使命である。これを放棄し、放射性廃棄物を残し続けることは、まったく人間道徳の欠如を歴史に刻むことと同じである。
日本は、唯一の被爆国である。日本は、人類史上もっとも大きな原子力発電事故を経験した国である。そして、日本は世界から原子力発電をなくす価値観と技術と世界の流れを広める国になら
なくてはならないのである。

41606 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を選択します。私たちの子供そし
て未来の子供たちが健康で安心して生きていくことが
できるよう、すべての原子力発電所の稼働を直ちに停
止することを求めます。

大地震や津波にいつ襲われてもおかしくないこの狭い国土で、原発の稼働を行うことは許されません。今回の福島第一原子力発電所の事故で、その原因を想定外の津波であるとして、誰一人
責任も取らない事業者や政府が災害時に原発事故を防ぐことはできません。

また、使用済み燃料の安全な処分方法が無いにもかかわらず、原発を稼働し続け高レベル放射性廃棄物という負の遺産を未来に押し付けることは犯罪行為です。

41607 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 (1)ゼロシナリオを選択します。 温暖化対策のため。地震が多い国だから、原発の被害を増やしたくない

41608 個人 自営業 ４０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

41609 個人 自営業 ３０代 男性 選ぶとすれば「ゼロシナリオ」でもいつまでにゼロにす
るのか、どんなシステム（発送電の分離、東電の解
体、電力の自由化など）にしてゆくのかの見通しがなく
１００％OKではない。持続可能な循環してゆく社会を
希望

原発は許容できません。即刻廃止、根絶を求めます。既に全原発停止の実績もあり、政府や電気事業連合会があおるほど、原発に必要性はないと考えます。実際関電「電力不足予測過大だっ
た」との報道もでています。

電力の自由化をはかり、もっと創意工夫に満ちた、持続可能な循環型の社会の構築を求めます。

原発はその必要性と比較してもリスクが大きすぎます。命と引き換えの快適さなどいりません。福島から関東にかけて今も毒ガスの中で日々命を削られています。地震の活動期に入った今、原
発の即時停止と処理が早期に必須の課題なのは自明です。世界の国々にこれ以上醜態をさらし、迷惑をかけないためにも、政府が目をさましてくれることを強く望みます。同時に国民の価値観
や暮らしにも、今までの盲目的に快適さや経済の豊かさを求める姿勢にも改革が必要です。

原発はゼロ以外ありえません。持続可能な循環してゆく仕組みづくりを強く望みます。

41610 個人 その他 ３０代 女性 「ゼロシナリオ」
原発をただちにゼロにしていきましょう

福島原子力発電所の事故により、多くの方が故郷を追われ、避難生活を余儀なくされている方がいらっしゃいます。
事故の検証も十分にされない中での大飯原発の再稼働もありましたが、
今回の事故により、原子力は人間の手に負えないことがわかりました。
経済や生活はいのちあってのことです。

いのちを尊重しない経済成長からは脱しましょう。

41611 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 １．ゼロシナリオを強く求めます。 原発はいりません。

一日も早く、脱原発を強く求めます。
私は、震災以来未来に希望がもてなくなりました。
明るい未来の事が考えられません。
子どもを作るのも悩んでいます。とっても欲しいのに、怖いです。
原発を動かさないと経済は破綻する、電気が足りなくなるというけど
今現在、電気はもっているじゃないですか。経済は震災が起こる前から破綻してたじゃないですか。
火力を駆使しすぎて辛いなら、他の電気を考えましょう。生活をシフトチェンジしましょう。病院の電気は必要だけど、深夜のテレビはいらないでしょう。
街頭テレビだってあんなにいらないでしょう。自動販売機はいりますか？近くにスーパーやコンビニは沢山あります。

原発を動かしたら経済は回復するのでしょうか。答えはNOです。
このまま、変わらぬ政権で再稼働を許してしまったら、間違いなく日本は破綻し
子どもも減り、人口が減り、みんなが被爆による健康被害により国民は満足に働く事ができなくなり、海外からの信用は失われ日本は破滅にむかうでしょう。
国民は、日本は「働きアリ」ではなくなります。

その頃には、自分たちは生きていないからいいやでは困るのです！！
無責任な事はしないでください。
民主党に票をいれた私達を裏切らないでください！！！

41612 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発ゼロ 私は、福島の原発の事故までは、日本は資源の少ない国で、原発に頼らざるを得ないのだと思っていました。しかし、事故以降、本当にそれでいいのか、と疑問に思っています。
一度起こってしまった事故は、本当に取り返しがつかなくて、私たちの世代だけではなくてその次も、その次も、なん世代にもわたって迷惑がかかります。
原発は安全、と思っていたのは、単に自分の知識不足だったのだと思います。【知る】ということをしなかったがために、【安全だ】【大丈夫】と思い込んでいたのかも知れません。
しかし、あの事故をきっかけに、いろいろなことを知る努力をしました。
知れば知るほど、そんなリスクの高いものをいつまでも使い続けていいのでしょうか。
電気代が高くなっても、それに変わる何かにシフトしていかなければならない時期にきているのだと思います。
多い原発の再稼動にしても、どうしてあんなに再稼動を急ぐのだろう??と疑問のまま再稼動され、「臨界点に達した」などというフレーズをニュースで聞くと、なんだかどきりとしてしまいます。
私は、企業ではないので、電気台が高くなったり不足することによって、経営の大打撃を受けるということはありませんが、国は原発の再稼動を推進して産業界を助けるのではなく、それに変わ
る方法で、国民の安全と経済を守ってほしいと思います。
あんな事故が起こり、たくさんの人が原発に対して疑問と、恐怖を持っています。原発は絶対になくすべきだと思います。

41613 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を支持します。 すべての原発の廃炉を希望します。
自然エネルギーを推進し、日本の未来を変えてください。

41614 個人 自営業 ３０代 女性 提示されたエネルギー計画の３つの筋書きのどれに
も賛同できません。原子力発電の段階的ではなく即時
終了と、クリーンな代替エネルギーの確保までより踏
み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を求
めます。

直ちに原子炉再稼働をやめ、従来の仕組みにこだわらず、新たに再生可能エネルギーを安心して使える仕組みづくり、法制度整備など早急に着手していただくよう求めます！

今回、選択肢として示されたのは「ゼロシナリオ」「15 シナリオ」「20～25 シナリオ」
の３つです。そのうちの「ゼロシナリオ」は原発をゼロにする分、化石燃料が増え CO2 排出が増えることになっています。そして、国民の経済的負担が増え、厳しい規制がのしかかるということ
が印象づけられます。

しかし選択肢はそれだけでしょうか？　これまで湯水のように使ってきた電気ですが、この度の痛ましい災害の半生に立ち、日本社会全体として合理的な節電、節エネルギーを推進し、さらに
は、原子力はもとより、環境負荷の高い化石燃料から脱却し、持続可能という視点に重きをおいた革命的なエネルギーシフトをはかるべきだと思います。

ぜひとも未来に希望が持てる筋書きを描いてください！

41615 個人 自営業 ６０代 女性 原発はいりません。即時、全部、廃炉にしてください。 原発と人類は共存できません。ほかにいくらでも、再生可能エネルギーはあります。

41616 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 確実にゼロパーセントでお願いします。 人命に関わるものなのに危険を冒してまでやらなきゃいけない理由が見当たらない。贔屓目に見てもリスクがそれらを上回る、よって必要ない。

41617 個人 その他 ７０代 男性 ゼロシナリオを選択。最大理由は高放射性廃棄物処
理の見通しが殆どないまま、最悪の環境破壊危機に
地球生命体を曝すことは許されない。原子力比率ゼ
ロを最短で段階的に達成すべく全力傾注すべきであ
る。

ゼロシナリオを選択。最大理由は高放射性廃棄物処理の見通しが殆どないまま、最悪の環境破壊危機に地球生命体を曝すことは許されない。原子力比率ゼロを最短で段階的に達成すべく全
力傾注すべきである。

41618 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロを支持します。 世界の国々を見てまわって思った。夜は真っ暗だが朝は太陽の光で起きる、自然とともに幸せに生きている人々に会った。日本はこんなに電気を使う必要があるのか。もちろん現在の経済活動
の大きさを見たら、それなりに電力は必要かもしれないが、それは国民一人ひとりや企業の節電努力で何とかなるでしょう。原子力エネルギーの危険性は原爆でわかっていたはずなのに、今回
の事故でここまで目の当たりにした今、それでも原発に依存しなければならない理由は何ですか。国民の命を無駄にしても原発を続けなければいけないのでしょうか。政治家のみなさんには、
金儲けではなく、人の命のことを考えて決断をしてほしい。

41619 個人 その他 ３０代 女性 私達が生きていくのにエネルギー利用は必須である。
ならば、持続可能なものを選択するのは当然である。
重要なのは利益ではない。原発はいらない。
原発ゼロを掲げた上でどうすれば実現できるか考え
ればいい。

利権重視で持続不可能なものを選択し続けていくのであれば、私達人間にこれから、は無い。
利己的な考えは結果的に種を滅ぼす結果になる。
どう生きたいか、どんな国にしたいか。
自分の身が守れれば他人はどうでもいいのか。それが理想の国なのか。
それとも、他者と分かち合い、共存協力して生きていくのか。
明らかに、地球上の全てにとって不必要なエネルギーに今後も依存していく必要が利益以外のどこにあるのか。
そして長い目でみれば、大切なのは利益ではないという事は誰にでもわかる事。

私達がどちらの方向に進んでいくのか、今決断を迫られている。

41620 個人 自営業 ３０代 女性 原子力は今すぐに辞めて、自然エネルギーにシフトし
てほしいです。そして送電線を分離させ、新たな企業
の参入を認め国民それぞれがエネルギーを選択でき
るようにするべきだと思う。

今回の福島の事故から、原子力について調べました。安全とはほど遠く、コストも全く安くない、増え続ける使用済み核燃料、一体どうするのですか？
電力会社は電力を独占しているからなのか、企業努力は感じれないし、東電は原発事故の加害者なのに情報公開はほとんど無く、隠蔽する。送電線を分離し、誰でも自由に参入せきるように
すれば、雇用も増え、価格競争もおきる、もっとオープンな市場にするべきだと思います。それぞれが電力を選べるようにしてほしい。自然エネルギーの電力がたとえ高くても、そのクリーンな電
力を使いたいです。

41621 個人 その他 ２０代 男性 原発は僕はやめてほしい 僕の子供に安全な社会に暮らしてほしい。原発のない社会は絶対的な第一歩。



41622 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発の比率は、「ゼロシナリオ」で行かなければならな
い。しかも前倒しで。
事故のリスク、事故が起きた時の対策の不充分さ、未
だに解決できない核廃棄物の処理問題などの問題を
抱えるからである。

まず、「エネルギー・環境に関する選択肢」を拝見したが、全然なっていない。平和ボケしたか？官僚達は惰性で仕事をするのをやめて頂きたい。もっと日本の将来を真面目に考えて、真摯に現
状の問題と向き合い、目標・行動計画を打ち出して頂きたい。そうでないと、このままでは本当に日本が危ない。

原発に関しては、上記概要に記したとおりである。核廃棄物を何万年も管理するなど人類には不可能である。無責任なことは即やめて頂きたい。出来る限り前倒しで「ゼロシナリオ」を達成する
計画を提示することが急務。2030年まで待てません。

そもそもエネルギー自給率が低いことに対しての危機意識がないのが問題である。「エネルギー自給率」、「化石燃料枯渇」、「温暖化」、「脱原発」と、これら全ての解決が急務であり、切り離して
考えるべきではない。そのために、『自然エネルギーの普及』、『スマートグリッドや蓄電池などのインフラの整備』に国を挙げて取り組むべきである。これらの問題解決には政策しか効力がない。
未来の日本のためにお願いします。

41623 個人 自営業 ５０代 男性 ０　シナリオ選択を選択します！ 人間が制御できない原発は、全部廃炉にしなければなりません。

でなければ、持続可能な社会は実現できません。

41624 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発依存度ゼロパーセントを支持します。子孫のため
に放射性廃棄物をこれ以上増やさないでください。国
を挙げて再生可能エネルギーの研究開発や実用化に
力を注ぎ、原発に依存しない社会を確立してください。

　原発はたとえ事故が起こらなかったとしても、原発からの放射性の核廃棄物を将来長期にわたって保管・管理していかなくてはならず、そのようなものを未来の子孫に残すことをしてはなりま
せん。原発のコスト計算の中に廃棄物処理の費用(放射能のレベルが低くなるまで何百年も何千年も核種によっては何億年もずっと長い年月将来にわたって保管施設の維持管理費用も含めて
の金額)や事故のリスクに対する費用(保険料として計算)を正しく含めてください。日本では地震・津波は避けられませんし、テロ攻撃、航空機やミサイル等の墜落など想定外の事態が起こった
場合に取り返しがつきません。
　原発に固執するよりも、国家の方針として再生可能エネルギーを新しい産業として発展させ、技術の日本として世界をリードし、日本の経済を発展させてください。一刻も早く原発に依存しない
社会を実現させてください。

41625 個人 家事専
業

５０代 女性 原発０%以外には考えられません 使用済み核燃料の処理方法も処理能力もない上に廃棄物は増える一方なのですから即廃止を望みます。

41626 個人 その他 ３０代 女性 尊い、人々の命をこれから将来を担う子供達の命を。
安心して暮らせるように是非是非脱原発を要望してお
ります。

長い目で見れば今、エネルギーの変え方を考えるターニングポイントだと思っております。国民は情報をあらゆる情報を得ています。原発で誰が得をするか？その根っこにある欲を混合させな
いで欲しいのです。

愛する人々を被爆、内部被爆、病気になって苦しむ姿を見たくない。それで経済がまわっちゃおかしい話なのです。今の異常な状況を理解して欲しいのです。どうかどうか宜しくお願いします。

政治を動かす皆さんの家族や愛する人々に置き換えて考えて下さい。
黒澤明監督の『夢』という映画をご覧になられましたか？
今日の事を言っているようです。。原子力発電所が爆発し、街は地獄絵巻そのものでした。

41627 個人 自営業 ５０代 男性 原子力発電所を０％にすべきであると考える。2030年
と言わず即刻全て停止し、廃炉にして下さい。

経済成長を金科玉条とし、かけがえのない自然や日本民族が積み上げてきた文化を犠牲にしてきたこれまでの政策の過ちを認めることがまず必要です。豊かな自然を湛え、そこで共生の文化
を築いてきた我が国を「資源に乏しい」などと貶め、循環型社会を崩壊させ、全ての価値をマネーに集中しつつ世界中の環境と人権を収奪し、一次産業や中小企業をはじめ国内の産業を衰退さ
せ、その一方で、電気事業法や総括原価方式という、アンフェアな仕掛けでいびつな原子力政策を推進してきた罪は測り知れず大きい。また、労働者や住民の被曝を必然とし、廃棄物を含め自
然界に存在しない放射性物質を排出することは、環境と未来に対する計り知れない影響をもたらす。また、必要性においても、前述した拡大経済ばかりをめざす政策から転換し、自然エネル
ギーを主軸とした持続可能で循環型の社会をめざすビジョンを、本来の日本的な倫理観に基づく共生の価値観に基づいて実践することで十分可能であることは、私共自身、地域で取り組んで
いる活動で実現可能の手応えを得ている。そして、日本の得意分野でもある先端技術を活用することで、原発輸出や新興国のエネルギー肥大化を伴わない、世界規模のエネルギービジョンを
リードする可能性は十分あり得る。以上は、原発を0にすべき理由のごく一部である。

41628 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 ゼロシナリオを指示します。福島の事故を受けてこれ
以上原発でエネルギーをまかなっていく気にはなれま
せん。

雇用や電力供給力の部分で不安要素はありますが、故郷に帰れなくなった人々を見て、人として原発ゼロを目指すべきだと思います。再生可能エネルギーの割合を増やし、発電コストを下げる
政策を打ち出すべきです。将来世代にどのような世界を残していくかをイメージしながらシナリオを作っていく必要があります。それと平行して優先すべき分野の技術開発を支援する仕組みが必
要です。

41629 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 生活や経済活動を維持するためには低廉で安定的な
電気が必須であり、電力供給の安定化に向けて多様
なエネルギー源をバランス良く利用すべきで、２０３０
年の原子力比率は２０～２５％が妥当だと思う。

低廉で安定的な電気が無ければ生活や経済活動を維持できないと思う。わが国は、石油・石炭・LNGといったエネルギー源の大部分を輸入しており、今のように化石燃料に依存していては、エ
ネルギー安全保障の面から危険であり、財の流出あるいは国力の低下にも繋がってしまう。また、太陽光や風力などの再生可能エネルギーの開発や省エネルギーは当然推進すべきである
が、現状では高価であったり、十分な量を確保できなかったりするので、過度に期待するのは問題があると思う。したがって、まずは安全確認を前提に原発を再稼動させて早急に電力供給の安
定化を図るべきであり、将来に亘り、多様なエネルギー源をバランス良く利用すべきで、２０３０年の原子力比率は２０～２５％が妥当だと思う。

41630 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 (1)ゼロシナリオの選択、原子力発電所を即時０％、原
発稼働を認めま?せん。

今エネルギーのシェアを占める火力発電では化石燃料資源の枯渇、二酸化炭素排出は問題視されながら無視されてきました。原子力発電の危険性、高レベル放射性廃棄物も蓄積される一
方。原子力は人間の手に負えない、自然の猛威の中では「想定外だった」と言うしかできないことは存分に理解できたところでしょう。
原爆、原発事故を体験し、日本はエネルギー先駆者になるべき国として国民の意思は今まさに動いています。

１００％再生可能エネルギーへの変換は「技術的に」可能です。すでにドイツが先駆をとって動きはじめていますが、今日本も世界の手本となり得べき時です。
この国民意識の高まる時に、国の、政府の、また政治家の協力なくしては国民の思いは具現化しません。既存の電力産業、利害関係、癒着関係などもありましょう。でもここで周りが敵だらけに
なろうとも、今動かずしていつ動けるのか。
どのみち今までのままでは将来はなかったのです。

以上の理由により、原子力発電所を即時０％、原発稼働を私は認めま?せん。１５％や２５％などと選択肢を提示して国民をだまそうと、原発増発へ進めようと政府は目論んでいるのでしょうか？
そうだとしたら日本国民として情けない残念なことです。電力会社のやらせ意見徴取会と同じレベルのことを国が示しているということに他なりません。

41631 個人 自営業 ５０代 女性 ゼロシナリオを選択いたします。
２０３０年まで待つのも危険だと思います。

２０１１年の福島原発事故が与えたダメージは甚大なものです。
一度放射能の汚染を浴びると、チェルノビリ原発事故で見た通り、元には戻らないのです。核の汚染の無毒化は１０万年もの気が遠くなるような歳月が必要です。
現在、日本は地震の巣の上に在ると言われている状態で、いつ、また大きな地震が起こるか時間の問題だと思われます。
人間が制御出来ない原発は、地震大国の日本にはあまりにも危険です。
地震と津波のみの被害であれば、被災地の復興は可能ですが、放射能汚染が起きた場所は、復興も無理です。
事故から２６年も時間が経っても、チェルノビリ事故後の子供達は、代が変わっても重い障害が起き続けている事実をご存知でしょうか。
あれだけ電気が足りないと大騒ぎした大飯原発の再稼働でしたが、いまや関電も電気は余っていると認めています。　ただのウソだったのですから、即刻止めて頂きたいです。
また、人間が何も出来ず、ただ被害を与える使用済み核燃料が増え続ける事もすぐに止める必要があります。人が暮らせない場所や国に経済の発展も未来もありません。豊かな土壌、水が生
み出す日本の農業、漁業へのダメージは、福島原発事故後、あまりに大きかった事をよく理解して頂きたいです。海外は日本からの輸入には規制をかけ続けています。これが現実です。

41632 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 男性 原子力発電はできるだけ早くやめるべきだ。人間を脅
かす危険性の高いエネルギーから、安全で安価なエ
ネルギーに転換すべき。電力自由化で日本列島の住
民が電力会社や電源種を好きなように選べる仕組み
に移行すべき。

原子力発電をゼロにすべきと考える一番の理由は、すでに代替的な技術があるからです。風力発電や地熱発電その他の自然エネルギーは北欧中心にヨーロッパ諸国でかなり普及しているらし
いですね。日本にそれらから影響をうけ、実質的なエネルギー政策を推し進める人がもっと多ければな、とお舞います

41633 個人 その他 ５０代 女性 ゼロシナリオを支持します。福島原発事故によって原
発はやっぱりダメだったということが世界に証明されま
した。日本政府が国内外の信頼を回復する道は、原
発比率ゼロの１日も早い実現のほか選択の余地があ
りません。

ゼロシナリオを支持します。
福島原発事故によって原発はやっぱりダメだったということが世界に証明されました。
いくら「原発は安全」「原発がないと電気が足りなくなる」と言ってもそれは嘘であることもみんなにわかってしまいました。
日本政府が国民および国際社会での信頼を回復する道は、原発比率ゼロの１日も早い実現をおいてほかにありません。
ゼロシナリオか、15シナリオか、20～25シナリオか、ではありません。
ゼロシナリオか、国家滅亡のシナリオかの選択であることを肝に銘じてください。

41634 個人 その他 ５０代 女性 原子力発電は止める。 過剰消費社会を見直し、エネルギー消費を控えるようにするべきである。

福島の悲劇を二度と起こさないように、原子力発電所再稼働は止め、再生可能エネルギーの生産を増やすようにするべきである。

41635 個人 その他 ４０代 女性 未来の地球と子ども達の為、一刻も早い原発ゼロと核
物質の安全処理に全力を注ぐことを願う。

日本の原子力発電に関わる全ての人に、核物質の安全な処理を全力をあげて取り組んで頂きたい。そのためには、再生可能エネルギーを進める技術が、他国よりも日本は高いと思われる。未
来の地球、子ども達に安心して暮らせるよう、世界に誇れる功績として、一刻も早い原発ゼロを実行してほしい。あわせて再生可能エネルギーを地域に合わせ、雇用と地域活性化に結ばせた
い。

41636 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 ３・１１の福島原発事故で明らかになった原発の危険
性から私たちの命を守るには「ゼロシナリオ」以外にあ
り得ません。

原発を続けることは将来の子どもたちにどうすることもできない危険な放射能を残すことであり、使用済みの核燃料をどうするか処分場所をどうするかなど様々な課題がある中で、原発を動かす
ことはできないからです。

41637 個人 学生 ２０代 男性 2030年までのなるべく早期に原発比率ゼロにするとい
う、「ゼロシナリオ」を支持します。

経済的な視点から見たとき、原発ゼロシナリオは相応の覚悟を要求します。もっとも憂慮すべきは深刻なGDPの低下でありましょう。また特定の産業、地域に予期される経済的打撃は、適切な
支援で補うことを余儀なくされ、その負担は決して小さなものにはとどまりません。

そのような不利益を被ることが避けられないにしても、「ゼロシナリオ」を支持する理由は以下の通りです．
・環境保護：CO2の増加に伴う温暖化によるリスクと、原発の事故の際に発生しうるリスクを比較する必要がありますが、リスクの深刻さという点では、後者の、原発事故における影響の方が大
きいと考えます。
・未来世代にたいする責任：原発にかかわる設備／廃棄物は、何世代にもわたるケアを必要とします。上記の経済的不利益は、結局のところ一箇のナショナリティの内部の問題ですが、原発の
廃棄物処理の問題は、一つの国家が変遷／滅んだとしてもなお残りうる問題であり、同時に地球規模の問題でもあります。経済をとるために原発を選択するなら、日本という国家が、未来の世
代／世界よりも己のエゴを優先させたとして、エゴイズムの謗りを免れないでしょう。

41638 個人 その他 ３０代 女性 原発のない日本にして下さい！
そうでないと、この先、とっても不安で大変なな日本に
なること、
見に見えているのに(>.<)

どうか、真っ暗な日本にしないで下さい！

原発は、絶対にいらない!

国が認めたら、それこそ犯罪者なみの罪になることまちがいなく、世界からも爪弾きにされると私は、思います！

原発は、起こしては決していけない。

そんな悲しい日本にしないで下さい！

41639 個人 無職 １０代以
下

女性 原発ゼロで 放射能に少しでも汚染された食べ物なんて食べたくないです。元気な健康な子を将来産みたい。原発はすぐに全て止めてください。

41640 個人 自営業 ３０代 女性 原発は無くすべきである。原発０％の日本に変えるべ
き。原子力は日本国民にとって必要ない。選択の中で
は「2030年原発ゼロシナリオ」を選択しますが、即刻
廃炉すべきです。

原発は無くすべきです。日本はヒロシマ・ナガサキ・フクシマと三回も一般市民が核物質にさらされています。また、原子力発電所から日常的に「微量」と主張される分量（私は微量といえる量で
はないと思います）の「死の灰」が排気と排水で排出されています。もうたくさんです。
日本国民は「死の灰」で死んだり病気になることを望んでいません。

原子炉は機械です。機械は必ず壊れます。
それを操作するのは人間です。人間はかならず間違いを犯します。
ですから原子力は安全ではありません。
また、たとえ事故や問題を起こさなくても、「死の灰」が消えてなくなるまでは半減期の何倍もの時間がかかります。そのあいだお金をかけて、作業員に被曝を強いながら細心の注意を払って管
理をしなければなりません。
そんなことは望んでいませんし、日本の未来に負担になるばかりです。次の世代の方たちにたいしてとても恥ずかしい自分勝手な行いです。
ましてや、今はフクシマ第一原子力発電所から漏洩した放射性物質が日本各地に広まってしまっていて、それのみでも今後どのくらい影響が出るかが危惧されている状態です。
放射性物質の更なる製造と動議である原子炉の運転は、即刻やめていただき、二度と再開しないでいただきたい。

納税額が少なくても、弱者でも、日本の一般市民は「国民」として守られる権利があります。それを主張します。
私達を危険に晒してまで原子力を守ろうとしないでください。

選択の中では「2030年原発ゼロシナリオ」を選択しますが、即刻廃炉すべきです。

41641 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します。 私は原発ゼロシナリオを支持します。
福島の事故はまだ収束していません。住民の方々にどのような健康被害が出るのかも分かりません。これから回収される核燃料の保管方法についてもまだきちんとしたことが決まっていませ
ん。今後また起こりうる地震についての対策も不十分です。
世界中で使用済み核燃料の始末が問題になっている状況もあります。
原発は地球に優しいどころか、人が住むところを奪ってしまうものです。
今まで恩恵にあずかってきましたが、何かが起こったとき人間の制御できないものであることがはっきりと分かった以上は、それに頼らない選択をするべきだと思います。それが日本や世界のた
めだと思います。

41642 個人 無職 ５０代 男性 ０選択。 ０選択。
一切の原子炉の運転を停止する。その上で、廃炉技術の開発、核物質、各廃棄物処理技術の開発をすすめる。経済原理、競争原理が働かないところで新たな技術の開発を行うのは民間には
不可能といっていいだろう。電力と政府による第３セクター的な核技術専門機関を設けて技術開発・実用化・運用・処理をすすめる体制を作る以外、道はない。

41643 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 日本国内にある原子力発電所を、30年以内にすべて
廃炉にしていく。
現在稼働中の大飯原発も、即時停止していただきた
い。

(1)日本国内の原子力発電所の、施設に老朽化。原子炉自体の老朽化。

(2)建設当時、活断層や津波等の影響をきちんと精査した記録もなく、国民への説明もあやふやであり、昨年の東日本大震災により、海辺にあるすべての原発の危険性が白日の下にさらされた
と感じる。

(3)国内に、二つも被爆地を持ちながら、第三の被爆地、フクシマを作ってしまったのは、被爆国の自覚がうやむやな上に、経済発展優先で、「原発は安全で、安いエネルギーです」という、当時
の政府の言葉を、丸のみに信じてしまった国民にも責任がある。
国民不在ではなく、きちんとした論議をする転換点であると思う。

(4)二酸化炭素排出量をいわれるが、日本には、地熱、水力、潮力とまだまだ新しいエネルギーの可能性がある。それを研究するべきである。

(5)目先の利益だけでなく、１００年後も「日本」という国を残し、さらなる国際社会の「大人」の一員として議論をつくすべきである。



41644 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 提示のシナリオには、昨年発生した福島第一原子力
発電所事故にの過酷さに対する考慮があまりにも希
薄に感じました。より現実に即した明確な核エネル
ギーからの脱却シナリオの再考を求めます。

わが国は地震多発国であり、また歴史上類を見ない原子力発電所の過酷事故を経験してしまいました。国家の安全保障、公衆衛生、産業、を始めとして様々な観点から見て、この事故からエ
ネルギー政策という領域だけにとどまる問題ではないことは明らかです。今後の日本において何が求められるのか、世代間倫理的な視点からの政策転換が多くの人たちにより求められている
ことはすでに政府関係者もご存知のはずです。

まずは、原子力発電によるエネルギー供給を一切廃する方針を宣言し、各論について現実的な解を探るためのシナリオ提示を検討するべきでしょう。また、すでに起きてしまった事故やその被
害の実態を正確に把握し、これ以上の被害をわが国や他の国に及ぼす事の無いように対策を講じるべきです。

とにもかくにも「このような事故は起きてはならないし、わが国ではそのような事故は今後も起こりうる可能性が高い」という認識のもとでの政策でなければ、私は同意しかねます。

41645 個人 無職 ５０代 女性 原発ゼロシナリオに賛成します。 いま日本にある原発は、なるべく早くすべて廃炉にして、放射能のない安心で安全な日本にして欲しいからです。
たとえ全てを廃炉にしても、その後、想像もできない時間がかからないと、放射能は、全てなくならないのです。
今の自分たちの贅沢のために、未来の人類だけでなく全ての生き物に、負の遺産を残し続けるとは、あまりに愚かなことだと思います。
今の日本を見ていると、日本人とはこんなにも愚かだったのかと、情けなくなります。
自然循環型の持続可能なエネルギーでない限り、日本だけでなく、地球全体が滅びていくと思います。

41646 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロシナリオを支持する。代替エネルギーの太陽
光発電の買取料金が家庭の電気料金に上乗せされ
ているので、消費者はすでに原発以外を推進してお
り、さらに原発稼働にかかる費用を負担させられるの
はおかしい。

　原発ゼロシナリオを支持します。
　代替エネルギーとして太陽光発電がありますが、その買取料金が家庭の電気料金に上乗せされているので、我々消費者はすでに原発以外の道を推進しており、さらに原発稼働にかかる費用
を負担させられるのはおかしい。
　子どもたちの為に安全・安心な未来を整えたい。

41647 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます 当然、原発ゼロです。唯一の被爆国が原発を選んだことも大きな間違いでした。さらに昨年の原発事故を受けて、まだ原発を選ぶなんてあり得ません。
そのための我慢をすることも誓います。今回のパブコメに真摯に対応してください。この問題を明快に解決しなかったら、国に対する失望は決定的です。

41648 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 「エネルギー環境に関する選択肢」に対して、以下の
理由からゼロシナリオを指示します。
・欲しいのは確率論による安全ではなく安心
・核分裂反応は人工的に制御すべきものではない

「エネルギー環境に関する選択肢」に対して、私はゼロシナリオを指示する。
推進派にとって不都合な情報を開示せず安全神話の形成で強引に推し進められた結果が福島の惨事であった。原発事故は発生確率は低いとしても、発生した場合のインパクト（醜さ）が大きす
ぎる。福島の事故では人的損害にとどまらず、日本の誇る豊かな森林資源にも広大な領域に損害を及ぼしてしまった。私達は大きな財産を失った。にもかかわらず、懲りずに核を制御し発電し
ようとする。これはおごり、思い上がりではないか。原発が止まると経済発展に支障が出るというが、すでに止まっているにもかかわらず大きな影響は出ていない。
今こそ、私達は原発と決別して独自の省エネ技術、代替エネルギー開発で世界の先端に立つべきではないのか。それが唯一の被爆国でありレベル７を経験した先進国としての使命ではないの
か。いくら確率論で「安全」と言われても「安心」は永久に得られない。ここは地震大国なのだ。今一番大切なのは「安心な生活」を取り戻すことではないか。

41649 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ゼロシナリオを支持します 先に発表された国会事故調の報告書では、「福島原子力発電所事故は終わっていない」という書き出しで始まり、「この事故が"人災"であることは明らか」だと結論付けている。また報告書では
東電が主張してきた津波による被害を真っ向から否定する地震に対しても原発の弱さも指摘された。地震大国である日本に、地震にやられてしまった原発は建てるべきでない事が証明された。
地震で壊される原発という存在は、日本では「想定内」となった。そして不測の事態に陥った時には、人間には到底コントロールしえないとんでもない化け物である事も分かった。CO2抑制で環境
を守るどころか、福島の環境を壊し、日本の国土を減らし、日本全体・世界全体に放射能を撒き散らし、空・山・海すべての自然を汚しまくっている。消費税法案が未来の人たちへツケを回さない
という事が趣旨ならば、原発こそ今すぐにやめて将来にツケを回すなと言いたい。
新たなエネルギー政策に移るべきだ。原発は昭和の骨董品のような発電機器。世界は発電技術の主流は自然エネルギー・天然ガスにシフトチェンジしているのに、日本はその分野で大きな遅
れをとっている。原発とはここで永遠のお別れをし、省エネ・自然エネ・天然ガスの発電技術でナンバー１を目指すべきだ。

改めて国会事故調の７つの提言を挙げる。

提言1) 規制当局に対する国会の監視: 国民の健康と安全を守るために、規制当局を監視する目的で、国会に原子力に関わる問題に関する常設の委員会等を設置する

提言2) 政府の危機管理体制の見直し: 緊急時の政府、自治体、及び事業者の役割と責任を明らかにすることを含め、政府の危機管理体制に関係する制度についての抜本的な見直しを行う

提言3) 被災住民に対する政府の対応: 被災地の環境を長期的･継続的にモニターしながら、住民の健康と安全を守り、生活基盤を回復するため、政府の責任において対応を早急に取る

提言4) 電気事業者の監視: 国会は、事業者が規制当局に不当な圧力をかけることのないように厳しく監視する

提言5) 新しい規制組織の要件: 規制組織は、今回の事故を契機に、国民の健康と安全を最優先とし、常に安全の向上に向けて自ら変革を続けていく組織になるよう抜本的な転換を図る

提言6) 原子力法規制の見直し: 原子力法規制について抜本的に見直す

提言7) 独立調査委員会の活用: 原子力臨時調査委員会(仮称)を設置する。また国会がこのような独立した調査委員会を課題別に立ち上げられる仕組みとする。

以上について、提言の実行を強く希望する。特に事故対応でミスリードし続けた民主党、そして過去の政策決定責任のある自民党には、この事故調報告書を正面から受け止め、提言をお蔵入
りさせる事無く実行するべきだ！

41650 個人 無職 ３０代 女性 選択の中では「2030年原発ゼロシナリオ」を選択しま
すが、今すぐ全ての原発を廃炉にすべきと考えます。

１、原発のリスク
地震大国である日本に原発があることのリスクは、東京電力福島第一原子力発電所の大惨事が何よりも証明しています。放射能汚染により、限られた大切な国土を、きれいな水や空気を、安
全な食料を日本は失いました。この失われたものの大きさはお金で測ることが出来ないほど大きなものです。
仮に事故が起きなくても、原発で働く下請け労働者は日々被ばくしています。日本国憲法が定めている全ての人々が心身ともに健康で安全な生活を送る権利が守られていない現状から、原子
力発電所に頼らないエネルギー政策への転換を求めます。

2、原発のコスト
発電のための装置として、原発を建設、維持するコスト、核燃料を購入、運送、保存するコストは高すぎます。経済性や国際競争力からは原発を選択できません。そして使用済み核燃料の最終
処理場も決まっていない現状です。これらの処理にも莫大なコストがかかります。
経済性のために原発が必要だ、という言われ方がされますが、2012年の夏のデータを持ってしても電力不足の影響は見えません。大飯原発の再稼働は全く必要性が感じられません。
むしろ景気の冷え込んだ今、自然エネルギーへの転換こそが新たな市場と雇用を生み出すきっかけになるのではないでしょうか。

以上、原発のリスクと原発のコストを省みて、今すぐ全ての原発を廃炉にすべきと考えます。

41651 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオを選択します。 以下理由によりゼロシナリオを選択します。

●シビアアクシデントが発生した場合のリスクが甚大すぎる
●核廃棄物の保管問題。日本国内において10万年以上も安定保管可能な場所はあるのでしょうか？　深海への投棄や国外へお金を積んで確保するなど論外です。我々が電気を消費して生
み出した核のゴミを未来の人類にこれ以上託す訳にはいけません。通常の倫理観を持った人間であれば当然の帰結です。

これは日本が変われるかどうかのチャンスにしなければなりません。
目先の利益だけを追い求めるのか、持続可能な低消費社会を目指し世界の手本になるのか。

41652 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 女性 私は原子力発電に反対します。原子力に頼らない生
活のしかたを皆で何とかして実現したいです。それが
不可能なら、せめて電力について、消費者に選択肢
があるしくみに変えてほしいです。

東日本大震災があり、福島第一原発の事故があった後で、いかなる理由があろうとも原発を動かすことには賛成できないからです。たくさんの自然や命を奪う、あるいはその危険があるものを、
できるだけ早くなくすように努力するべきだし、原発に頼ってきた今までの社会とは違う考え方をしていかなければいけないと思うからです。

41653 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発０を提言 原子力は現在の科学力では自由にコントロールできるものではないことが今回の福島で明確になった。
電気を作る為にこれだけのリスクを負い、制御不能になれば数百年、数万年の汚染を残し、それを消去することも出来ず薄めてお茶を濁すしかない現状はこれ以上続けるべきではない。除染
は消去ではない。
代替えエネルギーをさらに強化して迷うことなく廃止すべきである。

41654 個人 その他 ５０代 男性 原発ゼロシナリオを選択、再エネ買取りを地域商品券
等で行い、地域経済の活性化を同時に行う。

原発に関しては、現行の経済システムでは一気に止める事は難しいとの判断がなされてる様だが、実体は不良資産でしかない放射性廃棄物を増やすのみなので再稼働も行うべきではない。そ
もそも、枯渇性資源を使う事が世代間の不公平と不公正を拡大するということは明らかである。この破たん確実な経済システムを持続可能なものとするには、非枯渇性のエネルギー供給システ
ムに変更するしかない。

問題は、この設備投資に対するリターンが先行投資者ほど条件が悪いという問題である。これを解決するにはＦＩＴを導入すると言うのは合理性を持つが、この価格決定があまりに杜撰であると
いうことと、地域資源であるにも関わらず、それを担保する措置が講じられていないことから今回の全量買取り制度は費用対効果から見ればスペイン同様に大きな国民負担をもたらし失敗する
事は確実である。

この購入価格の決定を実質行った経産省資源エネ庁の責任は何れ問われねば成らなくなる。

ほぼすべての原発が非稼働状態に有るにも拘らず、計画停電に至らずにあるのは、政策の失敗にも拘らず国民の協力によって設置された５００万キロワットの系統に繋がった太陽光発電設備
の６割程度の実行出力によるものと推察される。これをデータから確認する為にも、既設の太陽光発電のデータがほぼリアルタイムで収集されるシステムを導入し、その経済的価値を検証すべ
きであろう。

また、此れまで枯渇性資源を一方的に収奪するシステムではその構造的特色から貧富の格差を生み生身の人間が生きて行く地域社会を破壊してきた。これをもう一度実体経済に即した持続
可能で世代間に亘って公平で公正な社会へ移行させるべきである。その為に、再エネと言う資源の特質を生かす為にもその実質価値の派生場所に限定される地域通貨によって支えられる支
援制度とすべきである。

また、国民の参加によって行われるよう、この制度では上限一人あたり最大太陽光発電換算１０ｋＷを上限とするべきでもある。

また、小規模分散型の電源を組み合わせたこれまでの垂直統合型から水平分業型それぞれの特色を生かして組み合わせ最も効率の高いシステムを汲むべきであろう。また、こうした参加型の
オープンな構造を構想すべきである。

41655 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発は近い将来０％にするべきだ 結局、人災にしろ天災にしろ、放射能汚染の可能性をなくすためには、廃炉にするしかない。
福島のを見てると、今後もどうせ「想定外の事態」と言えばすむと思っているとしか思えない。

41656 個人 家事専
業

５０代 女性 原発の廃棄を求めます。 使用済み核燃料の処分方法が無い現状で次々に汚染物を増やすことに反対です。
福島の状況を正しく知らせない政府の姿勢は信頼に欠きます。
取り返しのつかないことはことはやるべきではありません。

41657 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオを設定して行動 次の大地震が予想されている時期である2030年までに原発ゼロを達成できるように計画、実践すべき。高い目標を設定して、エネルギー消費量を減らしても成長できる技術や価値観の発達を
促して欲しい。

41658 個人 無職 ６０代 男性 ゼロシナリオを選びます。 ゼロシナリオを選びます。
使用済み核燃料廃棄物という史上最大の厄介物の処分法（フィンランド映画「100,000年後の安全」）さえ確立していないままでの過酷事故を経験した今、全ての原発を直ちに廃炉すべき。
地震国であるにも拘わらず「安全」をないがしろに国策として推進してきた政策を根本から見直すべき。
現行の悪しき「電力システム」を改革し、日本の高度な技術力で再生可能なエネルギー開発を強力に推進するべき。

41659 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発ゼロを推進 九州出身です。小学生の頃、長崎をはじめ、広島の原爆について毎年学ぶ機会がありました。核の恐ろしさ、人の命の尊さ、戦争の残酷さ…。それなのに、原発を持つことを決めた日本、当時
の大人たちの矛盾と愚かさに唖然とした記憶があります。
その大人たちのツケが、一生懸命に次世代の命をはぐくんでいる私たちにまわってきました。
原発ゼロの一か月だって、ちゃんと国民は前向きに、いえ、こうなるべくシナリオだったんだね、と喜んでいたほどです。
原発反対は、命乞いと同じですよ。
原発の危険性は、今を生きる国民は、身を以て知りました。
原発ゼロのための必要な負担や苦労なら、一丸となって協力しますよ。増税なんかより、よっぽど結果が明らかですから。
ゼロにするために生まれる負担をどう解消していくか。
そっちの議論を進めるほうがよっぽど建設的です。
核廃棄物を解決できずに、原発を動かしてどうするんですか。
欲やしがらみを手放す勇気をみせてください。
自分の子供たち、子孫に安心した国を残してください。

41660 個人 自営業 ５０代 女性 2030年までに「ゼロシナリオ」を支持します。 原子力発電所を再稼動させる前にやるべきことはたくさんあります。例えば、使用済み核燃料の処理方法の確立をまず先に着手してください。福島第一原発の事故処理、廃炉作業を確実に進
めてください。現在避難を余儀なくされている福島県民の賠償を一刻も早く進めてください。原子力基本法の見直しをしてください。原子力規制委員会人事案の再検討をしてください。公平公正
な視点で委員を選出し直してください。各事故調査委員会の報告書を熟読して吟味し直してください。再生可能エネルギーの開発に人力を注いでください。それらに確たる成果、結果を出す前
に、国民にも明確な説明がなされないまま、なし崩しに原子力発電所を再稼動させることに反対します。納得ができません。先にするべきことはたくさんあります。原子力発電所の再稼動の是非
は、一番最後にでてくるべき話だと思います。実際、原発無しでも電力は足りています。それを国民はすでに知っています。誤魔化すことはできません。足りる電力を足りないと言い張る電力会
社を私は信用できません。このような現状での原子力発電所再稼動には反対をします。



41661 個人 自営業 ３０代 男性 日本のエネルギー計画の原発依存に全面的に反対し
ます。

３．１１により原発安全神話は崩壊しました。　崩壊というよりは、幻想が崩れ去り、現実が明らかになったというべきです。

原子力村の為に日本全体を危険に晒すことは、明らかに得策ではありません。

３．１１により日本（の経済）がどれほどのダメージを受けたか、それによりいまだ立ち直れていない状態です。

ネットの情報により、メディアによる情報操作はもう役に立たないどころか、国民の反発をあおるばかりです。

原子力なしでも電力は足ります。　もう周知の事実です。

国民を欺くのはやめてください。

どんどん明らかになる原子力利権の非道の数々、政府の信用はもうありません。

今、決断の時です。

脱原子力による痛みは、３．１１やこれから起こりうる事故による痛みの比ではないはずです。

原子力依存０、再生可能エネルギーへのシフトへ。

とりあえずの政策ではなく、大きな未来へ向けた政策へ。

41662 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 ゼロシナリオを支持、今すぐ原発をゼロにするべき。
パブコメなど「国民的議論」の期間は延長すべき。
他のシナリオが選択された場合でも、使用済み核燃
料は、「直接処分」すべき。

福島第一原発の事故を受けて、原子力というものは人間がコントロールできない危険な発電方法だということをまざまざと思い知らされたと思います。

日本は地震の多い国で原発を立てるのに適した土地ではありません。地震や津波などの天災、それに加え、細かい故障などの隠ぺい、安全神話を作り非常事態を想定しないなどの人災も大き
いです。絶対に安全に運転できる保障などありません。

事故が起これば何十年、何百年と汚染されてしまう。そのような事故を起こしてしまった日本がとにかく原発を廃炉にするために動き出さないというのは世界の中で恥だと思います。汚染は一つ
の国の問題ではないので。

また核廃棄物はどう処分するか決まっておらず貯まり続けています。このような危険であり何百年も管理が必要な廃棄物を未来の子供たちの世代に残していきたくありません。

廃炉にするにも多くの労力が必要だと思います。そのためになるべく早く原発を０にする転換を考えなくてはいけないと思います。
そうでなければまた同じ事故が必ず起きてしまうと思います。

41663 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します。 原発ゼロシナリオを選択します。
原子力発電の持つリスクの大きさは、人の手には負えないもの。
この危険を少しでも早く、地球とそこに住まう全ての生命から遠ざけるためです。
日本だけの問題ではないと感じています。
原発をなくして、生命と未来を守ってください。

41664 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 男性 原発はもう必要ではありません。
原発のために犠牲になっている人、物、事があまりに
多過ぎます。
今回で脱原発しないでいつするのでしょうか。

事故が無くても原発で働く過酷な被ばく労働が有り、
何十万年もの管理が必要な放射性廃棄物を出し続け、
さらに事故が起こり住めない土地をつくりだし、
何十年にも渡って土、水、食べ物を汚染し続ける事になりました。
原発を選ぶ事は事実を把握した国民の選択肢にはありません。本当にもうやめましょう。今すぐやめましょう。

よく現実的に、将来的に、と言いはりますが、新しい事を始める時はこういうものではないでしょうか。
出来ない、難しい、のではなく、出来るだけ今はやりたくない。という風に映ります。

これからどんどん沢山の人が被ばくの影響により犠牲になります。
私もそうなるかもしれません。
そして今現在苦しんでいる人達を無視してまで
絶対に原発を続ける意味が本当に無いです。

ドイツ、スイス、イタリアも福一事故後に脱原発宣言したのに、事故を起こし、収束もしていない日本がまだ原発を続ける事は、明らかにおかしいです。

今こそ再生可能エネルギーにシフトしましょう。
日本の素晴らしい技術で。
覚悟しみんなで協力して出来ないわけがありません。

新しい日本を始めましょう！！

41665 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発０にすることを一度、本気で考えてみましょう。原
子力エネルギーへの依存を即終了させる、より踏み
込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を求め
ます。

即刻原発０にすること、方法を、まずは一度本気で考えてみましょう。
その先に、本当にやるべきこと、やらざるべきことが見えてくる。
たかだか数十年の技術で地球規模の環境に悪影響を与えたまま、人類は生活して良いでしょうか。目先の利権にとらわれず、地球上の一生物として考え直す良い時期です。
新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。
具体的に私たちは以下を要求します：
 直ちに原子炉再稼働をやめさせる
 積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
 再生可能エネルギーの生産を加速させる
 発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
 石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

41666 個人 自営業 ６０代 女性 原発ゼロシステムを望みます。原発再稼動反対です。
他のエネルギーシステムへ即時移行を進めてくださ
い。

この猛暑の夏であっても、結果的には大飯原発再稼動は必要でなかったことが証明されています（火力発電所まで止めたりしても）。さらに原発再稼動は電力会社の帳簿上の収支を合わせる
ためのことという内情も、すっかり多くの人々の知るところです。

なによりも地震の危険性が高いこの時期に、断層の上に立てられた多くの原発はあまりにも危険です。その安全基準はかなり以前のもので、規模の大きい地震や津波に襲われた3・11後は、す
でにあてはまりません。一度事故が起きたら大変なことになるのは、皆もう思い知ったではありませんか！

電力会社は「核燃料の再処理」などの研究は直ちにやめて、日本国内の原発の廃炉処理を順次しっかりやって、その分野で研究開発を促進し、将来予想されうる他国原発の事故や修理、廃炉
処理などのプロジェクトを請け負うことができるぐらいの技術をみがいてほしいと思います。今の関係者・技術者たちは、その分野で活躍できるでしょう。それこそ政府の主導で方向転換させてい
ただきたい。

一日も早く、原発以外の新しいエネルギーシステムの研究開発を進め、実用化を計ってください。日本の行方を世界が注目しています。積極的に世界をリードできる大きなチャンスです。老朽化
した危険性極まりない原子力から足を洗い、新しい技術をどんどん進め世界に範を示してほしいと思います。今、大きく変われる本当に大きなチャンスなのです！

41668 個人 自営業 ４０代 女性 原子力発電所の必要性について 利権主体の政治から、脱却しましょう！
国民である私たちは、経済第一主義ではない世の中になることへの覚悟はできています。
政治家の方々も勇気を出す時だと思います。

もっと未来を見据えた世の中を考えていただきたいと思います。
この先10年、20年のレベルではありません。
原発が一基でも存在するということは、処理の問題を何十万年と未解決のまま抱え続けなければならないことはもう周知のことだと思います。
そんな未来をこの先の子供たちに残したくありません。
今が、今こそが踏ん張り時なのではないでしょうか？

核兵器へと少しでも繋がる可能性のあるものを、この日本にこれ以上増やして欲しくないと思います。
『非核』
これだけは、日本人が絶対的に訴えていかなければならないものだと思います。

原発は一基も必要ないと思います。
必要のない世の中にすればいいのです。
目の前のことだけに捉われない、真に未来を見据えた政治に今こそシフトして頂きたいと思います。

41667 個人 家事専
業

５０代 女性 (1)のゼロシナリオを支持します。
「2030年における」３つのシナリオからどうしても選択
せざるを得ない場合です。
2030年と言わずに、早期に原子力比率0％になるよう
に求めます。

ゼロシナリオでは「2030年」における原子力比率0％となっていますが、
安心・安全と言われ続けてきた原子力発電所の安全神話がもろくも崩れ去った今、
福島第一原発だけの問題ととらえるには、あまりにも楽観的すぎます。
1日も早く対策を取り、原子力比率０％の早期実現を求めます。

全国の原子力発電所を再稼働するということは、福島第1原発事故後に起こった
放射能による被曝の影響・国民の不安や恐怖を全く無視する暴挙だと思います。
福島第1原発事故後、原因も究明されず、事故がいつ終息されるのかもわからないまま、
地震の活動期に入ったといわれる状況の中、原子力発電所を稼働することは
国民の生命の危険を脅かす愚かな行為です。

現在、日本全国で原発をなくしてほしいという運動が起こっています。
それに対する反論の一部として「コスト」の問題が政府や電力業界、経済界から
出てきますが、国民の命と健康を経済コストと比較してほしくありません。

原発が他のエネルギーに変わったとしても、それにかけるコストと
今回の事故で失われた個人資産や投入しなければならない莫大な税金を考えると
比較しようもないことは明らかです。

この夏、関西での電力需要の不足を見込んで大飯原発が再稼働されました。
しかし、国民の節電意識と省エネによって、現在まで何の問題も起こらず、
電力も余っている状態です。
動かしていた火力発電所を止めてまでも大飯原発の再稼働に踏み切る必要があったのでしょうか。

国民は、たとえ電力が不足しようとも、この困難に立ち向かえるのです。

廃炉に向けても長い時間と莫大な経費が掛かりますが、廃炉技術の向上、
自然エネルギーへの転換など、これを一つのビジネスチャンスと考えることもできます。

今度の事故を契機に、私たちは日々の暮らし方から考え直す時期に来ています。
今後益々の省エネルギーへの努力と自然エネルギーへの開発・転換を望みます。

私達は今、原発事故で起こる放射能被曝、放射能汚染の恐怖を体験しています。
その恐怖をこれ以上の国民が味わうことのないよう、汚染されて失ってしまう国土が
これ以上でないよう、日本を愛する国民として、
原子力発電所の早期廃炉と即時ゼロを強く求めます。



41669 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 311震災に影響をされることなく、「以前通りの原発推
進」を支持します。選択肢の(1)(2)(3)は共に、脱原発、
削減に向かう方向であり、どれも不十分だと感じた次
第です。

311震災に影響をされることなく、「以前通りの原発推進」を支持します。選択肢の(1)(2)(3)は共に、脱原発、削減に向かう方向であり、どれも不十分だと感じた次第です。一国のエネルギー政策
は、経済を始め、今後の国力にも多大な影響を与えるため、単なる「多数決の論理」で進めるべきものではないと感じます。

時代の流れを見た場合に、ここで原発を削減したり、ゼロにすることは、決して避けるべきだと考えます。311震災以降、情緒的に「脱原発・反原発運動」が起きてはいますが、もっと冷静になって
考えるべきです。十分な代替エネルギーなしに、化石燃料に頼ることは、経済の観点からみても正しくはありません。

特に、消費税法案が可決した今、その負の経済波及効果には底知れぬ恐ろしさがあります。「原発止まる」「消費税上がる」「経済・産業の停滞」「さらなる不況」「自殺者の増大」…、この負の連
鎖を断ち切るためにも、原発は推進されるべきです。

また、国防の観点からも、「不法な領土を主張」する近隣諸国に対しても、原発を推進することは、一定のメッセージを含んでいると思います。

そもそも、チェルノブイリとは違ったのです。にも関わらず、半ばファッションで「脱原発・反原発」を主張する文化人、言論人、マスメディアの方々の無責任さには、呆れてしまいます。

「パブリック・コメント」が「多数決の原理」に基づくものかどうかは分りませんが、ここは、ひとつ冷静に、一国の将来を決する判断であることを旨に、俯瞰的立場で結論を出して頂きたいもので
す。

M9.0の地震、津波においても、持ちこたえたといえる日本の原発の技術力は、なんら卑下するものではなく、今後も、自信を持って推進して頂ければと望みます。

お読み頂き、本当にありがとうございました。

41670 個人 自営業 ３０代 女性 今すぐにでも原発ゼロにしてください。 今回の地震をもって、原発がいかに危険な存在かが身にしみました。
そもそも原発からでるゴミの処理方法も未解決のまま、
埋め立ててうやむやにしています。
私たちの未来の子供たちのために。
美しい地球を守るために。
即刻原発ゼロのシナリオを支持いたします。

41671 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 2030年時点での原発「ゼロシナリオ」を支持します。発
電量は原発に頼らずとも十分確保出来ており、再生
可能エネルギー技術および蓄電技術の向上により環
境対策も実現可能です。

太陽光発電技術、洋上風力発電技術、蓄電技術など、再生可能エネルギー部門の技術革新はめざましい。翻って原子力技術は核廃棄物処理技術、核燃料サイクル技術等すべてが停滞・未
完成のまま。事故を起こした原発の処理だけでさえ大変なのに、処理不能な核廃棄物をこれ以上排出し続けるのは賢明ではない。

2030年までに再生可能エネルギー部門の技術および活用度向上で化石燃料への依存度を減らすことの方が、原子力の(廃棄物処理を含めた)安全を確立させることよりはるかに実現度が高
い。

限りあるリソースを新しいアイデアや技術と組み合わせ、創意工夫して、皆が本当の意味での豊かさを感じるようにすることこそが成長、いや正しくは社会成熟の原動力である。
41672 個人 その他 ５０代 女性 (1)０％以外ありえない。ただし、発電は即時停止。。

そして国が直接運営して、できるだけ早期に廃炉およ
び原子力施設・廃棄物の処理も含めた脱原発の実現
にむけて、あらゆる方策をとる。

なによりも、まず、政府は脱原発を国の大方針として掲げ、ただちに稼働中の原子力発電を停止するとともに、廃炉を決定して再稼働しないことを宣言し、国の責任で進める不退転の決定を示
さなければならない。

54基もの原子力発電所と膨大な核廃棄物の処理は、技術的・経済的困難のみならず、国民の福祉、人権、そして人類の生存権にわたる課題を負っている。
原発依存０％は国力を結集してあたらねば実現不可能なきわめて困難な事業である。しかし、この大きな困難は、人々の智慧と力を開発し、かならず乗越えねばならない国民共有の大目標に
もなる。
次世代のエネルギー・環境を築くにためには、新しい事態の創出にむけた意志表示こそ、すべての始まりであると考える。
国民を信頼せよ。

41673 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 経済活動優先では無く、地球の未来を考える政府で
あって欲しいです。
原子力は安全ではありません。福島から何を学んだ
のでしょうか？
早急のエネルギー転換政策を希望します。

私は3.11事故以来、海産物や福島近郊の野菜、果物は食べない様にしています。
奇形の魚の写真や放射生物質の含有量を見ると目を疑うばかりの数値です。

3.11からの内臓被爆を懸念しています。またチェルノブイリの168倍の事故であった福島第一の事故後４～5年に白血病等の死者が増える事も懸念しています。

福島県浪江町の避難者10人に6人は、急性の病気で亡くなっているが、新聞テレビでは報道しません。

安全に暮らせる日本では無くなりつつあります。

税金の無駄使いは止めて欲しいです。

子供の将来を考えた政策をしておられますか？

疑問に思える事ばかりです。

この答えを国民に伝えて頂きたいです。

41674 個人 無職 ５０代 男性 核廃棄物の処理の計画がなく、加えて原発立地にお
ける大規模地震による被害が差し迫っていると考えら
れるため、２０３０年を待たずに原発の即時撤廃を目
指すことが必要である。

　福島第１原発の事故原因がいまだ明確ではなく、そのため、事故再発防止策を策定することができない。日本列島では、東日本大震災以降に日本各地の地殻のゆがみに連動し、新たな大地
震を引き起こす可能性が高まっている。

　あわせて大飯原発、美浜原発などで指摘されているように原発直下に活断層の存在が指摘される中で、もともと断層による地表の横ずれの影響が安全基準に含まれておらず、地震によって
原子炉が破壊される危険性が高まっている。その場合の被害は福島第１原発事故の比ではない壊滅的な被害を日本全体、ひいては地球環境に与えると考えられる。

　あわせて、もし原発自体が事故を起こさずに安全に運転されたとしても、原発を運転する限り排出されつづける放射性廃棄物の処理方法が未定であり、人体に有害で、長期間の厳重な管理
が必要であり、管理にも莫大な費用を必要することはこれ以上不可能であり、２０３０年時点ではなく、すべての原発を即時停止し、廃炉に向けた具体的なスケジュールを立てることが必要であ
る。そのうえで、原発依存率０％にするために具体的に必要なあらゆる手段をただちに講じるべきである。

以上の理由からただちに原発依存率０％とするべきだという意見を選択する。

41675 個人 自営業 ３０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
 直ちに原子炉再稼働をやめさせる
 積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
 再生可能エネルギーの生産を加速させる
 発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
 石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

41676 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 今すぐ廃炉にしてほしいです。
原発の輸出も絶対にしないでほしいです。

（削除）

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8E%9F%E7%99%BA%E3%82%B8%E3%83%97%E3%82%B7%E3%83%BC

41677 個人 自営業 ５０代 男性 原子力発電は廃止。現時点で廃炉へ。瓦礫広域処理
は凍結。瓦礫は津波防波堤として再生利用する。

原子力発電は、処分する目処、技術がない放射性廃棄物を大量に発生させるので、次世代に責任が持てない罪作りな技術。そして、原子力発電はいったん事故が起きると取り返しのつかない
被害をもたらす危険すぎる技術…人類には制御できない技術なので、現時点で廃止、廃炉に向けた動きを進める。
放射性物質を拡散すると、その後の被害はまったく予測できない。予測できない限り、安全とは言えない。壮大な人体実験となる。放射性物質を拡散しないという原則に基づいて、放射能に汚
染された瓦礫の広域処理は進めるべきではない。瓦礫は津波に対する防波堤として再利用することで、防災と追悼の両面から役立てることができる。細野大臣はその防波堤建設実験に立ち
あってその意義も、実現可能な事業だとも認識しておられると思うので、是非この事業を推進していただきたい。

41678 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ３案の中では(3)２０～２５シナリオがよいが、それでも
再生可能エネルギーの比率を２５～３０％としており、
現実的に可能とは思えない。政府には、真に日本の
将来を考えた案を責任を持って選択いただきたい。

３案の中では(3)２０～２５シナリオがよいが、それでも再生可能エネルギーの比率を２５～３０％としており、再生可能電源の不安定さを考慮すれば、とても現実的に可能とは思えない。また、電
気の品質低下や、電気代高騰による工場の海外移転の進展等を考慮すれば、日本が衰退していくのは確実と考える。

原子力については、福島の事故で得られた知見を対策に反映させれば、地震・津波に対するリスクを十分に低下させることは可能ではないか。（再生可能エネルギーを２５～３０％に増やすこと
より現実的かつ効果が高い）

政府には、一部のマスコミや反原発デモのような感情論に流されず、技術面および費用面で現実的に可能なエネルギー構成なのかをよく確かめ、真に日本の将来を考えた案を責任を持って選
択いただきたい。

41679 個人 家事専
業

４０代 女性 これからは節電省電とエネルギーの地産地消が不可
欠

原発を稼働させるということは、廃棄物を出すいうことだ。
その処分地もないというのに15%や25%は現実的ではない。
燃料の再処理もありえるというが、もんじゅは何兆円もかけて結局失敗に終わったのではなかったのか。0%以外ありえない。
この3つのシナリオの発電構成は、10%の節電をした場合の設定であるというが、
20%の節電をした場合と30%の節電をした場合も想定してほしい。
2010年の電源に占める原発の比率は26%ということは、たった3割の節電ができていれば、危険な原発を54基も作る必要もなかったということだ。
事故前は何も考えずに電気を使いたい放題してきた人が殆どだと思う。
誰でもいつでもどこでも、3割程度のムダはしてきたはずだ。
3割ぐらいの節電なら誰でもできる。私自身脱原発宣言し、事故前に比べ、前年同月比で35%～70%の節電を実現した。もっと国民に節電の大切さを促し、20%や30%の節電をした場合のシナリオ
も出してほしい。

エネルギーの地産地消を義務付けたらどうか。
15%や25%といっている人たちは、処分のことも考えず、原発立地から遠いが故に、ただ漠然と節電するのがいやでいっているように思われる。エネルギーの
地産地消を義務付ければ、原発を近くに作らなくてはならないことが前提であるならば、15%や25%に賛成する人はいないだろう。特に2030年までには自然エネルギーによる地産地消を確立して
いなければならないと思う。

稼働させれば金を生む資産、廃炉にするなら単に廃棄物。故に稼働させるのは、あまりにも危険すぎるし、国民の安全を第一に考えているとはいえない。

もし又事故が起きれば、もう保証能力もないのだから国がつぶれる。
他国からも援助や支援を受けたのだから、もう二度と同じ過ちを犯してはならない。放射能を世界中に撒き散らした国としての責任の取り方は、やはり0%以外にないように思う。他国からしたら、
仏の顔も三度まで、だ。

41680 個人 自営業 ４０代 男性 この3択ならばゼロシナリオを支持します。さらに言え
ば再稼働せず、2030年を待たずすぐに廃炉にするべ
き。

原発は事故を起こし続けてきました。
そして、ついに福島第一原発の事故。
今なお人命脅かし、家を奪い、故郷を奪い、家族を友人を引き裂き、未来を脅かしている。血税を投入された。
この原発事故の被害は限度を超えている。
今後、「原発事故が起きない」ということは絶対にない。
そんな保証は誰も出来ないし出来る訳がない。100%はない。
原発の被害は尋常ではない。
このような事故が起きるリスク、原発以外の電力を選択するリスク
その二つをくらべれば答えは後者になる。
人命脅かし人を傷つける事業など存在はいけない。

41681 個人 無職 ７０代 男性 ゼロシナリオに賛成です。人間を含めてすべての生命
の安全のために、可能な限り早くすべての原発をなく
すべきです。そして日本国民一丸となって、節電と再
生可能エネルギーの開発と普及に邁進しましょう。

ゼロシナリオ支持の理由
１）安全が第一。　現代の理論と技術では安全を担保しえない．
２）不可避の事態への対応、対処の見込みがない。（天災、テロなど）
３）未来への至高の目標になる。子孫へのまたとないプレゼントです。
４）経済への影響は少なくないでしょう。しかしそれは現状からの視点で
はないでしょうか。われわれは愚かな戦争の災禍から辛酸を耐え生きてきた。そして今がある。新たなエネルギー政策への挑戦はわれわれが自ら選ぶ仕事です。出来ない分けがない。
５）経済界への注文。三つのシナリオについて財界は、非現実的だとして取り合わないようですが、なんたる姑息、狭隘なことか。日頃、経営トップが言う、出来ない理由を探すな、乾いた雑巾を
絞れ、この言葉を自らに言ってみては如何。６）原子力技術の保持、向上については、識者の云われる原発廃炉のための技術として、使用済核燃料の処理技術として、活躍の場があります。
７）政官学産民は共に責任をもつ課題として今後も議論を深めたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

41682 個人 家事専
業

４０代 女性 日本国内の原発全面撤廃の要望 原子力発電について、近未来に是非全面撤廃していただきたいと思い、コメントさせていただきます。東日本大震災での原発事故の教訓をどうして今の段階で真摯に考えないのかがとても疑問
に思います。あの事故が地域の人たちばかりでなく、国民の食生活や環境をもおびやかしたという事実があります。地震国日本で、またこのような事故がおこる可能性は十分考えられるのでは
ないでしょうか？数字の上で大丈夫だといっても、１００％安全が保障されるわけではありません。子ども達の未来のために、今、リスクをおってでも、原子力発電所を撤廃していくように動いて
いって欲しいと思います。一部の方達は、ひと時仕事がなくなってしまう懸念があると思いますし、地元住民の一部の方は助成金がなくなることの心配をしていてそれは当然だと思いますが、そ
こを国の政策でなんとかしていただいて原子力にたよるのはおしまいにできないでしょうか？ドイツを見習ってください。財政が厳しいのであれば、消費税増税もやむをえないと思います。ただ
し、そのぶん、北欧のように、他の福祉が保障されるなど、なにか国民のためになるものかあれば、きっとわかってくれる人も増えてくると思います。今の日本は、なんだかんだといっても裕福な
のだと思います。一時的にお金をもらえても、そのときはうれしいかもしれませんが、そのとき限りです。そのお金がどこに使われるか・・・生活のために使う人がどれだけいるのか？娯楽に消え
てしまうのでは意味がないと思います。
どうか、原発全面撤回の方向で考えていただけないでしょうか。日本の未来は、今、皆が真剣に考えなくてはならないときにきているとおもいます。目先の利益でなく、どうか、もっと先の日本の
未来をかんがえてください。安全で安心に過ごせる国をつくってください。どうか、宜しくお願いいたします。



41683 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発はゼロ。 子供たちに安心できる未来を残すためにも原発は危ない。いままでの経過を見ていると、国は何も責任を取らない。原発は制御不能になると今回のような事態になる。原発がある以上、同じこ
とは何度でも起きる。

このパブコメのことは、国民はだれも知らない。1ヶ月しか受付期間がないことも納得できない。これで国民的な議論というのはアリバイづくりに過ぎない。毎週ある国会周辺のデモをあなた方は
どのようにお考えか、このパブコメと同じ1ヶ月以内に返答を求む。

41684 個人 家事専
業

６０代 女性 人間は原発と共存できない。従って将来的に、原発に
依存しない社会をめざすべきである。エネルギーの原
発依存度はゼロにし、再生可能エネルギーへと転換
する。

（１）核のゴミを残すべきでない
まず、原発の一番の問題点は、「トイレなきマンション」といわれるように、最終処理ができないことである。原発を稼動することは、核のごみを地上に増やす続けることになり、次世代に解決でき
ないやっかいなものを押し付けることになる。現在の私たちがその生活を享受するために次世代にそのつけを回すことは、人間としてあまりにも無責任なことであり、決して許されることではな
い。
（２）原発事故は防ぐことはできない
日本は世界でも有数の地震国であり、その上に原発を立地することはリスクが大きすぎる。大地震の危険性が高まっている中で、稼動すべきでない。福島原発の事故のように、すべての電源を
喪失したときの怖さを実感した。核分裂を前提とする原発のメカニズムは、人間の力を超え、制御でききれるものではない。
（３）放射能被害は人間の生活を破壊する
2012年3月11日の東日本大震災で福島原発事故が起こり、放射能が飛び散った。
それは風により、広範囲に大量の放射能汚染が広がった。津波や地震の被災地では日にちをかけて復興することはできても、放射能汚染地域は二度と人が住めない地域を作ってしまうことに
なる。故郷を捨てなければならないことはどんなにかつらいことか。特に、飯館村のように、地産地消に力を入れ、自立した村として村をおこしてきた地域の人々にとっては村ごと失うことは耐え
難い苦しみである。このような原発事故は人間の暮らしを完全に破壊する。
　また、除染といって、大事に土作りに力を入れてきた農業者にとって、土を削り取られることは、身を削るようにつらいことだろう。
日本は唯一の被爆地である。核兵器によらなくても、原発で被ばくすることもあるのだ。日本には５３基もの原発があり、日本中に生活が破壊されるリスクを抱えている。二度と日本が自らヒバク
シャを増やすべきではない。

41685 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 2030 年までのなるべく早期に原発比率をゼロにしてく
ださい。

原発再稼働は絶対にしないでください。子孫に健康な未来を残す為に原発廃炉を進めてください。放射能廃棄物の問題など、原発に未来はありません。
そして、もっと省エネルギーの取り組みを進めて自然エネルギーを推進してください。最終的には再生可能エネルギーと化石燃料からなるエネルギー構成とし、さらに化石燃料の依存度を極力
下げ、広範な規制と経済負担で、相当高水準の再生可能エネルギー、自然エネルギー、を推進してください。

41686 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 生活に不可欠な電力は、何よりも安価かつ安定供給
が最重要。そのためには、ある程度の原発維持が必
要で、三択からならば２０－２５シナリオ。また、再生可
能エネルギーや省エネについては、再考が絶対必
要。

一時の感情論に流され、原発ゼロにするのは、愚の骨頂です。
現在、原発ゼロの発想が出来る方は、非常に悲しいかな、お金の使い道に困っている方か、製造業を知らない方です。
お天気任せで企業活動できますか？農業・漁業だけで生活出来るならば、別ですが。
ただでさえ、日本の電力費は高いと言われているのにこれ以上高騰するのは、
製造業に対する死刑宣告です。
電気代を支払うためにモノづくりを行っているのでは無いことを理解していただきたい。
ところで、７月４日付のドイツ・シュピーゲルオンラインにドイツの太陽光発電に関する記事が掲載されたことご存じでしょうか？
このことをマスメディアが取り上げないのも摩訶不思議、ここは中国？と思ってしまう現状が虚しすぎます。
太陽光発電への補助金制度がドイツの消費者に多額の負担を強い、太陽光発電はドイツのエネルギー政策の歴史の中で最も高価な過ちになる恐れが出ていると書いてあります。また、環境
保護主義側からもグリーンエネルギーの補助金の５０％近くが太陽光発電に投入され、ドイツ政府の太陽光発電重視の姿勢により、他の再生可能エネルギーが不利益を被るとの懸念がでてい
るようです。
どうしても、太陽光発電をやるならば、「宇宙太陽光発電」を国家プロジェクトとして行うべきです。エネルギー関係で負担を強いるのであれば、それしか払いたくありません。
くれぐれも冷静で賢いエネルギー政策展開をお願いいたします。

41687 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 (1)ゼロシナリオを選択します。 福島の原発事故を踏まえて、国家としてより安全な発電方法を選択するべきだと考えます。
原子力発電が安定した電力の供給の実現をはたしていなかった現実や、二酸化炭素排出の抑制力もたいしてないことがわかった今、エネルギー政策の転換を真剣に考えるべきだと思います。
また、原子力発電には核廃棄物の処理方法やもんじゅの問題など、未解決の問題が多いと思います。この先解決に何年かかるかもわからない問題を抱えている方法を続けるよりも、いい加減
他の方法を考えるべきです。
福島のように原発事故が起こっても、どうせ政府も電力会社も責任をとれないのですから、もうやめてください。
大飯原発の再稼働に関しても、本当に国民の生命を守ろうという意思があるのならば、まずは節電への協力呼びかけ(輪番停電など)があってからの、きちんとした再調査を踏まえての再稼働で
はなかったでしょうか。なし崩しでは国民は納得できません。
絶対に原発はなくすべきです。

41688 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発・放射能は人の生活からかけ離れた、人間の手
の終えない物だと思います

原発は危険だと思います。ちゃんと国民に分かるよう、説明をしてから再稼働なりして下さい。福島の事故も終わってないのに、あまりに浮かれていませんか？納得いかないし腑に落ちない。も
しこれからも同じように原発に頼るような未来になるとしても、きちんと説明してからにして下さい。でも原発はもう結構です。

41689 個人 学生 ４０代 女性 原発ゼロにすること
原発はいらない

再稼働、反対です

原発の事故、被害者をこれ以上だしてはいけない。
原発は危険すぎる
福島の原発事故でわかっているはずなのに
なぜ再稼働させているのかがわからない

原発はいらない
原発はゼロにすべき

福島の事故に対し、きちんとした報告がないまま、原発を再稼働させていることはおかしい。
被曝した被害者は出ているはずなのに、きちんとした対応がなされていない。

そのためには原発は廃止すべき
日本は人の人生、生命に対する尊厳を守ってほしい

41690 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ゼロシナリオに賛成します。
原発は一日も早く停止を求めます。

世界唯一の被爆国として、原発に頼らない国であるべきです。
安全であることが最優先です。
管理、処理のあてあないまま使用済の核燃料を増やすべきではないと思います。

41691 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロのため、2030年は0パーセントシナリオは当
然です。
以外考えられません。未来のために
安全のために命のために原発を稼働させるなど許せ
ません。

命のためです。

41692 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発依存度ゼロシナリオを支持します。
一度事故が起こると、広大な土地が半永久的に住め
なくなるような
、恐ろしい発電システムは動かすべきではありませ
ん。
とくに日本のような地震大国では。

原発依存度ゼロシナリオを支持します。
特定の地域や国からの燃料輸入に依存するのには、リスクがあることも
わかるし、風力などの自然エネルギーのシステムが不安定、また環境によいとはいえない
ことわかるけど、原発よりはましです。
一度事故が起こると、広大な土地が半永久的に住めなくなるような
、恐ろしい発電システムは動かすべきではありません。
とくに日本のような地震大国では。

41693 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発を廃炉にしてください。原発に依存させる経済政
策を止めてください。

電気エネルギーが今の社会に欠かせないものであることは間違いありません。
しかし、その電気をつくるために原発を使うのはもう止めてください。
原発を動かすとき、被曝労働者が生まれます。また、使用済み核燃料が既に大量に生み出されていますが、安全な処理方法はありません。
そして、福島第一原発の事故が起こりました。多くの人々の生活が破壊され、自然環境は広範囲にわたって放射性物質によって汚染されました。
福島の人々がしなくてよい被曝をしたのです。今後特に子どもたちの健康被害が心配されます。
安全であると宣伝してきた電力会社の事故対応のお粗末ぶり、その後の被害者への対応のいいかげんさ、まるで他人事です。
原発を推進してきた政府（政党）・電力会社は、この事故の責任をどうとるのですか。この事故の問題は数年、十数年で解決できません。
誰も責任を取りきれないのに、福島の人々、汚染された関東・東北などの地域の苦しみを見捨て、電気が足りない・経済が停滞する云々といって、原発を今後もさらに使おうという感覚が理解で
きません。
過疎地に原発を建設して、札束で地方の経済を牛耳ることで、政界・財界のみが潤えばよいという政策は、あまりにも人々を馬鹿にしています。
原発がテロ攻撃に遭ったら、どうなるのですか。想定外のことは考えないのですか。
日本全体が破滅される危険性を持つ原発をエネルギー源にするのは止めてください。すべての原発を廃炉にしてください。一部の人々だけが豊かになり、多くの人々の命と生活が脅かされるよ
うなエネルギー・経済政策は止めてください。

41694 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 即刻全原発停止、全原発廃炉 「2030年までにゼロ」等といっている余裕はないと思います。
福島第一原発の収束も目途が立たず、
危険な放射性物質の封じ込めもせず、国内はおろか海外にまで被害を広め、
それでも安全となぜ言えるのか全く理解できません。

即刻停止したとしても冷温停止、廃炉まで何十年も掛かります。
稼働し続ければ、廃棄物もそれだけ増えていきます。
今現在も既に受け入れ場所のない、永久的に保管・管理が必要な…
それも危険な廃棄物を、いったいどうするおつもりなのでしょう。

今年のこの猛暑の中でも、市民や企業の意識の変化・努力によって、
電力は足りないどころか余っています。
「原発が無ければ電気が足りない」にももはや説得力がありません。
すぐに大飯原発も停止したうえで、速やかに廃炉へ原発政策の梶を切ると共に、
代替エネルギーの研究・開発、雇用の移行を行っていくべきと思います。

どうか子供たちと、さらにこの先を生きる人たちに受け継ぐ命と世界のことを
第一に考え、このような問題をこれ以上押し付けることの無いよう、
何卒お願い申し上げます。

41695 個人 無職 ７０代 男性 原発依存度は　20～25%。福島原発事故原因を明確
にし、対策を真摯に実行することが最重要で、科学
的・技術的に安全が確認できた炉は新設分含め稼動
すべき。産業力と雇用力、国際力で選択肢を残すべ
き。

莫大な犠牲と資金を費やして　福島原発事故を経験した。その原因を早急に明確にし、対策を真摯に実行すべき。東電などには任せておけないので、官民のプロジェクトチームで　国内の他の
休止中と新設稼動間じかの原子炉を　検証して　科学的・技術的に安全が確認できた原子炉から順次　稼動すべきです。新設の原子炉は　安全が強化されていると思いますので、優先的に稼
動すべきです。日本だからこそ　この貴重な経験を生かす総合力はあると確信します。
エネルギー問題は　産業力・雇用力（国民生活力）・国際競争力の重要な源であるから選択肢は多く保有し、技術革新と国際競争力の激しい産業の継続的な維持・発展をサポートすべきです。
また、一方では　再生可能エネルギーの大幅な伸張は大いに期待をしています。しかし、日本国内で　責任ある永続的な運用を　信じてよいのでしょうか。
太陽光発システムの故障率はＮＰＯの調査結果では　3割が　12年以内に劣化や故障をしていると報じられています。格安の輸入システムの信頼性やアフターサービス体制は大丈夫でしょう
か。
また、大規模発電所の場合は　取り扱い電気主任技術者が必要ですが、全国的に　確保できているのでしょうか。
7月から実施されている再生可能エネルギーの全量買取制度を　投機とみて
参入している事業者が多いとのことですが、20年先までに　制度（買取金額の変更を含む）の変更により投機対象外となって　再生可能エネルギー事業から撤退する事業者が多くなることが懸
念されます。
そのときに　日本のエネルギーは誰が責任をもって供給してくれるのでしょうか。現在　エネルギーの約５０％は　電気に頼っています。
今、大変重大な問題解決の途上にありますが、原子力発電は　不可欠で、その依存度は　少なくとも現状維持が好ましいと考えています。

41696 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。
原発はいらない！

41697 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 なるべく早く廃炉にしてほしい 原発の事故は被災者の避難生活が長期化するなど、広範囲、長期間に影響を及ぼしてしまう。自分の住んでいる土地が帰還困難地域になることは耐え難いし、誰かにそのリスクを押し付けて
原子力発電による電力を享受するのもおかしいと思う。一度過酷事故が起こった以上、これからも起こりうると考えなければならないし、そのときには影響範囲がもっと大きくなるかもしれないの
で、なるべく早く廃炉にしてほしい。

41698 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 原発0シナリオに賛成です。 私は全ての原発が、災害、テロ、あるいは戦争などいかなる外的要因
に対しての耐力を有しない限り、原発0シナリオに賛成致します。
今後の私たちの国の原発に、『想定外』はあってはならないと思うからです。
そもそも、テロやミサイルからの攻撃に備える予算や政策を考える時間とお金があれば、必ず再生可能エネルギーへの完全シフトは可能だと思います。
これ以上、全てにおいて『経済』を優先させるのはやめてほしいです。
人間の命や、故郷への想いは、絶対にお金で買うことはできません。

41699 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ゼロシナリオ 福島の現状を鑑みれば、ゼロを目指すべきです。自分は介護施設にて就業しており、福島出身の利用者の方からの昔話を聞くたびに、「故郷を半永久的に汚してごめんなさい」と思います。戦
争で家族を亡くし、原発で故郷を亡くし、もうそんな方々が出てきてしまう可能性は摘みましょう。



41700 個人 自営業 ５０代 女性 0%　完全停止廃炉を望みます。 私は福島事故後も暫くは、立地や経年数によっては原発の稼働も可能だと考えていましたが、日本には原発の運営能力を持つ企業も政府も無い事に気付き全廃止意外に無いと思うようになり
ました。福島を真実の収束に持っていくためには数え切れない作業員が必要になります。徴兵制まで口に出す方がいる程です。全国の原発技術者を福島に集めても（集まって頂いても）百年単
位で人が必要になるでしょうが、もう労働者の放射能障害は隠せないと思います。好き好んで行く人はいないでしょう。数年後、主に福島の子供たちに症状などが出たら恐れをなす人も増えるで
しょう。既に日本で自然エネルギーが技術も資源もあるのに、蔑ろにされていた理由が原発推進であったからと考えられています。マスコミも少しづつ舵をきりだしましたので多くの国民が知ると
ころとなるでしょう。本当のパニックは震災直後ではなくて素直な人々が政府、マスコミに騙されていた事を知る時だと思います。
偉大な決断は国際的な評価も受けられると考えます。そして、日本には世界の70%をカバーする発電タービン技術や今の内ならば、優秀な労働者もいます。これ以上、国民が疲弊すると凡ゆる
レベルが下がると思います。ご一考下さい。国のかたちを整えるのには最適な時期で、エネルギーはその基本です。お願い致します奇しくもドイツ・イタリアと新たな三国同盟いいえ、世界中と。

41701 個人 家事専
業

７０代 女性 原発反対！！
「原発ゼロシナリオ」を選択します。

戦争で（広島）原子爆弾を経験した70齢台の女性（友達）は、現在でも副作用の事を心配して居ました（最近の事です）。
私は無責任な返事をした事に、「何十年も経っているのだからもう大丈夫では．．．？」と、軽々しく返事をしてしまいましたが．．．愚かな自分を恥じて居ます。
従って、原発は断固反対です。

41702 個人 その他 ４０代 男性 原発は人道的にも経済的にも無謀です。 人間の行為に「絶対」はありません。

41703 個人 自営業 ５０代 男性 原子力発電はただちに止めるべきです。 福島の事故が起きた今、そしてその事故の検証さえ充分でない今、この期に及んで、脱原発を願わない、この国に住む人がいるんだろうか。いるんだよね。それが信じられない。
東京電力福島第1原子力発電所からまき散らされ、今も放出され続けている放射性物質は、今後何十年何百年単位のツケを残す。原発のゴミ、核廃棄物は十万年単位のツケを残す。ちょっと
でもマシに、なんとかするのは私たちの世代の責任だ。

41704 個人 学生 ２０代 男性 私は原発ゼロシナリオを支持します。 東日本大震災により引き起こされた福島原発事故により、自然災害による原発事故の可能性が現実に起こりうるものとして認識されるようになりました。また、原子力発電によって生じる核廃棄
物の処理方法や核燃料サイクルが確立されていない為、増え続ける使用済み核燃料は原発事故によって引き起こされるリスクをさらに引き上げてしまう事が予想されます。しかし、拙速な高速
増殖炉の開発等は事故の危険性を高め、住民の合意無しの核廃棄物の地層処分等は考えられません。こうした現状から、原子力発電は過渡的な発電方法と認識しており、核廃棄物の増加を
考慮するとなるべく早急で積極的な政策変更が必要であると思います。原発依存度15％シナリオは、現存する原発を40年稼動した後に廃炉する基準を考慮すると自然減の結果15％程度とな
り、積極的な変更とは言えません。また、原子力発電は安全性の観点から大規模事業者による運営が相応しいのですが、大規模な地域独占企業には、やはり安全性の観点から透明性の確保
が必要とされます。消費者は、事業者が適切な情報公開をしているかをチェックし、場合によっては別の事業者を選択する事で意思表示する事が必要とされます。しかし、地域独占において消
費者は事業者を選択する事ができず矛盾してしまいます。よって原子力依存度は早急にゼロにする方が良いと思います。

41705 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ３つの選択肢の中では(1)ゼロシナリオを支持する。た
だしシナリオは悠長すぎる。甚大な事故の当事国の
責任として速やかなエネルギーシフトを実現し、関係
諸国に示していく必要がある。

「エネルギー・環境に関する選択肢に対する意見」としては、３つの選択肢の中では(1)ゼロシナリオを支持するが、このシナリオは悠長すぎる。

そもそも後始末の方法が確かではない原発はエネルギーとしては筋が悪い。
甚大な事故の当事国の責任として速やかなエネルギーシフトを実現し、廃炉技術を含め、関係諸国に示していく必要がある。

代替えエネルギーとしては当面はLNGなのであろうが、シェールガスその他、ひいては核融合等を含め「研究・技術開発」に人材を集中する必要がある。

地球温暖化については、世界からしてみれば原発のリスク回避の方が優先するように思う。

以上

41706 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 今回のエネルギー選択肢の前提条件に反対で、いず
れの選択肢も反対。
子供達の将来のため、現状レベルの電気料金で、安
定的にエネルギーを利用できる前提で、再検討すべ
き。

今回のエネルギー選択肢の前提条件として、大幅な電気料金の値上げおよび省エネがある。
電気料金の値上げは、東京電力による１割程度の値上げでさえ国民的理解を得られていないなか、節電しても４割以上値上げされることについて、前提にはなりえない。
また、省エネについては、最もエネルギー消費が多い産業用において、既に十分に行われており、更なる省エネをあてにすることは産業空洞化を招きかねないため前提にはなりえない。

どの選択肢においても、太陽光発電や風力発電の割合を大幅に増やし、原子力発電の割合を減少させている。
太陽光発電等の大幅増加には、発電コスト以外に莫大な系統安定化コストが必要であり、電気料金を大幅な値上げにつながる。
福島第一事故を契機に、原子力発電所の安全対策について見直しは必要である。しかし、電気料金を値上げし、エネルギー不足になるようなエネルギー政策に見直す必要はない。

41707 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 15シナリオ選択、しかし核燃料サイクルの実現は技術
的に困難

2030年に向けて3つのシナリオがありますが、そのうちどれを選択するのかは国民的議論によるものと考えますが、個人的には15シナリオを選択します。

しかし、別で使用済み核燃料を再処理して高速増殖炉で燃やす事は技術的に困難で実現不可能と考えています。

高速増殖炉は高度な技術を組み合わせて運転しますが、主配管、計測系で溶接とフランジを多用せざるを得ないプラントにおいて、ナトリウム漏れをゼロにすることは不可能。必ずどこかで水と
反応して大惨事になることは避けられない。配管素材は絶対ではなく、まして溶接技術は不確定要素が多い。未だに確立した技術ではない。現在の火力発電所も腹水器やボイラで細管漏れを
頻発しており、その度に封止で凌いでいる。

ナトリウム配管を２、３重にしたところで事故の数を減らすだけで、一度事故が起これば破滅的。復旧は5,10年単位になるので、それに費やされるコストは膨大で、１つのFBR発電所で20年に一
度漏れが起こったら、売電で得た利益を全て費やす事になって経済的に成り立たないのでは。

また、ナトリウム漏れの他に、そもそもの話として自己安定性のない炉は制御技術が進歩しても押さえ込むのは不可能。技術者としてはそれを克服して実現したいところですが、放射能汚染を
相手にしたリスクゲームをすべきではない。

以上、原子力発電の継続云々は議論の余地があるとみますが、使用済み核燃料の再処理は中止し、直接処分に切り替えることを望みます。六ヶ所施設は直接処分前の濃集処理施設として運
転し、もんじゅは廃炉とすることで30年くらいの雇用は確保できるのではないでしょうか。その頃には自然エネルギー市場も育っており、雇用の移行も進んでいるでしょう。

41708 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 原発は即、全て廃炉にし、日本は核を持たない国にな
るべき。再生可能エネルギーの先進国になり、世界の
手本となるべき。

放射能によって汚染された土地に住まわされ、いつまで生きられるのか怯えながら生活しなくてはいけない国になってしまった。どうか、助けて下さい。日本に核はいりません。どうか子供たちだ
けでも助けて下さい。

41709 個人 無職 ７０代 男性 ゼロシナリオを選択します。
現在の原子力利用技術では、原発の安全は保障でき
ないことが今回の福島の事故で明確となったことか
ら、即、全原発は廃止すべきです。

原発事故は、今回のような地震や津波によるばかりでなく、戦争や国際紛争、テロなどによる破壊によっても起きる可能性があり、完全に防止出来るものでないと考えられ、国のエネルギー源と
してはとるべきものでないと考えます。ゼロにするべきです。
我が国は、もっと自然・再生エネルギーが増やせる可能性があります。我が国は海、山、川、地熱源に恵まれ、科学技術を駆使すれば、エネルギーの確保は工夫できるはずです。
例えば、海流の利用など殆ど研究開発がなされていなし、無限のエネルギー源と考えます。また、火山のマグマの利用は出来ないものでしょうか？　掘削技術の進歩で地熱利用よりもう一歩深
く掘削するマグマの利用研究を進めるべきだと思いますが。

41710 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原子力エネルギーへの依存に反対です。
現在の政権には、将来的に原子力エネルギーゼロに
向けて舵を切る事を求めます。

一部の経済界からの圧力に政府が負けていると思う。
そのため、現在の政策は国民の総意を反映できていない。
ドイツを見習ってほしい。

41712 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 日本の未来のエネルギー・環境に関して、2030年まで
に原発をゼロにする「ゼロシナリオ」を選択します。

東日本大震災発災直後から、私は東京という場所で福島第一原発が最悪のシナリオを辿って行くのを目の当たりにしてきました。水素爆発という映像が流れて来た途端、それは「東北の福島と
いうところ」だけの問題ではなく、一気に身近な危機となって私を襲いました。見えない放射性物質の拡散という恐怖は計り知れないものでした。
その恐ろしさは人間の制御がきかないという点と、その影響が数万年単位で残るということ。これは人間が扱うべき力ではないと感じました。そのような原発を戦後の日本が５０数機も作ってし
まっていたことを、今回初めて知りました。無知は恐るべきことです。
原爆体験国である日本が、すべての原発を廃炉にして新たな未来を作って行くこと、これが戦後世代、あの原発事故を体験した私たちの世代がおこなうべき義務だと思います。
なんとしても、ゼロシナリオを実現して頂きたい、いや実現させる、と誓いたい。

41713 個人 無職 ５０代 女性 原子力はゼロパーセントにするべきと強く思います。
２０３０年よりも早く、できるだけ早急にゼロパーセント
を実現させるべきだと思います。

福島第一原発の事故の被害は甚大です。　今後、地震などの自然災害やその他想定外のことで、同様の事故がほかの原発において発生した場合、日本や近隣諸国が受けうる被害を想像す
るとゾッとします。福島で先祖代々の土地に戻れなくなり、土地も仕事もコミュニティも失った人たち、住みつづけながらも子供への健康被害に怯えながら不自由な生活を送っている人たち、もし
も自分の身に起こっていたらと想像すると、気の毒でなりません。

また、福島第一原発の事故によって現在直面している被害だけでなく、放射能の低線量被曝による長期に渡る健康被害については未知数であるゆえ、何十年に渡って福島以外の広範囲の土
地でも健康被害が拡大していくのではないかと心配でなりません。

電力は私たちの現代生活においてなくてはならないものですが、自然エネルギーへの移行と省エネに力を入れて、極端な場合は数十年昔に遡ったような省電力の生活に戻ってでも、原子力の
ない安心できる社会を早急に実現するべきだと思います。　国民の幸せで安心な生活があってこその経済発展であり、経済発展に重きを置くことが、必ずしも国民の幸せに結びつくわけではな
いと思います。

41714 個人 家事専
業

４０代 女性 原発は即時停止を。原発は要りません。 子供の体を壊す原発という発電方法はもう要らない。

41715 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原子力発電所の廃止をお願いします。 私は製造業の中小企業の事務員として、長い間勤務しています。
ですので、電力など一番使用する業種だと思います。計画停電についても、得意先がNHKの取材を受けていました。ですが、計画停電がない事は私の様な一般市民でもわかっていたことです。
言葉は悪いですが、＜脅し停電＞。テレビ、新聞では原発がないと電気が足りません。これ一辺倒です。私の両親なんかも、それを鵜呑みにしています。私自身も難しいことはよくわかりません
が、福島第一の3/12、とにかく怖かった。どうなるのか。今まで反対していた人たちの危惧していたことが、本当に実際に起こってしまった。今、自分に置き換えて考えてみると、地震の被害はな
いのに、家に住む事ができない。何もなかったような家なのに、目に見えない
放射能に汚染されている。議員の方達も少し自分に置き換えてみては如何がでしょうか。そんな恐ろしいものが後50基もあります。活断層の上にあるものもあれば、津波にさらされる心配なもの
もあり。ほんとに起こってからではダメです。収束なんてできません。終わりなんてありません。二酸化炭素の排出もないでしょうが、事故が起こった場合、今回のような恐ろしいことが起こりま
す。先日、となりのスーパーで、福島県産の桃が販売されていました。小振りですが、ほんとに桃色というのにふさわしい桃でした。でも私は買えなかった。手に取ってみましたが、買うことはでき
ませんでした。風評ではありません。自分の意思で、体内に取り込んではいけないと思いました。外食をしたら、産地はわかりません。そうして、じわじわと放射能汚染は広がっていきます。私は
19歳の時に甲状腺がんになり、手術をしました。チェルノブイリが14～15歳。関連がない訳ではなさそうだ、と思っています。ちなみに子供ができません。これからの大切な子供を守るために。私
達の未来です。増税より原発を止めて、維持費、関連費を削除すれば良いのではないでしょうか。原発周辺の人たちには、システムに巻き込まれて気の毒ですが、良い時代もあったかと思いま
す。補助金を交付して、当面は原発廃炉に向けてしんどいかも知れませんが、今しかないです。調子にのって高浜原発も稼働なんて言って、国がいけいけどんどんとなったら、実際に大飯原発
は稼働しましたし、
民意がなんと言おうと動くんですから、調子にのるのも無理はないでしょう。でも、私のようななんの団体にも所属していない一般市民が、関電前に集まってるんですから、これからも増えていく
でしょうし、これからの未来を守るためにこれからも声をあげていきたいです。ほんとに原発はいりません。こんな怖いものがいつの間にか54基になっていたとは、もう無関心ではいられません。
どうか、福島県の人たちの苦しみを自分の事と感じて下さい。もっと心を砕いて、寄り添ってください、そうすれば答えはひとつです。もっと声を聞いて下さい。自分に置き換えてください。どうかよ
ろしくお願いします。

41716 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 脱原発(ゼロシナリオ)。ただちにすべての原子力発電
所を閉鎖すべき。

脱原発(ゼロシナリオ)。
原発がどんなに効率のよい発電施設であっても、地震が頻発している我が国で、しかも制御できないシステムである以上、リスクが高すぎます。
これまで以上の省エネな設備、家電、企業と国民ひとりひとりが少しの節電をすれば、今の生活をほとんど変えることなくやっていけます。

41717 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 ゼロシナリオを選びます。 ゼロシナリオを選びます。
2030年と言わず、早急に原発ゼロにして欲しいです。

安全性が強調されていたはずの原発で、想定外の事故が起こり、国内だけでなく、地球規模で広く放射能が拡散されました。
人体や自然、経済に与えたダメージも計り知れないものがあると思います。
これ以上、核廃棄物という、人類が手に負えないものを作り続けてはいけません。

日本は、原爆も投下された唯一の国でもあります。
日本が、原発ゼロを世界にも向けて勇気を持って宣言し、進んで行くべきだと思います。
原発ゼロにするためならば、各種料金や税金の値上げ、節電生活も喜んで協力します。

目指すものとしては原発０％以外には無いと思いま
す。

まずは、震災前の状態と同じの「依存率２５％」はありえません。
今既に２５％を下回る状態で運用出来ているはずですから。

残るは１５％と０％ですが、１５％とした根拠がいまいち理解できません。
まだ「１０％以下を目指す」といった内容なら考えなくもなかったのですが
「１５％程度」としている時点で、最終的に２０％近くの依存率で
進めようとしているのだろうな、、、という印象です。
それくらい、今の内閣、官公庁に対して不信感を覚えています。

安全性の向上は確かに必要ですが、原子力を運用する覚悟みたいなものが
電力会社からは感じられませんし、けっきょく運用するのが「人」である限り
１００％安全なものは存在しないのです。
まして、日本は欧米と違い、どの地域も地震が頻発しています。
先ほども自宅が揺れました。
以上の理由から、安全な未来を考えたときに考えられる選択肢は０％しかありません。

原子力発電所の増設に力を入れていて忘れ去られていたであろう
火力発電所をもっと効率的に稼働させられる対策（新型導入など）を行えば、
同じ化石燃料の依存率でも、得られるエネルギーは増加すると思われます。

今は電力会社が一社独占状態になっており、そんな生ぬるい状況の中では
エネルギー開発の競争力も下がるでしょうし、電話会社などを見てみても
長い時間はかかりますが、自由化のおかげで価格・サービス両面で
私たち国民にとって良い状況になるのではないかと思います。
電力会社も、私たちに選択の自由があれば、そのぶん納得できるのです。

加えて各家庭で電気を「自分で作る」「自分で貯める」仕組みを作っていければ
もっと効率的なエネルギー消費が可能になるのではないかと思います。

2030年には、新しいエネルギーの開発に加え、蓄電池の開発および普及、
効率的なエネルギーの生産、消費に関しての研究も進んでいるものと思われます。
自然エネルギーの効率の悪さは、実用化にはやはり難しいので、
まずは火力発電所の効率的運用を図り、一般向け蓄電池の開発など
効率的に消費できるための研究開発を進めてほしいと思います。

41711 個人 会社員・
公務員

３０代 女性



41718 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 2030年という期限を設けて議論するのはおかしい。停
電による生活への影響がない範囲で速やかに原子力
発電を0％に向けて削減していくべきと考える。

2030年という期限を設けて議論するのはおかしい。停電による生活への影響がない範囲で、速やかに原子力発電を0％に向けて削減していくべきと考える。想定外の事態によって収拾のつか
ない事故が起こりうることは今回の福島原発事故で証明された。次の事故がいつ起こるかもわからない状況で運転を続けるのは得策ではない。

火力発電にするとコスト増となるという意見もあるが、今回の原発災害による様々な損害や除染の費用を踏まえて原子力発電のコストを再計算することなしにコストの増減を論じても仕方がない
と感じる。多くの人たちの生活の豊かさが台無しになったが、その損害は数値化することが難しいうえ現在賠償の対象になったいない為、上記のコストに全くと言っていいほど含まれていない。
これらは可能な限り数値化し賠償されるべきであり、その賠償金額も踏まえたうえで発電コストの議論がなされるべきである。

41719 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 脱原発こそが、唯一の被爆国日本の目指すべき未来
である。「ゼロシナリオ」を支持します。

子どもたちに安全で安心して暮らせる未来を残すためには、「ゼロシナリオ」以外の選択肢はないと思います。原子力に依存しないエネルギー政策への転換は、政府の決断にかかっています。
政府の支援があれば、電力会社の方向転換も容易に行えるものと思います。ぜひともご英断をお願いします。

41720 個人 自営業 ３０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、原
子力エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：

 直ちに原子炉再稼働をやめさせる
 積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
 再生可能エネルギーの生産を加速させる
 発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
 石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

41721 個人 家事専
業

４０代 女性 早く新エネルギー開発を進めないのか？ 廃炉第一号
を決め廃炉作業に！ エネルギー転換しなければ未来
は無い。 原発依存型社会は終わり。 原発に群がる企
業を、新エネルギー開発関連事業にシフトさせれば良
い。

原発は危険すぎる。海外に原発増えると、万が一事故が起きた時、作物汚染され、輸入に頼る日本としては対岸の火事では済まされない
。 原発ゼロ。早期エネルギー転換を。

41722 個人 その他 ６０代 女性 「エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見。私
は「原発ゼロシナリオ」を選ぶ。脱原発しない限り事故
はまた必ず起こるだろう。活断層の多い日本で原発は
危険。他の発電方式に比べ事故が起ればリスクが大
きい。

「エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見。私は「原発ゼロシナリオ」を選ぶ。
安全と言われつづけた原発で事故が起きた。国会事故委員会も「人災」だときっぱり言い切っている。人間のやることに「絶対」はないのだ。脱原発しない限り事故はまた必ず起こるだろう。国会
事故委員会も福島第一原発の事故に関し「人災」だときっぱり言っている。原発は一旦事故が起れば、他の発電方式と比べ、リスクが大きい。
福島でも何十年も人の入れない地域が出来た。多くのひとが、家を土地を田畑を仕事を無くし故郷を離れざるを得なかった。避難の混乱の中、命を亡くした高齢者、病人、障害者も数多くいたと
聞く。酪農、農業が出来なくなり自殺した農業従事者もおられる。原発がなければこのような形で死ぬことのかなった方々である。何事も「命あっての物種」である。「便利な電気」のために人が死
ぬようなことが有ってはならない。
原発での核廃棄物の処理問題も解決していない。人は人の手で後始末できない物に手を出すべきではなかった。未来の子どもたちにお荷物を追わせるべきではない。これからの子どもたち
が、安心して育ち、子供を産み、暮して行ける日本であるように、原発は即時廃炉にすべきである。これまで原子力発電の開発のために使っていた予算を、廃炉のために使うべきである。

41723 個人 その他 ５０代 女性 2030年を待たず、速やかに稼働しているものは停止
し、脱原発路線を明確にする。

廃炉に向け、方針、法整備、予算等を取り決める。廃炉への技術を磨き、これを新たな産業として、構築することが未来へつながると信ずる。

41724 個人 その他 ４０代 男性 2万年も後ろの世代に対して、私たちは責任を持つこ
とができません。
2万年後まで核廃棄物を残す政策は人類の英知とは
言えません。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して廃棄物を押しつける愚かな政策です。廃棄物をのちの世代に押し付けないエネルギー政策を策定すべきです。

たとえば、私たちの先祖が私たちが生まれる前から私たちに廃棄物を押しつけていたら、私たちはその先祖を批判するでしょう。
私は、自分の子供たち、孫たち、そして未来の世代に対して安心と安全を約束したい。

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

41725 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 2030年時点での原発依存度ゼロの方針を支持しま
す。福島原発事故を踏まえ、マネージメントを含めた
技術の未熟さ、被害の深刻さ、日本固有の地殻、地
殻の変動期、これらを考えた未来の選択肢として支持
します。

日本の将来を考え、原発依存度ゼロを目指すべきだと考えます。福島第一原発の事故からの教訓は、1.自然災害の予測の難しさ、2.不測の事態に陥った際のマネージメントの脆弱性、3.日本
固有の地殻条件のリスク、4.地殻変動期に入った、時代的な地震リスクの増大などでした。これまでこれらの課題への解決の方向性がないまま、使用済燃料の処理問題同様、問題の先送りに
よって原発による電力供給が維持されてきました。しかし、今回の福島での事故をきっかけに、私たちは将来性代に対する責任として、制御可能かつ持続可能なエネルギー共有へ、その英知を
方向転換すべき時だと考えます。また同時に既存原発の段階的廃止の計画（40年以上の老朽化原発から重点的に）や、廃炉計画などをしっかりと精査、計画し、そこに必要な原発関連技術に
は引き続き研究費を惜しまず投下し続ける事も肝要だと考えます。

41726 個人 法人等 ６０代 男性 脱原発、自然エネルギーで原発ゼロにすることが大
切。

東電福島第一原発事故の現状をまだ誰も知りえないのに、再稼動は論外。余りにも危険すぎる。原発の事故などの避難方法だってまとめられていない。そもそもウラン鉱が４０年位で枯渇す
る。そんな限りあるエネルギーから永続的なエネルギーに変えるべきだ。そもそも使用済み燃料のプールは残りわずかだ。最終処理ができない機械は原理的に欠陥そのものだある。

41727 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 あえて選ぶならゼロシナリオだが、原発を廃止した上
で、省エネをもっとすすめ、再生可能エネルギー を最
大限導入する第４の選択肢が必要です。

この地震大国で原発を動かし続けるのは不可能。
また福島のような事故が起こったら、この国の未来はなくなってしまいます。
私たち国民から安全な食べ物や住む場所を奪わないでもらいたい。

この夏の電力供給状況を見ても、原発による電力は必要ないことは明らかです。（稼動していない発電所もあります）
無駄をなくせば、原発など必要ありません。
大企業の利益優先ではなく、日本の未来のために何が一番大切かを考えて、政策を決めてもらいたい。

41728 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します。 原発ゼロシナリオを選択します。

理由は、他のシナリオで先送りされている廃炉費用と放射性廃棄物処理費用、それにいつまでも背負い続けることになる原発事故リスクまで考えれば、この案が最も経済的だと思われるからで
す。

核燃料サイクル費用試算はインチキでした。プルサーマル（MOX化）じゃ採算取れないことがはっきりしているし、高速増殖炉だと一次冷却材ナトリウムで事故ったら水も掛けられなくてどうする
予定なのでしょうか。だいたいそもそも、日本には再処理技術ありません。

以上を踏まえた上で、原発ゼロシナリオを選択します。

41729 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

41730 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオを支持します。
安全面、コスト面、環境面をそれぞれ考慮しましたが、
リスクを負ってまで、あえて原発を利用すべき理由
が、全く思い浮かびません。速やかに原発の利用をゼ
ロにすべきだと思います。

ゼロシナリオを支持します。
以下、安全面、コスト面、環境面のそれぞれにおいて、ゼロシナリオを支持する理由を述べさせて頂きます。

まず、安全面から考えてみます。先日、国会事故調査委員会で指摘されたように、事故原因は津波のみならず、地震による損傷があったことは否定できません。さらに言うならば、例え震災など
がなかったとしても、東海村JCO臨界事故やもんじゅのナトリウム漏れ事故などが起こっており、ヒューマンエラーや精密機器のごく僅かな破損が原因で、福島第一原発事故やチェルノブイリ事
故のような、取り返しの付かない大事故が起こり得ると思います。もし仮に事故が起こったとしても、火力発電や水力発電その他の発電方法であれば、原発事故のように放射能汚染で居住不能
地域が生じることはありません。原子力発電は、事故が起こる可能性および実際に事故が起きてしまった際の安全面におけるリスクが高すぎると思います。

次に、コスト面から考えてみます。原子力発電のコストは一見安く見えますが、それはアフターコストが意図的に安く見積もられている為です。発電によって生じる放射性廃棄物の処分コストや
発電を終えた原発を廃炉にするコスト。事故が起こった際の賠償コストなどを考えると、火力などの発電方法よりも結局高く付くことになると思います。さらに、もんじゅや六ヶ所村再処理工場そ
の他で掛かった、何も成果を生まなかった研究費などを考えると、原子力発電というのは、アフターコストや関連コストを加えて、最もコストの掛かる発電方法であり、止めるのが遅くなればなる
程、無駄なコストばかりが垂れ流されることなります。だから、原発は一刻も早く止めるべきだと思います。

最後に、環境面から考えてみます。原子力発電では二酸化炭素が排出されないなどと喧伝され、クリーンなどと言われていますが、二酸化炭素よりも遥かに危険な死の灰を生産し続ける発電
方法です。さらに、原子炉を冷却する際に使用する海水に熱を捨てているため、海水の温度が上がり、日本近海の生態系を狂わせている一因になっていると思います。加えて、原子炉冷却を
行った際の海水には微量ながら放射性物質が含まれている可能性があり、海を汚染し続けているのではないかと思います。さらに、一度事故が起きたならば、放射性物質が降り注ぎ、大地は
汚染され、河川や海も深刻な汚染にさらされてしまいます。原子力発電は、クリーンどころかとてもダーティな発電手段だと思います。

以上、安全面、コスト面、環境面の3点をそれぞれに考えてみましたが、いずれの点においても原子力発電を行うべきではないという考えに至りました。その他の発電方法ではなく、どうしても原
子力発電でなければならないという理由が全く思い付きません。だから、エネルギー・環境に関する選択肢において、私はゼロシナリオを支持します。

41731 個人 その他 ４０代 女性 原発稼働について 対策万全ではない中、稼働するのは反対。
今、この時間をしのいでいるだけで、将来的な不安は残ったままで危険だと思う。

41732 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。
原発は要りません。

41733 個人 家事専
業

３０代 女性 ゼロシナリオ以外考えられません。 3つの選択っていったいなぜですか？
原発が絶対安全じゃないと日本全国が身をもって知った以上、
ゼロシナリオしかありえないです。
選択できるよちがあるなら
選択なんてしてる場合ではないのでは？

ゼロシナリオを選べるということは
可能だからですよね。
すぐにゼロシナリオで動かないのがまずおかしいと
思います。
絶対にゼロシナリオです！

41734 個人 自営業 ２０代 男性 原発ゼロ％の社会を目指すべきです。 持続可能な未来を目指すのであれば、今は困難であっても原発ゼロ％を目指すべきだと思います。
覚悟ができている国民も増えていると感じます。
またこれは優れた科学技術を持つ日本にしかできない道なのではないでしょうか？
日本が道筋を示せば、それは世界のあらゆる国にとって希望の光になるはずです。

41735 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 原発依存度を確実に下げて2030年に15％とする、１５
シナリオを選択します。

福島原発事故とその甚大な被害状況をみると、2030年までに原発依存度を０％にするゼロシナリオにするべきと思いますが、CO2削減というもう一つの目標、さらに再生可能エネルギーの普及
のペースなどを考え、より現実的な１５シナリオにしました。
これは、2030年以降も15％のままと言うことではなく、その後の10年から20年の間に確実に０％にしていくということです。
コストそして空洞化の問題がありますが、再生可能エネルギーのコストは、これから下がって行くと思われます。
今後は、より省エネ効果が高い機器が一般化していくでしょう。
また、再生可能エネルギーでも、今はまだ実用化のめどが立っていないクリーンで安全な新しいエネルギーが、実用化に向かっている可能性もあります。
その場合は、当初より早く原発依存度0％が実現できるかもしれませんし、エネルギーを取り巻く国際情勢も大きく変化しているかもしれません。
アジア諸国では原子力発電所が増えていますが、日本はむしろ、アジアでいち早く原発依存から抜け出し、他の国の範となるよう努力していく必要があると思います。



41736 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します。 原発は、地震での事故、被曝、廃棄物、テロなど問題が山積みだから、できるだけ早く原発ゼロになってほしい。
子供たちや未来のために安心して暮らせるようにしてほしいです。
地球温暖化対策にもっと積極的になってほしいです。

原発をゼロにして、再生可能エネルギーを推進してほしいです。
便利になりすぎて当たり前になっている事を少しずつ国民が我慢すれば
脱原発、温暖化対策も進むはずです。

原発ゼロの状態でも電力供給はできていたので、計画停電もほとんど起こらなかった。だから、すぐにでも原発全停止はできるはずです。

3つのシナリオから選ぶとしたらゼロシナリオしか選べないですが、ゼロシナリオだけでは不十分だと思います。
石炭の依存度をもっと下げるべきです。

原発ゼロ、温暖化防止対策を両立して進めてほしいです。

41737 個人 その他 ５０代 女性 (1)ゼロシナリオを採択し、原子力発電以外のエネル
ギー技術開発を推進すれば、日本の新しい技術とし
て世界に輸出できる。原発廃炉技術も輸出できる。そ
のためにも即刻ゼロが望ましい。

「エネルギー・環境に関する選択肢」に対する意見。

(1)ゼロシナリオの採択を切望する。

 革新的エネルギー・戦略会議は、日本の未来を担う新しいエネルギー技術の開発を推進する場と考える。

 これまでのような原発依存を続ければ、過去の技術に対する執着が続き、新しい技術開発に大きなマイナスとなる。一刻も早く、日本が海外に輸出できる新エネルギー技術を確立するために
は、原発を即時廃止し、新エネルギー開発に邁進することが必要。こうした思い切った方向転換ができるのは政府の舵取りしかない。政府の存在感を示す、大切な局面でもある。

 一方、原子力発電は、事故や老朽化などトラブルがあった場合の損失やマイナスが膨大。環境的な負荷も大きい。こうしたトラブルは、天災など技術以外の原因であっても、次に何か起きると、
日本の技術に対する世界的な信頼を失くす。現在停止している原発を動かさないことで、事故リスクを低減し、各原発で廃炉技術の開発を行えば、海外各国への技術提供も可能となる。

この2つの理由から、(1)ゼロシナリオの採択を切望する。

41738 個人 その他 ４０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、原
子力エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
 直ちに原子炉再稼働をやめさせる
 積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
 再生可能エネルギーの生産を加速させる
 発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
 石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

41739 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

41740 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 男性 脱原発・反原発の原発縮小３案に反対。
エネルギー安全保障が国家の責任者として最重要。
ゆえに原発維持推進を求める。

原発再稼働決定したら、信念で推進するのが政治家の役割。国民に選択判断を任せて責任逃れをするな。原発なければ輸入石油に頼り、中国や中東諸国等の外国に日本の運命を左右され
る危険性が極めて高く、特に中国の海軍による海上封鎖で日本は日干しにされる。中国は日本の海上シーレーン封鎖して日本経済を止める戦略を明確に持っている。そんな国際情勢も考えな
い反原発・脱原発派の国民がいくら多数でも、その意見を聞いては駄目だ。もし政府が３案を採るなら国家の自殺行為。中国の軍事戦略にまんまと乗る愚かな世論や案に反対する。日本の原
発技術は高く、東電の事故対応は何と言われても外国から高く評価され信頼されていることが、ベトナムなどからの受注に表れている。原発は安全・安定・安価エネルギーだからさらに事故を生
かして技術開発を進め、安全性を高めて、日本の強力な輸出商品に変えて推進すべき。それが日本の国防の安全と経済の安定を保障する。３案は日本を中国などからの危険にさらし、日本経
済を衰退させて、国民生活や家庭を破壊する。３案はまったくの問題外で反対。なぜ原発現状維持や原発推進の案を排除したのか。これは最初から脱原発・反原発の案だけを選択肢とする非
常に不公平で誤ったやり方。政府はあまりにも未来に対する先見性や判断力がない。これで日本を繁栄させ国民生活を豊かにすることなどできるはずもない。まして日本を中国から守り国民の
安全を守ることなどできるはずもない。３案は厳しい国際情勢をまったく無視し、狭い国内視野でしか考えないオメデタイ平和ボケの亡国案にしか過ぎない。このような亡国愛を政府として進める
ならば、亡国の消費税法案と並んで、民主党政権と国会議員や官僚は、政治家としての愚かさを日本の歴史に必ずや汚名と恥辱を残し刻まれることになると思います。長期的には国民の多数
は正しい判断をするものだけれども、短期的には、国民の多数が必ずしも正しい判断をするとは限らない。脱原発・反原発は日本を滅ぼす危険な流れであり、これが分からないで国民に判断を
丸投げするような今回のパブリックコメントは、リーダーたる政治家の資質がないこと、失格であること以外の何ものでもない卑怯な試み。菅直人や仙石由人がやった尖閣事件での民主党政府
の那覇地検に責任をなすり付けた責任逃れの卑怯な体質そのものが、今回の原発についてのパブリックコメントにも表れている。政治家なら卑怯な責任逃れをするな。日本を衰退滅亡に至ら
せるような判断をするな。以上

41741 個人 家事専
業

６０代 女性 原発ゼロを支持します 東京電力福島第一原発事故原因も明確になっていない現状での再稼動は暴挙としか言いようがない。そもそも地震列島日本に５０機余りの原発を造り続けた事自体信じ難いことです。東日本
大震災が起こらず原発事故も起こっていなければまだまだ原発は増え続けた筈。未だ人間の力では制御できない原子力を手にして畏れを知らぬ人間に対して３．１１は自然の力を知らしめたの
だと思います。多大な犠牲が払われた現実を直視し、今一度原点に立ち返り自然と共存共栄できる道を選択する時です。再び原発事故が起きたら難民になる可能性も否定できないのではない
でしょうか。

41742 個人 学生 １０代以
下

女性 ゼロシナリオを選択します ゼロシナリオを選択します

41743 個人 会社員・
公務員

法人等 男性 原発は０に
原子力に温暖化防止効果はない
比率を議論する前に明確にすることがある
核燃料の調達コストの明示他国との比較
火力発電の燃料調達コストの明示他国との比較
核廃棄物処理が不可能

原発比率を議論する以前に明確にされていないことが多すぎる。
その様な状態で比率決定をしようとすることは原発推進を前提とした議論に巻き込もうとする意図が感じられる。

議論のポイントが中立的では無く偏った視点だと思う。

地球温暖化に原子力発電が効果的だあるとされているがこれは違うと思う。
ウラン燃料の製造から原子力使用による海水温の上昇がいかに海水を含めた温暖化に影響するかを含めて議論するべきで、CO2の排出が少ないから原発は地球温暖化防止に効果的だとす
るCO2だけに偏った一般的なとらえ方は誤っていると思う。

議論の前提として明確にされていないことが多すぎる。
核燃料の調達コストがいくらなのか、どこから購入して、石油以上の安定供給が今後とも見込めるのか。

火力発電の燃料の調達コストが高すぎないか他国との比較で明確にすることが必要。

核廃棄物処理が成立していない形での原子力発電の推進はすでに破綻している。

東京電力は原子力の稼働０であるが電力の供給に支障はきたしていない、他の電力会社もこの内容を受け止め原発の即時停止をするべきである。

41744 個人 無職 ２０代 男性 稼働中の大飯原発の停止、再稼働の撤回と全原発の
即時廃炉

数万年に及ぶ核廃棄物の処理リスク、いつ再び起こるやもしれぬ原発事故を二度と繰り返さぬよう、
政府はエネルギー政策を転換し、完全な脱原発依存を早急に成し遂げねばならない。それ以外の選択肢はない。
ごくごくかいつまんで書くならば、代替エネルギーは当面は火力発電と余剰電力の買い取り、雇用の創出は数十年に渡る廃炉作業である。
廃炉作業に関しては核燃料取り出し後は放射線量が99％低下するとの報告があるが、
まだまだ情報不足のため積極的に国民にロードマップを提示し具体的に検討していくべし。

41745 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

41746 個人 無職 ４０代 女性 ゼロシナリオです。
この中から選ぶのであれば。

即時ゼロにしてほしい。
二度と福島のような悲劇を起こしてほしくない。

自分自身で始末できないものをつかうこと自体が異常としか言えない。

目先の利益に目がくらんで　愚かな選択をしないでほしい。

日本の資産は　自然なのだとわかってほしい。

もし、経済が破綻したとしても豊かな自然があれば暮らして行けるが

汚染された地には　地獄しか無い。

41747 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見

「原発ゼロシナリオ」をお願いします。

「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主張
《政府は本腰を入れて再生可能エネルギー開発に尽力すべき》
このパブコメ募集の前提が「2030年までは原発が維持される」というもの。前提自体が国民を騙すトリックだ。再び事故が起これば、日本は再起不能になる。政府は自然エネルギー比率を増や
すスケジュールを国民にしっかり示すべき。

41748 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を支持します。 福島第一原発の事故によって、原発の地震／津波に対する脆弱性が露になりました。地震大国の日本では、今こそ「原発ゼロ」を選択するチャンスと考えます。

41749 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 男性 原発ゼロシナリオを選択。 原発ゼロシナリオを選択します。

経済も大事だが、それは命あってのものだね。住む家や土地をなくして　何のための経済なのか。だれのための経済なのか。

我々の命は政府や原発のためにあるのではない!

41750 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発ゼロへ。40年を超えた原発は廃炉に。大飯原発
下の活断層の調査終了まで、即刻大飯原発を停止し
てほしい

現実に原発事故が発生し、「原発に100％の安全はないこと」が証明されました。にもかかわらず、安全性の評価が精確になされないまま、原発が再稼働されていることに、憤りを感じます。
いったん事故が起きた際の被害は甚大ということも、国民は今回の事故で知っています。除染等による回復には莫大な資金がかかり、その効果も疑問視されています。そして、放射能汚染は、
世代を超えて続いていきます。

地震の多い日本で、安心して暮らしていくために、そして、国民・国を守るために、原発ゼロを宣言し、原発ゼロへの筋道（ロードマップ）を作っていただきたい。ただし、今のようななしくずしの再
稼働のような形でなく、実現可能なもので。

ＬＥＤ照明器具や太陽光発電への補助金など、エネルギー転換のために国として、できることがもっとあるはずです。今年の税制改正では、そういう大きなものは何もなかった。税制は景気の調
整弁とも言いますが、個人・法人に対して、税制等の優遇措置も取り入れながら、エネルギー転換が進むよう、国としても努力してほしい。

福島第一原発は40年を超えて運転されていたもので、事故以前から老朽化による危険性、津波による危険性が指摘されていたことを、事故後に知りました。一つの線引きとして40年で廃炉に
し、「原則として廃炉」ではなく、例外なく廃炉を決めて頂きたい。そして新規原発は認可しないでほしい。

安全性を、第三者（原発に反対する学者や原発との利害関係のない人）を入れた上で精確に調査して、危険性の高いものから廃止してほしい。今までと同じ安全性の評価方法では、国民は不
安ですし、不信感しかありません。そして、安全性を評価するのは、環境省の外郭などではなく独立した機関として、今以上の権限も与えてほしい。

事故後すぐの会見で、東電の清水元社長が「修繕費をカットしていく」というようなことを発言されていました。コストカットといった時に、真っ先に修繕費が思い浮かぶという発想は怖いです。メン
テナンスの面も含めて、電力会社をきちんと指導してほしい。

身近な問題として、大飯原発の即刻停止をお願いしたい。真下に断層がある可能性があるにもかかわらず、調査が済んでいない段階での再稼働は乱暴すぎます。
関電からの節電の呼び掛けは、京都では特に感じませんでした。昨年以前だと思いますが、電気料金の見直しの際には、何度も関電の人が自宅を訪問されました。今回は何もありません。で
も、何もなくても、原発を停止してほしいので、自宅では節電を心がけています。

41751 個人 自営業 ６０代 男性 今後原発は稼動させず、ゼロ％で。 静岡県焼津市に住んでおり、浜岡原発30ｋｍ圏内である。今後高い確率で発生すると思われる東海地震により、もし浜岡原発が不十分な安全体制により事故を起こせば、先祖代々受け継いだ
土地を離れなければならない。子や孫の健康にも大きな不安材料となる。そもそも浜岡での原発事故は日本の機関物流、東名、東海道新幹線にも影響を与える。また、大都市東京、大阪のほ
ぼ中心に位置し、日本が壊滅してしまう恐れさえある。
中部電力は原発がなくとも十分に電力供給可能であり、再生可能エネルギーへのシフトも今の何倍も加速させてもらいたい。我々電力使用者も、節電への高い意識を持って生活をしたい。

41752 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発は完全廃止にし、自然エネルギーを増やさなけ
ればならないと思います。

原発による放射能汚染は50年たっても消えないし、多数の命を脅かす脅かすものを存続させる必要ははない。放射性廃棄物の処分方法も決まっていない。
これ以上処分方法の決まっていない放射性廃棄物をどうするつもりですか？
堅発が稼働しないと経済状態が悪化するとか言ってるけど、そんなのは一時のこと、放射能汚染半世紀以上も消えない。いつどこで大地震が起こるか解らない今、原発を稼働させる事は狂気
の沙汰だ！早急に自然エネルギーに切り替えるべきだ。



41753 個人 その他 ２０代 女性 (1)ゼロシナリオを支持します 原発は一つたりともいりません。
全ての原発の再稼働に反対します。
事故が起きてしまった今、
次の事故を起さないよう細心の注意を払うとしたら、
それは元の原因を断つ事にほからないと思います。

41754 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 原発依存率０％シナリオを支持します。 原発依存率０％シナリオを支持します。
たとえ天災などの危険がなかったとしても、これ以上核のゴミを増やすことは妥当ではありません。
核燃料サイクルのシステムも長年の間莫大な金額の公費をムダにしただけで実用化のメドがたたないのですから、もう手を引くべきです。

人のいのち、自然のいのち、地球のいのち。かけがえない命を守る、そのことを最優先にしてエネルギー政策を考えてほしいです。

命を脅かし、甚大な影響を与えてしまう原発から脱却しましょう。

2030年までには原発0％に！

そのためには発送電の分離や、全量買い取り制度を着実に進めて行ってほしいです。
総括原価方式という電気料金の算定方法も考え直す必要があります。

41755 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発０パーセントにするべき
すぐに廃止
今すぐ廃止

原発に頼らない生活がしたい
命と電気どちらが大切か、、、命です

41756 個人 その他 ６０代 男性 核燃料サイクルは稼働のめどが立たず、地震大国日
本には核廃棄物の安全な保管場所もない。早期に
０％とすることを掲げ、原子力技術は廃炉と廃棄物処
理に絞り、人と金を新エネルギー開発に集中すること
が唯一の道だ。

　地震という日本にとって宿命的ともいうべき自然災害と、安全神話の下に充分な備えを怠った人命軽視の人災が重なって言わば必然として福島事故は起きた。原発が、他の巨大技術と極め
て異なるのは重大事故が「絶対に」許されないことである。事故につながる「想定外」の要因を探し出すことは至難である上に、原発には、過去の事故から学ぶという学習過程も許されない。一
度の重大事故は国家存亡の危機をもたらす。また、汚染被害は全地球に及ぶからである。それにも関わらず、福島事故の真の原因と責任が明らかになる前に再稼働を強行しようとする電力会
社の体質は、人災の真の姿を明らかにするものであり、原発を扱う資格がないことを露呈している。
　子孫に負荷を遺さず、持続可能な社会を維持することは、今後の文明社会に求められる重大なモラルである。原発は二酸化炭素の排出が少ないということを理由に推進されたが、高レベル
放射性廃棄物という重大な負荷を未来に遺す。実際には、核燃料サイクルは稼働のめどが立たず、地震大国日本には高レベル核廃棄物の安全な保管場所もない。今頃になって直接処分の研
究を始めると言われている。このように、問題の根幹となる使用済み燃料の処理方法を棚上げにしたまま、原子力利用を推進してきたことが混迷の原因となっている。従って、できるだけ早急に
原発依存度を０％にして、使用済み燃料の蓄積がこれ以上拡大することを防がなければならない。
　まずマーク1型など構造的に問題がある原発や老朽化が進む原発、間近での地震活動が予想される原発を至急停止して安全化を図らねばならない。さらに、原発を継続運用することを前提と
する高速増殖炉、核燃料再処理事業を中止する。これによって生じる人と予算の余力を廃炉と廃棄物処理の方法開発、及び代替新エネルギーの開発に集中することが必要である。
　廃棄物処理技術については、直接処理技術の検討と並行して、トリウム溶融塩炉の可能性を検討する価値がある。予備実験レベルでの実績があり、核変換によってプルトニウムなど最も危
険な放射性元素を除去できることが分かっている。
　できる限り早期に再生可能エネルギーシステムに移行することが必要だが、過渡的には高効率でクリーンな天然ガス・コンバインドサイクル発電などの積極的な利用も選択肢に入れるべきで
ある。原発依存の理由として二酸化炭素削減の発電法であることがいまだにあげられるが、クライメートゲート事件が端緒となって、人類起源の二酸化炭素による地球温暖化説は単なる仮説に
過ぎないことが露呈し、IPCCの主張の科学的根拠は極めて弱くなっている。化石燃料は限りある貴重な人類の資産であることには代わりはなく、その使用量の削減に取り組む必要には変わり
はない。
　日本は、高効率・低コストの再生可能エネルギーシステムの開発、省エネ技術の開発のセンターとして、世界をリードする役割を果たさなければならない。今後中国を初めとするアジアの発展
途上国が、発展を急ぐあまり原発を乱立する事態が予想される。そうなれば新たな過酷事故の確率を増し、放射性核廃棄物の蓄積を拡大する。それらは距離的に近い我が国の安全を脅かす。
また、資源を巡って戦争が起こることのないようにすることも、日本の安全にとって最重要の課題である。再生可能エネルギーが充分採算に合う魅力的なエネルギーであることを示すことが我が
国に遺された唯一の道である。

41758 個人 学生 ２０代 男性 全国の原子力発電所を即時廃炉にするとともに、それ
に伴って雇用を失う方々の生活を保障する総合的な
支援や対策が実施されることを要望いたします。

全国の原子力発電所を即時廃炉にするとともに、それに伴って雇用を失う方々の生活を保障する総合的な支援や対策が実施されることを要望いたします。

41759 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 0％を支持します
原発の再稼働に反対です！！！

福島原発の事故から何も学ばず、大飯原発を再稼働することは考えられない。いまだに避難されている方が15万人以上おられます。放射性物質の拡散のせいで、私の妻と娘も沖縄に避難させ
ました。なぜこんなことになるのでしょうか？
誰も責任を取らないのはなぜですか？原発はリスクが大きすぎます。原発はいらない！！！

41760 個人 家事専
業

３０代 女性 環境や健康に優しい 原発は、未来を担う子供たちに、負の遺産を与えるものと考えます。
自然派エネルギーなど、環境や、健康に害のないものへシフト願います。
原発はただちにゼロで！

41761 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ゼロシナリオを支持し、今すぐ原発をゼロにする。 今回の事故で原発は不要であり、それに代わる代替えエネルギーがあるという事が分かりました。今このタイミングが勇気を持って変換する時期だと思います。
今のままでは色んな意味で日本にいる事が怖い。

41762 個人 家事専
業

３０代 女性 原発の再可動に反対です。全ての原発を廃炉にして
下さい。

子ども達の未来の為に、誰にも処理出来ない廃棄物を作り続ける原発は必要ありません。

41763 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ゼロシナリオを支持します。
2030年と言わず、すぐに廃炉にし、「原発無し」での生
活と経済の発展を模索していきましょう。

ゼロシナリオを支持します。

福島の事故をうけ、日本のエネルギー供給は、こんなに脆くて危ない技術を使ってたと知りました。
福島原発も、きっと事故前は「安全です」と言っていたでしょ？他の原発がどんなに「安全」と言い張っても、もう信用できません。日本が率先して「原発無し」を前提としたエネルギー供給を模索し
ていくべきです。

また、使用済み核燃料の処分についても、知れば知るほど驚かされます。安全な状態に戻すこともできず、放射能で汚染された廃棄物は増える一方。こんな技術の利用がよく今まで認可されて
いたものです。
少なくともこれ以上の放射性廃棄物が増えることのないよう、今すぐにでも全ての原発を廃炉にしてください。

目先の、しかも一部の人たちの利益のために、どれだけの人が苦しんだのか。この日本で永続的に住むことが出来るよう、原発以外のエネルギー供給システムを作ってください！

41764 個人 自営業 ３０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します。 子どもたちが希望をもって生きられる環境を残すため、原発ゼロシナリオを支持します。ただ原発をいつまでにゼロにする、ということが明確にされていません。今すぐ原発ゼロに、先日再稼働し
た大飯原発もすぐにとめてください。原発ゼロを選んでほしくないかのように「負担」が強調されていますが、福島第一原発のような事故がおこってもなお、そのような考え方がまかりとおることが
理解できません。どのような「負担」を負ってでも、命を最優先して守るべきと思います。もっと、省エネ、自然エネルギーに力を入れて臨めば、「負担」ももっと減らせるはずだと思います。
命の立場にたってください。

41765 個人 自営業 ３０代 男性 原発依存度ゼロシナリオを、２０３０年ではなく、できる
だけ早い段階で達成するべきだと考える為、ゼロシナ
リオを支持します。

原発事故を引き起こすような地震が、２０３０年まで起きないという保証はどこにもないため、できるだけ早くゼロシナリオを達成するべきだと考えます。

ゼロシナリオを選択した際に、電気代の負担増が、記載されていますが、現在、夏だけ実施されている節電を通年実施することで、電力消費総量を削減することと、年間を通して、僅か数時間と
言われている最大消費量を年間を通して確保することを止めれば、電気代の負担増は、全部は無理でも回避できるように思います。

また、現在、原発に経済を依存している町や村については、今後、廃炉に関わるビジネスを優先的に、その地域の人に割り当てることと、新しい自然再生エネルギーの会社やビジネスをその地
域に誘致することで、経済的な空洞化を防ぐことができると考えます。

宜しくお願い致します。

41766 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 ‘(1)ゼロシナリオ’を支持します。 原発依存度‘(1)ゼロシナリオ’を、支持します。
制御できないパンドラの箱は、閉めなければなりません。

41767 個人 無職 ６０代 女性 福島第1原発事故を教訓とするならば、原発は人類に
とって有害であるから、原発依存度ゼロ％の目標年次
は2030年ではなく2012年度にする。原発は再稼働せ
ずに直ちに廃炉とし、本年から依存度ゼロとする。

１）原発は安全性欠如
　福島第1原発事故で、大規模地震に耐えられる安全な原発はないことが分かった。大量の放射性物質の放出により、人々が被曝し、動植物も被曝し、命が侵され、生態系が破壊された。その
影響は将来にわたる。地震国日本において、原発を保持することは、危険きわまりない。日本だけでなく、世界中に危険である。
２）原発は無責任施設
　原発はひとたび大規模事故を起こし、放射性物質が拡散すれば、広範に空気、水、大地、海を汚し、被害は生き物全てに及ぶ。無化するまでには幾世代にもわたる長大な時間を必要とし、膨
大な経費がかかることから、その事故責任を当事者が生存している間にとれない。事故責任を当事者が取れないような無責任で有害な施設は直ちに閉鎖すべきである。
３）原発は未熟な技術に依拠
　福島第1原発は、未だに、放射性物資等を大量に放出し続けており、事故は収束していない。運転中にメルトダウンした原発の事故処理の技術が確立しておらず、未熟さを露呈した。コント
ロール不能で管理できない危険物を保持することは他者の生存を脅かすことであり、許されない。
４）原発は最終処分の問題が未解決
　高濃度核廃棄物、低濃度核廃棄物の処理は、無害化まで途方もない時間を必要とする。現在の技術では、何万年も安全に保つことはできない。利用後も危険で無駄な労力と経費を必要とす
るようなエネルギーは無用の長物である。
５）被曝労働で成り立つ原発は人権無視
　原発は、ウラン採掘から、原発の維持・管理事故処理にいたるまで、被曝労働なしには成り立たない。労働者は、自らの身体を危険にさらし、健康を損なうことで、賃金を得る。そのような労働
は、労働者の人権を無視するもので、社会の底辺で生きる人々を使い捨てにするものである。人の命を切り刻むことまでしなくても得られるエネルギーを使うべきである。
６）原発なしでも現在の生活は十分維持
　火力発電、水力発電、自然エネルギー等で電力の供給量は十分にある。大飯原発再稼働せずに、5月5日の原発運転ゼロ状態を続けられるのである。電気を浪費しない生活を心がけ、社会
のあり方を変えればよい。

原発は以下の理由から2030年を待たず即刻停止すべきである。

１．国民（人類）の生存権の侵害にあたる。
・事故が起きれば、生き物の生存に必要な根源的な要素―水、空気、食物を長期に渡って汚染し、その汚染は日本に限らず地球全体に及ぶ。
・自然のみならず、人体、それも国を担っていく若年層・乳幼児に多大な影響が出る。人間の生殖能力、DNAを破壊する＝人類の未来を奪う。

２．核のゴミの処理方法、最終処分場の課題に答えが出ていない。
・人間が僅か20秒で死に至るとされる、危険な核廃棄物を何十万年から何百万年も抱え続け、今後の世代に押し付けることになる。これは犯罪行為であり、倫理的に許されることではない。
・世界各国が、廃棄物の問題に頭を抱えている状態で、具体的な対策が全く見えていない。

３．地震大国日本では、原発稼働は自殺行為。
・福島の事故で「想定外」の事故が起きることが証明され、世界有数の地震国である日本には特に適さない発電技術であることが判明。
・事故は今も尚全く収束しておらず、責任追及も徹底的に行われていない。仮に地震がない国だったとしても、再稼働には事故の解明と情報開示、収束が大前提。

４．原発は差別の歴史であり、この観点からしても倫理的に許されるものではない。
・安全と言いながら、大都市には建設せず、地方に経済利益をもたらすという名目で、過疎地に危険を押し付けてきた。実際に事故が起きて真っ先に被害を受けるのは、その地域の住民。何の
罪もない人たちがこれまでの生活のすべてを奪われて、路頭に迷う。電気のためなら、一部の人間が犠牲になっても良しとするか？その様なエネルギー政策は推進すべきではない。
・福島原発の作業員の待遇に関してもしかり。最も大きな危険にさらされるのは、電力会社の人間ではなく、下請けの作業員。NHKなど一部の報道では、ホームレスが「作業員狩り」にあってい
るという情報もある。

５．原発事故が起きても日本という国では正しい情報が開示されず、一部の利権や経済が優先され、国民の命は二の次にされる。また、原発の是非は民主的なプロセスで問われておらず、そ
のために必要な情報も提供されていない。
・福島原発事故で明らかになったのは、国民の生存が脅かされる事態に陥っても、必要な情報が開示されないという日本政府と電力会社の隠蔽体質である。この体質が改善されない限り、どん
なに「安全」な原発であっても推進すべきではない。
・原発の是非に国民の意思が反映される制度が日本では確立されていない。大飯原発の再稼働も一部の人間によって強引に進められた。国民の生活に直結する原発に関しては、　覆い隠さ
れてきた情報を明らかにしたうえで、国民的な議論を促し、国民が是非を決めるべき。現段階では、稼働ありき、推進ありきのバイアスのかかった情報が大半を占めており、国民が冷静に判断
するための材料が提供されていない。
・電力の供給量に関しても、電力会社が一方的に報告する現在のやり方は、どう考えてもおかしい。中立な立場の第三者機関が調査し、報告すべき。また、計画停電に関しても、一律的に停止
するという方法以外にも様々な選択肢があるはず。
・原発に頼らない電力、自然エネルギーに関しても、その選択肢やコスト、将来的な国民負担などを第三者機関が試算し、国民に開示すべき。そのような体制が整わない状態で意見聴取会など
を開催しても、意味があるとは思えない。

６．言うまでもなく経済コストが高い。
・原発建設の初期費用、廃炉、使用済み燃料の処理のコスト、
今回のような事故が起きたときの処理コスト、賠償金など。

女性 (1)のゼロに賛成だが、選択肢の設定に問題があり、
即刻ゼロの選択肢を設けるべき。2030年までという漠
然とした期限設定では、その時期までは原発推進とい
う選択肢を選ばされる。

41757 個人 自営業 ４０代



41768 個人 無職 ３０代 女性 まずは25シナリオの実現を。再生可能エネルギーへ
の積極的なシフト。たとえ日本の原発が0になったとし
ても、その結果だけでは問題解決には至らない。国際
社会を見据えた上での議論の展開を望みます。

日本ですべての燃料を確保することは不可能なので、再生可能エネルギーで安定した電力供給の研究開発を進めることが第一の課題だと思います。
原発依存に関しては、国内だけでなく、地球規模での議論が必要不可欠であり、そのためにはより多くの専門知識を集め、情報を共有するべきだと考えます。
使用済み核燃料の処理も含め、他国に与える影響、また、日本に及ぶ可能性のある問題についても、グローバルな視点で考えたいのですが、情報があまりにも少なすぎると感じています。
経済の成長とともに、急速に電力の需要が高まるのは過去の事例から考えても自然の流れです。
現存する発電に携わっておられる技術者の海外流出をなるべく抑えるためにも、慎重に議論しながらひとつづつ問題をクリアすべきではないでしょうか。そのためには再生可能エネルギーにシ
フトするために時間とお金を長いスパンで投資せざるをえないでしょう。
老朽化の進んでいる発電所が建設された時代に比べ、現在の技術は格段に進歩しています。
福島第一の事故を繰り返さないためにも、最新の情報を取り入れる勇気を持って、次の世代の研究者、技術者を国が育てていくことも大事だと思います。
使用済み核燃料の処理についても、世界中で様々な意見が飛び交っています。
国境を越えて慎重な議論を重ねていくことで、わたしたち国民も冷静な判断ができるようになるのではないでしょうか。
電力だけではありませんが、現在の日本は途上国の貴重な資源を奪いながら応急処置を繰り返しているだけのように思います。
もっと広い視野で時間をかけて地道にステップをすすめていくという考え方ができる人材が必要だと思います。
国民一人一人の意識改革によって早期に問題解決する可能性は十分にあると考えています！

41769 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原子力発電をゼロにするという方向性を速やかに決
定し、エネルギー消費を減らす努力、再生可能エネル
ギーを普及させる努力をすべき。

脱原発という方針をを速やかに決めることが第一と考えます。
放射性廃棄物の処理の問題、福島第一原発事故の被害の規模と深刻さ、原発施設のすぐそばにあるといわれている活断層、そしていつ起こるか分からない大地震のリスク、これら原子力発電
はあまりにも大きな問題を抱えているといえます。
だから、とにかく早く「脱原発」を決めてしまうことが重要と考えます。まずは方針を決める、そしてその方針を実行するために必要なことを考え、行動に移していくべきです。
再生可能エネルギーを普及させる、節電と省エネルギーの考え方を徹底させる、など、私のような素人にはなかなか具体的なことは分かりませんが、方針さえ決まれば、行動に移すことはでき
ると思います。
野田総理は、電気が足りなくなると命にかかわるから、と言って原発の再稼働を決めました。原発を動かせば、命が守れるのでしょうか？私は違うと思います。どんな理由で電気が止まっても、
バックアップできるような体制を作ることが最も重要な課題であって、原発の再稼働とは無関係な話だと思います。
また、今多くの国民は、今までエネルギーを無駄に使っていた事に気付き始め、節電・省エネを意識し始めています。ところが、この暑い時期に、クールビズを推奨すべき国のリーダー達が、背
広にネクタイで過ごしています。国会の冷房は一体何度に設定されているのでしょうか？
このように多くの矛盾をわれわれ国民は日々感じています。
経済が発展しないから、など色々な理由をつけて、原発を続けていきたいと思っている人たちがいますが、一番大切なことは命です。次世代にこの地球の自然を残し、命のバトンをつないでいく
ことが何より大切です。経済が発展しても、命がつながらなければ何の意味もありません。大切な命を脅かす原発を速やかにゼロにすべきです。

41770 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 福島県郡山市から避難移住した者です。原発などと
いう人の手に余るものは、できるだけ早く全廃すべき
だと思います。

福島県郡山市から避難移住した者です。原発などという人の手に余るものは、できるだけ早く全廃すべきだと思います。
事実、原発があって良かったことなど何一つないのです。原発立地地域の人は「原発があって良かった」と言うかもしれませんが、それはまやかしです。一見、原発のおかげだと見える雇用や補
助金も、原発以外のもの（例えば火力発電所）だって雇用を生みます。原発のおかげの補助金だって、原発がないまま同じその地域に投下されていて全然おかしくなかったのです。そうする必
要があったからそうしたんだという理由が説明可能であればいいだけなんだから。原子力行政というのは最初から何かがおかしいのだと思います。
ところで、「ゼロシナリオ」においてはCO2云々のくだりがありますが、CO2は地球上の循環物質であるので、そう心配しなくてもいいのではないかというのが個人的な意見です。
とは言え「省エネ」というのはいい考えで、同じことをより少ないエネルギーでなすこと、同じエネルギーを投入したならより多くのことをなすことは、とてもいいことだと思います。規制という形が正
しいのかどうかはわかりませんが、省エネがより推進されるよう促す政策については基本的に賛成です。「経済的負担が重くなってでも」とありますが、負荷をかけてやったほうがイノベーション
が起きやすくなり、経済的負担は必ずしも重くならないのではないでしょうか。
私は昨年春以来いろいろなものを失いました。家族も親戚も説得していられず全部投げ捨てて避難してきましたから。逆に、得るものもありました。しかしこういったものは国の帳簿には載らない
のでしょう。高くつくぞ、とだけ申し上げておきます。

41771 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力発電全面廃止を支持します。 人間が管理する以上ヒューマンエラーは避けられません。そうでなくとも地震大国の日本では、事故が発生するリスクが高いのです。その上、利権に左右される現状の運営システムでは到底安
全な管理運営が成されるとは思えません。つまり人間の手に負えないと考えます。

41772 個人 家事専
業

４０代 女性 　原発依存「ゼロシナリオ」を支持する。地震国日本で
原発事故が再び起こる可能性は大きと思う。また、原
発によって生まれる核廃棄物は、未来にゴミを押し付
けているということなので止めるべきだ。

 原発依存「ゼロシナリオ」を支持します。
　日本で近い将来、大地震は必ず起こると言われており、私たちは地震に対する防災を心がけてきました。しかし、福島の悲劇は、地震や津波といった天災以外にも人々の生活（そして自然環
境）を破壊するのだということを気づかせてくれました。最近話題になった、活断層の上に建つという美浜原発やもんじゅだけでなく、日本で危なくない原発などないと思います。
　また、原発によって生まれる核廃棄物と原発それ自体は、処理のできないゴミを未来に押し付けているということなので止めるべきです。原発を廃炉にするのに膨大な費用と時間がかかるそう
ですが、負の遺産はなるべく早く清算しなくてはいけません。
　今年の夏、電力不足になるかもしれないということで、大飯原発が再稼働されました。しかし、新聞によると、7月末までのところ大飯原発を再稼働しなくても電力は足りたというではないです
か。本当は、国民全員が意識をもって取り組めば原発なしで乗り切れたはずなのです。私が子供の頃、普通の家にエアコンはありませんでした。夜の町は暗かったです。そのように、少し昔のよ
うに不便を受け入れればよいと思います。
　それから、電力不足などの理屈をつけて、福島を踏まえた安全対策も講じないまま拙速に原発を再稼働させていることは、愚かだと思います。
　代替エネルギーについてですが、電気料金に太陽光発電買取費用が上乗せされています。私の住む地域は雪が多く、冬はほとんど日照時間がありません。太陽光発電を設置しても、現状で
は費用回収できるまで何十年もかかるそうです。国として太陽国発電を推進するなら（電気料金に上乗せさせるということは、推進しているということですが）、寒冷地には補助を増額するか、買
取費用の上乗せを止めさせるなど、地域の条件位応じた施策をとって欲しいです。

41773 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 全原子力発電所の日本国内での稼働及び増設を不
要と訴えます。

3.11の地震で、福島第一原発の放射能問題で、すでに廃国となりつつある日本国に、現状必要ではない。
世界基準とはかけ離れた安全基準を、震災いこうに設けるという愚かな判断力しかない国に、世界を危機に晒すような不要な設備を置くべきではない。
少子高齢化にたいする対策もとれない中で、これ以上元気な子供たちを見えない脅威に晒すのをみすごせない。
国民は、過半数を超えて国に与えられた義務をまもっている。国がそういった国民へのペイバックをできるのは、こういった時しかありません。
絶対に原子力発電所をゼロに。

41774 個人 その他 ４０代 女性 原発は即時停止しなければいけない。
そして、直ちに廃炉に向けて行動をとらなければなら
ない。

理由は、太陽嵐による、突然の大停電がいつ起きてもおかしくないからです。
福島の事故で分かったように、停電により多大な事故が起こってしまう。
そして更に、　放射性廃棄物の扱いが分かってもいないのなら、その処理を最優先してください。
いま、原発を止れば、「新しい技術を是が非でも作ってやろう！！　」という気持ちになり、新しいエネルギー技術が生み出されると思います。
そのためにもここで原子力から手をひくべきです。

41775 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 ゼロシナリオに向けて直ちに取り組むことを求めま
す。30年後といわず1日も早い実現を目指すべきで
す。直ちに再生可能エネルギーで満たされなくとも、そ
の間は節電に努めて。

　原発は、仮に事故が起こらなくとも、発生する放射性物質は未来永劫その管理を子孫の負担として残すことになります。
　子供の頃は、一般家庭では、エアコンはおろか扇風機も無く、うちわ片手に夕涼みで暮らしていました。
　無論、現代の社会を維持していのに電力は極めて大きな役割を担っています。小生の会社でもエアコンはあります。しかし、極力出力を低めにセットして、十分仕事はできています。エアコンが
切れた状態で残業もやれます。
　ドイツは、福島の事故発生の３ケ月後に脱原発のを宣言し、再生可能エネルギーの方針を打ち出して、国ぐるみで着実に政策を進めています。技術先進国である日本にできないことは無い筈
です。
　日本には、今なお広島、長崎で被爆して苦しんでいる人たちもいます。政策決定に関与する立場にある方々に、訴えます。あなた方を含めた国民の孫子の平和な未来のために、原子力の利
用から脱却し、安心安全なエネルギー開発を進めてください。
　

41776 個人 家事専
業

４０代 女性 ゼロシナリオを支持します。 原発ゼロシナリオを目指して、日本の有する知識、技術をフルに生かして、再生可能エネルギー開発、普及に励んでほしいと願います。日本が今後、原発から最大限再生可能エネルギーにシ
フトすることで、国家経済も、国民の健康、安全も、環境への影響も、長期的に改善につながると思います。再生可能エネルギー開発には多額の資金が必要ですが、欧州の例をみると、金融機
関が、グリーンファンド、再生可能（エネルギー）ヨーロッパといったファンドをもうけて、個人、法人ともにグリーンエネルギー開発に投資できるようになっています。また、そういった社会貢献投資
には、税制優遇措置もあり、国民が率先してグリーンエネルギーに投資する傾向があります。国民のグリーンエネルギーへの関心が高まっている日本でもとりいれたいよい例だと思います。
http://www.triodos.com/en/about-triodos-bank/what-we-do/our-expertise-overview/energy-climate/

41777 個人 その他 ４０代 男性 【２０～２５シナリオ】、あるいは、これを上回るシナリオ
を支持

ゼロシナリオあるいは１５シナリオを選択した場合、原子力に代替し得る安定的な発電手段としては、やはり火力発電をメインにせざるを得ないと思われます。この場合、少なくとも当面の間、火
力発電に必要な化石燃料類の継続的な入手を、海外からの輸入に依存することとなります。こうした状況になれば、これまで以上に海外からの政治的圧力を受けやすくなり、また、国内におけ
る電力供給単価の上昇を招来することは必然と考えます。

海外からの政治的圧力を受けやすくなれば、日本の国際的な発言力は弱くなってしまいます。また、国内における電力供給単価が上昇すれば、企業のコスト削減に伴って雇用状況がさらに悪
化してしまいます。

したがって現段階では、日本の国際的な発言力を維持し、雇用の維持・創出と人的資源の国外流出防止を図るため、【２０～２５シナリオ】、あるいは、これをも上回るシナリオを選択すべきと考
えます。

なお、原発依存度の低減を最重要課題とするのであれば、同時に、日本近海の海底に眠ることが確認されている諸資源の採掘をも最重要課題とするのが当然であろう、と愚考しております。

以上

41778 個人 その他 ３０代 男性 「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主張 福島のためにももう二度と事故はおこしてはならないので。

41779 個人 家事専
業

４０代 女性 原発依存には、反対です。これ以上将来に負の遺産
を残さないでほしいです。
バイオマス発電も一案として考えて下さい。

我が家では2年前に太陽光発電をつけ、環境にも配慮しています。しかし、私の住んでいるところでは、今なお1年中いろいろなところで野焼きが普通に行われていて、臭いや煙、灰にとても迷惑
しています。家の庭や田んぼで、草・木・落ち葉・食べかす・中にはまじって不燃物まで焼いています。焼き畑のような田畑のために必要な野焼きではなく、量も多いので処分に困り燃やしている
だけのようです。今まで何度も洗濯物の洗い直しを余儀なくされてきました。一年中いつ燃やされるかわからないので、洗濯物やふとんを安心して外に干せません。そのため乾燥機を使うことが
非常に多いです。野焼きのために余分な電気代を払わされています。ヤフー知恵袋でも、日本全国同じような悩みを持っている人がたくさんいることを知りました。法律では、農家、林業の人や
焚火は一部野外焼却の例外として認められているようですが、例外を逆手に取った不法な野焼きが多いような気がします。それなら、草・木・落ち葉・稲わら・おがくずなどをエネルギーとして燃
やすこと、バイオマス発電も一案として考えて下さい。一年中野焼きされることは非常に迷惑です。子供も野焼きのために体調が悪いです。

41780 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ０％を選択します。 経済成長、国民の暮らしなどなど、原発が必要な理由は十分に理解しています。
すぐにすべてを変えることは難しいでしょう。

でも、自分のために、子どもたちのために、何年も先の子孫のために、少しずつ今の生活をシフトダウンしていくことは受け入れます。

放射能による食べ物の汚染により、食べ物が少なくなったとき、電気は食べれないことに気づく。そんなことは絶対に避けなければいけないと考えます。

宜しくお願いします。

41781 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します。「２０３０年に原発０」
ではなく、「即刻、原発０」を主張します。２０３０年時点
での３択は国民の意見を全く反映していません。国民
を馬鹿にしています。

このパブコメ募集の前提が「2030年までは原発が維持される」というもの。前提自体が国民を騙すトリックだと思います。再び事故が起これば、日本は終る。政府は他のエネルギー比率を増やす
スケジュールをきちんと明示すべきです。
原発を推進することは日本の国土を汚し、未来の人の人権を奪う行為に他ならない。
現実をとらえれば推進など出来ないはずです。政府・内閣府の方も日本の未来を考えて、良心的な判断をお願いします。

41782 個人 その他 ４０代 女性 2030年の原発依存度はゼロにするべきです。 　2030年の原発依存度はゼロにするべきです。
　福島原発事故により明らかになったのは、「原子力は、人類が共存するにはあまりにもリスクの高いエネルギーだ」ということです。そして事故の責任を「本質的に」負える個人も法人も自治体
も政府もありません。
　核廃棄物の最終処分場もなく、プルサーマル計画は非現実的かつ危険です。
最終処分場が見つかるという「仮定」、プルサーマル計画が実現するという「仮定」のもとに、政府が原発推進政策を続けようとするのは誤りであり、無責任な態度です。
　官・民を挙げて推進すべきは再生可能エネルギーです。

41783 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発使用の見直しを希望。 今回の福島の事故が起きたときから、いろいろ考えることが増えました。いかに何もしらなかったのかということもわかりました。
私は、安易に電力足らんから原発というのはおかしいと思います。まだ福島のことがちゃんと終結をしていません。ちゃんと検証をおこなうこと。そのうえで、どうしたらいいのか議論をすること。
みんなが納得していない状況では今はいけないと思います。

41784 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 今すぐ原発ゼロ（即刻廃炉）シナリオ 地震大国の日本で、またいつ福島のような事故が起きるかわかりません。
今すぐに原発は廃炉にするべきです。
ＬＥＤ照明に変えるだけで電気の消費はかなり減らせます。ピークシフトや、スマートグリッドなど様々な手立てがあります。田中優さんの「原発に頼らない社会へ」という本にも原発を今すぐ０に
しても問題ないことが書かれています。色々な意見を集め、それらを並べて比較して、本質を見るべきです。人の命を優先して物事を判断すべきです。
自分の大切な家族が、子供が、孫たちが放射能の影響で病気になって亡くなってしまうかもしれないのです。例えば、自分の子供は海外に避難させたから大丈夫だと思ったとします。将来その
子が恋に落ちて結婚した相手が汚染のひどい地域に暮らしており、放射能が原因で病気になるかもしれません。その子供も病気になる可能性がある。放射能はそういう危険なものなのです。
チェルノブイリで何が起きたか、知るべきです。
福島、関東だけでなく、日本全国で、内部被ばくによる影響が将来確実に出てしまいます。
これ以上、そんな危険なものを大量に放出する可能性のある原発を再稼働するなんて考えられません。その上、人間はそんな危険な核廃棄物の処理方法として、埋めることしかできないんで
す。
日本は昔から「もの作り」の天才です。代替自然エネルギーもすでにかなり技術は発達していますし、本気になれば世界で一番技術の進んだものを作れるようになります。
今すぐにすべての原発を廃炉にするべきです。

41785 個人 無職 ３０代 男性 2030年といわず原子力発電所は即時全廃炉、原発ゼ
ロに
核燃料の再処理もやめるべき

日本は地震国であり2030年までにいつ巨大地震がおこるかわからない
福島第一原子力発電所が地震で壊れたという可能性が高く、巨大地震に原発が襲われたら、ふたたび悲惨な事故がおこりかねない。
原発の地震対策や研究開発などこれ以上無駄な投資をせず、当面は高効率のLNG火力発電所への置き換えやそれに伴う規制緩和を行い、節電対策への補助(高効率の冷暖房設備、壁の断
熱など)、新エネルギーの開発を行うべきである。

原発が不必要になった以上、無駄で危険な核燃料の再処理もやめるべき。



41786 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 2030年の選択肢は｢0%シナリオ｣を選択します。
原発は、即時全て廃炉にすべきであり、輸出もすべき
ではありません。日本の科学技術を自然エネルギー・
再生エネルギーの開発に注ぐべきです。

　昨年3月11日の東日本大震災は、私たちに多くのことを、そして悲しい教訓として残しました。
　原子力発電に依存したエネルギーに、東海村の事故やもんじゅの事故など多くの警鐘を鳴らしながら、私も漠然と｢大丈夫かな｣という思いがありながらも何もせずにいました。
　私は今も電気のある暮らしを謳歌しパソコンなど様々な機器類はくらしになくてはならないものになっています。節電でなく、計画「停電」が言われる中で、改めて｢電気のない暮らし｣がありえな
いものになっていることを思い知らされました。
　医療機関で働くものにとって、在宅で暮らす患者様が、人工呼吸器や酸素のみならず、痰の吸引機、電動ベッド、そして、非常事態を知らせる電話に至るまで、停電になると命にかかわること
を思い知らされたのです。
　であればこそ、電気は安全に発電され、どんな時も止まってはならないものでなければならないと思います。
　原発は、ひとたび事故が起これば止まるのです。そして、依存度が多ければ多いほど影響は計り知れないものになります。

　一方、太陽光・風力・地熱・潮力・波力など自然のエネルギー原は無限です。それをどのように蓄電し、送電するか。如何に効率的に安定的に送電できるか。そのことに日本の知恵を注いでほ
しいのです。
　また、鉄道網や高速道路網など｢動力｣原は多々あり、そこから生まれるエネルギーを電力として使う方法など新たな可能性を探求する動きはたくさんあると聞きます。そこにこそ力を注いでほ
しいと思います。日本の技術力なら必ずできると思います。太陽光パネル開発はすでにトップレベルだと聞きます。危険な原発を輸出するのでなく、そこにこそ輸出すべき技術があると思うので
す。

　また、違う観点でものをいえば、原発は事故が起きたときの住民への影響だけでなく、日常的に原発労働者の健康を蝕んでいるのではないかということです。メンテナンスひとつにしても大変
な高線量の中での作業が欠かせません。原発がある以上そうなってしまうのです。

41787 個人 学生 ３０代 女性 直ちにゼロシナリオ、完全廃炉。火力、ソーラー発電、
水力発電、ガスタービンへ移行

直ちに完全廃炉希望します。安全だなどという嘘は通用しません。

41788 個人 その他 ６０代 女性 脱原発のために選択肢は０％を希望します。
地震のエネルギーを制御しきれない日本で、これまた
人の手で制御しきれない
放射能を扱う原発は、すぐに廃炉にするべきだと考え
ます。

脱原発のために選択肢は０％を希望します。
地震のエネルギーを制御しきれない日本で、これまた人の手で制御しきれない
放射能を扱う原発は、すぐに廃炉にするべきだと考えます。

41789 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を選択します。 提示された選択肢からは「原発ゼロシナリオ」を選択します。加えて個人の意見としては２０３０年までではなく、出来る限り即時の原発廃止を求めます。

理由としては以下のとおりです。
（１）東日本大震災をきっかけに活発化している地震に対して、原発の安全対策が不充分なままであり、再び日本各地で大地震が発生し原発事故を引き起こすような事態となれば、国民の生命
や生活を再び脅かす事態となるため、即時廃止すべき。特に大都市への強度の放射能汚染が拡散すれば、その周辺地域の機能は完全に麻痺状態となる。東京、大阪、名古屋などが汚染され
れば日本の政治、経済等の活動が麻痺状態となる。
（２）使用済み核燃料を永久に安全な状態で廃棄する仕組みが確立されていない。また貯蔵施設の収容可能容量に充分な空きが無く、これ以上使用済み核燃料を保管できなくなる状況が近づ
いている。
（３）政府は国民の生命、健康を最優先に守る義務がある。経済等のいかなるものよりも優先されるべきである。特に未来ある子供たちに対して。

また、国に対する希望としては以下のとおりです。
（１）自然エネルギーを主軸とした積極的な政策およびシナリオ検討、国民との対話、丁寧で分かりやすい国民への説明。
（２）電力事業地域独占型から脱却しもっと自由競争市場化できるような、電力システム改革。
（３）既に生成された使用済み核燃料の処分方針明確化。
（４）上記（１）～（３）についての対応迅速化。

41790 個人 自営業 ４０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、より踏み
込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

41791 個人 学生 １０代以
下

女性 原発は今すぐにゼロにして 私は3月に埼玉県から岡山に家族で移住しました。甲状腺にのう胞がたくさんできて異常が現れたからです。友達とも別れて誰も知らないところへこなければなりませんでした。引っ越しなどした
くなかったけれど、これ以上関東にいて被ばくし続けたら命がどうなるかわからないから逃げるしかありませんでした。全部原発のせいです。将来病気になったり奇形の子供が生まれるかもしれ
ない。なんでこんな思いをしなければいけないんですか？そうなったときに野田首相は責任取ってくれるんですか？その人の人生が台無しになったことの責任なんてとれるんですか？それが何
百万人もこれからでてきたら、今の政府を動かしてる人たちが全員で100回死んだって償いなんてできないんだ！！責任の取れないことを　してはいけない。だれも責任取れない原発なんて今
すぐ全部やめてください。私たちは原発に殺されるために生まれてきたんじゃない！

41792 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 原発はゼロに。現存する原発は今すぐ全て廃炉に。
今すぐ作業を始めても完全に安全に処理し切るまで
には30年はかかるであろう。30年後にはたとえ大震災
があっても事故や漏れの危険性は完全にゼロになっ
ていたい。

社会にとって安全が第一である。事故の時の恐怖を思い出すべきである。あのような恐怖の中で、子育てなどできるはずがない。職場でも仕事になどならなかった。原発が安全だなどと、もう誰
も信じない。経済はクリーンエネルギーの開発を世界の最先頭を切って進めることで復活できる。

41794 個人 その他 ６０代 女性 （１）０％
一刻も早く稼働を０に。これ以上核のゴミを増やさない
で、まだまだ省エネも可能だし、人口も減ってゆきま
す。原子力発電のメリットが無い事は、明らかです。必
要なのは、食糧生産出来る土地。

戦後「お山の杉の子」という歌と共に、日本中に植えられた杉を、バイオマスで使いながら、広葉樹林や雑木林に変え、喘息も減らしましょう。医療費も減るでしょう。CO2も農業に必要だし、これ
から人口も減る一方。土地や水を守り、食糧の自給率を上げてゆく事は出来るでしょう。国土に見合った人口、遠い外国から買うのも、売るのも控えめにすれば、エネルギーの無駄も省けます。
日本が先進国だと言うのなら、未来の命を危険に曝し、土地と水を汚すような事を止めましょう。まだまだ省エネは、可能です。

41795 個人 学生 ２０代 男性 原発ゼロシナリオの推進をお願いします。ただちにゼ
ロはさすがに難しいとは思いますが、何年後にゼロと
いう目標が欲しいです。

原発事故、原爆被害、２つを受けた国は無く、それに対する叫びを出せるのは日本しかありません。経済活動は現代社会を生きる上で大事なものです。すぐに変えることは難しいです。ただそ
れでも、今を未来を生きていく人々には原発は必要ないと思います。リスクを抱えて生きたくはありません。戦争に対する抑止力になるのかもしれないです。でも取り返しのつかない危険性に今
さらされている現実があります。だからこそ、日本という国は原子力を否定してほしいと願います。

41796 個人 その他 ３０代 男性 1.ゼロシナリオをすぐに実施すべき 原発はクリーンエネルギーでないことは明らかであり、絶対に安全でないことがわかった今、何かあれば被害は甚大でコストも非常に高く、すぐにゼロにすべきである。早急に再生可能な自然エ
ネルギーへの転換にとりかかるべき。

41797 個人 自営業 ３０代 男性 原発０%に！ 福島の原発で働く社員が、原発近隣住民、関東地方に お住まいの方々や、日本じゅうの 命に関わります！
使用済み核燃料の処理が難しく、プールにためるだけためて、その後は？の状態でなのです。
安心、安全を確保出来ないままの
再稼働反対！
全て廃炉へ！

41798 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ３者の中ではゼロシナリオ支持。
だが「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主
張。
再稼働したものもすみやかに停止。すべての原発を
廃炉に。

３者の中ではゼロシナリオ支持。
だが「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主張。
再稼働したものもすみやかに停止。すべての原発を即刻廃炉に。
◆理由
全国どこにも巨大地震の可能性のある日本。すべての原発が海に面しており津波のリスクもある国で、原発を持つことは不可能なことが福島の事故で明らかになった。事故時の賠償金額を見
ても、事故が今後起きないとしても、廃棄物処理にかかるすべての費用を考えても、経済的にも成立しない。
◆即刻廃炉による経済的リスクへの対策
原子力産業は、今後の廃炉ビジネスおよび廃棄物処理ビジネスとして継続振興していけば、雇用は維持される。よって、立地地元の雇用確保を理由に原発を維持していくことは不必要。
すべてを即刻廃炉にすることで沖縄を除く電力各社の経営が破たんすると思われるので、送電部門をすべて国有化し、発電事業の自由競争を促進するべき。
不振の家電各社などに対し、太陽光発電、蓄電池、スマートグリッドなど開発・普及のための支援策を行うことで、国内産業の振興とエネルギー確保を同時に進めるべき。（我が家で導入済。夏
季真昼は売電しており、ピーク時には東電電力買っていない）
◆エネルギー確保
産業用の安定電力確保については当面は火力発電の強化。
太陽光・風力・地熱などと蓄電池の組み合わせにより、少なくとも家庭セクターでの電力は十分に確保可能。

ゼロシナリオ＝経済マイナスという財界意見は根拠薄弱かつ頭が固い。自動車排ガス規制への対応が日本の自動車産業成長の原動力になったように、脱原発を短期的に達成しようという政
財官民一体となった努力で、日本経済再浮揚は可能。

41799 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 脱原発をしてください。 未来の為に、子どもの為に。ぞれが２０代の自分がもつ、自分の後の世代への責任だと思うからです。

41800 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 全原発即時停止、廃炉 原発事故のリスクは甚大で、電力会社はおろか国でも到底背負いきれない。そのことが福島の事故で明らかになった以上、原発はもう動かしてはならないはずだ。すべてを火力発電に替えると
一時的に燃料費がかさむだろうが、それは必然の負担なので、受け入れるしかない。

41793 個人 その他 ４０代 男性 ●原発ゼロシナリオを希望します。
※稼働即刻停止希望です。そのために電気料金が２
倍になっても構いません。

●人間が足を踏み入れる事の出来ないこれほどの大規模な国土消失は、過去の大戦でも起きなかった。
しかし戦争などしていない今の日本でそれが起こっている。
多くの人々が放射能によって苦しめられ、身を引き裂かれ、追いやられている。
それでも尚且つ経済を安定発展させるために安定電源としての原子力発電を希望している人々が居る事に狂気を感じざるを得ない。

放射“脳”よりも経済“脳”のほうがよほど恐ろしい。

資本主義ど真ん中の現代で、経済が大切だというのであれば、
何故これほどまでに広がり続けた経済格差を是正して来なかった？
何故新卒の学生たちが就職難になるのか？
年金制度や医療制度の瓦解を何故食い止められない？
何故だ？

原子力に携わる人々を戦後日本は多く生み出してしまった。
核廃棄物をどうすべきなのかと言う根本的な問いかけもせぬまま。
彼らもまた原子力産業と言う経済の犠牲者なのかもしれない。
だが原子力に人生を賭けた人々はなぜ核廃棄物の事を疑問に思わなかった？

原子力は国の重要な研究機関の内に留めておくべきだった。
なぜ産業にしたのか？　その答えをネットで探すと腐るほど見つかる。

この日本での被曝は広島・長崎に続いてこれで３回目。
だが数で数えれば３つだが、
フクイチの放射能汚染規模はヒロシマ・ナガサキ型原爆の168倍とも聞く。
２つが３つに増えたのではなく、２つから一気に170になってしまった。
各都道府県に原爆が３つ落とされてもまだ余る計算だ。
それほどの規模の放射能汚染の恐ろしさをどう考える？

もう一度何処かで原発事故が起これば日本はお終いだと誰もが感じているはずだ。
何故止めない？

今や日本に降り注いだ福一の放射能物質は
新型インフルエンザやアフリカのエボラ出血熱などの悪魔的な伝染病よりも
次元の違う恐ろしい存在になってしまっていると感じる。

食べて応援という狂気。
瓦礫広域処理という放射能拡散の狂気。
陸よりも遥かに高濃度と聞く海洋汚染、
その事を知っていて魚を食べよう・海藻を食べようと番組内で語るNHKの狂気。
放射能の汚染関連の事を一切報じない報道の狂気。

このパブリックコメントの告知をＴＶや新聞で大々的にしなかった、
政府・官僚の　無“脳”もまた恐ろしい。

何故、ある特定のネットでしか、このパブリックコメントを知りえなかったのか？

何を考えているのか？
何処に行こうとしているのか？
何処を見ているのか？

我々日本人は日本の豊かさを愛しているだけであって、
日本そのものを愛しているわけではないのか？

放射“脳”よりも

経済“脳”のほうが

よほど恐ろしい。



整理
番号

個人/
法人等

職業 年齢 性別 ご意見の概要 御意見及びその理由

41801 個人 家事専
業

６０代 女性 原発は今後0％にしたい。 孫が6人いますが、放射性廃棄物などの行き場の決まっていない危険すぎるゴミが、これ以上増え、孫、その先の世代にまで永遠に迷惑をかけるようなことを、私たちの世代がするべきでないと
思います。とても申し訳のないことです。心が痛みます。
核燃料サイクルは危険すぎますし、実現性が薄いですので、やめて、原発や核燃料サイクルに投資されていたお金（私たちの税金）は、今後再生可能エネルギーの開発や向上に投資させるべ
きだと思います。未来がとても心配です。そのために私たちの世代は少しの犠牲でも払うべきだと思います。

41802 個人 自営業 ４０代 女性 優秀な日本なら次世代エネルギーを作れるはずで
す。そのためにも原子力発電ゼロを希望します。

人間は自然の前では無力です。
予期せぬことが起こる可能性は大です。
３．１１の津波はそれを証明しました。

原子力発電は多分現在の理想のエネルギー源なんだと思いますが、自然界には存在しない、プルトニウムを利用する日本の原子力発電は危険のなにものでもありません。

もし日本全土に大地震が来て、原子力発電所が次々とメルトダウンしたら、国民はどこに逃げれば良いんでしょうか。全ての国民を避難させることはできますか。

日本からもし人がいなくなったら、チェルノブイリのように数十年後には緑豊かな国土になるでしょう。200年後にはばらばらになっていた日本人は日本の国土に戻ってこられるでしょう。

ですが、放射能を浴びてでも日本にいたいと思う人も沢山いると思います。そうなると緑豊かな国土には戻らず、放射能に強い変種の日本人が出てきて、不気味な日本になることでしょう。

海外に長く住んでいますが、外から見る日本はとても優秀な国民、国です。その力を合わせて、次世代エネルギーの開発に挑んだら、原子力発電に頼らなくても良いクリーンエネルギーが生ま
れるはずです。発展途上国にその技術を持っていったら、CO2も劇的に軽減されます。

他国の為に力を注げる国は多分日本だけです。日本人はそういう国民性です。日本の将来は世界の将来です。日本の手で、世界に誇れる次世代エネルギーを作るべきです。石油会社が世界
を動かすなんておかしいです。原子力ムラが日本を動かすなんておかしいです。

次世代エネルギーを作るには原子力発電をセロにしないと生まれません。セロになったら新しいものを作る、これが人間の脳です。

ドイツが原子力発電を将来的にセロにするそうですが、ドイツにできて何故日本にできないのでしょうか。ドイツができるなら、日本もできます。

人口が減少しているんですから、必要総電力量も減少していくはずです。

家電を太陽電池で動かしましょう。個人の日常生活の動作を利用して電気を作ることもできるはずです。

国民全員からアイデアを集めたら、画期的な次世代エネルギーができるはずです。

原子力発電ゼロで、安全な日本にしましょう。

41803 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ゼロシナリオを選択 すべての原発の即時廃炉を希望します。

41804 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発０％を希望します。 原発は反対です。
なぜなら自然が破壊される危険性があるからです。
これからは、太陽光発電などで自然エネルギーの活用をしていくようにしていくべきだと思います。
日本の技術ならそれが充分に可能だと思います。

これからの時代は、自然の事をもっと考えて
自然を大事にしないといけないと思います。

自然無しでは、人は生きていけない。

海を川を、山を森を、もっと綺麗に…

原発を撤廃して、日本から新しい時代の流れをつくっていくべきです。
世の中が良いサイクルになっていく。そう信じています。

日本は素晴らしい技術、自然を愛するこころ、皆でひとつになって協力していく力がある。
世界中の国々の中でも、世界中に及ぼす影響力を持っていると思います。

これからは、物で豊かになるのではなく、人間のこころを豊かに、自然を豊かにしていく事が必要だと思います！

それを日本が筆頭になってやっていくべきです。

41805 個人 無職 ７０代 男性 ２０～２５シナリオを選びます。 ２０～２５シナリオを選びます。
（理由）１、　原発は重要なエネルギー供給源であるとともに、高度な複合産業である。
　　　　２、　福島第一原発事故以後も、原発推進している国が多数あり、国際競争力の上で大きなハンディとなる。
　　　　３、　原発をゼロにして安心・安全な生活を目指すという考えがあるが、逆の危険性が大きい。
　　　　　（想定例）電力不足、電気料金の高騰等のため国内産業の更なる空洞化が進み、税収減・失業増等を招く。また、国際収支の悪化や雇用者所得減のため国債消化が困難になる。この
結果政府は　　　　　　　必要な予算が組めず、社会保障の悪化、警察・教育等の公共サービスの低下、国防力の弱体化等を余儀なくされ、治安の悪化・教育レベルの低下、社会的不安の増大
等を来たし、安心・安全な生活の確保が困難になる。　　　　　　　　以上

41806 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ゼロシナリオを選択します。 ゼロシナリオでは重い負担、厳しい規制を印象づけ、温暖化対策と原発ゼロとを天秤にかけ、他の選択肢へ誘導しているようであると感じる。しかし、原発をいつまでにゼロにするか期限が示さ
れていないとはいえ、他の選択肢は有り得ない。
コントロールできなかった原発のテクノロジーを強化するよりも代替のクリーンエネルギー技術を向上させるほうが、長い目で見て生産的、戦略的であると思う。
地震国の日本で国を挙げて原発ゼロがめざせないというのは、関係者が何かに汚染されている証拠と想像してしまう。国民よりも関係者が自分の利益を優先しているから、通常では考えられな
い選択肢を選ぶのではないかと思えてしかたない。
マスコミはうまく操作しているようだが、自分で情報を収集している人間は原発ゼロでも夏が乗り切れたはずであることを知っているし、そういう人達が毎日少ない人数でもマスコミを鵜呑みにし
ている人達に真実を伝えているので、原発推進で名前が出た人達はいつまでもこのままではいられないと思う。

41807 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ゼロシナリオ！！ CO2排出量その他、考えなければならないことは沢山あると思いますが、
現状を常識的に考えると原発を残そうとする理由は無いと思う。
地球環境を守りコストを抑ながらの十分な発電も可能だと考えますしその方法があることも
政府の方、電力会社の方たちはご存じなのではないでしょうか？

41808 個人 自営業 ３０代 女性 日本の原子力発電について 私は日本国内の全ての
原子力発電所の即時停止と速やかな廃炉を願います。
そして原発に頼らないエネルギー政策を望みます。

41809 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 国家安全を第一に考え、ゼロシナリオを支持致しま
す。

地震が頻繁に発生し、確認できていない活断層も多数あると思われる日本においては、脱原発し、これまで原発運営（地元への補助金、核燃料リサイクルや廃棄処理等も含む）に投じてきたノ
ウハウや人材や資金を再生可能エネルギーに投入し、多様なエネルギー源を効率的に利用できる持続可能なエネルギーシステム（発送電分離を含む）を構築することが適切だと私は考えま
す。

原発エネルギーは他のエネルギー源からのエネルギーよりも安価であるとよく言われますが、昨年３月の原発事故に関わる費用（原子炉の冷却・洗浄、市民への賠償金、放射能汚染・人体被
害に関する実態調査、土壌や水の浄化、放射能廃棄物や使用済み燃料の輸送や処理などを含む）や、いまだに適切な方法が見つかっていない使用済み核燃料の保管・処理に関わる費用、将
来の原発事故対策に関わる費用、原発施設の運用費などを考えると、そうでもないように感じます。

再生可能エネルギーも決してパーフェクトなエネルギー源ではありません。しかし、少なくとも原発のような恐ろしい事故の可能性はありませんし、使用済み核燃料のような将来への負の財産も
生みません。

原子力兵器を投下された唯一の国である日本の国民として、もう二度と、同国民が放射能に脅かされる姿は見たくありません。

日本は再生可能エネルギーに関する先端技術を多く持っている国です。ぜひその技術を活用し、また、発送電分離を実現して、持続可能なエネルギーシステムづくりに力を入れていただきたく
何卒よろしくお願い申し上げます。

41810 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 エネルギー環境に関する選択肢。(1)ゼロシナリオを
選択します。ですが２０３０年では遅すぎると思いま
す。ですので「即刻原発ゼロ！」を主張します！

原発の再稼動はしないで下さい。もっと自然エネルギーを推進したらどうでしょうか。

41811 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発反対。大飯原発再稼働は誤り。 原発は被爆労働者なしでは稼働できないリスクの高すぎる施設です。
目先の利益に翻弄されることなく、脱原発を選択して欲しい。

これまで原発は安全安心なエネルギーだと周知されてきたが、
それは間違いだったという事が露呈しました。
これ以上 過ちを起こさないために、原子力発電から手を引いて欲しいです。

子どもを産む人生を、
迷いなく選べる国づくりをしてほしいです。

41812 個人 学生 ２０代 女性 ゼロシナリオを推奨します。ただし、２０３０年までにで
はなく直ちに原発依存度をゼロにすべきです。

原発への依存度は、直ちにゼロにすべきです。２０３０年までに、というのでは遅すぎます。今、この瞬間にも事故が起こる可能性があるのです。今止めれば、起こりうる事故を防ぐことができま
す。今動いている原発を止め、他の原子炉も全て廃炉にしなければなりません。事故が起これば、私たちは全財産、健康、時には命までなくしてしまいます。今はまだはっきりと影響が現れてい
なくとも、チェルノブイリのように、数年後にガンで死亡する人が増加しているかもしれません。放射性物質は立地近辺のみならず、風に乗って広い範囲に降り注ぎます。立地自治体だけの問題
ではないのです。私たちの命を脅かすことは許しません。私は計画停電を受け入れます。節電をし、新しいエネルギー源の開発を応援します。どのような不便があっても、直ちに原発を止めなけ
ればなりません。

41813 個人 自営業 ４０代 女性 ゼロシナリオを選択します。 誰かの犠牲（ヒバク）があっての原子力発電は良くないです。ヒバクを避けることはできません。
放射能廃棄物を生み出す原子力発電は未来のコトを考えると今すぐになくすべきです。「自分のゴミは持ち帰りましょう」と聞かされて大人になりました。
放射能廃棄物は次の世代に残してしまうことになります。
放射能は怖いです。
日本だけでなく地球の原発ゼロに向けて先頭に立っていただきたい！
よろしくお願いします。

41814 個人 家事専
業

４０代 女性 原子力発電、即時０％ 原子力そのものも、東日本大震災による原発事故で怖ろしいものとわかったが、その原子力を扱う人間の怖れを感じないような　隠蔽、利権、欲。
事故の原因や、危機対応の検証が不十分なこと。
日本は地震大国であること、また、活動期に入ってしまったこと。

それらを考えても、原子力を真摯に考えない、収束できない日本は
原子力発電をすべきではない。

41815 個人 無職 ３０代 男性 ゼロシナリオを選択します。 安全な原子力発電なんてありえないから。
原子力発電を使わない事で発生する種々の問題を、日本人は前進的に乗り越えてゆく事ができるでしょう。
原子力発電に頼り続け、事故が起きれば、また多くの人が故郷を奪われ、職を奪われ、命を奪われるでしょう。亡くなった方は、どんな努力をしても生き返りはしない。誰にも責任なんて取れな
い。
悲しみはもう十分です。
福島の人たちの事をもっと考えて下さい。一年以上たった今もずっと苦しんでいる。

41816 個人 自営業 ４０代 男性 原発はいらないと思います 電力会社の経営的理由で推されている、現状のエネルギー政策は、納得がいかないし、クリーンな電源だけでやれる技術があるのならばそれを使うべきでしょう。

41817 個人 自営業 ３０代 女性 私は断固として、原発反対です。0%です。
再稼働も反対だし、今、動いている原発も早く止めて
欲しいです。
多少、生活が不便になってもかまいません！

当たり前のことですが、地震大国の日本で原発は危な過ぎます。
福島の反省をしないといけません。
原発問題は、エネルギー問題ではないですね。もう国民も気づいています。
新聞やテレビで、国民の意見を操らないで欲しいです。
日本を好きになれるような政治をして欲しいです。
よろしくお願いします。

41818 個人 自営業 ４０代 女性 事故収束や廃棄物処理の見通しも立たない中、地震
国日本で原発がもたらすリスクは大きすぎる。最低で
も原発を増やさない為には、提示3シナリオの中から
では原発ゼロを選ぶ他ない。

大震災後に多くの人々が脱原発を求め、それを感情的という政治家や一部の専門家の発言も耳にするが、原発が抱える安全上のリスク、また廃棄物や賠償を含む事故処理問題がもたらす経
済的リスクはあまりにも大きすぎる。再稼働無しでも電力は足りていたと言われる大飯原発再稼働をめぐる動向を見ていても、日本がその甚大なリスクをマネージメントできるとは到底思えな
い。今後世界でも需要が増えるであろう廃炉、省エネ、自然・再生エネルギー技術をどのように普及、発展、活用していくのかを議論するほうが建設的、効率的。

また、エネルギー・環境問題については経済的な見地に基づいた意見や議論が重視されすぎると思うが、ドイツの例のように、倫理を軸とした議論も、民主主義で先進国と言われる日本では必
要。それは感情論ではないと思う。

41819 個人 自営業 ５０代 男性 原発はゼロでいい、さしあたり火力発電で充分。 いいですか？福島はなにも解決していない。そんな中、原発で電気を起こすことは選択肢に入れることすら憚られる。



41820 個人 自営業 ６０代 女性 私はゼロシナリオを支持します。福島原発事故の模
様、国及び東電の対応、その被害の甚大さを見るに
つけ、日本には原発を安全に扱う能力が十分でなく、
そもそも地震国に原子力発電所はそぐわないものと
考えます。

概要でも書いたように、私がゼロシナリオを支持する理由は、まず、地震国に原発という装置は不向きであるということがあげられます。福島もそうでしたが、現状では各地の原発のほとんどが、
海辺に位置しています。また、活断層の上に建設されているものも、少なくありません。昨年３月１１日の震災を見ると、まさか、ということが突如，前触れもなく襲いかかって来た感じです。想定
しない規模の津波も、地震も現実に起こったことを直視しなければならないのではないでしょうか。１度起こればあと何年大丈夫，という保証はどこにもないのです。高をくくっていたら、来年、伊
豆の地震が起きないとは限らないのです。ですから、「大地震は起きないだろう」ではなく「何年か以内には起きるだろう」と考え、そのための対策を講じるべきではないでしょうか。
ところが、歴史をひもといてみると、原子力発電所を建設する時に、日本が地震国であることを真剣に議論した様子は全く伝わってきません。ほとんどアメリカの意向通りに作られて来ているで
はありませんか。担当の政治家の脳裏には、もし地震が起こったら、という仮定は当然浮かんだと思います。しかしすぐさま、それほどの地震は起こるまいと打ち消して来たのではないでしょう
か。実際これまでに福島のようなことは幸い起きては来ませんでした。しかし、起こってしまったのです。その被害のほどは、日本人はみな知っています。
とはいえ、この数十年かけて、原発を中心に据えたさまざまな経済の仕組み，利権は、深く根を張っています。原子力ムラの実態を聞くと、一市民の目には、あきれるほどの不誠実と映ります
が、当事者たちも，半ば仕方なかったと言い聞かせての仕事なのでしょう。こういう矛盾をはらんだ装置は一刻も早く廃絶していただきたい。これまで原発に関わって来た労働者や研究者は、そ
の技術や智恵を途方もない量に達している核廃棄物の処分に生かしていただきたいし、新しい再生可能エネルギーの開発にシフトしていただきたいと願ってやみません。

41821 個人 自営業 ３０代 男性 ゼロシナリオを支持する。原子力発電は即時運転停
止、一刻も早く燃料取り出しと廃炉作業を。

夢のエネルギーと言われ莫大な投資によって国をあげ推進してきた原子力発電は取り返しのつかない甚大な損害を今も出し続けている。原発は絶対に安全と教えられ信じ込んでいたが、たか
が地震ごときで爆発し燃料を撒き散らし垂れ流した事実、そして今も続く事故後の対応を目の当たりにしてしまい、日本各地にある全ての原子力発電所の安全性を信じる事はもはや全くできな
い。いかなる安全対策を施しても我が国において原発の絶対的な安全性を確保することは不可能であるという事実を国が認め、これ以上の投資をやめていただきたい。燃料の最終処分方法の
確立や代替エネルギーの開発を待つ事無く、まず燃料の取り出しと廃炉への作業にとりかかるべき。現在停止中の原発にかえて火力発電で電力を補っているところであるが、CO2排出の問題
は、大気中海水中に大量の放射性物質を排出することの影響とは比較にならないはずだ。また、武力攻撃には格好の対象になりうる原子力発電所を十分な警備も無く沿岸に配置し続けること
について、杞憂ではあるが強い不安を感じる。

41822 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 ゼロシナリオを願っています。 政府の示している将来のエネルギー政策、グリーン成長戦略はよいと思います。シナリオはゼロシナリオを目指すべきだと思います。

やはり、原発はあまりにも危険です。地震国には向いていないと思います。使用済み核燃料は未だ確実な処理もできないし、再利用もうまくいっていない。使用済み核燃料の放射能は私たちが
生きている間にはなくならず、永遠と言っていいほど残っていくので、使用済み核燃料を片付ける方法の開発に力を入れて欲しいです。すぐには片付かないので使用済み核燃料の安全な中間
貯蔵施設もお願いしたいです。

もし、太陽光発電のコストや効率などの問題が何もなければ、国民はみんな原発より太陽光発電がいいと思うはずだと思うのです。私には、そんな太陽光発電を開発する力はありませんが、そ
の分野の方々にがんばっていただいて、太陽光発電や風力や他の再生可能エネルギーが広く普及するようになれば、夢のようです！私は自分にできること、節電や省エネ家電の取り入れなど
で、貢献したいです。今節電中ですが、電気に愛着を感じてきました。無駄をやめて大切にエネルギーを使いたいです。

まず、理想を現実にするよう努力すべきだと思います。

41823 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 男性 「2030年までのなるべく早期に原発比率ゼロに。核燃
料サイクル政策に関して、使用済核燃料を直接処分
する政策を採用。」を選択します。

原子力発電所の新増設には反対ですし、一般にとうてい支持がえられません。新増設しないことを不可避のことと前提して、具体的なエネルギ対策は考えるべきです。

41824 個人 その他 ６０代 男性 使用済み燃料の処理方法も見つけられない。不安が
消し去らない。故に、即時に停止すべきである。

節電意識を更に高め、エネルギーの無駄な消費をなくすべきである。24年夏の電力に余裕があることが確実となり、関西電力の嘘が見えてきた。少し我慢すれば原発なしでも乗り切れることが
確実に理解されてきたようだ。これ以上国民を馬鹿にするような関電を許すわけにはいかない。

41825 個人 家事専
業

３０代 女性 原発比率０％を支持する。 原発は人間と共存できない、エネルギー源である。

目先の経済衰退を心配するより、子供たちが安心して暮らせるように
取り組む事が私たち大人の責任だ。

41826 個人 自営業 ４０代 男性 脱原発(ゼロシナリオ)。危険な原子力発電所は必要あ
りません。

脱原発(ゼロシナリオ)。
化石燃料を組み合わせつつ、水力・地熱・太陽光・風力など現実に行われている発電システムをより効率よいシステムにレベルアップさせながら使う。並行して波力や藻から作る油での発電な
ど、有効かつ日本で調達できる資源を使って発電できるシステムに国家を挙げてバックアップし、現実的なシステムにしていくこと。プラス、すべての電気をつかう機器を、より省電力なものに変
えていくことで原子力発電がなくても生活レベルを維持していけるはず。
天文学的な被害を与える原子力発電は危険すぎます。

41827 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 再生可能エネルギーのポテンシャルは高く、風力発電
など日本でも導入できる余地のあるエネルギー源は
多々ある。原発のない電力供給は実現可能と考えら
れるため、再生可能エネルギーの導入施策を進める
べきである。

原子力発電は関東大震災で明らかになったように事故時の放射線除去コストが計算出来ない上、放射性廃棄物の処理方法の問題などが解決されておらず、今後数を増やしていくにはリスクの
高いエネルギー源と考えられる。太陽光発電や風力発電、小水力発電、地熱発電など技術開発が進む再生可能エネルギーの技術を活かすべきである。特に風力発電は導入ポテンシャルが高
いにもかかわらず、電力会社が導入を制限するなどしており、国として推進する体制が不十分である。風力発電など再生可能エネルギーの導入施策を進め、原子力発電の比率を下げ、最終的
には原子力発電のない電力供給構造を確立すべきである。

41829 個人 家事専
業

２０代 女性 原発いりません 危険な原発に頼りたくない。市民の気持ちを考えて下さい

41830 個人 家事専
業

６０代 女性 ゼロシナリオを選びます。
　
　命が生き続けられる日本を維持できるようにしてくだ
さい。
　

ゼロシナリオを選びます。
そのために
1.自然エネルギーの推進
2.エネルギーの地産地消ができるような制度改革
3.省エネルギーの取り組み強化
をしてください。
原発推進派の有識者と言われる方々が、飛んでいるジェット機のエネルギーが無くなったら日本というジェット機が落ちてしまう、だから原発の維持が必要との発言を何度も聞きました。今回示
されているコメントにもそれらしきものを感じます。しかしエネルギーが無くなる前に、ジェット機自体が壊れてしまったらどうなるのでしょうか。福島の現状はまさに、ジェット機が壊れかかっている
ということではないのでしょうか。その原因も、修理の仕方もまだしっかり解明されていないのに、原発を動かすのは、壊れかけたジェット機を飛ばし続け、破壊へと向かうことではないですか。
　今回示されている、発電コストの比較を見ても、福島の人たちをはじめ、広い地域でさまざまな被害を受けながら、補償をされないまま苦しんでいる現状が、真剣に反映されたうえでの数字な
のかを疑問に感じます。補償の額がまだわかっていないのにどうして原発の発電コストがわかるのでしょうか。
原発にかけている費用を、自然エネルギーの推進や、エネルギーの地産地消のための研究費等に転換してください。
子孫に安全な、住み続けられる日本を残していくためにはゼロシナリオしかないと思います。

41831 個人 自営業 ３０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を選びます。一日も早い全原発の
廃止を望みます。

原子力発電所事故。
起こしてしまった事実が有り、今もこれだけ出来るだけ早いエネルギーシフト、廃炉を望む声が国民から出ています。

・私も生まれて初めて首相官邸前のデモに一個人として参加しました。
大勢の中の１人にしかなりませんが、自分の想いを改めて表明しました。

・また先日福島で開かれたエネルギー・環境会議の意見聴取会の様子を動画で見ました。
その場にいらした細野大臣初め各専門の方々は切実に住民の訴えを
言葉だけでなく感じられたかと思いますが、
その想いがどれだけ政府にリアルに届けられるかと少し疑問に思いました。

・そして今回はこのパブリックコメントで政府に対して自分の考えを言葉で表し直接政府に届けています。

デモ、意見聴取会、パブリックコメント
正直にいって今まで政治に対してあまり関心が無く原子力の力に今まで何も感じずに頼って来た自分がいるのは事実です。
でも今回の事故を機に私初め多くの国民が初めて自分の意見を述べ、行動しています。

一部の権力ある方達の意見が強引に通ってしまうことが多い中、
これらの意見が確実に政府に届き、本当にこれからの対策に国民の意見として
聞き入れてもらえることを切実に願います。

41832 個人 自営業 ５０代 男性 「原発０シナリオ」を選択します。また2012年全原発を
廃炉、再生可能エネルギーと省エネ技術へ転換する
施策を急ぐことを求めます。

2012年5月5日原発全停止、活断層が指摘される大飯再稼働が電力不足からでないことを関電も記者会見で認めています。
倫理的、技術的、経済的にも、すべての観点から破綻していることは誰の目にも明らかであり、2030年でなく2012年の今、大飯原発即時停止、全て原発廃炉を強く求めます。

また電力独占体制を改め、自由に市民が電力会社を選べるように発送電分離を進めるなど
法整備を急ぐため、それらを議論するドイツのような倫理委員会設置することを求めます。

現在、政府が進める原子力規制委員会人事は白紙にすることを要請します。

41833 個人 家事専
業

２０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも将来の世代に対し
て安全で綺麗な日本を約束するものではありません。
原子力エネルギーへの依存を即終了させ、より踏み
込んだ原子力エネルギーゼロの筋書き提案を求めま
す。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：

 直ちに原子炉再稼働をやめさせる
 積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
 再生可能エネルギーの生産を加速させる
 発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
 石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

41834 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 ゼロシナリオで良い 原発は０でなければ意味がない。あれば巨額な資金が流れ、なくても巨額な資金が使われる。事故が起きればその土地に住めなくなり、放射性物質が拡散すれば、人的被害も生態系への影
響も全てにおいて取り返しのつかないダメージを受けてしまう。未だに必要だと主張する人間がいることが不思議で仕方がない。私たち一般人は馬鹿ではないし、政治家や官公庁の方々のよう
に利害関係だけで動いているような人間をもう信用してはいない。経済の発展を望むなら原子力以外のエネルギーの開発に力を注ぎ、新しい未来を切り開くべきだ。なぜ、原子力でなければな
らないのか、なぜ原子力に固執するのか。私には年老いた頑固な老人がかつての栄光にしがみつき亡霊のように原子力という怪物に取り憑いているとしか思えない。温室効果も考えなけれ
ば、CO2の削減も必要だから、様々な手法で飾り立てれば飾り立てるほど、原発のみがあたかもそれを出来る絶対の存在だと主張したいのだとあからさまにみえ滑稽でさえある。原発だけが手
段ではない。あらゆるエネルギー、あらゆる手段、あらゆる方法を考える、その力があるのになぜその可能性についてもっともっと話しをしないのか。私達が考えるべきは既に汚染された今をど
う生きていくのか、そしてこの先の未来をどうするのかであり、原発を再稼動させることでも過去や巨額の利益にしがみつくことでもない。いい加減、目を覚まして欲しい。人類はまだ原子力を制
御できるほど進化してはいない。

41835 個人 その他 ３０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を選びます。 「原発ゼロシナリオ」を選びます。2030年までではなく早急に希望します。
福島の原発が４基も壊れ「安心・安全」「きずな」という言葉で縛り付けるのではなく、
日本はチェルノブイリ事故から学ばなければいけないのではないでしょうか。

広島や長崎に原爆を落とされた日本は「被曝国」ということを忘れてはいけないと思います。
未だ福島の原発から放射能は出続けていること、日本中、世界中に国境さえ関係なく広がり、
原発立地周辺地域だけの問題でもなく、日々降り積もり濃縮していくこと。
地震大国でもある日本で原発は不適切だと思います。
放射性廃棄物を処理できない「原子力」という技術は先進国の技術と言えるのでしょうか。
「原発＝原子力」ではないと思います。
原発を選ぶということは、今の福島のようになること。福島の問題だけでは終わらないこと。
もう、原発で作る電気は使いたくありません。
ウランも枯渇してゆく中、自然環境に配慮したエネルギー政策をベースとした社会構造を
早急に考えてゆくべき時期なのではないでしょうか。

自営業 ４０代 男性 原発ゼロシナリオを望みます。 原子力は無限の永久機関でも夢のエネルギーでもありません。

膨大な量の放射性廃棄物は、到底安全に処理出来る物ではなく
数百年、数千年、数万年と長期間にわたり厳重な管理が必要です。

万が一環境に漏れ出し広範囲に飛散した場合は放射性物質の汚染により
国家の存亡の危機にもなり得る事態が想像できます。

国外に飛散拡散させてしまった場合には外国からの訴訟により
莫大な額の補償を要求されるでしょう。国内でも医療の補償、移住の補償、
第一次産業への賠償など、国家の根幹を揺るがす事態になるでしょう。
福島第一原子力発電所の事故も例外ではなく、今後の賠償が膨れ上がり
このような顛末になることが容易に想像出来ます。

広島、長崎、福島と三度に渡り大規模に国民を被曝させてしまった日本は
いますぐに原子力発電を放棄し脱原発、脱被曝を目指さなければなりません。
原子力は環境を汚染し破壊し、生命を脅かす最悪なエネルギーです。

そして、太陽光、小規模水力、風力、地熱などの自然エネルギーから
効率良く電力を取り出すテクノロジーの研究と推進、
新しい技術の実用化に向けた援助を国が積極的にするべきです。
この分野を開拓することが新たな日本の基幹産業につながっていくでしょう。

それにくわえて天然ガス、石炭、石油による既存の火力発電の高効率化や
ゴミ焼却場に小規模火力発電所の併設や企業発電所の売電、
バイオマス発電などを積極的に活用していくことで
原子力発電に依存しない日本独自のエネルギー体系を構築するべきです。

原子力エネルギーから脱却した国家像を世界に示すことが、
大規模原子力事故を起こした当事国としての責任です。

41828 個人



41836 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ただちに全ての原子力発電所を停止すべし。 原子力発電は収束不可能な環境破壊行為であり、明確に人類を滅亡に至らしめる。そのことは、明白である。日本国家にとっての経済効果うんぬんの問題ではなく、人類が人類として生きてい
くために、あらゆる原子力発電はただちに停止させ、速やかに事後処理をするべし。

41837 個人 家事専
業

４０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。特に、子どもたちに廃棄物を押しつけるのは愚か意外のな
にものでもない。
私は原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私は以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私はあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、また私たちの子孫に希望を約束し、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

41838 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 脱原発し、別のエネルギーを使っていくことを真剣に
検討してください。

地震の多い日本に原発はふさわしくありません。福島の事故はまだ収束しておらず、放射性物質が放出され、多くのホットスポット、市場に出回っている食べ物からも多くの放射性物質が見つか
り、そして福島出身の多くの方が故郷に戻れずにいるのです。安全な原発なんてありえません。これだけ大きな事故を起こしてしまったのに、おおいの原発を再稼働したのは大きな疑問です。い
つまた大きな地震が起こるかわからないこの日本で、原発をやめ、別のエネルギーを使うことを一刻も早く検討し、全ての原発を廃炉にしてください。

41839 個人 自営業 ４０代 男性 絶対に原発は今すぐ無くして欲しい。
そのためなら電気が減り、多少不便になっても、電気
代があがってもかまわない

これからの選挙でも、原発をやめると明言しない人間には絶対投票しない。

41840 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 炭層メタン、バイオメタン等の実用化、火力発電の発
電効率向上、あわせて地熱発電等の再生可能エネル
ギーの導入を積極的に推進し、「原発ゼロ」を最終目
標に置いて努力した結果、「原発１５」となることが理
想的。

原発の比率としては１５シナリオを支持します。福島第１原発事故の如きシビアアクシデントが発生し、かつ、他の原発も同等のシビアアクシデントが発生した際に福島第１よりも被害を軽減でき
る可能性が低いといわざるを得ない現状では、原子力発電は「段階的縮小」を目指さざるを得ないと思います。しかし、現状で容易に導入し得る再生可能エネルギーのオプションが発電効率の
低い太陽光、風力がメインとなる状況では、必然的に火力のウェイトが上がってくる訳ですが、それは発電コストの上昇というリスクと引き換えになります。したがって、既存原発の安全性を（ベン
トフィルタやメカニカル・ベントバルブ等を導入して）向上させた上で、並存させていくという選択肢が現実的であると思います。ただし、それは「徒に原発を延命させる」ということを意味しません。
思うに、原子力を延命させるため（としか思えない）に、多くの基礎研究が「基礎研究」のレベルに留められてきたという経緯があります。一例を挙げれば、「バイオメタン」があるでしょう。バイオメ
タンや炭層メタンを実用化できればＬＮＧの使用量を節減し、将来的に火力の発電コストを低減できる可能性があり、また、ＬＮＧの輸入を減らせば、既に投機対象となっているＬＮＧのコストの乱
高下の影響を受けにくくすることで、電力、ガス業界の経営の安定を図ることができます。また、火力発電所自体もコンバインドサイクル化すれば発電効率が向上し、原子力に依存する比率を低
減できます。今までは「原子力に過度に依存」し、そのような努力を怠ってきたと云わざるを得ません。これからはそれは改めなければなりません。また、長期的には地熱発電もさらに導入するこ
とが望ましいでしょうから、そちらに対するコンセンサスの形成も推進していかなければならないでしょう。そのような努力なくしては「原発１５シナリオ」も達成できないでしょう。すなわち、「原発ゼ
ロ」を目標として、結果「原発１５」となることが理想的であると思います。

41841 個人 家事専
業

３０代 女性 原発比率ゼロを希望。福島原発での事故による甚大
な被害、これから起こりうる国民の健康被害を考え、
一刻も早く原発をなくすべき。

 原発比率ゼロにすると家庭や企業での電気代負担が大幅にあがるといわれていますが、本当ですか？福島での事故による被害とどちらが高くつきますか？また、そもそも国の多額の補助なく
ては成り立たない原発運営と実質どちらが高くつきますか？
 ほんとうに原発をなくす、という目標を第一にあげると、今の電力のシステムを見直し、国民の負担を少しでも減らす方法があるはずです。もうこれ以上核の犠牲を増やすのは嫌です。絶対に
止めなければなりません。
 たとえ原発をなくしても後の処理は何十年も続きます。2030年といわず、一刻も早くすべての原発を止めてください。お願いします。

41842 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 2030年までの原発の発電構成比を0％シナリオでお
願いします。できれば、即停止と廃止が希望です。

毎年資源エネルギー庁で作成される電力供給計画の概要の通り、夏場のピーク需要電力に対し、原子力発電所がなくても、十分と考えております。さらに日本の企業が所有する発電機をピー
ク時のみに稼動させれば、予備率を考慮しても可能であります。尚、発送電分離は反対です。バックアップ時の対応が懸念されます。よろしくお願いします。

41843 個人 家事専
業

６０代 女性 原発０を希望
流山の家庭菜園でさえ不安である。
福島は大変な被害を受け、命の危険にさらされ家にも
戻れない状態というのに、東電の経過公開は、遅い上
に身内の保護で隠され、被害者をないがしろにして
る。

　原発は地球を何百年も汚染し続ける人類が制御できないエネルギーですので、０を望みます。子孫に廃棄物のゴミだらけの地球を残したくありません。
　東電の経過公開は余りにも遅い上内容は肝心の所は身内をかばって隠され全然内容が分からず、税金を巨大な額を投入するというのに自覚がない！被害者の事を全然向いてなく、思いや
る事もできない東電は我が身１番の体質で、事の重大さをいまだに全然分ってない。そんな電力会社に原発なんてとんでもない０にすべきである。

41844 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロシナリオを望みます。 原発をゼロとする目標設定をしない限り、必ず抜け道が作られ、
未来に禍根を残すと思います。

41845 個人 自営業 ４０代 男性 原発依存は2030年まで存続させず即時ゼロにするべ
き。
発電に国民の命を懸ける必要はない。
次世代エネルギーの開発に国力を投入するためには
原発ゼロほうがよい。

即時ゼロにするべき理由は、電力確保の名目で国民の命を危機にさらすことは人道上許されないため。

国民の生命と財産を守るのは国家の責務だが、原発の存在自体がそれを脅かしている。

実際に福島事故では福島県民の生命と財産は守られていない。

日本では福島事故を越える事故がどこで起きてもおかしくないということは、
もはや多くの国民が知っている事実だ。

原発はクリーンエネルギーではなく実際に事故が起これば国土を汚染するダーティーエネルギーであることが明らかになった。

また原発のコストも耐震補強を本格的にやれば莫大なコストがかかり廃炉費用、福島の除染費用などを加えれば高コストなエネルギーであることも明白だ。

高コストな上に国民が被爆し国土も失うリスクも負わなければならないハイリスクなエネルギーは必要ない。

日本は原発ゼロにすることで初めて国家の総力を挙げて新エネルギー開発に取り組むことができる。

原発依存の逃げ道を残すことは新エネルギー開発のスピードを低下させる。

原発に変わるエネルギーとして日本近海で純度の高いメタンハイドレートが見つかっているのだから、早急に開発に取り組むべきだ。

経産省は日本が危機的な状況になっているにもかかわらず、
いまだ利権にこだわりメタンハイドレートの開発を妨害している。

国益より自分たちの省益をむさぼる国賊を排除しなければ日本の将来はない。

41846 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 全ての原発を廃炉する 原子力発電そのものの安全性や放射性廃棄物の処理方法が確立されないまま進められてきた原子力政策を廃棄する必要があります。

代替エネルギーに関しては地熱発電や小水力発電、潮力発電など日本の環境を活かし、かつ環境負荷の低い選択肢があります。また降雪地域は雪氷をエネルギーとして利用する試みも有効
に機能しています。

経済の活性化から言うとこうした代替エネルギー案は原子力に比べ規模が小さく、お金は動かないかもしれませんが、地球の将来、子供たちの未来を考えたらどちらを選択すべきかおのずとわ
かるはずです。

右肩上がりの経済成長は世の中を破たんさせるだけです。人に幸せはそんなところにありません。政府はふくれあがった経済界をなんとか維持するための政策に終始している感があります。

所得を上げるよりも、食料自給率を上げ、海外に頼らない独自のエネルギー源を開発する。

このことは原発だけで済まないとは思いますが、まずは原発を全て廃炉することから日本の再生を図ってください

41847 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ゼロシナリオを支持します。 私は原発ゼロシナリオを支持します。

原発が無くなったら日本経済は破綻してしまうのですか？
そんな軟な国なのでしょうか？日本は。

原発に回すお金があったら自然エネルギー開発に回すべきです。
原発ゼロにしたからって火力発電に頼らなければならないわけじゃありません。日本の技術なら可能なことでしょう？

これ以上原発による犠牲者を増やしてはいけない、違いますか？
地震大国の日本にとって、原発が安全だと何故言い切れるのでしょうか？
海辺にある日本の原発たちが、今後福島の二の舞にならないと言い切れますか？
もし日本が放射能で汚染されたら、国民はそこから離れるしかありません。
日本経済がどうのこうの、と言う前に、そうしたら国家として存在できませんよね？

色々難しいことを考えずに、もっと素直に現実を見てください。
一番大切な事は生命を守ることです。
どうか全ての人たちにとって確かな未来を。
それは原発に頼る日本ではなく、クリーンな日本でのみ成し得る未来です。

41848 個人 無職 ３０代 女性 原発ゼロを！ 地球を愛しています。

41849 個人 自営業 ４０代 女性 原発ゼロシナリオでお願いします。 原発にたよらないエネルギー政策を検討してください。
自然エネルギー活用と省エネルギー政策推進をさらに強化してほしい。
生物が生きていく環境に対し、サステナブルでないとわかったものに関して
潔く切り捨てられる国に変われるのかどうかの瀬戸際ではないでしょうか。

41850 個人 自営業 ５０代 男性 日本の将来のためには、原子力発電の維持が必要で
あると考えます。３つの選択肢の中であえて選ぶな
ら、原子力発電の割合が20-25パーセントであることを
選択します。

日本の将来のエネルギー安定的供給のためには、原子力発電も発電のパートを受け持つものとして継続していく必要があると考える。
(1)発電コストにおいては、原子力発電は安全対策に追加費用を必要とするとしても、太陽光や風力といった自然エネルギーよりは格安であるし、自然条件に左右されにくいのは長所である。
(2)原子力発電所を償却前に廃炉とすると、償却残はすべて負債として残ることになる。これを解消するために税金を投入するにせよ、電気代の値上げで対応するにせよ、日本国民に多大な負
担となるため避けなければならない。
(3)化石エネルギーの国際価格が安定し円高が続いている状態でも、原発稼動時と比べて３兆円も増えていると聞いている。今後の国際情勢がどうなるか分からない以上、燃料費がもっと高騰
することも考えられる。輸入化石燃料の割合を減らしエネルギーの分散を行って安定的に電力供給できるようにすべきである。
(4)使用済み核燃料の処理問題であるが、「もんじゅ」のような高速増殖炉に切り替えていくことが出来れば解決の道が開けていくように思われる。高速増殖炉技術の一日も早い完成を期待す
る。

41851 個人 自営業 ４０代 男性 即時廃止

理由：新規核燃料を装荷することは、放射性物質を生
産することになります。処分方法も決まらない中でそ
の生産を行うということは、非核三原則にも抵触する
でしょう。

即時廃止

理由：新規核燃料を装荷することは、放射性物質を生産することになります。処分方法も決まらない中でその生産を行うということは、非核三原則にも抵触するでしょう。

41852 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオを選択します。なぜなら、原子力発電促
進に経費を費やすのではなく、再生可能エネルギー
開発に用いるべきで、その開発によって経済が成長
する様、より一層、政府が支援すべきだから。

　原子力によるコストは、使用済核燃料や放射性廃棄物の処理費と事故後の賠償費や除染費を含めると１キロワット当たりのコストが他の発電手段よりも最も高い。使用済核燃料の処理費は、
国民の税金で負担となるがゆえ、１キロワット当たりのコストに含まれていない東電と経済産業省の算出は理にかなっていない。
　地盤が柔らかく、地震で不安定な地域にある日本には原子力発電所を建設するには不適切である。使用済核燃料の処理技術、又は、その再生技術に乏しく、原子力発電所と電力会社を監
視と抑制する独立したシステムがない日本に原子力発電を用いる資格はない。
　使用済核燃料を再利用するとあるが、六ヶ所再処理施設でその技術を開発するため今日までに莫大な費用を費やしているがその技術を完成させる見通しがたっておらず、更なる莫大な経費
が要求される。それよりも、原子力発電促進に経費を費やすのではなく、再生可能エネルギー開発に用いるべきで、その開発によって経済が成長する様、より一層、政府が支援すべきだから。
　さらに、東電は福島第一発電所事故による賠償と除染の経費を負担する事ができないことと、日本の電力会社組織の体制をかえるため、今からでも東京電力に民営再生制度を活用する事に
よって、総括原価方式を撤廃し、発送電を分離と市場自由化をすべきである。

41853 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ・「ゼロシナリオ」を支持します。ドイツと同様、2020年
頃までに原発をゼロにすべきです。
・核燃料再処理と高速増殖炉は直ちに中止し、使用
済み核燃料は長期にわたり監視できる形で直接処分
すべきです。

３つのシナリオのうち、「ゼロシナリオ」を支持します。ドイツと同様、2020年頃までに原発をゼロにすべきです。

原子力は、途方もなく危険であり、持続可能性に相反し、生命と生活を傷つけ、何万年にもわたって将来世代に大きな禍根を残す技術です。核燃料再処理と高速増殖炉は直ちに中止し、使用
済み核燃料は長期にわたり監視できる形で直接処分すべきです。

将来の化石燃料や再生可能エネルギーについてさまざまな予測が行われていますが、いずれも多くの仮定に基づいたものであり、実際に今後どんな変化が起きるかは簡単に予測できるもので
はありません。そのような不確実な予測に基づいて選択するものではありません。原子力からの撤退はそうした何らかの予測に基づくものではなく、意思として、行動として選択すべきものです。
特に、2030年には日本の人口が1割減ると予測されているのに、エネルギー消費も現状から1割減らすのみでは、実質的に省エネルギーはしないに等しく、行動としてはまったく不十分です。

経済成長を維持するために原子力に頼るのは仕方ないというマイナス思考では、日本は凋落の一途を辿るばかりでしょう。経済成長は国が数値を決めてできるものではありません。国民が明
るい未来を描けてこそ可能になると思います。原子力からできるだけ早く撤退することこそ、「量から質へ」「物から人へ」の価値観の転換の第一歩であり、人類の持続可能な未来を切り開く道で
す。すでに大量の資源を浪費してしまった日本などの先進国は、文明の転換を先導する役割を果たす義務があります。



41854 個人 自営業 ３０代 男性 与えられた選択肢では

0% を望みます

今回のパブコメの2030年の根拠がわかりません。
地震の活動期に想定の甘い原発を稼働させるのは狂気の沙汰。
子どもでもわかる事。

守るべきは経済団体でも原子力の既得権で生きる者でもない。
国民の命を守って戴きたい。
この国を放射能まみれにしてどうするおつもりか？

今、我々は「即時廃炉」以外に選択肢はない。

電力はたりている。

代替のエネルギーだってある。

ガスコンバインドの増設を！

そのため電気代が上がる事は、国民側が呑む。

41855 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 ゼロ原子力エネルギーを希望。原子力発電のコストを
再利用エネルギーに投資し、電力の省エネ（現状の約
30％目差す）を推進すれば可能です。普通の人の意
見をもっと政治に組み入れるシステムを構築して下さ
い。

原子力爆弾投下による世界でもただ一つの被爆国である日本で、地震によって引き起こされた津波が原因による福島原発の事故が起こったことは、非常に不幸なことだ。日本のように技術も
高く、非常に正確、緻密を大事にする国民性であっても、福島原発の事故が人災であるとの見解も先ほど公式に出された。そのような状況において、原子力発電をさらに推進したり、維持するこ
とに意味を見出すのは難しい。ゼロ原子力エネルギーを政府が指針として定めれば、自然に再利用エネルギー（太陽熱、地熱、水力、風力、バイオガス、コジェネレーションなど）に投資する額
は増え、国民の意識も少しづつ変化するだろう。現時点では電力の省エネは欠かせないだろうが、一方で電力消費型の電気製品や技術を育てる意欲と繋がり、日本が世界の省エネ政策の一
番うしろから、先頭に変わるぐらいに進歩する可能性もある。
原子力発電所の安全性を地震国の日本では100％保障することは不可能だ。電力会社も、所詮は多くの労働者によって100％間違いがないように仕事することは不可能で、経済的な諸事情に
より、安全性が軽視された原発の設計や建設の可能性もある。地震の正確な予知ができない国で、原発の安全性は保障できない。
事故後のつけを、国民が税金や、地元民が命や健康という代償で支払わねばならないのは、非常に不公平だ。福島県の住民を見ていて、東北震災で避難生活を余儀なくされた方々を見ていて
そう思う。地震が起こったのは、誰のせいでもないが、原発事故が起こったのは、やはり政治と電力会社の共同責任もあると私は思う。日本の将来、原発の事故による放射能汚染で住む場所
がなくなれば、誰も経済力発展だけを第一には考えないだろう。電気は命には変えられない。

41856 個人 無職 ６０代 男性 原子力発電への依存度を即時０にし、
全原子力発電所の即時廃止を要望します。
原子力発電所の輸出などもってのほかです。
原子力発電関連にかけている費用を再生可能エネル
ギーの開発へ。

原子力発電は未完成の技術です。
廃棄物の処理技術も未完成です。
これ以上核のゴミを増やしてはなりません。

41857 個人 自営業 ３０代 男性 原発の被害はもうこりごり…。これ以上浪江町民のよ
うな被曝者を増やすな。

いい加減、目を覚ませ。

41858 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 直ちに原発ゼロにしてください。 あのー、福島が未だに放射能ダダもれなのに、まだ原発稼動って信じられません。
外国からクレージーと思われていますよ。
ちなみに、宮城県出身です。

41859 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロシナリオ 原発ゼロシナリオを選択。

今現在でも福島に戻れない人がいて、被ばくし続ける人がいる。
その中で原発を稼働して、次に何かが起きた時どう対応できるのですか？
今でさえお金の出し渋り・責任のなすりつけ合いをしていますよね。

電気代が高くなるから原発が必要なんて東電と政府の汚い・せこい考えです。

責任の所在がはっきりとし、何か有事の際の補償責任が取れるなら原発稼働してください。

東電の社員の給料が上がるなんて言語道断。半分以上カットしても少ないくらいです。

原発はいりません。他のエネルギーでまかなってください。
日本の技術を駆使して最先端のエネルギーを開発すればそれが今後の日本の財源になる
可能性もあります。

東電に命を預けたくありません。政府に命を脅かされたくありません。

41860 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性
原発比率は0％しかない
再生可能エネルギーにも注目しつつ可能な節電をす
る

福島原発事故が未だ解決できず、多くの方たちが被害にあい今までの生活を奪われている。
今後も大地震が予想されているし、活断層の上にあるかもしれない原発なんて安全なわけがない。
核廃棄物の処理問題も全く解決されていないのではないでしょうか
原発に頼るのはリスクが大きすぎます。

41861 個人 自営業 ４０代 女性 原発０シナリオを指示。ただし、２０３０年までではな
く、今すぐ。

「この夏もエナルギーが足りない」、
「計画停電必至」と、
おおっぴらに言われてきましたが、
電力は余っています。ご確認を。

福島第一原発の事実上の収束もままならぬ状況、
広大な土地、被害に対する保証のメドもたたないこの状況で。
原発の再稼働、維持はありえないと思います。

即刻、全原発停止、廃炉を望みます。
経済的に巨大で、思い切った断捨離ですが、
広い視野と未来を想像する能力をもってすれば、
その選択ができるはずです。

41862 個人 自営業 ４０代 女性 1.原発ゼロを選びます。 原発が存在することにより、地球上のすべての生き物の命、自然環境が脅かされてしまいます。すでに命を奪われた人、放射能が原因の病に苦しむ人生をおくる人、その家族の苦しみは想像
をはるかに超えるものだと思います。恐怖と悲しみ、不安感と隣り合わせの人生が、果たして豊かでしょうか。私たち人間も自然の一部です。だれもが希望に満ちて、真っ白な心でこの世に誕生
してくるのです。その命に
原発の開発者や電力会社、容認する政府は責任を持てるのでしょうか。

原発依存には明るい未来はありません。経済成長を良しとする時代はもう終わっています。今が方向転換の最大のチャンスです。政府はこれから100年、200年、300年先の日本のイメージを創
造していただきたいと強く願います。

また同時に、政治家を含むすべての国民の暮らし方も大きく変わる時期にきていると思います。物質的な豊かさの裏側には必ず無理が生じます。これから多くの人がそれに気付き、新しく生き
方をデザインし、工夫する楽しみを見つけていけるといいと思います。そのためには、まず、原発利用ゼロ％を国民一丸となって達成していくことが必要だと思います。

41863 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力発電に反対します。即、恒久停止（選択肢で言
えば1.の2030年までに0％）を強く希望します。

『安全性への懸念』
　昨年の震災による福島の事故で、万が一の場合制御できないことが分かりました。多くの方々が被害を受け、この先何世代にも渡って元の生活に戻れません。我々は狭い国土に住んでいる
のです。子孫が放射能の影響を受けるかも知れません。そんなこと許されるでしょうか。
製造元のGEも過ちだと語った今、原発を推進する理由はないと思います。

『コストへの懸念』
　原子力発電は他の方法に対して安いと宣伝していますが、他の発電は建設から廃止までのコストに対して、原子力は発電時のコストしか計算に入れていないと聞きます。使用済み廃棄物の
処理も考えれば見合わない。事故が起これば数兆円です。
政財官はサンクコストを考えて下さい。

『関係者への信用』
とにかく原発建設・稼働ありきで、嘘に嘘を塗り固め作った施設。嘘/隠蔽/揉み消しだらけの体質。こんなムラの人たちを信用できる訳ありません。同じ国民とは思えません。

41864 個人 無職 ８０代以
上

女性 原子力発電はいけません。ゼロにすべきです。今すぐ
ゼロにしてください。そうでなければ死んでも死に切れ
ません。2030年までといわず今すぐ止めてください。

　私はこのたびの福島原発の事故で村全体を汚染されてしまった、あの飯館村で生まれました。85年前のことです。古きよき日本の農村そのものの、美しい村だったそうです。
　その後父や主人の仕事の関係で日本中を転々と致しましたが、常に飯館は私にとって心の故郷であり、いつか帰りたい場所でありました。

　それが今回の災害でまるで無理やりもぎ取られるように、飯館村は遠い地になってしまったのです。原子力と言う夢の技術ともてはやされた時代に私は子供を育て上げましたが、知らずにい
たこととはいえ、こんなにも酷い技術であったとは。。。無間地獄のような時代に生き残ってしまい、見ずにすむものなら見ないでこの世と別れたかったと悔やまれてなりません。

　夫は気象関係の仕事でしたので、生前より日本は地震国。いたるところに活断層がひしめいているのだから、原発はまずい、と申しておりました。実態は詳しくわからないまま聞いていただけ
でしたが、夫が先立ったそのわずか数年後に、夫の危惧していた事態に私が、しかも私の故郷が遭遇する事になろうとは、よもや思いも寄りませんでした。

　私は老い先短い身ですから、もう抗うつもりはありませんが、娘や孫やこれから未来を作ってゆく若者達のためにも、原発のない、美しい日本の風景を残してやりたい。それがただただ唯一の
望みでございます。日本人の知恵や技術を駆使すれば、原発に頼ることなく豊かな暮らしはできるでしょうし、世界に胸を張って自然とともに生きるすべを広めていって欲しいと願うばかりです。

　2030年などといわず、今すぐきびすを変えてください。グズグズしていると未来はどんどん遠ざかります。私の生きているうちに自然エネルギー国日本！が実現する事を祈っております。

41865 個人 その他 ６０代 女性  

?直ちに原子炉再稼働をやめる
?温室効果ガスの削減目標を掲げた国際公約を尊守
?再生可能エネルギーの生産を加速
?発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生

エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より踏み込んだ原子力エネルギーゼ
ロの筋書きの提案を求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：

 直ちに原子炉再稼働をやめさせる
 積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
 再生可能エネルギーの生産を加速させる
 発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
 石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

41866 個人 家事専
業

３０代 女性 「エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見
明日にでも全ての原発を停めて廃炉へ。

地震が多い日本での原発稼働は爆弾を抱えているのと同じです。
事故になった時のリスクが高すぎるので即刻停止してほしい。
電力が足りなければ、計画停電と節電でカバー。
病人やお年寄りへの配慮は忘れずに、東京のネオン街などをメインに停電にしてはどうでしょうか。

41867 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発はゼロにして下さい。 原発はゼロにして下さい。
再稼働しないで下さい。

41868 個人 家事専
業

６０代 女性 ‘(1)ゼロシナリオ’を支持します。 原発依存度‘(1)ゼロシナリオ’を、支持します。
地震大国でありながら、万が一事故が起きたときの対策が、何もなされていないと思います。
どうしても日本で原子力を用いて発電したいと言うのなら、まず安全対策を講じるべきです。
それができないのなら諦めるべきです。

41869 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 全ての原子力発電所の廃炉を求めます。 福島第一原子力発電所事故は、関係者の懸命な収束作業にもかかわらず、じこの完全収束への道筋は見えていません。また、福島県の調査により県内の子供達の甲状腺に以上が発見さ
れ、今後の健康への影響が懸念されています。国土が狭く、人口密度が高く、地震や津波の多い我が国では、原子力発電はリスクが大きすぎる発電方法であると思います。今回の事故は太平
洋岸の福島県で起きたため、放射性物質の多くは太平洋に流出しましたが、先日多くの反対の声を押し切り再稼働された大飯原子力発電所や浜岡原子力発電所の場合は、首都圏を含む多く
の地域の人々に健康被害がおき、亡国の事態となるきとが考えられます。これらの理由から、早急に脱原発を行うことが急務であると考えます。

41870 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 早急に国を挙げて、原発を廃止し、代替エネルギーの
開発・普及に務めるべき。原発は、運転施設と廃棄物
の両方に対して恒久的な安全運用が確保できず、費
用面で環境面でも他エネルギーに劣る。

原子力は安全＆エコ＆安価なエネルギーだと宣伝されてきましたが、ひとたび事故が起これば、まったく安全ではなく汚染源であり、維持するにも停止するにも廃棄するにも、とてつもない金額
が必要だということが明らかになりました。
停止・廃棄した後も、使用済み核燃料は残り、こちらの処理も安全でエコで安価の真逆であることも分かりました。
どう考えても、他のエネルギーのほうあらゆる面でメリットがあると考えられます。
早急に国を挙げて、原発を廃止し、代替エネルギーの開発・普及に務めるべきだと思います。



41871 個人 その他 ３０代 女性 提示されている原発依存を０％にするシナリオに、温
暖化防止策と自然エネルギー利用の普及を盛り込
み、全原発のすみやかな廃炉を行う第４のシナリオを
支持します。

原発は事故への不安はもちろんのこと、放射性廃棄物をどうやってこの地震大国日本で管理していくのかという問題が解決していない以上、すみやかに全原発を廃炉していく必要があります。
2030年までになどと悠長なことではなく、来年は原発なしで夏を乗り越えるために準備すべきです。
しかし、代替エネルギーとして石炭を利用する火力発電に依存しては温暖化や環境破壊につながります。まず省エネを国を挙げて行い、再生可能エネルギー・自然エネルギーをできる限り普及
させることが必要だと考えます。ただし、省エネはピークカットを考えて電力需要が高まる時間を考慮して、企業や個人に過度の負担を与えることなく、社会全体で必要となる電力の最大需要量
を減らしていけるような仕組みが重要だと考えます。
また滋賀県はもんじゅが近いですが、この巨額な税金を費やしてきた施設の危険性は恐ろしいばかりです。高速増殖炉の計画はただちに白紙に返すべきです。六ヶ所の再処理工場も稼働すれ
ば周辺環境への放射能汚染が予想されます。福島の事故で東北から関東を汚染させてしまった今、日本の国土をこれ以上汚染させることを倫理的に許すことはできません。再処理工場を稼働
させないよう求めます。
核の利用により、孫や子に放射性廃棄物や汚れた国土を残すことにならないよう全原発のすみやかな廃炉とその後の厳重な管理を国に求めます。また廃炉や管理作業での作業員に対して安
全な労働管理と適正な賃金を求めます。

41872 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します。 福島原発事故で、安全神話は完全に崩壊した。
地震国日本での原発はそもそも無謀なものだったと思う。
政府の事故後の対応も最低最悪だ。
政府は東電と共に情報を隠蔽し、日本国民を守ろうとしなかったし、今もそのことは変わらない。昨年被曝させられた国民、今も被曝させられている国民は怒っている。日本政府への信頼が回
復することは、ないと思う。
活断層だらけの日本に立地する日本の原発はどうみても安全ではないし、万一事故が起きた場合に日本政府も電力会社も対応できないことが、福島の事故で証明された。2度目の事故が起こ
らない保証なんてない。2度目があってはならない。
さらに、放射性廃棄物の問題も深刻だ。放射能汚染といい、放射性廃棄物の問題といい、孫子に負担だけをおしつけている。
日本が真に技術大国であるなら、高効率の火力発電を実現し、太陽光、風力、地熱、潮力などの自然エネルギーの活用も可能なはずだ。
従って、即時原発ゼロを選択します。

41873 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発０％になることを選択します。 福島の事故後の対応を見て明らかなように、いまだ収束のめどはつかず。
使用済燃料は自然に帰ることはなく、処理を施したからと言って安全なものに変化するわけはなく。
ひとたび事故が起これば、事故処理のコストはかかりすぎ、事故処理を請け負う人の命は危険にさらされ、原発周辺の住民のみならず日本に住む人すべての健康がおびやかされる。
０％以外の選択肢は考えられない。

41874 個人 自営業 ４０代 女性 ゼロシナリオを支持。何万年も貯蔵する高レベル放射
性廃棄物に対する責任は誰も取れない。人と地球環
境の被爆に基づくエネルギーに依存する経済成長は
いらない。人間の心の成長のほうが大切。

日本で年間３万人以上が自殺しているということは、経済成長したからと言って幸福な社会になったとは言えません。
 　大地・海・人の被爆に基づいているエネルギーに膨大な資金や研究、労力などを注ぐことを黙認することは、自分の便利な生活のために他人の大変な苦しみ（被爆など）を見て見ぬふりする
社会作りにつながっていると思います。それはもう許せません。
 　本来は、人間が幸せに生きられるための経済成長だったと思いますが、人間が置いてきぼりになって、経済成長が目的になってしまいました。人生のためにお金を使うといいですが、逆に経
済・お金のために身を削る人が多く、大変なストレスを抱えている方が多いでしょう。
 　日本が選択するエネルギー構造は、社会が何を優先するかという選択にもつながると思います。日本が国際的にリーダーシップを発揮して、自然環境を大切にする、人間の絆や繋がりを大
切にする社会とエネルギー構造を作っていきたいです。「現在の生活を続けられるための代替エネルギー」の確立ではなく、化石燃料なども限界に近づいていますので、原子力や化石燃料に依
存しない社会・生活を再構築し
 ていく必要があると思います。自然界と調和のとれた生き方の確立は早ければ早いほどいいと思います。
 　こういう一般人の意見が本当に政策に反映されるか疑問はありますが、福島原発の事故後、何も言わないでいられません。社会の一委員として、もっと生きた民主主義システムにもなるよう、
意見を提出しています。

41875 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発は日本という国家を支える為には必須のものと
考えます。選択肢に「原子力発電が１００％」を追加し
てもいいくらいです。

原発は日本という国家を支える為には必須のものと考えます。福島の事故も予想外の津波による電源部分の故障で起きたものであり、日本の原子力技術が危険なものではありません。むしろ
事故の場合の自動停止機能など海外で評価されています。震災後の死傷者は熱中症など節電に関係する理由で数百人の方々が亡くなっており、放射能で亡くなった方は一人もいません。モノ
づくりや生活にも原発が必須です。中国の海洋侵略が進んで化石燃料を人質に取られる危険性もあります。イランとイスラエルの紛争によるホルムズ海峡封鎖による化石燃料の輸入ができな
くなるリスクもあります。そうなったら日本は終わりです。原発は絶対に必要です。選択肢に１００％を追加してもいいくらいです。

41876 個人 自営業 ５０代 男性 経済効率と原発利権を優先する政策の撤廃を求めま
す。
勲章好き低能中曽根元総理以来の原発推進政策を
方向転換させ、全世界に対して、原爆と原発の被爆国
として、世界中の原発の停止と原爆の廃棄を訴えて

一部の利権のために国民の大多数の命を危険に曝さないで下さい。地球上のすべての生命のために、日本が率先して原発を廃棄して、原爆の廃棄を訴える。憲法九条を大事にして、平和を
訴える。世界の果てにある極東の孤島が生き残る術はそこにしかない、と考える。

41877 個人 家事専
業

４０代 女性 (1)ゼロシナリオを選択します。 原発はいりません。
福島に住んでいました。原発事故でおそろしい量の放射能物質が広大な土地と海洋に降り注いでいます。これから自分にも、子どもにもどんな健康被害がでてくるか･･･不安と憤りを感じていま
す。

地震大国である日本で、また同じような原発事故が起きる可能性は非常に大きく、また、その安全対策も全く不十分で納得できるものではありません。

子ども達の未来の為に、日本中の原発を今すぐ完全廃炉にして下さい。

41878 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ・原子力発電自体に反対。早期に原発ゼロを実現す
べき。
・原子力の有無により電気代の差異はほとんどない。
・自然エネルギーを全力で導入する。
・需要家サイドのイノベーション創出/促進が不可欠

原子力発電自体に反対する。
その観点からゼロシナリオを支持し、さらに可能な限り早期に原発ゼロを実現する施策を支持する。
2011年3月11日東日本大震災に伴う東京電力福島第一原子力発電所の 事故により、原子力の安全神話が崩壊し原子力をコントロールすることがいか に困難であるかが明確になった。政府は
より安全な電気が欲しい、使用済み核燃料の問題を子供たちの世代におしつけたくないなどの国民の声を聞き、しっ かりとした政府方針を立てるべきである。
 特に、国民生活や産業に影響を与える電気料金の上昇に関しては、原子力発電の有無による差異はほとんどな い。(参考:http://jref.or.jp/images/pdf/20120810/20120810_scenario.pdf) その
他に起因する電気料金の上昇については、価格の上昇を抑える仕組みとして自由化・発送電の所有分離などの施策を早期に実施し、電力会社間の競争を促すことにより国民、産業への影響
を最小限にすることは可能である。また、競争環境整備と安定供給のために国内送電線の整備はもとより、海外との送電線の連系が必要である。
原子力の代替としての自然エネルギーは、化石燃料やウランのような輸入に 頼らない純国産エネルギーであり、導入コストの回収が終われば他の電源より 発電コストが安い特徴があるため
早く導入すればするほど2030年の電力全体のコスト低減に役に立つ。原子力ゼロを現実のものとするために、今この時点から最大限導入する必要がある。さらには、スマートグリッド、スマート
メーターの導入により需要家サイドでのイノベーションを促進し、省エネや ピークシフト等の施策を競争環境の中で創出していかなければならない。 我が国は、戦後の石炭から石油への転換、
オイルショック後の脱石油など、エネルギーの転換期のたびに産業構造を変革し技術革新を果たしてきたことからも原子力ゼロ社会の構築は可能である。一国民としても産業界の一員としても
原子力ゼロ社会の構築に貢献をして参りたい。

41879 個人 家事専
業

６０代 女性  原発からの撤退を決断すべきと考えます。 　
　　広島、長崎に原子爆弾を落とされた被爆国である私たちは、世界に向けて
　その悲惨さを伝えていく役割を担ってきた、その私たちの国が原発を持った
　がゆえの大事故を起こした。未曾有の大地震、大津波のせいだなどと、最早　　国民の多くは考えていません。小さく見積もっていた不安が的中したというこ　とです。コントロールできもしない
原発を、無責任にすすめてきた歴代政府と
　それを許してきた私たちが、今こそ原発からの脱却、撤退を、キッパリと打ち　出さなければ、未来に申し訳の立たないことになります。福島の悲劇を目の当　たりにしながらの原発再稼働には
驚くばかりで、開いた口がふさがりません。
　経済がさらに落ち込もうが、原発由来の電気はもういらないのです。
　国民の安心と安全を最優先にする国家なのかどうかが、今世界から注目され、
　ためされているのです。今すぐ世界に向けて原発からの撤退を高らかに
　うたってくださることを強く望みます。
　どう廃炉までもって行くのか。廃炉のための作業をする人員は確保出来るか
　など、知らないこと、不安なことばかりだが、世界にお願いして助けてもらっ　てほしい。お詫びしつつお願いしてほしい。時代の意向を読み間違ったら、
　さらに尊敬されるところのない国に成り下がるでしょう。
　

41880 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ゼロシナリオを支持します 使用済み核燃料の安全な処理方法もないまま、地震や自然災害の多い国土で原子力発電に頼る生活はできません。原発立地自治体に100％安全とは言えない原発を押し付けたのと同じよう
に、”核のゴミ”を押し付けるわけにはいきません。それが国内であれ、国外であれ、同じことです。福島のように、事故が起きた時にその土地の人々を犠牲にするのですか。人々がそれまでの
生活を捨てざるを得ない状況に追い込まれるというのを見たくはありません。
2030年までではなく、一刻も早く原発の稼働を停止してほしいです。

また、原発を停止させた後の代替エネルギーとしては、自然エネルギーを活用するのが理想的です。ゼロシナリオでは火力発電が65％となっていますが、2010年実績よりも割合を増やして、
CO2排出量を増やすより、少しでも再生可能エネルギーの割合を増やすよう、最大限の努力をすべきです。それと合わせて、わたしたち国民が省エネを実践して少しでも電気使用量を減らすこ
とができるよう、啓蒙をしていく必要もあると思います。

41881 個人 法人等 ４０代 男性 建造から40年で廃炉かつ新規の建造はしない方針を
厳守する。使用済み核燃料については再処理計画を
中止し、最終処分場の決定を急ぐこと。そのために首
都機能の移転のような長期的な地域振興策を用意す
る。

シナリオについて
建造から40年で廃炉かつ新規の建造はしない方針を厳守する。2030年時点での原発依存度についてはその方針の結果として算出されるべき。少なくとも40年以上の稼動は絶対に許可するべ
きではない。

事故リスクについて
原発事故の発生確立が概ね100年に一度であるとすれば、我々の子・孫の世代において今回と同様の事故が発生することになる。それを許容するのはリスクの先送りにすぎず無責任と言わざ
るをえない。
事故の影響についても過少評価の懸念がある。テロ等の人為的な原因を除けば、原発事故が発生するのは今回の地震のような、巨大な自然災害を伴ったものになる。放射性物質の拡散によ
る立ち入り禁止区域の設置などによる救援・復興支援活動の遅れは無視できない影響になるのではないか。今回の原発事故では幸運にも海側に多くの放射性物質が運ばれたため都市部へ
の放射能汚染は比較的小さいものであったが、次の事故にもその幸運を期待するのは間違いであろう。各地のSPEEDIの結果を見ると原発から30km以内については住民を避難させる処置が
必要になることは明確であり、50km以内もその可能性がある。50km県内の人口が数十万人規模の地方中核都市の全住民を、大災害の中で避難させるための費用や現実性についても考慮が
必要である。

使用済核燃料について
使用済核燃料の再処理については、長年の努力にも関わらず実現の見込みが立っているようには思えない。現実的な評価としては、最終処分場が決められないので青森に保管してもらうため
の口実として使っている、と考えるのが妥当ではないか。今後、核燃料由来のエネルギー生産から脱却を目指すのであれば、再処理を今の段階で実現可能な目標とする必然性はなく高深度地
層への地層処分を行なうべきである。企業が永続的なものでない以上、これは国が責任を持って行なうべきである。

提案: 最終処分場近辺への首都機能の移転
最終処分場の決定には困難が予想される。これまでの原発等の立地自治体においては、補助金や原発関連施設への就業などの便宜をもって建設を認めてもらってきているが、原発は長くても
数十年で廃炉になるものであり、自治体にとっては持続的なメリットにはなり得ない。実際原発の停止によって立地自治体の経済状況が悪化している状況は各地で見られている。一方で、最終
処分場では原発等と比べ小さな雇用しか発生しないと思われるため、補助金に頼ることになる。これでは地場産業の活性化など考えられない。また補助金は政権交代等により削減されることも
考えられるなど持続性に疑問があり、ほぼ永続的に最終処分場を受け入れる住民にとってはメリットが短期的すぎる。
この地域にメリットを生み出すため、首都機能の移転を提案する。最終処分場はそもそも地盤の強固な災害に強い場所なのであるから東京と同時に壊滅する可能性は低く、災害に強い首都を
作るには最適な場所であろう。もちろん放射性物質が存在してはいるが、大深度地下であるため影響はないはずである。これにより立地自治体には、安心、雇用、そして人口増をもたらし、永続
的なメリットを生じさせることができる。放射性物質の保管が非常に長期に渡ることを鑑みれば、このような一見過剰な地域振興策も十分に国民の理解を得られるものであろう。

41882 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ２０３０年時点の原発依存度ゼロを望みます 管理、制御できない技術は使うべきではない

41883 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発依存度は今後も20～25％で維持すべき
安全性が確認され次第再稼働、新たに建造すべき

原発依存度を引き下げた場合、必然的に火力への依存度が増し、
その結果化石燃料の輸入量が増すことになる。
今後石油や天然ガスの価格は供給以上の需要により確実に高騰し、
その燃料費を維持することは国家存亡の危機をもたらすほどの負担になりうる。
また、原発を運転せずに維持、あるいは廃炉にする際にはいずれも莫大なコストが必要であり、使えるエネルギーを捨ててまで歳出を増やすことは自殺行為にも近い無謀な行為である。
原発は温室効果ガスを排出せず、事故対処費を経費に含まなければ天然ガスの次に安価で運用できるクリーンなエネルギー源であり、化石燃料と異なり、まだ燃料の寿命も長い。
中東の不安定な燃料の高騰に左右されることもない。
立地条件に対し耐震性の安全性が確認され次第、順次再稼働、運転を開始し、
第四世代等の次世代原発も導入を検討すべき。
事故さえ起こさなければ原発は主電源になりうるいくつものメリットを備えている。
放射能の恐怖から生まれる利己的で論理にかなわない理由で原発を全廃してしまうことは日本のこれからの経済を考える上でマイナスでしかない。
冷静で現実的に将来を見据える上で、これからも原発と共存する未来が最も理にかなった選択であることは間違いない。

41884 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原子力発電に反対 原子力発電に反対です。

何故なら
1:安全な生活を得ることができません
100%安心して衣食住可能な生活を選択します
2:リスクが大き過ぎます
3:今の便利さを保持するより、原発を使わず節電生活を選択します

41885 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 １）2030年時点の原発比率を現時点で決定すべきで
はない。
２）エネルギー戦略への拙速な世論反映は避けるべ
き。

１）2030年時点の原発比率を現時点で決定すべきではない。
（理由）福島第一の事故原因については複数の事故調査委員会によって検討されたが、いずれにおいても技術的な観点からの深堀りがなされていない。今後も調査を継続して行ったうえで、事
故原因を踏まえた改善を既存の原子力発電所の設備対策等に反映することや新型炉へのリプレースに展開することにより、安全性は事故前より向上させることも可能と考えられる
２）エネルギー戦略への拙速な世論反映は避けるべき。
（理由）
本来、エネルギー戦略というものは、国家戦略の枢要であって数多くの視点から総合的かつ戦略的に決定すべきものと考えるが、福島事故以降、安全性という単一論点のみで、しかも合理的
な裏付けに欠けた感性・感覚に頼る反対論が多勢を占めている。

41886 個人 学生 １０代以
下

女性 原発ゼロシナリオ。
2030年まで待たず、すぐに原発をなくしてください。

福島第一原発事故後、マスクをして学校へ行き、外遊びをやめました。今までは、公園や植え込みに基地を作ったり、虫やトカゲを探して遊んでいたのに。
安全な水や食べ物を買うのに、毎日おかあさんが苦労していました。
私も、牛乳や牛肉やとうふや小麦粉が汚染されているので、今まで行っていたレストランにも行けないし、アイスクリームやお菓子も今までみたいに好きなものを買えないし、つまらないです。
私の学校は給食はないので、安全なものを作ってもらえますが、区立小学校の友達は、給食や牛乳で、セシウムが少し入っていても食べたり飲んだりしていて、かわいそうです。

東京では、まだ汚染が少ないですが、福島ではとても危険な状態なのに、子供たちがマスクもしないで暮らしているようで、とても心配です。

私がおとなになったら、子どもが外で遊べて、近所でおやつを自由に買って食べられるように、みんなが笑って暮らせるように、もう二度と原発事故が起こらないように、いまある原発はすぐに止
めて、毒がもれないようにして下さい。



41888 個人 学生 ２０代 男性 将来的に原発ゼロのシナリオが望ましいと考える。 福島第一原発の事故でも十分に明らかなように、原子力発電は事故によるリスクがあまりに大きく、コスト採算がとれない。また日本は地震という大きな自然災害のリスクを常に負っている。こう
いったハイリスクな技術に、国の予算、つまり国民の税金を投入することは適切ではない。また、放射性廃棄物の処分方法が決まらないままの原発の稼働は、現実に避けられない問題を孕ん
でおり、事故のリスク以上に無視できない。核燃サイクルの技術も、大規模な施設での実験を行える段階とは到底思えない。
放射線を確実に、かつ容易に防ぐ技術が確立されない限りは、原子力技術を不用意に拡大することは危険である。従来原発につぎ込まれていた予算を、除染技術の研究、そして自然エネル
ギー開発に回すことが適切だと考える。

41890 個人 学生 ２０代 男性 「安全な」原発のみ東北復興・デフレ脱却・経済成長に
必要な分だけ再稼動を。同時に新たな電力供給源の
開発に全力をあげ、将来的には原発をゼロにすると
いう確約を求む。

日本は長年続くデフレから脱却しなければなりません。また、東北の復興も喫緊の課題です。政府がデフレ脱却や東北の復興に本腰を入れ民間の投資や生産が増え既存の工場のフル稼働、
新規工場建設などが進むようになると、流石に大飯3・4号機以外の原発が止まった状態では電力が足りなくなると思います。

老朽化した火力発電所をフル稼働に近い状態で稼働させるリスクも考えなければなりません。また、日本は火力発電の増加により貿易収支が一時赤字化しました。国富が流出し続けることは
避けなければなりません。

よって、デフレ脱却・その後の経済の安定・東北復興という大義名分の下での必要な分の原発再稼働であれば止むを得ないため認めざるを得ないと言うのが私の意見です。

ただ、原子力ムラの人間の自己利益のためだけに原子力発電を推進してきた事は許せません。その意味では私は原子力発電に反対です。全世界で発生するマグニチュード6以上の地震の2割
が日本で発生しています。この事実を無視してこんな危ないモノをこの地震大国で推進してきたことは健全な日本国民なら誰だって許せないはずです。

国は将来的に原子力発電をゼロにすることを確約し、新エネルギーや自然エネルギーでの充分な電力供給を国をあげて実現するという方針を明確に示していただきたいと思います。

41891 個人 家事専
業

３０代 女性 原子力発電の利用を0%にするようにしてください。 福島第一原子力発電所の事故で、失われたものの大きさがわかりますか？原子力発電を今後もつかうことに納得がいきません。
自然エネルギーの活用を本気で進める時期にきています。
日本はそれができる国だと信じています。

41892 個人 無職 ６０代 女性 2030年原発０％を選択。直ちに全原発停止、即廃炉し
て下さい。今、稼働していて爆発したら大変なことにな
り、また、日本に住めなくなります。

再生可能エネルギーを増やしてください。（安全だから）
電気に頼ったライフスタイルを変更できるような施策を打って下さい。使用量を減らすために、電気料金体系を変えてください。一律に上げるのではなく、ピーク時を今の数倍にして下さい。

41893 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発は、日本の全原発、即時、廃炉すべきだと思いま
す。

日本は地震大国、今、地震の活動期に入っており、日本国内のどの地域で地震がが発生してもおかしくありません。原発のある地域で大規模な地震が発生し、事故が起これば大変なことになり
ます。原発による、福島の海洋汚染など、自然を破壊する状況は良くないと思います。自然は私たちに、空気や食物などの恵みを生み出してkれる大切なものです。私たちの日本という国を存
続させていくためにも、原発をすぐに廃炉し、自然を破壊せず、共存していける自然エネルギーへ変換することをを推薦します。

41894 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 未だ人間の力では制御も後始末も完全にできない原
子力を利用した発電は、即刻辞めるべき。広島・長崎
に続いて福島でも被曝した経験を生かすべきである。
再生可能エネルギーの開発利用こそ日本のとるべき
道である。

　東日本大地震に伴い、原発内の電源が喪失し、炉心溶融による放射線の大量放出が起きた。政府は、原子力発電の宣伝で、学校教育の中にも、原子炉は何重ものコンクリートで覆われてい
るので、絶対安全だというビデオまで配布し教育させていたが、安全神話は全くの虚構であったことが露呈された。
　福島の浜通りの方々は、地震の被害にもまして、放射能汚染で、住む場所から追われ、仕事の場も失い、被曝のため今後の生活不安など、はかり知れない被害に遭った。日本の高い技術を
持ってしても、今度の被害は防げなかったし未だに事故の原因がはっきり究明できずにいる。地震国日本で全く無謀なエネルギー政策だったと反省すべきであるのに、節電すれば電力供給が
間に合うことが分かっているのに、現時点で原発を再稼働をはじめた政府の感覚は異常だと思う。
　また原発事故の原因究明も、福島の方々の被害、自然界に普通にある放射線と、原発の爆発で大量に放出した放射線を同じものとして、「放射線はそんなに恐れるものではない」という趣旨
の副読本を作って、小中高校に配布し、授業をさせようとしている。その副読本の作成を東電の社長も連なる団体に委ねたことなど全く許せないことである。
　広島・長崎に投下された原子爆弾から大量に発せられた放射線と、自然界に
ある放射線を同等のものとすることは非常識だ。それを権力と財力で子どもたちに新たな原発安全神話を信じ込ませるようとする行為には憤りを禁じ得ない。
　廃炉するのに４０年もかかり、核廃棄物の貯蔵能力に赤信号がついている今、直ちに原発を０にする方策をとるべきである。

41895 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 男性 原発0％
原発のない国にして下さい

安全でないと事故によってハッキリわかった事です。
未来を守るため、悲劇を繰り返さないために原発に頼るのはやめにすべきです。

41896 個人 自営業 ３０代 女性 原発はいりません！早く再生可能エネルギーに完全
シフトしてください

2030 年までのなるべく早期に原発比率をゼロとする。
最終的には再生可能エネルギーと化石燃料からなるエネルギー構成となる。
化石燃料の依存度を極力下げ、他のシナリオとそん色のないレベルまでCO2 の排出量を低減するために、
広範な規制と経済負担で、相当高水準の再生可能エネルギー、省エネルギー、ガスシフトを実施する。

41887 個人 学生 ２０代 女性 「原発ゼロシナリオ」が必要不可欠だと考えます。 【理由】
・地震大国日本である以上、日本国内のどの原発も原子炉立地審査指針の前提を見満たしていないから。
「大きな事故の要因となるような事象、例えば立地場所で極めて大きな地震、津波、洪水や台風などの自然現象が過去になかったことはもちろん、将来にもあるとは考えられないこと。また、災
害を拡大するような事象も少ないこと。」（科学技術庁原子力安全局原子力安全調査室（監修）：改訂8版　原子力安全委員会安　全審査指針集、（1994.10））

・耐震強度、耐津波対策に問題があるから。
国会事故調査委員会が福島原発事故を「人災」と最終報告したことからも明らか。

・原発の下に活断層があるから。
東洋大学渡辺満久教授の調査により、活断層直下の原発の危険性が指摘されている。

・放射線による影響は１日２日ではなく、長期的であるから。

・使用済み核燃料の処理方法が決まっていないから。

・温暖化対策にならない、コストがかかるから。
ウラン採掘、輸送燃料、原発建設など、原発による発電までに温暖化を作る要素がありすぎるうえ、処理を含め、それらに伴う莫大なコストがかかる。
また、原発は毎年停止していても莫大な金がかかる。

・原発なしでも実際に問題は起こらなかったから。
電力のピークは１年に１０時間（真夏の特別な猛暑日、午後2～3時頃のほ
んの短い時間）だけである。そのピークに電力供給量を合わせるのではなく、需要量をコントロールすればいい。

・省エネを進めれば電力需要量は減り、原発は不必要だから。
現に省エネや必要以上に頑張った「節電」により、大幅に電気需要は減っている。（本来は省エネのみで十分）

・ごく限られた人間の利益のために、大多数の命を犠牲にされたくないから。

【意見】
「原発ゼロシナリオ」に加えて以下も要求します。

・原発ゼロは「2030年まで」ではなく「即刻」を要求する
現に今年5～6月は原発がゼロで電力供給がされた実績があるため。ピークカット、ピークシフトをすれば真夏でも電力需要量は減少する。

・高速増殖炉、再処理工場の廃止
１年中冷やさなければ爆発し、放射線が大量に放出するという危険が高く、停止していてもコストものは今すぐ廃止へ。

・シナリオ以上の化石燃料割合の減少と再生可能エネルギー割合の増加
化石燃料による発電は二酸化炭素を放出し、地球温暖化の原因となるだけでなく、コストもかかる。そのため地域に合った再生可能エネルギーを単数ではなく複数推進していくべきである。なぜ
なら太陽光発電では悪天候が続いたために太陽光から十分な発電ができないといった事態を避けるため。
また、ドイツでは再生可能エネルギーを推進し、雇用者もGDPも増加している。
※再生可能エネルギーが割高と誤解を与えるような記述はすべきでない。

・省エネの推進、省エネ割合の増加。
基本問題委員会では2030年には30％程度の最終エネルギー消費削減可能と議論されているからである。
あくまで省エネ。国民に努力をさせる「節電」ではない。

・発送電線の分離
電気の道路は電力外車の独占ではなく、公に解放すべきである。

以上から私は「原発ゼロシナリオ」が必要不可欠であると考えます

福島原発以後、私の生活は変わりました。
被ばくリスクを避けるため、好きなものを食べられない、好きな場所に行けない。
これ以上、国民の安全を危険にさらさないでください。

私は原発をつくってしまった世代に対して少なからず怒りがあります。
そのため、20歳を過ぎ、選挙権を得た今、私は次の世代に「なぜ原発を全て廃炉にしてくれなかったんだ」と言わせたくありません。
未来を明るくしたいです。

どうやら国の中心、経済の中心の方々は自分の権力、功績、利益がほしいようですが、原発ゼロを即刻打ちだし、本気で国民を世界を守る政策を行えば間違いなく、ヒーローになれます。
偉大な政治家になれます。

国民の声を聞いてください。
その国民はあなたたちに甘い蜜を吸わせてくれる人々だけではありません。
全ての国民の意見を同等の重さとして受け止めるべきです。

41889 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 女性 私は原発０％に賛成です。
電源が命の危険をおかしてまで原発である必要がな
いと思うからです。
今までと同じレベルの電力の供給を望んではいませ
ん。

私たちの意見をしっかり考慮してくださる皆様へ。毎日お疲れさまです。

私は普通の20代の女性です。
私の意見は、原発０％に賛成です。
理由は、電源が命の危険をおかしてまで原発である必要がないと思うからです。
日本ほどの技術があれば、原発以外の電源が確保できるはずですし、今までと同じレベルの電力の供給を望んではいません。むしろ、持続可能ないのちの循環のために、電力の消費水準を
下げるべきだと思っています。

今までの、多すぎるエネルギーの浪費(街中のネオンとか企業のつけっぱなしの電気とか効き過ぎの冷房など)を改め、需要を減らす努力が必要だと思います。
原発が必要な程の電力がなくても、生活には困らないと思うので、原発を０％にしてほしいのです。
なにも、病院や、道路の照明などの、命に関わるような電気を減らせと言っているのではありません。無考え、もしくは、国民に原発は必要と思わせるための作為的で非人道的と思えるような節
電ではなく、「ムダ」を減らしてほしい、もっと減らせるはずだし、必要な電気の分は原発がなくても足りると思っています。
原発が全停止しても生活には困らなかった事実があるし、節電意識も芽生えたので、原発０％、できるはずです。

方法としては、企業が電力の独占をやめて、電力の自由化をして、国民がそれぞれの地域で自家発電できるようにすれば、国の、「電力を今まで通り供給しなくては」という負担は減り、それぞ
れの家庭で必要な電力は賄えると思います。

先程とかぶりますが、原発の電気を使わないとできないほどの快適な生活、産業活動よりも命が大事です。利権やエネルギーよりも、命のことを考えて選択してください。

それに、原発を稼動させるお金があるなら、それを被災地、被災者へまわすべきではないですか。

原発は、風評被害ではなく実被害が出ているのです。
言葉でごまかさないで、認識を改めてください。

原発があったことで、事故が起き、国民に負担が生じ、今後も増えていく。とありましたが、分かっているなら、再稼動や新規建設の選択肢はないはずです。

CO2よりも放射能の方が問題です。
原発は発電時にCO2を出さないだけで、ウランを掘る時、作るときに出るCO2が多いと聞きます。

自然エネルギーの利用に関しても、大規模水力ではなく、小水力など、小さい範囲でいくつも作ることが持続可能な再生可能エネルギーになると思います。それを実行してほしいです。

再処理できる技術はないのに原発があるなんてありえません。
原子力のリスク管理には信頼性がないです。
事故リスクは制御できないと思います。
広範な規制と経済負担のない形でエネルギーシフトしていけばいいと思います。
そして、原発に関する人事を国民に選ばせてください。

文章がまとまっていなくて申し訳ありませんが、以上の理由で、原発０％に賛成です。

読んでいただきありがとうございました。
私たちの意見を真摯に受け止め、無視しないで何かの圧力に負けないで、本当に大切なものを大切にして、決めてください。よろしくお願いします。
希望ある日本の未来にしてください。



41897 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 国内の原子力発電および、原子力関係施設をすべて
廃止してください。

福島第一原発事故による放射能漏れは未だ続いており、かつ、無尽蔵の被害を全世界に及ぼしているからです。
しかも、終息の見込み今の科学ではないといわれています。
これを放置して、他の原子力発電や原子力関係施設を維持することは、
返って国際的信用を落とすことになるからです。
うそ、ごまかしをやってはいけません。

41898 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 ゼロシナリオを支持します。 今後、福島の事故のような事態が起こる確率は極めて低いとは思う。

しかしながら、使用済み核燃料の処理問題が解決しないまま
原発を稼働するべきではない。

本来、原発を使用するかどうかの議論は
処理方法が確立されてから始めるべきではないか。

41899 個人 法人等 ３０代 男性 原発ゼロシナリオでお願いします。
原発ゼロしかないです

限りなく早い時期に現在再稼働している大飯原発の停止して、
国内にある原子力発電所をすべて廃炉にすべきです。
原子力発電所を廃炉にすることによって発生する、各電力会社の
損失も国が肩代わりする覚悟も必要だと思います。
そのことに多少電力料金があがったとしてもそれは仕方ないと思います。

41900 個人 家事専
業

３０代 女性 2030年のエネルギー・環境に関する３つ選択肢、私は
原発ゼロシナリオを選択します

広島、長崎の原爆投下、福島原発事故を経験してしまった日本が、これからも原発に依存していく事自体が、国の破滅を意味していると思います。
たかが電気や利権、金のために、これ以上、生き物を傷つけ続ける方法を選ぶということは、一人の地球人として選択できません。

そもそも、この3つのシナリオ自体、国民の求めるものとかけ離れているように思えてなりません。
明日にでも原発ゼロ、即時廃炉を求めます。
でないと、きっとまた同じような事故がおきます。

原発のために被曝する労働者がいなくなりますように。
原発立地に住まわれている方々が、なんの負い目もなく、安全かつ全うな方法で収入を得られますように。
そんな日が一日でも早く来ることを願っています。

41901 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ゼロシナリオしか、あり得ないと思います。今すぐに、
原発を無くすことです。

原発は、生命に対し致命的に危険なだけでなく、圧倒的に高い原発コスト＝電気代は、日本経済にとっても不経済で、致命的に危険です。現に、高額な電気代は、日本の特に中小企業の経営
を圧迫しています。
クリーンエネルギーの分野を通じ、日本が世界経済をリードするチャンスであり、その能力もあるのに、原発を使い続けることは、日本の衰退を意味します。
その上、たとえ事故が起きなくても、被爆者を日々作らなければ回っていかないシステムです。
温暖化・ＣＯ２削減の取り組みにも反し、海水を温めＣＯ２を増やしています。
核廃棄物の管理コストは、期限が設定不可能が故に、計算できないほど高く付く物です。
そして福島第１原発の事故のために、日本はおろか世界中に拡散された放射性物質のため、今後日本経済が負わなければならない将来の社会保障の問題など、現時点では、見通しも付いて
いません。

今すぐに原発を停止しても、原子力発電所の安全な廃炉処分もできる目処もなく、費用もどれくらいかかるか分かりません。その上、すでにある核廃棄物と、未来永劫といえるタイムスパンで向
き合わなければなりません。
すでに遅いくらいです。破滅的な事故が起きるか、経済が破滅する可能性を少しでも少なくするために、今すぐ全原発を廃炉に向かわせて下さい。

もっとも大切なことは、今すぐに全原発の廃炉を決め、実行に移すこと。
原子力技術の海外輸出など、辞めるべきです。
２０３０年に、日本があらゆる意味で健全である保証は、全くないのです。

41902 個人 自営業 ５０代 男性 はて？オイラは何をしようとしてたんだ？だいたいメー
ルアドレス入力が必須！ぅ？んなもん、そらで覚えて
いるんは、おたくしか、おらんやろ！（怒）で、何故「原
発を即刻断念！する！」の選択肢が無いのですか？

「エネルギー・環境に関する選択肢」に対する御意見の募集（パブリックコメント）
というコーナーですが、
オイラ３０年はパソコンを使ってきた、ヘビーユーザーなれど、
このアンケートに回等できる方々、どれほど、いらっしゃるかのぉ？？？
煩雑で、ムツカシイ　過ぎる！

さて、回答しました
”「原発を即刻断念する！」の選択肢が何故無い？”　は、

「断念の哲理」という考え方が科学技術の分野にあって、
「きっぱりあきらめることで、次への進展が可能！」という考え方があるオえーｔ。

原発はこの「断念すべきテクノロジー」だと、過酷な放射線被害を見て強く思う。
少しでも原発を使うという選択をするから、
莫大・膨大な　無駄な組織・制度・法律・事故対策を考えざるを得ない。

大方、今のところ原発を制御できるテクノロジーを、現人類は持ち合わせておらぬのだから、
一旦引き下がって、断念して、他のエナジーを、模索しよう！
今のところ、”メタン　ハイドレートが有望！

41903 個人 自営業 ５０代 女性 全ての原発を即日停止、そして全廃をお願いします。
日本のために、この地球の為に。

人間の手に負えないものを使ってはいけないのです。
ましてやこの地震列島で。
もしもまた巨大地震がきて原発が壊れたら、日本は終わりです。
いえ、すでに終わりつつあるとも言えますが。
私達は住む場所を失い、ユダヤ人のように散り散りになるでしょう。
未来の人々の為に、脱原発をお願いします。

41904 法人・
団体等

法人等 ５０代 男性 　原発とひとくくりにしていますが、ウランの原発以外
にトリウムの原発というものがあり、本質的に安全なし
くみを使っています。「ウラン原発」は即時廃止し、10
年後に向けてトリウム原発を開発せよ。

　わが国では古来より白か黒か、右か左か、良いか悪いかといった二者選択の議論ばかりが行われ、第三の道をさぐる努力が苦手です。今回の震災でウランを使った原発の危険性が証明され
たことは確かですが、だからといって原発がすべて危険であるとは言えません。
　トリウム原発については、古川和男著、「原発安全革命」、文藝春秋、に詳しく書かれているので、この本を読んでいただければその安全性がよく分かります。
　「エネルギー・環境に関する選択肢」と言うからには、初めから狭い選択肢しか開示しないのではなく、原発についてはこのトリウム原発のような安全な原発も視野に入れるとか、太陽光発電で
あれば、太陽発電衛星も候補に入れるといった広い範囲から候補を国民に提示するのが良心的だ。
　もちろん議論が複雑になるだろうが、初めから着地点ありきの議論をしても、それは今までと何ら代わり映えのしないシナリオが出てくるだけである。
　もうひとつは、原発については今まで携わってきた人たちだけでは安全なシステムは建造できないと思う。これは、開発における想定範囲が非常に狭いからだ。地震が来て大津波が来たこと
を「想定外」などと言って責任逃れをするような連中には任せられない。さらに技術の課題に対して政治力やカネのばらまきで口封じをするようなことは言語道断である。
　小惑星探査機「はやぶさ」のプロジェクトでは、とんでもないことが数々起きたが、それらについても決して「想定外でした」とあきらめなかったし、ある程度想定していたのである。電力会社には
宇宙開発の方法を謙虚に学んではどうだろうか。

41905 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発依存度ゼロを希望します。

放射能の不安におびえながら、原発にすがって生きて
いくよりも、再生可能エネルギーの開発や、省エネな
暮らしの工夫をすすめていく方が、希望に満ちた生き
方だと思います。

速やかに原発依存度ゼロにすることを希望します。

福島の原発事故では、とりかえしのつかない事態が引き起こされてしまいました。福島の被災者の方々の大変な苦しみはもちろんのこと、福島とは離れた別の地方に暮らす私たち自身も、被害
を受けなかったわけではありません。

食べ物や住む場所など、あらゆることにおいて、放射能の影響に不安を抱いて生活しなければならなくなったことに、辛さを感じながら暮らしています。

また、地震が頻発していることを考えると、福島以外の原発でも、いつ同じような事故が起こるかわからない不安が常につきまといます。

特に、かよわい小さな命をはぐくんでいる、妊婦さんや、若いお母さん達の苦悩は、私自身、日ごろ身近に接していて、とても言葉に尽くせないものを感じています。私自身も、この先、子どもを
生み育てたいと思うため、放射能の影響はとても脅威に感じます。

次の世代の子ども達に、このような不安を引き継がせずにすむ時が、一刻も早く訪れるように、一刻も早く原発をなくしていくことを切望します。不安におびえながら原発にすがって生きていくより
も、再生可能エネルギーの開発や、省エネな暮らしの工夫をすすめていく方が、希望に満ちた生き方だと思います。

41906 個人 自営業 ３０代 女性 原子力0を希望します。 エネルギ－不足、原子力村等、様々な問題はありますが、最終処分方法や万が一、何か有った場合のリスクを考えると「原子力0」を希望します。
地球は人間だけが住んでいるわけでなく、その他の生命と共に生きています。
まずは全ての命を最優先に考えたいと思います。
エネルギーに対する舵とりの方向転換は早い方が良いと思います。
先延ばしにしながらエネルギーの生み出し方を考えるのと、原子力0を前提にエネルギーの生み出し方を考えるのでは過程も結果も異なるからです。
初めは大変かもしれませんが、この選択をして間違いが無かったと思える社会にしていきたいです。

41907 個人 家事専
業

５０代 女性 ゼロシナリオを支持し、今すぐ原発ゼロにする。 ゼロシナリオを支持し、今すぐ原発ゼロにする。
福島第１原発事故は終わるどころか、今なお放射性物質を出しつづけている。その解決の方法も分からない状態である。これ以上うつくしい日本の環境をよごすことはあり得ない。今日にでも地
震のおこりそうなところに多数の原発が建っていることは本当に恐ろしいことである。直ちにすべての原発を廃炉にし、廃炉後の安全を確保できるよう一刻も早く対策に着手すべきである。

41908 個人 家事専
業

５０代 女性 原発再稼働には大反対です。いつ大地震が起こるか
わからないのに、大飯原発をよくも動かしたと呆れま
す。
（しかもしょっちゅう不具合で警報ランプが鳴るのに）

火力発電も、原油を燃やせばいいだけであり、原発のような猛毒のゴミもでません。
それと地熱発電が一番安全でクリーンエネルギーなので開発をしてください。

風力発電は低周波障害者が激増してるので大反対です。
太陽光発電も、電池部分の猛毒のゴミが大量に出るので、メガソーラーなど絶対反対です。

原発反対！
再稼働反対！

41909 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 20～25％の選択しを選ぶべきである。 エネルギーの安定供給を考えると、太陽光や風力などの再生可能エネルギーの実現性が疑わしい。現状は福島の事故の教訓を生かし原発の安全性を向上させることの方が現実的だと考え
る。

41910 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を選択します。 しかし、今するべき議論は「2030年までに何%にするか」ではなく、
「何年までにゼロにするか」です。
その為の省エネ目標を、できるだけ早く具体的に定め、脱原発の実現を目指すべきと考えます。
なぜなら、以下の2点について誰も解決策を示せず、実行もできないからです。

１、今後、原子力発電所の周辺で自然災害・テロが起こっても、
　　放射能漏れが起きないようにする対策
「原発を減らすことによる電力不足、雇用減少」を危惧するのに、なぜ原発へのテロ対策がこれほど軽視されているのか、理解できません。

２、使用済み核燃料の処分方法
核燃料サイクルはすでに破綻しています。

今回のパブリックコメントの結果について、３択のうちどれが
多かったのか報告してください。
また、寄せられたコメントも開示してください。

41911 個人 その他 ６０代 女性 断固、原発ゼロシナリオを選択します。 原発はコントロール不可能な技術です。この負の遺産を未来に遺すことを拒否します。

41912 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発はただちに全廃すべき。人間がコントロールでき
なく、破滅の要素を
孕む代物は、そもそも持ってはいけない。
代替エネルギーを論じるより先に、エネルギー消費の
縮小をまずは考えていくべき。

そもそも日本のエネルギー消費量は贅沢な生活を前提にしたものである。少し前の世代の人間は、クーラーなどなくても十分やっていけたはず。過剰な電力など必要ないのである。代替エネル
ギーを模索するなら、太陽光発電など小規模な発電手法で、補助的にカバーしてゆけばよいと思う。

41913 個人 学生 ２０代 女性 ゼロシナリオの希求。国民と政治家が意見を合致させ
ることが必要。

　現在ほとんどの原発が停止していますが、電力不足の問題はありません。そして、電力を最も使うとされている夏季には電力消費のピーク時に、家庭や会社など、可能な人から使用を抑える
ことで電力不足を防ぐことができます。つまり、原発に頼らずに電力をまかなえると言えます。
　自然の動きは現代でもなお完全に予測することはできません。これは３.１１の地震に限らず、今までの自然災害においてもそうです。なぜこれほどに被害が出ていながら原発推進の動きがあ
るのでしょうか。廃炉にする際、放射能が漏れる可能性があるからですか。膨大な費用がかかるから、雇用者の行き先がないからですか。原発無しに電力をまかなえないという理由だけではな
いはずです。真実を教えてください。
　私は政治家の方も、電力会社の方も責めることはしません。同じ国に生きている以上、どんな問題も国民全員に責任があると考えているからです。デンマークのロラン島は原発導入の際、市
民の一部の声を聞いて立ち止まり、今ではほとんどの電力を風力発電でまかなっています。日本でも海外のように子供から大人まで政治について話し合う機会があるべきであり、今回パブリッ
クコメントが設けられたことが非常にありがたいです。
　原発の力が必要だとしても、危険を感じている国民としてはゼロシナリオを推します。停めた後どうするのか、共に策を練りたいと思います。



41914 個人 無職 ４０代 男性 選択肢を3つのオプションに絞るのではなく、シェール
ガス等、安価なエネルギー源でまかない、まず危険な
原発をゼロすることを求めます。

まずは、事故を起こした際に制御しきれない甚大な被害が出る原発に関して、将来的には必ず０をすることを提案します。
事故を起こさないシステムはありません。交通事故、飛行機事故、さまざまな自己はありますが、原発に関しては、一度起こった場合、制御することができず、その被害は甚大になります。
まず、人類が生存すると言うことをもとに考えると、原発に関しては早期に収束させていくべきです。
将来的には０を目指すべきだと考えます。

代用のエネルギーとしては、シェールガス等の安価なガスを安価で買って使うという基本的な経済原理に基づいて、エネルギーを確保すべきです。
中間マージンを入れて、安価な者を高額で買い取って、それを消費者に負担させるというばかげた仕組みを早期に取り払うべきだと考えます。

その間に、自然エネルギーの整備と活用を行うべきだと考えます。

日本は全ての面に対して立ち後れて、こういう事態に陥ってしまいました。
エネルギー政策を行っている責任者に猛省を促したいです。

41915 個人 無職 ６０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来世代に対し
て安全できれいな日本を約束するものではない。原子
力エネルギーへの依存を即終了させる、より踏み込ん
だ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を求めま
す。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私は原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、より
踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私は以下を要求します：

 直ちに原子炉再稼働をやめさせる
 積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
 再生可能エネルギーの生産を加速させる
 発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
 石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける
 原発を化石燃料にたいする代替エネルギーとするのは根本的に間違ってい
 る。化石燃料に対する代替エネルギーは再生可能エネルギーである。だから
 当面は天然ガスによるガスコンバイン発電に重点をおきつつ、再生可能エネ
 ルギーの生産を加速するというのがあり得べきやり方であろう。

私はあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

41916 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見
「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を選択すべ
き
弱者の保護を優先し、即原発ゼロへ。

日本の多くの地震学者は「巨大地震のサイクルに入った」と言っています。
病人、被介護者、子供、老人の安全を守った上での計画停電なら歓迎します。
地震学世界一の国として正しい選択をすべきです。
その選択は世界に誇れるものとなるでしょう。

41917 個人 パート・
アルバイ
ト

６０代 女性 1. ゼロシナリオしかないと思います。 何故か？
それは、どんなにエネルギーが必要といえども、被曝者を出してしまうと言うリスクが大きすぎるからです。今も、福島の事故処理に当たっている作業員の方々の犠牲の上に、私たちは生きてい
ます。人の命を削ってまでの便利な生活はいりません。絶対安全と信じていた原発が、想定外の事故を起こしたのです。これから先、同じ事が起きない保証は、どこにあるのでしょうか？根拠を
明確にして頂きたいです。しかも、事故原因すらまだ分かっていないのに、何故今後の原発の稼働率を何％にする、などという発想が生まれるのか、理解できません。
その根拠もはっきりさせて頂きたい。
そして、廃棄物の処理もまだ決まっていないのにこれ以上増やしてどうするのですか！そんなことは、後に生きる人達に任せればよいなんて考えてませんか。
私たちには未来を繋げていくという責任があります。この想定を考えた方、子どもの目を真っ直ぐ見られますか。
本来、この選択肢の意見を求めることからして間違っていると思いませんか。
まだ終わっていない福島を、どう思ってらっしゃるのですか？
一旦放射能がばらまかれてしまえば、誰も責任なんか取れないのですから。命貰っても放射能は消えません。いい加減、目をさましましょ。

41918 個人 自営業 ４０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：

    ●直ちに原子炉再稼働をやめさせる
    ●積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
    ●再生可能エネルギーの生産を加速させる
    ●発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
    ●石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

41919 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 3つのシナリオで言うなれば、当然ゼロシナリオを指示
しますが、理想的には2030年を待つのではなくより早
い段階での全ての原子力発電の稼働停止を求めま
す。

福島原発の事故は今まで巧妙に隠されていた多くの事実を明らかにしたと思います。なによりまず、放射能そのものと原子力発電の危険性、そして電力会社を筆頭とする原子力ムラの腐敗、プ
ロパガンダ(大手メディアの責任も大きい)、反対者への圧力、さらには「日本国民を守らない日本政府」など数えあげたらきりがないほどの積年の膿が国内外にさらされました。もちろんこれらが
表に出ること自体が罪のない多くの犠牲者(福島原発事故の直接的・間接的被害者)の上で成り立っていると思います。
 ここから日本政府、日本国民は何を学ぶべきでしょうか。ゼロシナリオを支持する理由として3点あります。
 まず、広範囲かつとりわけ未来世代に対してリスクが余りにも高い、ということです。次には、結局仕組みとして一部の人間が儲かるために回している仕組みであり到底フェアではない、というこ
とです。唯一の被曝国かつ技術立国として原発から自然エネルギー発電への転換をすることが、世界的な潮流から見たときにもっとも意義深いとからです

よろしくお願いします。

41920 個人 無職 ６０代 女性 原発すぐさまゼロ、廃炉に向けて政策の方向転換をし
て下さい。

原発は0でも電気は足りているので、再稼働を取り消し すぐさますべての原発を廃炉に向けて政策の方向転換をして下さい。
原発以外で電気の供給が出来ないと言う現存の怠慢な電力会社は解体させましょう。能力のある日本人は幾らでもいます。
日本に原発電気も核兵器も必要ありません。これ以上日本を放射能まみれにしないで下さい。貴方がたが本当の日本人なら破滅にむかっている日本を止めて下さい。
福島が日本の未来、世界の未来。世界の破滅は日本からとならないことを祈ります。

41921 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 (1)原発ゼロシナリオを選びます (1)原発ゼロシナリオを選びます

使用済み核燃料の処理方法が未発達であること。
そして今、原発が止まっている時点でも十分電力は間に合っていること。
また、地震対策が盤石ではないことが明らかになった今、ゼロシナリオを選ぶのは当然。

41922 個人 学生 １０代以
下

男性 原発はすぐにやめてください。 原発は人間を滅ぼします。

精神的にも肉体的にも。

そんなものは要りません。

すぐにやめて下さい。

41924 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発ゼロシナリオに一票。 ３，１１の原発事故以来、福島にはまだ苦しんでいる人たちがたくさんいるのに、警戒地区内に取り残された動物達（飼い主が避難するときに一緒に避難するのを拒否された）は極限まで耐えて
餓死した命が何頭あるかご存知であれば、ふくしまの事を身を以てわかっているのであれば、安全と福島をおきざりにして再稼働なんて出来ないし、もっと稼働させようだなんて思わないはずで
す。

文字に規制があるので思ったことも書けないパブコメなんて意味がない！

再稼働今すぐ停止しろ!
原発反対!

安全と福島をおきざりにするな！！

官僚は福島に移住しろ！！！！

41925 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 「エネルギー・環境に関する選択肢」について、「原発
ゼロシナリオ」の採択を希望します。

福島第一原発事故で判明したように、原発は非常に大きなリスクを持っています。
環境は汚染され、人々の衣・食・住、経済活動、そして精神に大きなダメージを与えます。
もし事故がまた発生した場合に、国や電力会社が被害を補償することが困難です。

41926 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します ５月５日、国内で稼働する原発すべてが停止しました
そして二ヶ月、原発が作り出す電気を一切使わないで
過ごすことができることが証明できました
にも関わらず、あなたたちは大飯原発を再稼働させましたね。
福島の事故が起きて、原発の安全神話が崩れさったのに、
なぜですか？再稼働はギャンブルです。
今からでも遅くないので、止めてください。
原発の割合は０％にする選択肢しかありません。
ゼロシナリオでは、2030年時点で0％としていますが、先程も書いたように2012年5月5日からの2か月間、日本の原発依存度は0％であり、
即刻0％は可能であり、その選択肢があってしかるべきだと思います。
どうぞよろしくお願いします。

41927 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発をなくしてください 経済よりも
命だと思うからです。
命が無くなったら経済どころか全てが終わります。

41928 個人 学生 １０代以
下

男性 2030年での原発ゼロを支持する。 　2030年時点での原発ゼロを支持する。昨年の原発事故によって原発の危険性や限界は明らかになり、電力もピーク需要をカットするなどの工夫で原発なしで賄うことができる。原発のない社
会を早急に実現するべきだ。

今回、政府が「エネルギー・環境に関する選択肢」として、原発依存度を下げ、再生可能エネルギーを増やすという制約の中で、最も極端で大胆なシナリオ、つまり、ゼロシナリオを提示した点は
大いに評価している。直感的にはゼロシナリオに1票を投じたいところではあるが、私はその修正案として、2030年の原発依存度5～10%を提案したい。修正点は二つある。一つは再生可能エネ
ルギーの電源構成、もう一つは言うまでもなく原発依存度だ。
先ず、再生可能エネルギーの電源構成についてだが、ゼロシナリオでは2030年の発電電力量約1兆kWhに対し、水力を除く再生可能エネルギーは24%を見込んでいる。つまり、2400億kWhという
ことになるが、そのうち太陽光と風力を合わせた発電量は1624億kWhと、3分の2を占めている。
さて、コスト等検証委員会報告書（以下、「コスト報告書」と言う）によれば、太陽光・風力の設備利用率はそれぞれ10%・20%と設定されている。天候の影響を大きく受けるため設備利用率が低くな
り、発電コストがかかる訳だ。その一方で、再生可能エネルギー普及の起爆剤として7月1日にスタートした固定価格買取制度の対象には、細かな限定はあるものの、太陽光・風力に限らず地
熱・水力・バイオマスも含まれている。なかんずく地熱は、コスト報告書によれば、設備利用率が80%と高く、安定的な発電が可能なため、発電コストが石炭と同程度に安い。また、少し前になる
が、3月27日に環境省が国立・国定公園内における地熱開発について、規制区域外からのいわゆる「傾斜掘削」だけでなく、限定的に区域内の「垂直掘削」も認めるよう方針を大きく転換した。そ
して、その2日後には、エネルギー・環境会議でも当該通知を踏まえて、「エネルギー規制・制度改革アクションプラン」を取りまとめている。このような経緯からすれば、三つのシナリオがいずれも
地熱の導入量について言及していないのは誠に遺憾である。太陽光・風力よりも圧倒的に安い地熱で大胆な導入目標を打ち立てれば、全体の電気料金を抑えつつ再生可能エネルギーを普及
させるというシナリオが描けるはずだ。1400万kW、930億kWhが地熱の導入ポテンシャルとしてコスト報告書で示されている一番大きな数字だが、日本は世界第3位の地熱資源国で、そのエネル
ギーは2347万kWになると聞く。これが何億kWhに相当するのかは計算しかねるが、地熱こそが再生可能エネルギーの本命であると言うことはできるのではないか。環境省は渋るかもしれない。
それも理解できなくはないが、それこそ政治主導で進めてほしいと思う。
次に、原発依存度だが、一番理想的なのは0%だと思う。ただ、現状では2030年においても5～10%残しておくのが現実的かつ妥当なのではないかと考える。福島原子力発電所事故を経験した
今、原子力が抱えるリスクについてはもはや詳述を要しない。確かに原子力のリスクは甚大で、「原子力から撤退せよ」というのも合理的な主張であろう。ただし、そこで問題となるのは、原子力
から撤退することによるデメリットをどう考えるかということだ。例えば、不足する電力を再生可能エネルギーで補うことによる電気料金の値上がりが考えられるが、前述のように、これは安い地
熱を重点的に導入することでかなり緩和できる。恐らく、重要なデメリットは二つある。
一つ目は、地球温暖化対策の後退だ。2011～12年度の温室効果ガスの排出量が1990年度比で6.6%増加するという環境省の試算があるが、原発ゼロの温暖化対策がいかに難しいかが如実に
表れている。今年に入り、鳩山元首相が国連気候変動首脳会合で打ち出した、2020年度に90年度比25%の温室効果ガスを削減するという日本の国際公約を撤回するかというニュースをしばし
ば見るようになったが、撤回では世界は納得しないだろう。福田元首相が受賞した化石賞を再び受けることになるばかりでなく、環境問題における日本の発言力・影響力の低下はもはや挽回で
きないほどに決定的となるだろう。原子力を補完的な電源として維持し、国際公約の達成年度を何年か延期するのが現実的な選択であると思われる。
二つ目は、放射性廃棄物処理問題の停滞だ。脱原発は、逆説的だが、「原子力バックエンド」と呼ばれるこの問題の解決を遠ざけることになりかねない。それが研究者・技術者の減少を招くだけ
でなく、原発の停止により放射性廃棄物が現状のまま増えないとなれば、その処理に対する行政上の優先順位が後退することは間違いないからである。例えば、ごみ処理場が満杯に近付くと
ごみの減量化にあの手この手を使う訳だが、ごみ処理場を新設して余裕ができると減量化の動きが弱まるということは、想像に難くない。
私は、この二つのデメリットへの対応策として、原子力をまさに最後の選択肢として存続させる必要があると考えている。国民は原子力から撤退する前に、この二つのデメリットに対して、解決の
道筋を付けるか、少なくとも解決に向けた揺るぎない合意を形成するべきではないだろうか。
しかしながら、原子力のリスクはあまりに甚大である。単純に従前の利用を続けることは認められない。福島原発事故の原因が徐々に明らかにされつつあるが、重要なのは、今回の事故を防ぐ
ためにはどのような事態を想定し、どのような対策を打っておくべきだったのか、その想定・対策が不可能であった場合に、事故後どの段階でどう対処していればどこまで被害を抑制できたのか
を示すことであろう。そこまで示されて初めて国民が原発再稼働の是非を冷静に判断するための材料になる。
以上より、地熱の最大限の導入、原子力リスクの十分な予防・管理策を大前提として、地球温暖化の防止、放射性廃棄物対策の継続性という観点から、必要最小限の範囲で原発を稼働させる
のが妥当であると考える。それが2030年時点の原発依存度5～10%を提案する理由だ。

41923 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 地熱の最大限の導入、原子力リスクの十分な予防・
管理策を大前提に、地球温暖化の防止、放射性廃棄
物対策の継続性という観点から、必要最小限の範囲
として、2030年時点の原発依存度5～10%が妥当であ
る。



41929 個人 法人等 ４０代 男性 原発停止による多大なデメリット面を冷静に考えれ
ば、現時点においては、原発政策の推進は最善策で
あり、これを止めるのは愚策。安全性を高めて原発を
運用しつつ、次世代クリーンエネルギーの研究開発を
進めるべき。

原子力発電が、未来永劫、最上のエネルギー資源とは考えていませんが、現時点においては、少なくともコスト効率において最善の選択肢であることは、左翼活動家の煽る非論理的かつヒステ
リックな言い方を別にすれば、明白です。

原発の停止により、「計画停電」「自粛節電」を国民が余儀なくされた結果、昨年、今年の酷暑のなかで、熱中症で体調を崩されたり、命を落とされている方々の数が激増しています。
しかし、左翼マスコミが煽るのとは裏腹に、原発起源の放射能汚染による死者は、報道されている限り「ゼロ」です。

また、原発停止により、コスト高の火力発電主体の先祖返りエネルギー政策に戻れば、そのコスト分は電気料金値上げとなって、この度、国会で承認された消費増税に追い打ちをかけ、国民の
経済活動をいっそう疲弊させ、さらには大量の電力を必要とする製造業はじめ日本および世界経済を支える日本の産業を大きく圧迫し、日本経済を完膚なきまでに破壊することは容易に想像
できます。その折には、経営者、被雇用者、失業者から、自殺者が続くことも起こりうるでしょう。

しかも、原油運搬時に通過する東シナ海シーレーンは、中国により繰り返し行なわれている領海侵犯行為により、いつこれを断たれるかわからない大きなリスクをはらんでいます。

原発政策を止めることによるデメリットを、原因－結果の法則に鑑みてよくよく考慮すれば、現時点においては、先の不幸な事故に学び、より安全性の高いシステムを再構築しつつ、将来、原子
力発電に替わる、より安全かつクリーンなエネルギーの研究開発に国家予算を投じていくのが、日本の、将来にわたる繁栄への道だと考えます。

41930 個人 自営業 ３０代 女性 日本すべての原子力発電の再稼働停止を求めます。 3.11原発事故という取り返しのつかない事態が起こり、まだその収束もついていないのに、原子力発電再稼働という選択肢はないと思います。

誰も責任が取れないものを稼働すべきじゃないと思います。

行き過ぎた便利さを保つ為よりも、皆の命、未来の命を大切にして欲しいです。

41931 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を支持します。
原発の再稼働を認めず、直ちに撤廃してください。

原発の危険性と、その設置・稼働を認めてきた政府・電力会社のデタラメさは十分明らかになりました。各種事故調の報告にあるとおり、事故への対応能力もありません。

原発は通常運転時でさえ、（１）科学技術的に完成されていないし、完成する見込みがない技術であり、（２）交付金というバラマキによって民主主義を破壊します。（３）被曝労働を前提としている
非人間的な技術であることにくわえ、（４）最終処分を加えると、コスト的にも高く、国内産業のためにもなりません。

事故時の被害の甚大さはあらためて指摘するまでもないでしょう。

自然エネルギー開発で世界をリードし、新技術による産業育成・雇用創出に尽くすことこそが取るべき道です。

41932 個人 自営業 ４０代 男性 脱原発。ゼロシナリオ。 意見もなにもこのパブリックコメント自体に意味があるのかもわからないが、無駄だとしてもやらずにいられなかっただけ。

理由なんて国民に聞かなくてはわからないのでしょうか？　これから先、何十年をかけて放射能の影響で人体や自然、食物などに出る問題の責任はきっとどこも取らないでしょう。我々庶民には
ほんとうにエネルギーの選択肢が今のものしかないのか？なにがほんとうに安全なのか知ることは難しい。ただはっきりしているのは今回の原発事故による汚染の恐ろしさです。この事実から
答えを導くと脱原発にしかならない。

41933 個人 学生 ２０代 男性
原発の安全性基準をさらに厳格に、

しかし明日にでも原発はゼロ

「日本の経済成長も大事」
日本の復興には原発は必要。

いまよりも安全性基準を厳しいものにする。
そして国民へのその基準を全公開。

原発は必要だが限りなく早くゼロを主張

41934 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発は０とすべき。
この時代を生きた人間の責任として、日本の原発はす
べてなくし輸出もしないで責任感のある人間として未
来の人に少しでも汚染の少ない地球を残したい。

原発は０とすべき。

原発は処理できない廃棄物で日本のみならず地球の環境を汚染する。未来の人間に今まで作り出し放出した分だけでも申し訳ない。
３・１１のあと日本列島は大きくゆがみ、以前以上に地震、断層的にも不安定なのは、世界中が知っている。その中でいずれ廃棄物を処理できるようになるから大丈夫と言って原発を再稼働する
とは、日本の信頼をなくす行為である。
世界の中で政財界の地位を失いたくないために原発を動かしエネルギ－過多の日本とするより皆で少しずつ協力して市民の暮らしと生活を守るエネルギー（原発以外の）政策を展開してほし
い。
各国から注目される今、それが原発事故を起こした日本の責任ある態度であると各国から別の意味で認められる国となると思う。
老朽化した原発の処理も何十年もかかる様子がチェルノブイリより学ばされ燃料棒が処理可能になるには、何百年何千年とかかることが明らかになった現在新しく原発を作るなんてもってのほ
かである。

41935 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 問題は、日本に原発が必要か否か、ではなく
原発を持ちうる能力の有無です

原子力の安全性を危惧する意見、
原子力の必要性を言う意見、
これら両論が並び立つことはないでしょう

私は、今の福島の現状えを見、将来を考えるに、
行政・電力会社の、原発有事の際の対応能力のなさを問題にします

絶対に壊れない機械や施設というものがあるでしょうか
ミスをしない人間が居るでしょうか
事の大小は問わず、いつか必ず事故は起きる、と考えるのが常識ある認識というものです
そんなときに、今の行政府にまともな対応が取れるとはとうてい思えません
安全のための設備が不十分なまま大飯を動かしてしまうセンスの持ち主を信用できる訳がありません

41936 個人 家事専
業

２０代 女性 ゼロシナリオを支持します！
【脱原発】

【理由】
危険なものを安全に扱おうとするよりも、
安全なものをより効率的に使おうとする方が、未来は明るいから。

つまり、原発はいりません！
１基もいりません！！

再生可能エネルギーで賄っていける技術の研究開発や
社会システムづくりに力を注いで下さい。

また、CO2等の温室効果ガスの削減のためにも、
火力に頼るのではなく、再生可能エネルギーにシフトしていって下さい。
そのせいでなら、電気料金が一時的に高くなるなどしても、構いません。
電気料金が一時的に高くなってでも、やらなければならないのです。

もう事故を繰り返したくありません。
汚染された食べ物も食べたくありません。

本気で脱原発して下さい。お願いします。
原発は一基もいりません。

最後に、このパブリックコメントという制度があることを
もっと大々的に国民に伝える必要があると思います。
これでは知る人ぞ知るで、知らない人はいつの間に？で終わってしまいます。
子供からお年寄りまですべての国民が参加できるよう、
もう少し工夫したやり方を考える必要があると感じました。
このようなコソコソしたやり方は、、、疑問です。

41937 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発廃止 何より命が大事です。　電気が足りないのなら、皆で我慢しまししょう。　これ以上、地震大国日本で、原発の犠牲者を出さないでください。　ソーラーエネルギーにもっとシフトしましょう。

広島、長崎、原発事故。

未来の大人である子供たちに、負の遺産を残さないでください。

これだけの原発被害が出ている中での与党、野党の行動をみて私は、つぎの選挙の投票を決めます。

自営業 ４０代 女性 2030年に向けた原発比率ゼロシナリオを支持します。 将来に放射性廃棄物の処理問題を押しつけず、国民を体内・対外被ばくのリスクから遠ざけるためにも、人知を超えた災害を導く恐れのある原発はできるだけ速やかに廃炉手続きに入るべき
である。同時に、小規模なクリーンエネルギー発電装置を可能な限り全ての建物、河川、地熱利用可能地域に設置することで、安心・安全な電力を未来永劫にわたり安定供給する仕組みをつく
り、その分野で日本が世界のけん引役となることが望ましい。

そう考える理由は、下記の通り。

1.原子力の安全確保と将来リスク

一度災害が起きてしまえば、原発災害は想定を越えたコントロール不能なものとなりうることが、福島第一原発の事故で明らかとなった。
未だ同事故の収束ができない状況の中で、他の原発の安全性を確保すると想定すること自体が矛盾であり、信ぴょう性に欠ける。
日本列島全体が地震の活動期に入った今、人類の想定を超える自然災害は日本のどこにでも起き得るし、災害の混乱の中で人災が起きて事故を拡大する可能性も否定できない。

更に、放射性廃棄物は既存の原発から排出されるものに加えて福島の原発事故関係の廃棄物も膨大な量にのぼっており、最終処分方法が未決定のまま各地で暫定的に管理されている状態
が続いている。
この現状は私たちの子孫の人体に影響のあるごみを大量にしかも各地に残すことにつながり、現状の継続は倫理上許容できるものではない。

2.エネルギー安全保障

人々の日々の暮らしにも経済活動にも、電気は欠かせない。だからこそ、未来永劫にわたってエネルギーが安定供給できるように、今の時点で再生可能エネルギーに大きくかじを切ることが重
要である。

巨大施設で大規模な発電をする従来の手法では、多量の燃料が必要となり、燃料調達費用も施設維持費もかさむ。

一方、日本は急峻な河川に富み、火山列島で地熱も豊かであることから、小水力発電、地熱発電、そして全ての家や施設に太陽光パネルをとりつけることによる太陽光発電など、複合的なアプ
ローチによって無数の場所で独立的に再生可能な電力生産をし、それをお互いに融通しあう道筋を考えるべきである。

2011年の東日本大震災の時のように、発電所が止まることで大停電の危機が訪れれば、交通、医療など生命にかかわる重要な産業に甚大な支障がでる。そこで、上記のような分散発電という
形で基本的に全ての施設に何らかの自立発電装置を設置すれば、国民の日常生活および産業の維持に必要な最低限度の電力の安定供給がどのような非常事態においても図られるため、災
害対策的にも国民生活的にも望ましい。

3.コストの抑制と産業の空洞化防止

太陽光発電、小水力発電、地熱発電を設置可能なあらゆる場所に設置していくことにより、そういった装置への需要が喚起されて、生産コストは下がる。しかも、新技術開発への追い風にもな
る。

従来型の産業は、円高対策などの理由で海外移転が避けられない。
そうであるならば、新規産業育成に注力して日本がその分野で世界最先端になることを目指すべきである。

再生可能エネルギーの小規模発電装置のコストが安くなれば、小さな投下資本で遠隔地にも普及がしやすくなるため、先進国のみならず地球上のすべての国・地域が新規市場となり、その
ニーズは膨大である。

それは例えば、固定電話を普及させにくい世界各地に携帯電話が一気に広まったのと同じである。

クリーンエネルギーの発電・送電のための新時代型ハードウエアおよびソフトウエアの研究開発は、アメリカ、ドイツなどで既に進行中である。
携帯、IT技術では、欧米が国際標準を作ることを許してしまったために、日本企業は後塵を拝し甚大な痛手を被っている。次世代の再生可能電力の技術においては、何としても日本が世界を
リードできるよう、国をあげてのバックアップが必要である。

再生可能電力の技術で日本が世界をリードすることができれば、新たな日本の産業となるのみならず、世界の平和と幸福に大きく貢献できるメリットもある。化石燃料への依存率も減らすことに
なるために、CO2排出削減にも寄与しよう。

40年かかるという原子炉の廃炉技術についても、世界でまだ確立したものはない。今後は廃炉技術の確立にも力をいれ、世界各国における脱原発を日本が推進するとともに、廃炉技術を輸出
することで脱原発のリーダーとなるのも、日本が将来世界に重要な役割を果たす一つの道である。

上記の理由から、2030年に向けた原発比率ゼロのシナリオを支持します。

41938 個人



41939 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオで自分たちの世代の責任を取る。 原発はCO2どころではない、100万年もの永き時間に渡って有害な放射能を撒き散らすゴミを生む発電システム。
自分たちが生きている間だけ何となればいいのか？そうではないはずだ。
自分たちの世代のツケは、自分たちが生きている間に清算すべきで、それを可能とする手段を選択しなければならない。
それが大人というものだ。

あと、ゼロシナリオでは電力不足を補う為により一層の省エネや制限ばかりが、あげられているが、そうではないはずだ。
過去に原発を国を挙げて開発、邁進、金が動いたように、クリーンエネルギー開発でもそれをできるはずだ。
発想の転換ができていない、先を見る事ができていないだけ。

41940 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 原子力発電に反対です。停止を希望します。 自然が生態系が、食べ物が汚されている事、人が住む場所を追われている事、子供たちの将来に不安がある事、悲惨な現実が多くあります。そうまでしてエネルギーを補う必要があるとは思え
ません。電力会社の利己的な再稼働など許せない事も。

建設的な方針をとれば、自然エネルギーの推進が当然だと思います。
原発に依存する生活はもう必要ありません。本当に電力が不足しているなら節電を厭わず致します。でもそれも幻想ではないですか。

41941 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 2030年に原発依存度ゼロシナリオを支持します。今後
日本が地震の活動期に入ったことを考えると、原発を
持ち続けることは国力を壊滅させるリスクになります。

2030年に原発依存度ゼロシナリオを支持します。
理由は以下です。
１）原発のエネルギー生産の効率の良さや、安全保障上で各技術を保つための重要性は理解しますが、今日本が地震の活動期に入ったこと、そして、どのような科学技術も絶対に安全(事故が
ない）ということは言えない中で、また福島第一原発と同じような自体が起こったら、日本の国力は壊滅的な打撃を受けると思います。
日本は地震国ですので、原発はあきらめて、その代わり、原発以外のエネルギー生産の形を目指し、また、世界に先立つ持続可能な社会づくりを原発を持たない形で続けていくべきでしょう。

２）原発技術は、右肩上がりの経済成長に適した技術ですが、いずれにしても、日本は世界で最も高齢化も早く、右肩上がりの経済成長は脱するしか道はありません。実はこの高齢化は、日本
だけが高齢化するのではなく、アジア諸国の日本より経済発展が遅れた国（韓国、台湾、シンガポール、タイ、インドネシア・・・）も、15年から30年うちに高齢化することがわかっています。その意
味で、右肩上がりの経済成長モデルを脱しても持続可能にやっていくための社会作りを世界に先駆けてやっていくことは、日本の存在感と価値を挙げるでしょう。

３）また、日本は残念ながら、広島長崎の続き、福島という、3つの核の惨事を経験してしまいました。世界にもまれにみる「核被害国」として、やはり、脱核を国のアイデンティティそしてシンボル
にしていくことは世界的な役割であり、合理的な選択でしょう。次に原発事故が起こったら日本全国のみならず、他の国にも今度こそもっと放射線被害の迷惑をかける可能性もあります。そのと
きの補償額や日本の世界的地位のダウンを考えると、ぜひ今のうちに、脱核という位置づけで日本の存在感を示していくべきでしょう。

４）また、政府の透明性などについて、これまでの情報隠し（情報提供の遅れなど）の状況を考えると、そのような透明でない状態で、原発を使い続けるべきではありません。東日本大震災後の
福島第一原発事故のあと、何人の政府の高官(政治家含め）が自分の家族・子どもを外国に一時避難させていたか。国民には、安全だといいながら、自分の子どもを外国に逃すようなことを
やっている国のトップのもとで、このようなリスクの高い原発を続けるべきではない。

５）日本は親米政策を政治的経済的にとってきました。日本が脱原発できない理由は、１）米国と組んでの原発産業の計画が崩れること　2)米国の対中国の安全保障政策の中で、日本が脱核し
たら、核の安全保障上、アジアで中国の地位があがりすぎるから、日本は脱核できないと聞いています。しかし、アメリカとこれまでどおりに組み続けるのが本当に賢いですか？　日本の貿易量
は中国の方が多いし、アジアの国々との間での経済的、安全保障的連携を考えた法が賢くないでしょうか。アジア諸国は、地震国日本で原発を続けてほしいと思っているとは思えません。

41942 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロシナリオを希望します 地震大国の日本には危険すぎる発電方法だと思います。
使用済み核燃料などの核廃棄物は安全な処理方法が無く、それらが増えていくという事は
日本の国土のみならず地球全体への汚染拡大にもなりかねません。
直ちに日本の全原子力発電所を廃炉にするために必要な行動をとって欲しいです。
電気はとても重要であるからこそ、原発以外の方法で発電する必要があると思います。
原発ゼロシナリオを希望します。

41943 個人 学生 ２０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、原
子力エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。0%
を求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。よって0%を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

41944 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 再生可能エネルギーを実用化するためにも原子力は
必要。原子力の利用と再生可能エネルギーの研究開
発を並行して進める方針とすべきで、ゼロシナリオを
選択することは時期尚早であり絶対に避けるべきであ
る。

　再生可能エネルギーは他の電源と比べてクリーンであると言え、将来的には我が国もしくは人類の基幹電源として期待できると考える。ただ、実際に再生可能エネルギーの大規模な導入を実
施するにあたっては、気象条件等によって発電量が左右されるという安定供給性、必要とする敷地面積が多くなるという実現性、さらには発電設備（風車や太陽光パネル）の素材を他国からの
輸入に頼らざるを得ないといったエネルギーセキュリティについて課題・問題点がある、ということを一般国民レベルで耳にする。専門家レベルになればさらに他の課題・問題点があると想像でき
る（現段階で顕在化していないものもあるかもしれない）。安定供給性、実現性、エネルギーセキュリティは電源としては重要な要素であり、特に安定供給とエネルギーセキュリティは経済活動だ
けでなく国民の生活にも直結しており多大な影響を及ぼすものである。よって再生可能エネルギーの大規模導入にあたっては、原子力や火力といった電源と同等の安定供給性とエネルギーセ
キュリティを有していることが必要最低条件であると考えられる。加えて他の課題の抽出も必須となる。これらの課題・問題点が解決又は解決の確かな見通しが得られる前に導入に踏み切ると
いった安易な選択は絶対に避けるべきである。
　上記のことから再生可能エネルギーは未発達の技術であると言え、導入のためには、これを前提とした基礎的な研究開発から始める必要があると考える。ここで、研究開発を行う間のエネル
ギーをどう確保するのかという問題が生じるが、これについては原子力の利用が有効な選択肢であることを思い出すべきである。原子力利用の最大のメリットは、核燃料サイクルによって準国
産エネルギーとして半永続的に利用できる点であり、核燃料サイクルが実用化されれば、安定供給やエネルギーセキュリティの問題がほぼ完全に解決され、これによって確実・着実な再生可能
エネルギーの研究開発が実施できる。極端に言えば時間を稼ぐことができるので、より高品質な技術を築くことが期待できる。核燃料サイクルの実用化については、これまでのエネルギー基本
計画や原子力大綱等で述べられている通り、まだ研究開発が必要であるものの実用化の見通しは十分にある。加えて、東日本大震災に起因する福島原発事故から得られた教訓によって、特
に安全面に関しては更なる技術的向上が期待できる。
　以上のように、再生可能エネルギーの導入・実用化にとっても原子力は必要であると考えることができることから、現時点で方針を決めるのであれば「原子力の利用・核燃料サイクルの実用化
に向けた研究開発」と「再生可能エネルギーの実用化に向けた研究開発」を並行して進めるような方針とすべきであり、「15シナリオ」や「20～25シナリオ」はともかく、「ゼロシナリオ」を選択するこ
とは時期尚早であり絶対に避けるべきである。理想的には、当面は従来のエネルギー基本計画の通り原子力を基幹電源として利用し、その間に再生可能エネルギーの研究開発をこれまで以
上に積極的に推進し、最終的には再生可能エネルギーを基幹電源にするというシナリオが望ましいと考える。次世代に残すべきは原子力のない社会ではなく、エネルギーセキュリティが確保さ
れ電気を安定して得られるようなエネルギー面での脅威がない社会である。

41945 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、より踏み込んだ核エネ
ルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に以下を要求します。
・直ちに原子炉再稼働をやめさせる。
・積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる。
・再生可能エネルギーの生産を加速させる。
・発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する。
・石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける。

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

41946 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 ゼロシナリオを選択。 今は、ネットでいろんな情報が手に入り、また、広まるのもとても早いです。
昔とは違います。それをふまえた上で、国や電力会社の方々も考え方を変えて欲しい。昔は一部の反対派の間でしかシェアされていなかったことが、今は、原発に興味のない人の耳にまで入る
時代。いろんな情報がはいってくるけどそれでも、信じたいです。日本を。これからの選択にかかっています。
子々孫々に原発を押し付けるのか?30年後と言わず、即廃炉を希望します。
自分が放射線の影響を受けてからじゃないとこの大変さに気付かないのでしょうか？

41947 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 『脱原発』を支持します。
自然エネルギーの普及・発電量増と節電、生活改善
により可能です
 

私は食べ物・素材、日用品は基本的にオーガニックのものを選び生活しています。
それは、割高なせいか、なのかもしれません。
それでも、私は環境に自分に、子どもに、未来に、優しく、そしてなるべく迷惑をかけずに生かさせてもらいたいと思っています。
私の洗剤の利用は合成洗剤が真水になるための費用よりも格安でしょう。ゴミが少ないということは、清掃工場の費用減に繋がっているでしょう。
ムダなものはカットし生活するということは、自分らしく、責任を持ち生活することです。
電気も同じです。私は電力会社を個人契約で選べるのならば、環境汚染している電力には対価は支払わずに、オーガニックの食材を選ぶように、自然エネルギーの電力を買います。割高だとし
ても迷わず選びます。ムダのない、必要最低限の電力を購入したいです。
その選択肢すらない現在、原子力発電ゼロを支持するしかありません。
 
未来を見据えない国に明日はありません。

41949 個人 自営業 ４０代 女性 ２０３０年までに原発ゼロを支持。できるだけ早く全て
の原発を廃炉へ、そしてもんじゅも廃炉へ。

核の最終的な形である放射性廃棄物をどのように処分するのか、それがまだ日本では決まっていません。今回の原発事故ででた廃棄物すら、どのように廃棄するのか決まっておらず、中間施
設という先延ばしの場所に一時的に置いてあるだけです。そんな状態で、原発を動かせば必ず出る廃棄物の行方を決めていないまま、原発を動かすというのは今良ければそれでいいとばか
り、全ての問題を先送りにしているだけです。それを解決するはずだったもんじゅも、故障続きでまるで現実的ではなく、世界的に考えても再処理施設を進めているのは日本だけです。それはな
ぜか？ナトリウムを使う施設は一度事故が起きれば原発以上の被害が出るのは明らかだからでしょう。地震もある日本で、それだけのリスクを犯してまで、しかも多大な税金を投入して再処理
をするのは、廃棄物の処分も先延ばしにできるし、そこに利権がからんでいるからと思わざるをえません。もう未来へと問題を先延ばしにしてはいけません。こんな史上最悪の事故が起きて、私
達の世代は十分未来への重い負担を残してしまいました。汚された土地、汚された水。いったい何年後に子供達が心置きなく福島の地で遊べるのでしょうか？私達が今断ち切らないで、いつ誰
がこの原発をとめるのでしょうか？何万年と封印しなければいけない放射性廃棄物を、もうこれ以上増やしてはなりません。一刻も早く全ての原発を廃炉に、そしてもんじゅも廃炉に。

41948 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 エネルギー・環境に関する選択肢として私は
「ゼロシナリオ」を選択する。

「ゼロシナリオ」を選択した理由、
　一つは、一刻の猶予もないという事。
福島第一が首の皮一枚、ひとたび大地震でもあれば
いつ何時最悪の状況になりかねないこの段階で、
事件の原因、責任、再発防止策も未だ明確にしない。
再稼働という選択肢がそれらの進展を阻んでいる。

　二つ目は、次世代を築いていく子供達に
「ゼロ」以外の選択肢では合わす顔がないという事。
老い先短い政治家の方々はあまり興味のない事かと思うが、
子供らは将来の環境を選ぶ判断ができないので
私達大人が責任をもって正しい判断をするべきだ。
「将来的にも安全だ」と言われてもそれが証明されるのは
何十年後。言い張った政治家達は人生すら引退してしまっている。
それでも安全だと言い張るのなら、
ぞくぞくと解除されている「元警戒区域」に
国会、議員宿舎、議員の家族を丸ごと移転させてみろと。
霞ヶ関機能が福島に移転されれば、それはそれは大きな復興支援事業に
なるだろう。

　三つ目、原発を受け入れる側（地域）は、他に安定的な産業がないから
仕方無しに飲んでいる訳であって、別に原発が好きな訳ではない。
他に「選択肢」があれば当然別の道を選ぶ。
それこそ、そういった地域に政治の重要拠点をおけば地元産業も潤うだろう。
「ゼロ」の方針以外では、また
「引き返せない選択」をせざるをえない人達が生まれてしまう。

　四つ目、電気ありきで作られるモノが多過ぎる。特に建築関連。
「ゼロ」が決定されてれば、ある程度の規制がかかって当然だし、
それに伴って自然エネルギーの開発も早まるだろう。
　日本の技術者たちは、国家戦略室が提示した
「これでもゼロシナリオを選びますか」的な説明図よりも
うんと早く高いレベルの技術開発を提供できる。
　その為には、リーダーがゴーサインを出してくれないと、
逆に言えば「ゴーさえ出してもらえれば、想定以上の結果を出す」
これが日本国民の神髄であることは、そちらの方がご存知では？
　経済的リスク軽減と、自然エネルギー開発産業は相反するものではない。
インドへは、原発ではなく
最先端の再生可能エネルギー技術を輸出すればいい。

　燃料プールは待ってくれない。
どこまで、いつまで、等と言ってる場合ではない。
政府はゴーさえ言ってくれればいい。
毎度出てくるナントカ法人の邪魔さえなければ、
あとはご存知の団結力と職人魂で乗り切る。
日本国民の意地と底力をナメないでいただきたい。



41950 個人 家事専
業

３０代 女性 原発0パーセントにして下さい。 再稼働しないでください。
これ以上目を背けないで下さい。
化石燃料以外への燃料シフトを真剣に考えてください。
本当の事を教えてください。
よろしくお願いいたします。

41951 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 エネルギー政策の今後について 現在の原子力政策に反対です。
エネルギーは必要です。しかし、それが誰かの故郷を奪うようなものであって良いとは思えません。
即効、原子力発電を全て停止することはエネルギー確保の観点から厳しいことかもしれませんが、きちんと段階を踏み、太陽光発電など新しいエネルギー確保の道を進めていくべきだと思いま
す。
原子力を忌み嫌うのではなく、今までの感謝を込め、日本の持てる技術を結集して原子力発電を収束させていって欲しいのです。

よろしくお願いします。
41952 個人 自営業 ２０代 男性 三つの選択肢としてというより、確実に『０％』をもとめ

ます。
日本は福島原発を目のあたりにしたこの状態で、いつ原発がまた天災や人災により事故がおき放射能を世界にばらまくかわからない。ぼくはまだ２７歳ですが、戦争なども経験していないし、広
島、長崎、　チェルノブイリもしりません。ただ戦争を経験された世代の方々がたくさんデモなどに参加されたり、いろいろな活動をされたりできている、今現在に真剣に向き合うべきだと思いま
す。この日本の核に対する甘さ、人間として命を、子孫、今後の未来をかえなければいけない気がします。未来のことはわかりませんが、危険だとわかっている時点でしっかりとたちどまり国民
が納得いくまで考えるべきです。いま再稼働してしまっている�大飯原発が不安でしょうがありません。来年結婚を考えていますが、子供を作ることをものすごく悩んでいます。電気は便利です。
なくなると困ります。しかしもうこれ以上電気に依存していきるのは求めません。自然エネルギーでまかなえる範囲で人間がd力していかなければならない。　すぐに原発をゼロにするべきです

41953 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発には頼らない方が良い。 原爆や福島、東海村の原発事故を見ると、核というものの恐ろしさが如何ほどか否が応でもわかる。人間が取り扱う限界を超えているんじゃないか？そんな気さえ湧いてくる。エネルギー政策
上、原発以外のエネルギーでは足りなくなるのかもしれないけど、でも技術が売りな日本人ならば、解決策を考えられるんじゃないかと信じている。

41954 個人 家事専
業

３０代 女性 原発ゼロシナリオ 絶対の安全が確認できていない原発を稼動するべきではありません。
原発の再稼動はしないでください。原発をゼロにしてください。
そして、自然エネルギーをもっと推進してください。
お願いします。

41955 個人 自営業 ５０代 女性 原発ゼロシナリオを支持！(即時) 原子力発電のおそろしさは、目に見えないところにある。
目に見えない危険、恐怖が未来を包むとしたら…
想像するだに無念な気持ちになる。

だから、迷っている場合ではない。少しでも早い段階で、その芽を摘み、安全な日本を目指したい。

運転停止しただけでは解決しない問題。
気の遠くなる程の時間を要するその処理。

それなら、一刻も早くすべての原発の廃炉に向け動き出すべきです。

東日本大震災で知らされた、自らの無知を恥じ反省し、
その甚大な犠牲を無駄にしないためにも、
自分だけでは、わずかな力かもしれませんが、強く即刻ゼロを訴えます。

41956 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します。 安全性の低い原子力発電所は必要ない。
電力は充分に足りている。
福島原子力発電所のような事故がまた起こったならば、日本国に住む場所がなくなってしまう。

41957 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を望みます。 健康で、安全な環境を未来に残すために、原子力発電は止めてほしいです。
使用済み核燃料の処理の方法をもっと考えてほしいです。

41958 個人 無職 ６０代 男性 エネルギーは国防、食糧と並ぶ我国の安全保障上の
最重要事項。原発事故が有っても、その前後で日本
のエネルギー事情(自給率4%)に変りはない。３案の提
示は検討不足で拙速だが選ぶなら20~25シナリオ。

１．エネルギーの選択を行うに当たって重要となる４つの視点は妥当であるが、まず原発依存度を低減化するとの観点からスタートしている。「エネルギー基本計画を白紙に戻して考える」ので
あれば、始めからそのような観点に立つことは白紙に戻したとは言えない。
２．「原子力の安全確保と将来のリスク低減」であるが、今回の事故原因の徹底的な究明とその対策を実施することで格段に向上させることが可能である。２０３０年という長期を見据えれば、原
子力の安全確保と将来のリスク低減は十分になされるであろう。
３．「エネルギー安全保障の強化」と言う点では、発展途上国の急成長にともなう世界的なエネルギー需要の増大で今後、石油、石炭、天然ガス等の化石燃料の取り合いになり、価格が高騰す
ることは明白である。シェールガスやメタンハイドレートなどに期待する向きもあるが未知な部分が多い。再生可能エネルギーも太陽光や風力は不安定電源であり稼働率も低く、日本には適地
も少ない。また他国から電気を輸入できない島国なので、水力を入れてせいぜい２０％が良いところであろう。３つのシナリオのように３０％も入れるのは不可能だし、この比率が高いほどエネル
ギー安全保障の弱化につながる。基幹電源としての原子力は最低でも２５％程度は必要である。
４．「地球温暖化問題への貢献度」が最も高いのはＣＯ２を排出しない原子力である。世界では今回の東電福島原発事故があっても一部の国を除くと大増設の方向に変わりはない。今回の日本
の経験を活かして世界一安全な原子炉を世界各国に提供することこそ、世界への貢献となる。
５．「コストの抑制、空洞化の防止」に関しては、昨年の浜岡原発の停止以来の火力発電の代替としての燃料代が３兆円を超えており、貿易収支も赤字に転落している。脱原子力依存政策を取
る限りこの基調はかわらず、結果として電気代の値上げ、製造業の海外移転等の空洞化が進み、雇用も減少しよう。経団連や日本商工会議所などの経済団体が指摘しているゆえんであり、
「原発依存度低減の道筋を具体化する」というのは全くの逆方向である。

41959 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発ゼロシナリオを希望します。再生可能エネルギー
へ速やかに転換させてください。

今も将来も子供たちが安心して生きて行けるよう、原発を再稼働させず原発を速やかに無くしてください。地震大国日本で原発が安全でないことは福島第一原発の事故で明らかになりました。
今後如何に原発の技術革新がされようとも、これまで経験したことの無いような大地震や、チェルノブイリ原発事故のように人為的なミスなどの予期せぬ原因で原発事故が発生すれば、原発か
らの放射能漏れをその技術で完全にゼロにすることはできません。一方、原発が稼働すれば処分方法が決まっていない大量の核廃棄物を発生させ、何万年という未来の人々にその恐怖や被
害を及ぼしかねません。原発から放出された放射能で汚染された大地や海で、人は植物を育て、家畜を飼い、魚を採って食べて暮らして行けないのです。したがって、原発は速やかにゼロにす
べきです。太陽光発電、太陽熱発電、地熱発電、風力発電、潮の干満を利用した発電など、再生可能エネルギーへの転換を速やかに進めるべきです。産官学の英知を結集し投資して、再生可
能エネルギーへの速やかな転換を進めてください。また、これまでたくさんの電気を使用する生活スタイルになっていますが、無駄な電気を使用しないことはもとより、より少ない電気で生活でき
るよう、これを機に国民一人ひとりが生活を見直して省エネに努めることも必要だと思います。

41960 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ゼロシナリオを支持します。 子供の世代に核のある社会を残したくない。
もし完全に無くすなら早めにやったほうがいいでしょ？
原爆が落とされた時と福島の現状を見て、
原発を止めないというのは、お金のことだけしか考えてないのかな？って思っちゃうね。

41962 個人 自営業 ６０代 男性 「原発ゼロシナリオ」以外に無い。 電力系技術者として原発なしで電力は充分であることを理解している。
現在の再稼動は株主の意向、つまり経済上の観点で行われている。
もはや日本に原発は必要なく今こそ国家の威信をかけて原発ゼロを決意するべきである。
それが後世から大きく評価されることになる。
代替発電手段は現状のままでも大きな問題は無いがガスコンバインドを増設するだけでよい。

41963 法人・
団体等

家事専
業

５０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します。直ぐに止めても、冷
えて移動出来るまで何年もかかるなんて、危なすぎ
る。

日本列島はプレートテクトニクスによれば、四枚のプレートが複雑に入り組む上に建つ、まさに砂上の楼閣。地震活動が活発化している昨今、これ以上、まだ終わりの見えないフクシマの悪夢
を、さらに繰り返す危険を少しでも放置する事は、全世界に対する裏切り行為だ。日本人は世界に顔向けできない。
命有っての経済活動だ。経済活動を理由にする脅しには屈しない。貧乏なんで怖くない、原発こそ本当に一番恐ろしいものだ。

エネルギー・環境に関する選択肢

　私は３８年前から７年間原子力発電所の仕事に従事し、その中で福島第一原子力発電所の４号機の試運転、１号機の改造工事などの仕事をして居ります。

各原発の被災後の対応

　女川原子力発電所

今回の震災では最大の地震、津波のストレスを受けたと推定していますが、いち早く冷温停止状態に至り、被災地の中で死亡、行方不明者の割合か最も高い、過酷な状況の女川町の中で被
災者の避難場所としても震災後に貢献したと理解しています。

福島第一原子力発電所（停止中の５、６号機を除く）

外部電源を含め、全電源喪失という厳しい状況の中、原子炉停止後、高圧注水系とか隔離時系とかの高圧冷却機能は稼働したものの、低圧冷却系の稼働に至らずメルトダウンしたと理解して
います。特に最大の放射性物質を飛散させたと想定される２号機では、機器操作のタイミングが遅れ、格納容器の圧力上昇などの状況の悪化が原因のようですが、主蒸気逃し弁の空気（窒素）
作動回路を操作しても主蒸気逃し弁が開かず、格納容器の圧力を下げるベントの弁も操作出来ず、なすすべない状態で格納容器のどこか（圧力抑制室？）が破裂したものと推察しています。

　福島第二原子力発電所

　津波による機器の損傷もあり苦労したようですが、主蒸気逃し弁の操作で原子炉圧力をコントロールしながら、全号機冷温停止状態を達成したと理解しています。

　東海第２発電所

　津波による機器の損傷もあったようですが、中越地震での柏崎刈羽原子力発電所での被害の教訓から、津波対策に着手しており、一部完成した設備の効果もあり、冷温停止状態を達成した
と理解しています。

原子力発電の方向性について

　米国はスリーマイル島事故以降、新規の原子力発電所を建設しなかったため、技術者が高齢化し不足しています。日本はその間に技術を向上させ、東芝がウエスチィングハウスを買収したよ
うに、技術レベルは世界のトップにあると理解しています。米国ではオバマ政権が原子力発電所を再開しようとしていますし、アジア各国も原子力発電所の建設を計画しています。そういった
国々の日本に対する期待も大きく、そういった国で福島のような事故が起きないように、安全で高い技術の原子力発電所を建設するのは日本の責務であり、そのための技術は維持しなければ
なりません。

日本経済と国際的約束

脱原発を掲げる菅前総理は、ついこの間まで成長戦略の柱は原子力と言っていた、その事についての責任ある姿勢が必要ですし、原発反対のデモに参加したりしている鳩山前総理も温室効
果ガス削減の国際的約束に対する責任をどうするのか明確にすべきです。

再生可能エネルギーについて

　再生可能エネルギーとしては水力、地熱、風力、太陽光などでしょうが、例えば太陽光でも安易な予測による計画はすべきではありません。我が家でも暖房目的でソーラーを設置しており、冬
期間山形としてはクリーンで快適に過ごしていますが、使ってみてソーラーは天気次第であり、天候次第で全く役に立ちません。
太陽光発電も余裕があれば、近い将来導入したい希望はあります。太陽光パネル製造設備の仕事をしてきましたが、何の技術にも課題はあり、技術の発展は楽観的に考えるべきではありませ
ん。また太陽光発電はメガソーラーなど資金力のある企業や、住宅に太陽光パネルを設置出来る余裕のある家庭が中心になります。買い取り制度により、恩恵を受けるのはその人達であり、
高い電力料金を払うのは一般国民です。脱原発を選んだ場合、電力料金の上昇により、おそらく消費税増税以上に一般国民に負担を強いる事にもなると推察しています。私の地区でも後継者
のいない農家が少なくなく、少しずつ耕作放棄地も増えていますが、食料自給率が低い日本で、安易に耕作放棄地にメガソーラーを作るのが正しいとは思えません。再生可能エネルギーの詳し
い情報も国民にきちんと提示し、国民に判断していただくべきです。

東京電力について

　私が最初に行った原子力発電所は中国電力島根原子力発電所でした。最初の原発である１号機が運転開始する時期で、その後第一回、第二回の定期検査にも行きましたが、広島原爆を経
験した所であり、電力会社の人からもメーカーと一緒に安全でより良い原発にしたいという気持ちが強く感じられました。その後、東京電力の仕事が多くなりましたが、東京電力の人からは自分
達が最初に原発を作ったという自負というか、メーカーは電力の指示に従えば良いといった感じがありました。また、本店と発電所の仲が悪く、別会社のようでした。４号機の試運転には一緒に
直勤務をしたりして、発電所の人と一緒の機会が多かったですが、発電所の人は優秀で良い人ばかりでした。
　今回の事故の報道を見ながら、東京電力の特に本店の体質は変わりないのかなという印象です。それが必要な対策を怠り、事故に至った大きな要因かと推察しています。東京電力は実質的
に国有化され、改革されるでしょうか、本店については徹底的に膿を出し、生まれ変わってくれる事を希望します。

将来のエネルギーのあり方

　消費税増税もそうですが、将来のエネルギーのあり方は多数意見だからと言って決めるべきものではありません。エネルギー政策意見聴取会でも自分の思いこみの主張が多く、異なる考えの
人の話をきちんと聞くべきです。電力会社の人も中部電力の人の発言はひどいですが、例えば被災者を受入れた女川原子力発電所の人とか、島根原子力発電所には家族が広島で被爆した
人もいましたが、そういう人の話は拒むべきではありません。正しく物事を理解し、違う人同士の話し合いも充分行なって決めるべき課題です。

41961 個人 その他 ６０代 男性 ２０３０年と期限を決めたり、原発比率を数値で示した
りする事なく、原子力発電所や代替えエネルギーにつ
いて、充分な検討を数年掛けて行ない、判断出来る
充分な情報を提示してから、国民と共に考えて行くべ
きです。



41964 個人 自営業 ７０代 男性 日本の原発比率は0%。 原発は確かに燃料費が安いかもしれない。それは目先のことに過ぎない。
経営能力が０の電力会社経営陣はそれで良いかもしれない。自分の退職金や天下りまで事故が無ければ。
しかしその「安さ」は最終処理すら定まらず、原発廃炉までの工程すら十分でない段階で進められるべきものではない。
原子力による熱エネルギー。それは燃料に爆発力が非常に強い危険な物質を核分裂反応させて得られる非自然的、非地球的な科学反応から生まれるものであり自然界の摂理に反するもの
だ。そこまでしてお湯を沸かして蒸気タービンを回して発電するというのは前近代的なやり方。元々爆弾技術として生み出されたものだから一寸でも想定外のことが起こると爆発する訳であり危
険この上ない。

ドイツのように本当の「発電先進国」を目指すなら自然エネルギーを利用した発電に即シフトすべきであり、「原子力ムラ」の既得権益生き残りを図るなら日本の企業「シャープ」や「京セラ」等太
陽光発電会社の発展も妨げ次世代エネルギーへのシフトも妨げる。

何にしても「モンジュ」とか国民の税金や電気料金垂れ流している「核燃料サイクル」等は自然界に対する挑戦でしかなく、即刻止めなければ、神からそのうち大きなしっぺ返しに襲われるであろ
う。それは３.１１の比では無いと思う。今ならまだ間に合う。日本人に良識が残っているなら。

安全安心な電気を普及させるため、そして自然エネルギー技術革新による経済活性化や雇用増大を図るため、２０３０年とは言わず２０２０年には完全撤退すべきと考える。

それが次世代の子供達への安全安心な社会を送ることになるのである。

それが出来ないなら産業界（特に既得権益（東電を守る側）の経団連）にはどうぞ海外に出て行ってください、と言いたい。別に海外に行っても自然の美しい日本には海外からも新しい会社がど
んどん入って来て自然エネ業界からも雇用が湯水の如く出てくる筈だから。

41965 個人 学生 ２０代 男性 原発ゼロシナリオを支持。 1. 現在に至るまでの原子力政策は安全であることを謳ってきたが、結果的にそれが大きな偽りであることが明らかになったにもかかわらず、そうした安全面での根本的対策が極めて不十分であ
り、またそうした虚偽を担保してきた電力会社・政府・関係省庁の不健全な関係性は一向に解体されないままであるように見える。

2. 電力不足を防ぐため、あるいは日本の産業を守るために原発が必要であるという過度な単純化がしばしば耳にされる。しかしながら、大飯原発再稼働後に関西電力が火力発電所を停止した
ように、また昨年夏の首都圏における電気供給量／消費量のデータ等から分かるように、電気の供給量は原子力発電所なしでも問題がない。過剰な電力の消費を避けることは必要であるが、
そもそも、電気を過剰に消費するように広報してきたのは、上に述べた安全性を謳った電力業界である。

3. また、成長産業の創出による経済促進の観点からも、代替エネルギーの開発を含めた環境分野での新産業育成が望ましい。福島第一原子力発電所の事故から分かる通り、原子力発電は
事故時のリスクが余りに高く、一企業はおろか誰にもそうした事故時のコストを払いきれないことが明白である。一次産業が大きな打撃をうけ、構造的に原子力発電のような産業を押し付けられ
てきた地域における、代替エネルギーを含む環境分野での新産業育成が望ましい。

4. さらに、原子力発電所での労働環境の問題は、今回の事故に至るまでほとんど詳らかにされてこなかった。必然的に被曝を伴う過酷な労働環境でありながら、何重にもわたる下請けによって
電力会社の監督責任を曖昧にし、反社会的勢力が人員をリクルートする余地を残すような条件は明らかに問題である。福島第一原子力発電所における作業員の人権が守られるよう、政府は
最大の責任を負うべきである。このような一部の社会的立場の弱い人々の犠牲の上にのみ成り立ちうる電力供給のシステムに依存するべきではない。

5. 最後に、福島第一原子力発電所の事故に対して一義的な責任のある電力会社が十分な管理責任を果たしていないと考える。情報開示の不徹底のみならず、非難した人々や今後被害を被
る可能性が十分にある人々に対する責任を回避しようとする態度は看過できない。先にも述べた通り、原子力発電の推進は電力会社単体の事業ではなかったが、このような過酷な事故に対し
て責任を問われるべきは事業者であり、安全であるとの報告を繰り返してきた電力会社である。もちろん、法的な処罰は政府の関知するところではない。しかし、こうした国民生活の大事に関わ
る重大な責任を回避したことに対して、日本国がどのような対応を行なうのかは、今後の日本のあり方に対する国内外への重要なメッセージである。

以上の理由から、今まで取られてきた原子力発電の政策そのものを支持せず、今後のエネルギー供給における原子力発電の比率に関しても、「ゼロシナリオ」のみを妥当と考える。

41966 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原子力発電所はただちに廃止すべきです。どうしても
稼働したいのなら、福島第一発電所の廃炉処理、被
害者の完全な補償発電所周辺も含めて現状回復を直
ちに今すぐ実行しなさい。

原発の依存度はゼロにすべきである。なぜなら、つい３ヶ月ほど前に全ての原子力発電所が停止したが、ブラックアウトになどならなかった。電気が止まって多くの死者がでることもなかった。

チェルノブイリの事故があったとき、ソビエト政府の隠蔽体質や無責任な対応ぶりに驚き、こんな政府がこんな危険な施設を管理するなんて、ひどい話だと思っていましたが26年後、果たして我
らが政府はソビエト以下である事が判明しました。

使用済み核燃料が、きわめて危険な物質であり、冷却ができなくなれば容易に臨界に達して保管プールがむき出しの原子炉になってしまうという恐ろしい事実。六ヶ所村のプールが損傷して全
ての燃料棒が露出してしまえば地球はおしまいです。

福島第一原発の中の事も、いまだ解決できていない。線量計をごまかして働く下請けの労働者たちがいて、解決の道を探っている段階。

現場の労働力を使会い捨てにしないで。そのためにも原発はやめて。

41967 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を求めま
す。0%を求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギー0%の筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

41968 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 ２０３０年までに、原子力エネルギー、ゼロシナリオを
支持します。原発事故の可能性は決してゼロには出
来ません。そして、万一、事故が起きた場合の被害が
大きく、かつ、長期的すぎるからです。

２０３０年までに、原子力エネルギー、ゼロシナリオを支持します。原発事故の可能性は決してゼロには出来ません。そして、万一、事故が起きた場合の被害が大きく、かつ、長期的すぎるからで
す。誰にもその全貌を見届けられません。それは、私たちの子孫に対して、あまりにも無責任なことです。原子力を使わないことによる、電力不足、電気代の高騰は、すべて止むを得ません。
今、原発を止められなかったら、私たちの世代は、未来永劫、子々孫々たちから恨まれることでしょう。関係各位の勇気ある英断を期待しています。

41969 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原子力利用を廃止または縮小することは、原子力に
携わる国民の生活・人生に大きな影響を与える。各シ
ナリオを選択した際に国民に生じる様々リスクと対策
も評価し、シナリオ選択の材料とすべき。

　「ゼロシナリオ」が選択された場合、原子力利用が廃止または縮小されるが、それによって生じるリスクの評価と、そのリスク低減策の検討が不十分であると感じる。たとえば考えられるリスクと
して下記のような雇用、地域経済の問題が挙げられる。
　まず雇用の問題として、原子力利用が廃止または縮小された場合、これによって多くの原発や原子力関連施設が不要になるので、原発等を管理する組織（電力会社など）やそれに関係する
組織の解体・倒産が生じ、そこで働く従業員の多くが失業することになる。組織で働く従業員の数は決して少なくなく、相当数の国民が職を失うと予想できる。これによって従業員とその家族が金
銭面で大きな打撃が受けるだけでなく、これまで熱意・信念を持って取り組んできた従業員の精神面にも打撃を与えることとなり最悪の場合は自殺者が増加する可能性もある。このような問題
は原子力利用を廃止することによって生じる国策的な問題（例えばエネルギーセキュリティ）と比べれば小さいかもしれないが、従業員とその家族にとってはまさに死活問題であり、とても軽視で
きるものではない。どのシナリオを選択するにしても、原子力廃止によって生じた失業者の、その後の雇用や生活の確保が可能な制度・システムの構築とその確実な実施が必須となる。
　次に地域経済に与える影響として、原発で働く従業員は原発が立地している地域に住んでいる。原子力利用の廃止または縮小によって働く場所が無くなれば、多くの従業員とその家族が地
域を離れると予想できる。これによって地域の人口は急激に減少することになり、地域の経済に影響を与える（税収減、売上減）。また原発立地地域への交付金も廃止されれば同様の影響を受
けることとなり、最悪の場合、地域が壊滅してしまう恐れがある。東日本大震災に起因する福島原発事故の発生とその後の電力供給不足によって、電力消費の多い都市部と原発が立地する地
方との間に軋轢が生じる中、地域への経済的な影響が発生すれば両者の関係がさらに悪化し社会的な混乱を招く事態も考えられなくはない。どのシナリオを選択するにしても、原子力廃止後
の立地地域への経済的及び心情的なケアが可能な制度・システムの構築とその確実な実施が必須である。
　以上のように、一国民が考えただけでも２つのリスクがあり、両リスクともに悪い結果を招く恐れがある。リスクとしては他にも多く存在していると考えられるので、国民の側に立ったリスク評価と
リスク低減策を検討し、それもシナリオ選択の材料として国民に提示すべき。

41970 個人 その他 ５０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます 原発ゼロシナリオを選びます。
福島原発の大惨事から学んだと　子供たちに自信を持って言うためには
今の社会が　変わらなればなりません
原発から　自然エネルギーへ今すぐ方向を変えてください
子供たちの未来の為に　大人は我慢することを
喜びにしましょう

41971 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発はゼロにすべきだと思います。 東日本大震災より前から、原発には反対でした。
日本は地震の巣窟です。
世界の20％もの地震が、この小さな日本国内で起きているのです。
いつ来てもおかしくないといわれる東海地震による浜岡原発の損害を危惧していました。
しかし予想だにしなかった東日本大震災が発生し、
福島原発による多大なる損害を私たち日本国民は受けました。

福島原発は、未だ何一つ解決していないのです。
そして地震活動期に入ったといわれる日本では、何が起きるかわからないのが現状なのです。

このような状況で、大飯原発を再稼働する、という
日本国の判断を私たち国民は理解することが出来ません。

事故が起きた際に、直接的に命の危険を伴う原発に固執する理由はなんですか？
原発の稼働によって発生する核のゴミ問題に関してはどうお考えですか？
国土を汚してまで発電する理由は何ですか？
ウランはいつか枯渇するものです。
そしてリサイクル可能である、といいながら
六ケ所村の再処理工場も、それを利用するプルサーマル発電のもんじゅも
何一つ成功しているものはないではないですか。
成功しても、再処理工場からは大量の汚染物質が海や空に排出されますよね。
それなら今、世界に先駆けて新しいクリーンなエネルギーに転換すべきだと思います。

広島、長崎、ビキニ環礁水爆実験、チェルノブイリ、東海村などで、
世界中のどの国よりも、放射能の影響を私たち日本国民は認識しているはずです。
国土の小さい日本では、原発事故が如何に命取りとなるか、ということも分かっているはずです。

どうかこの国の未来を正しい目で判断していただきたいと思います。

41972 個人 家事専
業

３０代 女性 原発ゼロに反対です。 どうして今まで原発を推進していたのに、福島の原発事故1回のことで日本全国の原発を止めなければいけないのか理解に苦しみます。
たとえば自動車ですが、事故は日常茶飯事で、年間何万人もの死傷者がでています。それなのに「自動車をゼロにしよう」という声は聞いたことがありません。事故はあるけれども、そうならない
ように日々努力を重ね、よりよいもの、安全なものにしていくのが本来の姿です。　未来に向けて、より安全でよりクリーンなエネルギーを開発することは必要です。しかしエネルギー資源の少な
い今の日本で、原発を止めることは、自分たちの首をしめることに他なりません。火力発電に必要な石炭を運ぶシーレーンがもし封鎖されたらどうするのでしょうか。いったんゼロにした原発はす
ぐに再稼働できるのでしょうか？原発では1人も死んでいないのに、「節電節電」と言われ、エアコンを使わずに熱中症で亡くなられる方がいるのは本末転倒です。また「原発は危険だ」と洗脳す
るような報道姿勢にも疑問です。もっと現実を見て、視野を広く、冷静に判断していく姿勢が必要だと思います。

41973 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 (1)ゼロシナリオの選択 福島の事故は収束しておらず、事故のリスク、事故発生時の対策の不充分さ、未だに解決できない核廃棄物の処理問題など、様々な問題を抱えるからである。また、日本は地震国であり、次の
事故には到底対応できない。
代替エネルギーは、中小水力、風力、太陽光、太陽熱などあらゆるエネルギー開発で可能。日本の技術力は世界でもトップクラスを誇るため、原発開発・建設等に廻していた資金を再生可能エ
ネルギーへチェンジすれば十分対応できる。

41974 個人 家事専
業

４０代 女性 ゼロシナリオを選択します。
ただ、２０３０年までなんて待っていられません。
即刻原発稼働ゼロを希望します。

核廃棄物を安全に処理する方法が確立されていない現在、これ以上核廃棄物を増やしてはいけないと考えます。
原発は止めれば安全というわけでは決してありませんが稼働させればさせるほど核廃棄物が増え危険度が増します。今でも十分に危険な存在です。
ですから即刻すべての原発を止め、今ある危険な核物質をいかにして安全に処理することができるかを模索することに尽力すべきです。



41975 個人 学生 ２０代 男性 全国の原発再稼働計画の破棄。
原子力発電所新設のための全作業の即刻中止と建
設計画破棄。
全国の全原発廃炉作業の計画

現在、福島第一原発事故により日本では、エネルギー、特に電力の在り方が見直されようとしている。
安全確保と産業振興のための電力供給のバランスが問題の争点であり、「リスクは避けたいがエネルギー不足も困る」というジレンマにあるのが現状である。
原発が稼働する事によって安価で大量の電気が生まれ、経済活動による利益が発生し、そこにリスクが存在するものの数十年に一度世界で一回事故が起きるか起きないかの確率であるた
め、これまで費用（リスク）と利益を考慮して、費用対効果が＋と判断されたため、原発は推進されてきた。しかし、原子力発電は安価とされるが、その計算の中には膨大な廃炉費用、放射性廃
棄物処理費用などが含まれておらず、その費用回収は原発以外の発電方法も含んだ電気料金全体の計算に用いる「その他費用」からされている。実際、原発は建設費、維持費の利益回収だ
けで３０年稼働が求められるとされ、安価なエネルギーとは言いがたい。さらに、事故が起きた場合、世界における信用度の低下、汚染された土地を失う事による国の生産力の低下、除染コス
ト、チェルノブイリから予想される奇形児や遺伝子異常型先天性疾患の増加に伴う医療費の増大や、出生率の低下に伴う働き手の不足など、ここに書ききれないだけで、経済的損失は天文学
的数値になると考えられる。事故が起きる事はごくまれと言えるが、狭く自然災害が繰り返される日本に54基もの原発があれば、また起きる可能性は、他の国よりも高いと容易に考えられる。
稼働で得られる電力も実際は安くない上に、100年単位でリスクマネジメントすれば経済損失もあり得るとすれば、推進する利益は少ないといえるだろう。
それでも稼働する理由として、原発が止まると電力不足になるということが言われている。しかし、原発を稼働するにあたり停止させられている火力発電所が複数あることから、これらを代用して
稼働すれば、電力は十分に賄える計算になる。実際、１１８万ＫＷの大飯原発３号機の再稼働に合わせて合計３００万ＫＷの火力６基を止めたという事実があり、さらに猛暑となった今月１７日の
最大需要は２５４０万ＫＷで、このような最大需要の日でも１０％以上の電力に余力があり、１１８万ＫＷの大飯原発３号機を再稼働しなくても９％の余力があったとされている。このように原発が
稼働しなければ産業振興が妨げられるという見解には疑問点が多く存在し、原発の代わる方法で発電がされるエネルギー政策がもっと積極的に執られるべきであると考える。
また、今後発展が望まれる発電方法として再生可能エネルギーを利用した発電方法がある。
これらは現状ではコストと発電量の差から、メインのエネルギー源としての実用化や実践投入は難しいとされてきた。それにより、大手企業や研究機関からは忌避され、ベンチャー企業が少数
参入しているに留まっている。さらに研究費が増大するとさらにコストが増加するとして研究はその将来性に見合うほど進んでいない。
一方、原発は国が主導となり研究を推進している上に、潤沢な資金をもって研究しているため、その研究と技術躍進には目を見張る物がある。しかしその技術は安全確保に対してのもので、い
くら技術が進歩し安全な設計がされるようになったとしても、人が動かし、機械や部品が摩耗する以上「絶対の安全」は机上の空論であり、原発は将来性に欠ける発電方法であると思えてならな
い。
再生可能エネルギーは、その発電場所をある程度選ぶものが多いが、そのほとんどが小規模化を期待され、数種類組み合わせて小規模発電を各地域に複数箇所設置する事により、全国でエ
ネルギーの地産地消とリスク分散が可能とされている。
これら原発に大量投入している膨大な研究費を再生可能エネルギーに投入し、新たな日本のエネルギー源とすることが今後の展望として望まれるのではないだろうか。
エネルギー政策の未来像として、自然災害多発地域である日本は原発から撤退し、大規模発電ではなく、小規模発電の再生可能エネルギーをより国家基盤として推進していくべきだと考える。
欧米のように自然を人工的に押さえ込むのではなく、自然と共存することで長い時間を生きてきた日本人には小規模発電や自然エネルギーを利用した再生可能エネルギー発電は民族意識的
にもより適しているのではないかと思う。
地方における失職問題は廃炉作業を各地の原発技術者の経験を生かすことで、防げるだろう。廃炉作業が終わる30～50年の間ではあるが、この間に問題解決策を見つける方が、現在の原発
反対ムードの中で未来像を考えるより得策であると思う。
震災と原発事故という大きな災害を乗り越えておきたパラダイムシフトに日本人の自然と共存する感性を再び思い起こし重なる事ができれば、新たなエネルギー開発を進める国として日本が世
界の主導することがをできるのではないだろうか。

41976 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原子力発電は止め、エネルギーの地産地消を目指す
べきだと思います

福島第一原発の事故以後、どんなに低い確率でも事故は起き、その被害は甚大であるいう実例を目にしました。原発事故が起こったら取り返しがつきません。

しかも有害な放射性廃棄物は出続けて、汚染の被害も計り知れません。
流通する食品からの内部被曝も、影響がないとは科学的にも言い切れない状態です。

ウランとて有限。しかも、放射性廃棄物となれば、安全な処理方法もなく環境を汚染し続けるのです。

これだけで、原発を全否定する十分な理由、脱原発する十分な理由になるのです。

おまけに、原発の安全措置は政治レベルでも電力会社レベルでもでたらめです。

原因はエネルギーに政治的な権力がむすびつくからだと考えます。

発電方法はいろいろあります。

再生可能エネルギーのかいはつに力を注ぎ、地方でのエネルギーの地産地消を目指すべきです。

41977 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 今後原子力発電所は、徐々に減らしていくべき、子供
の未来のためにも、安心安全な社会を築いていくため
にも、原子力発電以外での電力供給を考えていくべ
き。真にエコロジカルな生活基盤を形作るべき。

もっと省エネルギーの取り組みを進めていくことで安心安全な社会ができます。
もっと自然エネルギーを推進していくことで安心安全な社会ができます。
既に破綻している核燃料サイクルを温存させることや高速増殖炉もんじゅなど実現が難しい危険な技術は、狭い国土の中で繰り返し不安定な状態では廃炉を進めていく上でも何百年かかるか
わからないところです。未来のこどもたちにとって生活できる環境を考えてください。そのためにも再処理の廃止を決めてください。

41978 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロシナリオを求める。 原発事故によって、私たちは歴史の転換点に立たされたのではないかと考える。科学技術やエネルギー問題にとどまらず、政治や社会の歪んだ仕組み、構造が根底から問われているのでは
ないか。
原発事故は不幸な出来事であったが、これを転機に、新たな方向性を求めていかなくては、私たちの未来はありえない。勿論、この方向性とは人々の福利を第一とするような、理にかなったも
のでなくてはならない。一部の人間のみが懐を肥やすような産業政策などはもっての外である。原子力産業はそうした悪しき社会矛盾の集大成であった。
次の世代に全てを丸投げし、自分達は太平楽を決め込んで死に逃げをするような卑劣な真似は許されない。
原発の即時廃止としての、原発ゼロシナリオを求める。

41979 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 女性 わたしは、原子力発電については、半永久的に凍結
すべきだと思います。
現行の技術では有事に対応しきれていませんし、効
率的とも思えません。

理由についてはコントロールしきれていない、ということに尽きます。
今回の震災で明らかになったとおり、原子力発電は膨大なエネルギーと人類、地球をも滅ぼしかねない危険を孕んでいます。
にも関わらずコントロールできないばかりか、無関係な子どもや、ほかの生態系までに悪影響を及ぼしている現実、それに対する解決策も見つけられないままに、稼働を続けることには大きな
不安があります。

電力エネルギーについて、、地球環境への負荷を考えると、私たちはその使用量について、考えを改めるべきところがあると思います。
電力は私の生活にとって必要不可欠ですし、ほかの多数の方にとってもそうだと思います。
だからこそ、自然の恵みであるエネルギーの持続可能な開発、消費について、国を挙げて取り組むべきだと思います。
現行の原子力発電所の廃止はその有効な手段のひとつであると思いますし、
もちろんほかにも取り組むべき課題は山積していると思います。
並行して考えていくことを前提に、わたしは、2030年には、原子力発電稼働0%を国策として求めます。

41980 個人 無職 ３０代 男性 原発ゼロシナリオを要望いたします。 これ以上、原発を再稼働せず既存の原発は危険リスクの高いものから廃炉し自然エネルギーの利用へシフトしていくことを提案します。

原発はそもそも放射性廃棄物の明確な処理方法も確率されていない不完全な代物です。
負の遺産を次世代に押し付けるのでなく今を生きる大人が責任を負いカタをつける時に来ているのではないでしょうか！？

これからの日本は自然エネルギー大国として世界をリードしていくべきだと考えます。

41981 個人 無職 ６０代 男性 原子力の安全性が確保されていない中で、大飯原発
を再稼働したことに強い怒りをもっている。

（１）大胆なエネルギー構造の改革に関する3つの視点　クリーンエネルギーへのシフトがいま求められている。「成長の確保」という言葉は、「仕方がない」、「やむを得ない」といわせるためのま
やかしである。
（２）3つのシナリオ　は当然「ゼロ」とすべきだ。

41982 個人 その他 ３０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：

 直ちに原子炉再稼働をやめさせる
 積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
 再生可能エネルギーの生産を加速させる
 発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
 石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

41983 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発は即時廃炉にする意外の選択肢はないです。原
発による発電は０％にするべきです。

原子力とはもう決別するべきです。原発は即時廃炉、原子力による発電は０％以外の選択肢はないはずです。廃炉にするまでの長い期間、雇用は保たれ、その間に火力でまかない、次期エネ
ルギーを開発していくのです。太陽光発電、風力発電、と日本の技術力をフルに活用していきましょう！新しいエネルギーに移ると新たな雇用も生まれます。日本から世界へと技術の輸出も可
能です。もう一度、世界に誇る技術大国、日本をよみがえらせましょう！！

41984 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 2030年0シナリオ支持 少子化が進む中、更に、子供を安心して育てられない環境を未来に残すべきではないと考えます。自分の世代では周囲にも子作りを躊躇する人が多いです。
例え一時的に経済の非合理性があっても長期的な国力を重視すべきと考えます。

41985 個人 学生 ２０代 男性 放射線を浴びる危険性がある原子力エネルギーを使
うことは反対であり、放射線を浴びてからの身体的な
影響が数十年に渡って影響があると予測され、エネル
ギーとして原子力を選択することは適切ではないと考
える。

医療的な観点からみて、放射線を浴びる危険性がある原子力エネルギーを使うことは反対である。放射線を浴びてからの身体的な影響が数十年に渡って影響があると予測されるため、その影
響があるかどうか判断できない状況となっている現状では、子どもや成人への長期的な影響を予測できないため、エネルギーとして原子力を選択することは適切ではないと考える。放射線によ
るがんのリスクなどの医療的なコストも含めると、決して得な選択ではないと考える。よって原子力を選択することは反対である。

41986 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発ゼロを切望します。すべての原発の再稼働はし
ないでください。

福島で現在も被爆し続けている子供達、故郷を無くした人々がいます。このような悲劇をこれ以上増やしては日本の将来はありません。地震大国日本で原発事故が起こる可能性がおおいにあ
るということが今回の震災で証明されました。狭い国土のこの日本でもう一度原発事故が起こればどうなるのでしょうか？原発廃止による景気減退とは比較にならない、まさに日本の経済自
体、日本の国民生活、日本国が取り返しのつかないものになるでしょう。目先の経済ではなく、次世代の日本国の経済、国民生活のことを考えて原発ゼロを切望します。政治家、官僚、経済界
の方々は自分達の余生のことしか考えないのでしょうか？遠くない将来、子供の世代、孫の世代といった未来を考えるのが国の指導者ではないのでしょうか。
火力発電所の３割を新火力発電に改造するだけで、日本中の原発を廃止出来ると聞いています。原発の４分の１のコストで工期も数カ月で済み、さらに発電効率も原発の1.5倍から2倍とのこ
と。CO2は普通の火力発電に比べると大幅に減るとのこと。このあいだに再生可能エネルギーの開発を急げばいいのではないでしょうか？
もし、原発ゼロで景気が減退し、それが国民の為にならないと勝手に国が判断して原発を推進しているとすれば、大変勝手な判断だと思います。その判断は、国民がすることではないでしょう
か。世論に耳を傾けてください。仕事上の立場があり、多くの人が声をあげられないでいますが、子供がいる人、いない人、公務員、会社員、自営業者も皆、原発ゼロがいいとみんな思っていま
す。また、国が力を入れて、再生可能エネルギーの開発を奨励すれば、技術大国日本の技術力をもってすれば、想像以上に早い開発が可能ではないでしょうか。それを新しい産業として海外
にも輸出できるだろうし、クリーンエネルギーのビジネスモデルに、この広島、長崎、福島の被ばく国日本がなるのは、国際的な役目だと思います。それが近い将来の日本経済にとって大きな資
産となるのではないでしょうか。

41987 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 エネルギー政策について、原発ゼロシナリオを望みま
す。

「再稼働はしないでください。子供たちに健康な未来を残す為に、原発は直ちにゼロにしてください」

・もっと省エネルギーの取り組みを進めてください。
・もっと自然エネルギーを推進してください。
・既に破綻している核燃料サイクル温存が2と3のシナリオです。再処理の廃止を決めてください。

被爆国である日本が、核の平和利用なんていって進めた原発は、地震国日本が進めるべきではなかった。福島の事故が証明しています。
自然エネルギー推進国として世界をリードしていくチャンスでもあると思います。

41988 個人 自営業 ６０代 女性 原発はいりません　もうやめましょう　　　明るさ　便利
さがいかにも　文明のバロメターのようにつきすすみ
この数10年立ち止まって考える間もなく　過ごしてきて
しまったことが悔やまれます
　

原発が始まった当初　あの湯川秀樹先生が　「まだ核は研究段階だ　時期早少・・」と言われた言葉が　胸にいたく突き刺さります　核は今もって　人間の手におえない　原発のこの負の部分を
ひた隠しにして　推し進めてきた　官僚　学者　経済界　政治家を　心底軽蔑します　「国民の皆様」という言葉を　この人たちは　なんの感慨もなしに　つかっている　民主主義もあったもんじゃな
い　教育をゆがめ　文化をないがしろにし　国民を物と消費でごまかしてきた官僚　政治家の罪は大きい・・　彼らは地位と利権を手に入れれば　「国民」に対する責任の重さも　自分の尊厳もか
なぐり捨て　金、金・・かねのためなら　「国民」の命も考えない　　この度の原発事故で　多くのことに目があきました　火から始まった　エネルギーの大切さを　日常の中で我々の手で　子供たち
に伝えていき　環境によりそった　人々の暮らしがあるはず　それを模索していきたいとつくずく思います　「国家」と「国民」の間の深い溝を　あらためて思い知らされました
　

41989 個人 自営業 ２０代 女性 原子力発電所を停止し、原子力以外のエネルギーで
暮らしていきたいです。

人間が完全に制御できないものを使いつづけること、廃棄物からも放射能が出続けること、地震がどこで起きてもおかしくない日本で原子力発電所があること、全てに不安を感じます。

原子力を使わずにエネルギーを作り出すことは不可能ではないと思います。
ただやろうとしないだけであって、不可能ではないと思います。

福島の原子力発電所の事故で、日本中が汚染され続けているのは事実です。
原子力発電所がある限り、このような事故が起きる可能性が少しでもあるならなくしてほしいです。
みんんなが健康で暮らせる世の中を望みます。

41990 個人 その他 ３０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
 直ちに原子炉再稼働をやめさせる
 積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
 再生可能エネルギーの生産を加速させる
 発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
 石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

41991 個人 その他 ４０代 女性 私は原発の再稼働には反対です。 原発自体はすぐれたエネルギーだとしても、
その事故による被害は日本に留まらず、何世代先にまで続きます。
現に日本はその道を歩き出しています。

便利なものを追求することは結局は大切なものを失う。

41992 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロシナリオを選択。 フクシマは収束していません。そもそも私は緩やかに自然代替エネルギーへの移行、序々に脱原発というユルイ思考でしたがフクシマ含め関東の窮状と現状、そして東電、経済界及び政府の
舵取りに怒りを覚え「原発即時撤廃」を選択せざるを得ない結論に追い込まれてしまいました。未来を担う子ども達のためにもここで声を上げないと「ひと」として子ども達に胸を張ることができま
せん。



41993 個人 家事専
業

４０代 女性 原発比率は「０％」にしてください。現在日本に存在す
る原発は総て、直ちに廃炉にしてください。

原発事故によって福島から避難し、仕事も失いました。毎日口にする食品の汚染も心配です。原発は、国民にあまりにも多くの犠牲を強いています。これ以上、原発を運用することは危険すぎ
ます。すぐにやめてください。

41994 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ‘(1)ゼロシナリオ’を支持します。 原発依存度‘(1)ゼロシナリオ’を、支持します。
2030年まで待つことはできず、いま現在の、大飯原発の再稼働にも、反対です。
2011年3月11日の福島第一原発の事故で露呈した‘想定外’の事態に備えた安全対策を、いまの日本がとっているとは、とても言えないからです。
したがって、‘(1)ゼロシナリオ’であっても、いまの日本のレベルでは非現実的と思いますが、それでも与えられた3つの選択肢の中では(1)が最も私の考えに近いので、これを選択します。
‘人は城、人は石垣、人は堀’と言いますよね？人の住めない地域を生んでしまう原発など、いらない筈です。
漢字が語っているように、生活はまず生命（いのち）に結び付くというのが昔からの考えであって、生命より経済（お金）を重んじることで守られる生活など、ありえません。
先人の知恵を生かし、この日本をこれ以上傾かせないように、お願いします。

41995 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 (1)2030年までにゼロ 2030年までになるべく速やかに原発ゼロに。
そしてもんじゅは廃炉に。
原発から出た廃棄物を完全無害な物質に変えられるような技術が無い限り、
新たな原発を作るべきではないし、動かすべきではない。

41996 個人 家事専
業

６０代 女性 一度事故を起こせば原状回復が不可能な不完全なな
技術に頼るべきではありません。当然０％です。

我が家もホットスポットに汚染され、原状回復が不可能です。除染も自己責任で負担させられ、それさえもほんの一部分しかできず、多くの物を諦めました。家庭菜園を放棄し、検査に出す物は
全て高い数値で利用できない悔しさ。その責任を誰も取らないとはどういう事か！
使用済み核燃料の処分を次世代に押し付けるしかない原発は即廃炉にして貰いたいと思います。
福島第一の事故はまだ収束には程遠いのに大飯原発の再稼働を進めるとは、政府に失望しています。

41997 個人 その他 ４０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を支持します。一日も早く全ての
原発がなくなることを希望しています。

日本社会が、もっとエネルギーの消費が少ない社会になるような政策の推進を希望しています。持続可能で、精神的にも健全な社会になるよう、大量消費を見直していくのがいいのではないか
と考えます。

エネルギーの源としても、自然エネルギーの推進を希望します。

また、現在のような電力会社のあり方は、支持できません。電力自由化、発送電分離等の導入を希望します。東京電力病院の前を毎日通りますが、その赤字分も電気代に含まれているとの報
道を見ました。その他、東京電力に対しては不信感と怒りでいっぱいです。債権者と株主に負担を負わせて、国民の負担を極力少なくするべきだと、今も思います。

41998 個人 家事専
業

４０代 女性 「０％」ゼロシナリオを支持します 「０％」ゼロシナリオを支持します。
原子力での発電を地震大国の日本で行うにはリスクが高すぎます。311の福島原子力発電所の事故から原子力は安全でもなく、事故の際にはコントロールできないというのがあきらになりまし
た。原発のテクノロジーにしがみつくよりも即刻、原子力以外のエネルギー技術を自国のために向上させるほうが日本とのその国民の益となります、高速増殖炉もんじゅや六ヶ所村再処理工場
を含めたすべての原発を即刻、すぐに！廃炉にしてください。※選択肢に即ゼロパーセントも必要だったのではないでしょうか。

41999 個人 法人等 ３０代 女性 原発ゼロシナリオでかつ2030年まで待たず即時ゼロ
を支持します。また政府が示したシナリオよりもさらに
省エネや再エネを促進すべきです。核燃料サイクルは
直ちにやめ、直接処分にすべきです。

原発ゼロシナリオを支持します。さらに、2030年まで待たず、即時の原発ゼロを求めます。今年5月から7月には稼動原発はゼロでしたが、電力不足は起こりませんでした。今すぐ原発をゼロに
することは可能です。また、政府が示したシナリオはいずれも省エネの見込みが甘いです。発電時のロスを減らすことなどで省エネはさらに可能です。また、政府シナリオは電力に偏っています
が、熱利用などを含めてトータルでエネルギー消費をどれだけ省エネし、効率化できるかを考えるべきです。再生可能エネルギーの割合ももっと増やせます。原発に振り向けていたお金を再エ
ネの振興のために振り向けてください。また、核燃料サイクルも直ちにやめるべきです。40年間失敗し国民の血税を無駄に費やし、2050年にもできるかわからないと政府自身が認めているよう
なものをまだやり続けるとは正気の沙汰とは思えません。その分、再エネが増えれば、純国産エネルギーで、内需が拡大します。雇用も増え、環境負荷も少なくCO2も出ずいいことづくめです。
一方、原発はあまりにも負の影響が大きすぎます。事故がなくても被爆労働に立脚し、人道的な問題がありますし、事故時の放射能汚染によるコミュニティ、社会、人々への影響があまりにも大
きすぎます。それもひとたび汚染が引き起こされると、大気・水・大地・食物・山林などなど人間が生きていくうえで必要な環境が超長期にわたってもとに戻らなくなります（現在の除染もうまくいっ
ていないことは明らかですし、どちらにせよ、汚染土などの処理の問題がつきまといます）。これは国力を失うことと同じです。原発をなくすことによる一時的な経済や雇用の問題は別の産業など
で代替可能ですが、人間の依拠する環境汚染へは代替案がありません。また、放射性廃棄物の処理は安全面、経済面でも確立されていなく、不確実性とリスクを未来世代に残すことになるた
め、一刻も早く原発はやめるべきです。福島の事故を経験した私たちの世代こそ、後世のために決断すべきときです。そして、まずは福島の事故をしっかりと国民皆で反省し、その収束と被害者
の方々の生活の再建に向けて総力を挙げることが先決です。最後に、この国民的議論の決定プロセスを透明にしてください。全てのパブコメを公開し、パブコメ、意見聴取会、討論型世論調査
の結果を政府がどのように取りまとめたかを国民が検証できるように明らかにし、政府の意思決定プロセスを国民に包み隠さず見せてください。それでしか国民は納得しません。

42000 個人 学生 ２０代 女性 原発の段階的な廃止 原発を早く0にして欲しいです。
ドイツのように自然エネルギーに切り替えて経済を成長させる方法で技術を磨いていければと思っています。

また、核廃棄物の最終処理場も決まっていないのに再稼働したことに、不信感をもっています。最終的な処分をどうするつもりなのか聞きたいです。
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